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一 本卷 よ、 著者が 明治 三十 三年 (一九 〇〇 年) 九月 『聖書 之 研究』 を 主筆 發刊し 

た る 時 以後に 於いて、 同誌 及び 其 他の 新聞 雜誌 に發 表せられ たる 著者の 文章 言論 の 中 

よわへ 國家 社會の 諸問題に 關係 ある も の を 選 擇集輯 せ る ものである。 

一 本 卷は篇 を 「時事」 及び 「宗教と 現世」 の 二つに 分つ。 前者 は當 時の 時局に 直 

接 或は 間接に 關聯 あ， -と考 へらる、 もの を (年代 的に)、 後者 は 一般的 原則的の もの 

を (內容 的に) 集輯 す。 但し 其の 區別 は必 すし も 厳密なら す。 

1 本卷 は、 『初期の 著作 下』、 (及び 『英文 下』 の 一 部) に 直接 連續 して、 ^た 

『講演 上下』、 『感想』、 『所感』、 『日記 上下』. (及び 『英文 上」 の 一 部) と 相 併んで、 

讀ま る 可き ものである。 讀者 諸氏 の 其 等 各 卷を參 照せ ら れんこと を 望む。 

一 本 卷は卷 末に 「第 十四 卷內容 年譜-一 を附 す。 
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明治 三十 三年 (一 九 〇〇 年) 


主義の 腐れ 易き 社會 

物の 腐れ 易き は 日本の 國土 なり、 印度洋よ りする 暖 風の 一度び 其 面を拂 ふや、 肉と して、 野菜と し 

て、 凡て 濕氣と 窒素と を 含む 有機物に して 忽 にして 腐敗せ ざる はなし、 建築 師は云 ふ、 日本に 於け る 

家屋 七ケ 年間の 腐蝕 は 米 園に 於け る 二十 年間の それに 均しと、 黴菌の 蕃 腐蝕の 速度に 至て は、 日本 

國は 世界の 第二 等 阈とは 下らざる べし。 

窃ー 素物然 り、 主義 亦然 り、 日本画に 於て は 如 M に 神聖なる 主義な りと 雖も 三ケ 年より 長く 其 神聖 を 

維持す る 能 はす、 自由主義の 腐る ゃ旣に 久し、 進歩主義 腐り、 平民主義 腐り、 國家 主義 腐り、 帝國主 

義 腐り、 今や 獨立 主義 も、 勞働 主義 も 亦 同じく 腐 败の徵 を 示す に 至れり、 是れ必 しも 之 を 唱道す る 者 

の 腐敗す るが 故に 非す して 社會全 體已に 腐氣を 以て 充 たさる X が 故に、 如； 1： に 高貴なる 主義と 雖も 一 

度び 日本の 社 會に投 ぜられ て 腐敗 を 免が る i 者な きに 至れり。 

*  * 
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n 本 M に 於て 新 主教 を i? ふ る^ は禍 ひ な る かな、 そ は 彼 は忽に し て 俗人 不平 家 の 利用す る 所と な り 、 

彼の 特 愛の 主義 は啄 類の 蹂綱 する 所と なりて、 彼れ al 身 は 終に I！ 徒の 键牲 となりて 終れば なり、 余 は 

ゅ界 のす ベての 大+ "義 に 向て 吿んと 欲す、 r 汝 n 木 國に來 る 勿れ、 汝は汝 の 本國に 止て 永く 汝の 淸淨 

を 保存せ よ」 と。  (：『_SI 朝 報』 九月 十九 m) 

罵 詈 の 注文 

更 に 罵 晋 の 華 を 緩け よと は 余の 讀^ の 多くよりの 注文な り、 然り、 余 は 未だ 全く 篤 詈 の 筆を收 めす、 

時と 場合と に 依て は讀者 或は 余より 此 種の  一一-一！： を 聞く こと あらん。 

然れ ども 八：' や 誰 を か 篤らん かな、 我國の 華族 を か、 ^閥の 老 ffl を か、 彼等 今 旣に廢 物に 等しき 者と 

して 世人に 目 せらる、 お、 余 W は 彼等 を 鞭つ を 好ます、 彼等 は旣に 筆誅 せられし 者、 今に 至て 彼等 を 

篤る は 死屍 を 鞭つ よりも 愚な り。 

然 らば ケゃ誰 を か 篤らん かな、 政治 {豕 を か、 彼等 脉 類に 近き 者と して 世人に 目 せらる.^ 者、 獸心ぁ 

りて 人心な き 者の 如くに 思 はる i 者、 余 蒙 彼等 を 罵りて、 反て 余輩の 子供ら しき を 笑 はれむ、 ケの政 

治 -ii^ を 篤らん より は、 田 {| を訪 ふて 其 飼育す る 家畜 の 類 を 篤 ら むかな。 

鳴呼然 らば 今や 誰 を か 篤らん かな、  . 

然 りべ.^ は 今 は 夫の 不平 {| と稱 する 無爲 無能 勞働を 憎み、 1^ 縱を 愛し、 唯 社會の 改良 を 口と 筆と にす 

るの 外、 他に 一 1* の爲 すなき 瀬 の 一 種 を 篤らん、 彼等 力 ー ライル を讀 ますして 力 ー ライル を：.^ し、 


パ ー ン ス の 詩篇 一 句 を も碌々 解し 得すして 西洋 詩歌と 平民主義と を唱 ふ、 華族 若し 肥えた る隊の 類な 

ら ば 彼等 は 實に瘦 せた る 犬な り、 學閥 若し 學 問の 專寶 者な らば 彼等 は實に 無學 の 發賣 者な り 、 華族 と 

紳商と 僭 侶と 政治家と を 嫌 ふ 余輩 は 亦 彼等 不平. 冢を 憎む や 切 也。  (『萬 朝 報』 十ガ 一 日) 

好ましから ざる 人物 

政事 家な り、 新聞記者 なり、 小說 家な り、 僧侶な り、 牧師な り、 傳道師 たり、 凡て 消費して 製作せ 

ざる もの、 凡て 語て 卿かざる もの、 進軍 を 吹奏して 自 から 進んで 敵に 當ら ざる もの、 彼等 は 皆な 好ま 

しからざる 人物に して、 彼等の 增 殖は國 {豕 の 不幸に して 其 幸福に あらす、 其褰 亡の 兆に して 振興の 候 

にあら す。 

一粒の 米 を 作り 得す、 一尾の 魚 を 捕へ 5：： す、 只爲し 得る 事 は 原稿 を 製造す る 事と 社會 改良 を 口にす 

る とのみ、 是 をば 稱 して 日本な/日の 操觚 者と は 云 ふなり、 箸よりも 意き 者 を 手に 取りし 事な き 者 を 

貴んで 華族と 崇め、 筆よりも 重き 者 を 手に 取りし 事な き 者 を 呼んで 國 民の 鼓吹者な りと 仰ぐ、 ^！！を拜 

して 虛に 導かる、 憐 むべき の國 民なる かな。 

獨立 心た き 者 は 人に 賴る にあら ざれば 他ん と相團 結す、 獨り 立つ の fijj 氣 なし、 故に 3： 人に か 頼ら ざ 

るべ からす、 獨り 立て 獨り 行 ふ、 是を獨 立の 人と は 云 ふたり、 他人と 團結 せざる にあら ざれば、 立つ 

明？. E 三十 一二 年 ( 一 九 00 年〕  五 


時 事 

能 はざる 者 は 徒黨の 類に して 獨 立の 人に あらす、 而 かも ぼ斯， 6 類 は 今 口の 口 本に だ 多し。 

氺  .X. 

役人たら ん と 欲す る 者 は 立憲 政友會 の 醜類の みに あ らす、 幹事た らざれ ば^^ に 脫 を 中 込む 靑年會 

員、 評議員に 加 へら わざれば 常に 攻乘の 位地に 立つ 會社 員、 然り、 日本 國民は 其 本性に 於て ^ て獵 {.a 

者た るな り、 彼等 は 未だ 努働 者たり 服從 者た るの 名譽を 知らす、 彼等 は 凡て 勞働 者より 納 むる 貢に 依 

て 衣食 せんとす る 横着 者た り、 獵 夫が 獵 夫と 爭 ひつ、 ある は 日本 今日の m: なる 出來！ ^なり。 

(『^朝 報』 十お 六：： =) 

日本人と 金錢 問題 

口 本ん は 一般に 商資を 好んで 商 資を嫌 ふ 者で ある、 彼等 は卽ち 自身が 商寳 する を 好んで 他人が 商賫 

する を 嫌 ふ 者で ある、 彼等 は 自身が 商賫 人た る を 恥と せす して、 他の 人が (殊に 彼等の 師 として 5- ぐ 

人が J 商寶に從事するを以て^*だ賤しとする者でぁる、 卽ち 彼等 は 自身の 肥えん 事 を §にん で 他人 0 瘦 

せん 事 を 望む 者で あ る、 實に 奇態 なる は 日 木 人の 商賫 に 關す る 思想 で あ る 。 

*  ： に 

若し 商 寶が惡 いもので あるならば 何故に 商人が 之に 從 事して 宜 いか、 商人 だとて 人間で はない や、 

商た の Ci? して 宜ぃ事 を 何故に 他の 人は爲 して は惡 いか、 勿論 商赍 にも 惡 いのと 善い のとが ある、 然し 

學 問に も傳道 にも 文學 にも 同じ 二つの 種類が ある、 若し 正當 の商賫 なる ものが あるならば (而 して 吾 


人 は あると 信す る) 何故に 孔子 も釋 迦もソ クラ テ スも 之に 從 事して は惡 いか。 

商賣 して は惡 い、 然し 獨 立せ よと 云 ふ、 之れ 恰 かも 食 ふて は惡 い、 然し 活 きて 居れと 云 ふの 類で は 

ない 乎、 百姓 だとて 其 作った 穀物 や 野菜 を寶ら なければ ならない、 何故に 文士が 彼の 論文 を賣 ては惡 

いか、 牛 5^ 配達 を爲 しながら 傍ら 文 學に從 事 すれば とて、 それで 其 文學が 潔白で あると は 言 はれない、 

何故 なれば 此 場合に 於て は 文士の 心中に 金錢以 外に何か 尙ほ 求む る 所が ある 乎 も 知れない からで ある。 

氺  ，： 个 

米國の 或る 有名なる 大學總 長 某 は大學 者で ありながら 然 かも 理財の 術に 長 じ、 學理を 講じつ k ある 

と： 1: 時に 數 萬の 富 を 作りし と 云 ふ、 而 して 米 國の社 會は此 故 を 以て 彼 を 責めす、 彼 亦 此事を 以て 恥と . 

たさす、 學を 講じ 理を 究めて 今 は 靜肅に 彼の 餘生を 送りつ k ありと 云 ふ、 余輩 は 何にも 必す米 人に 傲 

ふ を 要せす、 然れ ども 正 當 の 商賣を 罪惡視 せざる 米國 人に 吾人の 知らざる 廣量 ある を 知る。 

商 寶を賤 しむ る國 は 依頼 を 貴 ぶの 國民 で あ る 、 余輩 米國 にあり し 時に 曾て 或る 婦人の 家に 客たり 

き、 余輩 は 東洋人 根性 を 現 はし 手業に 從 事す るの 卑賤なる を 語りし や、 彼女 は 少しく 憤怒の 狀を呈 し 

て 曰く 「然 らば 貴國に 於て は 何人も 政府の 養 ふ 所と なるや」 と、 此時 余輩 は 恥ぢて 返す に 一 言 もなか 

り气 

&a て w、  s、 クラ I ク 氏が 札 幌農學 校に 長たり し 時、 彼れ 一 日 彼の 學生を 一 室に 集め 問 ふに 農業の 
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目的.^ 3： を 以てす、 時に 或 人 は 答て 曰く 「是 れ國 〈豕を 其 根本に 於て 强 めん 爲め 3」 と、 叉 或 者 は 答へ 

て 曰く 「是れ 民の 獨立心 を 喚起せ ん爲 めな り」 と、 其 他 答案- rns; せし も クラ ー ク氏は 只 頭 を 振りな が 

ら其然 ざる を 答 ふ、 學生は 終に 一 として 彼の 赞 成を惯 する の 答な きを 知り、 終に 彼に^ ふて 曰く 「然 

らば 先生 は 何 を 以て 農業の！^ 的と なす 耶」 と、 時に クラ， "ク 氏は滿 面に 笑を湛 えながら、 聲を 高めて 

答て 曰へ る やう 「農業の 目的 は 錢を瘦 るに あり」 と、 衆 時に 默然 たりし と。 

金錢の事に^.^だ潔，：1のゃぅで實は甚だ機ぃのは门本人でぁる、 賤妓の 爲に數 t 圆の 纏頭 を投す るに 

路 しない 3 本の 紳士 は敎 育の 爲め とか、 慈善の 爲め とか 云と 十 圓 の 金 も 容易に 中 H さない、 別莊 建築 

の 爲 めに 数 萬 圆 を 投じた 日本の 豪商 は ある けれども、 獨 立で 大學校 を 建てた 米 國のジ ヨン ス、 ホッ 

プ キン ス や クラ ー クの 様な 人 は 口 本に は 一 人 も- ら ない、 常に 忠君と 愛國を にす る E 本の 金 持 K ゐ 

當て にならぬ 者 はない。 

.....  * 

それと 云 ふの も 日本人が 未だ 全體に 金の 何たると 其の 貴き 理由と を 知らないから である、 金 は 政府 

力作る もので はない、 印刷 機械が あれば それで 紙幣 は 出来る ものであると 思 ふは大 逮 である、 金 は 

M ん^ に 依ての み 出來る 者で ある、 政治家が 政府と 結 托して 數萬 M の 金 を 得 たれば とて、 それで 彼 は 金 

を 作った と は 云へ ない、 此 場合に 於て は 彼 は 實は金 を盜ん だのであって 之 を 作った ので はない、 我等 

が眞 面目に 働いた 時に のみ 金 は 出来る ものである、 農夫の 乎に 依て 新たに 穀物の 實 りし 時、 詩人の 手 

に 依て 新たに 天来の 思想が 世に 臨みし 時、 此 時に のみ 金 は 新たに に屮 Z しので ある、 金 を はて 世の 屮 


の 廻り 持で あると か、 { や： に 飛んで 居る ものであって、 誰でも 勝 \J ^に 取れる ものであると 思 ふの が實は 

大^ 違 ひなので ある。 

或 人が 曾て フランクリン の 所へ 行って 金の 如何に 詰らない ものである 乎 を 語し 時に、 フランクリン 

は 答へ て 曰 ふた r ソ レ ならば 今 何處 かへ 行いて 金 を 持って来て 御覽 なさい」 と、 金 は 決して 詰らない 

もので はない、 是を 得る の は (正直の 手段 を 以て) 非常に 六ケ 敷い、 金 は 勞働を 代表す る もので あつ 

て、 實は 額の 汗の 固 結った ものである、 夫れ 故に 金を賤 しめる 者 は 實は勞 働を賤 しめる 者で ある、 ：.^ 

直 な る勞 働を以 て^に 立つ 者に 取て は 現世に 於て 金 ほど 貴 いもの はない。 

ホ  ホ 

= 木 人が 實は 非常に 金 を 欲し がりな が ら 表面 に 之を賤 しむ の は 彼等が 贵挨國 の- in じある からで ある、 

金 は 上より 赏 ふべき ものと 思 ふて-居った： が 額に 汗して 之 を 得ん と はせ すして、 上 者に 媚びて 之 を は 

ん とす る は當然 である、 日本人 は 實は身 を 君 に 奉じ 其 代り に 金を賀 ふの 外に 金 を 得る の 術 を 知 ら ない 

と 見える、 金 を 纏頭と れば其 賤しむべき ものなる は 勿論で ある。 

曾て モンテ ー ンと ー：ム ふ 偉 蘭. g: 人が 云 ふた 寧が ある、 「金 を 5^ るに 三つの 法が ある、 ち：^ むか、 ゆ U 

ふか、 ぐ かで ある」 と、 それで 我等 はチ k むの も、 世バ ふの もィャ であるから、 是非共 稼がなければ な 

ら ない、 卽ち 何に か^の 要求す る 必要品 を 作って、 以て 世 を 益し、 以て 我 身 を 養 はなければ ならない、 

出せよ、 產 出せよ」 との 力— ライ.^ の 絶叫 は 吾人の 服 II： すべき ものであって、 文で も 詩で も 米で 
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も麥 でも 宜 いから、 我等 は 之 を 作つ て 人類 全體 の 富 に 少した りと も 貢獻す る 所がなくて はならない。 

「如何にして は 余の 最初の 一 弗 を？：： しか」 是れ 多くの 米 罔 人が 誇 額に て 語る 話柄で ある、 火統烦 

リ ン コ ルンが 少時 ォ ハ ョ ー 河の！ i に 住みし 顷、 川蒸氣 船へ 通 ふ 孵 船の 舟 子に 雇 はれし が、 或 日 一 人の 

せんと  よろこび 

紳士 を 本船に 達り 屆 けた 報酬と して 五十 仙の 銀貨 を 貰 ひしとの 事で ある、 其 時の リン コ ル ンの歡 喜 は 

譬 るに 物な く、 彼 は 岸に 歸 りて 幾 囘か其 銀貨 を {〈.一 に 向て 打 上げ、 大聲 にて 叫んで 云 ふた さう だ 「是は 

祌が 我に 與 へ た 金 だ」 と、 亦 スタン ホ ー ルド 大學の 設立者なる 有名なる 富豪 スタン ホ ー ルド 氏 は 少時 

彼の 兄 某と 共に 山に 行て 粟 を 拾 ひ、 之 を 市に 寶てニ 弗の 金 を 得、 それ を资 本と して 終に 數千萬 弗の 金 

を 作り、 今 は 世界中で 最も 善く 整 ひたりと 云 ふ 大學校 は 彼 一人の 手に 依って 建てられ るに 至った、 勿 

論 日本に も 小 資本から 大財產 を 作った 者 はない と は 云 はれない、 然し 之 を 以て 神よりの 依 托と考 へ、 

之 を 社 公衆の 用に 供す る 者の 一 人 もま だ 日本の 金 持の 中から 屮 Z て來な いのは 如何にも 残念である。 

*  .X- 

金 を 以て 自分で 得た もの & やうに 考 へる のが 間違な ので ある、 金 は 天才と 同じ やうに 矢張り 天より 

の 賜物で ある、 我等 は 金 を 得て 之と 同時に 大 責任 を擔ふ 者で ある、 我等 は 之 を 最も 有益に 最も 能く 道 

理に適 ふやう に 使 はなければ ならない、 金を使 ふの 道 は 實は之 を 得る の途 より 六ケ 敷ので ある、 曾て 

或る 米國 人が 彼の 有って 居った 數百萬 弗の 財產を 最も 有益に 使 ふ 方法 を 示して 吳れる 人が あるならば 

其 報酬と して 金 五 萬 弗 を 其 人に 與 へんと 新聞紙に 廣吿 した 事が あるとの 事で あるが、 それ は 尤もの 次 

第で ある、 我 日本に 於ても 金 を 3i ける の 術に 於て は隨分 長て 居る 人 は あるが、 之 を 使 ふの 途を 知って 


居る 者 は 殆ど 無い やうに 見える。 

:e 故に 金が 欲しい かと 云 ふ 問に 答へ て 力 ー ライル は 「賤ぃ 人より 賤ぃ 取极を 受け ざら むた めで ある」 

と 曰 ふた、 殊に 日本の やうな 金货の 勢力の 非常に 强ぃ國 に 在て は此 用意 は 非常に 大切で あ る 、 節儉貯 

蓄の 要は 全く 此爲 めであって、 丁虔國 として 兵器 軍艦の 必要が あると 同じで ある、 獨 立の 爲 である、 

人た るの 威厳 を 維持す る爲 めで ある、 是れ 以外の ために は 我等 は 金 は 一 文 も 欲しく はない。 

(『萬 朝 報』 十月 十三 日， 十六 日， 二十 二日) 

米國人 の 友誼 

曾て 米/、 W 某 を 友と した 事が ある、 或る時 余の 敵對に 立ちし 者が 彼の 許に 行て，^ の 想を訴 へた、 共 

と が 

時に 彼 W は 答へ て 曰 ふた 「余 は 何 君の 友人で ある、 夫れ 故に 余 は 彼の 科に 就て 君より 聞く を 好まない、 

君 び 來て余 を 煩す 勿れ」 と、 余 は 其 時 始めて 米 人の 友誼の 厚き に 感じ、 爾來ー 層の 信 を 以て 彼等と 

交際 を 後け た。 

叉 或る時、 人の 米國の 余の 友人に 余の 過失 を傳 へて 遣った 者が あった、 友人 驚きて 直に 書 を 余に 寄 

せて 曰 ふた 「余 は斯 く，/ \- の 事 を 君に 就て 聞いた、 然し 余 は 直に 君より 聞く にあら ざれば 之 を 信す る 

事が 出来ない、 君 願く は 余の 爲 めに 之 を 辯 じ吳れ よ」 と、 余 は 勿論 余の 立場 を 彼に 書き 達り 遣り たれ 
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ば、 彼 は 其 後、 前日に 優る の 信任 を 以て 余に 接する に 至った。 

义 同 じ 頃であった、 同じ 米圃の 友人の 一人、 余に 就て 同じ 報知 を 聞いた 時に、 彼れ 余に 書き送て ni 

ふた 「余は；^？^の虚置と地位とを能く解する事が出來なぃ、 然し < ^は 前日の 如くに 君 を 信す る、 夫れ 故 

に 余は此 場合に 於ても 君の 方正 を 信じて 疑 はない」 と、 雨 來彼は 死に 至る まで 余 を 愛し、 余 をして 彼 

にへ.^ の 爲に辯 解す るの 必要な からしめ た。 

以.^ >j 日本人 今： n の 友誼なる ものに 比べ て資に 天と地との 训が あると 云 はなければ ならない。 

M 某 は 米 W ヒ ラデル ヒャの 或る 有名なる 印刷人 n 社の 主人で ある、 余 は 彼が 青年の 頃よりの 彼の 友人 

であって、 余の 彼 地に 在りし 頃 は < ^は 幾：！ か 彼の 家を訪 ふて 食 ひもし 遊び もした 察が ある、 彼 は宗敎 

家で もなければ 文舉 者で もない、 彼 は純粹 の商寶 人であって、 遭 ふて 話して 見れば 別に 之ぞと 云ふ說 

を 持って 居る 男で はない、 然し 彼の 友誼の 根强ぃ 事に 至って は 余の 曾て 見ない 所で ある、 余 は 本國に 

歸っ てより 或 時 は 一 年 問 も 一 一年 問 も 一 度 も 彼に 手紙 を 遣らない 事が ある、 然し 彼 は 夫れ が爲 めに 決し 

て 余 を 忘れない、 彼 は 船便 毎に 必す 余に 何に か途 つて 遣す、 叉 余が 何に か 彼に 注文 すれば 彼 は必す 余 

の 注文に 應 する、 彼 は 余の 用 を 爲すを 以て， 6 春と して 居る やう だ、 余 は 勿論 日本に 於て 斯んな 友誼 を 

見た こと はない。 


B 某 は ミネソタ州 ミ ネアポリスの 或る 有名な る 資时 〈豕 である、 明： IE 4- 八 年の 夏 余が 彼國 慈善 大 會 に 

列 せんが 爲 めに ヮシ ン トン」.^ に 到りし 時 ゥヰラ ー ド 旅館の 入口に 於て 僅か 十五 分 間 程 余 は 彼と 語 を 交 

へた 事が ある、 然し 是が緣 となって、 爾來 十五 年間 一日の 如く 彼と 余と は 兄弟 も啻 ならざる 友人で あ 

る、 余の 手紙の 彼の 手に 落る 時 は 彼の 一家に 一大 喜樂の 臨む 時であって、 日本人に して 彼の 家 を訪ふ 

た 者 は 皆 彼が 余に 對 する 友誼の 篤い の を 見て 驚かない 者 はない、 彼 は 余が 今日まで 彼に 書き送りし 手 

紙 を 活字 を 以て 寫し 直し、 之 を 一 つの 美本に 緩ぢ、 之 を 客室に 置いて、 |IS 額に 来客に 示す との 事で あ 

る、 彼れ 過る 歳 キリ ストの 生國 なる パ レ スチナ に 旅行せ し 時に、 書 を 度々 彼の 旅行先より 余に 送り 越 

し、 ヨルダン； 1； の 岸に 於て、 ガリ ラャの 海の 岸邊に 立て、 幾囘 となく 余の 事 を 思 ひ 出し、 余の 爲 めに 

祈り 吳れ しとの 事で ある、 彼 は 資財 家で ある けれども 曾て 一 度 も 金 を 以て 余 を 助けて 吳れた 事 はない 

是は彼 は 友誼の 金 錢の故 を 以て 破れ 易き を 知る からで あると 思 ふ、 余 は 亦 曾て 此事を 以て 彼を烦 はし 

た 事 はない。 多分 彼と 余との 友誼 は 永遠 にまで 綾く もので あ ら う 。 

ネ  * 

G 某 は米國 メソヂ スト 敎會の 或る 牧師で ある、 余 は 彼 地 在留 中 幾囘か 彼の 家に 客と なった、 或る U 

の 事、 余 は 思 はす も 余の 或る 秘密 を 彼の 前に 述べた 事が ある、 余 は 後に て トン だ 事を爲 したと 思 ふて 

心配した、 然るに 歳 を經て 再び 彼に 會 ふた 時に 彼 は 心配 さう に 余に 問 ふて 曰 ふた 「君の かの 件 は 何う 

なった、 余 は祕密 を 守って 今日に 至る まで 余の 妻に も 之 を 語らない」 と、 余 は 彼が 友人の 秘密 を 守る 

斯 くも 嚴 格なる を 見て 實に 感奮に 堪 へなかった。  (『萬 朝 報』 十月 廿 六日. サ 七日，) 
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現世の 地 獄 日 木 

地獄と は 何にも 必 しも 血の 池 や 針の 山の ある 所ではない、 地獄と は 人々： A に 相 疑 ひ、 彼等の 中に 信 

なる もの、 絕 えて 無い 所で ある、 と は 角が 生えて 怖い 額 をして 居る 者で はない、 私利 私愁の 外に 

3： にも考 へない 紳士、 學者、 政治家の 類 は智な 鬼で ある、 是 等の 點 から 考 へて 見る と 今日の 日本の 社 

會が眞 正の 地獄で あると 思 ふ、 多分 斯んな 怖い 怕 しい 國は 隣邦の 朝鮮 を 除く の 外 は 天が下に 何處 にも 

あるまい と 思 ふ。 

故 グラッドストン は 「政治の 目的 は 善を爲 すに 易く して 惡を爲 すに 難い 社會を 作る にある」 と 云 ふ 

た、 然し 日本 今日の 社 會は是 と 丁度 正反對 であって、 惡を爲 すに 易く して 善を爲 すに 茜 だ 難い 社會で 

ある、 友人 を 離 問す るに 最も 易い 國は 日本で ある、 他人の 善行 を 傷け るに 最も 易い 國は 日本で ある、 

不義の 利と 不正の 名譽を 博す るに 最も 易い 國も 日本で ある、 小才 子が 幅 を 利かして、 正直 眞 面目の 人 

が 引き込んで 了 ふ國も 日本で ある、 善と 云 ふ 善 は 何も 爲す 事が 出来な くして、 惡と云 ふ惡は 何んでも 

出来る 國は 日本で ある、 實に 今日の 日 木 は 立派なる 現世の 地獄で ある。 

^に怕 しい 者 は 虎で もなければ、 獅子で もなければ 大蛇で もない、 世に 怕 しい 者 は 人間で ある、 猜 

疑、 しこ. 富む 人間で ある、 卽ち 今日の 日本人の 如き 者で ある、 彼等の 中に 住む は 地獄に 住む と 同じで あ 


る、 不安心の 極で ある。  (『萬 朝 報』 十月 卅 一 日〕 

國 家と 家庭と 個人 

善き 政治家が 有って 善き 社會が あるので はない、 善き 社會が 有って 善き 政治が あるので ある、 社き 

は體 質であって、 政治 は 之 を 外に 顯 はす 表皮に 過ぎない、 腐た 社會の 上に 貴い 政治 を 建てん とする の 

は賤 しき 女に 貴族の 衣 物 を 着せて 眞の責 婦人と 爲 さう とすると 同然で ある。 

善き 社會が 有って 善き 家庭が 有る ので はない、 善き 家庭が 有って 善き 社會が 有る ので ある、 社會と 

は 家庭が 相 集て 造る ものであって、 社會と はより 大 なる 家庭と 稱 ふが 適 當 であらう と 思 ふ、 若し 日本 

の 社會は 如何 云 ふ社會 で あるか を 知らう と 思へ ば 之 を 社 會雜誌 ゃ社會 新聞に 於て 見ても 分らない、 之 

を 日本 普通の 紳士の 家庭に 於て 見れば 能く 分る、 道德 もな く、 宗敎 もな く、 只 外面の 禮 儀が 立派で、 

內 部に 主義と 云 ふ 主義の 一 もない こと、 是れが 日本の 家庭であって 亦 其社會 である。 

善き 家庭が あって 善き 個人が あるので はない、 fl き 個人が あって 善き 家庭が あるので ある、 慈愛に 

富める 父、 淸 潔なる 母、 勤勉なる 兄と 姉、 從 順なる 弟と 妹、 是れ あれば こそ 善き 家庭が 作れる ので あ 

つて、 父に して 野心 勃々 たり、 母に して 虚榮を 好み、 兄と 姉と にして 遊惰に 耽り、 弟と 妹に して 只 己 

に 求む る 所ろ を 知って 他を悅 ばす の 心なく して、 高貴なる 淸淨 なる 家庭の 彼等に 由て 作られ やう 箬は 
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たい、 H 本の 家庭なる もの は赏 はホ ー ム ではなく して ハウスで ある、 卽ち罩 に 風雨 を 凌ぐ ための 處で 

ある、 是は其 之 を 作る 者が 神 を 知らす、 露 理を悅 ばす、 只 倫 快に 面 C く 此世を 渡る を 以て 人生の ほ 的 

と 3^ 做して おる 者で あるから である。 

改革 は先づ 個人 を 以て 始まらた ければ ならない、 一 人の 善人 を 作りし 者 は それ 丈け 國家を 改造せ し 

ものである、 然るに 之 を ei さないで、 政治 を 論じ、 社會を 云々 する 者の 如き は、 之れ §sf に 空中に 夢想 

を畫く 者であって、 如 斯き者 は 其國務 大臣た ると 代議士た る を 問 はす、 太平洋の 底に 沈めて 了 ひたき 

もの である。  (『萬 朝 報』 十一月 六 n!) 

義 理 

日本の 社會に 義理なる ものが ある、 = だは 外 圃 に 於て は 決して 昆 ない 所であって、 是が爲 に 苦め られ 

る もの は^ 洋の u 本人に 限る。 

*  * 

*  * 

義现と は 義務で はない、 義務 は 宇宙の 大道 を盡す ことであって、 是は 極く 高尙の 事で ある、 然し 口 

本で 稱ふ 義理なる もの は 詰らない 社會の 習慣に 從ふ 事であって、 是は 極く 卑屈の 事で ある、 さう して 

義務の 念に 至て- S い 日本人 は 義理の ために は 殆んど 全 生 1^ を 費 しつ \ あるので ある。 


何 にも 愛 心から 之を盡 すので は な い、 亦爾 うなれば とて 全く 利 慾 心に 驅られ て 之を爲 すので もない- 

唯 世間の 評判 を權 れて爲 すので ある、 不義理の 人と 稱 ばる、 が 恐し さに 爲 すので ある、 日本人 は 多く 

は 忠臣、 孝子、 愛國 者、 義人、 改革者た ど稱 はれて 世間に 譽め 立てら れんこと を 欲する 者で あるから" 

此名譽 の 稱號を 買 はんが 爲に は 彼等 は 何ん で も爲す の で あ る。 

*  .X.  .. -..  * 

見 給へ、 東京の 市中 を步 いて、 かの 到る 處に 菓子屋が 有って 皆 大抵 繁昌して 居る の は 何が 故で ある 

か、 是は 「使 ひ 物」 と稱 して 人 を 訪問す るに 空 手で は 行けぬな ど 云 ふ 詰らない 習慣が 此國に 行 はれて 

居る からで はない か、 其 他 反物屋で も、 煙草屋で も、 酒屋で も、 魚屋で も 「進物」 販賣を 目的と して 

商賫 する 者が 多いで はない か、 日本人の 中から 義理なる もの を 取り除いたならば 彼等の 商賣の 半分 は 

なくなる ので あらう と 思 ふ、 義理 は實に 日本人の 精神 を 縛る 繩 である、 是 あるが ために 彼等の 思想 も 

發 達しなければ、 政治 も腐欧 する、 日本人の 精力の 大方 は此 義理と 云 ふ 精神病の 爲に 消磨 せられて 了 

ふから、 之 を 偉大なる 事業の ために 使 ふこと は 出来ない、 其 義理の 念が 變 じて 義務の 念と なる まで は 

m 本國は 至て 詰らない 國 であると 思 ふ。  r 『萬 朝 報』 十一月 九 n) 

小善 錄 

其 一、 善に 大小 な し 

此 曲れ る 邪 またる 社會に 在て、 我等 は大 善を爲 さんと 欲して 爲す ことが 出来ない、 此國家 を 根本的 
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に 改造 せんこと は 最も 望ましい 事で あるが、 然し 之 は 今 n の 日本の 政治家 を 以てして は 到底 むべ 力 

ら ざる 事で ある、 大文學 も 駄目で ある、 大 慈善 も 駄目で ある、 大と稱 する 者に して 此傅大 ならざる M 

おに 向 ひ 何 一 つと して 望む 事 は出來 ない、 若 かす 小善 を It ぜんに は、 善 は 小なる ものと 雖も爲 すべき 

である、 殊に 大善 を爲す ことの 出來 ない 日本な r 日の 如き 社會に 在て は、 小善の 外に 吾人の 爲し 得る 善 

は 無い と 思 ふ。 

は 善に 大.^ の^はな いので ある、 小事に 善なら ざる ものが 大事に 善なる 害 はない、 小事に 忠なら 

AAA 厶厶厶 △ 厶厶 厶<3厶<3厶<3厶<" 厶厶厶 <!<:△△△ 

ざる 者 は 大事 を 托する に 足らない 者で ある、 下婢と 下男と に 不信 切なる 政治家 は國 民に 對 しても 亦不 

切で あるに 相 遠ない 、 小せ おと 稱ふ て 之 を； S な い is^ 洋 の 英雄 は， 實に賴 む に 足らざる 人物で ある。 

*  ォ 

「せて 此 地を践 みし 者の 屮で设 も 心 切なる 人、 殊に 贫乏 人に 對 して 心 優しく、 總 ての 正直なる 人の 

友人で、 其 面に 天の 祝 一 i は 輝いて 居る」 と は 西班牙の 文豪 セル ヴハ ン テスの ものせ し 或る 小説の 主人 

公の 常 性で あるが、 實に 偉大なる 人と は總て 斯う 云 ふ 人で なければ ならない、 コ ムゥ H ル でも ヮシ 

ン トンで も リン コ ルンで も、 總て 人類 を 稗 益し、 國 家の 建設、 社會の 改築に 大功 を擧 げた 人 は、 先づ 

{ま庭 に 在て は 善き 夫、 善き 父で あり、 村に 在て は 善き 隣人で あり、 軍に 在て は 下卒の 善き 友人で あつ 

た 人達で ある、 偉人と は！ い 人で もなければ 亦 近づくべからざる 人で もない、 彼等 は 皆な 人類 を 愛す 

る 者で あるから、 誰に でも 好意 を 表した 人で ある、 我等 は蟲 蝶に さへ 心 切で ありし 釋迦牟 尼佛が 東洋 

第一 の 偉人で ありし 事 を 忘れて はならない。 


ふ スト ィ们が 曰 ふた 事が ある、 「余が 文筆に 從 事し 居る 時と 雖も 若し 盲人の 來 りて 余に 隣村まで 

の 案 .2: を 乞 ふ 者 あれば 余 は 何事 を 捨て も その 乞 ひに 應 すべし」 と、 彼 は 露西亞 皇帝の 命 を 奉ぜざる 

ある も、 貧乏人の 依頼に 應 する 者で ある、 彼 は 天の 神の 像 を 腰の 曲れ る 乞食の 面に 認めて、 王侯貴族、 

其 他 世 の 以て 高貴 の 人と 崇 むる 者の 姿に 於て 認めない 者で ある、 彼 を 偏見 の 人と 云 ふ 人 も あるが、 然 

し 彼の 如き は大 善に 於て よりも 小善に 於て 偉大なる 人、 卽ち眞 正の 偉人と 云 はなければ ならない 人で 

ある。 

其 一一、 小善の 快樂 

若し 快樂の 一 點 より 云へば、 小善の 快 樂は大 善の 快樂の 如き もので はない、 勿論 大 善に 伴 ふ 快樂は 

無 いで はない、 國家 に 大功 を 立て、 それが 爲に位 を 進め られ勳 章 を 賜 は る の も 偸 快な る 事に 相違ない、 

「志す 所 功名に あり」 と は 東洋の 志士と か稱 ふる 横着 者の 皆な 切望す る 所であって、 彼等が 大 善を爲 

さんと する に 急に して、 小善 は 措て 之 を 顧みな いのは 全く 此 功名と 云 ふ 精神 上の 娛樂 に與 からん が爲 

である 0 

然し 功名なる ものが 純粹雜 りの ない 快樂 でたい 事 は、 彼等 功名に 誇る 者が 功名 以外に 快樂を 求めん 

と爲 しつ i あるので 分る、 見 給へ、 君寵 身に 餘り、 位 人臣 を 極む と 云 ふ 人で 榮 位の 快樂に 厭き 足らす 

して^ 莊を 作ったり、 多く 婢妾 を蓄 へたり して、 卑賤なる 肉體の 快樂に 身の 安 慰 を 求めつ、 あるの を、 

若し 位階 勳 章が K; 正の 快樂 であるな らば、 侯爵 殿 や、 伯爵 殿、 叉 は 子爵 男爵な ど k て 皇室の 藩屛 たる 

榮譽の 位置に 昇りし 人 は 決して 爾んな 卑しい 快樂に 身と 心と を 慰め やうと はなさない 苦で ある、 功名 
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なる もの は實は 毒物であって 安慰劑 でない 事 は、 我國 今日の 高位 高官に 居らる、 多くの 人達の H 常の 

境遇 を 見て 分る。 

然し 小善の 快樂は 決して 雨ん な 者で はない、 先づ第 ； に 小善 は _i にで も爲す ことの 出來る 善で ある 

から、 其 報 を 得 たれば とて 誰も 妬む 者 はない、 若し 一人の 政治家が 彼の 獵官 運動の 結果と して 大臣の 

椅子に 有り 附 いたと すれば、 4- 人 义はー 一十 人の 落第 政治家 は 切齒扼 腕して 彼れ 幸運 兒の 成功 を嫉 む、 

一 人の 意氣 扱々 として 馬車の 馬に 鞭て 登閣 する 者が あれば、 数十 人の 不平 代議士 等 は 辻 車の 車夫 を 化 

り 飛しながら 議會の 門前に 乘り 付ける と 云ふ肷 態で ある、 實に 日本の 如き 國に 在て は 大臣になる の は 

ii; 作りの 極で あると 思 ふ、 若し 大臣の 椅子なる もの を 無くしたならば、 M れ 程の 嫉； ％、 何れ 程の 悲， S 

慷慨 を H 本の 此社會 より 除く に 至る や も 知れない。 

小善の 快樂は 嫉妬 羨望の 伴 はない 快樂 である 許りで ない、 是は 人目に 觸れ ない 快樂 であるから 何時 

まで も 消えない 快樂 である、 一一 一一 a ふまで もな く、 快 樂と云 ひ 苦 惱と云 ひ 皆な 心の 狀態 であるから、 心 を 

樂 まし 良心 を滿 足させる もので なければ 實は快 樂と稱 ふこと は出來 ない、 快 樂は賁 に 人に 見られて 消 

え 失する ものである、 正 何 位に 敍す、 何 動 章 を 賜 ふと 官報 を 以て 布 達され、 新聞紙に 載せられ、 社き 

公衆にまで 年 が 幾 干で あるか、 それまで 知られて、 何の 快樂 もない 害で ある、 快樂は 人目の 達せ ざ 

る 所に あるので ある、 ：大の 神と 我が 心と、 我が 極く 少数の 親友と が 知る ことの 出来る 所に のみ あるの 

である、 小善の 快 樂が眞 正の 快樂 であって、 大 善の 快 樂が 虚偽の 快樂 であるの は、 大善は 新聞紙の 風 

する 者であって、 小善 は祌と 我が 心の 外 何ん も 知る 事の 出來 ない 者で あるから である。 

(『萬 朝 報』 十一月 十五 日- サ日) 


埋 葬 の 辭 

^0 「新 聲」 と 云 ふ 文 學雜誌 を 見たら ば 斯う 云 ふ 華が 書いて あった 

蘇 峰 子が 社會 から 葬られ 去った の は n いや 過去の 事で ある、 內村鑑 三 子が 今や 其 厄 運の 跑を襲  >  一と 

して 居る 云 々 

き讀 むと 何んだ か 蒙 味が 惡 いが、 然し 能く 考 へて 見る と 怖く も怕 ろしく も 何ん ともた 》， 日本 ^ 

社會 に营れ ると は？！ にで も 扉ら れる やうで 何やら 臭くて 堪らない やう だが、 是 れは實 は. i の 節 

會 から 脫 する 事であって、 少しく 志を存 する 者に 取りて は 幸福 此上 もない 事で ある。 

日本の 社 食に 葬られたならば 何も 爲る ことがある まいと 心配して れる人 も あらう が 余に 取て は 

爲暴 は澤山 ある、 先づ 第一に 曰 本 計りが 社會 ではない、 社 會とは 人類の 社會 である、 支那 も 印度 も 

一 拿賓 も、 、ノラ ン スヴァ ー ルも、 米 國も布 桂 も 皆 社會の 中で ある、 日本の 社會に 葬られた らば 金 門の 

彼方 こ ある 自由 國に 行っても 宜ぃ、 或は 東海 を 渡って 支那の 革命軍に 投じても 宜しい、 メキシ 一一 カブ 

ラジレ こ新日本國を建？^！するのも結構でぁる、 何にも 必ら すしも^ 藤 内閣の 支配 を 受けなければ 愛國 

者で ない と 云 ふので は あるまい、 Mitim.^^ss$^.^^^s.s 

なる 曰 本 帝 SIS いと 云 念で も あるまい、 人 I 魂 さへ 3 たなら、 界 何れ S へま 

ーひ 1^  國の. & 良なる 臣民で あると 余 は 思 ふ。 

然し 日本の 社會に 葬られ たれば とて 何も 必ら すし も 日本 を 去る の 必要 はない と 田で" ""本に 居って 

二 1 
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北ハ 政府と ポ會 とが 課する 總 ての 稅を默 つて 拂ひ、 新聞-紙 條 例に 觸れ ないやう に 筆を愼 しみ、 政府の 惡 

::: をぎ はす、 社會 がいくら 5g 敗しても 默 つて 居ったならば 此社會 でも 我慢して 置いて 吳れる だら うと 

E ャふ、 雨う すれば  < ぶ は 所謂 『幽囚 文學』 に從 事す る ことが 出来て 其 時 こそ 余の 得意の 時代が 來 るので 

ある、 司 馬： t 一に 傚 ふて 歷史を 書いても 宜ぃ、 バ ン ヤンに 傚 ふて 宗敎實 驗談を 綴っても-冗い、 まだ 社き 

が 余 を^って 吳れ ない もの だから 度々 貴 «i なる 萬 朝 報の 紙面な どへ 首 を 出して 俗人 輩と 語り も すれ、 

愈よ 葬式と なって、 此 奥い 機い 社會 より 放逐と 事が 定 つた 以ヒ は、 力 ー ライル 先生の 命に 從ひ拇 を 被 

つて 筆と 紙と を 以て 天國 的の 生涯 を 送る 事が 出来る。 

せ會 に雜られた ならば何も面^^ い 事が なく つて 困る だら う と 心配し て 吳れ る 人 も あら うが、 夫れ は 

八、 して 心配に 及ばない、 余 は 確に 信す、 此 日本の 社會. ^遠から すして 葬られなければ ならぬ 社會 であ 

る 事 を、 若し 日本の 社 會が余 を 葬る ものである とならば 宇宙の 大道 は 日本の 社會を 葬る であらう、 余 

は 密かにき "す、 葬られん とする もの は實は 余に 非す して 此 口木の 社き である 事 を、 雨う して 墓の 底 

(拇の 巾と 巾 さん 乎) から 此社會 の 埋葬 を拜 見す る も 亦 一 興で はない 乎と 思 ふ、 ^の 君子、 仁人、 愛 

國者 さて は文學 者、 批評家が 心に 滿 足の なきより、 互に 擲り合 ひ を 始め、 其 結 此 父祖の 圃をメ チヤ 

に：^ し て 了 ふ 時 は 遠から すして 來る事 で あると 思 ふから、 此厄運 の 我が 愛する 口 本の ； e 會に 臨む 

0 に 、 其薛る 所と なる の は 甚だ 結構の^で あ ると 思 ふ。 

^^；しながら、 嗚呼 然したがら、 …… 此國家 も 我が 國家 であるから、 縱令 墓の 底からで も、 叉 は 十字 

架の 上からで も 其 衰亡に 迫る を 見て 平氣で 見物 は屮 I 来まい、 否な、 其 時 は 墓の 底から なりと も聲を 5^ 

ずて 其悲重 を 嘆く であらう、 ほ 首 者 M レ ミヤの 一一 一一 II を惜 りて 「我が 民の 女の 殺された る 者の 爲に」 哀滞 


ー篇 なりと も 歌 はう と 欲 ふ。  (『萬 朝 報』 十一月 サニ 曰、 

新聞紙の 無勢 力 

H 本 令 日の 新聞紙の 無勢 力と 云 ふ もの は實に 言語 同斷 である、 之に 譽 めら れ たれば とて 训に 名譽 で. 

もな く义 之に 篤ら れ たれば とて 別に 恥辱で もない、 今の 日本の 新聞紙の 記事なる もの は 之 を 雲 烟過眼 

視す る も 少しも 〈JlJj 支の ない もの で ある。 

事 の 兹 に 至 り し 重なる 原因 は 社 會全體 の 腐敗で ある こと は 云 ふまで もない、 今や 恥 は 恥で なくな り 、 

名譽は 名譽で なくなった、 人の 面の 皮 は 象の 皮 だけ それだけ 厚くな り、 赤面で あると か、 良心の 詰責 

で i$ ると か 云 ふ 事 はん マは殆 んど此 君子 國 から 跡 を絕 つに 至った、 日本の 今 0 の 社會は 丁度 泥棒の 社. 曾 

と 同然であって、 之に 譽 めら れ るの は 反て 不名譽 で 恥辱であって、 之に； IE まれる の は 反て 名譽 である 

やうに なった、 ？ M 界 II 闘 以來羅 馬帝國 滅亡 以前 を 除いて は * 曰 木の 今日 ほど 社會の 腐った 事 はなから 

然し 新聞紙の 無勢 力なる の は 他に も 原因が ある、 篤ら れ たる 社 會が惡 い 計りで 新聞紙の 記事に 斯く 

も 勢力が 無い ので はない、 新聞記者 彼等 自身 も此 事に 就て は大に 責任が あると 思 ふ、 彼等 は實に 彼等 

の 筆に せし 記事に 就て 責任 を檐ふ 記者で あるか、 彼等 は實に 毎日 時 を 定めて 人類と 宇宙と に關 する 狭- 
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等の 知識 を增 さんと 爲 しつ & ある 者で あるか、 彼等 は 他人の 評判と 時勢の 憤慨と に 貴 直なる 光陰 を 消. 

费 しつ 、ある やうに 自身の 修養に 力 を めつ k ある 者で あるか、 彼等 は # の 腐敗 を 歎く やうに 自身に 

瑕瑾 多き を 憂へ つ、 ある 者で あるか、 新聞記者と は 世の 木鐸で あり、 社.^ の 先導者で あると 云へば、 

靳く あるべき 普の 者で ある は 勿論で あるが、 然し 彼等の 綴りし 新聞紙の 記事が 餘 り社會 を覺醒 する の 

力 を 有たない の を 見れば、 彼等 は餘り 勉强家 でも 修養 家 でもない やうに 見える。 

：  氺  や 〔- 

然し 社 會が亂 脈に 成って 來 たからに は是も 無理な 注文で あるで あらう、 無責任の 新聞記者が 無 貴 fri 

の 政治.； 1^ に當 り、 さう して 一 日 も 早く 此社 きを 打ち 毀して 了ったら ば、 新らしぃ社會が^^來て來て、 

反て 圃.： ^民衆の 幸 幅と 成る であらう。  (『萬 朝 報』 十一月 サ八 口) 

沈  SI  阈 

曾て 或る 实會の 席に て 或る 有名なる 政治 やぶに 會 合した、 我等 は 頻りに 彼より 一 場の 演說を 要求した， 

然し 彼 はどうしても 我等の 懇 求に 應 じなん だ、 彼 は 答へ て 曰 ふた 「令 日まで 幾 间 か演 說を爲 して、 幾 

か 一一： 一 n 葉 を捉 へられて 酷い目に遭 ふたから 以來は 決して 演 說を爲 ない ことに 定めた」 と、 我等 は 彼 

の辭 退の 理由の 尤も 干 萬なる を 知て 我等の" 要求 を 取消した。 

先 s; 松 田 文部大臣が 帝 國大學 に 行いた 時に も敎員 生徒 諸氏より 一 場の 演說を 依頼され たさう だ、 其 

時に K れ 文部大臣 閣ドも 前の 政治 {t^ と 同 一 の 理由 を 以て 此 依頼 を 謝絶され たる さう だ * 斯くて 日本の 


政治家 は 追々 と 演說を 止め 沈默を 守る やうになる ので ある。 

「一 一一 一口 葉 尻を捉 へられた るの が惡 い」、 是は實 に 卑怯 千 萬の や う で あるが、 然し 惡 人と 小人と が 屋根 

の 瓦よりも 澤山 棲息して 居る 日本 今日の 社會に 在て は沈默 ほど 賢い 方法 はない、 日本の 如き 國に 在て 

は 何んでも 默 つて 居て 他人の 失敗す る を 待って 居って、 さう して 彼 を 引き 下して 遣って、 我れ 獨り大 

下 を 取る のが 一番 好い 方法で ある、 政： 1E 衆たり、 新聞記者たり、 此方 法に 依る にあら ざれば. 此國に 

於て 立身 成功 は 甚だ 覺 束ない。 

文明の 程度 は 公開 演說 の 有無 多寡 に 依て 決せられる ものである さう だ、 日本の 如く 公開 演說 の 危險 

の 非常に 多い が爲 めに 賢者たり、 智者た る 者が 演說を 全 魔す るに 至らん とする ぼの 文明 は 何ん な もの 

であるで あらう か、 之 は 確かに 亞非利 加の 野蠻國 ではない が然 りと て ペリ クリスの 雅 典圃、 ジョン ブ 

ライト や グラッドストンの 英國の やうな 國 でない 事 は 能く 分って 居る。 (『萬 朝 報』 十一月 廿 九日) 

怕 る ベ き 者 

怕 るべき もの は獅 でも 虎で も 蛇で も 何んでも たい、 怕 るべき もの は 人で ある、 日本人で ある、 nl 本 

の靑 年で ある、 靑 年文學 者と か稱 する 一種の 懶け 者で ある、 自由 を唱 へ、 正義 人道 を唱 へ、 愛 國を唱 

へ、 愛を說 き、 而 かも 勉强を 嫌 ひ、 堅い 書を讀 ます、 人物 を 批評し、 新 體詩を 作り、 叱の 中 を 夢と 不 

平と を 以て 送る 當 代の 文士と 稱 する 者で ある、 彼等 を 身に 近け て大： 難の 吾人に 及ばない 事 はない リ 
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近頃 或る 米 國の宜 敎師に 遭 ふたら 彼 は 斯う 云 ふた、 

私 c= 本に 来まして から 揮 山 欺され ました、 今でも 欺され ます、 同じ 方法 を 以て 欺され ます、 何う 

も. 5- 憐 であると 思 ふて 靑年 を援け て 遣ります と 吃と 欺 さ れ ます、 然し 仕方 が あ り ま せん、 夫れ で 

すから 令で は 欺され ると 知り つ k 援 けて 遣ります 

と、 せに 大な る圃 辱で はない 乎。 

"k  ネ 

或る W 年が (彼 は誠實 なる 者に して 今日日 本の 靑 年中に 稀に 見る 所の 者な り)、 或る 祌學 校に 行て 

某 赞敎を 研究 せんとし たらば、 其 管理者た る 宣敎師 某 は 彼に 斯う 云 ふた さう だ 「足下 も 多分 英語 を學 

ん だ 後 で は 宗 敎をル める のでせ う」 と、 彼れ 宣敎師 は 今日まで 幾囘 となく 日本の 靑 年に 欺され た 故に 

此無 n の 言 を發 したる に 相違な い、 故に は 彼れ 宜敎師 に 在りと 云 はんより は 寧ろ 彼 を 欺きし 多くの 

日本のお h; 年に 在りと 云 はたければ たらない。 

*  * 

斯 -リ .: ム ふて.^ 論 日本の 靑年 の 全體を 蔑視る ので はたい、 世に は 多くの 好い 靑年 らしい 青年 が ある、 

卽 ち勉强 一 方に 熟 心なる 青年が ある、 好い 靑年は 社會の 改良 だと か 人類の 救濟 だと か 云 ふ 事に 口を出 

さない、 彼等 は修舉 に餘り 熱心で あるから、 斯んな 事に 口を出す 間 暇がない、 己れ 學問を 得ん と 欲す 

るより はんに 己れ の 學問を 頒んと 焦心る 靑年は 大抵 危難 い 靑 年で あ る、 而も 今日の 日本に は 斯う 云 ふ 

靑 年が 澤山 居る。  Q 萬 朝 報』 十二月 一日〕 


僕 は 法律 を 知らないから 法现 的に 此 事件の 曲直 を判斷 する 事は屮 I 來 ない、 然し 一 つの 社會的 現象と 

して 此 * 件 は B 木 人の 本性 を 能く 證明 する ものであると 思 ふ。 

ん， より 五 年前此 事件の 始めて 社 會に顯 はれし 時 は 高 野 判事に 同情 を 表した 者 は 非常、 に 多く、 始めて 

富士見 軒に 於て 彼の 爲 めに 慰 勞會の 開かれし 時の 如き は 來會者 六 七 百 人に 達し、 今の 灰 殼黨の 諸 先生 

方 を 始めと して 朝野の 紳士に して 彼に 同情 を 表さない 者 は 殆んど 無い 程であった。 

然るに 彼 一度び 彼の 官を 免ぜられ、 一平 民と 成り 下る や、 彼 を 思 ふ 者 は殆ん どた きに 至り、 今日の 

處 では 彼の 事件 さ へ 殆んど 全く 忘却 されん する 狀態 である、 變り 易き は 人の 心で あると 云 ふが 令の H 

本人 の 心 ほ ど 變り易 いもの は あるまい、 斯ん な社會 の 輿論な る もの を賴ん で 事 を爲す ほ ど 馬鹿ら し い 

察 はない。 

今日は 喝采、 明日 は：； ii 害、 今日は ホ ー ザ ンナ、 日 は 十字架、 今日は 義人と して 檐ぎ 上げられ、 明 

R は僞〈裙^^と て 投り5^さ る 、 今の 日本人 の 心 は 昔時 の 暴君 の 心と 同じで あって、 「朝 承, 恩暮 賜， 死」 

と は 昔時 の 支那 に 於ても 今日の 口 本に 於ても 同で ある、 斯ん な社會 の 爲に身 を 粉に して 盡す ほど 詰ら 

たい 審 はたい。  (『萬 朝 報』 十二 二日〕 
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B 本人の 敵 は 露 西： れュ 人で もなければ、 英吉利 人で もなければ、 亦 佛蘭西 人で も .fsi 米 利 加 人で もない、 

日本人の 敵 は 日本人で ある、 四千 五 百 萬の 同胞、 是れ 相互 を 食 ひ、 相互 を 屠り、 相互 を 虐げつ K ある 

ものである。 

貴族と 政治家と は 人民の 膏血 を 絞り、 文 學者は 相互 を 傷け、 屠り、 且つ 葬らん となし つ.^ あれば、 

哲學 者と 敎育 家と は 相互 を 陷れ、 一は 他の 者の 失敗に 乘 じて 其 地位 を 作らん となし つ k ある、 犮は友 

を資 り、 弟子 は 師を寶 り、 社會 一 般は其 新聞紙に 於て 同胞の 墮落を 讀むを 以て 最上の 快樂 となし つ X 

ある、 若し 之れ が 同胞で あり、 兄弟で あると ならば、 同胞と は 3： んと 恐ろしい 敵で はない か。 

日本人の 墮落を 聞い て淚を こぼして 居る 外 國人は あ る、 然るに 日本で は 同胞 の 墮落を 書き 立 て ぬ 新 

聞 紙 は賨れ 行きが 惡 いと 云 ふて 居る、 父 は 子の 爲 めに 匿し、 子 は 父の 爲 めに 匿す と 云 ふが 道德 である 

さう だが、 令 日の 日本に 於て は 同胞が 相互の 惡 事を訏 くの を 以て 道德の やうに 考 へて 居る。 是は 如何 

にも 新しい 道德の やうに 見える。  (『萬 朝 報』 十二月 八日) 


小 新聞た るの 名譽 

人 は 小 新 ffl なれば とて 卑 める 者が あるが、 余輩 は その 何に が 故に 卑しむべき である 乎 を 解し ない、 

小 新聞た る は 中 以下 の 社會に 多くの 讀者を 有つ ことであって、 日本の 如き 社會に 在て は 新聞紙と し て 

fil より 大 なる 名譽 はない と 思 ふ。 

*  -》 

中 以下の 社會、 是れ 我が 國の 社會に 於て 最も 正直なる、 最も 勤勉なる、 最も 潔 rt: なる 社會 ではない 

か、 彼等 は 實に未 來の新 日本 を 作る 元素であって、 彼等と 語り、 彼等 を敎へ 導く は、 取り も 直さす 新 

日本の 建設 を 助く る 事で ある、 余輩 は 小 新聞なる 者が 此名譽 を 認めないで 獨り自 から 卑 F する を 見て 

實 に怪， 呀の 念に 堪 へない 者で ある。 

3： 故に 中 以下の 敎導を 以て 自 から 任じない 乎、 何故に 名利 一 點 張りの 政治家に 向て 政論 を 吐く を以 

て 新聞紙た るの 惟一 の 義務で あると 思 ふ 乎、 M 故に 文學 者て ふ 天下の 非生産的 人物と 共に 文を議 する 

を 以て 新聞紙た る もの、 本職と なす 乎、 何故に 左官 大工に 天の 福 昔 を 傅へ やうと 欲 はない 乎、 何故に 

車夫 十 萬 人の 贊成を 得ん と 努めない 乎、 職工 十 萬 は 代議士 三百 頭に 勝る の 勢力で はない 乎、 農夫 百 萬 

と 文士 一  千と 孰れが 貴い か、 余 Ig^ は 日本に 純粹の 平民 新聞の ない の を 見て 心密かに 悲む 者で ある、 余 

W は 大膽に 明白に 巾 以下の 辯 護 者を以 て 自 から 任す る の 小 新聞が 曰 本に 起ら むこと を は W む 者で あ る リ 
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小 新^た る 勿論！^ 等 新聞た る ことで はない、 小 新開な りと て必 しも 機い 記事 を 載す るの 必要 はない， 

車夫と て も 人で ある、 大工 左官と て も 人で ある、 爾 う し て 多く の 場合に 於 て は 彼等 は 紳士 紳商と 稱せ 

らる& 人に 勝る 人で ある、 彼等 は 能く 義理 (高潔の 意味に 於て) を 知て 居る、 彼等に 深い 道 德的觀 念 

が 在る、 余 蒙 は 余輩の 抱く 最も 高尙 なる 思想と、 最も 神聖なる 希望と を 以て 彼等に 近く 事が 出来る、 

髙潔 たる 小 新聞、 下！ 1^ の マウス ビ，' ス、 ：：. 疋れ 日本 目下の 大 必要で はない 乎。 (『^ 朝 報』 十二月 十二；； 0 


余の 學 びし 一 一大 政治 書 

緒言、 政 治 と は 何ぞゃ 

余 は 政治 〔氷に 非す、 亦 政治家た らんと 欲する 者に 非す、 な， 日 我國に 於て 稱 へらる、 - 政治なる もの は 

余 の 全然 蔑視す る 所の ものにして、 余 は 之に 觸る、 を 以て 痴病忠 者 に 觸る」 が 如きの 感を懷 く 者な り 

然れ ども 余 も 人な り、 ァ リスト-トルが 曾て 唱 へし 「政治的 動物」 の 一 人な り、 故に 政治 其 物 は 余 

の嫌惡 する 所の ものに 非す、 ^に は高尙 なる 政治と 下劣なる 政治と あり、 ミルトン の 政治 論と マ キヤ 

ベリの 政事 策と あり、 二者 共に 政治の 名を附 すべし と雖 も、 其 間に 天壌の 差 あり、 前者 は 人た る 者の 

：£ 人も 攻究す べき ものにして、 後者 は 吾人の 謹んで 手 を 觸れざ る や ぅ努む ベ き 者な り、 不肖 余 の 如き 


者と 雖も、 前者に 對 して は 今日まで 多少の 注意 を拂 ひたり。 

政治の 阈 家に 於け る 倫 现の侗 人に 於け るが 如し、 政治 學 一 名 之 を 國家的 倫理 學と云 ふ を 得るな り、 

之に 純理と 應 用と ある は 個人的 倫理に 此兩面 あるが 如し、 而 して 個人的 醫術を 社 會全體 に i,^ 用して 社 

き衞生 あるが 如く、 個人的 倫理 を 國{ ハルに 應 用して 政 治學は あるな り、 政治 學を 以て 殊 更 らに高 尙紛雜 

の學と 做す 者 は 誤れり 、政治 は單 純なる 明 ほたる 人道 を國家 全體に 適用す るの 學と 術と に 外なら す、 

是れ ミルトンの 政治な りし、 コ o ムゥ H ル、 リン コ ルンの 政治な りし、 彼等 は^に 政治 策なる 者 を 知 

らざ りし、 彼等 は 明白なる 常識 を 彼等の 施せし 政治の 規矩と なせし のみ。 

政：， m は 此の 如き 者なる が 故に 總 ての 偉大なる 人 は 偉大なる 政治家な りしたり、 孔子、 釋迦、 基督 は 

勿論、 モ ハメットの 如き 宗敎 i 豕も、 ダンテの 如き 詩人 も、 ミケル アン ゼ B 1 の 如き 美術家 も、 ヮ シ ン 

ト ン の 如き 將軍も 皆な 偉大なる 政治家な りしたり、 彼等 は 人生 其 物 を 解せ り、 故に 彼等 は 政治家な り 

しなり、 政治 を 以て 一 種の 投機 術の 如くに 見做す 者、 外交の 技能と か稱 して 之 を 演藝の 一 種と 見做す 

者の 如き は 未だ 大政： m 家の 心事 を 解せ ざる 者な り。 

政治 何物 ぞ、 理想 を國： と國 土との 上に 畫く ことたらす や、 之 を 言語に 顯 はして 詩歌と 文章と あり、 

之 を 大理石に 顯 はして 彫刻 あり、 之を畫 布に t; はして 緣畫 あり、 之を樂 器に 顯 はして 昔樂 あり、 而し 

て 之を國 家の 上に 顯 はして 政治 あるな り、 人類の 模範的 政治家と も稱 すべ き 希職雅 典の ベ リク リ I ス 

は 詩人に して 音樂 家な りし、 音樂と 政治、 昔聲上の調和と人^；^^上の調和、 心底に 調和の 大量 を 貯へざ 

る 者 は 身 を 政治 に委 ぬべ か らす。 

ル ー テル は 神學は 昔樂の 一種な りと 云へ り、 而 してべ リク リ ー スの 如き は 政 ュ化を 昔樂の 一種と 見做 
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せ L 者な り. • 之に 接して ハ ン デル、 メンデル ゾ— ンの 大昔 曲 を 聞く が 如きの 觀 あり、 其 規模の 偉大な 

る、 其 X 布 望の 宏遠なる、 吾人 は 之 を 評する に 唯 スプレ ン ヂット (立派) の 一 語 あるの み、 而 して 凡て 

美 を 愛する 者、 凡て 眞を 求む る 者 は 此穩の 政 治 を 探究せ すし て 止む ベ けん 乎。 

其 一、 聖 書 

余 の 學 びし 政治 書中 最も 貴重な る もの は 基督 敎 の 聖書な りと す、 余の 邦人に し て 聖書 を 以て 單に 宗 

敎的經 文と 見做す 者 多し、 然れ ども れ 其內容 如何 を 知らざる 者の 言な り、 聖書 は 其 過半 は 最も 高尙 

なる 政治 書な り、 其舊約 書なる 者 は， 猶太 國 民の 發 育史に して 其 記事の 目的と せし 所 は 地上に 理想的 國 

〔*^ を 建設す るに あり。 

架 書が 歐米諸 邦の 政治に 深遠なる 關係を 有ち し 事 は 少しく 彼國の 歷史に 通す る 所の 者の 普く 知る 所 

なり、 シャ ー レ マンの フランク 王圃 なる もの は 重に 基督 敎を國 家 的に 適用せ しものに て ありき、 彼 は 

彼の 政治的 敎科 書と して まに 聖ァゥ ガス チンの 作に なりし 「祌國 論」 を 用 ひしと 云 ふ、 羅 馬帝國 滅亡 

以後、 ンャ ー レ マ ンの フランク 王國 ほど 規模の 遠大なる はな かりし、 彼が 北 歐の蠻 民の 上に 基督 敎的 愛. 

心に 則りし 政治 を 施かん と 試みし 勇氣 と大膽 とは總 ての 歷 史家の 敬虔 を惹 くもの なり、 アン セル ム、 

ァ ベラ ー ド、 ト ー マス. ァ クイ ナス 等 中古 時代の 高 II は 皆な 著名なる 宗敎 家たり しと 同時に 亦 深く 意 

を 政治の 學に用 ひし 人な りし、 後日 サ ボナ a 1 ラが 伊國フ 口 ー レンス に 適用 せんと 試みし 新 憲法 はァ 

クイ ナスの 政治 說に 依りし ものな りと 云 ふ、 ダンテの 「王國 論」 は 彼の 時代の 政治に 基督 敎の 敎義を 

應用 せんとせ しものに して、 その 詩人 的 ィムボ シ ビリチ ー とも 稱 すべき もの 、中に 無量の 智慧と 先見 


と ある は ダン テ學 者の 皆な 能く 知る 所な り。 

基督 敎の 聖書に 暗く して 歐洲 政治と 法律と を究 むる 難し、 バ ッサ 家の 瑞典國 に 於け る、 オラン ジ家 

の 和 蘭國に 於け る、 ァ パル ッド (豕 の洪牙 利國に 於け る、 多く は是れ 聖書の 是等諸 邦に 於け る關 係な り、 

米國 有名の 法律家 ル ー フ ハス. シ ョ ー ト氏は 彼の 事務所に 希隨文 聖書 一 一冊の 外 は 一 冊の 法律 書 を 留め 

ざり しと 云 ふ。 彼の 友人 一 日 彼を訪 ふて、 彼の 机上に. 聖書の 外 何の 書籍 を も 儲へ あらざる を 見て 驚き 

問 ふて 曰く 「法律家の 机上に 希臘 文の 聖書 一 一冊と よ！ 而 して 法律 書 一 册も なしと よ！」 と、 時に シ 

ョ ー ト氏 は聲を 正う して 答へ て 曰く 「我が 友よ、 君 は 知らざる か、 英米 雨國の 政治と 法律と は 皆な 此 

書に 因る ものなる 事 を」 と、 而 して 余輩 は 知る、 彼れ ショ— ト氏は 決して 坊主 臭き 宗敎 家に は あら ざ 

りし こと を 0  _ 

余が 聖書 を 以て 最良の 政治 書たり と 見做す も 決して 故な きに あらざる なり。 

聖書 は 勿論 兮日 我國に 於て 行 はる. 1 政治なる ものに 就て 敎 へす、 如何にして 投票と 政黨 員と を買牧 

せんか、 如何にして 上、 政權を 擁し、 下、 民衆の 心 を牧攬 せんか、 如何にして 自身 を 最も 安樂なる 地 

位に 置きて 天下 を 掌中に ばん 乎、 是れ 聖書の 敎 へざる 所た るの みならす、 聖書 は是の 如き を稱 して 

譎計 詐術と 見做し、 是を用 ふる 者 を 呼ぶ に豺 狼、 蛇蜗、 狐狸の 名 を 以てす、 吾人が 聖書 を 學んで 今の 

政界に 雄飛し 得ざる は 勿論な り、 聖書 は 根本的 に 今日日 本に 於て 行 はる &政： m なる もの を 排斥す。 

然れ ども 若し 政治の 目的に して 故グ ラッド ス ト ン 翁が 曰 ひしが 如く 「善 を爲 すに 易く して 惡を爲 す 

に 難き 社會を 作る」 にあらん 乎、 聖書 は 最良なる 政治 書た る を 失 はす、 誰か 日本 今日の 社 會の狀 態 を 
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EE 擊 して 左の ィザ ャのー 一目 を 思 ひ 出さ らん や、 

足の うらより 頭に 至る まで 全きと ころな く、 た 創痍と 打傷と 腫物との み、 而 して 之 を 合す 者な 

く、 包む 者な く、 亦膏 にて 軟 ぐる 者な し。 

又 今日 余輩の 目前に 供せられ っ& ある 幾多の 牧賄 事件 を 見て 同じ ィザャ の 左の 言 を 思 ひ 起さ らん や、 

汝等 (國 民) の 長 輩 (公吏) は 反き て 盗人の 伴侶と たり、 备自 賄賂 を 喜び、 賊財を 追求め、 孤兒 

に 公平 を 行 はす、 寡婦の 訟は 彼等の 前に 出る こと 能 はす。 

架 書 は 無遠慮 に も 幾囘か 吾人に 告げて 云 ふ 「正義 を 追求 せ ざ る國民 は 其 兵 は 如何 に强 きも、 其 富 は 如 

何に 多き も必す 滅亡に 歸 せん」 と、 而 して 例 を 時の 强國 たりし アツ シリ ャ、 バビロン、 ヱ-ザ ブトに 引 

き、 亦 太古 二 千年 掀界の 商權を 握りし ッ&、 シ ドンに 鑑み、 武に 誇り 富に 賴 るの 民の 終に は 絶えて 

跡な きに 至る を說 けり、 而し て 歷 史的 事實は 聖書 の 此 首の 的中 を證し 後世 をして 國家 存亡 の 理の火 を 

見る よりも 瞭 かなる を 知らし む。 

然 らば 如何 にして 社會の 此 創痍 を 癒さん かと 問 ふ に 、 聖書 の 社會 治療 策た る もの は 甚だ 簡明 にして 

0- つ 能く 常識 に 適 ふ ものな り、 

公道 を 水の 如くに、 正義 を盡 きざる 河の 如くに 流れし めよ。 

必 しも 新 憲法の 發 布と 云 はす、 亦 新政 黨の 樹立 を 語らす、 是等は 時には 利 ある も 亦 時には 害 ある もの 

たり、 法律 は 完成 を 告げて 國家は 滅亡に 歸 せし 羅 馬の 如き あり、 政黨 にして 國民を 悲慘の 淵に 沈めし 

もの は舉 げて箅 ふべ からす、 唯 利 有て 害な き 者 は 公道と 正義との み、 圃家を 維持す る 者 は 其 政： m 家に 

あらす して 其 高士と 義人と なり、 「公道 を 水の 如くに、 正義 を盡 きざる 河の 如くに 流れし めよ」 と、 


卽ち社 會を救 ふに 滋養 療法 を 以てせよ となり、 "罪 惡を割 取 せんより は 生 氣を注 人せ よと なり、 罪惡を 

詰責 せんより は 公義 を獎勵 せよ となり、 今や 邦人 は 正義 を唱 ふる 者 を 嘲け る なれ ども、 然しながら 三 

千年 前 の 昔より 今日 に 至 るまで 正義 を 除て 國を救 ふ の 力 は 他に 存 せざる なり。 

聖書の 理想的 國家 は武を 蔑視す るの 國家 なり、 聖書 記者 は 絕對的 平和論者たり。 

或 者は戎 車に 頼み、 或 者 は 馬に 賴む、 然れど 我等 は 我が H ホバの 神に 賴 らん。 

公道 全地 を掩 ふに 至て、 人類が 其 進歩の 極に 達する 時 は、 神、 國と國 との 間を審 刹き、 .： 于內の 尺 を： m 

め、 「斯くて 彼等 は 其劍を 殺ち 換 へて 鋤と なし、 その 槍 をう ちかへ て錄 となし、 國は國 に 向 ひて 刽を 

揚げす、 戰鬪 のこと を 再び 學 ばざる べし」 と 云へ り、 聖書の 此 理想 を 以て 評せん 乎、 今の 英國、 米國 

を 始めと して、 佛、 獨、 露、 伊 等、 何れも 基督 敎國 たる を 以て 自 から 誇る の價 値な き 者た る を 知る を 

得べ し。 

聖書の 理想的 國家は 叉 貧者 を 顧み 弱者 を 抉け るの 國家 なり、 神 は 弱き者の 保此 石、 乏しき 者の 艱難の 

時の 避 所と して 3 宗 めら れ 彼等に 冷水 一 杯 を 給す る は 神の 甚だ 嘉し給 ふ 所と して 敎 へられたり、 湘 A 書記 

者の 忌み嫌 ひし 者に して 無情なる 政治家の 如き は あら ざり し、 預言者 ァ モ ス 時の 爲政ゃ 氷 を 罵りし 言に 

曰く、 

彼等 は 災禍の 日 を 以て 尙ほ 遠し と爲 し、 强 暴の 座 を 近け、 自ら 象牙の 牀に 臥し、 寢臺の 上に 身 を 

仲し、 羊と 積と を 食 ひ、 琴の 昔に 合せて 唄ひ騷 ぎ、 大杯 を 以て 酒を飮 み、 最も 貴き 香油 を 身に 抹 

り、 國 民の 艱難 を 憂へ ざるな り。 
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此首を 一 一十 世紀に 入らん とする 八/日 東洋 日本の 東京に 群集す る 幾多の 政治家に 應 用して、 ー點 一割の 

誤謬な きを 見る を 得ん。 

聖書 は 亦 亡國の 兆候 を 示 指して 剩す 所な し、 其 最も 明， U なる ものと して 預言者 M レミ ャは 左の 如く 

一一 一一！ I へ り、 

汝等各 其 隣人に 心せよ、 何れの 兄弟 (同胞) を も 信す る 勿れ、 兄弟 は 皆な 詐欺 をな し 隣人 は 皆な 

讒りま はれば なり、 彼等 は 皆な 其 隣人 を 欺き a っ眞實 を 云 はす、 汝の 住居 は 詭譎の 中に あり。 

n だ を我國 今日の 社會に 於け る 日常の 出来事に 對 照し 見て 吾人 は 其 壞滅の 時期の 遠き にあらざる を 察す 

る を 得ん。 

若し 偉大なる、 然 かも 慈悲 深き、 建 國者を 求ん と 欲せば 之 を 神の 人なる モ ー セに 於て 見る を 得ん、 

若し 宏遠 雄大なる 政治的 意見 を 知らん と 欲せば 之 をィザ ャの 預言に 於て 見る を 得ん、 憂 國 家の 最も 高 

尙 にして 最も 深刻なる 者 は ヒル キヤの 子 H レ ミヤな り、 主義 を懷て 朝に 事 へんと 欲する 者 は 宜しく ダ 

一一 H かの 傳を讀 むべ し、 而 して 若し 理想的 國 家の 何たる 乎 を 知らん と 欲せば 使徒 ョ ハネの 筆に 成りし 

と傳 へらる、 默示 錄を學 ぶべ し、 余 は我國 人が 聖書-なる 此大 政治 寄が 不完全ながら も我國 語に 譯 され 

あるに も關は らす、 宗敎 の 書な り と て 之 を 斥けて 僅かに 新閜 紙上 に 吐露 せらる、 蜉蝣 的 政治 論 に 彼^ 

の 思想 を 養 ひつ、 ある を 見て、 常に 驚き 且つ 怪む 者な り。 

其 二、 力— ライ やの コ。 ムゥ ュル傳 

「雜 誌の 雜誌」 記者 ス テッド 氏 曰く 「余 を 稗 益せ し 書 は 第一 に 基督 敎の 聖書な り、 第二に 力 ー ライ 


ル の著コ B ムゥ H ル傳 なり、 第三に 米國 詩人 n 1 H ル の 詩集な り」 と、 而 して ス テッド 氏と 同 一 の經 

験 を 持ちし もの は 他に も 多 からん。 

今日まで 地上に 顯 はれし 最も 大 なる 國家は 英國 なり、 而 して 英國の 二 大政 治 家と は 一 は H リザべ ス 

女王に して 他の 者 は オリバ ー、 コ ロム ゥ H ル なり、 二者 共に 政治 を學 ばざる 天然 的 政治家な り、 政治 

の 術豈 に 之 を 政治 書に 於て のみ 學 ぶべき もの ならん や。 

力， I ライルの 「コ B ムゥ H ル傳」 は 彼の 五十 歳の 時の 作な り、 是れ實 に 彼の 著述 中 最も 大 なる もの 

なり、 「怫國 革命 史」 は 其 ドラマ 的 修飾に 於て、 「フレデリック 大王 傳， 一は 其歷 史的 考證に 於て 之に 

優る 所 あらん、 然れ ども 力 ー ライルの 精神 は 凡て 彼の コ P ムゥ H ル 傅に 籠れり と 云 はざる ベから す、 

彼の 崇敬 を呈 せし 人、 彼が 眞 誠に 崇拜 せし 人 は オリバ ー、 コ ロム ゥ H ル其 人な りし。 

一 一 百 五十 年間 大逆 無道の 臣 として 英國 人の 腦裡に 存在せ し 此の 人 を 恥辱の 墓の 底より 發 掘し 来り、 

彼 を英國 第一 の愛國 者と して 再び 世界に 紹介せ し歷 史家 力 ー ライルの 功 は 偉大なる かな、 余 は 惟 ふ、 

若し 力 ー ライルが コ ロム ゥ H ル傳を 以て 彼の 著述 事業 を 中止せ しなら ば 彼 は 益の み を 後世に 遺して 害 

を 傅へ ざり しならん と、 彼の フレデリック 傳は あらす もがな、 彼の 「末世の 冊子」 は 彼の 公に すべ か 

ら ざり しもの ならん、 彼の 英雄 崇拜論 は 多くの 不链 全なる 思想 を靑 年に 供し、 殊に 其 我 日本に 傳 はり 

てより 以來、 此 書に 依て 生涯 を 誤りし 靑年尠 しとせ す、 之れ 力 ー ライルの 不平 時代に 成りし 書に して 

之 を 讀んで 多少 不平 病に 侵されざる 者な し。 

然れ ども コ ロム ゥ H ル傳に 至て は 全く 然ら す、 是れカ 氏の 「愛の 著述」 なりと 云 ふ、 彼 をして 此著 

を爲 さしめ し 動機 は 彼の 母より 受けし ものたり と 云 ふ、 彼女の 深き 宗敎 心と 强娃 なる 常識と は此 誤解 
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され—  ^ 人に 於て 眞 正の 基督 敎的ヒ ：！ ー を發 見せり、 而 して 彼の 幼時に 於て 彼女より 注 人され し此思 

想 は此火 著述と なりて 世に 現 はれし なり、 力 ー ライルの コ a ムゥ H ル俾 は實に 一 平民が 一 大 平お を 辯 

護せ し 書な り。 

オリバ—、 コ n ムゥ エル、 彼 は英國 セン 卜 アイ ブスの 一 農夫な りし、 家 は 富めり とは稱 すべから ざ 

り I も丄 りと て贫 しから ざり き、 畜類の 飼育 を 以て 業と し、 大に其 道に 熟達せ りと 云 ふ、 歳 二十に し 

て婚 し、 淸き 幸福なる ホ I ムを 作る を 以て 彼の 唯一 の 目的と 爲 せり、 斯くて 彼 は 政治.； と 成る の必耍 

無く、 亦 其 野心 もなかり しなり、 彼 は 心に 祌を拜 し、 手に 正業 を 取り、 以て 此^れ る ，に 在て 罪な き 

生：泥を^^らんとせり。 

彼が 政治に 人り し は g; 个^ の 時な りし、 然 かも 彼 は 大政 治 家と なりて 名眷を 天下に 博 せんとて 政治 

に 人ら ざり しなり、 彼 は 時の 墜制 を愤慨 せり、 殊に 彼 は 彼と 同鄕の 人なる ジョン、 プラインなる 者が 

治安 W 害 的 文書 を 分布 せりと て獄に 投ぜら れしを 憶り 、 彼の 爲 めに 辯 ぜんとて 國會 に 人り しと 云 ふ、 

茅； の F に 在て 靜 かなる 生.；^ を 送らん と 企てし 彼れ コ ロム ゥヱ ルは 人類 的觀 念に 迫 まられ て 止む を 得 

す國. ^議員と 成れり。 

然れ ども 彼に 政略なる もの 一 も あら ざり しなり、 有の 儘なる 實に 彼の 如き は あら ざり し、 彼に 丈夫 

の- 5-;!^ ありて 亦處 女の それの 如き 淚と 愛情と ありし、 敵と 戰て 曾て 敗 を 取りし 事な き 彼 は 友人の 反逆 

に餘 して は 悲歎 痛哭に 憂き 日月 を 送れり、 朝に ダンバ ー に 敵の 大軍を 敗て 夕に 家鄕の 妻女に 送る に 心 

情？ S る K 計りの 戀文を 以てせり、 人 は 彼 を 以て 大 偽善者な りと 做せり、 然れ ども 彼 は 偽善者に は あら 

ざり. L なり、 被は餘 りに 感情の 人な りしな り、 故に 彼 は 偽善者の 如くに 見えし のみ" 


彼の 政策と は 何ぞ、 他な し、 英國を 以て 地上に 於け る天國 とたし、 終に 英國を 透して 全世界 を天國 

と 成さん とする にあり き、 故に 俗人の 眼 を 以て 評すれば 彼の 行爲は 狂的な りしな り、 彼 は爲し 得べ か 

ら ざる 事を爲 さんと せり、 而も 彼 は 之 を爲し 得べ からすと は 信ぜ ざリ しなり、 彼 は 若し 英國 人に して 

悉く 彼の 信仰 を懷 かなば 英國を 以て 眞 正の 聖人 國と爲 し 得べ しと 確信せ り、 而 して ミルトン は 彼の 書 

記官 として 彼の 此偉 想を贊 し、 ブ レ ー クは 彼の 海軍 を 指揮して 海上に 彼の 此 理想 を 實に せんとせ り、 

世の 智者 は 云 ふ 「幸福なる は無學 なり」 と、 特別に 政治 學を 究め ざり しコ n ムゥ H ルと 彼の 補助 者と- 

は 此の ィム ボシ ビリチ ー を實行 せんと せり、 政治家 の 手 を 束ね 彼の 足 を 縛る ものにして 實に 彼の 政治 

學の 如き は あらざる な り。 

*  .: 小 

「正し かれ、 而 して 溜る i 勿れ」、 正義に 因て 進む、 大國 何か懼 る、 に 足らん、 コ ロム ゥ H ル時代 

の英國 は歐洲 第三 等國に 上ら ざり し、 第一 等國は 西班牙に して、 佛と 填と は 之に 次ぎ、 蘭、 亦 新たに 

勢力 を 得たり、 英と對 比すべき 國 とて は 北 歐の瑞 典 か獨逸 聯邦の  一 二に 止まりし なり、 然れ ども コ 口 

ムゥヱ ル其 主權を 握りて より 英國は 一 躍して 歐洲大 强國の 一 として 算 へらる k に 至れり、 意志と 信仰 

とに 富める 一 偉人の 勢力 も 亦た 大 ならす や。 

時の 大强國 は 凡て 天主 敎國 なりし、 而 して 英國は 新敎國 にして コ ロム ゥ H ルは 新敎徒 中の 新敎 徒た 

りし、 而 して 彼 は 强國に 媚びん 爲に 彼の 信仰 を 曲げん と は爲さ りし、 否な、 彼 は 彼の 信仰に 基き て、 

弱き 新 敎國を 統一して 强き 天主 敎國を 挫かん とせり、 彼の 外交 政略なる もの は唯此 一事に 存 せり、 彼 

が 提督 ブレ ー ク をして 海上に 西班牙の 船舶 を 捕獲せ しめ、 西 印度に 其の 領土 を 掠め、 テネ リフ島に 其 
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海軍 を哦 さしめ し は 皆な 「大敎 敵 西班牙」 を Iti かんとの 方法に 外なら ざり し、 彼が サボ ィ 山中に ある 

新教徒の 虎 殺 を M くや 直に 佛國に 通牒して 無辜の 血を^ はしめ しも 亦 彼の 此 信仰に 基け り、 彼 は 小に 

して 新敎國 なる 瑞 典と： i: 盟 して 大 にして 舊敎國 なる 西班牙に 當 らんと せり、 彼の 宗敎的 信仰 は 吾人の 

問 ふべき 處 にあら す、 然れ ども 彼の 勇氣 と大膽 とに 至て は實に 余輩の 嘆 寅して 措く 能 はざる 所な り。 

コ ti ムゥ H ルは 貴族の 敵に して 平民の 友な りし、 然れ ども 彼 は 衆愚の 友に は あら ざり し、 彼 は責族 

を 憎む と 同時に モッブ (徒 黨) を |5 みたり、 然り、 無政府 黨に 等しき 共和政治 は 彼の 最も 憎みし 所な 

り、 彼の 共和政治 は多數 政治に は あら ざり しなり、 彼 は 平 ！}: ^政治 を 主張せ しものに して 多數 政治 を 主 

張せ し 者に あらす、 彼 は 進歩主義の 人な りし も^の 所謂 自由主義の 人に あら ざり し、 れ 彼が 終に 彼 

の 友人にまで 誤解 せられし 理由な り、 コ & ムゥ H ルの此 心 を 知らす して、 彼 を 解し 得ざる 者 今日 尙ほ 

甚だ 多し。 

進歩的 保守 家、 洪牙 利國の 愛國者 ルイ、 コス— 卜の 如き 人、 米國の ワシントンの 如き 人、 然り、 リ 

ンコ ルンの 如き、 グラッドストンの 如き 人、 彼等 は 皆^だ しく 國 人に 誤解され し 人な り、 而 して コ a 

ムゥ H ルは其 最も 甚だしき 者な り、 彼の 情 性に 貴族的 分子 ありた ると 同時に 亦 平民 的 分子 ありたり、 

彼 は 天稟の 貴族が 平民と して 生れ 来りし 者な り、 彼の 同情 は 平民に ありし、 然れ ども 彼の 平民なる も 

の は 凡俗の 民の 謂に は あら ざり し、 彼の 平お と は 彼 並に 彼の 書記 生たり し ジョン、 ミルトンの 如き 者 

たりし、 卽ち 人た るの 品性 を 具へ、 位階と 勳章 とに 依らす して 高貴なる 人な りし、 彼が 終に 彼の 國人 

の棄る 所と なりし は 亦 故な きに 非す。 


世の 平民 は多數 者に して 貴族 は少數 者な りと 思 ふ 者 は 誤れり、 贵 族は實 に多數 者に して 平民 は. 赏に 

少數 者な り、 世に 所謂 平民なる 者は實 は貴挨 にして、 彼等が 平民 的 運動なる もの を 起す 所以の もの は 

彼等が 現在の 貴挨に 代て 自ら 貴 挨と爲 らんが 爲 なり、 近く は 東洋 日本 國の 維新 歷史に 於て 此事實 を 目 

擎 する を 得ん、 薩長の 族に して 名な く 位な き 者、 民の 聲 なれば とて 四民 平等 を 主張し、 時の 政府 を 倒 

し、 而 して 自身 權 威の 位置に 立つ や 直に 新 華族の 制度 を {疋 め 己れ 自 から 貴族と なりて 天 ドに 臨む 彼等 

は 昨日の. 平民に して 今日の 貴挨 なり、 四十 年 前の 伊藤博文 侯は眇 たる 一 平民に して 亦 平民主義 を唱 へ、 

時の 貴族 制度 を 憤りし 者な り、 今の 平民主義 者 亦然ら ざらん や、 今の 民間の 政治家なる 者 も、 一朝 勢 

力の 人と なれば、 直に 貴族の 中に 列 せん 事 を 願 ふ、 彼等 は 貴族 を 嫌 ふに 非す、 彼等 は 賣族を 嫌 ふと 稱 

する のみ、 彼等 は實は 生来の 貴挨 にして、 贵 族た らんと 欲して 政 海に 乘屮 ：； せし 者な り、 言 を 休めよ、 

日本 國の 貴族 は 三千 人に して 其 平民 は 四千 萬 人な りと、 其 平民 四千 萬 人の 最大 多數 は贵挨 根性 を 以て 

生れ 来りし 者に して 彼等 は機會 あれば 贵挨 たる を辭 せざる 者な り、 * 吾人 少しく 史を 維き し 者 は 彼等の 

平民主義なる ものに 欺かるべき にあら す。 

平民 は 平民 を 迫害す、 是れ隱 語の 如く 見えて 實は 明白なる 事實 なり、 英國が 終に コ a ムゥヱ ルを嫌 

惡す るに 至りし は、 彼れ コ &ムゥ ヱ ルが餘 りに 眞 面目なる 平 なりし が 故な り、 彼等 は 彼が 少しく 殿 

ぜん 

樣 然として 天下に 臨み、 少しく 國 民の 弱 點に乘 じ 其名譽 心を充 たし、 其 利 慾 心を滿 足せん こと を 水め 

たり、 然れ ども コ & ムゥ H ルは 儼として 彼の 平 K 的 態度 を 守りたり、 故に 彼等 は 終に 大 偽善者と して 

彼 を 記憶の 外に 葬り去らん とせり、 彼等 は 再び 彼の 如き 政治家 を 有た ざらん 事 をば 1- めり、 彼等 はコ a 

ムゥ H ルに 勝り 暗 主 チヤ ー レス 第二 世 を 愛したり、 然れ ども 少數 なりと 雖も此 宇宙 は 平 尺の 屬 なり、 
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コ "ム， リエル は 死後 三百 年の 今日 英國 人の 现想的 政治家と 成れり、 彼の 肖像 はん；' は 英國々 會 議場の 前 

に 建てられたり、 r コ ロム ゥ H ル 再び 出で よ」 と は 人 マ は英國 人の 聲と なれり、 英圃. 水 久の榮 光はコ 口 

ム ゥヱル の 理想 を實 行す るに ありと は 其 多數の 政治家の 所信と なれり。 

「コ ロム ゥ H ル屮 I よ」、 英國に 於ての みならす、 支那に 於ても、 朝鮮に 於ても、 緬甸に 於ても、 安 

南に 於ても、 總て 腐敗せ る 政治家の 横行す る 國はコ II ムゥ H ルの 現出 を 要す、 上、 貴族 を 挫き、 ド、 

衆 を 抑へ、 少數 者なる 平民の 勢力 を 地上に 扶植 せんた めに は、 コ II ムゥ H ルは幾 ：！ か此 世に 來らざ 

る ベ か らす。 

力 ー ライルの コ ロム ゥ H ル傳は 如斯き 事を敎 ふる 書な り。 

(『萬 朝 報』 十二月 十三 日、 サー =1、 サー 一一 nr サ四 n.  # 四 年 一力 十：：！. 十一：：！. 十二 日. 十三 H,} 

國と 人と を 救 ふ 者 

人 を 救 はんとす る 者が 人 を 救 ふ 者で はない、 國を救 はんとす る 者が 國を救 ふ 者で はない、 人 を 救 は 

ふと も W 心 はす、 阈を救 はふと も 思 はす、 唯 一途に 良心に 映す る 天の 神の 命に 從 はんとす る 者が 人 を も 

阈をも 救 ふ 者で ある。 

々の 爲と言 へば 多く は 彼の 衣食の 途を 立てる 事を稱 ひ、 國の爲 と 言へば 多く は 富國强 兵を稱 ふ、 然 

しながら 人は必 しも 衣食 足りて 禮節を 知る 者で なく、 國は必 しも 富と 兵との 上に 立つ 者で ない、 或る 


時 は 人 を 苦境に 置く 事が 彼の 爲め であって、 亦 或る時 は國を 恥辱の 淵に 沈める のが 之 を其眞 正の 榮華 

に 導く の途 である、 かの 慈善家と 云 ひ、 愛國 家と 云 ひ、 彼等の 多く は 善き 老婆の 111 類で 外ない。 

トの 時に 方って 平和 を豫 言す る 者 は 偽 はりの 預言者で ある、 何故に 國の爲 めに 大膽 に事實 有の 儘 を 

豫言 しない 乎、 何故に 阔 K に僞 はりの 希望 を 供して 其 復活の 時期 を遲 くす る 乎、 秋の 木 梢に 一 日も^ 

く 枯葉 を 留め置かん とする 老婆 的 愛 國家は 春陽 來復の 期 を それ 丈け 遲く する 者で ある。 

(『簧 卅』 十二 パニ 十五 口 ■) 
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隱士の 新年 

家の外に は 風が 吹く、 雪が 降る、 霰が 飛ぶ、 人情が 冷い、 批評 犬が 吠える、 競 V ザが ある、 嘩がぁ 

る、 嫉妬が ある、 忘年 會と 新年 实會 とが ある、 悪い 事 は總て 家の外に ある リ 

之に 反して 家の 內には 木炭の 餘爐は 號珀の 如き 色 を 放って 居る、 鐵瓶は 其 上に 歡 喜の 汽 W を 吹いて 

居る、 林檎の 如き 紅き 頰を 有った る 小兒は 家中 を跃 廻って 居る、 茶が ある、 菓子が ある、 {| 人の は 

炬 健の.^ よりも 温かく ある、 怨恨と 嫉妬と は 其 跡 を 絶て、 殘り しもの は 唯 微笑と 滿 足と である、 加留 

多會は 開かれ、 牛 飯會は 設けら る、 詩 は誦ぜ られ、 且つ 作らる、 新 著述 は 机の 上に ありて 水仙と 南大 

竹と は； 化の 間の 上に ある、 總 ての 善き 事と 淸き 事と は 家の 內 にある。 

んは 新年の 晴れ 衣の 事 を 語る、 然れ ども 我等 は 其の 要 あるな し、 善き 衣 物 は 交際の ために 必要なら 

ん、 然れ ども 塞 を 防いで 體 艇を溫 むる には舊 衣に て澤 山な り、 フ a ックコ ー トに六 卜^の 金 を 消费せ 

ん より は 其 半額 を 以て ブラウ 一一 ングの 詩集 を 揃 へんかな、 溫 かき 外套に 七ト 圓を投 ぜんより は 其ト分 

の 一 を.；！^. S: 一  同に 分與 して 彼等と 喜樂を 共に せんかな、 思想の 高き は 衣類の 美しき に 優り、 交情の？. § 


かき は 錦繍を 以て 身 を 包む よりも 快し、 家の 內に 在て 我等 は 少額の 金 を 以て 多大の 快 樂を買 ひ 得るな 

跳よ、 躍れよ、 酒 を 飲んで 唄へ よ、 交際 を廣 くせよ、 政 友 を澤山 求めよ、 「汝等 家 を 外にして 外 を 

家と 爲る 者よ」、 汝 等は此 二十世紀に 於て 新 憲法と 新政 黨とを 以て 此國家 を 改良 せんと 欲し、 我等 は 

淸き 喜ばしき 家庭 を以 て 佛國大 革命に も 勝る 大 改革 を此國 に來 さんと 欲す、 汝等は 外より 爲 さんと 欲 

し、 我等 は內 より 爲 さんと 欲す、 第 二十世紀 は 我等と 汝 等との 競 爭場裡 たるべし。 

(『萬 朝 報』 一月 一日) 

注 吿 に 答 ふ 

人 は 余輩に 告げて 曰 ふ 「汝氣 焰を揚 よ」 と、 然れ ども 余 M は； を 揚る能 はす、 そ は 氣焰を 氣焰と 

して 受けて 之を實 行に 現 はさんと して 努めざる 社會に 向て 氣焰 を揚 ぐるの 要 無ければ なり。 

人 は 亦 余 翬に吿 げて曰 ふ 「汝 希望 を 歌へ よ」 と、 然れ ども 余輩に 歌 ふべき 希望な し、 三 わ 年間 忠君 

愛 國てふ 支那 的 偽善 敎育を 施され 来りし 社 會が. ^や 死に 灝 しつ k ある は是れ 天然の 法則の 然 らしむ る 

所に して、 縱令 造物主たり とも 此社會 を 如何と もす る 能 はざる は 明白な り、 惡を 蒔いて 惡を 刈る、 露 

阈 をして 滿洲を 占領せ しむる に 至らし めし も、 國政 市政 兩 つながら 腐敗 を 極む るに 至りし も、 皆な 是 

れ虛を 蒔いて 虚を 刈る に 至りし 結果に して、 余輩 封 £ 間 的 詩人たら ざる 以上 は 此の 國 民に 向って 希望 を 

歌 ひ 得 ざ. るな り。 - 
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去らば 余輩 は 何 を爲し 得る 乎と 云 ふに、 余眾 は先づ 第一 に 努めて 余輩 自身 を 潔う する を 得べ く、 第 

一 一に 露现を 聞く 耳と 心と を 有する 同感の 士に 向て 余輩の 有する 些少の 真理 を 傅 ふる を 得るな り、 卽ち 

余^ 今日の 立場 は 「我と 社 食と」 の關 係に あらす して 「我と 汝と」 の關 係な り、 多數の 同意 を 得ん と 

欲する にあら すして 少數の 贊成を 得ん と 欲する にあり、 而 して 社. 若し 如斯 くにして 救 ひ 得す ん ば 之 

れを 其の 成る が 儘に 成し 置かん のみ。  (『萬 朝 報』 一月 廿 八日) 

希望 は那邊 にある 乎 

薩長 人士に 依て 建設 せられし 此政 W になき は 勿論な り、 政治、 政黨、 贵衆 兩院、 政治家、 敎育 家に 

あらざる は 何人も 知る 所な り、 n 本 國 の 希望 は 上流 社會 にもな し、 亦 下流 社會 にもな し、 社會 とい ふ 

社會、 圑體 とい ふ圑 體、 宗教と 云 ふ 宗敎、 敎會と 云 ふ 敎會は 一 として 希望 を留 むるな し。 

然 らば 全く 失 §nl かと 云 ふに 必す しも 爾 かなら ざるべし、 四 P 五 百 Iml 中獨り 自ら 心に 過失 を 感じ、 社 

# の 改良に 先って 自己の 革新 を 計り、 國. 冢を憂 ふるよりも 自身の 德の 足らざる を悲 み、 天 を 仰ぎ 地に 

伏して 光明の 心に 臨まん こ と を 絶叫す る少數 にして 而も 眞 正な る 日本人 は實 に 名譽ぁ る 未來 の 口 本 を 

形作りつ- - ある 者たり、 而 して 余楚は 如斯き 日本人が 今日 尙ほ此 傲慢に して 而も 下劣なる 社會に 存在 

する を 昆て大 に 心を强 くす る 者な り、 農家 茅屋の 下に、 或は 汽 關 車の 挺 手 を 握る 者の 中に、 或は 丁稚 

番頭の 屮に、 或は 門番の 屮に、 或は.^ 夫 日 雇人の 中に、 此 極の 人物 ある を 見て 日 木の 將來に 大に望 を 

喝 する 者な り。 


来れ 地震と cl^ 風と 海 嘯と 喷火 とよ、 來て總 て 紙 製の 城と 人物と を 吹き倒せよ、 此美 はしき 父祖の 國 

より 總 ての 藁人形 を 取 去り、 之に 代 ふるに 謙遜に して 正直なる 眞 正の 日本人 を 以てせよ。 

(『萬 朝 報』 一月 卅ー H) 

正義 は 日本に 於て 行 はれ 得る 乎 

近き 頃 干葉 地方に 或る 友人 を 訪問せ し 時に 彼 は 余に 題目の 如き 質問 を 掛け たれば 余 は 大略 左の 如く 

答へ ぬ U 

然り 全く 行 はれ 難き に 非す、 今日の 日本人 なれば とて 良心 を 有する 人間 なれば、 彼等 とても： 止義に 

贊 成せざる に 非す、 然れ ども 病的 社 會の悲 さは、 今日の 日本に 於て は 正義 は 永く は成效 せざる なり、 

其成效 すると 見る や、 多くの 俗人 は 直に 之を眞 似ん と 欲し、 猫 も： £ 子 も 正義 を 唱道す るに 至り、 爲め 

に 正義の 價値 は忽に 下落して 瓦礫 同様た るに 至る、 亦 嫉妬深き 此社會 は 寄て 集て 正義 を 引き 下さん と 

欲し、 彼に 多くの 惡 名を附 し、 彼に 多くの 惡 意を歸 し、 彼に 就て 多くの 惡評を 造 一 百して 之を傳 布し、 

彼 をして 正義に 就て 嫌 惡の念 を 懐て 終に 之 を 放棄す るに 至らし む、 加 之 今日の 日本に 於て は 正義 を 利 

用して 私慾 を充 たさんと 欲する 者 甚だ 多く、 彼等 は 種々 の 方法 を盡 して 之に 接近し、 その 名に 依て 自 

己の 罪 惡を掩 ひ、 大に 社界に 雄飛 せんと 欲す、 而 して 一朝 彼等の 目的 を 達し 得ざる と 見る や、 ： 丄義敵 

對の 位置に 立ち、 彼の 弱 點を捉 へ、 之 を 社會に 曝露し、 其 嫉妬 的 贊成を 得て 己れ の 名 を 作らん と 欲す、 

斯くて 正義 は內 外の 攻撃に 遭 ひ 終に 之に 堪 へすな りて 全く 社 會を棄 去る に 至る、 日 木 八，' 日の 社 會に在 
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て 其 何れの 方面に 於て する も 正義 は 到底 此 厄難より 免る 能 はす、 故に 余 は 云 ふ 今日の H 本に 於て は 正 

義の 永績は 決して^ むべ からすと。 

時に 友人 は 亦 余に 問 ふて E く  r 然 らば 吾人 は 正義 を 放棄すべき や」 と、 余 は 彼に 答へ て ni く 「否な、 

然ら す、 決して 然らす 吾人 は 失敗と 嘲： 弁と 虐待と を 期して 正義に 服從 すべきな り、 吾人 は 如 斯き國 人 

に 義人と して 譽 めら れんと 欲すべ からす、 否な 彼等に 斯 く稱揚 せらる、 事 を 以て 吾人の 大 恥辱と 見做 

すべきな り、 靳の 如き 社會に 在て は 吾人 は國 の 輿論なる もの を 金く 蔑視し、 彼等に 大 不忠、 大不 求、 

大爲善 者と して 名 指さる k こと を 以て 此上 なき 名譽と 信じ、 靜 かに 謙遞に 此^ を 終るべき なり」 と、 

時に 友人 は 嘆 じて 曰く 「鳴 然る か、 然 らば 余に 於ても 大に滿 足す る 所 あり」 と。 

(『萬 朝 報』 二月 一日) 

日本 現 時の 道德 

孝行と は 親の 云 ふが 儘に 任 かし、 彼が 毒 を 飲まん とする も藥 なりと て 是を勸 むる ことなり。 

友誼と は 友人の 尻 拭を爲 し、 彼が 監獄に 入らん とする 時に 法官と 代 首 人との 間に 周旋し、 彼 をして 

W び 罪惡を 犯し 得る の 地位に 歸 らしむ る ことなり。 

愛 國とは 自身 金 を 儲けて 國 益たり と 世に 風聽 する ことなり。 

恭謙と は 上官に 向て ベ コく 然として 腰 を 曲げ、 彼の 愛顧に 依て 昇進の 恩 惠に與 からん と 欲する こ 

となり。 


其 他 忠君な り、 勤險 たり、 概は此 類に あらざる はたし。  (『萬 朝 報』 二月 二： H) 

寒中の 快樂 

夏 は 貧乏人の 季節に して 冬 は 金 持の 時節な りと 云 ふ、 然れ ども 冬季 亦 我等 下曆の 尺に 多くの 怏樂を 

供せ ざるに あらす、 余 は 今 玆に其 一 一三 を述ぶ べし。 

第一 は 朝早く 起き 冷水に 手拭 を 浸し、 寒風 骨にまで 透 達せん とする 時に 捷然 皮膚 を 摩擦す る ことな 

り、 全身に 新生 命の 注 人 せらる.^ が 如き 感 ありて、 其の 快 樂身を 黄金 水に 浸さる \ に 勝る。 

第一 一は 天文の 快樂 なり、 十八の 第 一 等 星 中 其 十一 一は 冬期の 空 天に 於て 北半球に 住する 吾人の 頭上に 

輝くな り、 殊に 天上 第一 の 光榮を 有する と 云 ふ 參宿卽 ち オラ イオン 星 は 冬期に 於て 吾人の 頂點 近く 來 

る もの なれば 冬 夜 雲霧 晴れて さ 中 一 塵 を 留めざる 時の 如き は 其燦爛 中秋の 滿 月に 勝る 萬々 たり、 ベ テ 

ルギュ ー スは 上に あり、 ライ ゲル は 下に あり、 共に 一等星に して 前者 は 赤 光 を 放ち、 後者 は靑 光を雜 

ふ、 二者の 中間に 三 星の 一 列 をな して 帶狀 をな すなり、 其 下に 刀 星の 一 列 珠珞の 如くに 懸る あり、 參 

宿の 西北に アル デバ ラン あり、 東南に シリアス (天狼星) あり、 共に 亦 一等星に して 參 宿の 莊 美に 更 

に 淸輝を 加 ふ、 殊に 秋 夜 月に 對 して 酒 を 汲 む 者 あ る _ 比に 非す して 惰夫は 皆な 戶を 閉じて ゆ、 樂に 耽ける 

比 なれば、 冬 夜の 美に 更に 一 曆の淸 興 ありと 云ぶべし。 

第三 は 家庭の 快樂 なり、 家に 暖爐 なき も 可な り、 炬缝の 微溫亦 以て (豕 人の 心 を 繋ぐ に 足る、 之 を 巾 

心に 放光 的に 座 を 占め 人生 を談じ 或は 嘆 じ 或は 笑 ふ、 時人 ホイ ツチ ャ ー の 名作 「雪 籠」 の -團 に&ば 
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すと 雖も 而も 此の 日本的の 團 築に. 亦歐米 人の 知らざる 快樂 あり。 

其他讀 書の 快樂、 燒 芋の 快樂、 大福餅の 快樂等 ありて、 余 ii^ は 突 一中 なれば とて 其 速 かに 去らん こと 

を：^ ます。  cna- 朝 報』 二月 七日) 

貧乏人と 宗敎 

貴 挨は賴 るに 政府 あり、 富者 は 頼る に 財貨 あり、 彼等 病まん 乎、 或は 威嚴を 以て、 或は 金錢を 以て 

彼等 は自 出に 醫師の 技術 を 使用す る を 得べ し、 彼等 若し 死す る こと あらん 乎、 政府 は 特に 彼等の 位階 

を 進め 恩 ^を！？ し、 彼等の 遺族 をして 彼等 死せ しが 故に 返て  一 3iB の榮 光に 誇らしむ、 彼等 死して 自身 

.^1- 落に 行く の 恐怖 あるの 外、 彼等の 後事に 就て 一 つも 慮る 所 あるな し、 彼等が 一 般に 不道德 にして 且 

つ 無宗敎 なる は、 彼等 は 人間 以外 金錢 以外に 賴 るの 要を感 する こと 甚だ 少なければ なり" 

然れ ども 貧者 は 全く 之と 異なる、 彼に 一 日の 餘蓄 あるな く、 彼 は 今日の 收得を 今日 消費せ ざるべ か 

らす、 彼 一 日 病まん 乎、 彼と 彼の 妻子と は 一 日の 斷食 を實 行せ ざるべ からす、 彼れ 死す る も 彼の 爲め 

に 悲む者 は 彼の 妻子と 極く 少数の 彼と 境遇 を 同う する 者と あるの み、 乞食 死す ると も 天に 韓星現 はれ 

+と かや、 彼は悲 まれす して 獨り 墓に 降り、 而 して 彼れ 逝て 後 彼れ の 遺族 は 直ちに 餞锇に 泣く。 

貴族と 富者と 博士と は 無神論 を唱 ふる も 可し、 彼等 は旣に 神と 佛とを 有す、 政府 是れ 彼等の 神な り- 

財貨 是れ 彼等の 佛 なり、 彼等は^^來に極樂又は天國を望むの要なし， 彼等に 取て は 現 撤是れ 彼等の 樂 

土た るな り、 彼等 は 一日 も.； く此丄 に^ 在して、 一杯たり とも 多くの 酒を飮 み、 一片たり とも 多くの 


肉を啖 ひ、 一 個たりとも多くの動^；举を胸に下げて此短生命を樂まんと欲す、 彼等 は 故に 神な しと 云 ひ、 

未來 なしと 說く、 然れ ども 彼等 は 未だ 貧者の 心 を 知らざる なり。 

貧者に して 若し 宗敎 なくば 彼 は 何を以 つて か樂 まん、 彼 は 政府と 富者との 無情 を 知る が 故に；  大に在 

す 父なる 神の愛 を 探らん とするな り、 彼は此 土に 於て 一 寸の地 も 彼の 所 屬と稱 すべき ものな きが 故に 

彼 は 墓の 彼方に 幸福の 淨土を 求む るな り、 彼 は 現在に 於て 一 の むべき ものな きが 故に 彼れ の總 ての 

希 tul を 未来に 槃ぐ なり、 彼 とても oi- く 此世を 去る を 好ます 然れ ども 彼れ 死に 瀕して 勞働 者が 一 ほの. 業 

を 終へ て 家に 歸る 時の 感喜 あり、 彼 は 現世の 苦役 を 終へ て 今より 地下の 安息に 就かん とす。 

忠君 愛國を 名と して 貧者より その 宗敎を 奪 はんと 欲する 哲學^ はかの 貧者より その 衣 を櫞ぎ 取らん 

とする 高利 貸の 如き ものにして、 無情 無慈悲なる 實に彼 (W: 學者) の 如き は 他に あらざる なり。 

(『萬 朝 報』 二月 廿ニ  Ho 

希望の 區域 

日本 K 許りが 我が 國 であると 思へば 失び！；. 一す る、 然し 我 は 世界の^ 民で 有って 日本 國 許りの 市民で は 

ない、 北亞米 利 加の 草原 も 南 亞米利 加の 林 原 も、 西 比 利 亜の 荒野 も、 ク £1 ン ダイクの 金鑛地 も、 ボト 

シの 銀產地 も、 ミシガンの 銅 域 も、 亦 今度 新たに 發見 になり しと 云 ふ 百 十八ず 2 六 干方哩 (日本 帝國の 

八 倍) に擴 がると 云 ふ加奈 多の 森林 地 も 皆な 我國 であると 思へば 我 は 未だ 此 地の 狹 きを 歎つ に はす、 

亦貴挨と豪商の跋扈を憤るにも&ばなぃ，僅カ十五萬方哩の中に闪^！-五^：萬と云ふ大勢が-齒^のゃぅ 
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に 押 詰められて 居る と 思へば こそ 不平 も 起る なれ、 肘の 支へ る やうに 感 する なれ. 全世界が 我家で あ 

り 我が 國 であると W 心へば 我 は 大國の 君主で ある やうな 心地して 此 世に^ 在す る ことが 出来る" 

曰 本人 許りが 我が 同胞で あると 忍へば 我 は 失 silH^ る、 然れ ども 人た る 者 は その 皮膚の 色の 如 W に關 

はらす、 其 一一 一一 1! 語の 何たるに 關 はらす、 總て 廣 を 腐と し、 僞を僞 とする 者 は 我が 同胞で あると 思へば 我 

は 決して 失望す るに 及ばない、 かの 南阿 非 利 加に 在て 自由と 獨 立との 爲 めに 苦闘し つ i ある ボア I 人 

も 我が 同胞で ある、 かの 非 律賓に 在て 旣に 三年の 永き 米 人の 猛威に 屈服す る ことなく、 東洋に 於け る 

3_ ^始の 自由 圃を 建設 せんとて 戰 ひつ k ある タ ガル 人種 も 我 同胞で ある、 かの 歐洲の 北部に 在て、 他の 

黄色 民 挨は告 た 露 西； „3 皇帝の 隸屬 たらん としつ」 ある ii に、 獨り 人權の 道き を 主張し、 爲 めに國 尺舉 

て逐 放の 厄難に 械 らんと しつ.^ ある 芬蘭 十一 人 も 我が 同胞で ある、 日本 國の 政治家 は その 政府の 政^と 

あれば 悉く 之に 盲從 し、 其 折；： 學 者に 忠君 愛國の 外に 何に 一 つと して 主張な きに もせよ、 我 は 人類 今 .體 

に 就て 決して 失 Slii する に 及ばない、 四海 皆 兄弟で ある 以上 は 他の 國の 善き 事 はい まに 此の 國 にも 來 る- 

我が 國の 政治家と 哲學 者より むことの 屮 I 來 ない 事 を、 吾等 は^ 界の 他の 國の 政治家と 哲學 者と より 

むこと が 來る。 

今 世 許りが 我 低で あると 思へば 失望す る、 然し 我 は此世 限りで 終る 者で はなく して、 假令 我の 靈魂 

に未來 はなき にもせ よ、 我の 行爲は 我が 肉體と 同時に 死す る 者で ない 事 を 知て 我 は 決して 失 §1!! する に 

及ばない、 今の 世に は 同 は 無く も宜 い、 我 は 後世に 友人 を 有つ 事が e,: 來る、 今の 世に 偽善者と 呼 

ばれても 宜ぃ、 後批の 人の 裁判 は 今の 人の 裁判の やうに 不公平なる もので はない、 我は此 世界 はま だ 

千年 や 一 一千 年で 消 ゆる もので はない と 知て 居る から 今日に 於て 失敗し たれば とて 3： も^に 心配す るに 


及ばない。  (『萬 朝 報』 一一 一月 二日) 

偶 感 三 つ • 

政治 は 小善な り、 然れ ども 是れ亦 全く 無用の ものに 非す、 余 は 勿論 シ I ザ ー たらん より は 使徒 保羅 

たらん こと を 欲する 者、 ナボレ オンた らんより は 詩人 オル ヅォス たらん こと を 願 ふ 者な り、 然れ ども 

時に 際して シ ，1 ザ ー、 ナボレ オン の 世に出 づる あれば 余は滿 腔の 同情 を 以て 彼等 を迎 へんと 欲する 者 

まりん 

不平に 淺 きものと 深き ものとの 二つ あり、 政-:^ 又は 社 會に對 する 不平の 如き は淺き 不平な り、 不平 

若し 懷 くべ くんば 人生 其 物に 就て 懐くべし、 吾人 自身に 就て 抱くべし、 吾人 イブセン、 力 ー ライルの 

如き 不平 家た る も 们夷叔 齊叉は 蘇 東坡の 如き 不平 家 たるべからざる なり。 

外部の 刺戟に 依て 動く 者 は是れ 馬と 牛との 類な り、 內 部の 信仰に 依て 動く、 是れ 人た るの 特權 なり、 

吾人 は 新聞紙の 記事に 由て 吾人の 決心 をお むべ からす、 吾人 は獨り 心に 定めて 然る 後に 新聞紙の 記事 

を 吾人， せ-, 考の 料と して 用 ふべき なり。  (『萬 朝 報』 三月 十 三日) 
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何ん ぞ 責任 を 思 はざる 

(東洋 靑年會 に 臨んでの 感) 

日本 は 東洋 全 體を救 ふの寊 任 を 有すと は我國 人に して 少しく 萬國の 事情に 隨通 する 者の 等しく 承認 

する 所な り。 

日本 は：；； 木の 爲 めに のみ 存在す る 者に あらす、 其 政治 上の 領土 は 東亞 彩 花 島の 一 連に 過す と 雖も其 

道德上 S 版 岡 は 少 くも 葱嶺以 is^ 太 平洋岸 にまで 達すべき ものな り、 若し 東洋に して 復活す るの 希 あ 

りと すれば、 H 本の 救援 啓 導 を 待つ より 他に 道な き は 何人も 知る 處 なり、 是れ 無益の 壯言大 語に 非す、 

是れ實 に _a 莨 中 の 嚴も 確赏な る ものな り。 

然るに 此大資 任 を 双肩に 擔 ふの 國 民は兮 や 何を爲 しつ \ ある 乎、 猜疑、 嫉妬、 陷擠、 財 產の增 被、 

友人の 離間、 獨り自 から 大な らんこと にの み 屈 托して、 天賦の 大 責任 を 盡 さん こと を 思 はす. 故に 政 

治 は 萎應し て 礎に 野心家の を充 たす た め の 格闘 場た るに 過す、 其 文學は 情熱 を 喚發す る 者に あら 

ざれば 不平 家に 一時の 快哉 を 叫ばし むる に 過す、 其の 商業に 大計 畫と 大團 結と なく、 著大なる 軍備す 

ら宏 遠の 大目 的 を 以て 設けられ しものに あらす、 大と稱 すべき もの は 悉く 吾人の 中より 去りて、 世界 

の 半分 を 領土と して 天より 讓り 受けし 日本人 は 太平洋の 一 隅に 蟄居して 同胞の 誹謗 墮 落に 些少の 快樂 

を 貪りつ」 あるな り。 

資 任の 火 を 感じて 小人 も 偉人た る を 得、 小國 も大國 たる を 得るな り、 大國 たる 必 しも 大 領土 を 有する 


の 要な し、 大 責任 を 感じて 大理 想起り、 大现 想起って 大計 畫生 す、 吾人 は 思想 を大 にして 大國 民た る 

を 得るな り、 ru 本の 地： 1H にあり、 日本の 贵任を 有して 大國 民た る を 得ざる は それ 誰れ の， ぞゃ。 

(『萬 朝 報』 三月 サ日) 

春 は 来れり 

來た、 來た、 待ちに 待た る 舂は來 た、 花は唤 く、 鳥 は 囀る、 自由なる 春は來 た。 

人， £i 王 は 彼の 從 者なる、 霜、 霞、 氷の 族 を 率き 具して 北極 指して 引き 退いた， 彼の 猛威 壓 制の 跡. 

は 結えて、 山に 丘に 河に 海に 春の 女神の 足跡 は歷 然として 現 はれる。 

然し 是は 政治家の 運動の 結 として 來 たので はない、 又 新聞記者の 論文が 其效を 奏して 來 たので も 

たい、 nii- は 天然 自然の 行動の 結 菜と して 来たので ある、 卽ち來 るべき 時が 來た 故に 來 たので ある、 我 

等 は 冬の 眞 中に 梅花の 一輪 も 未だ 錠び ざる 顷に、 天候の 意外に 暖かな りしが 故に、 は 吾等の 豫 想せ 

しよりも く來 たかと 思 ふた、 然るに 吾等の 其 希望 は 寒風  一 のために 全く 破毀 せられて 吾等 は絕望 

の 淵に 沈まん とした 事が ある、 叉 季節 は旣に 春に 入りし も餘寒 久しく 去らす、 池 水の 氷 堅く して 其 解 

開 は 何時の 頃な らんと 待ちわびた 事が ある、 然し 春 は 遂に 來た、 政治家の 群集 も、 國王 も、 金 持 も 終 

に 其 來るを 妨げる 事 は出來 ない。 

夫れ 故に 我等 は 忍耐して 待って 居れば 宜しい、 自由の 春 は 今に 来る、 宇宙の 進化 は 人力に 由て 支配 

せらる k もので はない、 ，： 于宙に は 宇宙の 生命が ある、 之 は 個人の 生命よりも 國 家の 生命よりも 强 いも 
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ので ある、 故に 宇宙に 春の 臨む 時には、 國會の 議決 も國 王の 命令 も 之 を 如何と もす る 事 は 出来ない、 

爾 うして 宇宙の 春 は キット 来る、 是は 平民の 春で ある、 貧乏人の 春で ある、 雨う して 是は 貴族 豪商 傅. 

士 達の 冬で あら ふと 思 ふ。 

来た、 來た、 待ちに 待った る 春は來 た、 花 は^く、 鳥は畴 る、 自由なる 嬸 しき 春 は來 た。 

.  (『萬 朝 報』 三月 サニ no 

犬然 詩人 出で よ 

朝 新聞紙 を 護んで 失望し、 午後 ^^行 きして 希望 を 恢復す る、 政友會 であると か 進歩 黨 であると かま 

ふ 名 を 聞いて 日 木が 忌に なり、 富士山 や 筑波山 を 望んで 日本 國が 愛らしくなる、 憎き 者 は 政治家と 云 

ふ 人達であって、 愛らしき 者は堇 だと か樱草 だと か 云 ふ 花で ある。 

政治で 政： を 改良し やうと する の は 棄で毒 を 消さう とする のと 同然で ある、 消えない 事 はない かも 

知れぬ が 消えた 跡 は 火事の 燒 跡の やうな ものである、 若し 社會の 健全 を 計らん とすれば、 政治 を 改良 

する に 政： 外の 力 を 以てせねば ならぬ、 深き 趣味 ある 天然 物の 觀 察の 如き は 確かに 此 勢力の 一 であ 

る、 英 國にバ ー ンス、 ヲルズ ヲスが ありし やうに、 米 國にブ ライア ント、 ト&— の ありし やうに、 日 

本に も： 尺然 詩人の 出る 必要が ある。 


天然^ 人と は 酒を飮 みながら 花 を 見る やうな 者 を稱ふ ので はない、 支那 日本の 天然 詩人 は 大抵 此類 

である、 赤 壁の 下に 月 を 見て 「是れ 造 物 者の 無盡藏 なり」 と吟 じた 蘇 東坡は 直に 盞を 洗て 更々 的み 看 

椟 旣に盡 きて 杯盤 狼藉たり と 云 ふて 居る、 斯んな 心で は 到底 天然の 秘密 を 探る 事 は出來 ない、 天然 は 

神 の 衣裳で あ るから 之に 觸る k に 神 の やうな 淸 潔な 心を以 てせ ねばならない、 爾 うして 眞 面目 に -大然 

物に 接して 吾等の 心 は 潔なら ざらん と 欲する も 得ない、 天然 詩人と は 天然 物に 神と 人との 心 を讀む 

者で ある。  (『萬 朝 報』 三月 廿 四日) 

梅花と 別る 

赛 はま だ实 一く、 氷 はま だ 張りし 頃、 君が^いて 吳れ たに 由て 余 は 春が 來 りつ & あるの を 知る 事が 出 

來た、 君 は 春で はない、 春の 豫 言 者で ある、 春は樱 である、 杜鵑 花で ある、 藤で ある、 然し 彼等が 來 

るに まだ 間が あった 故に 天 は 君を途 つて、 吾等の 消ん とする 春の 希望 を槃 いで 吳れ たので ある。 

余 は 君 を 愛する と は E はれない、  は 寧ろ 君 を懼れ る、 君 は 余りに 嚴肅 である、 君は靑 葉に 伴 はれ 

すして 獨り 直に 枝に 附 いて^く、 君 は 見て 餘り 美く しい 花で はない、 君の 香 は 余りに 鋭い、 君の 花片 

は餘 りに 硬い、 誰も 君の 下に 俗歌 を謠ふ もの はない、 誰も 君の 傍に 酒に 狂 ふて 躍る 者 はない、 5^ は豫 

言 者 エレ ミヤで ある、 パプ テス マの ョ ハネ である、 余 は 君の 前に 立て 嚴師の 前に ある やうな 心地が す 

る 0 

然し 君 在る が 故に 吾等 は 冬 は 早 ゃ旣に 去って if 蕩の 春の 將 さに 近き にある を 知る 事が 出來 る、 君 は 
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懕 制の， ん， を 叱-化し 去る jij^ の 先鋒で ある、 先づ 君に 依て 意な き 情なき 法律 一 途の 冬の 威力 を拽 いて 然る 

後に 錦^ を糲 ひたる 赛の 女王 は 現 はれ 來 るので ある、 君の 面 は 怒氣を 含める やう なれ ども、 君の 心 は 

淚 の-貯水池 である、 君 は實に 誤解され 易き 花で ある、 君 は 春の 娘に して 女性なる に 装を帶 びて 冬の 

暴漢 を 挽かん ために 世に 送られた る 丈夫で ある、 余 は 寒月の 下に 君 を 見て 幾 同 か淚に 咽んだ 事が ある。 

今や 赛 方 さに 盛な らんと する に當て 君が 尙も 芳香 を 放って 春陽の 至る を 報す るの 必要 はない、 今や 

桃 や 樱は云 ふに 及ばす、 路傍の 繁寞、 !：； までが、 春と 正義と 獨 立を唱 ふるに 至った、 1^ は 八，' は 花を牧 

め^ を裹 みて * 實を 初夏の 候に 遺して 花の 社會を 去て 可い、 見 給へ、 佌の 志士と か、 批評家と か 云 ふ 

^共 を、 彼等 は 君が 初めて 春の 聲を 揚げし 時 は 拍手喝采 を 以て 君を迎 へし なれ ど、 今や 春 至て 世 は； 

の豫言 を せざる に 至て、 或は 君の 豫首 に聽き みて、 君に 就て 多くの 非難 を 述べ立て、 君 を 以て 時 

代 後れの 者な りな ど 呼ぶ に 至った、 然し 君 彼等 を赦 せよ、 彼等 は 衆愚な り、 俗人な り、 彼等 は 春 到れ 

ば 冬 を 忘れ、 夏 来れば 春 を 忘れる 族で ある、 彼等 は國の 亡ぶ るの さへ 知らない 愍 むべき 者で ある、 彼 

等 は 趣好 を 全く 世 と共にし、 世が 目して 以て 美な りと する もの を 美な りと 做し、 醜な りと する もの を 

醜な りと する 者で ある、 君 願く は 彼等の 闇愚の ために 彼等 を 忘る V ことなく、 嚴实 一の 再び 彼等の 地に 

臨む 時に (而 して 余 は 信す 彼等の 未だ 曾て 經驗 せし 1^ なき 西 比 利亞， の 冬 は 遠から すして 彼等の 邦土 を 

はんとす る を) 君亦た君の郁々たる淸^^:::を放ちて、 是等迷 羊の 群 を 慰められよ。 

(『萬 朝 報』 三 ガサ 八： R:) 


問いたり、 開いたり、 櫻の 花 は 開いたり、 日本 魂 は 開いたり、 嗚呼 何ん と美い かな U 

開いたり、 開いたり、 樱の花 は 開いたり、 然れ ども 三日 を 出です して 散 去らん ため、 人畜 を 養 ふに 

足る 實 一 つ を も 遣 さすし て。 

開いたり、 開いたり、 櫻の 花 は 開いたり、 日本 魂 は 開いたり、 然れ ども 余 は 栗、 怖 (潞柳 にても 可 

なり) 林檎、 香授 (刺 ある も 可な り) たらん と 欲する も徵 たらん と 欲せざる なり。 

(『萬 朝 報』 四月 五 H) 

横 井 時 雄 君の 就官を 聞て 

橫井時 雄 君が 遞； S 翁 の 官房長と なり て 余 は 臍の 緖切 て以來 始めて 此 愛すべ くして つ 憎む ベ き 明 ュ E 

政府に 余の 友人の 一 人 を 其 高等官の 一 人と して 有つ に 至れり。 

惟り 怪む横 井 時 雄 君の 如き 腹の ，闩 き 人が 明治 政府の 如き 腹の 黑き 政府の 官吏と ならる X 事 を、 然れ 

ども 余 は 信す、 是れ橫 井 君の 心が 黑く なりし 故に あらす して、 其餘 りに 白き に 過る に 依り 黑き 政府が 

君 を 欺く に 人道 愛國を 以てせし 事 を、 故に 余 は 信す 此 政府に して 改 むれば 止む、 然れ ども 若し 改め ざ 

るに 於て は (而 して 其改 むる の 希^ 更に あるな し) 吾人 は 再び 吾人 平民の 仲 問に 1_ を 有つ の 喜び を 有 
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する にせ， らん 事 を。 

余は此 政" 时を 以て 日 木 國を救 ひ 得べ しと 信す る 横 井 君の 頑是無き 心 を 愛す、 余 は 宗敎に 失望して 政 

治 に 人 り し の 心 を 憐 む 、 余 は 此 事 に 就 て 深 く 君 を 咎 め ざ る ベ し 、 そ は 宗 敎 界 今 n の 泥 ^ は 政 治 界 の 

それに 一 歩 も 譲ら ざれば なり、 故に 若し 世に 變節を 以て 君を責 むる が 如き 者 あらば 余 は 余の 全力 を 注 

で 君の 爲 に^すべし、 斯く云 ふ は 勿論 余 も 君の 迹を逐 はんと 欲する が爲 にあら す、 そ は 余に 取りて は 

朝 報 社の 客と なりて 其 机 一 基を領 する は 藩閥 政府の 大臣の 椅子 を 悉く の ものと なすに 勝れば なり、 

余 は 切に 泥海に 於け る橫井 君の 成功 を 祈る 者な り。  (『萬 朝 報』 四月 十 =:) 

幸德 秋水 君 著 『帝國 主義』 に 序す 

人類の 歷 5^ は 其 始めより 終りに 至る まで 信仰と 腕力との 競爭史 なり、 或 時 は 信仰、 腕力 を 制し、 又 

或 時 は 腕力、 仰 を 制す、 ビ ラトが キリスト を 十字架に 釘け し 時 は 腕力が 信仰に 勝ちし 時な り、 ミラ 

ン の監螫 アム ブ a 1 'スが 帝王 シォド シァス に 懺悔 を 命ぜし 時 は 信仰が 腕力に 勝ちし 時な り、 信仰、 腕 

力 を 制する 時に 世に 光明 あり、 腕力、 信仰 を壓 する 時に 世 は暗黑 なり、 而 して 今 は 腕力 再び 信仰 を 制 

する 暗 M 時 t:: なり。 

朝に 一 人の 哲學者 ありて 宇宙の 調和 を講 するな きに、 陸に は 十三 師團の 兵 ありて 劍戟 至る 處に 燦然 

たり、 野に は 一人の 詩人 ありて 民の 憂愁 を醫 するな きに、 海に は 二十 六 萬 顿の戰 艦 ありて 洋上 事な き 

に 波 を 指ぐ、 -冢 庭の 秦亂其 極に 達し、 父子 相 怨み、 兄弟 相鬩ぎ 姑媳相 侮る の 時に 當て 外に 對 して は 


東海の 樱國、 世界の 君子 國を 以て 誇る、 帝國 主義と は實 に如斯 きものな り。 

友人 幸德 秋水 君の 『帝國 主義』 成る、 君が 少壯の 身 を 以て 今日の 文壇に 一旗 暢を揚 ぐる は 人の 能く 

知る 處 なり、 君 は 基督 信徒なら ざる も 世の 所謂 愛國 心なる もの を 憎む こと 甚 しく、 君 は 嘗て 自由 國に 

遊びし ことなき も眞 面目なる 社會 主義者な り、 余 は 君の 如き 士を 友と して 有つ を名譽 とし、 兹に此 獨 

創 的 著述 を 世に 紹介す るの 榮譽 に與 りし を 謝す。  (『萬 朝 報』 四月. H ハ w〕 

鑛毒地 巡遊 記 

其 一 

〇 去る 仕 一 日 栃木 縣足 利なる 友愛 義團の 招きに 應じ、 その 社會 改良 演說會 に 出席 せんた め 彼 地に 到れ 

り、 其 日の 主なる 辯士は 明治 女學 校の 巖本善 治 氏 並に 毎日 新聞の 木 下尙江 氏な りき、 余 は 不幸に して 

(或は 幸に して) 當日 咽喉 を 病み、 演說 者と して は 負傷者の 一人な りしが 故に、 二 氏と 共に 大に 舌劍 

を 揮 ふ 能 は ざり しは殘 念な りき。 

〇 殊に 當 日の 會場は 足 利 第 一 の 劇場なる 末廣 座な りければ 之に 臨んで 余の 熱心 は頓に 冷却した りき、 

そ は 余に 取りて は 劇場に 於て 余の 意見 を述 ぶる は 待合 茶屋に 於て 日本 帝國の 代議士に 道 德を說 き 開か 

す やうな 心地して、 清 想 淨思は 決して 余の 心に 湧き 來ら ざれば なり、 然れ ども 約束の 義務 は果さ る 

ぺ からす、 故に 木下巖 本の 二 氏が 凡そ ra 時間 餘に涉 る 長 演說に 於て 十一 一分の 感動 を聽衆 諸氏に 與 へし 

後に、 余 は繙に 演壇 (芝居の 舞臺 にして 常にお 染久 松お 半長 右衛門の 演ぜら る. 1 所) に 現 はれ 二十 分 
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問餘 の：^: s らぬ 所感 を 述べたり き、 然し 此ニ 十分 問 は 余に 取りて は 二十 時間の 長き が 如くに 感ぜられて 

余 は 演！， ュ (舞 臺) を 下りし 時に 地獄 の^より 逃れ出で しゃう に 感じたり き、  < ；-は 到底 芝居の 人に は あ 

ら ざるな り。 

〇 鳴 t- 劇場、 ト ー マスカ ー ライルの 大嫌 なりし 制 場、  < 水 は 過去 二十 五 年 11、 劇場の e: を 潜り し^は 曾 

て 米阔に 在りし 時、 彼國の 劇場なる もの k 如 M なる ものなる 乎 を 見ん ために 金 一 一 卜 五 仙 を 投じ 凡そ 三 

ト分？！其棧敷に^^り見し事と、 曰 木に 歸 てより 是も 社會學 研究の 目的 を 以て 凡そ 十分 間 程此身 を本鄕 

春 木 座の 汚 叙に 曝せし 事 ありし のみ、 然るに 足 利 人士の 無慈悲なる 余が 力 ー ライル 先生の 小なる お 子 

の 一 人なる を 知りながら 余を當 H 劇場の 舞臺に 引き上げられし は怨ん でも 尙餘り ありと 云 ふべ し。 

< 水 は 諸氏 並 に 全國 の 友人に 吿 げんと 欲す、 諸氏 は佛國 の 革命 者が ルイ. r 六， を 斬首 臺 の 卜-に 述れ行 

きし 時の 心 を 以てせら る、 にあら ざれば 余 を W び 舞薹 の 上に 噪し給 は ざらん こと を。 

〇 余 は 序に M 故に 力，' ライルた 生 は 芝居 を 嫌 ひ 給 ひし 乎に 就て 述べ 置かん、 芝居 は虛 僞を演 する 所な 

り、 者なら ざる 者が 勇者の 眞， 似 を爲す 所な り、 偽善者が 眞善を 装 ふ 所な り、 故に 先生 は倫敦 なる ド 

ゥ 一一 ング 街に 在る 英國 屮央 政府の 建築物 を 「芝居小屋」 と； t し 給 ひしな り、 义 吾等 も 先生の 精神に 傚 

て 東京なる rn 比 谷 門內の 帝國議 會の議 堂 をば 「芝居小屋」 と は 名く るな り、 而 して 東京の 議事堂に 

於ても；； 止 利の 末廣 座に 於ても 眞 面目なる 事 を述る は； ffi だ 困難な り、 先 づ末廣 座の 天井 を 見 上れば： ij> 肉 

0, しゃも 屋、 料理屋、 化粧品 屋 等の 廣吿は 魔々 と 各種の 染料 を 以て^ かれたり、 此： 卜に 立て 余輩に 

社 改良 を談ぜ よと 八 W ぜら る、 若し 余輩 をして 筆 を 以てする が 如く 口 を W て 無遠慮な らしめば 余 W は 

先づ余 W の 友人に 告げて 「先 づ此 劇場 を 改良 せられよ」 と 一一 目 はま 欲し かりき、 然れ ども，^ は 勿論 斯く 


は 一一 一一 E は ざり し o 

其 二 

〇 足 利の 地に 觀 るに 價 する もの 多し、 其 足 利 學校は 小 野 篁の 創立に 係る ものな りと 云 ひ、 我 國の敎 育 

歷史に 特筆大書すべき ものたり、 其錢 阿寺 は 足利義 兼の 建立せ しものに して 鎌 倉 歷史と 深き 關係を 有 

する ものな り、 北條泰 時の ー驍將 足利義 氏の 墓も此 地に あり、 彼 も 亦 模範的 關東 人士の 一 人、 -ぉを 愛 

する こと 深く、 公卿 を 憎む こと 甚だしく、 故に 承 久の亂 に 於て 時の 所謂 官軍なる もの を 尾 張 川に 宇治 

川に 心地よ くも 打破り し 故に、 文 有て 勇な き 京都の 公卿 學者輩 は 亦 泰時義 氏 等の 關東 人士 を 憎む こと 

甚だしく、 彼等 公卿 輩の ものせ し歷史 は是等 自由 民權の 主張者に 被らす に必 す國賊 逆臣の 名 を 以てす、 

而 して 闇愚なる 日本 國 民の 多 數は是 等 京都 歷 史家の 言 を 信じ、 北 條と云 ひ、 足 利と 云へば 必す 忌む ベ 

き 嫌 ふべき 名な りと 信す、 嗚呼、 彼等 未だ 能く 世界の 進歩 麼史 に通ぜ ざる 者、 ル ー テル、 ワシントン 

が 進歩の 大 動力たり しこと を 知らざる 者、 彼等 は 日本 國に泰 時義氏 ありし を 以て 誇らす して、 優柔な 

る こと 女人の 如き 公卿 W の 「誠忠」 を 以て 誇る、 吾人 足 利に 遊び、 其綠姬 山に 登り、 足 F に 渡 良？ f 川 

の 流る K を 見、 關柬の 平原の 太平洋の 水の 如く 際限な きを 望みて、 豈新 日本 を 思 は ざらん や、 關東は 

天下 を 制すべき 者、 然るに 關柬 平原の 盡る齒 なる 東京に 於て は 誰が 天下 を 制しつ i あり や、 關柬人 か 

將た長 州 人 か、 將た薩 摩 人 か、 起てよ 義氏、 汝の 墓より 起てよ、 起て 汝の 勇氣を 吾人に 傳 へよ、 若し 

汝の 如く 劍を 以てせざる も 吾人 をして 劍 よりも 强き筆 を 以て、 人の 良心 を k 、くに 足る 天よりの 眞理を 

以て、 K のために 國 のために 關東 人士の 天職 を盡 さしめ よ。 

re 治 一一 一十 年 (一九 0 一年)  六 S 


〇 然し 今の 足 利 人 は 義氏尊 氏 を 以て 天下に 誇らざる が 如し、 彼れ 尊 氏 不幸に して 國贼の 名 を 被り、 楠 

！.^ 成が 唯 一 の愛國 者と して 讚め 立た る-人 マ 日^人 も 亦 逆臣の 名 を 被らん こと を^れ て 尊 氏の 名 を へ 

ざるな り、 然れ ども 尊 氏 は 確に 日 木が 曾て 生ぜし 大 英傑の 一人な り、 彼 は無愁 のん なりし、 彼 は 友 

に 篤き 人な りし、 彼 は 忍耐の 人な りし、 彼 は 亦 或る 意味に 於て は 誠忠の 人な りし、 彼れ 不幸に して 時 

の 朝廷に 反對 せざる を 得ざる の 地位に 立てり、 然れ ども 神なら すして 誰か 能く 彼 の 心事 を 知りし 者ぞ 

ある、 余 は 足 利 人が 其 富 を 投じて 一 大 石碑 を 「逆臣」 足 利 尊 氏の ために 足 利 又は 鎌 倉の 地に 建てざる 

を怪 む、 余 は 足 利 人が 尊 氏の 如き 大 英雄 を 魔し 置きながら 彼 を 以て 誇らす して 親 絲綿絲 の 產出高 多き 

を 以て 誇る を怪 む、 嗚呼、 物質的 日本よ、 汝の 今日 求む る 所の もの は 人物に あらす して 物品たり、 正 

義 にあら すして 金力な り、 尊 氏 を 出せし 土地 は 尊 氏 を 以て 誇らす して、 否な 返て 彼を產 せし を 以て 恥 

として、 其 機業、 其 織物 を 以て 誇るな り、 嗚呼、 關東 八州 汝等も 終に は 中國人 九州 人に 物質 化せられ 

たり、 見よ、 汝を貧 通して 流る i 渡 良？^ 川 を、 其 河流の 優麗 なる、 遠く 山上より 之 を めば 銀河が 天 

上より 降り 來て關 東 平野 を 潤す が 如し、 然れ ども 近く 之に 接して 乎に 其 水 を 汲み 見れば 是れ毒 流民 を 

殺す ものなら す や、 義 氏の 骨 は 古城 松林の 下に 眠る、 而 して 渡 良 瀨川は 毒素 を 沃野に 散布し つ i あり、 

而 して 國民は 金力 銅 力の 抗し 難き を 念 ふて 此大 非人 道に 向て 一 聲をも 揚げざる なり、 嗚呼 * 義氏、 鳴 

呼、 泰時、 余は汝 等の 名 を 慕 ふ 愈よ 切たり。 

其 三 

〇 劇場 演說を 終へ て 余が 足 利 地方に 於て 餘す所 は 僅かに 半日な りき、 八ん は：^ 一 一日の. y 刻までに は 是非 


共 東京 京 橋 弓 町なる 朝 報 社に 於て 二三の 社友と 會 合せざる を 得ざる の 義務 を 有したり、 故に 余 は 如何 

にして 最も 有益に 此 半日 を 消費 せん 乎と 思慮した りき、 古跡 を 尋ねん 乎、 工業 を 巡視 せん 乎、 將た义 

友人 を 訪問 せん 乎、 然れ ども 貴重なる 半日 之 を 二三の 事に 分配す る を 得す、 余の 眼 は 旣に足 利 町 背後 

の織姬 山の頂 、より 渡 良 瀬 川 を 望みたり、 而 して 渡 良 瀨川を 望みて 鎮毒 被害地 を 聯想せ ざる もの は 日 木 

人に して 日本人に あらざる なり、 小 野 篁の 事饋は 古代史に 屬す、 是を帝 國大學 邊の史 學專門 家に 任す 

る も 可な り、 工業 視察に は、 古河 市兵衞 氏に 足 尾 銅山の 採掘 を 許し、 つ 彼 を 保護して 今日に 至りし 

農 商務省と 其 無數の 官吏と あり、 余の 巡察 一 も 工業 家 を 益す る 所な かるべし、 余 は 農學を 修めし 者な 

り、 雜誌 記者な り、 新開 記者な り、 卽ち 最も 深き 關係を 現代と 農民と に 有する 者な り、 余に 足 利學校 

鑀 阿寺 を 見る の 要な し、 工業の 視察 は 之 を 他日に 讓るも 差 支な し、 余 は 行て 被害 民 を 見舞 はんと、 是 

れ卄 一日の 夕刻、 余が 苦しき 劇場 演說を 終りし 後に 余の 心に， だめし 余の 決心な りき、 而 して 毎日 新聞 

社の 木 下 氏 も 余と 決心 を 共に せられ、 友愛義圑幹事原田.：1^-助氏も余等と同行を約せられたれば余は明 

日の 田圃 歩き を 夢み つ k 安き 旅 宿の 眠に 就きぬ。 

〇 一 一十一 一日 朝早く 起きて 天候 を撿 すれば 雲 低く して 雨水の 凝 下將に 近き にある が 如し、 然れ ども 悲慘 

の狀を 見ん が爲 めに は悲 凄の 天候 亦 益な きに あらす と 思 ひ、 一番 列車に 投じ、 富田驛 にて 降車し、 此 

處に 被害地の 情況に 精通せ る 佐 野 町なる 山 田 友次郞 氏の 出迎を 受け、 余 等 三人 彼に 尾して 行けり、 時 

に 小雨 旣に 到り たれば 木 下 君 は 身に 纏 ふに 薦 一枚 を 以てし、 杖 を 手に し、 草履 を 穿ち、 一見して 被害 

民の 一 人の 如くに 装 ひ、 雨 を 被りつ、 步 まれぬ、 斯くて 雨 を 冒して 進む こと 一 里餘 にして 余 等 は 所謂 

被害 激甚 地に 人り ぬ。 
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〇 而 して 其賁況 は？ 百聞 一見に 若 かす、 余 は 農學を 修めて 玆に 二十 有餘 年、 未だ 曾て 殊更に 之を修 

めし 利 〔i ^を 感ぜし 事な し、 然れ ども 此日 農學は 余に 善き 用 を 務めたり、 若し 余が 土壤學 を學ば ざり し 

ならば 余 も 多くの 被害地 巡視 者と 同じく 被害の 激度を 知る こと 能 は ざり しならん、 渡 良瀨川 沿岸の 地 

は 埃及國 ナイル 河 沿岸の 地の 如し、 卽ち 最も 沃饒 なる 冲積 is にして、 天下 之に 優る の 土壌 あるな し、 

是れ金 鎮銀鐡 にも 優る 寶纖 なり、 金銀 寶石 こそ 產せ ざれ、 之 を 勤勉なる 農夫の 手に 委ね、 之に 人爲的 

妨害 を 加 ふること なくば 幾千 年 を 經るも 尙ほ好 良なる 穀類 を產 出して 止まざる の 無盡藏 なり。 

其 四 

〇 余 は 特別の 目的 を 以て 被害地 を 巡視せ しに あらす、 然れ ども 之 を 視て余 は 喜び 且つ は悲 めり、 余 は 

余が 會て 耳に 聞きし 所の もの を 眼 を 以て 視て其 悉く 事實 なる を 知て 喜べり、 然れ ども 此悲慘 の 狀を視 

て 余の 同情 は頓に 喚起 せられて 余 は 械默を 守る 能 はざる に 至りし を悲 めり、 殆んど 全く 此 政治と 社會 

とに失ば-^^せる余は幾囘か械默の屮に殘餘の生命を送らんと決心せり、 然れ ども 玆に 余の 十数 萬の 同胞 

が 家 を 失 ひ 地 を 失 ふ を 見て 余 は 默し能 はざる に 至れり. 鳴 呼 余 は 被害地 を 巡視せ ざり しもの を、 余の 

天然 歌は爲 めに 其 稿 を 全 ふす る 能 はざる に 至りぬ。 

〇 世に 災害の 種類 多し、 震災の 如き、 海喊の 如き、 洪水の 如き、 災は災 たるに 相違な きも、 爾 かも 之 

れ 諦め 難き の災 にあら す、 最も 耐へ 難き 災は 天の下せ し災 にあら すして 人の 爲 せし 災 なり， 天 爲的災 

害 は 避け 得べ からす、 *^^爲的災害は避け得べし、 而 して 錄 毒の 災害 は 後者に 屬し、 而 かも 其 最も 悲慘 

なる 者な り。 


〇 悲しむ 者 は 一 府 K 縣の民 數十萬 人な り、 喜ぶ もの は 足 尾 銅山の 所有者 一 人な り、 一 人が 富まん が爲 

めに 萬 人 泣く、 之 を是れ 仁政と 言 ふべき 乎。 

〇 余 等 は 被害 ni- の 家を訪 へり、 彼等の 額に 「結 望」 の 二字の 印 せらる k を 見たり、 民に 菜 色 ありと は 

多分 彼等の 如き 者 を 形容しての 言な らん、 而 して 余の イマ ジネ ー シ ョ ンは 直に 走て 古河 巿兵衞 氏の 家 

宅に 人れ り、 余 は 日々 に 積る 氏の 家產に 就て 想へ り、 余 は 我 國の責 族 紳商 ii に 於け る 氏の 廣き 交際と 

勢力と に 就て 想へ り、 余 は 故 陸 奥宗光 氏が 彼の 姻. M なる を 思 ひ 出せり、 一人が 榮 華に 誇らん が爲 めに 

萬 人 は 餓娥に 泣かざる を 得ざる 乎、 優勝劣敗 は實に 人道なる 乎、 新 文明と は實に 如斯き 者なる 乎、 王 

政 維新の 結 5^ は 終に 玆に 至りし 乎と、 斯く思 ふて 余の 頭 を 擡げ 見れば 日光 山脈の 諸 峰 は 雲霧の 裡に包 

まれて 余と 憂愁 を 分つ が 如し。 

〇 如何にして 悲哀に 沈める 此民を 救 はん 乎、 勢 を 以て 政府に 迫らん 乎、 筆 を 以て 社 會に訴 へん 乎、 跪 

て 天に 祈らん 乎、 旣に七 年の 長き に涉る 民の 間斷 なき 哀訴に 倾 くる • 斗 を 有せざる 此 政府に 尙ほ 幾囘迫 

ると も 何の 益 あらん や、 聞く も 信ぜす、 信す る も 行 はざる 此社會 は 其 一部分が 萎綜 死に 就く も 何の 同 

情 を も 寄せざる べし、 然 らば 如何にして 此民を 救 はんか、 祈る の 外 別に 途 なき 乎、 唯 泣て. 同情 を 表す 

るに 止まる 乎。 

〇 語 を 寄す、 世の 宗敎 家よ、 一日の 間 を 竊んで 行て 被害地 を目擊 せよ、 諸氏 は 信仰 上大に 益す る 所 あ 

らん、 世の 小說 家よ、 杖 を 渡 良 瀬 川 沿岸に 曳き 見よ、 諸氏 は 新なる 趣向 を 得て 一大 悲劇 を 編む を 得ん I 

詩人よ、 農夫の 貧と ェ家の 富と を 比對し 見よ、 諸氏の 韻文に 新たに 生 氣の加 へられる を 見ん、 足 尾 銅 

山鑛毒 事件 は 大日 本 帝國の 大汚點 なり、 之 を 拭 はすして 十三 師圑の 陸兵と 一 一十 六 萬噸の 軍艦 を 有する 
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も 帝 國の榮 光 は那邊 にある、 之 を是れ 一地 方 問題と 做す 勿れ、 是れ實 に阈家 問題な り、 然り 人類 問題 

なり、 國{豕 或は 之が 爲に 亡びん、 今や 國民舉 て 眼 を 西方 滿洲の 野に 注ぐ、 我の 纏 艢はゅ Z な 悉く 其舳を 

彼に 對 して 向く、 然れ 共何ぞ 知らん や 敵 は 彼に あらす して 是 にある を、 何 ぞ初瀨 艦 を 中禪寺 湖に 浮べ 

ざる、 何ぞ 朝日 艦 をして 渡良瀨 川に 溯らし めざる、 而 して 足 尾 銅山 を 前後 兩 面より 砲撃せ ざる、 余 を 

して 若し 總现 大臣たら しめば 余は斯 くな さん もの を (一 先づ 終り )o 

(『萬 朝 報』 四月 廿 五日、 廿 六日. 廿 九日， 三十日) 

旣に 亡國の 民たり 

國が 亡る と は 共 山が 崩れる とか、 其 河が 乾 上る とか、 共 土地が 落 込む とか 云 ふ _SM.」 はない、 縱令曰 

本國は 亡びても 其 富士山 は 今の 通りに 蒼 空 に 錄 え 、 其 利根 川 も 木曾川 も 今の 通りに 流れ、 其 田畑 は 今 

の 通りに 米 麥を库 する に 極って 居る。 

亦國が 亡る と は亦必 すし も外國 人が 其 政治 〔炎と 成る と 云 ふ 事で はない、 我々 の總理 大臣が 伊藤 侯で 

あらう が、 サ リス ベリ ー 侯で あらう が、 其 事 は 餘り國 の 興亡に 關係 する 事で はない、 我々 は 或る 場合 

に 於て は 外 國人を 雇 ひ來て 大臣 や 官房長の 賤業を 彼等に 授ける 時が ある 乎 も 知れない。 

國は 土地で もなければ 亦 官職で もない、 國 は其國 民の 精神で ある、 此 精神 さへ あれば 其 土地 は 他人 

の 手に 落る ことが 有ても 其國は 亡る もので はない、 ：{2 も 今日の 猶太 人が 其 本 國は土 耳 其 人の 乎に 在る 

に關 はらす、 有力なる 國民 である 如く、 又米國 人が 其 洲長义 は 市長と して 外来の 獨 逸人 叉 は 愛蘭 人 を 


戴く こと あるに も關 はらす 立派なる 獨 立のお であるが 如き ものである。 

iE5-^i;t^4<JJ. & ゆに 其き は旣に 亡びた ので ある、 民に 相愛の 心なく、 人々 互に 相 猜疑し， 同胞 

の 成功 を 見て 怒り、 其 失敗と 墮 落と を 聞て 喜び、 我 一人の 幸福 をのみ 意 ふて 他人の 安否 を 顧みす、 富 

者. H 貧者 を 救 はんとせ す、 官吏と 商人と は 相 結 托して 辜な き 援助な き 農夫 職工 等の 膏を 絞る に 至て は" 

其 憲法 は 如 M に 立派で も、 其 軍備 は 如何に 完全して 居ても、 其 大臣 は 如何に 智ぃ 人達で あっても、 其 

敎育は 如何に 高尙 でも、 斯の 如き 國民 は旣に 亡國の 民であって、 只 僅に 國 家の 形骸 を存 して 居る まで 

である、 故に 若し 國の與 亡 を 見ん と 欲へば 其 陸軍 は 何十 萬で ある 乎、 其 海軍 は 何十 萬噸 である 乎 を 知 

るの 必要 はない、 其國 おは 浮薄であって、 其 商業の 多く は 欺 偽に 類す る 者であって、 其 敎育は 知識の 

賣買 で あって、 其 政治 は 政權の 掠奪で あって、 其 倫理 と稱 する 者 は 政略より 打算した る 政令の 如き も 

のであって、 其 國は旣 に 精神的に 亡びた ものである、 爾 うして 旣に 精神的に 亡びた 國が 終に は 其 形骸 

まで も 失 ふに 至る の は 自然の 勢 ひで ある、 實に痛 歎の 至で はない 乎。 (『萬 朝 報』 五月 十八 日) 

坊主の 必 耍 

日本 國で 坊主と 云へば 讀んで 字の 如く 寺の 番をする 者と 一 般に考 へられて 居る、 然し 余輩の 稱 ふる 

坊主と はそんな 者で はない、 成程 寺の 番をする こと、 經を讀 むことの 外、 何にも 爲る ことの 3^ 來 たい 

坊主の 多 いのは、 社會 のた め實に 歎す べき こと で あ る 、 吾等 は 勿論 こ ん な 坊主 より 何 を も 望む 者で は 
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ない、 然し 眞.： ^の 坊主 は國 家の 必要物で ある、 坊主 卽ち プリ ー ストなる 者 は國の 精神であって、 彼な 

くして は國は 遠から すして 精神的に 滅亡す る 者で ある。 

吾等の 所謂 坊主なる もの は 天と 人との 間に 立て、 天に 代て 語り、 天の 靈を 取て 人に 俾へ、 人の 辛慘 

を 癒す に 天よりの 慰藉 を 以てし、 亦 天よりの 烈火に 接して 社會の 腐敗 を 燒き拂 ふ 者で ある、 彼 は 勿論 

政治家の 上に 立つべき 者で ある、 羅馬人 は 彼 を 呼んで 「帝王の 帝王」 とい ふた、 彼 は 地上に 於け る 神 

の 代表^で ある、 彼 は 人類 中 最も 貴い 者で ある。 

ル ー テル は 坊主であった、 彼が あつたから こそ 今日の 獨逸 民族が あるので ある、 ノックス は 蘇 蘭 土 

の 坊主であった、 彼な くして は 今日の 英國 も米國 もなかった であらう、 米國 にも ジ ョナ サン M ドヮ ー 

ヅと云 ふ 坊主が 居った、 雨う して 米國の 思想 歷史を 知って 居る 者は此 坊主の 感化 力の 如何に 偉大な り 

し 乎 を 知らない 者 はない 害 だ、 若し 太 利に サボ ナ 口 ー ラと 云う 坊主が 出なかったら 其 今日は 如何で 

あったらう、 若し 佛蘭 西に フ H ネ B ン ゃラコ ー デャの やうな 坊主が 居らなかったならば、 佛人 のん マ 日 

の 墮落は 更に 一 着 甚だしい もので あつたに 相逮 ない、 偉大なる 坊主 を 出さない 國に 偉大なる 國は ない、 

國の 大小 は 火 抵其產 出せし 坊主の 大小 を 以て 定める ことが 出来る、 幸に 日本に も 偉大なる 坊主が あつ 

た、 日蓮、 親 營、 蓮 如 等 皆な 萬 國に對 しても 餘り恥 かしくない 坊主であった、 然し 是等は it な 東洋 流 

の 坊主であった、 故に 多く 今日 を 感化す るの 坊主で はない、 今日は 今日の 坊主 を 要する、 爾 うして 斯 

う 云 ふ 坊主 は 日本に は 居ない ので ある。 


日本人の 理想的 人物 は 政治家で ある、 是は 彼等が 支那 人から 學んだ 理想であって、 甚だ 賤 むべき も 

ので あると 云 はなければ ならない、 彼等の 得意の 人と は 「利 澤 人に 施し、 名聲 時に 明かに、 廟堂に 坐 

し， 百官 を 進退し、 天子 を 佐け て 令 を 出す」 底の 者で ある、 彼 は卽ち 坊主と は 正 反對の 者で ある。 

之に 反して 坊主と は必す 失意の 人で ある、 政治家に 成らん と 欲して 成る 事の 出来なかった 者が 坊主 

となる ので ある 「窮 居して 野處 し、 高き に 昇て 而 して 遠く む、 茂樹に 坐して 以て 日を經 へ、 淸 泉に 

灌 ふて 以て 自 から 潔う す」 とか 稱 へて 何でも 世の 事に 關係 しない 者を稱 して 坊主と 云 ふので ある。 

斯う 云 ふ 思想 を 有て 居る 國民 であるから 坊主の 貴い 事 も 分らなければ、 隨て 彼等の 中に H ライ 坊主 

も 起って 來 ない、 彼等 は英 の 平民 大 宰相 グ ラッド ス トン 氏が 政治家と 成りし 前に は 坊主と 成らん と 欲. 

し、 終生 坊主の 學を 捨てす、 殊に 死す る 前の 二三 年 を宗敎 書類の 編纂に 消費した と 云 ふ 事 を 聞いても 

容易に 信じない、 彼等 は亦コ & ムゥ H ルの 如き 人が 大宗 敎家 でありし と閒 けば 彼 は 政略の ために 宗敎 

を 信じた ので あると 思 ふ、 I に眞 面目に 祌に 祈る 大政 治 家 や 大文學 者が あらう と は 日本人の 多 數の到 

底 信す る ことの 出来ない 事で ある。 

然し 是は 極く 卑賤な 觀察 である、 文明 國に 在て は、 偉大なる ものと て宗 敎に關 係ない 者 は殆ん どな 

いので ある、 ^太 利の 愛 國者ガ リポル ヂ ー の 自傳 を讀ん だ 者 は 皆な 彼れ が 如何に 深遠 な る宗敎 信者 で 

あつたか を 知って 居る、 最も 偉大なる 人 は 坊主であって、 坊主 的 特性 を 具へ ない 政治家、 美術.： IT 文 

皋 者で 偉大なる 人 は 無い。 

日 木に 偉大なる 坊主が 出ない、 日本人 は 坊主 を撐 斥す る、 故に 日本人 は 偉大なる 國民 となる ことが 

出来ない。 
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近頃の 日本人で 坊主 を廢 めて 政治家に なられし 人達 は 沛敎界 に 在て は 〇〇〇〇 君、 〇〇〇 君 等、 基 

螫敎界 に 在て は 〇〇〇〇 君、 〇〇〇〇 君等 である、 叉 〇〇〇〇 君の 如き は 一時 最も 熱心なる プリ ー ス 

ト であられ しが 今 は 之を廢 めて 實 業に 從 せられ、 其 他 同志 社 出身の 人達に して 傳道を 目的に 主と し 

て 祌舉を 究められ、 其 或る 者 は 斯道の 研磨 を 海外に 於て まで 積まれし 人々 にして、 今 は 全く 法衣 を拋 

たれて 或は 銀行に 或は 商館に 職 を 執らる k 者 は 甚だ 多い。 

余輩 は 勿論 是等 の 人々 を 指して 惡人 であると は 云 はない、 政治 も 商業 も 其 物 其れ 自身 は 決し て 惡 い 

もので はない、 余輩が 只國 家の ために 悲 むこと は斯 くも 多くの 名士が 坊主 を廢 めて 政治家 义は 商人と 

なられし に比べて 一人の 名士の 釋迦ゾ ロア ス タルの 迹を 踐んで 世の 顯位を 捨て 坊主と 成りし 者の 無い 

事で ある。 

日本に は實は 政治家 は 有り 過る ほど 有る、 政治の 外 は 何にも 爲す ことの S 來 ない 者 は 薩長の 閱挨屮 

に は， 刃 論、 れの 政黨に 於ても 朝に も 野に も 春の 池の 蝌^の やうに 蠕々 して 居る、 若し 一 つの 次官 

か 官房長の 椅子が 空に 成るならば 之 を 狙 ふ 者 は 百 も 干 も ある、 實 業界 も 亦 同じ 事で ある、 金 を 儲けて 

自身と 國 家と を 利益し やうと 云 ふ 萬 全の 策を講 する 者 は ra 干 萬の 同胞 槪ね 皆な 然 りと 云 ふても 宜ぃ程 

である。 

之に 比べて 日本の ル ー テルた らんと 欲する 者 は何虚 にある 乎、 法 學士、 文 學士、 ェ學士 の 製造 は 夜 

となく  Si となく 東西の 帝 國大學 に 於て 行 はれつ k あれ ども、 日本の、 チ ー ン スタン レ.' 叉 は デビ ッ ドリ 


ビ ング スト ンは 何處に 於て 養成され つ. - あり や、 文明 的 坊主の 養成 を 以て 主なる 目的と せし 同志 社す 

ら 政治家 實業家 を產出 せし ことなれ ば 帝國大 學 より 精祌的 英雄の 出で 来らな いのは 無理で はない が、 

去りと て n 本 今日の 社會 ほど 精神的 分子に 缺 乏して 居る 者 は 11 闢以來 酋 て 無い 事で あら ふと 思 ふ、 昔 

し 希 臘の歷 史家へ n ド 1 'タスと 云 ふ 人 は 世界 を巡歷 して 視て、 政治 も 商責も 無い 國は 見た 事 は あるが 

宗敎の 無い 國は 見た 事がない と 云 ふた さう だ、 彼が 若し 令 日 生きて 居ったならば、 多分 之 を H 本に 於 

て 見て 非常に 奇ぎ に 思 ふた であら ふ、 爾 うし て 彼 は 健全なる 國{歡 は 健全なる 宗敎 の 上に のみ 立つ 者で 

あると 信じて ：15 つた 故に、 日本 今日の 狀態を 見て 彼の 歷史 折！^ 學の 立場より 日本 國の 滅亡 を豫 一一 一一 口した で 

あら ふ。  (『萬 朝 報』 五月 サ 五日、 サ六 口. 廿八 口) 

不 可ム 目 事 

〇 不可能 事の 第一 は 地球の 構造に 大變 動が 来り、 鴨綠 江が 逆流す るに 至る 事で ある、 是は長 白山が 窪 

んで 海と なり、 黄海が起て山となるにぁらざれば到底望むべからざる_J^-でぁる。 

〇 不可能 事の 第二 は 太陽が 西より 出る 事で ある、 是は 地球が 其 廻轉の 方向 を變 へ、 それが ために 全 字 

宙に大 混 亂を來 すに あら ざれば 到底 行し 得べ からざる 事で ある。 

〇 不可能 事の 第三 は 古河 巿兵衞 氏の 心の 衷に大 慈悲心が 湧き 来り、 彼が 任意 的に 彼の 足 尾 銅山の 採掘 

事業 を屮. し、 玆に自 から 進んで 日本 帝 國の大 汚 點を拭 ふに 至る 事で ある、 若し 此事 にして 行 はる、 

を 得ば 最も 容易に、 最も 平穏に 此大 問題 は 解決 せられて、 二十 有餘 萬の 農夫 は 彼の 名を崇 むる に 至り 
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富と 貧と は 相 接吻 して 其 間に 怨恨 嫉妬 の迹を 留めざる に 至る に 相違ない、 是れ實 に 國家 の 大慶 事に し 

て、 又 巿兵衞 君 彼 自身に 取ても 年に 百 萬圓の 純益 を 銅山より 收む るに 優る の快樂 であると 思 ふ、 然し 

是れ山 を 平げ て 池と なし、 太平洋の 底に 富士山 を 築く と 同じ 大難 事に して 吾人の 到 底^むべからざる 

事で あらう。 

〇 不可能 事 の 第 m は 日本 國の 軍人が 國 民の ため を 思 ふ て 自ら 進ん で 軍備 縮 少說を 唱道す る 事 である、 

若し 此事 にして 事實 となりて 顯 はる X に 至らば 日本 目下の 大困 事なる 財政 整理 問題 は晚 春の 霜の 朝暾 

の 前に 解ける が 如くに 何の 苦 も なく 消失す る に 相違な い、 惡 事と は 知りつ、 軍備の 膨脹に 贊成 を爲な 

いで はならない H 本の 政治.； は 實に憐 むべき 者で は あるが、 然し 劍を帶 ぶる 幾 十 萬の 壓制 家が 測に 

在て 之を强 ふる 事 なれば 政治家の 臆病 も 決して 無理で はない。 

〇 鴨綠 江の 逆流と 太陽の 西より 出る 事 は 望んでも 益の ない 事で あるが、 然し 古河 is 兵衞 氏の 悔改と 軍 

人の 猛^と は社會 民衆の ために 最も 望ましき 事で ある。  (『萬 朝 報』 六月 サ 六日) 

奮 勵 

正義 は 終に 勝つ、 今 は 負けて 居る、 八， は 九州の 偽善 や 中國の 詭譎の 方が 正義よりも 强ぃ、 然し 是は 

永久まで も 接く こ とで はない、 日本に 於 て も 宇宙 の 他の 部分に 於け るが 如く 正義 は 最終の 勝利者で あ 

る， - 

是は 何にも 日本人 は 特別に 正義 を 愛する 民で あるから ではない、 否な 日本人 は元來 正義 を 嫌 ふ 民で 


ある、 彼等 は 利の 爲め となれば 何んでも 爲る、 同胞の 生血 を も 絞る、 正義其物を利川しても^？^^を計ら 

ん とする、 日本人の 嫌 ふ もので 實は 正義に まさる もの はない。 

夫れ 故に 若し 日 木 人の 欲 ふ 通りに 成 行けば 正義 は 到底 此 W に は 行 はれない、 不義 を 愛する の ^が" 止 

義を實 行し やう 害 はない、 然し 幸に して 此 宇宙 は 今の 日本人の 宇宙で はない、 宇宙 は 宇宙の 主宰者の 

宇宙であって、 彼 は 今の 日本人と は 違 ひ 正義 を 愛する 者で ある、 彼 は 正義 を 行 はない で は 止まない、 

彼 は 彼の 造りし 此 宇宙 (日本 を も 含む) が 虚偽の 蹂躪す る 所と なる を 許さない、 彼は總 ての 方法 を盡， 

して、 時には 地震、 海 嘯、 噴火山 を 川 ひても、 亦 時には 大革 侖を來 しても 彼の 正 缝を實 行 せんとす る- 

天に 日月の 懸る間 は、 地に 山川の 横 はる 間 は 正義の 實行は 確で ある。 

故に 我等 は 失望す るに 及ばない、 我等 は 正義 を唱 へて 宇宙の 主宰者の 意志 を傳 ふべき である、 我等 

は 人の 反對を 意に 留 るに 及ばない、 正義 は 人に 由て 來る もので はない、 輿論と か稱 して 人の 贊成を 求 

め やうと する からこ そ 我等 は 失望す るので ある。 

世人 は 同 昔 一 齊に我 を 拒む とも、 

彼等 は 彼方に 立て、 我獨り 此方に 立む。  (n«! 朝 報』 六 " サ九 =」 

友人 論 

^に は 友.^ の 多い のを以 て 誇る 人が あ る。 然し 余輩 は 雨う 云 ふ 人 を 信じな い 。 

友人の 多い 人 は 主義の 無い 人で ある、 「誰でも 好い」 主義の 人で ある， 廣 量の やうで 實は 情の 極く 
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薄い 人で ある。 

人の 友情に も 限りが ある、 彼 は 無限の 富 を 有たない やうに 亦 無限の 友情 を も 有たない 害の 者で ある. 

故に 之 を 多くの 人に 頒け與 へんと 欲して 其 一人の 受 くる 所の 部分が 甚だ 輕少 になる の は 分り切った 事 

である。 

多分 世 に 最も 多く の 友人 を 有 つ 者 は 娼婦と 封 巾 間 とで あらう、 然 しな が ら 誰も 彼等 の 友情た る もの を 

信す る 者 はない、 彼等 は 誰に でも 愛せられん として 實は 誰に も 愛せられない、 ^の 才子に して 多くの 

友人 を 有つ 者 は實は 彼等の 如き 者で ある。 

昔し 希臘の 或る 哲學 者が 僅に 五六 人を容 るに 足る の 小さな クぶを 作て 酷く 隣人に 嗤 はれた 事が ある、 

其 時 彼 は 答へ て 曰 ふた、 「余に 若し 此 家に 容る V の 友人 あれば 足れり」 と、 彼 は 善く 友情の 何たる 乎 

を 知った 者で あつたと 思 ふ。 博士 ジ ヨンソン は 「善く 憎まない 者」 をば 彼の 友人の 中に 算 へなかった 

そうだ、 善く 憎まない 者 は 善く 愛さない 者で ある、 誰 を も 愛する 者 は 誰 を も 愛さない 者で ある、 憎 愛 

の 判然せ ざる 者 は 友人と して は 至て 價 値の 少ない 者で ある。  (『萬 朝 報』 七月 七日) 

我が 理想の 日本 

我が 理想の 日本 はい まに 來る、 必す來 る、 百年の 後 か、 二百 年の 後 か、 三百 年の 後 か、 千年の 後 か 

それ は 吾等の 知る 處 ではない、 然れ ども 其來 るの は 必然で ある、 晝が 夜に 次いで 來る やうに、 春が 冬 

に 次いで 来る やうに、 我が 理想の 日本 は此 腐敗せ る、 K 落せる、 不公平なる、 無慈悲なる 日本に 次い 


で 必す來 る。 

其 時には 一人の 工業 家が 世に 富豪 を 以て 稱 せられ、 王侯貴族の 優遇す る處 となりつ k ある 問に、 彼 

に 富 を 供給す る鑛 山より 流れ出る 毒 水の 爲 めに 頑是なき 赤兒 までが 孰 汁の 不足の 故 を 以て 餞锇に 泣く 

やうな 悲慘な 事 は 無くなる に 相違ない、 其 時には 山師に 位階 を 賜 はるの 政府 も 無くなる * 其 時には 德 

の ある 者の みが 爲政 かたるに 至て 酒に 溺れる 者、 淫に 耽ける 者が 社會の 上位に 立つ やうな こと は 全く 

出来なくなる。 

理想の 日本、 我 は その 来らん ために 働かん かな、 今 は 何う でも S い、 我 はた^ 理想的 日本の 来る 時 

に 少しく 其 民の 記憶に 留 つて 居れば 宜しい。  (『萬 朝 報』 七月 十二 日〕 

勢 力 論 

今の 人 は 頻りに 勢. 力 を 欲しがる、 然し 彼等の 多く は 勢力の 何たる 乎 を 知らない やうに 見える、 勢力 

と は 抑 も 何んで ある 乎、 社會多 數の贄 成で はない 乎、 爾 うして 社會 多数と は 何んで ある 乎、 『二 干 六 

百 萬 多く は是れ 無智の 人な り』 と は 力 ー ライルが 彼の 時代の 英國を It した 言葉で はない 乎、 爾 うして 

若し 英國 人の 多數が 無智の 人で あるならば 日本人の 多數は 何う 云 ふ 人で あらう 乎、 吾等 はよ く 此事を 

考 ふべき である。 

淺 草の 觀^ 昔に 行て 見よ、 而 して 此處 に來る 多数の 人の 額 貌を舰 き 見よ、 繭う して 彼等の 贊成を 得 

るの は 何等の 勢力なる 乎、 能く 考へ 見よ。 
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本鄕を 歩き 見よ、 而 して 其處 にが ふ 多くの 靑年 を撿べ 見よ、 爾 うして 彼等の 贊成を 得る の W 

何等の 勢力で ある 乎、 考へ よ。  . 

全 謹る 處の 喜 或は f 或は 村會に 到り 見よ、 而 して 其處 に， 來る議 ft 氏の I を 纏し 見 

よ、 菊う して 彼等の 贊成を 得る は 何等の 勢力で ある 乎、 者へ 見よ。 

火： り、 帝都 ョ丄 谷- の 帝 國議會 に抵り 見よ、 而 して 一 星亨 君の 爲 めに 萬 事 を 左右され し 國會議 口 貝 

諸氏 を 見よ、 雨う して 彼等の 贊成を 得る の は釋迦 ソクラテス 等の 諸贤 が名譽 とする 所で あらう 乎、 t 

く考へ 見よ。  ， 

f、 眞 正の 勢力 は 多数の 贊成を 得る ことで はない、 眞 正の 勢力 は 智者 賢人の 贊成 I る ことで あ 

る、 云 ふまで もな く 一人の 智者の 贊成を 得る は 萬 人の 無智の 人の 贊成を 得る に 優る の 勢力で ある ュロ 

等 ± 誰の赞 成 を 得 やう 乎、 帝 國議會 の 贊成を 得 やう 乎、 ミルトン、 コ „ ^ムゥ H ルの贊 成 を 得 やう 乎、 

今日の 曰 本人 多数の 贊成を 得 やう 乎、 昔し の 公平 を愛し、 SI したる H ライ 曰 本人の I を 得 や 

う 乎、 是れ 吾等の 殊に 今日お ふべき 事で あらう と m 心 ふ。  (『萬 朝 報』 七お サ 二日) 

平民の 銷复法 

平，：，. feis や 神 商と 同じ 人間で あるか I い 時には 矢張り 暴い、 彼等 とても 時には 都の 黄 響 

避けて 诲 か 温泉に 安眠 を 貪りた く 思 ふ 事が ある、 然し 之を爲 さない のに は 理由が ある、 先づ其 二三 


に 就て 語らう。 

平民が 避 暴に 出掛けな いのは 必 しも 金が無いから ではない、 我等 は 今の 日本 國に 在て は 金が 有って 

も 避暑に は 行かない、 それ は 何故と なれば 肺結核の 黴菌と 俗人と が 嫌 ひで あるから である、 若し 今日 

の 所謂 避暑 場なる 所が 仙人 や 君子の 行く 所なら ば 我等 は 如何に 都合しても 其 所に 行きた く 欲 ふ、 然し 

今日の やうに 避暑 場と 云 へ ば 肺病 患者と 博 突 打 の 行く 處と 殆んど 定ま つて 居る 時には、 我等の 家に 留 

つて 身 體と靈 魂の 淸淨を 守らう とする 我等 は 暑 を 避けん が爲 めに 體と 心の 病を迎 ふる を 好まない、 避 

暑 場 は 病菌 の 醸造 地 である。 

.X-  お 

逞子、 鎌 倉、 大礎、 小 田 原、 頌磨、 明 石 …… 其 風景 は W れも 立派なる に 相違ない、 然し そこに^ 莊 

を 構へ て 居る 人物 は？  彼等 は 立派なる 人物で ある 乎、 彼等の 中に ヲルヅ ヲスは 居る 乎、 彼等の 中 

に グラッドストン は 居る 乎、 彼等の 屮に ラスキン は 居る 乎、 否な、 否な、 逗 子より 望む 富士山 は 美し 

いけれ ど、 之 を 歌 ふの ヲルヅ ヲスは 居らない、 鎌 倉に 北條 時代の 古跡 は あれ ども 其處に 別莊を 構へ て 

居る 者 は 明治 政府の 役人 共であって 平民の 自由 を 少しも 重ぜ ざる 者 共で ある、 小 田 原に 伊藤 侯 は 居ら 

る&由 なれ ども ラ スキン の 自然 歌が 其 松林より 出で 來 つたこと はない、 卽ち 風景 は あれ ども 皆な 俗人 

に 占領され て 居る、 我等 は 人物の 居らない 避暑地 を 好まない。 

ヲ ルヅヲ スは逗 子に 在らす して 我が 書齋に 居る、 ラ ス キ ンは政 友會の 人達と は 共に 在らす して 我等 
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cs^ 中勞 働に 從 事して 居る 者と 共に 在る- 泰時、 時宗の 靈は今 は 俗化せ る 鎌 倉の 地 を 去って 平民主義 を 

唱 ふる 新聞社の 編輯 窒に 居る、 今や 君子 國の 勝地 は贵族 紳商 輩の 奪 ふ 所と なって、 此 所に 暑 を 避る 者 

は 汚辱に 沈む 者と なった 故に、 我等 は 其 群に 加 はら ざらん ために 家に 在て 先祖 傅來の 大和魂 を 守らう 

として 居る、 是が 我等が 避暑に 出掛けない 主なる 理由で ある。 

中 

朝 は 四 時に 起き、 大 運動.. ど 試み、 若し 自轉 車の 備 あれば 市街 未だ 行人な きの 時に 快走 を 試み、 家に 

歸て 直に 井戶 端に 臨み 冷水 一 一三 杯 を 頭より 浴び、 胃 中に 大签虚 を 生じて 後に 米飯と 味- %汁 とより 成る 

朝飯 を 喫し 後ち 一 先づ 休息す、 時 未だ 日隆 多き 頃 なれば 輕き 業に 從 事し、 若く は 輕き書 を讀み (但し 

小說を 避くべし)、 十一 時に 至て. む、 それより 晝食を 終へ、 新聞紙 を 手に して 半睡の 內に之 を通讀 

し、 未だ 之 を讀み 終らざる に 眠に 就く、 斯くて 現世の 苦 を 忘れて 午後 三時に 至れば 再び 此 奇態なる 世 

に 生れ 來 りしの 感 ありて 煎茶 一杯に 陲 氣を拂 ひ、 後は樹 下に 亦 讀書を 試む、 夕 影 稍 や 催す 頃 行水の 釜 

に 水 を 汲み 入れて 火 を 燃き 付け、 庭前に 水 を 打ち、 牽牛花 をして 明朝の 開化の 用意 をな さしめ、 それ 

にて 先づ 一 日の 業 を 終る、 夜に 至れば 雜談を 試み 腹 を 抱へ て 笑 ひ、 而 して 笑の 未だ 醒めざる 時に 筆 を 

執て 贵挨 紳商 輩の 愚 を 文に 緩り、 之 を 新聞紙に 送て 紙面 塡充の 料と なさし む、 斯くて 朝より 夜まで 偸 

快に 時 を 送り、 暑 を 忘れ、 身と 心 を 肥し、 感謝して 眠に 就く、 是ぞ 平民 的 銷夏 法の 一 たる ぞ かし。 


人生 は 平均 三十 三 四 年、 長き も 百 歳に 充 たす、 而 して 一年 は 三百 六十 五日、 而 して- Je- は 其 四 分の 一 

を^む、 故に 若し 夏 は 之 を 避暑に 消費して 働かぬ と定 むれば 是れ 人生の 四 分の 一 を 無益に 消費す るに 

等し、 而も 斯く 人生 を濫费 する の 徒 は 今の 世に は 甚だ 多し。 

曰く 貴族、 曰く 紳商、 曰く 博士、 曰く 文學 者、 曰く 牧師と 宣 敎師、 彼等 は 皆な 甚だしく 潘を 恐る、 

者に して 人生の 分の 一 を 避 5^ 場に 消費す る 者な り、 彼等が 夏を怕 る、 は 惡魔を 怕る、 より も^だし、 

彼等 は 夏と 聞けば 3： 事 を 措いても 山 か 海 か へ 逃げ 隱る、 なり。 

然れ ども-夏 は 彼等が 怕る i が 如き 有害 物に 非す、 視ょ、 植物 は 凡て 夏期に 於て 成長す る 者なる こと 

を、 動物の 身體も 亦然ら ざらん 乎、 夏期の 炎熱 は 確かに 動物の 體^ に 利益 あり、 生命 は 熟に あり、 熟 

を受 くる は 身 體に大 なる 利益な くんば あらす。 

. かの 夏 を 恐る、 者 を 見よ、 彼等の 多く は 冬に 至る も 多く 働ら かざるな り、 彼等 は 暴ば 避暑 場に 在て 

病に 摇り、 家に 歸 てより 亦 醫師に 貢を拂 ふて 止ます、 子、 葉 山に 於て 赤痢に ぼり し 者 多く、 須磨、 

舞子に 於て 肺病の 徽菌に 接せし 者も勸 しとせ す、 天然の： 夏 を 避けん と 欲する 者 は 天然の 追 翁す る 所と- 

なりて、 其 罰する 所と なる。 

試に 思へ、 若し 日本 國の 三干餘 萬の 農夫が 悉く 暑 を 避けん がた めに 業を錢 するならば、 誰か 翌年 を 

支 ふるの 米穀 を產 せん、 若し 一 千 萬の 漁夫が 暴 を 恐れて 海に 漁せ ざるならば 誰か 懶族 輩の 田 3- の 腑に供 

する に 海中の 美味 を 以てせむ、 避暑 は是れ 特別の 人が 特刖の 場合に 於ての み爲 すべき ことなり、 今の 

紳士と 稱 せらる、 者が 避 暴 を 以て 一種の 義務の 如くに 信す る は、 彼等が 未だ 天然、 人生 兩 つながら を 

能く 解せ ざるに 因る 也。 慰めよ、 暑中 家に 在て 働く 平民よ、 汝等は 却て 天意に 適 ふ 者な り、 かの 貴族、 
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神 商、 お 教師の 輩 を 羨む 勿れ、 亦 彼等 を眞 似る 勿れ、 天の 職に 從 事す る是れ 休養な り、 我等は"^3„^期た 

りと 雖も 避暑 場に 在て 條挨と 生涯 を 共に する を 要せざる なり。 

(『萬 朝 報』 八月 十二 日， 十三 十四日) 

枯川^ 足下 

茶代^ 止 會御發 起に 相 成り 大悅の 至り に^じ 候、 小生 も其大 赞 成 者の 一 人なる は 巾 上ぐ るまで も 御 

なく 候。 

御：^ 知の 通り 茶代 は 一 稱の賄 赂に有 之、 其ん 「日の 如く 我國に 於て 盛に 行 はるん に 至り 候 は 賄賂 を以 

て 成立せ し 薩長 政 "付の 施政の 然 らしめ し處と 存じ 憤慨の 至りに^ 候。 

何事 も 特別なる は 東洋 諸國の 常例 かと 思 はれ 候、 位階 は 特旨 を 以て 進められ、 官吏 は特 32 を 以て 探 

W さる、 M 事 も 公平なる なく、 又 公明なる なし、 茶代の 制た る 元々 此特 3 ほ 主義の 實 行に 外なら すして、 

其阈 K 全體 に 及 ぼす 惡結 * は 實 に 量 る ベ か らざ る も の と^^候。 

今 n の 日本 國は 茶代 制度の 實 行に 依て 實際 は少數 の贵挨 と金 持の 所有物と 相 成り 居り 候 事と 存候、 

箱极の 如き、 m 光の 如き、 實は國 家 的 公園と 見做すべき もの すら 今 は少數 上流 者 (精神的の： 卜 流 者) 

のみ 領 する 所と なる に 至りし は國 家の 不面目 此上 もな き 事と 存じ 候、 依て 兹に大 に 茶代 魔. を擴張 

し、 賄^の 精神 を 其 根 木より 排除し、 旅行 遊 歷を國 民 的快樂 となし 以て 日本 國を 日本人の 日本 國 たら 


しめん こと は 小生の 熱望に 御座 候。 

斯く て 茶代 廢 4- の 事た る 小事の 如くに 見えて 小事に は 御座な く、 其 終局 の 目的 は 日本 圃の 根本的 改 

造に外ならざぉば御；九に此事の爲めには.^-分1^カ仕り度^候、 敬具。  (『萬 朝 報』 八月 十七 口」 

生活の 快樂 

〇 今の 人 は 頻りに 生活の 快樂を 欲しがる、 然し W が快樂 である 乎 を 能く 辨へ なければ 欲しがっても 無 

益で ある。 

〇 佳き 物 を 食 ひ、 善き 家に 住 ひ、 出る に 車 あり、 ^する に錦搏 あるの は快樂 であるに 相違ない、 然し 

人 問の 快樂は 之に.^" ら ない こと は 誰も 知って 居る。 

〇 書を讀 むの も快樂 である、 现を 講 する の も快樂 である、 天然 を究 むる の も快樂 である、 を 作る 

の も快樂 である、 この 快樂 なくして 車馬 妻妾の 快樂 があって も、 人生の 快樂を 得た と は 云 はれない、 

而も 今の 人の 云 ふ快樂 なる 者はソ クラ テ ス、 プ ラ ト，' の 望んだ 快樂 ではなく して、 古河 巿兵衞 ゃ个 

沼 尊藏 君の 有つ 快樂 である。 

〇 人類 を 愛し、 之に 愛せられ、 位階 勦- JN' の 報酬に 千から すして 國家を 愛し、 夫 it 相愛し、 父子 相 信じ- 

朋友 相扶 け、 ：： 儿弟相 親む の も 亦 人生の 快樂 であって、 其 最も 高き 且つ 貴き ものである、 此快樂 は 金が 

有っても 得られる 快樂 でな く、 亦學 問に 秀で たれば とて 必す 達せられる 快樂 ではない、 故に i 右し 此快 

樂を 得ん と 欲せ ば 金 W 上 、 學問以 上の もの を 得な けれ ば な ら ない。 
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〇 それで あるから 若し 人生の 快樂 を^ん と 欲 は^ 必 しも 金 持になる 必！ ^はない、 妾 を 幾人 持 つ たらば 

とて 一 家の 平和 は 得られない、 训莊 を幾倘 持っても 心の 安心 を 得る は 出来ない、 眞现は 酒で もな け 

れば 肉で もない、 余 は 今の 人が、 殊に 今の H 本人が、 生活の 快樂 を^ん とて 金 を 獲る ことに 許り-嫌 M 

して 居る のが サッパ リ 分らない、 若し 何に か 外に 目的が あるの ならば 澤山金 を 持つ の 必要が ある 乎 も 

知れぬ が、 然し 若し 生活の 快樂が 目的 なれば 金が 無くても 之 を 得る 途は 他に 澤山 ある。 

(『萬 朝 報』 九月 五日〕 

秋の 用意 

秋が 來た、 ：w を爲 さう か。 

獵銃を ！ひ て 無慈悲なる 貴族と 共に 辜な き 小鳥 を 殺さう か、 否な、 否 な、 貴 挨の爲 す こと は 何事に よ 

らす爲 すべきで はない， 殊に 天然 は 保存すべき 者であって、 害 ふべき 者で ない、 民の 膏血に 徒食す る 

贵族 は き 天 然 の 調和を破 て 惡 の 上 に 罪 惡を加 ふ る も宜 い か は 知 ら な い が 、 我等兩腕 の 外 に 賴 る の 

途 なき 平民 は 鳩に も、 略に も、 深き 同情 を 有つ 者で あるから、 我等 は 如何なる 場合に 於ても 彼等 を 打 

，す や う な^3^ は 爲す まい。 

辜なき小^：^！をば殺さ^-るべし、 然 らば 我等 は 何を爲 さう か、 遠足 を 試み やう か、 自轉 車の 遠 乘に出 

掛け やう か、 近郊の 花壇に 花 を 賞で やう か、 或は 落^の 下に 紫 龍膽を 採ら ふ 乎、 然り、 何を爲 しても 

宜しい、 只贵 族に 眞 似て 辜な き 民の 勞 働に 衣食し、 辜な き 森の 小鳥 を 殺さなければ 宜ぃ、 秋の 快樂は 


澤山 ある、 秋 は 貴族 計りの 秋で はない、 秋 は 亦 平民と 小鳥との 秋で ある。 

然し まだ 良い 事が ある、 それ は 書 を讀む 事で ある * 今から ランプ は 我等の 最も 良い 友人で ある、 然 

し 小 說は讀 むまい ぞ、 秋 は 年に一度 しか 來 ない、 是を 小說の 瀨讀に 消費して 我等 は 一大と 人類と に對し 

て濟 まない、 亦 「社會 改良 家」 の 時論 は讀 むまい ぞ、 秋は靜 かなる 時で あるから 頭腦を 沸騰す やうな 

不平 家の 論文に は 眼 を 曝すまい ぞ。 

然 らば 何を讀 まふ か、 ァ、、 歷 史を讀 まう、 大歷 史家の 書いた 歷 史を讀 まう、 人類 進歩の 原則 を究 

め やう、 世界の 進歩に 顯 はれた る 天の 聖意を 探らう、 卽 ち哲學 的に 歷史を 研究し やう、 爾 うして 今の 

政治家 輩の 經綸 策なる ものな どに 騙されな いやう になら ふ、 東洋 流の 忠君 愛國 主義なる もの は 國家を 

滅す ものである 事 を尙ほ  一 深く 究め やう、 我等 は 秋 丈け なりと も 深き 靜 かなる 歷 史家と なら ふ。 

Q 萬 朝 報』 九月 十三 日) 

基督 信徒と 社會 改良 

吾等が 社會 改良に 從 事す るの は 何にも 此社會 を 改良す るに あら ざれば 吾等に 他に 居る 社會 がない か 

ら ではない、 吾等の 國は 天に 在る のであって、 吾等 は 最早 此 世の 者で はない、 吾等の 希望 も 榮光も 幸 

福 も 總て來 らんと する 基督の 王國に 在る ので あるから、 吾等 は 別に 善き もの を此 世から 望む 必要 はな 

い、 吾等 基督 信者 は 決して 世の 所謂 不平 家で はない、 吾等 は 政權が 欲しい とて 決して 謀叛 を 企てない 

吾等 は 金が 欲し さに 富の 平分 ゃ社會 主義 を唱 へない、 吾等に は^の 人の 推量す る 能 はざる 歡 喜と 滿足 

明治 マ： 十 w 年 (一九 0 一年)  八 五 


とが ある、 故に 若し 吾等 自身の ために 計るならば に：： 等 に^に 此社會 を 改良す るの 必要 はない〕 

成程 此社會 に は 辛ら い 苦しい 事が 澤山 あるに 相違ない、 然し 吾等 は 幸に して 基督 を 信す る 事が 出來 

た、 雨う して 彼 を 信じて 死ぬ こと さへ も 左程 怕 ろしい 事で ないやう になった、 况 して 貧 を や、 無位 無 

官を や、 幸に して 眼は矇 せす して 宇宙の 莊美を 窺 ふ 事が 出来、 幸に して-斗 は 一 ほせす して 禽鳥の 樂を閒 

く 事が 出来る、 手足 は勞 働に 堪へ、 胃と 腸と は 消化 を 能くす、 基督 を 信す るに 至て 貧しき 卒しき 此生 

涯は樂 しき 嬉しき 者と なった、 吾等 何 を 好んで 社會 改良 者た らん や、 吾等 自身に，？ - りて は 惟 だ 感謝と 

甚悅と あるの みで ある。 

故に 此 世に 於け る 吾等の 重なる 事業 は此 希望、 此歡 喜、 此滿 足、 卽ち此 福音 を 吾等の 同胞に 傅 ふる 

ことで ある、 是が 人類の 生命で あるから 是を與 へす して 眞 正の 慈善なる もの はたい：^ である、 若し 人 

生の 終： s; の 目的なる ものが あるならば、 是は福 昔の 宣傳 であると 思 ふ、 金 を 儲ける i$ でな く、 君寵に 

與 かる ことで なく、 學^ となって 智識に 誇る ことで なくして、 富 も權も 知日 も 皆な ィ H スキ リストなる 

言 ふべ からざる 祌の 恩惠を 同胞に 頒與 する ことで あると 思 ふ、 傅 道と 稱 へ ば 何やら 空 氣を商 ふやうな 

仕事に 聞 ゆれ ども、 是は敎 會の會 員を殖 さんと 焦慮る 傳 道を稱 ふので あって、 人 を 生命に 導く の傳道 

をい ふので はない。 

然し 五 ：！ 等 は傳道 の 他 にも 社會 改良に 從 事す る、 而も 最も 熟 心 に、 叉 世の 人に 卒先して 之に 從事 する、 


社ノま 改良 は 吾等の 本職で はない が、 然し 吾等 獨特の 仕事で ある、 此^ を m ぜ ざる 基督 信者が 最も^ 力 

たんる 此 世の 改革者で あると は 逆說の 如くに 聞え て實は 最も 著明なる 事實 である。 

*  .: 个 

社會 改良 は 善事で ある、 善事で あるから 吾等 は 之に 贊 成して 亦 身 親から そのために 盡カ する、 ！ 等 

は 聖書の 明白なる 教訓に 從て此 事の 爲に盡 力す る、 腓立比 書 第 四 章の 八 節に 斯う 書いて ある。 

兄弟よ、 凡そ 眞實 なること、 凡そ 敬 ふべき こと、 凡そ 公義き こと、 凡そ 淸 潔き^、 凡そ 愛すべき 

事、 凡そ 善稱 ある 事、 凡て 仲なる 德、 何なる 譽 にても 爾曹 これ を 念 ふべ し 

^の 善事に 對 ては滿 腔の 同情 を 表する のが 基督 信者の 特性で ある、 「吾 は 基督 信者な り、 故に 人類に 

關す る ことにして 吾の 注意 を惹 かざ る 者な し」 と は 或る 中古 時代 の 聖者の 實 ふた 事で あ る * 吾等 は 吾 

等と 宗敎を 異にする 者の 發 起に 係り たれば とて^の 善き 事業に 向て 反對を 表しない、 何人に 依て 發起 

されても 宜しい、 總 ての 善き 事業 は 吾等の 贊成を 要求す る價 値が ある、 吾等 は 基督の 忠實 なる 僕と し 

て總 ての 善事に 向て 厚き 同情 を 表し、 そのために 盡瘁 する の 義務 を 有つ。 

然し 義務の 念から 計りで はない、 吾等 は 亦 同情 推察の 念から 社會 改良に 從事 する、 ^ に は 吾等の 有 

つやうな 天國の 希望 を 有たない 者が 澤山 居る、 卽ち 此^の 所有の 不足なる より 心 も亂れ 想も壓 せられ、 

不滿 慷慨 遣る 方な く、 惟 慰々 として 此 短き 生涯 を 費し つ.^ ある 者が 澤山 居る、 勿論 彼等 とても 靈魂を 

有つ 人 問で あ るから 衣食が 足り たれば とて 心 の 滿足を 得る こ と の 出来る 者で はない 、 然しながら 境遇 

の 苦痛が 彼等に 天の 光明 を 遮る 一 つの 重なる 原因で ある こと を 知れば、 吾等 は 努めて 彼等の 境遇の 改 
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善 を 計り 彼等が 身に 餘裕を 得る に隨て 心に 天の 慰藉 を 求む るに 不： らん やう 吾等 は 彼等の 爲に盡 さんと 

する ので ある。 

それ；^ りで はたい、 社會 改良 は 神の 聖 3ほ である、 「聖3" の 天に 成る 如く 地に も 成せ 給へ」 と は 吾等 

の 口 々の 祈禱 である、 「萬 物の 復报」 と稱 へて 此 地上に 於け る 人 も 物 も 皆な 悉く 神の 聖 3 曰に 適 ひて 調 

和の 完 美に 達せん こと は祌 がその 豫言者 達に 由て 吾等 人類に 約束し 給 ひし 所であって、 吾等 は 幾分な 

りと も、 M れの 方面から なりと も此 完成 を贄 くべき である、 萬 物の 復振 (Restitution  of  all  tlliugs) 

と は 勿論 宗敎 の^ 興に^ら ない、 之 は 政治 も 敎育も 資業も 美術 も、 人類に 關 する 總 ての 事の 復振を 含 

んで 居る、 勿論 眞 正の 改 is- は衷 より 始まる 者であって 外より 來る もので はない から、 社會 改良と 稱し 

て 多く は 外より 爲 さんと する 改革の 到底 永久 的の もので ない 事 は 善く 分って 居る が然 りと て 外より す 

るの 改 iE^ も 亦 多くの場合に 於て は內 よりす るの 改革 を 助く る ものであるから、 假令 皮相の 改革で ある 

と は 知りつ、 も 吾等 は 熟 心に 其實行 を 計る ベ きで ある。 

西洋の 諺に Cleanliness  is  next  to  godliuess 之を譯 せば 「 淸潔は 神聖に 次ぐ の美德 である」 と 云 

ふ 事が ある、 卽ち內 に 聖ぃ者 は 外に も 亦た 淸 からざる を 得ない とい ふ 事で ある、 吾等 心に 聖き 神を認 

めて、 吾等の 周 園の 不潔に 堪えられなくなる、 賫娃、 賄赂、 强飲、 爭鬪等 は 吾等の 本性に 訴 へて 耐え 

られ なくなる、 基督 敎は酒 を飮む を 以て ^§惡 と は 認めない、 然し 基督 を 信じて 酒 を 飲んで 醜態 を演 

する こと 等 は 全く 出来なくなる、 吾等の 靈 魂と 肉 體とは 二つ 全く^ 物で はない から、 靈 魂が 淸 まれば 


肉 體も自 づと潔 まるの は當然 である、 故に 基督 信者が 社會 改良に 熱心になる の は 自然の 勢であって、 

彼 は敢て 義務に 强 ひられて 之を爲 さんと する ので はなく して、 彼の 本性が 彼 をして 之 を爲さ る を 得 

い G ねこ 

ざら しむる ので ある、 基督 を 信じて 家庭が 淸 まるのみなら す、 其 中に 飼 ひ 置きし 犬 猫まで が 何ん とな 

く 狂猛の 性を脫 して 柔和の 性に 立 戾るは 吾等の よく 注意す る W 實 であって、 社會に 基督 信者が 出来て 

其 風儀の 多少 改まらない 事 は 決してない 害で ある、 基督 信者 は實に 改革者 ならざる 改革者で ある、 卽 

ち 改革者た らんと 努めす して 世 を 改革す る 改革者で ある、 爾 うして 世に 實 功多き 改革者に して 基督 信. 

者の 如き はない。 

,  -X-  ネ 

社會 改良 は 基督 信者の 道樂の マつ である、 彼 は 義務に 逐 はれて 慈善事業に は從事 しないが、 慈善 は 

彼の 最も 耽けり 易き 道樂の 一 つで ある、 有名なる ジョン、 ハヮ ー ドは 監獄 改良 は 彼の 道樂 (hcb ク y) 

であると 云た そふ だが、 實 にそうで. あったら ふと 5 心 ふ、 旣に 神より 永生の 希望 を 賜 はりて 吾等 は此ゅ 

に 在て 吾等の 此 同胞の ために 何に か 善き 事を爲 さすに は 居られなくなる、 吾等 は 所謂 脾 肉の 歎に 堪な 

くなる ので ある、 此 溢る \ 計りの 歡喜、 吾等 は 之 を何處 かに 於て 散ぜ なければ 耐えられな いので ある、 

故 に 吾等 は 悲哀に 沈め る 吾等の 同胞 の 幸福 を 計 て 吾等の 心中の 喜悅 の 壓迫を 減さん とする ので ある、 

基督を！！；；^じて善事を爲さ^^るが如きは到底出來難ぃ事でぁる、 吾等 は此 事を稱 して 「信仰の 行爲」 と 

云 ふ、 是は 殆ど 世人の 推量 以外に ある 能力で あるが、 然し 其效 力の 確實 なること は 吾等 基督 を 信す る 

者の 何人も 認る 所で ある。 

氺  * 
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時 事  才し 

斯う 云ふ譯 であるから、 吾等の 社會 改良 事業に 從 事す るの は 之 を 等の 傳 道の 方便に 用 ひんと する 

ので はない、 傳道は 前に も m ふた 通り ば 等の 鼓大 R 的で あるが、 然し 之を爲 すに 當て 1^ n 等 は 別に 社會 

改良に 從 事す るの 必要 はない、 否な、 多くの場合に 於て 慈善事業の 如き は純粹 なる 傳 道の 妨害 をな す 

ものである、 基督に 由て 肉 體を養 はれし ra: 五.^ 人の 人達 は 彼が 彼等に 與 へんと せし 眞现を 求めん と は 

せす して 反て 彼に 取て はいと 小なる 慈善な りし。 ハ ンの施 與に與 からん とした、 世人の 多數に 取て は 財 

界不； の 挽囘 はば 〈现 (仪興 に擾 るの 幸福 で あ る から 社會 改良 は眞 理傳播 に 3^$り て 彼等に 歡迎 せらる &に 

相 遠ない、 故に 吾等 は社會 改良に 從 事す るに も大に 注意し なければ ならない、 基督 敎が 社會 改良と 化 

した 時 は その 大に噴 落した 時で ある、 卽ち我 國ん， 口の 基督 敎の 如き 者であって、 希望 もな く、 歡喜も 

なく、 精神 もない、 乾燥無味、 味 を 失 ふた の やうな 無爲 無能の 者で ある、 基督 敎の 社會 改良 は 任意 

的の 者でなくて はならない、 ち 右の の爲す こと を 左の 乎に 知ら ざら しむる 底の もの でなくて はな 

ら ない、 基督が 貪 者の 眼 を 開き、 跛 者の 足 を 立た せた 後に 此事を 人に 吿る 勿れと 厳しく 命じ 給 ひし も 

全く このため である、 社會 改良 を 以て 俾道 3 一  つの 法 便と 見做す 者の 如き は 未だ 基督 敎の 何たる 乎 を 

,5 らな い^で ある。 

政： 一 r 法律、 文學、 美術、 殖產、 工業 等、 何んでも 米れ、 吾等 は 及ぶ 丈け の 力 を其發 達に 注がん、 

然れ ども； =|n 等の 生命 はこん な もの &屮 にある ので はない、 政治 は 吾等に 取て は： Js< 事件で はない、 * 

督 信者の 一 人が 衆議院の 議長に 選れ たれば とて 左程 感謝すべき 事で はない、 感謝すべき こと は 神の 子 

OOOOO000000000O000000000  0  000P  09000   > 

が 比 ゆに 降り 米り て 吾等 人類の ために 賵， s!i- の 血 を 流し 給 ふたと 云 ふ 事で ある 吾等の 生命 は是 であつ 


て、 其他 の ie^- は 吾等に 取 て は 細事 で ある、 然し 吾等 も 此^に 生 れ來り し 序に 感 恩 報謝 の 餘り樂 しみ 半 

分 に 吾等の 能力の あらん 限り 吾等の 同胞の ために 其？ M 苦の 幾分な りと を 拭 はんと 欲する の で ある、 基 

„& 信者の 社會 改良と は 斯う 云 ふ 精神から 3Z る ものであると 思 ふ。  之 研究』 九月 二十： n) 

理 想 談 

〇 自分 の 事業に のみ 他人の 贊成を 求めん と 欲すべ か らす、 他人の 1* 業に も赞成 せんこと をお む ベ し 、 

自分 は 他人の 事業に 少しも 贊 成せす して、 他人が 自分の 事業に 赞 成せす とて はの 無情 を責む る は 非な 

り、 ゆ は 無情なる や も 知れす、 然れ ども 其 無情 は 我れ 自身 無情なる に 因る や も 朱 だ 以て 知 る ベ からす 

世 は 無情なる も 我 自身 は 無情な る ベ か らす。 

〇 ゅ界は 自分 一 人の 世界に あらす、 是れ生靈十五^^人の叱界なり、 故に 我れ 一 人我が 意 を 就さん と 欲 

す る も 31： ベ か らす、 我は總 ての 人に 其の 善意 を 遂げし めんこと を努 むべき なり、 我れ は 到る 處 何人に 

も 善を爲 すべきな り。  - 

〇 日本 國に 於て は 人に 善 を爲す こと は 其 人に 阿る こと & して 認めら る、 E く 「偽」 の 字 は 人^に 「爲」 

の 宇より 成る、 故に 人の 爲 めに 堯す など 、 は 偽善者 の 所業なら ざ る ベ からすと、 是れ" 取 も悲む ベ き 現 

象な り、 今日 の 日本 圃に 於て は 善を爲 すの 危險は 惡を爲 すの それに 十倍す。 

〇 日本に 於て 善 を 爲すは 甚だ 危險 なり、 然り とて 善人 は 善を爲 さすに は 居られす、 恰も 酒飮 〔氷 は 酒 を 

飮 ますに は 居られ ざるが 如し、 故に 吾人 は大に 善を爲 すの 術 を 攻究すべき なり、 詐欺師が 同胞 を 欺く 
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の 術 を 攻究す る と 同じ 熟 心 を 以て 11^= 人 は 隣人に 對し善 を爲す の 術 を 攻究す ベ きなり。 

〇 與 ふる 者は受 くる 者よりも 幸福な り、 援 くる 者は援 けらる k 者よりも 幸福な り、 世の 赞 成と 同情と 

のみ を渴 §1- して 自身^に 供すべき 大慈大悲 を懷 かざる 者 は 最も 憐 むべき 者たり、 ^の 無情 をのみ 赏慨 

して 自身の 愛な きを 嘆かざる 者 は^の 同情 を 彼せ ざる 者と 謂 ふべ し。  Q. 萬 朝 報』 九月 サ おし 

理想 圑は 何で ある 乎 

(干葉 演說 大要) 

理想 國は 政治的 圑體 ではない。 

理想 M は宗敎 的國體 ではない。 

理想 團は萬 朝 報の 機關 ではない。 

理想 團は 社會 改良 を 目的と して 成った M 體 である、 然し 普通の 社會 改良 的團體 ではない、 理想 M は 

或る 一 つの 特^の 方法 を 以て 社會を 改良 せんとす る圃體 である、 卽 ち先づ 第一 に 自身 を 改良して 然 t^T 

O00  0  OO0O000O00O00  .  . 

後に 社 <«! を 改良 せんとす る團體 である a 

自己 を HJ- 良す ると は 社 會國家 を 顧みない と 云 ふこと ではない、 自己に も 下劣なる と高尙 なるとの 一 一 

つの 稱 類が ある、 下劣なる 自己と は 古川 巿兵衞 氏の それの 如き 自己で ある、 卽ち 自己の ための 自己で 

ある、 然し 高尙 なる 自己 は國 家人 類の ための 自己で ある、 而 して 如斯き 自己 を 改良す るの は 社 會の重 

要なる 一 部分 を 改良す る ことであって、 殊に 我れ 自身に 取て は 改良す るに 最も 易き 部分で ある。 


自已 一 人 を 改良す る は 最も 有效 なる 社會 改良 法で ある、 禁酒 論を唱 へ るより は 酒宴の 席に 於て 斷然 

酒 を 飲まない 方が 禁酒 主義 を 他人に 傳 ふるに 方て 優 かに 有力で ある、 廢娟 論を唱 へる 者 は 己れ づ身 

を竊さ る 者でなくて はならない のみなら す、 據ぃ13^-はロにも爲さなぃ者でなくてはならなぃ、 一人 

の 義人 は 百 人の 惡人を 制する に 足る の 勢力で ある、 一 人が 斷然 正義 を實行 すれば それが ために 社會は 

動く。  . 

故に 想 W は 多くの 團員を 有つ に 難いの は 能く 分り 3- つて 居る、 他人の 弊 を 矯めん と 欲する 人は澤 

山 あるが、 先づ 第一 に 自己の 缺點を 正さん と 欲する 者 は 至て 齡ぃ、 然し 理想 團 員と は斯く あるべき 者 

である、 我等 は 自己 を責む るに 嚴 にして 他人に 對 して 寛なる 者に あら ざれば 理想 M 員と して 迎 へ る 事 

は 出来ない。  (『萬 朝 報』 十月 十六 日〕 

『無 神 無 靈 魂 論』 

〇祌 も 無し、 靈魂も 無しと 云 ふ、 是れ 今日の 日本人に 取りて は 偉大の 慰藉 を 供す る 言なら す や、 生れ 

て玆に 五十 年 或は 六十 年、 妻 をして 泣かしめ しこと 幾度、 子 をして 斷 腸の 思 あらしめ しこと 幾度、 世 

を 欺きし こと あり、 自己 を 欺きし こと あり、 然も 神 無き が 故に 良心の 詰資 あるな し、 靈魂 なきが 故に 

死後に 刑罰 を受 くるの 憂な し、 無 祌無露 魂の 信仰 を懷 いて M 人 も 安心して 死に 就く を 得べ し、 今日の 

日本人 を 慰む る 信仰に して 如 斯きは 他に あるな し。 

〇 神 無し、 靈魂 無しと 云 ふ、 今日の 日本人 屮に大 英雄の 多き は 彼等が ソクラテス、 コ a ムゥ エル、 グ 
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ラ ッド ス ト ン に 傲 ふて 祌を 信じ 未來を 信す るが 如き 5^ を學ば ざれば なり、 是れ贲 に 日本 國 のため^す 

ベ き す ベ き にあら す や。 

〇 往昔 は 英！； の文學 者 ドクトル ジョン ソン 死に 瀕して 大聲を 放て 泣く、 父ん 来て 其 理由 を 問 ふ、 ジョ 

ン ソン 答へ て 曰く 「余は也獄に落ちん^？！-を權る」 と、 嗚呼 善良なる ジョン ソン は 鋭敏なる 良心 を W せ 

り、 彼 は 最も 高潔なる 生雜を 送りし も 而も-太に 對し 人に 尉し 尙ほ負 ふ 所 ある を懼れ たり、 安心して 死 

に 就く 者は必 しも 善人に あらす、 有名なる 稻妻 强盜は 平然として 絞殺 亳に 上れり、 死 を 權れて 泣きし 

ジョン ソ ン こそ-.^:! 人の 敬し 且つ 愛すべき 師 にあら す や。 

〇 神 の 存在 を證 明せ よと て 吾人に 迫 る 人 多し、 鳴 呼.！？ 人 は 之を證 明し 能 は ざるな り、 世に ？； は 明す る に 

難き ものにして； f 取 も 明白なる 實の 如き はなし、 風 は 吹く にあら す や、 山は聳 ゆるに あらす や、 不義 

と 偽善と は大 政府の 勢力 を 以てする も 終に 維持す る 能 はざる にあら す や、 星 は 大空に 懸 るに あらす や 

惡人 は大言 壯 語す るに 係 はらす 心の奥底に 悲痛と 寂寞と を感 する にあら す や、 而も 神 は 無しと 云 ふ、 

鳴 呼 吾人 は 何 を 以て か 神の 存在 を說明 せん。 

〇 神 無，， ； 靈魂 無し、 然り靈 魂 は E の腑 なり、 神 は 貴族な り、 富豪な り、 行て 跪て 彼等 を拜 せよ、 ィ 

ン スピレ ー レョ ンは" をブ ランデ I に 得よ、 不死 不滅と は 多くの 妾 を蓄へ て多くの子孫を遺す^5?-なり 

3： 故に 來批を 望む ぞ、 是れ プラト ー、 ダンテ、 ミルトンの 在る 所、 今 n の 口 本人の 多數の 行くべき 义 

は 行き 得べき 所に あらす、 天 國は參 宿 t§ 宿の 輝く： 太の 彼方に あるに あらす、 天國は 新橋に.； り、 柳^^ 

にあり、 ； 大使と は？ By を 以て 面 を 掩ふケ ルビ ム、 セルフ ィムの 類に あらす、 X 使と は 淫賣婦 なり、 飮め 


よ、 食へ よ、 欺け よ、 而 して 亡びよ、 そ は ゆに 汝 等に 生命 を 供す る 神 あるな く、 汝 等を迎 ふるの 天國 

なければ なり。 (中 江 兆 R 居士 著 『一 年 有半』 が に歡迎 せられし 當時)  (『萬 朝 報』 十 一月 五日) 

• 日本人の 注文 

(無 神 無 靈魂說 の 一 節) 

〇 神 も 欲しく はない、 靈魂も 欲しく はない、 只 社會を 改良して 欲しい、 生涯 を 安くして 欲しい、 口 本 

國は今 や 滅亡に 瀬して 居る、 如何 かして 之 を 救て 欲しい。 

〇 神の 奴 僕と なる のは嫩 だ、 然り とて 人 問で あるから 全然 獨立 する こと は 出来ない、 政 友會に 人て 伊 

藤に 屬 しゃう か、 或は 進 步黨に 入て 大隈に 使 はれ やう か、 或は 古河の 番頭と なって 農民 を 苦しめ やう 

か、 文學士 となれば 博 文 館より 糧を 仰がねば ならす、 ェ學士 となれば 鐵道會 社の 厄介に ならす ばなら 

す、 何に 成っても 何人 かに 使 はれねば ならぬ 我れ 曰 本人、 嗚呼 我は憫 むべき 者なる かな、 我 は 人と し 

て 生れて、 神と して 生れ ざり しを悲 む。 

〇 我 は 理想が 欲しい、 然し 求むべき 理想 はない、 我 は 支那 人 を 嫌 ふ、 然し 我 は 東洋人で あるから ィャ 

でも 支那 人を師 として 戴かねば ならない、 グラッドストン は 我が 现 想に 近き 政治家で ある、 然し 彼 は 

耶蘇 敎 信者であって、 神 を 信じ 靈魂を 信じた 者で あるから 我の 模範と なす 事 は 出来ない、 我 は 無 神 無 

靈魂を 信じて 而も 朝鮮人 か 支那 人で ある グラ ッド ス トン を $1<  求 すれ ども 然し そんな 者 は 宇宙 廣 しと 雖 

も 一 人 も 見當ら ない。 
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〇 ダンテの 「神曲」 を 解りたい、 然し 其 有 神 有 魂說が 邪魔になる、 ミルトンの 「失樂 園」 が讀 みたい、 

然し 其 基督 敎が (1^ に はない、 カントの 折！： 學も 神の 存在 を證據 立ん ために 書かれた もの だ、 へ ー ゲル 

の 如き すら 「高潔なる 行 働 を爲す もの は來 世の^ 在 を 信ぜざる を 得す」 と 云 ふて 居る、 實に 困った も 

の だ、 世界の 火 文學は 大抵、 有 神 有魂說 だ。 

〇 今の 日本人 は 大抵 は 無理な 注文 をして 居る 者で ある、 彼等 は 其 本 を 探らん とせす して 其 結果 を 得ん 

として 焦慮って おる 者で ある、 彼等 は 何を爲 して 好い か を 知らない、 彼等 は 只 怒って 居る、 悲憤慷慨 

して 居る、 然り 悲憤慷慨 は 彼等の 精神の 唯一 の 貪 物で ある、 彼等に 信仰と て は 一 つもない、 彼等の 有 

つもの は ル；： な 疑問で ある、 彼等 は 家族 團變 を唱 へながら 憐れなる 家庭に 呻吟して 居る、 彼等 は 理想的 

國 〔I を 夢みながら 社會の 壞頹國 家の 滅亡 を目擊 しつ i ある、 彼等 は祌 を^ じない、 靈魂を 信じない、 

さう して 其 結 ra^ として 彼等に 高遠なる 希 sn. 一と 雄大なる 歡 喜と は 一 つもない。 

(『萬 朝 報』 十一月 十五 日〕 

社會 改良の 最良 策 

〇 社會 改良と よ、 社 會とは 抑々 誰が 造りし ものなる ぞ、 人類が 始めて 地上に 置かれし 時に 社會 なる も 

の は 在ら ざり しなり、 其 時に ホ ー ム ありたり、 友；？？^ 的 M 合 ありたり、 然れ ども 今日 世人の 稱 する 情 も 

なき 愛 もな き 社 會てふ 一 つの 死 的 機關は # せ ざり し 也。 

〇 社會 改良と よ、 然 らば 社會を 無き ものと せよ、 社き て ふ 名と 實とを 排除せ よ、 之に 代 ふるに 大小の 


ホ ー ムを 以てせよ、 今日の 所謂 社會 なる もの は 殺すべき ものにして 改良すべき ものに あらす、 社會其 

物が 罪惡の 結果たり しなり、 社會 なる 者の 無き に 至て 世 は 黄金時代に 入るな り。 

〇 上に 貴 埃 あり、 ^^に平民ぁり、 富者 あり、 貧者 あり、 陸軍 あり、 海軍 あり、 警察 あり、 裁判所 あり 

て 今 U の 所謂 社會 なる 者は存 する たり、 然れ ども 是れ 孰れ も 天然が 命じ て^に 現 はれし 者に あらす、 

人に 傲慢 心 ありて 貴族なる 者 現 はれ、 彼れ の 慾 心 長け て 富者なる もの^に 出たり、 贵 族と 富者と なか 

らん か、 陸海 軍 はな かりし ならん、 そ は 平民と 勞 鋤 者と は 戰爭を 好む 者に あら ざれば なり、 贵 族と 富 

者と なからん か、 世に 1-1 察、 裁判所の 要はな からむ、 そ は 世に 瀬 族と 寄生 物と なきに 至て 貧て ふ もの 

は 全く 跡 を 絕ち隨 て 犯罪て ふ もの は 世に 無き ものと なる ベければ なり。 

〇 社會 改良と よ、 先づ 自己 を 改良せ よ、 自己 をして 社會の 必要 を 感ぜざる 者たら しめよ、 目に 王侯な 

く、 心に 愁 心の 蝶るな く、 天然と 勞 働と を 愛し、 家庭に 樂 園の 喜樂を 得て 社會 なる もの は 我に 取て は 

全 く 要な き ものた るに 至らん、 而 して 億兆 我に 傚 ふて 此歡 喜と 滿 足と を懷く に 至 て # は 始めて 想の 

^と は 化するな り。  (『萬 朝 報』 十一月： J:! 三：：：) 

二種の 日本 

〇 亡ぶべき 日本 あり、 亡ぶべからざる n 木 あり、 貴族、 政治家、 軍隊の 代表す る 日本、 是れ早 晚必す 

亡ぶべき 日本に して、 余輩が 常に 豫曾 して. まざる 日 木國の 滅亡と は此 種の 日本 を 指して 云 ふなり。 

〇 然れ ども 之と 同時に 亦 亡ぶべからざる B 本 あり、 卽ち 芙蓉 千古の 雪と 共に 不變 不動の 日本 あり、 是 
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れ 勤勉 正直なる 平 2^ の 日本な り、 天壤 と共に 無窮なる 日本と は此 日本 を 指して 云 ふなり、 是れ； ^艇洲 

が 太平洋の 底と なる まで は 決して 滅びざる 曰 本な り。 

〇 余 紫が 忠實 ならん と 欲する は此 不朽 不滅の 日本に 對 してな り、 彼の 暫時 的に して、 蜉蝶 的なる 贵族、 

政治家、 相場師の 日本に 對 して は 余輩に たに 憤怒 あるの み、 憎惡 あるの み。 

(『萬 朝 報』 十 一 ガサ 六 H  ： 

惡に抗 する 勿れ 

〇 惡に抗 する 勿れ、 古河 市 兵衞氏 をして 彼の 荒 魔 的 事業 を 益々 擴張 せしめよ、 彼 をして 渡良瀨 沿岸の 

みならす、 關 八州 はさて； まき 日本 全國 まで を 悉く 害毒せ しめよ、 彼が 無辜の 民 三十 萬より その 食と 住 

とを楚 ひし 功勞 に. E り、 彼の 爲 めに 政府に 請願して、 彼の 正 五位 を 進めて 正 一位たら しめ、 彼に 賜 は 

るに 菊花 大絞章 を 以てせし め、 彼 をして 更に 廣く 日本 貴族と 結姻 せしめ、 而 して 彼が 死せ し 後に は 彼 

が爲 めに 古河 大明祌 を 起して 之 を官幣 大社に 列せ しめよ、 是れ實 に 彼の 欲する 所、 亦 彼の 保護者なる 

明治 政府の 願 ふ 所、 而 して 我等 日本 固の 蒼生 も亦此 恩典の 彼の 上に 加 へられん こと を 欲する 者な り、 

旣 にこ & まで 腐敗 落し 来りし 日本の 社會は 古河 巿兵衞 氏 を 神と して 祭る に 至らす んば滿 足せざる ベ 

し 0 

〇：£^^屠れょ、 益す 多く 雜稅を 彼等の 上に 課せよ、 砂糖 稅の 上に 凝稅を 課せよ、 米稅を 課せよ、 水稅 

を 課せよ、 下足 稅 帽子 稅亦 可な り、 汝等 何の 踪^ する 所 ある ぞ、 何故に 一 日 も 早く 蒼生 干 五 百驾を 


殺し^ さ ざる、 若し 日 木國に 貴族 と 贵族的 商人と のみ 殘 るに 至らば 彼等 は 嘸 かし 滿 足す る ならん。 

(『萬 朝 報』 十一お 廿八 rw) 

憂 慮 

〇 耶蘇 敎 でも、 .it 敎 でも、 儒敎 でも 何でも 好い、 此社會 の 病根 を 除いて 貰 ひたい、 冗談で はたい、 此 

儘で：：；： けば 國家は 終に は 亡びて 了 ふ、 SeS; 正に 日本 國を 愛す る 人で 此 事の 看えない 人 はな かちう と 思 ふ。 

〇 智慧と 學 問の ある 人 は 年々 殖 ゑて 行が、 信仰 ある、 信用の 出来る 人 は 年々 減って 行く、 今や 才子 才 

筆 は 捨てる 程 あるが、 岡い 人 は 甚だ 得難い、 正直 人士の 饑饉と は實に H: 木の 現今 を 云 ふので ある。 

〇 人の 眞 面目で ない のに は實に 驚く  、 熱血 を ： び い で 演說 し て も演說 の 技俩を 評する 者の み 多くして 其 

33 意を實 行し やうと 欲 ふ 者 は 一 人 も 見當ら ない、 ケ n の m 本に 於て は 演說は 演劇と 同じで ある、 志士 

と 壯士と は 同 一 視 されて、 志士が 演壇に 現 はる k の も 壯士が 舞臺に 昇る の も 日本の 公衆に 取て は 同じ 

事で ある。 

〇 社會 改良 の聲は 到る 處に Si るが 改良の 成った 例 は何處 にもない、 人 は 各々 其 隣人 の 改良の み を 要 永 

し て 自身の 改良に は 少しも 意 を 用 ひない、 今日の 所で は社會 改良と は 同胞 相互 の缺點 の擧ッ くら で あ 

つて、 此 分で 行けば 社會 改良 は 終に 社 會壞亂 を 以て 了る ので あらう。 (『萬. 朝 報』 十一 刀 t 九 口」 
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靑年 腐敗の 原因 及び 其 救 治 策 

近頃^ 年 腐敗の 聲が 大分 しい 様で あるが、 腐敗 は 强ち靑 年ば かりの 現象で はない、 老人 も 腐收し 

0  0  0  000  C-  00000  0OC-OO0  0OO  0O00000O0  O00O0  C 一  OCC  0 

て 居る、 婦人 も 腐敗して 居る、 學者も 腐 耽して 居る、 平民 も 腐敗して 居る、 切に 一一 目へば、 國家 を舉げ 

て 悉く 腐敗して 居る ので ある。 今の 日本 は 庞 C 1 マの 末路と 同じ 様であって、 街學、 高慢、 無 信仰、 

無祌等 の あらゆる 不储 全なる 思想 を以 て 充ち滿 ちて 居る。 然れば 今日の 靑年は 勢 ひ 腐敗せ ざる を 得な 

い 境遇に 置かれて あるので ある。 考 へ て 見れば i 湫の 毒に も 又 憐れなる 有樣 ではない か。 

人 と 言 ふ 奴 は 妙な もので、 腹に 希望が あると 厳 肅に爲 つて 規則正しい 生活 を签ぶ ものであるが、 

失&^|すると放1^に陷 つ て 身 を 持ち崩し て 仕舞 ひ 易い ものである。 今の 日本に は 希望 の 活火を 吹き込む 

ベ き宗敎 がない、 今の 日本 國 家に は 頼る ベ き 信 條の絲 紐がない、 國 家に 希^の 光明と 賴 るべ き 根柢が 

なければ 多くの 青年が 失望し 結 望して 自墮 落に 陷 るの も 亦た 已むを得ない 譯 である。 それ故に^11年の 

腐败 した 原因と 曾へば、 主として 國 家に 賴る 所の 大本がない のに 歸 せねば ならない。 

H 家に 賴る 所がない と は、 國 家の 無 信仰 を 意味す るので ある、 國 家の 不信用 を 意味す るので ある。 

國 家の 無 主義 を 意味す るので ある。 國 家に 一 代の 人心 を 率 ふべき 倫理的 大本な きこと を 意味す るので 

ある。 如何に 法律 や 制度 斗り が 立派で あっても、 上に 好色 大臣 や 蓄妾 政治家が 跋扈して 國 鈎を秉 つて 

居る 樣 では 國{ 尿の 政 は 萬 事 休せ りで ある。 一方に は 法律 ゃ道德 は奸淫 する 勿れ、 蓄妾す る 勿れ、 貪る 

勿れと 敎 へて 居る が、 他方 を 見る と、 蓄妾 大ほ ゃ强慾 政治家が 揚々 と S を 仲して 活 きた 手本 を^の 屮 


に 示して 居る、 之れ では 青年が 迷 は ざらん と 欲しても、 迷 はざる を 得ないで はない か、 之で は靑 年が 

腐敗せ ざらん と 欲しても、 腐肷 せざるを得ない ではない か。 故に 靑 年の 腐敗 を 救 治す るに は、 此の 活 

きた 風俗 壞亂の 手本 をド シ. < -片ッ 端より 退治す るに 如く はない ので ある。 

夫れ から 救 治 策の 段になる が、 何しろ 侗人も 社會も 共に 腐敗して 居る ので あるから、 先づ 個人 を 主 

として 手 を 下した がよ いか、 或は 社會を 主として 手 を 下した がよ いかの 順序が 頗 ぶる 六 ケ 敷い。 要す 

るに 此れ は 社會學 上の 大 問題で あるから、 輕々 に 論斷を 下す こと は 出来ない が、 私 は社會 より は先づ 

個人の 方から 手 を 下す のが 至極 宜しから ふと 思 ふ。 で 靑年を 救 はんとす るに も、 靑年を マッスと して 

乎 を 下す よりも. 一人一人に 就いて 救 濟の法 を 施した 方が 良い と 思 ふ、 そして 其救濟 策の 根本的 精神 

OOO0OO00OOOOOO000OO000OO0O0O0OO0OO0O0OO00  、  ,  9 

は 基督の 福音 を靑 年の 胸中に 吹き込ん で 彼等 を して 神の 愛 を 知ら しむる に 優つ た 方法 はない 、今の 處 

神と 基督と を 除いた る 青年の 救濟は 決して 眞の救 it でない と 同じ ことで、 又 神と 基督と を 度 外した る 

社會 改良 は 決 じて 眞正 の 社會 改良と 云 ふこと は 出来な い 。 

眞 面目なる 淸 潔なる 靑年 は、 多く 默 して 考 へて 居る ものである、 其れ故に 社會 改良と か、 貧民 救搜 

とか を 口にして 騷ぎ 遇 る靑年 は餘り 感心 は 出来ない、 演說會 などで も 手を叩いて 喝采す る 者に 碌な 靑 

年の あった 例し はない。 我々 の 味方 は 却て 默 して 謹 聽 して 居る 青年の 中に ある、 社會の 改良より は靑 

年 夫れ 自身の 改良が 大切で ある、 貧民の 救^より は靑年 夫れ 自身の 修養が 急務で ある、 靑年 各自が 自 

己 を 改良し、 自己 を 修養し、 自己 を 研究して 3 呉の 人 §1 となれば、 夫れ が 卽ち大 なる 社會 改良で あるで 

はない か、 夫れ が卽ち 非常なる 社會 救^で あるで はない か、 5^ 角に 今の 靑年 は、 本 を 忘れて 末に 趨り 

易い 悪い 癖が ある、 此弊を 矯めて 眞面 nH に默考 して 神の愛 を 知る に 力めし むる のが 又靑 年の 腐敗 を 救 
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治す る大 3 なる 一 方法で あると 3 わ ふ〕 (『眷 世』 .S 者， お)  (『替^』 十二月 サ五： H) 


余の 從事 しつ >M める 社會 改良 事業 

其 一、 今； Hr の 日本に 生れ 來 h- しを悔 ひたり 

〇 余 は 明治 政府 を 戴く 日本 今日の 社會と は緣の 至て 簿ぃ 者で ある、  < 水 は 彼等と は 主義、 方針、 目的、 

道德、 は 仰 を 全く 異にする 者であって、 彼等の 利害 は 余の 利害で なく、 彼等の 歡喜は 反て 余の 悲痛で 

^0  00  00  00000000000000000000  0- 

ある  < ぶ は陣を 敵地に 張る の 心 を 以て 彼等の 中に 樓息 する 者で ある。 

〇 余 は 度々 思 ふ、 余に して 若し 良 應貞. 水 年 に 此國に 生れて 来たならば 嘸 かし 幸福であった らう、 然 

れば <； -も不 及、 ながら 錄食 武士の 中に 加 はつ て、 少し は眞 面目なる nr 木 人ら しき 行動 を爲 した もの をと、 

若し 松紫ケ 谷に 日蓮 上人が 獨り 天下 を 相 乎に 戰 つて 居ったならば ヘル も日朋 上人に 傚 ひ 干 里 を 遠し とせ 

すして 彼の 許を訪 ふて、 彼の 弟子と なった もの をと、 然しながら 何たる 不幸 か此 偽善 政府 を 戴く 此偽 

善 社會に 生れ 來て、 余の 心に 存 する 天賦の 良性 は 少しも 發 達する の 機/# を與 へ られ す、 馬 を 見て は 之 

を 鹿な りと 一一 一一 口 はざる を 得す、 嘘を吐く のが 反て 忠ぼ である。 疆士 であると 稱 へらる k ことなれば、 余 

は.，^ 類の . 人と して 如 3： にして 此 世に 處 せん 乎と、 1" んど 途方に暮れる 者であって、 幾 囘か天 を 仰ぎ、 

地に 伏して 余の 不幸 を 嘆す る 者で ある。 


〇 然し 嘆いても 仕方がない、 今と なって 七 K: 年の 昔に 歸て泰 時、 時 頼 を 地 ドに迎 ふること も 出来ない、 

去りと てッ ラン スヴァ ー ルに 移住して 其獨立 軍に 投 する 事 も 出来ない、 余 は 勿論 自 から 摔んで 明治の 

tn 本に i.- れて來 た 者で はない、 是れ 天運の 然 らしめ し處 であって、 余 は 唯 余の 不幸 を諦 むる まで あ 

る 0 

〇 斯くて は 曰 本の 社會を t„ ^だ 嫌 ふ 者で ある、 余 は 其 政府 を 嫌 ひ 其 貴族 を 嫌 ひ、 其 議會と 政治 { 尿と を 

嫌 ひ、 其 教育 .M と哲學 者と 文學 博士と を 嫌 ひ、 其份 侶と 神主と 牧師と 宜敎師 と を 嫌 ひ、 其 文學と 技術 

と 宗教と 實 業と を 嫌 ふ 者で ある、 余に 取て は 日本 今日の 社き に 在て は 嫌 ふべ き 者 は 多くして 愛すべ き 

者 は 至て 尠ぃ、 余 は實に 現今の 曰 本の 社 會に對 して は 言ひ盡 くされぬ 程の 不快の 念 を懷く 者で ある。 

其 二、  |5 むべき は 明治 政府と 其奴 僕 

〇 余 は 日本 今日の 社 會を嫌 ふ 者で ある、 然し 余 は 日本 國を 憎む 者で はない、 否な、 余 は 良 夫が 其 最愛 

の 妻 を 愛する の 愛 を 以て 日本 國を 愛する 者で ある、 日本 は 余の 故鄕 である、 余 は 人と して 此 世に 生れ 

來た 以上 は 日本 國 以外の 國へ 生れ 來 らんこと を 欲する 者で はない、 余 は 日本 國の山 を 愛し、 河 を 愛し、 

其 谷 を 愛する、 秋 至る 毎に 其 富士山が 新たなる 純 C の 肩掛を 着けた 時の 風情 は 天が下に 二つと はない 

姿で ある、 枫と 山漆樹 とに 紅を以 て 其 兩岸を 彩られた る 千 曲 叉 は 利根 上流の 風景 は 余の 渾身の 歡喜を 

惹起す る 者で ある、 狹 しと は 云へ 關東、 石 狩の 平原 は 率直 醇撲の 熊 谷直實 的の 人物 を產 する に 足る、 

厶厶 <3 厶厶  <1 厶厶 AAAAA  <!<1<!厶<3<:<:<!<1 厶  △<:<: 厶ム厶 厶厶 厶厶厶 厶<"  <厶<： <.;<! 

何も 日本 國が惡 いので はない、 日本人が 惡 いので ある、 何も 日本人が 惡 いので はない、 薩摩 人、 長 州 

人、 肥 後人 等が 惡 いので ある、 然り、 何にも 彼等が 惡 いので はない、 明ュ m 政府と 其奴 僕と が惡 いので 
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ある a 

〇 余 は m 本國を 愛し、 亦 日本人 を 愛する、 余 は 公卿 華 挨を嫌 ひ、 大名 華族 を 嫌 ひ、 新 華族 を 嫌 ふ、 余 

は純粹 なる 日本 國の： 乎 民 を 愛する、 余 は 其 百姓と 漁夫と を 愛する、  < ；-は 其 老爺と 老婆と を 愛する、 余 

は 其强壯 なる 靑 年と 無垢の 少女と を 愛する、 余 は 都 城の. £ 街に 於て 馬車の 中に 惰眠 を 貧り 行く 日本 貴 

族 を 見る 毎に 彼の 面に 唾した く 思 ふ 者 なれ ども、 郊外に 屮 I て 田圃 を 耕す 農夫 を 見る 時には 彼等と 接吻 

したく 欲 ふ 者で ある、 然り、 余の 情夫 情婦 は是等 下流 (實は 上流) の 日本人の 中に 在る、 余 は 彼等の 

同胞た るを以 て榮眷 とし、 彼等の ためとな らば 余 の 總てを 捧げた く 欲 ふ 者で ある。 

〇 然しながら 此 愛すべき 部分 は 彼の 15 むべき 部分に 歷 倒されて 居る、 美 はしき 日本 國は 醜き 明治 政府 

のために 汚されて 居る、 愛すべき 日本人 は 憎むべき 貴族、 政治家、 敎育家 等に 誑かされて 居る、 今や 

日本 國と 日本人と は 其 天然の 性 を 失 ふて、 全く 天意に 違 ふたる 最も 憎むべき 者と なって 居る、 余が 日 

本 今日の 社き を 嫌 ふの は 全く 之が SF めで ある、 余 は 日本ら しくない 此 ほ 本に は 全く 愛想 を盡 かした 者 

である。 

其 三、 何を爲 して 此國に 雄さん 乎 

〇 余 の 生涯の 目的 は 明治 政府 の總现 大臣と なる ことで はない、 余に 取って は 明治 政府 の 3^れ る^-階な 

る もの は 草鞋 一 足 を 貰 ふよりも 有難く たい、 今日の 所では 日本 政』 时の與 ふる 位階なる もの は惡を 賞す 

るた めの 位階であって、 善 を？ g すため の もので はない、 古河 市 兵 衞氏は 無辜の 良民 三十 萬 人 を 餞锇に 

迫らし めた 功勞に 依て 日本 政府より 正 五位に 敍 せられた、 其の 他の 人々 の 叙位 授爵 も 能く 其 眞相を 調 


ベて 見たならば、 大抵 そんな もので は あるまい かと 思 ふ、 余 不肖な りと 雖も 古河 巿兵衞 氏と 列 を 同う 

する を 好む 者で はない、 往昔 希臘の ソクラテスと 云 ふ 人 は 祈って 曾 ふた 「神よ 願く は 余に 惡 人の 有つ 

事 能 はざる 者 を與へ 給へ」 と、 古河 巿兵衛 氏 さへ 有つ 事の 出来る 日本 政府の 位階なる もの は 彼れ ソク 

ラ テスの 有たん と 欲した る もので はなく して、 亦 余の 有たん と 欲する 者で はない。 

〇 故に 余の 終生の 目的 は 正 一 位に 敍 せられ 菊花 大緩章 を 賜 はり、 國 家の 元勳 として 今日の 日本に 譽め 

立てられん ことで はない、 余 は 今日の 日本の 社會 より，. は 何 を も tiW まない 者で ある、 余 は 彼等に 誤解 さ 

れ、 憎まれる の を 以て 此上 なき 名譽と 見做す 者であって、 彼等に 愛せられ、 正解 せらる、 を 以て、 人 

間た る 者の、 亦眞 正の 日本人た る 者の 大 恥辱な りと 信す る 者で ある。 

〇 然しながら 何の 望む 所な しとて 余 も此 時と 所と に 生れて 來た 以上 は 何に か 善き 事を爲 さなければ な 

ら ない、 曾て 英國の 天文 學 者の ハ ー シ H ル なる 人が 其 青年時代に 朋友と 相 約して 云 ふた やうに 「我等- 

も 死ぬ 時 は 生れた 時よりも 此^ 界を 幾分な りと も 好く して 行かねば ならぬ」、 唯此 世に 生れて 來て、 

華族 學 校に 通學 して、 華族の 家 を相續 して、 シャムべ ー ン酒を 飲む 事と 小鳥 を 殺す 事と 氏の 膏血 を 絞 

る 事 丈け を爲 して、 それで 死ぬ る 前に 位 一級 を 進められて、 墓に 下って 了 ふの は 人間た る 者の 此 上な 

き大 恥辱であって、 吾等 縱令 人力車 夫と なると も、 此 日本 貴族の やうな 生涯 を 送って はならない、 故 

に 余 も 何に か 人類の 社會 のために 爲 さなくて はならない、 余 は 何を爲 して、 余の 人 問たり、 日本人た 

るの 本務 を盡 さう か、 是れ 余の 幼時より 余 を 苦しめし 大 問題であった。 
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其 四、 夙に 政治 を斷 念す 

〇 余 は 武士の. 3^ に 生れた 者で あるから、 余の 父 は 余の 幼少の 時より 余 を 役人に 爲 さんと 欲した、 彼が 

其 貧しき 家財 を 投じて 余に 借 か 計りの 學問を させて れ たる も 余の 所謂る 青雲の志 を 達せし めんがた 

めであった、 それ故に 余が 明治の 初年に 大學 豫備門 (八 マ の 第一 高等 學校) に通學し居る頃は余は^3マら 

政府の 役人に 取り 立 てられん こ と を 欲した 者 である、 余の 父 は 余が 大學に 人 て 政治 叉 は 法 の 平を修 

めんこと を §111 んだ 者であって、 余 も亦屮 Z 來 得る 丈け 父の 志に. 從 はんと 欲した。 

〇 然しながら 余 は 其 頃より 3： にやら 政治に 對 して 與味を 有た なんだ、 政治な ど 有って 無き が 如き もの 

に 心 を： ^せす るの を 何ん となく 無益の やうに 感じた、 故に < 水 は 父の 志に 叛 いて 政 治を學 ぶ の 念 を 放棄 し 

た、 余の 同級の 諸士 にして、 其 後 政治 法律 を 修められた 人々 は 今 は 夫れ ぐ 大 政府の 辯 護 者の 地位に 

立て 居らる. 1 なれ ども、 余 は 斷然其 時 政治に 暇 を 告げて、 今 n: に 至る まで 未だ 曾て n 本國の 政治家と 

なり、 叉 は 其 憲法 學者 となり、 叉 は 其 裁判官と ならん と 欲する の 慾. ば を懷 いた こと はない。 

〇 へや はへ r- に 至る も 此斷念 を 悔いた こと はない、 余に して 若し 其 時 政治 學に 志したならば 余 は 今；：： 今頃 

は 赏に此 世に 生きて 居る 甲斐の ない 者であった であらう と 思 ふ、 政治 學は余 を 冷たき、 忍なる、 石 

の 如き、 氷の 如き 者と なした であらう と S ふ、 余の 腦髓は f-._f となって、 余の、. ："^ は 匕 ョ と.. よった で 

あらう と m 心 ふ、、 余 は^ 藤 侯の 編んだ 憲法 を 辯 護 せんがた めにあ 物 主の，；;； - めた 宇 { かの 大道に 目 ^ 

くなったでぁらぅと田.^ふ、 余が 其 時 政治 學を棄 てた の は 余に 取て は 最上の 幸 幅であった ので ある、 余 

は- 大 佑に 依て 此 決心に 出で たので あらう と 思 ふ、 爾後 余 は 未だ 曾て 一 囘も 日本 國の 政治に 噪を 容れた 


ことなく、 また 終生 容れ ざらん と 欲す、 誰か 糞 塊に 暴 先 を 突き 入れん と 欲する 者ぞ ある、 誰か 明治 政 

府の 政治に 晚： を容 れんと 欲する 者ぞ ある、 一 一 者 共に 臭の 奥、 蛆蟲 にあら ざらん より は此 事を爲 さんと 

欲する^ は 他に 無い i(c である。 

〇 故 に 余 は 政治 を以 て 此社會 を 改良せ んと 3§ む る 者で はない、 日本 國 の 政治 は 之 を 伊藤 大隈等 の 淸士 

に 任して 置けば 澤山 である、 死者 をして 死者 を 葬らし めよ、 政治家 をして 政治 を 司らし めよ、 余は奠 

尿 は 之 を 余 自身 取极 はんこと を 好まない から 肥 取 をして 之 を 汲み取らせる、 政ュ？ に 於ても 亦 同じで あ 

る、 伊藤 侯の 如き、 大隈 伯の 如き、 桂 子の 如き、 其 他 貴 衆 兩院六 百の 野心家の 如き は 皆な 進んで 余輩 

のために 社會の 糞尿なる 政：！？ を 扱 は んと 欲する 人達で あ る 、  < 水攀は 喜ん で 此臭事 を 彼等に 托す ベ き 

である。 

其 五、 日本 國の 役人と 實業 家に 呆れ 果っ 

〇 余 は 政：！ ^ を 築て 農業 を 以て 阈家 民衆 を 益 せんとした、 余 は 思 ふた 政治の 目的 は 名譽を 得る にあつ て、 

農業の：：： 的 は 饑娥を 癒す にある と、 さう して 實物は 空虚よりも^ 値が ある ゆ ゑに 農業 は 政： m よりも 大 

切で あると 思 ふた。 

〇 余 は 一時 は 熱心に 農學の 研究に 從 事した、 八 水 は！ a に 國の富 を增進 せんと 屁め た、 水產は 殊に 余の 注 

意を惹 いた ものであった、 余 は 日本 第一 の 水產學 者と ならん と 欲した、 余 は 信す 日本 國に 於て 水產調 

茶なる もの を 最初に 主張した 者 は 余で あ つ た 事 を、 余 は H 本國 は島國 であるか ら其富 の 過半 は 之 を 水 

より 得ねば ならぬ と 思 ふた、 故に 其 頃の 余の 腦 中には 鰊、 鮭、 ^、 靑魚等 鰭の 生えた もの、 外 何にも 
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なかった、 農 商務省で 出版した 日本 魚類 目錄 なる もの は 余が 調製した 者で ある 事 は 今の 水產 課の 人々 

も 承知して れる であらう と 思 ふ。 

〇 然し 余 は 日本の 實 業に 失望した、 余 は 第一 に 農 商務省の 役人 達に 失 ：5-1 した、 彼等が 事を爲 さんと 欲 

する よりも 官等 を 進められん ことに 汲々 たる を 見て 余 は 役人た るの が實 にィャ になった、 余 は 忍 ふた、 

役所に 來 りて は 坐 陲を爲 し、 家に 歸 つて は 酒を飮 み、 其 他 は 長官に 阿諛 を呈 する のが 人生 最大の 目的 

な ら ば 人生と は 何ん と 詰らない 者で はない かと、 それより  < 水 は 益々 辭 職の 念を發 した、 さう して 海外 

留學 を機會 として 余が 辭表を 呈出した 時に、 或る； i 摩產の 役人 を 局長に 戴いて 居った 其 時の 水 產局は 

何 の 惜氣 もな く 余 の 職 を 解 い て 吳れ た、 余 も 亦是ぞ 藩閥 政府との 最後 の離刖 であると 思 ふたから 何ん 

の 惜氣 もな く 農 商務省 の 門 を て 来た、 今より 是を思 へ ば是ぞ 余が 官海 の 濁流 を 出た 時の 佳節 で あ つ 

て、 余に 取て は 余が 天國に 昇らん か、 地獄に 落ちん 乎の 岐路で あつたので ある。 

〇 余 は 第二に 日本 國の 漁夫に 失 した、 彼等の 捕獲 術に 就て は 唯 嘆賞す るの 外 はない、 然しながら 彼 

等の 道徳の 低い に は實に 驚いた， 故に 彼等 は 金錢の 眞惯を 知らない、 彼等 は #• 取て、 飲んで、 淫 して、 

博奕 を 打つ 丈け である、 そ こで 余 は考へ た、 如斯き 漁夫に 富を與 ふ る の は 彼等に 罪惡を 犯す の 機き を 

與 ふるので はない 乎と、 余 は 彼等の 爲 めに 捕獲の 量 を增す の を 以て 返て 放蕩息子 に 放蕩 費 を 給す る や 

うな 心地が した、 余の 實業 心なる もの は玆に 全く 冷却し 去った、 余は其時終に亦實業を放^^^した。 

〇 德 なき に 富 を 給す る、 是れ無 利 有害の 業で ある、 其 事 は 日 淸戰爭 後の 日本の 狀 態で 能く 分る、 淫 

K 婦の 勢力の 盛なる 赏に 今日の 如き はない、 是れ 皆な 德に 乏しい 日本人が 一 時に 金 を 得た からで ある、 

古河 市 兵 衞氏を 見よ、 平 沼 尊藏 氏を昆 よ、 其 他 幾多の 日本 紳士 を 見よ、 彼等 ェ學を 利用し、 理學を 利 


用して 今日の 富 を 致せる 者、 卽ち 富の ために 良心 を 失へ る 者で ある、 嗚呼 彼等の ために 使役 せらる.^ 

厶 <3厶  AAA  <:<1<"厶 厶厶厶 <J 厶 

ェ 學士、 理 學士、 農學 士は禍 なる かな。 

其 六、 日本の 敎宵界 よ h 逐 はる 

〇 余は實 業 を 去て 敎 育に 入った、 余 は 米國に 在って 幸に 彼國 知名の 敎育 家に 就て 此術を 修練す る を 得 

たれば、 今 は 偏に 此 仁術 を 余の 邦人の 上に 施さん とした、 余 は 敎育を 以て 人 を 作らん とした、 先づ人 

物 を 養成す るに あら ざれば 富 も 智も識 も 全く 無用で あると 思 ふた。 

〇 然るに 余 は亦敎 育に 於ても 失敗した、 越後の 新 潟に 在て は 十 一 人の 米國 {呈 敎師を 相手に 大戰 爭を爲 

した、 彼等 は 余が 佛敎徒 を 庇 ふとの 故 を 以て 强く余 を 攻撃した、 余 は 叉 敎育は 宗敎と 混同すべき もの 

にあら すと て 余の 自說を 同 守した、 然 るに 新潟縣 の 有志 家と も 云 はる.^ 人々 は 余 の 主義 をば 贊 成した 

れど、 政略 上外國 人に 與 した、 余 は 止 を 得す 這々 の 態で 東京へ 逃げて 歸 つた、 余 は 自身 基督 敎を 信す 

る 者 なれ ども 此時を 以て 全く 外國 宣教師と 絶緣 した。 

〇 余 は 宗敎の 故 を 以て 余の 敎育 事業に 失肷 したれば、 此次は 余の 愛 國心を 以て 之に 從事 せんと 欲 ふた、 

依て 通傳を 得て 第一 高等 中學 校の 囑托 敎師 となった、 余 はこ.^ に 余の 敎育的 技倆 を 擧て之 を 余の 愛す 

る 日本 國に獻 ぜんとした、 然るに 日本 國は之 を 余の 乎より 受け ざり しのみ ならす、 反て 余に 多くの 侮 

辱 を 加へ て 之 を 斥けた、 新 潟に 在て は 余 は 余の 愛國 心の 故 を 以て 基督 敎宣敎 師に逐 はれ、 東京に 在て 

は 余の 基督教の 故 を 以て 文部省の 忠臣 護士 等に 逐立 てられた、 余 は 實に敎 育界の 不幸 兒 である。 

〇 其 後 余 は 一 一三の 學校 を彷植 た、 然し 余の 敎育 熟なる もの は 第一 高等 學 校の 倫理 室に 於て 全然 冷却し 
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て 了った、 余 は 其 時に 日本 敎育 たる もの、 M ん である 乎 を 悟った、 是れ名 は 人物 養成で は あるが 寳は 

役人 义は 職人 成で ある こと を覺 つた、 永遠に 涉る 眞理を 究めん と 欲する のが 學 生の 希 願で もな けれ 

ば 亦 之 を 彼等の 腦裡に 吹 人して 彼等 を眞 偶の ゼ ン卜 ルメン に 仕立てん とする のが 敎師の 目的で もない、 

勒；.^^?に向て低頭しなぃとて<^を贲めた人は酒も飲むし、 藝妓 も拗げ るし、 酒に 醉 ふた 時には 馬 族 同然 

の 一 百 語 を發す る 人達であった、  < 水 は 到底 是等 の 人達と 敎育 を談す る こと は 出来な いと E 心 ふた、 彼等 は 

ベ ス タロジ を：： にす るが ぺスタ 口 ジの心 を 有った 人で はない、 余が 米國に 於て ゲル リン、 シ ー り.' 等 

の IS 先生より 學び 受けた 敎 育なる もの は、 今の 文部省の 諸聖 贤の唱 へらる、 ものと は 全く^ 物で ある。 

〇 然しん.' となりて は 余 は 深く.^ の 不忠 を實 めら れし 文部省の 諧 聖賢に 感謝 せざるを得ない 者で ある、 

同位の" I に Sib 益 を 誇られし 諮 賢の 一 人 はん/ 尙ほョ 本圃の 子弟 薰陶の 聖職に &P らる、 時に 方て 余が 此戰 

^  A ハ<3<3<3<:<1<3<"<厶<1乙乙<： A  A  A  A  A  ^  A  ^"  A  A  A  A  <1<3、<1 

に IS る を 得ざる に 至りし は是れ {.rfrs: 萬 國に對 して 余の 恥辱で はない と &ふ、 余は官 海、 並に 實 業界よ 

り 救 ひ 出されし 如くに 亦 敎育界 より 救 ひ 出された、 余 は 日本 國の敎 育 家た るの 資格 を剝 がれて より、 

稍 や 人間ら しき 人 問と なる を 得た。 

其 七、 ロを禁 まれて 筆に 走る 

〇 敎宵 界を逐 はれた る 余 は 日本に 於て 全く 無 要の 人！^ となった、 此事を 聞いた る 米國の 余の 友人 (宜 

敎師 ではない) は 余の ために 非常に 心 して 交々 書 を 寄せて 余に 彼國 への 移住 を 促し 来った、 余 も 亦 

た 忍 ふた 日本 許りが *1 界 ではない、 亦 日本人 許りが 人類で はたい、 余の 愛 心と 勤 勞とは 之 を 世界 3： れ 

の 處に用 ひても 可い と、 余 は此時 すんでの ことに アツ レガ II 1 山 下の 人と ならん とし ヒ。 


〇 然し 余 は 終に 富士山の 錄 ゆる 日本 園 を 捨てる ことが 出来なかった、 余 は 死んでも 此 土地に 踏み 留ま 

る ことに 決心した、 日本 國は 余に 取りて は餘 りに 懷 敷かった、 此 時に 方て 余 も 感情の 日本人た る を 免 

れ なんだ、 世界主義 を唱 ふる 余 も 口 本 以外の 國に 余の 生命 を 供す るに 忍びなん だ、 余 は 余の 父 a: と國 

七， とに 引かされて、 終に 亦 藩閥 政」 お. の 治下に 余の 身を篮 くこと におめ た、 余 も 亦 3!^ 鈍なる 感情家で あ 

る 0 

〇：： を嚓 まれし 余に 取て は 令 は 筆 を 取る より 外に 生 の途が なくなった、 然し 文 は 余の 曾て 修めし こ 

となき 術であった、 日本 產五百 九十 九 種の 魚の 名なら ば： 1： ん でも 知て 居た 余 は 文 學と云 ふ 事 は 少しも 

知らなん だ、 余が 筆 を 執らざる を 得ざる に 至った の は 百姓が 耕作 を. i- めて 漁業に 從 事す るに 至った の 

と 同然であった。 

〇 然し 余 は 或る 思想 を 有って 居った、 余 は 亦 普通の 日本語 を 知って 居った、 故に 余 は 5 心 ふた、 余 は < - 

の 友人に 余の 思想 を 語る やうに 之れ を 普通の 日本語に 緩り 見ん と、 玆に 於て 余 は大膽 にも 著述に 從事 

した、 爾 うして 今日までに 一 一十 五 種餘の 著書 を^に 公け にした。 

〇 勿論 修飾な く、 愛想な き 余の 著書の 事 なれば 洛 陽の 紙 愤 をして 高から しむるな ど い ふやうな 偸 快な 

る 經験を 余 は 曾て 有った 車 はない、 然し 世 は 智者 賢人 許りで はない と 見え 余の 著書 を購 請す る 人も少 

し はあった、 爾 うして 之 を 讀んで 多少の 利益 を 得た 人 もあった、 現に 或 人の 如き は 其 最愛の 妻 を 失 ふ 

て 將に發 狂 せんとす る 時に 方て 余の 著書の 一 册を 蘭んで 全く 本 氣に復 して 自殺 を 思 ひ 止った 人 も あつ 

た、 余の 著書に して 多くの 病人の 枕 邊に佻 へらる、 者 も ある、 亦 僻地の 庭に 鰥寡 孤獨の 唯一 の 慰藉 

となつ て 居る 者 も ある、 日本 國の敎 育 界を逐 はれし 余 は 斯くて 余の 運 はらぬ 第 を 以て 邦人 一 部の 安 慰 
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者た る を 得た。 

on 木の 文 學界に 雄飛 せんな どと は 余の-付て 懷ぃ たことの ない 野心で ある、 余と 均しき 境遇に ある 者 

に 同情の 歡 喜を頒 たんこと が 余の 執筆の 唯一 の 目的で ある、 此事を 知らないで 余の 文章 (若し 之 を 文 

章と 稱 すべ くんば) を 批評す る 者 は 犬に 余 を 誤解 せざるを得ない、 余 は 文なる 者 を 知らない、 余 は 余 

の 思想 を 口 に 言 ふ 代り に 之 を 筆に 綴 つたまで^ ある、 < ^の 著述 は 文學の 中に 算 へらる ベ きもので はな 

、 0 

其 八、 文學 上の 失錯と 失望 

〇 余 を 始めて 廣く 日本の 讀書界 に 紹介した 者 は 德富蘇 峰 君で ある、 余は此 事に 關 する 君の 好誼 を 忘れ 

ない 積り である、 余が 後日 萬 朝 報の 紙上に 於て 甚く 針に 反對 したの は、 是れ 余が 君に 於け る 信任の 厚 

かりし 故であった ので あると 云 はなければ ならない、 余 は淚香 兄に 招かれて 名古屋 より 東京 に 上りし 

時に、 余の 主義 上の 友人と して 第一に 蘇 峰 君 を 心の中に 留めた 者で ある、 余 は 君の 歐米 漫遊 中 君の 健 

廢を 祈って 怠らない 者であった、 余 は 君の 歸着 を俟て 君の 後に 附 いて 大に平 2^ 主義の ために 戰 はんと 

忍 ふた、 然るに 何ん ぞ 計らん、 君 は 歸朝後 直に 薩摩蠻 ：® 內閣 の官定 となられ た、 其 時の 余の 失 とい 

ふ もの は 實に譬 るに 物がなかった、 余の 愛は變 じて 憤怒と なった、 余 はボへ ミヤの 愛國者 ハツ スの言 

を 思 ひ 出 だした、 

パ レツ も 我 友 なれば 现も我 友な り、 而 して 二者 孰れ かを擇 ばざる を 得ざる 場合に は 余 は 眞理を 
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と、 余 は 平民主義 を 擇んで 蘇 峰德富 君に 反對 した、 と は 云へ 余 は 今日 尙ほ蘇 峰君當 年の 好誼 を 忘れな 

ヽ 0 

〇 然し^に 紹介され し は 余に 取て 幸で ありし か、 不幸で ありし か 余 は 未だ 斷定 する ことが 出来ない、 

余 は 著述に 從事 すると 同時に 隱退を 決した 者で ある、 文學的 平康は 余の 簡 びし 生涯であって、 余 は 之 

を 以て 友 を 後世に 求めん と 欲した、 然るに 『國民 之 友』 紙上に 余の 運 はらぬ 筆を揮 ふに 方て 余 は 反て 

余の 追求せ し 平安 を 奪 はれし を 感じた、 殊に 余の 大 失錯と も稱 すべき こと は 日 淸戰爭 の 際に 余の 拙き 

®3®©®®©®©®©®©©0©®®©©©®©©  »»»•»•»»»»»»  »\»»»^^» 

鐵 筆を揮て 界に 向て 日本の 行 爲を辯 護した 事で ある、 余 は 其 當時は 日 淸戰爭 は 日本に 取て は 確かに 

199*99999  厶厶<3<<1<1<"厶厶厶厶厶<"厶厶<..1<1<1厶<1厶<:厶<1<1<"<3厶<1厶  AAA 

義戰 であると 思 ふた、 然るに 其 局 を 結ぶ に 及んで その 全く 利 慾の ための 戰爭 でありし を 悟て、 余 は 良 

厶厶厶 △  A  A  A  A  A  A  A  厶厶 AA<3A<3A<3  厶厶厶 A 厶厶厶 <J<3<3A 厶 厶厶<3 厶厶厶 

心に 對し、 世界 寓 W に對 し、 實に 面目なく 感じた、 余 は 余の 筆を揮 ふて 日本人の 雜惡を 封 巾 助した こと 

A  A  A  A  <3<:<:<:<厶厶厶<:<3<1厶<"厶<3厶<厶<3厶<"厶<"厶厶厶<3厶<3厶 

を 悔いた、 余 は 爾来  一 s; 明治 政府の 行動に 就て 辯 護の 住に 當る まいと 決心した。 

〇 後、 招かれて 朝 報 社に 入った、 亦た 獨り獨 立雜誌 を發刊 して 尊ら 筆 を 以て 社會 改良の 任に 當 らんと 

した、 其 間に 余 は 多少の 善を爲 したら ふと も 思 ふ、 然し 常に 攻擊的 態度に 出て 社會を 外面より 改革せ 

ん とする 改良 事業なる もの \ 利害 相 半す る ものなる は 人の よく 知る 所で ある、 世の 罪 惡を责 むる のみ 

が 之 を 矯正す る途 ではない、 罪惡の 詰責 は 多くの場合に 於て は 悪人の 心 を 頑に し、 詰責 者に 對し 彼の 

憎惡を 招く と 同時に 亦た 世に 他人の 誹 誇 攻擊を 快と する 多くの 偽 改革者 を 起し、 自 から 養 を なすこと 

なしに 他人の 惡を 語る の 故 を 以て 義人 を 装 ふ 者 を 綾屮： す るに 至る、 今 や 正義 人道の 滿 天-卜に 唱 へらる 

るに 關 はらす、 一 つの 改革 事業の 擧ら ざる を 見ても、 社會 改良なる ものが 今や 一 つの 流行 物と なって、 

多くの 悔惰 書生 を驅 つ て 、 其 唱道 者た るに 至らし めし こと は爭ふ ベ からざる 事實で ある。 
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其 九、 終に 余の 天職に 入る 

〇 余 は 改革 事業の 俗化 せらる、 を 見て 早く 之に 對 して 嫌氣を 生じた、 余 は 3： か 他に 俗化され ない 事業 

に 就かん とした、 雨う して 余 は 之 を 基督教の 傳 道に 於て 發 見した。 

〇此 に 於て 余 は 余の 基督 敎に 就て  一 一一 一一 C し 置かねば ならない、 余 は 基督と 聖書と を 信す る 者で あるが、 

然し 何れの 敎會 乂は敎 派に 屬 する 者で はない、 余 を 支配す るに 法王 もなければ 監督 も 牧師 も 何にもな 

い、 從て余 は； E ん より 傳 道の 許可 を 得 たる 事 もなければ、 又 信者 を 作り たれば とて 之 を牧容 する ため 

の 敎會を たない、 余の 傳 道なる もの は 單に敎 理傅播 に 止まって， 人の 之を受 くると 受けざる とに 就 

て は ヘル は 全く 無頓着なる 者で ある、 現にな.'：： ：！ に 至る まで 余 は：！：！ て 一 人の 信者に 洗禮を 授けし ことなく、 

又 一 人の 弟チの 余に 師 i$ する 者 はない。 

〇 斯う 云 ふ 風の 傳 道の 俗化す るの 危險 は殆ん どない と 思 ふ、 基督 敎其 物が 我 W に 於て は 甚だ 不 人-ぼ！ -な 

る宗敎 である、 殊に 余の 如く 外 國究敎 師幷に 彼等の 補助に 依て 立つ 敎會と 何等の 關係 なき 者に 取て は 

基督 敎は 余の 處 世の 妨害た るに 止て 其 便宜と はならない、 然し 是が ために 基督教 は 余に 取て は 日本 現 

令の 社會に 在て 余が 其 腐敗 を 免 かる k ための 唯一 の 利器と なった、 實業、 敎育、 政治、 文學、 皆な 悉 

く 腐 耽に 感染し 易しと 雖も、 宣敎師 と敎會 とに 關係 なき 基督 敎の みは 之に 一 つの 利益の 伴 はざる が 故 

に 此^ 收 し：：^ き 日本の 社き に 在て も 腐敗 の 危險の 至て ii い 者で あ る。 

〇 外國 教師に 救らざる * 督敎、 是 さへ 守って 居れば 大丈夫で ある、 是には 邦人 も 不贊成 なれば 外國 

O0OOO0000OOOO00OO0OO0  0O0O0000O0000O 

人 も不赞 成で ある、 余は其不人改1^!の ー點 からで も 之 を 信じ 且つ 其傳播 に從事 せんと 欲する 者で ある、 


爾 うして 是ぞ 余が 主として 目下 從 事し っ& ある 社 會 改良 事業で ある。 

其 十、 傳 道の 效果 

〇 平民主義 は 之を唱 ふるに 易く して 行 ふに 難い、 日本人 は 生來の 貴族で あるから、 n に 平民主義 を唱 

へても 一 旦 得意の 地位に 達すれば 純然たる 責 族と 化して 平民 を 蔑視す る、 斯 かる 國 民に 向て 平民主義 

0000000000  o-oo©©©®0©©030®0©©0©®© 

をい くら 說 いても 無益で ある、 眞 個の 平民 を 作らん と 欲 は ^ 彼等 を 直に 大 平民の 模範た る 耶蘇 基督に 

©®©D®0®0  OOOOOOCC-OOOOOGOOOOOOOOOO  00000000000 

導く に 若く はない、 余 は 平民主義 を說て 一 人の 平民 を 作った こと はない が、 基督なる 人物 を 紹介して 

0  0  0O0OO0O0OOO00OOO00OO 

多くの 眞 面目なる 平民 を 作った ことが 幾度 も ある。 

〇 謙遜 は美德 の 王で ある、 いくら 勤勉で も、 いくら 正直で も謙邏 で なければ 敬 ふ ベ く 尊む ベ き 人で は 

ない、 世に 人 を謙遞 ならしむ る こと 程 六 ケ敷事 はない、 かの 淸貧 潔白 を 誇る 人で も 謙 通の 段に 至る と 

大いに 缺乏 する 人が 多い、 儒者 佛 者の 屮で學 深く、 德 高し と稱 せらる，^ 人で、 自己 を 他/、 に 較べて 我 

こそ は 罪人の 首で あると 云 ひ 得る 人に、 <f ^は 今日まで 此！； で出會 たこと はない。 

〇 基督 敎は 特^に 謙 德を敎 ふる 宗敎 である、 人 をして 心屮 無一物たら しむる もの は 基督 敎 である、 基 

督敎を 信じて 他人の 短所 計り を 見て、 その 長所に 野して 無感覺 なる が 如き は 到底 爲し 得べ からざる 5* 

である、 吾人の 最も 要求す る 平和なる もの は 人々 の 此謙德 より 來る ものである、 爭鬪は II 慢の結 で 

あって 此 心中の 疾病 を 根絶す るに あ らざ れ ば社會 の 平和なる もの はび 1- めない、 雨う し て 余 は 基督 敎を 

說 いて 多くの 家庭に 平和 を 来し、 ^ に 其 犬と 猫まで をして 仁慈 謙遞の 恩澤を 蒙る に らしめ た 事が 幾 

変 も ある。 
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〇 其 次ぎ は 家庭 問題で ある、 如何にして 之 を 改良 せん 乎、 1,.^れ我國目下の最大問題でぁる、 然し家^§| 

は 之に 善き 昔 樂と文 學とを 供し たれば とて 改良す る ことの 屮 Z 來る もので はない * 富 足りて 禮節を 知る 

か は 知らね ど、 富 足り たれば とて 心に 好意の 起る 者で はない、 ^に 富の 足らざる 場合に 於て は 家庭に 

無形の 歡喜を 供す る 者に して 聖き美 はしき 人生 觀の 如き は 無い、 爾 うして 文明 國ー 一千 年間の 經驗 とし 

て 聖き美 はしき {| 庭 を 作る に 方て 基督 敎に 優る の 勢力 はない、 儒敎は 政治家 を 作り 佛敎は 哲學者 を 作 

るか も 知らないが、 然し 溫 良なる 夫と 常識に 富む 妻と、 從順 なる 子と 勤勉なる 僕 を 作る ものにして 基 

督敎に .tes る もの はない、 日本人 は 基督 敎 なしに 他の 事 は 出来る かも 知らぬ が、 家庭の 改良の みに は 基 

督敎に 依らなくて はなる まいと 思 ふ、 爾 うして 余 は 基督 敎を說 いて 多くの場合に 於て 家庭の 幸福 を來 

たし、 妻た る 者の 淚を拭 ひ、 弟た る 者 妹た る 者に 新しき 希 と歡 喜と を 頒け與 へた 事が 幾度 も ある。 

〇 基督 敎は聲 を 放たざる 救濟の 天使で ある、 高聲に 正義 を唱 へす して 正義 を實 行せ しむる もの は 基督 

敎 である、 是れ 春の 日光の 如き ものである、 其 達する 所に 新生 命 は 萌し、 吾等が 知らざる 問に 新 天地 

は來 る、 絨默の 中に 善を爲 さんと 欲する 者 は必す 此敎に 由らなければ なるまい と 思 ふ。 

(『萬 朝 報』 十二月 十九 rn、  二十日、 サ 三日 • サ 四日、 サ 五日、 廿 六日、 廿 七日 • サ 八日. サ 九日、 三十日) 
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困った 阈 

〇 正義 を唱 ふる 者 は ある、 然し 正義 を 行 ふ 者 はない、 今や 此 日本 國に 於て 正義 を 行 ふ 者が あれば、 彼 

は 逆臣 國賊の 名 を 着せられて 終に 殺されて 了 ふ、 東洋の 君子 國はヶ や 正義の 行 はれざる 國 となった。 

〇 不義に 依て 立ち、 不義に 依て 持績 されつ & ある 此 政府と 社會、 彼等 は 正義の 大敵で ある、 若し； 止義 

を實行 せんと 欲せば 此 政府と 社會と を斃さ る を 得ない、 然し 是 「忠君 愛國」 の 主義に 反する ことで 

あって、 今の 日本人の 敢て する 所ではない、 彼等 は 皆な 正義 を壓 しても 「忠臣」 たり、 「義士」 たら 

んと 欲する 者で ある、 故に 日本の 改善 はん マの 日本人から は 到底 望めない。 

〇 社會 問題の 解決 は 易い、 卽ち其 法律 的义は 倫理 學的 解釋は 至て 易い、 然しながら 其 實行は 難 屮の難 

である、 法 も 道 も 人に 依て 行 はれる ので ある、 之 を 行 ふの 人がなければ 明 法 も 明 倫 も 無い と 同然で あ 

る、 日本 國の 法律 は 立派で ある、 其 道德も 立派で ある、 然し 其 裁 刹 官と學 者と 敎育 家と 宗教.； k ぶと は？ 


〇 人 を 作らん かな， 人 を 作らん かた、 人 を 作て 而 して 後に 社會を 改良 せんかな、 是れ 余輩の 唯一 の 社 
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#改 良法で ある、 を 措いて 社會 問題 を 喋々 する 者の 如き は 兵 を 練らす して 軍を談 する 者で ある、 炭 

を 燃 かすして 汽車 を 行らん と 欲する^ である， 是れ 不可能の 事で ある、 故に 他の 人が 社 會問题 に 熱 注 

しつ、 ある^に 余聚は 耶蘇 坊主と なり 新人 を 作らん と 欲する ので ある。 (『萬 朝 報』 一月 八 =) 

大 望 

〇 社 會黨員 某贫て 那威國 の 劇作 者に して 詩人なる イブ セ ンを訪 ひ 問 ふて 曰く 「先生 社會黨 を 以て 如 何 

となす」 と、 イブセン 答へ て 曰く  r 然れ ばな り、 余の 看る 所 を 以てすれば 社 N 皆黨員 の 爲す所 は 鶴嘴 を 

以て 山 を 掘る が 如し、 余 は纖 山の 底に 深く 穴 を 穿って 之を滿 たす に ダイナマイト を 以てし、 爆發： 番 

以て 入.^ 山を壞 さんと 欲す」 と 某 其 一 言に 辟易して 去りし と 云 ふ。 

〇 富 を 平均す る も： E かせん、 吾人 は 宜しく 富なる ものに 對 する 欲念 を 絶つべき なり、 責族を 魔す る も 

何 かせん、 -r=i„ ；. < ^は， ij4 しく 吾人の 心底に 於て 悉く 貴人た るべき なり、 富 を 求む るの 必要な く、 名 眷を追 

ふ の 心な き に 至 て眞正 の 社會 主義 は 世に 行 は る、 に 至るな り。 

〇首 ふ を 休めよ、 是れ 難事な り、 到底 此 世に 於て 行 はるべき にあら すと、 是を 八：' 日の 政治家に Sfi! み、 

亦た その 敎育 家に 待て 其 難事た る は 疑 ふべ からす、 然れ ども 是を釋 „i、 保羅、 ソクラテスの 如き 人に 

sn: んで、 實 成し 難き 事に あらす、 世 は旣に 幾囘か 無私 無慾の 社會を 見たり、 英國 の清黨 時代の 如き は 

共 一例たり、 此 時に 際して 社 會に贲 族 あるな く、 富者 あるな し、 人 は 人と して 尊敬され、 正^！^は法律 

として 服從 さる、 < ？-! 1^ の 日本！； に 於て 見ん と 欲する 事 は淸黨 時代の 一度び 我が 國； の 中に 臨まん 事な 


り 

〇 人 あり 曾て トマス、 力 ー ライルの ために 英國 政府に 諮り、 彼 を 貴族に 列せ しめんと 欲す、 力 ー ライ 

ル此事 ある を 聞て 笑て 曰く、 何人 か 醜 夫 我がた めに 此事を 謀る、 我 は英國 貴族の 列に 加 へられん より 

は 寧ろ 西 印度 產の卷 煙草 一 箱 を 得ん と 欲すと、 常に 社 會黨を 嫌て 止 まざりし 力 ー ライル こそ 眞. 正の 社 

會黨 員な りし なれ" 

〇=§.國 を 改造し 其 自由 をして 米國 にまで 及ぼさし めし 者 は ダントン、 P1 ベ ス ピャ 等の 激徒 にあら す 

して、 顏色 常に 蒼然 蒲柳の質 を 以て 書 齋に隱 退 蟄居せ し哲 學者ジ ヨン、 ック其 人な りしと 云 ふ、 羅 

馬 帝！； を 改造せ し 者はハ ン、 バ ン ダル 等の 蠻族 にあら すして、 平和の 福音 を II らして 鎖に 繁 がれな が 

ら羅馬 に 人り し タ，^ ソの 天幕 職工 バウ B なりし と 云 ふ、 一一 一一 E あり 曰く 微 さき 事 は 成り、 大 なる 事 は 破る. 

と、 ゆに 所謂 大 なる 事の 成る に 非す、 微々 として 世の. 耳目に 觸れ ざる 事の 返て 成るな り、 愛、 平和、 

ホ ー ム、 勞 働——！！ y れ國家 を 改造す るの 原動力な り、 帝國 議會、 示威運動 it 是 れ兒戲 なり、 W る、 - 

に 足らす。  (『离 朝 報』 一月 廿 五日) 

朝 報 存在の 第一 期 (演 舌) 

(萬 朝 報 三 干號に 寄す) 

0, 我が IS つ i ，報 は 今年 今日 を 以て 其 第三 干號に 達しました、 是れ 私共の 非常に 喜ぶ ことで ありま 

して、 亦 諸君が 朝 報の ために 祝して 下さる ことであります (同感)。 

二十 五 年 (一九 0 二 年)  一 一九 


三千 號十 年の 生涯 は 短い やうで 實 際は隨 分， 水い ものであります、 此 §1 に 多くの 新聞紙 は 起り ました * 

起って 叉 消えて 了った もの も澤 山あります、 叉 まだ^ 在して 居りましても， 獨り 存在す る ことが 出來 

すして、 或は 節 を 藩閥 政府に 賣り、 或は 政府よりも 惡ぃ政 黨に賫 つた 者 も 大分あります、 或は 金 持の 

道具と なった 者 もあります、 或は 其 封 e 間と なった 者 もあります (然 り、 實に然 り)、 然るに 幸に して 

我が 萬 朝 報 は 過去 十 年間 か V る 災害に 概る ことなく、 自立 自存して 今日 あるに 至り ましたの は 是れ實 

に 朝 報の 榮譽と 致す ことでありまして、 又實 に； 大 佑に 依る ことで あると 思 ひます (ヒ ャ、 ヒャ、 宗敎 

臭いな)。 

天佑に 依る と. m- します ると 何やら 宗敎 臭く 聞え ます、 然しながら 朝 報 過去 十 年間の 歷史を 能く 稽 へ 

た 人 は 天 佑の 一言 を 以て 其 成效の 祕訣を 評する より 他に 一一 目 葉 はない と 思 ひます (仕方がない、 君に 同. 

意し やう〕、 若し 社會の 攻撃が 朝 報 成效の 秘訣で あると 云 ふ 人が あります たらば 私 は 之に 答へ て. &レ 

ます、 社會の 弊害 を 指摘して 止まざる 新聞紙 は尙ほ 他に も澤 山あります と、 下民に 對 する 同情、 卽ち 

平； 主義が、 朝 報 盛大の 理由で あると ーュ ふなら ば、 平民主義の 新聞紙 は尙ほ 他に も澤 山あります、 故 

に 人 は 評し て 朝 報 は 運 の 好い 新聞紙で あると 云 ひます、 然し 私共 少しく 其發達 に 注意し て 居りました 

者の 眼より 見 ますれば、 朝 報の 好運 は 之に 天の 佑助が あった からだと 思 ひます (滿 座靜肅 )。 

侑此 三千 號と云 ふ 祝すべき 且つ 記憶すべき 標 柱の 側に 立ちまして、 私共 は 朝 報の 過去 を 願み、 且つ 

其 未 來を考 ふべき であると 思 ひます (謹 聽)、 朝 報 は 其 存在 第一 期に 於て 何を爲 しました か、 是れ先 

づ第 一 に 私共の 玆で 考究すべき 問題で あると 思 ひます、 朝 報 は 八， 日まで 如何なる 善を爲 しました か、 

或は 如何なる 不善 を爲 しませんでした か、 私 は 少しく 此 事に 就て 考 へて 見たい と 思 ひます (謹 聽)。 


ooooooooooooooooooooooooo  ,  *  p  - , 

私 は 思 ひます、 朝 報 は 第一 に 政府 叉 は 政黨の 機關と はなり ませんで したと 是れ寳 にり 治 時代の R 

本に 在て 新聞紙に 取て は 容易の 事ではありません (ヒ ャ、 ヒャ )、 かの 惡 魔に 類した る 今の 政治家 は 

己れ 正道の 賴 るべき ものが ありま せんから、 何んでも 利益 を 以て 總 ての 者 を 其 味方と 爲 さんと 努め ま 

す (君の 政治 嫌 ひ は 何時もながら 大赞成 だ)、 彼等 は 生来の 淫賣婦 でありまして、 人の 良心 を 誘 ふよ 

り 外に 人 を 支配す るの 術 を 知りません (少し 强 過ぎる ぞ)、 それ故に 今日まで 彼等の ために 其 骨 鎔け" 

共 膽を奪 はれた 新 ffl 紙と 新聞記者と は澤山 ありました (擧 て數 ふべ からす/ 然るに 其 間に 立てい 年 

1 日の 如く 政治 たる 者に 對 して 一 の 好意 を 表する ことなく、 一  視同惡 、 彼等 全體を 看る こと 一 一木 足 

を 有した る獸 類と 思ひ來 りました こと は 是れ朝 報が 今 曰 天下に 向て 大に 誇るべき ことで あると 思 ひま 

す (拍手 大 喝采)。  ， 

第二に 朝 報 は 賄賂 を 取りませんでした、 斯く云 ふて 彼 は 其 潔，：：： を 誇る のではありません、 牧贿は 商 

賣の 一 點 から 云 ふても 损 であります、 朝 報 は 計算 上からで も 賄賂 を 取りません、 賄賂 を 取る 者 は 一 時 

の 利益の ために 永年の 利益 を 犠牲に 供す る 者であります、 朝 報 如何に 愚な りと 雖も そんな 愚 は 學びま 

せん、 賄賂 を 取る 者は惡 人と 稱 ふより は 寧ろ 愚人と 稱 ふべき であると 思 ひます、 朝 報 愚な りと 雖も賄 

赂を 取る 程の 愚人ではありません、 (朝 報 ユラ ィぞ )o 然しながら 殿 人の 多い 此 世の中に 在て 決して 

賄赂を 取らなかった の は 朝 報に 取て 大出來 でありました、 朝 報 は玆に 君子ぶ つて 牧 賄の 敗 德 たる 理由 

を說敎 致しません、 唯、 全く t お 業 上より 観察し まして、 收 賄の 損害 を 同業者に 勸齿 致します (君 も 亦 

一 種の 商賣人 だな)。 

第三に 朝 報 は 愛想 を 振り 蒔きませんでした、 朝 報 は 官廳叉 は 政黨、 又は 金 持に 媚びませんで したの 
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みならす、 亦 公衆に 向ても 殊更に 其 好意 を迎 へんと は 致しませんでした、 朝 報 は 曾て 其お 惯以ド に 其 

新 紙 を « 捌いた 事はありません、 朝 報 は今囘 を 除く の 外. 曾て 特^ 大附錄 を 添へ た 事はありません、 又 

今：！ と 靴 も^に 名 土に 依顿 して 其 祝 文 を 乞 ひません、 朝 報 は 常に 好からん こと を 努めます る も §1- ひ 

非常に 好からん こと を 努めません、 それ故に 朝 報 は 社 會全體 に愛讀 されます が、 特训 に最晨 客なる 者 

を^ち ません、 M だれ 朝 報の 一 つの 特質でありまして、 ^が 朝 報を特 愛せざる と 同時に 亦 之を讀 まざれ 

ば 措かない ： つの 理由であります (觀察 至て 深し)。 

私 は 朝 報 は 完全 無缺の 新聞紙で あると は 巾し ません (ソ ！ ！く始 つた ぞ)、 私 は 朝 報に も澤 山缺點 

が あると 思 ひます (M ん だか 簿っ氣 味が 惡ぃぞ )、 然しながら 物の 善惡を 評する に は 其 時の 境遇 を以 

て爲 なければ なりません、 朝 報が 比較的に 完全に 近い 新聞紙で あると 云の は 之 を 明治の 今日、 藩閥 政 

府が 勢力 を 占、 政 友會、 進歩 黨、 さて は 帝國黨 など 云 ふ 國の爲 を 思 はないで 自己の SH の 腑の爲 め を 思 

ふ 政 黨が榮 え、 發昔 機に 類した る 人物が 敎育 家の 地位に 立ち、 古河 巿兵衛 が 正 五位 を 賜 はり、 無辜 三 

十 萬の が 飢餓に 泣く と 云 ふ 此悲慘 極まる 世に 在て、 完全に 近い 新閜 紙で あると 云ので あります (譽 

める の だか 篤る の だか 解らない)、 盜賊の中に在ては如何なる聖人も端坐して道德を說く；^^；は屮：來ま 

せん、 i 愉贼の 社 食に 在て は 盗まない のが 高德 であります (ヒ ャ、 ヒャ、 滿 腔の 大贊 成/ 朝 報 は 明治 

の 今日に 在て 盗みませんでした、 節を賫 つて 盗賊の 肩を持ちませんでした、 私が 朝 報 を 日本 無比の 新 

M 紙 であると 云 ふの はこの ため で あ り ます、 卽ち 多くの 人が 盜む 時に 盗まなかった からであります 

(同感、 々々； P 

それならば 朝 報 は 其 他に 何ん な 善を爲 した かと 云 ふに、 先づ令 日の 虚 他の 新聞紙に 秀で V 是ぞと 云， 


ふ大 善を爲 したと は 思 はれません、 私 は 明白に 私の 所見 を玆に 表白 致します、 朝 報ん；' 日までの 完全 は 

攀鲁 鲁き肇  000000000000000000000000000000  0- 

消 的の {兀 全で ありまし たと、 朝 報 は 其 存在 第一 期に 於て 多くの 爲 すべから ざるの 不善 を爲 しません 

でした と、 爾ぅ— て 朝 報 積極的の 完全 は 之 を 今日 以後、 卽ち其 三 干 ー號 より 待つべき であると 巾し ま 

す (ヒ ャ、 ヒャ、 滿場 拍手 大 喝采)。 

朝 報 は 4?- 日まで 社會の 弊害 を 指摘す るに 忙 はしう 御座いました、 今日より は 其 美風 を 養成す るに 努 

め ませう (靜聽 )、 朝 報 は 八 マ 日まで 惡政黨 の 攻撃に 重に 其 筆端 を 向けました、 今日 以後 は單に 彼等 を 

筆誅す るに まらす して、 政黨 ならざる 政黨、 卽ち國 家 を 愛して 自己の 胃の 腑を 愛せざる 政黨の 建設 

に 努め ませう (拍手)、 朝 報 は 令 日まで 賄賂 を 斥けました、 4?- 日 以後 は 之 を 斥く るに 止まらす して、 

進んで 其 力量 以內の 慈善 施 與に從 事 致し ませう、 朝 報の 筆 は 今 E まで は 憤怒 を 以て 充 たされました、 

八， 日 以後 は 大に歡 直 II と 希？ と を 世に 供し ませう、 朝 報 は 今日 迄 は 主として 惡 人を责 め 立ました、 八， 

より は大に 善人 誘導に カを盡 しませう、 詮す るに 朝 報 存立の 第一 期 は 僅に 其敎育 修練の 時代、 卽ち幼 

少時 代で ありました、 其 成年 時期 卽ち事 を 成す の 時期 は 今日 を 以て 始まるべき 者であります (滿 座靜 

肅、 記者 中感に 打た る k 者 多し)、 我等 は 今日より 貴族の 敵 を 以て 任す るの みならす、 平！^ の 最も 謹 

嚴 なる 且つ 深 愛なる 友人と なるべき であります (貴族 は 矢張り 赦 さない のかと 叫ぶ 者 あり)、 一 言以 

て 之 を 言 はば 今日 以後の 朝 報 は 世の 惡に 勝つ に 善 を 以てする の 朝 報であります、 毒 を 消す に藥を 以て 

する の 朝 報であります。 

天佑 を帶 びて 今 R に 至りし 朝 報 は 是非共 今日より 前述の 新生面 を 開かなければ ならない と 思 ひます 

(大 IM 成)、 朝 報 は 世 を 毀った めに 起った 新聞紙で はない と ます (然 り). 之を癒し、 之を建っろ 
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ために 起った 新聞紙で あると 思 ひます (大 に然 り)、 其 今日まで 破 壞し來 りました の は、 今日より 新 

たに 建てん 爲め であると 思 ひます、 今日まで は 荊棘 を拂 ふに 止まりました、 令 日から 建築の 業が 始ま 

るべき であります、 是を 思へば 今日の 祝 會は其 記者た る 者に 取て は 戒心の 時で あると 思 ひます、 今日 

からが 難關 に取懸 るので あります、 私 は 八， =此 時に 際しまして 記者 一 同が 此 決心 を 以て 世に立た れん 

こと を 望みます (拍手 大 喝采： T  (『萬 朝 報』 一月 サ 七日) 

我等の 所有物 

〇 土地 は 地主に 屬し、 政權は 政黨と 政府と に屬 し、 金は賁 族と 實業 家に 屬す、 故に 普通人 間た る 吾等 

に屬 する ものと ては此 世に は 何にもない、 是を思ふ時には我等は或時は悲しく田^！ふ。 

〇 然し 我等 は 悲しく はない、 我等に 尙ほ 未だ 我等の 所有物が 有る、 我等の 心、 卽ち是 である、 我等 は 

我等の 心 を 開拓し、 こ i に 我等の 王國を 建設し、 我等 は 其 王たり、 主たり、 權者 たる 事が 出来る、 故 

に 英國の 文豪 キング スレ ー は 云 ふた 「心ぞ 我の 王國 なれ」 と、 日本の 今日の 如きに 在て は國土 政權は 

悅ん で 之 を 政治家と 實業 家と に讓り 渡し 我等 は 心の 王國に 於ての み主權 者た る ベ き で ある。 

〇 詩人 ミルトン は 云 ふた 「我等 は 暴力に 抗 する こと は 出来ない、 然し 吾等 は 心の中に 於て 暴 人 を 3- め 

る 事が 出来る」 と、 警察 權と 陸海 軍と を 其 掌中に 握れる 政府に 對 して、 我等 は 反抗す る 事 は 出来たい、 

然しながら 我等 は 斯う 云 ふ 政府 を 我等の 心に 於て 卑 める 事が 出来る、 我等 は 我等の 心に 於て 如 斯き政 

治^}^に向て斬罪なり、 絞罪たり 勝手に 申 渡す 事が 出来る、 實に偸 快で はない か。 


〇 心さへ 我等の もので あれば 澤山 である、 十： 地 も 遣 ふ、 金 も 遺 ふ、 時宜に 依りたら ば 生命 も 遣 ふ、 然 

し 良心 は 遺らない ぞ、 否た、 決して 遣らない ぞ、 否な、 否な、 決して 遣らない ぞ、 縱令 如何なる 大權 

を 委ねられ たる 政〕 时 なりと も 我等の 良心 は 決して 遣らたい ぞ。  (『萬 朝 報』 二月 七日) 


日英 同盟に 關 する 听感 

〇 國 人が 擧て悅 ぶ 時に 余れ 惟り 憂 ふるの は 何に やら 奇を 好む やうに 見える が、 然し 悅ぶ ベから ざるに 

悅 ぶの は 國に對 し て 誠 實を缺 く 事で あると 思 ふから、 玆に此 事に 關 する 余の 所感の 有の 儘 を 述べ や う- 

〇此 同盟に 依て 日本 は竟に 所謂る 「大陸 政治」 なる もの、 渦中に 卷き 込まれた ので ある、 其 如何に 危 

險 なる もので あるか は 人の 能く 知る 所で ある、 ワシントン は 彼の 米國の 保全 を 計らん が 爲に此 危險に 

近づかざる を W て 其 國是と 定めた、 之 は 政 海の 阿波の 鳴門で ある、 之に 入りし は 確かに 死地に 臨んだ 

ので ある。 

〇 英國が 同盟 國 として 賴 むに 足らざる 國 である こと は歷 史上 確定の 事 實と稱 しても 宜ぃ 程 で ある、 饰 

蘭 西 人の 一一 一一 G に 「^人と して 最も 信用す るに 足る 者 は 英國、 であって、 政^^として最も信用するに足ら 

ぬ 者は英 國政特 である」 と いふ こと が あ るが 實に 能く 物 C 眞相を 穿 つ た 言 であると 思 ふ、 ^洲に 在て 

明： is  一二 十五 年 (一九 C  二 年： >  I  一二 五  


英國が 常に 孤立の 地位に 立つ の は 何にも 必 しも 共 島 i, 、的 地位 に 因る ので はない、 大 譜國 は旣に 充分 

に英國 政』. W の信顿 する に 足らない の を 知ろ が 故に 愼んで 之との 同盟 を 避ける ので ある、 然るに 今や 口 

本 國は此 不信用 を 以て 有名なる 英國 政府と 盟約 を 結んだ ので ある。 

〇 文明 諸國 に爪彈 きされた る英國 政府 は 已むを 得す 非 文明 圃と 同盟 を 結ぶ を 以て 其 常習と して 居る、 

自國と 全く 主義 方針 信仰 を與 にす る 土-耳 其國は 英國特 愛の 同盟 國 であって、 此非 基督教 國の歡 を 買 は 

んが GiT めに は 彼は自 から 威力 を ^51; して 土：^ 其 函.？ ： に 於け る 基督 敎徒を 迫害せ しむる の 手段 を 取った 事 

さへ ある、 自國は 基督 敎國 たる を 以て 誇り、 殊更に 宣敎師 を 送り出して 外 國を敎 化せん とする 英國が 

土 斗 其に 在て は：^々 敎 徒を援 けて 基督 信徒 を 迫害せ しむる とは此 偽善 的 政府の 敢て する 所で ある、 然 

か も是れ 日本が 今囘 同盟 を 結んだ 英國 政」 时 で ある。 

〇 其 歡心を 買 はんが 爲 めに は 斯く も^めた る英國 政府 は土环 其が 危機に 迫らん とした 時に 之を援 けた 

かと 云 ふに、 決して 爾 うは 爲 ない、 M 盟國 たるの 名義 を 利用して 土；： ir 其の 製造業 を 奪 ひ、 其 商業 を 侵 

掠せ し 英國人 は 其 露 國と赏 を 開かん とする や、 言 を 左右に 托して 終に 之を援 けす、 而 して 戰、 其 局 を 

給んで 怕 林き 議 となる や、 自身 は戰 はざる に 友邦 (？) 分配の 分 前に 與 かり、 シプ ラスの 一 島 を 奪 ひ 

去て 恬 として 恥ぢ なかった ではない か、 デ ルビ ー 卿 をして 幾囘 となく 友誼と 援助と を 土 耳 其 政」 お に 通 

ぜ しめし かば、 英國 公使 を 信す るの 餘り 露國に 向て 戰宰 を宜吿 せし 彼れ オトマン 帝 國は憐 むべ し、 全 

く英 國の爲 めに 欺かれて 終に 其 領土の 大部分 を 削られた ではない か、 非 基督教 國に對 する 英國の 非 基 

督敎的 態度 は 最も 明白に 干 八 百 七十 七 年の 土 露戰爭 前後に 於て 顯 はれて をる。 

〇 又 近き 過去に 於て 英國に 信頼して 國 家の 危殆 を 招きし 者 は 千 八 百 六十 四 年に 於る r 抹 である、 かの 


r 普戰爭 なる もの も r 抹に對 して 英國が 援助 を 約束し たれば こそ 始っ たもので ある、 然るに 愚かに も 

小なる 丁抹は 英國の 後援 を 信じて、 獨、 填の ニ國に 向て 戰爭を 開いた、 爾 うして 其 悲しむべき 結 * は 

何人も 能く 知る 所で ある。 

〇 國 として 利益 一方の 英國人 は、 政府と して は 義现も 人情 も 全く 顧みない 者で ある、 彼等 は アル メ- 一 

ャ 人の 虐待 を 聞いても 土 耳 其 政府に 迫って 其 罪 を 問 はんと は爲 ない、 彼等 は自 から 自由 獨立を 愛する 

民で あると 稱 しながら、 希 臘が土 耳 其に 苦しめら る、 を 見る も 之を援 けんと は爲 ない、 米國に 奴隸廢 

止の 戰爭が 始まれば 英國民 は擧て 南部なる 奴隸 保存 黨に 組み せんとした、 小 國に對 し 弱 國に對 する 英 

國の 措置 は 無情 羞恥の 速續 である、 雨う して 曰 本人が 同盟 條約 を結締 したと て 喜ぶ 國は此 無情 極る 英 

國 である。 

〇 英國の 政治家と て 勿論 利益 一方の 人 のみでない、 偶に は 彼等の 中に も 高貴なる 人が ある、 我等 はジ 

ヨン ブライト を 知る、 我等 は亦グ ラッド スト ー ンを 知る、 亦 ジョン モ ー レ ー を 知る、 然れ どもん マ 日 勢 

力の 地位に ある 英國の 政治家なる 者 は 如何なる 人で ある 乎、 サ リス ベ リ ー 卿と は 如何なる 人物で ある 

乎、 彼は惡 人で はない 乎 も 知れない、 然れ ども 所謂 「民の 人」 でない 事 は 彼 自身 も 承知して 居る、 彼 

は 人に 接する こと を 好まない、 彼 は 王室の 特 權に贯 きを 置て 民の 聲を 輕ん する 者で ある、 彼 は 英圃の 

利益の 外に 服の 屈かない 人で ある、 彼 は 具 翁の 如き 詩人で はない、 彼に 預言者 的の 高貴なる 所 はない- 

彼が 英國 人に 愛せら る&の は英國 人の 多數は 彼の 如き 者で あるから である、 卽ち 自國の 利益の 外に 他 
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を 顧ない 者で あるから である、 サ リス ベ リ ー卿が日本國と同盟を結ぶに方て自國の^|^益を計ると同時 

に 日本の 利益に 就て 少しな りと も考 へたり と は 如何しても 思へ ない、 彼 は英國 のために 日本と 同盟し 
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たので ある、 爾 うして 自己の 利益の ための みの 同盟 は 同盟に して 同盟で はない。 

〇- 爾 うして サ リス ベリ ー 卿の 名義 上の 副官であって、 英國今 曰の 實際 上の 首相 は 誰で あるか、 想卑く 

眼 近く、 所謂る 時代の 子供なる チヤ ムバ ー レ ン其 人で はない 乎、 若し 世に 世界的 俗人なる 者が あれば 

彼で ある、 彼はグ ラッド スト ー ンと正 反對の 人物で あるから 竞に 平民 黨に叛 いて 貴族 黨に 降った、 具 

翁 は 正義 を 愛し たれ ど 彼 は 利益 を 愛する、 具 翁 は 人類の 友で あつたが 彼 は 英國人 (而も 其 下劣なる 部 

分) の 友で ある、 若し 彼の 何人た る 乎 を 知らん と 欲せば 吾等 は 態々 英國倫 動に 行て 彼の 俗人 的 容貌 を 

伺 ふの 必要 はない、 彼の 同類 は 横濱、 神戶、 長 崎 等 東洋 諸 港に 在留す る 彼の 固 人中に 數多 ある、 卽ち 

世界に 英國の 外に 國 なきやう に m 心 ひ、 英 人に あらざる 者 は 人に して 人に あらざる やうに 信じ、 口にす 

る 所 は 只 r 英國の 利益」 r 英國の 利益」 のみであって、 横柄に して 冷血、 商賫 上の 正直 は 守る なれ ど 

も 其 正直 は 利益 以外に 涉る ことなく * 卽ち 支那 人に 西洋 的敎 育を與 へしが 如き 者 は 吾人が 厘 次 我圃在 

留 の英國 人中に 於て 目擊 する 所で ある、 爾 うして チヤ ム バ ー レ ンと は卽ち この 支那 人に 西洋 的 敎育を 

授けし 者の 一人で ある、 卽 ち英圃 人に して 英國の 理想に 適 はざる 者、 ヲルヅ ヲスの 心 を 解せ す、 バ ー 

ンス の義： E なく、 父？^ の 宗敎と 博愛と より 全く 遠ざかりし 者で ある、 而 して 日本 國 がな マ 罔 同盟 を 結び 

し 政府と は 此の 非英國 的英國 人なる チヤ ムバ ー レ ンを 戴いて 其の 敎導 者と なす 者で ある。 


〇 チヤ ムバ ー レ ンの 政府と 同盟して 日本 は チヤ ムバ ー レ ンの敵 を 敵と する に 至った、 卽ち名 譽の死 を 

遂げし 南阿の ジ ュ ー ベル ド、 其 勇將ク ロン ヱ ー、 デヴ H ット、 ボ ー タ、 彼等は^！^^なチ ャムバ ー レンの 

響 敵で ある、 爾 うして 我等ん 「や チヤ ムバ ー レ ンと 同盟して 南阿に 於け る是 等の 自由の 戰士を 敵と する 

に 至った、 嗚呼 憐 むべき は 南阿の 愛！； 者で ある、 彼等 は 世界の 最大 强國を 相手に ニケ 年の 長き 11 獨立 

の 苦 戰を績 けて 来た、 彼等 は 東洋の 天地に 於て 彼等の 同情者が 起って、 其の 方面に 英國の 注意 を惹 き、 

爲 めに 彼等の 頭上に 鍾 まる 塑 迫の 減ぜら れんこと を 望んだ、 然し/十 や 彼等の 希望 は 全く 畫 餅に 馬した、 

同情者と 望みし 者 は 今 は 彼等の 敵と 同盟した、 東洋の 天地 は 今や 彼等に 希望 を 供せ ざる 者と なった、 

想 ひ 見る、 ヴハ ー ル 河の 邊、 ルス テン ベルグの 山中、 テヴヰ ット、 ボ ー タの族 下の 勇士が 日英 同盟 を 

斗に する 時に、 彼等の 失望 洛膽は 如柯計 であらう、 彼等 は 東洋に 君子 國 ある を 聞いた、 然れ ども 此君 

子國は 今や 薩長 人士と 云 ふ 其 最も 下劣なる 分子の 支配す る 所と なりて、 强に 屈し、 £ れを壓 する の 術に 

慣れて、 十字架 星 下に 自由の 爲 めに 戰 ひつ.^ ある 者が ある こと を 憶 はない、 東洋の 日本 國は 今や 君子 

國 ではない、 自由 は 巳に 我等の 裡 にもない、 我等 は 南阿の 同志 を 思 ふ 切なれ ども 我等の 上に 權を 握る 

者 は 我等の 理想の 人で はない、 チヤ ムバ， 'レンと 同盟 を 結びし 者は眞 個の 日本人に あらす して、 長 州 

人で ある、 之 を 悅ぶ者 も 亦 日本人に あらす して 肥 後人で ある、 彼等 南阿の 愛 國者は 長 州 肥 後 を 以て 日 

本の 部分と 思て はならない、 地理 的に 其 部分た る是 等の ニ國は 精神的に は樱 花園の 版圖 以外に 立つ 者 

<"<"<<"厶<:厶厶<3<:厶<:<1厶<3厶厶<1<1<<".<：  <"A 厶  <:厶<1<<3<"厶<3<：  A 厶 A 

である、 故に 此 日英 同盟なる 者 は實は 日英 同盟に は あらす して、 英國と 長 州との 同盟で ある、 北淸に 

△  △△<1<3<3<1<  厶厶 <3厶< ：厶 A 厶 厶  <:ム<3<1厶ム厶<-3<1 厶厶厶 厶厶<"<1<:<1<3<" 厶 厶<1<】<1 

於て 分捕に 從事 せし 者の 類が チヤ ムバ ー レ ンと 同盟して 更に 東洋 全體に 於て 分捕 を繼績 せんとす るの 

である、 故に 見よ、 長 州の 幾る」 時 は此條 約の 終る 時で ある、 我 も 今日より 南阿の 民と 共に 自由の 神 
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に 向って、 此 惡の府 の 一 日 も 早く 幾 れんこと を 祈らう。 

〇 俗人 耀は云 ふで あらう、 南阿の 亡 民 を 敵に 持った 處が 何の 害が ある 乎と、 是れ 九州 人の 張 本た る大 

1^ 们の言 ふ 所で あらう、 是れ 俗人の 猿 合體 なる 進歩 黨の 舆； i であらう、 肥 後人、 長 州 人、 屮 1： 人 等 は 

總て斯 く 信す るで あらう、 然れ ども 眞 正の 日本人 は爾 うは 信じない、 眞 正の 日本人 は 義人 を 敵と する 

の を 以て も： ra るべき こと、 信す る、 盖篛人 を 敵と する は 天 を 敵と する ことであって、 其 結 粟た る や 

, りひ r--.?-bc^  つま づ  ひき，.. 'す 

延 いて 永遠にまで 及ぶ からで ある、 古語に 斯うい ふ 一一 目が ある、 卽ち 「小 子の 一 人を礙 かする 者 は 1? 石 

を その 頸に 懸けられて 海の 深に 沈められる 方な ほ 益なる べし」 と、 世に 弱き 義人 を 失望せ しむる 程の 

St 惡 はない、 天 は 利益の 爲に 强と與 して 弱 を 悲境に 陷 らしめ たる 者 を 罰せす して は 措かない、 日本 國 

は 今や 其 明治 政府の 下に 南阿に 於け る 微弱なる 義人の  一 M 體ょり 彼等の 待ち望みし 唯一 の 希 51- を 取り 

去った、 雨して 天 は 決して 日本 國の此 無情 を 忘れない-, 口 本 國は其 無慈悲の 故 を 以て 罰せられ すに は 

止まない、 已に 朝鮮に 於て、 臺灣に 於て、 遼 東に 於て、 大罪 惡を 犯した る 日本 國は 今や 英國と 同盟し 

て 惡の 上に 更に 雜惡を 加へ た、 余 聚此事 を 思 ふて 氷水の 如き 者の 余輩の 身に 注がる k を感 する。 

OHy 故 に 今より 五 年を經 ざる 問に 日本人が 英國を 讚 賞す るの 聲は之 を呪吡 する の聲 となる に 相違な い ^ 

今日 此 同盟 を 祝せ ざる を 以て 時勢 後れの やうに 信す る 日本 全國の 新聞記者 は 五 年を經 ざる 間に 筆鋒 銳 

く 英國の 無情 を 黄め、 罪な き 余輩 基督 信者に 迫て 基督 敎國 たる 英國の 非行 を 責めよ と 叫ぶ であらう、 

然 かし 余 は 今日 此處 に斷言 して 置く、 余 は 其 時に 方て 其责に 常らない こと を、 余 は 今 nu 英 同盟の I 非 

-惡 なること を 明言す る、  < 水は此 同盟 あるが 爲 めに 日本 は 非常の 悲境に 陷る こと を豫 言す るに 廳路 しな 

い、 余 は 政治に 關係 しない 者で ある、 而 かも 余が 基督 敎を 信す るの 故 を 以て 後日に 至て 基督 敎圃 たる 


英國の非行を^^めょと余に迫まる老ぁるも、 余 は 其 時 其 要求に 應 じない ための 用意と して 此處 に此 一 

言 を 放って置く。  (『萬 朝 報』 二月 十七 口、 十八 =- 十九 =、 

再び 政治 を 排斥す 

(在米の 川上 君に 答 ふ) 

〇 在米の 友人 川 卜； ifS ぉ近顷 余に 書 を 寄 せられて 余が 政治 を 論ぜざる を 責めら る、 余 は 朝 報 紙上 に t; の 

書翰 を讀ん でより 玆 に. 冉考 三思して.；； 见に 亦た 君の 勸吿 に應 する こと 能 はざる を if ヮ 2 せんと 欲す" 

〇 余 に 政 治に 關 係せ よと 勸 めら る k は 雷 後に 向 て 地 に 降て. お 鸭と共 に 泥水に 田 蝶、 泥 if を 漁れと 命ぜ 

らる、 に 均し からん と 信す、 1^ の 知る 如く、 總ての動物は^！じからす、 日光 を 好む 鷲と 雲 街と あれば、 

日光 を 嫌 ふ 泥龜と 土龍 あり、 亦總 ての 人 は 同じから す、 昇天の 希望 を 有する 詩人と 哲人と あれば、 潜 

泥 を 愛する 政治家 あり、 故に 余は總 ての 人に 向て 詩人 たれと 勸 めす、 或る人 は 特別に 政治家た らんた 

めに 造られたり、 彼が 政治 を 愛する は 泥 趣が 泥 を 愛する が 如し、 彼等 は 宜しく 政治 を 語るべし、 然れ 

ど も ：リ， -.」 紅^と tB と は 泥中に 在て 變を 揚げ 5*- る 者に 非す。 

〇 今の 社 xt: は 職業 分擔 の社會 なりと 傳ふ、 肥 取 は 下肥 を 扱 ふべ し、 詩人 は 詩 を 作るべし、 詩人に して 

若し 肥 取りに 從 ^す るなら ば 是れ國 家の 大損 害なら す や、 政治家 は 社 會の肥 取りな りと は 余の 曾て 言 

ひし 虑、 彼等 は.：： n から 進んで 此臭 事に 常らん と 欲す、 吾人 何ぞ甚 んで此 等の 醜 兒に此 臭； 5^ を^せ ざる。 

〇 近頃 人 あり、 余の 許を訪 ふて に 次 囘の總 選舉に 於て 衆議院議員の-お 補 者と して 打て 出 でん 事を勸 
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む、 余 は 彼に 答て 臼く 「i ；、  <水を侮1^する何ぞ夫れ^^だしきゃ、 余 は -ill 族に も あらす、 亦 高 襟に も あ 

らす、 然るに 余に 勸む るに n 本 帝國の 衆議院議員 たる を 以てす、 余 不肖な りと 雖も米 だ：：：.； の 政治 

〔豕 たるまでに は gf, 落せす」 と、 客 ^び<ル の 家を訪 はす。 

〇 余に は 余の 好んで 爲し 得る 業 あり、 ^藤 博」 父 侯 は 國家を 調理す るの 大手 腕 を 有せられ、 ！？^寵身に餘 

るの 大政 治 家な りと 雖も、 而 かも ゆの 父兄に して 侯に 妙 船の 女子の 敎育を 託する 者と て は 一 人 も あら 

じ、 < ^は 小に して 國政 を談 する 能 はす、 然れ ども 幸に して < 水 は^ 藤 侯の 爲し 5£ ざる 事 を 爲し 得る と 信 

す、 余 は； 大 子に 寵 せられざる も 寡婦 孤兒に 愛せら れんこと を 求 ふ、 余 はやお 法 を 作り 得ざる も _ ^める 心 

に 多少の 慰藉 を 供し 得る を 信す、 < ^は 余の： 大職を 以て 滿 足す、 君 願く は W び 政治 を勸 めて 余の 平安 を 

妨 ぐる 勿れ。  (『^€朝報』 三月 十  一 u:} 

政治家 を賤む 

〇 政治 を賤 しめよ、 然 らば 政治 を改 むる を ん、 口 本に 於て 政： _ めの 腐りし 生なる 原因 は其餘 りに 貴 ま 

る.^ に 在り、 然れ ども 政治 は 素と ！れ 左程に 贵 きものに 非す、 之 を 殖産に 比し、 文學、 宗敎、 哲學に 

比して 政治 は 至て 劣等なる ものな り、 政治 を 其 適當の 地位にまで 引き 下ぐ るに あら ざれば 政治の 改良 

は $11- むべ からす。 

〇 政治 .：1^ 何者 ぞ、 彼 は 番頭の 一種に 非す や、 彼は國 家の 俗務 を 掌る 者、 其實 カを增 進し、 其 精神 を涵 

する の 高貴なる 地位に 居る 者に 非す、 然るに 彼 を E おめて 貴人と なし、 高官と なす、 是れ^ 頭 を 奉つ 


て 主人と 仰ぐ の 類に 非す や、 社 會の轉 倒 も兹に 至て 其 極に 達せり と 謂つべし。 

〇 番頭 を 尊んで 主人 を卑 む、 番頭に 位階 勳章を 給して 主人 を 奴隸視 す、 主人の 衣と 食と を 奪て 番頭 を 

賑ふ、 主人 は 其 田 を 荒され、 其 家 を 毀た る &に、 番. 頭 は 玻璃 窒內に 安臥す、 政治家なる 者の 越 櫬擅行 

此の 如し、 余輩が 政治家 を 糞尿 視し、 蛇蝎 視 する 亦 故な しと せんや。 

0 故に 今日の 政治家なる 者を賤 しめよ、 若し 途上に 彼に 會 すれば 彼の 影 を 避けよ、 彼と 食 を 共に する 

勿れ、 彼と 緣を 結ぶ 勿れ、 彼の 勳章を 視る時 は 是れ牧 斂の徵 章な りと 思へ、 彼 は 耕さす して 食 ふ 者、 

作らす して 單に 費す 者な り、 彼に 只 口 あるの み、 腦 なし 亦た 心なし、 彼 は 番頭た るの 本分 を 忘れて 主 

人 を 其 地位より 引き P 'げて 自ら 其產と 位と を 摩 ひし 者な り、 世に3^しむべ き 者に して. ^日の 政治家の 

如き 者 あらん や。 

〇 正義 を 愛する 眞 正の 日本 男子よ、 汝 謹んで 今日の 政治家と なる， ぺれ、 汝、 何 を 好んで 政治家の 群に 

人て 汝の國 と 心と を 欺かん とする、 汝は 政治家と 成って 國を救 ふ 能 はす、 汝は 野に 在て 耕すべし、 ェ 

場に 在って 働くべし、 而 して 天然が 暴風と 地震と 徵 毒と を 以て 今の 政治家なる もの を 悉く 勦滅 する 時 

を 待つべし、 此時 jtm し 遠き にあら ざるべし、 政治家 ならざる 者が 政治 を 主る 時 は 到らん、 吾等 謹んで 

其 時 を 待て 可な り。  (『萬 朝 報』 三 力 十五 日) 
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杜 軍の 大勝 利 


〇^ 洋の 君子 國 なりと 稱 する 日本 國と 世界の 基督 敎國 なりと 自稱 する 英國 との 間に 同盟の 約 成て、 日 

本 岡に 於て は 官民 相 合同して 全國到 る處に 日英 同 盟 祝賀 會な る 者 は 開かれ、 狂醉姹 歌して 泰平 を n ひ 

つ k ある 時に 方て、 南阿に 於け る 一 團の 愛國者 は、 此 同盟 を 耳に して 一 時 は 非常に 落膽 せし ならん も、 

天 其 孤 獨を憐 み 給 ひけん、 近頃に 至て 二 11 の 大勝 利 を 彼等に 與へ、 以て 日本 國の 外に も尙ほ 頼るべき 

もの ある を 彼等に 示し 彼等の 心を强 うせし のみなら す、 亦 世界 幾 干 萬の 彼等の 同情者 をして 玆に 一 時 

の愁 を il くの 快 を 感ぜし めし は、 余輩の 玆に 正義の 爲め、 將た叉 人道の 爲 めに 深く 感謝して 止ま ざ 

る；^ なり 0 

〇、、 テラ リ ー 將： m 干 六 百の 杜軍を 率ゐ、 英將 メシュ ー H ンの 引率す る 一軍 を 襲 ふ、 英軍大 に 敗れ、 死す 

る^ i: 十、 傷 を 食 ふ 者 七十 五、 捕虜と なりて 杜 軍に 降りし 者 一 一 百、 而 して メシ ュ ー H ン將車 自身 も 腿 

に if? 傷して 捕 腐の 巾に ありと、 是 豈開戰 以来の 大勝と 云 はざる ベ けんや、 メシュ 1H ンは 曾て モッダ 

1 河 を 挾んで ク a ン H 1 將 軍と 雄を爭 ひし 者、 而 して ク 口 ン ヱ ー 三千の 味方と 共に 十五 萬の 英 軍の 園 

む 所と なり、 衆 {4 敵し 難く、 終に 英- 幕に 降る や、 英軍は 彼と 彼の gf^ 士とを セントへ レナの 孤島に 移し、 

彼等 今尙ほ 彼處に i. 吟 しつ i あり * 然るに 今や メシ ュ 1 H ン將軍 同じ 運命に 遭 ふ、 知らす、 杜 軍は英 


軍の 如くに 無情に して、 彼 を 荒漠人 無き 所に 移して ク 口 ン H  ]• の 龍： に 報ん とする 所 ある 乎、 余輩 は杜 

軍の 公義 を 信す る 厚き が 故に 其 決して 然ら ざる を 信じて 疑 はす。 

oft に はデゥ H ット將 軍 英國の 輜重兵 三百 を生擒 にし、 今 亦 デラリ ー 將軍此 勝 を 得たり、 杜 軍の 士^ 

玆に 一 段の 挽囘を 得て 南阿の 自由 は 今や 復 たび 全く 希望な きに 非ざる に 至れり。 

〇 言 ふ を 休めよ、 余輩が 日本画の 同盟 國 なる 英國の 敗 を 聞い て 悅ぶは 日本 國に對 しての 不忠な りと、 

余輩 は 日本 國を 愛する に 於て は 何人の 後に も 出 ざらん と 欲す、 余輩 は 日本 國を 愛す、 故に 杜國 に對し 

て 深き 同情 を 表す、 乞 ふ 少しく 其 理由 を 述べん。 

〇 杜國は 今や^ 界の 自由の ために 戰 ひつ k あり、 や-かも 二 干 二百 年の 昔、 希 臘が波 斯に對 して 世界の 

自由の ために 戰 ひしが 如し、 彼 時に 於て 小なる 希 隨が大 なる 波斯 の壓碎 する 所と なりし ならん か、 八， 

や^ 界に 自由な く、 憲法な く、 隨 つて 今日の 英國も 日本 もなかり しゃ 必 せり、 今 若し 杜國 にして 全く 

英 軍の 破 碎 する 所と ならん か、 帝國 主義なる 舊 時の 壓制は 終に 世界に 普き を 得て、 小 國は兹 に 存在の 

某 礎を危 くせられ、 世界 は 終に 二三 强國の 有する 所と ならん、 微弱なる 杜軍は 其 身に 於て 帝國 主義 

の 銳鋒を 受けつ、 あり、 彼に して 之 を 挫か ざらん に は、 其 災害 終に 東洋の 吾人にまで 及ばん。 

〇 英圃 をして 日本と 同盟せ しめし 主なる 原因 は 南阿に 於て 其際會 せる 危機に ありと す、 若し 此 危機に 

して：：^ せ ざらん 乎、 英國何 を 好んで 彼が 常に 賤視 して 止 まざりし 日本 阈と 同盟 せんや、 故に 若し 南阿 

戰爭 にして 速に 結了 を 告げん 乎、 是れ日英同盟の主なる動機の取去らる&1«^-にして、 其 結果た る や 何 

人 も 之を豫 察する に 難から ざるべし、 南阿に 於る 杜 軍の 勝利 は 利益の 一 點 より 兄る も 口 本人の 度外視 

すべから ざる 事な り。 
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〇 然れ ども 余輩 は 我！： 今日の 政治家なる 者に 傲 ふて 利益の 點 より 此事を 打算せ す、 杜軍は 一 一十 世紀に 

於け る 人類の 自由の 爲 めに 戰ふ 者な り、 故に 杜 軍の 勝利 は 自由の 勝利な り、 而 して 自由の 勝利 は 亦： n 

本の 勝利なら ざるべ からす、 余 が 曾て 論ぜし 如く、 日英 同盟なる 者は實 に我國 一部の 政治家と チヤ 

ムバ， 'レン 內閣 (余 鞏は 殊更に 斯く云 ふ) との 間に 締結され し 同盟に して、 特に 正義 を 愛する 日本人 

と 人道 を 愛する 英國 人との 間に 成りし 者に 非， す， 若し 倫理 學 者の 眼より 之 を視れ ば是れ 一 種の 野合 的 

同盟に して、 將 來の歷 史家に 依て 甚く 非難 さる k 所の 者た る や 敢て疑 を納れ す、 此： M 盟 にして 其 nw 的 

とする 功 を 奏せ ざらん こと は 余 の 信じて 疑 はざる 所に して、 其遲 かれ 早 かれ 我 國の大 恥辱と なりて 

終らん こと は 天の 命 數と云 はざる ベから す、 余^ は實. に此 同盟の 結ばれし 事 を 兩圃の 爲に悲 む 者な り。 

〇 此 時に 方て 杜 軍の 大勝 利 を 耳に す、 是れ 何事 を 吾人に 敎 へんと する 乎、 卽ち 勢力の 親む に 足らざる 

事是 なり、 二十 五 萬に 餘る大 軍 を 以て 一 萬に 滿 たざる 小 軍に 當る、 而 かも 大敗 相次ぐ、 英！； と 結んで 

露に 當るも 佛に當 る も 若し 正義の 確信 我に なくん ば、 我 は 却て 大敗 を 取らん のみ、 然れ ども 若し 日本 

人 四千 萬に 杜人十 萬の 懊く 所信 あらん か、 宇內 何物 か 怕る& に 足る 者 あらん や、 吾人 は英と 結ぶ を 要 

せす、 又 露と 力 を 協す を 要せす、 吾人 は 獨立獨 歩して 世界に 澗步 する を 得るな り、 民に 確信な きが 故 

に 大國と 結ぶ の 必要 は 生ぜし なり、 日本 國の 運命 は _ め し 杜國の それに 比べて 實は憐 むべき 者に 非す や" 

〇 語 を 寄す、 余輩の 愛する 同胞よ、 南阿の 民に 深く 學ぶ所 あれ、 勢力 は 兵に 非す、 軍艦に 非す、 勢力 

は 確信に あり、 民の 結合に あり、 今日の 日本人の 如く 同胞 相 欺き、 我利 是れ 求め、 政治 は 利益の ため 

にの み 論ぜられ、 農夫 田 を 荒されて 訴 ふるに 所な し、 國狀斯 の 如くに して 十三 師 ffl の 陸軍と 二十 萬顺 

の 海軍と は 何の 用 ふる 所 か あらん、 吾人 深く 此に鑑 る 所な かるべ けんや。 (『萬 朝 報』 三月 十六 日) 


聖書 を棄 てよ と 云 ふ 忠告に 對 して 

斯く言 ふた 者 は 故 田 中正 造 君で ある、^ は救濟 事業の 熱心に 驅られ て 斯く言 ふ たので ある. 故に 佘は 勿論 君 

を 恨まない。 (大正 三年 發行 『感想 十 年』 所收の 本文の 附言— 編者) 

〇 个は 聖書 を 菜て 起つ 時で あると 云 ふ 人が ある、 と 云 ふの は 聖書の 研究 を棄て 社會的 事業に 從事 せよ 

と 云 ふこと である さう だ、 然し 我等に は 其 意が 少しも 受け取れない。 

〇 先づ 第 一 に 聖書 は 吾等 の 靈魂 の糧 である、 聖書 を棄 てよ と は 吾等の 兵糧 を 禁て よと 云 ふ のと 同然で 

ある、 ^に 兵糧な くして 戰爭に 出よ と 曰 ふ 者 ある を 聞かない、 而 かも 聖書 を 菜て，^ 起てよ と 言 ふ 人 は 

兵 精 を雍て k 戰爭に 出で よと 勸 める 者で ある。 

〇 往昔 英吉利の コロン ゥ H ルゃ、 瑞 典の ガ スタヴ ハス ァ ドルフ ハス や、 佛蘭 西の コリー 一 H 1 等が 出陣 

せんとす る や、 彼等 は 敵に 當る 時の 最良の 武器と 心得て、 日常 彼等の 兵士 をして 深く 聖書 を 研究せ し 

めしの みならす、 戰 場に 臨めば 殊更に 其 一句 を 心に 留て火 石の 中に 身 を投ぜ しめた、 現に 南阿に 於て 

自由の ために 戰 ひつ、 ある ボ— ァ 人 は 朝な 夕な に 聖書 の 語 を 以て 彼等の 心を强 めつ、 ある。 

〇 第一 一に 聖書 を棄 てる やうな 者 は 起つ ことの 出来ない 者で ある、 起つ と 云 ふの は 何にも 必 しも 聲を張 

り 上げて 社會の 腐敗 を 叫ぶ と 云 ふこと ではたい、 神の 聖旨 を宜べ る 事、 是が眞 個に 起つ と 云 ふ 事で あ 
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る、 祌の聖 語は兩 刃の 劍の 如き 者であって、 n::^ を 以てして 始めて 亂 麻の 如き 社 曾 問題 を 一 刀 兩斷の 間 

に 決する ことが や 3 來 るので ある、 架 書に 依らざる 社 會問题 の 解決なる もの は 皆な 悉く 不公平なる 者で 

ある、 今 CI 吾人の nn 前に 横 はる 大 問題が 一 つも 解決せられ な いのは 全く 今 U の 社， 的 運動 者に 聖書の 

智識と 素養と が缺 乏して 居る からで ある、 故に 彼等 は 只噪ぐ 計りで 一 つも 問題の 解決に 達しない、 彼 

等 は^に 無理 相談 をのみ する 者であって、 道理に 適 ひ 常識に 合 ふたる 答案に 達する ことが 出来ない、 

や 右し 彼等が 吾等に 向て 聖書 を棄て 起てと 喊 ぶ 代りに 彼等 自身が 少しく 社會 運動 を棄て k 靜肅 なる 聖書 

の 研究に 從 事したならば、 彼等の 解決 せんと 努めつ \ ある 社會 問題の ために 如何 計りの 利 (钕 であるか 

知れない、 吾等 は實に 彼等に 此 事を勸 めた く ふ^で ある。 

〇§^,書を雍て社會が改良され國家が救 へ るなら ば 之 を棄て もしゃう が、 然し是 を 人類の 過去 一 一千 年間 

の 歴史に 照らし 見て 聖書の 研究 は社會 改良の 最良 法で ある こと を 吾等 は 疑 ふこと は屮 I 来ない、 是れ吾 

等が 架 書を棄 てることの 出来ない 第三の 要點 である、 吾等 は 確に 信じて 疑 はない、 渡 良 瀬 川 沿岸に 聖 

書の 行渡る 時 は鏑毒 問題の 解決 せらる \ 時 である 事 を、 勞働 者の 中に 聖書 智識の 普及す る 時が 勞働問 

題の 解決 せらる &時 である 事 を、 聖書の 敎 ゆる 人生観が 人の 懊抱 する 所と なりて 如 3： に 困難なる 社會 

問 题と雖 も 解決せられ ない 事 はない 害で ある、 聖書 を 以てせざる 社會 改良なる 者 は^な 表面的の 改良 

である、 卽ち淺 く：：！^ の 傷 を 癒して 安し 安し と 云 ふ^で ある、 吾等の 所謂 社會 改良なる もの は 其 様な も 

ので はない。 

〇- 吾等 は 聖書 を 以て 人の 靈魂を 救 はんとす るので ある、 卽ち 世の 罪 惡を其 根本 に 於て 絶たん と 欲する 

ので ある、 娥 者に 食 を 給す るの は 一時の 救助で ある、 其靈魂 を^ ふの は 永遠に 涉 るの 救助で ある、 爾 


うして 吾等 は 聖書 を 研究して この 深い 永い 救 濟に從 事 せんとす るので ある、 故に 吾等 は 架 書を棄 てる 

こと は 出来ない。 

〇 然し 斯く云 ふ も 吾等の 此ー 一一 一口の 日本人 多数の 人に 受納れ られな いのは 吾等 は 能く 承知して 居る、 日本 

人 は 大抵 政治家で ある、 卽ち 政略家で ある、 彼等 は 政治的に 世が 救 へれば それで 救へ たと 思 ふ 者で あ 

る、 彼等 は 吾等と 異なりて 政治 や 社會に 非常に 重き を 置く 者で ある、 彼等 は 人 は肉體 であると 思 ふて、 

靈魂 であると は 信じない、 故に 彼等の 目から 見たならば 吾等の 爲 しつ & ある 事 は 非常に 迂遠の 業の や 

うに 兑ぇ るに 相違ない。 

〇 然し 吾等に は 吾等の 意見が ある、 爾 うして 吾等の 此 意見なる もの は 吾等が 今 曰の H 本の 政治家 や 社 

會改 良家から 學んだ 者で はない、 吾等の 社 會學の 先生 は 主 イエスキリスト である、 叉 彼の 弟子なる 使 

走 バウ e: である、 叉 詩人 ダンテで ある、 ヲル ヅヲス である、 力 —ライルで ある、 口  H ル である、 ヮル 

ト ホイット マ ン である、 斯う 云 ふ 人達 は 日本 今日の 政治家 ゃ社會 改良 家と は 全く 異 りたる 人生観 を 吾 

等に 敎 へて 吳れ る、 故に 吾等 は是等 世界の 敎師に 依て 歩まん とする ので ある、 日本 今日の 大家に 何ん 

と 云 よれ やうと も そに は 吾等が 少しも 意に める 所ではない。  (『聖書 之 研究』 三月 二十日) 
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聖書の 研究と 社會 改良 

叨治 卅 五 年 三 rrcM 一  日 来京神 g  ^11"年<^1館 に 於 て 

架 書 は _：^」 だ 古 い 書であります、 其 最も 新し い 部分と 雖も今 を 去る 干 八 百年 程 前に 書かれた る もので 

あります、 雨う して 斯 くも 古い 書が 現在 の^を 改良す るに 力が あると 言 ふので あります、 私 は 玆に難 

題 を^け たやうな ものであります。 

若し マ— シャル の 『經濟 論』 が 現 時の 社會 改良に 益が あり、 力 ー ル、 マックスの 『資本論』 が勞概 

問題の 解釋に 功が あると. S- しますならば、 誰も 直に 之を肯 ひませ うが、 然しながら 干 八 百年 以前に 成 

つた 書が 今日 尙ほ 吾人の 社會を 改革す るの 力 を 具 へ て 居る と 申します るの は 何やら 荒唐無稽 を 語る や 

うに^ えます。 

夫れ 故に 私の 如き 者が 目下 赛ら 聖書の 研究に 從 事して 居り ますれば 多くの 人 は 種々 の 批評 を 加 へ て 

私 を 嘲ります、 或 人 は 私 は 世に 當 るの 一 氣 がない から 古典の 背に 匿れ るので あると 屮 します、 彼等 は 

私に 聖書 先生の 名を與 へて 吳れ まして、 私 を 腐れ 儒者の 一種と 見做します、 叉 或る人 は 私 は道樂 のた 

めに 古典の 探究に 從 事す る の で あると 思 ひ ます、 卽ち 聖書の 研究 は 骨董 を 弄ぶ が 如き 者でありまして、 

^に 害 はたき 事 なれ ども 去れば とて 此活 世界に 必要の もので はない と 思 ひます、 故に 或る； f 名なる 社 


會改 良家の 一 人 は 私の 事業 を 評する と 同時に 巾され たさう です、 卽ち 「今 は 聖書 を 棄て& 起. つべき 時 

である」 と、 卽 ちん 「ゃ國 家 滅亡に 瀬して 居る 此際 聖書の 研究な どに 從事 する 時で はない と 申された さ 

うであります。 

成程 或る 場合に 於て は斯ふ 云ふ考 への 起る の も無现 ではたい と B わ ひます、 世に は 無益なる J 曰の 研 

究 があります、 卽ち 骨董 的の 聖書の 研究が あります、 卽ち 聖書 時代の 風俗 習慣 を 探る と稱 し、 叉 は 其 

制度 文物 を究 むる と唱 へまして、 聖書 を 以 て 考古學 の 敎科書 の やうに 心得 ま して 其 研究に 從事 する 者 

があります、 或は 近來 世に 稱 する 高等 批評なる 者 は 聖書 を聖ぃ 書と 見做さないで たぐの 古 ひ 書と 思 ひ" 

其 記 率 を 分析し、 之 を取壞 して 叉 立直さん とし、 或は アブラハム は實 在した と 云 ひ、 叉 は 想像 的 人物 

であると 云 ひ、 或は ヤコ ブは月 神の 具體 であって、 彼に 十二 子 ありし は 年に 十二 ヶ月 ある を 示し、 彼 

に 五 人の 妻 ありて 七十 一 一人の 孫 ありし こと は 五日 を 以て 一 週に 箅 へし 週間が 七十 一 ー囘 綾いて 一 年卽ち 

三百 六十 日 を 作る ことで あるな ど. E- します、 変 書 も 斯う 云 ふ 風に 研究され ますれば 至て 面白い もの \ 

やうであります るが 然し 若し 是れが 聖書 であります るなら ば 聖書と は 志士 が 世に 處 する に當て 必要な 

る 書で あると は 思 はれません、 若し 是れが 曰の 研究であります るなら ば 之 を棄て 起つ のが 吾人 今日 

の爲 すべき 事で ある 乎 も 知れません。 

又 世に は 之と 正 反對の 聖書の 研究が あります、 卽ち 別に 其 文意 組織 等を究 むる ことなく、 只 盲滅法 

に 之 は 神の 辭 であると 信じ、 其 中に 一 點の 錯誤な きと 信じ、 其 言に さへ 賴れば 何事 も 明瞭なる やうに 

ふて、 たに 其 章句 を引證 して 事物の 解釋を 試みん とする 者が あります、 然しながら 私共 は 之 を稱し 

て 聖書の 研究と は 申しません、 是れは 聖書の 暗誦でありまして、 其 研究ではありません、 若し 聖書 は 
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之 を 暗誦して 事の 了む も ので あ ります るなら ば 私共 は 3： に も 骨 を 折 つ て 其 科學的 攻究 に 從^ する 必 要 

はありません。 

|^1書 の 研究と は 聖書 の 文學的 解剖で もなければ 亦 考古學 的考證 でもありません、 然れば と て 其 盲目 

0O0O0000O00O0O0  OOO0 〇♦  00000 

的 暗 謡に 研究の 名 を 下す こと は 出来ません、 ^書の 研究と は 聖書 を 其 始めより 終りに 至る まで 一 貫す 

る 或る 一 種 特刖の 精 祌を發 見す る ことであります、 其 記載す る isSf 項 は 一 人種と 一 地方と に關 したる 事 

であります るが、 然しながら 此 事項に 由て 顯 はれた る 精 祌は實 に 神の 奥義でありまして、 n;,l れは， と 

共に 移る 者で なく、  r:li- は 往昔 も 今 n も 人 を 救 ひ、 社 會を改 むる に效 力の 著しい 者であります、 聖書の 

研究と は创^ 記の 始 より 默示錄 の 終りに 至る まで 其 中に 含まれて ある 所の 一 稲 異様の 人生 觀の 探究 を 

口 的と する もの であります、 雨う して 斯か る 研究 は 今日に 於ても 決し て 無益 の 者ではありません。 

聖書 を眞正 に 研究した 事 のない 人は斯 くも 貴い、 斯 くも 珍奇なる 眞理が 斯も古 い 書の 中に 實 在して 

居る と 聞いて 之 を 疑 ひます、 聖書 は 今日の 處 では 至て 普通の 書でありまして、 何れの 古本屋に 行ても 

些少の 金を投 すれば 購 ふことの S 來る 書であります、 斯 くも 慣 値の ない、 斯 くも 有舊 たる 書の 屮に斯 

くも^い 眞理が あらう と は 誰も 思 ひません、 然しながら 私共 人 「日 此舊來 の 書 を 手に 取て 其 中に 伏在し 

て ：5 る 所の ilM 珠の 如き 眞理 を發 見し ました 時には 丁度 コ ム ブスが 始めて 亜米利加 大陸 を發 nj- した 時 

の やうに 悅 ぶの であります、 卽ち. M 書 に 記いて あります 通りに 此天國 の 眞理は 畑に 藏れた る寶の 如く 

人 之 を 着 出さば 之 を秘し 喜び 歸り て 其 所有 を 盡く賣 り て その 畑 を 買 ふやうな もので あります (馬 太傳 

十三 章 Mrais)、、 是は實 に 古い 新い 眞理 であります、 是は 保羅、 彼 得、 約 翰の 眞理 ではなく して、 是 

は 私の 發 見した 眞理 でありまして、 私自身の 眞理 であります、 ル，' テルの やうな 人が 聖書 を 自分の 胸 


に 當 て 是れ 我が 書な り と 叫び ましたの は 決して 理由の ない 事ではありません、 此在舊 たる 書に 此 新ら 

しき 眞 现を發 見して 私共 は 足の 下に 珍 寶を發 見した やうに 喜ぶ のであります。 

SE、 社會 改良と は 何であります るか、 令 日社會 改良と 中し ますれば 隨分 漠然たる こと を 首 ふので あ 

りまして、 多く は是れ 弊風 排除、 ？^^；惡動儘に外ぁりません、 然しながら 社 會の罪 惡は之 を 摘 發し之 を 

詰責 すれば とて それで 社會が 改良され る もので あるか、 是れ大 なる 疑問でありまして、 實際此 事に 當 

て 居る 人も斯 かる 改良 法に 多くの 信用 を 置いて 居らぬ やうに 見えます、 靠惡は 道德的 疾病であります 

から 外より 之 を切斷 して 必 しも 癒 ゆる 者ではありません、 社 會とは 多くの 人が 考 ふる 如き 單 純なる 組 

錄體 ではありません、 隨 て社會 的， 3! 惡の 如き も 之 を 責め立てた ばかりで 正す ことの 出来る もので は あ 

りません、 社會 改良 は 至て 易い やうで 最も 困難なる 業で^ります、 是を行 ひます るに は 多くの： s^;- 湫を 

要します るの みならす、 亦 深き 智慧と 强き 能力 を 要します、 直に 人の 良心 を 改良す るに あら ざれば 社 

會の罪 惡は拭 へ る ものではありません。 

. 曾て 或る 辯 士が此 高 壇から 演 ベら れ ましたが、 種 々雑多の 社會の si^ 惡も之 を詮じ 詰めれば 一 一個の 罪 

惡に歸 する ので ありまし やう、 卽ち 利愁と 好色の 二つに 歸 着す るので ありまし やう、 故に 若し： E にか 

の 方法 を 以て 此等 ニ假の ii; 惡を其 源 に 於て 涸す ことが 出來 ますれば、 是れ 社會の 1  非 惡を其 本に 於て 

絕っ ことで あるに 相違ありません、 而 して 若し 此 病根 を 絶た すして、 いくら 其 結果 を 責めた 所が、 是 

れ單に 一 時 を 繕 ふに 止て 永久の 治療で ない 事 は 誰も 能く 知って 居ます、 如何して 人の 利愁と 好色の 念 

を 潔め る ことが 出來る 乎、 或は 是れ實 際出来 得る 事で あるか、 れ 大に猛 共の 攻究すべき 問題で ぁリ 

ます。 
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若し 利 慾 は 人の ra: 冇の 性であって、 之 を 絶つ こと は 到底 出來 ない、 卽ち人 は 利愁的 動物であって、 

彼より 利 慾 を 絡つ は 彼 を 殺す に 均しな ど 云 ふ 人が ありま すれば 其 人の 社會 改良なる 者 は 甚だ 覺^ な い 

者で あると 思 ひます、 然しながら 多くの 人 は 殆んど 之に 均しき 人生 觀を懷 きながら 社會 改良 を 喊んで 

居る やうに 思へ ます、 卽ち人 を 利 慾 的 動物と 見做して、 一 の 利愁を 抑へ るに 他の 利愁を 以てし、 卽ち 

利益の 調和 を 謀て 世に 平和 を來 らせんと して 居る 人が 世 問 普通 一 般の 政治家 ゃ憂國 家と 稱 へられる 人 

達 で ある やうに 思 はれます、 然しながら 斯 の 如くに して 成つ た 平和 は 極く 皮相 の 平和で ある こと は 誰 

にも 能く 解ります、 軍隊と 巡 茶と 法律と を 以て 維持され て 居る 平和 は實は 平和ではありません、 是れ 

は 何時 破裂す るか 知れない 平和で あり ます、 斯の 如き 狀態 に 在 る社會 は 危險 極ま る 社會 でありまして、 

私共 は 之 を 以て 到底 滿足 する こと は 出来ません、 若し 平和が 平和なら ば是れ 人の 心の中から 起った 平 

和でなくて はなり ません、 利 慾 其 物を斷 つに あら ざれば 社 會の眞 正の 平和 は 望めません。 

玆に 於て 聖書の 吾人に 傳 ふる 社 會改 良法の 實に 非凡 卓越に して 到底 人智の 思 ひ 及ばざる 所の もので 

ある ことが 解ります、 聖書 は 利 慾の 實在を 認めます、 亦 その 社會の 爭亂 腐敗の 主なる 原因の 一で ある 

こと を 認めます、 然しながら 此事を 認める と 同時に 此罪惡 の 怪物 を 討伐 勦滅 する に 足る の 能力 を 私共 

に與 へます、 i^J 曰 は 利 慾 を 以て 殺し 難き 敵で あると は 信じません、 聖書 は 利愁に 勝る 强き 能力 を 私共 

に與 へまして、 私共 を 利慾以 上 の 人と 成します、 聖書 に 依ての み 私共 は 萬 正 の 無愁 の 人と 成る こ と が 

出来ます。 

聖書 は 人 を し て 其利愁 の 念を絕 たしめ、 之に 代 ふるに 他 を 救 はんと 欲する の 聖慾を 以てせし め まし 

て 社 會を其 根底より 改めます、 爾 うして 私共 は 世に 此事 を爲し 得る 勢力 は 聖書の 基督 敎を 除いて 他に 


決して 無い 事 を 信じます。 

利 慾 を 殺ぎ 之を聖 化する に此 くも 偉大た &る 功力 を 有する 聖書 の 敎訓は 利 慾の 姉妹と も稱 すべき 好色 

の 惡に對 しても 同一 の 權能を 採 ひます、 能く 人の 稱 ふる 所であります るが 若しせ に 婦人なる 者が な 

くば 世に 罪惡 なる 者 は あるまい との 事であります、 西洋で も 日本で も 同じ 事でありまして、 モラ リチ 

1 又は 品行と 申し ますれば 曰 はすして 男女の 關係を 指して 言 ふので あります、 品行方正なる 人と は盜 

まない 人、 友 を陷れ ない 人な ど を 指して 稱 ふに は あらす して、 男女の 關 係の 淸ぃ人 を 謂 ふので ありま 

す、 此 世の 罪 惡は總 て此關 係の 紊れ るより 素 まる 者でありまして、 若し 此關 係が 淸潔 であり、 神聖で 

ありま すれば 扉 惡は其 泉を絕 たれた と 言 ふ て も宜 う 御座い ます。 

若し 此事を 疑 ふ 人が ありま するならば 今日 世の 人が 叫號 して 止まざる 社會 的罪惡 の 一 二に 就て 考へ 

て御覽 なさい、 かの 目下の 社會的 SSi 業の 首と も稱 ふべき 足 尾鑌毒 事书に 就て 考 へて 御 覽 なさい、 渡 良 

瀨川 沿岸 十数 萬 人の 家 を 壞ち食 を 奪 ひ、 其 辜な き嬰兒 の^ 汁まで を 涸らせる 者 は 何であります か、 是 

れは 勿論 足 尾の 鎮 山より 流れ 來る 銅毒砒 毒で あるに 相違ありません が、 然し、 此鑌山 を 掘り 叉 掘らし 

むる 動力 は何處 にあります か、 鑌 毒の 奥に 更に 鑌 毒よりも 更に 激甚なる 害毒が あるので はありません 

か、 是れは 山から 出る 毒で はなく して、 人の 心に 湧き出 づる 毒であります、 是は 日光 山脈に 潜む 毒で 

はなく して、 東京の 中央に 於て 醸されつ \ ある 毒であります、 若し 何に かの 方法 を 以て 東京に 於け る 

此 害毒の 源 を 絶つ ことが 出来 ますれば 足 尾の 鑛業は 其 日の 中に 停止され まして、 幾 萬の 民 は倐 にして 

餓死の 恐怖 を撒囘 する に 至り ませう、 足 尾篛毒 被害 問題と は贲は 婦人問題 であると 申しましたならば 

人 は 之 を 一 笑に 附 しませう が、 然し S 非 惡の泉 源の 何處に 潜伏し 居る か を 能く 知る 者 は 此事を 聞いて 決 
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して 怪 みません、 淸ぃ 家庭に 樓 むで 居る 者は數 萬の 人の 家^^を 破壞す る やうな 事業に 安閑と して 從事 

して 居る こと は出來 ません、 愛情が 腐れて 家庭 は 紊れ、 家庭が 紊れ て肉愁 益々 口 印 進し、 其 結 某 娃縱と 

なり、 放埒と なり、 終に 冷酷なる 心情と なりて 兹に 前代未聞の 悲劇 を演 する に 至った のであります。 

若し 帝國 三百の 代議士が 皆な 悉く 一 夫 一 婦を實 行す る 人であります るなら ば議會 今日の 腐敗 は 私共 

の 耳に する 所でない に 相違ありません、 日 木 國の社 會を其 根底に 於て 獨す者 は 腐れた る 政治家 輩の 腐 

れ たる 情念であります、 國 家に 對 する 彼等の 觀 念が 卑陋なる のではありません、 神の 造り 給へ る 最も 

祌 なるべき 婦人に 對 して 彼等 旣に^ 劣 を 極む る 念 を懷く 者であります から、 總 てのものに 對 する 彼 

等の 股識が 陋劣になる のであります、 佛國 革命 時代の 偉人 ミラ ボ ー が 幾囘か 歎じて 申しました、 「1 

に國 家を濟 ふの 大抱食 大經綸 ありと 雖も之 を 決行す るの 確信がない」 と、 蓋し 彼 は 婦人に 對 して 淸淨 

い 人でありませんで した 故 に 彼 は 何物 か 彼の 胸中に 在て 彼の 信念 を 抑壓す る の を覺 えたので ありま 

す、 情念に 於て 汚れた るミ ラボ ー は 大經綸 を 抱きながら 彼の 愛する 佛國 を^ ひ 得すして さしく 不歸の 

客と なりました、 妻女の 事是れ 私事の みな ど唱 ふる 日本 國の 政治家 達 は 未だ 人生の 何たる 乎 を 知らな 

い 人達で あると 思 ひます。 

情愛の 事 は 決して 私事ではありません、 總 ての 高貴なる 總 ての 莊嚴 なる 思念 は此 泉より 流れ出る 思 

想の 水 を 以て はる、 者であります、 今日， 差した る 害な しとて 據き小 說に眼 を 曝す 者 は 其 害毒 を 非常 

に悔 ゆる 時が 來 るに 相違ありません、 情愛に 於て 潔から すして 吾等 は異敢 なる 事 は 出来ません、 雄 辯 

なる もの は 確信の 發顯 であります、 情愛の 潔から ざる 所に は 確信が ありませ ぬ 故に 雄 辯なる 者 はあり 

ません >  1 夫 一 婦の 法律案の 提出 さる、 たび 毎に 之 を 一 笑に 附 して 議題と も爲し 得ざる 我 國の議 < ^に 


雄 辯なる 者の 絶えて 無 いのは 決して 怪しむ に 足りません、 淸淨 なる 思想 を 勇ましく 演 べるのが 雄 辯で 

あります、 旣に？ Sf? 氣 なく、 亦 淸淨雪 を 欺く の 思想な き我國 今日の 政治家の 口より 世界に 響き渡る 雄 辯 

のな き は 決して 怪 むに 足りません。 

如何にして 學 生の 品行 を 取締らん か、 是れ 目下 敎育 上の 大 問題であります、 品行 は 規則 を 以て 取締 

る ことの 出来る ものではありません、 大家の 格言 を 幾 囘讀み 開かしても 心情 を 潔め る こと は出來 ませ 

ん、 御覽 なさい 我國學 生の 腐敗が 過去 十 年間 絶えす 唱 へられた るに 係 はらす、 其 墮落は 日々 に 益々 甚 

だしいで はありません か、 國疲の 經綸を 口にし、 社會の 改良 を絕 叫す る學 生の 口より 度々 漏れ 出る-ぼ 

話なる 者 は 何 を 示します るか、 是は 彼等の 心の奥底に 潜伏す る 腐 死の 空氣 を； 1^ す 者ではありません 乎、 

淸き靑 年と 汚れた る靑 年と は是で 分る のであります、 試驗 毎に 好成績 を 奏する 者が 好靑 年で はあり ま 

せん、 其脣に # て 汚穢の 言葉の 浮び 出し ことなく、 若し 過って その 之に 觸る X こと あれば 赧額 羞恥、 

措く 所 を 知らざる 者が 吾人の 望を囑 すべき 靑 年であります、 而 かも 斯の 如き 靑年は 今 は 何處に 居り ま 

すか、 都下 幾 萬の 靑年 は此 羞恥の 感覺に 於て 過敏なる 者であります か。 

玆に 於て 叉^ 書 研究の 必要が 來 るので あります、 曾て 詩人 口 ー H ルが 申しました 通り、 基督 敎に依 

ら すして デ セント (端正) なる 社會の 成った 例はありません、 成程 一一 百 語、 動作、 衣裳 等に 於て 禮^ 正 

しき 社會が 基督 敎 なくして 出来た 例 は あるか も 知れません、 然しながら 邪念 を 全く 其 原に 於て 絕ち、 

謹んで 之 を 語らざる にあら すして、 語るべき 思念な きが 故に 語らない やうな、 爾んな 社會は 未だ 曾て 

基督 敎の 感化 力に 依らす して 成った 例 はない と 思 ひます、 その 扮 装の 立派な る は 其 人が 眞正 の責女 で 

あり、 ：1 士 であるの 證據に はなり ません、 多くの場合に 於て 私共 は 最も 嚴 めしき 紳士が 實 に禽獸 にも 
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劣る 卑人 である 事を發 見した ではありません 乎、 天の 使 を も 欺く やうな 貴女に して 腐敗の 塊に 過ぎな 

い 者 を 私共 は 度々 目 乘 致した ではありません か、 § お， 書の 傳 ふる 基督 敎の 注入 を俟 つて 衷心より する 紳 

士 淑女 は 始めて 世に 顯 はれる のであります、 此 事に 關 する 基督 敎の效 力 は實に 世界 無比であります。 

札 幌農學 校 前 校長 故ゥ イリヤ ム 、 ク ラ ー ク氏は 曾て 故黑 m 淸隆 伯より 學 生の 品性 養成 を 託され まし 

た 時に、 彼等に 基督教の 聖書 を敎 ふるより 他に 途 なき 事 を 以て 答へ ました、 雨う すると 黑田伯 は大に 

驚かれまして、 耶蘇 敎を傳 ふるより 外に 德性を 養 ふの 途 がない と は 奇怪 干 萬で ある、 其 事の みは 贊成 

する ことが 出來 ない と 巾され ましたら、 クラ ー ク氏は 之に 答へ て r 然 らば 私 は學 生の 德性 養成の 任に 

當る こと は 出来ません、」 と 巾して 儼として 其說を 取て 動きませんでした、 而 かして 數 週間 を 經て後 

に 長官 黑田伯 は 終に 其 說を讓 られ、 クラ ー ク 氏に 聖書の 敎授を 許され ましてより 札 幌農學 校に 於け る 

基督 敎の 信仰なる もの は 始まった のであります、 クラ ー ク 氏が 岡く 其說を 取て 動 かざりし は 之に 深き 

理由が あつたので あります、 氏 は先づ 第一 に學 生の 情愛 を 潔 めんと 致した のであります、 卽ち 品行 を 

其 源に 於て 正さん と 致した のであります、 雨う して 私共 氏の 敎 育に 與 つた 者 は 氏が 其 目的 を愆り ませ 

ん でした 事 を 信じて 疑 ひません、 私共 は クラ ー ク 氏より 靈 魂の 治療に 與 かった 者であります。 

書に 顯 はれた る聖き 神に 接して 邪念 は 私共の 心より 燒き拂 はれます、 基督なる 神の 自顯を 仰ぎ見 

まして、 汚穢の 念 は 意 はすして 私共の 心より 消えて 了い ます、 聖書 は總 ての 點に 於て 私共 を 潔め ます 

るが、 殊に 人力の 到達す るに 最も 困難なる 人の 情愛に 立 入り、 彼 を 其處に 潔め まして、 社會の 害毒 を 

共 根本に 於て 絶ます、 疋れは 基督 敎獨特 の 功績でありまして、 此 事の 出来る 宗敎も 哲學も 他に は 決し 

て 無 、， とき C じます。 


使徒. ハウ n は 申しました、 「我 は； i 昔 を 恥と せす、 其は此 福音 は ユダヤ人 を 始め、 ギリシャ 人、 總 

て 信す る 者 を 救 はんとの 祌の大 能 なれば なり」 と、 私も亦 パゥ 口 の說 いた 此福昔 を 載せて 居る 聖書の 

研究に 就て 恥と 致しません、 何故 なれば 是れ社 會を其 根底に 於て 潔む る 唯一 の 能力で あると 信す るか 

ら であります、 私 を 嘲け る 者 は 嘲け つても 宜しう 御座います、 私 は 签氣を 撃つ やうな 無益な 業に 從事 

して 居る 者ではありません、 私に 聖書 を棄 てよ と 言 ふ社會 改良 家が あっても 私 は 之を棄 てません." 私 

は實際 最も 力 あ る社會 改良に 從 事して 居る ので あると 自か ら 信じ て 居ます、 私 の 社會 改良 は 根本的 改 

良であります、 卽ち， 4 惡を其 根より 絶つ 改良であります、 爾 うして 此事を 爲す大 能力 は此 古い 微 さい 

sf ん 

書の 中に 在る のであります。  (『聖書 之 研究』 三月 二十 口〕 

政治家 微 りせ ば 

(政治家 不必要 論) 

〇 余輩 頻りに 政治家 を 罵る や、 人 あり 余輩に 吿げて 曰く 「若し 政治家 微 りせば 如何」 と、 余輩 は 彼に 

答へ て 曰く 「然り 若し 政治家 微 りせば 天下 は 太平 無事なる ならむ、 政治家な くして 民に 重稅を 課する 

者 あるな く、 重稅を 課する 者な くして 民に 衣食 足り、 民に 衣食 足りて 盗む 者 あるな く、 殺す 者 あるな 

く、 隨て人 は 悉く 其 天然 性に 歸るを 得て 眞 個の 樂園は 吾人の 中に 臨まん」 と。 

〇 人、 大政： m{ 尿の 出顯を 望んで 4- ます、 然り、 余輩 亦 切に 之 を 望む 者な り、 然れ ども 大政 治 家の 此^ 

に 必要なる は 民 を 治む る爲 めに 必要なる にあら す、 民 は 政治家 を 要せす して 能く 自己 を 治む る を 得る 
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なり、 大 政治家の 此 f に 必要なる は 民 を 治む る爲 にあら すして 政治家 を 治む る爲 めな り、 卽ち其 野心 

を 抑へ、 其 利 愁を塑 し、 彼等 をして 良民と して 此 世に 存在して 政治家と して 懒惰に 耽け ざら しめんた 

めに 必耍 なるな り、 コ a ムゥ H ルの 如き は 卽ち斯 かる 政治家な りしな り、 (若し 彼 を も 政治家と 稱せ 

ざる を 得すと ならば)、 彼 は 國民を 政治家の 手より 援ひ 出せし 者な り、 彼の 劍は 政治家 を 屠る ために 

掷 はれたり、 彼 は 政治家 を 縛って 民に 自由 を 供せ り、 彼 は 政治家の 撲滅 者な りしが 故に 國 民の 放免 者 

なりし なり。 

〇 「政治家 微 りせば」 ？ 然り、 是れ 人類の 理想な り、 吾等 は 皆な 政治家の なき 社會を 作らん ために 

日夜 努力し つ k ある 者な り、 彼等 有る が 故に 人生に 此淚 あり、 此悲数 あるな り、 彼等 微 りせば H 民の 

幸福 之に 優る；^ なから む。  (『萬 朝 報』 三月 廿 STnl:} 

.H 樱 かな 

〇 日本人の 歌題に して 山樱の 如く 美 はしき はなし、 山樱は 日本 魂の 粹 なり、 日本 國の 天然 有の 儘な り、 

八重 櫻の 如く、 又 御所 櫻の 如く， 人爲に 依て 天然 を變更 せられし 者に あらす、 花 は單瓣 にして 玉 葉 茂 

り、 能く 喬木と 成て 丘陵 を 飾る、 人、 之 を 庭園に 移す 者な きが 故に 高く 山中に 潜んで 獨り 春風に 51 く、 

彼 は 錦 を 都 城に 加へ す、 彼 は 柳 桃と 橋 を 競 はす、 彼 は 文明 を 厭 ひ、 君寵 を 避く、 彼 は 實に眞 個の 日本 

人な り 0 

〇 故に 吾人の 愛國 詩人 は 日本 心 を 山 樱に譬 へたり、 彼 は 日本 心 は 八 直 樱叉は 牡丹 樱 なりと 曰 はす、 彼 


の 所謂る 日本 心なる 者 は東臺 又は 墨堤に 都下の 醉客を 誘 ふ 者に あらす、 日本 心 は山樱 なり、 彼 は 奥山 

に 深く^く 者な り、 詩人の 詠ぜし 

山 高み 人 も 賞 ^ぬ樱 花 

甚くな 佗び そ 我 見 はやさん 

と 云 ひし は此 花な り、 俗人の 賞^せ ざる もの、 亦 之 を 見る も 彼等の 賞 Ig し 能 はざる もの、 卽ち獨 り 山 

谷 二 在て 巖 石と 溪 流と に 向て 色を呈 する 者、 是れ眞 個の 日本 心なり、 是れ 少数の 義人が 見て 以て 樂む 

者、 卽ち 今日の 日本人が 措て 以て 問 はざる 者な り。 

〇 故に 古昔より 我が 國の 詩人に して 義を 愛し、 仁 を 慕 ふ 者 は 山 櫻 を 歌 ふ を 以て 喜びと せり、 東國 武士 

の 模範たり し源義 家の 純白 雪 を も 欺く 日本 心 は 能く 有名なる 彼の 山樱 歌に 現 はれたり、 

な こそ 

吹く風を勿來の關と&^ へ ども 

途も狹 に 散る 山 櫻 かな 

此 武士と 此日 本心と ありて 東國に 仁慈の 武威 は 施 かれ、 幕政 是が爲 に 開かれて、 日本人 は 七 百年の 間 

公卿 族の 惡 政より 免る k を 得たり、 -M 峽御窒 に 御所 樱 のん き亂 る.^ ありて 洛 陽の 懦 夫を醉 はしめ し 頃 

關 東に 天然の 山 樱唤て 能く 純粹の 日本人 を 留めたり、 山 櫻の 在る 所に 日本人の 自由 は存 す、 關 東の 平 

原に 西南 產の 異種の 樱樹の 移植せられ てより、 六十 餘州復 た 自由の ー聲を だに 擧 げざる に 至れり リ 

〇 平忠 度の 山 楼歌は 能く 天智の 朝の 旺盛 を傳 へ、 併せて 平 族 一 門の 赤心 を 留めたり、 

さ^ 波 や 志 賀の都 は 荒れに し を 

昔ながら の 山 ざ くら かな 

Mils 三十 五 年 (一九 0 一： 年)  1 五一 


志贺 の^は ； 千年の 夢と なりて 去りぬ、 絶 代の 英主 天 I 曰の 皇は今 は 山 科の 里に 眠り 給 ふ、 藤 に 像 人 

出る ありて 明主の 斷を 助く るな し、 志 賀の都 は 荒れ 菜たり、 然れ ども 山 樱は今 尙ほ此 土 に^するた リ、 

大 化の 中興^だ 入.^  く 期し 難き にあら す。 

〇 山樱 力た、 然 り山樱 かな、 生来の 君子、 智 あり、 勇 あり 又 仁 ある 者、 天 智の皇 と義 家と 忠度、 山撄 

の 精神が 人と 成りて 現 はれし 者、 樱花國 の 理想、 新 日本の 建設者、 吾人 は 彼等の 出顯を 望んで 止ます。 

(『萬 朝 報』 四ガ三 口〕 

內村 氏の 鑛毒 問题 解決 

 _  唯 だ 巾に 一人， 内村鑑 一一 一氏の； g!?^ は 一種 色を帶 びて 而 

して 事理 最も 切 .WT 獨リ 解決 期成 同志 會の 规级 として 忘る ベ からざる のみならず、 も渐問 S§ に 心 を 寄す る 

者の 深く 體 すべき 說 なる を 信ず。 卽ち氏 は鑛ャ W 問題解決 期成 同志 會の 一員と して、 问<|： に 臨み 胖 せて 江湖に 

禅 止" せり。 其； ij- に いふ。 

一、 斯問 を しく 解 11 せむ に は 三點の 規箴を 要す、 其 一は 誠 實也、 從來鑛 毒 問題 を議 する もの、 多少の 政 

,w 多リひ 術策 を W ゐ. 事 實 よりも 聲 言を大 にした る 跡 ある は爭 ふべ からざる が 如し、 或は 六 萬 叮步三 卜 萬 入、 

或は 七 萬 町歩 三十 五 萬 人、 頃日に 至りて は 四十 萬 人と 叫ぶ も あり、 何れが 果して 眞 なる 乎、 はた 或は 鑛毒 被害地 

は茫々 たる 荒野と なり ー苹； の 草 だに 生ぜず とい ひ、 三十 五 萬の 民 は 炊ぐ に 物な くして 飢 にきれ むと すと いふ、 左 

れど i お-地に は 草 も 生 ひ 居れり、 餓死 者 も ある 無し、 斯の 如き は聲餘 りに 犬に 失せり、 勿論 余は鑛 毒の 慘を認 む 


るに 於て 人後に 落ちず、 唯 だ これ を說 き、 これ を訴 ふるに は 必ず 誠實 にせむ こと を 望む のみ、 若し 幾分 にても 虚 

偽の 存 する あらば 正しき 解決 は 望み 得べ からず、 事實 有りの ま k に ー點の 偽るな く、 誠實を 主と する は 第一 の 道 

なり。 

二、 誠實に 次ぐ の 一 點は其 飽くまで 公平なる にあり、 若し 偏頗 不公平の 跡の 幾分 にても あらば 正しき 解決 は 望 

み 得られ ざら む。 古河 巿兵衞 氏の 惡 しき 所 を 擊っは 何の 躊躇す る 所 か あらん、 斷々 然として 責 むべき なり、 左れ 

ど 被害 民 及び 被害 民 の 側に は 悪しき 所な き 乎恥づ ベ き 所な き 乎、 若し ありと せ ば 他 を責む るに 先ち てこれ を悔ゅ 

る を 要す、 謝する を 要す、 余 は 古河 氏 に責 むべ きも の 多々 ある を認 むる と 共 に 被害 民 に も悲 むべ き缺點 ある を 知 

る、 乃ち 幾た びか 示談 金 を 取りた る 如き 何たる 殘り 惜しき 缺 點ぞ、 其 他 謝すべき こと あらば 凡て 先づ 謝する にあ 

り、 凡そ 是非 曲直 を 判ず るに は 最も 公平 を 持せ ざるべからず、 鑌毒々 々と 叫ぶ もの.^ み斯 事に 忠なるに は あらず * 

能く/ \ 穿鑿せば 身命 を踎 して 斯 問題に 殉ぜ むと する が 如く 見 ゆる 人の 中に も 或は 案外なる 虚偽 漢の ある や も 測 

り 知るべからざる 也。 

三、 第三の 要は 愛 心に あり、 貴き 愛 心な くんば 正しき 解決 は 望んで 得べ からず、 鑛毒 被害 民 其 もの を 愛する は 

固より 左る こと なが ら 徒らに 淚を 2? て 若 千 の 金 を 投げ 與 ふるが 如き 小 慈善 は 到底 斯間題 を 解決す るに 足らず、 更 

に 其 敵手と 認 むる 古河 氏に 對 しても 寧ろ これ を 憎まず して 深く 愛し、 彼れ の爲 めに 萬 幅の 誠意 を て 其 過を悔 ひ， 

善を爲 さしめ むこと を 祈らざる ベ がらず、 彼れ も 人 也、 能く 理を盡 し 道 を 以てせば 何 ぞ過を 知ら ざらん、 何ぞ善 

に 還ら ざらん、 若し 徒らに 古河 氏 を 悪む のみ を 知って これ を 愛する の宏 量雅懷 なくん ば斯 問題 は 到底 正しく 決す 

ベから ざる 也。 

要するに W 上の 三 點は渐 間 題 を 解決せ むと する もの ^{且 しく 先づ銘 すべき 事 也、 由来 一 論 一 議 己れ と 合 ざれば 

直に 邪と 罵り、 惡と 譏る は 論壇の 弊 也、 余は飽 まで 信ず、 斯 問題 を 解決せ むと せば 以上の 要- 點を銘 して 立ざる ベ 

からず と、 乃ち 期成 同志 會に 望む 所、 はた 天下に 望む 所、 實 にこ. - にあり、 若し 鑛毒々 々と 叫ばず して 先 づ斯く 
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言 ふ を 以て、 或は 他に 買收 されたり など、 惡言を 放ち、 又は 同志 會に 在る を 非と する もの あらば、 余 は 直ちに 返 

會 する も 可、 敢て 其議を 甘受し、 所信に 向って 進まむ とす 云々。  傍聽 者の 一 人 (投) 

(『福 昔 新報』 四月 九日) 


日本 國の敎 育と 基督 敎 


內村 生- :!: す、 左の 一 編 は 故 森有禮 氏が 曾て 米 國駐剳 公使たり し 頃 我 國の敎 育に 關し廣 く 彼國知 

名の 敎育 家の 意見 を 求められし 時、 アマ スト 大學 前總 長故ジ ユリ ヤス、 エッチ、 シ ー リ ー 先生が 

氏の 質問に 對 して 答 へられし 言な りと す、 事 は 三十 年の 昔に 屬 すると 雖も 先生の 意見の 今日 尙ほ 

我國に 取り 甚だ 剴切なる を 見る、 幸に 札幌 獨立敎 會敎務 主任 宮川已 作 氏の 蠲譯を 得 たれば 玆に之 

を 揭載 し て 本誌 の讀 者に 示す こと i はなしぬ、 若し 夫れ 余 自身に 取て は是れ 余の 恩師 の 言 にして 

亦 余の 敎育 上の 意見な り、 余 は 直に 之 を 彼の 口より 授かり、 今 之 を玆に 本誌の 讀 者に 頒っを 得て 

無上の 榮光を 感ぜ すん ば あらす。 

因に 記す、 森 氏の 質問 は 「敎 育の 效 *」 と 題し 左の 五ケ 條に 涉れ り。 

一 , 國 家の 物質的 繁昌に 及ぼす 效果、 

二、 其 商業に 及ぼす 效果、 


コー、 其 農業 並に 殖産 上の 利益に 及ぼす 效 架、 

四、 其國 民の 社交、 道德、 並に 體質 上の 狀 態に 及ぼす 效 

五、 其 法律 並に 政治に 及ぼす 效 架、 

叉 白す， 編 中の 撿點は 編者た る 余の 謹んで 附 せし 所の ものにして、 先生の 廣 意の 在る 所 を 一 明 

瞭 ならし めん ためなり。 

贵下、 貴下が 本 月 三 曰附を 以て、 國 民に 及ぼす 敎 育の 效 果に關 し、 予の 卑見 を徵 せられた る責 下の 御 質 間に 對 

し、 予の囘 答の 遲延 したる に 付て は、 一言の 辯 解な からざる を 得ず 候。 種々 止み難き 業務の 輻輳に、 予の 時の 總 

て を 奪 ひ 去られ、 爲に此 遲延を 来たした る は、 健かに 責 下の 寛恕 を價し 得べき を 信じ 候。 

貴下が 御 質問に なりたる 件々 は 極めて 趣味 ある 問題に 有 之、 若し 予が答 辯 其 宜しき を 得て、 曰 本 政府 を裨 益す 

る に 於 て 幾分 の 貢 獻を爲 し 得べ くんば、 眞 に 感謝の 至りに 堪えず 候。 

一、 責 下の 所謂 國 民の 物質的 繁昌と は、 重 もに 其 富 を 意味す る ものと 想像 致され 候。 富 は 元来、 凡ての 國 民に 

由り て 至當に 希望せられ、 要求 せらる k 所の ものに 有 之 候。 而 かも 富 を 使用す る 充分なる 知識 を賦與 せられし 程 

に、 如何なる 國民 も餘り 過分の 富 を 所有し 居る もの は 無 之 候。 愚人の 手に 多くの 富 ある は禍 となる 斗り に 候 も、 

併し 開明の 國 民に は 單に 祝福た るの みに 御座 候。 抑 も 富 は 犬なる 權 能の 根本に 御座 候。 而 して 國 民が 富に 由り て 

多く 收 得し 得る 其權 能に よりて、 多くの もの を收 得し 得る 事 も 亦 同 一 に 御座 候。 時に 富の 生產 及び 蓄積 は、 恰か 

も 潮流 や 遊星の 運動の 夫れ の 如く、 之れ より 大 なる 方 則 を 生み出し 候 事 は 間違 ひなく 候。 世に 經濟學 と 申す 

もの 有 之 候。 卽ち 富の 學問 にして、 天文 學の 如くに 眞實に 亦 美なる ものに 有 之 候。 政府が 其 財政 上の 經綸を 謬り， 

或は 侗 人が 其 事業の 畫策を 誤つ 事 ある 其 誤謬の 總て は、 皆此學 間の 根本的 眞 理を會 得せざる より 来ろ ものに 御座 
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候。 故に 此 知識 は 如何なる 國 民に 取りても 最も 肝要なる もの に 有 之 候。 併し 如此き 知識 は爾 かく 容易く 得らる ベ 

きものに は 無 之 候。 此學間 は 現今に て は、 其 主 もなる 原理 は旣に 確定 樹立した る 姿に は 候ら へ 共、 尙ほ 未だ 甚だ 

網 線た る を 免 かれず、 之れ に 熟達 せんとす るに は 周到なる 知力 を 要し 候。 是を 以て 予は如 此き敎 練が、 國 民全體 

を 通じて 得らる k に 至らん こと を 望む ものに 御座 候。 予は敎 育の 洽 からん こと を 切望 致し 候。 よしや 或は 此 事が 

國 民の 物質的 興隆の 外に は 何の 得る ことなし とする も、 冀く は敎育 をして 廣く 且つ 完 からしめ よ。 且つ 夫れ 敎育 

は、 勤 勞と發 明との 大 刺激物に 有 之 候。 

二、 以上 開陳した る 所 は、 亦た 商業に 對 する 教育の 態度 を 示せろ ものに 有 之 候。 抑 も 教育 は、 自己と 他人に 關 

する 知識 を 含み 候。 卽ち 我々 の缺 乏を識 り、 亦 如何にして 其 缺乏を 供給すべき か を 識るを 含む ものにして、 之れ 

は 纏が て 商賣の 基礎に 外なら ず院。 國家 民族が 所有 せんと 欲する 富に 際限な きが 如く 亦た 彼等が 感じ 能 ふ 缺乏も 

際限な きものに 有 之 候。 缺乏は 努力 勉勵を 生じ、 努力 勉勵は 富の 原因 を 成し 候。 富は勞 働より 來り 候。 世界の 總 

ての 富 は、 其 源に 溯れば 勞 働の 生 產 物に 有 之 候。 併し 我等 はたぐ 或る 缺乏 を充 たさんと 欲して 勞働 する のみに 候 

も、 而 かも 我等が 我等の 缺乏を 見 亦 感ずる は、 我等が 自己と 世界と に關 する 或る 眞の 知識 を 得る 樣に敎 育せられ 

たる 時の 事に 有 之 候。 野 蠻人は 敎育を 有せず 候。 故に 彼 は 彼の 缺乏を 知らず、 從 つて 勞働 をせ ず 亦 富 を 所有 致さ 

ず 候。 於是 乎野蠻 人と して 終る ものに 御座 候。 吾等が 吾等の 缺 乏を識 り、 同時に 吾等 は 自分に 賴 りての み 在り 能 

はざる ものなる こと を 承認す る は、 是れ 如何なる 時に ありても 個人 及び 國 民が 健全なる 成長 發達 をな すべき 兆候 

に 御座 候。 實業も 商業 も 富 も 之れ より 生ずる 事に 候。 故に 商業の 爲 めに は 教育 を 完全 に 且つ 普遍なら しむる を 要 

すと 于は申 上 度 候。 

三、 z: 上予が 述べた る 事 は、 亦 總て國 家の 農業 及び 實業 上の 間 題に も應 用す る を 得べき ものに 有 之 候。 併し 予 

は 再び 言 はんとす、 農業 は 現 時 一箇の 科 學と相 成り 居り 候 故に、 其 最も 成功 ある IMS を 成さん と 欲する に は、 科 

si- の 教育な かるべからず 候。 此學 間の 敎 ゆる 所に 依りて、 地の 生產 と生產 力と は 甚だしく * 加 せらるべく 候。 た 


だ 廣き完 き 教育に 由り ての み、 國民は 其 資本の 何たる か を 充分に 學び、 併せて 如何にして 其 等の 資本 を 有 效に使 

用し 得べ きか を學び 得べ く 候。 

四、 完き敎 育の 組織 は、 國 民の 生理的 樣 態に 幸福 を與 ふる 事 著しき ものに 有 之 候。 此事は 最も 注意 深き 統計 學 

者の 豐 かに 證 明す る 所に 御座 候。 善く 教育せられ たる 社會 は、 他の 事に 於ても 同一 に 候が、 最も 健康に して 長命 

に 御座 候。 敎 育の ある 人々 は 一階 級と して、 他の 無教育の 者より は 長く 生存 致し 居り 候。 而かも 此事實 は、 敎育 

に 依り て 人が 得た る 所の 攝養法 の よき 知識 の 故にの み、 全然 歸 すべ きも の に は 無 之 候。 勿論 其 等 は 多分 の 原 WI を 

爲し 居り 候 は 疑な く 候 も、 併し 主なる 理由 は、 敎育 ある 人々 は腦ゃ 神經を 働かす 事が 多く、 從 つて 此等 をして 其 

運動に 不平 均な きを 得せし むる を 以て、 生理的 精力が いや 增し增 進 致し 候 原因と なり 居る ものに 有 之 候。 併し 予 

は兹に 智力の 增進 は、 亦 其れに 併行す る 人の 道念の 增 進と 相 協力す る ものな りと、 言 ひ 得ざる を 遺憾と なす もの 

1^ 有 之 候。 假令予 にして かく 言 ひ 得たり とする も、 奈何 せん 悲しき 事 實が予 に 矛盾 を來 たさ しむべく 候。 雷て 旣 

000000000003000000000000  Ooooooooopooooooooo9.-oc^o 

往に 存在した る 最も 智慧 優 ぐれた る 社會の 或る もの は、 社交 上 道德上 最も 腐敗した る ものに て 119： 之 候ら へき。 古 

代の 3^,^ が 其光榮 ある 時代に ありて は、 實に 古への 世界に 於け る 最も 開明の 都府 なりし も、 併し ァ テン >^ の 

其 S. 代が 最も 腐敗 墮落を 極め 居りし との 事に 就て は、 我等 は 多くの 徵證を 有し 居り 候。 亦 近世の 佛蘭西 歴史に 於 

い て も、 „ ル，^ 十四 世の 廷は最 も 高き 文化 開明の 光輝 を 以て 輝け る もの に 有 之 候。 而 かも 其 最も 恐るべき 放恣 荒 

淫を 以て、 亦 一方ならず 吾人 を 驚かし 申 候。 一千 七 百 九十 三年の 佛蘭西 革命に 於て、 無 數の惡 事、 犯罪、 不法が 

—吾人 は 言 ふ を恥ぢ 候ら へ 共 眞實は 如何と も 致し 難く 候— 當 時の 知識と 教養と に 依りて 助成 致され 候。 其 恐る ベ 

き 時代に 於て、 最も 驚くべき 變 事の 幾分 は、 皆高尙 優雅なる べき 神士 淑女に 由り て 演ぜられ たる ものに 有 之 候。 

•li ての 歴史 は 吾人に 一 1^ して、 律法 や 自由 や、 社交的 秩序 や^; 的^ 潔 や、 凡そ 此 等に 對 する 極悪の 敵 者 は、 大抵 

はいつ も 道德の 靈 感 を 有せざる 敎 育の ある 人々 なりし 事を證 明 致し 候。 悲しく も 悲しき 事實 とい ふ は、 敎 
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育 は 人 を有德 ならしめ ざる 一 事に 有 之 候。 總 ての 歴史に して 偽りなら ず、 亦 人生に 對 して 深 酷なる 同情 を 有する 

人々 の觀 察に して 謬り なくん ば、 人 をして 有德 からしむ る 爲に彼 をして 有識なら しむる 事の、 全く 無益なる 事 を 

* 售,， 省,, 考, O00OO0OO0  0O0OO00O0O000OOO0OOO00  00000 

吾人 は 信ぜざる を 得ず 候。 寶 に道德 なる もの は、 lg り 宗敎的 靈感の 或る 物よりの み來る ものにして、 若し 吾々 の 
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學校 若し く は 教育 上の 感化 を 貫く に 宗敎的 精神 を 以てする に 非 ずん ば、 よしや 如何程に 其 敎養を して 廣 きに 渉ら 
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しむる とも、 決して 人 を 敬虔 有德 ならしむ る こと 能 はず 候。 米國ゃ 亦英國 などに 於て 犯罪の 比較的 大部分 は、 無 

敎 育の 鬮體 より 發生 致し 候 事 は 眞實に 候。 併し 其 故 は 教育が 罪悪 を 抑制す る爲 めにあら ずして、 た 吾 國の敎 育 

は 宗教 を 以て 貫かれ、 亦 宗教に 依りて 保持せられ、 兩者 相俟って 其 實を擧 ぐるの 制度に 有 之 候が 故に 御座 候。 卽 

ち 吾等の 無教育 者と は 其實無 宗教 無 信仰 家との 謂 ひに 御座 候。 予は 日本に 教育 を 御勸め 致し 候。 予 は彼國 にある 

總 ての 人が、 其の 考へを 持た る.^ に 到る を 待ち望み 候。 乍 併 其 大帝 國に、 教育の 鹿き 組織 を 採用す る は、 同時に 

亦 非常なる 危險の 伴 ふこと を、 予は 衷心より 感ぜざる 能 はず。 其は實 に輕々 に 看過し 能 はざる 重要の 事に 有 之 候。 

而し て其危 險は敎 育を眞 正の 宗教の 基礎 の 上に 於ての み 鋦り兔 か る k を 得る 者なる こと を 信じ 候。 基督 敎國 にあ 

りて は、 基督教が 其 位置 を 占め、 彼等が 所有せ る 教育 を 根本的に 感化 致し 居り、 且つ 之に 由り ての み 教育 は 潔く 

A つ 潔め られつ 」 罷り あり 候。 若し 我等の 敎 育より 聖書と 基督教の 感化 を抽き 去らば、 予の觀 る 所 を 以てすれば 

其. 結果 は 次の ニケ i なるべし と 存じ 候。 卽ち 一 、 教育 は 次第に 無氣 力の ものと なりて、 遂に 消え 失する にある ベ 

し。 二、 其 道義 的 感化 力と 登高れ 勢力 と は 皆無 の もの と 成り 終る べしとの 是れに 御座 候。 

五 、 贵 下が 予 の 注意 を 求 め た る 最後 の 一 ケ條は 由 來多數 の 人々 の 犬なる 誤解 をな しつ.^ ありた る ものに 有 之 候。 

其 は 法律なる ものが 單に 一 元首の 宣言、 或は 一 立法者の 行爲 或は ある 人民の 投票に 依りて、 作成 或は 不作 成を自 
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由に なし 能 ふ ものと 假 想す るの 誤解に 有 之 候。 乍 併 人が 國の 律法 を 作成し 能 はぬ こと は、 自然の 方 則 を 作成し 能 

はぬ と 12 一  に 御座 候。 元首、 立法者、 人民の 制定 議決の 如き は、 科學の 宣言の 如き ものにして、 單に 律法に 與ふ 


も 解釋に 過ぎず 候。 之を關 明し 或は 布告す るに 過ぎず して、 決して 之 を 作成し 得べき ものに あらず 候。 律法 夫れ 

自身 は 作成せられ べき ものに あらず、 永久の ものに 有 之 候。 而 して 最も 聰明なる 政治家た るの 技 傾 は、 賢き 科學 

者と 同樣 に、 最も 明白に 律法 を 判別 辯 明す るに ある 事に 有 之 候。 併し 賢き 政治家、 K き 立法者た るの 资 如何。 彼 
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等 は 穎智の 人た るより は 寧ろ 道義の 人た るべき ものな りと、 予は 答へ ざる を 得ず 候。 自然の 方 則を發 見す るに は 

適當 によく 敎 練せられ たる 大 なる 穎 智を 要し 候 も、 併し 國 家の 法律なる もの は 何よりも 先き に、 靈 性の 道義 的 情 

感 によりて 本能 的 に 曉知 せらる ベ きも の に 有 之 候。 而 して 國 法の 意義 を眞實 に 解し 得べき もの は、 かの 學識ぁ り 

て切寶 なる 洞察力 を 有する の 人に は あらず して、 却つ て誠實 なる 生活 を 管め る 人、 若しくは 深き 道義の 感情 を 有 
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する の 人に 有 之 候。 最もよ き 公民たら しめ 亦 最もよ き 法律の 辯 明 者たら しむべき は、 才智の 活力に あらず して 道 

德の 純潔なる に 有 之 候。 知識 を 有せざる 人の 外に は、 何人も 知識 を賤む もの は 御座な く、 亦 政治家たり 公民た る 

賜物の 何たる か を 解す る ものにして、 是等 天賦の 賜物 を 卑下す る もの は 無 かるべく 候。 併し 人 は. & 何に 許 多の 知 

識と靈 能 を 有すれば とて、 道義の 感情 を缺く あらば、 最早 や 政治家たり <ム 民た るの 有 ゆる 目的に 於て 損害 を 蒙 

りたる ものに 有 之 候。 

日本 は 小 學校を 要し 大學校 を 要し、 完全なる 教育 を 要し 候。 併し 此等 は聖 潔の 感化 力た る こと 能 はず 候。 此等 
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は 若し 此 等と S§ 力す るに 他の 或 物 を 有する に 非 ずん ば、 到底 單 M を 以て 人 を 純潔なら しめ、 亦 は 純潔 を 保た しめ 

能 はざる ものに 御座 候。 人 を 救 ひ 能 ふ もの は 智能に あらず して、 或る人の 道念 及び 敬虔の 念の みに 有 之 候。 犬な 

る 史家 -ー H ブ， ルが申 候、 如何なる 國家も 自殺の 外に は 曾て 死た る もの は 非ず、 而 して 自殺の 毒藥 は、 先 づ國民 

の 道義心の 腐敗の 裡に其 種子 を 下された りと。 4^ 併 道義の 墮落 は、 道德 倫理の 教訓 や 講義 i に 由り て 救 得べ， 

ものに 非ず 候。 人性の 實狀 を鑑れ ば、 人 をして 有德の ものたら しむる に 於て、 敎訓 は實に 甲斐な きものに 有 之 候。 
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予は 再び 繰り返して， 吾人 は 宗敎を 有せざる ベから ずと 申 上 度く 候。 而 して 日本 は 充分に 亦 自由に、 宗敎を 寛容 
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せらるべき を 切望せ ざる を 得ず 候。 總 ての 宗教に 向って、 廣く其 門戶を 開かれよ。 而 して 其 内に て 最も 明白に nl 

つ 有力い 理性の 眼に 適し、 其眞 きを 歴史的 i の 上 にあし、 靈 性の 奥深き 所に 於て 其 欲望 を滿 足せし め 得べ きも 

の あらば、 其 宗敎を 以て 其 他の 總 ての 宗教と 爭 はしめ、 最も 優りて 有力なる 者 を布敎 せしめ 弘 流せし めよ。 

一千 八 百 七十 二 年. 二月 廿 九日 

アマ ー スト 大學に 於て 

ジ ユリ ヤス、 エッチ、 シ イリ ー 


先生、 余 は 玆に復 たび 先生の 一一 百 を 讀んで 深き 感慨な き 能 はす、 若し 先生の 敎訓 なかり せば 「gs 書 之 

研究」 誌 は 決して 世に出で ざり しならん、 余 不肖 先生の 弟子と 稱す るに 足らす、 而 かも 少く 先生の 眞 

意 を 窺 ふ を 得て 心に W 生の 感 ありた る 者な り、 此 書簡に 顯 はれた る 先生の 一一 一一 口 は 一 種の 豫ー 一一 一口たり しなり、 

日本 國は無 宗敎の 敎育を 施して 今や 自殺の 危險に 迫りつ、 あり、 嗚呼 森 君に して 深く 先生の 注意に 注 

意せられ しなら ば 日本 國に 取りて 如何に 幸福な りし ぞ、 然れ ども 薩長の 政治家 は 智略に 富んで 道義に 

缺乏 せり、 彼等 は 西洋文明 を 採用して 其 宗敎を 斥けたり、 而 して 見よ、 日本 國の陷 りし 今日の 墮落 を、 

然れ ども 先生よ、 我等 は 今日 も猶ほ 失望すべき にあらざる なり、 我等 は 先生の 言 を 服 I？ して 大膽に 基 

敎 を我國 に傳播 せん、 我等 は 先生の 祌に 頼りて 薩長 人士が 壞 ちし 此國を 建 直さん、 先生 願く は此小 

なる 雜誌を 受納せ よ、 是れ 曾て 先生が ァ マ スト 丘上 森林の 繁れる 所に 於て 余に 傳 へられし 所の 眞理を 

敷衍して 我 邦人に 偉 へんと する ものな り、 是れ 確かに 先生の 雜誌 なり、 先生の 聲は此 小なる 機 關を以 

て n 本 全 國に傳 へられつ \ あり、 先生の 愛し 給 ひし 此曰 本國は 先生の 救 主 を 受け 納れ すして は 止ま ざ 


るべ し、 我等 先生の 後進た る 者は此 事に 努めて 先生 Q 志 を II がんと 欲す、 先生 願く は 天に 在て 我等：：： IK 

き 者の ために 祈られよ。  先生の 小なる 弟子 白す 

(『953 之 研究』 四月 二十日) 

二 個の 動物園  . 

(一 名 政治家 動物 學) 

しま/ ヽ 

〇 日本 東京に 二 個所の 動物園 あり、 一は 上野 公園に ありて 他の 者 は 日 比 谷 公園の 傍に あり、 余聚 ffi. ス 

前者に 到り 見し も， 汚濁 臭氣を 照れて 未だ て 後者に 足 を 運びし ことなし、 費し 思 ふ、 日 比 谷なる も Q 

の 檩本は 悉く 上野なる もの-中に 在れば、 上野 を 見て 更に 日 比 谷 を 見る の耍 なしと。 

〇 今上 野なる 動物園に 入り、 其處に 飼育 せらる i 動物 を撿 する に、 反て 日 比 谷 動物園の それに 優る 者 

多き を 見る、 そこに 第一 に 余輩の 注意 を 惹く者 は 獅子な り、 近頃 海外より 來る、 未だ 幼兒 にして 善く 

其 王 性 を 現 はさす、 他日 其 鬣 を 立て 牙 を 閃かす 時 は 東都 第一 の偉觀 ならん、 彼等に 比對 する の 動物 

日 比 谷に 在るな し、 獅子 は吼れ ども 政治家 (或は 代議士と 稱す、 年俦ニ 千圓を 貪る 動物な り) は默 す、 

獅子 は 怒れ ども 政治家 は從 ふ、 上野に 咆哮の 音 は 聞 ゆれ ども 日 比 谷に 反 對の聲 は揚ら す、 佛國議 きに 

偉人 ミラ ボ ー ありて 彼の K を 振りし と は 曾て 力 ー ライルの 革命 史 に 於て 讀し所 なれ ども、 日 木 講會に 

於て は 曾て 獅子の 現 はれし ことなく、 此處に は 只 狐狸の 輩が 兢々 として 尾 を掉る あるの み。 

〇 次 は 熊な り、 北海道 産の もの、 日光 産の もの、 朝鮮 産の もの 等 あり、 體重 くして 頭 小な り、 好んで 
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芋 類 を 食す、 其 性^だ 怯懦 なれ ども 食に 窮 する 時 は 人の きに 乘 じて 其 生命 を 損 ふこと あり、 今、 日 

比 谷に 至り 見ん に 此處に 亦數十 頭の 怯懦なる 熊 類 ある を 見ん、 彼等に 首領 あり、 日 比 谷に は 出で 來ら 

すして 牛 込に 樓 むと 聞く、 彼を稱 して 大 熊と 云 ふ、 大熊數 十 頭の 小 熊 を 率ゐて 天下に 臨む， 時に 或は 

對外 硬を唱 へ、 或は 軟を唱 ふ、 軟は其 本性に して、 食に 1^ する 時の み 硬 を 叫んで 國民を 欺く と 云 ふ、 

小 熊 多く は 奸智に 富む、 其 敵を攻 むる に 巧なる のみなら す、 亦 其 政 友を陷 る、 に 妙 を 得たり、 故に 彼 

等の 群 は 分れて 二と なり、 叉 三と なり、 今 は純粹 の熊屬 として 日 比 谷に 飼育 せらる、 者 は 四 五十 頭に 

過ぎす と 開く、 或は 九州 產 あり、 或は 中 國の產 あり、 或は 東北の 產 あり、 九州の 者 群 を 統率し、 中國 

の 者 其 參謀官 たり、 而 して 東北の 者 は 犬馬の 勞を 取る、 日 比 谷に 於け る 熊 族 生活の 狀態は 上野に 於け 

る もの 、 それよりも 與味 多し。 

〇 上野 動物園に 亦 虎 ありき (今 は あるな し)、 彼 は 伊國の 操獸師 チヤ リネの S 去りし 者、 印度 產 なれ 

ども 印度に 於て 生れし 者に あらす して 日本 東京に 於て 擦 中に 生れし 者な りと 云 ふ、 故に 彼 は 叢林の 自 

由 を 知らす、 然れ ども 能く 其 虎た るの 性 を 現 はす、 濫 中に 彷徨す るも尙 無人の 地 を 行く の概 ありき、 

余 は 彼 を 見る 毎に 失意の 地位に ある 彼の 意 氣を赏 し、 深く 彼の 孤 憤を憐 みたり き。 

〇 獅子 を 有せざる 日 比 谷の 動物園 は 亦 一疋の 虎 を 有せす、 人に 吼 ゆる 者 あるた く、 風に 嘯く 者 あるな 

く、 彼等 は 皆從順 猫の 如き 者の み、 故に 日 比 谷に 在て は 虎 族 は 總て猫 を 以て 代表 さる、 其 肉 を 貪 ひ 

を 捕 ふの 術に 於て は 猫 は 確かに 虎の 一種た るに 相違な しと 雖も、 而 かも 前者が 人に 狎れ 後者が 林 中の 

自由 を 愛する の點に 於て は 一 一 者の 間に 天地 雲泥の差 あり。 

〇 今、 ：：！ 比 谷 動物園 の 猫を检 する に， 日 猫 あり、 黑猫 あり、 き 猫 あり、 三毛猫 ありて 彼等 は 多く 進步 


黨に屬 すと 云 ふ、 哮る ことなく、 たぐ 猫 聲を發 する のみ、 公然 正義 を唱 ふること なく、 た i^: 秘密 運動 

に 小策 を旋ら すの み、 三菱に 狎れて 共 小判 を 食 はんと 欲す、 彼等 は 皆な 牡猫た-り、 花柳界の 牝 猫と 相 

對 して 東都の 醜態 第一 たり。 

〇 上野に 亦路駝 あり、 淸國旅 順より 連れ 来りし 者、 バク トリ ャ產の 者に して 背 上に 二価の 隆肉を 有す、 

甚だ 醜き 動物に して 其 臭氣厩 ふべ し、 駱駝 は多淫 性の 動物な り、 故に ァラ ビヤ 地方に 於て は 多 淫の人 

を稱 して 駱駝と 曰 ふと は 余輩が 曾て モ ハメット 傳に 於て 讀 みし 所な りと す、 賂駝亦 恩 を 感ぜす、 其 主 

人 を 咬む 事 覆ば なり、 故に 感 恩の 念に 乏しき 者 を亦路 駝と稱 する こ と ありと 云 ふ。 

〇^ 舵の 情 性 前述の 如しと すれば 日 比 谷 動物園 は 之 を驗舵 園と 稱 する 方、 却て 適當 なるな らん、 多淫 

にして 感 恩の 念に 乏しき は我國 今日の 政治家た る 者の 恆性 なりと す、 故に 政 友 會之を 駱駝 會と稱 す る 

も 可な り、 猫黨 たる 進歩 黨亦 路駝 黨と稱 する も 可な らん、 路駝侯 あり、 駱駝 大臣 あり、 代議士に して 

骼駝 ならざる 者 甚だ 稀なる が 如し。 

〇微 々たる 上野 動物 &に 飼育 さるべき の 動物に して 飼育され ざる 者 多し、 此處に 長 頸 雲を衝 くの 麒麟 

あるな し、 亦 レビ ヤサンと 稱 へられ 古代の 文學に 大力の 標準と して 引用 せられし 河馬 あるな し、 琴 あ 

るな し、 豹 あるな し、 狒々 あるな し \ 豪 猪 あるな し、 綾 鯉 あるな し、 帝國 唯一 の 上野 動物園 は 伯林、 

巴理、 絲 育、 養府の それに 比べて 實に 見る 影 もな き 者な り。 

〇 然れ ども 微々 たる 此 動物園 は 狐 鼠の 類 を 養 ふ 甚だ 多し、 狐、 狸、 ^の 類 は 悉く 此處に 代表され、 

良 類に は 家 鼠、 M^>  等 一 つと して 養 はれざる はなく、 亦 鼬 黄 鼠 等の 肉食 鼠 も 悉く 此處に 飼 

育 さる、 ^に 狐 鼠々々 泥棒の 名稱 あるが 如く、 上野 動物園 は 其 飼育す る 動物 類 を 以て 評すれば、 之 を 
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狐 鼠々 々圃 と稱 する も敢 て不當 にあら ざるべ し。 

〇 微 々たる 動物園と 微々 たる 議會、 獅子な き 虎な き 議會に は 麒麟 あるな く、 犀 あるな く、 河馬 あるな 

く、 豹 あるな し、 狒々 は 時時 其の 高 壇に 顯れし 事 ありし と 聞きし かど も 今 は 院外に 在て 大政 黨を率 ゆ 

る と 聞く、 斯 くも 大 動物に 於 て 全く 缺乏す る 日 比 谷の 動物園 は 上 野の それの 如く 狐 鼠 の 類 を i ふ 茶 だ 

多し、 其數 百の 議員 は路駝 にあら ざれば 鼠、 動の 類、 其議會 操縦の 運動なる 者 は 白と 黑 との 駒 鼠の 競 

举に 過ぎす、 事を議 する に 方て は 常に 狐 鼠々々 然、 彼等 天下の 公事 を議 する に 方て 多く は 之 を 待合 茶 

屋の 奥座敷 隱密の 所に 於て す、 彼等 公然 政敵に 當 るの 勇氣を 有せす、 唯隱謀 術數を 以て 之を陷 いるの 

術 を 知る のみ、 反 對黨の 一一 一一 u 葉 尻を捉 へて 之 を 詰責す るが 彼等の 有する 唯一 の戰 術な りと す。 

〇 狐 鼠々々 動物園と 狐 鼠々々 議會、 公論 を 避け、 光明 を 嫌 ふ、 何事 も 密談と 賄賂と を 以て 決す、 唯悅 

ぶ 此議會 遠から すして 解散され 新たに 動物の 入れ更 へ あらんと は、 切に 願 ふ、 新たに 入り 來る者 は 狐 

鼠の 類に あらす して、 獅子、 麒麟の 類な らんこと を、 熊黨と 駱駝 會とは 其の 跡を絕 ちて 之に 代 ふるに 

虎 類 犀 挨を以 て せられん こと を、 余輩 は 明白に 曰 ふ 帝 國議會 を して 偉人の 議會 たらしめ よと。 

(『萬 朝 報』 四 ガサ 二日) 

乞食 國 

乞食 S と は i 洋の 君子 國の 事で ある。 

其 華挨は 皇室より 貰 はんと 欲し、 其 官吏と 人民と は 政^より 貰 はんと 欲し、 其 雇ん. H 雇主より f!H^ よ. 


んと 欲し、 共 弟子 は師 より 貰 はんと 欲し、 其 弟 は 兄より 貰 はんと 欲し、 其 子 は 父より 貰 はんと 欲し、 

其 妻 は 夫より 貰 はんと 欲し、 其臣は 君より 貰 はんと 欲す、 彼等の 所謂る 幸 幅 と は 貰 ふこと であって、 

不幸と は 貰 ひ 得ぬ ことで ある。 

貰へば 喜び 貰 ひ 得ねば 怒る、 彼等の 不平なる もの は 貰 ひ 得ぬ 時に 起る ものであって、 其 時には 彼等 

の 主に 逆き 彼等の 師を賫 るに 少しも 簿 躇 しない、 貰 はんと 欲して 媚び、 貰 ひ 得すして 怒り 且つ 反く、 

日本人の 生涯の 半分 以上 は此 一 事に 止って 居る。 

彼等 は勞 働の 快樂を 知らない、 彼等 は獨 立の 责重 なること を 知らない、 彼等 は與 ふることの 貰 ふこ 

とよりも 幸福なる こと を 知らない、 彼等 は 皆 乞食で ある、 華族 も 豪商 も 傲 侶 も 政治家 も 敎育家 も错な 

娼婦 封 巾 間と 同様の 乞食で ある、 只 其 外形が 違って 居る まで f あって、 其 貰 はんと 欲する 彼等の 根性に 

至て は 彼等 は 皆 一様に 立派なる 眞侗の 乞食で ある。  (『萬 朝 報』 五お 十八 日) 

時 感三則 

〇 今の 日本人に 景慕 せ ら る 、 事 程 迷惑 なる 事 はない、 彼等 は 余 W を景 慕す るとの 故 を 以て 多くの 義務 

を 余輩に 巾 付ける、 曰く 金 を 借せ、 曰く 地位 を 世話し ろ、 曰く 著書に 序文 を 書け と、 而 して 若し 余輩 

が 彼等の 此 要求に 應ぜ ざれば 蔭に 廻て 余輩に 關 する 多くの 惡ロを 放つ、 ァヅミ レ ー シ ヨン の 何たる 乎 

を 知らない 日本人 は 未だ 景 慕の 何たる 乎 を 知らたい。 

〇 今の 日本人 は荐 りに 自身の 事業に 對 して 他人の 同情 を 要求す る、 然れ ども 彼等 は 他人の 事業に 對し 
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て は 決して 同 情 をせ； H せない、 彼等 は fKF は 自分の 所有で あるかの やうに 思 ふて 自分の 事業に 同情 を 寄 

せない 者 は 逆臣 か國賊 である やうに 思 ふて 居る、 然れ ども 彼等ば かりが 人間で はない、 余輩に も 余輩 

の 事業が ある、 彼等 若し 彼等の 事業に 對 して 余辈の 同情 を 要求す るなら ば、 彼等 は 宜しく 先づ 余輩の 

事業に 對 して 彼等の 同情 を 寄すべき である、 然るに 之を爲 さすして 只 余輩の 同情の み を 要求し、 而し 

て 余！ の 之に 應ぜ ざる や 余輩 を責 むる に 冷淡 無情 を 以てす、 彼等の 無情 こそ 實に 驚く に堪 へたる もの 

にあら す や。 

〇 日本 今日の 如き 不健全なる 社 # に 在て は 人 は 害 を 避けん が爲 めに 忙 はしく して 益を爲 すの 暇がない、 

盜 まれ ざらん ことに 忙 はしく して 與 ふるの 暇がない、 誤解せられ ざらん が爲 めに 忙 はしくて 信 を 得る 

の 暇がない、 此國に 於け る淸淨 潔白と は盜ま 「ない」 こと、 虚を 吐か 「ない」 亊 等であって、 善を爲 

すと いふ こと、 生命 を 供 するとい ふ 事で はない、 日本人の 道德の 絶頂 は此 「ない」 の 一 字に 止て 居る、 

彼等に 安心なる もの は 至て 少 い- 彼等 は 丁度 臺灣の 疫癘の 中に 在る やうな 心 持 を 以て 怖る 怖る 彼等の 

同胞 同類の 屮に 棲息して 居る 者で ある。  (『萬 朝 報』 五月 廿日，.) 

日本 贵 族の 心事 

今日の 日本に 於て は 正義 は 迚も 行 はれない、 それが 君子 國の 君子 國 たる 所以で ある、 若し 正義が 行 

はれるならば それ は 君子 圃 ではなく して、 逆臣！： である、 不孝 國 である、 忠牵 主義 を 遵奉 すれば こそ 

今日の 日本 は 斯う 云 ふ 結構なる 國 になった ので ある。 


日本人 は 駄目 だと は 余輩の 如き 耶蘇 信者の 口 ふ 所ではな くして、 耶蘇 敎も 信ぜす、 佛國 革命 史も讀 

ます、 位階 勳章を 授けられて 朝廷の 御 待遇 殊に 厚き 立派なる 日本 純 士の唱 ふる 所で ある、 彼等 は 云 ふ、 

「迚も 駄目 だ、 今の 社會は 迚も 駄目 だ、 之 を 改革す るな どと は 到底 出来る ことで はない」 と、， 朝廷の 

御信任殊に厚き人士すら斯の如しとすれば日本人全體の失§1^落膽は實に思ひ遣られる。 

改革 は 之 を 他人に 任 かし、 自分 は 今の 間に 出来る 丈け 財產を 作り 置き、 萬 一大 革命で も 起った 場合 

に は、 財 產を賴 りに 引 籠んで 居 やうと は 今の 日本の 責族 とか 上流 人士と か稱ふ 人達の 大抵が 取て 居る 

方針ら しい。 

朝廷 にさへ 忠實 であれば 下民に 對し て は 忠實で なくて も 宜しい 、 國民は 腐敗し やうが それ は 何う す 

る 事 も 出来ない、 但し 基督 敎と 社會 主義と は大 禁物 だ、 去りと て 自身 出て 社會を 改めん とする の勇氣 

もなければ 確信 もない、 人心の 腐敗 は實に 歎すべき ことで ある、 然し 我が 子孫の 將來も 善く 計って 置 

かなければ ならない、 先づ此 處餘り 深く 考 へないで 忠良なる 臣下と して 默 して 天恩に 浴す るに 若 かす 

と は 日本 貴挨の 心事で ある やうに 察せら る、 實に 結構なる、 羨ましい 事で ある。 

(1 萬 朝 報』 五月 廿 二日) 
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ボ I- ァ人を 慰む 

^呼、 余の 愛する ボ ー ァょ、 汝は竟 に汝の 自由と 獨 立と を 失へ り、 余 は 深く 汝 のために 悲しむ。 

過去 三年 問、 人類. の 自由の 希望 は 汝の肩 上に 懸れ り、 而 して 爾は 善く 此 責任 を 悟り、 萬 苦を排 して 

能く 汝 の 此 天職 を究 うせんと せり、 然れど も 東洋 の 日本 國が汝 の 敵なる 英國と 盟約 を 結ん でより 汝は 

終に 起つ 能 はざる に 至れり、 余 は 知る、 汝に 最後の 止め を 刺せし 者 は 東洋の 日本 國 なること を、 余 は 

此事を 忍 ふて 此 無恥の 政府の 下に 日本 國に 生れ 來 りし を 恥づ。 

然れ ども 余の 愛する 友よ、 汝は汝 の 損失に 就て 深く 失 ォ： する を 要せす、 汝は汝 が 以て 最も 貴 東 な り 

と 做す もの を 失 ひしに あらす、 汝の失 ひし もの は國 土な り、 政治 上の 自. m と獨 立と なり、 魏山 なり、 

牧場たり、 ち 凡て 此 世に 屬 する ものな り、 十七 世紀の 高潔なる 信仰 箇條を 以て 深く 養 はれし 汝は此 

等の もの を 失 ふ も 深く 心に 歎かざる べし、 汝の希 S ェ は此處 にあら すして 彼 所に あり、 「祌の 造り 營め 

る 基 ある 京 城」 と は汝の が汝に 傅へ て 以て 汝の 希望 を 紫ぐ 所の ものな り、 英人 をして 其渴び S して 

止まざる 土地と 金魏と 金剛石 織と を 有た しめよ、 彼等 は 口に 基督 敎を 信す ると 稱 する も 心に 泥土 を 愛 

する 者な り、 彼等 は 純然たる 此 世の 子供に して 此罪惡 の 世に 於て 大な らんと 欲する 者な り、 彼 今 暴威 

を HS! うして 汝に 勝てり、 彼 は 今 力 インが アベル を 殺せし が 如くに 汝を 殺せり、 而 して f の 眞现を 知ら 

ざる 者 は 彼を赏 して 汝を 嘲け るな らん、 然れ ども 汝 心に 留めて 忘る、 勿れ、 汝の救 主ィヱ ス キリス 

トは汝 の 如くに 惡人 のために 殺されし 者なる こと を、 汝は 小な りと 雖も 世界の 模範的 基督 敎國 として 


仰がれし 者、 汝の 最後 は實に キリストの 最後な りし、 余 は 汝の此 最後 を 聞て 心 竊に汝 の爲に 感謝せ ャ./ 

る を 得す。 

土地と 自由と 獨 立と を 失 ひし 汝は 爾来 世界 第一 の 說敎師 なるべし、 汝は 哲人 ノバ リスに 做 ひ、 今後. 

は 「神と 眞理と 永生」 と を 世に 傅 ふるため に 働かん、 汝は實 に 小なる もの を 失って 大 なる もの を 得た 

り、 汝は 低き に 於て 耽れて 却て 高き に 於て 勝てり、 余 は 信じて 疑 はす、 今より 後 南阿の 地 は 高潔の m や 

想 を 以て 世界に 鳴らん と。 

之に 反して 汝の 敵た る 英國と 其 同盟 國 たる 日本と は 今より ハ 化す 其 軍備 を擴 張し 、 此 世に 於て 益す 大 

なる 者と なり、 支那 を 分割し 朝鮮 を 割 取し、 黄金 を其國 庫に 積んで 富と 強と を 以て 萬 世に 誇らむ、 只 

見ん、 其 議會は 日々 に 腐敗し、 其 道德は 月に 隨 落し、 天の 光明 は 全く 其 民の 中に 絶えて、 晝尙ほ 暗 黑- 

を感 する に 至らん、 ソクラテス 將 さに 死なん とする や、 人 其 枕邊に 臨んで 死者の 不幸 を 語る、 ソ クラ 

テス 共 人に 答へ て 曰く 「死者 不幸 か 生者 不幸 か是れ 天の 神なら では 知る こと 能 はす」 と. 午 や 英杜兩 

國の幸 不幸 を判斷 せんとす るに 方て 余はソ クラ テ スの此 言 を 思 ひ 出さ る を 得す、 勝ちし 英國の 不幸 

か、 敗れし 杜國の 幸 か、 是れ 人の 知る 所に あらす、 余 は 今より 三百 年後の 歷 史家に 此 問題の 判決 を讓 

らん、 而 して 今 は 古聖の 左の 言を以 て 余の 心 を 慰めん、 

其 生命 を 保全 せんと 欲する 者 は 之 を 喪 ひ、 眞理 のために 生命 を 喪 ふ 者 は 之 を 保全すべし、 人 若し 

全世界 を 利す ると も 自己 を 喪 ひ 自ら 亡び な ば 何の 益 あらん 乎。 

余 は 信す 南阿に 於け る < ふの 友人の 今日の 慰藉 も 正さに 此聖 語に 存 する こと を。 (『萬 朝 報』 六月 五 n) 
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日本 阈の 犯せし 大罪 惡 

罪惡の 種類 は 多し、 然 れ ども 微弱 者 の 生命 を 賭し て 自己の 利益 を圖る に 勝る の 惡世 にあるな し、 

而 かして 0 本國は 南阿の 二 小 共和 國が 敗滅に 瀕する 時に 際し、 其敵國 たる 英國と 同盟して 其 絕滅を 早 

めたり。 

若し 世に 人 ありて 羸弱 援 なき 者の 生命 を 賭して 自己の 利益 を 圖る者 あれば 吾人 は 彼を稱 ぶに 人面 獸 

心の 名 を 以てする ならん、 然るに 爱に 同一 の 行爲に 出で し國： ある を 見る、 義俠を 愛する 志士 仁人 は 

何の 名を附 して 此國民 を 責めん とする か。 

昔し は ュ ダ國 の愛國 者ォバ 、チヤ、 其 隣邦 H ドムが ュ ダ の敵國 たる バ ビ 口 ン と 同盟して 其 滅亡 を援け 

し を 情り、 聲を 放て 彼れ H ドムと 詛 ふて 曰く、 

鳴 呼汝は 滅ぼされて 絕 えん、 汝と 盟約 を 結べる 人々 は汝の 敵と なり、 汝を 欺きて 汝に 勝たん 云々 

と、 や 南阿の 愛國 者に して 同一 の 呪詛を 日本 國に 向て 放たざる ものな しと せんや、 而 して H ドム は 

ォバ ヂャの 言に 隨 ひて 終に 其 同盟 國の 亡ぼす 所と なれり、 余輩 は 偏に 同一 の 運命の 余輩の 愛する 日本 

國の 上に 臨ま ざらん こと を^む。 

S に は 隣 邦 扶植 を 名と し、 戰を 起して 東洋 壌 亂の基 を 開けり、 今 叉 大闕と 同盟して 小國 の强壓 剿滅 

に與 かれり、 此事を 心に 思 ふて 故阈 のために 戰慄 せざる 眞 個の 日本人 は何處 にある や、 余 * が 玆にロ 

木國の 大罪 惡を 絶叫す る は 天の 忿怒 を 怖れて なり。  (『萬 朝 報』 六月 六日〕 


世の 狀 態と 吾人の 希望 


キリストが 此 世に 生れ 給 ひまして より 兹に干 九 百年 以上、 世界の 文明 國は 大抵 は 基督 敎を 信す ると 

云 ひ、 世に 二 億と 七 千 五 百 萬の 基督 信徒 者が あると 稱 へらる- -今 日、 世は撫 かし 精神的に も道德 的に 

も 著大の 進歩 を爲 したやう に考 へ られ ますが、 然しながら 善く 世界 目下の 狀 態を考 へ て 見 ますれば 事 

實は 全く 私共の 此豫 想に 反して 居る こと を 私共 は發 見す るので あります、 成程 近 世紀に 於け る 物質 上 

ニづ キス 

の 進歩 は實に 非常なる 者であります、 X 光線、 無線電信の 發明を 始めと 致しまして、 凡ての ェ藝 上の 

進步發 達と 云 ふ もの は實に 私共の 豫想 以外であります、 「人 は 神な り」 との 古い 語 は 人智の 進步 せる 

今日に 至て 始めて 事資 となって 世に 顯 はれし やうに 思 はれる ことがあります、 世界 孰れの 國も 其國利 

民福の 增進 のために 忙 はしく- 是 れが爲 めに 山 は 平 げられ、 海 は 埋められ、 人 は 天然に 勝ちて 世は樂 

圜と 化しつ める やうに 見える ことがあります。 

然しな が ら此樂 天 主義 の 世 の 觀察も 少 しく 眼 を 其 皮曆以 下 に 注ぎます れ ば 全く 痴人の 夢で ある こと 

が 解ります、 世 は 其 外面に 於て 進歩せ る やうに 其內 部に 於て は進步 しません、 而已 ならす、 外面の 進 

步は 却て 内部の 退步を 示す 場合が 澤 山あります、 成程 世に 所謂る 人生の 幸福なる 者 を 標準と して 度り 

ましたならば 廿 世紀の 今日は 十七 世紀の 往昔に 優る 數 暦の 進歩で あるか も 知れません、 然しながら 若 
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しィ H ス キリ ストの 幅 昔 を 以て 進歩の 標準と 致します るなら ば、 今日は 決して 往昔に 優て 進歩せ る 世 

でない 事が 能く 解ります、 其 實例を 今 多く 玆に揭 ぐるの 必要はありません、 私共が 毎日 讀む所 の^の 

新聞紙が 能く 此悲 しむべき 事實を 私共に 俾 へます。 

世界 第 一 の 基督 敎國を 以て 自ら 任じます る 英國で すら 暴力に 訴 へ て 他の 小なる 而 かも 己れ に 優る 程 

の 基督 敎國を 亡す ことに 少しも 躍 致しませんでした、 爾 うして 此 事に 關 して 其 皇帝 陛下 は壯 觀を盡 

して 倫 動なる 聖會 堂に 詣で 、神に 感謝の 祈禱を 捧げた と 云 ふ 事であります、 往 !=; 曰 は羅馬 法王が 聖バ ル 

ト 口 マイの 祝日に 於て 天主 教徒が 佛國の 新 敎徒を 剿滅し たれば とて 羅 馬なる 聖彼 得大會 堂に 於て 特に 

大 感謝 式を擧 げたと 云 ふこと でありまして、 私共 此事 を歷 史に讀 みます る 毎に 私共の 血が 沸騰つ やう 

に 感じ ましたが、 此廿^ 紀の 今日に 於て 英國倫 動の 聖保羅 寺院に 於て 荚國 敎會の 首長なる 其 皇帝 陛下 

に 由て 之に 均しき 事赜が 演ぜられ しと 聞て 私共 は 唯 だ愕く 斗り であります、 南阿 戰爭の 始めに 方り ま 

して、 數 多の 英國 兵が 汽船に 乘て戰 地に 向て 出帆 せんとす る 時に、 送らる.^ 兵士 も 送る 國人も 皆ー齊 

に聲を 揚げて 「我等 は マジ ュバ の， 奴 を 記 臆せん」 と唱 へて 敵 人復謦 の 意 を 表しました 時に、 之 を 聞き 

し哲學 者スべ ンサ， "氏 は是れ 太古 時代に 於け る 復謦を 以て 唯一 の 目的と なせる 野蠻 人の 聲 であると 一 1^ 

はれた そうであります、 又パ ー ルデ ベルグの 戰爭に 於き まして、 三千の 杜軍は 五 萬の 英 兵の 圍む 所と 

なり、 衆寡 敵せ す、 杜 軍が 終に 英 軍に 降りました 時に、 英 軍の 總督 ロバ ー ッ將 軍は英 國女皇 陛下に 祝 

電を發 して 「陛下よ、 マジ ュバの 謦 は 報 ひられました」 と 云 はれた そうであります、 何も 普通の 兵士 

斗り ではありません、 立派なる 將 軍と 女 皇 陛下と が復馨 の 祝電 を 交した と 聞きまして 私共 は 「基督 敎 

は 英國に 於て 結えたり」 と 叫びた くなる ではありません か、 「惡を 以て 惡に報 ゆる 勿れ、 衆人の 善と 


する 所 を 心に 記て 之を爲 せ」、 と は 聖書の 明白なる 敎訓 であります、 然るに 「聖書 は 我 國建國 の 基礎 

なり」 と 云 ひて 世界に 向て 誇る 英國 人が 微弱に して 取る に 足らざる 程の 二 基督 敎國を 亡ぼした と 云 ひ 

て 之が 爲 めに 狂 喜し て爲 めに 特^の 感謝 の 祈禱を 神に 捧げる に 至て は 世 は亦復 たび 太古 時代の 野蠻に 

立ち 還った やうに 感ぜられる ではありません か、 ェ ランズ ラ ー グテの 役に 於き まして は 英國の 騎兵 は 

悪魔の 名を唱 へ っ& 今や 臨終の 祈禱を 神に 捧げん とて 跪きつ K ありし 杜國の 兵士 を無慙 にも 槍玉に 揚 

げたそう であります、 英國の 兵士が 敵 を 殺す 時の 普通の 用語 は Gotcholl  (地獄に 落ちよ) との 語 

であった そうであります、 然るに 此殘忍 無恥の 兵士が 讚美歌の 外に 歌 はたく、 聖書の 外に 讀 物の なき 

南阿 兩 共和 國の 民に 勝て 其國の 自由と 獨 立と を 奪った のであります、 爾 うして 是は 決して 太古 時代の 

事で もなければ 亦 中古 時代の 事で もありません、 是れは 之れ 紀元の 一 千 九 百 〇 二 年、 吾 • 等の 目前に 於 

て 諸 外 固に 平和の 福 昔を傳 へんが ために 多くの 宣敎師 を 送りつ.^ ある 英國に 由て 犯されし 大罪 惡 であ 

ム .iaaaaaaaa 厶ム  <<1,,!厶〈：,1<:厶厶<1厶厶厶<"<"<1<1厶<".<1<3  <"  ^<3<3<<1ム<3 

ります、 我等 基督 を 信す る 者 は 我等と 同宗 敎 た-る 英國 のために 他宗 信者の 前に 慚死 すべきで はあり ま 

AAA 

せん 乎。 

是 は英國 であります、 爾 うして 其 兄弟 國 とも 稱 すべき 北米 合 衆國は 如何であります か、 是れ又 同じ 

憐れむべき 悲 むべき 狀 態に 陷 つて 居ります、 其 民の 口にする 所の もの は 唯 金であります、 金 は 彼等 Q 

實 際の 神であります、 彼等の 事業の 成 效とは 多く 金 を 獲る 事であります、 彼等が 菲律賓 群島 を 攻め ま 

する の も 重に 金の ためであります、 東洋 貿易 の 主權を 握らん ために 彼等 は菲民 六 百 萬 人 の 自由 を 奪 ひ 

おも 

ました、 支那 貿易の 利益に 與 からん ことが 彼等の 東洋 政治に 容噪 せんとす る 主なる 動機であります、 

彼等 は^ 馬の 民 を 助けて 西べ 班 牙 人 を 西半球より 放逐し ましたが、 然し 彼等 は 無報酬で は 之を爲 しませ 
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ん でした、 彼等は義戰の報酬として自身西班牙ょりボー卜リ コ の沃饒なる^:;sを弯ひ取りました、 而已 

ならす、 彼等の 或 者 は 玖 馬まで も 合 衆國の 領地と せんとの 說を 公け に唱 へ て 恥と 致しませんでした、 

大統領 ゼフ ハ ソ ンの 手に 由て 草せられ し 有名なる r 獨 立の 宣吿 文」 なる 者 は 今に 僅に 小數 人士の 尊重 

する 所に 止まりまして、 殘 餘の國 民、 卽ち其 最大 多 數は之 を 種々 に 曲解して 151 に 自己の 利) を 計らん 

との み^めて 居ります、 米國に 於け る 市政の 腐敗と 云 ふ もの は實に 驚くべき 者であります、 其 自由の 

淵源と も稱 へらる K ボストン 市で すら、 附賄は殆んど白晝の公_5^-でぁりまして.- 其 市長た る 者が 政黨 

に赂 へりと て 之 を宴會 の 席上に 於て 語りました 時に 何人も 彼の 此 暴言 を咎 むる 者はなかった との 事で 

あります、 ボストンで すら 此の 如き 狀 態であります から は、 シカゴ、 サンフランシスコ 等、 德義の 制 

裁 力の 至て 薄い 所に 於け る 市政 紊亂 の 程度 は 赏に思 ひ 遣られます、 勿論 米 固に 於き ましても 少 數の義 

人 はないで はありません、 彼等 は 甚く 此 Is?- を 患へ 是 等の 罪惡 を痛擊 して 居ります るが、 . 然し 國 民の 多 

数 は 其 如何と もすべからざる を 知ります るから、 唯是を 一笑に 附 して 居る 斗り であります、 殊に， 罪惡 

の詰责 の 任に 當 るべき 基督 敎會の 牧師 傳道師 で すら 强く此 惡事を 攻め ますれば 敎會の 收入を 減少す る 

の 虞が あります 故に 言 辭を 謹んで 唯に 一 般の 惡を責 むる に 止まって、 公 盗の 名 を 指して 特殊の 罪惡 

を 糾問す るが 如き 審を 致しません、 敎師相 集って 相 共に 語ります る こと は 重に 金の 事であります、 或 

は 「余 は 二十 弗の 說敎 をな せり」 とか、 或は 「余 は 牧師館 附の年 二 干 弗の 講壇 を 得ん と 欲す」 とか、 

或は 「余の 敎會は 何百 萬 弗 を 代表す、 故に 余 は 毎週 何百 萬 弗に 向て 說敎 しつ \ あり」 とか， 實に之 を 

M くさ へ 暇吐を^す_6^-柄を彼等は少しも心配ー.湫なしに相互に語って居ります、 斯の 如き 牧師 や 傳道師 

に 3： の 一 SfJ ま し い 事 も出來 や う 苦 は あ り ま ん 、 彼等 は 自分と 自分の 家族の 衣食の 事に 就て 思 ひ 煩 ひ 且つ 


怖れ 傈ぃ て 居る 者であります から、 古代の 豫言 者の 口調 を 以て 世の 罪悪 を 面の 當り攻 立つ る 事な ど は 

到底 彼等より 望む こ と の 出来な いこと で あります、 北米 合 衆國の 人心 を 支配す る 者 は 今 は ホイ チヤ ー 

の 如き 詩人で もなければ、 ガリソンの 如き 社會 改革者で もなければ、 ビ，' チヤ ー の 如き 說敎 者で も あ 

りません、 米 國を今 曰 支配す る 者 は モルガンであります、 ァス トンであります、 パンダ ー ビルトで あ 

ります、 卽ち其 財權を 握る 者であります、 法律 は 彼等の 利益 を 計る ために 設けられます、 大統領と 知 

事と 代議士と は 彼等の 好意 を 得て 始めて 其 職に 就く ことが 出來 るので あります、 敎會 内で 最も 勢力の 

ある 者 は 信仰の 最も 强ぃ 者で はなく して、 金 を 最も 多く 持つ 者であります、 牧師の 說敎は 金 持の 感情 

を 害せ ざらん やうに 力めら れ ます、 傅 道 事業 も 慈善事業 も 彼等に 取て は先づ 第一 に 金の 問題で ありま 

すから、 彼等 は 金 持の 贊同 を俟 たす して 何事 を も爲し 得ません、 彼等の 或 者 は 金を稱 して 「全 I 能なる 

金」 と 巾し まする が、 是れ 米國民 全體を 支配す る 精神でありまして、 若し 其歸依 者の 多數を 以て 稱し 

ますれば 米國は 決して 基督 敎國 ではなく して、 明白なる 拜 金宗國 であります、 彼等 は 金に 頼り、 金 を 

怕れ、 金に 使役 せらる. -國 民であります、 米國 人の 多數は 基督 敎 信者で あるた ど &の我 邦の 或 人士の 

想像の 如き は實に 虚偽の 絶頂であります。 

斯う 云ふ國 であります 故に、 他國の 自由で あると か、 獨立 であると か 云 ふ 車に 彼等が 國氏 として 同 

情 を 寄す るな ど 云 ふ 事 は 彼等より 全く 望めない 事であります、 彼等 は 菲律贫 人が 幾度と なく 彼等に 向 

て 哀願し ました けれども 其髙尙 にして 且つ 正當 なる 希^な どに は 少しも 耳を倾 けません、 彼等の 或 者 

は 菲律賓 戰爭を 繼繽す べしとの 說を 立てます るに 方って、 次の 様に 云 はれた さう であります、 

支那 は 世界 第一 の 市場で ある、 今 之 を 自轉車 製造業の 一 事より 考 ふる も、 若し 楊子 江 沿岸に して 
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米國 商人の ため に^かる k に 至らば、 爾 うして 支那 人の ー靑 年毎に 必す 一輛の 自轉車 を 有たざる 

を 得ざる に 至らば 米國 今日の 自轉車 製造 人 は 製造品の 剩餘を 生す るの 忠 より 全く 免 かる &に 至る 

に 相違ない、 雨う して 菲律賓 を 占領し 置く は 吾人の 支那 貿易 を 保護す るた めに 必要で ある。 

斯んな 馬鹿 氣 切た る說が 大統領の 選 擧權を 有する 彼等 多數の 上に 勢力が あるので あります、 ヮ シン ト 

ンと リン コル ン との 米 國も玆 に 至て 全く 消滅した と 云 ふても 宜 うあります。 

若し 理を 以て 云へば 米國は 英國の 敵であって 杜 國 の 味方でなくて なりません、 是れ歷 史上の 關係 

から 云っても 然るべき 害の 事であります、 南阿の 二 共和 國を 造った 者 は 合 衆國を 作った 者と 同種類 同 

信仰の 人達で ありました、 卽ち獨 逸、 和 蘭、 佛蘭 西の 新敎 徒でありまして、 彼等の 中 西に 航 した 者が 

北米 合 衆國を 作り、 南に 航 した 者が 南阿 共和 國を 建てた のであります、 斯くて 二者 共に 兄弟 國 とも 稱 

すべき 問 柄の 事であります から、 南阿 共和 國の民 は今囘 の英國 との 葛藤に 於き まして は 彼等に 對 して 

必す 米國の 同情が ある 事と 思 ひました、 然しながら 事實は 全く 彼等の 豫 想に 反しました、 今の 米國人 

は 昔の 米國 人ではありません、 彼等 は淸敎 徒の 子孫と は 云 ひます る もの \、 其 中から 淸 信徒の 靈魂を 

拔き 去った 者であります、 今や 彼等に 取て 最も 大切なる もの は 人類の 自由で はなく して 外圃 貿易で あ 

ります、 雨う して 外國 貿易と 云へば 彼等の 第一 の 得意 は英國 であります、 故に 主義に 於て は 共和 國の 

味方 で あ る ベ きで はあります るが 利益に 於て は 彼等 は 英國の 恩 惠を蒙 る 商人であります、 主義 は 利益 

に 代 へられません、 故に 彼等 は 多くの 詰らなき 理屈 を附 けまして、 雨 共和 國の 懇願 を 斥けて、 英 画の 

好意 を 失 は ざらん こと をのみ 是れ 努めました、 近頃 駐米 英國 大使の 死去し ました 時の 如き、 米國 政府 

が 之に 與 ふるに 國 葬の 禮を 以てしました ことの 如き は 其 一 例であります、 爾 うして 斯 くも 熱心に 南阿 


の 二 共和 國を排 して 英國の 肩を持ちし 者 は 米國の 政治家 や 商人に 止まりません、 其 多くの 基督 敎の敎 

師ま で が 世界 進歩 の爲 めで あると か、 人類 幸 幅 の增 進の 爲め であると か 云 ふ 名義 の 下に 英國に 向て 厚 

き 同情 を 表しました、 かの 有名なる 組合 敎會 の敎師 ライマ ン アボット 氏の 如き は 實に其 - 人で ありま 

して、 彼の 如き は 口 を 極めて 南阿に 於け る 共和 國 民の 時勢 後れなる こと を唱 へました、 國の愤 侶が 腐 

ります る 時 は 其國が 腐敗 の 極に 達した 時で あります、 今や 米國 に 於て は 其 基督 敎會 の 牧師 ま で が 君主 

政治に k みして 民主政治に 反對 する に 至りました、 玆に 至て 其 腐敗 墮 落の 度 は何處 まで 進んだ か^ 能 

力 

く 解ります。 

若し 叉 米國を 去って 獨 逸に 到り、 怫 蘭 西に 行き、 露 西亞に 到ります る も 同事であります、 富で あり 

ます、 國 力であります、 是れ 彼等が 璲取 せんとす る 唯一 の 目的物であります、 コ a ムゥ H ルがサ ボイ 

山中の 民の 虐殺 を 憤て 師を 大陸に 途 らんと せし が 如き 擧動は 今の所 謂 基督 敎的 君主なる 者より は 決し 

て ゆがめません、 彼等の 義俠 なる 者 は 皆 代價附 きの 義俠 であります、 彼等が 基督 敎國の 君主で あるから 

彼等 は 基督 敎徒を 保護す るな らん 杯との 希望 を 懊く者 は必す 彼等に 就て 大失 を 致します し 

斯く觀 じ 来れば 一 一十 世紀 今日の 世界 は 矢張り 暗黑の 世界であります、 英吉利が 土 耳 古人 を援 けて 土 

耳 古 圃內の 基督 敎徒を 迫害した と 云 ふ^ 界 であります、 土 耳 古 皇帝が 命 人リを 下して アル メ  -1 ャの 基督 

敎徒を 虐殺せ しめ ますれば、 其 血の 未だ I- かざる 間に 獨逸 皇帝 は 態々 彼をコ ン スタン チノ ー ボルに 訪 

ふて 彼と 友誼 を 厚う したと 云 ふ 世界であります、 希 臘國が 其 自衞上 土 耳 古に 向て 戰 を宣吿 しま すれば 

列國相 集って 之 を傍觀 し、 其 常に 讚稱 して 止まざる 希臘に 向て 一 臂のカ をも货 さなかつ たと 云 ふ 骨 

であります、 * 督敎國 の 兵士が 支那に 人て 強姦 掠奪 を恣 にしましても 木！： に 在て は舆 論が 勃興して 之 
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を資 めた と 云 ふ泰を 聞かない 世界であります、 是れ 決して 基督の 敎訓が 普く 行き渡った 世界で はあり 

ません、 純粹の 基督 敎國 なる 者な ど は廣き 此^ 界に 一 も見當 りません、 腐敗した る國 は： n 本國 のみで 

あると m 心 ふの は大 なる 間遠であります、 否な、 或る 點に 於て は 日本 國の 方が 所 謂 基督 敎國 よりも 迥か 

に 優た る國 であります、 善く 宣敎師 的 基督 信者が 云 ふ 事であります が、 日本 は 惡ぃ阈 であるが ァ メリ 

力 は 善い 國 であると か、 イギリス は 善い 國 であると か 云 ふの は大 間遠であります、 曾て 極めて 善良な 

る 英國の 婦人が 私に 語られ ましたが、 彼女の 本國 なる 英國に 於ても 眞 面目に 基督 敎を 信す る 事 は 甚だ 

困難であって、 それが ために は 多くの 迫害 を 受けなければ ならない と 云 はれまし たが、 實に爾 うで あ 

ろ ふと 思 ひます、 日本で 迫害され るから 米 國に行 たら 善から ふと 思 ふの は大 間違であります I 基督の 

敎を 有の 儘に 信じ ますれば 基督 敎 の 宜敎師 に まで 嫌 はれます る こと は往々 ある ことでありまして、 現 

に み- n; 敎師仲 n で も餘り に 公平 で餘 りに 義 しい 人 は 其 同僚 の 排斥す る 所と たりて 本 國に逐 ひ 還へ された 

者 も 有る そうであります。 

世界と は寳に 斯んな 所であります、 キリストが 世に 降られて より 後 干 九 百年 餘の 今日、 彼 を 正直に 

信す る 者 は 彼の 如くに 廣き此 世界に 於て 枕す る處を 有ち ません、 不義 は 到る 所に 勝 を 制し、 義の 繁昌 

する 處 とて は宇內 に 未だ 一 個所 も見當 りません。 

然 らば 私共 は 失 しませう 乎、 否な、 決して 爾 うではありません、 是が 世界で あるので あります、 

^界 は斯く あるべき もので ない と 思 ふたの が 抑々 間違 の 始め で あつたの であります、 私共 の 腦裡に 基 

督敎國 なる もの を 畫き、 此 世界に 檫準的 聖人 國 でも あるかの やうに 思 ひ、 如何 かして 我 國をも 其 園の 

やうに 爲 したいと 欲 ふたの が 抑 々失ば- A の 始めであります、 爾んな 理想 國は此 世に は 一 つもありません、 
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此世 は何處 まで も 罪悪の 世であります、 一 一十 世紀の 今日と 雖も 若し キリストが 再び 肉體を 取て 此 世に 

降り 給 ひましたならば 世界 は 擧て彼 を 再び 十字架に 釘け るに 相違ありません、 世より 迫害 を受 くべき 

者 は キリストの 直弟子に のみに 止り ません、 一 一十 骨紀の 今日に 於ても 彼の 弟子た る 者は當 さに 迫害 を 

受 くべき 者であります、 彼等 は 到底 此 世と 一致し 得べき 害の 者ではありません、 基督 敎をも 信じて 其 

救 靈の利 德に與 かり、 ぼと も 相 和して 其 好 遇 を 受けん とする は、 是れ 到底 望む ベ からざる 事で ありま 

す、 迫害 は 基督 敎 信者の 附屬 物であります、 之れ なくして 彼 は 基督 信者ではありません。 

此考を 以て 希 怕來書 第 十 一 章 を讀ん で御覽 なさい、 其 何ん と 深い 福音 を 私共に 傅 ふる 章で あるかに 

善く 解ります、 

それ 信仰 は 望む 所 を 疑 はす、 未だ 見ざる 所 を憑據 とする ものな り ( 一 節)、 

其發端 の 一一 一； n 辭が旣 に 来世 的であります、 理想 を此 世に 求めよ との 言辭 ではありません、 

此等は 皆 信仰 を懷 きて 死ねり、 未だ 約束の 者 を 受け ざり しが 遙 かに 之 を 望みて 喜び、 地に 在りて 

た び 一 ひ， こ  や ど れ る も 0 

は自 から 旅人な り、 寄寓 者な りと 言へ り (十三 節)、 

是れが 昔し の祌を 信ぜし 者の 覺悟 でありました 通りに、 今日 我等 基督 を 信す る 者 も 亦 此覺悟 を 以て 此 

世に 處 さなければ なりません、 此 世に 於て 勢力 を 得て 此世を 我黨の 所有と なさん と 欲 ふが 如き は 基督 

信者 の懷 くべ か ら ざる 野心 であります、 我等 は 地に 在りて 自 から 旅賓 なり 寄寓 者な る を 知て 其 積り で 

萬 事 を 所 置し なければ なりません、 

如此 いふ 者 は 家 鄉を尋 ぬる 事 を 表すたり (十 ra 節)、 

卽 ち.； 鄕を此 f 以外に 尊る 事 を 表すので あります、 我等 は此 地に 土着すべき 者でありません から、 此 
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地に 子孫 繁榮の 策 を fl じません、 私共 は此 地の 寄 §5 人でありまして、 其 地主と 家主と は 世の 權者 俗人 

であります、 私共 は此 地に 在て は 他人の 地面に 一 時 借 宅して 居る に過ぎない 者であります、 

亦 或 人 は 最も 愈れ る 復生を 得べき 爲に 酷刑ら れて免 さる k こと を 欲 まざりき、 亦 或 人 は 嬉笑 を受 

け、 鞭打れ、 線 練と 囹 圏の 苦み を 受け、 石に て 擎 たれ、 銀に て 挽かれ、 火に て 焚かれ、 刃に て 殺 

され、 綿羊と 山羊の 皮 を 衣て 經 あるき、 窮乏して 難 苦め り、 化 は 彼等 を 置く に堪 へす、 曠野と 山 

と 地の 洞と 穴と に 周流 ひたり (三 五 I 三 八 節 )o 

"だれが 基督 信者の 普通の 生涯であります、 初代の 基督 信者の 生涯 は 皆な 是れ でありました、 新敎 創設 

時代の 新敎 徒の 生涯 も亦是 でありました、 爾 うして 近き 今日に 至りましても、 前世紀の 末に 於て はァ 

ルメ 一一  ャの 基督 信者 は囘々 敎徒 たる 土 耳 古人より 此 苦 を 受け、 今世紀の 始に 方り まして は 南阿 兩共 

和 國の民 は 基督 信徒 (所謂) たる 英國 人より 此 虐待 を 受けました、 然し 彼等 は 基督が 其 弟チに 約束し 

給 ひし ものより 以上の 患難 を 受けた のではありません、 彼等 は ^ の 俗人より 基督の 弟子が 受く ベ き當 

然 の 試 誘 を 受けた の で あります。 

更に 愈れ る 者 を 神、 豫め我 倚に 備え 給へ り (四十 節)。 

是が 基督の 弟子に 此 世に 於て 此虐 遇、 此-讽 立、 此忠 難がある 理由であります、 我 倚 は 更に 愈れ る 者 を 

神が 豫め備 へ 給 ふたからで あります、 來 らんと する 榮 光の 餘 りに 大な るが 故に 祌は此 世に 於 凡ての {i, 

全を我倚ょり^！^^ひ、 我 倚 をして 此 世に 在て は 希望の 快味 を 感ぜし め 給 ひ、 彼 世に 於て は實 成の 歡喜を 

下し 給 ふので あります、 我 儕に 廣き此 世界に 隱家 のな いのは 我 倚が 此 世に 希望 を 紫が ざらん ためで あ 
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ります、 來批 存在の 實證は 現世に 於け る 義人の 不安に 存 します、 天國 は米國 でもなければ、 英國 でも 


ありません、 天 國は此 世 以外に 在る ものでありまして、 其 王 は キリスト であり、 其 法律 は 愛で ありま 

す、 其 市民た るの 約束 を 受けし 我 倚 は 現世に 於け る 不遇 辛慘を 以て 反て 大 なる 恩 惠と 感じます、 此^ 

は 美 はしい 所であります るが 天國は 更に 之に 愈つ て 美 はしい 所であります、 然 らば 我 倚 は 喜んで 此世 

界を 世の 人に 與 へませ う、 悪人に さ へ斯 くも 美 はしい 世界 を 與へ給 ふ 神が 彼 を 愛する 者に 讓り 給ふ來 

らんと する 世界 は 如何に 美 はしい 所で ありませ う。  誊之 研究』 六月 二十： 《) 

正義 を へよ 

吾等が 此 世に 於て 正義 を唱 ふるの は 其 現世に 於て 實行 されん こと を？ >; むからで はない、 吾等 は此世 

は 罪悪の 世なる を 知る、 神の 正義 を 憎む の 世なる を 知る、 惡 人が 跳梁して 義人が 迫害 せらる- -の 世な 

る を 知る、 而 かも 吾等 は 正義 を 唱道して 歇 まない。 

正義 は 第一 に祌の 正義で ある、 神の 正義で あるから 吾等 は 如何なる 場合に 於ても 之を唱 へなくて は 

ならない、 其 利害 は 吾等の 關 する 所ではない、 神の 正義で あるから 吾等 は 全 *1 界の 抵抗に 遭 ふても 之 

を唱 へなくて はならない。 

さに 

正義 は 第一 一に 世 を鞫く 者で ある、 正義の 唱道な くして 世 は 其 日毎に 犯しつ k ある 所の 罪惡の 惡な 

る を 知る ことが 屮 I 來 ない、 吾等 は 現世 を 正義の 世と なすこと は 出来ない かも 知れない、 然しながら 吾 

等 は 神の： 止 義を唱 へ て 叱 をして 其 神に 戾れる 者で ある こと を 知らし むる 事が 出来る、 正義の 唱道 はは 

の 救濟の 初歩で ある、 之を爲 さすして 福音 を傳 捲す る も無效 である。 
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故に 吾等 は： 止 義を唱 へなくて はたらない、 大ま" に 之を唱 へなくて はならない、^ の 之 を界れ ざる も 

意と する に 足らない、 其 此^に 採用され んが爲 めに 唱 ふるので はない、 其 正義なる が 故に、 其 之を審 

執いて 終に 之 を悔改 に！^ かんがた めに、 吾等 は 臆せす 怖れす 之 を ふべき であるり 

(『楚 害 之 研究』 六 力-; 十：：！) 

田 中正 造 翁の 入獄 

E 巾：.^ 造 翁 の 入獄 は 近來 5^ に 聞く 所の 慘 is? である、 深く 此 事に 就 て 思念 を 運す 人に し て 奇異 の感に 

耕 たれない 者 は あるまい。 

翁 とても 勿論 完全 無缺の 人で ない こと は 余輩 とても 能く 如って 居る、 然しながら 此罪惡 の 社 會に在 

て 翁 ほど 無私 無慾の 人の 多くない IsS? も 亦余翠 の保證 する 所で ある、 窮民の 救 濟に其 半生 を 消費し- 彼 

等 を 死滅の 瀕 より 救 はんとす るより 外に 一 つ の志§_^|もなければ快樂もなぃ 、 此翁 は. 貧に 明治 現代の 一 

義人と 稱 しても 決し て 過賞 の 言 で は なか ら う と 思 ふ。 

然るに 此 人が 此 窮民 を 辯 護し つ k ありし 際に 官吏の 前で 誤て 欠伸 を爲 たりと て 其 老體の 死に 近かん 

としつ k あるに も拘 はらす、 n 本 帝 國の法 に 問 はれて 一 ヶ月と 十五 日の 禁錮の 刑罰に 處 せられた 

とのこと である、 余輩 は 法律 學に 暗い 者で あるから 刑の 適用の 當 否に 就いて 云爲 する に 由な しと 雖も - 

而 かも 現代の 法律なる 者 は 情と 慈悲と より 離る k に餘 りに 遠き 故に、 其 結果 終に 斯る稀 有の 善人まで 

を獄 に投ぜ ねばなら ぬに 至 たかを 思 ふて 淚潜然 たらざる を 得ない。 


田 中正 造 翁に 比對 して 翁に 此 苦痛 を持來 すの 原因たり し 古河 巿兵衞 氏の 狀態 を考 へて 見たら ば 如何 

であらう、 若し 世に 正 反對の 人物が あると すれば 夫れ は 田 中 翁と 古河 氏と である、 二者 大抵 同 齢の 人 

であって 一 つ は 窮民 を 救 はんとしつ k あり、 他の 者 は 窮民 を 作りつ k ある、 然るに 無辜の 窮民 を敕は 

ん としつ、 ある 田 中 翁 は 刑法に 問 はれて 獄舍 に投ぜ られ、 旗 民 を 作りつ. - ある 古河 巿兵衞 氏 は 朝廷の 

御 覺ぇ淺 からす、 正 五位の 位 を 賜 はり、 交際 を 廣く貴 挨社會 に 結び、 基督 敎界の 慈善家にまで 大 慈善 

家と して 仰がれ、 日本 國 到る 處に 優遇 歡 待され っ& ある、 田 中 翁 は 官吏の 前に 欠 仲を爲 したれば とて 

法律の 明文に 依て 罰せられ、 古河 巿兵衞 氏 は 多くの 妾を蓄 へ、 十數萬 人の 民 を 幾餓に 迫らせて 明白な 

る 倫理の 道 を 犯しつ k ある も 法律に 明文なければ 氏 は 正 五位の 位階 を 以て 天下に 濶 歩す、 余輩 此事 を 

想 ふて 現代の 法律なる も. の k 多くの場合に 於て は 決して 人物の 正邪 を刺刖 すろ に 足る もので ない 事 を 

思 はざる を 得ない。 

然しながら 熟々 考 へて 見る に 古河 市兵衞 氏の 地位 は 決して 羨むべき ではなく して、 田 中 翁の 目下の 

境遇 こそ 却て 余輩の 慕 ふべき ものである、 「義 の爲 めに 責らる k 者 は 福な り」、 善 を 爲し義 を 行 はん 

として、 それが 爲 めに 苦を受 くる こと 程 幸福なる こと は 實に此 世 にないの である、 斯く 爲られ てこ そ 

吾人 は 始めて 世界の 義人の 群に 入る ことが 出來 るので あって、 ソクラテスの 心 を 知らん と 欲し、 キリ 

ストの 苦 を 思 ひ 遺らん と 欲すれば 吾人 は必す 一度 は此 苦痛 を 味 はなければ ならない、 正 五位の 榮 位と 

之に 伴ふ榮 譽に與 かるの も 幸福で あるか も 知れない、 然しながら キリ ス ト、 ソ ク ラテ ス等 世界 有数の 

偉人の 心 を 知る の 榮譽は 明 治 政府 が 其寵兒 に與 ふる 位階 勳章 に 勝る 幾 is 倍の 榮譽 である こと は 余輩の 

言を俟 たす して 明かで ある、 故に 田 中 翁た る 者 は 今囘の 入獄に 就て 甚く 失 §w する ことなく、 人生の 快 
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時 事  一八 

味の 却て 此 邊に存 する を 知り、 人 を 恨む ことなく 社會を 憤る ことなく、 君の 出獄の 日 を 待て、 更に 一 

暦の ij^ 遲と愼 の 態度と を 以て 君の 終生の 志望 を 貫かれん こと、 是れ 君の 友人の 一人なる 余が 梅雨の 

空に 際して 獄中の 君 を 思 ひ 遣りて 君の ために 書き記す 所の 祈願で ある。 (『萬 朝 報』 六 ガサ 一日) 


時勢の 要求と 基督教 


基督 敎は此 世の 者ではありません、 基督 敎は 或る 意味から 云へば 此批と は 何の 關係 もない 者で あり 

ます、 基督が 其 母 マリヤに 向て 爾と 我と 何の 與 あらん やと 云 はれし やうに 基督 敎は 或る 意味から 云 へ 

ば此 世と は 何の 與 もない 者であります、 基督 敎は 社會 改良の ための 道具ではありません、 國家 建設の 

ための 方^ではありません、 基督 敎は 此^が 失せても； 在す る 者であります、 基督 敎は此 世 以外の 者 

であります、 卽ち 天の 者でありまして、 其^ 在 を此世 と共にす る もので はあり ま ん。 

ゆに 現^的 基督 敎 なる 者 を唱 ふる 人が あります、 其 人 等の 曰 ふ 所 を 聞きます るに 基督 敎とは 決して 

此世を 情なく 思 ひ、 後生 を 願 ふて 寺に 籠る 隱遁 者の 宗敎 ではない、 之 は 活^ 界の 舞臺の 上に 顯 はれて、 

活劇 を 演ぜん とする 者の 宗敎 であるとの 事であります、 實に fg;^ ましき 言辭 でありまして、 誰も 之 を 聞 

いて 憤然として 起たない 者 はありますまい、 斯くぁってこそ世に始めて^.^^6{^^とも稱すべき者が 

顯 はれた のであって、 志士の 信すべき 宗敎は 現世 的 基督 敎を 除いて 他に あるべ からすと は 私共が 斤々 


hi "にす る 所であります。 

然しながら 少しく 精密に 聖書 を 研究し ますれば 基督 敎の 決して 現 ゆの ための 宗敎で 無い ことが^り 

ます、 基督 敎は 勿論 世 を 救 ふ 者であります、 歷史 有りて 以来 基督 敎に 優る 道德 上の 勢力の 曾て 此 世に 

顯 はれた ことはありません、 眞 正の 基督 敎を 信じて 人 は 決して 隱 遁^と なり やう 害はありません、 此 

世の i§ でたい 基督 敎 信者が 此 世に 於て 最も 勢力の ある 者であります、 然しながら 此 奇なる 事の あるに 

も關 はらす 基督 敎は 現世の ための 宗敎 ではありません、 之 を 現世 的に 信じて 基督 敎は 速に 其 勢力 を 失 

ふに 至ります、 事業 は 基督教の 結果でありまして、 基督 敎其 物ではありません、 社會 改良 を 目的と す 

る 基督 敎は ii::^ だ 微力なる 者であります。 

基督 敎は 世の 人 を 驅て天 國に人 れんと する ものであります、 其 徒なる もの は より 聖別され し 者 

であります、 其敎會 なる 者 は 之 を H ク レジ ャ (ecclesia) と稱 へまして 「^より 呼び S されし 者」 との 

意味であります、 基督 敎 信者 は 抵に 在る も 世に 屬 ける 者ではありません、 彼 は^と 全く 關係を 絶った 

者であります、 世の 歡喜は 彼の 歡 喜で なく、 世の 悲痛 は 彼の 悲痛でありません、 此事を 能く 心に 辨へ 

ないで、 基督 敎を 以て 社會 改良の 用具な りと 思 ふたり、 叉 は德性 修養の 術な りと 考 へる 人 は 基督 敎に 

就て 必す失 します、 若し 天國の 市民と なる の 希 がなければ 基督 敎を 信ぜざる に 若く はありません- 

若し 單に 人の 品行 を 改めん とする のが 目的なら ば 彼に 基督 敎を說 かないに 若く はありません、 實利的 

の 支那 人 や 日本人 は 此事を 心に 留めないで 自身に 大 なる 失望 を 招いた のみなら す 亦 多くの 人 を 躓かせ 

ました、 基 赞敎を 以て 國家を 救 はんとし たが 其 之 を爲す こと 能 はざる を 知った 故に 今 は 之 を 捨て 政ュ 5 

家と なった など 云 ふ 人が 元の 基督 敎 の 敎師の 中に 大分あります るが、 之 は 全く 基督 敎 の 本性 を 誤解し 
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てより 來 つた 徵悔で あります、 基督 敎は保 I. 維と か 彼 得と か 云 ふ 現世と は 全く 關係を 絶った 人々 に 由て 

傳 へ られ た宗敎 であり ますから、 私共 も 其 心得 を 以て 此敎を 信じなければ なりません 。 

断 かる，： 一 ポ敎が 今の 時勢に 何の 必要が あるかと は 誰し も 聞かん と 欲する 所で ありませ-つ、 然しながら 

斯 かる 宗敎 であれば こそ、 殆んど 腐 耽の 極に 達した る羅馬 帝國の 社會を 改造し、 其 後で 九 年間、 人 

類の 社 會が幾 II となく 土 崩 瓦解 せんとし たる 時に 之 を 九死の 中より 救 ひ 出した のであります、 ^と關 

係を絕 つた 者が^ を f£ ふと は 何に や ら逆說 の やうに 聞 こへ まする が、 然し 是は歷 史上 の 大事 實で あ り 

まして 非なる が 如くに 見えて 實は是 なる は此 一 ，であります。 

世と や： く關 係を絕 つて 私共 は 始めて 無慾 の 人と なること が 出來 るので あります、 此， を 無視す る に 

あら ざれば 私共 は 富贵を 糞土 視 する こと は出來 ません、 若し 社會 改良が 私共の 唯 一 の 目的であります 

れば 私共 は 或 時 は 金力 を 利用す る 事 も ありませ う、 又は 貴顯に 阿る 事 も ありませ う、 自由 を唱 へて 終 

に 身 を 政府に 賫 つた 政治家 は澤 山あります、 平民主義 を稱 道して 貴族の 奴隸 となった 文ヒ もあります， 

此 世の 改革 を 目的と する 政治と 文 學とは 皆な 斯んな ものであります、 土に 屬 ける 者 は 凡て 十-に 屬 ける. 

者に 似ます、 天に 屬 ける 者の み 天に 屬 ける 者に 似ます (哥林 多 前書 卜 五 章 四 八 節)、 此 ゆに 執着する 

者 は 如何に 偉大なる 思想 を懷く 人で も 此^ を 其 足の 下にき み附 ける こと は出來 ません、 此世を 舞， H 

する に 至て 私共 は 始めて 此 世の 誘惑なる ものより 全く 免 かる、 ことが 出來 るので あります。 

英國の コ a ムゥ H ル とば 抑 も 何ん な 人で ありましたら ふか、 彼は國 民の 自由の ために 戰 ふたとの 事 

であれば 彼 は 日 木の 板 垣 退 助 君の やうな 人で ありましたら ふか、 ィ 1H、 決して 雨う でありません、 

其 人物の 大小 はさて 置き、 コ ロム ゥ H ルと板 垣 君と は 全く 質の 異 つた 人で ありました、 コ & ムゥ エル 


よ 天國の 人で 板 垣 君 は 現^の 人であります、 コ ロム ゥ H ルに 取て は 彼の 英國は 勿論 此 W たる もの は 全 

とも  r  もはや 

く 無い もので ありました、 「我 キリストと 偕に 十字架に 釘 けられたり、 旣 我れ 生ける に 非す、 キリス 

ト 我に 在りて 生けるな り、 今 我れ 肉體に 在りて 生ける は 我 を 愛して 我がた めに 已を扮 てし 者， 卽ち祌 

の 子 を 信す るに 由り て 生けるな り」 とはコ ロム ゥ H ル の 信仰で ありました、 彼は戰 場の 露と 消 ゆる 其 

曰に は 直に 神の 固に 人り て榮光 の 冠 を 戴く ことで あると 信じて 居りました、 斯う 云 ふ 人 でありました 

•A ら彼 1,! は 野心なる もの は 露 ほど もありませんでした、 彼は國 王に 成らん と 欲すれば 成ろ ことが 出來 

ました けれども、 自ら 强 ひて 成りませんでした、 彼 は 勤めて 國 王に 成らなかった のではありません、 

彼に は 成らん と 欲する の愁 がなかった のであります、 彼 は 天に 於て 更に 愈れ る 善き 國 を^む 者で あり 

ましたから此世に於て朽^^冠を戴かんとは致しませんでした、 彼が 國 王と 成らなかった の は 何にも 彼 

の 抱懐した 主義の ためではありません、 彼 は 彼の 救 主に 由り て 皇帝の 冠た どい ふ據き 物に は 全く 眼 を 

注が なくなつ たの で あります、 此 世の 慾 を 斷 念した 彼 は 其 誘惑に 對 して は 金城 鐵 壁の 如き 者 で ありま 

した 0 

斯く も 根本的に 無慾 の 人で ありまし たから こそ、 彼 は英國 に 自由の 堅い 茶 礎 を 置く ことが 屮 Z 來た の 

であります、 何にも 彼の 意志が 他の 人に 秀て 特別に 强 かった からではありません * 亦 多くの 歷 史家が 

曰 ふやう に 彼が 軍事上 非凡の 才能 を備 へて 居った からで はない と 私 は 思 ひます、 彼の 公明正大が 天地 

を も 動かす を 得た の は 全く 彼の 非 世界的 觀念 に 由った ので あると 思 ひ ます、 旣に此 ゆより 何の S 卞： む 所 

もな い 者で ありまし たから 彼は此 世の ために 彼の 生命 を犧牲 に 供す る を 知って、 之より： S の 報酬 を も 

仰ぐ こと を 知り ま せんでした、 英國 の自. B は實に 斯 くも 無我 無愁 の 人に 由て 据ゑ附 けられた の で あ り 
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ます。 

板 W 退 助 は 全く 之と 異 ります、 勿論 彼が 人，' の # に 在て 比較的に 高潔な 人で ある こと は 何人も 認め 

て 居ります、 彼が 維新の 元勳中 殊に 誠忠 純正の 人で ある こと は沒 すべから ざる 事實 であります、 私 は 

兹に板 垣 君 を コ 口 ムゥ H ルと 比較して 君の 慣値 を墜 さんと する のではありません、 私 は 亦 故に 此ー 一人 

の 自由の 戰 士を對 照して 一 人の 大を 賞揚して 他の 者の 小を嗤 はんとす るので はありません、 私 は只兹 

に 若し 板 垣 君に して コ ri ムゥ H ル の 信仰 を If たれし ならば 私共 日 木 人がん， 口 享有す る 所の 自由 は 如 M 

なる もので あったら ふか、 其 事に 就て 考 へて 見たい と 欲 ふので あります。 

板 sl^ は愛國 者で ありました、 然しながら 君は國 以上に 愛する もの を 有ち ませんで した、 君に 取て 

は 他の 多くの 日本人に 於け るが 如くに 日本 國は 最上の 善で ありました、 嗚呼 自由よ、 自由よ、 我れ 汝 

と 死 せんと 或る 自由 家が 叫んだ の は 日本 國 の 自由 を 指し て 云 ふたので あ ります、 彼等 は 萬 事 を棄て 

日本 國 のために 盡 さんと 致しました、 彼等 は來 世の 希 &ま の 如き は 措いて 問 ひませんでした、 彼等 は 尊 

一 に 日 木 國の善 を 計らん と 致しました、 然るに 何ん ぞ 計らん、 彼等の 此誠 實も埶 i 愛 も 何の 功 を 奏せす 

して、 板 垣 君は活 きて 自由 は 死し、 選 議院 は 設置せられ てより、 G:^ の 自由 は 日々 に 萎縮し、 君の 晚 

年 は 決して 幸福なる もので はなく して、 君 自身 は 何 位と か何爵 とか 云 ふ 世界的 榮譽を もって 其 殘 年 を 

©?愁 の 巾に 送られつ k あるので あります。 

ひ i  V  ん.； i.r' 

ZE じく 國を 愛して 一 人は眞 個の 自由 を扶殖 して、 他の 者 は 却て 自由 を 毀損す るの 媒介 者と なり まし 

たの は 抑々 M が 故で ありませ う、 勿論 コ n ムゥ H ルの 場合に 於て は 自由 を 愛する の國 民が あり、 板お 一 

:£。  5?,.*" に 於て は 自由の 何たる かさ へ 碌に 判らない 國民を 其 背に 控 へられた る 事で ありま すれば、 此 


點 から 觀 察し ますれば 板 垣 伯の 事業 はコ ロム ゥ H ルの それに 較べて 却て 困難で あつたと 云 はなければ 

ならない 乎 も 知れません、 然しながら 私共の 玆に 攻究 せんと 欲する もの は 事業の 成效の 問題で はあり 

ません、 其 性質の 問題であります、 板坦， 伯 は 實にコ 0 ムゥ H ルの 如き 自由 を 自身に 持って 居られた か 

否やの 問題であります、 普通の 東洋人に は 未 來の觀 念なる もの は殆ん どありません、 此 世に 仁 道 を 布 

き、 5<1 に 正義 を 行 ふの が 東洋の 英雄なる 者の 唯一 の 志ば いでありまして、 先づ來 ゆに 希 til- の根據 をお 

め、 其 餘カを 以て 現世の 救 濟に從 事 せんとす るが 如き は 到底 東洋人の 心 を 以てして は 解し 得ない 事で 

あります、 爾 うして 扳垣伯 如何に 高潔な りと 雖も彼 は 此點に 於て は 東洋人 以上の 人ではありません、 

彼 は 只 自由 を 日本に 扶殖 せんとし たるので あります、 彼 は此地 以外に 自由 を 認めませんでした、 故に 

彼 は 終に 自由の 縛る 所と なりました、 彼 は 自由の 爲に 自由の 敵なる 藩閥 政」 吋と 結びました、 彼 は 自由 

の爲に 自由の 大 禁物た る 爵位 を 受けました、 彼 は 自由 を 愛する の餘り 終に 其 愛情に 引かされて 自由の 

奴 僕と なりました。 

嗚呼 眞 正の 自由 は 情實の 容啄を 許しません、 縱令 君の 言で あら ふが、 親 のん. 叩で あら ふが、 神聖なる 

天賦の 自由 は 之に 服從 すべ き 害の ものではありません、 爾 うして 愦實の 粋 を斷っ ことの 出来る 者で な 

ければ 自由 を 其眞意 に 於て 味 ふこと は 出來ま せん、 實に 自由と は情實 の 覊胖 を脫す る ことであります 

情實な る 者が 私共に 取て 何の 勢力な き に 至り、 私共の 心 を 支配す る に 唯 正義 公道 のみ あ る に 至て 私共 

は 始めて 眞 正の 自由に 達した ので あり ます、 若し 壓制 政府 に 勝ち得た と し て も 情實に 勝ち得 ま せんな 

らば 其 人 は 自由の 人ではありません。 

然し 如何して 情實に 勝ち得 ませう、 羅馬の コル ネリ ヤスで さへ 其 母に 賴 まれ ますれば 雜 馬の 市 w< を 
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容赦した ではありません 乎、 淚の 人で あれば こそ 英雄と 稱 えらる、 のではありません f、 然るに 此情 

赏をも 絶たなければ たらない と 云 ふので あります、 鳴 呼、 志士の 行路 ほど 難い ものはありません。 

情實 を斷 たんと 欲せば 此 世に 死なければ なりません、 無私、 無愁、 無情 (無慈悲に 非す) の 人に な 

ら なければ 情 實の纏 蹄なる 此 世に 在て 一 刀 雨斷亂 麻を斷 つの 英斷に 出る こと は 出来ません、 「人、 其 

父と 母と を 憎む にあら ざれば 我が 弟子た る 能 はす」 と 大膽に 言 ひ 放 たれた る キリス ト あつ て 始めて 家 

庭の 新 組織が 此 世に 顯 はれ、 會て預 言 者 マラキが 預 言 せし やうに 父なる 者が 始めて 其 事を眞 正に 思 ひ 

遣る ことが 出来る やうに なった のであります (馬拉 基 書 第 四 章 五節)、 m 心 ひ 切って 現社會 を破壞 する 

ことの 出来な い ^ に 此社會 を 改良す る 事 の 出來 や う 竿" はありません、 而 かも 之を爲 すに 劍を 以てする 

のでな く、 威力 を以 てす るので なく、 唯 だ： 大地 を以 てす る も 動かす ことの 出来ない 仰と 希望と を以 

て此 大事 を爲し 得ない 人の 社會 改良 事業なる も の は 知れた ものであります、 板 垣 伯が 日本 圈に 於て 自 

由の 扶殖に 全然 失敗せられ たの も、 叉 其 他の 日本人の 新社會 建設 運動なる ものが 皆な 悉く 墮胎に 終つ 

たの も、 彼等が iic な此 世の 人であって、 此 世に 在て 此世を 改良 せんとした からであります、 世に 完全 

なる 自動 機の ないやう に、 此世 以外に 出す して 此世を 動かす の 能力はありません * 先づ 天に 移されて 

000000  0-OOOOOOOOCOOOCOOOO0OOOOOOOOOOCOOOOOOOOO 

然る 後に 天の 強固た る 置 位より して 此世を 動かさん とすれば こそ 此せは 我が 思 ふ 儘に 動く ので ありま 

す。 

我國に 於け る 非 世界的 宗敎の 必要 は 何にも 政治 方面に のみ 限りません、 其 商業に 於て、 其 農工 業に 

於て、 其敎 有に 於て、 其 文學に 於て、 殊に 其 家庭に 於て、 此非 世界的の 宗敎の 必要 を 非常に 感す るの 

であります、 赏業 は殖產 のた めであって、 殖產と は 慾の ためで あるな ど 云 ふ 人 は 未だ 殖産の 何たる 乎 


を 知らない 人であります、 米 國の國 家 學者ブ C ン ソ ンの言 に 「財産と は 物質 を 以て 神と 交 はる 事な り」 

とい ふの があります が、 實に斯 かる 高責 なる 思想 を 以てして 始めて 堅 不拔、 國家を 萬 世に 益す る y ) 

との 来る 殖産が 世に 顯 はれ 來 るので あります、 政治 界に 位階 勳 章の 類 を 獎土視 する 偉人の 屮 Z る 必要 

が あると 同時に、 經濟界 にも 亦 富責を 顧ない 實業家 の 屮： る 必 要 が あるので あります、 卽ち 富 の 誘惑 を 

感ぜざる 實業. 冢、 金銀 寶玉を 見る ことた の 瓦碟の 如く- 只 之 を 使用して 人類 を 救 はんとす る 外に 他 

に M の 念 慮 もな き實業 家が 世に出 で k 始め て經 it 界を其 根本に 於て 調理す る ことが 屮 I 來る の で あ り ま 

す 0 

3： 故に 我國 今日の 文學は 趣味 單調、 不平 を 漏らす ものに 非 ざれば 戀愛を 歌 ふ 者、 失意と 失戀の 外に 

M の 書き 綴る ことのない 者であります か、 若し 世に 肉 情 的文學 なる ものが あります るたら ば是 は我國 

今日の 文學 であります、 "だ を 手に して 血肉の 嗅氣 がする と 云 ふても 可い と 思 ひます、 3： 處に •  雲雀 の 翼 

を藉 りて 淸き 日光 を 指して 昇る が 如き 曲があります か、 何處に 血肉 を 離れた る 愛 を 以て 淸士が 淑女と 

結ぶ の 景緻を 述べた 作が あります か、 詩人 オル ヅ オル スの 「山中の 小 女」 の ー篇の 如き、 人で あるか 

天使で あるか 判別し 難き 人物 を 描いた 作 は何處 にあります か、 此肉體 の 世に 於ての み 理想 を 索む る 文 

學者 や 美術.： 豕 ほど 憐れむべき 者はありません、 彼等 はた に 汚れた る 社會 の 實寫 家た るに 過ぎません、 

彼等 はた 盜贼を 見て 吠る 犬の 如き 者でありまして、 高き に 昇て 地の 全景 を寫し 得る 鷲の 技 11 を 有た 

者ではありません- ラフ ハエ ルも、 ハイドン も、 ミルトン も、 オル ヅォス も； 大に 國籍を 移さす して は 

彼等の 大作 を 作り 得ませんでした" 

そうして 庭の 大難 題に 就て は …… 如何にして 家庭 を 潔め ませう か、 如 3： にして 夫婦 相 敬し、 親子 
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に 弟 偽らす して 相愛し、 眩く 事な く， 猜む なく- 勞 働と 節 儉とを 以て 最大 幸福と 思 ふやう になる こ 

とが 出來 ませう か、 一 家の 牧人 を增 せば それで 幸福なる ホ ー ム が出來 やうと 思 ふは大 間違であります、 

上流 社會に 仲間 入して 始めて 家庭の 新 趣味 を嘗 ふこと が出來 やうと 思 ふの も大 間違であります、 去り 

とて 東洋風の 忠孝 道德 をい くら 注ぎ込んだ 所が 心より 滿 足す るの 家庭 は 決して 出来る 者で はあり ませ 

ん、 家庭と は 家内に 設けられ たる 待合 茶屋ではありません、 卽ち 他人の 手 を藉ら すして、 一家 相 つ 

て 奴 樂を識 すため の 所ではありません、 家庭 は 心靈の 交際 所でありまして、 旣に 此^ 以外に 於て 溢る 

る 斗り の 安 慰 を 持つ 者が、 此 世に 在る の 問、 其 最も 親しき 者に 此安 慰と 歡 喜と を頒 つため の 所で あり 

ます、 我等 は 家庭に 在て 妻に 慰められ、 子に 事 へられん とする のではありません、 我等 は 旣に大 なる 

恩 惠に與 かった 者であります から、 我等より 弱き 我等の 妻子に 出来 得る 限りの 保護と 親切と を與 へん 

とする のであります、 此心 があって、 家庭 は 義務の 處 ではなく して 愛 心の 所と なる のであります、 社 

會の 制裁 を 怕れて 妾を蓄 へない のでありません、 神が 我に 委ね 玉 ひし 一 人の 婦女に 向て 雜 りなき 誠實 

を 表せん ために あだし 女に 眼 を觸れ ない のであります、 老後の 準備 をな さんがた めに 兒女 を敎 育す る 

の ではありません、 我に 委ねられ たる 幼き 者の 心に 天の 神を顯 はさんた めに 彼等に 道を傳 ふるので あ 

ります、 我等の 家庭 は 天 國の雛 形であります、 不完全ながら も此 地に 在て 天 W に 似た る 場所 を 建てん 

として 我等が 設けた る 所であります、 是れは 家屋で もありません、 又は 庭園で もありません、 是はホ 

i ム でありまして 心の 富 を 頒っ處 であります。 

「凡そ 其 生命 を 助けん とする 者 は 之 を 失 ひ 若し 其 生命 を 失 はん^ は 之を存 つべ し」 (路加 傳卜七 章 

三 三 節)、 此 世を敕 はんとす る もの は 却て 之 を 救け 得す、 此世 を棄る 者が 却て 之を存 つのであります、 


キリストと 偕に 十字架に 釘 けられ、 此 骨の 愁念 全く 絶へ、 我に 父母な く、 妻子な く、 社會 なく、 國 {,ぶ 

なきに 至て、 私共 は 始めて 露 正の 孝子と なり、 眞 正の 愛國者 となり、 正の 社會 改良 家と なること が 

出來 るので あります、 斯くて 國を救 ひ、 家 を 起し、 社會を 改良す る もの は 決して 世に 稱 へられる 所の 

現世 的 基督 敎 なる ものではありません、 そんな 者 は^に 無い 斗り でな く、 若し 有りと する も、 是れ決 

して ぼ を 1!^ する 者ではありません。  (『聖書 之 研究』 七月 二十 口〕 

政治と 宗 敎 

〇 今や 傅 道 事業 を擲て 政： m 界に 打て 出る 元の 基督 敎の 教師が 大分 ある、 而 かも 此 種の 宗敎家 は 新敎派 

の 敎師の 中に 多い、 而 かも 其 組合 派の 人の 中に 多い、 而 かも 其 同志 社 出の 人の 中に 多い、 是は 最も 奇 

妙なる 事で ある。 

〇 勿論 政治 とても 惡ぃ 事で はない、 世に 神聖なる 政治なる 者 も ある ことなれば、 余輩 は 人が 傳道を 菜 

て 政治に 入り たれば とて 其 人が 必 しも 墮 落した と は 曰 はない、 若し コ ロム ゥ H ル の 政治、 リン コル ン 

の 政治が 日本 今日の 政治 界に 於ても 行 はれる との 事 なれば、 余輩 は必 しも 是等 還俗の 宗敎家 達 の 所 行 

を 非難し ない。 . 

〇 然しながら 余鞏の 如何しても 解らない 事 は 彼等が 基督 敎の傳 道を廢 めた 事で ある、 彼等 は 何が 故に 

斯 くも 有益なる、 斯 くも 愉快な <^、 斯 くも 自由なる 事業 を棄 てし か、 是れ 余輩の 知らん と 欲して 知る 

に 苦しむ 事で ある、 彼等 は 實に眞 正の 基督 敎の眞 味を嘗 ふた 事が あるので あらう か、 若し ありと すれ 
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ば 何故に 其 俾道を 魔め たので あら ふか、 彼等 は 日本 今日の 政治 界に キリストの 平和の 如く 喜ばしき、 

歴 はしき もの ある を發 見した ので あら ふか， それとも 彼等 は 一 時 キリ ス 卜敎を 信じた と は 云 ふ もの 

其 實は其 ま、 味を嘗 ふたので はなく して、 彼等が 今日 之を棄 て、 代議士の 候補な どに 立った の は 架ョハ 

ネが 曰 ひしゃう に、 彼 倚が 我 倚 を 去りし の は 彼等が 始めより 我 倚と 偕に あらなかった からで は ある ま 

いか、 おれに しても 今の 時に 方て 世俗の 人で すら 其 腐敗 を 厭 ふて 人り 兼ねる 政治 界へ 基督 敎の 敎師達 

ふし y 

力 押： さる と は 如何にも 奇なる 事で ある- リ 

〇 政治 は 此枇の 事であって、 基督 敎は 天國の 事で ある、 天 國の事 を 魔め て此 *1 の 事に 身 を投す 是れ確 

かに 落で ある、 勿論 基督 信者が 國の 政治に 干與 せねば ならぬ 時 も ある、 然し 日本の 今日は 斯 かる 時 

でな いのは 誰が 見ても 判る、 我等が 政治に 干與 する 時 は 人が 政治の 危險と 困難と を 怖れて 容易に 之 

に 人ら なくなった 時で ある、 卽ち 政治に 伴 ふ 責任が 非常に 重くな つて、 其與 ふる 報酬が 迚も 其 責任に 

酬 ゆるに 足ら なくなった 時で ある、 卽ち 政治が 怖れら れ、 嫌 はれ、 何人も 之 を 避けん とする に 至った 

時で ある、 i 口-かも 今日 基督 敎の傳 道が 世に 嫌 はれ、 卑 めら れ、 無用 視 せらる、 やうに 政治が 世に 厄介 

物 ig せらる、 に 至った 時で ある、 雨う 云 ふ 時には 基督 信^ は 世に 卒先して 政治家と なる ベ き で あ る 、 

然しな が ら其 時の 到來 する ま では 彼 は 彼の 本職た る、 不 人望 の 地位に 立ち、 社會の 下 暦に 眞理を 注入 

十 る を 以て 彼の 最愛の 事業 と なす ベ き で あ る リ 

〇 然 るに 政 治 は 今や 何ん も渴& ,11 す る 事業で ある (若し 之に 事業て ふ 高^なる 名 稱を附 し 得る とす る 

も)， 三百 八十 餘の 議士の 椅子 を 狙 ふに 千有餘 名の 候補者が あると 云 ふ 時で ある、 それの みなら や、 

公明 手段 を 取て は 迚も 政界に 働く 事が 出来ない と 一般に 認められて 居る 時で ある、 斯 かる 時に 方て 孜 


治に 人る 宗敎 {\^ の 心事 は 最も 解し 難い ものである、 殊に 傳道 事業の 更に 振 はざる 今日、 國民は 政 治 熱 

の 缺乏の 故に あらす して、 高貴な る 信仰の 缺乏の 故 を 以て 將 さに 其國 (！^ 的 存在 ま で をも危 くせんと し 

つ k ある 時に 方て、 傳道を 止めて 政治に 人る 人. の 如き は 宗敎の 謀叛 人で ある 計りで なく、 亦國 家に 對 

して 最も 不實 なる 人で は あるまい 乎、 余 M は 世の 人が 「政治 も惡ぃ 事で はない」 との 一事 を 以て 是等 

の 還俗 的 牧師 や 傳道師 を 容赦して 少しも 其 罪 を 問 はない の を 見て 甚だ 不 に感 する 者で ある、 勿論 物 

質 主義 一方の 支那、 朝鮮、 日本に 於て は 政治 は 立身であって、 宗教 は隱退 である、 然しながら 支那 人 

や 朝鮮人 の 眼に 斯く見 ゆ れば こそ、 我等 は斷 然宗敎 を擇ん で 政治 を 斥く ベ きで ある、 我等 は 宗敎 の 名 

譽と威 權と實 力と を是等 肉愁的 の 東洋人に 我等の 身 を 以て 敎 ゆべ きで ある、 世の 以て 立身と 見做す も 

の は 我等に 取て は隨 落で ある、 傳道を 去て 政治に 入った 者 は 何れの 點 より 見る も隨 落で ある リ 

〇 彼等 傳道を 去って 政治に 入った 者 は 云 ふ 「我等 政界に 入り たれば とて 基督 敎を棄 てし に 非す、 我等 

は 今 猶ほ奮 時の 信仰 を 有す、 我等 はた^ 活動の 區域 を轉ぜ しのみ」 と、 言葉 は 甚だ 立派 まるが 如くに 

見 ゆるが、 然し 是れ 果して 事實 であら ふか、 彼等 は 實に令 滴ほ舊 時の 信仰 を 有って 居る か、 若し 雨う 

ならば 彼等 は 何故に 世俗 同様の 政治 運動に 從事 する 乎、 何故に 彼等 は 彼等が 曾て 飮 まざりし 酒 を 今欽 

むか、 彼等が 曾て 敎壇に 立て 祌の 福音 を 宜べ傳 へし 時の 高貴なる 思想 を 彼等 は 今實に 料理屋 待合 茶屋 

等に 於て 保ち 得る と 云 ふか、 余輩 は 彼等が 明白に 白狀 せんこと を 要む、 彼等 は 今は舊 時の 基督 信者で 

はない 事 を、 彼等 は 高き より 低き に 就い た 者で あ る こと を、 彼等が 今猶ほ 基督 敎を棄 てない と 云 ふ な 

らば 彼等 は 今 は 極く 低い 意味で 斯敎を 信じて 居る のであって、 彼等が 敎 會を牧 して 居った 頃、 若し 彼 

等の 信者の 中に、 彼等の 如き 者が 顯 はれ 出しなら ば、 彼等 は必す 之に r:s 落 信者」 の 札を附 けたに 相 
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遠ない。  、 

〇 我等 r 嘗 いて 主 を恩惠 ある 者と 知りし 者」 は^ 何で か 彼の 福音の 宣 傳を廢 めて 他の 事業に 行かん や、 

我等 若し 神と 同胞と に强 ひら るれば いざ 知らす、 我等より 進んで 政治に 入る が 如き は 我等に は 思 ひも 

依らぬ ことで ある、 此 所に 俩 人と 國 家と を 永遠に 救 ふの 途が 我等の 手に 委ねられ たので ある、 我等 M 

を^んで 活ける 水の 源なる 福 昔を棄 て壞れ たる 水 溜なる 今の 日本の 政治に 行かん や、 基督 敎の 傳道師 

はるか  アム ビ-ン ョ-ー 

たる は 日本 政」 計の 大臣た るよりも、 叉 其 議會の 議員た るよりも- M に名譽 ある 職で ある、 我等 は 野心の 

ー點 から 云 ふても 此 高貴なる 傳 道の 職 を 終生 去るまい と 欲 ふ。  (『sfiB 之 研究』 七月 二十： To 

善人の 養成 

〇 人/や 國：：； ^擧て 善き 代議士 を 得ん とて 騷 ぎつ k ある 問に、 余輩 は 平常の 通り 余 蒙の 微力 を 揮て 善き 人 

を 作らん と 試みつ、 ある、 雨う して 今の 日本 國に 於て 善き 代議士 を 得る の は 木に 緣て魚 を 求む るより 

難いが、 然し 適當の 方法 を 以てすれば 善き 人 を 作る こと は 左程に 難い 事で はない、 余 は 邦人が 不可能 

い 政治家の 探索に 熱 注して 可能る 善人の 養成 を 不問に 措く のを昆 て、 常に 怪訝の 念に 堪 へない 者で あ 

る 0 

〇 善人と は 盗まない 人の 稱 ではない、 今の 日本に 於て は 積極的の 善人 は 居 なくなった から、 盜 まない 

とか、 11 さない とか 云 ふ 消極的の 人 だけが 善人と 稱 ばる.^ に 至った、 然し 余の 云 ふ 善人なる 者 は爾ん 

な^ではない、 若し 消極的 方面より 云へば、 彼 は 不平 を唱 へない 人、 忿ら ない 人、 懶 けない 人 等で あ 


る、 卽ち 世が 以て^ 段に 罪惡と 認めない 事を自 から 認めて 罪惡 となし、 進んで 之 を 忌み 避ける 人で あ 

る、 世に 注文され て、 社會 より 制裁 を 加 へられん こと を 怖れて、 品行 を 慎む 人の 如き は 之 を 善人の 中 

に 加へ ない。 

〇腐 正の 善人 は 積極的に 善 を 追求す る 者で ある、 卽ち 何に か此 世に 於て 善き 事 を 他人に 爲 さんと、 其 

事に 就て 思慮 を 運ら し、 其 機 を 常に 窺 ひつ & ある 者で ある、 卽ち 今の 官吏 や 文 學者ゃ 相場師が 何 か 良 

き 儲け口 あり やと 常に 注目し つ、 ある やうに、 眞 正の 善人 は 何に か社會 のた め、 他人の ため、 殊に 貧 

者 弱者の ため、 益 を 計り、 援助 を 供 せんと 注目し つ k ある 者で ある、 他人の 目的が 金儲け を爲 すに あ 

る やうに、 善人の 目的 は 善を爲 すに ある、 彼 は 若し 人が 善を爲 すの 方法 を 彼に 吿 ぐる あれば、 其 人に 

向て 謝 儀を呈 せんと 欲する 心 を 持つ 者で ある。 

〇斯 の 如き 善人 は實際 養成す る ことの 出来る 者で あらう か、 是れ 今の 日本人の 全 體が疑 ふ 所で ある、 

彼等 は 政治家の 出来る こと を 信じて 疑 はない、 尠し 小才が あって、 金が 有って、 其 上 法律 學 校の 一 も 

卒業 すれば、 彼 は 直に 政治家の 卵子と なること が 出來、 其 後 時日 さへ 過ぎれば、 丁度！^ の 卵子が 眞正 

の蛟と 化して 人 を 刺す やうに、 彼も眞 正の 政治家と なりて 害毒 を國 民に 加へ るに 至る、 今の 日本に 於 

て 政治家 を 作る ほど 易い 事 はな い 、 其 事 は 全國到 る處に 政治 學校 の 繁昌す る ので 判 分る。 

〇 文 學者を 作る の も 至て 易い、 筆が 能く 利いて、 情慾が 强 くさへ あれば 今の 日本 國に 於て は 何人で も 

文學 者と なる 事が 出来る、 彼の 心中に 蟠る 情慾 有の 儘 を さ へ 書けば 彼 は 直に 大文學 者と して 世に 迎 へ 

られ る、 博 文 館 は 歡んで 彼を迎 へる、 春陽 堂 は 進んで 彼に 善き 俸給 を拂 ふ、 彼は國 家に 惡を爲 しなが 

ら、 其 文名 は 全國に 響き渡る、 八，' の 日本に 於て は戀 愛文 學者 にあら ざれば 文學 者で はない、 然 かも 彼 
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は淸戀 を 歌 ふ 者で はない、 貪^ を 語る 者で ある、 邪愁を 綴る 者で ある、 馬の 文舉を 修めた 者が 今の 

木の 文學 者で ある。 

〇 政治家 も 出来る、 文 學者も 出来る、 官吏と き 社員と は 東西の 兩大學 校に 於て、 晝 となく 夜と たく 村 

井商會 の 卷堙草 同様 製造 せられつ & ある、 薩長 政府と 其 文 部 省との 力 を 以て 作る ことの 出来な い 人物 

とて はない、 唯 彼等が 全力 を盡 しても 出来ない ものが 一 つ ある、 それ は 前に 述べた やうな 積極的の 善 

人で ある、 大 政府が 其總 ての カを盡 しても 出来ない 者 を、 余輩の 微力 を 以てしても 作る ことが 出來る 

と 云 ふので ある、 是 れは隨 分大膽 の 首 であるに 相違な い 。 

〇 如何 して 善人 を 造ら う か、 是れ 決して 勒令 を發し て m 來る 者で はない、 若し 威力 を 以て 善人が 出來 

る 者なら ば 今 の 大學 生や 中 學生は 皆ん な 善人 であるに 相違な い、 然るに 之を發 したる 大臣 ま で が 善と 

は緣 の 苗 だ 遠 い 人で あるの を 見て、 余輩 は 兮の 我國の 敎育 家なる 者が 善人 養成 術 に 於て は 全く 不案^ 

の 人逹 である こと を 知る ので ある。 

〇 善人の みが 善スを 作る ことが 出来る、 悪人 はいくら 位が 高く とも、 いくら 金が 有っても、 いくら；！？；. 

寵が 身に 餘 つても、 亦い くら 學 問が 有っても、 善人 を 作る こと は出來 ない、 隊が豚 を 生む ことが 出來 

る やうに 博士 は 博士 を 生む ことが 出来る、 官吏 は 官吏 を 養成す る ことが W 來る、 然し 豚 や 馬が いくら 

<".;,ゝ<;^<3<1,^<3<1厶<1厶厶<1<<3<<1<:厶厶  厶厶 A 厶厶厶  <1<3<3厶<!厶<1<1<:<;<1<1<1厶<:<<： 

.1^^ 法を講じ て も 人 を 生む ことが 出来な いやう に、 官吏 や 學者は 如何に 智慧 を紋 つ て も 善人 を 作る こ と- 

は 屮_來 ない、 是れ 生物 學 上の 原則であって、 亦 倫理 學 上の 原理で ある、 然るに 最も 奇態なる 事に は 人.' 

の =1 本 國の敎 育 家なる 者は此 判り 切， つたる 原理 を 顧みないで、 豚 をして 人 を 生まし めんと 勉 めつ k あ 

る、 卽.； /やの 內閣の 下に、 其 文部省の 下に、 善人 を 造らん と 努めつ-ある、 若し 批に 不道理の 極なる 


者が あれば、 それ は 日本 國今 日の 敎育ク 水の 夢想 である。 

〇 善人の みが 善人 を 作る ことが 出来る、 然 し 我れ は 善人で あると 稱ふ人 は 善人 で は な い、 社會は 皆な 

腐 耽して 居って、 我れ 一 人の みは 純潔の 人で あると 曰 ふ 人は大 なる 偽善者で ある、 urn 正の 善人 は 自己； 

の 不善 を自覺 し、 之れ を 世に 表白して 恥と せざる 者で ある、 彼れ は 卽ち謙 通の 人で ある、 啻に 讓 退の 

人で ある 計りで なく、 虚心の 人で ある、 我 衷にー つの 善き 事 を 認めざる 者で ある、 斯 かる 善人で たく 

て は 世 を 善道に 導く 事 は 出来ない。 

〇 故に 善人と は 世に 謂 ふ 所の 正義の 士とは 違う、 かの 君子と か淸士 とか 稱 はる、 人 は 大抵 は道德 家で 

あ る 、 卽ち世 を責む る に嚴 にし て 自己 を責 るに 至 て宽 なる 者で あ る 、  > は かも 今日 の 社會 改良 家 の や う 

に. 世の SJi 惡を 責め 立 つれば それで 世が 革 まると 信す る 者で ある、 然しながら、 若し眞 正の 善人たら 

んと 欲せば 我等 は先づ 第一 に 我等 自身の 不善 を 認め、 之を悔 ひ、 之 を 恥ぢ、 之 を 潔 めら れんこと を 祈. 

ら なければ ならない、 西洋 备國 の大 善人なる 者 は 皆な 此經験 を 嘗めた 者で ある、 ル ー テル も、 ゥ エス 

レ ー も、 コ U ムゥ H ルも、 グ ラッド スト ンも皆 一 時 は 織每の 人であった リ 

〇 グ-フ ッド ス トン も 其 罪を谶 悔した 事が あると 聞いたら、 志士 仁人 を 以て 自ら 任す る 束 洋人は 皆な 驚 

くで あらう、 然 ながら 是 は事實 である、 グラ ッド ス ト ンは 勿論 妾を蓄 へた 事に 就て 悔 るの 必要 はな か 

つた、 彼れ は 亦 代議士 を 買牧 して 其 良心 を？ 落せし めた に 就て 表. E する の 必要はなかった、 彼 は 日 

本！； の 薩長 政府 の 政治家が 熾 悔しなければ ならた い や う M を 犯した 事はなかった、 然し 彼に も亦徵 

悔 すべき があった、 彼 は 曾て 其 下婢 を 叱った、 彼は此 事の ために 非常に 彼の 心 を 痛めた、 彼は是 が 

ために ニー 二日 寢食 を麼 した、 彼は此 時に 神と 人と に對 つて 大 なる 惡を爲 したと W 心 ふた、 若し 一 方に 
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洋の^ 藤 侯、 山 縣侯を 置き、 他方に 西洋の グラッドストン を 置いたならば- 兩 者の 問に 橫 たはる 道德 

上の 距離 は洋の 東西の 距離よりも 更に 大 なる もので は あるまい か。 

〇 己が 善人 であると 想 ふ 者 は 善人で 無い とすれば、 善人 が 善人 を 作らん とする に 方て 自己の 德 を^て 

O00O00OOOOOOOOO0OO0OO0OOOO  0  0  0000 つ 

しないの は 勿論で ある、 正の 善人 は 善 を 自己 以外 叉 は 以上に 求む る 者で あるから、 彼 は 人 を 善に 導 

OOOC  OO00OOOOO  00OOO0O00OOO 

くに も 彼 を 自己に 導かす して、 善の 源に 連れ 行かん とする、 之 を 天 と 云 ふか >  祌と云 ふか、 如 來と云 

ふか、 それ は^ 問題と して、 何れに しろ 人 は 或る 宗敎を 以てせす して、 眞 正の 善人 を 作る ことが 出來 

な いのは、 能く 刺った 事で あらう と 思 ふ、 宗敎 なくして は ミルトン もヒュ ー ゴも ヲルヅ ヲスも 養成 さ 

れ なかった、 宗敎 なくして、 善 其 者 を 戀ひ慕 ふ 者 は 出来ない と 思 ふ、 若し 其 實例を 见んと 欲すれば 今 

の 日本 國の 文部省 敎 育の 結果が 天下 無二の 好き 例で ある。 

C 余荤 にも 余 の 善人 養成 法が ある、 語を換 へて 云へば、 余輩に も 余霸の 宗敎が ある * 余輩 も 之に 化 

て (余 自身の 德を 以てに 非す) 多少の 善人 を 養成す る ことが 出来た、 今 左に 二三の 實 例を揭 げやう。 

C 玆に尾 張の 名古屋 から 報知が 来た、 余輩の 友人の 通知に 依れば 彼 地の 或る 女工で 近頃 非常に 歡 ばし 

い 者と なった 者が あるとの 事で ある、 彼女 は 今 は 職工た る 彼女の 辛ら き 地位に 安んじ、 彼女の 貧しき 

家庭 は 全く ー變 し、 彼女の 母が 非常に 喜んで 彼女に 向て 「お前が 雨ん なに 喜ばしい 人と なって 私まで 

が 非常に 嬉しい が、 然し 人の 云 ふに は 佻 法 を 信じなければ 極樂へ 行けない とのこと であれば 其れ 計り 

が 心配で ある」 と 言 ひしに、 彼女 は 答へ て 「極樂 へ 行く 行かない の 問題ではありません、 私 は 今旣に 

極樂に 在る 者です」 と 云 ふた さう である、 「今 旣に 極樂に 在る 者で ある」、 此 語を發 する ことの 出來 

る 者 はん 「の 日本に 幾人 あるか， 本願 寺の 法主 彼れ 自身が 此 喜ばしき 表白 を爲し 得る や 疑問で ある。 


〇 次 は市ケ 谷の 監獄 署 よりの 通知で ある、 彼は數 年の 重 懲役に 處 せられた 者の やうに 見える、 彼 は 近 

頃 余輩に 手紙 を 送って 溢る k 計りの 感謝 を 述べ て 来た、 署長 も 押 丁 も 彼の 悔改に 就て は 大に滿 足して 

115 るとの こと を 他から 聞いた、 又 同じ やうな 手紙が 函 館から も札幌 から も來 た、 監獄 署內に 善人の 起 

りつ」 あるの は 最も 喜ばしい 事で ある、 彼 も 人間、 是も 人間、 一人の 罪人が 悔ひ 改めた る爲 め； 大に於 

ては大 なる 喜びが あるとの 事で ある。 

〇 其 次 は 妾 奉公 を するとて 人に 卑 めら れる 者で ある、 彼女 は近顷 余輩の 許 を 訪ひ來 て 其の 紅の 袖 を 絞 

り、 彼女の 心の 悲痛 を訴 へた、 彼女 は 如何にして 善人と なること が 出来 やう かと 泣いて 余輩の 敎を聞 

いた、 人 は藝妓 上り なれば とて 彼女 を卑 める かも 知れない が、 余 は 深き 敬虔の 念 を 以て 彼女に 接し 

た、 彼女の 雜 ではない、 彼女 を 弄んだ 浮薄 男子の 罪で ある、 余 は 彼女と 共に 泣いた、 傳 道の 業に も 亦 

た 口 ー マン チック な 所が ある。 

〇 其 次は學 生で ある、 彼等 とても 腐敗 漢 ばかりで はない、 彼等 を 導く に 適 當の道 を 以てすれば 彼等 は 

實に 日本 阈の將 來を住 かすに 足るべき 人物と なる ので ある、 彼等の 一人 は 新道 德に 接して より、 其 心 

と 周 園との 腐敗に 堪へ なくなり、 曾て 本 鄉の向 ヶ岡より 上野 公園の 森の 上に 旭の 昇る を 見て、 自己の 

心の 據れ に恥ぢ て 何と 一一 目 ふて 天に 訴 へて 好い か發 する に 言辭 がなかった との 事で ある、 斯 くも 自己の 

汚穢に 恥た 彼 は 今 は 大に曉 る 所が あり、 其 風采、 目的まで が 前と は 全く 變て來 た、 近 、其 母なる 人に 

遭 ふた 所が 彼女 は 次の やうに 云 ふた。 

〇〇 も 近頃 は 非常に 變 つて 來 ました、 好きな 芝居 も 今に 全く 錢 めました、 顷日 彼に 「お前 も 遠 か 

らす 卒業す るから 新ら しく 家 を 建て やらう」 と 巾し ましたら、 彼の 云 ふに 「私 はそんな もの は 要 
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ら ない、 私 は 卒業 すれば に 十五 圆 位で 暮らす 積り である、 私 は …… 」 との 審 であります、 赏に 

困った 者であります、 彼が 無愁 になった に は M き ま す 

と、 然し 彼 は無愁 になった ので はない、 彼は赏 に大 慾に なった ので ある、 彼 は， の學 士に較 ふて 會社 

の 役員 や 政府の 官吏と 成って 干 や 萬の 金 を 得 やうと する ァ ム ビ シ ョ ンを斷 つたので ある、 彼 は 國と人 

との 事 を 思 ひ 出した ので ある、 彼の 如き 者が 緩々 と 起る にあら ざれば ほ 本國の 將來は 甚だ 不安心で 

ある。 

0 其 他 富者の 中に も、 貧者の 屮 にも、 職人の 中に も、 商人の 屮 にも、 同じ やうな 資例は 澤 山 ある、 断 

くて 余聚は 余棄の 養成 法 を 以てしても 善人 を 作る ことが 出来る の を 知った、 余輩 は此 事業に 無上の 快 

樂を感 する 者であって、 之 を 思 ふて f の 政治家 達が 候補 遠 動な どに 狂 走し つ k ある を 見て、 如何にも 

可 笑く 感 する 者で ある。  (『萬 朝 報』 七：.；！ 廿 一一- =. サ五 H- サ七 n) 

天然と 人 

〇： 大然は 美しく ある、 然し 人心 は 腐って る、 天然の 美， こ 人の 醜と を 思 ふ 毎に 余輩 は 悲慘の 念に 堪 へな 

い 者で ある。 

〇 其 天然の 美 を 以て 評すれば 口 本 は 世 3^ 第一 の國 である、 然し 其 人心の 腐敗 を 以て 論 すれば 日本 はは 

5^1^ 惡の國 の 一 つで ある、 富士山の 驚、 鴨 河の 岸に 墮^ の 最も 甚だしい ものが 行 はれつ k ある、 口 本 

^^-の^5:落は其の風景の秀美の故を以て  一 Cl 曰 明白に 顯 はれる。 


〇 太平洋の 水 は淨く ある、 然し 之に 身 を 洗 ふ 浴客の 心 は碳く ある、 富士山の 巔 は 高く ある、 然し 之に 

攀る 登山者の 志 は 低く ある、 日本人 は此 美しき 國土を 所有す るの 资 格と 複利と を 失った 者で ある。 

〇 夏は來 た、 鳴 呼 我 は何處 に 遊ばう か、 箱 根に か、 俗人 は 彼 所に あって 其 山を瀆 し、 其 水 を 濁す、 榛 

名に か、 紳士と 娼婦と は 彼 所に あって 淸風 ために 妖 氛を帶 ぶ、 富 士の八 湖 も 今 は 其 岸に 日本 貴族の S 

，莊を 見る に 至りし と 云 ふ、 大磯は 遊廓 地であって、 徘俳猥 々の樓 息す る 所で ある、 鎌 倉 は 博 突 場で あ 

つて 都 會に財 を 貪りし 者が 賭事に 快樂を 貪る 所で ある、 夏は來 た、 然し 山の 紫なる 所、 水の 美なる 所 

は 皆な 悉く 惡 人の 占領に 歸 した、 鳴 呼 我れ 何處に 遊ばん かな。 

0 此廣 き、 而 かも 美く しき 日本 國に 生れ 來て、 今や 清潔なる 休養 地と て は 一 つも 發見 する ことが 出來 

ない、 到る 處に淫 歌 は 聞え、 臭 聲は揚 る、 都き のみ 據れ たので はない、 海濱も 山間 も 今 は 腐蝕の 跡 を 

留めない 所 はない、 日本 全土 は 俗化せ りと 云 ふ も、 誰も 此言を 否む 者 は あるまい、 余輩 は 夏期の 來る 

每に日本の^|<然と其人心との對照を意はざるを得なぃ。  (『萬 朝 報』 八 七； =:」 

C 飢髏 よ、 來れ、 來て此 惡の國 民 を 罰せよ、 彼等 は Sli に 難 を 重ねたり、 彼等 は 東洋 平和の 名の F に 

東洋の 平和 を摱亂 せり、 彼等 は 自由 平等 を 装 ふて 新 華族 を 作り、 最も 陳腐なる 最も 壓 制なる 東洋風の 

忠孝 道 德を强 ひつ k あり、 其 政治 の 多く は 相場師の 類な り、 其 實業は 4!^ 業な り、 其 敎育は 偽善な り、 

而 かも： 大は此 民 をも惠 み、 過去 三十 年間 曾て  一 0 も 差した る 凶年と て は 之を此 K の 上に 降 さ、. - りし、 
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故に 彼等 は 心に 誇って 曰へ り、 我 は 先天的に 好運の 民 なれば 我の 罪惡は 積んで 天に 達する とも 我の 上 

に 天罰の 臨み 来るべき 害な しと、 彼等 は 亦 警酲者 を 嘲て 曰く、 天 何者 ぞ、 来て 我が 刖莊と 妾宅と を 見 

よ、 是れ 宇宙に 天な く 神な き實證 ならす やと。 

〇 斯 かる 民 は 天の 嚴罰を 要するな り、 義人の 聲も豫 一一 目 者の 忠 吿も斯 かる 民を醒 すに 何の 效カ あるな し、 

天災の みが 彼等 を覺醒 する に 足る の 能力 を 有す、 故に 余 は 今日に 於て は 寧ろ 飢饉 を歡迎 せんと 欲する 

なり、 米穀 二三 千 萬 石の 滅收何 か ある、 人 は パンの み を 以て 生活る 者に 非す、 金融の 逼迫 何 か ある、 

人の 生命 は其靈 魂に 存 して 財囊に 在らす、 人 を 救 はんがた めに は、 人の 靈魂 を覺酲 せんがた めに は、 

吾等 は 喜ん で 雜餓を 忍ばん と 欲す。 

〇 飢饉よ、 来れ、 來て此 不公平 極まる 經濟界 を 匡正せ よ、 叉 天爵 を 輕んじ 人爵 をのみ 尊ぶ 此虛 偽の 社 

會を 改造せ よ、 吾等 は汝の カを藉 るに 非 ざれば 此 痼疾の 民 を 根本的に 救 ふ 能 はざる べし。 

(『萬 朝 報』 八月 十八： W) 

酒を飮 まざる 利益 

〇 酒を飮 まざる 利益の 第一 は經濟 である、 勿論 下戸の 建た 藏は ない との 事で あるから 酒を飮 まない と 

て 金が 溜る と 云 ふので はない、 然し 酒を飮 まないた めに 多少の 慈善 も 出来る、 叉 之が ために 書物が 買 

へ る、 他人が 毎月 酒の ために 費す 七 八 圓の金 を 書物に 費せば 隨分澤 山に 新 思想に 接する ことが 出来る。 

〇 酒を飮 まざる 利益の 第一 一は 健康で ある、 酒精 は 或る 場合に 於て は藥 品で あるに 相違ない、 然し 藥品 


で あるから 是は 平常 食物の やう に 用 ふべき 者で はない、 酒 を飮な い 者に は 病氣の 時に 藥が 非常に 善く 

利く、 他人の 三分の 一 か 四 分の 一 の 分量で 何れの 藥品も 彼の 身體に 充分の 效を 奏する、 余の 如き 勿論 

無病の 者で はない が、 然し 筆 を 執る 職に ある も 今 尙ほ十 里の 山道 を 越 ゆる 事が 出来、 一日 三 囘づ、 演 

說 して 之 を 十日 間績 ける ことが 出來 るの は、 是れ 全く 余の 禁酒 制度に 因る ので あると 思 ふ。 

〇 酒を飮 まざる 第三の 利益 は 品性で ある、. - 勿論 酒 を飮む 者は必 すし も 士君子で ない と 云 ふので はない 

が、 然し 飮 まない 者の 眼から 見れば 飮む 人の 或る時の 態度 は 決して 立派なる もので はない、 酩^ は 確 

かに 一時的 發 狂であって、 人の 最も 惡 しき 習慣 は此 時に 於て 發 表せら る k ものである、 懇親 會の 席上 

に 於け る 拳骨の 交換な ど は 決して 尊重す ベ き 者で ない こと は 誰でも 知って 居る、 然し 是れ 皆な 酒の 仕 

事で ある こと も 亦 誰でも 知て 居る、 高き 品性 は 迚も 酒 を 飲んで 保てる もので はない と 思 ふ。 

〇 酒 を 飲ま ない 第 四の 利益 は 交際で ある、 酒 は 交際の 機關 であるな ど k は 全くの 嘘で ある、 酒 は 相互 
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の 弱 點を現 はす 者で 是が ために 眞 正の 嘆 美の 念の 起り やう 害 はない、 爾 うして 嘆美の 念な くして 眞 

正の 友誼 は 成立たない、 酒に 由て 結ばれた る 友誼 は 虚偽の 友誼で ある、 之 は 酒と 共に 消え 失する 友誼 

である、 かの 酒 を 以てする 親睦 會 なる 者が 曾て 一 囘も眞 正の 友人 を 作った ことのな いの を 見て、 酒 は 

親睦 の 機關で あるな ど 云 ふ 迷信 は 全く 破裂す ベ きで ある。 

〇 余 とても 勿論 酒を飮 むこと は 虚言 を 吐き、 盗み、 姦淫し、 節 を賣る やうな 罪惡 でない 事 を 知て 居る、 

然しな がら 飲む と飮ま ぬと 孰れが 善い かと 問 はるれ ば 勿論 飮 まざる に 如かす と 答 ふるのみ である、 余 

は 亦 酒精 は 一 滴 も 口に 當 てす たどい ふ 馬鹿な 說を 維持し ない、 寢 前の 葡萄酒 一 杯 は 或る 場合に 於て は 

大 なる 健康の 扶助で あると 思 ふ、 然し 快樂 のた めの 飮酒、 交際の ための 飲酒、 習慣の ための 飮酒、 是 

明. お 一 一一 十五 年 (一九 〇 二 年 〕  二 0 五 
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等 は 皆 害 有 つて 益の ない 飲酒で あ る から 君子 國の 民 は智な 之を廢 めたら 宜 からう と 思 ふ。 

(『萬 朝 報』 八月 卅 一 日) 

國 家 禁 酒 論 

〇日本人が酒の爲に政」^:に納むる稅金は 一 ケ 年に 五 千 八 百萬圓 以上で ある、 若し 之 を 原價の 二割に 見 

枝れば 日本人が 一年間に 酒の 爲に 消費す る 金 は 赏にニ 億 九 千 萬圓の 巨額で ある， 是は赏 に 莫大の 金額 

であって、 若し 此 金が あれば 他に 稅を 仰がないでも 帝國 政府 を 一 年間 維持す る 事が 出来る、 或は 一 千 

萬, づ k の 戰闘艦 を 让九艘 造る 事が 出来る、 或は 一 千 萬閲の 建設費と 一 千 萬圓の 基本 金 を 有する 大學 

校 を 十四 設 くる ことが 出来る、 此 金が 有って 爲し 得ない 事 は 何にもない、 然し 是は 日本人が 僅か 一 ケ 

年 問に 飮む 酒の 代價 でしかない。 

〇 一 年に 一 一億 九 千 萬圆、 若し 此金を 五 年 問蓄へ けば 饑 籠が 十 年 問 緩 かう が 日本 國民 は飢 ゆる 心配 は 

ない、 义 若し 此米を 酒に 造らないで 常食に a- したならば 國 内に 機 娥を訴 ふるの 民 は 一 人 もなくなる、 

其れ 計りで はない、 若し 酒が 無くなれば 監獄 費の 半額 以上 は 減す る、 警察 費と 裁判 费 とも 大分 減す る、 

疯撤病 者は少 くなる、 夫 II 喧嘩 も少 くなる、 夬れが 爲に國 { 豕社會 の 進歩 は 非常に 涉る、 國 家の 利益す 

る ことで 害あって 益な き 酒 を 魔す るに 如く もの はない。 

〇H 木國 はお 子！： ではない 乎、 其 國民は 愛 國心を 以て 世界に 鳴る 者で はたい 乎、 然るに 何故 此ー 英斷 

を 施して 國. ぶ 的然酒 主義 を實 行し な い 乎、 現に 米國の メイン 州、 アイオワ 州の 如き は 法律 を以 て 酒類 


の 販賫を 禁止して 居る ではない 乎、 愛國 心に 富める 日本ん が/十日 之 を爲し 得ない 理由 は何處 にある 乎， 

苦し 之 を 永久に 實 行し 得ないならば 十 年間な りと 之 を 行って 見たら ば 如何に、 國 家の ためとな らば 身 

命を惜 まな い 日本 國 民が 十 年間 酒 を 禁じ 得な い 理由 は あるまい。 

〇 或 人 は 口 ふで あらう、 若し 國{豕 的に 酒 を 禁じたならば 日本 政府 第一 の 財源 を 枯らして それが 爲に财 

政が 非常の 危 翁に 陷 るで あらう と、 然し 是は 最も 愚かなる 議論で あると 思 ふ、 國尺に 一年 二 億 九 千 萬 

圓の 餘裕が 生す るので ある、 それが ために 商工業 は 非常に 進歩 をな して 政府の 他の 收人は 日なら すし 

て 非常 の 增加 を來す に 相違ない、 ^も禁1^(1^^ の 家に は 別 に 貯金 は 出来な いに もせよ 其の 衣食住に 於て 

著る しき 改良が 現 はる k と 同然で ある C 

〇 抑 も酒稅 に * て 圃家を 維持す るが 如き 馬鹿 氣 切った る 事 はない、 是は 民の 寶血を 浪費して 國家を 維 

持す ると 同一 である、 ：：， 化れ は國 民に 其 健康 を 害 はしめ、 其 家庭 を紊亂 せしめ、 其 道 德を墮 落せし めて 

爾 うして 國家を 維持す ると 云 ふので ある、 是に 優る の背现 は何處 にある 乎、 せて マダ ガス 力 ー 島の 女 

皇が 非常の 英斷を 以て 彼女の 島 王國に 於て 酒類の 販賣を 禁止した 時に、 彼女に 說 くに 同一 の 背理 を以 

てした 者が 有った、 其 時 彼女 は 答へ て 「朕 は 朕の 愛する の 生血 を 以て 朕の 政府 を 維持し ない」 と 曰 

ふた さう である。 

〇 禁酒の 利益 は斯 くも 莫大なる もので あれば、 吾等 日本 臣民た る 者 は 今日 直に 其實行 を始 むべき で あ 

る、 政府 や 議會が 法律 を 出して 酒 を 禁止す るの を 待つ 必要 はない、 吾等 各自が 今日 直に 率先して 林 ポ洒 

を實 行し、 然る 後に 之 を廣く 友人 鄕黨の 間に 勸め、 到る 處に 強大なる 禁酒 的 w 體を 作り、 其 勢力 を以 

て 終に は 村會議 員より、 郡 \ ぼ、 縣會、 國會 議員に 至る まで 悉く 眞 面目なる 禁酒 家 を 選出す るに 至る や 

朋治 三十 K 年 (一九 〇 二 年)  二 〇 七 


時 二  0< 

ぅ努 むべき である * 此 事業 は 他の 事業と 異なり、 國家的 事業と 爲る にあら ざれば 功 を 奏せざる 事業で 

はなく して、 一 人 之 を實行 すれば それ 丈け 國家を 益す る 事業で あれば、 吾等 此 主義の 贊成家 は 弛ます 

濯れ す 今日より 直に 其實行 と 唱道と を 開始す べきで ある。 

〇 日本 國の 禁酒 軍、 禁酒 を實 行して 富國强 兵の 基 を 開かん とする 愛 國的大 圑體、 何ん と 勇ましい、 3： 

ん と美 はしい、 雨う して 又 3： んと 容易い 大 運動で はない 乎、 是に贊 成し 得ない 者 は 酒屋と 女郎屋 を 除 

いて 外に 誰が あらう ぞ、 今や 政府 は 財政 整现の 難局に 當て、 只 僅に 賣 俊の 一 事 を 以て 一 時の 彌縫を 施 

しつ、 あるで はない 乎、 財源 を 枯らし 盡 して 狼 ほ 新 財源 を 求めつ k あるで はない 乎、 今や 大英斷 に 出 

づ. べき 時な りと は 吾等の 壞ば 聞く 處で あるが、 余の 着る 處を 以てすれば 最も 容易な る 大英斷 と は 此 11 

{ 象 禁酒 主義の 實行 である， 余 は 東洋の 君子 國 たる 日本 國が此 美事 を實 行して 犬に 他の 國 民に 誨 ふる 所 

あらん こと を 望む。 

〇 序に 曰 ふて 置きたい が、 會て 北海道の 奥 尻 島に 於て 全島に 禁酒 主義 を赏 行して、 數 年なら すして、 

全島の 富 は 著しく 增 加し、 新道 は 開かれ、 學 校に 高給 を受 くる 新敎 員は聘 せられ、 一 時 は 北海の 禁洒 

島と 稱 へられて、 其 名 は 全世界に 轟いた 事が ある、 後 不幸に して 其 業 は中絕 したれ ども、 禁酒 主義の 

實行 が 全社 會 の 福祉 を增 進す るに 如何に 急速なる か は、 奥 尻 島に 於け る數 年間の 實驗を 以て も 知る こ 

とが 出来る、 余 は 信じて 疑 はない、 若し 日本 帝國に 禁酒 主義 を實 行す る 事が 出來 るなら ば 其 事 それ 自 

身に て歐 洲？！ S 强國は 日本の 威力 を 懼れ、 終に 乎 を 全く 東洋より 引く に 至る であろうと、 爾 うして 洒を 

0 め て 敵 を 追 る の は 彈 丸を以 て 之を擊 退す るに 優る こ と數等 の 方法なる は 誰が 見ても 明かで ある、 

•!§ ^は 口 本 ra:^ ハ飮 酒：^ ^ 節制の 一 事に 在る ので ある、 國 民に 此決斷 さへ 有れば 東洋の 平和 は 目前の 事で 


ある、 日本 國； は國 家、 東洋、 全人 類の ために 些々 たる 此 一事 を 行へ 得ない 乎。 

(『萬 朝 報』 十 n! 十一 日〕 

國家 禁酒 論に 對 する 反對說 

00  O00OO0OOOOOO0OO00OO00O 

〇 其 一 是は曰 ふべ くして 到底 行 はれない と 云ふ說 である。 

此反對 說に對 して 余輩 は 云 ふ、 若し 行 はれない と 言 ふ 人が 今日 直に 之 を 行へば、 卽ち 今日、 今晩より 

ffi に 酒を禁 すれば、 それで 國家 禁酒 主義 は 思 ふよりも 早く 其 實行を 見る に 至る ので あると、 若し 飮む 

人 は 反 對を唱 ふる を 止め、 彼が 飲まな く 成って 始めて 反 對を唱 ふるやう にさへ すれば、 此 主義 は E 心 ふ 

よりも 容易く 世に 行 はれる に 至る ので あると。 

00  00000000000000000 

〇 其 二 は 交際の 利器 を楚 はれる との 說 である。 

此事も 別に 心配す るに 及ばない、 額 を 赤く し 一 時 的 精神病に 概る にあら ざれば 交際が 出来ない など 云 

ふ 人 は 未だ 眞の 交際の 何たる 乎 を 知らない 者で あるから、 雨う 云 ふ 人 は 先づ第 一 に 交際の 何たる 乎 を 

攻究すべき である、 交際 は 水で も 出来る、 ラムネで も m 來る、 若し 酒 は 交際の ための 必要物で あるか 

ら之 を錢め て はならない と 云 ふなら ば、 それ こ そ 酒を禁 す-るた め の 最も 好 き 理由で あると m わ ふ、 故 如 

何と なれば 酒で 結んだ 交際 は 最も 多くの場合に 於て は 偽りの 交際， 山師、 惡 友の 交際で あるから であ 

る" 

0  0  OO00OOOO0O00O0O00 

〇 其 三 は國 「おの 元氣 を銷耗 するとの 説で ある。 

胡. お 一二 十五 年 二 九 0 二 年)  二 0 九 


是も 護說の 一 つで ある、 然り、 其 最も 甚だしい 者で あると E 心 ふ、 若し 酒が 米の 如き、 牛肉の 如き 身體 

の 滋養物で あるならば 之 を 禁じて 國 民の 元 氣を 銪耗 する の 虞れ も あらう が. 其 物 其れ 自身が 銷耗 物で 

ある 酒を廢 めて 國 民の 元 I 浙 が銷耗 しゃう 害 は 一 つもない、 余 は 酒を飮 過ぎて 電碌 した 人 を澤山 知って 

居る が、 洒を飮 まない が 故に、 腦を 痛めた とか、 心臓 を瓌 はした とか 一 K ふ 人の ある 例 を 聞いた こと は 

ない、 せて 米國の ペリ ー と 云 ふ 人が 北極 探險に 行た 時に、 其 率ゐし 水兵の 巾で 酒 を 飲みし 者は强 さう 

に は 見え たれ ども 先づ lg れ、 酒 を 飲まない 者 は 終りまで 能く 極寒に 堪へ忍 だとい ふ 事で ある、 陸に 在 

て も、 海に 在ても 酒 は 確に 元 氣銷耗 物であって、 之 を 魔す る こと は元氣 を銷耗 する 所ではない、 却て 

之 を 恢復し 之 を振與 する ことで ある は 何 所から 見ても 明， 曰で ある。 

00  oooooooooooocoooooooooooo 

〇 其 四 は 禁酒 主義の 實行 は 日本 阈の 習慣 を 打破 る と の で ぁ る。 

是も 甚だ 理由な き 反對說 であると 思 ふ、 如何に 國の 習慣 なれば とて 惡ぃ 習慣 は 總て之 を 破る に 如く は 

ない、 現に 男子の チョン 鬆の 如き、 其 日本 國の古 習舊慣 なれば とて 其廢 止の 當 時には 島 津久光 公の 如 

き 甚だ 有力なる 反對者 ありし にも 係 はらす、 其 無 要なる 習慣 りしが 故に、 日本人 は 直に 其廢 止を實 

行した ではない 乎、 日本人が 祝儀 葬式 其他總 ての 儀式に 酒 を 用 ふる 審は 最も 惡ぃ 智慣 であって、 是れ 

國家 禁酒 主義の 成否 如何に 係らす、 早晚廢 止すべき ものである、 酒を飮 ざれば 祝意 を 表する こと も 出 

來す、 吊 意を呈 する こと も 出来ない と は 日本人に 取て 決して 名譽の 事で はたい、 我等 は 人 を 祝す る 時 

にも、 亦书ふ 時に も眞 面目に 之を爲 さなければ ならない、 酒を禮 儀より 取 除く こと は 禮儀を  一 嚴肅 

ならしむ る蓽 である。  (『萬 朝 報』 十一月 十九 日) 


日本 國 の 二 大敵 

〇 若し 日本 國を滅 す 者が ありと すれば 夫れ は 露 西亞の 海軍で もなければ、 亦佛蘭 西の 睦 軍で もない、 

それ は必す 酒と 徵 毒との 二つで ある、 其 勢力の 强大 なる 我が 二十 萬噸の 軍艦と 十三 師團の 陸兵 を 以て 

しても 到底 禦ぎ 切れる もので はない、 亦 其 動作の 機敏なる、 彼等 は 伊藤 侯の 如き 大政 治 家の 募 を も 犯 

し、 山縣 侯の 如き 大 軍人の 心臓 を も攻擊 する、 彼等に 依て 滅ぼされた 國家 として は 旣に羅 馬 あり、 波 

斯 あり、 布哇等 ありて、 彼等の 侵害に 遭 ふて 大打擊 を 被らざる 國家 とて は 一 つもない、 歷 史家-一 ー ブ 

ルは曰 ふた、 「外敵の 侵略に 遭 ふて 亡びた 國家 とて は 未だ 曾て 一 つもない、 亡 H は 常に 自殺的で ある」 

と、 雨う して 自殺と は 最も 多くの場合に 於て は 酒と 徽 毒と を 以てする 自殺で ある、 實に 恐るべく して 

叉懼 るべき は此ー 一つの 者で ある。 

〇 或醫學 者の 言 ふたに 「日本 國に 於け る徵 毒の 蔓延 は實に 甚だしい もので、 今や 曰 木 人に して 多少 徵 

毒の 感染して 居らぬ 者 は 一 人 も あるまい」 と、 徽毒は 眼 を 侵し、 暴 を 侵し * 腦を 侵し、 肺 を 侵し、 胃 

を 侵し、 心臓 を 侵し、 靈魂を 侵す、 人と國家とを收滅に導く：^<-はせ、に此病でぁる、 而も 其 病毒 は 日本 

國 到る 處に培 養せられ、 最も 神 聖 た る ベ き 伊勢の 山 田 で す ら 共最 も 盛た る 培養 地と して 天下に 知られ 

る、 東京 大阪の 砲兵 工廠 や 目黑の 火薬 製造所 等に て 外敵 を 撃退く るた めに 兵器 彈藥が 盛に 製造され つ 

つ あると 同時に 日本 國 到る 處に 同胞 撲滅 の た め徵毒 の 病菌が 盛 に 培養 さ れつ k あ る と 思へば、 今日 世 

に 謂ふ國 家の 經綸 なる もの 、實に 矛盾 極 はまる. ので ある ことが 判る。 

三.： "五 年 ( 一 九 r„- 二 年)  ニー 一 


〇 爾 うして 酒と 徽 毒と の 關係 は殆ん ど 親と 子と の 關 係で ある、 酒を廢 めすして 徽毒 を絕っ - ) と は出來 

ない、 雨う して 徽毒を 絶たなければ 國は； 滅びて 了 ふ、 故に 禁酒 論 は 耶蘇 敎 徒に 依て 唱 へられる 宗敎論 

で は な い 、 禁酒 論 は實 に愛國 論で ある、 苟も 此 日本 國を愛 する^に して 此 論に 贊 成しない 者 はない 害 

である。  (『， お 朝 報』 十 カサ三 口」 

酒と 腐敗 

(帝國 禁酒 黨 樹立 の 必要) 

〇 酒と 腐敗で ある、 酒の 腐敗で はない、 若し 酒の 腐敗なら ば 金を拂 つて 授產 館より 祕 傳を授 つて 之 を 

止 め る こ と が 屮^！^る か も知れ な い 、 然し 酒と 腐敗と に 至て は 是れ國 {\ ぶ 的 事業と し て 其關 係を絕 つ よ り 

外に 途は あるまい と 忍 ふ。 

〇 酒と 腐敗、 卽ち 酒より 生す る 道 德の腐 耽、 殊に 政治的 道 德の腐 耽、 之 は實に 著しい 者であって、 日 

本の 國家 を忠 ふる 者に して 此ー 事に 注意し ない 者 は あるまい、 今や 政治 界救濟 策 を 喋々 する 者 多き 時 

に 方て 其 根治 策 を 國家的 禁酒 主義の 實 行に 取らん • こ 欲する 者な きを 見て 余 は 頗る 怪.！ ^の 念に 塔へ ない 

者で ある。 

〇 若し 代議士 選舉の 際に 酒がなかったならば 如何で あらう、 酒な く、 故に 料理店な く、 妓樓 なく、 待 

合 茶屋が なか つ た なら ば 八 f の 腐敗 政治家 輩 は 選 舉民を 誘 ふに 途 なき に 至り、 終に 自 から 政： H 界を 退か 

ざる を 得 ざ るに 至る で は あ るまい か、 牧 賄と 云 ひ 贈賄と 云 ひ 皆 大抵 は 酒 を飮ま せる とか、 飮ま せられ 


ると か、 或は 酒に 伴 ふ 惡き快 樂を買 ふと か寳 ると か 云 ふ 事で はたい 乎、 酒 は實に 腐敗 政治家の 手で あ 

り 足であって、 若し 酒が たく なれば 彼等 惡 魔の 族 は 何事 を も爲し 得ざる に 至る では あるまい 乎、 若 

し然 りと すれば (而 して 余 は 其 然る を 信じて 疑 はない) 國 家の 法律 を 以て 酒を禁 する こと は 直に 以て 

腐敗 政 治 家 の 手足 を斷っ ことであって、 我 國の政 治 道德を 振興す る途 として 之に 優る の 捷徑は 他に あ 

るまい と E 心.,^、 

〇 見 給へ、 代議士 候補者の 運動 養なる もの、 其 大部分 は 酒の ために 使用 せらる、 こと を、 見 給へ、 議 

員買收 なる 者の 大抵 は 酒の 席に 於て 行 はる K こと を、 酒は總 ての 惡 事の 媒介 者で ある、 殊に 政治的 惡 

事 の 媒介 者 である、 若し 日本 國に 酒が 無った な ら ば 帝 國議會 は 今日の や うな 腐敗 漢 の 集合 體で は た か 

つたで あらう、 若し 酒がなかったならば 今日 我國 民が 苦しむ やうな 惡 法律 は 決して 世に出でなかった 

であらう、 酒 は 實に國 民の 大敵で ある、 彼が 威力 を 揮 ふ 間は國 民の 死滅 は 時々 刻々 と 早められつ、 あ 

る 0 

〇 語 を 寄す 政界の 志士よ、 片岡 君よ、 江 原 君よ、 根本 君よ、 君 等 は 何ぞー 日 も 早く 帝國 禁酒 黨 なる 政 

黨を 樹立し 給 はざる、 政友會 とか、 進歩 黨 とか、 帝國黨 とか 稱 して 名 有て 主義 も實 もた き 政治的 團體 

と 百年 行爲を 偕に する も 日本 國は 何等の 善 を も 君 等より 受け ざるべし、 試みに 思 ひ 給へ、 玆に 若し 洒 

を飮ま ない 者の み が 組織す る 政黨が あ り とすれ ば 其黨は 如何に 純潔に して 如何に 勢力の 有る 者で ある 

ぞ、 日本 國の 改造た る もの は斯 かる 團體を 以て 始まる ものに 非す や、 欺かる 眞 面目なる 政黨を 以ての 

S1 ふて M ま C. 二 "VJ しんの ひざ  ： 

み 新 日本 は 造られ 得るな り、 醉枕 美人 膝 的の 政治家に 今日は 日本 國を委 ぬる 時に あらざる なり、 

^て 吿ぐ。  (『萬 朝 報 .一 十月 サ 八日) 

S?.? 一一 一十 Ji- 年 (一九 CM 一年)  ニニ 一一 


金 を 要せざる 慈 善 

〇 慈善と 云 へ ば 必す 金を與 ふること である と 思 ふ の は大 なる 間違 である、 慈善 は 金を與 ふること では 

ない、 人を援 ける ことで ある、 雨う して 多くの場合に 於て は 金を與 へない 方が 却て 大 たる 慈善で ある。 

〇 若し 金を與 ふる 者の みが 慈善家で あるならば 古河 市 兵 衞氏も 慈善家で ある、 彼 は早稻 E 大學へ 六 干 

11 寄附した、 彼 は 年の 暮 になれば、 此 所の 感化院、 彼 處の孤 兒院へ 四百、 五 百の 金 を 配る， 爾 うして 

之 を 受けし 者 は 彼に 向て 深き 感謝の 意を呈 する。 

〇 然し 余輩の 見る 所を以 て すれば 古河 氏 は 慈善家で はない、 彼れ が 社會に 於て 爲 しつ V ある 惡は千 や 

萬の 金で 償へ る もので はない、 勿論 氏に 於ても 與 ふる は 與へ ざるに 勝る とは雖 も、 社會が 氏より 要农 

する 處は氏 が 慈善 を 止む る も 可 なれば、 氏が 其 德性を 高う して 社會に 華奢 淫逸の 害毒 を 流され ざらん 

ことで ある、 古河 巿兵衞 氏 は 干 人の 孤 兒を養 ふこと はあり-とする も、 それと 同時に 天下 幾千 萬の 靑年 

を 誤りつ i ある 者で ある。 

〇 人を投 ける 者が 慈善家で ある、 親切なる 言 辭を 以て 將 さに 失望に 沈まん としつ. -1 ある 者 を 引 立つ る 

者 も 慈善家で ある、 貧しき 淸き、 而 かも 樂 しき 生涯 を 送て、 天下 幾 百 萬の 貧者に 淸 貧の 喜 樂を 示す 者 

も大 なる 慈善家で ある、 身 は 鑑樓を 纏 ひ、 茅屋に 住む も、 心に 天の 福音 を 宿し、 之 を 世に 傳 ふる 者 も 

大 なる 慈善家で ある、 淸き 小說を 綴る 者、 高き 詩 を 作る 者 も 慈善家で ある、 凡て 貧の 生涯 を 高潔なら 

しむる こと、 凡て 不幸の 境遇 を 安から しむる こと、 是れ亦 慈善で ある、 爾 うして 之 は 金 無くして 爲す 


ことの 出來る 事で ある、 然り、 最も 多くの場合に 於て は、 却て 金 を 以てして は爲す ことの 出来ない 事 

である。 

〇 吾等 何人も 古河 巿兵衞 氏、 平 沼專藏 氏と なること は 出来ない、 否な、 吾等 は 彼等た らんこと を 欲し 

ない、 然し 吾等 は 西 行 法師の 如くに、 住む に 家な くも 人生の 滿足を 歌 ふこと が 出来る、 吾等 はパゥ a 

の 如くに 身に 一物な くも 萬 物 を 我が 有と なすこと が 出来る、 山より 掘り出した 金 や 銀 や 銅 を 以てせす 

して、 心より 湧き出した 愛 心 を 以て 大 なる 慈善家と なること が 出来る、 天下 幾千 萬の 貧者よ、 來て吾 

等と 共に 金 を 要せざる 慈善事業に 從事 せよ。  (『萬 朝 報』 十 一 月 十三 日〕 

禁酒 小 一一 一 曰 

〇 禁酒 は 小事な りと て、 嗤ふ 者が 澤山 居る、 然し 禁酒 は 小事で はない、 飮む人 其 者に 取て は 小事で あ 

るか も 知れぬ が、 彼の 妻、 彼の 娘、 彼の 家族 全體 のために は 決して 小事で はない、 彼が 酒 を 飲む ため 

こ 彼の 妻の 勒儉は 何の 實效を も 奏しないで、 一家 一同 は 常に 貧と 不足と に 泣いて 居る ので ある、 余輩 

<1<"<1厶<:,1厶厶.^厶厶ュ<<1ュム<1丄<1<:<<1,厶厶<1^厶<^<:<:.^ 

は 日本 國の 憐れむべき 婦女子の ために 特別に 禁酒 論を唱 へる ので ある。 

〇 酒 を飮ま せる 事が 御馳走 で あ ると は 誰が 始めた 事で あるか 知 ら ね ど 最も 奇妙な 事で ある、 客 に 毒 を 

飮 ませて、 彼 を 暫時 的の 狂人に 成して • それで 彼 を 款待した と 思 ふと は 愚 も 亦 甚だし からす や、 然し 

何 比の 宴會 に 於て も是 は當然 の 事の やうに 思 はれ、 飲ませ ざれば 款待で たいと 思 ひ、 毒に 中て 醉はざ 

れば 御馳走 で な いと 思 ふ、 人類の 馬鹿 さ 加減 も此に 至て 言 語同斷 ならす や。 
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〇 毒を飮 むさへ 愚の 極なる に、 人に 毒を勸 める と は 何事 ぞゃ、 歲將 さに 慕 れんと する に 方て、 失^の 

中に 復た此 一年 を 送りし 者 共が、 忘年 會を 名と して 身體の アル コ ホル 清け を 開始す る-頃 ひ、 余 W は 彼 

等が 少しく 此 事に 注意し、 自身 は 意志薄弱の ため 飮 まざる を 得ざる とする も、 窖を 他人に 及ぼして、 

自身 を 毒す ると 同時に 他人までに 毒を强 ざらん こと を 彼等に 勸 めざる を 得ない。 

〇 酒で 歳 を 忘れて、 酒で 歳を覺 ゆ、 忘年 會は i 一 憤 放散 會 であって、 屠蘇酒は自„《.^自棄酒でぁる、 「や 

け」 は 「燒 け」 であって、 酒精 を 以て 身 體を燒 くこと である。  G 萬 朝 報』 十二 力 五 n,} 
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新年の 新 計 畫 

日本 國の 腐敗 は 益す 甚だし からん とす、 余 も 其 市 ni:- の 一 人と して 之 を 救 _c する の大 なる 責任 を 有す， 

依て 余 は 今より 更らに 熱心に 余の 宗敎 なる 耶蘇 敎の傳 播に從 事 せんと 欲す、 そ は 余に 取て、 之に 《 

るの 有效 なる 事業 あるな く、 亦 余の 見る 所 を 以てすれば 日本人が 目下 要求す る ものにして、 之よりも 

切なる ものた しと 信 すれば なり。 

耶蘇 坊主の 名 は此國 民の 最も 卑む 所の ものたり、 然れ ども 余 は <ir より 更ら にせん じて 此 汚名 を 受け 

んと 欲す、 而 かも 余 は 日本人に 嫌 はる、 も、  < ；-の 年來の 主義に 则り、 外國 宜敎師 ゃ敎會 たる 者より は 

一 錢  一 の 補助 を も 一 父け ざらん と 欲す、 余 は 余 を 嫌 ふ 日本人 をして 余の 耶蘇 敎 のために 余 を 養 はしめ 

んと 欲す、 而 して 余 は 信じて 疑 はす、 日本人 は 其 嫌 ふ 所の 耶蘇 坊主た る 余 をして 餓死す るに 至らし め 

ざる こと を。 

事情 斯の 如きが 故に 余 は 從來の 如く 1* ば 朝 報の 紙面に 於て 其讀者 諸君と 相 見る こと を 得ざる べし、 

然 れ ども 余 は 依然と し て 朝 報 社 の 客員たり、 且 友人た り、 故に 社會の 腐敗 令 日よりも 更らに 甚だしき 
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に 至り、 純 坊主た る 余さ へ も 俗事の ために 晚 を容れ ざる を 得ざる 場合に 於て は 余が 社會に 向て 語る 時 

の 唯一 の 機關は 余の 敬愛す る 此萬朝 報な り、 余 は 今後と 雖も朝 報 社の 門の 出入 を廢 せす、 唯 だ 今より 

更に 一 暦 坊主 臭くな らんと 欲する が 故に 本紙の 讀 者と は 稍 疎遠と なるや も 計られす、 謹で 紙上の 友人 

に吿 ぐ。  (『萬 朝 報』  一 = ^十四日) 


基督 敎と 世界 歷史 


基督 敎は 其宜 言す る 所に 依り ますれば 之 は是れ 天下 唯 一 の宗敎 であります、 卽ち 之より 他に 宗敎と 

稱 すべ き宗敎 はない のでありまして、 人 も國民 も^し 救 はれん と 欲せば 必す此 宗教に 賴ら なければ な 

らな いと 云 ふの が、 聖書が 幾！： か 繰返して 宣 ベる 所であります、 我は途 なり、 眞理 なリ、 生ん 叩な り、 

人 もし 我に 由ら ざれば 父 (祌) の 所に 往 くこと 能 はずと キリスト は 仰せられました (約 翰银十 §： 章 六 

節) 使徒べ テロ は 亦 彼の 傳 ふる 福音に 就て 申しました、 此 ほか 別に 救 ひ ある ことなし、 そ は 天下の 人 

の 中に 我 儕の 依リ賴 みて 救 はるべき 他の 名 を 神よ リ賜は ざれば なリ、 と (使徒 行 傳四草 十二 節， y 卽 

ち キリスト 敎は 天の 祌が 地の 人に 賜 ひし 唯一 の默 示でありまして、 之に 依る にあら ざれば 人 は 眞理に 

達する こと は 出来ない と 申す のであります、 此言 紫た る實に 一 寸と 聞きます ると 自分勝手 極まる 言葉 

でありまして、 若し 世に 自負と 云 ひ、 狹 隙と 云 ふ ものが あるならば、 實に此 言で あると S ふ 人 も あり 


ましょう o 

然し 奇態な こ と に は斯 くも 唯我獨 尊を唱 へ し 基督 敎が 世 に 始め て 寛容なる もの  >  何た る か を敎 へ た 

ものであります、 「我 は 眞理 なり」 と敎 へ た 基督 敎が 「凡そ 眞實 なる こと 凡そ 敬 ふべ き 事 凡そ 義き こ 

と 凡そ 善き 稱ぇ ある こと、 總て 如何なる 德、 如何なる 譽れ にても 爾曹之 を 念 ふべ し」 と敎 へた 宗教で 

あります (啡立 比 書 第 四 章 八 節)、 世に 若し 結對 的に 拒絶 的の ものが ありま すれば それ は眞理 でな く 

て はなり ません、 亦 世に 若し 最も 寛大なる ものが あれば 是れも 亦た 眞理 でなくて はたり ません、 基督 

敎が 自尊 的で、 單獨 的で、 叉 或る 意味に 於て は 全然 拒絶 的で あると 同時に、 亦 謙遜で、 自捐 的で、 抱 

容的 であるの が、 其 宣言に 違 はす 神の 眞理 であるの 一 つの 明白なる 證據 でなくて はたり ません。 

然し 宣言 は 如何 で も宜 う 御座い ます、 世 に 宣言す る 程 容易い ことはありません、 誰も 自己に 就て 惡 

い K J と を 宣言す る 者はありません、 如何に 惡ぃ 政黨で も 其 宣言書 に 依て 見れば 實に 立派なる 政黨 であ 

ります、 自利 自愁 をのみ 以て 立つ 商賣 人で も 其廣吿 (彼等の 宣言書) に 依り ますれば 國利民 ー1 を 以て 

第 一 の 主義と する 者の やうに 見えます、 故に 若し 基督 敎が斯 かる 獨斷 極まる 宣 一一 =11 を爲 して 置きまして 

も 、 其 官ー 一一 一一 口許 り で 是れは 神の 眞 理 で あ る と 言 ふこと は 出来ません、 實 に宗敎 なる もの は 孰れ も 絕對的 

の 者でありまして、 我より 外に 眞理 ありと 唱 ふる 者 は實 は宗敎 ではない のであります、 神 は 唯一 にし 

てモ ハメット は 神の 唯一 の 豫ー百 者な りと はモ ハメット 敎の唱 ふる 所であります、 天上 天下 唯我獨 尊と 

は 亦 佛敎の 宣言であります、 故に 若し 基督 敎が獨 尊 を 宣言す るから、 それで あるから 其れが 宇內唯 一 

の 宗敎 であると は 一一：； a ふこと が 出來 ません、 基督 敎に 若し 其宣 言 に 伴 ふ 明白なる 事實 がなければ 其宣 言 

は無效 であります。 
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0 う し て 事赏は 何 で あります か、 某督敎 に 依らす して 天の： 卜に 救 ひなる 者な し と 其大膽 極ま る 宜 

霄は事 實の證 明す る 所であります 乎、 人 は赏に 基督 敎に 依らす ば 救 はれません 乎、 國は實 に 基督教に 

顿ら すして は 立ちません 乎、 是れ 實に歷 史上の 大 問題でありまして、 若し 基督 敎に此 f„」 明が ありませ 

んけ わば、 其宜言 も 亦 他 の 宗敎 の それと 均 しく 唯 だ 自負 自尊 の 發表 に 留ま り ます。 

或る 哲學者 は I 界歷史 を 評して 「大文字に て 書かれた る 厲 现」 Truth  Written  ILal.g.e と 申し まし 

た、 藤お は 之 を 純 粹科學 として 見る こと は 出来ません、 之に 多くの 誤解が あり、 錯雑の ある こと は 誰 

も 承知して lilS ります、 歷史 學と稱 して 之も學 である 以上 は 天文 學、 物理 學と 同一 類の 學 であると ふ 

のは大 なる 問 違であります、 學 であり まする けれ ども 精密な る學 ではありません、 ち ；大秤 を 以て 量 

り、 試 驗管を 以て 試め す ことの 出來 る學 ではありません。 

^しながら 精密なる 學 でない とて、 歷史は 少しも 頼る に 足らない « であると 言 ふこと ま 出來 ません、 

歴史 は少 くと も 世界の 大勢 を 示す 學 問でありまして、 卽ち 眞理を 大袈裟に 書き 綴った ものであります. 

誰々 の 死んだ の は 何年 何月 何日の 何時であった 乎、 其 事 は 明細に 知る こと は 出来ない 乎 も 知れません、 

又 或る人 は必 人であった 乎、 或は 惡人 であった 乎、 歷 史家の 彼に 就て 評論す る 所 は展々 である 乎 

も 知れません、 miiss^.  §ss^^^^^^ss£^^ 

大-乂 字ぷ以 て 人類に 一， 力す tH- の敎 s^" で ありま し て 、 歷史は 我等に 此 大福 音を傳 へ て 少しも 誤り ませ ん と 

ひます。 

扨て 大文字 を 以て 眞理を 示す *1 界歷 おは 基督 敎に 就て 何 を 示します か、 昔し 基督 敎の敵 人が 其宣傳 

者 を 迫 《4" せんとし ました 時に ガ マリ H ル たる 智者が あって、 彼等 迫害者に 吿デて 斯う. £■ しました * 


人 r 我れ 爾曹に 語らん、 此人々 (基督 敎のお 偉 者) を容 して 之に 係 はる 勿れ、 若し 其 謀る 所、 行 ふ 

所 人より 出でば 必す 亡ぶ ベ し、 若し 神より 出でば 爾曹 彼等 を 亡す こと 能 はす、 恐く は爾曹 神に 逆 

ふ 者と ならん (使徒 行 傳五章 三 八、 三 九 節)。 

世界に 宗敎 の 數は澤 山あります るが 、 其 中で 基督 敎程 多く の 迫害 を 受けた 者 はあり ません、 今で こ 

そ歐米 諸阈を 基餐敎 國と稱 へまして、 基督 敎は 彼國の 特産物で ある やうに 思 ふ 人 もあります が、 然し 

少しく 世界 歷史に 通じた 人 は 基督教が 文明 國の 宗敎 となります るまでに 如何なる 闲苦、 如何なる 悲慘 

なる^ 路を 過ぎて 來た乎 を 能く 知って 2$ る 害であります、 柯 れの國 民と 雖も 基督 敎を 歡迎 した もの は 

ありません、 彼等 は 一時 は 必す之 を 排斥し ました、 峻拒 致しました、 其傳道 師を燒 殺しました、 其 信 

者 を 虐待 致しました、 今 こそ は 基督 敎を 以て 誇る 英國 でも、 獨 逸で も佛蘭 西で も哲な 同じ 事で ありま 

す、 彼等 は 皆な 一時 は 激烈なる 基督 敎の 反對 者で ありました、 キリストが 其國 人に 十字架に 上げられ 

たやう に 基督 敎は^ 界 到る 所に 憎まれ- 卑しまれ、 \lf: けられます、 若し 動物界に 行 はる k 生^ 競爭な 

る もの が 人類の 間に も 必然 行 は る ベ き 者であります るなら ば 基督 敎は 速くに 此 I より 失せ ベ き：！ W の 者 

であります。 

然るに ユダヤの 一 僻村の 一 小ェに 依て 始められた 此宗敎 は 今 は 世界に 於て 如何なる 地位 を^め て 

ります か、 世に 文明 國と稱 せられる 國で 基督教 を 奉ぜない 國 があります るか、 若し 北米 合衆國 から 其 

基 将敎を 取 除いたら 如何で ありませ う、 何が 淺り ませう か、 政治家と して は リン コ ルンの やうな 人、 

文學 者と して は 口 ー H ルの やうな、 法律家と して はシォ ー 卜の やうなん、 其 他 彼 ffl 第一流の 人々 は異 

：! 同音に 白します、 「若し 我が 米國 より 其 基督 敎を取 除いた たらば 其 最も 高尙 なる もの、 其 最も 威嚴 
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ある もの、 其 最も 聖 きもの、 其 最も 愛すべき ものが 取り去らる、 ので ある」 と、 英國に 於ても 31： じ 事 

であります、 共 自由なる もの は 全く 基督 敎の 賜物で ある 事 は 英國史 を 請む 者の 誰も 知る 所であります" 

其 政治、 文學、 慈善、 然り、 其科學 より 基督 敎を 取り去って 御覽 なさい、 私 は 信じて 疑 ひません、 英 

圃も屮 古 時代の バグダッド、 コル ドバ 等の 囘々 敎國の 如き 者と なって、 生命な き 文明の 花 を 僅か.^ し 

て 後に 遠から す 亡びて 了う に 相違ありません、 其他獨 逸で も 伊太利で も、 怫蘭 西で も、 西班牙で も、 

和 蘭で も、 白 耳 義 でも、 露西亞 でも * 匈牙利で も 同じ 事であります、 其 文明と 稱 すべき もの、 .S ち 腕 

力 以外、 利 慾 以外の 制度 文物 は 皆な 悉く 基督教の 恩 化 を 蒙った ものでありまして、 基督 敎を取 除 ひて 

は 後に 续 る もの は 動物 的の、 肉 慾 的の 物 許りで あ ります。 

基督 敎を 奉ぜざる 文明 國 はない と 中し ますれば 直に 起る 疑問 は それたら ば 土 耳 古 は 3： であるか 乎、 

印度、 波斯、 支那 は 何う である 乎、 殊に 東洋の 旭日 阈 なる rn 本國は 文明 國で はない 乎との 疑問で あり 

ます、 然しながら 日本 國の事 は 後 廻し に 致しまして、 其 他の 國々 の 事に 就きましては 其 國の名 を擧げ 

る こと、 其 事が 消 局 的に 基督教の 最も 有力た る證據 論で あると 思 ひます、 土 耳古國 …… 誰も 人種と し 

て 土 耳 古人の 優れたる こと を 疑 ふ 者はありません、 正直で、 從 順で、 忍耐強く して 若し 世に 高貴なる 

文明に 耐 ゆる 國 民が あると 致し ますれば、 實に此 土 耳 古人であります、 黄色人種 は 文明に 耐えない な 

ど 云 ふこと は 全く 土臺 のない 言でありまして、 其 證據に は 土 耳 古人と 同人種なる 匈牙利 人が 歐洲の 巾 

央に 割込んで 其處に 東歐第 一 等の 文明 國を 形造って 居ります、 亦 露西亜 帝國の 一 部分なる 芬蘭 土は黃 

色 人種の 占領す る國 であります るが、 其 育て上げし 文明た る や 其圓滿 なること に 於て は 世界 第 一 と稱 

せられて 25 ります、 土 耳 古人が 欧洲に 國を 成して 居りながら 今日に 至る も 未だ 文明 國の仲 問 入り を爲 


す ことが 出來 す、 ダ-ー ュ ー ブ河 上流の 彼等と 同 一 の 人種なる 匈牙利 人が コス ー ト、 バ ッ チヤ _ー  の 如き 

愛 圃者を 出し、 ムンカ ツキ ー の 如き 美術家 を產 し、 ョ ー カイの 如き 世界的の 文 學者を 生みし に 係 はら 

す、 ダ-ー ュ ー ブ 下流の 土 耳 古人が 令に 尙ほ 「東 歐の 病人」 を 以て 目せられ て 人類の 進歩に 何の 貢献す 

る 所の な いのは 抑 も 何の 理由に 因る ので ありませ う、 土 耳 古人と 匈牙利 人と は 其 信す る 宗敎を 除て は 

他に 何の 異なる 所はありません、 然るに 基督 敎を 信ぜし 匈牙利 は 有力なる 文明 國 であって、 之 を 斥け、 

之と 戰ひ、 今に 尙ほ ァラ ビヤ 人の 囘々 敎を 信す る 土 耳 古 國は其 民が 懍悍 にして 能く 戰 ふの 外に、 何の 

取る 所の ない、 縱し 野蠻國 とまで は 下らざる も、 未だ 自覺 的國 民の 名譽 ある 地位に 達する ことの 出來 

な い 憐む ベ き國 であります。 

波 斯人も 土 耳 古と 同じであります、 其 人種と して 高貴 なる 者で ある こと は 昔時の 波斯 人の 行 爲を見 

て も 能く 分ります、 經綸 あり、 文才 あり、 勇氣に 富み、 何れの 點 より 見る も 優等なる 波斯 人の 今日の 

憐 むべき 狀態は 抑 も 何が 因を爲 してる ので ありませ うか * 其 他 印度と 云 ひ、 支那と まひ、 私が 玆に論 

する まで もありません、 基督 敎を 信じない 文明 國は 有りません、 基督 敎を 信じて 貧弱 取る に 足らない 
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國 もありません、 世界 歷史は 大書して 申します、 基督 敎を 信ぜす して 偉大なる ことなく、 高貴なる こ 

とたく、 淸淨 なること たく、 自由なる ことたし と、 光明と 暗黑 との 別 は 基督 敎を 信す ると 信ぜざる と 

の 別であります、 是れ 世界 歷史が 大書して 我々 に 示す 所であります。 

「信ぜよ 然 らば 救 はれん」 と官ー ベました 基督 敎は亦 「爾曹 若し 信ぜす は詛 はるべし」 と吿げ ました、 

若し 繭 盲信せ ずば 必ず 立つ こと を 得 じと は 聖書の 明白なる 證首 であります (以赛 亞七章 九 節)、 基督 

敎はー の試驗 石でありまして、 之に 接して 之 を 信す る 者 は 救 はれ、 之 を 信ぜざる 者は詛 はるとの 事で 
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あります * ヱ ホバの 道 は 凡て 直し、 義者は 之 を 歩む、 然れ ども 罪人 は 之に 躓かん (何 西 阿 書 十四 〇 九)" 

キリストの 福 昔 は 沈 者の 爲には 死の 香 ひに て 彼等 を 死に 至らし む、 救 はる. A 者の 爲には 生命の 香 ひ 

にて 彼等 を 生命に 至らし む 林 多 後書 一 一 〇 十六/ 此石 (キリスト) 信ずる 者に は 貴き 物と なり、 

信ぜざる 者に は 躓く 石、 礙 ぐる 岩と なるな り (彼 得 前書 二 〇 八)、 是れ 亦た 聖書の 大膽 なる、 また 或 

る 點 から 見 れ ばに，； だ 無 慈 悲に 見える 宣告 であり ます 、 然しながら 此 宣告 も 前 に 述 ベ た 宜吿と 同じ やう 

に 矢張り 揪 界歷史 に事實 となりて 現 はれた こ と で あ ります、 基督 敎に 接し て 之 を 信ぜす して 返 て 之 を 

斥けたん の 生涯 を 私共 は 見て 能く 知って 居ります、 其 人の 暖落は 世 問 普通の 人の 墮落 に比べて 更に 一 

Ei:! 茶 だしい ものであります、 世に謂ふ所の^^^牧師の生涯を御覽なさぃ、 世に 嘔吐 を 催す ものが あり 

とすれば、 一て れは傳 道の 聖職 を 菜て、 或は 投機 商と なり、 或は 銀行員と なり、 市長と か、 大 ほの 秘書 

宵と か 云 ふ 俗吏と 成り下がった 者の 生涯であります、 彼等 は 救 はれん として 其 救お を 放棄した 者で あ 

ります、 彼等 は キリ ストに 就て 躓いた 者であります、 彼等 は 卽ち豫 言 者 ホゼャ の 曰 ふ 人で ありまし 

て H ホバ の 直き 道に 躓いた 者であります、 斯 かる 族に 就て 使徒べ テ a は强き 一一 一一 n 葉 を 以て 曰 ひました。 

彼等 若し 義 の 道 を if§ り て 尙 ほ其傳 へられし 所の 聖き命 を 棄んょ り は 寧ろ 義の 道 を 知らざる を 美と 

すべし、 犬 還り 来りて 其 吐きた る 物 を 食 ひ、 豚、 洗 ひ 潔 めら れて復 た 泥の 中に 臥す と 云へ る 諺 は 

眞 にして 彼等に 應 へり (彼 得 後書 二 〇 ニー、  ニー  D 

なき 人と は 墮落 せ る 基督 信者 であります、 殊に 隨 落せる 基备敎 の 牧師であります、 其 傳道師 で あ 

り ます、 彼等 は 實に 地獄の 人口 を 作る 者であります。 

S 人に 於て 爾ぅ であります、 國 民に 於ても 同じ いであります、 國民は 基督 敎を 信じて 救 はれ、 之に 


由り て 新しき 生命 を 得ます . 之 に反して 之 を 斥けし 國民は 噴 落して 終に 滅び て 了 い ます、 歐洲 各！： の 

歷史で 其 改宗 時期と 稱せ らる、 者 は 其 死 生存 亡 の 時期で ありました、 英國 に ：la^ て は第 六 世紀 の 終り よ 

り 七^ 紀に涉 つ て 此國民 的 更生と も稱 せらる ベ きものが 行 はれました、 有名なる 羅馬 法王 グ レ ゴ リ ー 

七 世に 由て 送られし 宣敎師 ァゥガ ス チ ンを 始めと しまして、 聖 コラム バ 、 聖 アイ グン 等に 由て 某督敎 

が 到る 所に 傳播 され、 終に ケント 侯 H セル ベルト 幷にノ ー サム ブリャ 侯 H ド ウイ ン 等が 洗 禮を 受け ま 

して、 玆に始 て 英國が 野蠻の 境遇 を lg して 文明の 域に 人り ました、 同じ 顷に佛 蘭 西 人に して H  メラン 

o】mm§ln) なる 人が 獨 逸の 南方 バ  >  リ ャに傳 道し、 英人々 ィ リブ 01 ド (willihrcra) たる 者 は 今 

の {2 耳 義に俾 道し、 殊に 是れ 亦英國 人であって 歐洲 の傅敎 事業に 名高き ボ - フ 二 ス CBCnifge) はや 

の獨 逸！： の 全體に 基督 敎を 布き ました、 匈牙利 人の 如き は 全く 異人 種と して 最も 過れ 馳 せに 歐洲の 競 

場裡に 人った 者であります るが、 紀元 九 百 五十 五 年 レクフ H ルトの 血 戰にー 敗 地に 塗 みれ、 非 基督 

敎的 制度の 簿弱 にして 賴 むに 足らざる を 悟りまして より、 其 王 ゲイ ザなる 者が 斯の敎 を 奉す るに 至り、 

レクフ ヱ ルトの 戰役後 五十 年に して 敬虔なる ステパ ノ スが其 王位に 就きまして より、 甸牙 利國は 最も 

實 なる 基督 敎國 となり、 今日に 至る も r 聖 ステパ ノスの 銕冠」 と稱 へまして 匈牙利 人が 信仰と 愛國 

心との 表號 として 世界に 向て 誇る 所の もの は、 此 王が 此國 人に 傅へ しもので あります、 斯の 如くに 今 

口 文明 國を 以て 稱 せらる. -歐洲 の 备國民 は 早き は佛蘭 西の 如く 五 世紀に 於て、 遲きは 匈牙利の 如く 十 

一 骨紀に 於て 皆な 改宗 時期 を經 過した 者でありまして、 此 精神的 大 革命の 時期 を經 すして 彼等 孰れ も 

今日 あるに 至った のではありません、 中には 勿論 ボ ー ラ ンド の 如く 基督 敎を 信じても 終に 亡びた 國も 

あ ります、 然し ボ ー ランドの 亡國 なる 者が 印度 埃 及の それの 如き 社會 組織の 全き 壤崩 ではなく して、 
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只 僅かに 政權の 移變 であった こと は 能く 分った 事寶 であります、 ボ ー ラ ン ド人屮 露西亞 に隸婦 せし 者 

を 除いて はん マ は な 立憲の 民で ある こと は 誰も 知って 居ります。 

んマボ ー ラ ン ドに對 して 土 耳 古 を御覽 なさい、 土 耳 古 は 生きて 居る やうで 實は旣 や 死んだ 國 であり ま 

す、 土 耳 古に 令淺て 居る 者 は 稍ゃ强 力なる 軍隊と 壓制 政〕 村との みであります、 彼等の 中に 國民的 理想 

なる 者はありません、 彼等 は 詩歌な き、 美術な き、 自覺 なき 民であります、 彼等 を國 民と 稱す るの は 

其 外形の 情 態 を 指 し て iw ふの みであります、 彼等の 中に 國民 たるべき 內容の 特性はありません。 

波 斯も爾 うであります、 印度 諸 邦も爾 うであります、 埃 及も爾 うであります、 モ B ッ コも爾 うで あ 

ります、 西 藏も爾 うであります、 支那 も爾 うであります、 朝鮮 も爾 うであります、 彼等の 各々 は 文明 

國 同様に 國旗を 有ち ます、 然し 土 耳 古の 弦月 旗 も、 支那の 靑龍旗 も 是れは 唯 だ 旗幟で あるに 止まって 

或る 一 主義の 記號 ではありません、 米 旗に は 自由が 翻が へり、 英國 旗に は 秩序が 翻が へる やうに モ 

P ッコ旗 ゃ波斯 族に は 人類 的の 主義 は 翻が へって 居りません。 

何故に 基督 敎を 信す る 國は與 つて、 之 を 信ぜざる 國は 亡ぶ ので ありませ うか。 

S 一疋に は 種々 の 說明も ありませ うが、 其 最も 明， 日なる 理由の 一 は 基督 敎 のみが 人と 國 とに 自 覺の感 を 
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起す からで あるに 相違ありません、 「我 は M なる 乎」 なる 人生の 最大 問題に 解決 を與 ふる 者 は 基督 敎 

のみであります、 是れは 我と 絶 對者卽 ち 神との 關 係が 分って 後に 始めて 解ける 問題でありまして、 神 

の觀 念な くして、 或は 祌に關 する 觀 念が 至て 薄く して、 或は 不完全であって、 判 かる 問題で はあり ま 

せん、 基督 敎を 信じて 國 nj^ は 始めて 其 天職 を teH るので あります。 卽ち人 は 何人も 己れ 一 個人の ために 

生存す る^に 非す して 至上 者と 全人 類の ために 生存す る 者で ある ことが 個人々 々 に 分る やうに、 國民 


も 亦 キリス トに顯 はれた る 神 を 信じて 始めて 其 神と 宇宙と に對 する 其 責任 卽ち其 天職 を覺 るので あり 

ます、 基督 敎を 信ぜざる 人 は 如何なる 英雄 豪傑で も 自己中心 主義の 人でありまして、 彼が 基督 敎を信 

じて 始めて 自己 を 離れて^ 界の 人となります やうに、 國民も 基督 敎を 信じて 始めて 世界的 國民 となる 
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ことが 出來 るので あります、 爾 うして 己れ を 中心とする 人 は 人であって 人で ないやう に 自國を 中心と 
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する 國は國 であって 國 でありません、 文明と は 協同の 意義であります、 世界の 萬 邦に 對 して 同情 を 有 

ち、 責任 を感 する に 至る まで は國に 如何に 完備せ る 軍隊が ありましても 亦た 如何に 完全なる 法律が 
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布 かれて 居りましても、 其國は 未だ 文明 國と稱 へる こと は 出来ません その 生命 を 保全 せんと 欲する 

者 は 之 を 喪 ひ 我がた めに 生命 を 喪 ふ 者 は 之 を 保全すべし (路加 傅 九 〇 二 五)、 自己 を 中心とし、 神と 

人類と をして 悉く 己 を 益せ しめんと 欲する 個人 も國家 も必す 亡びます、 之に 反して 自己 を 捨て、 1 事 

を 捧げて 神と 世界と 人類 全體 とのた めに 靈 さんと 欲する 人 も國も 必す榮 えます、 最も 進んだ る國 民と 

は此 思想に 最も 富んだ る國 民であります、 人類 進步の 標準 は 總て此 に 在ります、 キリスト を 信じて 自 

捐的國 民と なり ませう か、 彼 を 捨て 我 慾的國 民と なり ませう か、 國の與 るの も滅 ぶる の も唯此 決心 一 

つ こ： M るので あります。  (『饰$蒈 之 研究』 一月 廿 五日〕 
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失望と 希 望 

(日本 國の 先途) 

私共に 取りまして は 愛すべき 名と て は 天上； 大下唯 二つ あるの みであります、 其 一 っはィ H スで あり 

まして、 其 他の 者 は 曰 本であります、 是れを 英語で 白し ますれば 其 第一 は Jesus でありまして、 其 

第二 は Japsin であります、 二つと も J の 字 を 以て 始まって 居ります から 私 は 之れ を稱 して Two  J-S 

卽ち 二つの ジ H 1 の 字と 屮 します、 ィ H スキ リストの ためであります、 口 本國 のた めであります、 私 

共は此 二つの 愛す べき 名のた めに 私共 の 生命 を默げ やうと 欲 ふ 者で あります。 

ィ H スは 私共の 未来の 生命の 在る 所でありまして、 日本 國は 私共の 現在の 生命の 在る 所であります * 

雨う して 神 を 信す る：^ に 取て は 未來も 現在 も 同 一 であり まする 故に 私共に 取て はィ H スと 日本 國とは 

同一 の ものであります、 卽ち 私共の 信仰 は國 のた めでありまして、 私共の 愛 國心は キリストの ためで 

あります、 私共 は キリス トを 離れて M: 心 を 以て 國を 愛する ことが 出來 ないやう に、 亦國を 離れて 熱心 

に キリスト を 愛する こと は屮 I 來 ません、 私共が 基督 敎を 信じた 第一 の 理由 は それが 私共の 愛する 此 口 

本！； を 救 ふの 唯一 の 能力で あると 信じた からであります、 私共と 日本 國 との 關係は 父子の 關係、 夫婦 

の關 係、 君臣の 關 係よりも 更に 數 "倍 深い、 堅い、 侑  1 ぃ關 係であります るから、 私共 は 私共の 國を離 


れて 獨り自 から 救 はれん とて、 某 督敎を 信じません、 私共 は 若し 詛 はる、 ならば 私共の 國と 偕に 詛は 

^んと 欲する 者であります、 若し 救 はる、 ならば 私共の 國と 偕に 救 はれん と 欲する 者であります、 私 

共 は 日本 國と 偕に 私共の 靈魂を 救 はれん ために キリストに 往 いたのであります， 獨り救 はれん とて 彼 

を 求めた のではありません。 

事情 斯く の 如くであります から 日本 國の 運命 は 私共の 最も 心配す る 所の ものであります、 日本 闽は 

如何な り ませう 乎、 此 愛する 父祖の 國は 終に 滅び ませう 乎、 或は 之に 救濟の 希望が ありませ う 乎、 若 

しあり とすれば 如何した らば 救 はれませ う 乎、 此事は 私共の 腦裡を 占領す る 最大 問题 であります、 夜 

と なく 晝と なく 私共 を 驅り立 て 寸時 も 私共 の 心 を 離れない 問題 は實に 此國家 救濟 問題であります、 

『ァ、 我が 神よ、 願く は此 憐れなる 我が 國を救 ひ 給へ』 と は 英國の 愛國者 ハム プデン の 臨終の 時の 祈 

禱 でありました、 『若し我が兄弟我が骨肉 (彼の國人を^^？-して云ふ) のためにな らんに は 或は キリス 

ト より 絶れ 沈淪に 至る も 亦 我が 願 ひなり』 と は 使徒 パゥ の 熱誠なる 表白で ありました (羅馬 書 九 章 

三 節)、 若し 我國 にして 救 はれ ざらん に は 我が 救濟 何に か あらんであります、 4 は 獨り天 國へ往 くこ 

と を 望む 者ではありません、 私 は 私の 生命よりも 私が 愛する 此 日本画の 救 はれん こと を^む 者で あり 

わ や、 『ァ 、我が 神よ 願く は此 憐れなる 我が 國を救 ひ 給へ』 とはハ ム プデン のみなら で 何れの 國 人で 

も總て キリ ス トを 信す る 者の 絶叫の 聲 であります、 基督 信者に は愛國 心なし と 曰 ふ 人が あります るが- 

彼等 は 未だ 父なる 神 を識ら す、 故に 私共の 心 を識ら ない 人達であります。 

^呼 日本 國ょ、 若し 我れ 汝を 忘れな ば 我が 右の 手に その 巧 を 忘れし めよ、 

若し 我れ 汝を思 ひ 出です、 若し 我れ 日本 國を 我が 總 ての 歡 喜の 極と なさす ば 我が 午：： を 1^ に 附着し 
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めよ (詩篇 第 百 三十 七篇) 

愛 國心は 世の 所謂る 『愛 國者』 の尊冇 物で はなく して 私共 キリス 卜 を 信す る 者の 尊 有 物であります、 

世に キリスト 信者の 愛國 心に 優る 潔い、 熱い、 高い、 深い 愛 心はありません、 コ &ムゥ H ルが 英國を 

愛せし 愛國 心、 ガス テバ スァ ドルフ ハ スが端 典國を 愛せし 愛國 心、 サ ボナ &,' ラが 太 利 を 愛せし 愛 

國心、 亦 斤 一時に 至りて は クル ー ゲル ゃジ ュ ー ベ ルト などが 彼等の トラ ン スヴァ ー ルを 愛せし 愛 國心は 

實に 彼等が キリ ストに 在て 懷 きし 愛國 心でありまして、 斯 かる 聖き 深き 愛 心 は キリスト を 信す る 者に 

あら ざれば 到底 持つ ことの 出来ない 愛 心であります。 

此 我等の 日本 國は 如何な り ませ-つ 乎。 此 切要なる 問題に 對 して 此國に 於て 發 行され る 所の 新 間 紙の 

記事が 與 ふる 所の 答 は 唯一 つであります、 ち 滅亡であります、 爲政 家の ffi 落、 敎育 家の 墮落、 愤侶 

祌官 牧師の 墮-; 詐欺、 牧贿、 さぶ 淫、 竊盜、 强盜、 殺人、 黴毒、 離 i?、 陷擠、 裏切り、 …… 是が 我等 

が 日々 の 新聞紙に 依て 讀み閜 かせら る、 所の 事柄でありまして、 是 等の 事柄 を 除いて 別に 新聞と 云 ふ 

新聞 はない やうに 見えます、 聖書に 記された る 惡の 目録の 中で 今の 日本人に 依て 犯されない" は 一 

つもない やうに 見えます、 苟合、 汚據、 好色、 偶像に 事 ふること、 巫術、 仇 恨、 妒忌、 忿怒、 分爭、 

結黨、 異端、 姬嫉、 SS 殺、 醉酒、 放蕩 (加 拉太書 五 章 十九、 廿 一 節)、 此中 何れが 今の 日本人の 中に 

缺 けて 居ります か、 政治家 は 節操 を資る こと を 何ん とも m 心 はす、 彼等 は 相互に 汚獨を 語て 少しも 恥と 

致しません、 忠君 愛 國を敎 ふる 敎育 家が 牧 賄の 嫌疑 を 以て 綾々 と獄 舍に投 ぜられ ます、 數ず Z の 民が 識 

^に 泣いて 居り ますれば， 彼等 を 饑餓 に 迫ら しめたる 人 は 朝廷の 恩 lal.^ を 身に 浴び て 奢侈 淫逸 に 日 を途 

つ て 居ります、 偶々 正義 公平 を 絶叫す る 者が あると 思 へ ば、 是れは 不平の 聲 であって 義を 愛する の聲 


ではありません、 同胞 は 相互 ひの 惡事を 聞く を 以て 何よりの 樂 みとして 居ります、 妒忌は 父子の に 

も 兄弟の 間に も、 師 第の 間に も 行 はれ、 今日の 師弟 は 明日の 響 敵と なり、 骨肉の 兄弟 さへ 互に 相 困め 

る こと を 以て 正義 國 家の ためで あると 思って 居ます、 政府 は其备 部に 於て 腐敗 を 極め、 内閣 腐り、 陸 

軍 腐り， 海軍 腐り、 內務 腐り、 外務 腐り、 文部まで が 腐 肷の氣 に 襲 はれて、 今 は 小 學敎師 までが 賄赂 

を 取る の を 以て 當然の 事で ある やうに 思 ふに 至りました、 若し 是れが 亡 國の徵 でないならば 何に が 亡 

國の徵 であります 乎、 若し 罪悪の ほか 何の 報す る 所の ない 國が 千代に 八千代に 昌へ 行くべき もので あ 

ります るなら ば 正義と は 何ん と惯 値の ない 者ではありません 乎、 若し 暗黑の 社へ a が ありと すれば 是れ 

は 日本 國今 日の 社會 ではありません 乎、 不安心 極まる 社會、 少しの 信用 を も 置け ない 社會、 链式 一片、 

全 11 虚偽の 社 會と は赏に 我國令 日の 社會 ではありません 乎、 罪惡は 日本の みに 限らない、 西洋 各國に 

も あると 一一 一一 n ひて 自 から 慰めて 居る 人 もあります るが、 然し 罪惡 にも 度合 ひがあります、 日本 令 日の 社 

會は 善事の 至て 少ない、 殆ん ど罪惡 のみの 社會 であります、 卽ち惡 入が 横行 跋鳳 する ことの 屮 I 來る社 

# で あります、 其貴挨 たる 者が 到る 所に 幾多 の 少女 を 汚す こと あ る も 誰も 怪 まな い 社會 で あります、 

其學 者た る 者が 頓で もない 不道理 を唱 へましても 却 て國 民多數 の 賞 讚 を 博す る 社！！ I で あります、 卽ち. 

M 實 とか 無私と か 云 ふこと は 唯 口に 唱 へ られる 許りでありまして、 之れ を眞 面目に 信す る 者の 殆ん ど- 

一 人 も 無い と 言 ふても 能い 社會 であります、 希望と か歡 喜と か稱 すべき もの は 地を拂 つて 無く、 唯 有 

る もの は 失望と 悲憤慷慨との みであります、 此 君子 國と稱 へられし 國の 民に して、 少しく I の 中の 經 

驗を 有った 者で、 悲 慘の歷 史か墮 落の 經歷を 有たない 者と て は殆ん どありません、 純正なる 淑女 は あ 

りません、 純潔なる 純士 はありません、 日本人 は 皆た 傷物であります、 その 花の 如き *^ の 裏面に は 熱 

明！ _311 一十 六 年 (1 九 〇ー1 一年)  ニー 一二 


お s  二  "一二 

き-奴 の 經驗を 匿く し て 居ます、 その 柔和の 如く に 見 ゆる 態度 の 下に は 一；」 I： ひ靈 くさ れぬ 程の 仇 恨の 刃 を 

蔵して ります、 芙蓉の 峯は 何時も 美 はしく あります るが 之 を 仰ぎ 瞻る 民の 心 は 常 暗の を 以て 包ま 

れて £3 ります、 其 名 こそ 樱花國 であります るが 其實は 悲憤 國で あります、 絕^〕.^ 國 であります、 人々 愛 

愁と 怨恨と を懷ぃ てィ ャ.， \ ながらに 世渡り を爲 して 515 る國 であります。 

今少しく  n 木國八 マ 日 の 歉態を 聖書 の 言 に照らして 見ます るなら ば實 に 塞 心す べき ものが 多く ありま 

す、 ァ、， を 犯せる 國民、 不凝を 以て 充 たされた る 民、 惡を行 ふ 者の 裔、 道 を亂す 種族 …… 全 腦は病 

み、 全心 は 困憊る、 足の 跖 より 首の 頂に 至る まで 健全なる 所な く、 唯 創瘦と 打傷と 腫物と 而己、 而し 

<<<:<<"<:<3<:<3厶<3<1 厶厶  A あ ふら 厶 △△△△ 厶 <!△△  AAA ひう.； ノっ 

て 之 を 合 はす 者な く 包む 者な く、 亦膏 にて 軟ら ぐる 者な し (以赛 isi 書 一章 節、 六 節)、 汝 等の 長 華 

A そむ 厶 △ ぬ. W びと A かに. フど AAA  <3厶<： 厶厶 A 厶 A  -; ケ、， リ もの A  A  A"  A 

「政治家、 敎育 .：^^ の 類 を 指して 云 ふ) は 反き て盜 人の 伴侶と なり、 人 各々 賄赂 を^び、 贜时を 追 ひ 求 

む (同卄 三 節)、 是れ は赏に 日本 國ん 「日の 狀態 有の 俊を畫 いた ものではありません 乎、 亦； 说言者 エレ 

ミヤ は 亡國の 前徴と して 社き の 狀態を 述べて 申しました。 

彼等 は 皆な 赛淫 する 者な り、 彼等 は此 地に 於て 3 呉實 のために 强 からす、 惡 より 惡に 進むな り、 •: 

…汝等 各自 共 隣人に 心せよ、 何れの 兄弟 を も 信す る 勿れ、 兄弟 は 皆な 欺き をな し、 隣人 は 皆な I ま 

り 廻れば なり、 汝等は 各自 其 隣人 を 欺き、 かつ 眞實を 曾 はす、 共 舌に 識を 語る こと を敎へ 惡を爲 

すに 勞る、 汝 等の 住居 は^ 譎の 中に あり、 

何ん と活畫 的の 記事ではありません 乎、 火 を 見て は 火事 を 忍へ、 人 を 見て は 泥棒と へと 唱 ふる 我 國 

今日の 社會 の丸寫 しではありません 乎。 

若し 亦贵 族と 金 持との 奢侈と 無情と に 就て は 預言者 亞麼士 の 言 は 非常に 適切であります、 


汝等は 災禍の 日 を もて 尙ほ 遠し と爲 し、 強暴の iij を 近づけ、 自 から 象牙の 牀に 臥し、 寢臺の 上に 

むひ  こひつじ  ，？-..;'  二  5 し  さ；  え 三 

身 を 仲し 群の 中より 羔羊を 取り、 圏の 中より 積 牛 を 取りて 食ら ひ、 琴の 昔に 合せて 歌ひ噪 ぎ、 大 

さ. づき 

杯 を もて 酒を飮 み、 最も 貴き 香油 を 身に 抹り、 ヨセフ (國 民) の 艱難 を 憂 ひざる たり (亞 麼士書 

六 章 三— 六 節)。 

若し 滅亡 前の イス ラ H ル國と 日本の 今日と を 比べ て 見ん と 欲する たらば 玆に 最も 適切なる 對 句が あ 

ります。 

サ マリヤの 山 (都 城の 在りし 處) に 居り 弱者 を 虐げ 貧^ を壓し …… 汝 等は義 しき 者 を 虐げ 賄赂を 

取り、 門 (裁判所) に 於て 貧しき 者 を 推し 枉げ、 …… 彼等 は 義者を 金の ために 寶り、 貧者 を鞋ー 

足の ために 賣る， 彼等 は 弱者の 頭に 地の 塵の あらんに は 之 を さへ も 喘ぎ 求め (卽ち 毫末まで も 取 

ら すば 止ます との 意な り) (以上 諸 節 亞麼士 書に 散見す )o 

是れは 令より 一 一 干 六 百年 前 イスラ H ル王國 滅亡 前の 實況 であり ましたが、 今 明治の 三十 六 年 私共の 目 

前に 預言者の 一 W 葉 其 儘が 事實 となって 現 はれる の を 見ます、 耳 を 開い て 能くお 聞きなさい、 是れは 明 

治 三十 五 年 日本の 帝都 を距る 遠から ぬ 所であった ことであります。 

去 H  (十二月) 卄 九日 栃木 縣佐野 稅務署 が 安蘇 郡 植野村 大字 舟 津川栗 原 長藏の 明： m 三十 五 年度 地 

租 三十 七錢ー 一 厘 滞納に 對 して 執行した る 財 產差柙 の 結 粟 を 聞く に、 差 押 金品 は 茶 镝小兒 物 綿 入 一 

枚、 双子 縞 男 絨ー 枚、 無地 紺 縞 一 反、 通貨 金 十八 錢な るが、 其^5類は鑛毒救！き！4ん^.^.^き^^！ 

A  A-  A  A  A  <"*<^<"厶ム<1<:幺<1厶<1<:厶厶<1厶厶<"厶<1<:<3<1<1<3<3厶，1<3ニ  A  A  A-  A  A  A 

れ たる もの 又 其 通貨 は 過般 風水害の 節 天皇陛下より 御 下賜 ありた る 御 救 恤金を 神 搠に上 て 日 

頃拜み 居りし ものな りと (萬 朝 報 所載〕。 
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イスラ H ル g; も ュダ國 も 其 公吏の 暴虐が 其 一 つの 原因と なりて 立派に 滅びました、 n 本國も 同じ 雜惡 

を 犯して 亡びない 理由 は何處 にあります か、 足 尾 銅山 鑛毒襄 件な ど、 云へば 今 では 我國の 基督 敎の敎 

師 までが 一 笑に 附 して 了い ますが、 然し 此 事件 は是れ 日本 國全體 の 疾病が 此 所に 惡ぃ 腫物の やうな も 

のに 成って 發し たもので ありまして、 日本 國が 如何に 危險の 地位に あるか は鎮毒 事件 を 見て 最も 良く 

A  A  A  A  厶厶 <3 厶  ム<1<1<1厶<3<3<<3<:<"こ^<:厶<" 厶ム厶 

察する ことが 出來 るので あります。 滅亡です、 滅亡です、 日本 國の 滅亡 は 決して 空想ではありません、 

A  A  A  A  <△<" うそつき △△<! 厶厶 △△△<!, J  厶厶 △△△△△△△<△<:  AAA  △△△△△ 厶 △△<! 

大隈 伯の やうな 虚言 吐が 大政 黨の 首領で あり、 其 下に は奸 物が 群を爲 して 國政を 弄んで 居る ので あり 

ます、 政治的の 日本に 一縷の 希？ のな いのは 決して 怪しむ に 足りません、 故に 眞 正の 憂 國者は 預言者 

ェ レ ミヤの 言 を藉 りて 泣く のであります。 
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ぁ& 我れ 我が 首 を 水と なし、 我が 目を淚 の，；！： ポと なすこと を 得ん もの を、 我が 國 民の！！ 減 を 思うて 
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我 は 晝夜哭 かん もの を (耶利 米 亞記九 章 一節) 

後 は 唯一 擎 であります、 此 海軍が 無くなれば 日本 國は 無くなる のであります、 此 11 軍が 無くなれば 迹 

には國 家ら しき 國家 はない のであります、 國民的 理想の あるので はなく、 深い 高い 聖ぃ 希望と 歡 喜と 

生命との あるので はありません、 實に 心細い 極ではありません か。 

斯く觀 じ來り ますれば 私共 はは ゃ旣に 亡國の 民で ある やうに 思 はれます、 私共 は 唯 僅に 私共の 靈魂 

丈け を 救 ひ、 此 扶桑の 國は之 を 其 運命の 成 行に 任 かし、 其 滅亡 を 傍観し なければ ならない やうに 思 は 

れ ます。 

然しな がら 斯く も眞暗 の屮に 亦た なる 希 が あ り ます、 我等 は此暗 黑 の 屮に在 て 言 者 ィザャ の 言 

を藉 りて 叫びて 言 ひます、 今 は 困苦 を受 くれ ども 後に は 闇な かるべし と (以赛 亜 書 九 章 一節). 成程 


晤黑 は暗黑 であります、 然し 其 暗黑は 外面の 暗黑 であって、 中心の 暗黑 ではありません、 社き の 暗黑、 

政治の 暗黑、 敎 宵の 暗黑、 文壇の 暗黑、 官吏の 暗黑、 僧侶の 暗黑、 富者の 暗黑 でありまして 神と 國土 

と 平民との 暗黑 ではありません、 腐飩は 常に 復活 を 意味す るので ありまして、 日本 國現 時の 腐， おは 其 

復活の 兆候であります、 八：' は 其 死すべき ものが 死し つ i あるので あります、 其 支那 人より 學び來 りし 

忠孝 道德、 其 上に 建 IIP されし 制度、 文物、 敎育、 …… 是 等が 今 崩れつ i あるので あります、 卽 ち 東洋 

的の 日本の 秋が 来たので ありまして、 其 葉と 枝と が 枯れつ、 あるので あります、 然し 其 落ちた る 葉の 

跡に は旣に 春の 新芽が 出来て 居ります、 我等 は 決して 失卞 it! して はなり ません。 
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我等の 愛する 此 日本画に 關 する 我等の 希 SI- は 第一 に 神の 本性に 因ります、 神 は 正義の 神、 仁愛の 祌 

5 つ は  のこ 

であり ますから 其 神の 造られた 此 日本 國は 何時 迄 も 不義の 器と なりて 存 るべき 害の もので はあり ませ 

ん、 日本 國が 藩閥 政府 の 日 本國、 進歩 黨政 友會 の 日本 國 であると 思へば こそ 失望す るので あり ます 、 

然しながら 富士山 は 決して 大隈伯 の 築き 立てた る もの ではなく、 琵琶湖 は 伊藤 侯の 藝 つ たもの で は あ 

りません、 比日 本國は 正義の 神が 正義 を 行 ふために 造られた ものであります から 此國 に： &ても 正義 は 
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必す行 はる k に 至ります、 汝等 鼻より ぐ や： H 心の 出入す る 人に 倚る こと を 止めよ、 斯る者 は 何ぞ數 ふるに 

足らん や (以赛 亞書ニ 章 末節)、 政治家 や 敎育家 はいくら 腐っても まだ 失望す るに 足りません、 我等 

は 正義の 神の 造り 給うた 此國 土に 住居って 居る 者であります から、 我等の 理想の 行 はる、 日 は 必す來 

るに 相違ありません、 此事は 餘り に 能く 分か り 切った る 事で 特別に 述べ立てる 必 要 は な い や う で は あ 

ります が、 然し 私共 の 度々 忘れる 事でありまして、 私共が 度々 記憶に 惹 5e! す の 必要 ある 事 で あ り ます 、 

私共が 人より、 政治家より、 上流 社 會と稱 して 道德 的に は實は 人類の 最下 等の 社會 たる 贵 族より、 淸 

明治 1 一一 十六 年 (一九 0 一一 一年)  ニー 二 五 


淨と 潔白と を 得ん と 欲する からこ そ 失び K する のであります、 若し 人より 望む を 止めて 神より 望みます 

れ ば 我等 の 心に は 希望 は に滿々 たる 箸であります。 
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日本 國に關 する 我等の 希望の 第二 は 其 人民に 在ります、 口 本圃の 政治 は 甚く 腐りました、 其 宗敎も 

敎 育も顿 むに は 足りません、 然し 日本人なる もの は 著しい 人 s!^ であります、 私 は W 自慢から 此事を 云 

ふので はありません、 北ハニ 千年の 歷史が 其 優等なる ni^ たるの 设も 明，： n なる 證據 であります * 日本 岡の 

Ei- 史 は名譽 ある 歷史 であります、 雨う して 其名譽 たる や 今の 多くの 我 國の歷 史家が いふ やうに 一 一 干 年 

問 一 系の 皇統 を 維持して 來 たからではありません、 日本 歷史 の名譽 たる 所以 は 其 進歩的、 自由 的なる 

のに 因ります、 日本人 は 善 を 見れば 終に は 之 を 採用せ すに は 止みませんでした、 彼等 は 自國の 文字 を 

拾て 其 時代に は 最も 後れた る 支那の 文字 を 採用し ました、 彼等 は 多くの 反對 ありし にも 係 はらす、 終 

に 異國の 佛敎を 探 W しました、 皇室に 對 して は 甚だ 忠良なる 民で はあり ましたが、 然し 時勢の 必要と 

あれば 北條 氏の やうな 有爲 なる 政治家 を 戴きまして 之に 一 一 百年 問の 國政を 任した こと もあります、 日 

本人 は 島國の 民で はあります けれども 島國を 以て 滿足 する 者ではありません、 彼等の 企圖は 常に 大陸 

的で あり 世界的でありまして、 機 會の乘 すべき あれば 彼等 は 常に 世界に 向て 仲 びんと 致しました、 故 

に 彼等 は 新たに ir 洋 文明に 接しても 少しも 驚きませんでした、 彼等 は 直に 其 吸牧と 消化と を 始め まし 

た、 彼等 は 幾年なら すして 西洋人が 幾 百 千年 か」 つて 發 明した 機械 を獨 りで 運轉し 始めました、 彼等 

は 亦た 西洋 の 自由 思想 に 向て 非常の 貪 望 を 表しました、 故 に 保守的 の 政治家が 出で まして 種々 の 手段 

を 用ゐて 彼等の 自由 思想 を 抑 へ やうと 致しました けれども、 然し 彼等 は 到底 之 を 抑 へ 切れません でし 

た、 自由と 進歩と は 日本人の 特性であります、 彼等 は 時には 欺かれて 壓制 にせん じます けれども、 然 


し 是れは 決して 長い ことではありません。 

聖德 太子 を 出し、 海上 人 を 出し、 日 #;! 上人 を 出し、 北條泰 時を屮 Z し、 蓮 如上 人 を 出し、 璺 臣秀吉 

を 出し、 錢屋 五兵 衞を 出し、 渡 邊畢山 を 出した 日本人 は實に H ライ 人種であります、 此 人種 は 世界に 

大事 業を爲 すの 资格 を備 へた 人種であります、 此 人種が 何時までも 今日の やうな 壓 抑に 沈んで 居 やう 

と は 如何しても 思 はれません、 彼等 は 遠から すして 壓 制の 繩を斷 ちます、 彼等 は 終に は 世界の 最善 最 
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美の もの を 我が 有と なさす に は 止みません。 
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日本 國に關 する 私共の 希&  おは 第三に 其國 土に 因ります 其 地位 は 其 人 a と共に 其 天職 を 矛し ます 
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日本 國は 世界の 一 半 を 他の 一 半と 結び付ける ための 偉大なる 天職 を帶 びて 居ます 日本 國は？ 5. 細 fGI の 

門であります、 日本 國に 依らす して は 支那 も 朝鮮 も 印度 も 波 斯も土 耳 其 も 救 はれません、 人類の 半數 

以上の 運命 は 日本 國の 肩に 懸 つて 居ます、 此國 は是れ 少數の 惰弱 貴族 や^ 强 商人の 貧 慾を充 たす ため 

に 造られた ものではありません、 日本 國は 支那の 四 ite 餘 萬と 印度の 一 一億 五千餘 萬と 其 他 大陸の 惊兆を 
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救 ふために 造られた ものであります、 斯 かる 重大なる 天職 を帶 びた 國が 今日の やうに 實 に醜猥 極まる 

狀 態に 何時までも あらう と は 如何しても 思 はれません、 日本 國の 希望 は 其 天職に 附着して 居ります、 
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富 士 や 鳥海 や 淺間が 空 天 に 向 て 聲ゅ る 間 は 日 本國 の 希望 は 確か で ぁ りま す、 根 や 千 曲 に 水 の 流 れ る 
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間 は 日本 國の 希望 は 溢れて 盡 きません、 世界 は 日本 國に 向て 革命 を 要求して 居ます 爾 うして 藩閥の 
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政治家 や 偽善 華族 は 如何に 有力なる も此 要求 を 担む こと は出來 ません、 日本 國は 遠から すして 世界の 
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大 光を迎 へます、 日本 國も 久しから すして 匈牙利と 同じく 黄色 人稷の 基督 敎國 となります。 

爾 うして 今や 此 希望 は充 たされつ ト あります、 外部の 壓 制の 甚だ 强き にも 係 はらす、 大光は 此國土 

明治 一 一一 十六 年 (一九 0 三年 )  二 1 二 七 


て A ら 
獄 A 法 


時 事  三 二八 

に 臨みつ. - あります、 政府の 人の 見ざる 所に 於て、 贲族 輩の 夢にも 見ざる 境遇の 中に、 其 偽善 的社會 

に は 嘲 けられながら も， 純潔の 日本人 は徐々 として 大 光を迎 へつ K あります、 日 木 人 は 支那 人と は 違 

ひます、 日本人 は 政府の 勸 誘に 從 つて 宗敎を 信じません、 叉外國 宣教師に 尾從 して 其 安心の 基礎 を定 

めません、 日本人 は 自由に 自由 宗敎を 信じます、 政府に も 依らす、 外 國官； 敎師 にも 親ら す、 日本人 は 

自身 勝手に ナザレの ィ H スを 主として 仰ぎつ i あります、 北は宗 谷の 海に 氷塊が 群 をな して 寄せ 來る 

邊 より、 南 は 安平 S 春の 郊に 熱帶 植物の 繁茂す る 所に 至る まで、 此 所の 海 邊>  彼 所の 山里に 正直に し 

て國を 愛する 日本 國の 平民が 自由の 主なる ィ H ス キリス トの 名を龥 びつ 、あります、 政府で いく 

令 を 出しても 此敎 化を妨 ぐる こと は 出来ません、 今や 忠君 愛 國を唱 へ し敎育 衆が 珠數繁 ぎと なり 
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舍 に投ぜ られつ k ある 間に 純潔 無垢の 日本平 民は聖 潔の 主 を 求めつ、 あります。 

今 は微々 たる 少數 であります、 然しながら 此 少数の 中に 日本 國の 希望 は存 して 居ります、 旣に 彼等 

は 日本 國の 精神と なりつ & あります、 其 國民歌 は將に 彼等に 依て 歌 はれん としつ k あります、 其 政治 

さへ も 彼等に 依ての み 多少の 淸潔を 維持され つ i あります、 其 慈善 は殆 んど總 てが 彼等に 傲 ひつ &ぁ 

ります、 然しながら 未来の 彼等の 勢力た る や 決して 令 日 如き ものではありません、 此社會 制度が 腐れ 

OOCO0  00000O0O0OOO00000000  3  ©  ©  ©  ©  0  0  0  ©  ©  ©  0  ©  ©  ©  © 

盡 きて 後に、 或は 其 外形的 國 家が 一時 其 存在 を 失って 後に、 雲と なって 起り、 龍と なって 立ち、 終に 

此 國 を 永久の 某-礎の 上に 据， <r 日本 圃 をして、 西洋と 東洋と を繁 ぐに 至らし むる 者は實 に 彼等で あり 

ま，^ 

然 かし 多分 私 は 私 の 肉 服 も て 此 喜ばしき 時を觀 る こと は 出来ます ま いと 思 ひ ます、 私 は 矢張り 嘲笑 

篤晉 の裡に 私の 一生 を 終る ので ありませ う、 然しながら 私 は此短 かき 私の 生涯 を此 日本 國を 永久に 救 


ふ 其 準備 のために 費す ことの 出來た の を 非常に 有難く 感じます、 私は實 に^ の 人が 想 ふやう に 絶望の 

人ではありません、 私 は 希望 を 以て 種 を 薛 いて 居る 者であります、 私 は實に 私の 愛する 此 日本 國と偕 
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に 救 はれつ、 ある 者であります、 基督の 爲め、 國の爲 め、 私に 若し 千度び の 生涯が 與 へられますなら 
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ば、 私 は總て 之を此 二つの 愛すべき 名、 卽ちィ H スキ リストと 日本との 爲 めに 費 さう と 欲 ひます。 

(『聖書 之 研究』 二月 十日) 


自由 傳 道と 自由 政治 


是れは 自由 投票 同志 食發起 の 演說會 に 於て 述 べんと て 用意した 者でありまして、 共 一部 は 去る 二月 七日の 夜 

東京 下 谷 € 下町 雁 鍋に 於て 開かれ し同會 の 演說會 に 於て 述 ベた ものであります。 

私 は 今日の 演說會 に 出席すべからざる 三ッの 理由 を 有つ 者であります、 其 第一 は 私 は 咽喉 病 を 病む 

者でありまして、 醫師に 冬の 中 は 演說を 禁ぜられて 居ります る 故に 旣に其 事 を 新聞紙 上に 廣吿 し、 人 マ 

日まで 幾囘か 演説の 依頼 を 謝絶し ました、 故に 八 「日 此 演壇に 上ります るの は 私に 取て は 一 に は 醫師の 

言に 反き、 二に は 公衆 を 欺く ことであります。 第二に 私 は 耶蘇 敎の 傅道師 でありまして、 政治に は 一 

切關 係し ない 者であります るから 斯 かる 政談 演說會 に は 私 は 決して 臨んで はならない 者であります。 

明：^？ーーー十六年 (一 九〇ーーー年：>  二 1 二 九 


, 一 一一に 私 は 衆議院議員の 選 擧衞を 有たない 者でありまして、 政治的に は 一 人前の 人 il として 認められ 

な い 者であります、 故 に 投蔡が 自由 であら ふが 不自由 であら ふが 私 は 其 事 に 就て は少 しも 痛痒 を 感 じ 

ない 者であります、 斯 かる 私が 斯 かる 會 合に 出席す ベ き 者で な いのは 勿論であります。 

斯 くも 東大なる 理由 を 有つ のに 何故に 今日 此 壇に 現 はれた との 詰問に 對 して、 私の 答へ まする 所 は- 

第一に 私の 關 係して 居る 理想 W の發 起に 係る 此演說 會が辯 士の缺 乏を感 すると 聞いて は 私 は 沈 默を守 

るに 忍びません、 第一 一に 耶蘇 敎の傳 道 師も人 1? である 以上 は 少し は 政治の 事を辨 へて 居らねば なり ま 

せんから、 彼 も 時に 或は 政治に 就て 論 辯しても 可い と 思 ひます、 第三に 縦し 投票 權は 有たない と 致し 

ましても 1^ は 投；5„ -權を 有たない 事 を 少しも 苦に 致しません、 叉 恥と も 思 ひません、 今日の やうな 時 

に 方て は 投票 權を 有たない こと は 多くの 點に 於て 幸福の 事であります、 私 は 生涯 其 煩累より 免 がれた 

おち 

く 欲 ふ 者であります— 私 も 日本人の 一 人で ある 以上 は 投票の 正、 不正 等に 就て は 嫁 を 容る」 の 權を有 

つ て 居る と 思 ひます。 是 等三ッ の 杭 辯 的 理由が あります る 故に— 少し コ ジッケ の やうに は 開へ まする 

が— 私 は 4r 日强 ひて 此 所に 出席 致しました。 

然し 耶蘇 坊主 の 私の 事であります る から 題 も自づ から 坊主 臭く あります、 亦 言 ふ 所 も 坊主 良く あ ら 

ふと 忍 ひます、 然し 是は 仕方が ありません、 坊主が 坊主 臭くなければ 眞 個の 坊主ではありません、 M 

に は 坊主 臭くない 坊主が あります、 彼 は. § ち 俗. Is であります、 私 は 不肖なる^ ではあります るが 自ら 

坊主 を 以て 住する 以上 は 坊主の 本性 を 失 はない 積り であります。 

「傅 道と 政治」、 傅 道 は宗敎 の 事 で あるから 祌聖 で あ る 、 然し 政治 は 俗界 の で あ る か ら醜猥 で あ 

ると 言 ふの が 今日 此國の 常であります、 成程 我國令 日の 政治 界を 看ます るなら ば 人が 雨う 思 ふの も 決 


して 無理ではありません、 今や 政治 は眞 面目なる 人の 人る 所ではありません、 山師 や. 虛 一一 百. 冢ゃ、 怠 

惰 者が ー华て 人ら ふとす る我國 今日の 政治 界 なる 者が 君子の 入るべからざる 所と 見做さる k の は 當然の 

蓽 であります。 

然し 政治と は 元 々 斯くぁ る ベ き 者で な いのは 私が  一一 一 E ふま でもありません、 政治 の 最も 純正なる 時 は 

宗敎と 同じ やうに 神聖なる 者であります， 西洋に 於て は 佛國の ルイ 第 十 一 世の 政治、 伊太利 フ レ 

ン スのサ ボナ C I ラの 政治、 英國の コロン ゥ エルの 政治 等 は 神聖なる 政治の 實 例であります、 我國に 

於ても 最も 善き 政治 は 皆 敬神 的の 政治でありまして、 是も 亦た 神聖で 宗敎 的で ありました、 政治と 宗 

敎とを 一 つに 爲 すの は 害 多くして 私の 贊成 する 所ではありません が、 然し 政治 を 全く 宗敎 より 離して、 

1^ 治 家た る 者 は 俗才 さ へ 有れば 泥棒で も 詐欺師で も醉漢 で も 放蕩 兒 で も 誰れ でも 成れ る 者で あ ると 思 

ふに 至り ましたの は、 是れ 政治の ために 最も 慨歎すべき ことであります。 

傳 道も眞 面目なる 業で あれば 政治 も眞 面目なる 業であります— 眞 面目なる 業で あるべ き 害で ありま 

す— 夫れ 故に 俾道も 政治 も 其 活動の 區 域 こそ 異なれ、 其方 法 精神に 至て は 同一 であると 思 ひます、 凡 

て眞 面目なる 攀業は 同一 の 精神より ar つる 者でありまして、 其 素質に 於て は 少しも 違 ひません、 美術 

でも， 文學 でも、 工業で も、 商業で も、 眞 面目なる 事業 は 少しも 異 りません、 眞 面目なる 大工 は眞面 

目なる K 家の 心 を 知ります、 眞 面目なる 商人 は！ K 面目なる 軍人の 術 を 知ります、 人 は 其の 誠. 议に 達す 

れば皆 同一 家の 兄 姉妹で あいます、 宗教 は 神 s^; で 政治 は 山師 泥棒の 從 梨すべき 商賫 であると 思 ふ 我 

國 今日の 政治 は 自身 未だ 誠實の 何たる 乎 を 知らない 者であります。 

然 らば 如何なる 點に 於て 政治 は 傅 道に 似て 居ります 乎。 
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第；、 愤道も 政治 も 仰の 事業であります、 5! 仰と は 勿論 必 しも 神 ゃ佛を 信す る 事 許りで はあり ま 

せん、 れも 確かに 信仰であります るが、 然し；：：^ 仰と は Faith— 义は Belief 卽ち 確信の 意で ありま 

して、 其极木 的確 信と も稱 すべき 者 は卽ち 正義に 關 する 信仰であります、 卽ち 正義の 神聖と 勢力と 必 

^と を 信す る ことであります、 1;:^ 仰は懷 疑の 正反對 であります、 正義に 味方す る 者 は少數 であって、 

不義に 味方す る 者 は多數 であるから、 夫れ 故に 正義 は 或は 負ける 乎 も 知れぬな どと 言 ひて 懼れ 慄く 

者 は是れ 正義に 就て 疑惑 を懷く 者でありまして、 之 を 信仰す る 者ではありません、 正義 を 信仰す る 者 

と は 正義 其 物 を 信仰す る 者でありまして、 ^人の 正義に 關 する 奥 論に 動かされて、 其 信仰 を 動かす 者 

ではありません、 私が 傅 道に 從事 致します るの も 及ばすな がら 此信仰 を 有つ て 居る からであります、 

日本の 如き 國に 於て 基督 敎の傅 道に 從事 する ことであります もの、 是れに 社 會の贊 成の な いのは 勿論 

の 事でありまして、 若し RI^ の 趨勢より 打算 すれば 私の 负け るの は 知れ 切って 居ります、 然し 私 は 信 

じて 疑 ひません、 現 令の 私の 逆境 は 私の 取る 主義の 一 誤謬で ある 證據 ではありません、 若し 私が 正 1^{2 

據りますれば 一 人の私^^^干五か萬の國民ょり强ぃ者でぁります、 私に 大 博士の 駭擊が あら ふが、 全 

國 の 反對が あら ふが、 其 事に は 私 は 少しも 意 を 留めません、 正義が 正義で ある 以上 は 其 上に 立つ 私 

は 金械鐵 壁よりも 堅い 者であります、 此 信仰が なくして 傳道は 決して 出来ません、 基督 も保羅 も釋迦 

も H 蓮 も 傳道師 と い ふ 傳道師 は 皆な 此 確信 の 上に 立つ た 者であります。 

政治家 も 同じであります、 政治と は 政略 を 施す ことではありません、 正義 を 行 ふこと であります、 

0 - つして 正義 は 宇宙 の 正義で あり ます か ら、 之 に 反抗す る 者の 如き は 終に は 滅亡す ベ き 者で あります 

るから 我等の 齒 牙に 懸 くるに 足らない 者であります、 正義 は キット 行 はれます、 縱 令全國 民が 反對す 


ooooooco  ooooooooooooooooo 

ると も 行 はれます、 縱令 全世界が 反對 すると も 行 はれます、 私 は 人 を 信じません、 正義 を 信じます、 

故に E 義が 幾度 敗北す ると も 少しも 失望 致しません、；；^ の 最も 心配すべき 事 は 私に 贊成 者が 多い か、 

齢い かではありません、 私が 正義に 據 るか 據ら ない 乎であります、 爾 うして 一 且釋 然として 我 は 正義 

の 上に 立つ と 確信す る 以上 は 其 後 は 何が 來 やうが 少しも 權る 、に 足りません。 

私の 知る 所に 依り ますれば 偉大なる 政治なる 者 は 皆な 此 信仰の 政治で ありました、 リン コ ルンの 政 

治、 マ ッヂ 一一 の 政治、 グ ラッド スト ー ンの 政治 は な此 信仰の 政治で ありました、 ぼに 彼等 を 動かす 

に 足る 勢力はありませんでした、 彼等 は 磐石よりも 堅い 者で ありました、 彼等 は 彼等の 失肷の 故を以 

て 少しも 歎きませんでした、 グ ラッド ス ト ー ンの 如き、 彼の 末路 は 政治的に は 至て 憐れなる もの であ 

りました が、 然し 彼 は滿々 たる 希 を 抱いて 死に 就きました、 彼 は 彼の 意見の 何時か 實行 せらる i に 

至る を 信じました、 之 を 信じ 之に 則て 彼の 政見 を 立て、 之 を實行 せんと 努めました、 故に 彼の 政治 は 

ル ー テルの 宗敎と 均しき 者でありまして、 其 勇猛なる こと、 其 堅固なる ことに 於て は 兩人共 相互に 能 

く 似て 居りました。 

»  %  O0O0C0O00OO0O0OOOO0OO  0O0OO  0000000000000 

第二、 政： H は傳 道と 同じく 信仰の 事業であります から、 それと 同時に 亦た 公平の 事業であります、 

正義 を 行 はんと 欲する 政治家に 地方 的觀 念と か 階級 的 偏頗 心と か 云 ふやうな もの、 有り やう 害 はあり 

ません、 一視同仁 は 天の 心であります、 爾 うして 天の 心 は 正義であります、 爾 うして 傳道は 天の 心 を 

傅 ふる 事業でありまして、 政治 は國 家の 上に 之 を 行 ふ 事業であります、 傳 道と 政治と は 其 事業の 目的 

に 於て 全然 相 一 致して 居ります。 

質理を 目的と 爲 ない 宗敎に 宗派なる 者が あります、 正義 を 目的と 爲なぃ 政治に 政黨 なる 者が ありま 
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す、 此^に 於て 寺 を 建てん とする 者、 敎會を 作らん とする 宗教家 は 宗派に 顿 ります、 何 か 正義 以外に 

勢力 を 求めて、 之に 依て 事を爲 さんと する 政治家 は必す 政黨に 入ります、 宗派に 屬 する 宗敎 〔糸 は te に 

意志 の 弱い、 確信の 薄い 宗敎家 で あります、 政黨に 人て f に 所謂 大 頭な る 者の 勢力 を藉り て 己れ の 勢 

力 を 張ら ふとす る 政治家 は恆に 經綸も 政見 も 有たない 政治 であります、 眞理は 人類 全體を 包む 者で 

あります るから 之れ は 宗派と か學 閥と か稱 ふるもの K 中に 押 籠め る 事の 出来る 者ではありません、 其 

やうに" 止 義は餘 りに 嚴格 にして 餘 りに 公平なる 者であります から、 之 を 一 黨內に 在って 維持す る こと 

は 出来ません、 ^に 謂 ふ愛黨 の精祌 なる もの は 偏頗 問陋の 精神でありまして、 斯 かる 精神に 驅られ て 

國 〈-^ の 大事 を 調理す る ことの 出來な いのは 分かり切ったる ことで あり ます。 

第三に、 偉 道と 政治と は 素々 自由なる 者であります、 夫れ は 3： 故で あるかと 云 ふに 眞理も 正義 も 素 

素自. e で あ る か ら で あ り ます 、 自由と は 意志 の 自由 撰擇 の 外 何者 にも； 詠へ ない 者であります、 S 呉现 は 

人に 向て 「我 を 受納れ よ、 然ら ざれば 我れ 汝を 殺さん」 と は 申しません、 又 「我 を 信ぜよ、 然 らば 我 

れ汝の 欲する もの を與 へん」 とも 巾し ません、 眞理は 唯 申します、 「我 を 我れ 自身の 爲に 信ぜよ、 利 

害 得失の 念より 全く 離れて 信ぜよ、 汝、 我 を 信 すれば とて 我は必 しも 汝の 欲する 世の 善き 物 を 以て 汝 

に 約束せ す、 否、 我 を 信す るに 依て 汝は 多くの 艱難 を 受けん、 然れ ども 之に 關 はらす， 我 を 信ぜよ、 其 

は 我 を 信す る は 人類た る汝の 義務 なれば なり」 と、 是れ 丈け であります、 夫れ 故に 忠實 に眞理 を傳ふ 

る 其 傳道師 は 眞现 以外の 勢力に は 何にも 賴 りません、 彼が 威力、 權カ、 ejl 力、 金力 を 用ゐな いのは 勿 

論であります、 彼 は 文の 秀 たる を 以て、 或は 辭の婉 しき を 以て 殊更に 之 を 飾らん とも 致しません、 眞 

瑰には 3 與理其 物の 美が あります、 眞理其 物の 牽引力が あります、 何にも 殊更に 私共の 美文 や 能辯 術 を 


以て 之 を 飾る の 必要はありません、 單純、 無垢の 眞 理、 眞理 有の 儘、 是れが 最も 美しい 慕 はしい 者で 

あります、 金 を 鍍金す る 者 は -it 鹿 者であります、 眞理を 飾らん とする 者 は是れ よりも 更らに 愚かなる 

者であります、 夫れ 故に 眞理の 忠實な る 傳道師 は 唯簡單 明白なる 眞理を 述べん 事の み を 努めて 其 他 の 

方法 手段 は 成るべく 取らない やうに 致します、 彼が 政府の 力に 賴らな いのは 勿論であります、 政治が 

宗敎を 助けて 吳れる 程 有難 迷惑なる 事はありません、 博士の 威力 を 藉らな いのは 勿論であります. 博 

士 なんど は— 殊に 日本 今日の 博士なん ど は 眞理に は— 殊に 私の 信す る 基督 敎の 眞理に は、 —何の 用 も 

價値 もない 者であります、 眞理の 傳播に は 金 も 至て 不用であります、 眞理に 金 錢の價 値の 附く時 は 其 

直ちに 腐る 時であります、 學問其 物で さへ も 眞现の 傅 播には 時には 邪魔物であります、 威な く、 學な 

く、 金な く、 辯な くして、 獨り 保ち、 獨り擴 がり、 獨り人 を 惹き附 くる 者が 眞 性の 眞理 であります、 

故に 傳道師 たる こと は 容易の 事ではありません、 彼 は 其の 主人た る 眞理を 非常に 大切に 取扱 はな けれ 

ばな りません、 彼 は 其れ をして 獨り 輝かしめ、 獨り人 を 感化せ しめなければ なりません。 

正義と 其實 行者た る 政治家 も 同じ 者で あると 思 ひます、 正義 其 物が 最大の 勢力であります、 正義 其 

物に 絶大の 利益が 附着して 居ります、 正義 は 弱い者で あるから 我等 は 別に 勢力 を 作って 之 を 維持し な 

ければ ならない などと 言 ふて、 老婆が 赤子 を 扱 ふやう に 正義 を 极ふ者 は 正義に 對 して 最も 不忠 實 なる 

者であります、 正義 は 幼 主ではありません、 彼 は ジャィ ヤン ト (E 人) であります、 宇宙の 勢力 を 握 

る 者であります、 之 を さへ 說き、 之 を さへ 叫べば 終に 黄金 國は來 るので あります、 然るに 此事を 知ら 

ないで、 正義 を强 うると 稱 して 威力 を 以て 人 を 脅かし、 或は 金力 を 以て 人 を 誘 はんとす るの は 正義に 

對し て 不忠 極ま る 所業で ありまし て 、 斯か る 人が 正義 を：；；： ふことの 出来な いのは 何よりも 明かで あり 
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正義 を 赤子 扱 ひに する の はま だし もであります、 之 を 利用す るに 至て は 褻瀆の 罪、 到底 赦す こと は 

出来ません、 正義 を 利益の 下に 置いて、 正義 を 以て 利 愁の奴 僕と なし、 其 名 を 開いて は 心の中に 嘲弄 

し、 政治と は 利 を 己に 牧 むる 機 關 である もの k やうに 思 ふ 者に 至て は、 是れ 國賊の 長、 逆臣の 首、 政 

治界は 勿論の こと、 人 問社會 よりも 全然 排斥す ベ き 者であります。 

斯う 云 ふと 或 人 は 中し ます、 我國 今日の 多数の 人 は 中し ます、 夫れ は 理想で は ある けれども 到底 行 

はれる 事で はない、 世人の 多數は 愚人で あるから 是れに 純正の 眞理ゃ 正義 を說 いた 所が 到底 受納れ ら 

れる 者で はない、 此 世に 於て 事を爲 さんと する に は 其れ 相應の 手段が ある. 3 呉理 とか 正義と かいふて、 

名のみ で實 のない ぉを唱 へた 所が 何の 效能 もな いのは 能く 分って 居る、 そんな 詰らない 理屈 を唱 へ て 

居る 閱に は國は 終に は 亡びて 了 ふから、 今の 中に 適當の 方法 を 講じて、 社會 をして 我が 意見 を 探 用せ 

しめて、 此國の 安全 を 計らなければ ならない と。 

ー應尤 の說の やうに 聞へ ます、 然し 斯 かる 人 は 信仰の 人、 主義の 人、 眞现と 正義と に忠實 なる 人で 

はありません、 而已 ならす、 彼等 は 智略の ある 人の やうに 見えて、 實は 至て 淺 慮の 人であります、 私 

は 私の 傳道的 生涯に 於て 斯 かる 老婆心 を 懐ける 多くの 傳道師 を 見ました、 彼等 は 信徒の 信仰 を 同う す 

ると か稱 へまして、 望み もしない 洗禮を 彼等に 授け、 彼等 を 敎會內 に 引き入れて それで 安心で あると 

思 ひました、 其 人 は 私に €■ しました- 「君の 爲す やうで は傳 道に 少しも 締 がない、 且つ 人 は 弱い者で 

あるから 彼等に 適 営の 保護 を與 へなければ 到底 其 信仰 を 維持す る こと は 出来ない」 と、 斯う 巾し まし 

て 彼等 は 敎會を 作り 敎勢を 張り、 一時 は眞理 の爲に 非常の 效を 奏した やうに 見えました、 然し^^^の子 


は何處 まで も蜈 であります * 縱令 神聖なる 敎會內 に牧容 せられても、 眞 性の 惡魔は 天使と は 化し ませ 

ん、 自由意志に 訴 へないで、 外部の 壓迫 や、 誘惑で 作り上げ、 其 上 規則で縛り 上げて 信者と 成した 者 

は 終に は 其眞性 を 顯 はしまして、 不信者 ど ころで はたい、 f の 俗人に 更に 黑 塗り し た や う な 人物と な 

りました 0 

權カゃ 金力 や 其 他 の總 ての 方法 を 以て 傅へ た 眞理は 何 の 用に も 立ちません、 それで 眞理 が傳 はった 

と 思 ふの は、 雨う 思 はれる のみでありまして、 事實 決して 傳 はった のではありません、 眞 理を傳 ふる 

に 最も 善き 方法、 最も 早き 方法 は、 眞理其 物 を 自由 撰 擇に任 かして、 我々 人間 は 之に 何の 干 涉をも 試 

みない 事であります。 

是れは 私の 傳道上 の 實驗で あります、 夫れ 故に 私 は 今 は 努めて 自身 を 無勢 力 の 地位に 置きまして、 

眞现 をして 其 物 自身で 擴 張せ しめんと 努めて 居ります、 私に 信徒 を牧容 する ための 敎會 なる 者 はあり 

ません、 私に 金錢を 寄附して 吳れる 傳道會 社はありません、 私 は官邊 に 何の 緣故を も 持ちません、 私 

は 何人に も 馬鹿 に されます、 然し 斯か る 無力なる 私 は 眞理の 傳播に 就て は 多くの 便利 を 持つ 者で あり 

ます、 私 如き 者に 依て 傳 へられた る眞理 は、 其 物 自身に 於て 效カを 持つ 外に、 何の 效カを も 有ち ませ 

ん、 私 は 人 を 感化し、 社 會を救 ふの 力 を 持ちません、 然し 私の 說く單 純なる 眞理、 是れは 世界 を 動か 

000OO000O0O000000000C0000000  O00O0 

すに 足る 勢力であります、 何の 策略 を も須ゐ すして 眞理 を傳播 する 者が 眞理に 最も 忠實 なる 其 傳道師 

0  0  0  0  0 

であります。 

政治家 も 同じ 事であります、 正義 は 我に 在る 故に 我 は 如何なる 手段 を 取ても 之 を 行 ひ 見ん など 云 ふ 

人 は 未だ 正義の 何たる か を 知らない 者であります、 正義と は 政治家の 世話になら たければ 何も 爲すこ 
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との 出来ない やうな そんな 意氣地 無ではありません、 正義が 自由に 人の 心に 入り、 人が 自由に 正義 を 

迎へし時には非常の大_5^-を爲す者でぁります、 正義に 依らす して、 勸^？^^とか運動とか云ふものに依て 

成った 代議士と か政黨 とか 云 ふ 者 を御覽 なさい、 其 無力なる こと _扛 に K おに 斷 へた 者であります、 彼 

等 は實際 何事 を も爲し 〔.M ません、 自由に 撰 まれない 代議士 は 自身 自由 を 有たない 者であります から 自 

由に 其 身 を 措置す る ことが 出来ません、 其 結果 正義と 見ても 正義に 贊成 する ことが 出来す、 不義と 見 

て も 之に 反對 する こと は 51 來 ません、 人の 自由 を 買て 政治家と 成りし 者 程 無能力なる 者はありません. 

斯くて も 自己の 經綸を 施さん とすな ど 一一 一一 n ふの は實に 抱腹絶倒であります。 

私 は 私の 傳道 事業に 就いて 一 ッ 誇る ことがあります、 私 は 未だ 一 囘も 私の 友人 を 私の 宗敎に 人れ 

ん として 勸誘を 試みた こと はない 積り であります、 其. 例と して 私の 家に 一人の 書生が 居ります、 彼 

は 私の 家に 十 g: 年間 出入り をして； lis ります、 彼 は 私の 最も 信 住する 者であります、 然し 私 は 誓て 巾し 

ます、 私 は 此の 永の 十四 年 問 未だ ー囘も 彼に 向て 私の 宗敎を 說き勸 めた 事はありません、 私 は 彼に 聖 

書 を i 貝って 與 へた 事はありません、 私 は 彼が 私に 傚 ふて 私の 宗敎を 信じない とて 彼に 向て 未だ 一 度 も 

不信任の 態度 を 示した 寧 は 無い と 思 ひます、 斯 くして 彼と 私と は 十 ra 年問睦 ましく 暮らして 來 ました- 

雨う して 渐く此 顷彼は 稍 や 少しく 私の 宗敎を 信す る やうに 成った やうであります、 然し 彼 は 今でも 私 

の 額の 前で は ヮザト 不信者 を氣取 つ て 居り ます、 然し 私 は 彼が 密かに 信仰心 を 起した の を 密かに 喜ん 

で 居ます。 

私 は 政治に 於ても 同じ 態度 を 取る 者であります、 私 は 政ユ？ を晉 りました、 然し 私 とても 人間で あり 

まして 人間 は X 布 職の 哲 學者ァ リスト ー トルの 說に從 ひま すれば 政治的 動物であります、 政治に 對 して 


は 慾 も 熱心 も 希^も 何にも 持たない 私で も 政治に は 如何なる 場合に 於ても 決して 額 を 出さない 乎と 言 

ふに 爾 うは 言へ ません、 然 らば 如何なる 場合に 於て 私 は 政治に 額 を 出す かとい ふに それ は 次の 如き 場 

合です。 

私は當 選と か 議員の 座席と か 云 ふ 事に 何の 考へも 有たない 時に 私の 發 表した 事の ある 政見に 依て、 

私の 國 人が 私が 賴み もせす、 候補者に も 立た す、 私 はた ^ 通常の 通り 私の 本職なる 基督 敎の傳 道に 從 

事して 居ります る 時に、 私に は 何ん の交涉 もな しに 私 を 選んで 衆議院の 議員と なした との 通知 を 受け 

ました 時には、 其 時には 止む を 得ません、 私 は 迷惑 千 萬で はあります るが、 然し 是れ 天の 命、 國の命 

であり ますから、 止む を 得す 私の 所望 を總て 排斥して、 人類と 國 家に 對 する 義務と して ィャ くな が 

らも 政治 界に 人り ます、 然しながら 其 時の 來 るまで は 縱令 千年 立た うが 萬 年 立た うが、 私 は 決して 政 

治な どへ 此 身を投じません、 自由 は 私の 主義で あり 精祌 であり、 手段であります から、 自由に 依らす 

して は^は 何事 も爲 さない 積り であります、 爾 うして 最も 幸いなる 事に は斯 かる 主義 を 拔る間 は 私 は 

當分 の 間 日本の 政治 界に 引出さる - 心配 はない と、 其 * のみ 日々 心の 中に 感謝し て 居ります。 

(『聖書 之 研究』 二月 廿 五：！！) 
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日本 國の 大 困難 


日本 國に 一 つの 大 困難が あります、 それ は 富の 不足の 困難ではありません、 また 學 問の 不足の 困難 

でもありません、 法律の 不 整頓の 困難で もありません、 農 商工の 不振の 困難で もありません、 それ は 

モ ッ ト 深い 根本的の 困難であります、 其 困難が あるから こそ 日本の 社會は 今日の やうな 稀 化なる 狀態 

を呈 はして 居る のであります、 然るに 日本人の 殆んど 總體は 困難 を 其 根本に 於て 探らす して、 資本の 

缺乏を 歎じ、 道德の 衰退 を悲 み、 政治家 教育家の 腐敗 墮落を 憤て 居ります、 其 事 それ 自身が 實に 慨歎 

すべき こと で あ ります。 

日本 國の大 困難、 其 最大 困難と は 何であります か、 私 は 明. G に 巾し ます、 それ は 日本人が 基督 敎を 

採用せ すして 基督 敎的 文明 を 採用した 車であります、 是れ が我國 今日の 凡ての 困難の 根本であります、 

此の 大 たる ァノ マリ ー 卽ち 違式が ある 故に 我國 今日の 言 ふべ からざる 種々 雜 多の 困難が 出て 來 るので 

あります。 

基督 敎的 文明 と は讀ん で 字 の 如く 基督 敎 に 由て 起った 文明であります、 卽ち 基督 敎 たくして は 起ら 

なかった 文明であります、 故に 基督 敎を學 ぶに あら ざれば 解す る ことの 出来な い 文明であります、 然 

るに 日本人 は 基督 敎的 文明 を 採用して 其 根本たり、 其 起因たり、 其 精神たり •、 生命た る 基督 敎其者 を 


探 用した-いのであります、 是は 入，？ かも 人より 物 を 貰って 其 人 を 知らす、 其 人に 感謝した いと 同じ 事で 

ありまして、 斯る 不道理なる 且つ 不人情た-る 地位に 自己 を 置いた B 本人が 窮 りなき 困難に 際會 しつ k 

あるの は 最も 當然の 事で あると 思 ひます。 

先づ其 二三の 例 を 擧げて 見 ませう、 日本人 は 日 新 今日の 學 術なる もの は、 是れは 基督 敎の 賜物で な 

い 所ではない、 常に 基督 敎 の 反對を 受けて 今日に 至った ものであるから、 之を托 用し 之 を應 用す る に 

何 に も 基督 敎に 頼る の 必要 はた い と 言 つ て 居ります、 然し 是れ 西洋 歷史を 少しも 知らない 者 の 言 ふ - ) 

と で あ ります、 私 は 今玆 に 大科學 者なる 者の 多数 が 熱心た る 基督 信者 であった ことに 就て は 語 り ませ 

ん、 近世 科 學の草 味 時代に 在って 萬 難を排 して 宇宙の 現象の 觀 察に 從 事した 一一 ュ ー トン、 ダル トン、 

ハ —シェル、 フ ハラ. デ， -の楚 が謙遞 なる キリストの 僕であった 事に 就て は 語りません、 然しながら 能 

くお へて 御覽 なさい、 何故に 囘々 敎 全盛の 時代に 於て 土 耳 古 や 埃 及ゃモ ッ コゃ 西班牙に 於て 培養 さ 

れ た科學 が其產 出の 地に 於て は 發育を 全うする ことが 出來 すして、 歐洲の 基督 敎的 社會に 移されて よ 

り 繁殖す るに 至った のであります か、 何故に 印度人の 鋭き 腦髓を 以てして 印度 华 島に 科 學が 起り ませ 

ん でした か、 科學 なる もの は 他の ものと 同じ やうに 大科學 者の 顯出を 以ての み 起る 者ではありません _ 

之 を 促が し、 之を迎 へ、 之 を獎勵 する 社會 があって 始めて 起る ものであります、 殊に 科學 思想 は 政治 

思想と 同じく 思想の 壓 抑の 有る 所に 起る ものではありません、 偶像 崇拜 の國に 科學の 起らない の は 人 
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の 心が 受造 物に 壓 せられ、 それが ために 天然 を 凌駕し、 之 を 究めん との 心が 起らない からであります- 
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一 神敎の 信仰と 科學の 勃興との 間に は 深い 深い 關 係が 存 して 居る のであります、 此事を 知らないで、 

智識に 富み さへ すれば 何れの 國民 でも 科學を 以て 世界に 鳴る ことが 出来る と 信す るの は 實に淺 ぃ考へ 

明 冶 一一 一十 六 年 ( 一九 〇 三年〕  二 五一 


であります。 

近此敎 育な る 者が 概ね 基督 敎 の 賜物で ある こと は 少しく 西洋 の 敎育歷 s=< を 讀んだ 人 の 否む ことの 出 

來な ぃ事實 であります、 11 もべ スタ ロッヂ の傳を 讀んだ 人で 彼が 非常に 熱心なる 基督 敎の 信者で あつ 

て、 彼の 新敎 育なる もの は 皆な 深き 彼の 宗敎 的觀 念の 中に 案出され たもので ある こと を 担む 者 はない 

害であります、 フレ ー ベル も 同じ 事であります、 ヘルバルト も 同じ 事であります、 彼^ フレ ー ベル や 

へ ル バルトより 基督 敎の 信仰 を 取 去って 御覽 なさい、 彼等の 開始め た敎 育の 精神 は 取り除かれ るので 

あります、 然る を 今の 日本人 はべ スタロ ッヂ、 フレ ー ベル、 ヘルバルトの 敎 育法 を 採用して 其 根本た 

り、 源 因たり、 生命た る 基督 敎は 嫌って 是を 採用 しないので あります、 日本 國の敎 育が 實に 異常の も 

のであって、 IS ある も靈 魂な く、 四肢 ある も腦髓 がない やうな 者で あるの は 全く 是れ が爲 めで ありま 

す- 

叉た 我等 日本人が^ 界に 向て 誇る 其 新 憲法なる 者 は何處 から 來た ものであります か、 ^藤 博 文 侯 は 

そ の 憲法 註解 に 於て こ れ は我國 固有 の 制度 を 新たに 制 {； 皮 したる ものである と 言 つ て 居ります る が 、 然 

し 雨うならば 何故に 明治の 令 日まで 代議 政體が 日本 國に布 かれませんでした か、 叉 もし 爾 うならば 何 

故に 基督 敎國 なる バ マリヤ ゃァ ウス トリ ャの 憲法に 深く 學ぶ 所の 必要が ありまし たか、 代議 政體 なる 

もの は 元から 此の 日本 國に 在った もので 決して 西洋から 借りた 者で はな いなどい ふの は餘 りに 小兒ら 

しく 聞え まして、 日本 憲法 をー讀 した 西洋の 政治 學 者に 斯る事 を 聞かしたならば、 彼等 はたぐ 笑 ふの 

みであります。 

今日. H 明 國で唱 へ る 所の 自由で あると か民權 であると か 云 ふ もの は 決して 基督 敎 なくして 起った も 


のではありません、 自由 は 世の 創始め より 有った もので、 人類の ある 所に は必す 自由 ありな ど. 云 ふ 人 

は 未だ 自由 歷史を 究めた ことのない 人であります、 II !• 一、 や ギリ シャに 古人が 唱 へ て 以て 自由と 稱せ 

し 者 はあり ましたが、 然し ミルトン や、 コ &ムゥ H ルゃ、 ワシントン や、 リン コ ルンが 唱 へた 自由た 

る 者はありませんでした、 是れは 實に新 自由であります、 是れは ブラト，' も ソクラテス もカト ー もセ 

ネ カもシ セ 口 も 知らなかった 自由であります、 是れ は卽ち 始めて ナザ レ人ィ H ス キリ ストに 由て 始め 

て此 世に 於て 唱 へ られた 自由でありまして、 彼と 彼の 弟子に 由ら ざれば 決して 此^に 顯 はれなかった 

自由であります、 人權に 於け る も 同じであります、 人に M 有の 權利 ありと は、 人 は 何人も 其 欲する が 

儘 を 行うても 可い と 云 ふ 事ではありません、 又 人 は 何人も 其 所有 を 己が 欲する 儘に 使用す る ことが 出 

來 ると 云 ふこと でもありません、 權 利なる 者 は 言 ふまで もな く 貴 任に 附着した る 能力でありまして、 

責任 が なくな る と 同時 に 之に 附着した る 權利は 消滅す る 者であります、 雨う して 人の责 任なる もの は 

祌と萬 有と 人と に對 する 彼の 心靈上 の關 係より 來る もので あります、 祌を 認めす、 不滅の 靈魂 の 實在 

を 認めす して 、責任の 觀念は 其 土臺か ら 崩され、 其 結果と して 人 はた 5^ 智能 を 具へ たる 利欲の 動物と 

成って 了い ます、 责 住の 觀念 は實に 宗敎 的觀 念であります、 是れ は科學 的に 說明 する ことの 屮 Z 來るも 

のではありません、 是れは 亦 社會を 組織す るた めの 必用 上より 人間が 定めた もので もありません、 責 

任の 觀念を 同く 維持 せんと 欲せば 必す强 き 宗敎の 力に 頼らなければ なりません。 

其 他會社 組織の 原 现と云 ひ、 信用組合の 原則と 云 ひ、 深く 其 本 を 探れば 皆 深い 道德 的宗敎 的の 原理 

が 其 底に 在る のであって、 此 根底の 精神が なくして は 會社も 組合 も 決して 成立つ ものではありません。 

然るに 日本の 今日は 何う であります か、 日本人 は 西洋人に 傚って 其 憲法 を 制定し、 西洋人に 傚って 
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其 法 休 を 編制し、 西洋人に 傚って 其敎育 制度 を 定めました、 然るに 彼等 は 西洋 文 叫の 精神たり、 根底 

たり、 ，M, 源た る 基督 敎を嫌 ひ、 我に は 我が 國固 の宗敎 あり、 何ん ぞ之 を外國 より 藉 るの 要 あらん や 

など i 巾して 居ります、 或は 學は 西洋に 则り德 は^ 洋に 取るな どい ふ 馬鹿 を 吐いて 居ります、 然し 馬 

鹿 は 馬鹿と しても 國 (や は 3： 時まで も 馬鹿で 押 通す ことの 出来る ものではありません、 天然に は" 大然の 

法則なる 者が あります、 ョ 本人 は 如何に 大 なる H 民で あるに もせよ、 天然の 法則に 勝つ こと は 出來ま 

せん、 某； $E 敎は 自己 を 採用され ない とて 日本人 を 罰し は 致しません が、 然し 天然の 法則 は 何の 遠慮す 

る 所な く 今や 嚴 しく 日本人の 愚と 無情と 傲慢と を 罰しつ k あります、 之 を 日本 今日の 狀 態に 於て 御覽 

なさい。 

西洋 科學は 四十 年間 此國に 於て 攻究され ました、 雨う して 其醫 術の 如き は歐 米の それに 比べ て 遜色 

なきもの であると 云 はれます、 然し 退いて 考 へて 御 覽 なさい、 四十 年間の 攻究の 結果と して 日本より 

何ん な科學 上の 大發 見が 出ました か、 叉 哲學上 何ん な 新 學說が 出ました か、 發 明と 云へば 皆な 小なる 

工業 上乂は 藥物學 上の 發明位 ひに 止まり、 なんの 一 つも 世界の 科學 に貢獻 して 恥 かしくな いやうな も 

の は我國 の科學 社^より は 出て 来ないで はありません 乎、 それ は 抑々 何のた めで ありませ うか、 我國 

に の科學 者がない からで ありませ うか、 叉 は 研究の 資力が 無い からで ありませ うか、 私 は 雨う は 

思 ひません、 日本 國の 科學者 ゃ哲學 者に aM 理に對 する 愛 心が 足らない からであります、 お 益の ために 

する 科學 に大發 見はありません、 名 譽の爲 めに する 科 學に大 進歩はありません、 道樂 のために する 科 

學 は科學 の 名 を さへ 値しな い 者 で あります、 武现 は總 ての 利 慾 心 を 離れ て «^ 现其物 を 愛す るに あら ざ 

れば 深く^る ことの 出来る 者ではありません、 發 明と 云へば 直に 之に 金錢 上の 利益と 社會 上の 名 譽 が 


忖隨 にて 居る もの 、 やうに 思 ふ科學 者から は 決して 大 なる 發明は 出て 來 りません、 之 を コ ペル 一一 力 ス 

に 聞いて 御覽 なさい、 之 を 一一 ュ ー トンに 礼して 御 K たさい、 之をダ ー ウィンに 尋ねて 御覧なさい、 彼 

等 はせ な 一様に 答へ て 巾し ます、 「科學 は 決して 商寶 ではない、 是は 又た 道樂 でもない、 是れ は實に 

眞 面目なる 仕事であって、 之に 從事 せんと 欲する 者 は背嚴 なる 主人に 攀 ふるの 心 を 以て 爲 さなければ 

ならない」 と、 然るに 日本人の 科學 な， る 者 は 如 3： なる 者であります か、 幾多の 大學 生が ェ學を 修めん 

とする の は 何 の 目的であります る 乎 * 日木のェ學技師ほど卑しぃ^！^はなぃとは 彼等 を 能く 知る 者の 放 

っ歎聲 ではありません か、 日本人の 醫學 なる 者 は 如何なる 者であります か、 是れは 重 もに 病人 を醫し 

て 金 を 作る の， きではありません 乎、 日本の 動物 學ゃ 植物 學は 如何なる 者であります か、 是 れは學 校の 

敎員 となる 下 椿で なければ 天然 界の奇 物 を 探る 道樂の 一種ではありません 乎、 日本の 哲學 なる 者 は 如 

何なる 者であります る 乎、 是れは 無理やりに 忠君 愛國 主義 を哲學 的に 辯 護 せんとす るた めの 方便で な 

ければ、 また 歐米 大家の 學說を 玩味 せんとす る是れ また 道樂學 問の 一種ではありません 乎、 日本に 科 

學 はあります、 卽ち 科學の 利用 はあります、 其玩用 はあります、 然しながら 未 發の眞 理を發 見して 人 

類の 智識の 領土 を擴 めんと する 宏遠なる 希望の 上に 立つ 科學は 日本に は 殆んど 無い と 言 ふても 可い 程 

であります、 日本の 科 學は實 に 甚だ ッ マラない 者であります。 

其 次ぎ は 日本の 敎 育であります、 之れ は實に # 界の見 物であります、 之れ 程 奇妙なる 者 はは 界 にあ 

りません、 其敎育 制度た る や 外形 上實に 立派に 見えます、 是れ は歐洲 諸國に 於て すら 多く 見る ことの 

出来ない 制度で あるな ど 誇る 我 國の敎 育 者 もあります、 然し 如何であります か、 ヘルバルトが 神と 書 

きし 所 を 之れ は 我が 國體に 適 はすと て 之 を 前り、 其 代りに 天皇 陛 F と 加へ し は 如何にも 誠忠ら しく 
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は 見えます るが、 然し 是れは 彼れ 大敎育 家へ ルバ ル トに對 して 不忠 實 極まる 所行でありまして、 苟く 

も敎 育. 冢の 聖職に 在る 所の 者の 決して 敢て爲 すべき 事ではありません、 然し 堂々 たる 日本の 文部 贫で 

は斯 かる 非學者 的の 事 をな すの を 少しも 咎めす、 神の 名 を 制り て 天皇 陛} ^の 名 を 加へ しもの を眞正 

の へ ルバ ルト主 翁の 敎育學 であると て 之を國 民の 上に 强 ひたので あります。 

故に 天然 は斯る 欺騙の 罪を赦 しません、 旣 に^！偽 に 始まった る 日本の 敎 育の 虚偽の 結果 を 御覽な さ 

い、 敎員は 誰れ も眞 面目に 兒童 を敎育 せんと は爲 さす、 敎育を 以て 一種の 職業と 見做し、 敎育 家が 地 

位 を 探る に當 て先づ 第一 に 探る もの は傣 給の 高であります、 毎年 三月 下句より 四月 上句に 掛け. て、 新 

學 年の 始まる 頃に 全國 の 師範 學校 叉 は 中學校 の 校長 達が 教員 雇 入れの ために 上京す る 頃 は 日本の 敎育 

は 宛ながら 一 種の 市場の 狀 態を呈 し、 何縣は 何百 圓で 格が 安いと か、 何府は 何百で 割が 高い とか、 

實に敎 育と は 最も 緣の 遠い 事柄 を 是等敎 育 商の 口から 聞く のではありません 乎、 それの みで はあり ま 

せん、 かの 書 5^ の 敎科書 運動 を御覺 なさい、 世に li ふ 「腐， S 屋」 なる 者 は 何んで あります る， か、 是 れ 

は學 校長 又は 敎授、 敎論、 さて は 視學官 など を、 或は 金錢を 以て、 或は 酒色 を 以て、 買牧 せん 爲 めに 

我國の 書肆が 使役す る 運動員の 名稱 ではありません か、 「腐敗 屋」 M 何ん と怕 ろしい 名で はあり ま 

せんか、 彼お は r 恭儉 己れ を 持し、 博愛 衆に 及ぼし …… 德器を 成就し、 進んで 公 を廣 め」 等の 皇帝 

陛下の 勒語 を國 民に 敎 ふるため に 著 はされ たる^ 理敎科 書 を 賣り弘 めんた めに 我 國敎育 者の 腑腸を 腐 

らしむ る爲に 特^に 運動す る 者であります、 爾 うして 日本の 敎育 〈- ^は 斯る腐 腸漢を 斷然棑 斥す るかと 

いふに 決して 雨う ではありません、 悅んで 彼等と 結 托し、 彼等の 供す る 利 を 食ら ひ、 以て 彼等 書肆の 
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^を 計る ではありません v^、 此^ 界に兒 童の 敎 育が 始まって 以来 百 何十 人と 云ふ敎 育-おが 牧 賄の 嫌疑 
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のために 一 時に 縛 ばられ て 牢獄に 投げ入れられ たと 云 ふ 例 は M 時の 世、 何れの 國 にあります か、 玆に 

於て か 日本に は フレ一 ベル、 へ ルバ ルトの 敎育は 勿論、 敎育 とい ふ 敎育は 一 つもな い^が 證 明され ま 

した、 明治 政" 吋の 施した 教育 は 皆な 悉く 虚偽の 敎 育であります、 是れは 西洋人が 熱 禱 熟思の 結 とし 

て 得た 所の 敎育を 盗み 来って、 之に 勝 乎の 添 刪 を 加へ て 施した 偽 はりの 敎 育であります、 爾 うして 其 

結果 は、 卽ち此 虚偽の 結 ra^ が、 今 口の 所謂 敎科書 事件であります、 神の 無い、 キリスト のない、 基督 

敎的敎 育 (日本 今日の 敎育は それであります) の 終る 所 は敎育 家の人 牢 であります、 知事、 博士、 學 

士の 捕縛であります、 虚偽 は 凡ての" 馳惡の 源であります • 。ヘス タロ ッジを 欺き、 へ ルバ ルトを 欺いた 

n 本の 敎育は 玆 に 前代未聞の 醜態 を呈 する に 至りました。 

若し 世に 基督 敎が 無くと も 自由 は 行 はれる と 云 ふ 人が あるならば 其 人 は 日本 今日の 政治 界を 見る ベ 

きであります、 日本 國には 憲法が 布 かれて あります、 其 憲法に は 日本人の 權利 自由が 保證 されて あり 

ます、 然しながら 日本の 政治 界には 自由 は 殆んど 行 はれて 居ません、 口 本人 は 其 代議士 を 選む に 方て 

自由 を 以てせす して 餘儀 なき 情實を 以てします、 脅迫に 非 ざれば 情實 であります、 誘惑であります、 

日本 今日の 政治なる 者 は 此等三 侗の區 域を脫 しません、 自由、 自由意志、 正義の 外に 3： にも 屈しない 

意志、 神の 外に は 何者 を も 恐れない 男氣、 利 慾 を 卑しみ、 名 * を 糞土 視し、 人望 を 意に 介し ない 獨立 

心、 手に 一票 を 握る を 以て 我 は 天下の 權者 なりと 信す る 自尊の 心、 そんな 貴い 者 は 日本 今日の 政治 界 

に は 殆んど 痕跡 だ もない と 云 はなければ なりません、 此 11 に 於て は 政治 は敎 育の 如く： i て 利益より 算 

出されます、 蒔かぬ 稷は 生へ ぬと 唱 へられまして、 何 人 も 资本を 下ろして それ 相應の 利益 を牧 めんと 

して^ます、 代議士に 成る のも會 社の 株主に 成る の も じ やうに 思 はれて is ます、 ^に 情ない、 詰ら 
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ない ものが あると て 日本 今日の 政治の 如き ものはありません、 是れ は總て 十露盤 を 以て 前以て 計算す 

る 事の 出来る 事でありまして、 自由意志 を 有った る 人？？ の 事業で あると は 少しも 思 はれません。 

公法 學者 として 世界に 有名なる サ I、 ヘン リ ー、 サム ナ ー、 メイン 氏 は 言 ひました、 「今 rn 吾人が 

稱 して 平民 的 政治と なす 者 は 其 源 因 を 英國に 於て 發 せし 者な り」 と、 爾 うして 何時 何人に 依て 重 もに 

之が 英國に 於て 始められ しかと 云へば 勿論 十七 世紀の 始頃、 コ ロム ゥ H ル、 ミルトン、 ハム プ. チン、 

ハリ ー ベ ー ン、 ピム 等に 由て 始められし ものであります、 爾 うして 是等は 何う 云 ふ 人であった かと 尊 

ねて a ますと、 何よりも 先き に先づ 第一 に 熱心なる 基督 信者であった のであります、 基督 敎 なしに か 

の大 革命 は 始まりませんでした、 爾 うして かの 十七^ 紀の 革命な しに は 米 國の獨 立戰爭 も 干 八 wg: い 

八 年の 欧洲 諸 邦の 大 革命 もなかつ たに 相違ありません、 十八 世紀の 終りの 怫國 革命 はト 七^ 紀 の英阈 

の 革命の 眞似 事で ありました、 ナボレ オン は n  ロム ゥ エルより 其 宗敎を 取り除いた 者であります、 故 

に 今日の 所謂 代議 政體 又は 共和政 體 (二者 は 其 原理に 於て 同じ 者であります、 共和政治 とい へば M ん 

でも 君主の 首 を 斬る ことで あると m 心 ふの は 歷史學 の無學 より 起る 誤謬であります) は な 其 源 を I 七 

世紀 の 英國 に發し て 居る 者であります、 爾 うして 十七 世紀の 英國の 革命な る もの が 宗敎的 革命 であり 

しこと は 少し で も 世界 歷史 を讀ん だもの、 疑 ふことの 出来な い 事實 で あります。 

基督 敎 なしの 代議 政體、 自由 制度、 是れ はァノ マリ— であります、 異< 吊であります、 遠 式で ありま 

十、 靈魂 のない 髓 であります、 機關を 具へ ない 汽船であります、 世に 持拔 ひにくい ものと てこん な 者 

はありません、 然るに 日本の 代議 政體 は是れ であります、 實に 困った ものであります。 

其 他日 本 令 日の 商業に 就いて、 工業に 就いて 語る _間 暇はありません、 た、. - 一事 は 火を陪 るよりも 明 
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かであります、 基督教な しの 基督教 的 文明 は 是れは 之れ 終に は 日本 國を滅 す ものであります、 此 1 に 

就て は 支那 や 土 耳 古ゃモ ロッ コは 日本よりも 逸 かに 幸福であります、 彼等の 文物 は 彼等の 宗敎に 適つ 

て 居ます、 故に 彼等 は 自己の 反對 より 滅びる 恐れはありません、 然し 日本 國は 彼等と 異なり、 其宗敎 

は 東洋 的で 其の 文明 は 西洋 的で あるので あります、 是れは 非常の 困難でありまして、 若し 今に 於て 直 

に此不 合则を 直す にあら ざれば 日本 國は 終に 自己の 反對 より 亡びて 了い ます。 

故に 我等の 今日 爲 すべき こと は 何んで ありませ うか、 我等 は 西洋文明 を棄 てませ うか、 否な、 そん 

な 事 は 決して 出来ません、 故に 今より 直に 進んで 西洋文明の 眞髓 なる 基督 敎其物 を 採用す るの みで あ 

ります、 是れ 日本 國の 取るべき 最も 明白なる 方針であります、 此事 は實に 難事であります、 然し 曰 本 

國の靑 年が 釋 然として 兹に覺 る 所が あり、 憤然として 起って、 純正の 基督 敎を我 國に傳 ふるに 至り ま 

すれば 日本 國の 將來は 少しも 心配す るに 足りません、 日本 國の 愛！： 者よ、 今 は 基督の ため、 日 木！！ の 

ため、 全身 を 基督 敎の 傅播に 注ぐべき 時であります。  (『s 書 之 研究』 三月 十 =: 一 


基督教と 社會 主義 


基督教と 社會 主義との 關 係に 就て は 多くの 誤謬が 世に 俾 へられて 居ます、 社會の 一部 面に 於て は 基 

督敎 は社會 主義の 一派で あるかの 様に 思 はれて：^ ます、 爾ぅ思 ふ 人達 は 重 もに 貴族 や 富豪の 類で あり 
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まして、 彼等の 無學な ると 貪愁 なると は 彼等 をして、 何 主義に 限らす、 彼等の 有する 特^の 權 利に 對 

して 打 擊を加 ふる 者に 社會 主義なる 忌ま はしき (彼等の 眼より 見た る 時 は) 名 を 加へ て 之 を 排斥せ し 

めます、 無學 文盲なる 日本の 貴族 輩に 取りまして は 基督 敎も 社會 主義 も 共和政： m も 同一 の 者で ありま 

して、 彼等 は 外に 賴る 所がありません から 唯 一途に 忠君 愛 國を循 に 取り、 是 等の 主義に 對 して は 目く 

ら 滅法に 反 對を唱 へます。 

斯の やうに 貴族 や 富豪 輩に は社會 主義の 一派で ある 乎と 思 はれて 居る 乎と 思 ひま すれば、 基督 敎は 

或る 他の 部面の 人々 より は社會 主義と は 正 反對の もの、 卽ち其 妨害 者、 其 敵で あるかの やうに 思 はれ 

て 居ます、 雨う して 斯う 思 ふ 人達 は 重 もに 社會 主義 を 抱く 人々 の 中に 在りまして、 彼等 は 基督 敎は祌 

の 存在 を唱 へて 一種の 神 權說を 主張し、 叉社會 の現狀 維持 を唱 へて 革命の 精神に 乏しい 者で あるから、 

是れ は社會 主義と は 到底 雨 立す る ことの 出来ない 者で あると 思うて 居ます。 

社 食 主義の 一派で あると 云 ひ、 社會 主義の 敵で あると 云 ひます、 世人 は 基督 敎と 社會 主義との 關係 

に 就て は 西と 東と が 相距て 居る 程 異なった る 思考 を 懐いて 居ます。 

然ら ば眞實 二者の 關係は 如何い ふ 者で ありませ う 乎、 之 を 今日 究めて 置く の は 決して 無用の 事 で は 

ない と 思 ひます。 

先づ 第一 に 私共の 注目すべき こと は 基督教と 社會 主義と は兩々 能く 相似た る 所が あるの 一事で あり 

ます、 或る 一人の 大に 富める 者が ありまして、 イエスの 所へ 來り、 善き 師ょ、 永 生を嗣 ぐた めに 我 

れ W を 行 すべき 乎と 問 ひました 時に、 ィ H スは 彼に 種々 の 要求 をな された 後に 答 へられました、. 雨の 

所有 を 悉く 售 りて 貧者に 施せ、 然 らば 天に 於て 財 あらんと (ルカ 傳 十八 章)、 E; えれ 勿論 今日の 社會主 


義 者が 全然 同意す る 所の 誡詾 ではありません が、 然し ィヱ スの此 精神た る や、 社會 主義者の 大に稱 讚 

する 所の ものであるの は 確かであります、 叉 有名なる ベ ンタ コ ステ 後の 敎會に 於て 財產の 共有が 實際 

に 行 はか、 「信者 は^な ー處に 集まりて 諸 物 を 共に し、 產 業と 其 所有 を 驚り て 各人の 用に 從ひ之 を 分 

け與 へぬ」 (行 傳ニ章 ra: 四、 ra 五節) と ある を 見て、 是 れ社會 主義 其 儘の 實行 であるかの やうに 思 は 

れ ます、 其 他 基督 敎の 本義が 實 際に 行 はれた る 所に 於て 財產 共有の 制度が 之に 準じて 行 はれた 例の 掛 

くないの を 見ても、 基督 敎と 社會 主義と は 何やら 緣の 近い もの k やうに m 心 はれます。 

爾 うして 亦 基督 敎の 方から 見ましても 社會 主義の 主張す る 所に は 多くの 贊成を 表すべ き 所が ありま 

す、 協同 一致 は 矢張り 基督教の 精神でありまして、 「多く 斂 めし 者に も餘る 所な く、 少なく 斂 めし 者 

にも 足らぬ 所な し」 (屮 Z 埃 及 記 十六 章 十八 節) との 聖書の 精神 は 亦社會 主義の 精神で あると 聞きます 

れば、 多くの場合に 於て 基督 敎が 社會 主義に 接近す るの は 決して 無理ではありません、 貧者の 救 it が 

基督 敎の此 世に 於け る 最大 目的の 一 であるに 對 して、 貧困の 絶滅が 社會 主義の 最大 眼目で あると 云 ひ 

ますれば、 一 一 者は此 世に 於て その 達せん とする 目的に 於ても 互に 相 一 致して 居る 者で あるに 相違 あり 

ません。 

然 1, 斯う 云 ふて 基督 敎は 社會 主義で あると 云 ふこと は 出來ま せん、 否な 決して 出來ま せ ん , 基督 敎 

と社會 主義との 間に は大に 異なりた る點 があります、 爾 うして 二者 決して 同一 の 者で ない 最も 明かな 

る證據 に は 前に も 述べました 通り 社會 主義者の 中に 基督 敎に對 する 激烈なる 反對 者が あります、 此主 

，の 泰斗と して 仰がる. -獨 逸の マ ー ルク ス氏は 極端なる 唯物論 者であります、 ノルダウ は 常に 基督 敎 

的社會 制度 を 嘲弄して 止まざる 者であります、 叉 若し 基督 敎に對 する 反 對が斯 くまで 極端に 涉ら ない 
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と 致しました 所が、 社會 主義者の 宗敎觀 は 至て 緩授 なる ぶでありまして、 我 は キリス 卜と 其 十字架の 

外 は 何 を も 語ら じと 心 を 決- K めたり と 云 ひし。 ハウ 口 の宗 敎に對 して は社會 主義者 は 概ね 餘り 多くの 讚 

辭を 寄す る ことの 出来ない 人達であります、 基督 敎は 絕對 的宗敎 でありまして、 「我れ に 依ら ざれば 

救扬ひ ある ことなし」 と：：： ふに 對 して、 社會 主義 は 宗敎の 異同 を 問 はす、 軍へ に社會 組織の 完化 きに 重 

きを 置いて、 之 を 以て 社會を W 度 せんとす る 者であります。 

今玆に 基督 敎と 社會 主義との 相 異なる 點に 就て 少し 巾 上げ ませう。 

oooooooooooooooooocc-oo ゥ 0  000000 ゥ ooooocoo( 

第一 に 基督 敎は天 國の敎 へでありまして 社會 主義 は 此世を 改良す るた めの 主義であります、 此點に 

於て は 基督 敎は 社會 主義の みならす、 帝 國 主義、 共和主義、 帝王 主義 等 總て此 世の 經綸を 目的と して 

立てられ たる 主 1^ と は 全く 違 ひます、 「我國は此^の國に非す」 とキリ ス トは^^されました、 「我 倚 

の國は 天に 在り」 と パゥロ は i? へました、 基督 敎は 此^ を 改良す るに 至ります るが、 然し 此 世の 改良 

が 其 存在の 理由ではありません、 人 を 幽暗の 權 威より 救出し、 之 を 神の愛 子の 國に遷 す ことが 基督 敎 

が此 世に 臨みし 理由であります、 基督 敎は 此^の 所有に 對 して は 一 種の 無頓着 主義 を 取る 者で ありま 

す、 ^する 者も婚 せざる が 如く、 婚 せざる 者も婚 する 者の 如くな らんと パゥロ は 白し ました、 基督 敎 

の 立場より 見ます る 時には 帝國 主義で も、 社會 主義で も、 其 他 如何なる 社會 政策で も、 是れ 皆な 瞬 問 

的の もので ありまし て 、 我 儕 人類 も 我 儕 の 棲息す る 此 地球 も 遠から す して 消え 失す る もので あり ます 

るから、 我 儕は此 世の 事に 就て は 左程に 心配す るに 及ばない とい ふの が 其大體 の敎義 であります、 故 

に 使徒達 は 其 時代の 奴隸に 向ても 肉體の 自由 を 得よ とは敎 へませんでした、 叉 奴！！ の 持主に 向ても 必 

す 彼等 を 放免せ よと 云うて 迫りませんでした、 只奴隸 たる も、 其 持主た る も 只 一 時の 事で あるから、 


互に 眞義 を盡 し、 相 欺き 相 騙る， 刃れ と勸 めました、 基督 敎は 愛隣 主義で あるから 社會 主義に 組すべき 

であると か、 上帝 を 戴く 者で あ るから 帝王 政 を 奉す ベ き で あると か 云 ふの は 全く 基督 敎 の 何たる 乎 

を 少しも 知らないから 起る 言であります、 基督 敎は此 世の 主義ではありません、 雨う 云 ふて、 ^人 か 

ら隱遯 主義で あると か、 或は 仙人 主義で あると か詐 せられましても M 正の 基督 敎は 少しも 意に め ま 

せん、 基督に 依て 唱 へられ、 使徒達に 依て 傳 へられ、 今 は 新約聖書の 中に 我 儕に 示さる，^ 基督 敎は確 

かに 世 外 主義でありまして、 私共 は 基 蝥敎が 消滅す るまで は、 之 を 以て 一種の 社會 政策と 見做す こと 

は 如何しても 屮 Z 来ません。 

00O00000O00O00000000000O0  ： ' ' , - .  - . 

第一 一に 基督 敎は必 しも 財産の 共有 又は 國有 を唱 へません 基督 敎の敎 ゆる 所に 依り ますれば 財 席な 

る 者 は 少數の 富者 又は 貴族 の 專 有す べき もので な いのは 勿論 で あります、 去りと て 是れは 亦た 貧者 に 

悉く 分與 さるべき 者で もな く、 亦國民 共同して 所有すべき もので もありません、 基督 敎は 財產を 以て 

人の 所有で あると 認めません、 萬 物 は 皆な 神の ものであります、 人 は 勿論、 國もII1^.S>* 其總 ての 富 も、 

是れ な 萬 物 を 造り 給 ひし 神の ものであります、 

林の もろ./ \ の獸、 山の 上の 干々 の 牡畜は 皆な 我が 有な り、 

我 は 山の 諸ての 鳥 を 知る、 野の 猛き獸 は 皆な 我が 有な り、 

世界と そのな かに 充 つる ものと は 我が ものな り、 (詩篇 五十 篇) 

是れ M ホバの 神の宜 一一 一一！： でありまして、 此神を 信す る 基督 敎 信者に 「我が 所有」 と稱 すべき ものと て は 

ない；^ ：: であります、 雨う して 我の 所有で ない のみなら す、 社會の もので もありません、 富者の もので 

もない のみなら す、 贫 者の もので もありません、 是 れはル H 人類が 神より 委ねられた ものでありまして、 
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祌 加工に is- 川して 神の 用に 供す ベ きものであります、 故に 基 敎の n 的と する 所 は财ー t の 共有 又は！； お 

ではなく して、 共聖 化であります、 卽ち 人類が 财產を して 「是 れ 我が 所有な り」 と 云 ふ を 暖め こ 

r 是れ祌 の 所有な り」 と 云 ふに 至らん ことであります、 基督 敎の 示す 所に 巾り ますれば 人類 進步終 W 

の 到逹點 は豫ー In 者 撒 加 利 亜 が 述 ベ た 通り で あります、 卽ち、  ： 

その：：： に は li5 の 鈴にまで H ホバ に i,- としる さん、 父 M ホバ の 室の 鍋 は 壇の 前の 鉢と 等し かるべ し- 

N  サレ ム 及び ニダの 鍋 は 都て 萬 軍の エホバ の 架 物と なるべし (撒 加 利-亞 . 書い 四 章 二い、 二 トー 

裹所 道具なる 鍋まで が 祌の聖 物と なる のであります、 ？ 机して 共 他の物に 於て を やです、 田 も 畑 も. しお 

も、 船 も、 鐵道 も、 製造 場 も、 國 〔哝の もので はなく、 又 社會の もので もな く、 ル ：！ な 神の となる に 

及んで 基督 敎の 理想 は 達せられる のであります。 

OOO0O0O00000000  O000  0-0-  00000  :■  :r  I ；:  *- - 

第三に 基督教と 社會 主義と は 其 働ら きの 方法 を 異にします、 基 瞥敎は 或る 一 へんの 社會 制. ffi をえ めて 

人 をして 之 を 採用せ しめんと は 致しません、 基督 敎 はた 神の 何たると 人の 3： たると を說 いて、 其 他 

は 總て之 を； 太然の 成行きに ft かします、 基督 敎は屮 します、 「帝 國 主義 可な り、 たド 公平 なれ、 慈悲 

深 かれ、 萬 人の 權利を 東ん ぜょ、 t おし 然 かせ ざらん に は 神汝を 減し 給 はん」 と、 义巾 します、 「社會 

中： 義茶だ 可し、 た^ 敬虔 なれ、 貧者 を 辯 護す るの 餘り 富^に 對 して 不實 なる 勿れ、 非禮 なる 勿れ、 粗 

1^.^なる，刃れ、 平和と 謙 遞とを 3:: として 汝の. 止理と 信す る 所 をな せ」 と、 ち 基督 敎は 中より 外に 向て 

勝い，^ か  一 0 ^レー，」、 社會 主義 其 他 總て此 世 の 主義が 外より 中に て 働く のと は 全く 其 行動 の 方法 

を にします、 基督 敎の 見る 所 を 以てし ますれば、 社會の 不公平 は 皆な 人が 神 を棄て 去りし より 起り 


しもの で ありまして、 社會 組織の 不完全より 來 たもの で はありません から、 之 を 癒す の 方法 は 人 を 其 

父なる 神に 連れ 還る にあって、 之に 社 會的新 組織 を 供す るに ありません、 故に 基督 敎は 制度と か 組織 

とか 云 ふ ものに は 至て 重き を 置かない ものであります。  (『& 書 之 研究』 三月 サ 五日：) 


難 饉の福 音 


是は 私が 先輩 本多庸 一 ^に强 ひられて 止むを得ず 本 月 十  一 H 東京 市 神 田區靑 年會に 於て 開かれし 東北 地方 51 

歉救 濟演說 食の 高 境に 於て 述べ し主ヒ 3 を 敷衍した もの であります。 

幾饉は 或る 意味から 云へば 神の F し 給 ふ 刑罰であります、 之れ は 民の 照惰を 懲らさん が爲 めか、 又 

は爲政 家の 怠慢 を 責めん が爲 めに、 神が 人に 加へ 給 ふ 鞭であります、 夫れ 故に 饑饉 其 物 は 決して 喜ぶ 

ベ き 幸福なる 靠で はありません。 

エホバ 斯く曰 ふ、 此預言 者 等 (偽りの 預言者な り、 平和な き 時に 平和、 平和と 呼んで 民 を 欺く 者 

つ ，，，.>,  ：-ネ ろ， 丄  . 一 "ケ， 

4^ りン は劍と 饑饉に 減 さるべし、 また 彼等の 預霄を 受けし は饑 謹と 劍 によりて エルサレムの 街 

なげすて 

に 擲棄ら れん (エレ ミヤ 書 十四の 十 1^、 十六)。 

主 ェ ホバ 斯く言 ひ 給 ふ、 嗚呼 凡て イス ラ H ル の 家の 惡 しき 憎む ベ き^ 禍な るかな、 ^な 刀と 徵 
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tl と 疫^に 仆る べし (H ゼキ H ル書 六の 卜 一 )。 

我々 基督 信者の 信す る 所に 由り ますれば 卞-; ES 根」 はは 神の 意志でありまして、 ，： 十 苗の 現象 は 一 つと し 

て 神の 命に 依らす して 起る ものではありません、 故に 我々 は 饑條の 災害に 遭遇して 單に之 を 天 然自 然 

の 現象と しての み 解す る ことなく、 其 中に 含まる k 深き 道德 上の 意味 を解釋 し、 神の 聲に聽 き 其正當 

の 懲罰 を 受け、 以て 我々 の 愆の赦 されん こと を 祈るべき であります。 

然しながら 凡の 災害 を 其 正當の 意味に 於て 解釋 しま すれば 災害 は 返て 我々 に 多くの 福音 を傳 ふる も 

のであります、 素々 神の 意.：.： 心より 出た る 災害であります から 其 苦き 杯の 中に 甘き s^" 誡が 有る ベ き ilw で 

あります、 饑饉 を單の 災害と して 受 くべき 乎、 或は 之を變 じて 幸福の，！ ：！^ となすべき かは單 へに 我々 の 

之に 加 ふる 註解 如何に 由り ます。 

一 、 饑 筵に 依て 我等 は 我等の 平常の 用意の 足らない のを覺 るので あります、 

おこたる もの  あ，.；'  かし-. -  っケ さ  き み  ラち 

惰 者よ 蟻に 行き 其 爲す所 を觀て 慧を 得よ、 蝶 は； 领 なく 有司な く 君 王な けれども： 复の 間に 貪 

を 備へ牧 獲の 時に 糧を斂 む (箴言 六の 六、 七、 八、) 

爾 う し て 我等が 糧を貯 ふべき は 冬の ために 許りではありません、 饑髓は 大抵 は 年 を 限 つて 來る もので 

あります から、 我等 は 叉 其た めの 準備 を もな して 置くべき であります、 そうして 又慈惠 深き 祌は 決し 

て i 々饑饉 を 降し 給 ひません、 彼 は 僅かに 三十 年に 一 度 か、 四十 年に 一 度 之 を 降し 給 ふので あります、 

い，、 ヒび  あ  あ i 

爾 うして 其 に 神 は 幾度 か 豊年 を 降し 給 ひます、 幾度 か 有り 餘る 程の 食物 を 我等に 賜 ひます、 然るに 

我等 は 今 曰の 事に のみ 氣を奪 はれて 明 e: の 事 を 思 はす、 神の 恩賜 の糧を 浪費し、 或は 酒 を 造つ て 之 を 

飮み、 暴飲し 暴食し、 以て 幾度 か 此身を 害 ひました、 此 世に 在て 最も 貧しき 人と 雖も其 一生の 牧得を 


平均 致し ますれば 一生 一度 や 一 一度の 饑饉で 決して 娥 死すべき 苦の 者ではありません、 瀨惰の 罪で あり 

ます、 浪費の 罪であります、 後 を 慮 ら ない 罪であります、 神の 恩惠を 無視す る 抓であります、 是れ 

がた めに 鎖 謹に 遭遇して 我等 は 周章 狼狠 くので あります、 其 罰と して 我等 は娥 死の 危險に 迫る ので あ 

ります、 若し 我等に して 我等の 爲 すべき こと を爲 しましたならば、 我等 は饑 謹に 對 して 曰 ふべき であ 

ります、 r 饑 謹よ、 汝の刺 は， くに 在る 乎」 と。 

一 一、 磯 謹に 由て 我等 は 政治家の 無能 怠慢と 社會 組織の 不完全 を 覺！^ のであります。 

縦し M 人と して 食物の 不足 を吿 ぐる こと あると する も、 國 として 饑 謹に 迫る の 理由 は 決して 無い 苦 

であります、 若し 政治家が 政治家で あり、 社會 が社會 であり ますれば 餞 饉が萬 一 全國に 三年 綾く とし 

て も 一 人の 娥死 する 者 を 出さす して 辨む害 であります、 日本 國の 米の 産出高 は 一 ケ 年に 四千 萬 石で あ 

ります、 其 外に 雜穀が 二 千 萬 石 程 上ります、 其 外 我國の 輸出 物に 對 して 輸入す る 食料品 を 合し ますれ 

ば n 本國 の 食物 は 優に 餘り あるべき 害であります、 爾 うして 時には 豊年 相 綾き、 夫れ がた め 米穀 國 

內に 溢れて 七 八 百 萬 石の 輸屮 Z をな した 歳 も ありました、 然るに 日本 國民 は斯 かる 過分の 食糧 を 何う 使 

用して 居ます か、 彼等 は此贵 重なる 米穀 を 潰して 毎年 何百 萬 石と 云 ふ 害 有て 益な き 酒 を 造って 居る で 

はありません 乎、 叉 之 を 給して 何の 善事 を も國家 に 貢獻 しない 數萬 の 瀬惰 貴族 を 養 つ て 居 る で はあり 

ません か、 叉 重き 稅を此 民に 課して 何の 判然した る 目的な きに 用 もな き 益 もな き大 いなる 軍艦 を^ 艘 

も 造った ではありません 乎、 若し 全國 民が 禁酒 を 決行す ると すれば それが ために 毎年 何百 萬 人と 云 ふ 

窮 01^ を 優に 養って 行く ことが 出來 るではありません 乎、 貴族の 一家 を 支 ゆるた めに は數 干の 農夫 は 汗 

を 滴して 年中 働ら いて 居らなければ なりません、 一 人の 兵卒 を 養 ふために は 六 人の 壯 丁が 地 を 耕さな 
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ければ ならな い と の 事であります、 斯 かる 不平 均 極まる 政：！ 山が 行 は れて 25 て！： に 餓死す る^ の ST つ る 

の は 決して 怪 むに 足らないで はありません 乎。 

汝等は 災禍の 口 を尙ほ 遠し と爲 し、 自ら象牙の牀に臥し寢M^^の上に身を仲し、 群の 屮 より 盖羊を 

取り、 圈の 中より 後 牛 を 取て 食 ひ、 琴の 音に 合せて 哏ひ噪 ぎ、 大杯 を もて 洒を飮 み， 最も 貴き 膏 

を 身に 抹り ヨセフ の 艱難 を 憂へ ざるな り (ァ モス 書 六の 三— 六)。 

斯 かる 政治家が 國を 治め 斯 かる 社 會が 成立って 居る 間は饑 値は國 民の 上に 臨むべき 祌 よりの 適 當の刑 

罰であります、 舊ぃ 支那の 敎 誡に循 ひましても 國に 三年の 貯蓄な き 時 は 其 W 危 しとの ことであります、 

然るに」 父 明の 八：' 曰此 日本 國に 三年の 貯蓄がない どころ ではありません、 一 年 半年の 貯蓄が ありません、 

^9^北 一 部の 地方が 凶 歉に械 りたれば とて 之 を 救 ふことの ai 來 ない 狀 態であります、 斯 かる 圃 家 は累卵 

の危 きに 居る と 云 ひても 決して 過言ではありません。 

三、 饑饉 は 人に 取って は 災害 \ク あります が、 土地に 取って は 幸 幅であります。 

利 慾に 耽ける ra^ は 土地より 得られる 丈け を 得ん と 欲して 之に 少しも 休養 を與 へません、 彼等 は 毎 ハゃ之 

を 使用して 止まざる のみなら す、 若し 氣 候の 許す あれば 一 年に 或は 一 ー囘 或は 三 同の 牧穫 を爲 さんと 致 

します る、 爾 うして 彼等 は斯 くも 土地 を 責め付ける にも 關 はらす 之れ に 肥料 を 施す こと 至て 僅少で、 

夫れ が爲 めに 土地 は 年々 と 瘦せ衰 へて 行きます、 土地と は 決して 永久 無 盡の生 產カを 具備へ たもので 

はありません、 之れ は 或る 意味から 云へば 生物の やうの ものでありまして、 若し 之 を 殺さん と 欲すれ 

ば 狡す ことの 出來る ものであります、 故に 賢い 農夫 tf 能く 其 土地 を 庇護 ひ、 決して 之 を强迫 致し ませ 

ん， ち 土地の iHt! 力 以上の 牧樓を 之より 得ん と は 致しません、 然るに 暴愁 の：^ は 其 土地 を 省みす、 


只 之より 多く 取らん こと をのみ 計って 之 を 肥さん こと を 計りません、 兹に 於て か 土地の 安息の 必要が 

生じて 來 るので あります。 

M ホバ シ ナイ 山に てモ 1 セ に 告げて 一一 一一 口 ひ 給 はく、 イスラエル の 子孫に 吿げて 之に 言 ふべ し、 我が 

汝 等に 與 ふる 地に 汝等 至らん 時 は その 地に も H ホバ にむ かひて 安息 を 守らし むべ し、 六 年の 問汝 

その 田野に 種掼 き、 また 六 年の 間汝 その 菓 園の 物 を 剪 伐て その raK を斂 むべ し、 然れど 第 七 年に は 

地に 安息 をな さしむべし、 是れ エホバに 向 ひて する 安息な り、 汝 その 田野に 種播 くべ からす、 ま 

た其菓 園の 物 を 剪 伐む ベから す、 汝の 穀物の 自然 生えた る 者は穫 るべ からす、 また 汝の 葡萄 樹の 

修理な しに 結べる 葡萄 は斂 むべ からす、 是れ 地の 安息の 年 なれば なり (利 未 記 二十 五 章 一 —五節) 

是れ は實に 賢い 法律でありまして、 此點に 於て は 四千 年 前の モ ー セ の 法律 は 今日の 開明 國の 法律に 遙 

かに 優って 居りました。 

神 は 其 造り 給 ふた 土地 を 愛し 給 ひます、 爾 うして 其 永久に 人類に 濫用 さる.^ を 許し 給 ひません、 爾 

うして 若し 人が 進んで 神の 命 を 奉じて 土地に 安息 を與 へません ければ 神 は 自ら 之に 安息 を 與へ給 ひま 

す、 ま，、 ついで 年 は 土地の 安息の 年で ュ かります、 是は祌 が 其 造り 給 ひし 土地の 爲に强 制 的に 施行し 

給 ふ 安息の 年であります、 此 年に は 人 は 泣きます るが 土地 は 喜びます、 土地 は 三 四十 年の あ ひだ 間斷 

しょくせき 

なしに 其 職責 を盡 しました から 此 年に 限り 久 振りに て 休息 致します、 爾 うして 若し 人が 神に 對 して 從 

順で あり、 土地に 對 して 忠實で ありましたならば 此 年と 雖も彼 は 決して 泣く の 必要 はない ので ありま 

す、 若し 彼が 七 年 目に は 一度 づ-^ 必す 任意 的に 土地 を 休ませる 途を 立て- - "置きます るなら ば、 彼 は 機 

饉に遭 ふても 少しも 狼 ffl へません、 人 は 七 年に 一 度づ、 任意 的に 饑饉の 稽古 を爲 して！ 11^ ります から、 
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時偶 天然 の 饑 魏 に際會 致し まし て も 能く 之 に堪 ゆるの 途を 知つ て iis ます。 

四、 一 K ふまで もな く 凡ての 災害 は 人の^ 却せ し 同情 推察の 情 を 起す ものであります、 爾 うして 玆に 

特に 注意すべき こと は 災害 なる もの は 多く は 惡人其 者 の トーに 鹿に 來ら すして、 眞俩 の惡人 以外の 者の 

上に 來る ことであります、 今年の 我 邦の 磯饉の 如き 若し 其 民の 惡の 度合から 巾し ましたならば、 之 

れは 西南の 薩摩か 長 州に 来るべき 害の ものであります、 日本人 を 今日の 偽善と 墮 落に 導いた 者 は 重に 

薩州 人と 長 州 人と であります、 又 彼等の 雜惡 を^け た 者 は 肥 後の 敎育 家と 文人と であります、 故に 若 

し罪惡應報が饑饉の目的でぁりますならば之れは^^：に西南地方を襲ふべき害のものでぁるゃぅに見ぇ 

ます、 然 る に 實際は 全く 之 に 反し て 比較的 に 罪 少き 東北人の 上 に 臨み 來 つたの は 如何に も慘 酷で あ る 

やうに a えます。 

然しな が ら此慘 酷 無慈悲 の 中に 深い 意味が 籠って ほる ことが 分ります、 M にも 惟り 幾 に 限り ませ 

ん、 災害 は 凡て 斯く ある ものであります。 

ィ H ス答 へて 彼等に 曰 ひける は …… シ 口 ァ ム の塔仆 れて壓 死され し 者 十八 人 は エルサレム に 住め 

る 凡ての 人々 よりも 益り て ある 者と 意 ふや、 我爾 曹に吿 げん、 然ら す、 爾曹悔 改めす ば ル：： な 1: 

じく 亡 さるべし (路加 俾 十三 章 四、 五節)。 

放蕩 の 結果 徵毒 に概る 者が ありま すれ ば 其 結果 を 最も：！.^ しく 受 くる 者 は 放蕩 者 彼 自身 で は なくし て 

彼の 生みし 子供であります、 若し 教育界に 大 腐敗が 來り ますれば 線紲の 恥辱 を受 くる 者 は 比較的に 罪 

の輕き 者であって、 實 際の 大 人 は 無事 平穩 であるとの ことであります、 最も 罪の 少ぃ 者が 袋 も の 

多い 者の 罰を擔 ふて 苦しむ と は 甚だ 不公平の やうに は 見えます るが、 然し 是れ が斯 低の 元 則と 稱 して 


も 可い ものであります、 爾 うし て 私の 信じます るに 斯 くし て 始めて 罪の 罪た る ことが 判る の であり ま 

す、 頑是なき 小兒が 放蕩 無賴の 父の！ お を 負 ふの を 見て 娃縱の 惡の 如何に 恐るべき かぐ 分かり、 それ 

と 同時に 之 を 避く るの 心が 之 を 目撃す る 人の 心に 起る ので あり ます 、 それと 同じ やうに 明治 政".^ の 犯 

した 罪惡に 最も 關 係の 少ない 東北の が 或は 诲 嘯に 摧り、 或は 饑饉に 苦んで 此政」 肘の 如何に 思慮な き 、 

如 3： に 無慈悲た る、 如何に 不公平なる、 如何に 頼む に 足らざる 政府で ある 事が 能く 判る のであります、 

爾 うして 斯く觀 じ 来って 我々 は 一 lis 明白に 此 等摧災 民に 對 する 我々 の 責任が 分かる のであります、 卽 

ち 彼等 は 重に 彼等の 罪の ためで はたく して 日本 全國 民、 特に 薩長の 僞 善政 治 家 のために 苦み つ- -ぁ る 

ので あるの を 見まして、 我等 は 殊更に 深い 同情 を是 等の 窮民に 向つ て 表さなければ ならない ことが^ 

ります。 

以上が 苦しい 磯馑の 經驗が 我等に 傳 へんと する 幅 昔の 三つ 5： つであります、 爾 うして 我等が 其 教訓 

を 學び盡 した 時に 機 霞 は 我等の 中 を 逝る のであります。 

我が 忿恚 溢れて 暫 らく 我が 面 を 汝に隱 したれ ど 永遠の 恩惠を 以て 汝を憐 まんと、 こ は汝を 聰ひ耠 

みこ ill 

ふ エホバの 聖言 なり (ィ ザャ書 五十 四の 八)。  _ 

國" おが 勤儉 貯蓄の 美風 を 養 ひ、 飮酒 放縦の 愚と 罪と を覺 り、 政府が 外に 對 つて 虚勢 を 張る も、 內を養 

ふの 途に 出す ば 是れ國 家を內 より 破壞 する の 手段なる を覺 り、 貴族 は 其悔" 惰と 無能と 無智 無學 とに 恥 

ぢ、 土地 は國 民の 愛護す る 所と なりて、 之に 安息 を 給す るの 途を講 する に 至り、 殊に 今日の 如き IE 胞 

.ァ す  て ；； v.f  .r-.r- れんす ゐ さつ 

相離叛 し、 人 は 其 隣人 を 掠める を 以て 大 なる 手柄と 信す る 時に 方て、 相憐 推察の 神聖なる 情 を 罔復す 

る に H 上 り ます れ ば 、 其 時 は 镂馑が 其 訓誡の 功 を 奏した 時で ありまし て 、 其 後に 来るべき 者 は 災害に あ 
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ら すして 幸 幅であります、 饑饉に あらす. L て 豊年 であります、 其 時には 祌は 我等に 對ぃ て 言 ひ 給 ひ ま 

す。  ， 

我 を 試みよ、 我が ；大 の 窓 を 開ら きて 容る ベ き 所な きま で に 恩 澤を汝 等に 注ぐ や 否や を (馬 拉基書 

三の 十 、 

然しながら 今年の 磯 筵が 更らに 其 訓誡の 功 を 奏せす、 軍備 は觅 らに擴 張せられ、 國 僙は更 らに增 加せ 

られ、 政治家 は 其 愚と 迷と を 去らす、 贵族は 其 空しき 榮 華を縱 け、 國 舉 つて 其 偽善に 甘んじ、 飲酒 

と 賭博と 詐欺の 生涯 を 綾け まするならば、 私 は 信じて 疑 ひません、 此 次ぎに 來 ります る もの は； s-ら に 

つるぎ  ： つが 

犬なる 饑條、 之に 加へ て大 なる 劍、 或は 火、 或は 水、 國家を 其土臺 より 覆へ す 者であります、 

人，：：： 若し 其 聲を聽 かば 爾曹 心 を 剛；^ にす る 勿れ (ヒ ブライ 書 四 の 七 )o 

今年の 此小饑 を 以て 國： の =1 を醒 ますこと が出來 ますれば 是れ全 園 に 取て 大 幸福であります リ 

(『塞 書 之 研究』 五月 廿八 no 


明治 三十六^ 五ガ十  一 口 is- 京靑 會飽に 開きた る， 飢饉 救 濟大演 說會に 於て なされし. M 村鑑三 氏の：：^ 說に 

曾て 萬 朝 報で、 我 蒙が 『飢饋 よ 来れ』 と 叫んだ 預言が (『萬 朝 報』 叨治 三十 五 年八ガ 十八： n-i 編者：/ 阖らず 

も 這^ 成就した ので、 八方から 攻擊を 受け 實は闲 つて ゐ るの だ" 殊に 今：^ の 飢饉 は、 地味に 肥沃な 九州 方面に 

發生 しないで、 搜せ衰 ろへ た 東北の 地方に 襲来した ので 殆んど 閉口して ゐる。 大學の 井上さん は 此程凯 饉哲學 

(？」 を 論議して、 飢饉 は 全然 無意識に 来る の だと 主張して、 大に 我輩の 向 ふ を 張って ゐる。 が 然し 飢鐵 は絕 


對 的に 偶然の 出来事と は 申されない。 或る 場合に は 刑罰 的の 意味 を 含んで ゐ るの だから、 其の 活る 教訓に 感謝 

せねば ならぬ。 農學 上より 論ずる と 十 年 乃至 二十 年毎に 飢饉の 襲来す る こと も 寧ろ 必要と認めて ゐ るので ある „ 

我 國民も 太 人 の 良 習 を 學んで 常に 動儉 貯蓄 を勵 精し、 彼等の 如く 飢饉に はビ ク とも 爲 ない 樣に 成りた いもの 

だ。 僅かに 國の 一 局部が 一 年 足らずの 凶荒 を 見た と 言って、 全 國が大 騷ぎを 遣る 樣 では 實に困 るで はない か。 

我國を 亡ぼす 敵 は 露國で も衝逸 でも 無うて、 早晚來 るべき 全 國の大 飢饉で あるか も 知れぬ。 

C 『福 昔 新報』 五月 廿ー 日) 

余の 人生 觀 

余の 人生 觀と 宇宙 觀とは 一 字に て 足る、 「愛」 是 なり、 星の 輝く も 愛な り、 風の 吹く も 愛な り、 海 

の 鳴る も 愛な り、 生し も 愛な り、 死なざる を 得ざる も 愛な り、 愛 は 宇宙 を 造り、 且つ 之 を 支持す、 此 

愛の 宇宙に 樓 息して 余 は歡喜 極り な き た り 。 

余 は 生 を 愛す、 此の世に 在て 愛の 事業に 從 事し 得れば なり、 余 は 死 を懼れ す、 無限の 愛の 余 を繞圍 

する を 知れば なり、 愛より 出て 愛に 歸る、 生死の^、 余に 於て 何 か あらん。 

哲學は 世 を 厭 はしめ、 政治 は 生 を 忌まし む、 惟り 愛の； i 音の み 吾人に 新生 命 を 供す、 諸人 何ぞ 速に 

來て 生命の 水を此 愛の 泉 源に 於て 汲取らざる。  (『萬 朝 報』 六月 十五 H) 
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戰爭廢 止 論 

余 は 日露 非開戰 論者で ある 許りで ない、 戰爭絕 對的廢 止 論者で ある、 戰爭は 人 を 殺す ことで ある、 

雨う して 人 を 殺す こと は 大罪 惡 である、 爾 うして 大罪 惡を 犯して 俩人も 國家も 永久に 利益 を 牧め得 や 

う 害 はない。 

お  * 

世に は 戰爭の 利益 を說く 者が ある、 然り、 余 も- i 時は斯 かる 愚を唱 へた 者で ある、 然しながら 今に 

至て 其 愚の 極な りし を 表白す る、 戰爭の 利益 は 其 害毒 を 償 ふに 足りない、 戰爭の 利益 は 强盜の 利益で 

ある、 是 れは盜 みし 者の 一時の 利益であって、 (若し 之れ をし も 利益と 稱 する を 得ば)、 彼と 盜 まれ 

し 者との 永久の 不利益で ある、 盗みし 者の 道德は 之が 爲め墮 落し、 其 Igs^ として 彼 は 終に 彼が 劍を拔 

て；^ み 得し ものより も數 i? 倍 の もの を 以て 彼の 罪 惡を償 は ざる を 得ざる に 至る、 若し 世に 大愚の 極と 

稱す べき ものが あれ ば、 それ は 劍を以 て國 運の 進歩 を 計らん とす る ことで ある。 

近く は其實 S を 一 一十 七 八 年の 日 淸戰爭 に 於て ef- る ことが 出来る、 一 一億の 富と 一 萬の 生命 を 消費して 

日本 國が 此戰爭 より 得し もの は 何で ある 乎、 僅少の 名譽と 〇〇〇〇 伯が 侯と なりて 彼の 妻妾の 數を增 

したる ことの 外に 日本 國は 此戰爭 より 何の 利益 を 得た か、 其 目的たり し 朝鮮の 獨立は 之が ために 强め 

られ すして 却て 弱められ、 支那 分割の 端緖は 開かれ、 日本 國 民の 分擔は 非常に 增 加され、 其 道 德は非 


常に 墮 落し、 東洋 全體を 危殆の 地位にまで 持ち 來 つたで はない 乎、 此大 害毒 大損 耗を 目前に 視 たがら 

尙も開 戰論を 主張す るが 如き は 正氣の 沙汰と は 迚も 思 はれない。 

勿論 サ ー ベ ルが 政權を 握る 今日の 日本に 於て 余の 戰爭廢 止 論が 直に 行 はれ やうと は 余と 雖も si- まな 

い、 然しながら 戰爭廢 止 論 は 今や 文明 國の 識者の 奥 論と なりつ k ある、 爾 うして 戰爭廢 止 論の 聲の揚 

ら ない 國は 未開 國 である、 然り、 野蠻國 である、 余 は 不肖な りと 雖も 今の 時に 方て 此聲を 揚げて 一 人 

なりと も 多くの 赞成者 を此大 慈善 主義の ために 得た く 欲 ふ、 世の 正義と 人道と 圃 家と を 愛する 者よ、 

來て大 瞻に此 主義に 贊 成せよ。  朝 報』 六月 卅日〕 

人生 問題 解釋の 方法 

人生 は 謎で はない、 故に 是は書 を讃ん だり、 或は 頭 腦で考 へたり して 理會る もので はない、 人生 は 

事實 であるから、 之 を，！： らふと 欲へば 之 を實行 はなければ ならない、 實 行に 由ら すして、 ホレ ー シォ 

1 の哲學 や、 -1,-チェ、 シ ョ ッぺ ン ハ ゥ H ル の著書に由て之を解釋せんとするからこそ、 失s"^^落膽に 

終る ので ある。 

*  *  *  * 

人生 は 不可解と 言 ふか、 然り、 幾何 學の 問題 を 解す る やうに 人生 を 解す る こと は 出来ない、 然し 人 

の 心 を 解す る やうに 之れ を 解す る ことが 出来る、 爾 うして 人の 心 を 解す る 唯一 の 方法 は 人 を 愛する に 
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ある、 其 人 を 愛する に 非 ざれば 其 人 を 解す る こと は 出來な い、 人生 を 愛せざる 者が 人生 を 解し 得 やう 

华； I はない。 

失望 者よ、 失戀 者よ、 麼世 家よ、 汝の腦 中の 悶を廢 めて、 渡 良瀨河 沿岸に 或は 東北 餞饉の 地に 無 

辜の 民 を 見舞 ひ 見よ、 行て 彼等に 同情の 冷水 一杯 を與へ 見よ、 彼等が 汝に呈 する 感謝の 辭の 中に 汝が 

大哲學 者 の 書に 於て 獲る こと 能 はざる 深き 人生の 眞 理を發 見す る を 得ん 、 國に 四千 萬の 民の 薩長 政」. W 

て ふ 古 4 「未曾有の 偽善 政府の 下に 苦み つ k あるに あらす や、 汝は何 を 擇んで 飛瀑の 下に、 或は 靜 池の 

底に 汝の 生命 を 沈めん と はする ぞ、 同一 の 生命 を 人類の ために 消費し 見よ、 人生の 快味 は 其 時に 汝の 

心の中に 生じ 來り、 汝は 永遠に 生ん こと を 欲して、 暫時たり とも 死なん こと を 欲せざる に 至らん。 

(『萬 朝 報』 七ガ 九： =) 

社會は 如何にして 改良 さるべ き 者なる 乎 

(土 浦 演說の 骨子) 

社 會とは 他の 者で はない、 是れは 人間の 集合 體 である、 爾 うして 其 人間の 標本 は 我 自身で ある、 故 

に 社會を 改良す る 法 は 我 自身 を 改良す る 法で ある、 我 自身 を 改良し 得ない 者 は社會 改良 を 口にする の 

權利を 有たない のみなら す、 斯 かる 人 は必す 社會を 改良し 得ない 者で ある。 

然し 自己 を 改良す る こと は 決して 易い 事で はない、 如何にして 己に 克 たん 乎、 是れ 人類 在て 以来の 


最大 問題で ある、 己で 己が 改良し 得ない と は 如何にも 意氣 地の ないやう では あるが、 然し 人間と は斯 

くも 墓な き、 斯 くも 力 IS い 者で ある。 

自己 を 改良す るに 二つの 方法が ある、 其 第一 は 自己の 力に 頼り、 努力 奮勵、 以て 己に 克っ ことで あ 

る、 是れ卽 ち 道德の 方法であって、 此方 法 を 以て 高潔の 君子と なった 者 は 古より 勸く はない。 

其 第二 は 自己 以上、 天然 以上の 力に 賴 りて 己に 克っ ことで ある、 是れ は卽ち 宗敎の 方法であって、 

此方 法を以 て 聖徒と た つ た 者 も 是れ亦 決 して 少く は な い 。 

1 1 者 何れの 方法に 依る も 各人の 自由で ある、 余 自身 は 勿論 第一 一の 方法に 依る 者 なれ ども 余 は 他人 を 

强 ひて 必す しも 余の 採る 方法に 依らし めんと は爲 ない。 

二者 何れに 依る も 宜しい、 然しながら 己に 克ち 得すして 社會に 改良 を 促し 得な いのは 明白で ある、 

曾て 或 人が 風俗 改良の 途に 在りながら、 醜猥の 遊樂に 耽り、 人に 其 理由 を 問 はれて、 「余 は 社 會を改 

良 せんとす る 者に して 自己 を 改良 せんとす る 者に 非す」 と 答へ し 由 なれ ども、 斯る人 は 勿論 社會 改良 

の權 利と 能力と を 身に 備 ない 者で ある。 

惡し、 と 知りつ & 自身の 惡弊を 絶ち 得ない 者が 社會に 向って 改良 を 迫る も、 其 人と 同じ 弱點と 同じ 

惡弊を 有った る 社會は 彼の 聲には 耳 を 傾けない に 相違ない、 自身 情實 に克ち 得ない 者 は 藩閥 政府に 向 

て 情 弊 を 結つべし と 叫ぶ の 權利を 有たない、 藩閥 政府 は 世の 革命 を 結 叫す る 者が 惡し K と 知りつ 、酒 

を飮 み、 煙草 を 喫 ひ、 些細の 家事の 情 實に克 ち 得たい と 同一 の 理由 を 以て 其 情 弊 を 絡ち 得ない ので あ 

る 0 

己に 克ち 得て 吾人 は 社 會に克 つの 方法 を發 見す るので ある、 雪山の 苦 業 十一 一年 を經て 己に 克 つの 道 
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を發 見せり と 信ぜし 釋迦牟 尼 は 衆生 を濟 度す るに 足る の 途を發 見せり と 信じた、 「我れ 旣に 世に 勝て 

0OO0O0OO0OOO00OO0OOO  ©  ©  ©  ®  ® 

り」 と 曰 ひし 人が 世界人 類の 救 主で ある、 天下 を^ ふと 言 ふ 人が 天下 を， S ふので はない、 我 は 己に 克 

つ を 得たり と 曰 ふ 其 人 は旣に 天下 を濟 ふの 祕訣を 授けられ たので ある。 

斯の 如くに 社會 改良と は 至て 難い やうで 至て 易い 事で ある、 至て 易い やうで 至て 難い 事で ある、 社 

會の 一部分に して、 人間の 標本なる 我 自身に 克っ ことが 出来て、 人 は 何人も 社會を 改良す る ことが 出 

來 るので ある。  (『萬 朝 報』 七月 サ 七日) 

不敬 事件と 敎科書 事件 

今 を 去る こと 十四 年 前、 余 は 其頃發 布され し 敎育勒 語に 向って 低頭した いとて 1 く 余の 國 人より 責 

られた 者で ある、 其 時の 余と 余の 國 人との (伞點 は！^ の 如き 者であった、 卽ち余 は 勒語は 行 ふべき 者で 

あって、 拜 むべき 者で はない と 言 ひしに、 文學 博士 井上哲次郎 氏 を 以て 代表され し 日本人の 大多數 は 

之を拜 せざる 者 は國贼 である、 不敬 漢 である、 と 言 ひて 余の 言 ふ 所に は 少しも 耳 を 傾けなかった、 爾 

う し て 彼等 は多數 で あり、 且つ 其 言 ふ 所 は 日本人の 輿論 で あ る 故に 彼等 は 余 を社會 的に 殺して 了 ふこ 

とが 出来た (縱令 暫時たり しと は雖も )o 

余 は 今に 至て 過去の 傷 を 吹き 立て、 玆に 余の 當 時の 地位 を 辯 護 せんと は爲 たい、 然しながら 文部省 

が 勅語 を拜 がまし むる に 努めて、 之 を 行 はしむ るに 努めない 結果と して 敎科書 事件と 云 ふ、 文明 世界 

に 向て 日本 國の 體面を 非常に 傷け し此 大事 件 を 惹起す に 至りし を悲 まざる を 得な い 、 勒語 に 向って 低 


頭 しないの は 罪で ある 乎 も 知れない、 然しながら 其 明文に 反き、 然 かも 勒語敎 育を國 民に 强 ふる 其 倫 

理敎科 書 を 採用す るに 方て、 書肆より 黄白 を 貪りし に 至て は 是れ勉 語を拜 まざる に 勝 さる 數百 千倍の 

罪惡 であると 思 ふ、 日本 國の 文部省 は 弱き 余 一人 を 不敬 漢 として 排し 得て、 数十 百 人の 余に 勝る の大 

不敬 漢を其 部下の 中に 養成し、 以て 國辱を 世界に 向て 曝ら せし の 責任より 免 かる 、 こと は 出来ない。 

又 奇怪 千 萬なる は 日本 國民 である、 彼等 は勑 語に 向て 禮拜 せざる 者 あれば 國民 一 體 となりて 起って 

之を責 むる とは雖 も、 勒 語の 明文に 背き、 其 神聖 を瀆 すの 視學 官、 叉 は 師範 學 校長、 其 他 直接に 敎育 

の 任に 當る者 あると 雖も、 私 かに 之に 對 して 侮蔑の 意 を 表する に 止って、 誰 一人と して 之に 對て 公憤 

を發 する 者 はない、 彼等 は 形式 を 破る 者に は嚴 にして、 內容に 反く 者に は寬 である、 彼等の 道德 念な 

る もの は骸禮 的であって 實行 的で ない、 是れ 何にも 責められし 余の 不幸で はなく して、 斯 かる 淺 薄な 

る 道念 を 懷く國 民の 最大 不幸で ある。  (『萬 朝 報』 八月 二日) 

道 德と其 種類 

國に 最も 必要なる 者 は道德 である、 道德は 富よりも、 兵力よりも、 知識よりも 必要で ある、 道德は 

國 家の 生命で ある、 道德 なくして、 富豐 かなる も、 兵强 きも、 知 多き も 國家は 決して 永續 しない。 

余輩 は宗敎 家の 立場から ばかり 斯う 云 ふので はない、 死後に 天國へ 昇ら ふが、 地獄へ 落ち やうが 夫 

れは 全く ^問題と して、 道德は 地上に 於け る國 民の 生存 上、 w よりも 最も 大切なる ものである、 商業 
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時 事  二八 〇 

のた め、 工業の ため、 5 お 業の ため、 道 德はー 日 もなくて ならぬ ものである、 道德を 第一位に 置かす し 

て、 政治、 叉 は 殖產、 又は 美術 を 道德の 上に 置く 國は 早晚诚 亡に 終るべき ものである。 

.: 个  ホ 

道德 とは必 しも 仁義 忠孝 等の 外面 的 行爲に 止まらない、 道德 にも 多くの 種類が ある、 何のた めに 善 

を爲 すか、 此 問題に 由て 道德の 種類が 定められ るので ある、 君の ために 爲す 道德、 親の ためにな す 道 

德等 は道德 では あるが、 然し 最善 最上の 道德 ではない、 忠孝 道 德は從 順の 1  お を 造る が、 進歩的の 民 を 

造らない、 道德も 他の 者と 同じく 進歩的で 向上 的で なければ ならない。 

誰の ために 善 を 行す か、 勿論 自分の ためで はない、 叉 天子の ためで もない、 又 肉體の 父母の ためで 

もない、 露现其 物の ためで ある、 或は 眞理の 淵源なる 神の ためで ある、 人の 目の 着かない 良心の 奥底 

を る ことの 出来る 實在 者の ためで ある、 道 德が先 其 基礎 を兹處 におむ るに 非れば、 高貴なる 世界的 

の 行 ft となりて 顯 はる、 こと は 出来ない。  . 

*1 界 的の 道德は 平民 的で ある、 卽ち 忠孝 道德の やうに 上 を 仰ぐ 道 ^5ぉ でな くして、 下を敝 る道德 であ 

る、 卽ち 平！： のた め、 殊に 貧者 弱者の ため を 思 ふ道德 である、 道德は 他の 事と は 正反對 である、 卽ち 

上 を 仰ぐ 道德は 退歩 的 陳腐 的道德 であって 下 を瞰る 道德が 進歩的 日 新 的道德 である、 上なる 貴 挨を仰 

がんか、 下なる 平民 を 省みん 乎、 二者 孰れの 道德に 依らん 乎、 此 問題 を 決する に 由て 國 民の 運命 は定 

まるので ある。 


束洋 が 退歩 的なる 最大 理由 は 其 上 仰 的 道 德卽ち 忠孝 道德に 於て おして 居る、 西洋が 進歩的なる 最大 

理由 は 其 下瞰 的 道 德卽ち 平民 的 道 德に存 して 居る、 ル，' テル、 コ ロム ゥ エル、 ワシントン 等の 剛 かつ 

た の は 彼等が 輿論 を排し て斷 乎と して 此 平民 的 道德を 取つ たか ら で あ る 、 西洋と て 素め から 此道德 を 

取った ので はない、 彼等 とても 元は 支那 人、 朝鮮人と IM: じ やうに 忠孝 道德を 奉じた 者で ある、 然るに 

幸に して 彼等の 屮に 多くの 偉人が 起て 新道 德を吹 人した 故に 今日の 進歩的 社 會を作 る こと が 出来た の 

である。 

忠孝 道德を 以て 富 國强兵 を 致さん とする は 漢法醫 の 草根木皮 を 以て 重病 を 癒さん とする よりも 難い、 

叉 馬車 を 以て 汽車と 競爭 せんとす るが 如くに 難い、 日本 國の 運命 も 其 孰れ の 道德を 採用す る 乎に 由て 

お まる ものである。  (ns! 朝 報』 八月 六 HO 

文部 (N^ が 不用と なりし 理由 

今や 文部省の 不用 は 認められて、 其 魔 止 論 さへ 唱 へられる に 至った、 Hy れ抑も 何の 理由に 由る ので 

あらう 乎。 

此 文部省 も； 時 は 非常に 有用なる ものであった、 西洋の 新 知識 を 我 國に揄 人す る 時に 方て、 文部省 
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が 鋭意 此事 に盡 くした の は事實 である、 余輩 は 今の 文部省 を 信ぜざる と 同時に 其 過去の 功勞を 忘れん 

と 欲する 者で はなない。 

氺  ホ 

氺  氺 

然しながら 日本の 文部 贫は旣 に 其爲し 得べき の 業 を爲し 終へ た、 國民は 旣に此 文部省に 導かる k の 

必要な きに 至った、 新 知識の 必要が 國民 全體に 認められ るに 至って、 今の 文部省の 存在の 理由 は 消滅 

したと 云 はなければ ならない、 今や 日本 國 民の 耍 求す る もの は理 化、 動植、 ェ藝、 美術 等の 新 知識で 

はない、 日本人の 今日 最も 多く 要求す る 所の 者 は 高き 潔き 精神で ある、 雨う して 是れは 今日の 文部省 

の 到底 國 民に 供給す る ことの 出来る もので はない。 

支那 風の 忠孝 道 德を國 民に 吹 人して 其 道 德の收 翻 を 喰 止めん とせし 時に 今の 文部省 は 其 衰滅 時期に 

入った ので ある、 西洋 知識と 東洋 道 德とを 鍛接 せんとの 不可能 事 を 試みん とせし 其 時に 文部省 は 自己 

のために 埋葬の 鐘 を 鳴らした ので ある、 雨う して 斯 かる 頓機翁 的 不可能 13?- を 試む る こと 十 有 五 年、 終 

に 教科書 事件て ふ國 家的大 恥辱 を 其胎內 より 産出す るに 至って、 文部省 は 其 自滅 を實 にした ので ある、 

余眾は 事の 玆に 至りし がた めに 文部省に 就て 怒らない、 H.?I れ 何人が 國民敎 育の 衝に當 る も 日本 國の此 

過渡 時代に 方て は必す 一 度 は 落 入り 易き 過失であった であらう。 

然し 過失 は 過失であって 成功で はない、 故に 今の 文部の 當局 者た る 者 は大に 自己に 鑑み、 其 今日の 

日 木 人 を 導く ための 資格 を備 へざる 者た る を自覺 し、 玆に 勇ましく 自 から 其 職 を 退き、 二十世紀の 日 


本國 を薰陶 する に 足る ベ き 人 を擧げ て、 之に 新 文部省の 設置 を委 ぬべき である。 

(『萬 朝 報』 八月 十日) 

露國と 日本 

〇 露國の 財政 は 紫亂 して 居る と 云 ふ、 然し 日本の 財政と て 整頓して は 居らない、 日本 政府 は 過ぐ る 卜 

年間、 借金に 借金 を 重ねて 渐く サット 其經^ を 維持し 來 つたので ある、 貧困の 點に 於て は 日本 は露國 

に 少しも 讓ら ない。 

〇 露 國の睦 海軍 は 盗賊の 巢窟 であると 云 ふが、 然し、 日本の 陸海 軍と て 潔白 君子の 巢窟 でない ことば 

何人も 能く 知る 處 である、 某 伯爵が 海軍大臣 たりし 時に 軍艦 製造 を 機き に 莫大の コ ム ミツ シ ヨン を 取 

て 暴 富 を 致した 事 は 今や 公然の秘密 である、 ti 軍部 內の 腐欧も 近頃 敎科書 事件と 同時に 曝露され て 人 

をして 其 腐敗の 程度 を 知る に 困 ましめ たで はない 乎、 陸海 軍 整理の 點に 於ても 日本 國は 露國の 模範と 

して 立つ こと は 出来ない。 

〇 露國 キシ ネフに 於け る 猶太 人虐 殺 あり たれば と て 露 國を以 て 人道の 敵に 擬 する 者が ある、 然し 我等 

日本人 は 日本に も 足 尾鑛毒 事件と 云 ふ大慘 事が 存在して 居る こと を 忘れて はならない、 爾 うして 露國 

に 在て は 加害者 五 百餘名 を獄に 下して 今や 其の 犯罪の 審判 中なる に對 して、 我 日 木に 在て は 加害者の 

張本人た る 故 古河 巿兵衞 氏 は 朝廷の 御覺ぇ 殊に 篤く、 榮譽を 以て 彼の 墓に 下った ではない か、 余 はキ 

シ ネフ 事件と 足 尾鎮毒 事件と を對 比し 見て 後者の 前者に 勝る 數 倍の 慘 事なる こと を 信ぜざる を 得ない。 
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〇 露國の i:! ふべき、 敬 ふべき 國 でない こと は  一一 M ふまで もない、 然しながら 其 野 蠻的行 爲を數 へ 上げて 

之に 向って 人道の ために 戰 を官； すべし と 言 ふ 者 あらば、  < ふ 輩 は 先づ我 日本 國の 行爲に 省みて 然る 後征 

蠻の途 に 上りた く 欲 ふ ものである、 然ら すして 我 自身が 彼に 劣らざる 1§ 惡を 犯しつ k ある 問に 彼の 罪 

を資 むる が 如き は、 是れ 「他人の 目にある 物 屑 を視て 己が EI にある 梁木 を 知らざる」 誤謬に 陷 るので 

は あるまい かと 思 ふ。  (『萬 朝 報』 八月 十七 H0 

満洲 問題解決の 精神 

滿洲 問題 を 解決 せんとす るに 方て 我等の 先づ 第一 に 決定し 置くべき 問題 は 「如何す るの が滿洲 #i に 

滿洲 人の ために 最も 利益で ある 乎」 是れ である、 我等 は 勿論 此 事に 關 して 露西亞 人の 利益 を 謀る に 及 

ばない、 义 日本人の 利益 を も 謀って はならない、 滿洲 は先づ 第一 に滿洲 人の ものであるから、 我等 は 

滿洲 問題 を 解決 せんとす るに 方て は先づ 第一に 滿洲 人の 利益 を 謀る ベ き で ある。 

ォ  * 

ホ  * 

滿洲は 之 を圑匪 蜂起 以前の 狀 態に 歸復 せし むる のが 滿洲 人の 最大 利益で ある 乎、 或は 之 を 露西亞 人 

の チょリ # ^つて 日本人 の^に 委 ぬるの が、 夫れ が 彼等 滿洲 人の ために 謀る に 彼等の 最大 利益で ある 乎、 

或は 今日の 處、 之 を 露西亜， 人の 手に 委 ぬるの が、 滿 洲開發 のた めの 最良 策で ある 乎、 此 問題が 定まつ 

た 以上で なければ 滿洲 問題 を 決する こと は 出来ない。 


斯う 曰 ふたならば 我 國の自 稱愛國 者 は 曰 ふで あらう、 今日は 备國 生存 競爭の 時代で あるから、 我等 

は 決して 他國の 利益 を考 ふるに 及ばない、 我等 は先づ 第一 に 我國の 利益 を考 へて 然る 後に 我等の 凡て 

の 方針 を定 むべき であると、 然しながら 是れ は愛國 者の 言 である やうで 實は 盲者の 言で ある。 

國は 到底 劍ゃ 政略 を 以て 取る ことの 出来る もので はない こと は 世界 歷史の 充分に 證明 する 所で ある- 

其 園 を 愛する 者が 終に は 其國の 主人公と なる ので ある、 最も 多く 滿洲を 愛する 者が 終に は 滿洲の 持主 

となる ので ある、 此事 は是れ 宇宙 を 支配す る 法則であって、 適當の 時間 を經 過した 後に 此 事が 事實と 

なって 現 はれない 例 はない。 . 

國 に は 夫れ/ i\- 其 運命と か 天職と か稱す べき ものが ある、 我等 は 深く 各國 の 地理と 歷史と を 究め て 

其 天職 を 知る ことが 出来る、 日本人 も 深く 其 天職 を 究め、 爲し 得べ からざる 事 を 無理に 決行 せんとせ 

すして、 其爲し 得る 範圍內 に 於て 大に其 膨脹 を 計るべき である。  (『萬 朝 報』 八 H: サ 五日) 

平和の 實 盆 

戰 (学 に も 多少 の 利益 は あるで あら ふ、 然し 平和の 利益 は 戰爭の 利益 よりも 多く ある、 試 に滿洲 問題 

に 就て 日本が 露國に 向て 戰爭 を宣吿 すると 假定 せよ、 其 結果と して 日本が 消費せ ねばならぬ 金額 は少 

くと も 四 億圓に 達する であら ふ、 雨う して 日 淸戰爭 と は異ひ 日露 戰爭の 場合に 於て は假令 日本 が^つ 

とする も露圃 より 償金 を 取る の 見込がない から、 此四 億圓は 丸損と 見做さなければ ならない。 

今、 若し 戰爭 を爲 たと 思 ひ、 玆に四 億 圓の金 を 平和の 事業に 消費す ると 假定 せよ、 其效 果たる ゃ實 
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に 計るべからざる ものである、 先づ其 内の 五 千 萬圓を 以て 朝鮮 を經營 し、 一方に は 京 城より 平 壤を經 

て義 州まで、 他の 一方に は 京 城より 元 山を經 て豆滿 江河 口まで 鐵道を 建設す る ことが 出來 る、 更らに 

五 千 萬 圓を使 ふて 慶尙 道、 忠淸道 等の 人口 稀簿の 所に 日本 農民の 移住 を 計り、 半島 內 到る 處に 日本人 

の 社會を 作る ことが 出来る、 朝鮮 國： k: に 露國の 侵入 を 担ぐ 方法と して 之に 優る もの はない。 

一 億圓で 朝鮮 を實際 的に 日本の 有と なし、 更らに 一 億圓を 投じて 北淸 地方 到る 處に 日本の 商 權を擴 

張し、 製造所 を 建設し 直 隸湾を 以て 日本 湖と なすの 基 を 開く ことが 出來 る、 尙ほ殘 りの 二 億圓の 中よ 

り、 其 一億 51 は廣く 之れ を 日本 國內の 農事 改良に 消費し、 盛んに 肥料の 製造 を 行 ひ、 今日の 農産物の 

產 出額 を 二倍 又は 三倍に する ことが 出来る、 雨う して 最後の 一億 圓を 以て テキサス、 メキシコ 並に 南 

米に 我國 民の 大 移住 を 謀り、 終に は 太平洋まで を 日本 湖と なすの 大計 畫を 立つ る ことが 出來 る、 四 億 

の 金、 若し 之 を 硝煙 彈雨 として 滿洲の 野に 消費す るなら ば、 少しの 虚榮は 日本に 入り 來る であら ふが、 

然しながら 其 結 架と して 殘る もの は 九 段 坂 上 招魂 社内の 遊 就 館に 於て 分捕 品の 少々 と 血 だらけの 軍服 

位と が 陳列 さる k の 外 * 國民を 永久に ハ；^ する もの は 何も あるまい と 思 ふ。 (『萬 朝 報』 九月  一 no 

豐 年と 平和 

〇 世に 最も 貴 いもの は 憲法で もなければ 議會 でも 政治家で もない、 世に 最も 貴 いもの は 太陽の 光線で 

ある、 政治 {冰 がいくら 「憲法に 循 つて」 凝議 すれば とて 米 一 粒 を も 作る こと は出來 ない、 然しながら 

太陽が 其 光線 を 一 ヶ月 間續 いて 送って 吳 るれば 禾穀は 十一 一分に 成熟して 民に 平和と 歡 喜と 一 致と が來 


る、 感謝すべき は實に 天然であって 政治家で はない、 我等 は兹に 天 に 謝する を學ん で、 人に 信頼す る 

の 心 を 根から 絕 つべき であ る。 

〇 豊年 は來 た、 吾等 は 軍人と 政治.；^ とに 欺され て 豊年 を 濫用して 戰爭を 起して はならない、 天 は 民 を 

休める ために 馨 年 を 賜 ふので ある、 軍人の 虚榮 心を滿 足せし め、 政治家の 破 財 を 縫 はんため に 恩惠を 

下す ので はない、 豊年 を 濫用し て^を 起す もの は 天と 人と に 逆って 大罪 惡を 犯す 者で ある、 吾等 は！ K 

の聲に 聞いて、 璺年を 祝 して 平和 を 求むべき である。 

〇 師を 起すべき ではない、 亦 奢侈 懦弱に 陷 るべき でもない、 我等 は 豐年を 利用して 犬に 社會 人心の 改 

良 を 謀るべき である、 自由 を擴 張すべき である、 新 理想 を 養 ふべき である、 日本 國を 世界 第一 の 幸福 

なる 國と. なすべき である、 ；大は 豊年 を 賜 ふて 大に 平民 を 益し 給 ふた、 今年 は 平民が 起つべき 年で ある。 

(『萬 朝 報，！ 九月 七日」 

平和の 福 音 

(絕對 的非戰 主義) 

平和 を 求む る 者 は 福な り、 其 人 は 神の 子と 稱 へらる ベければ なり (馬 太 傳五章 九 節)。 

イエス 彼に 曰 ひける は 爾の劍 を 故 處に收 めよ、 He て劍を 取る 者は劍 にて 亡ぶべし (同 廿六章 五十 
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一 一節)。 

今や 戰雲、 東亞の 空を蔽 ふに 方り まして、 玆に 刻下の 最大 問題に 對 して 私共 キリスト を 信す る 者の 

へ ん： t んき よ. 1*  しょ せ フ 

態度 を 明か にして置くの 必要が あると 思 ひます、 斯 かる 時に こそ 私共 は 世の 變現 極り なき 所 說に耳 を 

ひとへ こ？ -<  .f-cf; ん 

倾 く る - j ，こなく、 單に 毀つ ベ か らざ る 聖 一書 の 確言に 頼り まし て 私共 の 進退 を定む べきで あると 思 ひま 

す。 

繭う して 問題 は 如 M に混雜 して 居りまして、 亦 其 間に 如何なる 情實 がぎ 綿して 居りましても、 聖書 

の、 殊に 新約聖書の、 此 事に 關 して 私共に 命す る 所 は 唯一 つであります、 卽 ち絕對 的の 平和で ありま 

す、 如何た る 場合に 於ても 劍を 以て 爭 はない ことであります、 萬 止む を 得すん ば 敏に讓 り、 後 は 神の 

怒 を 待つ ことであります、 此 態度 を 取る の 難易 は 私共の 問 ふべき 所ではありません、 絡對の 平和 は聖 

書の 明白た る訓 誠でありまして、 私共、 若し 神と 良心と に對 して 忠實 ならん と 欲すれば 此 態度 を 取る 

より 他に 途 はありません。 

行 得べき 所 は カを竭 して 人々 と睦 親むべし、 我が 愛する 者よ、 其 仇 IV) 報るな かれ、 退きて 主の 怒 

を 待て、 そは錄 して 主の 曰 給 ひける は 仇 を 復すは 我に 在り、 我れ 必す之 を 報 ひんと あれば 也、 是 

故に 雨の 敵 若し 飢 なば 之に 食ら はせ、 若し 渴 かば 之に 飮 ませよ、 爾、 如此 する は 熟 炭 を 彼の 首に 

積む たり， 0, 惡に 勝た る、 勿れ、 善 を もて 惡に 勝つべし (羅馬 書 十二 章 十八— 廿 一節) 

是れは 何にも 個人と 個人との 間に 關 してば かりの 敎訓 ではありません、 人と 人との 間の 關係は 凡て 斯 

く あるべ き究の ものでありまして、 人の 集合 體 たる 國 民と 國 民との 間に 關 しても 適用す ベ き 神の 敎訓 

であります、 キリストが 世に 顯 はれ 給 ひしょり 千 九 百年 後 のん マ 日、 戰爭 なる 野蠻 人の 遺風 はモ ハヤ 世 


に 存在の 理由 を 有た な い 者 で あ り ま 十 、 戰爭は 人 を 殺す ことでありまして、 「人 を 殺す 者 は なき 生 

ち  5 ち あ  0 

命 その 衷に存 る ことなし」 との 使徒 ョ ハネの 言 は 火を睹 るよりも 明かなる 眞理 であります、 世に r 義 

戰」 ありと いふ 說は 今や 平和の 主 を 仰ぐ キリス ト 信者の 口に 上すべからざる ものであります、 ^自身 

は 今 は絕對 的非戰 論者であります。 

然し^ に は 未だ 斯 くま で に 斷言 する こ と の 出来な い キリスト 信者が あります、 彼等 は戰爭 は惡事 で 

あると は 知りながら、 時には 神が 戰爭を 是認し 給 ふ 場合が あると 信じて 居ります、 彼等 は 其 所信 を强 

める ために 舊約 聖書の 記事 を 引き 来ります、 叉コ ロム ゥ H ル、 ヮ シン トン 等の 事 を 引照し ます、 叉 

戰ハ^^に勝さる惡せ^^の在る こと を說 きまして、 戰爭 はより 小なる 惡事 であると 曰 ひて 其 決行 を 迫 まり ま 

す、 然しながら 是れ 皆な 取る に 足らざる 議論 であります。 

一 、 舊約 聖書が 戰爭を 是認す る 故に 今 も 尙ほ之 を！！ 續 すべ しとの 見解 は 全く 聖書の 精神 を 誤解す る 

び う じん  しろ  はじめ 

より 来る 謬見であります、 聖書 は 神の 開 發的自 顯を錄 した 書でありまして、 其始 より 絕對 的に 神の 聖 

意を顯 はした 者ではありません、 祌は 戰爭を 是認して、 之 を舊約 時代の 勇者に 許し 給 ふたので はあり 

ません、 「彼等の 心の 頑 硬なる ため」 に 彼等が 其罪惡 なる を覺り 得る まで、 曰 は f 之を默 許し 給 ふた 

のであります、 故に 時 到りて 彼の 愛子 を *1 に 送り、 彼に 平和の 福 昔 を宜べ させ 給 ふに 方て、 

目に て 目 を 償ひ齒 にて 齒を 償へ と 言へ る こと ある は 爾曹が 開きし 所な り、 然れど 我、 爾 Isi に吿げ 

ん、 -惡に 敵す る こと 勿れ、 人、 爾の 右の 頰を批 ば 亦 他の 顿を も轉 して 之に 向けよ、 爾を訴 へて 裏 

衣 を 取らん とする 者に は 外 服 を も 亦 とらせよ、 人、 爾に 一 里の 公役 を强 ひなば 之と 偕に 二 里 ゆけ、 

雨に 求む る 者に は予 へ、 借らん とする 者を卻 くる， 刃れ (馬 太 傳五章 三十 八 Ig: トニ： s)。 
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% う 云 ふ 福 昔 を宣べ させ 給 ひました 時に 復響の 精神と 之に 伴 ふ 戰爭と は絕對 的に 非認 された ので あり 

ます、 此宣言 ありて 以 來は戰 (命 は絕對 的に 惡事 として 認められた のであります、 我 倚 は 今や 信仰 ゃ忠 

實に 就て は舊約 時代の ョ シ ュ ァゃギ デオンに 學 ぶべき であり ますが、 然し 戰爭に 就て は 少しも 彼等に 

傚 ふて はなり ません、 戰爭を 絶 對的惡 事と 見做す の 一 點に 於ても 我 儕 今日の キリスト 信者 は遙 かに ァ 

ブラ ハ ムゃ ダビデの 上に 立つ 者であります。 

二、 キリスト 信者に して 劍を拔 いた 者も數 限りありません、 有名なる チヤ，.' レ マン 大王、 三十 年戰 

ス  一：， r ン  す ランダ 

^の 者 瑞典國 王 ガス タバ ス、 アド ルハ ス、 和 蘭の オレン ヂ公 年ル ヘルム、 英 國のコ ロム ゥ エル、 米 

國の ワシントン 等、 枚 擧に遑 ありません、 夫れ 故に 或る 信者 は 申します (私 は兹に 表白 致します、 私 

も； 度は斯 かる 信者の 一人で ありました、 日淸戰^！^^-の時に日本の 「義」 を 英文に 綴って 世界に 訴 へた 

者 は 私で ありました、 私 は 今 は 其 時の 私の 愚と 不信 を 恥て 歇 みません、 私は此 事に 關 して 單 へに 神の 

赦免 を 祈ります， } 斯 かる 篤 11;;- の キリスト 信者 さへ 戰爭 に從 事した 故に、 我等 も 時と 場合と に 由て は劍 

.,0 つと も  A* を L ぶ ん 

を拔ぃ て も {fni しいと、 爾 うして 是れ 一 見して 甚だ 尤 らしく 見 ゆる 申 分であります。 . 

然しながら 私共 は 更らに 再び 深く 考へ なければ なりません、 コ ロム ゥ H ルは 確かに 予フィ 人で あり 
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ました、 然しながら 彼 は キリストではありませんでした、 コ ロム ゥ H ルは 彼の 場合に 於て に 劇る の 

OOOOCO0OOOO0OOOO0OOO 

が 彼の 神に 對 する 義務で あると 信じた ので ありませ う、 然しながら 若し キリストが コ ロム ゥヱル であ 

00000000  0  00000000000000 

つたならば 彼 は戰ひ 給はなかった に 相違ありません、 國 のために 戰 つた コ ロム ゥ エル は于フ ィ 人て あ 

りました が、 戰 はすして 自己の 身 を 敵 人に 附 たし、 之 を 十字架に 釘け しめ 給 ひし キリスト は更 らにェ 

ラ ィ人 でありました、 爾 うして 私共 キリ ス ト信者 は コ a ムゥ エル を學 ばす して キリ ス トを學 ぶ へきで 
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あります o 

斯う 巾し ましたならば 或 人 は 巾 しませう、 若し あの 時に コ II ムゥェ ルが 劍を拔 かなかった ならば 英 

國 人の 自由 は 如何 成った であら ふと、 然し 私は此 問に 答 ふるに 他の 問 ひ を 以てします、 若し キリスト 

,で さ. U ち 

が パリ サイ 人 やぶ 司の 長 等に 襲 はれ 給 ひました 時に 其 自衛の 策 を 取られ、 彼の 弟子の 一人に 命じて 其 

劍を拔 い て 敵 を 1ュ さしめ 給 ひしなら ば 人類の 自由 は 如何な りました らふ、 キリス トは 彼の 身 を 護らん 

とて 劍を拔 いて 祭司の 長の 僕 を擊て その 耳 を 前ぎ おとせし 者に 向って 何ん と 申されました か、 

イエ ス 彼に 曰 ひける は 爾の劍 を 故 處に牧 めよ、 凡て 劍を とる 者は劍 にて 亡ぶべし、 我い ま 十二 軍 

餘の 天使 を 我 父に 請 ふて 之 を受る こと 能 はすと 爾曹思 ふ 乎、 もし 然 かせば 如此 あるべき 事 を錄せ 

し 聖書に 如何で. 應 はん 乎 (馬 太傳廿 六の 五 二、 五三 節)。 

自由 は 自由の 敵 を 喧して 得らる k ものではありません、 其 敵に 擒 にせられ、 彼の 侮辱す る 所と なり、 

終に 彼に 殺されて 而 かして 後に 自由 は 復活す る ものであります、 是れが 基督 敎 の 根本的 敎義で ありま 

す、 此敎 義はコ B ムゥ H ルが 何ん と 言 はふと、 ワシントンが 何う 辯 じ やうと 決して 斃る、 者で はあり 

ません、 ^の 人の 目に は 見えません けれども 基督 信者の HI に は 瞭然た るべき こと は此 事であります、 

人の 自由 は劍を 以て 得られた 者で あると E 心 ふ の は大 なる 間違であります、 自由 は 生命の 犧 牲を以 て 得 

られ たもので あります、 キリスト を 始めと して ヤコ ブ、 パゥ 口、 ベ テロ 等、 凡て キリストの 生涯に 傚 
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ひし 者の 無抵抗の 流血 を 以て 買 はれた ものであります、 コ ロム ゥ エル や ワシントンの ェ ライの を 彼等 
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の拔 いた 劍に いて 彼等の 流した 血の 淚に 於て 求めない 者は兩 雄の 心事 を覺ら ない 者であります。 

戰爭は コ 0 ムゥ H ルの 場合に 於ても 決して 無害ではありませんでした、 ココム ゥ H ル の 理想 は 彼が 

明 冶 一一 一 十六 年 (一九 0 一一；； so  二 九 1 


血 を 流した 故に 彼の 死後 四百 年後の 今日に 至る も 未だ 世に 行 はれません、 而已 ならす 近頃 ありし， 南阿 

戰举の 如きに 於て すら、 英國の ギ-戰 論者 は 例 を コ ロム ゥ H ル に 引いて かの 二十世紀の 大 恥辱と 稱 せら 

れる殘 忍 を 極めし 南阿 戰爭を 緩け ました、 戰爭は 正義に 達する ための i!^ 徑の やうで 實は 極の 迂廻 道で 

あります、 自由と 平和と 獨 立と 一致と に 達する 最捷徑 は キリスト 御自身の 取られた 途で、 卽ち 無抵抗 

主義であります、 是れは 聖書が 最も 明白に 示す 主義でありまして、 自稱 * 督敎國 なる ものが、 此 理想 

と 相距る 甚だ 遼遠なる は實に 歎すべき 事であります。 

武装せ る 基督 敎國？ そんな 怪物の 世に 存在し やう 害はありません、 武装せ る もの は 基督 敎國 では 

ありません、 武装せ る 者 は强盜 であります、 基督 敎國と は 預言者 ィザャ の 言に 從ひ 「劍 をう ちかへ て 

鋤と なし、 その 鎗を うちかへ て錄 となし、 國は國 にむ かひて 劍を あげす、 戰爭 のこと を 再び 學ばざ 

る」 國 でなければ なりません (以赛 亜 書 二の 四)、 聖書に 照らして 見て 英國も 米 國も露 國も佛 國も基 

督敎國 ではありません、 彼等 は 金箔 附 きの 偽善 國 であります。 

三、 若し 戰爭 はより 小なる 惡 事であって 世に は 戰爭に 勝る 惡 事が あると 稱 へる 人が あります るなら 

ば 其 人 は 自分で 何 を 曰 ふて 居る のか を 知らない 人で あると 思 ひます、 戰爭 よりも 大 なる 惡事は 何で あ 

ります か、 怨恨、 嫉妬、 忿怒、 兇 殺、 醉酒、 放蕩 等の 有りと あらゆる 凡ての 罪 惡をー 結した る 戰爭ょ 

りも大 なる 惡 事が^に あると ならば 其 惡事は 何んで あります るか、 若し 無辜の 人 を 殺さなければ 達し 

ら れ ない 善 察 が あると な. ら ば 其 善事 は 何ん で あ り-ます か、 「人の 怒 は 神の 義を行 ふ 能 はす」 と 聖書 に 

錄 してあります (雅备 書 一 の 卄)、 悪しき 手段 を 以て 善き 目的に 達する こと は 出来ません、 殺人 術 を 

施して 東洋 永久の 平和 を 計らん など 云 ふこと は 以ての外の 事であります、 平和 は 決して 否な 決して 戰 


爭を 透う して 来りません、 平和 は戰爭 を暖 して 来ります、 武器 を擱 くこと、 是れが 平和の 始まりで あ 

ります。 

斯 かる 明白-なる 理由の ある ことで ありま すれば 私共 平和の 主なる ィ H ス キリス トを 主として 戴く 者 

は絕對 的に 戰爭 に反對 しなければ なりません、 私共の 額に 印せられ たる キリスト 信徒の 名稱が 私共 を 

平和の 唱導 者と して： 食に 紹介す る ものであります、 私共 は我國 人の 良心に 訴へ、 亦 我 國の將 來を思 ひ、 

亦 我！： と 反對の 地位に 立ち 基督 敎を 檫榜 する 露西亞 人の 偽善 を 責め、 何^1-までも非戰を主張しなけれ 

ばたり ません、 今や 若し 日本と 露國 とが 開戰 する に 至り ますれば 是れ 世界の 大事であります、 其た め 

に 苦しむ 者 は 日本人と 露西亞 人と 許りではありません、 それが ために 全世界の 戰爭を 惹起す に 至って 

五 大 を 修羅の It と 化する に 至る かも 知れません、 斯 かる 大危險 に 臨む ことで あり ますれ ば 私共 は 斷 

然意を 決. し、 神に 賴り其 能力 を 仰いで 兹に 是非共 開戰を 止めなければ なりません。 (明治 卅六年 九 

月 二日 記す)  (『聖書 之 硏究』 九月 十七 日) 

農民 救濟 策と して の 基督 敎傳道 

左の 一 編に 『直 業 新報』 記者より 農民 救濟 策に 就て 語れとの 依賴を 受け、 之に 應 ぜんた めに 「救済 以外の 

救濟」 と 題し 書いて 該 誌に 送リし 者に して 其笫百 二十 五號 (九月 二十日 發刊) に 掲げられし 者な リ * 今， お 

朋お 三十 六 年 (1 九 0 三年)  二 九 三 


時 事  二 九 H 

に 之 を 棘 載して 更らに 本誌の 讀 者の 淸讀を 仰がん と 欲す？ (十月 十五 s 發行 『聖窨 之 研究』 所載一編者 ，> 

農民の 救濟に 就て 語れとの 事で ある、 雨う して 此 國 に 於て は 救. It と 云へば 直に 經濟 上の 救-河の こと 

い  ゾー ラ  ふところ  ラ 

を 意 ふので ある、 如何して 農民の 懐 を 肥さん 乎、 如何して 彼等の 借財 を辨 償し 吳 れん 乎、 如何して 彼 

等に 肉體 的の 快 樂を供 せん 乎、 是れが 此國に 於け る 農民 救濟の 問題で ある、 然 かし 若し 是れが 農民 救 

す ベ て  く ち..： i し 

it の 萬 事で あるならば 余の 如き 者は此 事に 就て 一 一 百 も 嫁 を容れ るの 權利を 有たない 者で ある。 

然したがら 農民 とても 人 である、 雨う して 人^で ある 以上 は 其 所有 を豐 かにした からと て、 夫れ 

で 其 救濟を 全うした と 言 ふこと は 來 ない、 「人 はパ ン のみ を 以て 生く る 者に あらす」 と 古 哲も首 ふ 
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た 、 廣民 の 救濟を 其經濟 的救濟 に のみ 限る 者 は 豊民を 非常 に 賤 しく 見る 者で あると 思 ふ。 

夫れ のみで はない、 縱令 救濟が 唯一 の 目的で あると しても * 是れを 經濟的 方面から ばかり 求めても 

得られる もので はない、 人 は肉體 ばかりで はない から、 彼の 肉 體を滿 足した 所で 夫れ で 彼は滿 足す る 

者で はない、 彼に 精神と か靈& とか 一 i ふ ものが 存 する 以上 は 彼 は 亦 其方 面 の 救濟を 要求す る 者 で あ る 

亦 其方 面に 於て 健全なら ざれば 彼 は 彼の 欲する 此 世の 寶をも 得る こと は 出来ない、 亦 若し 得た とした 

所が 是を 有益に 使用す る ことが 出來 ない、 故に 農民 救 濟を經 終 的の 一方 面に のみ 限る 人 は經^ 的に も 

彼等 を 救 ふことの 出来な い 人 で あると 思 ふ、 經濟は 道德と 全く 分離して 論す る ことの 出 來るも の、 や 

うに 思 ふた 時代 は旣に 過ぎ去つ たと 思 ふ、 有名なる アダム ス ミ ス さへ 經濟は 之 を 道德の 一 部分と して 

論じた、 今の 世の 人が、 殊に 今日の 日本人が、 道德の 經濟的 能力に 深く 意 を 留めな いのは 等の 大缺 

點 であると 思 ふ。 


救 it なる 語辭に 此廣き 意味 を附 して、 卽ち之を人間全體の救^^めと云ふ意味に取て、 余も此 問題に 關 

して 說を述 ぶる の 權利を 有つ に 至る ので ある、 農民の 救^、 如何にして 農民 を歡 喜、 平和、 一致、 滿 

足の 生涯に 導かん 乎、 是れ 刻下の 大 問題で ある _ リ 

雨う して-吾等 ^ 先づ 第一 に 注意すべき こと は 農民 救濟の 方策 は 人類 全體 の救濟 法と 多く 異なる こと- 

なき ことで ある、 同一 の 方法 を 以て 商人 を も 職工 を も 官吏 を も 救 ふこと が 出来る、 失望せ る、 落膽せ 

る、 せる 人に、 幾 干 金錢を 供した 所が 少しも 教濟に はならない、 殊に 外より 援助 を 供す る こと は 
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危險 多くして 益が^. だ尠 ない、 最 健全なる 救助 は 其 人の 意志 を强め 彼に 新 希望 を 供し 彼 をして 自か ら 

振って 彼の 地位 を 高めし むる ことで ある、 是れが 最も 完全なる 救濟で あって、 此方 策を以 て 救 はれ た 

者 は 終生 再び 死地に 陷 るの 危險 より 免 かる、 者で ある、 雨う して 靳 かる 救濟は 決して 爲し 難い 事で は 

ない、 精神 一た び發 して 萬 事 を 成就げ た 人 は澤山 ある、 亦 之 を 世界 歷史 に徵 する も 新 理想の 注入に. S 

て忽 にして 富強に 達した 國 民の 例 も 決して ii く はない、 十五 世紀の 和 蘭の 如き は 其 一例で ある、 英國 

の 如き、 北米 合 衆國の 如きで すら 其 民の 富强は 其國の 生産力に 由る にあら すして、 其 民の 採る 主義 精 

神に 由る ので ある こと は 今日の 第一流の 社會學 者の 唱 ふる 所で ある、 富 は 力に 因りて、 力 は 精神に 由 

る、 精神と は 風の 如き ものであって、 之と 富と は 何の 關係 もない やうに 思 ふ 人 は 未だ 精神の 何たる 乎 

を 知らない 人で ある、 精神と は^に 謂 ふ 所の 「元 氣」 ではない、 大 一一 百 壯語、 是れ亦 精神で ない こと は 

言 ふまで もない、 精神と は 其の 眞 正の 意味に 於て 人の 眞髓に 加 へられし 能力で かる、 卽ち靈 能で ある、 

是 をして 發 動せ しむれば 動と なり、 ，f- となりて 人類 を 其 最も 高尙 なる 且 最も 確實な る 意味に 於 て 富ま 

す 者で ある。 

.S 治 一一 不六年 (一九 01  一！ 年)  二 九 五 


*  二 九 六 

雨う して 余の 見る 所 を 以てすれば ョ本國 おの： f 取 大缺點 は此靈 能の 缺乏 に存 して s;^ る、 農と 言 はす、 

商と iw はす、 ェと首 はす、 {に 吏 も 政治家 も 文人 も學 おも、 日本人と 云 ふ 日本人 は i^I な此 能力に 於て 缺 
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けて 居る、 彼等 は 人の 靈 魂なる 者は大 能力の 受器 である こと を 知らない、 彼等 は 能力と 云へば 金で あ 

つて、 「金 是れ 力なり」 と 思 ふて 居る、 然しながら それ は 此國に 於て は 誰れ も 云 ふこと であるが、 そ 
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れは大 なる 誤謬で ある、 人の 力 は 彼の 裏に 存 する 霊能で ある、 米國の 金銀が コ Q ムブス を！； T つて 彼の 

A< "厶 厶<1<3 の t ふ  <<"厶<1<1 厶 厶厶厶 <3A<3 厶厶厶  <"厶<1厶<2<3<1<1 厶厶 人 << 

大發 見の 途に 上ら しめたの ではない、 コ ロム ブスの 靈 能が 彼 をして 数十 年に 涉る 困難に 打 勝た しめて 

終に 世界の 黄金 國を發 見せしめ たので ある、 靈能を 有つ 者 は 旣に寶 の 山 を 持つ 者で ある、 斯く r ムふは 

§1 一日で はない、 人類の 永い の 經驗に 由て 證 明され たる 事 贲 である。 謡 か 日本人に 靈能を 供す る 者ぞ、 

獨 逸！： 今 n の 强大を 致した 者 は 其 政治 { "^と 經濟 風， - 者とば かりで はない、 獨 逸人の 閉 された る 心の 門 を 

つぎこ  も L ふ ャ 

開いて 其 中に 靈能を 注 込んだ マルチ ン、 ル ー テル 共 人が 獨逸 人ケ 日の 富 强の基 を 据えた ので ある、 英 

米 兩國に 於て 近 -顷 ジョン、 ゥ H スレ ー と 云 ふ 宗敎 革命 者の 出生 二百 年紀が 祝され た、 雨う して 彼圃に 

於け る 經濟學 者は異 ロ同晋 にゥ H ス レ ー の宗敎 革命が 英米 兩國の 産業の 進歩に 偉大なる 效 を 奏した 
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車 を 述べた、 人の 心 を 開く 者 は 新 富 源 を 開く 者で ある、 富を國 土に 於ての み 求めて、 之 を 人の 心に 於 

OO000O0OOOO0OCOOO00OOO0O000O0OOO0 

て 求めん と 欲せざる 者 は 天が 人に 賜 ひし 大富源 を 捨て 之 を 街ざる 者で ある。 

故に<^の如き經濟には^だ暗き者と雖も、 此事を 知る 以上 は、 經^ 以外に 於て、 我が 國の 農民 を 救 

ふこと が 屮1 來る、 農民の 心 を拓き 之に 人生の 新興 味 を 供し、 慈 赛と勞 倒の 快 樂を敎 へ、 地 を 愛し、 之 

を 夭 然の 法^に 從 つて 耕さし むる ことが 出來 る、 爾 うして E!^ れ亦 偉大なる 救. M なること を 誰も 疑 ふ 者 

はない。 


t 之 を實際 問題 に照らして 考 ふるに、 日 本 農 ni^ の大に 苦痛 を感 する 所の もの は 其 家庭 組織 で あ る 、 

是れ 日本人た る もの は 何人も 深く 感 する 所の もの である なれ ども、 農民の 如く 永く 其 土地に 土 i, 目い て 

居る 者 は 一 層 深く 之を感 する もので あらう と 思 ふ、 親類との 關係、 家督 制度、 分家 分 財の 習慣、 怫事 

の 施行 等、 田 舍住ひ をな さ る 者の 到底 推測し 能 はざる 是 等の 繁雜が 如何に 日本 農民 を 苦め つ-' ある 

か、 亦 其た めに 如何に 彼等の 產 業が 妨げられ、 彼等が 如何程 其產を 無益に 消費し つ k ある 乎 は、 度に 

農民 以外の 者の 推測し 能 はざる 所で ある、 令の R: 本の 農民に 其 產を增 して 與 へた 所が、 彼等が それが 

ために 益す る 所 は 至て 僅少で ある、 否な 多くの場合に 於て は 彼等 は 富が 增 して 爲 めに 返て 多くの 困難 

を 招く に 至る. 彼等 は 何事 を 爲す に も 親類 會議 なる もの を 開かなければ ならない、 爾 うして 其 親類た 

る や 多く は舊弊 保守の 人で あるから 凡ての 革新に は必 す反對 する、 彼等 は 組 先 傳來の 財産 を 大事に 保 

存す るより 外に 家 资增殖 の 道を講 する こと は 出来ない、 海外 移住 も 出来ない、 農事の 根本的 改良 も 出 

来ない、 佛 事祭禮 等の 有害無益なる 儀式 習慣の 廢止も 出来ない、 彼等 は 愚と 知っても 愚を績 けな けれ 

〈ら ない、 智と知っても智を實行することが屮^^なぃ、 日本 嫠 民の 家族制度 を 改良す るまで は 日本 

OOOOCOO0O 

の 改良 は 始まらない。  、 

口 本の 豪農の 家に 放蕩息子の 多い こと： &實に 著しい 事實 である、 父と 祖父と が 一 錢ー 匣 を 吝んで 溜 

め た 身代 を 一 夜 に 消 養す る 者が 農家 の 子弟の 中に 多き こと は 是れ大 に 世の 經世家 の 意 を 注ぐ ベ き 問題 

で ぁ る 、 .爾 う し て 中 心 よ り 日 本 の 農 1^^ を 救 濟 せ ん と 欲 す る 者 は 大 に 農 家 の 子 弟 感 化 策 を 講 す ベ き で ぁ 

る、 余 は 一 年 足らす にして 三 干 圆を田 舍藝妓 のために 消費した 豪農の. 息子 を 知って 居る、 余 は 亦 自心子 

が 飲酒 放埒の ために 全然、 身體の 健康 を 害 ひ、 其 結 として 彼を踐 摘し、 他家より 養子 を迎 へざる を 
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得ざる に 至り、 終に 家庭に 大 悶着 を 起し、 爲 めに 家運 を 傾けた 日本の 農家 を 知って 居る、 爾 うして 斯 

かる 例 は 日本 國に 於て は 決して 徵 く はない、 地方 を 遊歷し て 日本 農家の 子弟 の 墮落を 看る に 勝 さる 悲 

いこと はない。 

農家の 救^ を賓 ふか、 嗚呼 農. M の 子弟 を 救へ よ、 鳴 呼 彼等 を道德 的に 救へ よ、 彼等に 智慧と 德とを 

ふ I」 二ろ 

授けよ、 彼等 をして 眞 面目なる 者と ならしめ よ、 農家の 懷を 肥す に 先立って 農家の 子弟の 濫費 を 止む 

るの 策 を 講ぜよ、 是れ實 に 救お ならざる 乎、 誰か 道德は 農家に 不必要で あると 一一 目 ふ 乎、 農工 銀行の 設 

立 を 主張す る 者 は 之れ と 同時に 田舍 料理店の 閉店 を 主張すべき である、 一 放蕩 兒は豊 家 百年の 辛苦 を 

一夜の 夢と して 失せし む、 そのために 父 は 怒り、 母と 妻と は 泣き、 弟と 妹と 子と は 迷 ふ、 夫れ のみで 

はない、 サ 似の 惡 感化 は 全 村に 及び、 靑年、 ために 浮薄に 流れ、 勞働、 ために 揚ら す、 牧獲、 ために 尠 

し 、 余 は 日本 農民 救 一れ を絕 叫す る 者の 中に 服 を 此邊に 配る 者の 甚だ 少 きを 常 に 怪しと する 者で ある。 

日本 圃の 農業に 取て 最大 問題と も稱 ふべき もの は 地主と 小作人との 關係 である、 此關 係の 滑 かなら 

ざるた めに 農家の 苦痛の 十分の 八 は 生す るので あると 思 ふ、 如何したならば 地主と 小作人と を 親睦せ 

しむる を 得る 乎、 是れ經 世. 1 の 頭腦を 絞る 大 問題で ある、 小作 條 令の 發布 は恆に 政治家の 口に 上る、 

地主 取締の 必要 は社會 主義者の 常に 唱道す る 所で ある、 此 問題に して 解決せられ すん ば 日本 國の田 畝 

は 終に 荒 魔に 歸し、 一大 爭亂は 全國を 通じて 起り、 爲 めに 死屍 累々 として 全國の 山野 を掩 ふに 至る で 

あら ふ と の 心配 は必 しも 杞變 であると 云 ふ こ と は 出来な い 。 

雨う して 此危險 を 避ける ために 余と 雖も 勿論 完全なる 小作 條 令の 必要 を感 する 者で ある、 然しな が 

ら 法律の み を 以て 地主と 小作人との 間の 關係 を圆 滑に 纏めん とする は 望むべからざる ことで ある、 地 


主た る 者 は全體 小作人 を 何う 思 ふ 乎、 小作人 は 鋤 ゃ錄の 如き 器具で はない、 亦 牛 や 馬の 如き 動力で は 

ない、 小作人 は 人で ある、 同胞で ある、 冬く の 意味に 於て 尊敬すべき 者で ある、 地主に 此 事が 充分に 

判る まで は 如何に 完全なる 小作 條 令が 發布 されても 小作 問題 は 解決され ない、 亦 小作人に 於ても 同じ 

事で ある、 地主 を 見る ことた 5- 小作米の 强求 者との み E 心 ひ、 己れ の 天と地と 人と に對 する 義務 を 悟ら 

す、 た 、く 不平 を 唱 へ て 可成 丈 け 地主の 權利を ii め吳 れんとの み 思 ふやう では、 地主より 如何に 寛大 な 

る^^^遇を受け て も 少しも 之 を 有難 いと は 思 はない、 慈悲と 公平と は 地主に 於 ての み 必要で はない、 亦 

小作人 に て も大 に 必要で ある、 地主 を し て 小作人 を 慈 はしめ、 小作人 を して 地主の 心 を 推量し むる 

に 至て 始めて 此 最も 困難なる 小作 問題 は 解決され るので ある。 

玆 に 至て 傅 道なる もの. - 農業 改良 にも 非常に 必要なる ことが 感ぜられ るので ある、 爾 う し て 一 お 等傳 

道師は 世の 政治家 や 經濟學 者に は 常に 無用 物視 さる X に 係 はらす、 或る 場合に 於て は 彼等 政治家 輩が 

夢想 だ もせざる 所に 於て 有力なる 農事 改良 を實 行し つ k あるので ある、 吾等の 說敎に 由り て、 一 家が 

全く 其 面目 を 革め、 小作人 は 喜び、 土地 は 前 時に 勝って 大切に 取扱 はれ、 牧 穫は增 し、 其 恩惠が 延び 

て 彼等が 飼育す る 猫 や 犬にまで 及んだ 例 は掛く はない、 吾等 は 法律の 力 を 借りす、 亦學 者の 威 權を川 

ひすして、 骨の 腐敗に 沈淪 める 農家の 中に 希望の 光明 を 送り、 彼等に  一 ® の 富を增 加へ すして、 si 

の 秋に 遭 ひし 時の やうな 歡喜を 彼等に 供す る ことが 出来る、 吾等 は 斯く云 ひて 何にも 吾等の 理想 を 語 

りつ、 あるので はない、 吾等 は 吾等の 實驗を 語りつ、 あるので ある、 吾等 は實 際に 天より 降る 慰藉 を 

以て 我國の 農民 を 救 ひつ k ある、 前に も 一 百 ふた 通り、 吾等に は 金 もなければ 銀 もない、 然し 吾等のお 

つ 或 物を以 て 吾等 は大 政府 の 威力 を以 て し て も 到底 爲す ことの 出來 ない 或 事 を 我が 農民 の 中に なしつ 
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つ あると ふ。  (『蠶 業 新報』 九月 二十：： 3) 

近^ 雜感 (一) 

平和主義の 動機 

近 顷 理 想 ^ の 晚 餐 會 の 席 上 に 於 て 目 下 の 大 問 ；：.^? な る 問 戰 非 ^ 戰 に 就 て 余 に も の 意 見 を 述 ベ よ と の 

ことで あつたから 余 は 下の 如くに 答へ た、 「余 は 北 か 1^ 敎 の^者で ある、 而 かも 其 傳道師 である、 雨う 

して 基督 敎は 殺す 勿れ、 爾の敵 を 愛せよ と敎 ふる 者で ある、 然るに 若し 斯 かる 敎を する 余に して 開 

戰論を 主張す るが 如き こと あれば、 是れ 余が 自己 を 欺き f を 欺く ことで あれば 余 は ffl 員 諸君が 卽 座に 

A 水 を 现想國 より 除名 せられん こと を tli! む」 と。 

子國の 外交 

おし 他人が 余を毆 打った 時に 余が 彼を毆 打り；.^」 したならば 余 は 其 時旣に 彼に 負けた ので ある、 然し 

若し 余が 其 時 忍んで 彼 をして  < ルを毆 打ら しめ、 後、 喜んで 彼 を 余の 心より 赦 したならば 余 は 其 時 彼の 

上に 大 なる 勝利 を 得た ので ある、 < ^は此 事 を 余の 生涯の 實驗に 由て 知った、 雨う して 余は國 民と 國民 

との 問 に 於ても 此 事の 眞理 である こと を 信じて 疑 はない、 君子 國の 外交と は斯の 如き ものでなくて は 

ならない， こ& ふ。 


衝突 の 眞義 

若し 日本と 露西亜と が 衝突す るに 至る たらば、 それ は 日本に 在て 平和 を唱 へ る 吾人と、 露 西 亞に在 

て 同 一 の 平和 を唱 へ る 文豪 卜ル ス トイ、 美術 {豕フ H レス チ ャ ギン 等と が 衝突す る の ではない、 それ は 

H 本の 海軍大臣 山 木 權兵衞 氏と 露國の 極東 總 ァ レキシ I フ大將 とが 衝突す るので ある、 叉 日本の 陸 

軍 大臣 寺 內中將 と 筒國の 陸軍大臣 ク & パ トキ ン とが 衝突す るので ある、 叉 日本の 兄 玉 文部大臣と 露 西 

亜の 敎務 大臣 ボ ベ ドノ ス テ フが 衝突す るの である、 卽ち日本に在て劍を！^ぶる者が露國に在て劍を帶 

ぶる 者と 衝突す るので ある、 叉 日本に 在て 忠君 愛顧 道 德と^ 界併吞 主義 を唱 ふる 者と 露國に 在て 同 一 

の 主義 道 德を唱 ふる 者と が 衝突す るので ある、 卽ち名 は 日露の 衝突で あれ、 實 は兩國 の帝國 主義者の 

衝突 で あ る 、 爾 うし て此 衝突 の爲 めに 最も 多く 迷惑 を感 する 者 は 平和 を 追求し て歇 ざる 兩國の 良民で 

ある。  (『萬 朝 報』 九月 廿 四日) 

近時 雜感 三) 

平和と 眞 ef- 

平和 を 以て 臆病と 見做す のは大 なる 間遠で ある、 平和 は 臆病で はない、 ff; 氣 である、 平和 は 外に 敵 

を， ん とせす して 內 なる 敵 を墙 めんと する、 往昔 ソ n モ ンと云 ふ K 人 は 首 ふた 「怒 を遲  くす る. 1^ は 勇 
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士に-；^；り 己の 心 を 治む る 者 は 城を攻 取る 者に 愈る」 と、 最大の 勇 氣は敵 を 幾す ことで はなく して， 

已を 治む る ことで ある、 雨う して 平和と は斯 かる 勇氣を 指して 言 ふ ものである。 

平和的 勇氣 

忍耐の， 巣，、 寛容の 房 ま。、 勞簡 勤勉の 勇氣、 是れ 皆な 平和的の 勇氣 である、 他物の 妨害に 遭 ふて 怒 

て 度に 之 を 整し 义は 之に 嚙附く 者 は である、 狂犬で ある、 人の 人た る 所以 は 己に 勝って 敵を赦 すに 

ある、 平和 は 人類の 勇氣 である、 戰爭を 以て 勇氣と 見做す は 人 を 禽獸と 見ての 上で ある、 人類 を 侮辱 

する 者に して 主戰 論者の 如き は あるまい と 思 ふ。 

平和主義者の 對外策 

敵は國 外に 於て 在らす、 我等の 中に 在る、 總て勞 働 を 憎んで 葡惰を 愛する もの、 總て 民の 膏血 を 啜 

つて 自己 は 錦褥の 上に あって 無爲の 生涯 を 送る 者、 總て 虚言 を 吐いて 民 を 迷 はし、 勞は之 を 他人に 負 

はしめ て 自身 は 其 利益 を牧 めんと する 者、 是 等が 我等の 眞倘の 敵で ある、 我等 若し 外敵 を擊 つに 先つ 

て 我等の 中に ある 總 ての 敵 を 平ぐ るなら ば、 外なる 敵は乘 たす して 自 から 退く に 極って 居る、 爾 うし 

て 我等 平和 を唱 ふる 者は內 なる 敵 を 辯め て 外 を 治む るの 東を講 する 者で ある。 

(『萬 朝 報』 九月 廿五 日) 


危險の 伏在 

「若し 露 西亞が 滿洲を 取るならば 日本 國の 在が 危ぃ」 と 曾 ふ 者が ある、 然しながら 日本 國の 存.^ 

を危 くす る 者 は 露西亞 の滿洲 占領に 限らない、 二十世紀の 今日に 方て、 支那 風の 忠孝 道 德を國 民に 强 

ふるが 如き、 其 事 其れ 自身が 日本画の 存在 を 最も 危く する ものである、 今や 詐欺と 牧 賄と は忠求 道德 

, ^す ^ レ\3 社會 何， の 方面に 於ても 行 はれ、 人 は 假面を 被る にあら ざれば 何事 を も 爲す能 はざる に 至 

っヒ、 夫 le で 圃家 の 在は危 くな い と 一一 一一 n ふ 者 は何處 に 在る 乎、 若し 今の 儘に して 置くならば 日 本國 の 

存在 は 露 西-？ oi の滿洲 占領 を 待た すして 甚だ 危 いもつ 二.」 ある， 余鞏 は^の 經世 家が 危險の 源 因 を 外に 於 

ての み 見て、 內に 於て 之を澤 山に 發 見せ ざ る の を 甚だ 怪しむ 者 である。 

災 ，：iil" の 種 

「二十 萬啦と 十三 師團、 是れ 何のた めぞ」 と 問 ふ 者が ある、 余輩 は 之に 答へ て 曰 ふ、 r 是れ 災害の 

•.^-.^J と、 是れ あれば こそ 戰爭の 心も萌 すなれ、 是微 りせば 我等の 中に 戰爭を 口にする 者 さへ ない 

に a- 違ない、 凶器 を 持つ が 故に 凶行に 出で よと 迫る 政治家が あるので ある、 危險 極まる こと は 常に 凶 

器を備 ふること である。 

明： <.51 一 1 十六 年 (一九 0 一一 一年)  三 0 一二 
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殺す 者 は 殺 さ る 

軍人 を 刺激して 外敵 を擊 たしむ る 者 は 終に 躬 から 其 軍人の 擊っ 所と なる、 軍人 をして 支那 を， たし 

めし 日 本人 は 過去 十 年 取 人の 困め る 所と たり、 其 富の 殆んど 全部 を 捧げて 軍人 保育の 料に 奉った、 

今 若し 同じ 軍人 をし て 露西亜 人 を 掣 たしめ たたら ば 彼等が 更ら に 我等よ り 要求す る 所 は ドレ 丈 で あ ら 

ぅぞ、 其 時 こそ 今尙ほ 我等の 屮に殘 る 所の 僅少の 自由 も 憲法 も 煙と なって 消えて 了 ひ、 日本 國 はさな 

がら 一 大兵 普と 化し、 國民は 米の 代りに-煙 fg を 食 ひ、 麥の 代りに サ ー ベル を 獲る に 至る であらう。 

(『萬 朝 報』 九月 サ 六日) 

近 時 維 感 (四) 

容 易 な る 開戰論 

忠君と 云 ひ、 愛國と 云へば 必す外 M と戰 ふことの やうに 敎 へられ 來 つた 今日の H 本人に 向って 開戰 

を勸 める ほど 容易い こと はない， 是 れは國 民の 歡心を 買 ふに 定 つて 居る 事で あるから、 何人も 爭て爲 

さんと 欲する ことで ある、 故に 斯 かる 時に 開戰 論を唱 ふる 者 は必す 愛國 者で あると は 極って 居らない、 

力 ー ライル が n ふた r 眞理は 大抵 は 輿論と 正 反 對の處 にある」 との 一ず 辭は 殊に 日本の 今 H の やう な 時 

に 適用す べき もの で あると S ふ。 


平和 協會 の 設 立 を 望 む 

文明 國 何れの 國 にもあって 日本 國に 未だない 一 つの 者が ある、 赤十字社 も あり、 動物 虐待 防止き も 

ある 口 本 國には 平和 協會 なる ものがない、 平和 協會と は單に 平和 を 主張す るた めの 協 < ^ではない、 是 

は 軍備 全廢、 戰 (i 絡 封 的 廢止を 目的と する 志士 仁人の 會合 である、 斯 かる 目的 を 以て ュ ー 卜 ピャ 的の 

夢想 であると 信す る もの は 未だ 平和 協會が .^fr 日 ま で 爲し來 つた 事業の 範園を 知ら ない 者で ある、 和 蘭 

國の 公法 學者グ a 1 シ ヤス に 由て 始めて 唱道 せられし 戰爭魔 止 主義 は 日に 月に 勢力 を增 しつ、 ある 主 

義 である、 近く はブ n ッ ホの大 著述の 如き は諸强 國を驅 つて へ ー グの 平和 會議を 開かし むる までに 至 

つ た、 理想 を說 くこと は 決して 無ハ化 ではない、 說 かれざる 理想の 事實 とな つ て顯は る 、 時 は來な い 、 

日本人が 兵を歐 米に 學んで 亦 平和 を 之に 習 はた いのは 我等の 大缺點 であると 3 ぬ ふ。 

平和主義の 偉人 

英の グラッドストン 死して 後、 世界の 大 偉人 は 佛國の 現 大統領 ル ー ベ ー であると 思 ふ、 彼 は 徹頭傲 

尾 平和主義の 政治家で ある、 彼 は好戰 的の 佛蘭西 人 を 率ゐて 好誼 を 萬國に 求めつ k ある、 彼 は 近頃 it 

國： 1::- 三年の 兵役 年限 を 縮めて 二 年と なした、 爾 うして 彼 を 能く 識る 者の 一 百に 依れば 彼れ， ん ー ベ ー は 之 

を- 更ら に： 減 縮して 一 年と なさん としつ \ あると 云 ふ、 彼 は 佛國人 をして 獨 國に對 する 其 怨恨 を 忘れし 

めんと 努めつ、 ある、 常に 歐洲 爭亂 の 培養 地 として 目 せ ら れ し佛國 にして 斯 かる 大統領 を 戴く に 至り 

し は 人類の 爲に 最も 賀 すべき ことで ある。 

明治 一一； 十六 年 (一九 0 三年)  一一 ー〇五 


時 事  一ーー〇 六 

戰爭の 人 

人類の 敵 は 人類で ある、 日本ん の 敵 は 日本人で ある、 心に 平和な き 者 は 凡ての 人 を 敵と して 立つ 者 

• である、 斯 かる 人に は戰は ざれば 平和なる もの はない、 彼 は 外 國と戰 つて 始めて 國 人と 和す る 者で あ 

る、 反對 黨と戰 つて 始めて 自黨の 者と 一致す る 者で ある、 敵な くして は 平和と 一致と を 味 ひ 得ない 彼 

は斯 股に 在て 實に 不幸なる 人で ある。 

義戰の 迷信 

余 も 一時 はまに r 義戰」 なる 者が あると 思った、 然し 今は斯 かる 迷信 を 全く 余の 心より 排除し 去た- 

「義 戰！」 何故 r 義諷」 と 曰 はない 乎、 若し 世に 義 しき ，4 があるなら ば義 しき 戰爭も あるで あらう、 

殃 1 し 正義の 罪惡の 無い 間 は (雨う して 斯 かる もの、 あり やう 害 はない) 正義の 戰爭 なる もの、 あり や 

う 普 はない、 余 は 今に 至て 曾て 「日 淸戰爭 の義」 なる もの を 拙き 英文に 緩って 我 國の義 を 世界に 向つ 

て訴 へし を 深く 心に 恥る 者で ある。 

余の 理想の 國 

若し 余の 理想に 近い 國を 首へ とならば 余 は 答へ て 曰 ふ、 r 瑞西 である、 白-耳 義で ある、 和 蘭で ある 

都 威で ある、 帝國 主義 を唱 へざる 北米 合衆國 である」 と、 是等は 皆な 劍を須 ひすして 農と ェと 商と を 

以て 世界に： 莉 たるの 國で ある、 艦の 擁護す るな きに 那 威の 商船 は 世界 到る 處に 運輸の 業 を 營んで £S 


る、 強兵の 威嚇す る ことなくして 瑞西は 其 懐中時計 を 世界の 人に 使用せ しめつ、 ある、 三 億 萬 頃の ト 

麥の 輸出 は米國 人に 取て は 二十 萬噸の 軍艦に 愈る の 勢力で ある、 國は 兵を滅 する 丈け. それ 丈け、 幸 

福になる ので ある やうに 見える、 日本 國を 世界の 黄金 國と爲 すの は 左程 六ケ しく は あるまい と& ふ。 

(『萬 朝 報』 九月 サ 七日) 

近 時 維 感 (五) 

正 反對の 人生 觀 

曾て 牛 込 藥王寺 前 町に 住居し 頃、 近所の 睦軍將 校の 一 人に して 頗る 有望の 少壯 士官 某が 度々 余の 寓 

居を訪 ふて 余に 種々 の 人生 上の 質問 を 試みた、 余 は 別に 遠慮す る 所な く、 通常の 通り 余の 採る 所の. E 

義 信仰に 就て 述べた、 然るに 彼れ 一日 また 余を訪 ふて 曰 ふた、 「先生のーー目ふ所は我等の言ふ所とは^^ 

反對 である、 我等 軍人 は 毎日 殺す 事の み を考へ 居る に 先生 は す ことのみ を考 へて 居る、 余 は 到^ 永 

く 先生の 敎を受 くる こと は 出来ない」 と、 彼 は 此言を 放った 後、 未だ ー囘も 余の 家を訪 ふたこと がな 

い、 余 は 想 ふ、 愛すべき 彼 は 今日 此頃は 盛んに 開戰 論を唱 へつ，， あるで あらう と。 

露國 兵卒の 述懷 

露國 兵卒の 一 人、 贫て露 土 戰爭に 出て 土國 兵卒の 一 人を銨 殺し、 彼れ 亦 傷 を 食 ふて 其 傍に 仆る、 幾 

明治 一一 一十 六 年 二 九 011I 年)  £3,, 
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干もなくして彼れ^；；護卒の發見する處となり、 擔 がれて 味方の 陣に歸 り、 終に 架 彼 得堡の 病院に 輸送 

さる、 病床に 在て 彼れ 感覺 を间復 する や、 頻りに 彼の 殺せし 土國の 兵卒の 事 を 思 ふて 歇 ます、 彼の 傍 

に 在りし 人々 に 告げて 曰く 「余 は 余が 銑劍を 以て 刺殺せ しかの 土 圃の靑 年に 對 して 何の 怨恨 を も 抱か 

す、 彼れ 亦 余に 對 して 何の 怨恨 あるな し、 然るに 余 は露國 人に して 彼 は 土 耳 古人な りしが 故に、 我等 

徴 せられて 戰 場に 出で、 劍を 以て 相爭 ひ、 彼 は 余 を 傷け、 余 は 彼 を 殺したり、 想へば 何の 理由 ありて 

余 はかの 好個の 青年 を 殺せし 乎 を 知らす、 若し 戰場 以外に 於て 余 は 彼と 遭遇 せん 乎、 我等 雨 人 は 最も 

好き 友人と なりし ならん、 嗚呼 忌むべき は戰爭 なる かな、 余の 傷 平癒す る 後 は 余 は 終生 戰爭の 廢止を 

唱 へて 歇 まざるべし」 と、 知らす 同一 の感を 懐く 者は遼 東の 野に 支那 人 を 刺殺せ し 我が 兵卒の 中に も 

有る や 無き や。 

余 をして 若し 外務 大 た らしめば 

若し 余 をして nr 本國の 外務大臣た らしめば (勿論 こ 上 二 四百 年間 は斯 かる ことの あり 得べき 害な し 

と雖 も) 余 は先づ 内閣 x% 議に 於て 軍備 全廢を 議決し 置き、 然る 後に 露國 政府に 通牒して 一一 一一 口 はん、 「贵 

國 の滿洲 朝鮮に 於け る 行爲は 横暴 を 極む、 余 は 日本 國 政府 を 代表し、 玆に 貴國の 反省 を 望む」 と、 然 

れ ども 露國 政府 は 勿論 斯 かる 忠告に は 少しも 耳 を 傾けざる べし、 彼 は 心に 笑て 曰 はん、 「日本 义忠吿 

を 試む、 我れ 更らに 滿洲の 兵備 を增 して 彼 を 威^せん」 と、 然れ ども 余 は 弛ます 更 らに忠 吿を績 けて 

曰 はん、 「余 は 重ねて 責 政府に 忠告す、 貴 國は非 紳士的 行 爲を續 けつ k あり、 余 は 人道の 名に 由り て 

贵 國に改 伎を勸 吿 す、 若し 夫れ 軍備に 至って は 弊 國は之 を 大罪 惡を行 ふための 凶器と 認め たれば 旣に 


之 を 八土践 せり、 故に 若し 責國 にして 暴力 を 以て 弊 國と爭 はんと せ ら る、 ならば、 弊國 は 人道の 明訓に 

循ひ、 然り、 責國 民が 信じて 以て 世界に 誇らる k 基督 敎の敎 訓に循 ひ、 暴 を 以て 暴に 報いざる べし、 

余 は 日本 國 民に 代て 曰 ふ、 イエスキリストの 聖 名に 由り 貴國の 非行 を 改められよ」 と、 彼れ 露 國は勿 

論容 la に 斯 かる 君子 的の 言 を 信ぜ ざ る ベ し、 然るに 彼の 日本 國 駐在 の 公使より 日本 國に 於け る 軍備 全 

廢の報 を 聞き 亦 世界 备國の 新聞紙が 筆 を 極めて 日本 國の 行動 を讚稱 する を 見て 頑冥なる 露 人 も 稍 や 其 

を 啓かる. 1 の感 ありて- 或は？ 1 者 を 放て 日本の 眞意を 探らし め 或は 其 使臣 を嗾 して 更に 日本人の 新 

決心 を 確め しめ、 而て 事實の 終に 否むべからざる を 悟りて、 全 朝の 大臣 は大に 心に 恥る 所 あり、 新た 

に 日本に 返驟 して 曰 はん、 「我等 は 誤れり、 責國 願く は 今日までの 弊國の 非行 を赦 せよ、 弊國は 喜ん 

で 貴 國の勸 吿を納 れん、 弊國は 先づ絕 東に 派遣せ し 弊國の 軍艦 を 召還し、 以て 貴國の 疑惑 を 解く ベ し、 

滿洲撒 兵に 就ても 勿論 進んで 責 意に 從 ふべ し、 只 願く は 責國に 於ても 大連灣 並に 旅 順 港の 西 比 利亞開 

發に缺 くべ からざる 者た るを諒 せられ、 弊國の 特に 之 を 使用す る を 許されよ、 若し 夫れ 滿洲に 就て は 

貴國も 願く は 其 良民 を 送られ、 弊國の 民と 偕に 其 SI 發を援 けられよ、 日露 雨國は 多くの 點に 於て 其 目 

的と 利ハ： ^と を 共に す、 我等 は爭 ふべき 者に 非す して 相援 けて 亞細亞 の 億兆 を 開明に 導く の 天職 を 有す 

る 者たり、 貴國 願く は .^I- 日までの 弊 園の 非 禮を赦 せよ」 と、 玆に 於て か 眞侗の 平和 は 太平洋より バ ル 

チック 海に 涉り、 松 江、 鴨 綠の水 は 何の 故障な くして 靜 かに 诲に注 ぐに 至り、 滿洲の 平原 は 禾穀の 黄 

余波 を 揚げて、 富 土と ウラルと は バイカル湖 邊に 於て 握手し、 ヒ マラ ャ 山上 叉 遠から すして 平和の 旗 

の 翻へ る を 見ん。  (『萬 朝 報， 一 九お 三十日) 

明 .n 一一： 十六 年 (丁兀 0 三年)  11 一 0 九 


^  ^  1 ニー  o 

朝 報 社 退社に 際し 淚香 兄に 贈りし 覺書 

小生 は 日露 開戰に 同意す る こと を 以て 日本 國の減 亡に 同意す る こと- - 確信いた し院。 

然り とて 國民擧 て 開戰と 決す る 以上 は 之に 反對す る は 情と し て 小生 の 忍ぶ 能 はざる 所に 御座 候。 

然り と て 叉 論者と し て 世に立つ 以 上 は 確信 を 語ら ざ る は 志士 の 本分に 反く こと、 存候。 

殊に 义た朝 報に して 開戰に 同意す る 以上 は (其 意 は 小生の 充分に 諒 とする 所 なれ ども) 其 紙上に 於 

て 反 對の氣 味を帶 ぶる 論文 を揭 ぐる は 之れ 小生の 爲 すに 忍びざる 所に して、 叉 朝 報が 世に 信用 を 失 ふ 

に 至る の 途と存 候。 

玆に て 小生 は 止む を S£ す、 多くの 辛ら き 情實を 忍び、 當 分の 論壇より 退く ことに 決心 致し 候 、 

小生の 微意 御 諒察 被 下 度候リ 

朝 報 に 對す る 小生の 好意 は 今 日 も 前 H と 毫も 異な る 所 無 之 候。 

明治 三 ト六年 十月 九日  .2： 村 鑑 三 
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(『萬 朝 報』 十お 十二 日： > 

『よろ づ短 言』 自 序 


余は此 書に 牧 むる 所の もの 、余の 書くべき ものな りし や、 書く ベから ざり し 者な りし や、 今に 至る 

も 未だよ く 知る 能 はす、 然れ ども 成りし 者 は 成れり、 而 して 佘は其 散 亂を懼 れて今 玆に之 を 一書に 纏 

めて 世に 公に する こと，^ なせり。 

現世の 事、 何事 か 悲憤の 種なら ざらん や、 世 は 其 終末に 至る まで 正義 を 追求す る 者の 嫌惡 して 止ま 

ざる 所の ものなる べし、 世に 義人 あるな し、 一人 も あるな し、 腐敗せ る は 日本人の みに 限らす、 全人 

類 總て然 り、 此に謂 ふ 忠君なる もの、 愛國 なる もの、 一 つと して 偽善なら ざる はなし、 吾等 斯， に 在 

て 偽善 國に 在るな り、 人 は 皆な 生れながら にして 鬼な り、 輕の裔 なり、 誰か 眼 を 開て 人世 を 透察せ し 

者に して 其 中に 善き もの を發 見せし 者 あらん や。 

然れ ども 吾等に 亦 理想 鄕の ある あり、 其 は 日本に 非す、 勿論 米 國英國 に 非す、 國旗を 有し、 軍隊 を. 

備 ふる 園の 中に 吾等の 國と稱 する に 足る の國 あるな し、 吾等の 國は 天に 在り、 歡 喜の 國、 平和の 鄕、 

吾等の 眼の 淚の 凡て 拭 はる i 所、 吾等の 籍を斯 か る 理想 鄕に 置き て 吾等 は 心に 滿 足し て 惡鬼 の 組織す 

る 現^の 社會に 在る を 得るな り。 

暗き は 明き を證 す、 憤怒 は歡 喜の 反證 なり、 來^ を樂む 者の み 現世 を 憤る の 權利を 有す、 此 書に 顯 

はれた ろ 余の 悲憤の 如き も 亦此書 以外 に顯 はれた る 余の 大歡喜 大"： f 足 の 他の 一 面と 稱す ベ きのみ-" 

明治 三十 六 年 十月  著 者 
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謹んで 敬友黑 31； 淚香君 に 白す 

余 は！ ー囘 まで 君に 招かれて 口 本圃の 文壇なる 者に 登れり、 故に 余に して 若し 其 上に 立て 善を爲 せし 

なら ば 其 功 は 悉く 界 に 歸す ベ し 、 然れ ど も 若し 惡を爲 せし-な らば 君 は 余と 偕に 其 責任 の 幾分 S た ざ 

ろべ からす、 今、 ilj; の 認諾を 得て 兹に 一書と なして 世に 公に する 是等 『萬 朝 報』 所載の 短篇に ん全. 

く 干 與を担 ひ 能 はざる 者な り と 信す。 

余 は戰举 問題に 就て 君と 少しく 信 を 異にする が 故に 君と 刖れ ざる を 得ざる に 至れり、 然れ ども 退て 

深く 君と 余と の 問に 存す る 不同の 點を 探る に 是れ -IHl: 々 たる 國家 問題 に 於て 在る にあら す して、 ^の 創 

始 よりおめ られ たる 我等の 天職 問題に 於 て^する を^るな り、 卽ち天 は 君 を 新聞記者 として 造りし に 

對 して 余 を 坊主と して 造りたり、 而 して 坊主た る 者 は， 喊を世 問の 事に 容 るべ からざる 定則に 從ひ、 余 

は 文 « を 退く と 同時に 君と 事業 上 の 關係を 絶た ざ る を 得 ざ るに 至りし なり。 

おれ ども 人 は單に 事業 的 動物に 非す、 彼に 靈 精の 存 する ありて、 彼 は 事業 以外、 然り、 信仰 以外に 

於て 亦 親密なる 友人たり 得るな り、 「凡ての 眞 面目なる 人 は 一致す」、 余が 余の 坊主の 職務に 誠實 な. 

る 丈け それ 丈け、 余 は 君の 最も 深き 所に 於て 君の 最も 深き 友人たり 得るな り、 故に 余 は 君と 事業 上の 

提携 を站て 後に、 深 き 悲痛の 底に 又 深 き歡 喜を藏 す。 

Ij?; に 招かれて 文壇に 昇りし 余 は 令 や 此著を 余の 最後の 遺物と して 時事問題に 刖を吿 げんと 欲す、 今 

より 後、 余の 筆は來 世に 就て 語て 現^に 就て 語らざる べし、 天國に 就て 述べ て 日本 國に 就て 述べざる 


べし、 余の 始めて 朝 報 社 人 社の 託 を 君より 受 くる や、 余 は 太平 記 所載の ニ條中 將爲明 卿の 一 首 を藉り 

て 余 の 志 を 君に 述べたり き、 而 して 今や 七 年の 後、 時事 文壇 を 退く に 方て 余 は 又 同じ 太平 記 所載 の 萬 

里 小路 藤 房 卿 遁世 の 辭を藉 りて 余の 大希 Slii の 存 する 所を宣 べんと 欲す。 

住み 抬 つる 山 を 憂世の 人と は 、乂 

あらし や 庭の 松に 答 へん 

終に 臨みて 余 は 君の 健康と 『萬 朝 報』 の 萬 歳と を 祈る。 

明治 三十 六 年 十月 十一 曰  內村鑑 三 

C 未發 表) 

あの』 亩 r 

〇戰^|.-は始まる乎も知れなぃ、 始まらない 乎 も 知れない、 然り、 戰 (サは 旣に始 つて 居る、 今始 つたの 

ではない- 力 インが アベル を 殺した 時に 始 つたので ある、 人類 は 同胞 相互 を 妬んで 居る、 憎んでほる- 

雨 つ し て 兄 を 憎 む 者 は 兄 弟 を 殺 す 者 で ぁ る と 架， 書 に 書 い て ぁ る 、 祌 を 長 れ ざ る 人 類 は 劍 を 以 て 戰 は 

ざる 前に 其 心に 於て は 業に 旣に 相丌； を 屠りつ 、ある、 彼. 等が 劍を拔 いて 同 類 を 殺し、 砲 を 放って 隣人 

を 屠る の は 此！： 心 百鬼夜行の 狀態を 外に 顯 はすまでの ことで ある。 

〇 劍を 以て 權 しもの は 趣し ものに 非す して 盗みし ものない り、 而 して 盜 みし もの は 終に 亦 他の 奪 ふ 所と 

たる、 戰(1^^は，訃惡なるのみならす、 嚴策 なり、 若し 物 を 得ん と 欲せば 正直なる^ 働 を 以てすべし、 劍 

明^ 一一 一 卜 六 年 (一九 0 一一： 年)  三 ニー 一 


と 銑と を 以てして 强盜の 所業に 傚 ふべ からす、 過^ 六,^ 年 1? の 人類の 歷史は 最も 明白に 此 一 事 を 示す 

にあら す や、 然るに ニト^ 紀の 今日、 尙ほ此 歷史の 敎訓を 覺る能 はすして 血 を 流して まで も、 我意 を 

張らん と 欲す、 嗚呼 愚なる かな 人類、 彼等 は 未だ 地を嗣 ぐの 術 を 知らざる なり。 

© 世に 基督 敎圃 なる もの ありと 信す る 勿れ、 地上 未だ 斯 かる 國 あるな し.' 兵を蓄 ふる 國は 基督 敎國に 

あらす、 海に 兵 艦 を 浮べ、 陸に 砲車 を 引きながら 我 は 基督 敎國 なりと 云 ふ 者 は 僞善國 なり、 而 して 斯 

かる 國は 英國 なり、 露國 なり、 米國 なり、 獨逸國 なり、 彼等 何の 面目 ありて 異敎 徒を敎 化せん とて 宣 

敎師を 外國に 送る や、 「醫 者よ、 自身 を醫 せ。」 

〇 rs-c 裔」 とは學 者と パリ サイ 人との みに あらす、 今の 世に 在て 開 戰 論を唱 へて 恥と せざる 基督 敎 

の 敎師、 ^. 迫師、 牧師 も亦是 類な り、 キリスト は斯 かる 敎 法師に 必らす 告げて E ひ 給 はん 「斯 かる 者 

は 磨石 を その 頸に 懸けられて 海の 深に 沈められん 方、 なほ 益なる べし」 と (馬 太 傅 十八 章 六 節 )o 

(『|^?書之研究』 十一月 十九 日：) 


明治 三十 七 年 二 九 〇gl 年) 


基督 敎と 社會主 義 (再び) 

i- に は 基督 敎を社 主義と 泯同 する 者が 多く ある、 然しながら 余輩が 曾て 本誌に 於て 述べ し 通り 基 

ズ-敎 は 4 會中： 義とは 其 根本の 主義 を 異にする 者で ある、 爾 うして 一 一 者 同 一 の 者で ない こと は； W 會 主義 

や "いで： 一:^! ^しい あ 督敎を 嫌 ふきが 多く あるので 分かる、 我國に 於け る此 主義の 主動 者の 一人なる 幸 

德 秋水 氏が 近- 顷發 行に なりし 「直言」 と 云 ふ 雑誌に 寄 送され し 短文の 中に 左の 如き 言が ある、 。 。 。 

予は 直言す、 ：ド は！^ 敎を 好む、 怫敎は 少しく 嫌 ひ 也、 神道 は 甚だ 嫌 ひ 也、 耶蘇 敎に 至りて は 尤も 

嫌 ひ 也、 酒を飮 かな、 煙草 を飮 むな、 借金 をす るな と 云 ふ 人 は 極めて 嫌 ひ.^、 

是を 以て 見ても 社會 主義が 基督 敎の 親友で ない 事 は 最も 明白に 分かる、 一 一 者の 關 係が 社 會 主義者の 方 

から 斯 くも ハ ッ キリと^?;„|明されて、 余輩 は 返て 喜ぶ 者で ある。 

但し 社會 主義者に 斯 くも 嫌 はる k 基督 信者が 今 n まで 社會 主義 幷に 幸德 氏に し尠 からざる 同情 を 

表し 來り しこと は 氏に 於ても 承認 せらる、 所で あら ふ。  (sf 書 之 W 究』 一月 サ 一日〕 

明 IS 三十 七 年 (一九し s: 年〕  一一 ニョ 


時事  三 一六 

國 難に 際して 讀者 諸君に 吿ぐ 

今や 國 難の 時な り、 我 倚 は 殊更ら に 固く 午後 七 時の 祈 躊の時 を 守るべき なり、 我 倚 は 此の 時に 心 を 

一 にし、 1^ を 一 にして 神に 祈るべき なり、 第一 に圃 のために、 第二に 四千 五 百 萬の 同胞の ために、 第 

三に 〔1 を 背に して 戰 地に，： i ひし？ -敢 なる 兵士の ために >  第 四に 其 家族の ために、 第五に 我 儕の 同志に 

して 身 を 敵彈に 曝ら す 者の ために、 而 して 亦 我 儕の 敵 人の ために、 我 倚 は 熱き 信仰 を 以てするべきな 

り， 而 して 只に 口と 心と を 以て 祈る のみなら す、 我 俾の總 ての カを盡 くして 多くの 悲しめる 者に、 慰 

藉と投 助 と を 供し >  彼等 の 悲痛 を し て 寸毫た り と も輕か らしむ ベ き な り。 

戰^ Q 惡事 たると 否と は 今や 論 V ザすべき 時に 非す、 今 は 祈禱の 時な り、 同情、 推察、 援助、 慰藉の 

ooooooooo ゥ 00O0OOO0 ちいに" み O00000O000O00O00O0  O つ 0 

時な り. 今の 時に 方て 我 倚の 非戰 主義 を 主張して 矜恤の 手 を 苦しめる 同胞に 藉 さ^るが 免き は 我 倚の 

i じて 爲 すべから ざる ことなり。 我 倚 は 各自、 手に 手に ギレアデの 乳香 を 取り、 我が 民の 女の 痛める 

^を醫 さば や (耶利 米 亜記 八の 廿ニ )o  (『犁 書 之 研究』 二月 十.，、 H) 

感 三 則 

戰 時に 於け る我濟 

我 倚 基督 信者 は戰 時に 於 て は 殆んど 用の 無い 者で あり ます、 然 し戰 後に 於て は 多少 役に立つ 者 で あ 


ります、 若し 食ければ 國民は 非常に 失望し ます、 其 時に 我 倚 は 彼等に 多少の 慰藉 を 供す る ことが 出來 

ます、 勝てば 彼等 は 非常に 高ぶります、 雨う して 其 結 として 社會は 令よりも 一層 墮 落します、 其 時 

に 我 儕 は 其 腐敗 を 多少 止める ことが 出来ます、. 我 傅 は 今 は 心を靜 かにして 戰 後の 御用 を 待ちつ 、あり 

ます。 

震動の 效用 

天地の 震 はれる の は 震 はれざる 者の 存ん がた めであります (希 伯來書 十二 章 卄七節 )* 偽善と a; 善 

わ か  みちみ つ 

とは斯 かる 時に 判 分る のであります、 惡 の充盈 る^に 時々 斯 かる 震動が 臨みませんならば、 正義 は 

つ ひ  ど  しん ど-フ 

兗には 何うな り ませう、 震動 其 物 は 求むべき ものではありません が、 然 かし 震動 は 神の 正義が 世に 纈 

しんど  えん/^ も ゆ 

はる & ための 機會 となります、 私共 は 神 怒が 炎々 と 燃る 中に 在ても 其 恩惠を 讚美して 歇まな い 若で あ 

ります。 

静 なる 歡 喜 

我等 は， の 人の やうに 歡びは 致しません、 去りと て 亦 世の 人の やうに 悲みも ti:- しません、 私共 は 永 

遠より 永遠に 涉る 祌の聖 3!" の 活動 を 信す る 者であります る 故に 一 勝 一 敗に 由て 喜 怒 哀樂" 激變を 感じ 

ません、 私共の 歡喜 は靑空 を 通？ i して 無 極にまで 及ぶ 光線の 如き ものであります、 靜 にして 深く、 神 

より 出て 盡 くる 所の ない 歡 喜であります.， 地 移り、 海鳴り、 山 は 動く も 何で ありませ う、 H ホバは 其 

S も， 殿なる (チ 苗に 在し ます、 我等 は 其 前に 在て 靜な るべき であります (哈巴 谷 書 一 一 章廿 節)。 

明 .As 三十 七 年 (一九 C-H 年〕  一一 二. V 


主戰 論者に 由て 引用 せらる 、基督の 言葉 


W 福 昔 書の 中に 錄 されて ある 基督の 言 紫の 中に 彼が 戰爭を 是認して 居る かの 如くに 見 ゆる ものが 二 

つか 三つ ある、 然し それ 以上 はない、 彼が 總 ての 抵抗 を 明白に 否認した 言葉 は數多 ある、 然 かし 彼が 

戰爭を 是認した るが 如くに 見 ゆる 彼の 言葉 は 極く 僅少であって、 其 意味 も 至て 暖昧 である、 吾等 は此 

研究に 人る に 先立って 此 明瞭た る  一 を 深く 心に めて 置かなければ ならない。 

目に て 目 を 償 ひ、 齒 にて 齒を 償へ と 言へ る こと ある は 爾曹が 聞し 所な り、 然れど 我、 爾 曹に吿 けん. 

惡に 敵す る こと 勿れ、 人、 繭 酉の 右の 頰を擊 たは 亦 ほかの 類 をも轉 らして 之に 向けよ、 (馬 太 ©卞 五 I 牟 

卅八、 卅九 節)、 是れ 確かに 戰 爭を勸 める の tf- ではない、 是れは 勿論 守る に は實際 甚だう 困難い 敎訓 つ、 

ある、 然し 是れが 基督の 敎訓 であって、 天國 のおの 守るべき ものである、 吾等 は 此罪惡 の 廿界に 於て 

實際上 其 不可能 事なる を唱 へて、 其 最も 明白なる * 敎 の敎義 である こ と を 担ん で はならない〕 

イエスと 偕に 在リし 者の 一 人、 手 を 伸べ、 劍を拔 いて 祭司の 長の 僕 を 撃ち、 其 耳 を 削お とせ リ、 ィ 

エス 彼に 曰 ひける は 雨の 劍を故 處に收 めよ、 凡て 劍を 執る 者は劍 にて 亡ぶべし (馬 太 俾廿六 章 五一 、 

五一 一節/ 是れィ H ス が 明 狀に劍 を 執る こと を 禁じ 給 ひし 言葉で ある、 如何なる 主戰 論者 もィ H ス の 

口より 此霄の 出し を 知て は 彼に 戰爭 是認の 責 ii- を 良 はせ る こと は出來 ない、 イエス の 比 一 百た る ゃ赏に 


非戰 主義者の 標語と して^す る ものであって、 此聖語 を 心に 留めて、 幾人の 帝王 や 侯伯が 戰 はんと 欲 

して 戰を 止めた か 知れない、 古代の 基督 敎の 辯護學 者と して 名 を 知られた るタ ー チ ユリアンと 云 ふ 人 

O0O0OOO0O0000000O0000OOO0O0O 

はィ H スの此 言に 就て 曰 ふた 「主 はべ テ 0 の 手より 劍を奪 ひ 給 ひて 全人 類に 廣劍を 命じ 給へ り」 と。 

イエス 坐して 其 十二の 弟子 を 召び、 彼等に 曰 ひける は 若し 首た らんと 欲 ふ 者 は 凡ての 人の 後と なり、 

且つ 凡ての 人の 使役と なるべし (馬 可 傳九章 三 五 isy 是れ は戰爭 と は 直接、 何の 關係 もない 一 W 葉で 

は あるが、 然 かし 善く キリストの 心を顯 はした ものであって、 若し 此 語の 精神が 人類 に 貫徹 すれば 

敏爭は 根より 絕 たれて 仕舞 ふに 相違ない、 首た らんと 欲する のが、 總 ての 爭鬪の 起因で ある、 我が 正 

當の權 利を衞 るた めで あると か、 人類の 平和 を 計る ためで あると か 云 ふの は、 詮 する 所 皆な 此 首たら 

んと 欲する 野心 を蔽 ふための 託 一一 一一 n に過ぎない。 

其他直接間接に^！^-鬪を誠しめたる聖書の言は實に數限りなぃ、 某 督敎其 物が 特別に 負ける 者 を 慰め 

るた めの 宗敎 である、 柔和なる 者 は 福な リ、 其 人 は 地 を嗣ぐ こと を 得べ ければ なリ (馬 太 俾五章 五 

O0000O0OO000  O0 ひ 0  3  0000000000 

節)、 是を S や 日の 一一 一一 n 葉 を 以て 言へば r 踐附 けらる. -者は 幸 ひなり、 其 人 は 世界 を 其 所有と なす を 得べ 

ければ 也」 となる ので ある、 亦 聖書に 於て は 「謙" りたる 心」 とい ふ 言葉が 度々 用 ひられて 居る (腓立 

比 書 二 章 三 節、 哥羅西 f 三 章 十二 節、 以弗所 書 四 章 二 節 等參考 )、 是を希 職 語で tapeiuophrcsul& 

と 云 ひて、 之 は 甚だ 稀 態なる 言葉で ある、 「タ ペイ ノス」 と は 「打ち 展 げられ る」 の 意であって， 洽 

度 金が 鐵槌 にて 薄紙の やうに 打ち 展 げられ ると 云 ふやうな 意 を 示す 言葉で ある、 r フ ：1 スネ ー」 は 心 

であって、 タべ イノ フ n スネ ー と 云へば 他人に 踐 つけられ、 叉 は 息 苦に 擲き 伏せられて、 頭の 擡げ や 

うの 無くなった 時の 心の 狀態を 指示す 言葉で ある、 是れは 支那 語の 謙遞 ではない、 殆んど 屈辱と 譯す 
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時 事  一二 マし 

ベ き 一一 m 葉で あ る、 然るに 聖書 は斯か る 卑屈 氣 味た る 心 の 狀態を 以て 祌の 心と なし、 基督 信者の 追求す 

べき 心の 狀 熊と 做す ので ある、 斯 かる 事を敎 ゆる 基督 敎は 善き 敎 である 乎、 又は 惡ぃ敎 である 乎、 其 

事 は^ 問題と して、 是れが 創始に キリス ト 、バウ 口、 ョ ハネ 等の 人々 に 由て 人類に 傳 へられた 基督 敎 

なる もの & 根本的 敎義で あった こと 丈け は 何よりも 明白なる ことで ある、 然る を 是事を 知らす し て 、 

今時の 英吉利 人 や： 亞米利 加 人が 唱 ふる 所謂る 基督 敎 なる もの を 見て 其れが 基督の 基督 敎 であると 思 ひ、 

グラッドストンに 聞いて キリスト に 聞かす、 ル ー ズ ベルトに 學ん で 。ハウ &に 學ば ない 者 は、 全然 基督 

敎を 誤解す る^で ある、 國威 宣揚と か、 權利擴 張と か 云 ふやうな こと は 基督 敎の 書に は 一 つも 書い 

てない、 基督 敎は 現世に 於け る 凡ての 權 利の 放棄 を勸 める ものである、 (若し 暴力 を 以て 要求 さる \ 

場合に は)、 犠牲 を敎 へる、 宥 恕を敎 へる、 無限の 讓 退を敎 へる、 夫れ がた めに 基督 敎は 惡ぃ敎 であ 

ると 云 ふなら ば 其れ は 夫れ まで ある、 基督 敎は 斯く敎 へる 者で ある、 爾 うして 斯く敎 へて 一 一千 年間 

を經 過し 来った 者で ある、 斯 かる 歷史を 有つ 基督 敎は 勿論、 政治家 や 軍人の 便宜 を 計って， 今日、 其 

根本的 教義 を 曲げん とは爲 ない、 「殺す 勿れ」 「劍を 執る 者は劍 にて 亡ぶべし」、 然り： 大地 は 消え 失 

す る とも 其 通 りで ある、 全世界の 國 家が 是が ために 悉く 崩る、 とも 其 通 りで ある。 

ヒ！ ん t5  .!> 

キリストの 心の 爱に 在る を 知て キリストの 語られし 凡ての 言葉の 眞 正の 意味が 解かる ので ある、 吾 

等 は 河の 流れの 方向 を 量る に 其 渦 や 逆流の 方向 を 以て は 量らない、 吾等 は 河 水 の 全量 の 流る、 方向 を 

見て 河の 流れの 何れの 方角に 向て 流れる か をお むる ので ある、 吾等が 聖書の 言葉 を解釋 する に 方ても 

同じ 方法 を 取らなければ ならない、 聖書 全 體の意 が 日を睹 るよりも 明かに 平和、 寬容、 受難に ある 

の を 知て、 我 倚 は 其 中に 一 ニニの 之に 反對 する が 如くに 見 ゆる 言葉が あれば とて 夫れ を 以て 基督 敎は戰 


爭を 是認す る ものであるとの 斷案を 下して はたらたい、 其れ は恰 かも 詩篇 第 十 四 篇ー 節に 在る 「：@ 者 

は 心の中に 神な しとい へり」 との 言葉の 中より 「神な し」 との 短 語 を 引いて 聖書に 依て 無神論 を唱へ 

るの 類で ある。 

今、 主戰 論者 に 依て 引用 せらる.、 新約聖書 中 の 言葉 を撿擧 て 見る に實は 左の 二より 外 は 無い の で あ 

る. - 

其 第 一 は 

地に 泰平 を 出さん 爲 めに 我來れ りと 意 ふ 勿れ、 泰平 を 出さん とに 非す、 刃 を さん 爲 なり、 夫れ 

そ  むすめ  よめ  しう とめ 

我が 來るは 人 を 其 父に 背む かせ、 女 を 其 母に 背む かせ、 媳を其 姑 に 背かせん ためなり、 人の 敵 

は 其.： ¥ の 者 たるべし (馬 太傳 十章卅 四、 五、 六 節) 

是れと 同 一 の 意義に て聖 ルカに 依て 傳 へられた る 言葉 は 左の 如き ものである、 

我 は 安全 を 地に 施 へんと て來 ると 意 ふや、 我れ 爾曹 に吿 げん、 然ら す、 反て 分爭 はしむ、 今より 

後、 了 冢に五 人 あらば 三人 は 二人に 敵對 し、 二人 は 三人に 敵對 して 分かるべし、 父 は 子に、 子 は 

むすめ  よめ 

父に、 母 は 女に、 女 は 母に、 姑 は其婦 に、 婦は其 姑に 敵對 して 分かるべし (路加 傳 十二 章 五 一 、 

一 一、 三 節) 

一 一人の 幅 昔 記者に 由て 斯の 如くに 傳 へられた るィ H スの 言葉が 今日の 所謂る 國際的 戰爭を 辯 護す るた 

めに 用 ひられる とは奇 も亦甚 しと 一一 百 ふべき である、 處に 吾等の 心に 留めて 置くべき 一 つの ことがあ 

る、 其れ は 架 J 曰に 於け る 自動、 他動の 二種の 動詞の 用法で ある、 「我れ 刃 を 出さん 爲 めに 来れり」 と 

書いて あるの を 見て、 キリストの 此 世に 降り 給 ひし 一 つの 目的 は 彼が 此^に 戰爭を 起こす ためで あつ 
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たと 解して はならない、 恰度 以赛亞 書 第 四十 五 章 七 節に M ホバが 「我れ 平和 を 造り、 また 禍害 を 創造 

す」 と 書いて あるの を 見て 祌は 禍害の 創造者で あると 解して はならない と同樣 である、 ヒ ブライ 人の 

語法と して 他の 國 語に 於て は 他動 的 動詞 を ffl ふべき 場合に 自動的 動詞が 用 ひられる ので ある、 「我れ 

刃 を 出す」 云々 の 場合に 於ても 自動的 動詞 は 他動 的に 解釋 されねば ならない 者で ある、 地に 泰平 を 出 

すの はィ H ス來 供の 目的であった、 然しながら 世が 罪惡を 愛して 正義 を 嫌 ふの 結果、 平和の 福音 は 却 

て 分爭を 呼び 起す に 至らん との 歷 史的 預言 をィ H スは此 處に宣 ベら れ たので ある、 刃 は 勿論 キリス ト 

の 出した もので はなく して、 其れ は キリストの 福 昔 を 忌 嫌 ふ 彼の 敵が 彼と 彼の.？ S 子と に對 して 執る 者 

である、 ィ H ス 自身が 斯 かる 刃に 斃れ給 ふたので ある、 其 弟子なる ョ ハネの 兄？ ^ヤコ ブも 亦へ 0 デ王 

の 手に 執ら はれて 斯 かる 毒刃に 其 身 を 亡した ので ある (行 傅 十二の  一、 二)、 羅 馬帝ネ In の 時に 信 

仰のた めに 同じ 刃に 斃れし 者 幾 isT 其 他 キリストの 幅 音が 眞 面目に 信ぜられた 所で、 此 迫害の 臨まな 

い 所 は 殆んど 無い ので ある、 若し 日本 現 時の 基督 敎會 の 如くに 何の 刃 も 其 信徒 の 上に 臨まな い 場合 に 

は、 是れ 彼等の 信仰の 薄弱に して、 取る に 足らない ものである ことの 何よりも 好き 證據 である、 「十 

字架なくして1^^1免ぁるなし」、 刃 は 或る 形に 於て は 基督 敎の 附隨 物で ある。 

イエス の 愛に 曰 はれし 刃と は 凡ての 闲難、 凡ての 迫害 を 意味す る ものである こと は 誰が 見ても 明瞭 

である、 雨う して 彼の 敎訓 の大體 より 推測して、 是れ 彼の 信者が 其 敵に 對 つて 執るべき もので はなく 

して、 其 敵が 信ぎ を 憎み、 基^ 敎を嫌 ふの 餘り、 信者に 對 つて 取る ものである とのこと は 是れ叉 誰が 

見ても 明白で ある、 且つ 此禍忠 たる 全く キリ ストの 福音 を 信す るの 結 茶と して 信者の 身に 及ぶ 者で あ 

つて、 彼が 此 世の 權利を 主張 せんとす るが ために、 或は 財產 領土 を爭 ふが ために、 彼に 迫り 來る もの 


ではない、 之 を 要するに ィ H スが爱 に 曰 はれし 刃なる もの は此 世の 戰爭 なる ものと は 何の 關係 もたい 

もの である。 

分爭は 天國を 得ん ための 分爭 であって、 地 を 得ん ための 分爭 ではたい、. 地の ことに 就て は キリ ス ト 

は 純然たる 無抵抗主義 を敎 へたので ある、 天の ことに 就て は 此身を 殺して 靈を救 はんこと を敎 へたの 

である、 雨う して 斯 かる 爭鬪は 深く キリスト Q 教 濟に與 かった 者で なければ 知る ことの 出来ない もの 

である、 爾曹惡 を爭ひ 拒ぎ て 未た 血 を 流す に 至らず (希 伯 来書 十二の 四) とは此 種の 信仰の 戰爭を 云 

ン  < る しふ  よろ 

ふたものであって、 信仰の ために 未だ 己が 血 を 流さ る、 に 至る まで は キリストの 苦難 と 之に 伴 ふ其歡 

喜と を識り 盡す 能 はすとの 意で ある。 

斯く 解し 来って、 ィ H スの此 首 葉が キリスト 敎の 信仰と は 何の 關係 もたい 今日の 國際 的戰爭 なる も 

のと 何の 關係 もない 言葉で ある こと は 誰に でも 善く 分かる、 キリ ストの 何たる を 知らす、 彼が 人類の 

ために 供へ し 救 it の 何たる 乎 を識ら ざる 人達が ィ ヱ ス の此 信仰 上の 言葉 を 拉へ來 つて 今時の 戰爭を 辯 

護す ると は 奇怪 干 萬と 言 はざる を 得ない。 

其 第二 は 

又 彼等に 曰 ひける は、 我れ 財布、 旅 袋、 履 をも帶 たせで 爾曹を 遣 はし.^ 時、 爾曹 事の 缺 けたる こ 

と 有りし や、 答へ ける は 無 かりき、 ィ H ス彼等に曰ひけるは，^マは財布ぁる者は之を取れ、 旅 袋 あ 

つ る ぎ 

る 者 も亦然 り、 此等を 有たぬ 者 は 衣服 を賣 りて 刃 を 買 ふべ し、 我れ 爾曹 に吿 げん、 彼 は 罪人の 中 

に算 へられて 有りと 錄 された る此言 は 我に 於て 遂げら るべ し、 蓋、 我 を 指した る 事 は 必す成 げら 

る 可れば 也、 彼等 曰 ひける は 主、 見よ、 爱に 二つの 刃 あり、 イエ ス 彼等に 曰 ひける は 足れり (路 
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時 一  •：  二  s: 

加 傳廿ー 一章^ 五 I 卅八 節)。  . ， 

： 目し て 如何にも 劍 の 使用 を 是認した ォ， かおの やうに 見え る、 面う して 此. W 葉 を 解釋し 一- 1」 つ 々を衞 る 

に 劍戟を 以てし た^は 奸惡を 以てち 名た る 法王 ボー 一 フ ヱ ス第 である、 雨う— 「ー , へ， <が斯 

くィ 一一 スの此 言葉 を， 解釋 したの を 見て 其 正解の 那邊 に存 する 乎 は 推して 知るべき である。 

ィ ェ スが爱 に 鋼の 刃 を H ふこと を 其？ S 子に 吿 げたので ない こと は 左の 諸 項に 照らして 見て 分かる。 

一、 ィ H スが此 言葉 を 發し給 ひし 後、 直に 彼の 敵が 彼 を 捕 へんと て來 りし 時、 其^^子の 一 人が 劍を拔 

？り f  も . 

いて 逮捕者の 一人の 耳 を 削 落しければ、 ィヱス は 弟子に 命じて 「雨の 劍を 故^に 牧 めよ」 云々 の 語 を 

發し給 ふた (同 章 四十 八 節 以下 並に 馬 太 傳卄六 章 五 一 、 一 一節 參考 )、 弟子 は劍を 買へ との ィ H スの實 

葉 を 字義な りに 解釋 して 師と已 との 身を衞 らんと せし も、 彼はィ H スの 叱責に 會 ふて 之 を 元の 雜に收 

めざる を 得ざる に 至った、 若し ィ H ス にして 前に は 刃を賈 ふこと を 命じて 置きながら 今 は 其 使用 を禁 

じたり とすれば、 彼 は 自家撞着の 幾 を 免 かる \ こと は 出来ない。 

二、 衣服 を資 てまで 刃を賈 へよ と 命ぜられて、 弟子 はィ H スの其 聲に應 じて 爱に 二つの 刃 ありと 云 ひ 

たれば、 イエ スは 彼等に 向って 「足れり」 との 一 言 を發 して 其 他 を 言はなかった、 t 右し 眞に刃 を 要し 

たなら ば、 ィ H スの此 首 は だ 解し 難い ものである、 僅か 二 本の 劍を 以て 師弟 十二 三人の 生命 を 護る 

に 足らなかった 事 は 言 ふまで もない、 然るに 一 一本 ありとの 答へ を 聞いて ィ H スは 何故に 是 にて 足れり 

との-一一 K を 出した る 乎、 若し 衣服 を賫 りて まで も 刃 を 買 ふ ほどの 必要が ありたり とすれば、 イエ スは大 

に 弟子の 注意 深き を眷 め、 更らに 数 本 を 購ひ來 るべき を 命すべき 害なら す や。 

三、 若し 爱に謂 ふ 所の 刃が 實 物の 刃で あるたら ば、 其れと 同時に 財布 も 旅 袋も實 物の もので なければ 


ならない、 爾 うして 若し 傳道師 に 刃を携 ふるの 必要が あると ならば， 彼 は 財布 (財 產) を蓄 ふるの 必 

要 も あると 解釋 しなければ ならない 、 然しながら 是れ貪 愁の傳 道. 師を 除く の 外 は 何人も 承認せ ざる 解 

釋 である、 ィ H スの此 言葉 を 傳道師 に 蓄財 を獎勵 した ものと M 釋 する 者が あれば、 其 人 は單に ぼの 嘲 

笑 を 其 身に 招く までの ことで ある、 但し (貪 愁の傳 道 師は言 ふで あら ふ) 若し 刃 を 字義な りに 解釋す 

るなら ば、 何故に 財布 を 字義な りに 解して は惡ぃ 乎と。 

然 らば ィ H スの此 言葉 は 如何なる 意味 を 運ぶ ものである 乎。 

言 ふまで もな く、 困難の 到来と 同時に (そ はィヱ スが其 敵の 手に 附た さるべき 時、 近づき たれば な 

り) 是に對 して 弟子の 心の 結束 を 促が した ものである、 卽ち 使徒 パゥ „1 の 言葉 を 以て 雷へば r 是 故に 

爾曹 神の 武具 を 取るべし、 是れ惡 しき 日に 遇 ひて 敵を禦 ぎ、 凡ての 事 を 成就して 立たん 爲 なり」 との 

せ である (以弗 所 書 六 章 十三 節 以ドを 見よ)、 卽ち 暗黑の 王の 今や 攻め 來 りて 爾曹を 索め て麥の 如く 

に條 はんとす る 時 到り たれば、 雨曹心を堅くして爾曹の信仰の冠13^を奪はる」勿れとの痛切なる勸告 

で ある、 爾 うして ィ H スの 言葉 に斯 かる 過激に 瀕した る 語調の ある こと は 聖書の 他の 所 を 善く 讀ん だ 

もの k 齊 しく 見 認める 所で ある、 ィ H スは或 時 は 自己 を强 盜に譬 へ 給 ふた (馬 太傳 十一 一章 廿九 節)、 

叉 不義なる 裁判人に 善へ 給 ふた (路加 傳 十八 章 一節 以下)、 叉 己れ 平和の 君で ありながら 我 は 刃 を 出 

すため に來れ りと 切言し 給 ふた、 雨う して 斯 かる 口調 はィ H ス 一 人の それでな くして 聖書 記者 全體の 

口調で ある こと は舊約 の 豫 言 を讀ん だもの 、誰でも 知る 所で ある、 雨う して 斯く切 曾し て 聖書 記者 は 

針 小 を 棒 犬し、 細事 を 誇張す るので はない、 靈の こと を 語る 者 は 如何なる 言語 を 使 ふ も 意味の 甚だ 足 

ら ない 事を感 する 者で ある、 詩人 ダンテの 如きが 其 善き 一 例で ある、 彼の 文 を 過激な りと 稱 する 者 は 
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未だ 彼の 心の 更ら に數層 之よりも 激烈なる ものであって、 彼の 熟 筆 を 以てしても、 到底、 彼が 人類と 

彼の 阔ん とに 就て 富 はんと 欲した 萬 分の 一 もず ひ 得んだ こと を 知らない 者で ある、 キリスト は 實に或 

時 は 不」！ ^の 裁判人の 如くに 感ぜら る、 者で ある、 キリスト は實に 或る 場合に は 吾等の 靈 魂の 强盜 であ 

る、 キリ ス トの 福音 は實に 或る 家に 取て は 平和の 冷泉で はなく して 燃る 焰の 刃で ある、 其 やうに 信仰 

の 試練の 烈火の 吾等の 身に 臨み 來る 時には 吾等 は 實に總 ての 有りと 有らゆる 武器の 必要 を感 する ので 

ある、 是れ 比喩の 如くに 聞え て實は 比喩で はない、 心の 刃 は 鋼.. の 刃に 勝る の 利刀で ある、 信仰の 劍は 

兵士の 振り 上ぐ る劍に 勝る の 武具で ある、 此 底の 信仰 上の 實驗を 有たない 者はィ H スの此 等の 意味 深 

き 曾 葉の 解釋を 試むべき 權利を 有たない 者で ある、 =fS 子 輩が ィ H スの斯 かる 言葉 を 誤解した 例 は， 他に 

幾倘も ある、 其 中、 爱に 於け る 場合と 善く 似た 例で ィ H スの此 言葉 を 正しく 解釋 する ために 犬に 吾等 

の參考 となる ベ きもの は 左の 雷 である。 

イエス 彼等 (弟子 等) に 曰 ひける は 戒心して パリ サイと サド カイの 人の 夠酵を 慎めよ、 弟子： な； に 

？ i じて 曰 ひける は 是れパ ンを携 へ ざり し 故な らん、 ィ H ス是を 知りて 曰 ひける は 信仰 薄き 者よ、 

何ぞ 互に パ ンを携 へ ざり しこと を 論す る や 云々 (馬 太傳 十六 章 六 節 以下)。 

此 場合に 於て は 弟子 はィ H スがパ ンと言 ひし を 一一 一一 口 葉な りに 解して 胃の 腑を充 たす ための パ ン なりと 思 

いまし 

ふた、 然るに ィ H スは 彼等の 短慮 を 責めて、 其 食物の パンに あらす して、 主義の パ ン なること を 示し 

給 ふた、 政治と 經濟 との 外に 多く 思念 を 配らざる 者が ィ H ス の 一一 一一 n 葉 を解釋 する の は 大抵 斯んな もので 

ある。 

企翬は 勿論 衣服 を賣 りて 刃 を 買へ との ィ H スの言 は 彼の 發 せられし 一 K 葉の 中で 最も 激烈なる もので 


あ る こと を 承認す る、 隨 つ て 其 i„ ^だ 誤解され 易 い 言葉で あ る こと を も 承認す る、 然しながら 吾等 は ィ 

H スが此 一 i を發 せられし 當 時の 境遇 を 善く 考 へて 見なければ ならない、 ィ H スは 彼が 渠の 有名なる 山 

上の 垂訓 を 述べられし 時の やうな 靜 かなる 平 かなる 場合に 於て 此 言葉 を 發 せられた ので はない、 イエ 

スの此 痛言 を發 せられし 時 は 實に幅 昔の 危機であった、 彼の 言に 依れば 是れ r 黑 暗の 勢」 が來て 神の 

聖業を 其 根本より 挫かん とする 時であった、 斯 かる 精神 ロ& 進の 時に 發 せられた 彼の 一 百 葉 は自づ から 過 

激 ならざる を 得なかった、 今や 彼 を 敵 人に 附た さんと 欲する 者の 足 は 彼の 門に 在り、 彼の 受 くべき 十 

字 架の 苦痛と 恥辱と は 有りく と 彼の 想像に 上った 時に、 彼の 言が 殊更ら に 痛切であった こと は 決し 

て 怪しむ に 足らない、 然るに 此事を 忘れて、 ィ H スの此 言 は 彼の i,^ 史哲學 の 一斑で あるかの 如くに 思 

ひ、 是を 以て 彼が 戰 ハサ 問題て ふ 人生の 大 問題に 解 案 を 下した やうに 考へ るの は 犬なる 間違で ある、 聖 

てらし あ 

書の 言葉 は 前後の 關係、 其 語られし 時の 境遇 等 を 善く 照合 はして 見て 解釋 すべ きもので ある- 是れを 

一 個づ 、 離して 解釋 するならば 如何なる 事で も 聖書から 引出す ことが 出来る、 キリストの 此首 葉に 由 

て戰爭 を 辯 護す るが 如き は 誠實と 敬虔と 注意と を 以て i め-書 を 讀んだ 者の 沙汰と は 思 はれない。 

余鞏は 繰返して 曰 ふ、 戰爭 は惡ぃ 事で はない 乎 も 知れない、 若し 政治家の 眼より 見れば、 或は 經濟 

家の 計算に 從 へば 戰爭は 或 ひ は 避くべからざる こと、 叉 或る 場合に 於て は 好ましき ものである 乎 も 知 

れ たい、 しかしたがら 己れ S 非人の 中に 算 へられ、 十字架に 釘 けられて 人類の 罪 を 贖 ひし ィ H スキ リス 

トの敎 訓に循 へば 戰爭は 決して 聖徒が 自 から 進んで 從 事すべき もので ない こと は 何よりも 明かで ある、 

余 » は 人が 戰爭を 主張 すれば とて、 必 しも 其 事 を 非難す る 者で はない、 然しながら平和の主たるィ^! 
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ス キリストの 聖名を 引出して 彼 をして、 戰 (サ 是認の 黄 住 を 負 はしむ る 人の あるの を 見て、 、 、 、殊に 

キリストの 弟子と 稱し、 其 福 音の 宜俾 者と 稱 する 者が 己れ の 一 職に 在る を 省す して、 主の 名に 由て 戰 

爭 をん に勸 める の を 見て、 、 、 、非常に 心 を 痛める が 故に、 玆に 聊か 彼等に. m て 濫用 せらる. -と ia す 

る聖 語の 註解 を 試みて 彼等の 再考 を 煩 はす 次第で ある。  書 之 研究』 四月 サ 一 日し 


戰 時に 於け る非戰 主義者の 態度 

私共 は戰- がが 始まり たれば とて 私共の 非戰 主義 を 魔め ません、 な、 戰 (サ其 物が 非戰 主義の 最も 好 

き證明 者 であります から、 私共 は 面前 戰 (卡を 目乘す るに 方て、 益々 私共の 確信 を强 める のであります、 

國 〔，絵、： t に關 する こと は 私共の 多く 知らない ことであります から、 私共 は それに 就て は 何にも 巾し ま 

せん、 然し 其道德 上の 惡 影響 は 實に 甚だしい ものでありまして、 私共の 如く 道德を 以て 人類に 取り 最 

も 大切なる ものである と 見做す 者 に 取りまして は 、縦し 戰爭 が大々 的 勝利 を 以て 終る と 致します る も、 

其 S1: る 所 は 決して 失 ひし 所 を 度 ふに 足りない と 信じます。 

人 は 敵の のみ を 語て 我が 惡事は 悉く 之 を蔽ふ を 以て 普通 の 人情で あると 信じ、 之 を 爲すを 以て 

愛國 心で ある、 敵 像 心で あると 唱 へて 居ります、 然しながら 彼等 は此 事を爲 して 己の 爲 めに 如何に 大 

なる！ ：-^^ を 積みつ 、ある 乎 を 知りません、 仁慈と いひ、 寬容 とい ふ こと は 決して 他人の ための みで は 


たくして 亦 自己 の 爲め である こ と は 倫现學 上、 善く 分つ たこと で あります、 敵 を 憎めば 自づ と 人類 全 

體を 憎む に 至り、 其 結果 己が 同胞 を 憎み、 己が 骨肉 を 憎み、 終に は 己れ 自身まで を 嫌 ふに 至る こと は 

れか れ 

理論に 訴へ實 験に 照らして 極く 明白なる ことであります、 故に 吾人の 最も 努 むべき こと は 誰彼 を 憎む 

階まぬ とい ふこと ではなく して、 憎 惡の念 其 物 を 心に 蓄 へない ことであります、 「他人 を咒詛 らば 穴 

二つ」 との 讓は此 原理から 出た ものであります、 敵 を 憎む の 心 は戰爭 終って 後 は 同胞 兄弟 を 憎む の 心 

と變 じます、 爾 うして 其 心 は 終に 人生 其 物 を 憎む 心と 變 じまして、 斯 かる 心 を挑發 して. まざれば 人 

は ^  ， 一は 自己 の 身 を 害 はん とす る の 心 を 藤す ま で に 至ります、 是れ實 に 恩惠に 富める 天然の 法則 で あ 
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りまして、 天然 は斯く 原因結果の 大綱 を 以て 全人 類 を 梨ぎ 合せて 同類 問の 爭鬪 殺伐 を 防ぐ ので ありま 

C  0 

斯う 巾し まする と 多くの 人々 は 巾し ます、 「夫れ ならば 何故 非戰 主義 を唱 へて 開戰 後の 今日と 雖も 

開戰 前の 如くに 戰爭 に反對 しない 乎」 と、 此 詰問に 對 して 私共 は 斯う 答へ ます。 

一、 私共 は 戰爭の 破裂す るまで は 私共の 微力の あらん 限り、 之に 向って 反 對を唱 へました， 然しな 

がら 私共の 切 13- ュが納 れられ すして、 開戰 となりました 以上 は、 それで私共が戰(^^に對して取るべき手 

段が 一段落 を吿 げたので あります、 言 ふまで もな く、 非戰 主義と は 平和主義の 意でありまして 之 を 非 

戰と いふ は 平，^ の 消 局 的 一 面 をい ふので あります、 雨う して 戰爭 をべ J 止めて 平和 を 維持 せんとの 私共 

かんが へ 

の 希 が 破れた W 上 は、 私共 は 今度 は 如何にして  一 RI も 早く 平和 を 恢復 せん 乎との 思考 を 起す に 至つ 

たのであります、 言 ふまで もた く、 主義 は 我がた めの ものではありません、 國家、 社き、 人類の ため 

ナ-0 亍ぅ 

の ものであります、 私共が 主義 を 遂行 せんとす る は 私共の 名 譽を博 せん とする ため で もた く、 亦た 、 
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時 事  一 さ 一 〇 

我が 潔，： Z を 世に 表して 己が 滿足を 買 はんとす るた めで もありません、 平和主義者の 義務と 責任と 目的 

と は 平和の 維持 叉 は 其恢说 にあります、 爾 うして 之 を 維持し 切れざる 場合に 於て は 第二の 手段と して 

共 恢復の 期 を 早め、 つ 其 機會を 作る にあります、 垠 止ん として 止め 得 ざり し 水 は 第二の 堰を 作って 

之 を 止めん とする のみであります、 然る を 第一 の堰の 破れし を 憤り、 水 を 叱り、 堰守を 篤る の は 快 は 

少 しく 快な るか も 知れません が、 然 かし 是れ何 のハ氽 にもなら ない こと で あります、 國 の 憤怒 は 今 は 

旣に放 たれて 大河の 土 堤 を 決せし が 如き 勢力 を 以て 敵國に 向て 注がれつ、 あるので あります、 是れは 

今 は冷靜 なる 忠吿を 以て 留める ことの 出来る ものではありません、 私共 平和主義者が 全然 事现を 解せ 

ざる 者で ない 以上 は 今の 時に 方て 非戰を 疾呼して 戰鬪 を阻遏 せんとす る やうな、 そんな 愚かなる こと 

は 致しません。 

二、 平和 を 薦める の 時期 は 未だ 當分來 たらす、 去れば とて 戰爭を 止める こと は出來 ません、 それな 

らば 私共 平和主義者 は 今 は 茫然と して 手を束ねて 居る 乎と いふに 決して 雨う ではありません、 愛 にん マ 

日、 私共に 取りて 最も 相應 しき 一 つの 事業が 具 へられて あります、 それ は屮 I 征 兵士の 遣 埃の 慰問で あ 

ひわす、 私共、 金錢に 乏しき 者 は 勿論、 世の 寶を 以て 多く 彼等 可憐の 民 を 慰める こと は出來 ません、 

然しながら 慰藉 は金錢 の施與 にの み 限りません から、 私共 は 力 相應の 援助 を 彼等に 供す る ことが 出來 

ます、 或は 彼等の 家事の 相談 相手と なり、 或は 我が家の 剩餘品 を 以て 彼等の 不足 を 補 ひ、 叉 或る 特別 

の 場合に 於て は 彼等に 心靈 上の 慰藉 を 供して 彼等の 寂寥の 一部分 を 癒す こと も屮 I 来ます、 我等 は 斯う 

して 軍人 を 慰めて 別 に 戰爭其 物 を 是認す るので はありません、 是等 無辜 の 民に 取りまして は 戰ハ！ は 天 

災の 一種と 見ても 宜しい と 思 ひます、 是れは 彼等が 招いて 起った 事で もな く、 又 好んで 迎 へた 事で も 


ありません、 故に 私共 は 飢饉 や 5^ 嘯の 時に 彼等 を援 ける と 同じ 心 を 以て 私共の 滿 腔の 同情 を 彼等に 表 

する ことが 出来ます、 現に 非戰 論者と して 世界に 有名なる 露國の トルストイ 伯の 如き も、 宜戰 の布吿 

に 接する や、 直に 彼の 著書 一 千 組 を 寄附して 其 賣上高 を 以て 兵士 遣 族の 救 濟に當 てた とのこと であり 

ます、 此 場合に 於け る 伯の 此行 爲を詐 して 伯 を 以て その 平生の 主義に 背く 者な りと なす 者の 如き は是 

れ 伯の 非戰 主義 を 以て 情 もな き 熟 もな き、 唯 一片の 偏屈 主義と 見做す 者であります、 非戰 主義 は 我が 

ための 主義で はありまん、 是れは 人 を 救 ふための 主義であります、 召 第され し 兵士 を勵 まし、 其 遣 族 

を 慰む るが 如き は是れ 決して 非戰 主義に 反く ことではありません。 

コー、 戰爭は 勿論 永久にぎ 續 くべき ものではありません、 一 日に 百 萬 以上の 出費 を 要する 戰爭が 何年 

も资 くもので ありますならば 之に 堪 ゆるの 國家は 何 所に もありません、 戰爭 は 遊戯ではありません、 

是 れは國 {,J ^の大 串』 難であります、 故に 國 9 ^に 最も.？ お 莨なる 者 は戰爭 を勸 める 者で はなく して 之 を 引.^ 

むる 者であります、 爾 うして 不幸、 開戰に 至りました 場合に は 一日 も 早く 平和の 克復 せんこと を 計る 

者であります、 爾 うして 眞 個の 平和 は 武力の 壓 迫に 餘 儀な くせられ て來る もので はあり ほせん、 を 

辦に收 める ことが 永久の 平和ではありません、 言 ふまで もな く 平和と は 好意より 出た 者でなくて はな 

いわかい、 軍人 は 勝利 を說 き、 政治家 は國 威宣 揚を唱 へます るが、 然し 眞 個の 平和 はそんな 低い 卑ぃ 
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田レ 念 よ り 來 る も の で は ぁ り ま せ ん 、 永 久 に 繼 ぐ ベ き 平 和 は 敵 を 敬 し 、 其 適 ¥2 の 益 と 權 ^R. と を 認 め て 

や, J,^.^_l,.o。 おで.^,^ ます、 若し 人 を 殺して 平和が 來る ものであります ならば 盗んで 富が 來 るに 相違 

ありません、 憎んで 愛が 來 るに 相違ありません、 戰爭は 決して 平和 を 作りません、 爾ぅ思 ふの が 日本 

國の 政治家の みならす、 世界 萬國の 政治.： の 迷 想であります、 世に 迷信が あると 言 ひます が、 戰爭に 
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關 する 文明 人 稲の 迷信に 勝る の 迷信はありません、 戰 (学 は 人 を 殺します、 々ぽを 破ります、 總 ての 慘寧、 

總 ての 惡事を 惹起し ます、 然しながら 平和 丈け は來 たしません、 平和の 克 (W は戰 以外の；？？ F 業で あり 

ます、 繭う して 私共 平和主義者 は 平和に 達する 常道 を經 て、 之に 達せん とする 者であります、 卽ち總 

ての 卩段 を盡 して 彼我の 間に 存 する 總 ての 敵意 を 排除し、 彼 をして 我 を 信ぜし め、 我 をして 彼 を 敬せ 

しむる の 道を講 する 者であります、 爾 うして 之を爲 すに 極々 の 方法が あります、 今 愛に 其總て を述ぶ 

る こと は屮 Z 來ま せんが、 然し 其 一 つ を 言 ひま すれば (サ鬪 は 大抵 は 相互の 誤解から 來る ものであります 

から、 私共 平和主義者 は 彼我の 間に 立って 其 問に：：； る總 ての 誤解 を 取 除く やうに 努めます、 かの 歐 

米の 新^記者 等 が^りに H 露兩國 民の 敵 對心を 長せ しめ、 終に 今 の此悲 むべき 破裂 を 見る に 至ら 

しめし ： 原因と なりし が 如き は、 私共 平和主義者の 爲 さんと 欲する 所の 正 反對の 所行であります、 

「平和 を 計る 者 は 福な り、 其 人 は 神の 子と 稱 へらる ベければ なり」 と は 基督 敎の 大敎訓 であります、 

然る に是等 歐米人 の 如き は 宣敎師 を他國 に 送 つ て 其 敎化を 計りな がら、 それと 同時に 阈と國 と を戰爭 

に諫 ひ、 無辜き：^ の 血 を 流さし めて、 却て 得意 然 たるので あります、 神 は 平和 を 愛し 給 ひ、 惡魔 はせ 

闘 を 愛します、 歐米人 今 间 の 所行 は 純然た る惡 魔の 所行であります、 私共 以來は 彼等 を 平和 の 友と し 

ては迎 へない 接り であります。 

今の 時 は 平和主義者の 活動の 時ではありません、 平和主義者の 戰 時に 於け る は 軍人の 平時に 於 

ける が 如き ものであります、 卽ち 用の 至て 齢い 時であります、 然しながら 平和 は 人生の 常態で あ り ま 

して、 戰 (卡は 其 非常 態であります から、 私共 平和主義者 の^に 貢獻 すべき 時 は 直に 来ります、 平和 克 

ぽ Q 時に：^ 共の はは 必す 要求され ます、 平和 持續、 和親 深厚の ために 私共の 助言と 勤 勞とは 必す受 


納 れられ ます、 私共 は戰 時の 今日は、 軍人の 平時に 於け るが 如く 私共の 勞 役の 要求 さる i 時を靜 かに 

待って 居れば 宜 いのであります、 新聞記者が 筆 を 揃へ て舉國 一致 を 叫ぶ からと て、 平和主義者 までが 

直 に 武装 し て 職員 に 加 はらんと する が 如き は、 C- 疋れ愚 の 極 で ある 計り で なく、 國 家に 對し て も 尤も 不 

忠實 なること であります、 若し 國家は 敵國の 侵害 を 防ぐ ために 軍人 を 要する とならば、 其國 土の 發育 

のために、 其 富の 增進 のために、 其 社會の 改善の ために、 其 道德の 純正 を 守る ために、 更らに 一 層 平 

和 主義者の 必要 を感 する 者であります、 若し 國家を 動物に 譬へ て 見ます るなら ば 軍人 は 爪 か 牙の やう 

な ものでありまして、 是れは 攻撃 又は 防禦の 機關 であります、 是 に反して 平和主義者 は 胃の 腑か 陽の 

やうな ものでありまして、 是れは 滋養 補 育の 機關 であります、 爾 うして 虎 や 獅子の 如き 肉食 獸に 於き 

まして は、 爪と 牙と は 甚だ 肝要なる 機關 ではあります るが、 然し 彼等と 雖も 消化 機の 平和的 作用な く 

して は  一 も^ 在す る ことの 出来る ものではありません、 殊に 羊、 馬、 牛の 如き 有用 動物に 於き まし 

て は、 攻擊的 機關は 殆んど 全く 用な きに 至りまして、 消化 機能 は 非常の 發 達を呈 はして 居ります、 平 

和 主義と は 富 ふまで もな く戰 はない とい ふこと 計りではありません、 前に も 述べました 通り 非 戰は僅 

かに 其 消 局 的 一面であります、 平和主義の 積 局 的 半面 は 殖産であります、 〈冬 M の 幸福、 山林の 栽 "讣 n- 

類の 保護、 河川の 利用、 土 壤の增 肥 等、 其 他、 總て 平民の 生涯 を 幸福なら しむる ことであります、 

斯 かる 事業 を 目的と する 平和主義者が 國に 害が あると か、 要が 無い とか 言 はるべ き！^ 11^ はありません、 

主戰 論者の 首 ふ處を 聞き ますれば 戰爭の 目的 は 平和に あるとの ことであります、 私共 は 勿論 斯 かる 背 

现は 信じません が、 然し 彼等の 雷に 照らして 見ましても 私共 平和主義者が 園の 根本であって、 軍人 は 

條 かに 其 外壁 丈け である ことが 分かります。 

十七 年 (一九 OM 年)  一二 ニー 二 


時 1  一一 一二  w 

平和主義者 は戰 時に 在て は 多く を爲し 得ません、 然 かし 唯一 っの^^は決して之を爲しません、 卽ち 

平和の 主なる ィ エス キリス トの首 を 引き 來っ て 戰爭を 辯 護す るが 如き こと は 決して 爲 しません、 是れ 

赏に バウ 口の 所謂る 「恥づ べき 隱 匿れ たる こと」 でありまして、 神の 道 を 泥す ことであります、 成程 

キリス トの曾 として 錄 された る もの k 中に 戰爭 を篛 とする が 如くに 見 ゆる 曾が ある 乎 も 知れません、 

然しながら 我 僻 キリストの 心 を 知る 者 は 戰爭は キリ ストの 心で ない こと は 何よりも 能く 知つ て 居り ま 

す、 キリス 卜敎 は眞理 である 乎、 虛僞 である 乎、 其 事 は 全く 別問題と 致しまして、 キリスト 敎が愛 敵 

主 であり、 無抵抗主義 である こと は 何よりも 明白であります、 斯く云 ひて 勿論 キリスト は 我 倚に 此 

e^-惡の世に在て今日直に戰稅を拂ふ勿れ、 兵役に 服す る 勿れと は 敎へ給 ひません が、 然しながら- 爭鬪 

は其總 ての 種類に 於て 我が 意に 最も 適 はざる 者な りと は 彼が 明々 白々 に 敎へ給 ふた 所であります、 然 

る を此基 将敎の 大根 本を會 得しないで、 其 一 ニニの 句 を 引き 來て戰 爭を辯 護す るが 如き は キリス トに對 

し 最も 不忠 實 なること であります、 獨逸國 伯林 大學哲 學敎授 博士 パウル セン は 其 近著 『倫理 組織』 に 

於て 述べて 臼 ひました、 

初代の 基督 敎的 生命の 復興す る 所に は 流血 を 見る の 嫌 惡の念 は 其 原始の 勢力 を 以て 顯 は る - 

と、 共 b 督敎の 敎師が 聖書の 言 を 引いて 戰爭 を獎勵 する が 如き 敎會墮 落の 徵 候はありません、 斯 かる 敎 

會は 確かに 主に？^ はれた る敎會 でありまして、 其呀 はれた る 最も 確かなる 證據は 戰爭終 へ て 後に 彼等 

が 不信者までに 非常に 蔑視ら る.^ ので 分ります、 平和 は キリスト 敎の專 門であります、 是れ あるが 故 

に キリスト 敎は M 界の 尊敬 を惹 くので あります、 然る を 其 敎師が 世の 普通の 愛國 心に 引かされて、 其 

根本的 教義まで を 曲ぐ るに 至りまして は、 是れ鹽 が 其 味 を 失った のでありまして、 後 は たし、 外に 


棄 てられて 人に 踐 まる \而已 であります (馬 太 傳五章 十三 節)、 平和主義 を唱 ふるが ために 戰 時に 於 

て 我 倚が 買 ふ 所の 世の 暫時 的不 人望の 如き は 一 顧の 價値 もない ものであります、 斯 かる 時に 奮然 平和 

を 唱道す るから こそ、 基督 敎は 平時に 於て 照 世の 用 をな すので あります、 画家の 要求す る 者 は 主戰論 

者に は 限りません、 叉非戰 主義者に も 限りますまい、 然しながら 國 家の 要求し ない 唯一 種の 人物が あ 

ります、 是れ卽 ち 不實の 人で あり ます、 爾 うして 基督 敎の 敎師 にして 聖書 の 一一 目 を 引いて 戰 爭を獎 

る 者の 如き は斯の 如き ものであります、 彼等 は 敎會が 要求し ない のみなら す、 俗世界が 要求し ません、 

彼等 如き 敎師を 有った る敎 會は禍 ひであります、 我 倚 平和主義者 は戰 時に 在て 何を爲 さなく とも、 彼 

等に 傚って 聖書の 言 を 引いて 戰举の 辯 護 は 致しません。  (『聖書 之 研究』 四 H: 廿 一 日) 

〇 

〇^ 村 生が 開戰 後口 を 閉ぢて 非 戰を唱 へざる とて 文學 博士 井上哲次郎 氏 丼に 『福 昔 新報』 記者た ど は 

嘲： 弁し 又は 冷評し 居ら るれ ども、 生 は 決して 沈默を 守らす、 『神 戶ク n 一一  クル』 新聞の 紙上 を 借り、 

？ 1 戰後 今日まで 四囘、 拙きながら 生の 英文 を 以て、 其 意見 を識 きに 評へ たり、 又 之に 對 して 海外 新聞 

の 批評 も ありたり、 之 を 日 木 文 を 以て 語らざる は 日本 國に 今や 日本人の 筆に 成る 一 個の 非戰 主義の 有 

力た る 新聞 だ もな きが 故な り、 『ク 口  ニクル』 新開 記者 11 バ ルト、 ヤング 氏 は 基督 敎には 常に 反對の 

態度 を 取らる、 人 なれ ども、 哲學 者スぺ ンサ ー の 流 を 汲み、 常に 戰爭の 害 惡を唱 へて 止まざる の 仁た 

り。  (『聖書 之 研究』 四月 廿 一 日し 

明治 三十 七 年 (一九 OEI 年)  一三 二 五 


時 .¥  三 一二 六 


無抵抗主義の 敎訓 


目に て IE を惯 ひ、 ^にて 腐 を 償へ と 言へ る こと ある は 爾曹が 聞きし 所な り、 然れど 我れ 爾曹に 告げん， 惡に敵 

する こと 勿れ- 人、 爾の 右の 頗を批 たば 亦た 他の 敏を も轉 らして 之に 向けよ- 爾を穌 へて 裏 衣 を 取らん とする 

者に は 外 服 を も 亦た 取らせよ， 人、 爾に 一里の 公役 を强 ひなば 之と 偕に 二 里 行け， 爾に 求む る 者に は予 へ， 借 

らんと す る 者 を郤く る 勿 れ ( 馬 太 傳五章 一一 一八 I 四 二 節)。 

" だれ は 疑 ひもな き 基督の 言葉で あ る、 如 M に 破壞的 の 批評家で も 其の 基督の M 正 の 言葉で あ る こと 

を 疑った もの はない、 聖書の 他の 言葉に 就て は隨 分、 狭むべき の 疑問がない ではない が、 然 かしお 名 

なる 山上の垂訓の 中に 揭 げられ たる 此 言葉 に 至て は、 吾等 は 之 を 基督の：：： より 出た る 純-止の 言葉 と し 

て 受け取る より 他 はない。 

其 意味の 如き も 亦た 至て 單純 である、 吾等 は 之 を 解す るに 何にも 殊更ら に 註解 者の カを藉 りる の必 

要はない、 是 れは奔 りながら も讀 むことの 出来る (哈巴 谷 書 二 章 二 節) ほど 意味 透明なる 言葉で ある、 

是れは 無抵抗 を敎 へた 言葉で ある、 何人に も 判 分る やうに 明かに 此 事を敎 へた 言葉で ある。 

故に 基督の 此聖語 を解釋 する の 困難 は 決して 文字 的で はない、 原文の 希臘 語に 依る も、 又、 マイヤ、 

ベ ン V. ル 等の 大 の 註釋に 頼る も 其 意味 は 其 文字に 顯 はれた る ものより は^に 深い こと はない、 此の 


基督の 明 .R なる 敎訓を 解す るに、 別に 考古學 に 深 人す るの 必要 は な い 、 聖書 の 研究 は 直 も に 良心の 鑑 

識に 依る ものであるが、 然か し此言 葉の やうに、 意義 明快に して、 之 を解釋 する に 良心 以外の 智識 を 

要さない もの は 他に 多く はない と H 心 ふ。 

其 文字 上の 意味 は 明. C である、 然しながら 其解釋 は 決 し て i ^易く は ない、 雨 う し て 其ば 難 い 理由 は 

之 を實際 的に 行 ふに 困難なる に 在る、 斯 かる 教訓 は 是れ實 際に 行 はれ 得る ものなる 乎、 基督 は 之 を 文 

字 通りに 實行 せよ とて、 之 を 弟子に 傅へ 給 ひし 乎、 或は 是れ單 に 理想と して 傅 へられし ものであって * 

其、 實際 に 於 て は 到底 行 はれない もので あ る こと は 基督に 於 て も豫め 承認 せられし 乎 - 是れ 書 の 此 

一一： iC 葉 に 就て 起る 難問題で ある。 

今、 此 難問題の 研究に 入る に 先立って、 吾等の 心に 留めて g くべき 二三の 事項が ある、 其 第一 は實 

ooocooooocooooon-oooooooooooooo 

際に 行 ひ 難き 基督の 敎訓は 決して 之れ に 止まらない とのこと である、 然か り 、 基督 敎全體 が 最も 高潔 

なる 道德を 人より 要求す る 者であって、 其、 之を實 際に 行 ふの 困難なる は 偶々 以て 基督教の 超自然的 

なる を證 明す るに 足る、 人 問の 作った 宗敎は 人 問が 之れ を 守る に 至て 容易く ある、 之に 反して 神のお 

め 給 ふた 宗敎 は 人 問が 之 を 守 る に 非常に 困難い こと は 左 も あるべき 害で ある、 若し 基督 敎 の 要求す る 

道德 が、 人 問の 達し 得る 終局 點 以上で あるに 非れば、 吾等 は其祌 より 出た る宗敎 なること を 疑 はざる 

を 得ない、 「七 次なら す 七 次 を 七十 倍す るまで 赦せ」 (馬 太傳 十八 章廿ニ 節)、 f 己に 施ら れんと する 

事 は 亦 人に も 其 如く 施よ」 (路加 傳 六章卅 一節)、 其 他 守る に 非常に 難い 基督の 敎 訓は數 限りない、 

故に 若し 行 ふに 難いと て 無抵抗主義 を敎 ゆる 此 言葉 を 槳っ るなら ば、 吾等 は 新約 書の In んど 全體を 

.1^ てなければ ならない に 至る であら ふと 思 ふ。 

£ 冶 一一： 十七 年 (一九 〇 四 年)  七 


.m.  2 一一： 八 

第一 一に 行 ふに 難いに も 種類が ある、 信仰に 由て 山 を 移す こと は是れ 出来ない ことで はない 乎 も 知れ 

-な いが、 然 かし 不可能 事と 見做しても 善い 事で ある. 病 を 癒し、 方言 を 語る ことの 如き はん マの 時に 方 

て は 行し 難い こと k 見做しても 可い と 思 ふ、 然しながら キリス ト が此敎 謂に 於て 述べられ たことの 如 

き は、 是れは 行し 難いと は 云 ふ も 5  k 行して 行し 能 はざる ことで はない、 總 て道德 的の 事 は 吾人の 意 

.士 心の 支配の 下に ある ものであるから、 若し 之 を 行 ふの 意志と 勇氣 とさ へ あれば、 吾人 は 之を斷 じて 行 

ふこと が 出来る、 若し 難事と 不可能 事と を 混同して 基督の 此 言葉 を 軟弱 的に 解釋 せんと すれば- 其 結 

* たる や、 基督 敎全體 の 敎義を 人間の 便宜に 應 じて 解釋す るに 至る の 虞れ が ある。 

共 三 は 基督 敎の近 德は總 て 之 を 純正 道徳と E て はたらな いこと である、 某 督敎は 單 に 道德を 命 じ 

て、 之に 從 はない；^ を 罰せん とは爲 ない、 基督 敎は 高潔なる 道德を 命す ると 同時に 亦、 之 を 行 ふため 

の 超自然的 の 能力と 動機と を 供給す る、 之 を 難事と 見做す の は 人 問 普通 の 能力より 計算し ての 事で あ 

る、 然 かし 神の 力 を 加 へられて、 是れ 決して 爲し 難い 事で はない、 山上の垂訓 は 天國の の 守るべき 

道德を 示した 者で ある、 是れは 人間 何人も、 未だ 基督の 敎に 接せざる 者 も、 亦た 聖靈の 恩 化 を 受け ざ 

る 者 も、 行し 得べき ものと して 傳 へられた もので はない、 基督の 曾 葉 を解釋 する に 方て、 之 を 聖書の 

他の 曾 葉より 離して 解釋 せんとして はならない、 神の 榮 えの 權 威に 循 ひて 賜 ふ 諸の 能力 を 得て 强 くな 

リ (•  普 羅西書 一章 十一 節) と は キリストの 總て 高き 潔き 敎訓 を實行 せんとす る 時の 吾等の 用意で なく 

て はならない、 雨う して 此 用意あって 此敎 訓に對 すれば 吾等 は 不可能 察と して 之 を 避けん とは爲 ない。 

以上の 注意 を以 て キリストの 此敎 訓に對 すれば、 吾等 は 決して 之 を 不可能 事 义は 難事と は 見做さな 

い、 吾等 は 之れ は 文字通りに 解釋 して 少しも 差 支の ない 言葉で あると 信す る、 爾 うして 斯く 解釋 して、 


其 通りに 實行 する ことが 神の 聖旨に 最も 善く 適 ふこと であるの みならす、 是れが 吾等 自身 を 護る 上に 

於ても、 亦、 吾等の 敵 を 遇する 上に 於ても 最も 善き 方法で あると 信す る。 

斯く 云へば 直に 下の 如き 問題が 起って 來る、 第一、 若し 全 # ；惡に 敵.^ る ことなくば 惡は 終に 增 長し 

て 善 は 全く 地上より 斷 たる、 に 至る であら ふと。 

然しながら、 是れ贲 際に 於て 決して 雨う ではない、 惡の惡 たる は 抵抗 を 好む にある、 抵抗の 惡に於 

ける は 油の 火に 於け るが 如き 者で ある、 抵抗に 遇 ふて 惡は 減ぜざる のみなら す、 返て 益々 增長 する、 

惡の 最も 懼る、 もの は讓 退で ある、 之に 遇 ふて 彼 は 其 心 膽を挫 がれる ので ある、 其證據 に は惡を 矯め 

るた めの 機關は 今日は 非常に 完備して 居る にも 關 はらす、 惡は 少しも 減退の 徵候を 現 はすこと なく、 

却て 所謂る 世の 進歩と 同時 に 益々 增長 しつ k ある、 兵器 は 益々 精 良 を 加 ふれ ども 戰爭の 止 む徵候 は更 

ら になく、 法律と 警察と は 益々 緻密 を 極 むれ ども 盗賊と 詐偽師 と は 益々 跌屋 する、 惡は 或は 抵抗 を以 

て 抑 ゆる こと は 出来る 乎 も 知らない、 然 かし 抵抗 を 以て 惡を 絶つ こと は 出来ない、 爾 うして 惡を絕 つ 

方法と して は 惡に讓 るより 他に 善き 方法 はない、 雨う して キリス トは玆 に惡を 矯める の 方法で はなく 

して、 之を斷 つの 途を 示し 給 ふたので ある。 

惡に讓 れば惡 は 自由 を 得て I 湫 儘に 跌扈 するな らんとの 懼れは 一 つ は 神の 存在 を 認めない より、 二に 

は惡の 性質 を 究めない より 來る 懼れ である、 成程、 若し 人間の 外、 廣き 宇宙 間に 人事 を 司る 者がない 

とすれば、 或は 惡が竞 に跌扈 して 全地 を蔽 ふに 至る の 懼れが ある 乎 も 知れない、 然しながら 「微睡む 

ことなく、 寢る ことなくして イスラ H ルを 守り 給 ふ 者」 (詩篇 第 百 廿ー篇 四 節) の 存在 を 知る 者は惡 

の 拘束に 就て は 左程に 心配し ない、 萬 物 は總て 彼の 命に 從ふ もので あれば、 彼が 善しと 見做し 給 ふ 時 
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に は 彼 は 之に 死 を 下す こと も 來る、 疫病 を 以て 之 を 困し める こと も 出来る、 飢鹱を 送る こと も 來 

る、 亦 其れ 等よりも 遙 かに 善き こと は 之れ に 悔改の 心 を 起さし むる こと も出來 る、 若し 神の^ 在し 給 

はない 宇宙に 居る ことであるなら ば、 吾等 或は 神に 代り、 惡に 敵し、 之に 誅剖を 加 ふるの 必要が ある 

乎 も 知れない、 然 かし 神の 護り 給ふ此 宇宙に 在って は、 Ifi;! 等 は 安心して 惡を 神の 御手に 任 かして 居て 

〈且 しい、 是れ 確かに 聖書が 吾等に 無抵抗主義 を勸 むる 理由で ある。 

我が 愛する 者よ、 仇 を 報 ゆるな かれ、 退きて 主の 怒 を 待て、 そは錄 るして 主の E ひ 給 ひける は、 

仇 を 役へ す は 我に 在り、 我れ 必す之 を 報いん と あれば 也 (羅馬 書 十二 章 十九 節) 

謂 ふ 意 は 神が 唯一 の 役 It 者 なれば、 人 は 仇 を 悉く 神に 委 ぬべき であると のこと である、 宇宙に 主宰な 

くば. む、 然 かし 全能 全智なる 主宰の 在ます 以上 は、 吾等 は惡は 之 を 彼の 手に^ね て： まいて， 冗し い。 

二つに は 吾等 は 惡の自 亡 的なる こと を 忘れて はならない、 善と は 神と 偕に ある ことであって、 惡と 

は 神 を 離れる ことで ある、 雨う して 神 を 離れて 生命 はない から、 惡は 其れ 自身に て 自滅 的の もので あ 

る、 惡は 42 度、 根 を 絡 たれた る樹の やうな ものである、 E- かれは 力 マ はんで： もけば 終に は 枯れて 仕舞 ふ 

ものである、 雨う して 惡の 自滅に 幾箇も 方法が ある、 其、 最も 通常なる もの は、 惡人 相互 ひが 爭 闘つ 

て 殺し 合 ふこと である、 惡 人は義 者に 對 して は 相 結 托して 抵抗す るが、 然し、 義 者が 讓るを 見れば、 

频 りに 罵詈 惡聲を 放つ の 後 は、 無爲に 困んで 終に 相互に 對 して 爭鬪を 開始め る、 爾 うして 其 極、 相： 互 

ひの 供せ し 毒 を 飲み、 相互 ひの 揮 ひし 劍を 受けて 幾れ て 仕舞 ふ、 惡は 又、 思想の 涸渴を 以て 幾れ る、 

悪意 は 惡想を 生じ、 惡想は 終に 彼 を 1^ 謬と 失収 とに 導く、 惡は义 多くの 疾病 を 招き、 家族、 友人 問の 

永久の 不調 を 惹起し、 心、 勞し、 身、 疲れて 終に W び 起つ 能 はざる に 至る、 善人に も 苦痛 は 多く あれ 


ども 然 かし 是れ 慰藉の 伴 はない 苦痛で はない、 然しながら 苦痛の 一た び惡 人に 臨む や、 是れ疫 すべ か 

ら ざる 苦痛であって、 彼 は 終に 之に 堪え 切れす して 幾れ る。 

吾等 は 勿 41、 玆に善 惡の來 世に 於け る責 罰に 就て 語る の 必要 はない、 然しながら 基督 敎の 最も 明白 

なる 敎義 に照らして 見て 惡は 寧ろ 憐 むべき ものであって" 憎むべき (人の 目より 見て) もので ない こ 

とも 能く 心に 留めて 置かなければ ならない。  、 

無抵抗主義に 就ての 第二の 疑問 は 若し 之 をして 實行 せしめば 人 は無氣 力の 者と なりて 世に 活動 も 勇 

叙 もな きに 至らん とのこと である。 

成程、 若し 無抵抗が 利愁 か、 恐怖の 念から 屮：； たもので あるたら ば、 其 結 菜 は無氣 力に 終る に 相違な 

い、 所謂る 支那 人 根性なる ものが 此 種の 卑しむべき 無抵抗主義 である こと は 誰も 知って 居る、 然しな 

が ら 基督 の敎 へられし 無抵抗主義 がそん た 卑しい もので ない こと は 明かで ある、 吾等 は 愛 のために、 

道理の ために 抵抗 しないの である、 爾 うして 斯く 抵抗し ない こと は 吾等に 取りて 抵抗す るよりも 多く 

の 勇叛を 要する ことで ある、 先づ 自己の 抑え 難き 憤怒 を 抑えなければ ならたい、 是れ 非常の 困苦で あ 

る、 怒 を 遅くす る 者 は 勇士に 愈 さリ、 己れ の 心 を 治む る 者 は 城を攻 1^ る 者に 愈 さる (箴言 十六 章卅ー t 

節)、 吾等 は 他人に 向って 發 する 男 氣を 自分に 向って 發す るので ある。 次ぎに 惡人を 憎，^ ない のみな 

らす、 之 を 愛さなければ ならない、 是れ亦 非常の 勇氣を 要する ことで ある、 無抵抗と は 消極的 行爲で 

9  9  9  O0OO000000OOOO000O0O0O0000O00OO00OO  , 

はない、 是れは 愛 的行爲 となす にあら ざれば 完全に 實行 する ことの 出来ない ことで ある、 敵の 善 を 田 

ひ、 其 利益と 權 利と を 我が もの \ 如くに 考 へて やる の は 非常の 勇氣と 心の 活動と を 要する、 善意 的に 

無抵抗 を 試みて 吾等 は 決して 怯 者と はなら たい、 韓信は 他人の 股の 下 を 潜って、 少しも 其 自重 心 を 失 
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はなかった、 否な、 後日 彼. が漢の 天下 を 振 はした 勇氣 i 智謀と は 實に其 時に 萌した ものである。 

若し f 奥氣 の 養成が 吾等 の 希 S お で あ るなら ば、 吾等 は. 必 しも 之 を 敵 人 抵抗 の 所に 於ての み 養 ふの 要は 

ない、 總 ての 平和的 事業が 吾等の 最大 の 勇氣を 要求す る 、 勇 氣 は學術 研究の 爲に 非常 に 必 • 要 である、 

勇氣 なくして 船の 船長に も、 鐵 道の 汽關師 にも 成る こと は m 來な い、 弱者 を扶 くるた めの 氣、 貧者 

を 救 ふための： 男氣、 殊に 獨り 立って 正義の 味方に 立つ め 勇氣、 是れ 皆な 惡を 1^ り、 敵 を 屠る に 優 さる. 

の勇氣 である、 吾等 は惡 に 抵抗し な いとて 勇 氣減返 を 歎す る の 愛 ひ は 少しもな い 。 

斯く 辯す る も玆に 亦、 第三の 反對が 出で 來 るので ある、 卽ち 無抵抗主義 は 縦し 個人 には實 行い 得 

ると する も國家 間に は 到底、 之を應 用す る こと は出來 ない、 雨う して 國家 間の (i ^闘なる もの は是れ 全. 

く 私怨より 離れた る ものであるから、 抵抗 は此 場合に 於て は 反て 美德 であると。 

是れ實 に 大問题 であって、 今 玆に其 事 を 深く 攻究す るの は 吾等の 到底、 企て 及ばない 所で ある、 殊 

に 目下の 如く、 我國が 他國に 向って 戰鬪を 開いて 居る 時に 際して、 無抵抗主義 を國 家に 勸む るが 如き 

は 吾等の 犬に 心 困し く感 する 所で ある、 然 かしながら 眞现 は眞理 であって、 動かす ベ からざる 者 で あ 

る、 爾 うして チヤ ー レス、 サム ナ ー が米國 人に 非 戰を勸 めしの も、 トルストイ 伯が 露國 人に 無抵抗 主 

義を勸 めつ 、あるの も、 是れ言 ふまで もな く 彼等の 愛國の 至情より 出た ことであって、 無抵抗の 反て- 

抵抗に 優る の 勢力で ある こと を 彼等が 認めた からで ある、 基督 敎的 無抵抗主義 は 之を國 家に 應用 する 

ことが 出来る 乎、 此大 問題に 對 して 余 は 今 はた 英國の 哲學的 文士 レ、 ガリ H ン 氏が 彼の 名著 「文士 

の 宗敎」 なる窨 に 於て 述べた 一一 百 を 引いて 余の 解答の 一, 部分に 代へ やうと 欲 ふ。 

し i/ ヽ 

世 は 基督の 福 昔 を 試み たれ ども、 其效 なき を 認めたり と は 吾人の 厦々 耳に する 所な り、 之に 對レ 


ての 吾人の 答 辯 は 甚だ 簡單 なり、 ^は 未だ 基督の 福音 を 試みす、 而 して 基督 降 世 以後、 第 十九 世 

紀の八 「日に 於け る も 未だ 其 試驗の 始まりし を K かす。 

サム ナ ー、 トルストイの 非戰 論と は 基督 山上の垂訓 を國家 的に 試みん こと を其國 家に 勵む るに 過ぎな 

い >  爾 うして 其、 實 際に 試みられ るまで は、 其、 實 際に 行 はるべき 教訓で あるか、 無い 乎 は 判 分らな 

い、 吾等 個人と しても、 之れ を實 際に 試みて 見る まで は、 其、 實に 最上の 處 術で ある こと は 分から 

たかった、 然 かし 之 を  一 二度、 行って 見て 始めて、 其、 確かに 祌の 福音で ある ことが 分かった ので あ 

る、 無抵抗主義 を a 家に 應 用して 見て 全世界 を 導く. の 名 譽に與 かるの 圃家は 孰れで あるか、 サム チ 1 

は 彼の 米國 をして 此榮 光の 冠 冕 を 戴かし めんと した、 トル スト ィは 彼の 露 國に勸 めて 之に 此冠冕 を 戴 

かし めんと して 努めつ k あるので ある。 

此 研究 を 終る 前に 吾等 は 更らに 一 一三、 讀 者に 注意して 置きたい 事が ある、 其 一 は 「惡に 敵す る.！！， i」 

と は 言論 を 以て、 或は 道理に 訴 へて 惡 の- 惡 たる を 示す こ. と を 禁じた ので はない- 惡の 吾等の 身に 臨む 

時 に 吾等 は 深切 に、 且つ 靜 かなる 言葉 を 以て 惡の惡 たる 所以 を述 ぶる の は 是れ惡 事で ない のみ な らす 、 

返て 義務で ある、 悪に 敵す る 勿れと は 惡は之 を 放任して 置け との 意で はない、 只、 道理の 聞かれざる 

場合に 於て、 惡が 暴力 又は 暴言 を 以て も 非理 を 遂行 せんとす る 時には、 之れ に 抵抗す る 勿れとの 訓誠 

である。 

其 一 一は 自 から 進んで 惡を迎 へ、 之に 降參 しない ことで ある、 吾等 は惡は 終りまで 之 を 惡と稱 ぶべ き 

である、 惡に抗 せざる と は惡と 和睦 を 結ぶ との 意で ほない、 吾等 は 惡人を 殺さん と はしない が、 然か 

し 惡を惡 と 認め て 止まざる の 結 S ボ、 惡 人に 殺される こと は ある 乎 も 知れない。 
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其 三 は ：4i|5 を 遇する に智 懇 を 以てする ことで ある、 「5? の 如く 柔和に して 蛇の 如く 智慧く あれ」 と は 

特に 惡に對 する 時の 敎訓 である、 吾等 は 惡に抗 しない 前に 成るべき 丈け 惡を 避くべき である 、雨う し 

て 善 を 追求 し 、 惡を 避け て 止ま ざれば 惡 との 不幸な る 銜突 に 5:<^ ふこと は 至て 稀で あ る と m 心 ふ。 

o-sf 誊之 硏究』 五ガ 十九 口) 

負ける は滕っ の 記 (談話 第 記) 

余の目下の本職は基^^敎の傅迅でぁる、 雨う して il- 哲敎は 主として 来世に 於け るか 魂の 救^に 就て 

說く者 であるから、 其俾近 に從 事す る 余 は 現世と は は關 係の 至て 確い 者で ある。 

然しへ.； - と て も 未だ 現 ゆ に ^.ii- し て 居る；^ であるから、 傳道 の餘 暇に は 少し は 現世の M に 就て 聞き も 

する、 亦、 證み もす る、 之 を 一 II ん だとて 勿 il 之を此 地に 應用 しゃう とする ので はない、 余が 現 I の 事 

に 就て 究む るの は^か も：^ 界 か金虽 3^ の 事柄 を 研究す る の 心 を 以て 之 を究む るに 過ぎない の で ある。 

然し現世にも少しは面白ぃ^^がぁる、 此 地に 於ても 正義 は 多少 行 はれる、 腕力と 金力との みが 此地 

の 主動 力で はない、 義人と 云へば 悉く 十字架に 上げる のが、 ，：： 色 人種、 黄色人種、 其他總 ての 人種の 

通弊で は あるが、 而 かし 天に は祌が 在す と：^ えて、 政治 〔I と 新聞記者との 意 Is- は 幸 ひに も 悉く は此地 

に 於ても 行 はれない、 <$-は^5^ねて曾ふ、 人類の 歷史 にも 多少の 幅 昔 は 在る と、 勿論 架 害に 在ろ が 如く 

.  oooooocoo^-cooooccooooooo 

に は 無い， 然 かし 小，' し は ある、 之 を 正 當 に 讀 んで^ 界歷 おは 活ける 福音で あると E 心ふリ 

然し余はん：'の時に方て惡ぃ事を：^^iるのを嫌ぅ、 悲しい 事、 傷まし い 事、 心 を 張 裂く ばかりの 悲痛 事 


は 吾等の 毎日 聞かされつ、 ある 所で あるから、 余 は 八， は 重に 嬉しい 事、 喜ばしい こと、 樂 しい 事に の 

み 就て 語りた く  ふ、 依て 悲憤慷慨 は 之 を 他日に 譲り、 今日は 余が 現世の 事に 就て 近顷 聞きし 樂ぃ事 • 

に 就て 二三 語りた く 思 ふ。  - 

其 一 つ は 確かに 米西戰 (サ 以後の 西班牙 國の狀 能) である、 人 は 思 ふで あらう、 收舰 後の 西班牙の 狀態 

は實 に慘腾 たる もので あらう と、 而 かし 余の 聞く 所 を 以てすれば、 事 實は豫 想と 正反對 である、 西 班 

牙阈 政府 昨年度の 剩餘金 は實に 一 億 一 一千 萬圓に 達した との 事で ある、 是れ 被國の 過去 rakl 年 問の 藤 

に 於て 曾て 無き ことであって、 西班牙 人 自身が ift< に 意外に 感 する 所で ある、 キュ I バを失 ひ、 ボルト 

リコ を 摩 はれ、 フィリッピ ン 群島 を 賣棄て しめられて、 西班牙 は 始めて 隆盛の 域に 入った ので ある. 

今より 後、 トレ— ド、 アン ダリ ュ ー シ ャの豐 富なる 鑛山は W び 問 鑿せられ、 ムル シャの 葡萄園 は 前 時 

に 優る 瞥： 熟を來 たし、 歐洲の 西 端に 自己 を 以て 足れり とする 一 樂園は 起り つ. - ある、 之 を 以て 見る も 

焚つ ベ き は 帝 國 主義で ある、 他 邦 を侵峪 する 者 は 自國を 放^す る 者で ある、 帝國 主義に 心配と 勞 力と 

失 * のみ 多くして、 平和と 安心と 滿 足と はない、 囘役 しつ k ある 西班牙の 隆盛 は 帝國主 i の 愚と 害と. 

を敎ゅ る ものであると 思 ふ。 

喜ぶべき 第二の 事項 は 波 蘭 土 近時の 殖產的 勃興で ある、 波 蘭 土と 云へば^ 界亡國 お， 上设も 著明なる 

國 であつ て、 波 蘭 土と 亡 國とは 殆んど 同意 味の 辭 である やうに 思 はる、 に 至った、 然しながら 運命 は 

國を他 1： に^ はれし 波 蘭 土人に 左程に 苛酷で はない、 兵に 敗れし 彼等 は 今や 殖産 工業 を 以て 彼等の 敵 

人に 仇 を 報 ひつ、 ある、 波 蘭 土 は 今や 露國 製造業の 中心 點 となりつ、 ある、 其 ヲルソ ー と ルブリンの 

巿は 砲煙なら ぬ 製造所の mi 煙 を 以て 天 を 漲し つ、 あるとの ielH、」 ある、 而 巳なら す 露國 到る 處に波 蘭 土 
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人は此 業を擴 張し、 ウラル 山の 麓にまで 其 平和的 征服 を 運びつ、 あるとの 事で ある、 r 路み附 けらる 

る 者 は 福 ひなり、 其 人 は 地 を嗣ぐ こと を 得べ ければ なり」 と 基督 敎の 聖書 は 言 ふて 居る が、 實に波 蘭 

土人 近来の 勃興 は此 金言 を證 明す る ものであると 思 ふ 。ノ. 

第三に 歡ば しき 近來の 事實は 伊太利 人の 西 大陸に 於け る 移住で ある、 今 を 去る 二十 年 前、 伊. 利の 

政治家 は其國 土の 狹 隙なる に 對し、 共 人 u の 多大なる を 歎き、 是非共、 國 外に 人口の 流出 所を發 見す 

るの 必要 を 感じ、 殖民 地 占領に 心 思 を 練りし と雖 も、 是れぞ と 云 ふ 善き 地域 を發 見す る 能 は ざり しが 

故に、 已む なく 紅海の 西岸 H W トリ ャに地 を 卜し、 之 を本據 として アビシ 一一 ャの 舊國を 侵略し、 玆に 

新 太 利 を 建設 せんと 計畫 した、 然るに 政治家の 夢想 は 攝理， の 破る 所と なった、 アビシ 一一 ャ王大 に 怒 

りて^ 太 利 軍を迎 ふるや、 精銳を 以て 誇りし^ 國兵は 見事に 失敗して、 其 五 千 人が メネ リクの 首府に 

まで 捕虜と なりて 連れ 行かる &の 悲運に 遭遇した、 玆に 於て か 紅海 西岸に 於け る 新 伊太利の 建^ は 伊 

S 政治家の 夢と なりて 消えた、 伊太利 は 終に 國 外に 新 殖民 地 を據し 得なん だ、 其當時 の^太 利 人は實 

に憐 むべき 者であった。 

然しながら 政治家 失敗の 後 を 受けて、 天 は 伊太利 人の ために 擴 張の ための 新 門戶を 開いた、 政府の 

乎 を藉ら すして、 伊太利 人は爭 つて 天の 此 召命に 應 じた、 卽ち 曾て 其同國 人たり しコ II ム ブスが 發見 

せし 西 大陸の 廣原を 其 住居の 地と 定めん とした、 雨う して 彼等 は 西に 向って 大 移住 を 始めた、 北米 合 

衆國、 南米 ブラジルと アル， ゼ ン チン、 其 他 正直なる 勞 働の 要求 せらる、 所へ は 彼等 は 勇んで 移住した、 

其 結 ml- としてん 「や 伊太利 人 は 西 大陸に 於け る 一 大勢 力と なりつ」 ある、 千 九 百 一 一年 度に 於て 本 國を去 

つ て 1： 大 t! に 新 鄉土を 求めた 伊太利 人 は實に 六十 萬 人の^き， に 達した との 事で ある、 故に マルコ 一一 出 


て 遠距離 無線電信 を發 明す る や、 之 を 以てせし 最初の 昔 信 は伊國 皇帝 陛下 ビクトル、 イマ-一 ュヱル 第 

一 一世より 南米 アル ゼ ン チンに 在る 其 臣下の 民に 送られし とのこと である。 

斯くて 伊太利 人は戰 はすして 世界に 膨脹し つ、 ある、 政略 を 用 ひすして、 劍を拔 かすして、 鋤と 斧 

と 勤勉なる 腕と 正直なる 心と を以 て 新 伊太利 を 建設し つ \ ある、 何にも 伊太利の 三色旗が 彼等 を 伴 は 

ない とて、 彼等 は^に 意に 懸けない、 彼等 は 太 利 を 去っても 伊太利 を 忘れない、 否た、 彼等 は 伊太 

利 を 去って より、 返て 一 暦忠實 なる 伊太利 人と なった、 アビシ 一一 ャ 王メネ リックに 敗ぶ られ しび 太 利 

人 は 西 大陸の 自由の 民に 歡迎 せられた、 世に 賴り少 きものに して 政治家の 計 策の 如き はない、 之に 對 

して 世に 頼むべき ものにして 平民の 常識の 如き はない。  (『聖書 之 研究』 六 十六 日) 


近時に 於け る 非戰論 

七月 十五：：！ W 州 = 下部 敎<^ "に 於け る 談話の 大耍 

近時に 至て 戰爭 は道德 問題 を脫 したと 思 ひます、 今や 何人で も、 少しく 近世の 人類 的觀 念に 人った 

者 は戰爭 の罪惡 なること は 能く 之 を 知って 居ります、 併しながら 只、 ^に は戰爭 に 勝 さるの ^i!; 惡がぁ 

ると 云 ふて、 其 必要 を 辯 護して 居る まで あります、 基督 敎の， 聖， 書 を 引いて 戰爭を 辯 護す るの 困難 は 

辯 護 者 自身が 最も 能く 知って 居ら ふと 思 ひます。 
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併しながら 戰 は 八， は道德 IE 题 ではありません、 批界第 一 等の 思想 {豕 は 今 は 倫 I- 宗敎の 方面より 戰 

^^^'の卞：：^^を說きません、 戰爭は 今 は道德 問題 を 離れて 實益 問題と なりつ k あります、 卽ち學 者の 究め 

つ、 ある 問题は 『戰 (命 は 果して 其 nw 的 を 達する 乎』 と 云 ふ 事であります。 

夫れ で 近 スべ ンサ ー 流の： 學 者に. m て i? へられつ. - ある 所 を 聞き ますれば、 戰爭は 其 目的の 如何 

に高^！：なるに關はらす、 之 を 達し 得る もので ない、 故に 之 を 魔め るに 若 かすとの ことであります、 彼 

等 は 卽ち戰 (き は 不道德 なる のみなら す、 不要で ある 故に、 之 を 魔め るの が 第一 の 智慧で あると 唱 へつ 

つ あるので あります、 雨う して 此 種の 學者は 今や 過去の 歷史を 探り、 其 中に 彼等の 提 説の 證明を 尋ね 

つ 、あります、 雨う して 私の 見る 所に 由り ますれば 彼等の 此提 說は歷 史的 i^H 貫 を 以て 立派に 證 明され 

つ 、あると 忍 ひます。 

「魏 戰」 の實 例と して 常に 引かる、 もの はヮ シ ン トン の 獨立戰 爭とリ ンコ ルン の 奴 隸廢 止の ための 

戰爭 であります、 之に 私利 私愁の 伴って 居らなかった こと は 誰でも 承知して 居ります、 然しながら 敢 

も 有益なる 問題 は是 等の 二 大義 戰は * して 其 目的 を 達した るか、 是れ であります。 

成程 ヮ シン トン の獨立 戰爭に 由て 米國は 一 度び は英國 より 獨立 したに 相違ありません、 かの 獨立戰 

爭 なかり せば 過去 百年に 涉る 北米 合 衆阔の 政治的 獨 立はなかった で ありませ う、 然 しながら 百 年後 の 

今日の 米！； は 如何であります 乎、 米國に 於け る 近頃 著しき 現象 は 英米 八 ハロ體 の 傾向であります、 米國が 

フィリッピ ン 群島 を 取て、 自由の K が 不自由の を 支配す るの 奇觀 を呈 して 以來、 米國 の英 國に對 

する 態度 は 八 土く 一 變し， 其 後、 英國が 南阿に 於け る 二 共和 國を狡 殺す る を 面前に 目撃しても、 米國は 

此 事に 關 して は 多大の M 情 を 返て 虐殺 者なる 英國に 向て 表し 自由の 戰士 なる 一 一共 和 國を扶 けんがため 


に は 小指 一 本 を も 揚げませんでした、 爾 うして、 其 後と 首 ふ もの は 英米 兩國の 民 は 頻りに ァ ング n サ 

クソン 民族の 協同 的 運動 を 主張し、 共に 相携 へて 全世界 を英 民族 化せん となし つ K あります、 若し^ 

人の 自由、 平和の 勝利が 大將 ワシントンの 目的で ありましたならば、 今の 米 國人は 確かに ワシントン 

の 目的に 反き つ 、あります、 米國 人は兮 ゃ英圃 人に 傚 ふて 强大 なる 海軍 を備 へ て 世界 征服の 途に 上ら 

ん としつ 、あります、 爾 うして 是れ 亦英國 舊來の 目的であります から、 英米 一 一圃が 相 合して^ 界 征服 

の 途に 就く に 至らん と は 多くの 識者が 懷く說 で あります、 而已 ならす、 米國 の 富豪 はん？' や 多く 土地 (ゑ 

屋を 英國に 求め、 其 娘 を 英國の 貴挨に 嫁せ しめ、 以て 彼等の 祖先が 曾て 非常に 卑しみし 英國の 貴族と 

血緣を 結ぶ を以 て此 上な き 名譽と 信じつ 、あります、 血 を 流して 得し 米國の 自由 獨 立なる ものが イツ 

まで 綾く ものである 乎、 此 事に 就て 非常に 心 を 配ば る もの は 私共 日本の 非戰： i 者で はなく して、 来 だ 

祖先の 自由の 精神 を 失 はざる 小数の 米國人 自身であります。 

リン コ ルンの 奴隸廢 止 戰爭の 無 效に歸 した ことに 就て は 更らに 著しい 事實 があります、 此 「義 戰」 

は 奴 隸の黑 人に 政治的 自由 を 供し ました、 ^かし 彼等に 精神的 自由 を與 へませんでした 故に、 彼等 は 

今は實 際に 彼等に 供せられ し 政治的 自由 を も 失 ひつ- - あります、 北米 合 衆國の 市民なる 數百 萬の 黑人 

を 如何せんと は米國 刻下の 最大 問題であります、 黑 人の 或 者 は 米國に 在て は 到底 自. S の 得られない こ 

と を 認めまして、 今や 同胞 を 引 連れて 故の： 非 利 加 大陸に 大 移住 を 企てつ K あります、 彼等の 一人な 

る黑人 メソヂ スト 敎會の 監督 甘 水 は 近顷米 國の國 歌なる 『美 はしき 自由の 國』 を 歌 ふこと を 拒みました、 

繭う して 彼が 此担絕 の 理由と する 所 を 聞きます るに、 米國は 今は實 際に 自由の 鄕土 ではない から 之 を 

「美 はしき 自由の 國」 と稱 ふること は出來 ない との ことであります、 近頃 大博 覽會 開設 屮に 在る >絮ル 

三十 七ハ小 (一九 0E 年〕  三 w 九 


時 一一 一 五 〇 

ィ 一山に 於て 旅 店の 持主 は 相 共同して 黑人を 其 旅館に 止めざる こと を 決議し ました、 亦、 ルイジ ャナ州 

め 知事が 其 就職 演說に 於て 彼の 施政の 方針 を 述べて 是れ、 黑白ー 一人 種の 畫を 判然たら しむる にあり 

と： n ひました、 其 他 「自由の 米國」 に 於け る 黑人檳 斥幷に 虐待の 事 實は擧 げて數 へ 切れません、 リン 

コ ルン の 公義 心と 米 人 五十 萬 人の 鮮血 を 以て 購ひ 得し 黑 人の 自由なる もの は 今や 三十 年 を 出す して 終 

に 消滅し つ k あります。 

此等ー 一大 義戰に 於て すら 斯の 通りで あると 致し ますれば、 其 他の 戰爭に 於て は 推して 知る ベ しで あ 

ります、 日 淸戰爭 が 全く 其 目的 を 失った こと は 誰でも 能く 知って 居ります、 英國は 南阿 戰爭に 於て 自 

圃の赖 業者に 利益 ある 新 活動 地 を 供 せんとし まして、 其 目的 は 全く 敗れて、 終に は 彼等が 最も 忌み嫌 

ふ 支那 人 を 南阿に 輸入せ ざる を 得ざる に 至りました、 曾て は 一 一千 五 百年 前の 昔し 哲學者 ビサゴ ラスが、 

自己れ 眞理の 探究者で ある こと を 忘れ、 普通の 愛國 心に 驅ら れ、 ク „1 1 トンの 朮民 をして 隣國シ バリ 

ス の 市に 向って 戰を宣 せしめて 終に 敵 味方 兩 方の 滅亡 を 招きし 以來、 第一 一十 世紀の 今日に 至る までの、 

戰爭と 云 ふ 戰爭を 悉く 其 結果に 於て 調べて 見ます るなら ば、 其 目的 を 達した ものと て は 一 つも 無 かつ 

たこと が 判明す るに 至る かも 知れません。 

畢竟す るに 人間 は 道德的 動物で あ ります、 故に 彼に 勝たん とすれ ば 道 德を以 てす るより 他に 途はぁ 

りません、 暴 を 以て 彼 を- tel する の は 唯の 一時でありまして、 彼の 靈は 決して 斯 かる 壓 迫に 服す る もの 

でありません、 戰爭は 不道理で ある、 故に 愚で ある、 不必要で あると は 今 代の 識者の 達しつ k ある 結 

論で あると 思 ひます、 世の 實際 家は斯 かる 提說を 以て 大 なる 迂論な りと 一一 =11 ひて 嘲け り ませう が、 併 か 

し 天然の 法則 は 如何にしても 欺く ベから すでありまして、 如何に ァレキ サン ドルで も、 シ I ザル でも、 


ゴ ロム ゥ H ル でも、 ナボレ オンで も、 此 法則に 勝つ こと は 出来ません、 人に 勝つ の 武器 は 永久の 忍耐 

と 無限の 愛と を 措い て 他に 有るな しと は 決して 惟り 理想家の 言の みではありません、 是れは 人類が 一 一 

十 世紀に 人って より、 其慘儋 たる 過去の 經歷を 顧みて、 始めて 心附 いた 「智慧の 言葉」 であると 思 ひ 

ます、 私共 は ドウ ゾ此ロ 露戰爭 を 以て 人類 最終 の戰 爭と爲 したいと 忍 ひ ます。 

(『聖書 之 研究』 八 刀 十八 日〕 


基督 信徒 處 世の 方針 

r 八月 一 日-: 仅相州 横須賀 某所に 於け る 談話の 大耍) 

基督 信者の 處 世の 方針と は 外で はない、 神の 聖旨に 從て 歩む ことで ある、 雨う して 神の 聖 33 と は 多 

くの 人が 考 ふるやう に、 時々 刻々 と變 はる もので はない、 祌の 聖旨と は 人類の 歷史を 一貫す る 深き 意 

志で ある、 故に 之 は 新聞紙 を讀ん で 判 分か る もので はない、 是は 時勢の 潮流に 徵 して 知れる もので は 

ない、 是は 深く 神の 聖書 を， 研究し、 深く 自己の 心に 問 ひ、 深く 歷史全 體 の 趨勢に 鑑み、 上よりの 指 一 1^ 

を 得 て 、 略 ぼ 其 何た る 乎 を 感得す る ことの 出来る も の で あ る 。 

祌の 聖旨 を 探る の は 困難し く ある、 併 かし 我 儕 は 是非共 之 を 探らなければ たらない、 基督 敎を 信す 

の 目的 も、 架 書 を 研究す るの 目的 も、 實は 之より 外にない ので ある、 爾 うして 一た び是を 探り 得た 
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以上 は 我 儕 の 生涯 を 全く 神 の 聖 3 曰なる 此 深き 意志 に 委ね、 後 は W び 決し て 此 意志 以外 に 逸せ ざ る や う 

ね 力めなければ ならぬ"  . 

祌の聖 3ほ と は 所 I5i る 時勢の ド暦 流で ある、 地文 學 者の 富 ふ 所に 從 へば、 海流に 炎 面 流と 下 流 

との 二流が あって、 表面 流に は 常に 變 化が あるが、 下&? 流に はせ て是れ がない とのこと である、 激浪 

如何に-" El くと も、 「黑 潮」 「灣 流」 の 類の 如 3： に：： 十く とも、 是れ 海洋の 表面 流に 過ぎない、 其  一 の 

下に は <w に 變 はらぬ 下&? 流が あって、 £ だれ は w 期 を 通して、 靜 かに、 ま？ 殿め しく、 表面の 擾亂に 何の 

顿翁 する 所な く、 北半球に 於て は 北より 南に 向って、 南半球に 於て は 南より 北に 向って、 堂々 として 

進む とのこと である、 神の^ 33 が 時勢 を 通じて 進む の は 恰度 此 大洋 の 大 ド ！ lufig の やうな ものである、 

My れには 唯 一定の 法則が ある 外、 ^に：^々、 月々 の變動 はない、 n:^ れ は政ュ S の變 励、 經^ の 擾亂に 由 

て、 其 進歩の 方向 を も 速度 をも變 ふるもの ではたい、 S れは 進み はする が、 然 かし 人 の 力 を 以てし 

ては變 JS- し 能 はざる 堅き 法則 を 以て 遠大の 目的に 向って 進む ものである、 雨う して 我-: £ 其い U が 祌 

の 架 3 曰に 從 つて 身を處 すると 云 ふの は、 此 深き、 遠く 流れる 藤^の 大ド： Is 流に 從て、 其方 向 に、 其 速 

虔に循 じて 身を處 すると 云 ふので ある。 

故に 神の 聖 3 曰に 從 つて 身を處 する 者 は 世の 變動を 見て 驚かない、 今日、 明 口、 如何なる 大變 動が 此 

ゆに 起ら ふが、 旅 順が 落ち やうが、 遼 陽が 取れ やうが、 或 ひ は 萬々 一 不測の 大災害が 我俾の 上に 臨み 

来って、 我 倚の X 布 望 を 全然 破碎 する に 足る の大 悲報が 我 倚の-斗に 達し やうが、 我 倚 は 少しも 驚き はし 

ない、 我 倚は斯 かる 報知 を 得ても ィ ツモの 如くに 我 倚の 業 を 緩け、 傅 道 師は其 傳道を 接け， 農夫 は 其 

耕耘を 核け、 職工 は 其槌と 挺と を 手放さない、 深き 祌の聖 3c に e て 身を虚 する^に 激變 なる もの は 決 


してない 害で ある、 彼が 若し 傳道師 で あ る な ら ば、 彼 は 戰爭が 始まり た れば とて 戰時傳 道 を 企 てない、 

彼が 若し 雜誌 記者で あるならば 彼は戰 時に 臨み たれば とて 平和 を 說くを 止めて 軍事 を 語らない、 彼が 

若し 商人で あると する も、 農家で あると する も、 彼 は戰爭 に際會 したれば とて 彼が 神の 聖旨に 由て 定 

めし 彼の 全生涯に 涉る 大計 畫を變 へない、 彼 は 如何なる 大戰爭 も、 是れ 時勢の 表面 流の 一 現象に 過ぎ 

ない こと を 知って 居る、 彼 は 其、 或る時 期 を經過 すれば 夢の 如くに 去り、 泡の 如くに 消 ゆる もので あ 

る こと を 知って 居る、 此世は 畢竟、 道理の 世に 外なら ない、 たと へ 干 軍 萬 馬 を 動かす とも 不道理 を以 

て 道理と なすこと は屮 I 來 ない、 神の 聖旨 は 人の 怒る に關 はらす、 靜々 と 成就れ つ、 ある、 爾 うして 此 

聖 33 を 以て 事業の 法則と なしつ、 ある 者 は 亦、 大 暴風の 我 儕の 週圍に 荒れ 姬 りつ、 あるに も關 はらす、 

靜々 と 彼の 仕事 を續 けつ，^ ある。 

余 は 近頃 最も 有益なる 一 つの 話 を 聞いた、 或る 實直 なる 麇 夫が 其 實驗を 述べて 曰 ふたに、 彼 は數ト 

年間 曾て ー囘も 農業 上の 失敗 を 招いた こと はない とのこと である、 爾 うして 其 理由と する 所を閜 くに、 

彼 は 彼の 圃地を 耕す に 曾て 年々 に變 はる I の 需要に 應 じて 種 を 下ろした ことなく、 恆に 土地の 必" fe< に 

鑑み、 天然の 法 则に從 つて 土 壤の產 出力 を 害 は ざらん ことのみ、 惟れ 勉め たとの ことで ある、 故に 彼 

は 世の 奇 運に 乘 じて 一獲千金の 利 を 博した こと はない が、 併 かし 彼の 土地 は徐々 として 其沃饒 を增し 

來り、 彼は爲 めに 年 を 經るも 曾て 一 囘の 不作 を 歎じた こと もなければ、 亦、 將 來に對 して 何の 憂慮の 

懷 くべ きもない とのこと である。 

是れ赏 に 多くの 敎訓を 含む 話で あると 思 ふ、 此 農夫 は 基督 信者で はないで あら ふが、 然 かし 基督 敎 

的に 彼の 農業 を 綾け た 者で あると 思 ふ、 彼 は卽ち 神の 聖旨なる 天然の 法則に 從て 彼の 土地 を處理 して、 
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變幻窮 りなき 世の 需要に 循 つて 彼の 耕作の 方針 を變 へなん だ、 故に 天然 は 永久に 彼を惠 み、 彼 は の 

泣く 時に 泣かす、 世の 恐る.^ 時に 恐れなん だ、 彼は靜 かなる 道理に 循 つて 彼の 農業 を實 行した、 故に 

不變の 成功 は 常に 彼に 伴 ふた。 

我憐も 實に此 農夫に 習 はなければ ならない と 思 ふ、 我 倚 も 我 儕の 本来の 性に 省み、 我 倚の 力量 を 測 

り、 神の 聖旨に 則り、 擾々 たる 世の 聲には 少しも 耳 を 傾む くる ことなく、 我 倚 备自の 「田圃」 の 智慧 

ある 耕作に 從事 しなければ ならない、 然る を此 事を爲 さすして、 「境遇 は 神の 聲 なり」 と 云 ふが 如き 

淺 薄なる 宗敎 家の 首 を 信じ. た、. -週 圍の變 化に のみ 目 を 注ぎ、 新聞の 號外を 見て は駭 き、 時勢の 變遷 

に 就て 憂慮し、 投機に 類す る 生涯 を 送って、 巧みに 勝利 を 博 せんとす るが 如き は、 我 街の 決して 爲す 

べき ことで ない、 今や 激變の 甚だしき 此 時に 際して、 余 は 一言、 此 事に 就て 諸君に 語り 置く の 必要が 

あると 思 ふ。  (『聖書 之 研究』 八月 ト 八日) 

內外 見地の 差違  - 

〇 日本に 在て は 余輩が 非戰 論を唱 へたれば とて 其 學者を 始めと し、 基督 敎の 敎師 までが、 余輩 を 罵， リ 

もし、 つ 嘲け り もした が、 然 かし 外國の 或る 新聞で は 余輩の 綴りし 英文の 非戰論 を讀ん で、 日本人 

の 道 德的觀 念 は トルスト ィ伯を 有す る 露西亞 人の それに 少しも 劣る 所 はたい とて、 余輩の ために n 本 

國を顆 りに 賞 讚して 居る の を 余輩 は 見た、 余輩 は 勿論、 トルストイ 伯に 比ぶべき もな き 取る に 足ら ざ 

る 微少 さき 者で あって * 非戰 論に 於 て は 伯 Q 最も 小なる 弟子で あるが、 然か し 多く の 辛ら き 情 實を棑 


し て 、 此 論を唱 へて、 少しな りと 我國の 好評 を外國 人よ. り 招く に 至りし こ と を 非常に 喜ぶ 者で あ る、 

M にが 愛國 的行爲 であって、 3： にが 非愛國 的で あるか、 それ は廣き 世界と 永き 將來 との 見地より 見な 

ければ 分らない 事で ある、 余輩 は 只 眞理と 信す る ことのみ を^へ て 居れば、 直接、 間接に 何時か 何物 

か を 我國の 名譽の 上に も貢獻 する ことが 出来る。 

〇义 近頃 獨逸 國ス ツット ガ ー ト 市に 於て 發刊 になり し 內村生 英文 原著、 獨逸譯 「余 は 如何にして 基督 

信徒と なりし 乎」 は歐洲 大陸の 宗敎界 に 於て 非常の 好評 を 博し、 初版 數干 部は忽 にして 賫 切れ、 今や 

再版な りて、 同じ 歡迎 を繼 けられつ ト ある、 雨う して 獨逸、 填 太 利、 瑞西 等の 讀 者より 態々 書 を 著者 

に 寄せ、 彼に 同情 を 表する と 同時に、 亦 此戰爭 に 際して 彼の 生國 なる 日本に 同情 を 表し 來る者 も ある、 

义獨 填兩國 の宗敎 新聞の 或 者 は 長文の 評論 を 祸げ、 著者の 敎會 論に は 反對を 表する 向き も あれ ども、 

彼の 信仰の 大體に 向て は 多大の 同意 を 表しつ 、ある、 「日本 國は武 を 以て 世界 勢力と なり つ、 あるの 

みならす、 亦、 地上に 於け る キリストの 王國の 建設に も 大に貢 11 する 所 あらんと す」 と は 彼等 多數の 

首 ふ 所で ある やうに 昆 える、 此 著が 此 時に 方て、 然 かも 露國最 ^！: を 以て 目せられ ろ 獨逸國 に 於て 顯は 

れ、 少しな りと も 日本人の 意思 を發 表しつ、 ある こと は、 余輩に 取りて は 神の 特刖 の攝理 とほか ドウ 

しても 思 はれない、 斯く言 ひて 余 暈 は此 事に 就て 日本人に 譽 めて 貰 ひたいと 云 ふ Q ではない、 只 一 言、 

此事を 余輩の 同志 に 吿げ 置く - ) と は 多少 諸士 の 慰藉と な る こ と で あら ふと 思 ふ 故に、 少し く自讚 に 涉 

るの 嫌 ひ は ある けれども、 玆に之 を 書き記し たる 次第で ある。  (『§a 曰 之 研究』 十八 
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余が 非戰 論者と なりし 由來 


私 も 武士の 家に 生れた 者でありまして、 戰拳は 私に 取りまして は 祖先 傳來の 職業であります、 夫れ 

であり ますから 私が 幼少の 時より 聞いたり、 讀ん だり した こと は 大抵 は戰 (辛に 關 する ことで ありまし 

た、 源平 盛衰 記、 平 {豕 物語、 太閤 記、 さて は 川 中島 軍記と 云 ふやう に戰 爭に關 はる 書 を 多く 讀んだ 結 

ra^ として、 私 も 終ひ此 頃まで、 戰 爭の惡 いと 云 ふこと が 如何しても 分らす、 基督 敎を 信じて 以來兹 に 

二十 三 四 年に 涉り しも、 私 も可戰 論者の 一人で ありました、 現に 日 淸戰爭 の 時に 於て は、 今と は 違 ひ、 

歐文を 取て 日本の 正義 を 世界に 向って 訴 へんと する が 如き もの は 極々 少數 でありました 故に、 ョ 七ば 

宜しい のに、 私 は 私の 廻らぬ 鐵 筆を揮 ひまして、 「日 淸戰爭 の義」 を 草して 之 を 世に 公に した 次第で 

あります、 力，' ライルの 『コ ロム ゥ H ル俾』 を 聖書に 次ぐ の 書と 見做しました 私 は 正義 は此 世に 於て 

は劍を 以て 決行すべき ものである とのみ 思 ひました。 

然るに 近頃に 至りまして、 戰 爭に關 する 私の 考へは 全く ー變 しました、 私 は 永の 間、 米國に 在る ク 

ェ ー カル 派の 私の 友人の 言に 逆 ひて 可 戰說を 維持して 来ました、 然るに 此ー 一三 年 前 頃より 終に 彼等に 

降 參を屮 込まねば なら なくなりました、 或， < ^は是 れが爲 めに 「變 說」 を 以て 私 を 責めます が、 ド ー モ 

致し方が ありません、 私 は戰爭 問題に 關 して は實に 變說 致しました、 西 洋の讓 にも 「智者 は變 する」 


と 云 ふこと があります から、 私の 如き 愚かなる 者 も、 若し 充分なる 適當の 理由が ありま すれば、 斯か 

る 問題 に 關し て は 說を變 じて も 宜し か ら ふと 思 ひます。 

扨、 何が 私 を 終に 非戰 論者と なした 乎と 云 ふに、 夫れ に は 大分 理由が あります、 私 は今玆 では 其 主 

なる 者 丈け を 述べ やうと 思 ひます。 

一、 私 を非戰 論者に した 者の 中で 最も 有力なる 者 は 申す まで もな く 聖書であります、 殊に 新約 聖， 書 

であります、 私 は 段々 と 其 研究 を繼 けて 終に 爭鬪 なる 者の 其總 ての 種類に 於て 避くべき もの、 嫌 ふべ 

きもので ある こと を覺 るに 至りました、 新約 聖. 書の 此句彼 語 を箇々 に捉 へないで、 其 全體の 精神 を 汲 

取りまして、 戰爭は 縱令國 際 問の もので ありと する も、 之 を 正しい ものと して は 見る ことが 出來 なく 

なりました、 十字架の 福音が 或る 場合に 於て は 戰爭を 可し とすると は 私に は 如何しても 思 はれな くな 

りました。 

二、 私 をして 殆んど 極端なる 非戰 論者と ならしめ し 第二の 源 因 は 私の 生涯の 實驗 であります、 私 は 

三 四 年 前に 或る人 達の 激烈なる 攻撃に 遭 ひました、 其 時 或 友人の 勸 吿に從 ひまして. 私 は 我慢して 無 

抵抗 主義 を 取りました 結 *、 私 は大に 心に 平和 を 得、 私の 事業 は 其 人達の 攻撃に 由り、 差した る 損害 

を 被る ことなく、 夫れ と 同時に 多くの 新ら しい 友人の 起り 来りて 私 を 助け 吳れ るの を實驗 しました、 

ふ 二く  しみん、 

私 は 其 時に 爭 闘の 如何に 愚に して 如何に 醜き もので あるか を 浸々 と實驗 しました、 私 は 確かに 信じて 

疑 ひません、 私が 若し 其 時に 怨を 以て 怨に報 ひ、 暴 を 以て 暴に 應 じましたならば、 多少の 偸 快 を 感じ 

ましたら ふが、 私の 事業 は 全く 廢れ、 今の 私 は 最も 憐れな 者であった らふと 思 ひます、 羅馬書 十二 章 

にある 保羅の 教訓 を 充分に 覺 りました の は 實に其 時で ありました、 此事は 勿論 私事で はあります るが I 
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^し 私 は 其れに 由て 總 ての 爭鬪の 愚に して つ 醜なる こと を覺 りました、 何人で も 已れ自 から 無抵抗 

Goooo〇ooooo〇ooc-oocc  c  cr-  0  00 つ o(>ocoooo〇o〇ooooo<:  0 

主^の 利益 を實驗 した る 者 は 必す彼 の國に 向っても： ：！： - 「 に の .ば：一;： を勸め る で あら ふと 思 ひます。 

三、 私をして非戰論^1<|:とならしめし第三の動カは：；？ー！；：，リ11のゅ界歷史でぁります、 日 淸戰爭 の 結 

架 は 私に ッ ク ぐと 戰爭の 害あって 利の ない こと を敎 へました、 其 目的た る 朝鮮の 獨立は 返て i おくせ 

られ、 戰勝國 たる 日本の 道德は 非常に 腐敗し、 敵國を 征服し 得し も 故 古川 市兵衞 氏の 如き 國 内の 荒 亂 

^は 少しも 之 を 制御す る ことが 出来すな りました、 是は 私が 私の 生國 なる 日本に 於て 見た 戰爭 (而か 

も戰 勝の) 結 架であります、 若し 其れ 米國に 於け る 米 西 戰爭の 結 mi^ を 想 ひま すれば 是 よりも 更 らに甚 

だしい ものが あります、 米西戰 (命に 由て 米 國の國 是は全 くー變 しました、 自由 國の 米國は 今や 明白な 

る 陋制國 とならん としつ 、あります、 現役 兵 僅かに 一 ： 萬 を 以て 足れり とし 來 りし 米國は N チ やぼ 界第 - 

の 武裝國 とならん と 企てつ k あります、 雨う して 米！； 人の 此 思想の 變 化に 連れて来た 彼等の 社 會の腐 

收墮 落と 云 ふ もの は 實に雷 語に 堪えない 程であります、 私 は 私の 第二の 故國と 思ひ來 りし 米國の 今日 

の 墮落を 見て 言 ひ盡 されぬ 悲歎 を感 する 者であります、 爾 うして 此 落を來 たしました 最も 直接なる 

原因 は 言 ふまで もな く 米 西戰爭 であります、 其他英 杜戰爭 の 結果に 就て も 多く 曾 ひたい ことが ありま 

する が 夫れ は 他日に 譲ります。 

OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO0-OOCO 

^, 私 を非戰 論者に なした 第 四の 機關は 米國マ ッ サチュ ー セット 州 スプリング フ ィ ー 几ド 市に 於て 

發行 せらる、 Tlio  Springfield  wepublicsm と 云 ふ 新聞であります、 私 は白狀 します、 私 は 過去 二 

十 年間の 此 新聞の 愛讀 者であります、 斯 くも 永く 私が 讀み繼 けた 新開 は 勿論 日本に もありません、 私 

の 世界 智識の 大部分 は此 新聞の 紙面から 来た ものであります、 此 新聞 は 私の 昆 た 最も 淸ぃ 最も 公平な 


る 新聞であります、 之 を 讀んで 頭 腦が轉 倒す る やうな 忠ひは 少しもありません、 常に 平靜で 常に 道理 

的で、 實に 世界 稀 有の 思想の 淸涼劑 であると 思 ひます、 爾 うして 此 新聞 は 平和主義者であります、 絶 

對 的非戰 論者と いふではありません が、 併 かし 常に 疑 ひの 眼 を 以て 總て の戰爭 を 見る 者であります、 

彼 は 彼の 國 人の 輿論に 反對 して 痛た く 菲律賓 群島 占領に 反對 しました、 彼 は 常に 英國 帝國 主義の 主 道 

者なる チヤ ムバ ー レン 氏の 反對 者であります、 雨して 此新閜 を 二十 年間 讀み繼 けまして、 私 も 終に 其 

平和主義に 化せられました、 其 紙上に 於て 世界 有名の 平和主義者の 名論 卓 說を讀 みまして、 私の 好戰 

的 論 城 は 終に 全く Si されました、 或 人が 此新閒 を 評して 「其 感化 力に 新約 架 書の それに 似た る もの あ 

り」 と 言 ひました が、 實に爾 うであります、 『スプ り ング フ ィ ー ルド 共和 新聞』 は 其 一 一 ト 年間の^ 敎 

の 結果、 終に 私 を も 其 信者の 中に 加へ ました。 

此外 にも まだ 私 を非戰 論者に なした 勢力 はあり ませう、 然し 是の つの ものが 其 重なる 者で ありま 

す、 殊に 近頃 私 をして 非戰 論に 關 する 私の 確信 を！： めしめ ました もの は 哲學者 故スぺ ンサ， I 氏の 戰爭 

に關 する 意見であります、 氏の 戰爭 論に 就て は 他日 別に 御 話しいた したく 思 ひます。 

私 は 終に 非戰 論者と なりました、 然 かし 非戰 論と はた f 戰爭を 非と し、 之に 反對 すると 云 ふこと 計 

OO0OOOO0OO000O00OO0O.OOOO0P でで ooop  、： ー 

りではありません、 非戰 論の 積極的 半面 は 言 ふまで もな く 平和の 克復 並に 其耕修 てあります 私は祌 

に 祈り、 神 若し 許し 給 は i -、 國 民の 輿論に 逆って、 此 時に 際して 非戰 論を唱 へた 賠償と して、 微力な 

がら も、 出來 得る 丈け の カを盡 して、 平和 克復の 期 を 早め、 敵國 との 好意 交換の 基 を 作りた く 思 ひま 

す、 ド i ゾ 本誌 讀者 諸君に 於ても 此 ために 御 祈り 下さらん こと を 願 ひます。 

o-ltf 書 之 研究』 九月 サ 二日〕 
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米 s の 堕落と 其救濟 

〇 若し 來る十 一 月 八日の 大統領選 舉に 於て レ パブ リカ ン黨が 勝 を 占め、 ル ー ズ ベルト 氏が 再選 せらる 

るなら ば 北米 合 衆國は 一年間に 六 億 圓の金 を 投じて 英國 にも 優る 世界 第一 等の 海軍 を 作り、 以て 『自 

由の ために、 平等の ために』 大に 世界の 政治に 干涉 するとの ことで ある、 一 年 問に 酒の ために 二十 億 

圓を 費し、 軍艦の ために 六 億圓を 費さん とする 合 衆 國は實 に 立派なる 『基督 敎國』 である、 斯 かる 國 

が 一年に 六 七 百 萬の 金 を 投じて 外 國傅道 を 行 ふとて 其 罪 惡の萬 分の 一 を も 償 ふ 事 は出來 ない、 日本 國 

は 如何に 腐 耽す ると も 北米 合衆國 ほど は 腐敗して 居らない、 我 儕 は W として は 今日の 北米 合 衆！： より 

俾 道を受 くべき の 理由 は 一 つもない。 

〇實 に 米 西戰爭 以後の 合 衆 國の墮 落とい ふ もの は 甚だしい ものである、 其 政治家、 新聞記者、 牧師、 

傅道師 等の 首 ふ 所 を 聞けば、 之が ヮ シ ン トン、 リン コル ンを 生みし 米國の 人士の 一一 一一 E である 乎と 驚く 計 

りで ある、 彼等 は 今 はた、 V 單 へに r 鐵と 腕力」 と を 以て 彼等の 國威を 張らん として 居る、 米國人 は兮 

は 全く 現世 敎 信者と 化した、 彼等の 宗敎 に來世 的なる 所 は 殆んど 無き に 至った、 彼等の 敎會は 社會改 

良の ためで ある、 彼等の 青年 會は體 力 養成の ため、 又は 智識 增 進の ためで ある、 米國 の宗敎 家に 天國 

のこと を 聞かん と 欲しても、 之 を 確と 語る もの は殆ん どない、 淺薄 にして 現 世界的なる 宗敎 にして 米 

國人 今日の 基督教の 如き はない。 

く獨逸 の 如きに 於て は 米國人 の 近世 思想 を 嫌 ふ ， ) と 甚だしく、 若し 米國流 Q 靑年會 叉 は 共勵會 の 


輸入 されん とする あれば 力 を 極めて 其 排斥 を努む ると 云 ふ、 余輩 も 我 邦の 基督 敎の 弊害の 其 大部分 は 

米國 人の 輸 人に 係る ものなる を 知る が 故に、 我 倚 日 木の 基督 信者 も獨 逸人に 傚って 努めて 米國 流の 宗 

敎 思想の 輸人を 防ぐ ベ きで あると 思 ふ。 

C 斯く言 ひ て 余輩 は 米 國其物 を 憎む ので はない、 純粹の 米國 思想なる も の は實に 世界 最良 の 思想 で あ 

ると 信す る、 金を拜 する の は 今の 米國 人の 宗敎 であって、 米國人 固有の 宗敎 ではない、 雨う して 幸に 

も此 固有の 精神 は 今尙ほ 米國の 地に 跡を絶たない、 帝國 主義 は 今 は墮 落せる 米 國人多 數の贊 成す る 所 

なれ ども、 然 かも、 今や 其大黨 派の 一 つ は 排帝國 主義 を 標榜して 立つ に 至った、 彼れ の 政治的 技倆 は 

如何で あると する も、 ，テ モ クラット 黨 前大統領 候補者 ブライアンの 如き は、 歳 は 若 けれども、 確かに 

ワシントン、 ジ H ファ ソンの 流 を 汲んだ る 古代 流の 純 乎た る 米國的 政治家で ある、 彼が 近頃 セン 卜ル 

ィに 於て 開かれた る デモクラット 黨の 大會に 於て 述べ し 言 の 如き は實に 米國の 墮 洛救濟 の 希 を 表彰 

する に 足る ものである、 彼 は 其 時 言 ふた、 

二 干 七 百年 前に 豫 言 者 は 『平和の 君』 と稱 せらる K 者の 世に出 でん こと を豫 言せ り、 二 干 年 前に 

此君は 世に 顯 はれ 給へ り、 而 して 彼の 生れ 給 はんとす る や、 天 使 は 歌 ふて 曰へ り 「地に は 平和、 

人に は 恩 あれ」 と、 其 後 二 千年 問、 此 平和の 福音 は 世に 說 かれて 大に 人の 心 を 占む るに 至れり、 

此 平和の 福音の ために 數百 萬の 人 は 其 生命 を 犠牲に 供せ り、 此 平和の 福音の ために 數 萬の 人は大 

洋 を横斷 し、 野蠻 人の 中に 彼等の 生命 を棄 て、 異邦の 人の 中に 傳 敎に從 事せ り、 此 平和の 主義 は 

基督 敎 文明の 基礎に して 亦此 世界の 希望な りし。 

と、 斯く 述べて 後に 彼 は 彼の 國人 にして 「鐵と 腕力」 とに 依りて 戰爭を 以て 國 民の 運命 を 支配 せんと 
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する 者の ある を 慨嘆し、 大 に 彼等 の 北 wg- を 攻撃した、 肷 せる 米 國の政 治 家中 に 此聲 を揚ぐ る もの あ 

る を 見て、 余聚は 余輩の 愛する 米國に 就て 未だ 全 く^を 絶たない、 

〇 乂 こたび ヂモ クラット 黨の大 統領 候補者 として 選ばれた る 判士 パ ー 力 ー 氏の 候補 承諾 演說中 に 左の 

一 節が ある、 彼 は 米國合 衆國も 武力 を 犬に して 世界的 勢力と なるべし との 彼の 反 對黨の 主張に 答へ て 

E ふた、 

我が 國は旣 に 業に 世界的 勢力たり、 而 して 我等 は 世界的 勢力と して 之 を 維持せ ざるべ からす、 然 

れ ども、 余 は 我國が 近頃に 至て、 始めて 其 世界的 勢力た るの 地-仗 を 得る に 至れり と 言ふ說 に反對 

す、 我國は 百年 前、 旣に 業に 世界的 势 力と なれり、 其 時 外 國の覊 きを. 跶し、 人民 は 自由 政」 肘 を 建 

設し、 其 主權は 人民の 意志に 基く もの なれば 常に 之に 由て 立 つ ベ き も の なり と-：；^-め た り 、 我國が 

世界的 勢力と して 成長せ し は、 其强 健なる 人民が、 其 本國に 於て は 自由と 繁榮と を 得る 能 はすし 

て、 之 を 我國に 於て 求めん と 欲して 兹に 移住し 來 りし 外國の 民の 協同 を 得て、 陸の 面に 擴 がり、 

草原と 森林と を拓 き、 .i^ を 建て、 道路 を 開き、 鐵道を 布き しに. m れり， 而 うして 其 建設 當 時に 方 

て は 三百 萬に 充た ざり し 民 は 今は增 加して 八 千 萬と 成り、 大洋より 大洋まで、 大 湖より 大 湾まで、 

國の縱 横に 擴 がり、 玆に 文明 の 智識と 藝 術と の 最高 度 に 達せる 自由にして 榮 ゆる 民の 樓 息す る國 

を 作れり、 依て 知る 此國の 世界的 勢力と なりし は 其 自由、 其 市民の 進步 と繁榮 とに 由り て、 其 外 

國 征服の 方針に 由らざる こと を、 吾人が 此 地位 を 得る に 至りし は、 神の 恩 惠の豐 かなる に 由れ り、 

卽ち 我國の 多大なる 天然 的 富 源の 開發 * 其 憲法に 於て 顯 はれた る 吾人の 祖先の 聰明、 而 して 之に 

加 ふるに、 民 自身の 精力、 勤勉、 道德 及び 法律 を 重ん する の 精神に 由れ り。 


斯 くも 穩健 なる 思想 を 有せる 政 治 家を大 統領 候補者 に擧 げたる 大政 黨 の米國 にある を 知って、 余攀は 

密かに 米國 のために 賀 せざるを得ない。 

〇 來る 十一 n;:; 八日 は赏に 世界 分 目の 大勝 敗の 決せられる 日で ある、 世界最大 最強の 共和 國が 共和 圃と 

して 存 する 乎、 將た又 赏際的 墮制國 と 化する 乎、 此 人類の 大戰 爭は來 らんと する 北米 合衆國 の選擧 場. 

裡に 於て 決せられ るので ある、 我 倚 若し 米國の 市民なら ば、 神聖に 我 儕の 投票 權を 使用し、 平和の た 

めに、 排帝國 主義の ために 我 倚の 微力 を 添へ たく 思へ ども、 然れ ども 如何せん 大洋の 此方に 在て 其 勝 

, 舦に與 かる こと 能 はざる が 故に、 我 倚 は 玆に我 倚の 聲を 揚げ、 薄弱ながら も 我 倚の 信仰 を 以て、 祈禱 

を 以て 大洋の 彼方に 在る 我等の 同 主義者の 運動 を 助け やうと 欲 ふ。 (九月 十日 誌す) 

(『聖書 之 研究』 九月 サニ  R) 


非 戰 主義者の 戰 死 

世 は 我 倚非戰 主義者の 勸吿 を納れ す、 冷靜の 思想 は 熱情の 支配す る 所と なりて、 終に 戰爭を 開始す 

るに 至り、 雨う して 其 定めし 制度に. m り、 國 民の 義務と して 我 倚に も 兵役 を 命す るに 至らん 乎、 其 時 

OOOC ひ CCOO  coococoooco かんがへ oc〇coo〇cooooo  ®e©®©®©® 

に は 我 倚 は 淚を飮 み * 誤れる 兄弟の 難に 赴く の 思念 を 以て 其 命に 從ふ ベ きで ある、 斯 くす るの が此悲 

慘 なる 場合 に 於 て は戰 (；^ を 魔 止す るに 至 らしむ る 最も 穩健 にして、 且つ 最も 適當 なる 途で あると 思 ふ 
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時 ^*  一一 一六 四 

i 心し 此 時に 當て 兵役 を 担まん か、 疑 察 を 以て 滿ち充 ちた る 此化は 我 儕 を 目す るに 卑怯者 を 以てし、 我 

儕 の 非戰 論なる もの は 生命 愛惜 のた めで ある と 信じ、 我 倚の 說を 聞く も 之に 耳 を 傾けざる に 至 ろ で あ 

らふ、 且义我 倚に して 兵役 を 拒まん か、 或る 他の 者が 我 儕に 代て 召 第され て、 結局 我 倚の 拒絶 は 他人 

の 犠牲に 終る こと」 なれば、 我 儕 は 其 人 等の ために も.： H 身 進んで 此 苦役に 服從 すべきで ある、 殊に 叉 

た總 ての si?- 惡は 善行 を 以ての み 消滅す る ことの 出 _ ^る もので あれば、 戰爭も 多くの 非戰 主義者の 無淺 

oocooooooo  c〇oooooooooo「-oc-〇 

なる 戰死を 以ての み 終に 魔 止す る ことの 出来る ものである、 可戰 論者の 戰 死は戰 爭廢 止の ために は 3： 

んの 役に も 立たない、 然れ ども 戰-せ を 3^ み 嫌ら い、 之に 對 して 何の 趣味 を も 持たざる 者が、 其唱 ふる 

仁慈の 說は聽 かれす して、 I は 修羅の 街と 化して、 彼 も 亦 敵 像 心と 稱 する 罪 念の 犠牲と なりて、 敵彈 

の 的と なりて 戰 場に 彼の 平和の 生涯 を 終る に 及んで、 玆に 始めて 人類の 惡の 一部分 は 贖 はれ、 終局 

OOOO0OOOOO0O0O0OOOOOOOO  ooo〇c〇ooooocooo〇ococo 

。世界の 平和 は 其れ丈け 此撤に 近 けられる ので ある、 是れ卽 ち カル バリ ー 山に 於け る 十字架の 所 罰の 

0  0  0  0-0  0  O00  0  0  0  0  OCOOOC-OOOC-0  00-00000000000000  ^. 

一種であって、 若し 世に r 戰爭 美」 なる ものが あると すれば、 其れ は 生命の 慎愤を 知らざる 戰 t-:^ き 

OC00C  0  0  0  0  0  0  COOOOCOOOOOGCOO〇，).=-c,、ooo>ooc  ccooo〇c-cc 

の 猛者の 死で はなく して、 生命の 貴 さと 平和の 樂 さと を 充分に 知悉せ る 平和主義者の 死で あると 思 ふ、 

博愛 を唱 ふる 平和主義者 は此 國彼國 のために 死なん と はしない、 然れ ども 戰爭其 物の 犧牲 になって 彼 

の 血 を 以て 人類の 罪惡を 一部分な りと 履 はんがた めに は、 彼 は欣ん で、 然り 神に 感謝して、 死に 就か 

ん とする、 此心を 以て 出陣せ る 平和主義者 は 死 せんこと を 欲して、 生きん こと を 願 はない、 彼 は 彼の 

殉死に 由て 彼の 國人を 諫めん と 欲し、 亦、 同胞の 殺伐に 快 を 取る、 罪に 沈める 人類に 悔改を 促が さん 

とする。 

逝け よ 兩國の 平和主義者よ、 行いて 他人の 冒さ る 危險を 冒せよ、 行いて 汝 等の 忌み嫌 ふ 所の 戰爭 


の義 性と なりて れょ、 戰ふも 敵 を 憎む 勿れ、 蓋 は 敵なる もの は 今 は汝に 無ければ なり、 只汝の 命ぜ 

られし 職分 を盡し >  汝の 死の 躓 S 非の 死た らんこと を 願へ よ、 人 は汝を 死に 逐ひ 遣りし も 神 は 天に 在て 

汝を 待ちつ \ あり、 其 處に敵 人と 手 を 握れよ、 只 死に 至る まで 平和の 祈願 を汝の 口より 絶つ 勿れ。 

日露 戰爭 開けて 以來、 余輩 は 今日まで 幾度と なく 此言葉 を 以て 余輩の 友人の 出陣 を 送った、 雨う し 

て 彼等 は 欣んで 之 を 承け、 銃 を 肩に する のみなら す、 立つ に 誠 實を帶 として 腰に 結び、 義を胸 甲と し 

て 胸に 當て、 平和なる 福音の 備 へを鞋 となして 足に 穿ち、 信仰の 盾 を 取リ、 救 ひの 冑 及び 聖 靈の劍 を 

取て 快く 載 場に 臨んだ (以弗 所 書 六 章 十四 節 以下)、 爾 うして 密かに 彼等が 戰 場に 於て 爲 したる 所 を 

開く に、 彼等の 勇氣に 於て、 活動に 於て、 殊に 優しき 彼等の 大和心に 於て、 彼等 は 少しも 他人の 背後 

に +3 ない との 事で ある、 彼等の 或る 者 は 旣に彈 丸に 當て れた、 或 者 は 海底の 藻屑と 化した、 併し 彼 

等 は 終りまで 神 を 信じ- 平和 を 愛し、 死に 臨んで 心 を 深き 人生 問題に 注ぎ、 希望と 平和と 感謝の 中に 

身 を戰爭 の犧牲 として 獻 げた、 非戰 論者が 最も 善き 戰士を 作る と は 犬なる 逆說の やうに は閒 ゆれ ども 

然しながら 是は 否認し 難き 著明 な る事實 で ある、 彼等 は 基督 的 紳士と して 戰 場に 喧れて 戰 爭全踐 の た 

めに 闊き道 を 開いた、 世に き戰 主義が 實行 せらる、 i に 至て、 其 榮光を 擔ふ者 は 余輩の 如く 家に 在て 

筆を揮 ふて 非 戰論を 唱 ふる 者で はなく して 戰 場に 出て 生血 を 膝いで 戰爭の 犠牲と 成りい 是 等の 非戰主 

# ^でかる、 i く は 永久の 光榮 彼等の 上に あれ。  C 『聖書 之 研究』 十月 二十日) 
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日露 戰爭と 基督教の 趨勢 


凡ての 事 は 神の 32 に 依りて？^：: かれた る 神 を 愛する 者の た め に 悉く 働き て ハ. 扯を爲 す を 我 倚 は 知れ り 

(羅馬 書 八 章仆八 節)。 

戰爭は 如何なる 戰爭 でも、 道德 的に は惡 事で ある、 經世 的に は 劣 策で あると は、 余輩が 今日まで i? 

へ來 つた 所であって、 义 今日と 雖も 尙ほ唱 へて 撣 からない 所で ある、 勿論、 戰爭の 如き 大事 件に 至て 

は 其 如何に 大 なる 惡 事で あるか 如何に 犬なる 損害で ある 乎 は 一年 や 二 年で 判 分る もので はない、 獨逸 

國は 『三十 年 戰爭』 終結 後 二百 五十 年 のん：'： n、 尙ほ 著しく 其 害毒 を 感じつ」 あるとの 事で ある、 普佛 

戰 爭の戰 勝の 惡 結果 は 戰後七 八 年を經 て、 始めて 獨逸國 の經^ 界に顯 はれた とのこと て ある、 誰も 知 

る 通り： "露 戰爭は 日 淸戰爭 の 結果であって、 日露 戰爭は 叉 如何なる 戰爭 を產み 出す か 判明らない、 四 

海 ゆ：： な 兄弟で あり、 字宙 皆ー體 である 以上 は 他人 を 殺す こと は 終に は 自己 を 殺す の 結！^ を 生じ、 他人 

の 產を盡 す こと は 終に は 自己の 產を 倒す に 至 る に 相違な い、 敵 人と て 神の 目から 見れば 矢張り 同胞 兄 


弟で ある、 敵國 とて 同じ 世界の 一 部分で ある、 若し 人類 は 一 侗團體 であり、 世界 は ！ 家 同族で あると 

の科學 上の 提議が 眞理 であると すれば、 戰爭其 物 を 以て 善で ある、 美で ある、 利で ある、 益で あると 

は 如何しても 思へ ない。 

然しながら、 全能 全智の 神の 支配し 耠ふ此 世界 は 最も 奇ぎ たる 所で ある、 此奇 ぎなる 世界に 在て は 

惡は必 しも 惡 結果 を 生じな い 、 否な、 多く の 場合に 於 て は惡は 善な る 神 の 利用す る 所と な り て 善き 結 

Ei^ を 生す るに 至る、 斯く云 ひて、 惡は、 夫れ 故に 善で あると 云 ふので はない、 惡は ドコ まで も惡 であ 

, ,  よびい-.;! 

る、 然しながら 世に 善なる 神が 惡を超 制し 給 ひて (cvelTule) 惡の 中より 善 を 呼出し 給 ふ ことがある 

例へば イス カリオ テの ュダが キリスト を 其 敵 に 付した や うな ことで ある、 然しながら 驚く ベ き 神 の 攝 

理の 下に 此極惡 の 罪惡は 世に 神の 最大の 恩惠を 招く の 手段と なった、 ュダの 叛逆に 由り て. r 字 架上の 

罪の 贖 ひなる ものが 行 はれた、 惡が 善に 終り、 罪が 恩惠に 終る と は 斯う 云 ふやうな 事で ある、 我等 は 

斯 かる 事 實に 接して、 た-. - 聖 J 曰 の 言葉 を 藉 りて 叫ぶ までぐ ある、 

是れ M ホバ の 成し 給 へ る 事に して 我 倚の 目に 奇 しとす る 所な り (詩篇 百 十八 篇廿三 節)。 

今度の 日露 戰爭の 結果 も 同じ 事で ある、 其 近代史に 於け る 最も 歎 か はしき 事件の 一 つで ある こと は 

識者の 等しく 認 むる 所で ある、 然しながら 此悲 むべき 戰爭も 亦、 或る 種の 善事 を K 胎 しつ & ある、 爾 

うして、 日露 雨國 孰れが 最大の 善果 を 此戰爭 より 牧 むる 乎と 云 ふに、 それ は 言 ふまで もな く、 戰欧國 

たる 露西亞 である こと は、 是れ 亦、 早くより 識者の 認めた 所で ある. 戰 敗に 由て 自由の 光明 は ヴ オル 

ガ、 ド ン の 河 逢にまで 臨んだ、 ウラル 山麓に 自由の 聲の揚 るの も 叉 決して 遠き 未來 Q ことで は ある ま 

いと 思 ふ、 西より 入らん と 欲して 入る こと 能 は ざり し 勇敢なる 處女 『自由』 は 今や 日本人の 手 を藉り 
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時 事  三 六 八 

て、 太陽の 光線と 均しく、 東より 『ルスの 地』 に 入りつ、 ある、 太平洋より ボル チック 海まで 自由の 

旌 旗が 翻る に 至る こと は此悲 むべき 戰爭の 奇異なる 結果と して 今より 豫想 する ことが 出來 る。 

然しながら 戰勝國 たる 我 倚の 日本 は 此戰爭 より 善果 を牧 むる こと は あるまい 乎、 我 倚 は 敵國に 利益 

を 供す る ためにの み 我 倚の 鮮血 を濺 ぎつ k あるので あら ふ 乎、 我 儕が 若し 新たに 領土 を 得る ことが 出 

來、 新たに 商機 を 握る ことが 出来れば、 それで 此戰爭 の 損害 は 凡て 償 はれる であら ふ 乎、 余輩 は 雨う 

は 思 はない、 政治 〔z ぶ 輩の 目的 は 多分、 此邊に 在る であらう、 然しながら 日本 國を 愛し 給 ふ 天の 神 は、 

斯 かる 小なる、 且つ 下等なる、 結果 を 以てして は滿 足し 給 はない、 責き 人の 血を濺 いで、 其 結果が 僅 

か に 富 國强兵 位 ひ であるならば、 人命と は 餘 りに 安價 いもので ある、 愛の神 は 政 治 家 W の 思 ひに 過ぎ 

00000  0-000  0-000000000  0  0'  0000 

て 不朽の 結果 を 此戰爭 より 日本に 持 來し給 ふに 相違ない。 

H ホバ宣 給 はく、 我が 思念 は汝 等の 思念と 異なる、 我が 道は汝 等の 道と 異なれり、 天の 地より 高 

きが 如く 我が 道は汝 等の 道よりも 高く 我が 思念 は汝 等の 思念よりも 高し (以 賽亞書 五十 五 章 八、 

し. J. 卩ノ  0 

日露戰^^？-は非基督敎國と認められたる日本國が基督敎國と認められたる露國に對して開ぃた戰爭で 

ある、 雨う して 此戰爭 に 於て 非 某 督敎國 の 日本 國が 開戰以 來連戰 連勝 をした と 云 ふ 有様で あるから、 

此狀態 を目擊 した 人 は 誰でも、 此戰爭 の 結果と して、 基督 敎は 日本 國に 於て は不 人望の 極に 達し、 遠 

からすして 蜻艇洲 より 其 跡を絕 つに 至る であら ふと 思 ふた、 現に 常に 基督 敎を 敵視す る 我國の 宗敎家 

にして、 此 思念 を 懐き、 開戰當 時に 方て 犬に 舊宗敎 の 恢復 を 計った 者 もあった との 事で ある、 叉 外國、 


殊に 英米 兩國 の宗敎 家で、 此結 ra^ の 日本 國に 臨まん こと を 灌れ、 心密かに 日本の ために 心配した もの 

もあった と 聞いた、 然しながら 事 實は實 際 何う であるか、 連戰 連勝 一年 後の 今日 基督 敎は 果して 非 基 

督敎國 と 認められ たる 日本に 於て 不 人望の 極に 陷 つた 乎、 決して 雨う ではない、 事實は 全く 其 正反對 

である、 余 の 見る 所 を 以てすれば、 明：?？ 三十 八 年 首途の 今日 ほど 基督 敎が 日本人に 由て 要求 さ た 

ひい if なぐ 總 ての 政治 雑誌 や 文學雜 誌が 殆んど 不振の 極に 達せん としつ、 ある 今日 今頃、 余輩の 宗 

敎文學 は 戰爭の 進涉と 同時に 益々 世に 要求され つ i ある、 今や 我國の 有力者に して、 基督 敎を 求む る 

者 は 日々 に 其 數を增 しつ 、ある、 今日、 最も 寶 行きの 善き 書籍 は 基督教の 聖書で あ る* ん r 日 は 何れの 

基督 敎會 でも、 常識に 適 ふ 基督 敎の說 かる K 所 は 聽衆を 以て 充滿 する、 基督 敎は 今や 臆面な く， 大膽 

に 日本 國 孰れの 所に 於ても 說 かれつ k ある、 滿韓の 地に 屍 を 曝ら せし 我が 同胞 は 多く は 基督 敎 以外の 

人士であった、 然るに 此の 悲 むべき 戰爭の 恩澤に 最も 多く 與 かった 者 は 基督 敎 信者で ある、 ^に 意外 

なる 事と て斯の 如き はない、 然しながら 一 化れ は事實 である、 是れは 亦 何にも 基督 信者が 斯く 巧らん で 

成った 事で はない、 是れは 自然の 成 行で ある、 故に此事に就て基督信^？は誇ってはならなぃ、 否な、 

OO0O0O0OOO000OOOD00OOOCOOOOO0OO0O000O0O0000C0 

思 ひも よらざる 斯の 境遇に かれて 彼等 は 非常の 謙遜 を 以て 更らに 進んで 國. 冢 同胞の ために 盡 さなけ 

0  0  0  0  0  0 

れ ばなら ない。 

日露 戰举の 直接の 結果 は 勿論、 愛國 心の 勃與 である、 爾 うして 愛國 心の 此勃與 が 日本人の 基督 敎の 

信仰の 上に 及ぼした 結果 は 亦 非常な ものである、 愛 國心は 勿論、 何れの 方面に 於ても 國民的 獨立を 要 

求す る、 政治的 獨立 ばかりで はない、 思想 的獨 立、 井に 信仰的 獨立を 要求す る、 爾 うして 露 國に對 つ 

て 劍を拔 いた 日本人 は 今や M れの 方面に 於ても 歐米 人に 對 つて 獨立を 宣言し つ k ある、 今日まで 歐米 
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人と 首へば 数等 優った 人種で あるとの み 思 ひ、 彼等の 一一： 一 II 行と 首へば 一 も 二 もな く、 只、 敬， 那し來 つた 

n^^t-. トゃ 1^ 人の 怯懦と 不信と 陋劣と に 由て、 歐米 人の 鬼神に あらざる を覺 り、 戰爭に 於ての み 

ならす、 文事に 於て、 然り、 宗教に 於て、 我等の 決して 彼等に 劣らざる 民なる を自覺 し、 彼等の 課せ 

し輒 より 脫 せんと 爲 しつ k ある、 雨う して 獨 立の 此 勃興 は 先づ 第一 に 日本の 基督 敎界に 於て 現 はれ.^、 

き： お^ 一  かきく 外 國傳首 一 會瓧か 補助金に 依 食して 何の 羞恥 を も 感ぜ ざり し H: 本國の 基督 信者 は 日露 

戰, _サ の b;?* とし て 、 依 賴服從 の 最も 恥づ べき ことで ある こ と を 悟り 亜 米 和 加 人より Iffl 助 を受く るの は 

AAA  AAA  A  A  <:<:厶<3  AAA 厶厶 △<"△<! 厶 厶 <"<"<"<! 厶、 <--<!-  5"  A   .  ti  Ic  -, 

露 人に 補助 を 仰ぐ と 僅かに 五十歩百歩の 差で ある やうに ふに 至った 是れ 1  莨に 喜 へ き 現象て 

あって、 此 趨勢に して 此 儘に 進むならば、 遠から すして、 此國に 於ても、 他の 獨立國 に 於て 見る やう 

な、 獨 立の 基督 敎會を n5- るに 至る であら ふと 思 ふ， 實に 今日と なりて 外國 人より 補助金 を 受けて 敎會 

を 維持して 行く が 如き は 恥辱の 絕頃 である、 獨逸 でも、 英國 でも、 米國 でも、 然り、 露國 でも、 其監 

督、 牧師、 敎 法師に 外 國人を 戴かない、 試みに 考 へて 見られよ、 若し 英國の 基督 敎會の 監督が 怫蘭西 

人であった としたならば 如何で あら ふ、 又は 若し 佛蘭西 人が 獨 逸人の 補助金 を 仰いで 其 敎會を 維持し 

て 居る としたならば 如何で あら ふ、 是れ 彼等の 一 日 も 耐え 得ない 所であって、 彼等 は 何 を 措いても 先 

づ 第一 に斯 かる 恥 かしき 外國の 補助 を 絶ち、 其 支配 を 斥く るに 相違ない、 然しながら 是れ戰 勝 國の日 

本國 が、 其 基督 敎會に 於て 今日 尙ほ 竹ん じて 受けつ k ある 恥辱で ある、 我等 は 勿論、 敵 國露西 亞に對 

する の 憤怒 を 以て 外國宣 敎師の 補助 を 斥けて はならない、 然しながら 我等 自身の 自尊心に 訴へ、 より 

多く 神の 恩 惠と投 助と を 信じて 此機會 を 利用して、 一 日 も 早く 外國 人の 補助 を 離れ、 日本人 は 日本人 

の 金と！；；！ 仰と を 以て 其敎^ を 維持し、 其 傅 道 を 1^ けなければ ならない、 雨う して 斯く爲 して こそ 外國 


宣教師が 今日まで 此國に 於て 布敎 した 其 目的 も 達す るので ある、 我等の 永久の 隸屬を 希望す る宣 敎師 

は • い 劣等なる 官- 敎師 である、 最も 好く 事现を 解した る 宣敎師 は 日本人の 斯 かる 奮發を 見て 犬に 神に 

鲁參 参き 鲁參き • 

感謝す る 者で ある。 

日露 戰爭は 今日 まだ 其 初期に 於て 在る、 縦し 遠から すして 露國が 屈服 するとした 所が、 それで 此戰 

爭は其 局 を 結んだ と は 曾 へない、 日 露 戰爭は 支那 分割 の 第二 幕で あると は 多くの 歷 史家 の唱 ふる 所 で 

ある、 故に 支那の 運命の 定まる まで は 此戰爭 は 終るまい とのこと である、 故に 今日 只今、 日露 戰爭の 

總 ての 結 某に 就て 語る のは大 早計と 言 はざる を 得ない、 次に 來 らんと する 戰爭は 今、 目前に 戰 はれつ 

つ ある 戰爭 よりも 更ら に數曆 倍悲慘 なる ものである 乎 も 知れない、 支那 四百 餘 州が 安堵す るまでに は 

幾 十 百 萬の 人が 生命 を投 築て ねばなら ぬか、 如何なる 變 事が 全世界に 臨む か、 其 等の 事 は 神なら では 

知る 者 は 一人 もない、 然しながら 此戰爭 の 結果と して： E が來 らふが、 我 儕 基督 敎 信者が 信じて 寸毫疑 
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はない 唯一 つの ポ I- が ある、 それ は 卽ち總 ての 戰爭、 總 ての 騷擾、 總 ての 動亂は 皆な 祌の榮 光に 終る と 

のこと である、 若し エホバの 神 は實に 宇宙の 主宰で あり 給 ひて、 キリスト は 人類の 王、 聖書 は 神の 言 

であるならば、 世界人 類の 總 ての 變動は 斯祌、 斯救 主、 斯 書の 責尊榮 光に 終るべき 害で ある、 爾 うし 

て 若し 過去の 世界 歷史が 全然 誤謬でないなら ば、 總 ての 歷 史的 大事 件は此 結果 を 生じた、 卽ち善 は 勿 

論、 悪 も、 露 は 勿論、 誤謬 も、 平和 は 勿論、 戰爭 も、 ル おな 悉く  M ホバの 祌の聖 名を揚 ぐるに 至った • 

余 は 日本 國今 n の 基督 敎の 趨勢に 鑑みて 神の 攝理を 敬 嘆して 止まない。 

(『瓊 書 之 研究』 二月 二十 
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平和主義の 意 義 


平和主義、 一名 非戰 主義、 是れは 何にも 今日 直に 兵役 を 担み、 軍事に 反對 するとい ふこと ではない ^ 
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平和主義 は 戰爭の 非理と 損害と を唱 へ、 萬國 共同して 之を廢 止し、 之に 代 ふるに 仲裁々 判 を 以てせん 

とする こと 是 である、 爾 うして 此 目的 を 達せん ために 世界 有識者の 舆論を 喚起し、 各 其 政府に 迫りて 

戰ー爭 に 由る ことなくして 總 ての 國際的 紛擾 を 決せし めんと する ことで ある 、雨う して 是れ 決して 辻 遠 

の 沙汰で はない >  平和主義 は 日々 其 實效を 現 はしつ- - ある、 和 蘭國の 公法 學者 グロ， 'シ ヤスが 凡そ 三 

百年 前 始めて 此 主義 を唱へ てより、 其 勢力 は歲 と共に 增加 しつ、 ある、 其 例 は 近時に 至り、 多くの 國 

際 的 難問題が 干戈に 訴 ふること なくして 平和的に 判定され つ k あるの を 見ても 能く 分かる、 平和主義 

は 其 性質に 於て 暖娼 運動、 禁酒 運動 等と 少しも 異ならない、 然し 是 等の 運動に 絞べ て 見て 優 かに 雄大 

なる 丈け それ 丈 其 實行は 困難で ある、 然 かし 困難 なれば とて 決して 不可能 事で はない、 不可能 事と 云 

へ ば 廢娼も 禁酒 も齊 しく 不可能 事 である、 廢娼 禁酒 を 迂論 なり とて 嘲け る 者 は 二十世紀 のん r- ti: に 於て 

十ら 尙ほ澤 山 居る、 然れ ども 吾等 は 多数に 嘲 けられる とて 吾等の 廢娼 並に 禁酒 運動 を廢 めない、 其 如 

く 吾等 は全國 民と 全 基督 敎界に 嘲 けられる とて 吾等の 非戰 運動 を錢 めない、 總 ての 善き 主義 は 共 始め 

は迂 論な り、 不可能 事たり とて^に 嘲 けられる 者で ある、 基督教で すら 始めは 嘲 けられた、 U 本國に 


於て すら 其 少しく 社會 の歡迎 する 所と なりし は 僅々 g; 五 年 前からの ことで ある、 米國に 於て 始めて 平 

和 協會の 起った の は 今より 凡そ 七十 年 前で ある、 其 後 自國に 在て は 南北 戰ハ. ^は戰 はれ、 米西戰 爭は戰 

はれ、 歐洲に 在て は クリミ ャ 戰爭、 獨澳戰 爭、 獨佛戰 (._ -、 露土戰 (命 等數 個の 大戰 ハ1^ が戰 はれし にも 關 

はらす、 是 等の 非戰 主義者 は、 基督 敎の 原理に 基き、 人道の 大綱に 則り、 平和主義の 必す此 世に 赏行 

を 見る に 至る こと を 信じて 疑はなかった、 爾 うして 彼等 は 其 信仰 を持續 けて 今日に 至った、 多分 其實 

行 を 見る の 日 は 今より 更 らに數 世紀の 後で ある 乎 も 知れない、 然しながら 「時と 期と」 に 就て は 吾等 

の 知る 必要 はない、 吾等 はたぐ 忠實に 吾等の 理想 を唱 へ、 出来 得る 附り其 實行を 努め、 而 して 其は界 

的 大事 實 となりて 現 はれ 來 るの 日を靜 かに 侯つべき である。  (『新 希 八月 十： =,) 


• や 和 成る 

特に 平和的 膨服 策に 就て 語る 

平和 は來 りました、 何しろ 感謝すべき であります、 平和 條 件の 滿 足で な いのは 止む を 得ません、 罪 

悪の 首なる 戰 (せの 結 rai- が滿 足で な いのは 當然 であります、 歷史 在て 以來敵 味方 相 方に 取り 全然 滿 足な 

る 平和 條約 とて は 曾て 結ばれた こと はない と 思 ひます、 此 度の 條 約に 就ても H 本に 於て 不平が あるの 

みならす、 露國に 於ても あります、 滿足は 平和 親愛の 結果であります、 爭鬪 殺伐に 滿 足の 結 3^ の あり 
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やう il;.:: はありません、 私共 はた 爭鬪 の戢 しの を滿足 に 感す ベ き で あります、 最も惡 し き 平和 は I 一 取 も 

赛 き戰爭 よりも 善く あります。 

然 かし 平和 はま だ 紙の 上に 成った ばかりであります、 兩國の 利害より 打算して.^ む を 得すに 成った 
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のみであります、 如何にして 紙の 上の 平和 を 事實の 上の 平和と なさん 乎、 是れ 今後の 最大 問題で あり 

ます、 外交 家の 結びし 平和 は 最も 多くの場合に 於て は 長期の 休戰に 過ぎません、 臥 薪 嘗膽は 平和 條約 

が 結ばる k と 同時に 始まります、 交 戰國は 兵を戢 める や 否や 直に また 戰爭の 準備に 取掛 ります、 戰爭 

は 決して 戰 爭を絕 ちません、 戰爭の 害 ある 所以 は 軍： もに 玆に 在ります、 平和 條 約が 成立し たれば とて 

それで 勿論 戰爭 が廢ん だのではありません。 

然しながら 此 長期の 休戰 中が 平和主義者が 起て 眞實の 平和 を 地上に 扶殖 せんと 努 むべき 時期で あり 

ます、 政 治 家が 紙 の 上に 結びし 平和 を 人の 心に 實 得せし むる のが 平和 を 愛する 基督 信者 の 本分 で あ り 

ます、 政治的 平和 を心靈 的事實 たらしむ る こと、 是れ 私共が 今より 努 むべき ことであります。 

然 らば 如何したならば 此 困難なる、 而 かも 偉大なる 目的 を 少しな りと 達する ことが 出來 ませう 乎。 
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一、 私共 は 第一 に 平和の 戰爭に まさりて 遙 かに 偉大、 遙 かに 高尙、 然 かり、 遙 かに 房敢 なる 愛 國的 
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行 爲 である こと を 同胞の 心に 印刻す る こと を努 むべき であります、 日本人に 限りません、 全世界の 民 

が 此點に 就て は 全く 護り た る 思想 を 懐い て 居ります、 彼等 は戰 場に 於て 國の ために 斃る k の が 愛國心 

の K 上で あると 信じて 居ります、 古今東西 を 問 はす 何れ の國に 於ても 愛國 者と 云 ふ 愛 國者は 大抵 は 軍 

人 であります、 希臘 の ミ ルテャ デス、 羅馬 のスシ ピオ、 英國 のコ ロム ゥ H ル、 米國 の ワシントン とい 

ふや， つに 各國 模範的の 愛 國者は 孰れ も 軍人であります、 胸 を 敵 鋒に 曝ら すと か、 血 を 以て 國を 守る と 


か 云 ふこと が 最上 の 愛國 的行爲 である やうに 思 はれて 居り ます、 然 し な が ら 深く 國運 發展 の經 路を考 

へ て 見ます る と 是れ大 なる 謬見で ある ことが 分ります、 軍人に 高い 强ぃ 愛國 心の あった こと は 疑 ひま 

せんが、 然 かし 國は 軍人に 由ての み 立つ 者で ない こと は 明かであります、 而已 ならす、 深く 社會 進化 

の 理を稽 へ て 見ます と、 國 家が 軍人に 食 ふ 所 は 世人 一 般が 想像す るが 如くに 多大で ない ことが 分り ま 

す、 今日の 英圃を あらしめ た 者 は、 ブレ ー ク、 マ ー ルポ 口 ー 等の 名將 軍ば かりではありません、 若し 

提督 ブレ， "クが 出て 西班牙の 艦隊 を 全滅し なかったならば 英國は 或 ひ は 巳に 亡びて 居づ たか も 知れ ま 

せん、 然 かしながら、 若し 彼れ 以前に シ H 1 クス ピャが 出て 世界に 儔 ふべき ものな き 詩的 大著 作を英 

んに IS しませんで したならば 英國は 今日の 强大を 致す に 至らなかった こと は 明かであります、 マ ー ル 

ボ 口 IG 大陸に 於け る劍を 以てせし 連 戰連捷 と、 ゥ H ス レ ー の 本國に 於け る 新約聖書 を 以てせし 人心 

の 征服と、 二者 孰れが 英國 の發達 進化に 取て より 必要であった 乎と 問 ふ 者が ありますならば、 深遠な 

る社會學^1<-は多分後者を以て答ふるでぁらふと出心ひます、 羅馬 大帝 國は 決して 良 將軍缺 乏の故 を 以て 

は 亡びなかった とのこと であります、 羅馬 大帝 國は北 歐の蠻 人が 武を 以て 亡した のではありません、 

羅馬の 人心が 腐敗し、 其 中に 正直なる 勞働は 絶え、 家庭に 貞節 は 失せ、 其 民が 内に 依る 所な きに 至て 

終に 亡びた ので あるとの ことであります、 羅馬史 の 泰斗 一一 ー ブル は 言 ひました、 「歷史 あって 以來未 

だ 曾て 外敵の 侵害 を 蒙り、 其 結果と して 亡びた 國の例 は 一 つもない、 亡國 はすべ ての 場合に 於て 自殺 

的で ある」 と、 實に其 通りであります、 內に 勤勉 正直 開明の 民が ありて 亡びた 國の 例と て は 未だ 曾て 

一 つもありません、 國は兵 を 以ての み 守り 得べき 者ではありません、 敵 は 敵國に 止まりません、. 無學 

も 敵であります、 罪惡も 敵であります、 雨ぅして無學と？^！；；惡とを滅さんと努むる者は、 敵軍 を 啜滅せ 
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ん と.^ むる 者 丈け の愛國 者であります、 米 一 粒 を 作る の も 愛 岡 的れ-おであります、 正直の 人 一 人 を 作 

る傳道 事業 も 乂愛國 的 事業であります、 名眷 ある 「愛 國」 の 名 を .m 人の 專 有に せしめて はなり-ませ 

ん。 
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二、 私共 は 第二に 我 邦の 平和的 膨脹 を 計らなければ なりません、 戰ー a- の 目的 は防衞 でなければ 膨脹 

であります、 雨う して 這 般の戰 爭は名 は 防衛の 爲 であり ましたが、 實は 膨脹の ためで あつたので あら 

ふと m 心 ひます、 爾 うして 膨腿其 物 は 決して 惡ぃー じはありません、 生長 は 膨帳を 意味し ます、 雨う し 

て 生命の ある 所に は必す 膨脹が ある であります、 膨脹 を 計る の は 決して 惡ぃ， 事ではありません、 私 

共 はた 武力 を 以て 爲 さんと する 膨 腺の 計畫に 向って 反 對を唱 へる のみであります、 武は其 原 现に於 

て 腕力であります、 雨う して 腕力 は 暴力であります、 雨う して 暴力 を 以てする 膨脹 は 其 原理に 於て 掠 

奪であります、 ヒ ：！ 領と云 ひ、 割 取と 云へば 實に 立派であります るが、 其 意義に 於て は 劫掠と 云 ひ强盜 

, 、 ノ  -  -  •  >  ;\<1A<!<3<:A<1<;<J<1<!A<1<1A 厶厶厶 厶<1 厶厶厶 

とい-; と 少しも 違 ひません 武力 を 以て 爲す 膨脹 は 掠 It を 以て 得た 富貴であります、 その 眞 正の 膨脹 

で な いこと、 眞正 の 富貴 でない こと は 誰が 見 て も 能く 分ります。 

rjl^ つた もの は楚 はる」、 是れ 天則であります、 爾 うして 此 天則 は 昔 も 今 も變る ことはありません、 

エジプト、 ァプ シ リャ、 バビ ロン、 ベル シャ、 マセ ドン、 羅馬、 土环 其、 西班牙と、 何ん と 永い、 叉、 

篾複 の歷史 ではありません か、 弯 つた 者が 靡 はれない 歷 史的 大事 實 は何處 にあります か、 掠めた 者が 

終に 掠められなかった 實例 は何處 にあります か、 劍を 以て 奪った もの は劍を 以て 奪 ひかへ さる、 若し 

人類の 歷史に 何に か 大敎訓 が あると しま すれば、 走りながら も讀 むことの 出 來る此 明々 白々 の 大敎訓 

ではありません 乎、 然る を 六 千年間の 歴史の 明訓を 過去に 控 へて 居りながら 一 一十 世紀 のん；' 日に 方て 武 


力 を 以て 膨腿を 計る たど k は 愚 もまた 甚だしいで はありません か、 石 川 ゃ濱の 砂子 は靈 きる とも 世に 

^の 種は盡 きな いやう に、 戰 爭を以 てす る 固 家の 膨 帳の 止む 時 は 決して 來な いと 云 ふ 人 も ありませ 

うが、 然 かし 爾ぅ云 ふ 人 は 歷史を 無視し、 常識 を 無視す る 人でありまして、 共に 靜 かに 經綸を 語る に 

足らない 人であります、 劍を 以てする 膨脹 は不德 であります、 無益であります、 愚の 極であります、 

歷史と 哲學と 宗敎と 常識と は齊 しく 大 IS を 發 して 喚 はります、 汝の劍 を 雜に收 めよ、 凡て 劍を 取る 者 

は劍 にて 亡ぶべし と。 

然 らば 劍を 取らす して 他に 膨脹の 方法が あるかと 問 ひます るに、 勿論あります、 キリス トのー 百 葉に 

柔和なる 者 は 福 ひなり、 其 人 は 地 を嗣ぐ こと を 得べ ければ なリ とあります、 「地 を嗣 ぐ」 と は 「世界 

をお 領 する」 との 意であります、 雨う して fS? 猛 たる 者に は あらす して、 柔和た る 者が 世界 を 占領す る 

に 至る との ことであります、 是れは 僅か に 詩人 の 夢想 であり ませ う 乎、 是れは 確か に 沒 常識 の 言で あ 

り ませう 乎、 私は爾 うと は 思 ひません、 私 は是れ こそ は 歷史の 大事 實 であって、 此^に 於け る 最も 明 

確なる、 最も 信憑す ベ き事實 であると 思 ひます。 

ゆに 善人 を 拒む 所はありません、 縱し义 二三の 拒む 所が あると 致します る も、 善人 は 機 かの 拒絶に 

由て 失望し ません、 彼等 は 他に 彼等 を歡迎 する 所を發 見し ます、 人類 を 愛し 平和 を 好み 自由 を 貴び 智 

識を 求む る 勤勉 正直の 民 は 全世界 を 家と し 有つ ことの 出来る 者であります、 ^界 とて 無限の 宇宙で は 

ありません、 直徑 僅かに 八 干哩の 地球であります、 其上に樓自^^る人類とて他界の民ではぁりません 

^^な同じ天父の像に象りて造られたる同類同血の同胞でぁります、 其 中に 少數 の惡 人が あり、 獰 人が 

おり、 平和 を 好ます して 爭鬪、 結黨. 誹 §r 讒謗 を 好む 者が あるに は 相違ありません が、 然 かし 感謝 
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すべき ことに は 其 最大 多數は 無辜の 勞働 者であります、 天と 自己の 腕との ほかに 何の 頼る 所な き 可愛 

の 1^ であります、 理は世3^:3:齒に到るも 一 つであります、 道に 東西の 差はありません、 我等 は 自己 を 
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阯界の 人と なして 世界 を 自己の 有と なすこと が 出来ます、 斯 かる 人類 的觀念 を懷 いた 者に 取りまして 

は、 西 比利亞 も露領 ではありません、 我 有であります、 アラスカ も米領 ではありません、 我 有で あり 

ます、 メキシコ も他國 ではありません、 我國 であります、 アマゾン 河が 海に 注ぐ 所、 ラプラタ 河が 源 

を發 する 所、 I だれ 皆な 我 有であります、 鋤 一 挺と、 淸き 良心と、 聖書 一 冊と， 强 健の 筋肉と を 有って 

我等 は^ 界の 主人公であります、 愚なる 者はァ レキサ ン ドル 大王で ありました、 彼 は 世界 を 征服 せん 

と 欲して 僅かに ぺ ル シ ャ帝國 を 征服して 中途に して 異鄕の 鬼と なりて 消えました、 憐 むべ き はナボ レ 

ォ ン 大帝で ありました、 彼 は 彼の 首に 歐羅巴 大陸の 冠 を 戴かん と 欲して 孤島の 露と なりて 消えました、 

彼等 は 世界 を 得ん と 欲して 寸地を も 得ませんでした、 彼等 は 奪 ひました、 故に 奪 はれました、 彼等 は 

盗人の 如くに 起って 盜 人の 如くに 消えました。 

揪 には那 翁、 歷山 王に 勝 さる I 界の 征服者が 居ります、 聖書と 鋤と を 載せて メ ー フラヮ ー 號に乘 て 

大西洋 を橫斷 した 少數 の淸敎 徒 は 新 大陸の 荒 蕪を柘 いて 此處に 世界 最强の 自由 國を 開きました、 英國 

の 膨脹の 健全なる は 武力と 政略と に 依る こと 少 くして 移民の 勤勉に 依る こと 多き が 故で あると は歷 史 

家の 一般に 承認す る 所であります、 露 人の 膨 腸で すら、 彼等の 歷 史家の 曾 ふ 所 を 開き ますれば、 軍人 

先づ 行いて 土地 を 掠め、 農夫 其 後に 從 ひて 荒 燕を柘 いたので はなく して、 農夫 は 先き で、 軍人 は 後で 

あつたとの ことであります、 其 所說の 可否 は 如何で あると 致しましても、 費 夫の 先導に 依らざる 膨脹 

OOOOOOOOOOOOOOOO0-  0000000  -'  ：  I  '；  ：  I  )  ；  -  -]  -„.,、 

のす ベて 虚偽の 膨帳 である こと 丈け は 明かであります、 膨帳 的の 農夫と 膨暖 的の 傳道， M とか 坏； くして 


膨股 的の 國-! ではありません、 §.^§^^,書とを以て爲した占領のみが永久確實の占領でぁります、 正 _a な 

る勞 働より 外に； 人 理に合 ふたる 土地の 所有 植を 得る 方法はありません、 其 他の 占領 はすべ て 暫時 的で 

あります、 否な、 占領ではありません、 竊取 にあら ざれば 掠奪であります、 是れは 最も 明白なる 事實 

であります。 

なに,^ 和妳 膨脹 策と は 人類 的 觀念を 基礎と する 敎育 の 普及で あります 博愛、 も の： 江 入であります 

外國； f5= と 世界 靈 との 研究であります、 世界 何れの 國に 至る も 用に 立つ 人物の 養成であります、 逆說 

ノ  ；  I  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0-  0  0  ^  0  0  0  0  0  0  0  0. 

の ^ うに は閒 えます が、 日本人 を 造らん と 欲して 日本 は 終に 亡びます 世界人 を 造らん と 3^ して 日本 

世界的 ゼ ン卜ル マ ン たる は 日本 男子た るよりも 日本 國の ため を 計りて 必要で 

あります、 「人 は 其 生 八 叩 を 得ん と 欲して 却て 之 を 失 ひ、 之 を 失 はんと 欲して 却て 之 を 得る」 ひの キリ 

ス 卜の 言 は國 家に も 適用す る ことの 出来る 首であります、 世界 を 日本化 せんと 欲して 日本 は 終に 亡び 

わ わ、 ^ト かか £J んと 欲しで 日本 は^に 世界の 大强國 となります、 吾人の 思想の 一 轉に 由て 國は 

亡び もし 亦 起り もします、 究 むべき は國家 興亡の 原理であります。 

oooooooooooooooooooooooooooooooo  oooo^o 

三、 私供 は 第三に 一 層 カを盡 くして 純正なる キリス ト敎の 宣傳を 努めなければ なりません ^く 云 

ふは^が 敎 會を擴 め、 我 黨を强 うせんと する のではありません、 キリスト 敎 が敎會 でない こと は 私 ゆ 

が 常に 唱道して 止まない 所であります、 若し キリスト 敎 が私黨 でありますならば、 是れは 直に 撲滅す 

べき 者であります、 キリスト 敎は 或る 特殊の 主義であります、 一種 特別の 人生 觀で あります、 ダ I ゥ 

ヰンの 進化 說が學 派で もな く、 私議で もな くして 或る 特殊の 天然 觀 である やうに、 キリス 卜の 幅 昔 は 

敎滅ゃ 自說と は M の關係 もない 一種 特^の 人生 觀で あります、 之に 由て 觀て 人生が 特別の 意味 を呈す 
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p  ^  一一： 八 〇 

るに 至る のであります、 キリスト 敎に 由て 勞 働が 始めて 神聖になる のであります、 キリスト 敎に 由て 

上 P. 貴賤の 地位が 轉倒 する のであります、 神の 子 は 帝王と して 此 世に 降らないで、 贫 しい 勞働 者と し 

て顯 はれた との 一事が 人の 勞 働に 關 する 觀念 をー變 する のであります、 キリスト を識 るまで は 貴族 は 

貴い 者であって、 平民 は賤 しい 者であります、 然しながら キリスト を識 つて 後 は 働く 者 は責ぃ 者で 4 

つて、 他人の 勞 働に 依って 坐 食す る 者 は賤ぃ 者と なる のであります、 キリス 卜の 福音に 由ら すして 鋤 

は劍 より 強大なる 者で あるとの 深い 眞理は 解かり ません、 キリス トを 模範と して 仰がす して 工場 は 帝 

座よりも 神聖なる 所で あるとの 觀念は 起り ません、 キリスト を 主として 戴かす して 所謂る 「人道の 偉 

7 ムビ f シ： n ン 

人」 と 成らん と 欲する 野 心 は 起り ません、 卽ち、 私共の 唱 ふる 平和主義なる 者 は キリストの 福音 を 

離れて 說 くことの 出来る ものではありません、 キリストの 福 昔 は 一名 之 を 平和の 幅 昔と 稱 へます、 爾 

- つして 平和の 福 昔と は 啻 に 戰爭廢 止 をの み唱 へる 者ではありません、 平和の 福音 は 平和的 事業 の S 一 =i 化 

を唱 へる 者であります、 農 を 讚め、 ェを稱 へ、 商 を 潔む る 者であります、 神 は 造物主であります から- 

殖逢を 悅び給 ひて 破 壌 を 憎み 給 ひます、 彼 は 生命の 神であります から、 生命の 保存 を 欣び給 ひて 其 屠 

？权を 事と する 戰爭を 嫌 ひ 給 ひます、 神の 心 を 有って 我等 は 平和主義者 となら ざらん と 欲する も 得 ませ 

ん、 义神を 心に 迎 ふるまで は眞 個の 平和主義者 たる こと は 出来ません、 平和的 生涯 も 平和的 膨脹 もキ 

V ス トの幅 音に 由ら すして 實 得する ことの 出来る ものではありません。 

日露 戰爭は 一 先 づ玆に 其 終局 を 告げまして 平和主義の 唱道 幷に其 遂行の 镌會が 供せられ ました、 1^" 

等は此 好機 を 逸して は な り ま せ ん 、 殺伐 を 愛する 斯世 の 人 は 叉！： 時 何時 平和 を 破棄して 戰爭 を繼け る 


m 
m 
劍 


乎 も 知れ ませ A、 晝の 間に 我 は 我 を 遣し ^ 者の 事を爲 すべきな リ、 夜 は 来らん とす、 其 時 は 誰も 働く 

こと 能 はず (約 翰 傳九章 K 節/ 平和 if 續の 間が 平和主義者の 晝の 間であります、 日英 新 同盟 條約も 

結ばれまして、 劍を拔 くの 機會 はまた 新たに 我國 に 供せられ ました、 我等の 子弟が 滿洲に 於て では 

たく、 今度 は 印度 ァ フガ 一一 スタンの 國 境に 於て 血 を 流さ る を 得ない 恐るべき 時 は 來る乎 も 知れ ませ 

さや を さ 

ん、 然しながら 今日と 云 ふ 今日、 暫時たり とも 劍が其 鞘に 牧 まった 間に 我等 は 平和の 聲を 揚げた けれ 

ばな りません、 神、 或 ひ は 我等の 小なる 事業 を 祝福し 袷 ひて、 世 は 之が ために 戰 爭を廢 止す るに は 至 

らす とも、 平和の 日 を 一 日たり と 長く 維持す るに 至る かも 知れません、 平和 は 如何なる 平和で あれ、 

紙の 上の 平和で あれ、 政略 上の 平和で あれ、 平和と 云 ふ 平和 は實に 貴い ものであります、 我等 は 1$ び 

戰爭の 夜が 明けて 平和の 日光 を 仰ぐ に 至りました こと を， 成します。  (『新 希望』 十月 十 H) 


英國 代表的 新聞紙 『倫敦 タイム ス』 は 日英 新 同盟 條約を 評して 曰く 「日英 兩國は 向後の 多年 間を拔 

劍 より 救へ り、 劍を銳 利に し. 劍を 準備し 置く は 日英 相互の 義務な り」 と、 日く、 劍、 劍、 劍と、 國 

家 を 基督 敎の 聖書の 上に 建てたり と誇稱 する 英國 代表的 新聞紙の 言 ふ 所 は斯の 如し、 然れ ども 聖書 其 

物 は劍に 就て 何と 言 ふ 乎。 

豫 1 一目 者 ィザャ は 曰く  rn ホバは 諸の 國の 間を鞫 き、 多くの 民 を 治め 給 はん、 斯くて 彼等 は その 劍を 

打 かへ て 鋤と たし、 その 餘を打 かへ て 鎌と たし、 國は 固に 對 ひて 劍を揚 げす、 戰鬪 のこと を 再び 學ば 

明 JSS 三十 八 年 (一 九 GK 年)  三 八 一 


ざるべし」 と (以赛 £1 書 一 一章 E: 節 )o 

よろ ひ  もえく さ  や. ァ 

叉 曰く 「すべて 亂れ鬪 ふ 兵士の 鎧と 血に 塗れた る 衣と は 皆な 火の 燃料と なりて 焚るべし」 と (同 九 

章 五節)。 

H ホ バ又豫 一一 目 者 ホセ ァを 以て 其 民に 吿 げしめ て 曰く 「我 …… また 弓箭 を 折り、 戰爭を 全世界より 除 

き、 彼等 をして 安らかに 居ら しむべし」 と (何 西 阿 書 二 章 十八 節)。 

神 又 豫曾者 ザ カリヤ を 以て ュダの 民に 告げし めて； n く、 「我れ H フ ライムより 戎車を 絶ち、 H ルサ 

レムより 軍馬 を 結たん、 戰爭の 弓も絕 たるべし、 彼、 國々 の 民に 平和 を 論さん、 其 政治 は 海より 海に 

及び、 河より 地の 極に 及ぶべし」 と (撒 加 利亞書 九 章 十 節 )o 

而 して 主 キリ ス トは其 弟子べ テ 0 に 告げて 曰 ひ 給 はく、 「汝 の劍を 微に牧 めよ、 すべ て劍を 取る 者 

は劍 にて 亡ぶべし」 と (馬 太 傳廿六 章 五十二 節 )o 

聖書が 劍に 就て 言 ふ 所、 斯の 如し、 若し 聖書の 一一 一一 G にして 賴 るべ くんば 英 人の 一 百 は 頼る に 足す、 其 他 

の自稱 「基督 敎國」 の 爲政家 新聞記者 輩の 一 w のまた 賴 るに 足らざる は 云 ふまで もな し、 今の所 謂る M 

盟 たる もの は 劍に對 する 劍の 同盟たり、 劍、 劍、 劍、 「文明」 とは是 なり、 「人道」 とは是 なり、 歎 

すべきに 非す や。  (『新 希望』 十月 十 

憤 怒 の 無 用 

〇 捐 介で も 好い、 孤獨 でも 好い、 狂氣 せる 國 民と 雷同して 國家を 滅亡の 危 きにまで 連れ 行く よりも 遙 


に 好い、 余 釁 は <|マ より 後、 益々 猜 介で、 益々 孤獨 であら ふと 欲 ふ ひ 

〇 不明なる の は 内閣 諸 公と 全權 大使と 許りで はない、 八 百の 國會 議員 は な 不明で ある、 新聞記者 總 

體が 不明で ある、 四 干 八 百 萬の 同胞 は 悉く 不明で あると 云 はなければ ならない、 媾和の 結果 を 見て 今 

更らの やうに 驚く 者 は 皆な 不明で ある、 斯 かる 事が 始 より 分らなかった 者 は 皆な 盲目であって、 皆な 

不明で ある。 

〇 日 清 戰爭の 時で も 同 じ 事であった、 戰爭 中は大 得意であって、 平和と なると 大銷 沈であった、 日露 

戰爭が 同じ 經歷を 以て 終るべき は 始めより 分り切った 事 で ある、 然るに 今更ら の 如くに 切 齒扼 腕す る 

者 は冷靜 以て 歷史を 研究した 事の ない 人達で ある。 

〇 常に は 藩閥 政^に 反對 しながら 戰爭 となれば 一 も 一 一 もた く 其の 命に 從ひ、 金 も 生命 も投 出して 其 行 

動を扶 けたがら、 同じ 政府が 不都合なる 平和 條約を 結んだ とて 烈火の 如くに 成て 怒る、 「誰か 荆 棘よ 

り 葡萄 を 採り 蒸黎 より 無 花 を 採る ザ J と を せん」、 不信任 の 政府が 不信任 を演 する、 是れ當 然の事 で 

ある、 然るに 今に 至て 此不 信任の 政府 を責 むる と は、 不明 も 亦 甚だしいで はない 乎、 余輩 は此 時に 際 

して 反 て 政府 を氣 の 毒に E 心 ふ 者で あ る 。 

〇 然し 余輩 は 今 に 至 て 同胞の 失 Slf: 落膽を 見て 欣 ばな い 、 否な 余輩 は 泣く、 獨り 密か に in 淚 に 咽ぶ、 

「鳴 呼 牧者な き 羊よ、 嗚呼 盲者に 導かる、 民よ、 我 今、 汝 のために 何 を爲し 得ん 乎」 と、 斯く 歎じて 

山屮、 人 無き 所に 人って 祈る、 余輩の 今爲し 得る こと は是れ のみで ある。 (信 州 山中より 非戰 生) 

(『新 希 ？-』 十パ十 =」 
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日露 戰爭 より 余が 受けし 利益 

(角 害 丘上に 於て 獨り 1^ 林に 向て 述べし ものな り) 

私 は 令 は非戰 主義者であります、 t|2 て は オリバ ー . クロム ゥェ ルを 私の 理想に 最も 近き 人と して 仰 

ぎし 私 は 今 は 戰爭の 罪惡と 害毒と を唱 へて 止まざる 者であります、 私 は 戰爭は キリスト 降 世 一 一千 年後 

の 今日 文明 國の 問に 在るべからざる 者と 信す る 者であります。 

其れ故に 私 は 日露 戰 (中には 最始 から 反 封し ました、 私 は 第一 に 宗敎、 倫理、 道德の 上から 反對 しま 

した、 第二に 兩國の 利 ハ鈦の 上から 反對 しました、 第三に 日本 國の 國是の 上から 反對 しました、 雨う し 

て 徹頭徹尾 反對を 表しました 此戰 爭に對 して 私 は 何の 熱心 を も 注ぐ こと は 出来ませんでした、 私 は 勿 

論 日本 國 民の 一人と して 私の 守るべき 普通の 義務 は 守った 積り であります、 然 かしながら 私 は 殆んど 

惟り 泣き通う して 此戰爭 時期 を 通過し ました、 私 は 此戰爭 は 決して 良き 事 を此國 に持來 たす 者で はな 

いと 信じました、 私 は 其 結果た る や 日 淸戰爭 の それと 多く 異なる 所な きを 信じて 疑 ひませんでした、 

私 は 甚だ 黐慢 なる 巾 分か は 知れません が、 日本 國 民が 此戰爭 に 熟 狂す るの を 見て、 我が 最愛の 友が 放 

t?;^ 遊惰に 身 を 持 崩しつ .1 あるの を 目撃して 居る やうな 感が 致しました。 

此戰 爭に對 して 斯 かる 態度 を 取りました^ は 之より 何の 利益 を も 望む 權利を 有ち ません、 私に 內閣 


諸 公の やうに 授爵 陞 位の 希望がない のみたら す、 普通の 祝勝 會に參 加して 其 快樂を _頒 つの 權利も あり 

ません、 私 は 日露 戰爭の 結 は其大 となく 小と なく 之 を 全く 私の 身より 辭退 すべ きであります、 蒔か 

ぬ 種 は 生えません、 贊成を 表せ ざり し 日露 戰爭 より 私 は 何の 實を も穫り 取る こと は 出来ません。 

然しな が ら 奇なる ことに は 私 も 此戰爭 より 或 る 利益 を 得ました、 然り 多く の 利益 を 得ました、 是は 

勿論 日本の 政府 又は 社會 から 得た 利益ではありません、 是れは 叉 私が 得ん と 欲して 得た 利益 で は あ り 

ません、 是れは 私に 自然に 臨んだ 利益で あり ます、 非戰 主義者 と し て 私が 受け て も 恥 し く な い 利益 で 

あります、 凡ての 事 は 神の 旨に 依りて 召された る 者の 爲 めに 悉く 働きて 益 を爲 すと は 申します もの \、 

非戰主 義 者に 戰ー. の 利益が 及ぶ と は 最も 奇態 た る - J と で あります。 

0000  0-0000000000000000000  0  0 

r 私 は 第一 に 此戰爭 に 於て 活ける 人類の 歷史を 目撃し ました、 雨う して 人類の 歴史と は 其 根元に 

溯り ますれば 國：^ の 上に 顯 はれた る 神の 裁！： であります、 神 は 有りと いひ、 無い とい ひます の は 之 を 

私人の 經歷に 就て 見る から で あります、 之を國 民の 運命に 就て 見て 神の 存在 は 疑 ふべ から ざ る 事實で 

あります、 或 人が 曾て 「歷史 は 神の 攝现を 大書した 書で ある」 と 言 ひました が 實に其 通りであります、 

攝理は 人 亊と云 ふ 人事に は其大 なる 者に も 小なる 者に もあります、 然しながら 走りながら も 明，； ：！ に讀 

むことの 5,1 來る やうな 大文字 を 以て 記された る 神の 攝 理論 は國 民の 歴史であります、 爾 うして 日露 戰 

举は殊 K らに 明お に 此现論 を 私に 示して 吳れ ました。 

神の 摘 理論と 云へば 如何にも 困難い やうであります が、 然 かし 其 原 理 は 至 て單 純なる も の で ありま 

す、 世界 歷史の 法則と も稱 すべき もの は 僅かに 是れ であります、 卽ち 驕傲 は 滅亡に 先た ち 誇る 心 は 傾 

跌に 先た つと (箴言 十六 章 十八 節)、 是れは 智者 ソ 口 モ ンの t;n であると 記されます、 然 かし 史 學の始 
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M へ ロド— タスの 言に ii^ れ ば是れ であります、 卽ち 

でび 

神の 意 はすべ て 高く 聳 ゆる もの を 斬り 倒す にあり、 神 は 神 2； 外の 者の 已を歲 くす る こと を S さす 

Eli- れ 彼れ がその 『大 世界史』 の 劈頭に 掲げし 標語でありまして、 彼の 著 はした 歷史 はすべ て單 純なる 

此 原理 を證明 せんた めであった とのこと であります、 高ぶる 者 は 仆れ、 謙遜る 者 は 起る * 是れ が歷史 

の 原則であります、 東洋史と 云 ひ、 西洋史と 云 ひ、 歷史と 云 ふ 歷史は 凡て 悉く 此簡單 なる 原則に 依て 

支配 せらる、 者で あると 思 ひます。 

日露 戰争 とても 其 源に 溯れば 何んでも ありません、 此原则 の表顯 であります、 南山、 得 利 寺、 旅 順- 

遼陽、 沙河、 奉 天、 對島 海峡に 於け る 露國の 敗北 は 高ぶりた る 者が 低く せられん ためで ありました、 

史 {| へ 口 ドー タスの 言 を 以て 言 ひま すれば、 東洋に 獨り 高く 聳えん とせし 露國を 斬り 倒さん がた めで 

ありました、 露 西 io! 人 は 高ぶりました、 彼 は 道理と 節制の 境 を 越えて 他國の 領地 を 侵さん としました 

故に 彼 は 神に 罰せられました、 彼 は 倒されました、 雨降り 大水 出で、 風 吹きて 其 家に 當 りたれば その 

傾 は 大なリ でありました (馬 太傳七 廿八 節)。 

此察は 全， 界の 人が 認めた 事實 であります、 殊に 日本人が 認めた 事實 であります、 雨う して 私も亦 

之 を 認めて 正義の ために 悅 びました、 然 かしながら 神 は 公平の 神であります、 彼 は 高ぶる 者 は 何れの 

國民 たるに 係 はらす して 之 を 罰し 給 ひます、 彼 は 高ぶりた る 露 西 亞人を 引下げ 給 ひました、 彼 は 亦 日 

本人の 罪 を も 1 剖すべき は 罰し 給 ひました、 H ホバは 又 罰すべき 者 を は 必ず 赦す こと を爲 さず (出 埃 及 

記 三十 四 章 七 節/ 日本人 なれば とて 高ぶる 時には 罰せら れ ます、 彼 たれば とて 道理 と 節制 の 境 を 越 

えて 榮 華の 空中 樓閣を 築きし 時には 其樓 閣は倐 にして 地にまで 取 崩されました， 償金 七十 位 を 夢み、 


バ イカ ル湖 以東 全部 を 想像せ し 時に、 "ホ ー ブマ ス條 約の 一 撃 は 下 ひて 連戰 連勝に 由て 天の 高き にまで 

引上げられし 日本 國は 地の 低き にまで 引下げられました、 而 かも 賴 るに 親り し 米國の 地に 於て、 世界 

環視の 下に 於て 我等 は此 屈辱 を 受けました、 然 かし 止む を 得ません、. 歷史の 原則が 働いた ので ありま 

す、 神の 攝理が 行 はれた のであります、 公平た る 神が 公平に 裁判き 給 ふたので ありま 寸、 日本人 なれ 

ばと て 天則の 束縛より 離る、 こと は 出来ません、 日本人 は 終に 高ぶりました、 故に 傾跌れ ました" 

斯くて 日露 戰爭は 其 供すべき 大敎訓 を 人類に 傅へ ました、 爾 うして 神の 正義が 行 はれまして 戰爭 は 

其 終り を 告げました、 爾 うして 私 は 其 進行 を 日 々の 新聞紙に 於て 讀んで 活ける へ ロド I タス より 其歷 

史談 を 聞く の 心地が 致しました、 神 は 終に 欺くべからず、 外交に 於て 巧みなる 露國は 軍事に 於て 敗れ 

ました、 軍事に 於て 巧なる 日本 は 外交に 於て 敗れました、 我に も 亦 智慧 ありと 祌は宜 ベ 給 ひました 

r 以賽亜 書 三十 一 章 一 一節)、 彼 は 何に かの 方法 を 以て 其 聖意を 遂げ 給 ひます、 彼 は實に 罰すべ き 者 を 

ば 必す赦 す こと を 爲し給 ひません。 

此 活ける 歷史を 目撃す るの は 私に 取り 精神 上の 犬た る 利 S でありました、 勿論 私の 普通の 情に 訴 へ 

まして、 私の 國の 勝つ の を 見る は 喜ばしく ありまして、 負ける の を 見る の は 悲しく ありました、 然か， 

しながら 正義 は 私情 を 以て 律すべき ではありません、 正義の 遂行 は 全人 類 (我 國をも 含む) のために 

利益であります、 故に 私 は 私の ヨリ 高き 情、 卽ち 信仰に 訴 へまして、 米阈ボ ー ッ マスに 於け る 日本 國 

の 失敗 を 聞いて 反て 神に 感謝 化ました。 

二、 日露 戰爭に 由て 私 はー署 深く 戰爭の 非 を 悟りました、 戰捷國 に 在て 連 戰連捷 を 目撃し まして 私 

は 再 び 元 の 可 戰 論者 に 化せられませんでした、 否た、 戰 勝の 害毒の 戰 敗の それに 劣らぬ こと を 目前に 
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示されまして 私 は 益々 固い 非戰 論者と 成りました、 捷報至る毎に國民は；？^；舞雀躍しっ 、ぁる11にその 

內 心に 如何なる 變 化が 起り つ」 ある 乎 を 思 ひまして、 私は自 から 進んで 其 狂甚の 群に 加 はる こと は 出 

來 ませんで した、 日露戰ハ；；^は我國民の中に淺留せし僅かばかりの誠實の念を根こそぎ取さらひました、 

旣に 非常に 不眞 面目なり し 民 は 更らに 一 服不眞 面目に なりました、 其 新聞紙の 如き、 一 ッ として 眞事 

實を傳 ふる 者な く、 味方の 非 事と 云 へば 悉く 之を蔽 ひ、 敵 國の非 事と 云 へば 針 小 を棒大 にしても 語る 

を歡 び、 ffi; 理其物 を 貴ぶ の 念 は 全く 失せて、 虛を 以てする も實を 以てする も、 た 單 へに 同胞の 敵懷 

心 を 盛に して 戰 場に 於て 敵に 勝た しめんと のみ 努めました、 戰爭 最中の 新聞紙 は眞， 理を 外にして 勝利 

をのみ 是れ 求む る 者で ありました、 私 は 信じて 疑 ひません、 戰爭 二十 窗パ 本 W に 一 筒の 新聞紙の 

ありませんでした こと を、 卽ち 事實を 報道し、 吾人 をして 公平の 判 斷をド さしむ るに 足る 一 筒の 新聞 

紙の ありませんでした こと を、 戰爭は 吾人 を 不道理なる、 不眞 面目 極まる となし ました、 爾 うして 

若し 民の 道德に 何に か價 値が あると します るなら ば— 爾 うして 私 は 無上の 價 値が あると 信じます る— 

斯くて道德的に蒙りし國-庆の担害は戰爭に由て獲し僅かばかりの土地ゃ權利を以て到底償ふことの^,: 

來る もので はない と 思 ひます。 

11 うして 3 典现を 貴ぶ の 念が 失せた のみではありません、 人命 を 貴ぶ の 念まで が 失せました、 常に は 

ん 命の 贵篾 を唱 へて 止まざる；^ は戰爭 に. m て 人の 生命の 牛馬の 生命と 較べて a- て 左程に 貴い もので は 

たいやう に E4 ふに 至りました、 敵の 死傷 一 一十 萬と 聞けば 歡 びの 餘り我 死傷 五 萬との 報に 接しても 一 滴 

の淚を 注がざる に 至りました、 我 死傷 五 萬と よ！ 五 萬の 家庭 は 或 ひ は 其 夫 を、 或 ひ は 其 父 を 或 ひ は 

其 子弟 を 失った のであります、 五 萬の 家庭より 同時に 悲嶋の 聲は揚 りつ- - あるので あります、 然るに 


之 を悲む 者と て は 一 人 も 無く、 祝杯 は全國 到る 所に 於て 舉 げられ、 感謝の 祈 禱は各 敎會に 於て 默 げら 

れ たのであります、 人命の 贵尊も 何も 有った ものではありません、 同胞の 愛 も 何も 有った もので は あ 

りません、 同胞の 屍 は 山 を 築き、 其 血 は 流れて 河を爲 しましても、 それ は 深く 國 民の 問 ふ 所では あり 

ませんで した、 r 戰に 勝てり」、 「敵 を 耽れり」、 此事を 聞いて 同胞の 苦痛 はすべ て 忘れ去られ まし 

た、 戰爭は 人 を 不道理に なすの みならす、 彼 を 不人情に なします、 戰爭に 由て 人 は 敵を惡 むの みなら 

す、 同胞 を も 省みざる に 至ります、 人情 を 無視し、 社 會を其 根底に 於て 破壤 する 者に して 戰爭の 如き 

はありません、 戰爭は 實に人 を禽獸 化する ものであります。 

戰爭は 戰爭を 止める ためで あると 言 ひます、 「武」 の 字 は 戈 を 止める の 意味で あると 一 K ひます、 然 

かしながら 戰 爭は實 際戰爭 を^め ません、 否な 戰爭は 戰爭を 作ります、 日 淸戰爭 は 日露 戰爭を 生み ま 

した、 日露 戰爭 はまた 何ん な 戰爭を 生む か 分かりません、 戰爭に 由て 兵備 は 少しも 減ぜられません、 

否な、 戰爭 終る 毎に 軍備 は ハ妣々 擴 張され ます、 戰 (学 は戰 のために 戰 はれる のでありまして、 平和の 

ための 戰 1^ たど k は 曾て ー囘 もあった ことはありません、 日 淸戰爭 は 其 名 は 東洋 平和の ためで ありま 

した、 然るに 此戰爭 は更ら に 大 な る 日 露戰爭 を 生みました、 日露 戰爭 もまた 其 名 は 東洋 平 和の ため で 

ありました、 然し 是れ また 更ら に更 らに大 なる 東洋 平和の ための 戰爭を 生む ので あら ふと 5 心 ひます、 
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戰爭は 飽き 足らざる 野獸 であります、 彼 は 人 の 血 を 飲めば 飮む 程、 更らに 多く 飮 まんと 欲する 者で 

あります、 爾 うして 國衆 は斯 かる 野 獸を養 ふて 歲に 月に 其 生血 を飮 まれつ 、あるので あります、 愚の 

極と は 實に此 事ではありません か、 日露 戰爭は 決して 戰爭の 利 ハ数を 示しません、 その 獲し 所 は 迚も 費 

せし 所 を ふに 足りません、 日露 戰爭の 獲し 所 は 他の 戰爭 の瘼し 所と 同じく 空名 譽で あります、 れ 

明 45 三十 八 Jif  (一九 0K 年 ：-  一二 八 九 
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は 智者が^ めて 遊ん と 欲する 所の ものではありません、 二十 僮の 富 を 消費し、 二十 五 萬の 生命 を 傷け 

て、 缝し所 は 僅かに 國威 宣揚であります、 雨う して 是れ でも 戰爭は 好い ものであると 言 ふので ありま 

すか、 是れ でも 非 戰爭論 は 非な りと 一一！ 一 a ふので あります 乎、 非戰爭 論を證 明す る もの は 戰爭其 物な りと 

は 私供が 戰爭 最中に 度々 |m ふたことであります、 日 淸戰爭 の 非なる 說明は 下關條 約と 三 國干涉 とで あ 
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ります、 日露 戰爭の 非なる 說 明はボ ー ッ マ ス條 約であります、 ボ ー ツマ ス條 約！ ボ ー ッ マ ス條 約！ 

願く は 比 屈辱が 再び 臥 薪 嘗膽の 愚 を 演ぜし むる ことなく、 反て 戰爭廢 止を按 くる 有力なる 聲 とならん 

こと を 、 

三、 日露 戰维に 由て 私 は 多くの 友人 を 失 ひました、 然 かし それと 同時に 又 多くの 新たなる 友人 を 得 

おした、 此戰^ は 私に 取り 友人の 眞僞を 分かつ 爲 の好箇 の試驗 石で ありました、 詩人 カウ パ，' は 言 ひ 

ました、 「心に 何の 苦痛 を感 する ことなくして 蟲 一 疋を踏 殺す 者 を 余 は 余の 友人 名簿の 中に SH めす」 

<1<1<1<3<"<3<!<3<:厶<3厶厶<"厶厶<3<"厶厶<3厶厶ム 厶厶 △ 

と、 して 戰爭を 狂喜す る 者 を やです、 良心の 詰責 を感 する ことなくして 同胞の 愚 殺を贊 成す る 者 は 

其 名 を 我が 友人 名簿の 中に 留め置くべき ではありません， 彼 は 生類の 敵なる のみなら す 人類の 敵で 

あります、 彼の 錢娼論 又は 禁酒 論の 如き は 抱腹絶倒と 稱 すべきであります、 酒 を 飲んで は惡 い、 然か 

し 人 を 殺しても 宜しい、 姦淫 を 犯して は惡 い、 然 かし 血 を 流しても 宜しい、 孤 兒は憐 むべ しで ある、、 

然 かし 幾 萬の 孤兒を 作りても 宜しい と、 世に 多くの 矛盾 はあります るが、 然 かし 慈善家の 主戰 論の 如 

き はあり 4* せん、 若し 戰爭が 可い と 云 ひますならば 慈善 は 全く 之を廢 止す るが 可から ふと 思 ひます、 

然 かし 酒 は 人 を 殺す ものな りとの 理由 を 以て 禁酒 論を唱 へる 人が 人 を 殺す を 以て 目的と する 戰爭 に大 

赞成を ^すると は 何の 事 やら 私に は 少しも 分かりません、 私 は 今より 後、 斯 かる 人と は 慈善 义は 救^ 


に 就て 一 切 共に 語るまい と 決心し ました。 

殊に 基督 信者の 最大 多數 が戰爭 の 11 歌 者であった こと を 見まして 私 は 一 曆 深く 今の 基督 敎界 なる 者 

の 我が 活動の， pi! 域で ない こと を覺 りました、 平和の 君 を 救 主と 仰ぐ と稱 する 今の 基督 信者 は 平和の 熱 

愛 者ではありません、 今や 平和の 主張者 は 基督 敎會の 內には ii くして 反て 其 外に 於て 多くあります、 

哲學者 ス ぺ ン サ ー、 文豪 フレデリック. ハリソン、 同じく モノ キュア ー. コンゥ HI の やうな 人が 殆 

んど 劇烈なる 戰爭廢 止 論者でありまして、 大 監督と か 小 監督と か稱 しまして 基督 敎會の 牛耳 を 握る 者 

は 大抵 は 熱心なる 主戰 論者であります、 是れ は實に 奇態なる 現象であります、 今より 百 三 四十 年 程 前 

に 米國に トマ ス • ベ ー ンと云 ふ 人が ありました、 此 人は當 時の 基督 敎會に 反對し 『道理の 世』 なる 書 

を 著 はした とて 今に 至る も 誰れ も 彼の 本名 を 以て 彼 を 呼ぶ 者な く、 只 「無神論者の 巨魁 トム ,パ 1 ン」 

としての み 彼の 名 は 基督 敎會內 に 知られて 居ます、 然 かしながら 此 人が 米國に 於け る最始 の非戰 論者 

であった ことが 今に 至て 分り ま した、 彼 は 無神論者ではありませんでした、 彼 は 無敎會 信者 で あった 

のであります、 彼 は卽ち 彼の 在^ 當 時の 基督 敎會 なる 者の 人造の 維持 者で ない こと を 知りまして、 之 

に反對 したので あります、 「トム .ぺー ン」 は 敎會の 柔和なる 服從 者ではありませんでした、 然 かし 

彼 は 人道の 勇敢なる 戰士 でありました、 基督 敎會の 腐敗せ るより 神 は 近 I の 最大 慈善事業 たる 戰爭廢 

止 運動 を敎會 より 楚 つ て 之 を敎會 以外 の 人に 賜 ふたので は あるまい 乎 と 思 ひます、 今日の 基督 敎會の 

恥辱に して 此名 譽搋 奪の 如き は あるまい と 思 ひます。 

斯くて 日露 戰爭は 多くの 新ら しき 友人 を 私に 紹介し ました、 私 は 平和の 名に 由て 多くの 未知の 人と 

親交 を 結ぶ に 至りました、 平和の 祌は 平和主義 を 以て 私 をして 多くの 人と 平和 を 結ばし め 給 ひました、 

胡 治： 一一 十八 年 ( 一 九 o_rfi 年)  三 九 1 


私に は 今や 全世界に 一 一種の 人が あるの みであります、 卽ち戰 (命 を 好む 人と 戰爭 iji:- ん とのみ であり 

ます， 前者 は縱令 彼が 基督 信者で あら ふが、 あるまい が、 慈 tj.^- であら ふが、 あるまい が、 私の 友で 

はありません、 之に 反して 後者 は縱令 彼が 不可思議 論者で あら ふが、 或 ひ は；.^ 1 だしきに 至って 無神論 

者で あら ふが、 私の 尊敬す る 友人であります、 戰爭の如ゎ」|か^.|^|:き：^.^^^:^4.^ハ1,ルト^ぎ：-,^ぃ 

ゆ： ある ま U いか i お、 £fsf,  おい 
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き-かと を. ^かす へ き 性質 を備 る もので は あるまい， 乎と 思 ひます、 爾 うして 日露 戰爭 は^に 取り まし 

て は 友人の 精鍊 所で ありました、 之に. E て 純金と 金 澄と は 明白に 兩 分され ました. 是れ 私に 取り まし 

て は 實に大 なる 利益であります。 

此外 にも まだ 私が 此戰 ハ卡 より 受けた 利益 は 大分あります、 然 かし 以上の 三 ッが其 最も 大 なる もので 

あります、 外； かし ながら 是等 の 利益が あり たれば とて 戰爭は 勿論 決し て 善い こ と で あると は 一一 目 はれま 

せん、 ^かも 人が 罪 を 犯して 罪た る を 知り たれば とて 罪 は 善い 事で あると 曾 はれない と 同じで あ 

り ます 然 力しながら 凡 て の 事 は 神 を 愛す る 者に は 悉く 働き て 益を爲 すと あ ります れズ 近世の 最大 參 

とも 科すべき 日露 戰ハ李 も 亦 多くの 人に 多くの 利益 を與 へしな らんと 信じます、 然 かし 其 利益の 餘り 

に 高 贋なる が 故に、 私は斯 かる 恩澤に 浴す るの 機會が 再び 私に 供せられ ざらん こと を 祈ります。 

(『新 希望』 十一月 十日〕 


明治 四十 一年 二 九 〇 八 年) 

國は 基督教な くして 立 つ を 得る 乎 

獨 り演說 なり- 久 振りに て 新聞紙 を 手に して 述べし ものな リ。 

是れは 極めて 古い 問題で ある、 然 かし 未だ 結論に 達した 問題で ない 0 

單に 論理の 上より 一一 一一 n へば 基督 敎 なくして 國が 立たない と 云 ふ 理由 はない、 國は 正義に 據て 立つ 者で 

ある、 爾 うして 正義 は必 しも 基督 敎に 限らない、 正義 は儒敎 にも ある、 佛敎 にも ある、 宗敎と 云ふ宗 

敎 にして 正義に 依て 立たない 者 はない、 基督 敎に 依ら ざれば 國は 立たない と 云 ふ は 獨斷の 31^ も甚 しい 

ものである やうに 聞え る。 

事 は兹に 止まらない、 所謂 * 督敎國 に 於て 多くの 不義の 行 はれる こ と は 最も 明白なる 事實で あ る 、 

最も 醜惡 たる 習慣、 最も 殘 忍なる 壓制は 基督教 を 奉す る國に 於て 行 はれる、 之に 反して 多くの 美德、 

多く の 善行 は 非 基督 敎國 に 於て 行 はれる、 實 際道德 の 立場より 見た る 非 基督 敎國は 多く の 場合に 於て 

は遙か に 基督 敎國 の 上で ある。 

然 るに 基督 敎に 由ら ざれば 國は 立たぬ と 云 ふ、 妄說も 亦 甚だしい ではない 乎。 

wrlmi: 卜 一年 (一九に 八.； 0  一一： 九 三 
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然しながら 奇 ぎなる は 玆に掩 ふべ からざる 一 つの 事實が ある、 それ は歷 史上 基督 敎國 として 絕對的 

に 亡びた 國の 曾て 無い ことで ある、 基督 敎亡 國史 とい ふ もの は 書かん とする も 書く ことが 出来ない、 

國は 基督 敎を 信じて 不滅と なるやう に 見える。 

基督 敎國 にして 亡國の 悲運に 陷 りし 者と して 常に 波 蘭 土 國が擧 げられ る、 成程 波 蘭 土 は 三囘の 分割 

に 由て 紀元 千 七 百 九十 四 年に 國 として 其 存在 を 失った やうに 見える、 然しながら 所謂 滅亡 後の 波 蘭 土 

人 を 知る 者 は 波 蘭 土國の 滅亡 を 認めない、 波 蘭 土人 は 其 支配人 を更 へたまで^ ある、 波 蘭 土人 自身 は 

今 尙ほ獨 立の 民で ある、 彼等 は國 語を存 し、 文 學を存 し、 ^界の 文明 場裡に 立て 他國の 民に 一歩 を讓 

ら ない、 若し 波 蘭 土が 亡國 であると 云 ふなら ば 蘇 蘭 土 も亡國 である、 洪牙利 も亡國 である、 自治の 國 

に 移りて 自治の 權利を 1^ する 民 は 亡國の 民で はない。 

同じ 悲運に 會 ひし 國は 南阿の ト ラン スバ 1 ル である、 彼 は英國 の併吞 する 所と たりて 其 獨立を 失つ 

たやう に 見える、 然しながら 今日の トラ ン スバ ー ルは 前：：！ に 異ならない 自由 國 である、 之に 議會が あ 

る、 國務 大臣が ある、 雨う して 曾て は英 國に對 して 劍を拔 いた 者が 今は實 際に 其 國務を 司りつ k ある、 

英國は 南阿 共和 國の 名を廢 する ことが 出来た、 然し 其 自由 を 奪 ふこと は 出来なかった、 否な、 名義 上 

英國の 配下に 屬 してより トラ ン スバ ー ルの 自由 は 一 曆强 II なる 者と なった。 

其 他、 那 威，， の 如き； 丁瑪の 如き、 瑞 西の 如き、 希臘の 如き、 幾た びか 亡びん としたが 今に 尙ほ 亡び 

ない、 印度 は 亡び、 緬甸は 亡び、 土 耳 古 は 亡びん としつ、 ある も、 基督 敎國は 其 最も 微弱なる 者と 雖 

も 存在 を 維持して 居る、 中央 亞米利 加、 南 亞米利 加の 数多の 小 弱 國と雖 も 其獨立 丈け は 維持して 居 

る、 是れ 確かに 注意すべき 事實 である。 


之に 反して 土 耳 古の 如き、 其 民は武 にして、 其 宗敎は 卑しから ざるに 關 はらす、 其圃 運の 日々 に 非 

なる は 何人も 知る 所で ある、 所謂 「東 歐の 病人」 が 遠から すして 其氣息 を絕 つに 至るべし と は 識者の 

信じて 疑 はない 所で ある、 波斯の 如き、 近頃 憲法 政治 を 採用せ しと 雖も、 憲法が 果して 波 斯國を 救 ひ 

得る や 否や は大 なる 疑問で ある、 埃 及國は 名義 上の 獨立國 であって、 實際 上英國 の屬國 である、 摩 絡 

哥國は 其 民の 勇悍 なる に關 はらす、 今や 滅亡の 途に 就きつ \ ある。 

以上 は歷 史上の 事實 である、 議論で はない、 其 說明は 何で あると する も、 事 實は掩 ふべ からすで あ 

る 0 

是れ 抑. に 原因す るので あら ふ 乎、 或 ひ は 所謂 基督 敎阈 なる 者 はすべ て學術 進歩の 國 であるが 故 

に、 彼等 は 近世 科學に 由て 其 存在 を 維持して 居る ので あら ふ 乎、 或 ひ は國も 人と 同じく 同類 相 食む こ 

と を 嫌 ふが 故に 同類 相憐 むの 情より して 基督 敎國は 相互 を 絶滅に 附 さな いので あら ふ 乎、 其 說明は 幾 

干 も あら ふ、 然し 事 實は掩 ふべ からすで ある。 

國は學 術に 由て 立. つ 者で ない 事は學 術に 秀でた る國の 亡びた る 例の あるに 由て 判明る、 昔時の ム 

1 ル人 は囘々 敎 信者で はあった が、 其 智識 は遙 かに 當 時の 歐洲人 以上であった、 彼 は 四百 年間 今の 葡 

萄牙、 ts 班 牙 を 占領した、 今日の 代 數學を アル ゼ ブラと 云 ふはム ー ァ 人の 語より 出た ので ある、 化學 

をケ ミ ス トリ-と 云 ふ も 同じで ある、 東はバ グ ダッドより 西 は コ ルド バ まで 跨りて ム ー ァ人は 一 時 は 

學術を 以て 世界に 轟いた、 然るに 此 民が 終に 西班牙 人の 逐ふ 所と なった ので ある、 爾 うして 逐 はれて 

後 は 再び 起つ 能 はざる に 至った ので ある、 ム ー ァ人は 其 優秀 の 學術を 以てして 其 獨立を 維持す る こと 

が 巾： 来なかった。 
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時 ^  一二 九 六. 

印^人 は" 尙た る 祈：： 舉 と宗敎 とを以 てん マ尙ほ 世界に 鳴る 民で あ る、 然るに 此 K に して！： を 成す こ， こ 

が S 米ない と は i 貫に 奇怪と：. ム はざる を 得ない、 析：： 學 t 右し 國を 成す ものなら ば、 何故に 印度人 は斯 くま 

で阈 〔豕 的に 無能で ある 乎。 

若し 又 國を 立つ る は 武力に りと 1: ムふ 者が あるなら ば、 土 耳 古國の 衰退 は說 明し 難き i^lH 貫で あ る 、 

未だ 曾て 土-斗 ト：： 人に 勝 さる 武 fs- の：^ の 歷史の 舞 臺に現 はれた る 事 はない、 劍を 以てして は 歐洲人 は 決 

して 土 耳 十：： 人の 敵でなかった、 おし 武が 世界 を 征服す るの 唯一 の 勢力であるなら ば、 土-斗 古人 は n 十く 

旣に 世界の 主人公と. な つ て つた で あら ふ。 

玆に 於て か 立國の 原動力 を、 學術 以外、 武力 以外に 水め なければ ならなくなる ので ある、 國は 正義 

に 出て 立つ 者で ある、 其 は 明白で ある、 然し 正義 は 叉 之 を 養 ふに 或る 他の もの を 要求す る や う に 

える、 所謂 純 正義なる もの は强 いやう で實は 弱い ものである、 正義 は單に 主義で はない、 是れ は活き 

たる 精神の 活動で ある、 雨う して 活 きたる 精神と は活 きたる 人であって、 活 きたる 人と は 其 中に 在る 

活 きたる 靈魂 である、 活 きたる 靈魂 なくして 正義 は强く 働かない、 道義 上の 正義、 哲學 上の 正義 は甚 

だ 微弱なる 正義で ある。 

雨 う し て S 督敎 が國を 維持す ると 云 ふの は此 勢力 を國 民に 供す るからで は あるまい 乎、 卽ち 正義 を 

して 何時までも 活 如たら しむる からで は あるまい 乎、 國は衰 へ て、 世 は 腐る も此 勢力に して 存 する 限 

り は： 15^ のー仪 興の 希望が ある、 壓制は 如何に 強く とも、 腐敗 は 如何に 甚だしく とも- 正義が 活 きたる 祌 

より 來る 以上 は、 國に 正義の 絶 ゆる こと はない、 斯 かる 場合に 於て は 正義 は 限りなく 自體を 復興し、 

《s に 11 の 勢力 を W て 腐敗せ る 國.； に 臨む の で ある、 是れが 基督 敎 が 國家を 永 ク、 に 保： する 理由で は 


あるまい 乎。 

余輩 基督 敎の 無い 文明 國を 見る に、 其 風 は 美に して、 其 俗は雅 なる に關 はらす、 其 正 美 は 常に 甚だ 

微弱で ある、 或 ひ は 利 慾に 驅られ て、 或 ひ は 政 權に怕 て、 或 ひ は 正義 以外の 或る 一種の 道德に 支配 さ 

れて、 正義 は 其聲を 潜め、 不義 をして 其 欲する 所 を 行 はしむ、 國家 存立 上の 危險 にして 是 よりも 大な 

厶<3 厶厶 △ 厶厶厶 <1 厶 A  厶厶ユ △△△△< "厶厶 ム厶厶厶  △△△△△△<"△△△<:△ 

る 者 はない、 國民擧 て 偽善者と なる 時、 馬と 知りつ \ 之 を 鹿たり と唱 へ、 馬を稱 して 馬と 言 ふ 者に 亂 

厶厶 <!△ 厶厶き 厶< "厶  < "厶厶 <3<1<1<" 厶  <1<1<"厶 

臣國贼 の 名 を 被せる 時に 國は 亡びて 了 ふので ある。 

然し 世に は 例外がない とも 限らない、 基督 敎 なくして 立ち 且つ 永久に 榮 ゆる 國は 今後 或 ひ は 世に 現 

はれない とも 限らない、 其 時には 余輩の 此 主張の 如き はた 5^ の 一笑に 附 せられる までの 事で ある。 

(『犁 書 之 研究』 三月 十日) 

『よろ づ短 言』 .nn 序 第二 
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< ^も 一 時 は 生意氣 にも 愛國 者たり し 也、 故に 昔時の 豫曾 者を眞 似て 故國と 同胞と を 責め もし、 罵り 

もし、 嘲け り もしたり、 此書牧 むる 所の 短文の 如き も 多く は 其 類な り。 

然れ ども 余 は 今 は愛國 者に 非す、 故に 甚く 斯 かる 文字 を 緩り しこと を悔 ゆ、 故に 歷々 其 出版 を勸め 

られ しも 躊躇して 今日に 至れり、 余 は 思へ り、 是を 永久に 葬り去る ことこ そ 余の 利益 たれと。 

然れ ども 曾て ピ ラトの 首 ひし 如く 我が 書きし 所す でに 書きたり、 今や 是を 抹殺 せんとす る も 能 は ざ 

るな り、 若 かす. 自ら 進んで 之 を 編ず I して 再び 世に 公に せんに は、 此の 事 若し < ^の 恥辱と ならば 余 は 

gisra 小一 (一九 G 八 年)  一一 一九 七 
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喜んで 之 を 受けん、 然れ ども 若し 萬 一 にも ヘルの 名譽 となる の機會 到来せば、 杂は 余の 愛する 日本 國の 

0  0  0  0  0  0 

ために 泣かん。 

日 露 戰爭終 て兹に 三年、 世界の 輿論 壇 に 於て 天の 高き にまで 引上げられ し 日本 國は 今や 陰府 の 低き 

にまでに 引下げられつ.^ あり、 僅かに 滿洲と 樺 太と に膨騰 する を 得し 大和民族 は 今や 世界 各國 何れの 

所に 於ても 其人來 を担絕 されつ.^ あり、 其 同盟 國の 英國に 於て すら 其 論者の 一 人 は 曰へ り、 (而 して 

之に 類す る 一一 百 を 放つ 者 は 彼れ 一 人に 止まらざる 也)、 

『彼等 日本人 は 意馬 心」 お 入； 5 酷殘 忍の 民に して 假令錦 線 を 以て 身 を 纏 ふ も 其 所作 は 之 を 蔽ふ能 はざる 也』 

『日本人 はジ- ス I トと 同一 なる 狡得耐 忍の すべ ての 性格 を 有し， 其 飾りな き 外 觀の內 に は 常に. =1- る祕 密を藏 

せり』 

『英國 が 黄色人種との 同盟 は 何等 誇 @ に 値い すべき 事 .s- の 一 にあらず， 英國は 徒らに H 本が 強大の 國 たらん と 

する を 助けて 却て 其 本 來の耩 神を沒 却し * 加 ふるに 自 から 叛抗を 招く の 危險を 冒す 者な り』 

r 歐州 C 列強 は 必ずや 他日 相互 C 嫉妬 紛擾 を 忘れ * 協同 一致 以て， 野 蟹なる^ 洋の 勃興に 傰へ、 牛 開 牛 野の 種 

族の- 莉 權に對 して 太に 鬩 はざる ベから ざる の 日來 らん』 

と (五月 十三 日 『時事 新報』 參考 )、 余 は豫言 者に あらす、 叉豫言 者の 子に 非す、 然れ ども 豫言に 類 

する 余の 一 百の 稍々 適 中し っ& ある を 見て、 余の 故國 のために 甚だ 悲 むな り。 

願 ふ、 余の 愛する 同胞よ、 此 書に 載す る 所の 余の 痛罵の 首 を赦 せよ、 而 して 日本の 將來 をして 全然 

余の 首に 反する 者たら しめ、 此小著 をして、 永く 余の 恥辱と して 存 せしめよ U 
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非戰 論の 原理 

每年ヌ V 期 は 講談 會を 開く を 例と す、 然るに 今^は 之を爲 さず * 空しく 夏 を 過さん こと を 恐れ * 玆に 机に 對し 

ながら 数千の 聽 衆の 我： H 前に 在る を 冥想し、 此演說 文 を 草す。 

學 者 の 態 度 

私 は 今日は 非戰 論の 原理に 就て 中 上た く 思 ひます、 併し 本論に 人る に 先立て 私 は  一 一一 一一 Gf^;^ に 巾 上げ 

て 置かなければ ならない ことがあります、 卽ち、 私が 非戰 主義 を懷 くの は、 私が 悉く 其眞理 なる を證 

明し 盡 したからで はない と 云 ふ 事、 其 事であります、 世の中の 大抵の 人 は 自己の 奉す る 主義 信仰と 云 

へば 之に 一 點の懷 疑、 ー點の 批難の 加 ふべき もの、 無い ものである やうに 思 ひます、 然し 是れ 眞理を 

愛する 擧 者の 持つべき 心の 態度ではありません、 學者は 懐疑 を 許します、 批難 を歡迎 します、 雨う し 

て 主張と 批難と を 較べて 見まして、 二者 孰れ か 眞理の 多い 方 を 取ります、 故に 彼の 提供す る說は 完全 

の眞理 ではありません、 斯 かる 眞理を 提供し 得る 者 は 人間の 中に 一人 も 無い 害であります、 我が 奉持 
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する は！； 现は 完全の 眞理 たりと 稱 する 者は祌 にあら ざれば 狂人であります、 我等 人 ii はより 大 なる 眞理 

を 供す るまで あります、 雨う して 他人の 批評 を 俟て更 らに大 なる 眞理に 達する まで あります。 

私 は 今 は非戰 主義 を懷 きます、 私 は 非戦論 は 道理と して 最も 正しく * 道德 として 最も 高く、 政略と 

して 最も 慧き 主義で あると 思 ひます、 併し 斯く思 ひま すれば とて 非戰 論に 多くの 批難す ベ き點が 無い 

と は 一一-一" ひません、 其反對 の主戰 論に も 亦 多くの 探るべき 所があります、 少く とも 同情 を 寄すべき 點が 

あります、 ^は 非戰 論を證 明し 悉 したと は 云 ひません、 之 を 宇宙 進化の 理 から 考 へて 見ましても >  又 

赏 際に 之 を 行 ふの 點 から 考 へ て 見ましても、 之に 多くの 批難す ベ き點の ある こと を 認めます、 私 はよ 

り 大 な る M 〈现 と し て 非 戰論を 採る のであります、 絕對 の眞理 として 之を懷 くので はありません、 雨 う 

して 若し！？^ の 巾に、 斯 かる 信念 は是れ 半信半疑の 信念であって 聞く に 足らす と 一一：：" はる.^ 方が ありま 

すなら ば、 其方 は 公平 を 愛する 學 者の 精神 を 有たない 方と 認めます から、 私の 講演 中 は 八/より 直に 此 

場 を 退かれん こと を 願 ひます。 

戰 爭の惡 事なる こと 

却說、 戰 (命 の惡ぃ 事で ある こと は 誰でも 承知して 居ります、 如何に 戰爭 好きの 人 でも 戰爭は 善 い 事 

であると 云 ひ 得る 人 は 一 人 もありません、 戰爭 に對 する 普通の 辯 護 は r 戰 (辛 は 戰爭を める ことで あ 

にこ i め 

る」 との じあります、 漢字の r 武」 は 戈 を 止る の 意で あるとの 事であります、 平和の ための 戰爭で 

あって 戰爭 のた めの 戰爭 ではない と は 誰でも 一一 In ふこと であります、 故に； 1^ は 玆 に 戰爭 の惡ぃ 事を述 ぶ 

るの 必要はありません、 其 事 は骨界 一般に 知られて sis ります、 恰 かも 寶淫 制度の 惡ぃ 事が 一般に 知ら 


れて 居る と 同然であります、 誰も！ ^s; 座敷 は 善い ものであると 云 ふ 者はありません、 唯、 悪 ひけれ ども 

4- む を 得ない と 首 ふまで、. - あります、 人類 一 般 が其惡 事なる を 認める 一 點に 於て は 戰爭は 賣淫と 毫も 

異なりません、 故に 道德の 立場から 見て 私 は 勿論 戰爭 を惡 みます、 然し ドレ 丈け 惡 むか、 共れ が 問題 

-- ： ，，  にく  じょ  に V、 み 

であるので あります、 憎惡 にも 强 いのと いのと があります、 惡ん でも 恕 して 置く 憎惡 があります、 

之 を 排除せ ざれば 止まない 憎惡 があります 、貸 座敷 は惡 いもので ある けれども 存 して 置いて 左程 害が 

ない と 云 ふ憎惡 と、 貸 座敷 を存し て 置け ば 我家 庭 も 社 會も党 に は 國家ま でも 滅び て 了 ふと 云 ふ 激烈 の 

憎惡 とがあります、 雨う して 戰爭 に對 する 私の 憎惡は 前の 微溫ぃ 憎惡 ではなく して、 後の 激熱 い ！w 惡 

であります、 私 は 私の 全心 全 性 を 傾けて 之 を 嫌 ひます、 恰 かも 故ビク トリ ャ女皇 が 之 を 嫌 ひ 給 ひしゃ 

うに 之 を 嫌 ひます、 俾へ 開く 所に 由り ますれば 彼女 は 老年に 邁 むに 從ひ戰 (承 を 嫌 ひ 給 ふこと 益々 甚だ 

しく、 「朕 は 朕の 在世中-科 び戰-^^ の {ー且 吿 に 署名せ ざるべし」 とまで 言 り 給 ふたこと も ある さう であ 

ります、 然るに 英國の 憲法に 由り、 民の 欲する 所 は 皇帝 も 亦 之 を 可とせざる ベから ざる 所より、 止む 

を 得す かの 最も 不幸なる 戰爭、 南阿 戰爭 の宣 4 口に 署名し 給 ひしょり、 彼女の 心 常に 安から す、 終に 彼 

女の 崩御 を數年 早めた との 事であります、 憎惡は 勿論 感情でありまして、 道理 を 以て 量るべき もので 

はありません、 併しながら 感情に も 高い のと 低い のと、 鋭い のと 鈍い のとが あります、 深い 道 德は銳 

い 感情 を 作ります、 女皇 陛下の 戰 爭に對 する 憎惡は ヒス テリ-的で あるとば かり は 言へ ません、 彼女 

は 最も 常識に 富み 給 ふ 婦人で ありました、 彼女の 戰爭を 嫌 ひ 給 ひし は 彼女と 同時代 同國の 人な りし 哲 

學 者スぺ ンサ ー が 非常に 之 を 嫌 ひしと 同一 の 源 因に 基く ので あると 思 ひます、 道理の 問 题は刖 にし ま 

して、 小さき 私 も 今 は 非常に 戰爭を 嫌 ひます、 ；？^ は 今は英 國非戰 主義 第 一 等の 政治家な りし ジ ョ ン . 
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ブライト と共に 言 ひます、 「人類の 菲惡を 一括せ しもの、 是 れ戰爭 なり」 と。 

戰爭と 天然 

併し 人 は 一一 一一 c ひます、 戰爭 は廣く 天然に 行 はる」 所、 戰爭は 天然の 法則であって 又 進化の 理 であると、 

成程、 戰爭 は廣く 天然 界に行 はれます、 優勝劣敗の 理は 天然 界 至る所に 行 はれます、 私 は 天然 界に於 

ける 戰ー の實 在と、 叉或點 から 言へば、 其 利益と を 認めます、 乍 併玆に 一 つ 注意して 置くべき 事が あ 

ります、 それ は 天然 ゆ 法則 は戰爭 にの み 限らない 事であります、 天然 界に は戰爭 と共に 協同 一致 も 行 

はれます、 愛憐 權牲も 行 はれます、 萬 物が 進化して 今日に 至った の は戰爭 のみに 由り ません、 優勝 劣 

敗 を戰爭 にの み 限る は 極く 淺 薄なる 天然 觀 であります、 獅子 は 成程 鹿 や 冤 を 食 ひます、 獅子と 鹿と 相 

對 すれば 勝利 は 勿論 獅子に 歸 します、 去れ ど 鹿に は 獅子に 無い 者が あります、 群居の 性が あります、 

隨て 多少 和合 一致、 相互 共濟の 性が あります、 故に 戰 (学に 於て は 鹿 は 獅子に 負けます が、 蕃殖に 於て 

は 獅子 は 鹿に 負けます、 故に 印度 阿弗利加の 地方に 於て 獅子が 絶えても 鹿の 絶えない 所が 澤山 ありま 

す、 獅子 は 其 牙と 爪の 鋭いた めに 鹿に 勝ちます が、 其 猛烈なる 呑 噬の性 を 有った めに 終に は 弱い 鹿に 

負けます、 天然 界を 修羅の 街と 見る は大 なる 間違であります、 天然 界は 修羅の 街ではありません、 矢 

張り 愛と 正義と が 最後の 勝利 を 占む る 家庭の 一種であります。 

廣く 天然 界を其 大體に 就て 觀 察して 御 覽 なさい、 其 中で 最も 高い、 最も 貴い、 最も 美 はしい 物 は、 
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強い、 猛しい、 魔大 なる 者ではありません、 若し 力の ー點 より 言へば 最も 强ぃ者 は 王 蛇と 贜 魚と であ 

ります、 然し 誰が 王 蛇， こ鱷 魚と が此 世界の 主人公で あると 言 ひます 乎、 詩人 ヲ ル ズォス の 歌 ふた 牝鹿 


は 弱く 且つ 脆く あります が、 然し 遙 かに 王 蛇、 罅； 魚 以上の 動物であります、 驚 ， は 一番 強い 鳥で ありま 

すが、 鳥類の 王 は 鷲ではありません、 木蔭 涼しき 所に 五色の， 錦繍を 水面に 映す 翁 翠は遙 かに 鷲 以上の 

鳥であります、 若し 力の ー點 から 言 ひま するならば 原始の 人 は ゴリラ、 チム。 ハン ジ ー 等の 猿猴 類に 遙 

かに 劣った る 動物で ありました、 然るに 此 弱い 人類が 終に 世界の 主人公と 成った のであります、 若し 

戰鬪 的の 優勝劣敗が 天然 界を 支配す る 唯一 最大の 勢力であります ならば、 此 世界 は 今や 全く 王 蛇、 鍵 

魚、 鷲、 ゴリラ 等に 屬 して 居った であり ませう、 然るに 雨う ではなく して、 獅子 や 虎 は 絡 ゆる も 其 S: 
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物と なりし 鹿 や 兎 は 蕃殖し、 鷲 は 山 深く 巖 高き 所に 其巢を 作る に 代へ て、 Si 湖翠は 里に 下て 水邊を 翔り、 

ゴリラ、 チム パン ジ ー は 僅かに 熱帶 地方の 深 林に 其 種屬を 保存す るに 代へ て、 人 は 全世界 を掩 ふて 至 

る 所に 文明 を 進めつ k あるの を 見て、 天然 界は 決して 强者必 盛、 弱者 必滅の 世界で ない ことが 最も 明 

白に 分かります、 主 戰論は 之 を 天然 界の事 實に訴 へて 其說を 維持す る こと は出來 ません、 天然 を 深く 

學んで 其、 戰爭 の獎勵 者で なくして、 返て 平和の 宣傳 者で ある ことが 明かに 分かります。 

歷史に 於け る戰爭 

然るに 人 は 更らに 言 ひます、 若し 天然 は 平和 を敎 ゆると する も、 人類の 歷史は 戰爭の 必要 を說 いて 

4- まない、 戰爭 なくして 興った 國 はない、 人類の 歷 史は實 に戰爭 の歷史 であると。 

..0 と，' ヽ 

成程 戰爭に 由て 國は 興りました、 然し 其 亡ぶ るの も 亦 戰爭に 由り ます、 戰爭は 素々 破壞 性の 者で あ 

ります、 故に 他 を破壤 すると 同時に 自已を も破壞 します、 戰爭を 以て 他 を破壞 して 置きながら 己れ は 

.1^ 壌 を 免 がれ ん とす る は 出 來るゃ う で 3^來ま せ ん 、 基督 敎 の 聖書 では 「劍を 採る 者は劍 にて 亡ぶ ベ し」 
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と敎 へ、 怫 敎の敎 典で は 「呪 詛諸 毒薬、 還 着 於 本人」 と說 いて 居ります、 是れは 神の 法律で あると 同 

時に 乂； 大然の 法則であります、 雨う して 歴史 在て 以來此 法則に：^ れた人 も國も 無い と 思 ひます、 和漢 

两 洋 孰れの 國の 歷史を 見ましても 此 法則の 働ら き は 有々 と顯 はれて 居ります。 

爾 うして 其 理由 は 探ぐ るに 難くありません、 戰爭は 勢力の 消耗であります、 勝つ も 負ける と 同じく 

勢力の 消耗であります、 負 くれば 失 ひし 勢力 を 袖 はんとし、 勝てば 更らに 進んで 消耗の 途を 設けん と 

す、 人 も 國も戰 (米の 方面に 發達 膨脹して 終に 立つ 能 はざる に 至ります、 古き は アツ シリ ャ、 バビロ 一一 

ャ、 マ セド 一一 ャ、 羅 馬の 亡びた の も 全く 是れ がた めであります、 新ら しき は 西班牙、 佛蘭 西の 衰 へた 

の も 亦 全く 是れ がた めであります、 國 費の 大部分 は 戰爭の 方面に 注がれ、 才能の 大部分 も 亦 同一 の 方 

面に 使用され、 人物と 云 ふ 人物、 天才と 云 ふ 天 .iv が生產 的で なくして 消費 的の 軍事 一方に 引かれて、 

圃は其 根本に 於て 衰へ、 甚だしき に 至て は 終に 亡ぶ るに 至ります、 國の寶 は 第一 に 其 人物であります、 

雨う して 戰 時に 在て は 之を戰 場に 消費し、 平時に 在て は 之 を 兵營の 中に 圍ぃ 置きて 國は發 達せん とす 

る も 得ません、 誠に X 布臘の 亡びた の は 全く 連 綾せ る 戰爭の 結果に 由る 人物 缺乏が 其 最大 原因であった 

とのこと であります、 一時 は大 詩人、 大哲學 者、 大 美術家、 大政 治 家 を鑌 出して 4- まざりし 希臘が 今 

口の 如くに 衰 へし は 全く 戰爭に 由 て 人物 を 消費し 盡 したから で あ る と 言 ひます、 實に爾 う で あら ふと 

思 ひます、 羅 馬の 滅亡 も 亦 同一 の 理由 を 以て 說明 する ことが 出来ます、 一時 は 世界の 半 を 握りし 西 班 

牙が 三百 年後の 今日 世界の 第三 等國 とまで 下り ましたの も 全く 引續く 戰爭に 由て 國の第 一 の寳 たる 人 

卞を 消費し 去った からであります、 佛國 がん マ や 其 第一 等國の 地位 を 失 はんとしつ & あるの も 亦 同一 の 

1^ 因に 由る ので あると 思 ひます、 國 民の 精華 は 悉く 軍人と 成り、 其 屑の みが 残て 敎師 となり、 文人と 


たり、 美術家と なり、 實業 家と たるので あります、 それで 國の衰 へたい 理由はありません、 社 會の道 

德の 日々 衰へ 行く は 決して 1^ むに 足りません、 德 性；， i 養の 任に 當る敎 育 家宗敎 〈\A の殆ん どす ベ てが 國 

M の ぶち S であるから であります、 聖賢 君子の 爲す べき 業が 小人 展 物に 委ねら る、 からであります、 軍 

人 か る は責 くし て 宗敎 {kK た る は 卑しき 國に 道德が 盛ん になり や う 苦 はあり ま せ ん 、 戰爭 に 由 て 國威は 

Si されます が、 それと 同時に 阈カは 減退し ます、 爾 うして 顯 揚が 虚榮 となり、 減退が 空乏と 成って 

終 に 亡國 とな る の で あ り ます。 

天然に 於け るが 如く 歷史に 於ても、 之 を狹く 見す して 廣く a て 御覧なさい、 短 かく 見す して 永く 見 

て 御覧なさい、 戰爭が 決して 國を 興し 國を 保つ の途 でない 事が 明かに 分かります、 戰爭で 興った 國で 

亡びない 國は 未だ 曾てありません、 唯 時日の 問題であります、 同一 の 原因 は 同一 の 結果に 終ります、 

劍を以 て 興 つ た 國は劍 と其惡 結果と に 由て 亡びます。 

*1 に劍を 以て 興らす、 又劍を 以て 維持され ない 一 つの 國が あります、 それ は 猶太 國 であります、 牧 

人 アブ ラ ハ ム の 家より 出で、 連綿と して ra: 千年 後の 今日に 至ります、 其 王政 時代に 於て、 叉 其 マカビ 

1 家； 《 ^權の 時に 方て、 武を 以て 隣 瞬を壓 した ことがありました けれども、 それ は國 民と して は 至って 

僅かの 11 でありました、 き 太 人 は 主と しで 無抵抗主義の 民で あり わす、 迫害 せらる & のが 彼等の 特性 

であります、 猶太 人の 歷史は 戰爭史 ではなく して 迫害 史 であります、 遠く は 紀元前 三百 年頃、 シリャ 

王 アンチ ォ カス • H ビフハ ネスの 虐待 凌辱す る 所と なりし 以來、 近く は 露 國キシ ネフに 於て 彼等の 多 

數が 虐殺され しまで、 猶太 人に 迫害の 絶えた 事はありません， 然るに 彼等 は 之に 對 して ー劍を 磨かす 

で ありまして、 彼等 は 唯 待 は る K が 儘 に 己が 身 を 任 かしました、 若し 腕力 の 勝敗が 民の 輿 亡 を 決す る 
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時 CT〇 六 

者であります ならば 辆太人 は旣に 業に 此 世より 絕 たれた のであります、 然 かし 事實は 何う であります 

乎。 

ァ ブラ 、ノ ムが 始めて カル デャを 屮：； た 時には 未だ アツ シリャ も 起ら す、 バビ 口 一一  ャも 立た す、 H ジブ 

トは 隆盛の 極に 居り、 ギリシャ も 口，. 'マ も 未だ 時の 胎內に 在った 時で ありました、 然るに 世紀 は變 り、 

紀元 は 改まりて、 是 等の 國 民は榮 えて は衰 へ、 興き て は 亡びました けれども 常に 變らな いのは 賤視め 

られ たる 無抵抗主義の 猶太 人であります、 a 1 マ は 滅びても 猶太 は 亡びませんでした、 歐洲に 國は輿 

り、 國は衰 へました けれども 依然た る は 矢張り 猶太 人であります、 爾 うして 其數 今や 一 千 一 百 萬 以上、 

世界 各國 至る所に 散在し、 其 財權を 握り、 其 思想 を 左右し 其哲學 と美 術に 貢獻 し、 實に 敬すべき 恐る 

べき 一 大勢 力であります、 世界 第 一 等の 人物 を 產£ する こと 多き 猶太 人の 如きはありません、 哲學者 

として はス ピノ ザ を 出し、 昔樂 家と して はメ ン.、 テル ゾ ー ン を^し、 政： 一 E 家と して はヂス レリ ー を 出し、 

新聞記^!<?としてはブ&,-ヴィッッを出し、 其 他 數へ來 れば數 限りはありません、 若し 文明 世界より 猶 

太 人 を 除いたなら ば 其 最良 最善 最美 の もの は 無くなります、 民と して 繼續す る ことの 長き こと 猶太 人 

に 及ぶ ものはありません、 贡界第 一 等の 人物 を 産出す る ことの 多き 猶太 人に 及ぶ ものはありません、 

すべての 點に 於て (勿論 軍事 を 除き〕 勢力の 充溢す る こと 猶太 人に 及ぶ ものはありません、 摘 太 人 は 

露西亞 人が 亡びた 後 も 尙ほ存 ります、 猶太 人は英 人、 佛人、 獨 逸人が 消え去った 後に も 尙ほ榮 えます、 

雨う して 此 民が 特に 無抵抗主義の 民で ある こと を 知って、 民 は戰爭 に 由て 存在す る 者で ない ことが 最 

も 明かに 分ります。 

人 は 申し ませう、 ^太 人の 勢力 は大 なりと 雖も 彼等に 國 土なる もの はない、 故に 彼等 は旣 に」」 國の 


民で あると。 

誠に 其 通りであります、 猶太 人に お 限され たる 國 土はありません. 併し それが 卽ち 彼等が 強い 理由 

であります、 彼等 は 世界 を 己が 國土 となす 者であります、 彼等 は 國土瘦 得と 云 ふ 異邦人の 誤謬より 夙 

に脫 しました、 彼等 は 國土を 見る こと 空氣を 見る が 如く、 之 をー國 民の 專有 物と して 見ません * 猶太 

O000OOOOOC0O0O0C00O00O00C0000  や  . 

人 は 國土專 有の 念 を 絡って より 世界的の 民と なった のであります、 戰 爭の廢 まる 時 は 土地 遊 得の 野、 も 

の絕 ゆる 時であります、 猶太 人に 其割據 する 國 土の 無 いのは 其弱點 ではなく して 返て 其强 所で ありま 

猶太 人に 關 すると 同じ 事が 支那 人に 關 しても 言 はれます、 支那 人 は 猶太 人 程 偉大の 民で はあり ませ 

ん、 然し 之に 似て 戰爭嫌 ひの 民であります、 雨う して 其 結 菜と して 蕃殖 力 非常に 强く、 是れ义 稍 もす 

れば 世界 を橫領 せんとす る 民であります、 列强は 武力 を 以て 支那の 國土を 分割す る ことが 出来ます、 

然し 支那 人 を 征服す る こと は出來 ません、 否な、 支那 を 取る の 危險は 終に 支那. < に 取らる、 の 危險に 

あります、 橫濱、 上海、 香港 等に 於て、 日本人 は 名義 を 貴び、 英人は 櫬利を 求めつ.、 ある 11 に、 支那 

人 は徐々 として 實カを 得つ k あります、 支那 人は國 旗の ために 戰 ひません、 實利 のために 戰 ひます、 

故に 劍を用 ひすして 算盤 を 用 ひます、 賤む べしと 云へば 賤む べしであります， 慧 しと 云へば 慧く あり 

ます、 何れに しろ 算盤 は劍 よりも 强ぃ 武器であります、 劍を 以てする 者の 幾れ し 後々 まで も 算盤 を以 

てす る 者 はあります。 

斯くて 人類の 歷史は 戰爭の 利益 を敎 へません、 其 害毒 を傳 へます、 國は 戰爭を 以て 亡びます、 民 は 

戰 爭を廢 めて 榮 えます、 世界 は徐々 と 戰爭嫌 ひの の 手に 渡りつ 、あります。 
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戰^ 廢 止の 必 耍 

听く首 ふ も 人 は 一一 一一 n ひませ う、 說明は 誠に 立派で ある、 然し 事實は 矢張り 事實 である、 戰爭 を今錢 め 

る こと は出來 ない、 軍備 擴張 は列强 目下の 最大 問題で ある、 詩人の 夢想 は 午睡の 封 £ 助と はたる が、 寰 

際 問題 を 解決す るに 足りたい と。 

若し 爾 うならば 4- む を 得ません、 私共 は 沈默を 守り ませう、 然し 縱令 私供 は默 ります るも祌 と； 大然 

とは默 りません、 神の 律法と 天然の 法則と は 政治家の 評 議に關 はらす 行 はれます、 ヱ ホバも 亦 智慧 あ 

るべ し， -JSIH に 記して あります (以 賽亞書 三ト 一 章 一 一節)、 實際 問題 は實際 政： の 1_ ！: _議 に 出て 解決 

されません- 彼等 は 實際如 s なる 大 問題 を 解決し ました 乎、 彼等 は戰 (サを 議決して 其 後 始?! に 困って 

居る ではありません 乎、 夢想家 は 詩人で はなく して 返て 彼等 政ュ m 〔氷であります、 祌を 知らす、 灭然を 

乎ばない 彼等 は 問 違より 問 違へ と陷 りつ k あります。 

戰， は廢 まります、 必す廢 まります • 之れ は 私供 非戰 主義者が 非戰 41 を i? ふ る からではありません、 

神が 之 を 命じ 天然が 之 を 要求し ます 故に 終に 必す廢 まります、 若し 進化の 理が 今日 直に 無に 歸 する 者 

ならばい ざ 知らす、 宇宙と 人類と が 其 今日まで 取り 来りし 經路に 由て 進みますならば 戰爭は 終に 必す 

^まります。 

人類が 進む に 從て戰 -a- の 害 は 益 々 增し て 其 益 は" 化. 々 減じて 來 ます、 隨て戰 爭は勝 つ も 負ける も大な 

る 損害た るに 至ります、 戰ゅは 其 代 價を度 はす 其 目的 を 達せざる に 至ります、 爾 うして 其 時に 至れば 

國 は 否で も戰 爭を廢 めます、 爾う して 斯 かる 時 は 時々 刻々 と 近づきつ 、あります、 列强 目-卜の 軍備 


增大の 如き も、 斯 かる 時機の 到來を 示す の 外ありません、 列强は 八. 'や 餓死す る乎戰 死す るチの 境に 達 

しつ 、あります、 戰 へば 敵の 手に 幾れ、 戰は ざれば 主の 手に 斃 れんと しつ、 あります、 玆に 於て か 

國 は 生きん と 欲すれば 戰爭 を： K むる より 外に 乎 段の 無き 域に 達しつ k あります、 爾 うして 國 ni;- に 生 

^お絶えざる 限り は、 彼等 は餘 依な くせられ て戰 (サを 止めます。 

斯 かる 場合 に 臨ん で 最も 慧き 國 は 最も 早く 戰爭を 止 める W 民で あ ります , 爾 う し て 最も 愚かなる 

國民は 最後まで 戰爭と 其 準備と を繼 綾す る國 民であります、 國カを 益な き戰爭 のために 消費し 悉 して、 

彼等 は將 さに 開けん とする 平和的 鼓 爭場裡 に 人って、 憐れなる 敗北 を 取らざる を 得ません、 獅子 や 虎 

の 如くに 勢力の 大部分 を 牙 や 爪に 消費せ す し て 、 Si 益 チ者ゃ 慈善 の 如くに、 之 を腦と 心と に蓄へ 置か 

なけれ-はな りません、 之を爲 さすして 目下の 勢に 驅ら れ、 萬 事 を 犠牲に 供して 戰爭の 準備 を爲 すが 如 

き、 之 を 愚の 極と 稱 はざる を 得ません。  (『聖書 之 研究』 八 -. 
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社會 の救濟 

〇 今や 政 治 家 は 腐. 耽し、 敎育家 は 腐敗し、 宗敎， ：m ま でも 腐敗し たれば 社 會は玆 に 奮然 起て 自 から 己 を 

救 はなけ 乜だ， ならない と 云 ふ 者が ある、 乍然、 社會は 果して 己 を 救 ひ 得る 乎、 是れ大 なる 疑問で ある， 

社會は 個人の 集合に 過ぎない、 侗人を 離れて 社會 はない、 而 して 個人が 旣 に腐收 したりと すれば 社會 

は旣に 腐敗した るので ある、 腐收 したる 社會 は腐收 したる 自己 を 救 ふこと は出來 ない、 是れ 明白なる 

理 である やうに 見える。  . 

〇 々は 己 を 救 ふこと は 出来ない、 故に 敎師に 頼り. 僧侶に 頼りて 己 を 救 はんとす るので ある、 救 ひ は 

常に 自己.^、 外より 來る ものである、 社 會と雖 も 亦 同じで ある、 社 會も亦 己 を 救 こと はは 來なレ 社 

# の 救^も 亦社會 以外より 来らなければ ならない。 

〇 人が 救 はる k に 二つの 方法が ある、 己れ 以外の 人に 由て 救 はる、 乎、 又は 己れ 以外に して 人 以上の 

Iffi- 二 由て 救 はる. -乎、 是を 除いて 他に 人が 救 はる、 Q 途 はない ので ある、 依るべき の 人 もな く、 賴む 

y きの； &も なくして 罪に 沈める 人 は 如何に 自 から 悶搔 くと も 己で 己 を 救 ふこと は 出来ない。 


〇 社 會も亦 同じで ある、 旣に其 指導者た る 政治家、 敎育 家、 宗敎 家まで が 腐敗して、 社會は 誰に 电て 

己 を 救 はんとす るので ある 乎、 是れ 泥中に 落ちた る 人が 他よりの 援助 を藉 りすして 自 から 己 を 救 はん 

とすると 同じで ある、 彼 は 沈 倫 を 歎きつ k 終に 死に 就かざる を 得たい、 彼 は 自己 を 救 ふ 能 はすと て 怒 

る も *:!; る も 全く 無益で ある。 

〇 人 は 神に 由て 己 を 救 ひ、 己 を 救 ひ 得て 後に 他の 人 を 救 ふ、 救 はれた る 者の み 能く 救 はれざる 者 を 救 

ふこと が出來 る、 而 して 救 はれた る 者が 相 合して 沈淪 びつ.. - ある 社 會を救 ふこと が 出来る、 人 は 自己 

を 救 ふ 能 はす、 社 會も亦 其れ 自身 を 救 ふこと 能 はす、 救 ひ は 之 を 神に 救 はれた る 者に 待た たければ な 

らな い " 

〇祌 は 要らない、 人 丈け で 足る と、 是れ 不信の 社會が 今日まで 唱へ來 りし 所で ある、 然れ ども 其、 亇 

JT 頼る に 足るべき 人 は 何處に 居る か、 其 救 者 は 誰で ある 乎、 政治家 は社會 到る 處に頭 を t^: ベて 居る で 

はない 乎、 而 して 彼等 は 备自其 社 會救濟 策を唱 へて 居る ではない 乎、 然るに 腐敗 は 日々 に 甚だしく し 

て、 救^ はさら に 彼等に 由て 行 はれない ではない 乎、 英雄 若し 社 會を救 ひ 得る 者であるなら ば、 何故 

に 英雄 揃 ひの 今日の 社會が 日々 腐れ 行きつ.^ あるので ある 乎、 法律 を も 作り、、 戰爭を も 宣告し 得る 政 

治 家 等 は 社 會救濟 に は 全く 無能で あると 見える。  \ 

〇 社會の 腐敗と は 金力の 事で はない、 叉 兵力の 事で はない、 是れ 道德の 事で ある、 而 して 道 德は靈 魂 

の 事であって、 靈魂は 神の 事で ある、 神 を 嘲け り來 りし 社會は 今や 已を救 ひ 得すして 其 無能 を 表明し 

つ、 ある、 社 會は鐵 道 を 作り 得た、 銀行 を 起し 得た、 政 黨を樹 て 得た、 然れ ども 自己 を 救 ひ 得ない、 

自己の 腐敗 を 潔め 得な い 、 全能な る 人の 社會も 1  非 の胖 より 己 を 救 ふに 於て は 全く 無能で あると え る _ 
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〇 マ ハラ ッ の樂 器に 人；： せて 伶 長 をして 歌 はしめ し ダビデの 歌の 中に 左の 如き 一 W が ある 

0 者 は 心の中に iis へり 祌は 無しと、 

彼等 は 腐れたり、 悄 むべき 不義 を 行へ り 

彼等の 中に 善 を IS:: ふ 者 あるな し。 

神は大 より 人の子 を 祝 給 ひて 

悟る 者 あり や 

神 を 探る 者 あり やと 尋ね 給 ひしに、 

彼等 は 皆な 墮 落せり、 悉く； めれ たり、 

を爲す 者な し、 一 人 だに なし。  (詩篇 第五 十三 篇) 

数 tH  、 能くん，' 日の 社 \%狀 態を盡 して 居る ではない 平、 「善 を 爲す 者な し、 一んだ になし」 ，こ、 社會改 

良 を 絡 叫す る 者 も. 社會 改良 策 を 提出す る 者 も、 天 より 視れば 「腐れた る 者」、 「憎むべき 不 を 行 ふ 

者」 である。 

〇 鼓 に 於 て か 詩人 は 此 歌の 終りに 於て 言 ふ て 居る ので ある、 

* 願くはィ ス ラ ェ の 救の シ ォ ン ょり出ん ことを 

と r 六 節)、 シ オン は 祌の聖 座の 在る 所で ある、 彼は國 民の 救の 此 所より 出ん こと を 願 ふた、 而 して 

敕はシ オン を 除 い て 他所より 之 をが 下-む こ と は 出来な い 、 神 は 無しと 言 ひし 愚かなる 人の子 は 悉く 汚れ 

たれば、 彼等の 中より 救 を 望む も 全く 無益で ある。 


〇而 して 今や イスラ H ルの 救はシ オンより 出で つ、 ある、 政治家の 知らない 所に 於て、 敎育 家、 宗敎 

i ぶ  ほんた う 

{豕 の 目の 達かない 所に 於て、 眞 正の 社會 改良 は 純撲の 民の 問に II かに 行 はれつ & ある、 此處に 彼等！ 5!- 

政 "おに 依らす、 敎會を 離れて 神に 救 はれて、 誠實、 勤勉、 仁慈の 民と たりつ \ ある、 社 會全體 は 腐れ 

行きつ、 あるに 此 所の 濱邊、 彼虚の 山里に 於て 根本的 刷新の 實は 喜ばしく も擧 げられ っト ある、 神の 

國は現 はれて 來る 者に 非す と 云 ふ、 {是 に眞 正の 社會 改良 は 政治家に 鰹 はれす、 新聞紙に 稱 えられ 卡、 

{ー 凡 敎師、 牧師、 傅道師 等に 何の 負 ふ 所な くして、 人の 見ざる 所に 於て 確かに 行 はれつ、 ある、 余輩の 

眼は斯 かる 改良 を 目撃した、 余輩 は 其、 何處 にある か を 人に 告げない、 世の 評判に 上って、 其 中途に 

して 止まん こと を 恐れる からで ある、 而 して 世の 政治家が 社會 改良 を 叫び 疲れる 頃に、 世の 新聞紙が 

社會 改良 を 論じ 盡 くす 頃に、 而 して 權カを 以てしても、 政略 を 以てしても、 議論 を 以てしても、 獎勵 

を 以てしても、 すべての 手段 を盡 し、 すべての 方法 を 講じて 社會は 少しも 改まらす して、 日に日に： M 

れ 行く 時に、 是等 無名の 實 際の 改良 家 等が、 かの 浦より、 叉 この 里より 光 を 放ちて 全地の 暗黑を 照ら 

すで あら ふ、 其 時 智者 は 口 を 襟み、 識者 は 頭 を 低れ、 彼等が 曾て 識者が ほして 社會 改良 を唱 へた 事 を 

深く 心に 恥づ るで あら ふ、 余輩 も 亦 骨の 社會 改良 論者の 列に 加 はりて、 今、 改良 を唱 へて 後に 恥ん こ 

と を 恐る、 が 故に、 玆 に靜肅 なる 眞の 改良 者の 群に 入り、 少しく 其眞 面目た.； XT 業 を桉 け、 以て 後 R: 

の榮 譽に與 からん と 欲する。  a 聖書 之 W 究』 九月) 


明： 十二 年 (一九 G 九 年)  w 一三 


時 HIE: 


朝鮮 國と 日本 國  _ 

束洋 平和の 夢 

〇 近 2 ！、 余 鞏の舊 友に して 朝 ii 國京城 在留の 米國宣 敎師某 君より 余輩の 許に 書翰 を 贈り、 其 中に 左の 

一 節が あった。 

我等 當國在 §E 外 國宣敎 師全體 の 輿論に 從 へば 朝鮮 國は 多分 日本 國に先 きだちて 基督 敎國 たるべし 

とのこと である 

と、 余 眾は此 事 を 聞きて 一 たび は 甚だ 喜び、 叉 一 たび は 甚だ 悲み、 終に は 心 を 平 かにして 余輩の 神に 

感謝した。 

〇余» は 朝鮮 國 のために 此事 ある を 喜んだ、 彼國は 今や 實際 的に 國土を 失 ひ、 政府 を 失 ひ、 獨立を 失 

ひ 、 最も 憐む ベ き狀態 に 於て ある、 而 して 恩惠 ある 神が 地上に 於け る 彼等 朝鮮人 の此 損失に 對し靈 の 

財 を 以て 彼等に 報い 給 ふと は 然も あるべき ことで ある、 日本人の 神は义 朝鮮人の 神で ある、 彼 は 我に 

厚く して 彼に 確き 害 はない、 祌は必 す 何物 か を 以て 朝鮮人の 地上の 損失 を 償 ひ 給 ふに 相違ない、 而し 

て 彼等が 地に 於いて 詛 はれし が 故に、 天に 於て 惠 まるべし と は 最も 當然 のこと である、 余聚は 朝鮮 國 

が 听 く恩惠 の 父に 惠 まれん こと を 切に 祈ら ざ る を 得な い 。 


o 次ぎに 余耀は H 本國 のために 此事 ある を悲ん だ、 日本 國は 過去 十數 年間に 於て 地上に 於て 多くの 物 

を 獲た、 棗 湾 を據 た、 樺 太を據 た、 滿洲を 獲た、 亦實際 的に 朝鮮 を も 獲た、 然し、 物に 於て 獲し 日本. * 

國は靈 に 於て 多く を 失な つた、 其 士氣は 日々 に衰 へつ k ある、 其 道德は 日々 に墮 ちつ k ある、 其社會 

は 日々 に壞 れつ.^ ある、 其 新開 記者 さへ 今や 公然と 絶望の 聲を 放つ に 至った、 彼等 は 日本 國 今日の 社 

^的 道德的 缺陷を 痛論して 

國民 としての 存在に 對し 未だ 曾て 斯の 如き 死 敵 あらざる なり 

と 曰 ひ、 又 

社會は 根本より 覆沒 せら れ ざる を 得 ざ る 徑路に 至 る 

-」 歎じ、 又 

吾人 は 現 時 の 敎 育が 之 を 救 ふに 何等の 力なき ものなる を 感じ つ、 あるな り 

と 自白し、 終りに 

時弊 を扬 ふの 道、 願く は 之を洽 ねく 天下 有 道の 士に請 ひ 求む 

と 曰 ひて 焚の 出づ べきな きを 示して 居る (ト 一 月 一 一十 四日 『報知 新閱』 論 說簡を 見よ)、 實に靈 に 於 

ての 日本 阈の 損失 は 物に 於ての 朝鮮 國の 損失 丈け それ 丈け 大 である、 憐れむ ベ 鮮國 に 限らない、 

今： n の 日本 國も亦 甚だ 憐む ベ き！： である、 へ A ？泳 は 此事を 思 ふて 耐 え ら れぬ 程の 苦痛 を 心に 感す る 。 

〇 玆に 於て 余輩 は 思 ふた、 神 は 反て 朝鮮 國を扬 ふて 日本 國を棄 て 給 ふので は あるまい 乎と、 

心の 驕れる 者 を 散し， 權威 ある 者 を 位より ドし、 賤き者 を 擧げ、 飢ゑ たる 者 を 美食に 飽かせ 給 

明治 II 十二 年 ( 1 九 0 九 年)  HI 五 


^  ^  EI 1 六 

こ >is 

と の ^u!  A マ リ ャ の の ；！ は n 木！； と 朝鮮 W と の 今後 の 運命 に 於て 事實 となり て 現 はる、 ので は ある 

まい やと、 余聚は 朝鮮 圃が rn 本國に 先んじて キリ ス 卜を納 くるに 至らん と 聞い て、 心に 耐え 難き 愛 慮 

を感す る の で あ る、 八 輩 は 此事を 思 ふて 精神的に 暗黑な る n 本 を 去て 俾道 的に 希望 漫 々 た る 朝鮮に 行 

いて、 自か らも 外國 -K 敎師の 一人と なりて、 其敎 化を扶 けんかと も e: ケ かた。 

〇 乍然、 余輩 は 退いて： 冉 たび 考 へた、 朝鮮 國は强 ち 羨む に 足りたい、 又 口 本 園と て 强ち见 限る に 及ば 

たいと、 朝鮮 國は. ^は； n 本國に 先んじて 井  1:5 敎阈と 成る ので あらう、 然 ども 日本 國 とても 亦 終に キリ 

ス トを受 く る に 1*,; るに 相違な い、 而 して 時 ii に 於 て は 朝鮮 國 に 先き だ、 る、 も、 方法に 於 て は 矢張り 

口 本 岡が 優 さるで あ ら うと m 心 ふ、 朝鮮 國は或 ひ は n 本 國に先 だち て 外國. K 敎師に 依 て 基督 敎國と 成 る 

で あ ら う、 然した がら n 本國は 其自國 の 民に. S て，！ IE か ら 基督 敎函と 成 るで あらう、 我等 日本人 は 或 ひ 

は 先達の 名譽は 之 を 朝鮮人に 譲らざる を 得ない 乎 も 知れない、 然れ ども 自助 自動の 榮譽は 之 を 己れ に 

牧 むる であらう、 我等 は 朝鮮人に 後れて キリス 卜の 弟子と 成る たらん も、 彼等より もより 好き 方法に 

由て 其榮 光に 入る であら ふ、 朝 ill; は 或 ひ は 歐米宣 敎師の 大の據 物と して 神に 獻 げられ るで あらう. 

卞然、 ：：：： 本！： は自 から 已を祌 に獻げ るで あらう、 我等 は少 くと も 此名譽 を 我等の 肩に 負 はなければ な 

ら ない、 我等 は 朿洋に 於ての みならす 全世界に 於て、 「人よりに 非す 义 人に. S らす、 イエスキリスト 

，こ 彼 を 死より らし k 父なる 祌に 由り て 立てられ たる」 唯一 の 新 基督 敎國 として 立た せらる \ の であ 

ると ふ〕  ， 

〇 斯 く m4 ふて 余 は 矢 .s^ り < 水聚の 愛する 此 S 本 國に踏 止まる に 決心した、 余 は傳道 地と して はより 

雑き 此ロ 本國を 余顰 の 終生の 戰場 として 擇 ぶに 定めた、 余 ss^ は 朝鮮 圃 に 後る、 も此 日本 國を聖 き瑰な 


き國 として 聖き 天の 神に 獻 ぐるに 決心した、 而 して 斯く 決心して 犬なる 平和 は 余輩の 心に 臨んだ。 

0 乍然、 余輩の 此 希望の 事資 となる は 遠き 未来の 事で あらう、 余輩 は 日本 國が キリスト を受 くるに 至 

るまでに 猶ほ 未だ 多くの 難 關と嶮 祖 とを經 ざる を 得ざる こと を 認めざる を 得ない、 此國民 的虚榮 心、 

此 腕力に 賴 むの 心、 此 政略 を贵 ぶの 習 ひ、 惟り 政治家と 軍人との みならす、 其宗敎 家と 稱 する 者まで 

が、 此^に 大 なる を 以 て 眞に大 なること であると 思 ふ 間 は 柔和に して 謙遞 なる ィ エス キリス ト は此國 

に 臨み 給 はない、 然し、 神 は 人よりも 大 である、 祌は 人の 如何に 關 はらす、 其 擇み給 ひし 人 を 起し、 

其お め 給 ひし 途に從 ひ、 必す此 國をも 救 ひ 給 ふ、 而 して 朝鮮 國も救 はれ、 日本 國も亦 救 はれて、 兩國 

救 拯の祌 に 由り て 相 和し、 平和 は 富士山の 頂きより 長 白山の それにまで 渉り、 彼 も 歡び我 も 喜びて、 

共に I 资を 合せて 讚美の 歌を唱 ふるで あら ふ。  (『s 喾之 研究』 十二月) 


misw 十二 年 ( 1 九 0 九 年)  ？ 七 


時 * &  en 八 


明治 四十 四 年 二 九 一 一年) 

世界の 平和 は 如何にして 來る乎 


余 は 世界の 平和 は 必す來 ると 信す る、 余 は 預言者の 2? へし 

彼等 (國 民) は其劍 をう ちかへ て 鋤と なし、 其餘 をう ちかへ て 鎌と なし、 固 は 國に向 ひて 劍をぁ 

げす、 戰闘 のこと を； 冉び學 ばざる べし 

との 言の 必す 事實 となりて 現 はるべき を 信す (以賽 亜 書 二 章 四 節： }、 余 は 戰爭の 全 魔， を 信す、 余 は 人 

が 軍人た る を 恥ぢ、 軍功が 大 恥辱と して 認めら る. - 時の 必然的 到来 を 信す、 世に 最も 確かなる 事は戰 

爭の 必す廢 止せら る V 事で ある、 此事は 人の 必す 死す る 事 丈け それ 丈け 確かで ある、 余が 全身 を 賭し 

て 誓 ひ 得る 事の 一 つ は 来 来に 於け る 戰爭廢 止の 事で ある。 

然れ ども 戰爭廢 止、 世界の 平和 は 如何にして 來る 乎と 云 ふに、 其れ は 人に 由て は來ら ない と 信す る 

ので ある、 余 は 勿論、 武は戈 を 止む る 者な りとの 軍人の 套語を 信じない、 武は戈 を 止む る 者で はない、 

其反對^2戈を作す者でぁる-,戰^が戰爭を止めた^は 一 ッもな y 戰^！^^-は戰ハ卡を生む、 戰爭， 玄廢 めな 


い 間 は 戰爭は 止まない、 世に 迷 想 多し と雖も 軍備 は 平和の 保障で あると 云 ふが 如き 大 なる 迷 想 はない" 

軍備 は 平和 を 保障し ない、 戰爭 を保證 する、 世界の 平和 を 軍人に 待つ は 之を惡 魔に 待つ 丈け それ 丈け 

難く ある。 

平和 は 軍人に 由て 来らたい、 然 らば 之 を 政治家の 手腕に 待つべき である 乎と 云 ふに、 是れ又 無益の 

希望で ある、 軍人 は戰 場に 勝敗 を 決し、 政治家 は榑 姐の 間に 利害 を 論す と 云へば 如何にも 立派に 聞え 

て、 政治家 は恰 かも 平和の 天使で ある 乎の やうに 思 はるれ ども、 然し 事實は 決して 爾 うでない、 名譽 

に驅 られ、 利害に 動かさる i 政治家 は單に 表面の 平和 を 計る に 止て、 永遠 無窮の 平和 を持來 たす 事 は 

s-r 來 ない、 彼等 は 誠に 偽 はりの 預言者であって、 淺く 民の 傷 を 癒し、 am 側の 平和な き 時に、 平和 平和 

と 叫ぶ 者で ある， 然り、 內 心の 爭 鬪を蔽 ふに 外面の 平和 を 以てする 彼等 政治家 は爭鬪 を絕っ 者に あら 

すして、 返て 之 を增す 者で ある、 恰 かも 庸醫が 疾病 を 內に逐 ひこめ て 返て 危險 を增 すと 同然で ある、 

人類の 平和 は斯 くも 容易に 来る 者で ない、 戰爭の 眞因は 政治的で もなければ 亦經濟 的で もない、 戰爭 

の眞因 は道德 的で ある、 然り、 宗敎 的で ある、 力 インが アベル を 殺せし 其 精神が 後世 國際 的戰季 と 成 

つて 現 はれて 来たので ある。 

政治家が 世界の 平和 を計畫 して 全然 失敗に 終った 實 例は歷 史上 徵く ない、 今 其 一 ニニの 例を擧 げんに、 

其 第一 は 佛國の 英主へ ンリ ー 第 四 世に 由て 計畫 せられた る 者で ある、 彼 は歐洲 に戰爭 の迹を 絡たん と 

欲し、 英、 佛、 le、 獨、 其 他の 諸 邦 を 合して 一 大 基督 敎的 共和 國を 建設し、 以て 預言者の 理想 を 地上 

に實 現す るの 名譽を 彼の 肩 上に 擔 はんと 欲した、 然るに 此 大計 畫の 商議され つ \ ありし 間に、 一大 戰 

爭 は歐洲 全土に 涉 りて 隨 されつ 、あつたの である、 所謂 Clevcs-Jiilich 王位 繼承 問題 起り、 佛阈は 填 

gsH 十四 年 (一九 一一 年)  ral 九 


時 事  so 

國と兵 を 交 へ ざる を 得ざる に 至った、 而 して 戰爭 未だ 開けざる に へ ン リ ー は 狂人 ラ ベ ー ャック の 暗殺 

する 所と なり、 玆に 平和の 大計 畫は 夢と なりて 消え、 歐洲 は. S び 血の 海、 屍の 山と 化した ので ある。 

其 第二 は 有名なる 神聖 同盟で ある、 露阈 皇帝 ァレキ サン ドルの 主唱に 由り、 露、 填、 普 は 此同明 凰 を 

作り、 聖敎を 基礎と して 玆に 平和の 福祉 を 全 欧洲に 及ぼさん とした、 時に 紀元 千 八 百 十五 年 九月 二十 

六日、 英 普の 同盟軍が ゥォ ー トル 口 ー に ナボレ オン を 破りて 後 三 ヶ月、 世 は 戰爭に 疲れ果て 平和 を 望 

む 事 最も 切なる 時であった、 故に 歐洲人 は 大歡喜 を 以て 此聖 なる 同盟 を迎 へた、 彼等 は 想 ふた、 聖誕 

節の 夕、 天使が 牧者に 傳 へしと 云 ふ 

地に は 平康、 人に は恩惠 あれ 

との 昔 信 は 今や |sH 莨と なりて 地上に 現 はれん とすと、 然れ ども 眞の 事實は 如何であった 乎、 帝王 等の 

協議に 成りし 列國 の祌聖 同盟 は 誠に 平和 を 歐洲に 持 来たせし 乎、 否 な、 否な、 是れ叉 失 は W 失敗に 終つ 

た、 平和 は來ら ざり しのみ ならす、 其 正 反 對の爭 亂が來 つた、 神聖 同盟 其 物 は 帝王 等が 相 合して 民 を 

應す るの 機^と 化した、 而 して 帝王 自身 等 も 亦 相互の 間に 平和 を 維持す る 事が 屮：； 来なかった、 同盟 結 

締後 四十 年 歐洲 各地に 起り し 小 戰爭は 措て 問 はすと して、 千 八 百 五十 四 年に は クリミ ャ戰爭 起り、 

英と佛 と は 合して 露に 當り、 玆に歷 史上 稀れ に 見る 所の 殘忍 兇惡 の大戰 爭は鬪 はれた ので ある、 次ぎ 

に 干 八 百 六十 六 年、 普 國と澳 國とは 兵 を 交へ、 其の 年 七月 三日、 サド ヮの大 戰爭に 填 軍 耽れて、 玆に 

中欧の 霸權は 普國の 手に 落ちた、 緩いて 千 八 百 七十 年に 普 佛戰爭 起り、 玆に ライン 河 兩岸ー 帶の地 は 

修 の 街と 化した ので ある、 戰爭又 戰爭、 神聖 同盟 成って 後の 歐洲 に戰 雲の 背て 絶えた こと はない、 

斯 くして 露帝 ァ レキ サン ドルの 主唱に 成りし 此の 同盟 は 滑稽 劇と して 終った ので ある。 


其 第三 は 海，， 牙 平和 會議 である、 其の 主唱 者 は 叉露國 皇帝であって、 彼 をして 此の 擧に 出で しめし 者 

は 英國女 皇ビク トリ ャ 陛下 其 人で ありし と傳 へらる、 女皇陛下は戰^i^を嫌ひ給ひしこと甚だしく、 晚 

年に 至りて 曾て 人に 語て 曰 ひ 給 はく、 朕 は 今後 終生 何れの 宜 戰布吿 にも 署名せ ざるべし と、 然るに 憐 

むべ し、 此 善良なる 女皇は 彼女 生前の 最後の 行爲 として 南阿 戰爭 の開戰 を布吿 する を餘 儀な くせられ 

たので ある、 而 して 此 基督 敎的責 婦人の 慫 通と 一一 コ ラス 第二 世の 主唱と に 由て 始まりし と 云 ふ 海 牙 平 

和書 議が 其の 第一 囘の會 合 を 終りし や 否や、 其の後に 直に 起った 者 は 何んで あった 乎、 世界の 平和 か、 

軍備の 縮少 か、 否な、 否な、 日露 戰爭 の大慘 劇であった、 -玆に 平和 會議 の慫慂 者の 同盟 國は其 主唱 者 

に 向て 戰爭を 宣告し、 而 かも 他國の 領土に 於て、 平和 連 綾の 希望 を 以て 開かれし 第一 一十 世紀の 第一 

の 大き 爭は闘 はれた ので ある、 而 して 平和 會議の 第一 の 目的た る列國 軍備 縮少の 提議 は 事實に 於て は 

少しも 傾聽 せられす、 平和 會議 開會 後の 列國 軍備 擴 張の 程度 は 有史 以來 未曾有と 言 ふより 外 はたい。 

如斯 くにして 政治家の 企圖 せる 平和 計畫は 4 マ 日まで 悉く 失敗に 終った、 而 して 今後 も 亦た 失敗に 終 

るに 相違ない、 政治家 は 常に 平和 を 協議して 戰 爭を釀 しつ、 あるので ある、 人類の 戰爭的 性癖 は 政治 

家の 技倆 を 以て 癒す には餘 りに 强く ある、 預言者 H レ ミヤの 一 W ひし 如く 

ヱ テオ ピャ 人 其 膚を變 へ 得る 乎、 

豹 其 班 駁を變 へ 得る 乎、 

若し 之 を 爲すを 得ば 惡に 慣れたる 汝等も 亦 善 を 爲すを 得べ し  へ 

である (耶利 米亞記 十三 章廿三 節)、 戰爭に 慣れたる 人類に 戰爭を 魔め しめんと する は黑 人の 膚を變 

へて 之 を 白く し、 へれの 斑： 鋭 を 除く 丈け それ 丈け 難く ある、 是れ 政治家 叉 は 外交 家 輩の 決して 爲し 得る 
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事で ない。 

軍人 は 戈 を 止む る 能 はす、 政治. 冢は 平和 を持來 たす 能 はすと ならば、 然ら ば哲學 者と 公 法學 者と は 

此の 大任に 當り 得る 乎と 云 ふに 是れ亦 決して 雨う でない、 戰爭の 不合现 なると、 其の 背 倫 違法なる と、 

其の 害 多くして 以て 其 利 を 償 ふに 足らざる 事と は 哲學者 カント 又は 公法 學者 グロ ー シ ュ スを 待た すし 

て 人の 能く 知る 所で ある、 東洋に 在りて は 二 干 五 百年の 昔、 老子 は旣 に非戰 論を唱 へ、 西洋に 在りて 

は 紀元前 五 百年 ピサ ゴ ラス は旣 に戰爭 の 愚 を 笑った、 人類 は 今日の 平和論者の 說敎を 聞かす して 早く 

旣に戰 爭の惡 と 愚 を 認めた、 然し 之れ を 認めて 之 を 避け 得ない ので ある、 罪を認 むる は 易く ある、 之 

を 魔す る は 難く ある、 平和の 輿論 を 作りた らんに は、 其の 結果と して 戰爭は 止むな らんと 想 ふ は、 之 

を 痴人の 夢と 曾 ふより 他 はない、 而 かも 斯 かる 夢想家 は 常に 絶えない ので ある、 平和 論 も 亦 論者の 道 

樂の 一 ッ である、 戰爭當 時は爭 つて^と 共に 戰爭の 益を唱 へ、 戰爭 終へ て 後 は、 平和 協會を 起して 平 

和 を高唱 す、 是れが 所謂 當 世の 識者 又は 經世 者の 爭 つて 爲す 事で ある、 而 して 世界平和の 福祉が 斯か 

る 浮 藩の 徒の 口 によりて 地上に 臨まん と は 信す るに 餘 りに 難く ある。 

然 らば 世界の 平和 は 永久に 来らざる 乎と 云 ふに 決して 爾ぅ ではない、 何人の 手に 由て 来る 乎と 云 ふ 

に、 聖書 は 其 問に 答へ て 曰 ふ、 人に 由て 来らす、 神に 由て 來 ると、 戰爭廢 止、 世界平和 は 人間の 事業 

として は餘 りに 宏大で ある、 是れ は祌が 御自身に 保有し 給 ひし 事業で ある やうに 思 はれる、 戰爭は 何 

時 止む 乎と 云 ふに、 預言者 ィザ ャは此 事に 就て 述べて 曰 ふた、 

0  0  0  ,0 ろ- ヽ  ，T 

ェ ホバ は 諸の 國の 間 を W き 

多くの 民 を 責め 給 はん、 


斯くて 彼等 は 劍を打 かへ て 鋤と なし 云々 

と、 卽ち戰 爭の廢 止 は M ホバ 御自身が 萬國を 治め 給 ふ 時に 來る とのこと である、 軍人の 褒鬪に 由ら す- 

政治 〔\ ぶの 手腕に 由ら す、 哲學 者、 公法 學者、 一又 は 文士 論客の 首 論に 由ら す， H ホバの 能力に 由て 來る 

と、 聖書 は叉敎 へて 言 ふ、 

H ホバ は 地の 極まで 戰爭を 魔め しめ、 

：, く， T,v る i 

弓 を 折り 戈 を 絶ち 戎車を 火に て 燒き給 ふ 

と (詩篇 ra 十六 篇九 節)、 此所 にも 亦 戰爭廢 止の 功 は 之 を M ホバの 神に 歸 して ある、 叉 

祌 彼等の 目の 涕を 悉く 拭いと り、 復た死 あらす、 哀み 痛み 有る ことなし 

と ありて、 戰 場の 殺戮 を 止む る 者 は 神 御自身で あると 敎 へて ある (默 示錄廿 U せ 四 節)、 聖書 は 平和 

の 功 を 人に 歸 さない、 之 を 必す祌 に歸し 奉る、 キリスト を稱 して 「平和の 主」 と 云 ふ、 彼に 由て の 

平和 は 世に 臨む からで ある、 而 して 神の 獨 子なる キリスト のみ 能く 此大 住に 耐 ゆるので ある、 彼れ の 

み 能く 罪 を 除き、 戰爭を 其 根本に 於て 除く 事が 出来る からで ある、 彼に 人に 無い 能力が ある、 彼 は 人 

に 新たなる 心を與 へる ことが 出来る、 彼 は 軍人の 如く 外より 武を 以て 平和 を强 ひない、 彼 は 叉 政治家 

の 如く 平和 を 以て 外面に 內 心の 爭鬪を 飾らん としない、 彼 は亦此 I の 論者の 如くに ffif に 口に 平和 を唱 

へない、 彼 は 平和 を 各自の 心に 注ぎ、 爭鬪を 其 源に 於て 結ち 給 ふ、 彼れ のみ 眞の 平和主義者 である、 

絕對的 平和 を唱 へ て 完全に 之を實 行し 得る 者で ある、 故に 彼の 降臨 を 待た すして 世に 平和 は 行 はれな 

O000OOOO0O0000O00O00000O00OO0000OO0 

い、 世界の 平和 は 畢竟す るに キリス トの 再臨 を 待て 始めて 世に 行 はる、 ものである。 

然 らば 其 時まで 我等 は 平和の 唱道 を 止むべき である 乎と 云 ふに、 雨う でない、 我等 は 平和の 實行 を 
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んが ために 非す、 平和 を證 せんがた めに 時 を 得る も 之 を 得ざる も、 怠らす して 平和 を唱 ふべき であ 

る、 我等 は 殊に^の 人が 平和 を へざる 時に 之を唱 ふべき である、 國； 1^ が舉 つて 戰爭に 執，； する 時に、 

共 面に 對 して 其の 憤怒 を懼れ すして 大膽に 平和 を唱 ふべき である、 而 して 斯 くして 平和 を唱 ふる は 神 

、？ -5  ふさ V*  いひの がる 

が 萬 國を鞫 き 給 ふ 時に 必要で ある、 其 時 彼等の 口 塞り、 人々 推 誘べき やうた きがため に 必要で ある 

(羅馬 書 一章 廿 節)、 我等の 非戰 論の 沒 常識と して 此 世の 論者に 迎 へらる \ を 知る、 然し 意と する に 

足りない、 我等の 主唱の 事實 となりて 現 はる、 時 は必す 到る、 

を- 3  ら つ は  みづ 

主 は 號 令と 天 使の 長の 聲と祌 の筑を 以て 自 から 天より 降り 給 はん、 

而 して 其 時に 至りて 彼 は 其 口の 氣息を 以て 不法 を 減し 給 はん 0 アサ P 一一  ケ 前書 四 il=f 十六 節、 同 後書 二 

はて  ほ 二  いくさ.：.、， 

章 八 節)、 其 時 H ホバは 彼 を 以て 地の 極より 戰爭を 魔め しめ、 弓 を 折り 戈 を 絶ち、 戎車を 火に て燒き 

給 はん、 我等 は 其 時 彼に 譽 めら れんた めに (今の 時に f の 人に 讚 えられん がた めに 非す) 希笔を 以て 

大膽に 非戰的 平和 論を唱 ふべき である。  (『聖書 之 研究』 九月 ：> 


世 は 果して 進歩し つ ある 乎 

(思想 は 之 を フィリップ . マウ 口 ー 氏の 著書に 得たり) 

進歩 は此 世の 特性であって 其 畢る所 は 完全で あると 云 ふ、 實に爾 うで ある 乎、 是れ大 なる 問題で あ 


る、 世 は 或る 事に 於て は 常に 進歩し っ& ある、 其 事 は確實 である、 然し 又 或る 他の 事に 於て は 常に 返 

歩し つ k ある、 其 事 も 亦確實 である、 進歩 は此世 全體の 特性で あると 云 ふ 事 は 出来ない、 否な、 萬 物 

腐敗の 性を帶 ぶる 此 世に 於て はぎ 額が 返て 其 特性で ある 乎 も 知れない。 

今、 令の 世に 就て 見る に、 其 中に 確かに 進歩が ある、 所謂 自然 科學の 進歩が ある、 X 光線の 發 見が 

あった、 ラヂ ュ ァ ム の發 見が あった、 其 他 天然 學 すべ ての 方面に 於て 著る しき 進歩の あった 事 は 明か 

である、 又 交通 機關に 於ても 大 なる 進歩の あった 事 は 確かで ある、 馬車 は 汽車と なり、 汽車 は 電車と 

たり、 電車 は 飛行機と なりつ，^ ある、 玆に 確かに 大 なる 進 * があった、 叉 點燈の 方法に 於ても 著る し 

き 進歩が あった、 石油 は 瓦斯の 代る 所と なり、 瓦斯 は 電氣の 代る 所と なりつ，^ ある、 石油 ランプが 全 

く： 坡 止せられ て、 電氣が 全國を 照らす に 至る 時 は 決して 遠き 未來 では あるまい、 其 他 食品の 進步、 衣 

類の 進步、 化粧 術の 進歩、 家屋 建築の 進歩に 就て は此 所に 語る の 必要 はたい、 而 して 斯 くも 生活の す 

ベての 方面に 於て 進歩が あるが 故に、 人 は 言 ふ、 此^の 進 步は其 畢る所 を 知らす、 人類 は 終に 完全の 

極に 達して 此地を 化して 樂 園と 成す に 至るべし と。 

然しながら 吾人 は 今の 世の 進歩に 眩惑 せられて、 人類に 大 なる 退歩の ありし 事 を 忘れて はならない、 

若し 進步 の 指示す べきが あれば 同時に 叉 退歩の 指摘す べきが ある、 人類の 退歩 も 亦 著る しき 事實で あ 

る 0 

先づ 第一 に注意すべきは人格^：-退步でぁる、 今や 偉人なる 者 は 殆んど 全く 此の世より 其 迹を絕 つに 

至った、 ィザャ の 如き、 ユレ ミヤの 如き、 パゥ 口の 如き 信仰的 人物 は 今や 之 を^ 界 孰れの 國に 於て 探 

る も 得る こと は 出来ない、 而 して 遠き 過去 は 措て 問 はすと して、 近き 過去に 於て 見る も、 ル ー テルの 
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如き、 力. T ビン の 如き、 ノ ッ ク ス の 如き、 ジョ ー ジ. フ ホック ス の 如き、 將た 义リビ ングス トンの 如 

き、 ジョナ サン. H ドヮ ー ドの 如き 信仰の： S 者 は 今や 之れ を 某： 督敎國 何れに 於いて 求めん と 欲する も 

能 はない、 ケ 時の 信仰なる 者 はすべ て 奥 合 的 W 體的の 信仰で ある、 曰く 敎會、 臼く j_.E: 年會、 曰く 獎勵 

會と、 今や 人 は 一個人と して 神に 近づきて 其壯嚴 の类に 接する こと 能 はざる を覺 るが 故に、 無 閱に群 

を 成し、 會を 作りて 多數の 勢力 を 以て 神の 恩 惠に與 らんと 計る、 個人的 信仰の 一事に 於て 人類が 非常 

に 退歩し 來 りし 事 は 何人が 見ても 明かで ある。 

然し 信仰 の^に 4：! まらない、 政治の 事に 於ても 雨う である、 今や H リザべ ス 女王の 如き 政治家 は 何 

處 にも 居らない、 叉 北米 合衆國 建設 當 時に 於け るが 如く、 ワシントン、 フランクリン、 ハミルトン、 

ジヱ ファソ ン 等の 如く、 大政 治ク A が 揃 ひも 揃って 聚團を 成して 一 國の 政治 界に現 はれし が 如きん，. や 世 

界备國 孰れの 國に 於ても 見る 能 はざる 所で ある、 多分 故グラ ッド ス 卜 ー ンが 英國の 政治 界 より 去りて、 

政治的 偉人 は此肯 より 全く 其 迹を絕 つたので あら ふと 首 ふ 人 さ へ ある、 或 ひは爾 うで ある 乎 も 知れな 

い， K 布臘 のべ リク リ ー ス 以來英 國のグ ラッド スト ー ンに 至る まで 世に 偉大なる 政治家が あった、 卽ち 

國 ^を 以て 大 なる 理想 を 行 はんとす る 詩人 的 政治.：^ があった、 然し 斯 かる 政治家 は 今や 全く 其 迹を絶 

つた、 今時の 政治 { 糸 は商資 人の ー稷 である、 所謂 國の 利益 を 計る 外 は 他に 3： の现想 をも懷 かない 人 等 

である、 多く 土地 を 據んと 欲し、 廣く 商權を 張らん と 欲する 外に、 何の 慾 t 一 1 も 無い 人 等で ある、 詩 は 

彼等の 最も 賤 しむ 所で ある、 彼等 は 散文的な るより は 寧ろ 算盤 的で ある、 彼等 は 商店の 番頭の 稍ゃ大 

なる 者で ある、 人 アナ クサ ゴ ラ スに 學んで 其の 现想 を國 (豕の 上に 實 現せん と 計りし 雅 典の 政治家べ 

リク リスの 心事の 如き は 到底 今日の 政治家^の 推量し 得る 所で な い 、 *1 界に 於け る 政治的 人物の 退步 


は實に 著る しき 雍實 である。 
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政治に 於て 雨う である、 美術に 於ても 亦 雨う である、 美術に 於て 人類 は 業に 已に 其絕 K に 達し、 令 

や 其 下坂に 於て ある、 美術 は 巳に 成った、 彫刻に 於て 今や 3： 人 も ミケル • アン ゼ C1 1 に 秀んと 欲する 

者 はない、 搶畫に 於ても！ 1 うで ある、 世 は-再た ぴラ ファ エル や レム ブラ ントの 天才 を 昆んと 欲しない I 

音樂に 於ても 亦 雨う である、 今や 音樂は 古人の 樂譜を 練習す るに 過ぎない、 ハイドン、 バッハ、 メン 

デル ゾ ー ン、 ベ ー ト ー ベンと 云へば、 昔樂の 頂上であって、 人 は 今や 之に 達せん と 欲する も、 之れ 以 

上に 卓越し 得る と は 信じない、 一 背 樂は旣 に其最 美が 謠 はれた のであって、 ：： だれ 亦 令 や 衰退の 狀 態に 於 

て ある。 

哲學に 於ても 亦 雨う である、 哲學 も旣に 其最深 最高 を 語った、 カント、 へ ー ゲル、 ス ピノ，' ザの 徒 

が 再た び 骨に 出ん と は 人の 信ぜざる 所で ある、 カント 哲學の 復興 は あら ふ、 然り、 カントの 批評 は 行 

はれ やう、 然し カント 以上の 哲學者 は 今や 何處に 居る 乎、 哲學界 の 第 三等星、 第 四 等 星、 第五 等 星 は 

無いで はない、 然し 第 一等星 は 今や 何處に 居る 乎、 言 あり 曰く 「スぺ ンサ ー は 世界 最後の 大哲學 ^な 

りし」 と、 而 して 彼れ 逝きて 後に 世界的 大哲學 者 は 全く 其 迹を絕 つたので ある、 千 八 百 九十 八 年に グ 

ラッド スト ー ン 死して 政治的 偉人 は 絶へ、 千 九 百 〇ーニ 年に ハ ー バ ー ト. スぺ ンサ ー 逝きて 大哲學 者 は 

此 世に 其迹を 絶った ので ある。  • 

斯く數 へ 来れば 人類 退歩の 證跡は 決して 掛 くないの である、 而 して 人類が 今 進歩し つ i ある 方面 は 

OO0OO0O0C-00  OOOOOOOOOOOOOOO0C0O00  0-OO 

其 低き 卑しき 方面で あり、 其退步 しつ i ある 方面 は 其 高き 貴き 方面で ある を 見て、 人類 全體は 今や 正 

さに 進歩し つ、 ある 乎 或 ひ は 退歩し つ、 ある 乎 は 余！ it の 論斷を 待た すして 明かで ある。 

明治 四 十 H 年 (一九 1 一年)  II 二 七 


人類 全 體はー 価 人の 如き 者で ある、 是れも 亦 其 年齢に 循 つて 趣味 發育を 異にする、 彼れ が 信仰的に 

共 發達を 遂げた 時代が あった、 或 ひ は 政治的に、 或 ひ は 美術的に、 或 ひ は哲學 的に 其 才能 を發, した 

る 時代が あった、 然し 彼 は 齡の邁 むと 同時に 段々 と 物質的に なった、 人 は r 老 ひて 誡 むる i 愁 あり」 

»  »  * 1  0  000  0-00000000000000000 

と 云 ふが、 人類 全 體も亦 老いて ハ i 々愁が 深くな つたので ある、 人類 は 4 マ や 信仰 を 去り、 政治 を 濫用し 

类術は 單に之 を 娛樂に 供し、 哲 學を賤 しみ、 一意 赛心 以て 肉 慾の 增進を 計りつ k ある、 而 して ゲ 時の 

所謂る 進歩なる 者は此 進歩で ある、 物質の 進步 である、 快樂の 進歩で ある、 「如何にして 最も 樂 しく 

現^ を 送らん 乎」、 是れ 今の 人が 熱 注す る 唯一 の 問題で ある、 其 政治と 云 ひ、 軍備と 云 ひ、 法律と 云 

ひ、 敎 育と 云 ひ、 然り、 其 道 德宗敎 までが、 悉く 此の 最下 等の 目的に 達せん がた めに 施さる、 ので あ 

る U 

其の 畢る所 は 如何？ 樂國 か？ 否ら す、 肉愁の 要求が 科學の 進歩と 法律の 完成と、 道 德宗敎 の 俗 

しる  を は り 

化と に 由って 究 全に 充 たさる.^ 時に、 其 時に 聖書に 記さる、 所の 世の 終焉が 來 るので あら ふ、 恰 かも 

侗 人が 其 才能 を顯 はし 蜜し、 終に 其 老年の 慾 心 を 全うする を 得て、 然る 後に 墓に 下る と 同じで ある、 

故に 聖書 は 一 百 ふ、 

小 子よ、 今 は 乃ち 末世たり、 アンチ キリスト 來 らんと は汝 等が 聞し 所たり、 而 して 今旣に アンチ 

キリスト 多し、 是に 由て 今 は 乃ち 末世なる を 我等 は 知る 

と (ョ ハネー 書 二 章 十八 節)、 此 所に 言 ふ アンチ キリストと は邦譯 聖書に 曾 ふが 如き 「キリストに 敵 

する 者」 ではない、 似而非なる キリスト である、 キリストに 代る 者で ある、 キリストに 代りて 人類の 

希 お を 繋ぎ、 其崇拜 を惹く 者で ある、 而 して 今時の 所謂る 實業 家、 其 頃 使す る 所た る 政治家と 經 學 


者と 理工 學者、 彼等 は アンチ キリストであって、 今人の 敬 崇を惹 く 者で ある、 キリスト は靈 魂の 救 主 

であるに 代へ て是 等の 似而非な る キリスト は 肉 體の救 者で ある、 キリスト は來^ に 天國を 供し 袷 ふ に 

代へ て是 等の 非 キリ ス トは現 枕に 於て 樂園を 供す る 者と して 信ぜら る、 <ir 人の 渴仰 する キリ ス トは美 

き 食物 を安價 く^ 山に 人類に 供す る 者で ある、 而 して 斯 かる 詐 りの 約束 を 以て 世に 臨む 偽 キリ ス トは 

今や 世に 多數 在る ので ある。 

す, よ  むさぶ 

末世に 艱難の 日來 らん、 其 日 至らば 人々 た 己 を 愛し、 貪り、 誇り、 高ぶり、 駕り、 不孝、 忘恩、 

不潔、 不情、 怨恨 を 解かす、 謗り、 慾 を 縱 にし、 殘忍、 不善、 友を寶 り、 放将、 自食、 神より 

も 佚樂を 愛する 事を爲 さん (テ モ テ 後書 三 章 一 —四 節 )o 

今日の 社會 を描寫 する 言辭 にして 之に まさりて 適切なる もの はたい、 日々 の 新聞紙と、 毎週 毎月の 雜 

誌と は 社會の 此狀態 を寫し 得て 餘り あるので ある、 「人々 唯 自己 を 愛し、 貪り、 誇り、 殘忍、 不善、 

.U のし ふ  十る； のよ 

友を賫 り、 放埒、 自負、 神よりも 佚樂を 愛す」 と、 若し 是れが 末世の 正確なる 記述で あると ならば， 今 

時 は 確かに 末世で ある、 進歩、 科學、 憲法、 經^ を 以て 誇る 今の 世 は急轉 直下の 勢 を 以て 奈落の底に 

向て 進みつ k あるので ある。 

つぎ  よ 

然 らば 滅亡が 萬 物の 終極で ある 乎と 云 ふに 決して 爾ぅ ではない、 此 世の 終る 時が 來 世の 始まる 時で 

ある、 非 キリストが 騎 かる、 時に 眞の キリスト は顯 はれ 給 ふので ある、 故に 此 世の 進歩 は 滅亡に 向て 

の進步 であるが、 然し 進歩 はや はり 進步 であるの である、 卽ち 神の 國は 世の 老衰と 共に 近づきつ、 あ 

るので ある、 神に 反き し 人類が 其 欲する が 儘 を 行 ひ、 佚樂に 耽り、 放蕩に 身 を 崩し 了って 後に、 新ら 

しき H ルサ レム は 備へ整 ひて 神の 所 を 出て 天より 人の 間に 降る ので ある、 故に 此 世の 喑黑の 日々 に 益 
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益 加 はり 行く は 之 を來世 の 隨の將 さに，：：： まんと する 前兆と して 見るべき である、 

視ょ 我れ 速 かに 来らん 

と キリスト は 言 ひ 給 ふ、 此揪は 今や 物質的に 急速の 進歩 を爲 して、 知らす 識ら すの 間に 主の 再 來を招 

きつ、 あるので ある、 我等 は此 明， m なる 時の 徵候を 讀み誤 まりて はならない。 

(『聖書 之 研究』 九月〕 


米國 は米國 人の 有た る ベ し、 日本人の 存 たる ベ からすと 米 國人は 言 ふ。 

彼等 は 叉 言 ふ、 米 國はほ 人種の 有 たるべし、 黄色人種の 有た るべ からすと。 

然れ ども 書 は 明白に 我等に 示して 言 ふ、 全地 は 神の 有な り、 而 して 米國も 亦米國 人の 有に 非す 

曰 本人の 有に 非す、 白人種の 有に 非す、 黄色人種の 有に 非す、 天地 萬 物の 造 主なる 神の 有な りと、 曰 

く 

池とそれに|^5るもの、 ^界と 其 中に 棲む ものと は な M ホバ の ものな り 

と (詩篇 1 1 十四 篇ー 節)、 又 曰く 

銀 も 我が 有な り、 金 も 我が 有な りと 萬 軍の H ホバ言 ひ 給 ふ 

と (哈ぁ 書 二 章 八 節)、 而 して 又 曰く 

柔和なる 者 は 福たり、 其 人 は 地 を嗣ぐ こと を 得べ ければ 也 

と (馬 太 傳五章 五節)、 依て 知る、 米 國と其 中に 在る すべての 物と、 コ „1 ラドの 金と ネバダの 銀と 


すべ て告 な米國 人の 有に あらす して 神の 有なる こと を、 而 して 最後に 之 を承繼 する 者 は 柔和なる 者、 

卽ち 神の： に. m りて 彼の 子と 成りし 者なる こと を、 米 國人は 其 議會の 議決 を 以て 神の 此權利 を 毀つ こ 

と は 出来ない、 地 を 嗣ぐ者 は 白人種で もた ければ 亦 黄色 人 極で もない、 欧羅巴 人で もなければ 亦" 亞細 

亞人 でもたい、 

萬 物は汝 等の 有な り ：：： 汝等は キリ ストの 有、 キリ ス トは 神の ものな り 

と パゥ& は 曰 ふた (哥林 多 前書 三章卄 一、 廿三 節)、 米 國も亦 キリストの 有であって 亦祌の 有で ある 

が 故に 終に 亦 彼の 眞 正の 子等の 有に 歸 する 者で ある、 此事を 知る が 故に 我等 彼の 子た る 者 は 「排日 案」 

の 通過 を閒 いて 悲 まない、 

イエ ス其 弟子に 曰 ひける は …… 小さき 群よ 懼る、 勿れ、 汝 等の 父 は 喜びて 國を汝 等に 予へ給 はん 

と (路加 傳 十二 章 三十 二 節)、 

イエ スは 今日 も猶ほ 同じ 事 を 其 弟子 等に 吿げ給 ひつ、 ある、 我等 は 今 も猶ほ 「小さき 群」 である、 然 

しながら ィ H スを 主と 仰いで 我等 は 人の 壓迫 を懼 るべき でない、 我等 はた ィ H ス の 如くに 柔和で あ 

るべき である、 雨 すれば 我等 は祌の { えめ 給 ひし 時に 於て 地 を嗣ぐ ことが 出来る、 人の 怒 は 神の 義を行 

ふこと 能 はすで ある、 我等 は 唯、 謙遞を もて 神が 我等 を 以て 世界 を 治め 給 ふ 其 時 を 侯つべき である。 

(『聖書 之 研究』 六 00 


宗教家と しての 米國人 


米 國人は 偉大なる 國民 である、 彼等 は *1 界 最大の 共和 國を 作った、 彼等 は 最も 平和的に 大陸 を 征服 

した、 而 して 今猶ほ 征服し つ、 ある、 余輩 は 自由の 戰士 として 米國 人を頌 讚す る、 天然の 征服者と し 

て米國 人に 敬服す る、 余輩 は米國 人より 多く を敎 へられた、 余 が米國 人に 負 ふ 處は茶 だ 多く ある。 

併しながら 世に 完全なる 人がない やうに、 米 國人も 亦 完全なる 民で はない、 米國 人に も 亦 多くの 缺 

點が ある、 而 して 其 事 を 知る は、 殊に 今日の 場合に 於て 彼等に 取りても 亦 我等に 取りても 甚だ 肝要で 

ある。 

米 画人 は 强烈の 民で ある、 彼等 は 事 を圖て 之を遂 ざれば 止まない、 彼等 は 大事 を 企て 大事 を 就す、 

彼等 は 物に 懼れ ない、 彼等の 鑿 は 大山 を赏 き、 彼等の 鋤は嚒 野を碎 く、 彼等 は 南北 兩米 大陸 を 田園と 

化せ ざれば あまない。  • 

米國 人は义 自由の 民で ある、 自巾を 得ん がた めに は 彼等 は 其 血 を 大河の 如くに 流して 惜 まない、 彼 

等 は 叫んで 曰 ふ 「我等に 自由 を與 へよ、 然ら ざれば 死を與 へよ」 と、 彼等の 现 想の 政府 は 王の 無い 政 

府 である、 彼等の 理想の 敎會は 監督の 無い 敎會 である、 彼等の 男子 は 父兄に 依る を 好ます、 彼等の 女 

牛 は 男子に 敏るを 潔しとしない、 彼等 は 各自 獨り 立て 宇宙に 自適 せんと 欲する。 

大 ffi  二  fc- ( 1 九 一 三年)  Elf 一一  1 一一 
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みづ 

米 函人 は 又 意志の 民で ある、 自 から 志して 自 から 爲 さんと 欲する、 彼等 は 自由 を 愛する と 同時に 他 

. を 化して 己れ の 如くに 爲 さんと 欲する、 王 を 嫌 ふ 彼等 は 各自 王で ある、 彼等 は大 ii を 化して 己が ホ ー 

ムと爲 さんと 欲する が 如くに 叉、 全國を 化して 己が 從 者と 爲 さんと 欲する、 彼等の 成功者 は 彼等 を統 

洽 する 大統領で ある、 大會 社の 社長 も 大財團 の 首領 も齊 しく 一  部の 大統領で ある。 

斯 くも 強烈なる、 自由の 熱愛者なる 米 國人は 一一 一一 n ふまで もな く 地上の 活動者で ある、 事を爲 すの が 彼 

等の 特色で ある、 彼等 は 空論 者 を 嫌 ふ、 う 形體を 以て 現 はれない 事業 を 事業と 認めない、 統計表 は 彼等 

を說 服す るた めの 最も 有力なる 議論で ある、 彼等の 目的 は 思想で はない、 事業で ある、 體 積と延 長 

と 数と 量と を 示さす して 彼等の 注意 を惹 くこと は 出来な い 。 

米國に 未だ 曾て 一人の 大哲學 者の 起り しこと なき は 注意すべき 事實 である、 米國は 其の 大を 以てし 

て 未だ t|  口て 一 人の 力 ント 叉はス ピノ ー ザ 又は ライプ 一一 ッ ッを產 まない、 彼女が 產 せし 最大の 哲學者 は 

故ゥ イリヤ ム ニン HI ムス 氏であって、 彼 は哲學 者で あるより は 寧ろ 心理 學者 である、 實用 主義の 唱 

道 者で ある、 米國に {千{£ を 现智 的に 叉 は心靈 的に 解釋 せんと 試む る 底の 大膽 にして 深遠な る 哲學者 の 

出 やうと は 如何しても 思 はれない。 

米國は 未だ 曾て 一 人の 大 美術家 叉 は 一 人の 大昔 樂 家を產 まない、 其點に 於て 強大なる 米 國は狹 小な 

る， チン マルク 叉 は スゥェ ー デンに 及ばない、 米國は 今や 多くの 大 なる 綺畫を 有する、 然しながら 是れ 

何れも 米 國の畫 家が 畫 いた 者で はない、 其 富豪が 大金 を 投じて 他國 より 購入した る 者で ある、 米國は 

ァス トル、 グ ー ルド、 モルガン 等の 如き 富豪 を產ん だが、 フエ レス チヤ ギン (露 國)、 ミレ ー (佛國 )、 

ム ンカチ ー (洪牙 利) 等の 如き 美術家 を產 まない、 米 國人は 他國の 美術の 享樂 者で ある、 美術の 創作 


者で はない。 

大哲學 なく 又大 美術な き 米國に 大宗 敎の あり やう 害 はない、 米國は 未だ 曾って 一 人の 大祌學 者を產 

まない、 唯一 人の ジョナ サン •  H ドヮ ー ド ありし と雖 も、 米國 人の 多數 はん r 日に 至る も 未だ 彼の 偉大 

を 認めない、 米國 の宗敎 家と 云へば 大抵 は社會 の覺醒 者で ある、 所謂 リバ ィバ リストで ある、 ュ 一一 テ 

リ ヤン 主義の セォド • パ ー 力 ー も、 福音 主義の ム ー, テ ー、 サム • ジョ ー ン スも實 用 主義の 一 點に 於て 

は 相互に 何の 異なる 所 はない、 米 國人は 統計表 を 以て 現 はすこと 能 はざる 宗敎的 事業の 價値を 認めな 

い、 米國 人の 宗敎は 其 本體に 於て 現世 的で ある、 彼等 は 基督 敎の眞 理を說 くに 方ても 重き を 眞理其 物 

に 置かす して、 眞理が 政治 乂は 社會に 及ぼす 勢力に 置く、 彼等の 論法 は 常に a  posteriori  (後天的) 

であって、 a  piioii  (先天的) でない、 彼等 は 彼等の 政治家 をして 基督 敎の眞 理を證 明せ しめて 大な 

る 證明を 得た るが 如くに 信す る、 ル ー ヅヴ K ルト、 タフト、 ウィルソン、 ブライアン 氏 等 は米國 人の 

中に 在りて は宗敎 上の 犬なる ォ ー ソ リチ， 'である、 米國 人の 中に 在りて は此 世の 成功者の 證 明に 勝 さ 

りて 有力なる 議論 はない。 

故に 米 國人は 到底 神秘的 宗敎を 解し 得ない、 米國 人はル ー テル を 讚す るに 方ても 彼の 遂げし 事業 を 

以てして、 彼の 深き 濃 かなる 信仰 を 以てしない、 彼等 は 改革者 ル ー テル を 解し 得る も 基督 者ル ー テル 

を 解し 得ない、 ル ー テルの 淚 多き、 女らしき、 唯 心 的宗敎 は米國 人の 了解 以上に あると 思 ふ、 米國 

人の 立場より 見て チン チェン ドルフ 伯 は 決して 第一流の 宗教家で ない、 隨て 彼等が 我國の 法然、 親鸞 

等の 信仰的 偉大 を認 むる 能 はざる は 勿論で ある、 地と 肉と を 離れての 神との 交通の 如き、 米國 の宗敎 

家 は 之 を 夢と 稱し、 無用と 叫ぶ、 デ ン マ ルク 國にキ ー ルケ ゴ ー ド 出て 敎會 制度 を 要せざる 基督 敎を唱 
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へ しも、 米 國人は 唯 「行 ふべ からす」 の 一 首の 下に 之に 一 顧の 注意 を さへ 拂 はない、 r 祌は靈 なり」 

と は i 母 W の 明 お に 示す 所 なれ ども 米 國人は 形體と 制度と 統計表と に 現 はれざる 祌の實 力 を 信じない、 

米 國人は 余輩に 遭 ふ も、 「君 は 何 を 信す る や」 と は 問 はない、 「君 は何敎 會に屬 する や、 君の 雜 誌の 

發行 部數は 幾千、 君 は 幾人の 後 從者を 持つ や」 と 尊ぬ、 余^^は小森の蔭に叉は小川の邊に余輩の祌と 

偕に 交 はると 云 ふなら ば、 米 國の宗 敎家は very  poeiical,  ell (まことに 詩人 的よ) と 曰 ひて 余鞏を 

冷笑す る。 

實 に 敬虔 性 の缺乏 は米國 人の 特性で ある、 彼等 は 他人の 信仰 を 毀つ こと を 至て 易き こと & E 心 ひ 人 を 

し て 父 祖 の 宗敎を 棄て しめて 大 なる 勝利 を 得た るかの 如くに 感す、 彼等 はす ベ て の 宗敎 の 甚だ 神聖な 

はきち の 

る を 知らない、 故に 舊き宗 敎を棄 る こと は舊き 履を棄 るが 如くに 易しと 思 ふ、 故に 彼等の 外國傳 道な 

る 者 は 彼等の 內國 政治に 異ならす 彼等の 意志 を 他人の 上に 課する にある、 彼等 は 他人 をして 己れ の 如 

くに 信す る を 得せし めし を俾道 上の 成功と 稱ふ、 自由 を 熱愛す る 彼等 は 他人が 彼等の 如くに 自由なら 

ざれば 滿 足しない、 彼等 は 寛容 を 政治的に 解す るに 止まる、 信仰的に 之 を 行 はない、 寛容の 精神 は 他 

人の 信仰 を 尊敬す るに ある、 而 して 米國人 は此 高貴なる 意味に 於ての 寛容 を 知らない、 彼等 は 己れ と 

13 仰 を 異にす る 者 を眞實 に 尊敬す るの 心 を 有たない、 彼等 は 信仰の 事に 於て は 自分 は 少しも 讓る こと 

なくして 他人 をして 全く 己の 如く 信ぜし めんと する、 彼等 は此 事を稱 して 改 信と 云 ふ、 斯くて 米國 

人 は 自由 を 標榜す る も 信仰 のこと に 於て は大な る 壓制家 である、 彼等 は 信仰 の 故に 異敎 信徒 を 火 炙 に 

は爲 ない、 併しながら 異敎 徒の 信仰 を輕視 めて、 之 を 蹂躪り て 悼らない。 

而 して 信仰の * に 於て 常に 淺薄 にして 不虔 なる 米 國人は 世界 各國に 自己の 宗 敎を傳 へて、 未だ 曾て 


根本的に 成功した る 事 は 無い、 彼等 は布哇 國を敎 化し 了り て 終に 之 を 己が 領分と なした、 彼等 は 印度 

に 支那に 日本に 朝鮮に 盛んに 彼等の 基膂 敎を傳 へて、 唯 徒らに 舊き 宗教と 習慣と を 毀つ に 止まり、 靈 

性 革新の 實 を擧げ ない、 米國 人の 外！： 傳道 は全體 に失肷 である、 而 して 其 理由 は 之 を 知る に 難くない、 

敬虔の 性に 乏しき 米國入 は異敎 徒の 心に 達する の途を 知らない、 叉 信仰の 蔡に淺 き 彼等 は異敎 徒の 要 

求を充 たす に 足る の 信念 を 有たない、 殊に 東洋人に 取て 爾ぅ である、 東洋人 は來世 的で あるのに 米國 

人 は 現 I 的で ある、 東洋人 は默想 的で あるのに 米 國人は 表白 的で ある、 東洋人 は 優 さしく あるのに 米 

國人は 荒らく ある、 米 國人は 他人の 信仰の 密室に 亂 入して 之 を蹂躏 しながら 敢て大 なる 無禮を 犯した 

と は 思 はない、 人 は 何人も 己の 有たざる 者 を 他に 與 ふること は 出来ない、 米 國人は 深き 來世觀 を ーャ た 

ない、 故に 明確なる 天 國の福 昔を俾 ふること は 出来ない、 米國人 は實際 的であって 詩歌 的で ない、 故 

に 粱魂 の 高 き 言語 を 解し ない、 靈界は 決して 米國 人適應 のゅ界 ではたい。 

何れの國：！^^もすべ ての に 於て 偉大なる こと は屮 I 來 ない、 地の 亊に 於て 偉大なる 米 國人は 天の 事に 

於て 偉大なる IJ^f は屮 I 來 ない、 政治の 事に 於て 偉大なる 米 國人は 宗敎の 事に 於て 偉大なる 事は屮 I 来ない、 

哲學、 詩歌、 美術の 事に 於て 萬國 の， 後に 從 はざる を 得ない 米 國人は 信仰の 事に 於ても 亦 自己の 適當の 

地位 を自覺 すべきで ある、 我等 日本人 は 石油 採掘の 事、 自動車 製造の 事、 水力 使用の 事に 就て 米國人 

を敎師 として 仰ぐ やうに 信仰の 事に 就て 彼等 を敎師 として 仰ぐ こと は 出来ない、 信仰の 事に 就て は祌 

は 我等 日本人に、 米國 人に 與へ給 ひしよりも 深く して 美 はしき 性 を 給 ひしと 信す る、 米國 人の 信念 は 

到」.^、 以て 日本人の それに 到達す る こと は 出来ない、 日本人が 頑 であるから ではない、 米國 人が 信仰 

の 事に 於て は淺 薄で あるが 故に、 日本人 は米國 人に 教化され ない ので ある、 余輩 は 信じて 疑 はない、 
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今より 後、 百年 一 一 百年と 米國 人が 日本人の 敎 化に 努 むる とも 日本人 は 依然として 米國 人の 弟子と 成ら 

ざる こと を。 

斯く言 ひて 余輩 は 多くの 好意 を 以て 余輩 を迎 へし 米國 人に 對 して 反抗 を 試む るので はない、 ，^-鞏は 

唯 明， n: なる 事 實を述 ぶる ので ある、 余輩 は米國 人の 好意 を 疑 はない、 余輩 は 唯 孰れの 國民 性に も ある 

米國 人の 國民 性の 缺點 を述 ぶる ので ある、 余輩が 今 玆に述 ぶる 所 は 米國人 自身が S ば 自己に 就て 述べ 

た 所で ある、 ヤン キ ー (米 固 人) は 決して 思想 叉 は 美術 又は 宗敎の 民で ない と は 米國の 識者が 繰返し 

て 言 ふ 所で ある。 

然 らば 如何せん である、 我等 日本人 は米國 人に 依らす 祌に 依り 自己の 救濟を 全うすべき である、 日 

木 人 は米國 人に 依らす 獨 逸人に 依りて 其醫 學を學 びし やうに、 米國 人に 依らす 佛蘭西 人に 依りて 其 陸 

軍を學 びし やうに、 米國 人に 依らす 英國 人に 依りて 其 海軍 を學 びし やうに、 日本人 は 亦米國 人に 依ら 

すして 其宗敎 をも學 ぶべき である、 米國人 は宗敎 の敎師 ではない、 宗 敎に關 する 米國 人の 知識と 實驗 

と は 極めて f2 く ある、 宗敎 を米國 人より 授かりて 我等 も 亦 彼等の 如くに 淺 薄なら ざらん と 欲する も 得 

ない。 

願 ふ 祌が此 際 我等の 間に 再た び 犬なる 宗敎家 を 起し 給 はんこと を、 法然、 親鸞、 日蓮が 怫陀の 心 を 

解せ しが 如くに キリス トの心 を 解す る 者の 綾々 と 我等の 中より 起らん こと を、 願 ふ 敬虔の 念に 乏しき 

米國 人の 手を經 すして 聖靈の 直に 我等の 心に 降らん こと を、 神の 恩惠に 依り 日本人 は 信仰の 事に 於て 

決して 劣等の 民で はない、 神 は 深き 宗敎心 を 日本人に 賜 ふた、 今日まで 多くの 偉大なる 宗敎家 を 我等 

の 中より 起し 給 ふた、 ル ー テル、 サボ ナロ ー ラ、 フランシス 等 は 我等の 問に 見る 能 はざる の 人物で は 


ない、 信仰 を外國 人より 授かる は 我等の 犬なる 恥辱で ある、 殊に 之 を宗敎 心に 乏しき 米國 人より 授か 

る ベ きで はない、 宗秋 の敎師 として 米國人 以上の 者 を 仰ぐ にあら ざれば 信仰の 大 復興 を 我等の 間に 見 

る こと は 出来ない と a ふ。  (SI 書 之 研究』 六月) 


米國が 日本に 蒙らせ し 精神的 害毒 

米國は 日本に 對し 善の ほか 何にも 爲 さなかつ たと は & 本人が 米國に 就て 懐く 普通 一 般の 考察で ある、 

併し 事實は 決して 雨う ではない、 米國は 日本に 對し 多くの 善を爲 した、 余輩と 雖も 勿論 其 事 を 疑 はな 

い、 然^ ども 其に と 同時に 叉 多くの 惡を爲 した、 日本人 は 其 事 を 忘れて はならない。 

OCO0  0CO0  00OOC0OOC00O0OOO0O000OOOO0  もと 

日本人 を 今日の 如くに 拜 金に 爲 したの は 多く は米國 人の 感化に 由る ので ある、 日本人 は 固より 精神 

的の 民であった、 彼等に 金錢は 寧ろ 之 を 蔑視む るの 傾向が あった、 日本人に 取り 義務 は金錢 よりも 遙 

かに 大切であった、 彼等 は 餓死す る も 不義の 財に 接觸ら なかった、 金錢 のために 士道 を瀆 すが 如き は 

彼等に 取り 大 恥辱であった、 彼等 は 金 錢の事 は 之 を 口にする さへ 快く 感じなかった。 

讲し斯 かる 事 は 今や 過去に 屬 する 事で ある、 日本人 は 今や 金錢を 愛して 止まない、 其 政治家 も宗敎 

家 も、 文士 も 軍人 も 自己の 生命 を 愛する. が 如くに 金錢を 愛する に 至った、 今や 日本人に 取り 利益 を 語 

る こと は恥づ ベ きこと ではない、 然り其 反對が 事實で あ る、 今日 の 日本人 に 取り て は 利益 を 語らざる. 
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ことが 却って 5g であり 時世 後れで ある、 事業の 計畫、 權 利の 瘦得、 株 翁の 資貿、 是れ 君子 國の 民が 日- 

夜 談 する 所で ある、  S1 ぬ 目なる 1^ 仰 は 彼等に. E て 嘲 けられ、 經濟 的に 惯 値な きぼ； 輝-は 彼等に 全く 無用 

5g せらる。 

而 して 斯 かる 憐 むべき 狀 態に 日本人 を陷れ し^は 抑 も 何人で ある 乎、 其 人 は 主として 東 隣の 米國人 

ではない 乎、 米 國人は 日常の 生活に 於て 「弗の 全能」 を^へ て恥ぢ ない、 彼等 は 曰 ふ Money?."  Power 

(金錢 は. K に 勢力たり) と、 金錢は 世界 各 國何處 に 到る も 勢力たり と雖 も、 然れ ども、 米國に 於け る 

が 如き 金錢の 勢力 は 之 を 他に 於て 兑る ことが 出来ない、 普 天の下、 米闽に 於ての み 金な きこと は眞赏 

の 地獄で ある、 此 所に 黄金 は C 賽 公然 大路 を闕步 し、 公衆の 畏敬 尊崇 を 博す るので ある、 此 所に 敎會 

の 敎師は 高 境の 上より 「我が 敎會は 何千 萬 弗の 富 を 代表す」 と唱 へて 敢て 憚らない ので ある、 此 所に 

すべての 物 は 代價を 以て 稱 へらる、 曰く 何千 弗の 家、 何千 弗の 地位、 何 萬 弗の 敎會、 何十 萬 弗の 學校 

と、 物の 蕃惡 ではない、 其代惯 である、 米！； 人 は 物の 貴. 尊 をお むる に 弗 を 以て 計算 せらる.^ 其 代慣を 

以てす、 米國に 在て は 成功せ る 人 は 多く 金 を 得し 人、 故に 大學 の敎授 にして、 然 かも 倫理 宗敎 を講す 

る 人が 株券 寳買 に從 事して 富 を 作り たれば とて 米國に 在りて は 羞恥で はない、 說敎と 講演と は代慣 を- 

附し て廣吿 せられ、 新聞と 雜 誌と は 商業と して 計營 せられ、 詩人 ゴル ドス ミスの 言 ひしが 如くに 

此 所に は道德 すら も寶賈 せらる、 

米！： 人 は 近世の アム モン 人で ある、 彼等 は モレ クの金 像を拜 し、 神と 之と に 驶ね事 ふ。 

而 して アム モ ン人を 束 隣と して 有ち し イス ラ H ルの 2^ が モ レ ク崇拜 に 引 込まれし やうに 米 國人を 束- 

隣と して 冇 ちし 日本人 は 黄金 崇拜に 引 込まれた ので ある、 n 本人 は 知らす 識ら すの 間に 米國 人の 感化 


を 受けて、 今や 米 國 人に 勝 さる も 劣らざる 拜 金の 民と 化した ので ある、 此大 なる 墮 落に 對 して 米 國 {萬 

,  をけ いつはい  3  c^;  G>  S  ©  ©  0 

敎師の 傅 道 事業の 如き、 全市 を延燒 する 大火に 對し桶 一杯の 水に 過ぎない ので ある、 米國 人が 殺した + 

日本人の 靈魂は 彼等が 活 した それよりも 遙 かに 多い ので ある。 

黄金 崇拜と 之に 伴 ふ 思想の 淺簿、 敎育を 物質 化し、 宗敎を 物質 化し、 數と 量と に 現 はれざる ものと 

て は 其 眞價を 認めざる の倾 向、 自 から R 界 最大の 平民 國 なりと 唱 へながら 貴挨を 尊崇し、 位階 を 喜ぶ 

の 偽善、 …… 米國が 日本に 蒙らせし 精神的 害毒 を^へ 来れば 猶ほ之 を 以て 翁 きないの である、 神が 米 

國人を 以て 我等に 福 昔を傳 へ 給 ひしと 同時に 惡魔は 彼等 を 以 て 我等 を 多く の 罪惡に 導いた、 我等 は 神 

の 器と しての 米 國人を 敬 ふ、 然しながら 惡 魔の 手先と して の 米 國人を 厩 ふ、 頸む ベ きは祌 であって 术 

國人 ではない、 米 W 人 も H 本人 も 米 國が日 木に 加へ し 害毒 を自覺 すべきで ある、 而 して 誘 ひし 者 も 誘 
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はれし^も 神の 前に 懺悔し、 彼の 赦免に 與り、 然る 後に 聖き 新ら しき 交際に 入るべき である。 

(『聖書 之 研究』 七 刀) 

矛盾せ る 米 園 人 

米國は 基督 敎國 であると 云ひ而 して 亦 米 岡 人 は 亞細亞 人種 を 排斥す ると 云 ふ、 矛盾せ る 米 函人よ， 

汝 等が 神の 子と して 崇拜 する キリス 卜と 稱 へられし ナザレの ィ H スは Hl^ultsi 人に 非す や、 汝等は 救 主 

として 亞細 亜人 を 仰ぎながら 亞細亞 人 を 排斥す ると 云 ふ、 之に 勝る の 矛盾が 何處に 在る 乎、 然れ ども 

汝等は 今日まで 之れ 以上の 矛盾 を 犯し 來れ り、 欧洲に 於け る汝 等の 同類 は 猶太 人なる ィ H スと其 母 マ 
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リャと を 拜み來 りながら 千 九 百年 間に 涉り 猶太 人種 を 迫害し 来れり、 猶太 人種 を 迫害しながら 猶太. < 

を 救 主として 仰ぐ 汝 等が 今や 猶太 人 を 含む 亞細 亜人 を 排斥す る は 敢て怪 むに 足らざる なり。 

(『S5E 之 研究』 七 no 

本 多 君の 米人觀 

問く 故 本 多 庸ー君 常に 曰へ る あり、 曰く、 「1 に米國 人に まさる 氣儘 勝手の 民 あるな し、 故に 彼等. 

との 衝突 は 終に 免 かるべ からす、 吾人 は恆に 之に 備 へざる ベから す」 と、 米國 人の 友人 を 以て 自 から 

任ぜし 日本 メソ ヂス ト敎會 監督 本 多 君の 言と して 意味深長 なりと 謂 ふべ し、 米國 人た る 者 は 其の 內に 

在る 者と 外に 在る 者と に關 せす 深く 故人の 此 言に 鑑み、 自 から 其 氣儘を 橋め、 祌の 前に 謙遞 りて 其の 

友人との 和合 を 謀るべき 也。  (3SE 之 研究』 七月) 

米國 人の金 

し； a  く 

余輩が 今日まで 米國宜 敎師の 意見に 從 はざる や 彼等 は屢次 余輩に 告げて 曰く 

斯く なす は 君に 取り 甚だ 不利益 なるべし 

と、 卽ち 彼等に 從 はざる は 余輩に 取り 物質的に 茶 だ 不利益で あるとの 事であった、 余輩 は 此言を 聞く 

たび 毎に 常に 甚だ 心地 惡 しく 感じた、 苟も 宗敎 道德 の 敎師た る 者が 余輩 を說服 せんとす るに 方て 此世 


の 利害 問題 を 以て 余 M に 迫る が 如き は、 日本 武士の 家に 生れし 余輩に は 如 3： しても 解らない、 余輩 は 

勿論 不利益に せんじて 彼等に 從 はなかった、 余輩 は 縱し傳 道 事業 を廢 止す る こと ある も 彼等 米 國宣敎 

き 、へしと 決心した、 而 して 其 決心 を實 行して 今日に 至った、 余輩 は厦次 使徒 ぺテ 

が 魔術師 シ モ ン に 向て 發 せし 言 を 思 出した、 

汝の金 は汝と 偕に 亡びよ かし 

と (行 傳八章 二十 節)、 米 國宣敎 師は其 金に 頼る こと 餘 りに 多くして 其 傳道を 妨げられ しこと 幾 干な 

る を 知らす と 思 ふ、 若し 彼等に 豊富なる 傳道 金が あら ざり しなら ば 彼等の 傳道 事業 は 幾 倍の 效果 を奏 

OOOO0OOOOOO0OO0O0  0C00OO さい は ひ CO00  O0OO 

したで あら ふと 思 ふ、 米 國人は 富みて 甚だ 不幸なる 民で ある、 彼等の 靈 魂の 祝福 を 思 ふて 「彼等の 金 

は 彼等と 偕に 亡びよ かし」 である、 而 して 我等 も 亦、 彼等の 金に 賴 りて 甚だ 禍 ひなる 者で ある、 我等 

は 我等の 靈 魂の 永遠の 幸福 を 謀りて 米 國宜敎 師の金 は 斷然之 を 斥くべき である。 

It  will  be  very  disaorvantag-eous  to  you. 

君の ために 茶 だ 不利益 なるべし、  _ 

と、 鳴 呼 米國宣 敎師は キリストの 一 i 昔の 何たる 乎 を 知らない、 我等 は 敎會も 要らない、 學校も 要らな 

い. 靑年會 も 要らない、 力 ー ネギ ー の 金、 ロック フェラ 1 'の 金 を 以てして 何事 をも爲 さん こと を 欲 は 

ない、 

汝の 金汝と 偕に 亡びよ かし 

O0OO00OO0OO0OOOOOO00OOOOOO0000OOOOO0OOOOO 

である- 若し 日本人の 靈 魂が 是 等不虔 の米國 人の金 を 以てする にあら ざれば 救 はれざる 者であるなら 

O0OOOOCOO0  0OCOO0O00OO 

ば 我等 は 寧ろ 救 はれ ざらん こと を 希 ふ 者で ある。  (『聖 ： 書 之 研究』 七月) 
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時 0  Hsu 

凶 作 

is- 北幷に 北海道の 兄 に 代て 言 ふ 

一年の 勞勸 無益に して 兹に歳 寒う して 凶年 を迎 ふ、 無慈悲なる 哉 天然、 無慈悲なる 哉 神。 

然り、 若し 人生の 目的に して 1汝 ひ、 飮み、 衣、 繁殖す るに あるならば 凶作 は 無意義な り、 無慈悲な 

り、 大損 害な り、 然れ どもお し 人生の 目的に して 他に あるならば、 凶作 は必 しも 損失と しての み 解す 

ベから ざる 也。 

人生の 目的 は 性格 を 完成す るに あり、 自己 を覺 るに あり、 無 i§ の靈 と接觸 して 衷に 無窮なる にあり、 

神を識 るに あり、 靈魂を 救 はる k にあり、 死して 死せ ざるの 或 者を璲 るに あり、 而 して 此 人生 最大 取 

終 の 目 的 に 達 せ ん が 爲 め に は 凶 作 却 て 慶 な ら す ん ば ぁ ら す 、 肉 肥 え て 靈 飢 え 、 倉 魔充 ち て 心 裏 さ し 、 

斷食 時に 修養に 必要なる が 如く、 凶作 時には 覺醒 のために 益 あらん、 我が 存在の 理由 を 解して 我 は 凶 

作の 故に 泣かざる べし、 然り、 泣くべからざる なり。 

其 時には 無 花 rai< の 花 ゆ、 かす、 葡萄の 樹には ならす、 橄 澄の 樹の產 は 空しくなり、 田圃 はぎ 料 を 

出さす、 圆に は羊絕 え、 小屋に は 牛な かるべし、 

然り 乍ら 我 は H ホバに 由り て樂 しみ、 我が 救 拯の祌 に 由り て 喜ばん、 主 エホバ は 我 力なり、 彼れ 

我 足 を 鹿の 如くなら しめ、 我 をして 我が 高き 處を步 ましめ 給 ふ (哈巴 谷 書 三 章 )o 

信者 は斯 くの 如くに して 凶年 を迎 ふ、 彼 は唯此 慰藉と 感謝と 歡 喜と を懷き 得ざる 者を憐 むの み。 

(『犁 ： 書 之 研究』 十二月) 
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東北 救濟策 

東北 を 救 ふと は 東北人 を 救 ふこと である、 東北人 を 救 ふと は 東北人 一人一人 を 救 ふこと である、 而 

つ tJ し  ハーす びつ 

し て 人 を 救 ふと は 彼を祌 に 導く こと で あ る、 人 を 其 造 主 にして 父なる 神に 結附け て 其 人 は 完全 に 救 は 

る- 1 ので ある、 其 時 彼は獨 立の 人と なる ので ある、 生活 問題の 彼を惱 ますた く、 他人の 壓迫を 被る た 

きに 至る ので ある、 宇宙 は廣 し、 天惠 限りなし である、 祌は 己に 賴る者 を 助け 得て 餘り あるので ある 

政府に 賴り、 政黨に 頼り、 社會に 頼りて 人 は 何時までも 依賴の 人で ある、 東北人 各自が； g に頓 るに 至 

<3M<3<:< "厶厶 厶 そ-<.-_^1、  △△△<!△△△△ 厶 △△△△△△ 厶  厶<5厶厶<"<1<1厶<1厶<1<"<3<3<1 

るまで は 日本 國が 總掛 りに なりて 東北 を 救 はんと 欲する も、 之 を 救 ふこと が 出来ない ので ある、 東北 

を 根本的に 救 ふに 政黨ゃ 輿論の 力 を 借る に 及ばない、 東北に 若し 幾人 かの バウ &とル ー テルと ゥ H ス 

レ ー とが 起り、 而 して 東北人が 是等祌 の 人の 一一 一一 C を聽 くたら ば、 それで 東北 は 其根抵 から 救 はる k ので 

ある、 蘇 格 蘭 は 我 東北よりも 沃饒 なる 國 でたい、 然るに 蘇 格 蘭人の 多 數が靈 的に 救 はれて 蘇 格 蘭 は 今 

や 世界 屈指の 富國 となった ので ある、 和 蘭 も 面う である、 瑞 典も爾 うで ある、 丁 瑪も爾 うで ある、 國 

0  0  0  0  0-  0-  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  C  0  0  0  -  -  -  -  r  I  - .  ,  , 

の 富 は 其 土地に 於て あ らす し て 其 民の 心に 於て あるの で ある、 國の救 濟を單 に 濟的 方面より 看る ほ 
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時 事  六 

ど淺簿 にして 愚かなる こと はない。 

東北 救濟？ 然り 至て 容易で ある、 聖書 一冊 あれば 足る、 之 を 手に して 其 任に 當る者 は 誰なる 乎、 

名士と 政治家と 新聞記者 とに 頼る を廢 めて 直に 萬 物の 造 主なる 神に 賴り、 東北 を 完全に 救 はんと 欲す 

る 者 はなき 乎。  (『a 書 之 研究』 一 月：) 

偉人の 戰爭觀 

ベ ンジャ ミン • フランクリン 曰く 

世に 未だ 曾て 善き 戰爭 ありし ことたし、 叉 曾て 惡 しき 平和 ありし ことなし 

と， 卽 ち戰爭 は 如何なる 名譽を 以て 終る とも 惡 しきもの である、 平和 は 如何なる 恥辱の 下に 結ばる、 

とも 善き 者で あるとの 意で ある、 若し フランクリン をして 今日に 在らし め、 今囘 の歐洲 大戰爭 を 評せ 

しめしな らば 彼 は 言 ふたで あら ふ 「是れ 世が 始まって よりあり し 幾多の 戰爭の 中で、 最も 惡 しき 者で 

ある」 と 0 

ゥ イリヤ ム . ロイド . ガリソン 曰く 

余の 國は 全世界たり、 余の 國人は 全人 類な り 

と、 必 しも 全人 類と 言 はす、 すべての 問 明 人種、 少なくとも すべての 基督 敎國々 民が 彼れ ガリソンの 

此忍 想を懔 くに 至る 時に、 神の 造り 給 ひし 此美 はしき 地の 上より 戰爭 は絕對 的に 結 ゆるので ある。 


ナポレオン • ボ ナパ..' ト 曰く 

余 は 人世 を學 ベば 學ぶ ほど 此 一 事の 余の 確信と なりて 起る を昆 る、 卽ち人 は 戰爭に 由て 永久 的に 

慣條 ある 何事 を も 爲す能 はざる を 

と、 卽ち 彼れ 那 翁の 確信に 由る も、 戰爭に 由て 永久 的の 平和 は來ら す、 其 他 永久 的と 稱 すべき 善事の * 

其 何たる を 問 はす 決して 此 世に 臨ます との 事で ある。 

哲學者 カント 曰く 

戰爭に 由り て、 縱し 夫れ は 勝利に 終る とも、 正義の 問題 は 解決 せられす 

と、 卽ち 正義 を 世に 行 ふが 目的で あるならば 戰爭は 無益の 勞 であるとの 事で ある、 若し 彼れ カント を 

して 今日 世に 在らし めしなら ば、 彼 は 今の 世に 猶ほ義 戰を唱 ふる 者 ある を 聞いて 其 不道理に 驚く であ 

らふ 0  (『^1^書之研究』 九月) 

戰爭 と傳道 

戰爭は 罪の 此 世に 在りて は 避け 難き 惡事 であります、 是れ 人が いくら 努力しても 廢 める ことの 來 

. ない 事で あります、 平和 協會を い く つ 5|;^1け や うが、 力 ー ネギ ー の や うな 大 慈善家が あり て 其 億 萬 の 富 

を擲 ちて 其の 廢止を 努め やうが、 戰爭は 依然として 行 はれます、 而已 ならす、 世が 進む に隨て 益々 盛 
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に 行 はれる やうに 見えます、 去らば 戰爭は M まない 乎と 云 ふに 4^:^.^ わ， 主ィ H ス キリス 卜が 榮 

ヌを 以て； 大 より 顯 はれ 給 ふ 時に 緩みます、 而 して 基督 敎の傳 道なる 者は此 時に 塵す るた めの 準備で あ 

ります、 此 世の 改良ではありません、 人 をして キリスト 降臨の 時に 備えし めんがた めであります、 而 

L て戰 (サは キリスト W 顯の 確かなる 徵 候であります、 故に 私共 はすべ ての 方法 を璧 くして、 此 時に 方 

りて ゆの 人に キリストの 幅 昔 を 傅 へなければ なりません。  Qsf 書 之 研究』 十 ) 


11|!^&の戰亂と基督敎 


H ホ バ 力く 言 ひれで." ュ ダは 三の 罪 あり 四の 罪 あれば 我れ 必ず 之 を 罰して 赦 さず- 卽ち 彼等 は ヱ ホ バ の^^^を 

輕 1 じ * 其 法度 を 守らず. 北 (先祖 等が 從 ひし 偽 物に 惑 はさる * 我れ ュダに 火 を 1i り エルサレムの すべての 殿 

を 焚ん。 麼士鲁 二 章 四— 五節。 

もろ，， .P から 

地の 諸の 族の 中に て 我れ 特に 汝等を 知れり. 故に 我れ 汝 等の is の 罪の ために 罰せん。 間 三 章 二 節。 

0 戰 1# は惡 事で あると 同時に 刑罰で ある、 負ける 戰爭 ばかりで はない、 勝つ 戰> 印 も 亦 刑罰で ある、 國 

家は戰 爭に從 事して、 食け る も 勝つ も 神の 刑罰 を 蒙りつ k あるので ある。 

0 日淸 日露の ニ大戰 (辛 は 日本の より 見れば、 三百 年 前の 太 閥 秀吉の 朝鮮 征伐の 刑罰と して 日本 國：： 

に 臨みし 者で あるとの 或る 朝鮮 通の  一一 一一 n は 其 中に 深い 眞理を 宿す 者で あると 思"。 


〇 今囘 の 歐洲大 戰爭は 歐洲人 の 上に 臨みし 神の 嚴 罰と 見る が 適當で あると 思 ふ、 若し交戰國目 ^^ の 狀 

態 を 具 に觀 察す るなら ば、 靳 かる 刑罰の 彼等の 上に 臨む は 決して 不當 でたい 事が 判明る と 田 i ふ、 獨逸 

の ？^；惡. 填 地 利の 罪 惡は言 ふまで もない、 露國の s_ -惡を 始めと して、 白 耳義の 罪悪、 佛國の 罪惡、 然 

り、 英國の 罪惡に 至る まで 若し 神の 立場より 之を觀 るなら ば、 其 中に 多くの 赦 すべから ざる 者の ある 

は 明瞭で ある * 實に 愛の神 は 忍ぶ 丈け 忍び 給 ふて 終に 止む を 得す 今 囘の大 刑罰 を歐洲 人の 上に 下し 給 

ふたので あると 3 心 ふ。 

〇 人 は 「獨 逸國は 基督 國 でありながら」 と 云 ふ、 然り、 獨逸國 は 名義 上 基督 敎國 である、 然し 實 際の 

獨逸國 は 決して 眞 正の 意味に 於ての 基督 敎國の 名 を 値する 者で はない 、無神論の 最も 盛な る は 獨逸 で 

ある、 我 國に輸 人せられ て我國 多くの 學 者に 由て 懷抱 せらる、 所の ヘッケ ル の無祌 進化論 は獨 逸の 產 

物で ある、 力 ー ル . マックスの 社會 主義 も亦獨 逸の 產物 である、 而 して 獨逸 流の 社會 主義の 反 基督 敎 

的なる は 人の 能く 知る 所で ある、 其 他 「神の 死」 を唱 へて 基督 敎を 嘲け りし -1 イチ H の哲 學も獨 逸の 

產物 である、 若し 主義の 實際 上の 勢力より 云 ふなら ば 獨逸圃 は 基督 敎 國と稱 ふより は 寧ろ 社會 主義 國 

と稱 ふが 適當 であると 思 ふ、 若し 八 マ囘獨 逸が 起せし 戰爭 を、 基督 敎が 起した と 云 ふたら ば、 同じ 意味 

に 於て、 無 祌哲學 が 之 を 起した、 社會 主義が 之 を 起した と 云 ふこと が 出来る、 獨逸國 に 多くの 基督教 

の敎會 堂が あり 神學 校が あるが 故に、 彼國は 信仰の 燃えた る 基督 敎國 であると 思 ふ 人が あるならば、 

其 人は實 際の 獨逸を 知らない 人で ある。 

〇 若し 夫れ 獨逸國 の 社會の 腐敗に 至て は、 余輩の 一一 目を俟 たす して、 彼國 に留學 せし 我 國多數 の 學者並 

に 官吏 等の 證明 及び 實驗に 由て 明かで ある、 伯林、 ライ プチ ッ ヒ、 ミ ュ ン へ ン 等に 於け る惡 魔の 勢力 
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は到底，^-輩の豫想だもする事の出來なぃ所でぁる、 多數の 日本人 は 獨逸國 に留學 して、 天 國の幅 昔 を 

凤チ ばす して、 地獄の 毒氣 に觸れ たので ある、 獨逸國 が 決して キリストに 忠赏 なる 國 でない ことの 赏證 

を 我等 は 我等の 中に 於て 見る ので ある、 日本人に して 獨 逸に 於て 翳學 又は 折：： 學又 は 政治 學を 修めし 者 

等が、 我等の 中に 歸り來 りて、 彼等の 一一 一一 〔辭 と實 行と を 以て、 獨逸國 に 見る に 足るべき の 基督 敎の 無い 

こと を、 明かに 我等に 示す ので ある。 

〇 獨 逸が さう である、 塊 地 利が さう である、 填國の 首府 維也納 は 世界中で 私 生兒の 最も 多き 所で ある 

と 云 ふ。 

0 若し 夫れ 露國に 至て は 余輩の 玆に言 ふまで もない、 露國の 腐敗、 墮落、 壓制、 野蠻に 就て は、 玆に 

余輩の  一一 一一 n を俟 つまで もない、 モス コ ー、 ぺ ー ト ルス ブル グに 遊びし 我國の 識者 は 皆な 露 人の 卑陋なる 

に 驚かざる を 得ない ので ある、 殊に 露國が 犯せし 國家的 罪惡に 就て は、 神人 共に 怒らざる を 得ない の 

である。 

〇 然 らば 小なる. C 耳義は 如何と 云 ふに、 其， 非惡 たる 決して 獨逸叉 は 露國に 劣らない ので ある、 「彼等 

わ-二つ 

は 金の ために 義 者を賣 り、 貧者 を鞋 一 足の ために 賣る」 との 預言者 ァ モ スの言 は 商業 本位の 今日の，： n 

耳 義人に 適用して 誤りな き 者で あると 思 ふ、 白 耳 義が富 を 作らん がた めに 阿弗利加 大陸の コ ンゴ ー に 

於て 犯した は 人類が 未だ 曾て 犯した ことのたい 極惡 なる ものであると 言 ふ、 此ー の 丈け でも、 ，In 

耳 義が今 囘戰爭 より 蒙りし 災禍 を 彼等の 上に 招く に 足る と 思 ふ。 

〇然 らば 佛國は 如何にと 云 ふに、 是れ叉 有名なる 不信者 國 である、 今や 我國に 於て 舶來の 社會的 gii; 惡 

と 云へば-,」 を 「巴 里 土產」 と 云 ふに 徵 して 見て、 彼 國の墮 落が 察せら る、 ので ある、 若し E 里が 基督 


敎國の 首府と 稱 ばる k ならば、 東京 又は 名 古屋、 又は 大阪を 斯く稱 へて 少しも 差 支が 無い と 思 ふ、 佛 

國の 過去と 現在と は、 其、 主ィ H ス キリストと は緣の 甚だ 遠い 國 である こと を證 明して 餘り あると 思 

ふ。 

〇 然 らば 最後に 英國は 如何に？ と 問 ふなら ば、 是れ叉 決して 基督 敎的 紳士 國で 無い こと は英 國人自 

身が 充分に 證明 する 所で ある、 余輩 は玆に 英國の 社會的 缺點に 就て 語らない、 唯、 今囘の 戰亂の 原因 

とたり し填領 ホス ニヤ、 ヘル ゼゴビ ナの處 分に 就て、 英國は 犬なる 責任 を 負 ふべき 者で あるとの 歷史 

上 明白なる 事 實を兹 に 摘 指せざる を 得ない。 

〇 人 r- 囘の 戰爭の 遠い 原因 は 千 八 百 七十 八 年に 開かれし 有名なる 伯林 會議に 於て あるので ある、 此 所に 

當 時の 世界 四 大政 治 家、 卽ち獨 逸の ビスマルク、 填 洪國の アンドラ ッシ 1、 英國の ヂスレ ，リ、 露國 

の ゴルチ ヤコフの 外交的 大戰爭 が鬪 はれた ので ある、 而 して 其 結果が 所謂 伯林 條約 であって、 之に 由 

てバ ル 力 ン 半島 並に 小 亞細亞 の 地圖が 外交 家の 折衝に 由て テ I ブルの 上で 決 定められ たので ある、 ボ 

ス 一一 ャ とへ ルゼゴ ピナと は 其 民が 勇敢に 自由と 獨立 のために 戰 ひしに 關 はらす、 二 州の 獨立は 認めら 

れ すして、 ビス マ ー クの 方寸の 下に 填 洪國に 渡された ので ある、 是れ 明白なる 人權の 侵害であって、 

自由 を 愛する 者の 到底 も 忍ぶ 能 はざる 所で ある、 然 かも 事 は旣に ビス マルクと アンドラ ッシ ー との 問 

に 決定 せられし 事であって、 獨 填の 勢力 を 以て 之 を 强られ し 以上 は 小なる セル ビヤと モンテネグロ は 

何ん とも 杭 曾す る ことが 出来なかった ので ある、 斯 くして 玆に 明白なる 國 土の 强 奪が 行 はれた ので あ 

る、 强 奪と 云 はんより は 寧ろ 詐取と 云 ふが 適當 であら ふ、 獨逸は 其 宰相 ビス マルク を 以て 正當に セル 

ブ 人種に 属すべき 者 を 奪て 之 を 填 地 利に 與 へたので ある。 
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0 然し 乍ら 此 場合に 於て 怪訏に 堪えな いのは 英國の 態度であった、 世界 自由の 保護者 を以 て 自 から 任 

チる英 國が此 時に 方り 異議 を 提出した 乎と 云 ふに、 決して 爲 なかった、 英國は 其 前に 旣に土 耳 古より 

無代 债 にて シ プラス 島 を 得た、 而 して 列 園が 其 瘦得權 を 承認 せんこと を 欲し、 玆に 填國の ボス 一一 ャ、 

へ ル ゼ ゴ ピナの 保護 (實は 合併) に 承認 を與 へ て 、 獨填を して 自己の シ ブラス 島の 占領 を 承認せ しめ 

たので ある、 是れ 明かに 强奪 共謀の で あって、 外交 の 事 は 普通 道 德を以 て 律す ベ か らす とする も、 

英 國が國 家と して、 獨填 と共に 玆に國 家 的 大罪 惡を 犯した こと は 何人が 見ても 明かで ある、 而 して 芙 

國の 輿； i が此時 起て 此恥づ べき 條 約に 調印せ し 宰相. チスレ ー リを 責めた かと 一： ム ふに、 責めた 所ではな 

い、 此條約 を 以て 彼れ ヂスレ ー リの 外交的 大成功と 見做し、 彼の 伯林より 倫 敦に歸 り 来る や 大歡迎 を 

W て 彼を迎 へたので ある、 斯くて 英圃は 罪の 上に 更らに 罪 を 重ねた ので ある、 其 宰相 は獨 填の 罪に 裏 

書きして 明白なる 罪 を 犯し、 英國 民は此 裏書きの 罪に 裏書きして 更らに 罪 を 犯した ので ある、 若し 英 

國の 基督 信者が 常に 唱道す るが 如く、 英國の 基礎 は 墓 督敎の 聖書に 在る とならば、 其 基督 敎の 聖書が 

英國を 箱き て 偽善 國、 反 基督 敎國と 判定す るので ある。 

〇 斯 くの 如くに して、 歐洲 全體が 罰せら るべき 者で ある、 單に獨 逸と 填 地 利ば かりで はたい、 露國は 

勿論の こと、 佛國も 白 耳義 も、 英國 も、 神に 罰せられて 一 言の. E. 譯 なき 者で ある、 

自 から 欺く 勿れ、 神 は 浸るべき 者に 非す、 そ は 人の 播く 所の 者 は 亦 其穫る 所と なれば 也 

あ- て IS  i 

との 使徒 パ ゥ n の 一一 一一 n は 基督 敎國全 體に當 箱る ベ き 者で ある (加 拉太書 六 章 七 節)、 獨逸 も英國 も、 其 

他の 欧洲 諸國 も、 皆な 神 を 信す ると 稱 しながら、 明かに 神の 律法に 反き、 聖書 を 嘲け り、 キリスト を 

ちな ビ  i 二- -  やぶ 

度外視して、 公然と 神 を 慢り來 つたので ある、 若し 神 は實に 在る 者であって、 彼の 律法 は壤 るべ から 


ざる 者であるなら ば、 是 等の 僞善國 は 何時までも 其 罪に 放任して 置かるべき ではない、 必すゃ 今 同 の 

如き 大戰亂 の 彼等の 上に 臨み 来りて、 彼等 をして 罪の S 非た るを覺 らしめ て、 宇宙に 神の 律法の 冒す ベ 

からざる 者の 在る こと を 認めし むる の 必要が あるので ある、 今囘 の歐洲 大戰爭 を、 祌が 歐洲人 を懲： 

さんがた めに、 彼等の 間に 遣り 給 ひし 者と 見る のが、 其 最も 好き 說明 であると 思 ふ。 

〇 戰爭は 刑罰で ある、 而 して 刑罰 は懲 治で ある、 今 同の 大戰爭 は 愛の神が 歐洲人 を W び 天の 光に 蕩か 

ん として 降し 給へ る 恩惠の 鞭で ある、 不信者 は 曰 ふ 「基督 敎國 でありながら 此戰爭 を 起す と は」 と、 

然れ ども 余 攀は曰 ふので ある 「基督 敎國 であれば こそ 此大 戰亂が 彼等の 上に 臨んだ ので ある」 と、 不 

信者 は 思 ふ、 基督 信者と は 神の 寵兒 であって、 彼等 は 如何なる を 犯す とも、 神 は 決して 彼等 を 罰せ 

ざるべし と、 然し 是れ大 なる 誤謬で ある、 信者 は 神の愛 兒 であるが 故に、 神 は 彼が 難 を 犯す 場合に は、 

不信者 を 罰し 給 ふよりも より 厳酷く 信者 を 罰し 給 ふので ある、 我等 信者が 時に 神より 受 くる 刑罰 は不 

信者の 豫想だ もす る ことの 出来ない 所で ある、 其 如く、 基督 敎國は 非 基督 敎國 よりも 遙 かに 厳酷く 祌 

に 罰せら る \ ので ある、 

も ろ/ \ やから  の A  もろ-, ,\ 

地の 諸の 族の 中に て 我れ た r 汝等 而已を 知れり、 この 故に 我れ 汝 等の 諸の 罪の ために 汝等を 罰せ 

ん 

との 豫 言 者ァ モスが イスラエルの 民に 向 ひて 宣 べし 曾 は 其 儘 今 の 基督 敎 國 に 當筘 る ベ き 者 で ある (亞 

麼士書 三 章 二 節)、 基督 敎國は 特に 神に 惠 まれた る國 である、 故に 神 は 特に 彼等の 諸の 罪の ために 彼 

等 を 罰し 給 ふので ある、 若し 獨逸叉 は 英國が 神 を 知らす 聖書 を學 ばす、 祌の 諸の 恩 惠に與 から ざり し 

國 であるならば んマ 囘の 如き 大災害 は 彼等の 上に 臨まない であらう、 然しながら 神 は 特^に 彼等 を 愛し 
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ふが 故に、 特^に 彼等の 罪 を 間 ひ 給 ふので ある、 信者の 何たる 乎 を 能く 解す る 者 は、 今 ^ の 歐洲の 

大戰爭 に 於て 愛の神の 大 なる 聖 手の 活動 を 認めざる を 得ない ので ある。 

〇 而 して 其 證據は 此戰爭 が 終って 後に 益々 明瞭 かになる ので ある、 開關 以来の 此 大戰爭 も必す 終る 時 

が あるので ある、 而 して 終て 後に 戰の榮 光 は 益々 是等交 戰國の 上に 輝く に 至る ので ある、 獨逸 國の歷 

史を 調べて 見て、 其 民の 信仰 復興が 常に 國カ 衰退の 時に 在った こと を 知る ので ある、 「我れ 弱き 時に 

强し」 i は 個人の 信者に のみ 限る 雷で はない、 基督 敎的國 〔氷 も 亦 其 通りで あるので ある、 國家が 其 全 

意 を國威 宣揚、 國 カ發展 にの み 奪 はれつ- - ある 間に 其 靈的發 展は行 はれない ので ある、 過去 二十 年 

問に 於け る獨 逸の 如くに、 其 富力の 增 進に は 驚くべき 者 ありと 雖も、 其れと 同時に 其 信仰的 墮落 にも 

亦 驚くべく、 歎すべき 者が 甚だ 多く あるので ある、 國家も 個人と 同じく パンの み を 以て 生く る 者で は 

ない、 祌の n より sr つるす ベての 一一 百辭を 以て 生く る 者で ある、 而 して 今 囘の大 戰爭に 由て、 外なる 歐 

洲が大 衰退 を來 たす と 同時に 內 なる 歐洲に 信仰的 大 復興の 臨む こと は 余輩の 信じて 疑 はない 所で ある。 

〇 不信者 は 曰 ふ、 基督 敎國の 衰退と 同時に 基督 敎は 衰退し、 佛敎或 ひ は 其 他の 宗敎が 之に 代りて f 界 

を 支配す るに 至るべし と、 然し乍ら彼等の此期^！^の失望に終るべきは何ょりも明かでぁる、 眞の 基督 

•r; て  はい；！，.  ^fc  5 そ  ほろぼ 

敎は 偽の 基 翁 敎の敗 額の 後に 起る ので ある、 今や 神 は 基督 敎國 を賴 きて 偽の 基督 敎を滅 し 給 ひつ k あ 

るので ある、 過去に 於て 爾 うであった、 現在に 於て 雨う である、 基督 敎は 基督 敎國 以上で ある、 基督 

敎は 基督 敎國の 滅亡 を 以て 亡びない、 然り、 基督 敎が眞 の 光 を 放つ に 至る の 時 は 所謂 基督 敎阈 より、 

此 世の 權 力が 悉く 取り去られて 後に 在る、 キリス トの基督敎はカィゼル の獨逸國ゃ露^^の露國と述命 

を 共に する 者で はない。 


〇 故に 神の 子供 は 今 11 の 此大 戰爭を 見て 反て 神に 感謝す ベ き で ある、 是れ 多量の 恩惠 の 雨 を 含む 黑き 

雲で ある、 玆に榮 光の 新時代 は 人類に 近づきつ 、あるので ある、 キリストの 福音が 地に 最上の 權威を 

持たん がた めに、 人の 作りし 海の 權 威と 陸の 權威 とが 戰 場に 衝突して 相互 を 滅亡し つ. - あるので ある。 

〇 殊に 獨立 信者 は歡 ぶべき である、 玆に 西洋の 基督 敎 なる 者の 内容が 曝露され て 我等 は 益々 之に 頓る 

の 愚を敎 えられつ、 あるので ある、 學 ぶべき は獨 逸の 基督 敎 ではない、 英國の 基督 敎 ではない、 主ィ 

エス キリストの 基督 敎 である、 我等 は 今より 後、 益々 人の 基督 敎、 ル ー テル 敎會の 基督 敎、 英 a 欺 公 

會の 基督 敎、 其 他歐米 人の すべて 淺き、 表面的の、 偽の 基督 敎を學 び 且つ 之に 賴る を廢 めて、，， 直に 神 

の 道なる ィヱス キリストの 基督 敎を 求め、 是を 我等の 有と なすべき である、 歐洲ん rll の 大戰爭 は 我等. 

今日の 日本の 基督 信者に 信仰の 獨立を 促す 雷 靈の聲 であると 思 ふ。 (十月 四日 夜、 東京 角 害 レバ ノ ン 

敎會に 於け る 講演の 要點)  (Bt 書 之 W 究』 十一月〕 
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戰爭の 止む 時 

以赛亜 書 一 一章 一 ー 五節。 

ュダと エルサレム に 關しァ モ ッ の 子 ィザャ が 示されし 所の 言 は 左の. g し。 

to /\ い .a,-.?  も ろ^^ みね 

永の 日 至らん 時には 此事 あらん * 卽ち. H ホバの 家の 山 は 諸の 山の Jg に 堅く 立ち， 諳の镊 に 越えて 高く 錄ぇ， 

して 萬國は 河の 如く 之に 流れ 歸 せん。 

ひ、： 多の K は 來り言 はん * 去來 我等 ヱ ホバの 山に 登り， ヤコ ブの祌 の 家に 行かん. H ホバ其 道 を 我等に 敎へ給 は 

おきて 

ん、 1^ 等 その 道に 步む べしと、 そ は 律法 はシ オンより 出で. エホバの 言 は ヱルサ レムより 出づ ベければ.^。 

もろ/、  .Tfi  や は  つる y ャ..>.-  S り 

ヱ ホバは 諸の 國の間 を 鞠き、 多くの 民 を 和らげん * 斯くて 彼等 は その 劍を 鋤に 打ち かへ- その 翁 を缣に 打ち か 

へん， 國と國 と は 劍を舉 げて相 攻めず. また 重ねて 戰爭を 習 はじ。 

あ、 ヤコ ブの 家よ、 來れ. 我等 H ホバの 光に 歩まん。 

〇 戰爭廣 止 は 人類の 理想で ある、 而 して 始めて 此 理想 を 傳 へた 者 は 一 百 者 ィザャ である、 彼 は 今より 


一 一千 六 百年 前の 昔、 腕力が 世 を 治む るた めの 唯 一 の 能力と 認められし 時に 此 理想 を傳 へたので ある、 

而 して 爾来 幾多の 大戰 爭は鬪 はれ 戰爭麖 止の 如き は 痴人の 夢と して 取极 はれし こと 其幾囘 なる 乎 を 知 

つ る ぎ す ？ 

ら すと 雖も、 而 かも 此 理想 は 今尙ほ 人類の 腦裏を 去らない ので ある、 曰く 彼等 は その 劍を 鋤に 打ち か 

へ、 その 鐘 を 鎌に 打ち かへん、 國と國 と は 劍を舉 げて相 攻めず、 また 重ねて 戰爭を 習 はじと、 然り、 

星霜 更らに 三 干 年、 國は 興り 國は 亡ぶ とも、 ァモッ の 子 ィザャ が エホバに 示されて 傳 へし 此 理想 は 終 

に事實 となりて 現 はれす ば 止まない ので ある。 

〇 然し 注意して 讀む ベ き は 神の 預霄 者に 由 て傳 へられ し 戰爭廢 止 の 必要 條 件で ある、 ィザャ は 唯單に 

戰爭廢 止の 理想 を 述べた ので はない、 唯 だ單に 人類の 進歩に 由て 戰爭は 止むべし 平和 は 臨むべし と宣. 

GOOO0OC00  0  00000  せんでん  わ >** 

たので はない、 彼 は 或る 特別の 場合に 於け る 戰爭廢 止 を 宣傳 したので ある、 此 事を辨 へす して、 ィザ 

ャを 目す るに 平和 詩人の 一人 を 以てし、 S 単に 人類の 理想 を宣 ベた る 者と 見做す は、 彼に 對 する 犬なる 

誤解で ある、 「劍を 打 か へ て 鋤と なし」 云 々の 言 辭は其 前後の 關係を 離れて 單獨 に解釋 すべ き 者で は 

ない、 ィザャ は M ホバの 預言者で あつたので ある、 唯單に 世界の 理想家で あつたので はない、 此事を 

心に 留めす して 預言者の 此辭を 解す る 事 は 出来ない。 

〇 戰爭は 終に 廢 むに 定 つて 居る 、然し!： 時 如何なる 場合に 廢 むので あらう 乎、 ィザャ は 言 ふたので あ 

る、 

もろ/、  い ト！,- き 

エホバ の 山 は 諸の 山の 嶽に 堅く 立ち 云々 

coooc-oc-〇oocoooooooooo  こと  »»»»»»»»»•» 

と、 卽ち rH ホバが 全地に 於て 最上の 地位 を 占め 給 ふ 時に」 との 意で ある、 人類の 問に エホバよりも 

高き 者 あるな く、 叉 M ホバと 位 を爭ふ 者な く、 全世界が H ホバの 配下に 屬し、 彼が 最上の 位に 擧 げら 
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る、 時に、 ^52圃平和の理想が審赏となりて現はるべ しとの ことでぁる、 而 して 此 事た る、 キリスト 降 

^後 千 九 百年の 今日と 雖も 決して- 爾 うでない 事 は 明かで ある、 卽ち今 n と雖も エホバ は 人類の 問に 在 

りて 最上の 位地 を 占め 給 はない ので ある、 今や キリストの 御 父なる H ホバ の祌と 勢力 を 爭ふ者 は 幾多 

あるので ある、 哲學が ある、 藝 術が ある、 政治が ある、 殖産が ある、 是等は 孰れ も 迷へ る 人類に 由て- 

M ホバと 同等の 者に あら ざれば、 ェ ホバ ょりも更らに^！^勢の者として認められて居るの である、 今や 

C1 稱 基督 敎國 に 在りても M ホバの 家の 山 は 諸の 山の 鎮に 堅く 立って は 居らない ので ある、 今や H ホバ 

の {豕 の 山よりも 高い 山が 多く あるので ある、 否ら す、 多くの 自稱 文明 人士 は H ホバの 存在 を すら 認め 

ない の 一 じある、 而 して 斯 かる 場合の F に 戰爭錢 止の 實行を 見る こと は 到底 出来ない ので ある、 預言者 

ィザャ は 世の 所 文明 進歩の 結 茶と し て の 戰爭錢 止を唱 へなかった の で ある、 彼は斯 かる 背理 を唱ふ 

る やうな、 そんな 淺見 者で はたかつ たので ある、 彼 は 戰爭廢 止の 必要 的 前提と して H ホバを 知る の 知 

お  もろ/、 み；！  そび 

識が 水の 尸、 洋を覆 ふが 如くに 全地 を 覆 ひ、 エホバ の 家の 山が 諸の 嶺に 越えて 高く 聳 ゆる 事 を 以てした 

つ. である。 

C 律法 はシ オンよ リ 出で、 ヱ ホバの 言 は ヱルサ レムよ リ出 でんと、 Hy れ 戰爭暖 止の 必. 要條 件の 第一 一で 

ある、 エホバ が 人類の 間に 设 上の 位地 を 占め、 すべての 律法が エホバ の 在 まし 給 ふ M ルサ レムと シォ 

ン とより 出づる 時に、 其 時に 戰爭廢 止 は事實 となりて 現 はるべし との 事で ある、 M ルサ レムと シ オン 

と 云 ふ は、 何にも 世界の 未來の 首府 はパ レス チナの エルサレム に 移さる べしとの 事で はない、 H ルサ 

レム は 何 處に 在ても 可い ので ある、 現 人 マ の 東京で も倫敦 でも 可い ので ある、 唯 M ホバが 其內に 宿り 給 

ふが 故に 眞の H ルサ レムと なり、 其の 內 より 神の 眞の 律法が 出づ るに 至れば、 其れで 事は濟 むので あ 


る、 世界の 首府 を 土 耳 古領ス リャの エルサレム に 移し たれば とて 其れで 平和が 來 るので はない、 預言 

者 の 一一 百 は 單に 地理 學 的に 解 釋し て. は 解らない 、 心靈 的に 解釋す ベ き で ある。 

〇 律法が ェ ホバ の 在し 給 ふ H ルサ レムと シォ ン より 出る に 至る 時に 萬國 平和 は 行 はるべ しと 云 ふ、 而 

して 一 一十 世紀の 今日は 雨う でない ので ある、 今や 律法 は エホバ を 知らない 議 M が 大多數 を 占む る議會 

より 出る ので ある、 而 して 此 事た る 單に 日本 國の議 きに 止まらな いので ある、 英國に 於ても、 米國に 

於ても、 佛國に 於ても、 獨 逸に 於ても、 彼等の 議 會と稱 する 者 は 決して H ホバの 在し 給ふシ オンの 聖 

山で はない ので ある、 無神論者、 社會 主義者、 其 他 H ホバ を識 ると 稱 する も實は 無神論者よりも H ホ 

バ の 事に. 就て 暗ら き 愤侶黨 义敎會 流の 人々 が 議席 を 占む る 所で ある、 而 して 斯 かる 所より 律法が 出て 

其 結果と して 戰爭が 終に 止む に 至る であらう などと、 そんな 無稽 の 事 を 預言者 ィザ ャは唱 へなかった 

ので ある、 ィザャ は 明白に 一一 百 ふたので ある、 律法が シ オンより 出る 時、 其 時に 劍を 鋤に 打 かへ 云々 と、 

ィザャ は 議院 制度の 進步に 由て 戰爭は 終に 止むな らんと 云 ふが 如き、 そんな 平凡 を唱 へたので はない。 

〇 玆に 於て 吾人 は ィザャ の 平和 思想 の、 多くの 近世 思想と 其 根本 を 異にする こと を 見る ので ある、 民 

主 政治の 進歩に 由て 戰爭は 終に 廢 止せら る 、であらう と は 哲學者 力 ン 卜が 始めて 唱 へ た 所であって、 

今尙此 世の 多くの 識者の 唱 ふる 所で ある、 今日の 米國の 平和主義者の 多數 は、 其 基督 信者と 稱 する 者 

までが 此？ 1^ を 採る 者で ある、 彼等 は 若し 歐亞の 諸 邦が 北米 合 衆 國に， 傚 ひ、 純然たる 民主政治 を 行 ふに 

至るならば、 其 時には 戰爭は 絶え、 ィザャ の 預言が 事實 として 此 地に 現 はる-であ らふと 一一 nn ふ、 、ノ- 

バ 1 ド. V 學 前綜理 H リオ ッ ト 氏の 如き も此 說を唱 ふる 者の 一 人で ある、 平和 宮の 寄附 者なる 力— ネギ 

、， イク ラス クリスチャン. シャ. 'ナル  みづか 

1 氏の 如き も亦此 民主 制度 祟拜 者の 一人で ある、 其 他 高等 基督 敎雜誌 を 以て 自ら 任す る 『紐 育 イン デ 
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ぺ ン、. テント』 の 如き も 盛んに 此說を 主張して 居る ので ある。 

0 然 し 乍 ら 吾等 は 知る ので ある、 戰爭の 廢止は 民主政治の 普及に 由て 来らない こと を、 最も 殘虐 たる 

內 國戰爭 は： 主 政治の 本家なる 米國に 於て 鬪 はれた ので ある、 日本 は 議院 制度 を 採 ^ して 後に、 開 翻 

以来の 大戰 爭に從 事した ので ある、 議院 制度の 元祖なる 英國は 南阿の 二 共和 國に 向って 戰を宣 し、 之 

を壓 服せ ざれば 止まなかった ので ある、 戰爭は民主政治の採用並に普及に由て.^^む者でなぃ事の證據 

は 他に 幾 干で も ある、 カント は 大哲學 者で あり、 H リ オット 氏 は 大敎育 家で あるが、 然し 戰爭 魔.^ の 

事に 就て は 彼等が 眞 理を敎 ふる 者で あると は 余輩 は 信じない、 而し て預曾 者 ィザャ も 亦 彼等が 唱 ふる 

が 如き 事を唱 へなかった ので ある。 

〇民主政治の普及に由て戰$1^は止まなぃ、 玆に 於て か社會 主義者 は 起て 曾 ふ、 社會 主義に して 廣く株 

用 せらる、 に 至らば 戰爭は 立 どころ に 止むべし と、 然し 菜して 雨う であらう 乎. 社會 主義 は 菜して 非 

戰の 精神で あらう 乎、 余輩 は爾か 信す る ことが 出来ない、 社會 主義 は 非國家 主義で ある、 故に 之に 由 

て 國際的 戰爭を 絶つ ことが 出来る 乎 も 知らない、 然し 乍ら 社會 主義 は 愛の 精神で はない、 是は 一階 級 

が 他の 階 殺に 對 して 懷く 敵情の 精神で ある、 社會 主義に 由て 國と國 とは戰 はざる に 至る ベ けれども、 

階級と 階級との 問の 爭鬪は 絶えない、 社會 主義に 由て 戰爭 は其區 域を變 へる までぐ ある、 然し 乍ら 戰 

爭其物 は 依然として 存 るので ある。 

〇 美術と ェ藝と は 平和の 大手 段で あると 云 ふ、 實に 美術と ェ藝 とは戰 術と 製 艦と に 優 さるの 平和 手段 

である、 然し 戰爭が 美術と ェ藝 と. に 由て 止まう と は 何人も 信じない、 人類の 戰爭慾 は 美術と ェ藝と を 

以て 制 抑す るに は餘 りに 强く ある、 美術と ェ藝と は 民 を 女性化して 軟弱に する かも 知らない、 然し 乍 


ら、 之に 由て 平和と i ふ 男性的の 美德 は來ら ない。 

〇 而し て 預言者 ィザ ャの唱 へ し 戰爭廢 止 の 恩惠は 以上 孰れ の 方法に 由る も 来らな いので ある、 ィザ ャ 

は 比 事に 關 して は 所謂 現代人と 全然 所信 を 異にする ので ある、 ィザャ は 首 ふので ある、 エホバ の 家の 

ろ/、, f  -  さ て  みや 

山が 諸の 嶺の 上に 高く 聳 ゆる 時に 而 して 律法が H ホバ の 在し 給 ふシォ ンの 殿より 出る 時に、 而 して H 

一つ， 、-  4.  t  や は  0  0  0  0  0  0  0  0  0  C  0 

ホバが 諸の 國の間 を鞫き 多くの 民の 間 を 和らげ 給 はん 時に、 エホバが、 然り H ホバ銜 自身が 全人 類の 

立法 部と たり、 叉 行政 部と なり、 叉 國際的 最高 法院 となり 給 ふ 時、 其 時に、 彼等 は劍を 鋤に 打ち かへ • 

鎗を 鎌に 打 か へて 云々 と 言 ふたので ある、 預曾 者ィザ ャの唱 へし 戰爭廢 止の 幸福 は 民主政治に 由て 來 

るので はない、 H ホバの 政治に 由て 來 るので ある、 社會 主義に 由て 來 るので はない、 幅 昔 主義に 由て 

來 るので ある、 美術 ェ藝に 由て 來 るので はない、 ィ H ス キリストの 福音の 宣傳と 其 信仰と に 由て 來る 

ので ある、 エホバ、 エホバ、 エホバと M ホバを 離れて 戰爭は 止まない ので ある、 M ホバを 離れて 世界 

の 平和 は來ら ない の で ある、 ィザャ は 現代の 思想家 の やうに、 H ホバを 離れた る 非戰論 や 平和主義 を 

唱 へたかった ので ある。 

〇 ィザ ャの預 言 は爾 うであった として、 イエスキリストの 御 父た る H ホバの 神が 萬 國を鞫 き 給 ふと 云 

ふ 事は實 際に 有るべき 事で あらう 乎、 此 問に 對 して 聖書 は 創世記より 默示錄 に 至る まで 「有る」 と 答 

ふるので ある、 而 して 此 事に 關 して は ィザャ に 限らない、 預言者と 云 ふ 預言者 は 異口同音に 「有る」 

と 答 ふるので ある、 而 して ィ H ス 御自身 も 亦此事 ある を 敎へ給 ひ、 彼の 使徒 等 も 悉く 之を唱 へたので 

ある、 舊 約に 在りて は 「エホバの 降臨」 と 云 ひ、 新約に 在りて は 「キリストの 再來」 と 云 ひて、 此事 

--Jh- の あ、  OOOCC つ  0O000C  あ. 1! 

を 取 除いて 聖書 は 無い ので ある、 H ホバの 統治、 神の 國の 建設、 聖書が 與 ふる 人類の 理想 は此 一言 を 
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以て 盡 きて るので ある、 若し 此 事が 無いたら ば 架-書 は 虚偽 を 語る ので ある、 聖書 記者 は 其す ベての 

OOOOOCOOC  V  く-?  C  0  0  0  0 

信用 を睹 して 言 ふので ある、 ェ ホバ は必す 人類 を 統治め 給 ふべ しと。 

〇而 して 人類の 理想 も 亦 1  赏は玆 に 在る ので ある、 詩人の 夢と 云 ひ、 美術家の 理想と 云 ひ、 實は 之に 外 

ならない ので ある 、神が 最後に 人類の 間に 降り 給 ひて 之 を 統治め 給 ふに あら ざれば 人生 は 絕&！ 1! である 

ので ある、 人類 は 自己の ぎ 力に 由り て 完全の 域に 達し 得べ しと は、 彼等が 靜 かに 且つ 眞 面目に 考 ふる 

時に 如何しても 思 はない ので ある、 時 如何なる 方法に 由る か、 其 事 は 解らない、 然し I： 時 か 或る 方 

法に 由り て、 人類の 努力が 靈く 失败に 終りし 後に、 祌 御自身が 人類の 理想 を事實 として 出現し 給 ふべ 

しと は 人類の 心の底に 深く 沈んで 居る 所の 理想で あると 余輩 は 信す る、 二 干 六 百年 前 西方 亞細亞 の 一 

小 邦 ユダヤの 一 預言者の 宣 ベた る萬圃 平和の 預言が 令尙ほ 忘れられす して 全人 類の 理想と して 唱 へら 

る、 を 見ても、 此 理想の 人類 ra: 有の ものであって、 決して 跡な き 夢で ない 事が 判明る ので ある。 

〇 戰 爭の廢 止、 其^5?-を實現するための手段はィヱ スキリ ストの福音の宣傳でぁる、 エホバの 聖 名を擧 

もろ/ ヽ 

ぐる ことで ある、 彼の 家の 山 を 諸の 山の 嶺に 堅く 立つ る ことで ある、 ィ H ス キリストの 御 父なる 愛の 

神に 最上の 權 威と 榮 光と を 奉る 事で ある …… 之 を 除いて 他に 戰爭廢 止の 實行を 見る 途は 無い ので ある、 

<SA  △△△△  <1<"<1<3<3<<1  △△<:<:< ：厶  < ：厶 

而 して ィザ ャは 明かに 此事を 預言した ので ある、 彼 は キリストの 弟子なら ぬ 政治家 を會 頭に 戴く 平和 

A  A  A  A ハ  <:<1<:<"<:<<0 厶 △△△△ 厶 <I<:<3A<1<3 厶 <3<3AA< ！ 

協會の 運動に 由て 戰爭廢 止が 行 はれ やうと は說 かなかった ので ある、 ィ H ス キリストの 十字架の 福音、 

H ホバ 御自身が 彼に" 反き し 人類に 提供し 給 ひし 和解 S 福音、 希臘 人に は 愚かなる 事、 猶太 亞 人に は 躓 

きの 石、 哲學者 が 嘲け り、 宗敎家 が 疑 を 挾 さむ 此單 純なる 福音 こ そ 最後 に國 をして 兵備 を 解かしめ、 

をして 刽を打 かへ て 鋤と なし、 鎗を打 かへ て 鎌と なさし むる 最大 唯一 の 勢力で ある、 故に 預言者 は 


更ら に 此 勢力 を 讚 へ て Iw ふた の で あ る , 

g5 〔の. dKS へ、 平和 を吿 げ、 善き 音信 ni 曰) を傳 へ、.. g を 告げ、 シ オンに 向 ひて 汝の祌 は 

統治め 給 ふと 一一 百 ふ 者の 足 は 山の 上に 在りて 如何に.; g はしき かな、 

と (以賽 第五 士 一章 七 節、 羅馬書 第 十 章 十五 節」 0  (i 書 之 _w 究』  一 H0  、 


文明の 最： r 爻 


創世記 十 一 章 一 —九 節 

全地 は 一 の 一一 一一 i へ 一 の 音の みなりき、 兹に 人々 東方に 移りて シナル の 地に 得て に 住めり. 彼等 に 

言 ひける は r;fKy 我等 甎を 作り 之 を 善く 燒 かん」 と。 遂に 石の 代りに か を 獲. ：^;^ の 代りに を瘦 たり， 又 

言 ひける は 「去來 我等 邑と 塔と を 建て 其 塔の 頂 を 天に 到らし めん、 斯 くして 我等 名 を 揚げて 全地の 5^.5^,. に 散る 

こと を 免が れん」 と。 

ヱホバ 降りて かの 人々 の 建つ る邑と 塔と を兑 たま ヘリ. M ホバ霄 ひ 給 ひける は r 視ょ、 民 は I にして 皆な 一 の 

言 か 語し 用 ふ、 今 旣に之 を爲し 始めた リ * 然れば 凡て 其の 爲 さんと —i る 事 は. め 得られ. さるべし， i^-i我等降 

一り.^. 11 にて 彼等 の 言語 を し. 互 に 一 百 語 を 通ず る こと を 得 ざら しめん」 と エホバ 遂に 彼等 をが；^ より 全地 の" g 

面に * はらし 給 ひければ、 彼等：： 巴 を 建つ る こと を罷 めたり， 是 故に 其 名 は バベル ま) と、 まばる， 是は エホバ 

大正 ET 年 (一 九 一 五 年)  《,」、，，， 


彼 おんに 全地の 〈ass を 访 し 給 ひしに 山り てな り。 

〇 人類が 神の 援助に 依らず して 自分の 智慧と 能力と に 由り て 自分の 安全と 幸福と を 計る 事、 其 事が 文 

明で ある、 束 作文 明と 云 ひ、 西洋文明と. 〔一 ひ、 希臘 文明と 云 ひ、 日本 文明と 云 ひ、 共の 動機に 至て は 

孰れの 文明 も 少しも 異なる 所 はない、 文明 は 無 神 主義とまで は往 かざる も必す 人間 主義で ある、 地 的 

であって 一入 的で ない、 祌を 利^す る こと ある も、 自己 を捐て 神に 從 はんと 欲する 者で はない。 

？-こ  は-  りか  え じぶ i 

〇文 明 は 何處に 創始 まりし 乎、 其 事 はよ く は 判明らない、 或 ひ は 埃 及で ありし と 云 ひ、 或 ひ は バビロ 

一一 ャ であり しと 云 ひ、 或 ひ は 支那で ありし と 云 ふ、 或は 同時に 三處 に突發 したる 者で ある 乎 も 知れな 

い、 而 して 創世記の 玆 所に 記て ある 所の 文明の 世界 最舊の もの k 一  でありし こと は 放て 疑 ふべき でな 

い、 「シ ナルの 地の 平野」 と 云 ふ は 今の所 謂メソ ボタ ミヤの 南部であって、 チ グリス、 ュフラ テの兩 

た ^ が 相 合す るの 邊を謂 ふたので ある、 兹 所に セム 人種の 最初の 文明が 起った ので ある、 創世記 第 十 

一 章 は セム 文明 濫觴 の 記事と 見て 差閊が 無 い の で あ る。 

〇 時 は ノアの 大 洪水の 後で あった、 其 災厄 に縱 りし ノアの 子孫 は 甚く 生活 の 危險を 感じた ので ある、 

如 3： にして. 冉 度の 災 1^ を 免が れん 乎と は 彼等 各自の 心の中に 起り し大 問題であった、 兹に 於て か 彼等 

は 同心 協力して 將來に 於け る 彼等の 安全 を 計った ので ある。 

彼等 互に 云 ひける は、 去來 我等 甎を 作り 之 を 善く 燒 かん …… 叉 一一 目 ひける は 去来 我等 邑と 塔と を 建 

て 其 塔の 頂 をして 天に 達せし めん、 斯 くして 我等 名 を 揚げて 地の 表面に 散る こと を 免が れんと。 

斯 くして 彼等 は 相 共に 謀りて 大 洪水の 再 ^ に備 へ、 合せて 勢力 を 得て 威 を 四方に 張らん としたの であ 

る、 邑を 作りし は團 結の ためであった、 塔 を 建てし は 安全の ためであった、 彼等 は如斯 くにして 神の 


援助 を 仰ぐ ことたく して、 彼等 自身の 力 を 以て 勢力の 扶殖と 生活の 安全と を 計った ので ある、 彼等 は 

令 日の 米國 人の 如くに 相互 を勵 まして 首 ふたで あらう、 r 團結は 勢力な り」 (union  is  stl.eng.th) と、 

3  V  S  ちか つ * ち. -r" 、わ い 

又 「智識 は 能力な り」 (Knowledge  is  power) と、 彼等 は 神の 能力 を 除外して、 人間の 圑 結と 智 ill と 

に 由て 社會の 鞏固と 生命 財產 の 安全と を 計 つ た ので ある。 

〇 然し 乍ら 神 は 此事を 許し 給 はない ので ある、 人 は 神の 子で あれば 彼 は 神の 親權を 認めす して 存在し 

得べき 者で ない、 叉 神 は 人 を 全然 放棄 せんとし 給 ふに あら ざれば、 人の 斯 かる 計 畫を觀 過す る こと は 

出來 ない、 神の ためで はない、 人の ために 神 は 人の 斯 かる 計 畫を 禁止め ざる を 得たい ので ある、 若し 

人が 祌に 依る ことなくして 固く 相互に 結ぶ ことが 出來、 又 神に 賴む ことなくして 永久に 安全なる を 得 

るなら ば、 是は 神と 人との 間に 存 する 神聖なる 親子の 關 係の 破壤 である、 神の 悲歎、 人の 不幸、 之に 

i る もの はない、 故に 祌は 人の 神 を 離れた る 安全 策、 卽ち 文明の 成功に 干涉 せざるを得ないの である- 

神 は 御自身の 愛に 强 いられて 人の 文明 を 失敗に 終らし め 給 ふので ある。 

み， V た 

〇 バビロ  ニヤの 平原に 起り し セム人 II- の 文明 を蠻 はして 天の 神 は 一一 一一 II ひ 給 ふたので ある、 

視ょ、 民 は 一 にして 皆な 一 の 言語 を 用 ふ (神 を 離れて 身の 安全 幸福 を 計らん とする 民の 心 は 一 に 

して 其 言 ふ 所 は 一な り)、 今 旣に之 を爲し 始めたり (彼等 は 無謀に も其實 行に 着手したり)、 然れば 

凡て 其の 爲 さんと 圖る事 は 禁止め 得られ ざるべし (令 ゃ說 論 を 以てして 其 計畫を 中止す る こと 難 かる 

べし)、 去 _ ^我等 降り 彼處 にて 彼等の 言語 を I し (然れ ば 三位の 神 は 彼等 不虔の 人類の 中に 降り、 彼 

等の ぎ 想 を 清し、 彼等の 圑結を 破り)、 互に 言語 を 通す る こと を 得 ざら しめん (彼等の 間に 誤解 を 起 

し、 彼等 をして 相互 を 解し 得ざる に 至らし めん， } と (六、 七 is)、 

大正 K 年 (一九 一 五 年〕  w 六 五 
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此 場合に 於て 「言語」 は 「思想」 と 解す ベ き で ある、 ァ ラ ビ ャ語 とか、 ヒ ブ ラ ィ語 とか 云 ひ て 言語 が 

一であった ので はない、 彼等の 思 ふ 所が 一であった ので ある、 神 を 離れて 人間 相互の 協力 一 致に 由て、 

卽 ちん？' 日 の 言 辭を以 て 首 ふなら ば、 完 全なる 社會 組織 の效 架に 由て 安全 幸福 を 計らん とする、 其 思考 

に 至て は バベルの塔の 下に 集まり 來 りし 凡ての は 一 致した ので ある、 而 して 此 m 心 想た る嘉 すべき や 

うであって 實は 甚だ 賤 しむべ き 者で ある、 此 思想 を 破 壌せ すして 眞 個の 社會を 人類の 間に 見る こと は 

出來 ない ので ある、 而 して 神 は 人類 を 愛する 其 愛に 强 いられて、 人類の 此 「曾 語」、 卽ち 神の 眼より 

視 たる 危險 思想 を 「清し」、 卽ち破 壤し給 ふので ある。 

〇 祌は 人類の 社會 組織 完成の 計畫を 打破し 給 ふた、  ノ 

ヱホバ 遂に 彼等 を彼處 より 全地の 表面に 散らし 給 ひければ 彼等 邑を 建つ る こと を罷 めたり (思想 

. ： &亂の 結果 は 相互に 對 する 誤解と なりて 現 はれ、 玆に神 を 中心とせざる 團結は 心の 衷 より 破れ、 

彼等 は 離散して 全地に 散亂 する に 至りければ 都邑の 建設、 卽 ち社會 組織 完成の 企圖は 玆に罷 みた 

り)、 是 故に 其 名 は バベル C 清亂) と稱 せらる (八、 九 節 〕。 

祌は 人類の 團結を 破る に 當て此 世の 壓制 者が 採る 途を 採り 給 はない、 彼 は シナル の 地に セム 人が 築き 

こズ  みつ 

し 塔を壞 ちて 彼等 を散亂 せしめ 給はなかった、 彼 は 彼等の 心 を 動かし、 其 思想 を淆 し、 彼等 をして 相 

互 を 誤解す るに 至らし め、 以て 彼等 をして 離散せ ざる を 得ざる に 至らし め 給 ふた、 祌は靈 である、 故 

に 主に 靈を 以て 働ら き 給 ふ、 叉靈を 以て 働ら き 給 ふに 方て 彼 は 特^に 惡靈を 人に 途り給 ふ 必要 はない 

ので ある、 「ュ ホバ首 ひ 給 ひける は、 我靈 永く 人と 爭 はじ、 其 好む 所 肉 なれば なり」 と ある (創世記 

六 章 三 節〕、 神が 其靈を 人より 撒 间し給 ふ 時に、 其 時に 人の E 心 想 は 混亂 し、 彼等 は 相互 を 疑 ひ、 相互 


に爭 ひ、 M 結 は 破れて 分爭が 起る ので ある、 兹に 於て か 

爾の聖 き靈を 我より 取り 給 ふ 勿れ 

との ダビデの 祈禱の 意味が 明瞭になる ので ある (詩篇 五十 一の 十一 ：}、 神が 其靈を 人より 取り 給へば 

其 時に 團結は 絶え、 平和 は 破れ、 誤解 は 生じ、 遂に 戰爭が 起る に 至る ので ある。 

〇 如斯 くにして シナル の 地の 平野、 卽ち バビロ  ニヤ 平原に 起り し 人類 最初の 文明 は 全然 失 耽に 終った 

ので ある、 勿論 文明の 程度 は 甚だ 低く あった、 彼等の 建築 術なる 者 は 「石の 代り iJ 甎を獲 灰沙の 代り 

に 石 漆 を 獲る」 に 過ぎなかった (三 節)、 而 して 叉 洪水の 災害 を 免が る i の 方法と しても 彼等 は 其 高 

さ 天に 達する の 塔 を 築く より 他の 方法に 思 ひ當ら なかった、 然し 乍ら 人類が 自分の 智慧と 能う 力と に 由 

て 安全 幸！ i を 計りし 點に 於て 此 初代の 文明 は 其 後に 起り し 文明と 何の 異なる 所はなかった、 然り、 其 

點に 於て は 人類が 今日 誇りと する 西洋文明 又は 所謂 基督 敎 文明と 雖も、 最初の バビ a 一一  ャ 文明と 何の 

異なる 所 はな いので ある、 今に 到る も 人類 は 神に 賴ら すして 自分の 智慧と 能力と に 由り て 安全 幸福 を 

つ _ ^りつ k あるので ある、 彼等 は 種々 の發明 をな して、 洪水の みならす、 凡ての 天變 地異に 備えん とし 

つ、 あるので ある、 彼等 は 叉社會 組織 を 完成して、 人類 は 人類 だけで 完全な らんと 努めつ 、あるので 

ある、 人類が 常に 求めつ、 ある 者 は祌を 省いた る 安全と 幸福と である、 彼等 は 勿論 宗敎の 必要 を 口に 

する こと ありと 雖も、 开は 宗敎を 自分の ために 利用 せんとす るに 止て、 之に 萬 物を獻 げんと 欲する の 

でない、 人類 は 今尙ほ 自分 中心であって、 其 文明なる 者 は 自己 奉仕に 外なら たいので ある。 

〇 而 して 其 結果た る や 如何？ バ ビ n  -ー  ャ 平原に 起り し" 取 初の 文明の 迹を逐 ふに 止まる ので ある、 卽 

ち滑亂 である、 失 耽で ある、 社會 組織の 破壤 である、 人類 相互の 離反で ある、 大戰爭 である、 バベル 

大正 ra 年 (一九 1 五 年)  SI 六 七 
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卽 ち滑亂 の 名 を 以て 呼ぶべき は シナル の 平野に 起り しセム 人種の 文明ば かりで はない、 獨 逸の 平野に 

起り し獨 逸文 明 も， 爾か稱 すべきで ある、 英國の 島嶼に 起り し アングロサクソン 文明 も 爾か稱 すべきで 

ある、 ミシシッピ 平原に 起り し米國 文明 も 雨か稱 すべきで ある、 佛蘭西 文明 も 塊 地 利 文明 も、 露 西 

文明 も、 然り、 日本 文明 も 爾か稱 せざるを得ない、 文明の 名 は 立派で ある、 然れ ども 其 實は淆 厳で あ 

る、 凡て バベルの塔 である、 人類の 大 恥辱で ある、 誇るべき 者で はない、 恥づ べき 者で ある、 遲 かれ 

早 かれ 大 失敗に 終るべき 者で ある。 

〇 而 して 卄 世紀の 始めに 方て、 人類が 作り上げし 最大 最高の 文明 は、 今や 地上す 臨みし 最大の 清亂と 

なりて 文明の 本家本元 たる 歐洲の 地に 於て 實 現されつ & あるので ある、 人道 は聲 高く 唱 へられ、 美術 

と 文藝と は廣く 耕され、 社 會と國 家と は科學 的に 建設され、 人類 幸福の 增進は 其 極に 達した 如くに 言 

はやされつ k ありし 間に 忽焉 として 大破 壤は來 り、 人道 は 化して 獸道 となり、 美術 は 破棄せられ、 文 

藝は嘲 けられ、 社會 組織 は 其根抵 より 顚 覆されん としつ k ある、 曾て は 異人 種に 對 して 一家 族で あり 

し 乎の 如くに 唱 へられし 白人種 は 今や 二 個の 陣營に 分かれ、 其 一 方が 他方 を 憎む の 憎惡は 激甚 を 極む 

と 一一 目 ひて 尙ほ 足りない ので ある、 玆に 彼等の 文化の 塔 は 倒れ、 社 會の邑 は 亡びん としつ，^ あるので あ 

る、 彼等が 苦心 計營 せし 鐵道 事業 も、 電氣 事業 も、 商業 も 工業 も 悉く 罷ん で、 唯戰 爭の惡 魔の み 得意 

然として 全地 を 横行し つ 、あるので ある。 

〇 第一 一十 世紀の 歐洲 文明 は 四千 年 前の バ ビ 口  ャ 文明と 同じく 人間 本位なる が 故に 兹に 大破 壊に 終り 

つ k あるので ある、 神が 其 聖き靈 を 英國人 又は 獨 逸人の 心より 撒 囘し給 ひしが 故に、 彼等 は 「同一 Q 

1 一目 語、 一  の 音韻」 の 民た るに 係 はらす、 「互に 言語 を 通す る こと を 得ざる」 に 至り、 血族 相反き て 


相互の 絶滅 を 計る に 至った ので ある、 獨 逸人 は 其 文化 (Kultul.) のために 戰 ふと 云 ひ、 英！： 人 は其自 

由の ために 鬪 ふと 云 ふ、 而 かも 文化 も 自由 (政治的) も 神と は 直接 何の 關係も 無い ものである、 二者 

共に 所謂 文 明の 果實 であって、 エデンの 園に 人類の 始祖 を 誘 ひ し 善惡を 知る の樹の 果實の 如くに 貧 ふ 

うるまし 

に 善く 見る に 美麗く あると 雖も、 之 を 食 ひて 國：！ ^は 終に 神の 聖 前より 逐 はれざる を 得ない ので ある、 

彼等 は 之を稱 して 文明の ための 戰爭 であると 云 ふ、 然り、 文明の ための 戰爭 であると 同時に 文明の 故 

の戰爭 である、 彼等の 大敎會 堂、 大 劇場、 大 宮殿、 大 賭博場 等 を 以て 代表 せらる \ 彼等の 文明 卽ちバ 

ベルの 塔が 神の 鞫く 所と なりて 今や 崩壞 しつ k あるので ある。 

〇實 に！： の 救濟は 文明に 在りと 思 ふたの が大 なる 間遠で あつたので ある、 文明 は 國を救 はない、 却て 

之 を 減す、 國を救 ふ 者 は 文明 以外に 他に 在る、 其れ は 神の 正義で ある、 神が 其 獨子を 以て *1 に 示し 給 

ひし 正義で ある、 之 を 除いて 他に 國をも 人 を も 救 ふ 者 は 無い。 

義は國 を 高く す 

と 云 ふ其義 である (箴言 十四 章 三十 四 節)、 叉 預言者 ィザャ が 雷 ひしが 如く 

爾 (エホバ：！ に 事へ ざる 國と 民と は 滅び、 其國々 は 全く 荒廢 るべ し、 

國 家の 隆與を 文明に 頼んで 國民は 失望に 終らざる を 得ない (以 賽亞書 六十 章 十一 一節)。 

〇 誠に 此 地球 は 文明の 墓場で ある、 一た び舆 きて 終に 滅びし 文明 は擧 げて算 ふべ からすで ある、 ュフ 

、つづ  、フづ i 

ラチス 河畔に はバビ n 一一 ャ 文明が 埋まって 居る、 チ グリス 河畔に は アツ シリャ 文明が 埋 つて 居る、 ナ 

ィル 河畔に は 埃 及 文明が 塊 まって 居る、 バルカン半島に は 希 職 文明が 埋まって 居る、 ^太 利 半島に は 

羅馬 文明が 埋まって 居る、 其 他 小 亞細亞 に はヒッ タイト 文明が、 伊 蘭 高原に は 波 斯文 明が、 戈 销の砂 
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漠には 蒙古 文明が、 南米 アンデス 山 巾に は祕 文明が、 墨 西哥 せ： re- に は 古代の メキシコ 文明が g れも 

均： 葬され て あるので ある、 文明、 文明と 唱 へて、 文明 は 世界最大の 物で ある、 幸福の 源で ある、 光榮 

の 極で あるかの 如くに 思 ふ 者は是 等の 文明の 墓石に 接して 感慨の 念に 堪えぬ であら ふ。 

〇 余 は 繰返して 云 ふ、 文明に 非す 福 昔な りと、 我等 今や 目前に 人類が 產 出せし 其 最大 文明が g かれつ 

つ ある を 見て、 人の 築き上げし バベルの 邑を 去て、 神の 造り 給 ひし 都なる 聖き ヱルサ レムへ と！！ 升り 往 

くべき である。 (大正 三年 十一月 四日、 東京 柏木 聖書. 講堂に 於け る 講演の 大意〕 

(『聖書 之 研究』 一 刀) 

敎會 と戰爭 

基督 敎が 基督 敎會と 化成せ る 時 必す戰 爭を贊 成す る、 敎會 と可戰 論と は附隨 物で ある、 而 して 基督 

敎が 元の 無敎會 主義に 還る 時に 必す 戰爭 に反對 する、 無敎會 主義と 非戰 論と は 同じく 叉附隨 物で ある。 

戰(.^赞成の 一事に 就て はすべ ての 敎會が 一致す る、 羅馬 天主 敎會、 露國正 敎八气 英 W 進 公會、 獨逸 

ル ー テん 敎會、 英米の メソヂ スト 敎會、 長老 敎會、 組合 敎會、 バ プチ スト 敎會、 其 他 六 百有餘 の諸敎 

會は 悉く 可戰 論者で ある、 而 して 非戰 論者た るべき ク H 1 力 ー 派 さへ 今や 戰爭 に對 して は 昔時の 如く 

に 明. G なる 反 對を唱 へざる に 至った、 見渡す 限り 所謂 基督 敎界 なる 者 は 一般に 戰爭 の贄成 者であって、 

多くの場合に 於て は 其の， 蹣 歌^で ある、 而 して 明 .0 に 非 戰論を ふる 者 は 無敎會 主義者に あら ざれば、 

基督 敎會 に對し 常に 反抗の 態度に 出る 社會 主義者 並に 主 理論 者で ある、 非戰論 は敎會 の內に 於て は唱 


へられない、 其 外に 於て 唱 へらる、 監督 は 軍旗 を 祝福し、 神 學者は 聖書の 一 百 を 引いて 戰爭を 辯 明す る. 

非戰 論の 可否 は 余輩の 玆に 論ぜん と 欲する 所でない、 然れ ども 其の 敎會 に關 係な き 者に して 主として 

敎會 以外に 於て 唱 へらる k 所の 者た る は 何人も 認 むる 所で ある。 

非 戰論を 採らん 乎、 敎會を 離るべし、 而 して 余輩 は敎會 に忠實 なる 者に して 非戰 論に 熱心なる 者の 

ある を 知らす、 叉非戰 主義 を 確守す る 者に して 安閑と して 敎會に 止まる 者の ある を 知らないの である- 

(『聖書 之 研究』 十 

愛の 中 立 

<水楚 は 英國を 愛する、 英！； は ミル トンと コ s ムゥェ ルとヲ ルヅヲ スとカ ー ライルと を 生んだ 國 であ 

る、 縱し 余輩 は 其 敎會と 僧侶と 貴族と を 愛し 得ざる にせよ、 余輩に 侗 人の 自由の 何たる 乎を敎 へて 與 

れ し英國 を 余 M は 愛 せ ざらん と 欲する も 能 はす で ある。 

余輩 は 獨逸を 愛する、 獨逸は ル ー テルと メ ランク トンと、 カントと シ ルレ ルと、 ネアン デル と、 シ 

ユラ ィヱル マへ ルとを 生んだ 國 である、 縦し 余輩 は 其軍國 主義と 鐵血 政治と 一一 イチ H 哲學と を 嫌 ふに 

せよ、 余輩に ブ 0 テス タン 卜 主義 を 供し、 信仰の 自由 を敎 へて 與れし 獨逸を 余輩 は 愛せ ざらん と 欲す 

る も 能 はすで ある。 

然るに 今や 余輩の 此ー 一友 國は、 然り 恩人 國は 相互に 對し 激烈なる 交 戰的狀 態に 於て 在る ので ある、 

而 して 其 一 が 亡び ざれば 他 は 起つ 能 はざる の狀 態に 於て 在る ので ある、 英國の 側に 立ちて 獨逸を 3- ん 
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乎、 暴虐に して 赦 すべから ざる 國 である、 獨 逸の 側に 立ちて 英國を 見ん 乎、 僞善 にして， 詛 ふべき 國で 

ある、 二者の 間に 立ちて 余輩 は 孰れ を 責め、 孰れ を贄 くべき 乎 を 知らないの である、 二 友 國の交 こ， 

際し 余 は絕對 的中 立 を 守る に 甚だ 苦しむ ので ある。 

？み きみ  V？  わ, r- 

玆に 於て か 余輩 は W び 余輩の 救 主にして 主の 主、 王の 王なる キリス トイ H スに往 くので ある、 而し 

て 彼に 在りて 余輩の 中立 を 守る ので ある、 余輩 は 彼の 立場より 兩交 戰國を 見て、 其" i 濟を 祈る ので あ 

る、 余！^ は英國 のために 祈りて 言 ふので ある r 祌ょ 我が 英國を 救 ひ 給へ」 と、 又獨 逸の ために 祈りて 

言 ふので ある 「神よ 獨逸を 救 ひ 給へ」 と、 而 して 神 は 如何にして 余 蒙の 此ニ 個の 矛盾せ る 祈禱を ii^ 

れ給 ふや を 知らす と雖 も、 靳く 祈りて 余 « は 心に 平安 を 感じ、 神 は 人の 知らざる 方法に 由り て ニ國孰 

れをも 完全し 給 ふ を 信す るので ある、 英國 にして 亡びん 乎、 是れ 人類の 大 不幸に して 余輩の 大 悲痛で 

ある、 獨逸 にして 亡びん 乎、 是れ 人類の 大損 失に して 余輩の 損害で ある、 余輩 は キリス トイ H スれ僕 

として ニ國 孰れの 滅亡 を も 祈 求 ふこと は 出来ない、 余輩 は 余輩の 二 友 國が國 家 的 生命 を 賭して 雌雄 を 

決せん としつ 、ある 間に、 主ィ H スが 血潮の 流が る、 聖手を 仲ば して ニ國 のために 聖 父に 祈り 給 ひつ 

つ ある 其 心 を 以て、 余輩の 弱き 小なる^ 禱を 彼等の ために 捧げつ k ある。 

如斯 くにして 神に 在り 愛に 由る 中立の み 純 乎た る絕對 的中 立で ある、 人 は 消極的に 冷然と して 眞個 

の 中立 を 守る こと は 出来ない、 其 日 を 善 者に も惡 者に も 照し 雨を義 者に も 不義 者に も 降し 給 ふ； 大の父 

の 心 を 以てして のみ、 交 戰國の 間に 立ちて 雨 者の ために 其 最善 を 祈りながら 不偏の 中立 を 守る ことが 

出来る、 戰 時に 於け る 中立の ことたる 決して 容 い 事で はない。  (『聖 甞之 研究』 十二月) 


ノ ァ の大 洪水 を 思 ふ 

モ；？  ふ, た 

〇 ノアの 大 洪水 は 讀んで 字の 如く 水の 大 洪水であった、 其 時、 全地の 人 H ホバ に叛 き， 其 道を紊 し、 

は 5;f,.;.  く  - ゾリ/. •  ほろぼ 

暴虐 世に 滿盈 たれば、 H ホバ 地の 上に 人 を 造りし こと を 悔い て、 すべ ての 人 を^と 共に 滅 さんため に 

此大 洪水 を 送り 給へ りと 云 ふ (創世記 六 章)、 唯 其內に 一人の 敬虔の 人 ノア ありて、 彼 は M ホバの 指 

はこ ふね  せんめつ 

導に 與 かり、 方舟 を備 へて、 彼の 一家と 共に 殲滅 を 免 かれて 救 はる &事を 得たり と 云 ふ。 

〇 然し 洪水 は 水に のみ 限らない ので ある、 世に は 思想の 洪水が あり、 叉 情熱の 洪水が ある、 或る 思想 

の 全世界 を 風靡して、 之を懷 かざる 者 は 殆んど 一人 もな きに 至る 場合が ある、 發 口て は 革命 思想の 全 世 

界を掩 ふて、 各國 孰れ も 革命 を 見た 場合が あった、 進化 思想の 全世界に 瀰漫 して、 i€ 事 萬 物、 悉く 進 

化の 理に 由て 說 明せられ し 場合が あった、 帝國 主義の 洪水が あった、 自然主義の 洪水が あった、 而し 

て 其の 地上に 臨む や、 一 時 は 全世界が 其 下に 埋沒 せられん とする 乎の 如き 觀が あるので ある、 然し 乍 

ら、 世に は恆に 少數の ノアと 其 家族と が ありて、 上よりの 指導に 與り、 信仰の 方舟 を 偏へ、 其 內に籠 

りて、 所謂 r 揪界 思想」 の 噬吞， を 免 かれ、 1$ たび 神の 靑天 白日 を 仰ぐ に 至る ので ある。 

〇 思想の 洪水の ほかに 情熱の 洪水が ある、 投機熱の 洪水が ある、 其 時 萬人齊 しく 一  撰 干 金 を 思 ふ、 虛 

榮 熱の 洪水が ある， 其 時 國人擧 て 位階と 勳章 と. に 惊憬れ る、 實業 熱の 洪水が ある、 其 時 思想と 信仰と 
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は 疎ん ぜら れ、 俗智 と商ネ とのみ 尊 まる、 人 は 感情の 動物で あると 云へば、 彼 は 熟の 驅る 所と たり 

易く、 隨て 情熱の 洪水の 國民叉 は 人類 を 襲 ふこと はおん ど間斷 なき 狀態 である。 

〇 而 して， やや 情 熟の 一大 洪水 は 全世界 を 浸しつ k ある、 其れ は 謂 ふ 迄 もな く戰爭 熱の 洪水で ある、 世 

界 開闢て 以來 未だ 曾て 斯 んな大 洪水の 臨んだ 例 は 無い ので ある、 ノアの 大 洪水 も 目下 世界に 漲りつ 、 

ある 所の 戰爭 熱の 大 洪水に 比べて 見れば 實に 語る に 足りない ので ある、 今日に 至る まで 戰爭 熱の 洪水 

の 世界の 此所彼 所 を 襲 ふた 例 は 決して 尠 くないの である、 然し 乍ら 大正の 四 年、 紀元の 千 九 百 十五 年 

に、 世界に、 而 かも 其 最も 美き 部分に 於て 漲りつ、 ある 此 洪水に 比べて 見れば、 「七 年 戰爭」 の 洪水 

も、 ナボレ オン 戰ハ 辛の 洪水 も 小なる 洪水と 稱 ぶより ほか は 無い ので ある、 今や 戰 爭の大 洪水 は 英帝國 

を埋？ i し、 佛國、 伊國、 獨逸、 填國、 露國、 土國、 其 他 三 四の 小 邦 を 浸し、 而 して 其 餘波は 東洋の 極 

に 位する 我 島帝國 にまで 及んだ ので ある、 而 して 智者の 觀 察する 所に 由れば、 此 洪水た る や 容易に 收 

，ヽ ！,、./ い  ペル- ンャ  <  ま きこ 

まるべき に 非す、 更 らに擴 大して 波斯、 印度に 及び、 ま 那を襲 ひ、 米國を さへ 其禍 中に 捲 込まない と 

も 限らない ので ある、 今や 實に 恐ろしき 時で ある、 兄弟 相 攻め、 師弟 相 屠る の 時で ある、 一人の 獨逸 

の 兵士が 窮迫の 餘り降 を 同宗 敎の英 軍に 乞 はんと 欲して 「我 は 基督 信者な り」 と 叫んで 其 哀憐に 訴ふ 

れば、 英國 Q 兵士 は 彼を迎 へて 曰 ふた 「汝は 基督 信者な りと 言 ふ、 善し、 我等 汝を 天使に 爲 して 與れ 

ん」 と、 而 して 统聲 ー發、 彼の 肉と 靈とを 分ち、 彼 を 墓の 彼方に 途 りて 快哉 を 叫びたり と 云 ふ、 斯か 

る 事 は英獨 孰れ の 側に も 置々 有る ことであって、 此例を 引いて 敢て 英を 非と し 獨を義 とす るに 非す と 

雖も、 而 かも 血族 的に も、 信仰的に も 近き 兄弟で ある 所の 英獨の 民が 斯 くまでに 相互 を 憎む に 至りし 

を 見て、 目下 全 歐洲を 荒しつ- - ある 所の 戰 爭の大 洪水の 廣さ と共に 其 深さ を 推量る ことが 出來 るので 


ある。  . 

〇 最後通牒、 育戰、 侵 人、 …… 獨逸先 づ，： n 耳義の 中立 を 冒せば、 英 國と佛 雨と は >f 布臘の 中立 を 犯し、 

英國、 國を誘 ひて 其 同盟 國 たる 填 國に叛 かし むれば、 獨逸は 勃 牙 利 を 誘 ひて 其舊 恩の 國 たる 露 國に 

叛 かしむ、 違犯に 亞に 違犯 を 以てし、 背叛に 次ぐ に 背叛を 以てす、 而 して 之を敢 てす る 者が すべて 基 

督敎國 であるの である、 世界 は 今や 暗黑 である、 文明 は 三千 年後 退り して、 バビロン、 アツ シリャ 時 

代 を 再現した ので ある、 獸カは 八：' や 世界 を 支配して、 道理の 聲は聽 かれない ので ある、 若し 西洋文明 

の 功績が 基督 敎 を 證明 する 者で あ る な ら ば、 基督 敎は 戰爭 を 生 む惡魔 の敎 であって 平和の 主の 福音 

ではない ので ある、 今や 全世界 は 載 場と 化し、 全人 類 は 兵士と 成りて 立ちつ、 ある。 

〇 ぼらば 如何せん、 戰爭の 洪水が 全地 を掩 ひし 今日、 義人 ノア は 在らざる 乎、 救 扱の 方舟 は備 へられ 

ざる 乎、 今や 監督と 神學 者と は ノアで はない、 彼等 は 世と 偕に 洪水の 下に 沈みつ k ある、 彼等の 導く 

敎會は 方.^ ではない、 敎會は 怒濤の 掩 込む 所と なりて 今や 破船と して 水底に 在る、 今やす ベての 制度 

は 人肉 を ふ 所の モ 。ク 神に 歓 げられ て 其 用に 供せられ ざる 者 はなく、 而して敎會も亦其例にt^れな 

ぉほ 

いので ある、 今や 洪水 は 普くして 敎會の 高所まで も 悉く 水の 覆 ふ 所と なった ので ある。 

水 甚だ 大いに 地に 薩漫 りければ 天下の 高山 皆た-一 覆 はれ、 水瀰漫 りて 十五 キ ュ ビトに 上りければ 山 

山 覆 はれたり 

ミニ. -  あり， 1么_ か  こ， こ： IS 

と あ る は實に 今日の 狀態を 能く 畫 い た る 言 辭 である (創 *1 記 七 章 十 九 節 )。 

〇 然 らば 此 時に 際して 我等 何人に 注かん 乎、 "何物に 賴 らん 乎、 我等の 往 くべき ノア は 誰ぞ、 入るべき 

M こお， *  おろし 

方舟 は 何ぞ、 …… 然り、 彼で ある、 曾て は ガリ ラャ 海上に レバノン 蔵の 吹す さびし 時、 浪の上 を 歩み 
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てお r に 近づき 給 ひし 時、 彼等の 恐れ 戰慄く を 見て 「心安 かれ、 我な り、 懼る、 勿れ」 と. 一； I" ひ 給 ひし 

彼れ (馬 太傳十 w 章 廿七節 以ド) …… 彼れ が 怒濤 逆 捲く 今の 時に 方り、 懼 る.^ 我等 を 靜め給 ふ 唯一 の 

救 主で ある、 大 洪水 は 今や 再た び f に 臨んで 彼れ を 除いて 他に 我等の 賴 るべき 者 はない ので ある、 彼 

は 救濟の 方舟 を備 へて 我等 彼 を 信す る 者 を 迎へ給 ふ、 而 して 松 木なら で (祌 ノアに 一 百い 給 ひける は… 

はこぶね  0  0O0O0O00OO00C0  0OCC0OO00 

…汝松 木 を 以て 方舟 を 作るべし 云々 と ある)、 松 木なら で 十字架 を 以て 作られし ィ H ス の 方舟 は 今や 

OOC0OO00OOOOO0OOOOO0OO  お， れし  す C ひ 

此大 洪水に 際して 我等 を 救 ふ ズ餘り あるので ある、 全地の：^ は 悉く 溺死す とも ィ H スと 偕に 彼の 救^ 

の 方. g に 入りし 者 はすべ て 救 g るので ある、 戰鬪の 洪水 全地に 普くして、 イエスの 救 濟の能 は 更らに 

いちじる 

著 しく 感ぜら る V ので ある。 

〇 ィ H ス に 救助ら る、 と 云 ふ は 勿論 銑 丸に 當ら ない と 云 ふ 事で はない、 戰爭の 災禍 を 免 かれ 得る と 云 

ふ 事で はない、 全人 類に 臨みし 事 は 我に も 亦 臨む ので ある、 然し 乍ら、 ィ H スと 偕に 在りて 我 は戰爭 

に 毒せられ ない ので ある、 敵 を 憎まない ので ある、 自 から 進んで 戰举 を獎勵 しないの である、 凡ての 

手段 を盡 して 平和の 恢復 を 計る ので ある、 而 して 縦し 戰爭の 犠牲と なりて 敵 丸の 一 發に 「天使」 と 化 

せられて 墓の 彼方に 送らる \ とも、 我 を 殺せし 敵 を 祝し、 愛の 心は紊 されす して、 主の 聖國に 人る を 

.1! 、かひ  う は さ 

得る ので ある、 永久の 平和 は戰举 と戰爭 の風聲 高き 今日、 ィヱス に 頼る 我等の 心 を 支配す るので ある. 

實にィ H スの 救^ は 木 を 以て 作られ 水の 上に 浮ぶ 方舟で はない、 彼の 義を 以て 築かれし 永遠の 磐で あ 

る、 「之に 頼る 者 は 辱 か しめられす」 と ある、 全地が 剪滅る 時に 惟り tf る 永遠の 磐で ある。 

〇 玆に 於て か 敵と 味方との 差训は 無い ので ある、 ィ H スに 頼る 者 はすべ て 救 はる.. 1 ので ある、 英人も 

敕 はる、 ので ある、 獨人も 救 はる、 ので ある、 露 人 も 救 はる、 ので ある、 人 も 救 はる- -の である、 


聯八 ロ國の 側に 立つ が 故に 救 はる k ので はない、 イエス を 信ずる が 故に 救 はる、 ので ある、 同盟 國の側 

に 立つ が 故に 救 はる、 ので はない、 イエス を 信ずる が 故に 救 はる A ので ある、 人はィ H スに 親り て戰 

爭に條 つも 救 はる、 ので ある、 戰爭に 負ける も：^ はる X ので ある、 實に 平和の 主なる ィ H スに賴 りて 

1^1^ なる 者 は旣に 無い ので ある、 戰爭は 帝王の 事で ある、 政治家の 事で ある、 他 國の商 資を奪 はん， こ 

する 商賣 人の. 事で ある、 民 を 煩 動して 發行部 數を增 さんと する 新聞記者の 事で ある、 然しながら 自己 

を 棄て他 を 救 ひ 給 ひし ィ H ス の 事で はない、 而 して 彼に 賴り 奉る 我等の 事で はたい。 

〇 我等 は 終りに 問 はんと 欲す、 此大 洪水 は 何故に 臨みし 乎と、 而 して 英國人 は 言 ふ、 此 大戰爭 たる 素 

HI 獨 逸人が 世界 を 横領 せんと 欲する より 起った 者で あると、 之に 對 して 獨 逸人 は 言 ふ、 非す、 是れ英 

國 人が 獨 逸人の 繁榮を 妬んで より 起った 者で あると、 ニ者^^れが眞理なる乎、 今日 紛亂の 時に 際して 

M 人 も 判定す る こと は 出来ない、 然し 乍ら 斯 かる 大戰亂 は 一 國 民の 野心と か：^ 妬と か 云 ふ 如き 小なる 

原因より 起る もので はない、 ん類的 大戰爭 を 起す に は 人類 的 原因がなくて はならない、 獨 逸人の 野心 

叉 は英國 人の 嫉妬 心が 此戰爭 熟 大爆發 の機會 となった 乎 も 知らない、 然し 乍ら 爆發其 物の 原因 は 他に 

在った ので ある。 

つ-、.；： ■?--;>  つ， 、りし ひと  つくら し. -0Q 

〇 ノアの 大 洪水 は 人類が 其 造 主 を 忘れ、 造 者よりも 受造物 を 愛せし に 因て 臨んだ ので ある、 罪の 罪 は 

偶像 祟拜 である、 卽ち造 主 を 忘れて 被 造 物 を 尊む 事で ある、 而 して 神の 大 刑罰 (實 は大 警誡) は此罪 

をぎ めんが 爲に 下さる、 ので ある、 而て歐 洲今囘 の 碧 血の 大 洪水 も 亦 文明 人種と 稱し、 基督 敎國 と稱 

する 者の 此罪、 卽ち 偶像 崇拜を 罰せん がた めに 遣られた る 者で ある、 彼等 も 亦 彼等の 先祖の 事へ し眞 

の 神 を 忘れ、 彼等が 手に て 造りし 偽の 祌を拜 する に 至りし が 故に 此大 洪水が 彼等の 上に 臨んだ ので あ 
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〇而 して 歐米 人の 偶像と 云 へば 石 や 木 を 以て 造られた る 神の 形 像で はない、 彼等が 作り上げし 物質的 

. ^明で ある、 彼等 は 八；' や 信仰よりも 文明 を 重す る、 彼等が 存在の 目的と する 所 は 神 を 崇めん とする に 

非す して、 彼等の 生活 を快樂 ならし めんと する 事で ある、 彼等 は 生活の ために 宗敎を 用 ゐる事 ある も、 

生活 を 犧牲に 供して 宗敎を 進めん とは爲 ない、 今の 歐米人 は 純然たる 肉の 扠隸 である、 眞の祌 を 忘れ 

し點に 於て は 彼等 は 阿弗利加の 黑人、 濠洲の 蠻族 にも 劣る ので ある、 彼等の 文明 は 純然たる 肉の 文明 

である、 「最大 多數の 最大 幸； i」 と は 彼等が 文明の 目的な りと 唱 へて 敢て 恥辱と 思 はない ので ある。 

〇 r 旣に祌 を 知りて 尙ほ之 を 祌と崇 めす、 亦 謝する こと をせ す、 反て 其 念を亂 し、 其 愚なる 心 暗ら 

みづ  さ ふ  .，-な  厶.； 1 厶  i ぶし：， ま.' 

く なれり、 自 から 智 しと 稱へ て 愚かなる 者と なれり …… 是 故に 神 は 彼等 を 其 心の 慾 を縱肆 にす るに 任 

せて 互に 其 身 を 辱 かしむ る 汚 據に附 し 給へ り」 との パゥ n の 曾 は 昔時の 異邦人 ならで、 今の所 謂 基督 

敎國の 民に 其 俊 適用すべき 者で ある (雜馬 書 一 章)、 ル ー テルの 幅 昔に 聽 いて 光明の 域に 入りし 結 菜 

として 今日の 隆盛 を 致せし 獨 逸が 一一 イチ ェ の 如き 思想家 を 出し、 パ ゥ II を 罵り 福音 を 嘲け り 哲學の 名 

を 以て 獸カ を崇 むる に 至て、 自 から 大 洪水 を 己が 首に 招きつ、 あるので ある、 英國 とても 同じで ある、 

曾て 詩人 ヲルヅ ヲスが 詩人 ミルトン を 歌 ふに 方て ，r ミルトンよ、 英國 は汝を 要す、 我等 は 今や 利 慾の 

と 化せり」 と 言 ひしゃう に、 ハ ムプデ ン、 ク a ムゥ H ルが血 を 以て 赢ち 得し 自由の 民 は 今や 義者を 

金の ために 賫り、 貧者 を鞋ー 足の ために 賣 ると 云 ふ僞 善の 民と 化した ので ある (亞麼 士書ニ 章 六 節)、 

富める こと 世界 第 一 、 义貧： ^の 多き こと 世界 第 一 と 云 ふ英國 は义大 洪水の 見舞 を受 くるに 充分の 理由 

ある 國 であ ると 言 はざる を斜 ない、 其 他怫と 云 ひ 伊と 云 ひ 露と 云 ひ澳と 云 ひ^^^な大同小異で ある、 若 


し 彼等の 上に 大 洪水が 降らないならば、 其れ こそ 天に 神の 在 さ f る 最も §5 き fpjg であって 人類の. ィ 

△  厶厶  厶 A 厶厶乙 <3厶 A た 厶厶厶 

幸、 然り、 彼等の 不幸 此上 なしで ある。 

〇 歐洲大 戰亂の 原因 は玆 におる ので ある、 卽ち 所謂 基 # 敎國々 の 背信、 偽善、 墮 T 糸に 在る ので ある * 

卽ち ノアの 大 洪水が 臨みし と M 一  の 原 に 因る ので ある >  故に 洪水の 止む 時 も亦此 原因が 取 除かれし 

時に 在る ので ある、 神の 刑罰と して 臨みし 此大 洪水 は 政治家の 運動に 由て は 止まない、 交戰！-の：^^が 

神に 向って 其 罪を悔 改めて 止む ので ある、 此戰爭 を 經濟戰 又は 商業 戰叉は 人種 戰と 見る 者 は 唯 其 皮相 

を 見る に過ぎない、 祌に對 する 民の 叛逆に 因て 起り し戰爭 である、 故に 其 叛逆 を 癒されす して 此戰 (学 

は 止まない の である。 

〇而 して 斯 かる 福祉なる 時 は必す 到る ので ある、 外交 家の 手段が 悉く 盡き、 戰略 家の 軍略が 悉く 敗る 

る 時に 祌は悔 改の靈 を 交 戰國民 の 上に 注ぎ 給 ひて、 此 世界 未曾有の 大 洪水 は 其 終 媳を吿 ぐるので ある、 

前に は ナボレ オンの 大戰爭 終って 後、 歐洲、 殊に 獨 逸に、 福音の 新 光明が 昔時に 優る の 光輝 を 以て 臨 

みしが 如くに、 此戰爭 の 終りし 後に、 眞理は 昔日に 百倍す るの 光輝 を 以て 歐洲 全土に 臨み、， 文明の 偶 

像 は 悉く 壞 たれ、 之に 代りて ィ H ス キリ ストの 御 父なる 眞の神 は 萬 物の 上に 崇められて、 榮 光の 寶位 

に 卽き給 ふので ある、 「其 日に は 高ぶる 者は卑 くせられ、 驕る者 は 屈められ、 唯 M ホバ のみ 高く 擧げ 

られ 給まん」 と あるが 如しで ある r 以賽亞 書 一 一の 十 一 )。  (『聖書 之 硏究』 十二月) 
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〇 今； 1： の歐洲 戰爭は 基督 敎の大 打撃で ある、 之に 由て 其 信用 は 地に 墜 ちた、 怫敎 並に 囘々 敎の遙 かに 

敎に 愈る ことが 證 明され たと は近來 厘々 余^の 耳 菜に 達する 聲 である、 余 摩 は歐 米の 識者に して 

ケ！： の戰 -I- の 成 行 を 見て 其 基将敎 的； 一:3 仰を棄 つるに 至った 者 さへ あると 聞いた、 ft 赞 敎の攻 事 者は此 

際 特に 其^ を 張 上げて 一一 H ふ 「樹は 實に其 を 以て 知らる、 残虐なる 歐洲戰 (辛 を よ、 獨 逸の 狂暴 を 見 

よ、 太 利の 不信 を 見よ、 英國の 偽 等 を 見よ、 是等は 皆な 基督 敎國を 以て 誇りし 國に 非す や、 兄弟 相 

る^ 督敎國 は 基督 敎其 物の 滅亡 を 語る 者なら す や」 と、 而 して 此 I 強 を 聞いて 宣敎師 は 之に 答 ふるの 

-w^f に窮 する ので ある、 彼等が 今 nz まで 提 in せし 所謂 基督 敎證據 論なる 者 は 其根抵 より 凝へ された の 

である、 今や 大 なる 疑 §1： は宜 敎師 等の 心 を 襲 ひつ k あるので ある、 基督 敎は其 本國に 於て 滅びつ k あ 

るので ある、 彼等 は 「神の 攝理は 今 IS の大戰 (辛に 由て 明白に 否定せられ たり」 と獨 逸の 碩學へ ッケル 

に 首 は れて答 ふるに 曾 葉が ない ので ある。 


〇 然 らば 余輩 も此際 基督 敎を 棄ん 乎で ある、 然り 若し 官； 敎師、 殊に 淺 薄なる 米國 宣敎師 等が 余輩に 傳 

へし 基督 敎が眞 の 基督 敎で あるならば 余輩 は 進んで 之を棄 つるで あらう、 余輩が 靑年 時代に 讀 まされ 

し マッキ ルヴ H 1 ン著 基督 敎 據 論が 辯證 せんと 努めし やうな 基叔 EE 敎は今 同の 不道德 にして 無意義な 

る 世界 戰爭 に 由て 全然 破碎 された ので ある、 而 して 今に 至る も 猶ほ斯 か る 基督 敎を 信す る 者が 此慘劇 

に 遭 ふて 其 信仰に 大動搖 を 來し、 或 ひ は 終に 之を棄 つるに 至りし は敢て 怪しむ に 足りない ので ある。 

〇 然し 乍ら 幸に して 余輩の 信仰 は 此戰爭 に 由て 撼 かされな いので ある、 余輩 は 始めより、 獨逸、 英國、 

怫蘭 西、 填 地 利 等が 基督 敎國 であると は 信じて 居らなかった ので ある、 其國を 護る に 信仰 を 以てせす 

して 大陸 軍 を 以てする 獨 逸が キリストの 國 であり やう 害がない、 天の 神に 任 かし 得すして 大海 軍を以 

て 園の 安全 を 計る 英國が キリストの 國 であり やう 害がない、 其 他 5： 佛露 塞勃羅 悉く 然り である、 彼等 

は眞 面目に 新約 聖 J 曰に 照らして 見て 自國 こそ は キリス トの國 であると 一一 一一 E ひ 得る 者 は 一 國も 無い 箸で あ 

0  0- ご rj クリス チャン 

る、 余 W は 獨逸國 の 中に 眞の 基督 者の 居る こと を 信じて 疑 はない、 然しながら 獨逸國 其 物 は キリスト 

の國 でない こと を： £ する、 余輩 は 叉英國 の屮に からざる 眞の 基督 者の 居る こと を 知る、 然し 乍ら ジ 

ヨン ，ブルの 掉名を 受けし 英國其 物の キリストの 國 でない こと は 何よりも 明かで ある、 若しも 基督 敎 

が獨逸 ゃ英國 ゃ米國 やに 由て 證明 せらる k 者なら ば 基督 敎は實 に 詰らない 宗敎 である、 所謂 西洋文明 

に憬 がれて 基督 敎を 信ぜ し 者が 今日 之を棄 つるに 至った の は 《：m 然 の 事で ある、 余輩 は 却て 斯く あらん 

こと を 切望す る 者で ある。  . 

〇 然れ ども 基督 敎は 此^の 敎 ではない、 キリストの 國は此 まの 國 ではない、 「我 國は 此^の 國に 非す」 

と 彼 は 明，： "に 曰 ひ 給 ふた (約 翰傳 十八 章 三十 六 節)、 「此 世の 形 體は過 逝くな り」 と バウ U は 曰 ふた 
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(哥林多前書七^；早三十 一 節)、 「神の 日 (祌が を 靡 判き 給 ふ 日) に は 天 燃 れ體^ 焚 i けん、 然れど 

t あ C 

我等 は 其 約束に 因りて 新ら しき 天と 新ら しき 地と を 望み 待り、 義其 中に 在り」 とべ テ Q は 曰 ふた (彼 

得 後書 三 章 十二、 十三 節〕、 依て 知る キリストの 國の此 世の 國に 非る こと を、 是れ此 世が * 称れ て 後 

に 現 はる、 者で ある、 此 世界が 焚盡 されて 後に 臨む 者で ある、 キリストの 國を此 世に 於て 求む る は 木 

に緣 りて 魚 を 求む るが 如き ものである、 聖書 は何處 にも 人類の 進歩に 由り 又は 政治家の 努力に 由り て 

此 世が 化して キリストの 國 となると は 示して おらない、 其 正 反對を 示して 居る、 キリスト は 明 3 に 其 

弟子 等を敎 へ て Iw ひ 給 ふたので ある、 

汝等 人に 欺かれざる やう 慎めよ、 そ は 多くの 人我 名 を 冒して 來り我 は キリスト (基督 敎 信者 义は 

基督 敎國) なりと 首 ひて 多くの 人 を 欺かん、 叉 汝等戰 (ザと 戰爭の 風聲を 聞かん、 然れど 慎みて 懼 

る- - 勿れ、 此 等の 事 は 皆な 有るべき 事な り、 民 起り て K を 攻め、 國は國 を 攻め、 簾饉、 疫病、 他 

震 (大驟 動、 一 揆、 同盟 罷ェの 類) 所々 に 有らん、 是れ 皆な， 惑の 始 たり、 …… 义偽預 霄 者 (僞宗 

敎家、 ！ i 音 を 此^の 勢力な りと 稱 して 敎 ふる 者) 多く 起り て 多くの 人 を 欺かん、 又 不法 充 つるに 

因りて 多くの 人の 愛 心 冷 かになる べし (特に 敎會 内の 不法 を 指して 謂 ふならん、 信者の 愛 心 之が 

ために 冷 かになる べしとの 意なる べし)、 然れど 終りまで 忍ぶ 者 は 救 はるべし …… 此 等の 日の 患 

難の 後、 直に 日 は 晦く月 は 光 を 失 ひ 星 は {4! より 墜ち 天 の 勢 震 ふべ し (光明 人類の 間より 絡え て 

しるし 

世 は暗黑 とたるべし)、 其 時人の 子の 兆 天に 現 は る べし 云々、 

，-」 (馬 太俾廿 g: 章 ra 節 以下)、 而 して 之に 類す る 言葉 は 聖書 到る 所に 在る ので ある、 依て 知る 基督 敎 

は 人類の 進化、 社會の 自然 的發 達を唱 へざる こと を、 陸軍と 海軍と、 政治と 外交と、 美術と 文學 と、 


<J<3 厶 厶么厶  ^厶 厶厶*^<"厶<1<1厶厶<1<1<1 厶厶 <"*1<1厶<1 厶厶厶 こ <^  A  <1 A  <J 么 

經 と 法律と、 宗敎と神學との綜合的結摸，として黄金時代が地上に臨むとは^,^書は何處にも敎へなぃ 

ので ある、 其 反對に 人類の 社 會の暖 落を敎 ふるので ある、 暗 黑の增 進を傳 ふるので ある、 而 して 最後 

の大索 判を宣 ぶる ので ある、 而 して 蕃判 後に 於け る キリ ストの 國の 建設 を傳 ふるので ある、 注意して 

新約聖書 を讀み し 人に して 此明. H なる 事實を 見逃す ベ き 害 は ない ので ある、 然るに 如何 ぞ 基督 敎會全 

體は此 事 實に眼 を 留めない ので ある、 或 ひ は 叉 留めて 之 を 輕く視 るので ある、 而 して ダ ー ウィン ゃス 

ベ ンサ ー やへ ッ ゲルの 首に 耳 を 傾けて 社會 進化 說を唱 へ、 基督 敎も亦 之を唱 ふる 者なる が 如くに 敎ふ 

るので ある、 而 して 今囘の 戰爭の 如き 者が 起り て 人類 進化 說が其 根柢より 覆へ さる V や、 基督教 其 物 

が 覆へ されし やうに 思 ひ、 大に 周章 狼 狼き て 自己の 信仰 を さへ 疑 ふに 至る ので ある、 蓋し 「偽 はりの 

預 一一 1 一 〔者 多く 起り て 多くの 人 を 欺かん」 と は 此事を 指して 言 ふので は あるまい 乎。 

〇 然 し 乍ら キリストの 首 を 言葉 其 儘 に 解して 今囘の 戰爭の 如き は 決して 信仰の 躓と なる ベ きで はない、 

ooocooooaoooooccooooooooo  5  U  ^. 

其 正 反對に 此戰爭 は大に 信者 の 信仰 を强 むべき 害 で あ る 、 「汝 等戰爭 と戰爭 の 風聲を 聞かん」 と の 一一 目 

は 過去 一 一年間の 新聞紙の 毎日の 記事が 充分に 證明 する 所で ある、 「民 は 起り て 民 を 攻め」、 チウ トン 

民族 は 起り て スラブ 民族 を 攻め、 拉丁 民族 は 起ちて 日耳曼 民族 を攻 む、 「國 は國を 攻め」 獨逸 國は怫 

國を 攻め、 英國 は佛國 と共に 獨逸國 を 攻め、 填國が 前より 塞 國を攻 むれば 勃國は 後より 之を攻 む、 「幾 

饉、 疫病、 騷動 所々 に 有り」、 實に 文字通り である、 「不法 充 つるに 因りて 多くの 人の 愛 心 冷 かにな 

るべ し」、 獨 填の 不法、 伊太利の 不信、 英國の 偽善、 勃 國の不 情、 孰れ か 人の 人に 對 する 愛 心 を 冷 か 

ならしめ ざる、 「日 は 晦く月 は 光 を 失 ひ 星 は 空より k ち」、 宗敎 家と 哲學 者と が 相 共 に 此 無意義 の 戰 

爭を辯 護す、 是れ 世に 光明が 絕 えたので ある、 實に キリストの 首 其 儘が 吾人の 眼前に 出現し つ 、ある 
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ので ある、 之 を 見て 信仰 は 起るべき 害で ある、 消 ゆべき 害で ない、 今 囘の歐 洲戰爭 は 新約聖書の 活き 

0  0  0  0  0  0  0 

たる 註釋 である。 

〇 今囘の 歐洲戰 (学が して 人類 最後の 大塞 判で ある や 否や 其 事 は 判明らない、 或 ひ は 之 は 一 先 づ局を 

結んで 此 後に 更に 大 なる 戰爭が 起る ので あるか も 知らない、 卽 ち歐洲 のみなら す 米國も 南米 諸 邦 も 印 

度 も 之に 加 はりて 玆に 聖書が 示す 所の ハ ル マゲ ドンが 戰 はる、 ので あるか も 知らない (默 示錄 十六 章 

十六 節)、 或 ひ は 又ケ囘 の大戰 爭が擴 大して 玆に 至る ので ある 乎 も 知らない、 然れ ども 二 個の 事 は 確 

かで ある、 卽ち 破滅が 萬 事の 終末に あらざる 事、 叉 破滅 を經 すして 大光 明大 榮 光の 臨まざる 事、 此の 

二 個の 事 は 確かで ある、 而 して 若し 此戰爭 が 最後の 破滅でないなら ば 之に 酷く 似た る 者で ある、 此の 

如き 者 が^りて 然る 後に 聖書の 所謂 「萬 物の 復興」 が來 るので ある (行 傅 三章廿 一 節)、 夜が 暗黑の 

あけ， ほの  -. ソ よ さ 

極に 達して 然る 後に 曙が 來 るので ある、 而 して 此事を 知る が 故に 我等 は 「戰爭 と 戰爭の 風，， 聲」 を 聞い 

て撼 かされな いので ある、 「此等の事は皆な有るべき^5^-なり」 とぁる、 此 等の 事が 無くして 最後の 大 

しるし 

光明 は 臨まない ので ある、 是は 大歡喜 到来の 前兆で ある、 此 等の 事の 有りし 後に 「人の子の 兆 天に 現 

はる」 、ので ある、 信者の 大希 たる キリストの 再臨が あるので ある。 

〇 曾て 二人の ラビ (摘 太敎の 敎師) が 敗 li せる エルサレムの 城址 を 見舞 ふた、 其 一人 は 胸 を 叩いて 言 

ふた 「鳴 呼 主 H ホバ よ、 汝は汝 の 民 を 棄て玆 に 到らし め 給 ひし 乎」 と、 他の 一 人は呵 一と 聲を 立て V 

笑 ふて 言 ふた 「讚むべき かな エホバよ、 汝の聖 言の 如くに 成れり、 汝は必 す汝の 民に k はる 汝の 約束 

を充 たし 給 ふべ し」 と、 今囘 の戰爭 に對 しても 亦 同じで ある、 之に 對 して 神の 攝现を 疑 ひ 信仰 を 失 ふ 

者が ある、 又 之に 封して 聖書の 豫 言の 實現を 認め、 反て 深く 神 を 信じ 彼 を 讚美し 奉る 者が ある、 而し 


て 余輩 は 後者の 階級に 屬 せんと 欲する 者で ある、 戰 爭は慘 事た るに 相違ない が 神の 聖 語の 實 現と 見れ 

ば大 なる 福 昔 を裔す 者で ある、 暗ら き 半面 は 旣に實 現された、 今より 明るき 半面が 實 現されん とする 

まさ 

ので ある、 何物 か 之に 愈る の 大歡喜 あらん やで ある、 破 壞は萬 物の 最後で はない、 大破 減に 镜 いて 大 

^,'6  こ. ぶ 

建設が あるので ある、 「手に て 造らざる 窮 りなく 存っ 所の 家」 は此 世の 國が壞 たれた 後に 祌の 手に 由 

て 建てら る \ ので ある。 

〇斯 く て 余輩の 信仰 は今囘 の 戰爭に 由て 壞 たれない の で ある、 之に 由 て壞 たれた る 者 は 敎會 の 基督 敎 

で あって、 聖書 の 基督教 で は た い 、 然り 聖書 の 基督 敎は 此戰爭 に 由て 更らに 固く 建 てらる、 ので ある、 

然 らば 逝け よ 敎會の 基督 敎ょ、 汝は 永く 我等 を 欺け り、 汝 は： i 音の 證明 を此 世の 事柄に 徵 して 我等の 

信仰 を 砂の 上に 築きたり、 然るに 神の 大命に 由り 今や 大水 出で 風 吹きて 此 世の 國を撩 ち たれば、 其 傾 

覆大 いなり、 汝は此 世の 國 と共に 亡ぶべし、 而 して 汝に 代りて 眞の 基督 敎は 水の 大洋 を蔽 ふが 如くに 

全地 を蔽 ふべ し、 我等 は 古き 讚美の 歌を唱 へて 歡 ばん (thlls  Street の 譜に合 はして) 

ち  - つみた  やま 1 

地う つり 海鳴り 山 ：! よ 動く とも 

我等 は 懐れ じ 祌 われ を 守る 

千 九 百 十六 年 八月 三十日 羅 馬尼國 聯合 國に與 みし 填洪 國に對 し宣戰 し、 之が 爲に獨 勃 土の 羅國に 

對 し宣戰 せる の報傳 はりし 日に 草す。  之 W 究』 九月」 
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時の 休徵 

馬 太 傳ト六 章 三 節 

〇 英國 知名の 說敎師 某今囘 の歐洲 大戰爭 に際會 し、 自己の 主張の 盡 く破壞 されし を 見て 呆然 爲す所 を 

知らす 歎 整を發 して 曰 ふたとの ことで ある、 曰く 「余 は 今や 說敎 すべき 何物 を も 有せす (I  haven-t 

pp^^^-x-^^  to  preach  now.)」 と、 而 して 此歎聲 を發 せし 者 は 彼 一 人に 止まらす して、 英國に 於て、 

米國 に 於て、 又 歐洲大 睦 に 於て 同一 の 失 は H に陷 りし 思想家 宗敎家 は 多數ぁ るとの ことで ある、 現に 宗 

敎哲 學の權 威と して 世界に 名高き 英國の 『ヒ ツバ ー ト雜 誌』 の 如き、 戰爭 開始と 同時に 原稿の 寄 送 一 

時に 杜絶し、 世界の 思想家が 期せす して 言 はんと 欲する 所 を 失 ひしの 觀 ありたり と 云 ふ、 實に 奇異な 

る 現象で ある。 

〇 其 故 如何？ 何故に 世界の 思想家が 玆に ー齊に 愕然 自失せ しめられ たので ある 乎、 言 ふまで もない、 

彼等が 文明と 基督 敎とを 誤解して 居った からで ある、 彼等 は 基督 敎是れ 文明たり と 思 ふて 居った、 西 

洋 文明 は 基督 敎の 結實 したる 者、 故に 前者に 由て 後者 は證 明せられ、 後者 を 進む るに 由て 前者 は 完成 

せらる &者 であると 思 ふて 居った、 然るに 何ぞ 計らん 彼等の 此 思想 は 小兒が 積木 を 以て 築き上げし 城 

の やうに 瞬 問に して 崩!^ れて了 ふた、 『ヒ ツバ ー ト雜 誌』 記者 は 彼等 思想家 を 代表して 一一 一一 tl ふた 「干 九 

百年 間の 基督 敎的 文明の 恩澤を 蒙りし 此地は 今猶ほ 地獄で ある. 人類 は 今 猶ほ惡 魔で ある」 と、 實に 


憐む ベ き 狀態 である、 然れ ども 事 實は掩 ふべ からすで ある。 

〇 然らす 基督 敎は 文明で はない、 文明 は 人が 自分の ために 作り上げし 者であって、 其 大部分 は 明，： n に 

基督 敎 の 敵で ある、 見よ 基督 敎 なくし て 日本 國に 於て 過去 五十 年間 に 文明の 1 者る しく 進みし こと を、 

英國に 於て、 獨 逸に 於て、 米國に 於て 最近 五十 年 に 於て 文明 は 確かに 基督教に 逆行して 進んだ、 シ 

ョ ペン ハウ H ル の 哲學、 一一 イチ ヱ の 哲學、 弯 級戰鬪 艦、 ッヱ ペリ ン 航空 船、 十四 吋 砲、 米 國人を 狂せ 

しめつ k ある 自動車、 大海 軍、 大陸 軍、 之 を 繰る 行政 機關 等、 是等は 皆 近世 文明の 重要 物と して RI せ 

ら る，^ と雖も 基督 敎 の 敵に あら ざれば 之と 3： 等の 關係も 無き 者で あ る 、 然り 文明 は 基 * 敎 なく して 起 

る 者で ある、 人間が 快樂と 虚榮と 平安と を 追求す る 所に 文明 は 起る ので ある、 然るに 祌の 道なる 基督 

敎を 人の 道なる 文明と 同 一 視せ しが 故に 思想界 R: 下の 驚愕 を來 したので ある。 

〇 鳴 呼 米國！ 基督 敎 文明 最 美の 產を 以て 目せられ し 米國！ 人類 最後の 希ば 1- を 擔ふ國 として 囑望さ 

あけぼの  プリ 

れし 米國！ 曙の 子 明星よ- 汝 如何にして： 入より 隕 しゃ r 以賽亞 書 十 章)、 人類の 希 は K を繁 ぎし 米 

國は 今や 大墮 落國 である、 殺人犯の 多き こと 米國の 如き はない、 倫敦は 人口 七 百 萬 を 有して 一年間に 

百 人の 殺人犯 あるに 對し、 鈕育は ral 百 萬 を 有して 二百 人 あり、 巿俄高 は 三百 萬 を 有して 三百 人 あり、 

米國 全土の 一年間の 殺人犯 は 干 六 百 人の 多數に 達する と 云 ふ、 斯 くして 米 國人は 今や 其 兄弟 アベル を 

殺せし 力 インの 子孫と なりつ K ある、 米國人 は其大 慈善 を 以て 誇る、 彼等 は 曰 ふ 「今や 米圃 は. E 耳義 

國を t; ひつ、 あり」 と、 實に米 W 人 は 此戰亂 に 於て 一 千 萬 弗 を 白 耳義に 施した、 其 事 は 美事で ある、 

然し 乍ら 彼等 は 今！ 11 までに 凡そ 九 億 弗の 軍需品 を交戰 國に寳 つた、 而 して 叉 此戰爭 を 利用して 何十 百 

△  △<"△△ 厶 <"<△△△<" 厶厶  <1 厶 △△<-△△  厶厶厶<1厶<3 厶厶 △ 

億と 云 ふ 富 を 作った、 斯くて 彼等 は 歐洲に 於て 一人の 孤 兒を養 ひつ、 ある 1? に 数十 人の 孤兒を 作りつ 
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つ あるので ある、 實に 立派なる 基督 敎國 である、 米 國は此 大戰季 に關 して g なき 國 として 判の 日に 

キリ ストの 臺 前に 立つ こと は 出来ない、 而 して 余輩の 聞く 所に 由れば 軍需品 製造に 從審 しつ、 ある 大 

會 社の 株主の 多數は 基督 敎會に 敎籍を 有する 立派なる 基督 信者で あると 云 ふ、 而 して 誰か 知らん 日本 

國敎 化の ために 米國 基督 敎會が 使用す る 其傳道 金なる もの k 或る 部へ P は斯 かる^ 者の 寄附 こぬ る もの 

A  A  A  A  ul  A  ^  A  △<"< "厶厶 △< "-厶 A<1< "厶 <J<1<1 厶厶厶 < ！厶 〈厶厶厶 厶.； 1<1厶<3厶 

にして 歐^ に 於て 多くの 孤兒と 寡婦と を 作りつ k ある 間に 彼等が 儲けし 金なる こと を、 歐洲 人の 血 

の 代慣を 以て 日本 國に傳 道す ると 聞いて 我等 は 戰慄せ ざらん と 欲する も 得ない ので ある、 而 かも 是れ 

空想で はない、 立證し 得べき^ 實 である。 

〇 然 らば 我等 は 失び K すべき 乎、 然 うでない、 人類の希^！ェは文明に於て無ぃ、 所謂 基督 敎國に 於て 無い、 

祌 御自身に 於て ある、 天地 は 失する とも 渝ら ざる 彼の 善き 聖 33 に 於て 在る、 神 は 其 手に て 造り 給 ひし 

者 を 親しめ 給 はない、 此 地と 人と は 彼が 造り 給 ひし 者で ある、 地と 人との 希 は此 一事 に^するので 

ある、 世界の 平和 は 一富 豪の 寄附に 成りし 「平和 宮」 の 建築 や 彼の 定めし 國際的 教授 交換 制度と 稱す 

るが 如き 小兒の 遊戯に 等しき ものに 由て は 来らない、 「夫れ 主號 令と 天使の 長の 聲と 神の 敛を 以て 自 

i  , 、  - .  よみ. >  へ  **- 一と 

から 天より 降らん」 と ある、 其 時 死者 は 甦り、 天國は 建設せられ、 眞の 平和 は 全地に 臨み、 弓 は 折ら 

い-、？」. 、る i ク  やり  ^'？  う i さ 

れ、 は 焚かれ、 翁 は 打 か へられて 鋤と なり、 戰爭と 其 風 聲とは 止む ので ある、 人類が 其 文明 を以 

て 爲す能 はざる 所の 事 を 神 は 其の 言辭を 以て 爲し給 ふ、 今や 人と 國 とに 希望 は 絶えて 神 を 待望むべき 

時が 來た、 人の 窮境が 神の 機會 である、 天 國は旣 に 近づけり と は 今の 事で ある、 人の子の 兆 天に 現 は 

あ けぶ の 

る、 歐洲の 戰亂、 米 國の墮 落、 是れ 曙の 前の 眞暗 である、 主ィ H スょ來 り 給へ。 

(『牽 書 之 研究』 十 一 月) 
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米國 の參戰 

平和主義者の 大 失望 

^ 國 も亦戰 爭に參 加し、 其ジ ョ ル ダン 博士まで が 平素の 非戰 論を擲 ちて 擧國 一 致の 群に 加 はり 戰爭 

を贊 くるに 至りし と 云 ふ、 玆に 至りて 全世界 は 眞暗黑 と 化した ので ある、 「是 は戰 爭に對 する 戰爭で 

ある」 と 云 ふ、 數 百年の 間 基督 敎を 學び來 りし 歐米人 等 は 戰爭に 由て 戰爭を 絶滅し 得る と 信す るので 

ある、 獨 逸人 も 亦 曾て 斯く 信じた ので ある、 而 して 斯く 永久 的 平和 を 獲ん がた めに 軍備 を 完成して 終 

に 今囘の 戰爭を 惹起した ので ある、 「劍を 取る 者は劍 にて 亡ぶべし」 との ィ H スの言 は 永久の 眞理で 

ある、 獨逸 は劍を 取て 立った ので ある、 故に 今や 劍 にて 亡びつ.^ あるので ある、 其 他の 諸 國も亦 同じ 

-, I  »  ^,^  0  0  0  ^  ^  00  000000^0  0  0  0000000000  0-0000  0  000000 

で ある 戰爭を て 戰争を 絶たん として 戰爭 は筢た れ すして 更らに 新たなる 而 して 犬なる 戰爭が 起 る 

ので ある、 余輩 預言者なら すと 雖も、 世界平和 を檫榜 する 此戰爭 の 後に 更らに 此れ 以上の 大戰爭 の 起 

るべき こと を 預言して 悼らない ので ある。 

眞の 平和 は 如何にして 世に 臨みし 乎、 £ 非 を 知ら ざり し 神の 子が 罪の 故に 人類 を 罰する ことなく、 却 
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て 自ら 其 罪 を 負 ひて 十牢 架に 上りし 時に 人類の 訊 は 根本より 絕 たれた ので ある、 其 如く 若し 玆に 基督 

的國 家が ありて 戰爭の 惡を 人類の 間より 絶たん と 欲するならば 神の 子 キリストが 取り 給 ひし 途を取 

るより 外に 方法 は 無い ので ある、 卽ち 自ら は戰爭 に關 はらす して 交 戰國の 蒙りし 損害 を擔 ひ、 彼等に 

代つ て 苦しみ 且つ 失 ひ 且つ 償 ふべき である、 斯くて こそ 初めて 預言者の 預言せ る 救世 國の 聖職 を 3^ た 

す ことが 出來 るので あって、 其の 榮光此 上な しで ある (以賽 亜 書 第五 十三 章參 照)、 而 して 今の 時に 

方り て此 聖職に 當り 得る 國は 北米 合 衆國を 除いて 他に 無い ので ある、 若し 米國 にして 其 參戰に 由り て 

消費す ベ き數 百億 弗 の 金 を 投じ て 交戰國 相互 の 損害賠償 の庄に 當り、 自ら は M の 要求す る 所な くし て 

此^ 界的戰 爭を買 取りし ならば (此事 を稱し て 贖罪 と 云 ふ) 交 戰國は 其 罪 に 恥 ぢて劍 を 折り 砲 を鎔か 

して 搏 び戰" 印 を 習 はざる に 至る であらう、 然るに 事玆に 出す して 自ら 宽仇 を懊 いて 戰爭の 渦中に 投じ 

て 米國は 地球の 表面より 戰爭を 絶滅す る の 好機 會を 逸した の で あ る , 余輩 此事を 思 ふて 米 » のために 

痛惜の 感に堪 へない の である。 

或 ひ は 言 ふ で あらう、 斯か る ；？^ を 今日 の 米國 に 要求す る は 小兒に 力業 を 要求す るが 如きで あると、 

或 ひ は 雨う である 乎 も 知らない、 然れ ども 若し 米國 にして 此 大任に 當り 得すん ば 他に 之に 當り 得る の 

國 〈派 は 無い ので ある、 殘 念ながら 日本 國は此 任に 當り 得ない、 其 他 西班牙、 和 蘭、 瑞西等 其 任に 堪へ 

得な いのは 一一 目 ふまで も 無い、 惟り 米國 のみ は此 人類 的 大任 を 果たし 得る の 地位に 在り、 又 其 能力 を 有 

つたので ある、 然るに 今や 旣に此 聖職 を 放棄した ので ある、 歎じても 猶ほ餘 り ありで ある。 

想 ひ 見る 今より 数百 干 年の 後、 キリ ストの！ i 音が 今よりも 更らに 深く 廣く 米國 人の 中に 信ぜられ、 

其 上院と 下院と が米國 人の 權利 を議 する 所に 非す して 人類の 幸福 を 論す る 所と なり、 其 大铳領 は 政治 


二み 

家 叉 は 經濟學 者で あるよ り は 寧ろ 信仰 の 人 神の 人で あるに 至り、 米國 人が 舉 りて 其 祖先の 祌を 崇め 其 

聖意を 行 ふ を 以て 存在の 目的と なすに 至らん 時、 若し 今日の 如き 戦禍の 再び 人類 を 見舞 ふこと あらん 

乎、 北米 合 衆國は 人類の 罪 を 自國の 5 非と 認め， 自 から 悔ひ 自ら 責めて 其 神より 賜 はりし 無限の 富を獻 

げて 世界 戰爭の 損害 を 償 ひ兹に 戰爭を 根本的に 絶滅して 其 祖先の 神の 榮光 を揚 ぐるで あらう、 淸敎徒 

の 神、 ゥ イリヤ ム • ペンの 神 は 忍 W 强く あり 給 ふ、 彼 は 更に 数百 千年 待ち 給 ふで あらう、 而 して 縦し 

米 國人は 終に 彼の 命に 服 はすと 雖も、 終に 再び 其 聖子を 遣り 給 ひて 戰爭を 絶ち 平和 を 來し給 ふ、 而し 

て 誰か 知らん 彼れ 再び 現 はれ 給 ふ 時には 彼れ 御自身が 白 望 館 を 占領し 給 ひて 萬 國を號 令し 給 はざる な 

きを、 米 國今囘 の 參戰は 平和主義者に 取り 犬なる 失望で ある、 そ は 米 固の 取りた る此 歩武に 由り 地上 

に 於け る戰 爭の壽 命が 更らに 長め られ たからで ある。  (『SSE 之 研究』 五月〕 

戰 場に 於け る 聖書 

さしころ 

或る 戰 場に 於て 或る 英國の 兵卒が 或る 獨 逸の 兵卒 を 絲劍を 以て 刺殺した、 獨 逸の 兵卒 は氣 息將 さに 

絶えん とする 時 彼の ポケットより 一 冊の 約翰傳 を取屮 I し、 之 を 自分 を 刺殺せ し 英國の 兵卒に 渡して 言 

ふた 「之 を 取りて 食 ひ 且つ 飮み而 して 永久に 生きよ」 と (彼 は 多分 馬 太 傅 廿六章 4" 六 節 以下の キリス 

トの言 を 記憶して 居った ので あらう)、 而 して 斯く首 ひて 彼は隨 目した、 神 は 田舍を 作り 人 は 都會を 

作る と 云 ふ 諺の ある やうに、 神 は 靈魂を 作り 人 は 園 家 を 作る ので ある、 人と 人と 相對 して 四海 皆 兄弟 

である、 戰 爭は國 家が 國 家と 相對 する 時に 而已 起る ので ある、 自己を刺|^<.せし敵に對して最後の 一言 
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として 「永久に 生きよ」 と 首 ふ、 キリス 卜の 霊が 確に 此獨 逸の 一 兵卒の 心に 宿って 居た ので ある、 若 

し 同一 の靈が 總の圃 王、 總の 政治家、 總の 新聞記者、 然り總 の 宗教家 等の 心に 宿って 居たならば 此戰 

(辛 は 決して 始まらなかった であらう、 縱し乂 始まっても 直ぐ 終った であらう、 然り、 今日 直に 終る で 

あらう。  (『聖書 之 研究』 六月) 

僞 の 預 言 者  - 

偽の 预雷 者と は惡 人で はた-い 、國 家の 利益の ために 神の 正義 を 曲る 者で ある、 而 して 斯 かる 預言者 

は 何れの 代に もあった、 而 してん/も 猶ほ 在る ので ある、 其 哲學的 權威を 以て 獨逸國 の 立場 を 辯 護す る 

哲學者 オイ ケ ン 偽の 預ー 一一 一口 者で ある、 平素の 非戰 論を擲 ちて 米 國の參 戰を贊 成す る 博士 ジ ョ ル ダン は 

偽 の 預ー百 者で ある、 其 他英圃 のす ベ ての 監督と 米圃の 多数の 宗敎 家と はすべ て議く 偽の 預言者で あ 

る、 預言者 は 夢 を 語り 詐偽を 預言す と 云 ふ は H レミ ャの 時に 限らない (耶利 米 亜 書 サ三章 參照ヽ 今 

の 時 も 亦 それで ある、 今や 國家萬 能の 時代で ある、 而 して 神の 眞理 までが 國 家の 利益に 供 せらる k の 

である、 r 預首者 は 偽 はりて 預言 をな し 我 民 は 斯る事 を 愛す」 と 云 ふ (同 五 章 三 一節)、 此預首 者 あ 

り て此 -i^ ありで ある、 總て舆 論に * りて 其說を 支配 せらる、 者 は 偽の 預曾 者で ある、 總 て眞理 よりも 

國 .；}^ を 愛する 者 は 偽の 預言者で ある、 ^て 神よりも 人の 面を懼 る、 者 は 偽の 預言者で ある、 而 して 鳴 

呼 多い 哉 0 の預首 者！  (『sf 書 之 研究』 六月) 


瑞 西國ッ ー リツ ヒ大學 神 學敎授 L  • ラガ ー ッ氏は 熱烈た る非戰 論者で ある、 彼 は 戰亂の 歐洲に 在て 

筆に 舌に 盛に 戰爭の 非と 愚と 平和の 是と理 とを唱 へつ、 ある、 聞く 氏の 主筆に 成る 雜誌 N2le  .wege 

は 多く 獨佛の 塹壕 內に 於て 讀 まれつ i ありと、 彼の 贄成 者の 中に 多くの 新進の 學 者が 在る、 彼の 聲は 

歐洲 人の 心の 深き 所に 響き、 彼の 主張に 由り て 歐洲の 天地に 新紀元の 到来が 期待され つ- 1 ある、 唯 彼 

に 就て 最も 奇怪なる 事 は 彼 の 最も 激烈なる 反對 者が 敎會の 牧師で あると 云 ふ 事で ある、 彼 は 國を賣 り 

王に 反く 者と して 基督 敎の 敎師 等に 攻擊 されつ、 あるので ある、 然し 敢て 怪しむ に 足りたい、 今囘の 

米 國參戰 に 就 て も 最も 熱心 な る 贊成家 は 米國の 牧師た ち である、 今や 平和運動に 最も 熱心た る 者 は 常 

に 基督 敎の 大敵 を 以て 目 せらる、 社會 主義者であって 敎會と 牧師と は 概ね 軍旗の 祝福 者、 戰爭 の獎勵 

者で ある、 古今東西 變る ことなし である、 キリスト： 冉 臨の 時に 先づ 第一 に 審判る、 者 は 誰で あらう 乎。 

(『聖書 之 研究』 六月〕 

貪婪の 世 

今や 金錢を 以て 買 ひ 得られない 物 はない、 金錢を 以て 新聞紙 を 買 ふ 事が 出来る、 然り 新聞紙 は盡く 

賫 物で ある、 而し て 新聞紙 を 買 ふ て 輿論 を 買 ふ 事が 出来る、 輿論 を 買 ふ て 政治家 を 買 ふ 事が 出來 る、 
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政治 {| を 買 ふて 國會を 買 ふ 事が 出来る、 國會を 買 ふ て 國 を 買 ふ 事が 出来る 、而 して 圃家 と共に 其學 

者の 學說を 買 ふ istf が 出来る、 其宗敎 家の 說敎を 買 ふ 事が 出来る、 而 して 斯 くして 民の 良心まで を貿ふ 

« が 出来る、 疇 昔 は惡魔 は劍を 以て 世界 を 奪った、 現今 は 彼 は 金 を 以て 世界と 其 內 に 在る 總 ての 物 を 

買う、 然れ ども 玆に 一 人の金 を 以て 買 ふ 事の 出来ない 者が ある、 それ は 死して 難り 今や 聖 父の 右に 座 

して 萬 物 を 治め 給 ふ 忠信なる 眞理の 證者ィ H ス キリス ト である、 惡魔は 世界 を 買 ひ 得る と雖も 世界の 

上に 在る 彼れ 主ィ H スを買 ふ 事が 出来ない、 又 彼に 倚 賴む靈 魂 を 買 ふ 事が 出来ない、 政府、 敎會. 國 

家、 世界 を 買 ひ 得る 惡魔 もィ H スの證 者の みは 之 を 買 取る 事が 出来ない、 安心 は兹に 在る。 

之 研究』 六月) 

此 ゅは此 儘で 宜 いので ある、 之よりも 善くなら すと も宜 いので ある、 之よりも 惡く なっても 宜 いの 

である、 神 は 其 獨子を 以て 旣に之 を 己に 噴 ひ 給 ふたので ある、 卽ち之 を 己に 買 戾し給 ふたので ある、 

此世は 旣に祌 の 所ず である、 神 は 其 善き 聖 意に 循 ひて 之 を 處理し 給 ふので ある、 彼の 定め 給 ひし 時に 

於て 之 を 潔め 改造め、 造化の 始めに 於て 彼が 企て 給 ひしが 如き 幅なる t いと 成し 給 ふので ある、 人も惡 

魔 も 今や 神の 此聖 謨を妨 ぐる こと は 出来ない ので ある、 キリストが 十字架の 上に 「事 竞れ り」 と 言 ひ 

給 ひし 時に 比お の 成就 は 確 定められ たので ある、 故に 我等 は此 世の 改良 進歩に 焦慮る に 及ばない ので 

ほ ろ J 

ある、 人の 力 を 以てする 比 ゆの 改善に 限りが あるので ある、 文明の 進歩 は 其 極に 達する も 死 を；^ す こ 


と は 出来ない ので ある、 而 して 死が 存 して 此牧は 決して 幸福なる 世で はない ので ある、 然れ ども 神 は 

ろ .丄 

終に 死 を さへ；^ し 給 ふので ある (コ リント 前書 十五 章廿六 節)、 我等 は 信じて 其 一 i ひたる 時の 到来 を 

待つべき である。  (『塞 書 之 W 究』 六お) 


戰爭廢 止に 關 する 聖書の 明示 


〇 今や 智者 は 盡く戰 後の 經營に 就て 語る、 曰く 戰 後の 經濟、 戰 後の 敎肓、 戰 後の 外交と、 彼等 は戰爭 

の 何時か 終るべき を 知る、 然れ ども 何時、 如何にして 終るべき 乎 • 其 事に 就て は 彼等 は 謹んで 「智者 

の 沈默」 を 守りて 語らない、 彼等 は 平和の 愛好すべき を 知る も 如何にして 之 を 持 来らすべき 乎、 其 事 

に 就て は 語らない。 

〇 而 して 戰爭を 終らし むべき 途 として は此 世の 智者 等 は 戰爭を 以てする よりも 他に 之 を 知らないので 

ある、 智者 ゥ ー ド al . ウィル ソ ン 君で すら 米國の 參戰に 由て 戰爭を 終らし め玆に 平和の 幸 幅 を 人類 

の 間に 見ん と 欲する ので ある、 暴 を 以て 暴に 易 ふ、 戰爭を 以て 戰爭を 終らし む、 此 事に 就て は 疇 昔の 

周 の 武王も 今時 の 米國の ウィルソン 君 も 其 所信 を異 にしない ので あ る。 

〇 然れ ども 余輩が 幾度 も 繰 f して 言 ひしが 如くに 戰爭 は 戰爭を 以てして 終らない ので ある、 其 正反對 

に 戰爭は 新たに 戰爭を 作る ので ある、 <fr の歐洲 戰爭 なる 者 は 千 八 百 七十 年に 獨 逸が 歐洲の 平和 を 目的 
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として 起した る 戰爭の 結果で ある、 而 して 其 普 佛戰爭 なる 者 は 大帝 ナボ レ ォ ンの 下に 佛國 が獨 逸を蹂 

躪 せし 結 として 起った 者で ある、 今日の 歐 洲戰爭 の^を 悉く 獨逸 一 國 にの み歸 する は大 なる 不正で 

0  0-000000000  ooc-occcc-coooo  »  -  ！ 

ある、 此戰爭 の 責任 は 歐洲全 體、 否、 世界 全 體の擔 ふべき 者で ある、 力 インが アベル を 殺して^ 來す 

ベて 流されし 血が 湛 つて 玆に血 河の 堤防の 大決溃 を 見る に 至った ので ある、 言 ふ 日 淸戰爭 の 遠因 は 太 

閤秀吉 の 朝鮮 征伐に 在りと、 而 して 日露 戰爭は 日淸戰 爭の繼 綾で ある、 而 して 日露 戰爭 なくして 今日 

の 世界 戰爭は 無った ので あれば、 文 5i 年間の 日本人 も 亦 今日の 大戰爭 に 責任な き 能 はすで ある、 實に 

その  い.？ - 

恐るべき は戰爭 である、 戰爭は 當戰爭 を 以て 終らない、 更らに 戰爭を 起して 數百 千年に 及ぶ、 祌の恚 

怒が 戰爭の 上に 宿る は 之れ がた めで ある、 戰爭は 人 を 殺す 事で あると 云 ふ は 單に當 面の 敵 を 殺す こと 

に 止まらない、 未来永劫に 涉り 知る と 知らざる と 衆多の 人 を 殺す ことで ある、 世に 矛盾 多し と 雖も平 

和の 爲に戰 ふと 云 ふが 如き 矛盾 は 無い ので ある、 平和 は 戰爭に 由て 決して 来らない ので ある、 世に 明 

门なる^？^^とて此事の如きは無ぃ のでぁる、 此 事に 就て はク 0 ムゥ H ルも、 ワシントン も、 リン コル ン 

も、 グラント も 皆ん な 間違って 居た ので ある、 祌の 眼より 看て 秀吉 も、 ク n ムゥ H ルも、 ワシントン 

も、 自侗當 面の 敵 を 殺して 今 猶ほ人 を 殺しつ 、あるので ある。 

〇 故に 世界の 最富國 米國の 參戰に 由て 戰爭は 終らない ので ある、 其 反對に 之に 由て 兹に 新たに より 大 

なる 戰爭が 始まった ので ある、 ^界は 之に 由て 少しも 光明の 域に 向て 進まない ので ある、 其 反 對に暗 

あ. -4  51  あ， こも.,, 

黑は 々全地に 遍く あるので ある、 米國の 參戰に 由て 人道 は 進歩した ので はない、 後戾 りした ので あ 

る、 玆に 更に 大 なる 戰爭の 因が 作られた ので ある、 實に 今は戰 後の 經營を 語るべき 時で はない、 戰爭 

の 準備 を談 すべき 時で ある、 大西洋が 血の 海と 化した 後に 太平洋 も 亦 撃沈 船 を 以て 埋まる ので あらう、 


ラ ィ ンが 血の と 成りし やうに ミ シ シピも 亦， 紅き 流水と 成る の であらう、 米阈 は^ 界の 平和 を 夢み て 

戰 爭に參 加して 全 北 界を戰 場と 化し つ、 あるので ある。 

•J,  つ ら"？ 

C 然 らば 如何にして 戰爭を 終らし むる を 得る 乎、 戰 (サ を 魔め て、. - ある、 ィ H スの  一一 一一 E に 循ひ劍 を 靴に 收 

めて 5. ある、 愛 を 以て 暴に 易へ てに ある、 非戰を 以て 戰爭に 易へ てに ある、 戰爭の 度 數を滅 すれば 減 

す る 程 其れ丈け 戰爭を 減す るので ある、 戰爭の -R 域 を 縮 むれば 縮む る 程 其れ丈け 戰爭 は. i:- まる ので あ 

る、 戰爭は 情熱の 猛火で ある、 故に 成るべく 之 を 衰退せ しむる の 必要が あるので ある、 故に 實に 平和 

を 愛する 者 は 戰举に 就て は 何事に 拘 はらす 反對 すべきで ある、 縱令 一 首な りと も戰爭 赞 成の 言 を發す 

ベから すで ある、 縱令 一 票な りと も 戰爭赞 成の 爲に は投 すべから すで ある、 平和 を 愛する 者 は 1 一目 ふべ 

きで ある、 「他人 は 知らす 我れ 自身に 關 して は 我 はすべ ての 事に 就て、 すべ ての 場合に 於て 戰爭に 反 

針す」 と。 

.〇 非戰 はす ベ ての 場合に 於 て 唱 ふ ベ きで ある、 然れ ども 戰 (辛 は 非戰に 由り. まない の で ある、 我等が 

非 戰を唱 ふる は 之に 由て 戰爭が 止まる と 信す るからで はない、 書の 明， u に敎 ふる 所に 循へ ば戰爭 は 

人の 力に. E て は 止まるべき 者で はない、 戰爭 は^ 界の 輿論が 非 戰に倾 いた 時に 止む ので はない、 又斯 
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かる 時 は 決して 来らない ので ある， 戰爭は 祌の大 能の 實 現に. 5 て 止む ので ある、 戰爭廢 止 は 神が 御自 

身の御手に保留し給ふ_5^-業でぁる、 M;^ は 神の { 化め 給 ひし 世の.；^ 判者なる キリ ス トの： 冉臨を 以て 實 現さ 

るべ き 事で ある、 此 事に 關 して 聖書の 示す 所 は 明 C である。 

斯くて 其 劍を打 か へ て 鋤と なし 

共 鎗を打 かへ て 鎌と なし 
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時 事  E 九 八 

國は國 に 向 ひて" 劍を擧 げす 

戰爭の 事 を ffl び 暴 ば ざ る ベ し 

-と ある は單 に阯界 平和の 理想 を 述べた ので はない (以賽 IS 書 一 一章 四 節 以下、 米 迦書四 章 三 節 以下： r 

「斯くて」 と ありて 此 理想の 實 現さるべき 其 理由が 述べられ たので ある、 世界の 平和 は 成る、 而 かも 

戰 爭に對 する 戰爭に 由り てぐ はない、 外交 術の 成功に 由り てぐ はない、 平和 思想の 普及に 由り て^ は 

ない、 N ホバが 諸々 の：^ の 間を鞫 き、 衆多の 民 を 戒め 給 ふからで ある、 卽ち エホバ 御自身が 世 を 治め 

給 ふに 方て 此 喜ば しき 现 想が 事 赏と なりて 行 はるべし とのこと である、 平和の 君の 降臨 あり て 平和の 

實 現が あるので ある、 又 一一 一一 G ふ 

M ホバ は 地の 極まで も戰爭 を廢 めしめ、 弓 を 折り 戈 を 斷ち戰 車 を 火に て 燒き給 ふ 

と (詩 四十 六篇九 節)、 此 場合に 於ても 「H ホバ は」 である、 政治家で はたい、 外交官で はない、 人 

たる 平和運動 者で はない、 「エホバ は」 である、 叉 言 ふ 

. けもの そ. つ  ； ふ もの ち r ひ 

其 日に は 我れ (エホバ) 彼等 (我 民) のために 野の 獸、 空の 鳥 及び 地の 昆蟲と 誓約 を 結び、 叉 弓 

箭を 折り、 戰爭を 全^界より 除き、 彼等 をして 安らかに 居ら しむべし 

と (何 西 亞書ニ 章 十八 節)、 「我れ エホバ」 である、 弓箭 を 折り、 戰 (辛 を 全骨界 より 除き 去る 者 は 彼で 

ある、 其他§^!書の示す所はすべ て此類でぁる、 世界の 平和 は 主の 降臨 を 以て 到る との 事で ある、 聖書 

は此 を 高調して 止またい。 

〇 然 ら ば 信者 は 何故に 非 戰を唱 ふべき である 乎、 非 戰の行 はれざる を 知りた が ら非戰 を 唱 ふ る の 必 要 

. ^しと 云 ふ 者 あらん、 然ら ざるな り、 信者が 非 戰を唱 ふる は 現世に 於て 非 載の 行 はるべき を豫 期す る 


からで はない、 其の 神の 欲み 給 ふ 所なる を 信す るからで ある、 若し 實行を 期せん 乎、 廢娼も 之 を唱ふ 

るの 必要 はない ので ある、 禁酒 禁煙 亦然 りで ある、 現今の 世に 在りて 罪 惡の絶 ゆる 時と て は 之 を 望む 

も 益な しで ある、 然れ ども 我等 は 之に 反對 して 止まない ので ある、 不義 は 之 を斷ち 得る も斷ち 得ざる 

も 如何なる 場合 に 於ても 反對す べきで ある、 若し 廢滅を 期す るに 非れば 反 對す ベ からすと 云 ふなら ば 

世の 罪惡 にして 我等の 反對 すべき 者 は 一 として 無い ので ある、 信者 は 事の 成否 を 見て 之を爲 さない の 

である、 神の 聖 意に 適 ふこと は 之を爲 し- 適 はざる 事 は 之を爲 さない ので ある、 而 して 戰爭 はすべ て 

の 罪 惡を總 括した る 者で ある、 罪惡是 れ戰爭 なりと 謂 ふ も 少しも 過言で ない ので ある、 祌を 愛する 者 

は 其 本能 性と して 戰爭を 嫌 ふので ある、 何にも 聖書 の 此章彼 節 を引證 する の 必要 は 無い ので ある、 彼 

厶厶厶 ュ<1 A  二 厶厶  < "厶厶 厶 厶厶厶 

の 全身 全 靈は卽 決 的に 戰爭を 排斥す るので ある。 

〇 而已 ならす 非戰の 唱道 は 主の 降臨 を 早める ので ある、 彼を此 世に 請 待し 奉る に 適當の 準備が 要る の 

である、 而 して 其 準備と は 平和の 福音の 宣傳に 外なら ない、 「天 國の此 福 昔 を 萬 民に 證 せん 爲に 普く 

天下に 宣傳 へられん、 然る 後に" 末期 到るべし」 と ある (馬 太傳廿 西 章 十四 節〕、 神 は 福音 を 以てすべ 

ての 人 を 審判き 給 ふので あれば (羅馬 書 二 章 十六 節) 普く 福音 を宣傳 ふる は 審判 開始の 前提と して 必 

要で ある、 而 して 福 昔 宣傳と は， 今時の 宣敎師 等に 由て 爲 さる k が 如く 當らす 障らす の 平凡 理を 宣傳ふ 

る 事で はない、 今の 世に 在て は 非戰は 福音の 最要 部分で ある、 「罪に 就き 義に 就き 判に 就き 世 をし 

て 扉 ありと 曉ら しめん」 ために は 是非共 罪の 中の 罪なる 戰爭の 扉に 就て 隨 らしむ るの 必要が ある (約 

翰傳 十六 章 八 節)、 首 ふまで もな く 福音の 半面 は 罪の 詰責で ある、 而 して 第 二十世紀に 於け る 人類、 

殊に 文明 國の 犯しつ k ある 最大の 菲 は戰爭 である、 戰爭を 詰責す して キリストの 福音 を說 くこと は 出 
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来ない、 戰爭を 許容して 基督 敎は其 根本より 壊れて 了 ふので ある、 社 會亊業 も 外 國傳道 も 有った もの 

ではない、 戰爭は 人道の 破壞 である、 基督 敎の 否認で ある、 戰 (1^ の 認容と 福音の 宜 傅と は 同時に 行 は 

るべ からざる 者で ある、 疇 昔 使徒 ョ ハネは 曾 ふた 「誠 者と は 誰か、 ィ二 スを 一一 一一 II ひて キリスト とせざる 

たらす や」 と (約 翰 一書 二 章廿ニ 節)、 其時ィ H スの祌 性 は， の實際 問題で あつたので ある、 今時 

我等 は實 ふので ある 「誠 者 は 誰ぞ、 ィ H スを 信す ると 稱 しながら 戰 一.^ を 可とする 者なら す や」 と、 今 

や 人の 信仰の 眞偽を 試す に 彼の 奉す る 信仰 筒 條を問 ふの 必要 はない ので ある、 今や 何人も 如何なる 信 

仰筒條 なりと も 之 を 信泰 する ことが 屮 I 來る、 今や 信仰の 試驗石 は戰爭 である、 戰爭を 非と する 者 は 信 

者で ある、 可とする 者 は 不信者で ある、 凡の 善 は 愛の 一字に 含まる- -が 如くに 凡の 惡は 戰爭の 一語に 

つ、  い. U1 み  ふみつぶ 

.51 まる、 ので ある、 詩人 カウ パ ー は 心に 痛を感 する ことなくして 蟲 一 疋を踐 滑す 者 を 彼の 友人の 中に 

算へ ざり しとの 事で あるが、 其 如く 我等 は 今の 時に 方て 戰爭を 認容す る 者の 名 は 之 を 我等の 友人の 名 

簿 より 刪 除すべき である。 

〇 戰爭は 非戰の 唱道に 由て 魔まない、 我等 は 其 事 を 能く 承知して 居る、 其 如く 飲酒 は 禁酒の 唱道に 由 

て 止まない、 然 かも 我等 は 禁酒 を唱 へて 止まない、 魔む- M まない の 問題で はない、 か 不正 かの 問題 

である、 義か 不義 かの 問題で ある、 而し て戰举 は 不正で ある、 不義で ある、 罪 惡の絕 頂で ある、 故に 

非 戰を唱 ふるので ある、 而 して 非 戰を唱 へ て 我等 はバ プ テス マの ョハ ネの 如くに 主の 爲に道 を i ふる 

ので ある、 故に 我等の 非戰 の^も ョ ハネ の悔改 の聲の 如くに 野に 呼べる 人の 聲 である (港 太 傅 三-; 14 三 

@. 少数者の 聲 である、 世と 敎會 とに 嘲 けらる、 聲 である、 然かも之を叫ばすして主は其義き{#.5^- 

を 行 ひ 給 ひ 得ない ので ある、 義が義 として 行 はれ、 不義が 不義と して 絶滅 せられん がた めに は -ー 度 明 


かに 義の義 たると 不義の 不義た る ことが 唱道 せらる、 の 必要が あるので ある、 不義と して 認められ ざ 

る 不義 は 之 を 不義と してお むる ことが m 來 ない、 現世に 於け る 正義 唱道の 必要 は玆に 在る ので ある、 

來 世に 於け る キリ ストの 審判 を贊け 奉らん がた めで ある、 而 して 此翼贊 の 住に 當るは 信者の 大名 譽で 

ある、 今の 時に 方り， と敎會 とに 嘲 けられながら 戰爭の E 非 惡を唱 ふること、 余鞏は 之に 優る の 名譽を 

想像す る こと は 出来ない、 是は實 に 我等の 名譽 であって 又 我等の 救 拯に關 はる ことで ある、 今や 基督 

敎を說 くも 石に て擊 たる \ の 虞 はない、 此 時に 方り て 我等 は 非 戰を唱 へて 社會に 斥けられ 敎會 より 追 

はれて 我等の 救扬を 完成す べきで ある、 實に 今の 時に 方り て 預言者 の唱 へし 祝福 は 非 戰を唱 ふる 者の 

上に 裕に 宿る を 見る ので ある、  • 

歡 害の 昔 信 を 傅へ、 平和 を 吿げ、 善き 音信 を傳 へ、 救 を 吿げ、 シ オンに 向 ひて 汝の祌 は 統治め 給 

ふと 一 H ふ 者の 足 は 山の 上に ありて 如何に 美 はしき 哉 

よ 二し ま 

と (以赛 ：=si 書 五十二 章 七 節)、 平和 を 告げて 主の 降臨 統： m を 待 § マーむ こと、 邪曲なる 此， に 在りて 信者 

の爲 すべき 事 は 特に 此事 である。 

〇 キリ ストの W 臨と い ふが 如き は 漠然たる 迷信め きたる 事の やうに 思 はれる、 然し 乍ら 是 なくして 人 

，ここし へ  あな  みづ 

類の 希望 は 悉く 畫 餅に 歸 する ので ある、 若し 大 能の 神、 永遠の 父、 平和の 君と 稱 へらる k 者が 自 から 

人類の 間に 降りて 公平と 正義と を 以て 國々 の 間 を { さ 判き 給 ふに 非す ば 世界平和の 到来 は 到底 望み 得な 

いので ある、 世界平和に 關 はる 人の 計畫は 悉く 畫 餅に 歸す るので ある、 力 ー ネギ ー の 寄附に か. -る平 

f,-u  .U ち.. IS 

和宫の 建築 竣 ると 同時に 此^ 界戰 爭は始 つたので ある、 「人々 平和 無事な りと 一一 一一 口 はん 其 時亡滅 忽ちに 

來 らん」 との 聖書の 言 は 常に 事實 となりて 現 はれた ので ある (テサ 口 一一  ケ 前書 五 章 三 節)、 政治家 等 
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g- 事  五 〇 二 

に. m て 平和 手段が 最も 盛に 施さる、 其 時に、 亡 減 的の 大戰亂 は 常に 國民 の^に 臨んだ ので ある、 今よ 

り 後 百 人の 力— ネギ ー が 現 はれ、 百楝の 平和 宮が 建築され、 百 人の ル ー ト、 ウィルソン 等 世界平和の 

旋 者が 現 はる、 と雖 も、 自己中心 を 根本と する 此 世に 戰 爭の絕 ゆる 時と て は 永久に 来らない ので あ 

る、 而 して 此事を 看て 取りし # の 思想家 は 今や 往々 にして 世界 歷史の 立場より して キリ ストの W 臨、 

或は 之に 類す る 現象 を 待望む に 至った ので ある、 英國め 社 會學者 E  • A  . ゥ ー ドハ ウス 氏が 近頃 A 

World  Expectant 『^界 の 希望』 なる 書 を 著 はし、 泥亂 せる 目下の f 界の 整现は 未だ 曾て 生れし こと 

なき 大人物の 出現に 待たざる ベから すと 論ぜし が 如き は 其 一 例で ある、 叉 露國の 詩人に して 大 思想 {豕 

なる ゥラ ヂミ ー ル . ソ n- ヰ H フが老 トルストイ 伯の 筆法 を 以て 大膽に 明白に 此歐洲 大戰爭 の 終る 所 は 

書の 明示す る 世界人 類の 大寐 判の 開始で あると 唱道せ しが 如き は 確かに 世界 思想の 一 倾向 として 見 

るべき である {  War  Progress  and  tlie  End  of  History, Iby  .Vladimir  Solovie づ」。 

(Iss 曰 之 研究』 七月) 


預言 考ィザ ャ をして 今日 在らし めば  一 

以赛亞 書 十三 章より 廿三章 ま で を讀み て 感す る 所 

若し 預言者 ィザ ャ をして 今日^に 在らし めたならば 彼 は 偉 觀を呈 したで あらう、 彼 は 神の 預言者と j 


して^く 萬 邦 を 責めた であらう、 彼 は 今の 監督 牧師 傳道師 の 如くに 一 國を 貶して 他 國を揚 るが 如き 事 

を爲 さないで あらう、 神 は 漏視る 者に あらす、 神の 預言者 亦然 りで ある、 ィザャ は先づ 第一 に 自分の 

國の ュ ダャ を 責めた、 次に 其 姉妹 國の イス ラ H ル を 責めた、 隣邦の シ リャ、 モ アブ、 ヱ ドム を 責めた、 

そのと さ 

當時 の 强大國 の アツ シリャ と H ジ プ トとを 責めた、 海上 の 勢力た るッ B を 責めた、 遠き 南方 の H テオ 

ビヤ を 責めた、 彼れ 在世 當 時の 開明 國 にして 彼の 「預言」 卽ち 詰責の 一一 一一 n を 蒙らざる 者はなかった、 彼 

は 實に萬 邦の 預言者であった、 身 は慕爾 たる ユダヤ 國の 一市 民で あつたが、 職 は 世界の 栽刺官 であつ 

た、 彼 は 建て、 叉壞 つた、 彼の 前に 人 は な 風の， 吹き 去る 批 糠であった、 彼 は 言辭を 以て 偉大で あつ 

た、 彼 は 神に 代りて 語りて 思 ふが ま X に 萬 邦を鞫 いた。 

ィザャ は 紀元前 第 八 世紀の 人であった、 我が 祌武 天皇 卽位前 更らに 百年 前に 此 世に出た 人であった、 

然れ ども 彼の 勢力た る や 世界的であった、 彼の 感化 力た る や 永久 的で ある、 彼に して 若し 紀元後 第二 

十^ 紀の 今日に 世に出ん 乎、 彼 は 同じ 權威を 以て 萬 邦 を 責めた であらう、 彼 は 今より 五 年 前、 又は 十 

の _ふ^  一 

年 前、 歐 洲大戰 i!i が 未だ 人の 豫想 にだ も 上ら ざり し 時に 全世界 を警誡 して 言うた であらう、 

汝等泣 號 ぶ ベ し H ホバの 日 は 近づけり、 

全能者より EE る 敗亡 來 らんと す、 

この.， i-s; 

是 故にす ベての 手 は 垂れ 

すべての 人の 心 は 消え ゆかん …… 

視ょ エホバ の 日 は 到れり、 

苛く  I- て.. 忿恚と 激しき 怒 を 以て 来れり、 
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あら  たち： ュ ろぼ 

全地 を 荒し 共屮 より 雜人を 絶 減さん、 

天の 諸の 星と 星の 宿と は 光 を 放た す • 

n は 出で 、暗く 月 は： t りて 輝かざる ベ し、 

我れ 其 惡 のために ゆ # を 罰し、 

其 不義の ために 惡人を S§ し、 

顯れる 者の 誇り を 止め、 

暴ぶ る 者の 傲慢 を ffi くすべし 

と (レ三 章 六 ー.； '一節)、 過去 半 百年 問に 涉り、 人類 は、 殊に 其 開明 人種 は、 殊に 基督 敎國 と稱 する 

圃々 の， は、 其 造 主なる 祌を 忘れ、 文明と 稱 して 肉の 快樂 のみ 維れ 求め、 神の 屬を 摩て 己が 用に 佻し、 

富 源と 稱 して 天然 を盜 州し、 學に 耽り、 科學を 弄び、 美術 を樂 しみ、 恩 惠に與 りて 謝する こと をせ 

す、 全能の 祌を 斥けて 智識 萬 能 を I？ へ、 信仰 を 嘲け りて 「力の 福 昔」 を 唱道した、 兹に 於て か 「エホ 

バの R」 は 全地に 臨まざる を 得ない、 此國 彼國を S 非 せんがた めで はない、 全世界 を 罰せん が爲 である、 

「我れ 共， 化惡 のために^ 界 (全地) を 剥し」 と ある、 獨 填と 云 はす、 英佛と 云 はす、 全 歐洲、 全米 國、 

全 亞細亞 が 其 造 主なる 祌を 蔑 にし、 文明の 美名の 下に 自己中心 主義 を 以て 生活 を 營み來 つたので あ 

る， 忿患と 激しき 怒と は 彼等の 上に 臨まざる を 待ない ので ある、 祌の心 を 以て 心と する K  f 一：； 者の 心に 

.V 戰爭 は； S 知せられ たので ある、 此 文明 ありて 此戰举 あり、 卜 丸^ 紀 文明の 當然の 給 * として 二い ゆ 

紀 の 此大戰(.^は臨ん だ の で ある。 

人 節 令- 體、 殊 に 基督 敎國全 體を詰 貪せ し K 言^ は更 に 服 を轉じ て 國 々 を 詰責した， であらう、 彼 は 光 


づ第 一 に 己が 本國を 責めた であらう、 彼 は 今の 愛國^ の 如くに 己が 國の "罪 と あれば 悉く 之 を蔽ひ 包み" 

敵國の と 云 へば 盡く之 を g 露す るが 如き 事を爲 さなかった、 彼 は先づ 第一 に 自國を 責めて 然る 後に 

他國 に&ん だ、 

あ を 犯せる 國、 不義に て 充てる ni -、 

すゑ  みつ ク ^  ； 

惡を行 ふ 者の 裔、 道 を亂る 種族 …… 

全 頭 は 病み， 全身 は疲 る、 

足の 跖 より 首の 頂に 至る まで 健全なる 所な く 

唯 創瘦と 打傷と 暖 物と のみ 云々 

と ハ 一 音 十四— 六 節)、 萬 邦 盡く罪 あり 我國 最も 甚 しと 言 者 は 曰 ふので ある、 而 して 自國の sii- を感す 

る こと まも 鋭敏なる 預 一一 =11 者の 聲 であるが 故に 彼が 他 邦を责 むる 其 一一 一一 n が聽 かる k ので ある、 而 して 國人 

C りんぶ 

が祌國 なりと 稱 して 世界に 誇りし 自國を 責めて 完膚 なから しめし 彼 は 昔の モ アブ、 H  K ム、 シリャ 等 

の 小 邦 を 責めし が 如くに 今の，： n 耳義、 賽爾 比、 黑 山國、 勃 牙 利、 羅馬尼 等の 小 邦 を 責めた であらう、 

彼 は 小 邦たり とて 其 „4 を假 借し ないで あらう、 彼 は 白 耳 義を責 むる に 彼等が 阿弗利加 コ ンゴ— に 於て 

ir. メ 1 でんな i 

其 黑扠を 虐待せ し 事 を 以てした であらう、 彼 は 預言者 ァ モスが 「ギリ アデの 孕める 婦を 剖たり」 と 云 

ひて ァ ン モ ン國の 罪 を 責めし やうに、 土人の 小兒に 爆裂 藥の 子 を 飲まし めて 其 腹中に 入りて 破裂す 

る を 見て 樂め りとの 事 を 以て 白 耳 義國を 責めた であらう (亜 麼士書 一 の 十三)、 獨逸は 白 耳義を 虐待 

した、 預言者 は 獨逸を 憤らざる を 得ない、 然れ ども 白 耳 義も亦 無辜で はない， 彼 も 亦 弱き 助けな き 阿 

弗 利 加 土人 を 虐待した、 公平た る 預言者の 眼 は 亦 彼に 向て 忿ら ざる を 得ない、 勃 牙 利然 り、 赛爾比 亦 
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然り である、 罪は强 者に 於ての み 有る のでない、. 5S 者 於ても 亦 1^ るので ある、 若し 預言者 ィザャ を 

して 今日 在らし めしなら ば # は 英米の 宗敎家 が爲 す， が.； 如くに 小 邦を憐 むの 餘り其 明白なる 罪 惡を蔽 ひ 

匿す が 如き 事を爲 さないで あらう、 彼はモ アブに 對 して 揚げし 聲を 姿- 爾 比に 對 して 揚げた であらう、 

其收亡 の ^態 を述 ベ し 後に 言 ふたで あらう 

むす 力ら  いたり  さ i よ 

モ アブの 女攀 (民 等) は アル ノン (國境 を 流る、. 河の 名〕 の津 にあたり て 彷徨 ふ 鳥の 如く、  m を- 

逐 はれた る 雛の 如くなる べし  ， 

と (十六 章 一 一節)： 彼 は 南方の 山國 エドムに 對 して 述， べし 言. を 巴 I 释 半島の 山國 M; 山 國に對 して 述べ 

たで あらう (卄ー 章 十 一 、 十一 一節)、 ダ マスコ に關 はる 预 す は，： n 耳 f 敏に關 はる 預言で あらう (十七 章 )- 

其 他 伊太利に 對し、 羅馬 尼に 對し、 土-耳 古に 對し、 勃ォ 利に 對し、 當. の 預言が あるで あらう、 彼 は 

能く 各圃 の 弱 點を摘 指し、 共， 胩 を 責め て 悔改の 途を敎 へたで あら う。 

ィザャ は 勿論 普魯西 の 軍國 主義 を 憤つ た で あ ら う、 彼 は アツ シリャ を 貴め し 峻厳 の 言 を以 て 普魯西 

を資 めた であらう、 アツ シリ ャ王サ ルゴ ン、 セネ， ケ リブに 對 して 叫びし 言 を 以て 獨 帝に 對 して 叫んだ 

であらう、 彼 は 武力 を 以てする 征服の 全然 無效 に歸 する を 述べた であらう、 彼 は軍國 主義の 獨 逸の 

き 將來に 就て 言した であらう、 曰く 

やす 

暴虐 を 施せる 者 如何にし. て 息み し 乎 

エホバ は惡 人の 杖 を 折り 給へ り、 

有司 (官僚〕 の笞を 挫き 給へ り、  . 

と (十四 章 1:、 五節)、 軍國 主義の 代表者なる カイ ゼ. ル に對, L て 彼が アツ シリャ 王 セナケ リブに 對し > 


て 告げし 言 辭を其 儘 繰返して 言 ふたで あらう、 曰く 

汝の 怒り狂 ふ 事と 汝の 傲慢る 所の 事 上りて 我 (マー ホバ) 耳に 入り たれば、 我れ 環 を汝の 鼻に つけ、 

•、 つ. 1:  ，クニ-しる  もとき  ひき ゲへ 

轡を汝 の 辱に 施し て汝を 元来し 道 に 引 還す ベ し 

と (列 王 紀略下 十九 章せ 八 節)、 而 して 預言者の 此言を 聞きし 獨 逸の 哲學者 祌學者 等 は 甚だしく 怒る 

であらう、 然れ ども 正義に «:カ 敢 なる ィザャ は 哲學を も 神 學をも 恐れない であらう、 彼 は オイ ケ ン. と ハ 

ル ナックの 權 威を棑 し、 軍國 主義の 體現者 を 扱 ふこと 漁夫が _0 を 扱 ふが 如くで あらう、 曰く 「我れ 環 

V ゝ つ-ひ  * ヽちび る 

を汝の # に附 け、 轡を汝 の脣に 施し 云々」 と。 

而 して 獨逸 を責 めし ィザャ は 同様に 英國を 責めた であらう、 而 して アツ シリャ に對せ し 態度 を 以 て 

獨 逸に 當 りし 預言者 はッ tl に對 せし 態度 を 以て 英國 に當 つたで あらう、 ッ & は 疇 昔の 商業 園であって、 

海上の 權 力であった、 其 運命 如何、 預言者 は 曰 ふた、 

クル シシの 諸の 舟よ 泣號 ベよ  

わ， 1- い-,、  ；ュ？ち。  . 

ッ D は大 なる 水 を 渡来る シ ホ ルの 種物と 

ナイル 河の 穀物と により て 牧益を 得た り 、 

ッロは 諸の 國の集 ふ 市な りき、 ： 

其 商人 は 王侯、 其 貿易 者は國 の貴挨 なりき、 

のべ  ふるつ-? ご 

H ホバ 手 を 海の 上に 伸て 國々 を 震動 かせり、 ， 

のり  り で こズ. a 

M ホバ 詔 命 を 下し 其 保 砦を壞 しめ 給 ふ、 

なき さー：5  く つか 

タルシシの 舟よ 泣號 ベよ、 汝の保 砦 は碎れ たり、 
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と (二 卜 三^一— ト w 節 )ノ 

斯くて ィザャ は 萬國を 1^ 判く であら う 、 然 れ ど も 神 の "m 首 者な るが 故に 箱く のみに 非す して 慰む る 

であらう、 祌の忿 患 は 殺す ために 臨む ので はない、 活かす ために 來 るので ある、 イスラエルの 敵なる 

ェ ジブ トもァ ッ シリャ も 終に は 神の 國と 化すべし との 5$ であった、 

萬 軍の H ホバ 之 を 祝して 言 ひ 給 はく、 

我 民なる H ジプト 我 手の ェ なる アツ シ リャ、 

我が 産業なる イスラ H ルは 福い なる 哉 

と (十九^： h 五節〕、 の 刑罰と して 此大 戰举は 批界に 臨んだ、 然し 乍ら 之に 由て ま界が 滅びん が爲 

ではない、 之に 由て 救 はれん が爲 である、 軍國 主義 は 之に. S て獨 逸より 除かれ、 商寶 根性 は英國 より 

絶た る、 ので ある、 

其 貿易と 其據 たる 利潤と は聖 めら れて H ホバ に獻 げらる ベ し 

と あるが 如く、 此大 戰亂の 終る 所 は キリストの-科 臨 か 否す ば 之に 類す る 福祉の 到来で ある (卄三 章 十 , 

r> や J)o  (『^翁 之 研究』 八月) 

敎會 と戰爭 

英 國の大 m 心 想.；^ H  •  G  • ゥ H ルス 氏近顷 激語して 曰く 「組織せ る 基督 敎 (敎會 を 指して 謂 ふ) は 世 

界を 今日の 難局より Si ふ 能 はす、 神の 圃 以下の 者 は 此事を 爲す能 はす、 而 して 時 は 近づきつ k あり」 


と、 實に 敎會の 無能 は 今や ハ. 化々 明白に なりつ、 ある、 敎會は パプ テス マ を 施し 信者 を 製作して、 紐綠 

的 團體を 作りて 此^に 多少の 勢力 を 揮 ふこと が 出来た、 i 、一し 罪 惡の絕 頂なる 戰爭を 止める 事が 出来な 

かった、 叉. め やうと も爲 なかった、 少數の 孤 兒を養 ふ 事 は出來 たが 許 多の 孤兒を 作る 事を妨 ぐる 事 

が 出来なかった、 敎會は 全 體に戰 爭に贄 成して 此 世の 王 等と 其 罪を頒 つた、 故に 神 は 今や 敎會 を棄て 

給 ひつ、 ある、 而 して 敎 會に竣 たす して 直に 「神の 國」 を 降して 世界 を 今日の 難局より 極 はんと 爲し 

給 ひつ、 ある、 而 して ゥヱ ルス 氏の 言 ふが 如くに、 其 時 は 近づきつ、 あるので ある、 人の 失敗 は 神の 

機會 である、 人の 組織せ し 敎會が 無能に 終りし 時に 神の 國が現 はれて 彼の 榮光 は揚 るので ある。 

書 之 研究』 八月) 

聖書と 戰 爭 

歐 米の 基督 信者 等 は 聖書 を 以て 宗敎 道德の 標準と なし、 聖書に 據 りて 一夫一婦 を唱 へ、 聖書に 據り 

そむ 

てバプ テス マ を 施し、 聖書に 據 りて 聖餐式 を 守る、 而 して 若し 聖書の 言に 反く 者が あれば 非 聖書 的な 

りと 稱 して 其 人 を 責める、 然し 乍ら 戰爭 の 事に 就 て は 彼等 は敢て 聖書 的な らんと 欲しな い 、 聖書 は 明 

a に 戰爭 を禁す る 關らす 彼等 は大 仕掛 に 之 を 行って 博らない、 斯 くして 彼等 は 小事 に §^1書的 に し て 

大事に 非 聖書 的で ある、 若し 聖書 の 言 を以 て 言 ふなら ば 彼等 は ネ矛を 漉し て 驗駝を 呑む 者で あ る (馬 

太傳： b 三章廿 四 節)、 若し gsl 曰が 戰爭を 許す と 云 ふなら ば 聖書 は 如何なる 罪 惡をも 許す と 云 ふ 事が 出 

來る、 然るに 今や 獨 逸に 於て は 勿論の こと、 架 書 的な りと 自ら 稱 する 米國に 於ても 第 一 流の 牧師と 祌 
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挚 者と は 聖書に 據 りて 戰爭の 義を唱 へつ-. ある、 斯 くして 是 等の 牧師 祌學者 等 は 弱き者 を責 むる に强 

くして 强き者 を 貴む るに 弱く ある、 彼等 は 奥 論に 反し 聖書に 據り て戰爭 を 非と する の 勇氣を 有たない C 

(『聖書 之 研究』 十二月 ソ 
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世界の 平和 は 如何にして 來る乎 

(三 月 三 日 東京 祌 田 基督 敎靑 年會館 に 於て) 

基督 再 臨に 關 する 演說會 の 共囘を 重ぬ るに 從ひ 興味 を 減す る 事な く 依然として 多數の 來聽を 見る は 

. 害 ぶべき 事で ある、 而 して 旣に 彼方此方に 於て 多少の 反響 あり、 殊に 一部 人士の 公然たる 反 對の聲 を 

擧 げたる を 多と せざるを得ない、 素より 彼等 ュ 一一 テリアン 派の 人々 が キリストの W 臨 を 信す る 能 は ざ 

る は當然 の 事で ある、 然しな がら 怪む ベ きは斯 派と 余輩と の 中間に 立ちて 其 旗 職 を 不鮮明なら しむる 

. 多くの 牧師 神學者 等の 態度で ある、 彼等 は此 問題に 關 して 聖書 を 如何に 解釋 せんと 欲する 乎、 新約 聖 

■ 書中に 反 "俊 敍說 數百囘 の タクき に 上る 此 問題 を 曖昧 校 糊の 裡に雜 り 去る 事 は 出来ない、 「然 り」 乎、 「否」 

. 乎、 敎 役者た る 者 は 今や 須 らく 其 一 を 明白に 選擇 すべ きで ある。 

而 して 此 事に 關し 余輩に 對 して 下された る 批評 は少 からすと 雖 も 其 最も 與味ぁ る は 余輩の キリスト 

w 臨の 提唱 を 以て 翁餘の 活路 を 求めん とする にあり と 做す 所の ものである、 蓋し 此 批評 當らす 且當れ 

り、 若し 其 所謂 「活路 を 求む」 と は 新聞記者 叉 は 代議士の 言 ふが 如く 「糊口に 窮 したる」 の 謂な りと 
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せば 其 一 たる 賤劣 にして 且 虚妄で ある、 然れ ども 或る 他の 意味に 於て は 又 一 面の 眞 を 語る ものと 爲 

. 、 r^,J--w、*f  、ノ、  ?o レ O0  OP0O00OOOOOOOOO0OO 

さ. -るを 得ない ， ^となれば 余 は 糊口に^ せざる も 聖書の 解 釋に窮 したので ある、 余の 從來の 信仰の 

み を 以 て し て は 最 早 や g^, 書 に 就 て 語 る ベ き 事 が 壶 き た の で ぁ る 、 余 は 近 -顷 に 至 り 幾度 び か 『 架 書 之 研 

究』 誌 を魔刊 せんと 欲した、 殊に 宇 {.H 人生に 關 する 大 問題の 余に 迫り 來るゃ <ル は 遂に 行き 詰った ので 

まる ダ i るに 驚くべし 其 時に 當り 久しく 余の 心中に subconsciousness  (自覺 以下の 感覺) として 潜 

-;^ せし ものが 突如 躍動し 來 りし 爲め玆 に 忽ち 活路 は 開かれた ので ある、 然り 之が 爲に余 は ー變し 余の 

心中に 思想 は 湧出す るに 至った、 聚書は 其 創世記より 默示錄 に 至る 迄大 なる 光明 を 發し其 他 余の/や 日 

迄 讀み來 りし ものが ^な 蘇 生した、 加 之 從來余 の 思想の 傾向に 合致せ ざり し 形而上 學に關 する 頭腦も 

亦^た に^けて 近時 余が 哲學書 数十： を雜 かざる の rn は 稀れ である、 < ^は 叉 甚だ 演說を 好 まざりし に 

ひ ：？ らす 今や 獨り 東京の みならす 關 西に 又 北海道に 遠征 を 試み 幾 百囘の 講演 を も辭せ ざらん としつ.， あ 

る S ち < ^をして 此の 如くなら しめたる の 意味に 於 て 再臨 の 信仰 は 實に余 の 爲め に 活路 を 開い た の で 

ある。 

もろ/ ヽ  い. li,/-.?  -AU  i が 5_. 

末の 口に H ホ バ の 家の 山 は 諸の 山の Jg に 堅く 立ち、 諸の 镊 よりも 高く 舉り、 凡て の國 は.，；^ の 如く 之 こ つ かん、 

もろ-く  つるぎ  す 

…… ェ ホ ハは 諸の 國の間 を さばき 多くの K を 攻め 給 はん- かくて 彼等 は 其劍を 打ち かへ て 鋤と なし 其鎗を 打ち 

かへ て 嫌と なし、 國は國 に 向 ひて 劍を 擧げ ず、 戰 闘の 事 を： 冉び學 ばざる べし (ィ ザャ書 二の 二— g し。 

-っ- う もの  A^J-J. ごと 

ひとりの 若者 我等の 爲に 生れたり、 我等 は 一人の 子を與 へられた リ、 政事 は 其 肩に ぁリ. 其 名は不 E 仏議 なる 戰 

士 また 人 能の 祌. 永遠の 父. 平和のお と稱 へられん * 其 政事と： 牛 和と は^し 加 は リて窮 りなし. 且 ダビデの 位 


さ 

に 坐りて 其國を 治め 今より 後 永遠に 公平と 正義と を もて 之 を 立て 之 を 保ち 給 はん、 萬 5B- の H ホ バ の 熱心 之 を 成 

し耠 ふべ し (同 九の 六， 七〕。 

シ オンの 女よ 大に 喜べ， エルサレムの 女よ 呼ばれ >  視ょ汝 の 王 汝に來 る * 彼 は 正しくして 救 拯を賜 i リ 柔和に 

して 驢馬に 乘る …… 我れ H フ ライムより 戰車 を絕ち H ルサレ ム より 軍馬 を 絶たん、 戰爭 弓も絕 たるべし- 彼れ 

阈々 の K に 平和 を 論さん， 其 政治 は 海より 海に 及び 河よ リ 地の 極に 及ぶべし (ゼ カリア 書 九の 九， 十 )o 

ん r. より 十 數年前 紐 有に 於て 非 戰會議 が 開かれた 事が あった、 各派の 人々 之に 加 はり ユダヤ人 も 亦 多 

く 出席した、 其 中の 一人なる 或る ラビが 會議の 席上に 於て 立って 曰うた 「二 干 七 百 年の 昔 我等の 預ー 一一 一口 

者 ィザャ が 『彼等 は 其劍を 打ち かへ て 鋤と なし 云々』 と 世界の 平和 を 預、 言して より 戰 (1_ -廢 止の 理想 は 

深く 人類の 心に 梳 付けられ 爾來 種々 なる 反對は 常に 絕ぇ ざるに 拘 はらす 人類 は 今日 尙其 理想 を棄 つる 

事が 出来ない ので ある」 と、 實 に然リ である、 預ー 一一 一口 者の 言 は 夢に 似た る も 夢に 非す、 之れ が 人類の 

想で ある 仏 時 力 は^くなら ざるべ からすと.^ 人 も翹び If: する ので ある、 語るべき は 夢で ある 理想で あ 

る、 方便 は 人 之 を 忘れん、 然れ ども 理想 は 之 を 忘れない、 理想 は 深く 人類の 心底に 潜みて 子々 孫々 に 

流る，. ので ある、 かくて 平和の 理想 も 亦 世々 相傳 へて 今日に 及んだ、 西洋の 文 學之を ひ 日本の 論客 

之 を 論す るので ある、 平和 は實に 人類の 最も 切なる 理想で ある。 

平和 は 人類の 理想で ある、 聖書 は 明，： n に 之を敎 ふる、 然し 乍ら 聖書 は 唯に 理想 を敎 ふるのみ ではな 

い. 如何にして 此 理想 を實 行すべき」 乎、 平和 實 現の 手段 方法、 之れ 亦 聖書の 敎 ふる 所で ある、 聖書 を 

讀 みて 其 示す 所の 眞理の 前後 を截斷 する は 甚だしき 誤解で ある、 「心の 貧しき 者 は 幅な り」、 M とな 

れば 「天 國は卽 ち 其 人の もの なれば 也」、 二者 相 待て 初めて 完 たし、 其の 如く 「彼等 は 其劍を 打ち か 
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へて 鋤と なし」 …… 國 は 國に向 ひて 劍を舉 げす、 戰鬪の 事 を 再び 學ば ざるべし」、 如何にして 然る 乎、 

日く 「ひとりの 人我 等の 爲に與 へられん」 である、 「H フ ライムより 戰爭を 絶ち H ルサレ ム より 軍馬 

を 絶たん」 如何にして 乎、 曰く 「視ょ 汝の王 汝に來 る、 彼 は 云々」 である、 知るべし 架 書 は 萬 國の平 

和を說 くと 共に 亦 之が 爲 めに 或 一人の 来臨 を吿 ぐる 事 を、 祌は必 す 永遠の 平^ を 降し 給 ふ、 之 聖書の 

明示す る 第一 の眞理 である、 祌は其 手段と して 萬 物 を 己に 服 はせ 得る の 力 を 有する 其 子 を 降し 給 ふ、 

之れ 聖書の 明示す る 第二の 眞理 である、 平和 は 来らん、 然れ ども 人類の 平和運動に 由て に 非す、 ひと 

りの 人我 等の 爲に 天より 降りて 之 を 裔 すので ある、 聖書の 敎 ふる 所 は此 くの 如くで ある。 然 らば I 界 

に 平和 を來 すの 方法 は 他に 無い ので ある 乎、 其方 法と して 三の もの を考 へる 事が 出来る。 

其 第一 は戰爭 である、 戰 爭の爲 の戰爭 に 非す、 戰 爭を廢 止せん が 爲め卽 ち 平和 を來 さんが 爲 の戰爭 

たりと は 今 同の 戰爭に 就て ffi 々聞く 所の 聲 である、 殊に 米國の 如きに ありて は此 理由の 下に 凡ての 平 

和 論者 は 沈默を 守り 國民は 擧て戰 爭の爲 に 熱狂し つ k ある、 其 或る 敎會 より 發行 せし 小冊子に 曰 ふ 

「昔 は 神 は 紅海に パ a の 軍勢 を 沈め 給へ り、 然れ ども 今や 神の. 器 判 は 大口 徑 大砲に あり」 と。 

菜して 然る 乎、 然ら ばかの 世界最大の 巨砲 を 有する 獨澳は 如何、 彼等 は 神に 代りて 世 を 審判く 者で 

ある 乎、 ナボレ オン 嘗て 曰. へる あり r 攝理は 常に 强き 軍隊の 側に あり」 と、 誠に 危險 にして 且簿 弱な 

る 議論と 一一 一一 口 はざる を 得ない、 今 は沈默 せる 米國の 平和論者 ジ ヨルダン 博士が 戰前 毎年 スタン フ ォ ー ド 

大學に 於て 爲 したる 講演に 於て 彼は獨 逸の ガド ケの霄 を 引きて 繰返し 說 いて 曰うた ので ある r 戰爭は 

戰爭 を^す る 能 はす、 却て 之 を 生む」 と、 而 して 博士の 此言は 疑 ふべ からざる 眞理 である、 戰爭は 決 

して 戰爭を 以て 終局に 達せす、 日 淸戰爭 は 日露 戰爭を 生み 日露 戰爭は 叉 今囘の 戰爭の 誘因 を 成した の 


である、 日露 役 中 最大の 死傷者 を 出した る沙 河の.， ま戰を 評して 「文明と は 此の 如き ものな り」 と 嘲り 

し 人が あった、 而も 之 を 以て 到底 今 同の 戰爭に 比ぶ る 事 は 出来ない、 戰爭は 徒らに 戰爭 を擴大 せし む 

るに 過ぎない ので ある、 博士 叉 曰 ふ 「戰爭 に 勝つ は 之に 敗る i よりも 不幸な り」 と、 然り羅 馬、 佛蘭 

西 等の 歷史 みな 之を證 明す、 戰爭は 遂に 平和 を來 すの 手段で はない ので ある。 

第二 は 外交 又は 平和運動 である、 然しながら 外交の 如何に 無能なる か は 人の よく 知る 處 である、 政 

府 使節 を 他國に 派遣し 其國の 官民 爭 うて 之 を歡迎 す、 饗宴 は饗突 に尋ぎ 接待 は 接待に 加 はる、 かくて 

兩國 親善の 聲 耳に 喧しき 時に 當り 何ぞ圖 らん 翌日 電報 は傳 へて 言 ふ、  (事實 は 決して 盟約に 

伴 はない)、 外交と は 畢竟 此 類の ものに 過ぎない、 試に k 牙 平和 會議 の歷史 を雜き 見よ、 此會議 の 主 

唱者は 露國前 皇帝 であった、 而 して 露帝 を慫慂 したる 者 は 平和に 戀々 たりし 英國 女王. ヰクト リア 陛下 

であった、 女王 は 戰爭を 惡む事 甚だしく 嘗て 再び 決して 宜戰の 詔勒に 署名せ じと 決心した、 然るに 後 

英國民 熱狂して 南阿の 二 小 共和 國を { 君 迫 めんと 欲し 女王に 對 して 官： 戰の 署名 を强 要せし 爲め 老女 王の 

心 を 痛む る こと 甚 しく 遂に 其 餘生を 短から しむる に 至った と 云 はれて 居る、 此 女王の 勸 誘と 經濟學 者 

ブ 口 ッ ホの 平和 論と に 促されて 成りし 海，， 牙 平和 會議は ra^ して 何を爲 した 乎、 一 八 九九 年 及び 一 九 〇 七 

年の 雨 度に 互る 會議の 結 議決 せられし 處を 今日より 見れば 實に 滑稽で ある、 曰く 「風船 上より 彈丸 

若く は 爆裂 物 を 投下す る 事を禁 す」 と、 曰く 「毒 瓦斯の 使用 を禁 す」 と、 曰く 「ダムダム 彈の 使用 を 

禁す」 と、 此の 如き 議決 は 今日 何人が 之 を 信す るで あらう 乎、 獨 逸の 飛行機 は 毎週の 如くに 倫敦 市の 

上空 を 見舞 ひて 幾多 無辜の 婦女 老幼 を 殺戮して 居る ではない 乎、 而 して 之に 對し 英國の 飛行機 も 亦 同 

じ 復馨を 試みて 居る ではない 乎、 毒 瓦斯 は 盛に 使用 せられて 二十 f 紀の 歐洲の 天地に 十：： きァ ッ シリア 
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歷史 の殘忍 暴虐 を 繰返して 居る ではない 乎、 列强の 外交官 一 堂に 集り 三 鞭を拔 いて 平和 を議 する の 結 

厶<3 厶厶厶 △△ 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

果は 概ね 此の 如し、 實に笑 ふに 堪 へたり である、 誰か 外交に 由て 世界の 平和の 到来すべき を 信ぜん、 

外交 は 一 時の 緩和 策た るに 過ぎない ので ある。 

第三 は 茶 督敎會 である、 然しながら 敎會も 亦 戰爭を 防止す るの 力なき 事 は 前の ハ ー バ ー ド大 學總長 

ヱリ オット 博士の 言 ひしが 如くで ある、 博士の 曰く 「基督 敎會は 今囘の 戰爭を 防止す る 能 は ざり し 1* 

に 由り 自己の 無能 を 曝露せ り」 と、 嘗て 瑞典那 威 兩國の 間將に 干戈 を 交 へんと する や、 敎會は 何の 爲 

す 所な く  i\i 社會 主義者の 戰 爭參與 拒絶の 議決に 由て 事な きを 得た ので ある、 基督 敎會は 此點に 於て 

は社會 主義者に も 及ばない ので ある、 敎會は 常に 四分五裂す、 それが ー圑 となって 行動す る 事 旣に至 

難事で ある、 況 んゃ國 民の 戰爭 熱に 醉ふ 時に 當り聲 を 揃へ て 平和 を唱へ 非戰を 叫ぶ が 如き を や、 先般 

二 ュ —ョ ルク  ボン SMWi 

鈕 育の 一 新聞に 戲 畫を揭 載した、 時 は クリス マ ス の 頃であった、 諸 敎會の 牧師 集まりて 新しき 讚美 

歌 を 習 ふ、 歌に 曰く 「地に は 戰爭、 人に は惡意 あれ」 と而 して 彼方に 風 彩の 揚ら ざる 一 人の 敎師は 古 

き 讚美歌なる 「地に は 平和 人に は恩惠 あれ」 を 歌 ひて 衆人の 爲に 蹴出されつ、 あるので ある、 一 片の 

戲靈其 中に 深き urns;- を藏 する ので ある、 基督 敎會が 一 團 となって 戰爭を 防止し 世界の 平和 を來 さんと 

いふが 如き は實に 痴人の 夢で ある。 

平和 は 戰爭に 由て 来らす、 外交に 由て 来らす、 敎會に 由て 來ら す、 然 らば 平和 は 遂に 来らざる 乎、 

人類 の 最も 切た る 理想た る 平和 は 遂に 來らざ る 乎、 かの 戰慄す ベ き戰爭 は 如何にして 絕滅 する ので あ 

る 乎、 何人も 之 を 知る 者がない ので ある、 人 は 徒らに 戰 後の 敎育、 戰 後の 經濟を 云々 する も 戰爭其 も 

の を 如何にして 終媳 せし むべき か を 知らない、 而し て戰爭 は 戰爭を 生み 禍害 は 禍害 を 生みて 今や 全 世 


界は 行き 詰らん として 居る ので ある、 かの 預言者 ィザャ の 理想 は 遂に 夢に 過ぎない ので ある 乎、 萬國 

の 平和 は 永 達に 實現 しないの である 乎、 否な、 決して 然ら す、 平和 は 神 御自身 之 を 降し 給 ふので ある、 

祌は其 獨子を 再び 世に 遣りて 彼の 肩の 上に 世界の 統治 を 置き 給 ふので ある、 而 して 彼が 宇宙 萬 物 を 己 

に 服 はせ 得る の 力 を 以て 永遠の 平和 を此 世に 實 現す るので ある、 平和 は獨り 彼に 由て 來る、 彼 を 信ぜ 

すして 平和 論を唱 ふる も 畢竟 之れ 一 の囈 語に 外なら ない ので ある。 

OOOOOOOOCOO  ©©©©000©0©©3 

世界の 平和 は 如何にして 来る 乎、 人類の 努力に 由て 來ら す、 キリストの 再来に 由て 来る、 神の 子 再 

び 王と して 來る 時人 類の 理想 は實 現す るので ある、 諺に 曰 ふ 「男子の 職分 は 出で. 1 戰ふ にあり 女子の 

職分 は 家に 在りて 泣く にあり」 と、 然れ ども 若し 此の 如き 狀態 にして 永 緩せば 神の 造化 は 失敗に 終る 

ので ある、 然れ ども 神 は キリストの 再来に 由て 遂に 戰爭 を廢 止し 人の 眼の 淚を 悉く 拭 ひ 給 ふので ある、 

キリストの 再臨 は實に 世界 問題 唯一 の 解決で ある。 (藤 井武肇 記) 

內村生 曰 ふ、 余の 唱道と 正 反對の 議論 を 見ん と 欲する 者 は雜誌 『新人』 三月 號に 於け る 海老 名彈 

正 君の 『^界 恆久の 平和 は 如何にして 來る 乎』 を讀 むべ し、 知るべし 『新人』 記者の 余の 信仰 を 

罵倒して 得々 たる を、 彼 は 「內村 氏の 平和 論」 と 云 ふ、 何故に 「聖書の 平和 論」 と 云 はざる 乎、 

余は此 事に 關し 聖書が 明かに 示して 居る 事を說 いたに 過ぎない ので ある。 (『塞 書 之 研究』 四月」 

戰 後の 世界 

今や 智者 は 何人も 戰 後の 世界に 就て 語る、 曰く 戰 後の 政治、 戰 後の 宗敎、 戰 後の 殖產 と、 然れど 彼 
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等の 中 何人も 如何にして 戰爭を 終るべき かに 就て， 語らない、 叉 其途に 就て 知る 者 はない、 彼等 は戰後 

に 黄金世界の 現 はるべき を 夢想す る、 然れ ども 戰爭は 果して 戰爭 を戢 むる や 是れ大 なる 疑問で ある、 

而 して 聖書 は キリスト d 言と して 我等に 傳 へて 云 ふ 「民 起り て 民 を 攻め、 國は國 を 攻め、 機馑、 疫病- 

地震 所々 に 有らん、 是れ皆 禍 の始 なり」 と (マ タイ 傳廿 11 章 七 節) 歷史の 終局 は 平和で はない 戰爭 

である、 黄金時代で はない 患難 時代で ある、 此戰爭 の 後に 更ら に大 なる 戰爭が 起る、 支那の 分割、 印 

度の 處分、 太平洋の 支配、 其 孰れ もが 世界 戰爭を 起す に 足る の 原因で ある、 新 天 新地 は此， 4 の 世が 诚 

びて 後に 來る、 其 時まで は 来らない.' r 此 等の 日の， 患難の 後 …… 其 時人の 子の 兆 天に 現 はる」 と ある 

(同卄 九 節)、 義 者は扬 はれ 惡者は 滅ぼされて 後に 天國は 地上に 建設 せらる、 政治、 外交、 宗敎に 由 

てに 非す、 權威 ある 神の 子の 顯 現に 由て 建設 せらる。  (『聖書 之 研究』 七月) 


大正 八 年 二 九 一九 年) 


聖書と 現世 

緖ー言 玆に此 欄 を 設けて 試る、 若し 必要が あれば 綾け る、 無ければ 魔め る、 其 目的 は 現世の 爲に 現- 

世 を 批判 せんとす るので はない、  現世 を 以て 聖書 を 研究 せんとす るので ある、 余 は 現世に 就て 語りて 

未だ 曾て 現世に 容られ たる 事 はない、 其 反對に 現世に 就て 余の 意見 を 述べし 結果と して 幾囘か 國賊と 

呼ばれ 逆臣と 稱 へられた、 故に 早くより 現世に 就て 語る を廢 めた、 余の 肉の 父の 如き も 世 を 去る 前に 

決して 再び 現世に 就て 語る 勿れと 余に 遣 言した、 余の 領分 は 現世で はない 來世 である、 余 は 現 食に 於 

て 忠臣と して 叉 は 義人と して 認めら れんと 欲しない、 唯 余の 生命なる キリ ストの 顯 はれん 時 余 も 亦 彼. 

と 偕に 榮 光の 中に 顯 はれん と 欲する (コロ サイ 三 章 四 節)、 斯く 一一 一一  11 ひて 余 は 勿論 現世 を輕ん する 者で 

はない、 然れ ども 人 各自 其 天職 ありで ある、 政治家 あり、 社會 改良 家 あり、 現世の 革 進 を 主 限と する. 

宗敎家 あり、 而 して 余 は 其の 孰れで もない ので ある、 余の 天職 は 聖書 研究に ある、 此書を 自他に 對レ 

て閬 明す る を 得ば 余の 生涯の 目的 は 達せら る、 ので ある、 余 は 余の 有する 凡の 智識 凡の 實驗を 以て 此 
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n 的 を 達せん とする、 §4, 書 を 以て 現^ を 利 せんとせ す、 現世 を 以て 書 を說明 せんとす る、 聖書が 目 

的であって 現^ は 手段に 過ぎない、 「我 國は此 世の 國に 非す」 と 余の 救 主 は 言 ひ 給 ふた (ョ ハネ俾 十 

八 章 三 六 節し、 余の 世界 も 亦 此^ 界 ではない、 然し 乍ら 此 世界の 事實は 余の 世界なる キリストの 國の 

莨を說 明す る、 余が 現 I に對 して 與味 を感 する は此 理由から して^ ある、 此 欄を設 くるの 目的 も 亦 

玆 にある、 讀 者の 之を諒 とせられん 事 をび If: む。 

國際 聯盟 名 は 美で ある、 理論と して 之 を嘆稱 せざる 者 はない、 然れ ども 果して 實現 する や 其れが 

問題で ある、 全 f 界が ー團 となりて 恆久的 平和 を樂 まんと する ので ある、 誰か之を&!^!まざらんゃ、 然 

れ どもば li^ むと 據らる k と は 全然 刖 問題 である、 而 して 國際 聯盟 は 人類 の X 布ば If; た る に 相違な き も 其 得 有 

たり 得べき 耶 共れ が 疑問で ある、 問題 は 個人の 完成と 云 ふと 其 性質に 於て 少しも 異ならない、 何人と 

雖も 自己の 完全な らん 事を^まない 者 はない、 又 努力して 完全に 達し 得ざる 理由 を發 見す る 事が 出來 

ない、 然るに 實 際に 於て 完全に 成る 事が 出来ない ので ある、 希 tlW と實 際、 之 を 人生の 二 律 相反と 稱せ 

A^, 實に 齒瘁き 次第で ある、 然れ ども 事實 である、 止む を 得ない、 人 は 完全 を 求めて 達し 得たい、 

世界 は 了 3^ と 成らん と 欲して 成り 得ない、 何故か、 聖書 は 斷案を 下して 言 ふ 「s 非、 人の 衷に 宿れば 也」 

と、 人 は 其 造 主なる 祌を 離れ 子と して 其 父に 反いた、 故に 罪に 陷 りて 戰爭其 他の すべての 災厄 を 其 身 

に 招いた ので あると は i が 書の 明に 示す 所で ある、 「心 は 萬 物よりも 偽 はる 者に して 甚だ 惡し 誰か 之 を 

知る を 得ん や」 と 預言者 M レ ミヤ は 言 ふた (ェ レ ミヤ 記 十七-; 14 九 節)、 惡の 中心 は 人の 心に 在る、 心 

<:<<:<:<1厶*3<1<： 厶厶厶 厶 △△△△<" 厶厶 厶厶厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶^  <1< "ム ュ 

を 改めざる 限り 惡は 除かれない、 偽 はる 心 を 有て る 人類の 上に 如何に 巧妙なる 外交 術 を 施す も 平和と 

幸福と は 来ない ので ある、 預ー 一一 一口 者 は 又 言 ふた rn テオ ピャ 人 その 膚を變 へ 得る 乎、 豹 その 斑 駁を變 へ 


得る か、 若し 之 を爲し 得ば 惡に 慣れたる 汝等も 善 を爲し 得べ し」 と (同 十三 章 二三 節)、 罪 は <& 'や 人 

の 生れつきの 性と して 存 るので ある、 而 して 之 を 除く の K 難は黑 人の 皮膚 を. R くし、 豹の 斑" 41 を 除く 

が 如くで ある、 人力の 到底 爲し 得ざる 所で ある、 而 して 罪 を 除かす して ，4 の 結 たる 戰爭 を廢 めんと 

する ので ある、 之 を 不可能と 稱 せざるを得ない、 大統領 ウィル ソ ン 如何に 偉大な りと 雖も、 英相 ィ 

ド • ジョ ー ジ佛 相クレ マ ンソ ー 如 M に 高潔 熱誠な りと 雖も 人の 靠を 除く 事 は 3,1 來 ない、 而 して 罪 を 除 

かすして 人類の 間に 恆久的 平和 を 持 来す 事 は 更らに 出来ない、 故に 圃際 聯盟の 主張の 高潔なる に關は 

らす其 實現を 疑 ふ 者 は 甚だ 多い ので ある、 之に 由て 戰爭の 魔^の 如き 到底 S マーむ ベから すと は米國 前々 

大統領 ル ー ズ，、 ェ ル ト氏 前大統領 タ フト 氏の 唱 へし 所、 叉 最近に 至り 米國 輿論の 指針た る 巳 里 紐 育 ヘラ 

ルド 新聞の 如き も國際 聯盟 案の 實際 問題と して は 其實現 頗る 困難なる を 述べ て 其 理由 を 摘 指した ので 

ある、 一 時 は 平和 到來を 叫ばし めし 國際 聯盟 も 令 は 其の 大 なる 約 朿を充 たす 能 はざる 事が 愈々 明. n に 

なりつ、 ある、 之れ 亦 「我が 希望 を充さ る溪 川な り、 テマの 隊 旅客 之 をお A みしに よりて 愧恥を 取り、 

&處に 至りて その 面 を 銀く す」 の 類で ある (ヨブ 記 六 章 十五 節 以下/ 戰爭廢 止、 I 界恆久 的 平和の 

計畫は 今に 始まった 事で はない、 今日まで 幾囘 か計畫 されて 幾囘か 失敗に 終った、 其 最近の もの は 一 

八 一 五 年 九月 廿 六日に 當 時の 露 國 皇帝 ァ レキ サン ドル 第一 世の 主唱に 由て 結締 せられし 所謂 「神聖 間 

盟」 であった、 而 して 英國を 除く の 他、 歐洲諸 國は堯 く 之に 調印 加入した ので ある、 然るに 共 結 3^ は 

如何な りし か、 戰爭は 止 まざりし のみなら す 世界の 大戰爭 はすべ て 其 後に 行 はれた ので ある、 {iw にバ 

ベルの 塔の 建築 を 以て 始まりし 人類 合同 一 致の 計畫は く 失敗に 終った、 而 して 其 ™- 由 は 明白で ある、 

厶<1<1厶<1すゑ厶厶厶ム厶<:<:厶厶厶<3厶厶<1厶厶<3厶 

平和の 基 を 置す して 平和 を赏 現せん としたから である、 人類の 間に 平和の 破れし は 人類と 其 造 主との 
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間に 平和が 破れた からで ある、 神に 對 する 人類の 此 反逆が 癒されす して 平和 到來を 如何に 計晝 する も- 

そ は 失敗に 終る は 火を附 るよりも 炳か である、 戰爭の 原因の 人の 心に 根ざせし 罪に 在る こと を 知って 

之れ を廢 むる の 能力 は 神に 在て 人に 無い 事が 判明る、 人が 協議して 世界に 平和が 臨む と は 聖書の 何處 

にも 記て ない、 末の 日に M ホバの 家の 山が 諸の 山の 頃に 堅く 立ち、 ^^^の嶺ょりも高く擧りて後に、 卽 

ち 神の 權 威が 人の 權 威の 上に 立ちて 後に 戰爭 は絕對 的に 廢 むと 明記して ある (ィザ ャ書ー 一章 一 一節〕、 

故に 國際 聯盟に して 資に此 目的 を 達せん と 欲する 者なら ば そ は 外交的 條 約に 非す して 信仰的 一 致で な 

OOOOOOOOOOO  0-  0000000000000 ざん、： oooooooc-nc- 

くて はならない、 卽ち其 會議は 祈 薄と 备國 の 今日まで 犯せる すべての の 徴悔 とを以 て 始ま る ベ き 者 

でなくて はならない、 M ホバ の架^>?の尊せ^られん_2^-を欲せざる聯盟は永く緩かなぃ、 其 目的 は 必す達 

0  0  0  0  0  OOOO  O0O  0  0  0  0  0  0  0  00  0  C  C  (>  C  C  f  (〇 000  or- 

せられない、 故に^ 界に 信仰的 大役 與が行 はれた 後に あら ざれば 聯盟 は 赏際的 に 行 はれない、 幅昔宣 

傳は 平和 實現 唯一の 途 である。 (緣 稿な し、 「日々 の 生涯」 一九 一九 年 三月 十五 日參 照— 編者〕 

(『犁 •* 之 研究』 三ガ) 

聯盟と^ 黑 

國際 聯盟 將 さに 成らん とす、 然れ ども 成る も 成らざる が 如し、 之に 由て 世界の 平和 は 来らない、 戰 

爭は. i! またい、 死と- 5^ と は 依然として 存し、 此世は 依然として 涙の 谷、 死の 蔭、 悲哀の 里で ある、 而 

已 ならす 暗 黑は滅 す る ことなくして 愈々 增 しつ k ある やうに 見える、 縱し國 .：k ぶ的戰 (半 は 止 むと す る も. 

階級 的 戰爭は 始まり、 而 して 後者の 殘 忍なる 到底 前者の 比で はない、 中歐 同盟 は 幾れ て 典 同盟 は 起 


)、 民族自決 主義 は 愛蘭に、 埃 及に、 印度に 騷擾を 生んで 止ます、 世界 戰爭に 由て 提起せられ 

し 問題 は 之に 由て 解決 せられし 問題よりも 優に 多く、 戰爭 後の 世界 は戰爭 前の それよりも 遙 かに 危險 

である、 事、 玆に 至て、 國際 聯盟 を 平和の 福音と して 迎へ、 大統領 ウィルソン を 人類の 救 主として 仰 

ぎし 者 は 誰か、 「之れ 傷める 茶の 杖に 倚賴 める が 如し、 若し 人 之に 倚 凭れな ば 其 手 を衝刺 れん」 と あ 

るが 如しで ある (ィ ザャ書 三十 六 章 六 節)、 平和 は來 る、 然れ ども 人に 由て は 来らない、 神の 定め 給 

ひし 平和の 君に 由て 來る、 彼が 再び 世に 臨り 給 ふ 時に 来る、 彼 を 待た す、 彼 を 崇めす して 如何なる 平 

和 會議も 失敗に 終る は 明瞭で ある、 デモ クラシ ー 何物 ぞ、 民 (人) の 爲に民 (人) に 由て 行 はる、 政 

治 である、 (G ovel.nmeut  by  the  people  fcl.  the  people) 、 而 して 人類の 平和 は 政治が 祌の 定め 給 

ひし 王の 王、 主の 主に 由て 祌の爲 に 行 はる & 時に 来る (默 示錄 十九 章 十六 節)、 其の 人の 政治た るの 

點に 於て は 米國の 民本主義 も獨 逸の 帝國 主義 も 何の 異なる 所 はない、 殊に 眞 正の 平和が 戰爭に 由て 來 

ら ざる は 聖書の 明に 示す 所で ある、 若し 戰爭に 由て 起り し獨 逸が 亡びし ならば 戰爭に 由て 之 を 亡ぼせ 

し 米 國も亦 滅亡の 悲運 を 免れない ので ある、 民本主義の 普及に 由て 世界 改造、 人類 平和 を 計る が 如き、 

迷妄 之より 大 なる はなし、 而 して 事實は 聖書の 明示 を證 明して 餘り あるので ある、 民主々 義の 米國の 

主唱に 由り て 成りし 國際 聯盟 は 世界人 類の 幸福 を增 さすして 却て 之を壤 ちつ i ある、 余輩 は單に 聖書 

研究者の 立場より 斯く斷 首 せざるを得ないの である。  (『SSE 之 研究』 五 H0 
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. 平和來 

平和 は 来た、 對獨 講和 條 約の 調印が 濟で玆 に 五 年間に 涉 りし 世界 戰爭は 終結 を吿 げた、 定 に慶 すべ 

き賀 すべき 事で ある、 サン マル コ 聖堂の 鐘 は 鳴り響いて 全世界 は 再び 劍を 鞘に 牧 めて 鋤 刺牛 の 業に と 就 

きつ 、ある、 何物 か 之に 勝りて 喜ばしき 事 あらん やで ある。 

然し 乍ら 是で 戰爭 が廢ん だので はない、 一時 休んだ 丈け である、 戰爭 は猶ほ 緩く 力で ある、 軍艦 は 

盛んに 造られつ、 ある、 師團は 新たに 設けられつ、 ある、 國際 聯盟 は 成りし と 雖も誰 一人と して 戰爭 

の 全廢を 信す る 者 は 無い、 此の 戰爭 は濟ん だ、 然し 更に 大 なる 戰爭は 起り つ-' ある、 英米 戰爭 である 

乎、 英 民族 對拉典 民族の 戰爭 である 乎、 其 事 は 判明らない、 然し 乍ら 這 般の戰 (lih よりも 更に 更に 大な 

る 戰爭の 起り つ、 ある は 預言者 の 言 を 待た すし て 明かで ある。 

國と國 との 戰爭 と、 民族と 民族との 戰爭 とに 加へ て 階級と 階級との 戰爭が 起り っ& ある、 此世は 依 

然として 戰爭の 街衢で ある、 物價は 益々 騰責 する、 生活 は 益々 困難になる、 隨て 競爭は 益々 激しくな 

る、 人が 生命 を 呪 ふ 時が 来りつ i ある. 「斥候よ 夜 は 何時 ぞ？ 斥候 答へ て 曰 ふ 朝来り 夜 また 來 ると」 

(ィザ ャ書廿 一章 十一、 十二 節) 然り、 平和 来り 戰爭 また 来る、 暗 黑は猶 ほ 地 を 去らない、 人類が 其 

造 主 を 忘れて 自己の 幸福 を 求めつ k ある 間 は 戰爭は 決して 彼等の 間に 絶えたい、 父 を 離れし が 故に 兄 

弟 相互に 害 ふので ある、 神に 對 する 叛逆の 刑罰と して 人類 は 戰爭に 苦しむ ので ある、 此 叛逆が 癒さる 

るに 非 ざれば 眞の 平和 は 地上に 臨まない、 神 を 除外せ し i 退般の 平和 も 亦 永く 接く 者で ない、 巴 里に 結 


ばれし 平和 條約も 亦 バベルの塔と 同一で ある、 其 結果た る國 民の 結合に 非す して 其 離散で ある、 交戰 

國の 悔改を 以て 始まら ざり し此 平和 會議が 失敗に 終る は 火を睹 るよりも 瞭 である。 

然 らば 我等 は 何を爲 さん 乎？ 時 を 錢るも 時 を 獲ざる も 平和の 福 昔を唱 へんの み、 人 をして キリス 

トに 由り て 神と 和が しめ、 而 して 永久に 破れざる 平和 を 地上に 來 たさんの み、 キリスト のみ 眞の 平和 

の 主で ある。  (『犁 書 之 研究』 七月) 

獨 逸の 復活 

獨逸は 敗北した、 鐵血 宰相 ビス マルクの 大計 畫は玆 に搽花 一朝の 夢と して 消えた、 而 して 獨逸は 如 

何に して 復活す る を 得る であらう？ 其 敵の 聯合 國は言 ふ r 國家を 民主化して ある」 と、 獨 逸人 自 

身 は 言 ふ r 國民 を社會 主義 化する に 由て」 と、 然し 若し ル ー テル ゃメ ランク トン をして 言 はしめ たな 

らば 彼等 は 確に 言 ふたで あらう r 獨 逸人 をして 其 父祖の 信仰に 還らし めて」 と、 民主々 義と云 ひ 社き 

主義と 云 ひ、 同じく 人間の 主義で ある、 之 を 採用して 國家も 社贫も 終に 滅びざる を 得ない、 ん 類を活 

かす 途は 唯一 つ ある、 それ は 智者に は 愚かなる 者と 見做さる、 十字架の 福 昔で ある、 之 を 信じて 個人 

も 活き國 家 も活 くるので ある、 而 して 獨逸は 此幅昔 を 受けし が 故に 興った ので ある、 而 して 之 を 失 ひ 

しが 故に 亡びん としつ k あるので ある、 余輩 は獨 逸が 英米の 民主々 義に傚 ふ 事な く、 又 自國の 社會主 

義を 採る ことなく、 舊き 十字架の 福音 を 信じて 再び 興らん 事 を 祈る。  (.『 聖書 之 W 究』 七月) 
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平和の 到來 

揪に 平和 程 善き 者はありません、 之に 對 して 戰 爭程惡 しき 者はありません、 戰爭は 罪惡の 王で あり 

ます、 すべての 罪 惡を總 合した 者、 之 を戰爭 と稱 します、 フランクリン は 曾て 言 ひました、 「最も 惡 

しき 平和 は 最も 善き 戰爭 よりも 善し」 と、 戰爭に 由て 善き 事の 來た例 は 一 つもありません、 又 戰爭に 

巾て 戰爭は 止みません、 此批を 善く 成さん と 欲すれば、 先づ戰 爭を廢 めなければ なりません、 禁酒 も 

禁煙 も廢 娼も戰 爭に較 ぶれば 小なる 問題であります、 戰爭が 止む 時に 此世は 初めて 神の 國と 成る ので 

あります 0 

然 らば 如何して 戰爭を 止む る が出來 ませう 乎、 政治家の 平和運動 も 決して 之 を 見下して はなり ま 

せん、 縱し 今日までの 平和 會議は 悉く 失敗に 終りたり とする も、 善き 目的 を 以て 爲 された る是 等の 會 

議は、 其 成功の 爲に捧 ぐる 私共の 祈禱に 充分に 値します、 然し 乍ら 永久 確乎たる 平和 は 政治家の 手に 

依て 成る 者ではありません、 是は 平和の 神が 世 を 知 食す に 至て 初めて 實現 する 者であります、 ィザャ 

書 二 章 四 節に 曰く 「エホバ は 諸の 國を鞫 き、 衆の 民 を 正し 給 はん、 斯くて 彼等 は その 劍を打 かへ て 鋤 


となし、 其 翁 を 打 かへ て銶 となし、 國は國 に 向いて 劍を 揚げす、 戰鬪の 事 を w び學 ばざる べし」 と 

卽ち H ホバ が 萬 國民を 治め 給 ふに 方て^ 界的 平和が 臨む のであります、 エホバ の 神 を 除外して 人間が 

いくら 努力しても 戰爭は 止みません、 而 して 神が 其 御子 ィ H ス キリス トを 以て 臨み 給 ふ 所に 必す 平和 

があります、 先づ 人の 心に、 ぎに 其 家庭に、 進んで 社會 に、 國 家に、 世界に 確實 なる 平和が 臨み ま 

す、 是は 外面の 暫時 的の 平和でありません、 人の すべて 思 ふ 所に 過ぐ る 深き 永久 的の 平和であります. 

故に 私共 は、 平和運動の 最も 確實 なる 手段と して、 福音 宣 » に從事 します、 一人の 人が 福音に 身を捧 

げし 時に、 其れ丈け 戰爭が 止んだ のであります、 平和 會議が 如何な つても 私共 は 最上の 平和 乎 段た る 

傅 1 を. sc^ つて はなり ません。  a.® 交』 十二 お 一日〕 

鳥に 代って 

〇 私共が 日本 國に 棲み 义は 年毎に 渡来る は 其 貴族 や 富豪 や、 其 他 有りと 凡ゆる 高等 遊民に 打殺されん 

爲 めではありません、 或る 高貴なる 天職 を帶 びて あります、 私共 は 美 はしき 歌 を 謳って 悲しむ 者 を 

慰めます、 叉樂 しき 巢を 構へ て 家庭の 何たる 乎 を 知らない 多くの 日本人、 殊に 其 上流 社會の 人達に 敎 

へます、 又 草木 を 害 ふ 蟲類を 退治して 國 土の 生 產を 助けます。 若し 私共 鳥類が 居ら なくなれば、 夫 こ 

そ國 土の 大事 件であります。 

〇 然 る に 其 事 を 知らな い で 遊 獵と稱 し て 私共 を 打殺す 日本人の 心 は 解りません、 御覽な さい、 私共が 

减 じた 爲に 此國の 山野が 近頃 メッ キリと 淋しくな つた 事 を、 叉 其 社會に 不良 青年の 非常に 增 加した 事 

大正 十 年 (一九二 Is  五二七 
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を、 其 原因 は 家庭の 荒廢に 在る のでありまして、 其 また 原因 は.！ 長た る 者が 遊 獵に從 事す るの 結 5;- と 

して 其 心が 自と 冷酷に なり、 夫れ が 家庭に 現れて 終に 不良 靑年 を產 する に 至る のであります、 其證據 

に は 不良 靑年 男女 は 上流 社會に 比較的に 多いで はありません 乎。 

〇 世に 天罰と 云 ふ 事 は 無い と 言 ふ 人が あります が、 然し 實際 有る 事 は 確かであります。 私共 s;^ い 鳥類 

は 仇を復 へす 事 は 出来ません が、 然し 天然の 法則なる 者が ありまして、 私共 能な き 者 を 無暗に 打殺す 

者 は 其 罪が 己の 心理 狀 態に 現れて 其 結 * が 不良 靑年を 生んで 無 の si- が 罰せら る i のであります。 

〇 页に又 近頃に 至り 日本の 山林 田畑に 蟲 害の 益々 多き を御覽 なさい、 是れ 何に 由つ て 然るので ありま 

す 乎、 一一 一一！ I ふまで もな く 私共 鳥類が 其數を 減じた るが 爲に、 蟲 類の 繁殖が 盛んになった からであります。 

一 方に 於て は 國產の 不足 を 歎きながら 他方に 於て は 私共 農業 第 一 の 保護者た る 鳥類 を 狩 翁さん とする 

は M たる 矛盾であります 乎。  . 

〇 故に 私共 は玆に 日本 政府の 《ui 局；^ に t 上ます、 直に 岡 村 博士 並に 城山大 將の說 を納れ て遊獵 禁止 を 

寳 行なさい。 然ら ざれば 日本 國は外 國の俊 略 を 待た すして 亡びます、 鳥類の 保護 は國家 存在の 爲に必 

1^ であります。  (『東京 朝日 新 間』 十二月 十三 H) 


大正 十二 年 二 九 二三 年) 

背敎者として の有島武郎^ 


0 私 は 有 島 君に 基督 敎を傳 へた 者の 一 人で ある。 彼 は 一 時 は 養 熱心なる 着信 者で あ 1Q 

の顏撮 國の希 ま 輝いて 居た 時 を 知って 居る。 其 時 彼は歡 喜に 溢れる 人で あつ.，。 if^u 

gjs 校の 卒業生であった 上から、 人 も 私 も 彼が 私の gl いで、 曰 本 こ 於 ナる蜀 立，^ 基 M 女 を，..： 

_ ^者と 成る ので はない かと f 程であった。 iis^^0HB^M..^ 

歩んだ 人であった。 彼 は 彼の 親產本 厚吉 君と 共に 基督 敎の 大裹師 デビ ッド. リ 5 グ；： ト i 

記 を著 した。 彼 は 叉 S 『藝之 硏究』 に 投書して 吳れ た。 彼と 私と は數 年間に 涉り、 信 sf 友 

11 るに 此人 がき 信仰 I で？： つた。 たしか 明治 四十 一年で あつたと I、  I 

會 うた 其 時の 彼 は 前の 彼と は 全く 別人であった。 前に は オプチミスト 18  pf^^ 
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シ ミスト (悲観 家〕 に 成って 居た。 彼の 額に 輝きし 光 を 今 は 認める 事が 出来なかった。 我等 彼の 奮い 

友人 は、 彼の 爲 にも 亦 我等の 爲 にも 非常に 悲しんだ。 我等 は 有 島が 不信者に 成った と は 如何しても 信 

ナる 事が 出來 なかった。 

故に 彼 自身 は 『變 つた』 と 吿，： ： せし も、 我等 は 『變ら ざる 者』 として 彼 を 扱った。 或 日の 事で あつ 

た、 私 は 信仰の 事に 就て 彼と 語る 爲に、 私が 客たり しせ！ 1 部现學 博士の 家に 彼に 特 g に 来て 貰った、 我 

等 は 二人 殆ど 二 時間、 相對 して 信仰の 事に 就て 論じた、 有 島 君の 心 は旣に 定まって 居って、 彼 は 私の 

い  もの 

1;： 一 II は 少しも 納れ なかった。 私 は 『有 島 は 最早 我等の 有に あらす』 と 諸 友人に 報告せ ざる を 得なかった、 

其 時の 我等 友人 一同の 悲歎 は 非常であった。 私 は 今日に 至る まで 多 數の背 敎の實 例に 接した が、 有 島 

君の それ は 最も 悲しき 者であった。 それより 二三 日 後で、 私 は 彼の 札幌 郊外 苗穗 村の 家に 招かれ 晝颔 

の饗 應に預 つた。 其 處に新 夫人 も： is られ、 鄭重なる 待遇 を 受けた が、 我等 相互の 心の底に は堪へ 難き 

苦痛が あった 故に、 談話に 興味の 乘ら なかった 事 は 今でも 忘れる 事 は 出来ない。 

有 島 君が 何時 何處で 基督 敎を棄 てた 乎、 其 事 は 能く 解らない。 私 は 彼が 米國ハ バフホ ー ド (ハ ー バ 

1 ドに 非す) 在學 中、 新渡戶 夫人の 令兄 H グ レストン 氏に 書 贈った 英文の 手紙 を 見せて 貰った 事が あ 

る、 其. s: に は 彼の 信仰 は 燃えて 居った。 聞く 所に 依れば、 有 島 君 は 後に 英國に 渡り、 倫敦に 於て 露國 

亡べ 叩 者プ" ンス、 ク n ボト キンに 會ひ、 其 感化に 依って 基督 敎を棄 てた との 事で ある。 或は 其 事が 事 

赏 である 乎 も 知れない、 何れに しろ 私に 取って は、 洋行 後の 有 島 君 は、 其 前の 彼と は 全然 刖人 であつ 

た、 勿論 彼の 性格に 變 りはなかった、 彼 は 正直なる、 コンシ H ンシ ヤス (良心の 聲 に忠實 なる) 人で 

あった、 然し 乍ら 前の 如くに 天 を 望んで 地 を樂む 人ではなかった、 其 時た しかに 人生 は 重荷に なって 


彼に 存 つた やうに 見受けた、 そして 其 重荷 は 彼の 最後の 日まで 取 除かれなかった ので あると 思 ふ。 

〇 歸朝 後の 有 島 君 は札幌 農科 大學に 於て 英文 學を敎 へて 居た。 後 札 幌を辭 し、 東京に 移り 久しく 閑散 

の 生涯 を 送って 居た が、 忽ちに して 彼の 著作家と しての 聲 名が 舉 つた。 何事 を爲 しても 第一位 を 占め 

ざれば 止まざる 彼の 事で あれば、 是れ 彼に 取って は 當然の 事であった。 唯 然し 彼の 著作が H デ ン の 園 

の歡 喜を傳 ふる 者で なくして、 樂 II を 離れし アダムが 他の 方面に 於け る樂園 囘復の 努力の 發表 であり 

しこと は 疑 ふ 事が 出来ない。 曰く 『力 インの 裔』 『叛逆 者』 『死』 と 著作の 題目から が 凄味 を帶 びて 

居た。 小說嫌 ひの 私 は 之に 目 を觸れ なかった。 私の 眼に 殘 りし 有 島 君 は 元の 晴々 しい 額 をした る歡喜 

に 溢れた る 人であった。 我等 彼の 舊き 信仰の 友 は 常に 彼に 就て 言 ふた、 『有 島 は 永く 今 H の 立場に 立 

つて 居る 事の 屮： 來る 者で ない。 彼 は必す 再び 元の 所に 歸 つて 来る であらう』 と。 我等の 彼に 對 する 信 

用 は 非常に 深かった。 我等 は^に 反して 望んだ。 我等 は 我等の 心の中より 如何しても 彼を棄 去る 事が 

出來 なかった。 

〇 然るに 彼 は 段々 と 我等より 遠ざかった。 彼 は 我等に 友人と して 取扱 はる、 を 迷惑に 思 ふやう に 見え 

た。 彼の 友人の 稱類は 一 變 したやう に 思 はれた (一 一三の 親友 を 除いて は)。 そして 特に 信仰に 由って 

繁 がれし 私の 如き は、 今 は 僅かに 遙に 彼と 好意 を 交換す るに 止まった。 信仰の 目的物 を 異にする に 至 

つて、 彼と 私と は 相互より 遠ざからざる を 得なかった。 故に 其 後の 彼に 就て 私の 知る 所 は 至って 僅少 

である。 唯 私が 從事 する キリ ス ト福 昔宣傳 事業に 彼が 全く 與味を 有せざる に 至りし 事 は 明瞭であった。 
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〇 其 後に 彼の 最愛の 妻が 死んだ。 そして 舊友 一同の 同情 は 翁 然として 彼の 上に 集まった U 我等 は 其 時 

彼が 棄敎 者で ある 事 を 忘れた。 私 は 丁度 其 時 那須溫 泉に 療養中であって、 彼女の 葬儀に 列す る 事 は 出 

來 なかった。 然し 私の 同鄕 同信の 友に して、 有 島 君 舊友團 の 一 人なる 田 島 進 牧師が 式 を 司り、 基督 敎 

に 由って 彼女の 亡骸 を 葬った。 私 は 歸京後 直に 有 島 君 を 訪問した。 彼 は 其 時 非常に 昔懷 しさう に 見え 

た。 我等 は 其 時 思 ふた、 此大 なる 打 ■ に 由って、 彼は舊 ぃ札幌 式の 信仰に 歸 つて 來 るので はない かと- 

彼等 は 何處ま で も 有 島 君 を 要求し て.： M まなかつ たので ある。 

〇 有 島 君 は 後に 詩人 ホヰッ トマ ン の專鬥 家と 成った。 私 は 此事を 聞いて 非常に 喜んだ。 ホヰッ トマ ン 

は 英米 詩人 中の 畸形 兒 であるが、 然し 英詩 人であって、 所謂 大陸 詩人と は 全く 異ふ。 ホ ヰット マン は 

天然 人で あるが、 同時に 叉强き 常識の 人であった。 此 詩人に 私淑して 有 島 君は餘 りに 遠く 私より 離れ 

ない。 私 は 何時か 再び 信仰 上の 兄弟と して 彼 を 私の 心に 迎 ふる 事が 出来る であらう と 思 ふた。 

IViv  rend ゥ zvollx  is  a-PIXnutied,  it  is  certain., 

Tlio  L-ord  M.ill 15  there  and  wait  till I  come  cn  pel.froct  terms, 

llle  great  Camerado,  the  lo.ver  true  fcr  whom  i  pine さ ill  -5  there. 

若し 詩人 ホヰッ トマ ンに 在った 此信 仰が 有 島 君に 在ったならば、 彼 は 自殺せ すして 濟ん だので ある。 

〇 有 島 君に 大 なる 苦悶が あった。 此 苦悶が あったらば こそ 彼 は 自殺した ので ある。 そして 此 苦悶 は 一 

婦人の 愛 を 得ん と 欲する 苦悶ではなかった。 此 は哲學 者の 稱 する コ ス ミック ソ 01 (宇宙の 苦悶) で 


あった。 有 島 君の 棄敎の 結果と して、 彼の 心中 深き 所に 大 なる 空虚が 出来た。 彼 は此空 虛を充 すべく 

苦心した。 彼 は 神に 依らす、 キリスト 其 他の 所謂 神の 人に 依らす して 自分の 力で 此 空 虚を充 たさんと 

した、 此が 彼の 苦悶の 存 せし 所、 彼の 奮闘 努力 は兹に 在. つたと 思 ふ。 然し 乍ら 有 島 君 如何に 偉大な り 

と雖 も.. 自分の 力で 此空 虛は充 たし 得なかった。 而已 ならす、 充 たさんと 努 むれば 努 むる 程、 此さ虚 

が廣 くな つた。 彼 は 種々 の 手段 を 試みた。 著作 を 試みた。 共産主義 を 試みた。 そして 多くの 人、 殊に 

多く の 青年 男女 の 渴仰を 得 て 、 幾分な り とも 此 {41- 虚 を充， たし 得た と 思うた であらう。 然し 乍ら 彼 は 人 

の 貰 讚 位で 滿 足し 得らる-人ではなかった。 彼 は 社 會に名 を 揚げて 益す 孤獨寂 囊 の 人と なつた。 彼 は 

終に 人生 を 憎む に 至った。 神に 降參 する の碎 けたる 心 は 無かった。 故に 彼 は 神に 戰ひを 挑んだ。 死 を 

以て 彼の 絕對的 獨立を 維持 せんと 欲した、 自殺 は 有 島 君が 近來厦 ば考 へた 事で あらう。 但し 其 機會が 

無かった ので ある。 

〇 そして 其 機會が 終に 到来した。 一 人の 若き 婦人が 彼に 彼女の 愛を獻 げた。 著作に 於ても、 社會 事業 

に 於ても、 衷 なる. S 虛を充 すの 材料 を發 見す る 能 は ざり， し 有 島 君 は、 此 婦人の 愛に 偽りた き 光 を 認め 

た。 彼 は歡ん だ。 滿 足した。 此は棄 敎以來 初めて 彼に 臨んだ 光であった。 {是 に 小なる 光で あつたが、 

永の 間 暗黑に 彷徨せ し 彼に 取って は、 最も 歡迎 すべき 光であった。 彼 は旣に 人生 を 忌し 者、 而 して婦 

人 は 夫 有る 身であった。 此光は 逸すべ からす、 おれば とて 此 世に 於て 之 を H ン ジョイす る 能 はす、 故 

に 二人 相 併んで 自ら 死に 就いた ので ある。 正直なる 有 島 君と して は爲 しさうな 事で ある、 然し 彼は大 

に 誤った ので ある。 

〇 『人 は 自分の 爲に 生きす 叉 死せ す』 と 有 島 君の 棄た 聖書に 記いて ある。 生命 は 自分 一人の 有で ある 
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と 思 ふは大 なる 間違 ひで ある。 若し 基督 信者が 信す る やうに 生命 は祌の 有で ない とすると も、 之 は 人 

類の 有、 國 家の 有、 家族の 有、 友人の 有で ある。 有 島 君 は 基督 敎を棄 て、 此簡單 明瞭なる 眞理 をも棄 

てた ので ある。 背敎は 決して 小事で ない。 神 を 馬鹿にすれば 神に 馬鹿に せらる、 有 島 君 は ダンテ ゃミ 

ル トンが 神の 子、 人類の 王と して 3 おめし キリスト を棄 て、 一 婦人、 而も 夫 ある 婦人 を 選まねば ならぬ 

；  ま し 

運命に 陷 つた。 有 島 君の 爲に 計って、 愛 を キリストに 獻 ぐる は、 某 女に 與 ふるよりも 遙 かに 益で あつ 

た。 有 島 君 は 神に 叛 いて、 國と 家と 友人に 叛き、 多くの 人 を 迷 はし、 常 倫 破 壞の罪 を 犯して 死ぬべく 

餘儀 なく せられた。 私 は 有 島 君の 舊ぃ 友人の 一 人と して、 彼の 最後の 行爲を 怒らざる を 得ない。 

人の 子の 智慧 も 才能 もな にか せん 

神 を 棄れば 死ぬ ばかりな り。  (『萬 朝 報』 七月 十九 H) 


同胞に 吿ぐ 

-匕  2,  J  、乂 

縱令 文士が 死なう が、 人格者が 死なう が、 汝は 死ぬな と 余 は 余の 國 人に 對 つて 云 ふ。 『人生 は 受け 

難し、 佛法 は會ひ 難し』 である。 怫法は 別と して、 人生 は 貴く ある、 是は 容易に 棄 つべき 者で ない。 

是は 正義の 爲め、 人類の 爲め、 國 家の 爲め、 社 會の爲 め、 同胞の 爲 めに 大切に 保存して、 最も 有效的 

に S ふ V き 者で ある。 人生の 價愤は 最も 明かに 之 を眞理 又は 同胞の 爲に用 ふる 時に 現る。 自己 決定と 


おして、 -H 分りお 力 乎に 生命 を棄 つる 者 は、 大 なる Si 悪 を 犯す 者で ある、 余の 先 たる 故シ， 'リ ー 先生 

が 言 ふた 事が ある、 『自殺す る 者 は 已が勒 務に耐 へす して 逃亡す る 番兵と 同じで ある。 人生の 苦痛に 

t へす して、 其 貴 任を棄 て、 死す、 s^怯此上なしでぁる』 と。 實に其 通りで ある、 忠 ず- 國に報 ゆるの 

が 日本人 特有の 美質で ある。 そして： 奥 氣は之 を 戰举の 時に のみ 現 はすべき でない。 平和の 時に も 亦 之 

を 出して 社會 同胞の 爲に盡 すべきで ある。 そして 日本 今日. の 如く f 與氣實 行の 必要なる 時 はない 1 不義 

軟 は社會 何れの 方面に 於ても 行 はる。 斯 かる 時に 際して、 善 は 善な りと 唱へ、 惡は惡 なりと 道 ふに 

多くの 氣を 要する。 故に 若し 菜つべき 生命が あるならば、 之を戀 愛の 爲に棄 つる 勿れ。 公義の 爲に 

捨てよ。 そして 生命 を梵 つると は 或る 械の 本人が 思 ふやう に、 他人 を 殺して 自分 も 死に 就く ことで 

はない" 

義を唱へ て甘んじて義の犧牲たる15^^でぁる。 

是が 最大の 浙 である、 余 は 繰返して 言 ふ 『死ぬな、 死ぬな』 と。 生命は责^5!でぁる。 老いた る 親 

のために、 幼き 小；： 儿の爲 に、 ，に 多く 在る 不幸 者の 爲に、 之 を 保存して 之 を 用 ひよ。 死 は 易く して、 

生 は 難く ある。 人生 實は 自殺に 勝る 恥辱 は 無い ので ある。 本當 の！； 賊は 自殺 を識 欲する 者で ある。 死 

ぬ な、 死ぬな。 戎る ベく 長く 生きて 成るべく 多くの 義務 を 果せよ。  (『萬 朝 報』 八月 六 H) 


大正 十二 年 (一九：： 年)  五一 11 五 


時 事  五 liM ハ 


天災と 天罰 及び 天 惠 


天 災は 讀んで 字の 通り 天災であります。 卽ち 天 然 の 出来事 であります。 之に 何の 不思議 も ありませ. 

ん。 地震 は 地質 學の 原理に 從ひ、 充分に 說明 する 事の 出来る 事であります。 地震に 正義 も 道德も あり 

ません" 縱、 東京 4^ は 一 人の 惡人 なく、 其市會 議員 は盡く 聖人で あり、 其 婦人 雜誌 は盡く 勤勉と， 溢 良 

と 謙遜と を傳 ふる 者であった とする も、 地震 は 起るべき 時には 起った に 相違ありません。 

然卞 ら 無道 德 の 天然 の s: 來事 は 之に 遇 ふ 人に. H て、 恩 束 ^ にもな り 叉 刑罰に もなる ので あり ます。 そ • 

して 地震 以前の 柬京 市お は 著 るし く 噴 落し て 居りました 故に、 今 同の 出来事が 適當な る 天罰と し て 、 

彼等に. S て 感ぜら る、 のであります。 ^^澤子爵は束京市民を代表して、 其 良心の 攝 きを 述べて 曰 はれ 

ました。 

ヶ II の 震災 は 未曾有の 天災た ると 同事に 天譴で ある 力 維新 以來 東京 は 政治 經濟其 他 全國の 中心と- 

なって 我 國は發 達して 来たが、 近来 政治 界は犬 猫の 爭鬪 場と 化し、 經濟界 亦 商 道 地に 委し、 風敎 

の 顏廢は 有 島 事件の 如き を 讚美す るに 至った から 此た災 は 決して 偶然で ない 云々。. 

(九月 十三 日 C 萬 朝 報』 所載」 

實に然 りであります。 有 島 事件 は 風敎噴 落の 絕下 でありました" 束 京 市民の 靈魂 は、 其 財産と 肉體と 


が 滅びる 前に 旣に 滅びて 居た のであります" 斯 かる 市民に 斯 かる 天災が 臨ん で 、 それが 天講义 は 天 罰 

，こ して 感ぜら る」 は 當然 で あります。 

In" 時 ノー ダャの 預言者 ィザャ が 其 民 を 責めて 發せ. 音 葉に 次の 如き 者が あります。 曰く 『嗚呼 Si を 犯 

せる 國人、 曲 を 負 ふ 民、 惡を爲 す 者の 裔  その 頭 は 病まざる 所な く、 その 心 は 疲れ はてたり、 

足の、 y より 頭に 至る まで 全き 所た く、 た f 創痕と 打傷と 腫物との み、 而 して 之 を 合 はす 者た く 包む 者 

なく、 亦膏" にて 軟 ぐる 者な し』 と。 そして 其 一字一句 を 取って 悉く 之 を 震災 以前の 東京 市民に 當 はめ 

る 事が 出来ます。 其議會 と巿會 と、 其 劇場と 吳服 店と、 モ して 之に 出入す る輕佻 浮薄の 女と、 彼等 

の 崇拜 する 文士 思想家と、 之 を歡迎 する 雜誌新 §S 紙と を 御覽な さ い 。 もし 日本 國が 斯か る國で あ る な 

らば、 日本人と して 生れて 來た事 は 恥辱であります。 震災 以前の 日本 國、 殊に 東京 は 義を慕 ふ 者の 居 

るに 堪 へない 所で ありました。 

然るに 此 天災が 臨みました。 私共 は 其 犧牲と 成りし 無辜 幾 萬の 爲に 泣きます。 然れ ども 彼等 は國民 

全體の を暧 はん 爲に 死んだ のであります。 彼等が 悲慘の 死 を 遂げし が 故に、 政治家 は此上 痴愚 を演 

卡 る V は 出来ません。 

文士 は r 戀. 笼と藝 術」 を 論じて 文！？ 一 を 擅 にす る 事 は 出来ません。 大地震に 由り て 日本の 天地 は 一 

掃され ました。 今より 後、 人 は 厭で も 緊張せ ざる を 得ません。 拂 ひし 代償 は 莫大で ありました。 然し 

挽囘 した 者は國 民の 良心であります。 之に 由て 舊き 日本に 於て 舊き道 德が復 たび 重んぜら る、 に 至り 

ま した。 新 日本の 建設 は兹に 始まらん として 居 ま 十。 私 は 帝都の 荒廢を 目撃し な がら 淚の -2： に 日本 國 

萬 歲を唱 へます。 
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以上 を 記き 終りし 後に、 私 は帝國 劇場が 一 ケ年 以^に 役た び？ i 場す るとの 事 を 聞きました。 そんな 

事で は 東京 市の 眞， の 復興 を 期す る^ は 出来ません。 普通の 場合に 於ても、 親 や 近親が 死んだ 時には、 

少く とも 一年の 謹愼を 守る ではありません か。 然るに 全市の 三分の 二 を 失 ひ、 同胞 十數萬 人の 死せ し 

此際、 失づ 第一 に 劇場の 復活 を 計る と は 何たる 薄情であります か。 私 は 劇場 は絕對 的に 惡ぃ 者で ある 

と は 一一 一一 c ひません。 然乍 ら 劇場 の 復活 を以 て 都市 の 繁榮を 計る やうな 心掛 で は 、 到底 偉大 なる 帝都 の 出 

現 を 望む 事 は 3,1 來 ません。 先づ 第一 に 計るべき は燒 失せる 無 數の學 校の 復活であります。 叉 新たに 出 

來 し多數 の 孤兒を 牧容す ベ き 孤 兒院の 建設 で あ ります。 是を先 にして 彼 を 後 にす る やうな 心掛で なけ 

. ^ば、 此 天災 を變 じて- 大惠 となす 事 は 出来ません。 私 は 再び r 虚榮， の 街」 としての 東京 を 見ん と 欲し 

ません。 敬虔に 滿ち たる、 勤勉 質素の 東京 を 見ん と 欲します。  (『主婦 之 友』 十月 號) 


末日の 模型 

新 日本 建設の 絕 好の 機 會 

主の日の 來る こと 盗人の 夜來 るが 如くな らん。 其 日に は天大 なる 響 ありて 去り、 體貧 塞く つれ- 地と 其 中に- 

有る 物 皆な 焚盡 きん …… 神の 日に は 天 I：？ え 毀れ 體質 焚" 斜 けん、 然れど 我等 は 約束に. m りて 新しき 天と 新しき ゆ 


を 望み 待てり、 義 その 中に 在り (彼 得 後書 三 章. 1 'i 十三 節」。 

〇 大 なる 災害 は 我 東京 並に 其 附近の 地 を 襲うた、 何十 萬と 云 ふ 人が 死し、 何十^65と云ふ人が傷っき、 

何十 萬 軒と 云 ふ 家が 燒け、 多分 何十 億と 云 ふ 富が 失せた であらう。 實に 悲慘の 極、 酸鼻の 極、 之 を 言 

語に 盡す こと は 出来ない。 之が 爲に 神の 存在 を 疑 ふ 人 も あらう。 人生の 無意味 を唱 ふる 人 も あらう。 

然し 在った 事 は 在った ので ある。 一 日の 內に大 東京の 樞要部 は 失せた ので ある。 人間が 何百 年 か i つ 

て 作った 者 を 天然 は 一 日に して 減して 了った ので ある。 無 慘と云 はう 乎、 無慈悲と 云 はう 乎。 然し 事 

實は 事實で あるので ある。 

〇 曾て ドクトル • ジョン ソンが 一 七 五 五 年に 起り し 葡萄牙 國の 首府 リス ボ ンの 地震の 事 を 聞きし 時に- 

常に は强 堅なる 信仰 を 以て 稱 へられし 彼の 信仰 も、 此時 ばかり は 動いた との 事で ある。 其 如くに 私共 

も 亦 此慘劇 を 目前に 見て 「祌 若し 在りと すれば 此事 ある は 如何」 との 問を發 したくなる。 然るに 天に 

聲 なし 地に 口な しで ある。 そして 悲慘な る 事實は 儼然 として 私共 を瞰 つける ので ある。 私共 は 只 之 に 

對 して 「それ 人 は旣に 草の 如く、 其榮 はすべ ての 草の 花の 如し。 草 は 枯れ、 其 花 は 落つ」 と 口の 內に 

繰 返す のみで ある。 祌の事 は 別と して、 人間の 弱さが 斯 かる 時に 染々 と 感ぜら る. -の である。 

〇 日本 W の 華を鍾 めた る 東京 市 は 滅びた。 然し 何が 滅びた ので ある 乎。 帝國 劇場が 滅びた。 三越 吳服 

店が 滅びた" 白木屋、 松屋、 伊藤 吳服 店が 滅びた。 御木本の 眞珠 店が 滅びた。 天 賞 堂、 大勝 堂 等の 裝 

飾 店が 滅びた" 實に 惜しい 事で ある。 然し 乍ら 若し 試に 天の 使者が、 大震災の 前日、 卽ち八 ra: 三十 一 

日の タ暮、 新橋より 上野まで、 審判の 劍を 提げて、 通過した と假定 するならば、 彼 は此家 こそ 實に IK 
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闺 建設の 爲に 必耍缺 くべ からざる 者で あると 認めた 者を發 見した であらう 乎。 私 は 一 軒 も 無かった で 
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あらう と 思 ふ。 三越 も，： n 木屋 も天國 建設の 爲に害 を爲す 者で あつ て も、 益 を爲す 者でなかった と 思 ふ Q 

或 人 は 問 ふで あらう 「日本 全 國に 聖書 を 供給す る 京 橋. 尾 張 町の 米國 聖書 會社は 如何、 內村 先生の 著書 

を 出版し 又販賣 する 同町の 警醒 社 書店 は 如何」 と" 私 は 之に 答へ て 曰 ふ 「主 は 知り 給 ふ」 と" 多分 天 

使 は 之 を も 太 を 以て 潔む る 必要 を 認めた であらう と 思 ふ。 如斯 くにして、 人生が 戯 でたい 限り、 正 

義の實 現が 萬 物 存在の 理由で ある 限り 私 北 (は 神が 此虚榮 の 街 を 滅し耠 ひたれば とて、 殘忍 無慈悲 を以 

て 彼を責 むる 事 は 出来ない。 單に 新聞 雜 誌に 現 はれた る 震災 以前の 東京 市の 耿態 を考 へても、 此 災害 

が 之に 臨みし は 誠に 止む を 得ない と 一一 一一 II はざる を 得ない。 聖書に 記す が 如く、 天使 は 此狀を 兄て 曰うた 

であらう 「然り 主たる 全能の 神よ、 爾の 審判 は 正しく 且つ 義な り」 と (默 示錄 十六 章 七 節〕。 

〇 之に 附隨 して 無辜の 死の 問題が 起る。 此 たびの 災禍に 於ても、 他の 災禍の 場合に 於け るが 如くに、 

災禍 を 呼びし 罪に 直接 何 の關 係な き 多くの 者が 死し 叉 苦しんだ。 私共 は 無辜の 苦 息 に關 する 人生の 深 

き 奥義 を 探る こと は 來 たい。 社會は ー團體 であって、 人 は 相互の 責任 を檐 ふやう に 造られた 者で あ 

るが 故に、 善人が 惡人 と共に 苦しむ は 止む を 得ない と 云 ひて、 一 部分の 說明 となす 事が 出来る。 然し 

乍ら 之 を 以て 萬 事を說 明す る 事 は 出来ない。 奥義 は 依然として 奥義と して i る。 私共 は sf- を 審判き 給 

ひし 正義の 聖 手を義 とする が、 それと 同時に、 その 犧牲 となりし 多くの 人の 爲に 泣く。 そして 此 事に 

COO0000O0OOOO0OOO0O00OOOO0O0O 

關し 最も 甚 しく 痛み 給 ふ 者 は 天に 在ます 父御 自身で あると 信す る。 彼 は 我等の 知らざる 或る 方法 を以 

て 充分に 此 苦痛 を 慣ひ給 ふと 信す る。 罪人に 臨む 滅亡 は 適當の 刑罰であって、 無辜に 臨む 死 は 一種の 

噴^の 死で ある〕 神 は 同時に 災禍 を 善 惡兩樣 の 人の 上に 降して、 災禍 其 物の 內に 恩惠贖 の途を 倫へ 

^ふので あると 信す る。 


〇 今囘の 災害 は實に 甚大であった。 日本に 歷史 在って 以来の 最大の 災禍と 稱 すべきで あらう。 然し 乍 

ら之は 世の 終末で はない と 信す る。 災害の IhM 域 は廣く あるが、 然し 日本 全體 より 見て 局部 的で ある。 

んゃ 世界 全體 より 見て、 一 小 局部に 起った 災害た るに 過ぎない。 然し 世界 全體 より 見て 小 は 小なる 

に過ぎないが、 能く 最後に 起るべき 大 審判の 如何なる 者なる 乎 を 示す。 キリスト 再臨の 反對 論者 は 常 

に 言 ふ、 天然に も歷史 にも カタ スト &フィ ー 卽 ち激變 なる 者 はない、 萬 事 萬 物 盡く徐 々に 進化す るの 

であると。 然るに 事實 は然ら すして、 私共 は 玆に大 激變を 目撃した ので ある. - 一夜に して 大都市が 滅 

亡した ので ある" 三百 年間 か、 つて 作り上げられし 所謂 江戶 文明が 數分 間にして k たれた ので ある。 

是は 確かに 力 タス トロ フィ ー (激變 ) ではない 乎。 大正 十一 一年 九月 一 日 午前 十 一 時 五十 五分に、 江戶 

文明 は 滅びて、 玆に善 か 惡かは 未だ 判明し ない が、 何れに しろ 日本 國の歷 おに 新紀元が 開かれた ので 

ある。 

〇 「審判の 災禍 は 不意に 来る、 故に 備 へせよ」 と、 此は 決して 無い 事で はない。 私共 は 事 實其俊 を 目 

そな へ  .U ち 4 二：' 

撃した ので ある。 徐々 たる 進化に 依頼して 備を爲 さざる 時には、 激變 忽 に 臨んで、 我等 をして 之に 

應 する の遑 なから しむ。 私 は 進化 を 信す るが、 激變の 伴 はざる 進化 を 信じない。 宇宙 も 人類 も 進化の 

さ はさ 

問に 激變を 挾みつ、 進み 來 つたので あると 信す る。 

ooooooooooooooooooooooooooooooooooocooot-oooo 

〇 私共 を此 たび 見舞 ひし カク スト 口 フィ ー は 全^界 を 最後に 見舞 ふべき 大力 タスト 口 フィ ー の 模型で 

ある。 今囘の 災害に 於て 私共 は 一 日の 中に 大 東京が 燃え 毀れ て 焦土と 化した 慘劇を 目撃した" 然るに 

彼の 日に は 全世界が 燃え 毀れ て、 體質盡 く 焚 鎔けん との 事で ある。 此事 があって 彼の 事 は 無い と は 言 

si ん.： よ ゑし や *ゝ  お も 

ひ 得ない。 祌も 天然 も學 者の 學說 や、 文士の 思想に は 何の 遠慮 會釋 もな く 其 意 ふが ま i を斷 行す る。 
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悲慘の 極、 酸鼻の 極と 歎いた 所が 其れまで ある。 私共 は祌の 言に 此事 ある を 示されて、 常に 之に 應 

する の 準備 を爲 すべきで ある。 卽ち 潔き 行を爲 し、 神 を 敬 ひて 神の 日の 來るを 待つべき である。 「人 

人 平和 無事な りと 一 百 はん 時 滅亡 忽に來 らん、 人々 絶えて 避る こと を 得 じ」 とテサ a 一一  ケ 前書 五 章 三 節 

にある が 如しで ある。 

〇 滅亡 は度バ 人類に 臨む。 然し 滅亡の 爲の 滅亡で はない。 潔め の爲の 滅亡で ある。 救 ひの 爲の 滅亡で 

ある。 世の 終末と 聞けば 恐ろしく あるが、 終末で はない。 新 天地の 開始で ある。 最後に 此 世に 臨む 大 

破壞、 大激 變は此 目的 を 以て 臨む ので ある。 それと 同じく 八 r- 囘の此 災害 も亦此 目的 を 以て 臨んだ ので 

ある。 之に 由て 東京と 日本と が 亡びる ので はない。 より 善き、 より 義 しきょり 潔き 東京と 日本と が 現 

れんと して 居る ので ある。 先づ 第一 に 亡びた の は戀愛 至上 主義で ある。 舊き 日本に 於て 奮き 道 德が再 

、ぴ植 威 を 有つ に 至った。 此は實 に 有難い 事で ある。 有 島 事件と 此 震災と 孰れが 大 なる 災害で ありし 乎 

と 尋ねら る.^ ならば、 私 は 有 島 事件で あると 答へ る。 震災 は 物質 並に 肉體の 喪失 を 生じた に過ぎない 

が、 有 島 事件に 現 はれた る 道 德の墮 落は靈 魂の 滅亡 を 意味す る。 若し 數十萬 人の 肉體の 犠牲に 由て 數 

千 萬 人の 靈 魂が 拯 りたり とすれば、 犠牲 は 決して 過大なる 者で はない。 

〇 此 震災に 由り て 永く 鎖され をり し 同胞 間の 同情の 泉が 開かれた。 日本人の 胸中、 猶ほ 未だ 熱き 同情 

の存 する 者 ありと は 今囘の 災害に 由て 明かに 示された。 而已 ならす、 米國の 日本に 對 する 傳統的 友誼 

が 復活して、 玆に 危機に 瀕せし 日米 關 係が 昔し の 美 はしき 狀 態に 復 りつ k ある。 而已 ならす、 將 さに 

敵國と 化せん としつ k ありし 隣！： の 支那まで が、 其 防穀令 を撤囘 して、 數十萬 石の 米穀 を 我國に 寄贈 

しつ k あるとの 事で ある。 神 は 日本 國に大 なる 傷 を 負 はせ 給 ひて、 其 民の 靈魂を 覺し又 全世界 をして 


之に 對 して 同情 を 注がし めて、 所謂 排日 運動の 根 を 絶ち 給 ひつ. - ある。 私共 は 玆に新 日本 建設の 絕好 

の 機會を i へられた ので ある。 (一九二 三年 九月 九日)  (『聖書 之 W 究』 十月) 
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米國 人の 排斥 を 喜ぶ 

米國 人に 排^され た 事 は 不愉快 千 萬で あり、 また 種々 の點 においても 多少の 不利 はまぬ かれない 

が、 しかし、 よく 考 へて みて、 これ は 少しも 悲 むべき 事で なくして、 かへ つて よろこぶべき である。 

日本人 は. よし、 物質的に 多少 米國 人に 益せられ たに もせよ、 精神的に は、 彼れ 等より 多大の 害毒 

を かう むって ゐる。 日本人が 今日の 如くに、 物質 愁の 奴隸 となった その 原因 を たづね て みれば、 主と 

して 米國 人の 惡 感化に よる 事 は、 何人も 否む 事 は 出来ない。 

米國 在留の 日本人に して、 何よりも 金 を 重んじ、 金 を 得る 爲に は、 手段 方法 は 措いて 問 はざる もの 

のお ほき は、 これ また 著名なる 事實 である。 

また、 米國 人の キリスト 敎 なる もの は、 お ほく は淺 薄き はまる ものであって、 物質的で、 黨派 的で、 

その 根本の 精神に おいて は、 キリストの 精神と 全く 異なる ものである。 

米國 ず： 敎師の 感化に よって 日本人の 家庭が 破 填され、 少しも かへ り みられない 實例は 決して 少く な 

い， 米國人 は、 全體 として 決して 日本人の 益友で はない。 彼れ 等が 與 ふる 害 は、 益よりも はるかにお 


ほいと 思 ふ。 ゆ ゑに 彼れ 等に 排斥 せらる、 は、 大體 において 大 なる 幸福で ある。 

私 は、 n! 本人が この 際 大いに さとると ころがあって、 米國 人に たよる 事 を やめて、 友 を 他に 求めん 

こと を 切き： する。 今 囘米國 人が 日本人に 對し てた したる 事の 如き、 彼れ 等の 氣質 として か i る 場合に 

あやし 

は 彼れ 等が 當然 なす ベ き 事であって、 敢て 怪 とす るに 足りない。 

惡 友に 排斥され たので ある。 日本人 は 感謝すべき である。  (『東京 曰 H 新聞』 六月 二  H) 

来國 人より 金 錢を受 くるの 害 

〇 米國に 有る もの は 金で ある。 金 を 除いて 米國に 有る もの は 殆ど 無い。 哲學 らしき 祈： J 學 はない、 美術 

らしき 美術 は 無い。 曾て 有りし 高貴なる 精神 は 今 は 消えて 殆ど 跡な しで ある。 文明 阈 として 米 國 マイ 

ナ ス 金はゼ n であると 云うて 差 支 は 無い。 

〇 斯か る 金錢國 の 民より 金錢 の 補給 を受く る の 害 は 一一 一一 u はす して 明かで ある。 然 る に 事實如 何と 云 ふに、 

多くの 日本人 は 八：' n まで 米國 人より 金 錢を受 くる 事を大 なる 利益と 心得、 資金 募集と 云 へば 米 雨に 眼 

を 向く る を 常と し來 つた。 基督 敎 主義の 學校、 慈善 團體は 勿論の 事、 宗敎に 何の 關係も 無い 者まで が 

米國 人の金に 垂涎して 敢て 恥と しないの である。 斯 かる 次第で あれば 米國 人が 段々 と ： "本人 を輕 蔑す 

るに 至りし は 少しも 不思議 はない のであって、 今囘の 侮辱の 如き 其 一 部分 は 確かに 日本人 自身が 招い 

た 者で あると 言 は ざ る を 得ない。 

〇會 て 米國 の 富豪 力 ー ネギ ー が 其 故圃な る スコット ラ ン ド に 阖書館 建設 の 爲に數 百 萬 弗 の 金 の 寄附 を 
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巾 込んだ 事が ある。 其時ス コ ット ランド 人 は 如何した 乎と 云 ふに、 彼等 は擧國 一 致して 之 を 担 絶した。 

彼等 は 曰うた 「若し ス コ ット ランド 人が 鬪書館 を 必要と するならば 自身 之 を 建設す る、 殊更に 米國人 

の 寄附 を 仰ぐ に 及ばない」 と。 之に 比べて 日本人 は 何う した 乎。 早稻田 大學を 初めと して、 競うて 寄 

附をカ ー ネギ ー に 乞うた ではない 乎、 實に恥 かしい 事で ある。 

〇 私 は 米 画が 今囘 日本に 與 へし 侮辱 を機會 として、 日本人が 米國 人より 金を受 くる 事を絕 對に廢 止し 

たい。 學校、 敎會、 靑 年會、 其 他の 公私の 團體に 於て、 米國 人の 金を使 ふ 事を大 なる 恥辱 叉 は 危險と 
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信す るに 至って 欲しい。 まことに 我が 日本 魂 を 腐らす ものにして 米國 人の金の 如き はない。 我等 日本 

人 は、 米國 人が 我等 を 嫌 ふ 以上の 嫌 ひ を 以て 米國 人の金 を 排斥すべき である。 

(『國 K 新聞』 六月 三日) 

米國に 勝つ の途 

〇 米 國の主 樓者は 誰で あると 思 ふ 乎。 議會？ 然ら す。 大統領？ 然ら す。 マム モン 卽ち 財祌 である。 

卽ち 金で ある。 此神を 射殺して 米國に 勝つ 事が 出来る。 我等の 戰爭は 夫で ある。 

〇然 らば 如何にして マム モ ンを斃 す 事が 出来る 乎と 云 ふに、 之 を先づ 我等 日本人の 心の中に 殺して に 
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ある。 我等の 心の中に 米國 人の金が 欲しく なくなって、 我等 は 旣に米 固に 勝った ので ある。 我等 は 米 

國に對 し 戰爭を 宣告す るの 必要 は 少しもない、 我等 は 自己と 戰 つて、 米阈人 以上の 人間と 成りて、 

容易く 米國に 勝つ 事が 出来る。 


〇 夫に は 第一 に 精神 修養が 要る。 第二に 我國 の經濟 政策の 變 革が 要る。 今日まで 施されし やうな 敎育 

や、 行 はれ 来りし 殖産 法で は 到底 米 園に 勝つ こと は出來 ない。 兹に 於て か對米 問題が 實 は內洽 問題で 

ある 事が 判听 る。 精神的に も實際 的に も 米國が 我に 不必要に 成る まで は、 我等 は 米國に 勝つ こと は 出 

來 ない。 

〇 聖書に 曰く 「金 錢を慕 ふ は 諸惡の 原たり」 と。 日本 今日の 場合に 於て は米國 人の金 錢を慕 ふが 諸惡 

ちと 

の 原で ある。 日本人た る 者 は 争 日此 際、 先づ 第一 に米國 不必要の 態度に 自己 を 置き、 先 づ衷に 米國に 

勝ちて、 然る 後に 外に 勝つ の途を 講じた-ければ ならぬ。  (『國 民 新聞』 六月 四 H) 


獨立 基督 敎 について 

日本人に よって 說 かれた る 基督 敎 のみが 日本 を 救 ふ 

〇 私が キリス ト敎の 洗罎を 受けた の は 明治 十 一 年 六月 二日で あつ て 今年で 丁度 四十 八 年になります。 その 間 私の 

仕事に 理解の ない 所謂 愛 國者達 は、 私 を國賊 呼ば はり をしたり して 外國 人の 糟粕 を嘗 むる 者と 見て 来ました。 然 

しながら 幸 ひに 私は戰 つて 来た、 五十 年の 間 他人の 門牆 によらず、 他人の 扶助 を 受けずに 戰 つて 来ました。 曰 本 

を 救 ふ キリス ト敎 は、 それ は 日本人に よつ て說 かれた キリス ト敎 でなければ なりません" 

0 外國 人に よって 說 かれた 基督 敎は、 到底 日本 を 救 ふこと は 出来ません。 アメリカ人 によって 說 かれた もの-" 如 

き は 殊に さう であります。 ffi し 世の 多くの 宗教家た ち は 一向に この 事が 解らぬ やうであります、 又 解ら うと もし 

ない。 依然として 外國の 補助の 下に 立って 居ます。 若し 眞實に 曰 本人の ため、 基督 敎 のために 考 へたならば、 一 
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日 も 早く 經濟 上の みならず、 信仰 上の 11 立 を 計らねば ならぬ のであります。 

C 私の 『聖書 之 硏究』 も 明治 三十 三年に 創刊して 以来、 他より 何等の 保護 も 受けずに、 此 七月に は 第三 百 號を出 

すまでに なりました。 四千の 眞の讀 者 はまた 方々 で 聖書の 研究 讀者會 を 開いて、 深く/ \ その内 容を 窮めて 行つ 

て 居ります。 之ら はみ な lg 立 キリスト 敎 信者であります。 日本に 於け る 最も 有力なる キリスト 敎 信者 は、 この， 獨 

立 キリ ス ト敎 徒であります。 

〇 敎會に 席 を 有せず、 所謂 宗教家から は 異端視 せられて ゐる、 か」 る 信者が、 此の 日本に 數千人 居る のです。 こ 

の 人た ち こそ 將來 の 日本に 於け る 生命 の 供給者と なる で せ う。 私 は それ を 信じ てゐ ます。 

〇 この 人た ちに はいろ くな 階級と、 いろくな 職業と、 いろくな 經驗を 踏んだ 入々 が 網羅され てあります。 

彼等 は 新 思想に 囚 はれた 者で もない、 されば とて 舊 思想の 蹤を逐 ふ 者で もありません" 何れも キリス ト敎 初代の 

純なる 信仰 を、 この 曰 本に 實現 しょうと 欲する 人た ちであります。 

〇 基督教に 反對 する 人 は あるで せう。 しかし 乍ら 日本人の 中で 植ゑ つけられた、 日本人の 基督教 は反對 する こと 

は出來 ない のです * 試みに 外國人 宣敎師 達が、 ことん \ く 日本 を 引上げた としても 少しも 闲る ところ はない。 基 

督敎 はかくて 益々 盛んになる とも 、決して 滅 する やうな こと はないで せう。 それ は純眞 なる 信仰に 燃えて ゐる 

R 本人の 基督教が 實 在して ゐ るからで あります。 (『讀 責 新聞』 六月 七日) 


米國が 日本に つぎ 込む 金 

年に 數千 萬圆に 上る 私 も 曾って 誘惑され たと 村 氏 抱負 を 語る 


内 村 氏 は 語る 『キリス ト敎は 元々 東洋 敎で あるから 日本人 は アメリカ人 W 上に わかって ゐる、 ァ メリ 力 人から 

物質的な 援助 をう けて 傳 道に 従事す るなん ていふ こと は恥づ べき こと だ、 私 は 明治 十三 年 アメリカから 或條 件の 

もとに 傳 道して くれと いはれ たが、 國家を 侮辱す る ものと 見て 斷然手 をき り、 翌年に は 日本の 有志 や 札 幌農學 校 

學生 なぞ の 寄贈 金で メソヂ スト 敎會か ら 借り て ゐた七 百 ドル をた k きつけた、 こん な 精神 は 日本の 宣教師 にも 信 

者に も橫 溢し てゐ るが アメリカ 人が 莫大の 金 を まき 散らす の で 何時の間にか 腐敗 墮 落し て ゆ く 敎會が あら はれ 

た、 その 結果 は アメリカの 鼻息 をう か に ふやうな 說敎 をす る ことにな り、 中には 腐れ 襯 にも か、 らぬ やうな 僞善 

宣教師 なぞが 出来た、 現に 日本に は 八 百 人餘の ァ メリ 力 宣教師が ゐて 年々 數千萬 圓の金 をつ かってる が、 もし 局 

外 君が その 費途 を 知ったら 呆然と する であらう、 今後 ァ メリ 力の 補助 を絕 てば 宗敎商 賣人は 自ら 跡 をた ちて 忌 は 

しい 涯 み 合 ひも なくなり、 初めて こ、 に國家 的に 勢力 ある 一致 をみ る ことができる、 その 方面から いふと 排日 法 

によって 一番 利益 をう ける もの は 曰 本の キリスト 敎會 である、 日本の キリスト教徒 は 現在 約卅萬 人と いはれ てみ 

るが われ 等の 祖先が 怫敎を 消化した やうに この 信者 も キリス ト敎を ヨリ 以上に 消化し 得る 力 を もって ゐる。 (談 

話 筆記) jl  (『東京 日日 新聞』 六月 八 H) 

米國 人の 排斥 を 歡迎す 

〇 今囘の 米國の 日本人 棑斥は 最も 歎すべき 事で ある。 之に 由て 圃際的 道德は 地を拂 ふに 至り、 阔は自 

國の 利益の 爲には 友 國に對 して さへ も、 何を爲 しても 可なる に 至る ので ある。 斯くて 七十 年 か 、つて 

築き ヒ げられ し 日米 兩國の 友誼 は 一朝に して 破壞 せられて、 今より 後、 太平洋 岸の ニ大國 は敵國 とま 
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では 行かす とも、 他人！： となりて 存 るで あらう。 

〇 然し 乍ら 是れ m 来た 事であって、 神の 許し 給 ひし 事で あると 信す る 外 はない。 そして 暗を轉 じて 朝 

と爲し 給ふ祌 は、 此 暗黑狀 態の 內 より 大 なる 光明 を 招来し 給 ふと 信す る。 政治 經^ の 事 は 措いて 問 は 

すと して、 單に 信仰の 一事より 觀る も、 米國 よりの 疎遠 は 日本に 取り 決して 惡ぃ 事で はない。 由來米 

國人は 決して 信仰の 民で はない。 彼等の 信仰なる 者は此 世の 愁心を 混へ たる 不純 極まる 者であって、 

其點に 於て 我等 日本人 は遙 かに 彼等 以上に 神に まれた る 者で ある。 余 W が 屡々 本誌に 於て 論じた る 

が 如く、  仰の 赛に 就て 米國 人に 敎 へらる k は、 政治の 事に 就て 小 兒に敎 へらる、 と 同じで ある" 日 

本人 は米國 人の 宣敎を 受けて^ 程 害毒 を 受けた 乎、 計り 知る 事が 出来ない ので ある。 米國 宣教師に 由 

て 日本人 间 有の 家庭 は破壤 され、 信仰 は 俗化され、 傳 道まで が 商賫の 一種と 化した ので ある。 米阔人 

は 性 来の 俗人で ある。 彼等 は 地の 人であって、 爲す 所思 ふ 所 悉く 地 的で ある。 純 理想主義の 一種なる 

日本の 武士道の 如き、 彼等が 解す るに ：^^ も 難しと する 所で ある。 斯 かる 者 を 我等の 信仰の 敎 師と仰い 

で、 我等 は自 から 選んで 诚 亡の 途に就 くので ある。 今や 彼等に 排斥され て、 我等 は 自己に 覺 むる 事が 

出来て、 此上 なき 幸福で ある。 敢て米 國人を 敵と せよ と 言 ふので はない。 彼等の 中に 眞の 義人 善人の 

有った 事 を 我等 は認 むる。 然し 乍ら 國民 としての 米 國人は 我等の 益友で ない。 今より 後、 我等 は 彼等 

に 依らす して、 亞細亞 人と して 現 はれ 給 ひし 神の 子ナザ レのィ H ス の 直接の 御 導きに 與 かるで あらう。 

G 實に 基督 敎は 素々 亞細亞 に 起った 宗敎 であって 東洋 敎 である。 ィ H ス 御自身が 東洋人で あり、 彼の 

敎が 東洋 流 である。 然 るに も關は らす、 斯敎を 西洋人 、 而 かも 其內 で 最も 非 信仰的 な る米國 人より 之 

を敎 へられ 來 つた 事 は、 變則此 上な しで ある。 今や 神の 慧き御 攝理に 由り、 米國 人より 離る、 に 至つ 


て 我等 は 益々 キリストの 奥義に 人らん として 居る。 如何 計りの 感謝 ぞ。 (『聖書 之 研究』 六お 十日) 

米國 人の 排斥に 會 ひて 

米國 人の 排斥に 會 ひし 以上、 日本人た る 者 は米國 並に 米國 人に 對し、 左の 態度に 出る の 必要が ある。 

第一 成るべく 米國に 行かない 事。 

第二 成るべく 米 國品を 使 はない 事。 

第二 成るべく 米國 人の 援助 を 受けない 事。 

第 ra: 成るべく 米 固 人の 書いた もの を讀 まない 事。 

第五 成るべく 米國 人の 敎會に 出入し ない 事。 

米 國人は 眞理の 人で あるより は 寧 ろ黨派 の 人で ある。 彼等 は 余輩が キリストの 信者と 成り たれば と 

て 少しも 喜ばない。 余輩が 彼等の 敎 派の 人となりし 時に、 初めて 兄弟た るの 愛 を 現 はす。 米國 人の 傳 

道な る もの は異敎 徒を眞 の 神に 導かん 爲の傳 道で はない、 自分の 敎會の 勢力 を擴張 せん 爲の傳 道で あ 

る。 故に 彼等の 傳 道に 與 かりし 日本人の 多數 は、 彼等に 倣 ひ、 彼等 以上の 敎 派の 人と 成った。 信徒 相 

互 を 憎み、 嫉み、 排斥す る 者に して、 米 國官ー 敎師の 傳道を 受けし 日本の 基督 敎 信者の 如き 者の 他に 在 

る を 知らない。 斯くて 米國宜 敎師は 多数の 日本人 を 化して 「地獄の 子供」 と 成した (馬 太傳 二十 三 章 

十五 節)。 今囘 の米國 人の 口 本人 排斥の 如き、 米國 諸敎會 派遣の 宣教師 等が 相互 を 排斥す る 其 精神 を 

<1<3厶<1<" 厶厶厶 △ 厶厶 厶厶厶 <3<"厶<3 厶厶 △ 乙  0000 

他國 民に 向って 現 はした 者に 過ぎない。 米國人 自身が 日本人 以上に 罪の 悔改を 必要と する。 そして 今 
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ほに 災禍の 起る は ヱ ホ バ の 之 を 降し 給 ふならず や。 ァ モ ス書三 章 六 節 

^；^等下名の！！：本基督敎界の敎師役者平信徒は、 日本の 基督 敎會、 基督 敎靑 年會、 基督 敎 主義の 諸學 

校、 並に 社會 改良、 慈善 刚體 が、 此際 米國の 敎會、 傳道會 社、 基督 敎靑 年會、 並に 其 他の 基督 敎 主義 

の^^團體と關係を絶っ ことの適當なるを認む。 此は 內に對 して は 福 昔の 宜傳 並に 一 般的敎 化 事業 を容 

P 刃なら しめ、 外に 對 して は 米圃 民が 今囘其 政府 を 通う して 日本 國 民に 加へ たる 大 侮辱に 對し、 我等の 

12^ 對 公憤 を 表 はす 上に 於て 最も 有效 なる 途 なりと 信す。 依て 我等 は 各自の 勢力 範圍に 於て 出來 得る 眼 

りの カを盡 し、 此 目的 を 達せん こと を 期し、 玆に ^名して 我等の 意志 を^ 外に 宜 言す。 

但し 以上の 目的 を 達せん が爲 に、 出来 得る 限りの 平和 手段 を 取り、 在留 米國 宣教師の 身の 安全 を 

計る は 勿論、 彼等が 今日まで 日木敎 化の 爲に盡 せし 功勞 をして 有效 ならしむ る やうに 努力すべく- 

义 彼等に 對し 深甚の 同情 を 表し、 彼等の 日本 退去 をして 名譽 ある もの、 又 成るべく 偸 快なら しめ 

ん こと を努む べし。 叉 今後と 雖も、 彼等の： s: に 日本に 留まりて 傅 道 を繼續 せんと 欲する 者に 對し 


五 五 二 
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囘 の 彼等の 行爲が 彼等に 此 望ま しき 悔改 を 起す に 至ら ば 感謝 此上 なしで ある。 


(『聖書 之 研究』 六お 十 
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て は出來 得る 限りの 援助 を 供し、 叉 我等と 協同 を 欲する 者 は 喜んで 其 要求に 塵すべし。 叉 米阔に 

於け る 信仰の 兄弟 姉妹に して 個人と して、 或は 勞カを 以て、 或は 物资を 以て、 我等の 傳道 並に 敎 

化 事業に 參與 せんと 欲する 者 は、. 歡んで 之を迎 へ、 感謝して 之を受 くべ し。 我等 は 日本 國民 とし 

て米國 民が 其 政府 を 通う して 今囘 日本 國 民に 對 して 加へ し 侮辱 を 憤る と雖 も、 米國に 在る 主に 在 

る 兄弟 姉妹に 對 して は 舊來の 厚誼 を 失 はす。 我等 は 事の 玆に 至れる を 甚だ 悲しむ と雖 も、 是れ主 

の爲し 給へ る ことにして、 我等 相 方の 最善の 爲に行 はれ、 其 最後の 結果の 必す 主の 榮 光に 終る こ 

と を 確信し、 玆に淚 を 飲んで 我等の 決心 を 表明す。 

說 明  . 

〇 今 n の 如き 場合に は 自分 達 の 情實ゃ 利害 を 顧みす し て 國家 の 體面を 意 はなければ なりません。 

〇 旣に 米阈に 於て 法律と 成りて 現 はれし 以上、 今後の 緩和 や 訂正 を豫 測して 姑息 手段 を 取って はなり 

ません。 

〇 宣教師 は 旣に 日本に 於 て 信用 を 失 つて 居る のでありまして、 今囘の 米 國政特 の 不信 的 行動 に 由て： U 

木に 於け る 彼等の 勢力 は 致命 慯を食 はせられ たと 稱 して 差 支ありません。 此上 彼等が 日本に 滯在 する 

も 彼等 は 差した る 事 を 爲す能 はす、 叉 日本の 信者 は 彼等の 援助の 下に 傳 道して 利す る 所 甚だ 微 くして 

害せら る、 所、 甚だ 多くあります。 

〇 在米の： M 胞に對 して は 同情に 堪えません。 我等 は 彼等の 境遇に 對し て 全 力 を盡し て 其 緩 和 を 計る ベ 
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きであります。 然れ ども 十 萬の 同胞の 安全の 爲に七 千 萬の 同胞の 名 譽人植 を 樣牲に 供す る こと は出來 

ません。 我等 は忠實 なる キリ ストの 僕婢と して、 斯 かる 場合に は 我等が 圃{ ^に 負 ふ审： 大 なるや V おが あ 

ると 信じます。 米阈 人が 日本人 を 排斥す る を 以て 國の爲 に 可と 認 むる やうに、 我等 は此際 穴^ :1 と絕 

つ を 以て 國の爲 に 可と 認む るので あります。 ^し 我等 は國 としての 米國の 行爲を 憎む の 故 を 以て、 侗 

人と して 彼等 を 憎ます、 成るべく 親切に 彼等 を极 はんと 欲する が 如くに、 我等 は 米 國人も 亦 成るべく 

親切に 彼圃 在留の 日本人 を极 はん こと を 欲します。 此は 決して 惡を 以て 惡に報 ゆるので はありません 0 

我が 正常の 櫬利を 主張 せんと 欲する のであります。 我等が 國民を 代表して 他の 國 民に 對 する 時に、 我 

等 は 個人と して 人に 對 する 時の 態度に 出る 裹は 出来ません。 私 は 諸君が 此際、 米國の 對英獨 立戰爭 の 

時に 米 國 の 熱心なる タリ ス チヤ ンが英 國に對 して 取った 態度に 鑑 みられん こと を 望みます。 パ ト リツ 

ク • へ ンリ ー の c-entlemen  cry,  peace,  peace,  .\vllen  tllel. の is iio  pwace.  Give  me  liberty  org-h-e 

me  deatli の 一 百、 叉 プリン スト ン大學 第 六の 總長 Jclm  .vvithel.sp:5u が 彼の 圃 人の 或 者が We  are 

not  ripe  for  resolution と唱へ し 時に、 斷然 立って Not  riI-3  I  sir.  We  pre  not  only  ri!5,  but- 

rotting  と 云 ひし 一一 一一 n を 思 はれん こと を 願 ひます。 パゥ 口 は敎 へて 「惡を 憎み、 善 を 親しみ」 と敎 へま 

した。 是が 本當の 愛の 道であります。 私供 は个 囘米國 人が 其 政府 を 通う して 日本に 對 して 爲 した 惡を 

憎また ければ なりません。 此 はやが て米國 人と 本當の 平和に 人る 途 であります。 私 は 信じて 疑 ひませ 

ん、 米！： 落したり と雖も 今日 猶ほ 私供が 米 固に 對 して 爲 さんと 欲する 事に 對 して 心からの 尊敬 叉 同 

情 を拂ふ 者が 齢から す あると 信じます。 獨立は 米 國本來 の 精神であります。 私供 は 這 般此米 國に對 し 

て 敎會の 獨立を 寅 一 百 せんとす るので あり ます。 本 當の米 國人は 私供の 比 行爲を 心から 喜 ぶ ベ き で あ り 


(， 以下 は >  上掲の n ま 一一 II」 本文に^^接連^すべきものと考 へらる  >別殺の原搞に據る—編者) 

を 表します。 諸^が 同じ 態度 を 以て 私 を御极 ひ！^ さらん こと を 偏へ に 願 ひます。 

) ,  ,  , 0C-OOCOO  (-00000  0000000  0  00  0  00000  0-00 

〇 申 上ぐ るまで もな く^は 此際 日本 キリス ト；^ 者の 獨立、 殊に 經濟的 獨立を 主張した のでありまして、 

宣敎 k 排斥 を 主張した のではありません。 獨 立と 排斥と は 全く 別問題であります。 或 ひ は 諸君の 內に 

私の 言うた 事 叉 は 書いた 事の 內に 排斥 を 意味す る 者が あると 言 はる \ 乎 も 知れません、 それ は 多く は 

新聞記者の 書き 加へ た 者でありまして、 私の 意見で たいこと k 御 承知 願 ひます。 斯 かる 場合 に 於て は 

人の 氣が 立ち 易く、 私 も 充分 注意す る 積り であり ますが、 時には 失 一一 一一 口 を 免 かれません。 諸君の 御裕恕 

を 願 ひます。 

〇 私 は 今囘の 事の 主唱 者と なりて 諸君の 御 平安 を 妨げ、 多くの 御迷惑 を 掛けし こと を 甚だ it まなく お 

じます。 私 は舊ぃ 信者の 一人でありまして、 國家的 觀念を 絶たん と 欲する も 能 はざる 者であります。 

私供が 明治の 初年に 基督 信者に 成りし 主なる 理. m は、 キリスト 敎が 日本の 國家を 救 ふに 於て 最も 有力 

であると 信じた からであります。 私供 は愛國 心に 勵ま されて キリスト 信者に 成った 者であります。 其 

點に 於て は 故新嶋 君、 故 本 多 君、 小 崎 君、 宮川 君、 金 森 君、 海老 名君. 松 村 君、 柙川 君、 植村 君、 田 

村 君、 横 井 君、 等 皆な 同じで あると 信じます。 故に 私共 奮い 信者の 問に は、 外國宜 敎師の 金錢の 補助 

を受 くる は大 なる 恥辱で ある 乎の やうの 感 があった のであります。 故に 各自の 取りし 手段 方法に は 相 

違が ありまし たが、 其 根本的の 精神に は 差違はなかった のであります。 故に 機會 さへ あれば 日本の キ 

大正 十三 年 (一九二  rayo  ^f-五立 
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リ スト：：； は 一 闹 となりて 外國 人の 補助 を絕 たんとの 精神が あつたので あります。 そして 不哲 私の 如 

きは此 運動の 先鋒でありまして、 明治の 十三 年に 札幌に 於て 旣に此 事を實 行した のであります。 其 

後全國 的に 此事 の赏 現せん こと を 待 ひ li.: んで 居りました 所、 今 II 米！； が B 本に 對 する 此 侮辱 を 加 へしに 

會ひ、 ：； ぶれ ぞ 多年 宿 §1- の W 本 キリスト 敎徒大 合同の 機會が 到来した ので あると S 心 ひ、 五 人の 同志に 

；: りし 所、 贊成を 得ました 故に、 之 を廣く 在京 キリスト 信者 中の 有力者に 謀った のであります。 然る 

に 計ら ざり き 時勢 は 知らぬ 間に ー變 し、 信者の 多 數は國 .M 愛よりも 人類愛に 重き を 置く に 至り、 私の 

5. 出は狹 隙に し て 殘酷性 を帶ぶ る 者の やうに 思 はる k に 至った ので あ， ります。 是れ 多分 私 の 信仰の 足 

らす、 乂 手段の 甚だ 拙なる より^し 結 rai- である 乎 も 知れません が、 然し私の惡意に出た事でなぃ：5^-丈 

け は！ M へに 諸君の 御 推量 を 願 ひます。 

〇3: れ にしろ チ M; の 日米 關係 は：：： 木の キリス 卜 信者に 取り 實に靈 大事 件であります。 此際 私供が 一 步 

を 誤り ますれば、 キリスト 敎は =1 本に 於て 全然 其 i;!^ 川 勢力 を 失 ふに 至る と 信じます。 叉 日 木 人 全體は 

此重大 問题の 解決に 就て、 火に ：= 本の キリスト 信者に 期待して 居る と 思 ひます。 米 W は キリスト 信者 

の 親類であります。 此 親類が 此大 不始末 を 行った のであります。 此 不始末 を 如何して 吳れる 乎と n 木 

ん全體 は 我等 r= 本の キリスト 信者に 迫る のであります。 そして 彼等の 申 分 は 至極 尤もであります。 私 

供 は此資 任 を 免 かる. -事は 出来ません。 如何にして 此责 任を充 たさん や、 是れが 私供に 提出され た. K 

問題 で あ り ます 。 此； si を 出 心 ふて 私供 は殺肅 緊張せ ざらん と 欲する も 得ない ので あり ます。 

〇 終りに 臨み 私 は 一 つ 諸君に 伺 ひたい があります。 それ は今囘 の， たる 米圃の 政治家の 爲 した^で 

あって、 米 阈の基 帑敎會 は 之に は 何の 關係贲 任 は 無い と 云 ふ^であります。 して さう であり ませう 


乎。 私の 聞きます 所に 依り ますれば、 米國 議會兩 院議 員 五 百 六十 餘 4! 中、 敎き^4.^5||"^-，"0^^き 

かに 二十 三人で あるとの 事で あり ます。 其 他 はす ベ て 敎會 に 籍を 置く 立 派 の 基督 信者 で ありまして、 

彼等 を 以て、 組織され たる 米 國議會 が 殆んど 全會ー 致 を 以て 排日 案 を 決議した のであります。 是れで 

も 米國の 基督 敎會 は此 事に 責任 は 無い と 言 ひ 得 ませう 乎。 若し 日本に 於て 田 川 大吉 郎君、 销澤 聰明 君 

の やうな 敎會 に籍を 置かる k 政治家 達が 大多数 を 以て 排米案 を 議決した とします るなら ば、 米 國人は 

此 事に 關し、 日本の キリスト 敎會は 關係責 住な しと 認め ませう 乎。 殊に 米 國議會 の 通過せ る 排日 案に 

惡し& と 知りつ k 署名した る 大統領 ク I リツ ヂ氏は 知れ渡り たる 米國 組合 敎會の 信者であります。 其 

知名の 會 員が 此 察を爲 して、 敎會は 責任な しと 云 ふ 事が 出來 ませう 乎。 曩に は故ハ ー ヂング 大統領が 

世界 諸 强國の 軍縮 會議を 召集し、 之に 成功したり とて、 彼の 屬 する 米國バ プチ スト 敎會 は、 己が 成功 

でありし が 如くに 菩び叉 誇った ではありません 乎。 然るに 今 囘はク ー リツ ヂ 氏が 大失收 を爲 したと て、 

敎會は 之に 與ら すと 云 ふは餘 りに 勝手次第の 申 分ではありません 乎。 若し 世人が 敎會 は名譽 こは與 り、 

恥辱に は 責任な しと 云 ふ 卑怯なる 團體 であると 云 ひて 敎會を 責めますならば、 敎會は 何の 言 を 以て 之 

に 答 ふる 事が 出來 ませう 乎。 私に は 其 事が 解らない のであります。 私は斯 かる 事 を 巾 上げて 諸君 を責 

めんと する のではありません。 私は此 事に 關 して は 日本の キリス ト 信者 全體と 名譽も 恥辱 も 共に せん 

と 欲する 者であります。 然し 乍ら 事 は 至って 明白でありまして、 私供 は 言ひ遁 れんと 欲する も 得 ませ 

ん。 私供 日本の キリスト 信者 は 今 は大 なる， チレ ン マに 置かれた のであります。 私供 は大 英斷大 勇1  湫を 

以てする に 非れば 此 苦しき ヂレ ン マより 免 かる、 事 は 出来ない と 信じます。 願く は大 能の 祌 我等 を 導 

き 給 ひて 私供の 取る 武 歩に 過ちな からん 事 を、 ァ ー メン。 
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(未發 表 rnl 々の 生涯」 大 fi: 十三 年 六月 十六 日參 照— 編者) 

米 國風を 一掃せ よ 

〇惡 い 物 は米國 品ば かりで ない。 それお り も 更に 一 層惡 いものが ある。 それ は米國 風で ある。 日本人 

は 知らす 識ら. fs の 間に 米國 化された ので ある。 日本の 新聞紙が 一 齊に其 最も 貴重なる 第一 面 を 商賣用 

の 廣吿に 供す るの は、 是れ 全く 米國 風で ある。 又 其 記事が 多く は セン セ ー シ ョナル なる も 亦米國 風で 

ある。 其點に 於て 英國 風は遙 に米國 風に 優 さる。 日本の 新聞紙が 此 際！！ ン ドン • タイム スゃ マン チェ 

スタ I • ガ ー デ ヤンの 質素 着實な る に 傲 は ん こ と を 切望す る 。 

〇 過去 四 五 年 來我國 に 流行す る 文化 運動なる もの は 赏に米 化 運動で あると 思 ふ。 文化 生活と は 成る ベ 

く 多く 地上に 於て 肉の 生活 を樂 しまん と 欲する 努力であって、 之れ 亦 現代の 米國 人の 理想と する 所で 

あって、 甚だ 嫌 ふべき ものである。 論より 證據 である、 文化 生活の 主唱 者 は 多く は米國 仕込みの 男女 

である。 故に 所謂 文化 生活 を 一 掃す る 時に 米國 品の 必要 は大 減す るので ある。 

〇 第三に 米國 風の 宗敎を 一掃すべき である。 是は淺 い、 現世 的の、 人の 靈魂を 救 ふに は 無能 無 效の宗 

敎 である。 敢て 寅 敎師を 排斥せ よと 云 ふので はない が、 キリストが パリ サイの パ ン種を 慎むべし と敎 

へし やうに、 我等 は米國 人の 宗敎 ならざる 宗敎 を愼 しむべき である。 其 他 今 囘米國 人の 日本人 排斥 を 

好機 會と して 日 木 人の 間 に 浸潤した る 卑賤 俗惡 の米國 人の 氣風を 一 掃すべき である。 

(『國 民 新聞』 六月 十七 日〕 


米國人 の 排日 憤慨 

今度の 日米 問題で 最も 熱烈なる 憤慨 を發 した 者 は、 私の 知る 範 園に 於て は、 日本人で はなく して 米 

國人 である。 私の 三十 七 年來の 親友で フィ ラデル フィャ 市の 有名の 醫師某 君の 如き は、 此 事に 就て 非 

常に 怒り、 排日 法 を 制定した やうな 米國は 五十 年 以內に 亡びて 了う であらう、 そして エジプト、 バビ 

P ン と共に 世界 亡 國史に 其 名を留 むる であらう と 私の 所へ 言うて 來た。 又 ミル ゥォ ー キ ー 市の 或 人の 

如き は (其 if 绩 より 見て 高級 勞磡 者ら しく ある)、 私が 基督 敎界の 元老と 共に 日本 基督 敎の獨 立 を 計 

畫 すると 東京 電報 を讀ん で、 私 等に 對し大 贊成を 表し、 同情の 徵に とて 金 二十 弗 を 送って 來た、 又 或 

る 婦人の 如き は、 日本人 は 決して 異人 種で はない、 英 民族と 同人種で ある、 日本人 を 排斥す る は 兄弟 

を 排斥す るので あると 云 ふ 事 を、 聖書に 照らして 論じた 長文 を途 つて 來た。 其 他 私の 米國の 友人 は 何 

.1 ナ usS る  くら 

れも此 問題に 就て は 激烈なる 日本人の 味方であって、 日本人 多数の 甚だ 微溫ぃ 態度に 较 ベて 見て、 慚 

愧の 至りで ある。 何も 日本人 を 辱めた とか、 亞細亞 人種 を 侮辱した とか 云うて 憤る ので はない、 宇宙 

の 公道 を 蹂躪した とて 怒る ので ある。 それが 本當の 深い 淸ぃ 憤慨で ある。 此 人類 的、 宇宙 的 憤慨が あ 

つて こそ、 斯る大 問題に 當 つて 永久に 挫けたい ので ある。 (七月 七日) (『國 民 新聞』 七月 九 H) 
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キリスト 敎 と 愛 1; 心 

モ ー セ、 マー ホバに 言 ひける は 嗚呼 この 民の 罪は大 なり、 彼等 は G 己の 爲に 金の 神 を 作れり、 然ど 

に 合 は 彼等の 罪 を赦し 給へ、 然ら すば 願く ば汝の 書記し 給へ る 書の 中より 我 名を抹 さり 給 

へ (出 埃 及 記 三十 一 一章、 卅ー、 卅ー 一節)。 

イエス トニ 人 を 遣さん として 命じて 曰 ひける は、 異邦の 途に往 く 勿れ、 又 サ マリヤ 人の Si にも 人 

る 勿れ、 唯 イスラ H ルの 家の 迷へ る 羊に 往け、 往 きて 天國は 近づけり と宜傳 へよ 太 傳十章 五 

I 七 節 )。 

噱 M ルサ レムよ H レサ レムよ、 預雷者 を 殺し、 汝に遣 さる. 1 者 を 石に て擊っ 者よ、 母 鶏の 難 を 翼 

の 下に 集む る 如く 我れ 汝の 赤子 を 集めん と せし こ と 幾次ぞ や、 然 れ ど 汝等は 欲せ ざり き (同廿 三 

章卅七 節」。  . 

我に 大 たる 憂 あり …… 若し 我が 兄弟、 我が 骨肉の 爲 にたらん に は、 キリストより 絶れ 沈淪に 至ら 

んも亦 我が 願たり (a マ 書 九 章 二、 三 節)。 

我れ 更に 何 を 一一：；：！ はんや、 若し ギデ オン、 バラク 又 サム ソン、 イビ タ、 ダビデ 义 サム エル 及び 預言 

者 等の 事を言 はんに は 時 足らざる 也 (ヒ ブライ 書 十 一 章 三 二 節)。 


〇 キリスト 信者に は愛國 心がない と 云 ふ 者 は 間遠って 居る。 叉 愛 國心は 偏狭なる 心であって、 信者に 

は相應 しからざる 者、 ん類愛 こそ キリストの 心であって、 特^に 自分の 國を 愛する と 云 ふが 如き は、 

キリストの 精神に 反き、 信者が 爲 して はならない 事で あると 思 ふ、 今日の 多數の 信者の 思考 も 間違つ 

て 居る。 キリスト 信者に 愛國 心が ある。 又愛國 心に 廣 いのと 狹 いのと、 深いのと 淺 いのと が ある。 キ 

リスト 御自身に も强ぃ 深い 愛國 心が あった。 モ ー セを 初めと して サム エル、 ダビデ、 ギ デオン、 バラ 

ク、 其 他の 預言者 はすべ て 一 人 殘らす 熱烈なる 愛國 者であった。 精し く 聖書 を讀ん だ. 者で 愛國 者たり 

得ない 害 はない。 近代 人の 稱 する 人類愛 …… 少く とも 夫れ のみが …… 新約聖書の 精神で あると 云 ふ 者 

の 聖書 知識の 程度 は 知るべき である。 

〇 聖書 人物に 限らない、 此 世界に 在り. て 大事 業を爲 した 人の 大多數 は 大愛國 者であった。 ル ー テル も 

ノックス も、 ダンテ もサ ボナ B 1 ラも、 コ II ムゥ ヱルも ミルトン も、 米國 獨立戰 ハ学 時代の 大人物 も、 

悉く 熱烈な る 愛阈者 であった。 愛 國心を 取 除いて 此^に 貴い 者と して 何が 殘る 乎。 若し キリスト 敎に 

愛國 心が な い と ー！^ ふならば、 此敎は 早く 旣に 消え て 了った ので ある。 誠に 眞の キリスト 敎の 起る 所に 

愛 國心は 起り、 又 潔き 愛 國心を 以てせす して キリスト 敎は 解らない ので ある。 

〇 全世界 は 我 國の爲 に^ 在す る もの、 我國 こそ 世界に： 賴 たるの 運命 を 有すと 思 ひて 行動す る は 誤りた 

る愛國 心で ある。 我 雨 は *L 界の爲 に 存在す る 者、 之 をして 其 天職 を 全うせし むる は、 是れ 全人 類 をし 

て 神の 定め 給 ひし 福祉に 入らし むる 爲の 必要に して 缺く ベから ざる 途 である。 我 は 我 園の 爲に盡 して 

^界 全人 類の 爲に盡 すので ある。 人類が 完全の 域に 達せん が 爲には 英國米 國佛國 伊國露 國獨逸 西班牙 

葡萄牙が 悉く 必要で あるが 如くに、 日本 印度支那 波斯が 悉く 必 IM、、」 ある。 其 一 を缺 いて 人類の 完全 を 
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期す る _J ^が屮 H 來 ない。 人に 個性が 必要なる が 如くに、 國に國 性が 必要で ある。 之 を 以てして 人も國 

も 世界人 類の 爲に盡 す ことが 出來 ると 云 ふの が聖 害の 見方で あると 信す る。 

〇 我等 は HI 本人で ある。 神 は 日本 國を 要し 給 ふ。 日本 國 なくして 神の 聖 ihn は 完全に 地上に 行 はれない „ 

若し 日本 國が 亡ぶ る やうな 事が あれば、 人類の 大 不幸で あり、 神 御自身の 大失 望で ある。 祌は 一 人の 

靈 魂の 滅びん こと を 欲し 給 はざる が 如くに、 それよりも 遙 かに 一圃の 亡びん こと を 欲し 給 はない。 日 

本 國の代 现を務 むる 國は他 にないの である。 夫れ 故に 神の 爲に、 世界人 類の 爲に 日本 國の 爲に盡 さな 

ければ ならない。 

〇 愛國心 はまた 人が 自分自身 を 救 ふ爲に 必要で ある。 人 は i 単 獨で救 はる i のでない、 彼の 屬 する 家族 

又は 國家叉 は 人類と 共に 救 はる.^ ので ある。 人に 個人性と 人類 性と が あると 同時に 又國家 性が ある。 

彼は國 家人たら ざらん と 欲する も 得ない。 ィ H スは 最良の イスラ H ル人 でありし が 故に 人類の 救 主で 

あり 給 ふので ある。 コ &ムゥ H ルは 校範 的の 英國 人であった、 故に 人類 自由の 進歩に 貢獻 する 所が 甚 

大 であった。 我等 も 亦 善良な る 日本たら すば 善良なる 世界人たり 得な い 。 愛國 心を缺 きた る 人類愛 は 

偽の 人類愛と 稱 せざるを得ない。 

〇 眞の愛 國者は 他 國の權 利 を 重んじ、 其發達をべ布^！ェする。 祌の 定め 給 ひし 範 園に 於て 各 國が其 發達を 

遂げて 神の 聖 3 曰が 世界に 行 はる &に 至る ので ある。 米國 政府の 今 罔 の 行爲の 如き、 眞 の米國 人の 到底 

爲し 得ない 事で ある。 日本の 利益 は 米國の 利益で あり、 米國の 名眷は 日本の 名譽 である。 此際 正當に 

日.^ の 權利を 主張す る は 日本の みならす 米 画の 爲 にも 必要で ある。 箴言に 曰く 「義 は國を 高く し 罪 は 

1^ を- t かしむ」 と。 画の 爲に盡 すに 方て 義を 進む るに 勝 さる 途 はない。 故に 偉 道 は 愛國的 事業と して 


爲 すべきで ある。 (六月 卄ニ  RI)  (『聖書 之 研究』 七月 十日) 

爭 ひの 後の 平和 

〇 對米 問題 は 今日の 所、 不愉快 極まる 問題で ある。 舊ぃ 友人 を 責め、 之に 對 して 一 種の 戰爭を 宣告せ 

ねばならぬ 事件で ある。 然し 乍ら 不愉快の 裹に 快樂が ある。 此戰爭 を經て 後に 眞の 平和が 來 るので あ 

る。 米國 人が 日本人 を 解らない が 故に、 此國際 上の 大過 失を爲 したので ある。 彼等 は 何の 惜氣 もた く 

最良の 友人 を 斥けた ので ある。 そして 此際 我等 日本人が、 殊に 日本の 基督 信者が、 正當の 反抗 を 試み 

ないならば、 彼等 は 我等に 關 する 誤解 を繼 綾して、 3 典の 平和 は 永久に 来らない ので ある。 今や 淺く民 

め ！ 3 め 

の 傷 を 癒して 滿 足すべき でない。 責 むべき 丈け 責め、 鬪 ふべき 丈け 鬪 ひて、 彼等 をして 目覺 しめ、 心 

より 我等 を 尊敬せ しめ、 愛せし むる やう 努力せ ねばたら ぬ。 日米 間の 今日までの 交際 は 決して 對 等で 

なかった。 彼 は 常に 恩人の 位置に 居り、 我 は 常に 受恩 者の 立場に 立った。 是れ では 深い 永久 的 友誼 は 

結ばれない。 彼が 我に 與へ 得る 丈け 我 も 亦 彼に 與へ 得る に 至って 彼と 我と が 永世 不朽の 和親 を 取 結ぶ 

事が 出來 るので ある。 今や 米國の 背信 的 行爲に 由て 兩國の 友誼 は 傷 けられた。 此は 友情の 大 なる 試 n 

である。 然し 乍ら 此 試練 を經 すして は眞の フレンドシップに 入る こと は 出来ない。 一時 は^れて 然る 

後に 結んで 眞の 一 致が 實 現す るので ある。 日本 基督 信者の 獨立は 之が 爲に 必要で ある。 我等が 彼等の 

補助 を 受けながら 彼等と 對 等の 交際 を 綾け る こと は 出来ない。 縱令 キリストの 愛に 居る キリ ス 卜 信者 

なりと 雞も、 常に 恩に 與 りながら 我が 威權を 維持す る こと は 出来ない。 先づ獨 立、 然る 後に 眞の 平和 
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である。 日本人が 餘 りに 米 國 人に 賴 りしが 故に、 今 囘の大 侮辱 を 蒙った. ので ある。 獨立 は絕緣 ではな 

い。 肉に 於て 絶ちて 靈に 於て 梨が るの 途 である。 相 方が 獨立 人たら すして 深い 腐の 友人た る 事 は出來 

ない.〕 此离， を 最も 克く 知る 者 は 米國人 自身で あるべき 害で ある。 眞の 米國人 は此際 我等の 獨立 運動 を 

^いて，. $ ぶに 相違ない。 我等 は 今や 米國 人に 反對 しながら、 眞の 和親へ と 進みつ、 あるので ある。 

(『犁 書 之 W 究』 七月 十日) 

米國と 基督 敎 

〇 米圃は * 将敎 1： で あ る、 其 米圃が 日本に 對し个 1^ の 如き 不義 不信 を 行 つた、 故に 基督 敎は惡 い 宗敎 

ん がへ  ， 

であると は、 邦ん の 多くが 今日 懐く 思考で ある。 然し そわ は 間違って 居る。 〈力 輩が 今日まで 幾囘 とな 

く 本誌に 於て 唱 へしが 如くに、 米國は 決して 基督 敎國 でない。 八.' より 三 四十 年 前、 基督教が 米 國に於 

て K 盛 を 極めし 時と 雖も、 信者 は 其 人口の 五分の 一 に 過ぎなかった。 今日は 多分 十分の 一 にも 達す ま 

い。 米圃 人の 多數は 不信者で ある。 彼等の 普通の 社會に 於て 信仰 を 語る は 滅多に無い 事で ある。 米國 

々は 誰で も 基督 信者で あると 思 ひて 彼 地に 往 けば 大 失望に 陷ら ざる を 得ない。 而已な ら す最惡 の 無祌 

論 は 彼等の 間に 行 はる。 神と キリ ストの 聖名を 濱すを 以て 最大の 快樂 となす 者 を 余 W は匮々 米國に 於 

て 見た。 ，51 惡の 盛なる ことに 於て 日本 は 到底 米 固に 及ばない。 斯 かる 次^で あれば、 今囘の 如き 惡事 

が 米國 の 政治家 に 由て 行 はれ たれば とて 少しも 不思議 はな いので ある。 基督 敎は米 園と 運命 を 共に す 

る 者で はない。 米圃は 亡びても 基督 敎は 亡びない。 或は 神 は 米國が 亡びざる 前に 基督 敎を 我等 日本人 


に 託し 給うた ので ある 乎 も 知れない。 何れに しろ个 ゃ眞の 基督 敎を 米國 人の 内に 求むべき 時で はない。 

我等 は 直に 之 を 己が 靈 魂の 深き 所に 求め、 神に 在りて 獨 立し、 彼れ 若し 許し 給 は、. - 我れ より 米 國に傅 

道す る 時の 至らん こと を 待つ も 決し て 不當で な い と 思 ふ。  (I 聖書 之 研究』 ヒ：^ 十 H) 

憤慨の 辯 明 

〇 私が 今 II 米 國に對 して 取りし 態度に 就て 種々 の 非難 を 巾 込まる k 人が あります。 此は齒 にて 齒を惯 

ひ、 目に て 目 を 償 ふ 復響的 態度 で あって、 基督 信者 の 取るべからざる 態度 で あると 云 ふの が 其 一 で あ 

り ます。 甚だしき に 至って は 「汝は 汝が惡 魔た るの 本性 を 表 は したので あるから 今より 宗敎 家た る を 

止めて ゴ tl ツキに 成れ」 と 云 ふの も ありました。 久し振り にて 篤詈 讒謗 を 浴びせられまして、 甚だ 愉 

快で あります。 私 は 自分 は 或 る 人々 が 思 ふやうな 完全なる 聖人で な い 事 を 充分に 認めます。 然し 乍ら 

私の 解らない 事 は 私を此 事に 就て 罵る 人が、 米國が 今囘ロ 本に 對 して 爲 した ことの 如何程 惡ぃ 事で あ 

る 乎、 其 事 を 確め ない IjH じあります。 私 はせ 界の 外交 歷史に 於て、 今囘 基督 敎國を 以て 自 から 任す る 

米國 が、 日本に 對 して 爲 した 事の 如き 不義 不信の 行 はれた 事の ありし を 知りません。 此 はたし かに 祌 

の 怒り 給 ふ 事でありまして、 私共 は此 事に 就て 神の 御 怒り を 表 はすので あります。 「誰か 辱 しめられ 

て 我れ 燃え ざらん や」 と バウ！ 1 は 云 ひました (哥 後ト 一 の廿 九)。 米國 は今囘 友邦の 信義 を 蹂躪った 

のであります。 之に 對 して 私 は 燃え ざらん と 欲する も 得ない のであります。 キリス トは 決して 怒ら ざ 

る 人ではありませんでした。 彼 は 御 自分の 爲には 怒り 給 は ざり しも、 神の 爲め 公義の 爲 めに は 甚だし 
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く 怒り 給 ひました。 人が 米 國に對 する 私の 行爲を 怒る 前に 先 づ米國 の 日本に 對 する 行爲を 怒らん 事 を 

欲します。  (.『^$書 之 研究』 七月 十 H) 

簡 易 生 涯 

奢侈 品輸人 防止と 云へば 消極的 經 (t 政策であって、 退嬰的で ある 乎の やうに 聞え る。 併 乍ら 簡易 生 

活 の獎勵 であると 解 すれば 健全で も あるし： 奥まし くも ある。 此は 詩人 ヮ ー ヅヮ スの唱 へし 「低き 生活 

と 高き 思想」 に 還る ことであって、 大人物 も 大國民 も 其 興起の 源 因 はすべ て此 種の 生活に 於て あった 

ので ある。 我等に 今囘大 侮辱 を 加へ し米國 人の 如き、 其 精神的 全盛時代に 於て は 同じく 簡易 生活 實行 

の 民であった ので ある。 然るに 彼等の 生活が 高くなる と 同時に 彼等の 思想が 低くな り、 終に 今日の 如 

き 精神的 劣等の 民と 化した ので ある。 我等 は 今より 彼等と 鬪 はんとす るに 方って 日本人 特有の 簡易 生 

涯に 還るべき である。 若し 合理的に 簡易 生活 を實 行す るなら ば、 小なる 日本の 國土を 以てして 今より 

も 更に 二倍 三倍の 人口 を 養 ふ 事が 出来る。 私は此 際我國 人が、 簡易 生活の 研究者 兼豫 一一 一一 口 者 左 近 義弼君 

に學 ばん 事 を 望む。 米國 成育の 君 は 深く 此 生活の 源理を 穿った 人で ある。 君に 學んで 我等 何人も 貧し 

くして 同時に 健康 幸！ i である 事が 出来る。 米 國人は 多くの 事に 於て 我等 を 欺きし も、 生活の 事に 於て 

殊に 然り である。 米國 人に 傚 ひて 所謂 「高き 生活」 を營 めば 先づ第 一 に靈 魂が 滅びて 了 ふ。 玆に 彼等 

おも ひ；： づ. つ 

に排币 されし を锼會 として 「何 を 食 ひ 何 を 衣ん と 思慮 ふ 事な く、 まづ 第一 に 神の 國と其 正義と を 求め 

よ」 と 云 ふ キリストの 敎に循 つて、 身 を 修め 國を舆 すべきで ある。  (『國 民 新開』 七月 十二 H) 


〇 國を 興さん と 欲せば 横を植 よ、 殖林是 れ建國 である。 山林 は 木材 を 供し、 氣候を 緩和し、 洪水 を 防 

止し、 田野 を 肥し、 百 利 ありて 一 害な し。 謂 ふ 若し 日本の 山野 を掩 ふに 森林 を 以てすれば、 之より 生 

する 利益に 由り て、 民より 租 稅を徵 する 事な くして 其 政府 を 維持す る を 得べ しと。 今や 日本 は 其 親友 

た りし 米國 より すら 排斥 せられて 外に 發展す る の 途は當 分 絡え たり と 云 ふ も 差 支た し。 此 時に 方て 內 

を開發 して 新たに 領土 を增 すの 必要が ある。 そして 其方 法と して 最も 容易なる は國內 到る 所に 存 する 

未儿 山に 植 るに 樹を 以てする 事で ある。 小なる デン マ ー ク國は プロ シャ と戰 ひて 敗れ、 其 領土の 半 を 奪 

はれし も、 國內の 荒 地に 殖 林して 失 ひし 以上の 富 を 得た。 臥 薪嘗膽 は如此 くに 實現 すべきで ある。 此 

上米 國の 不義 不信 を 憤る も 益 は 無い。 憤慨 を 有利 的に 現 はさんが 爲 めに 私 は 舉國ー 致の 殖林を 提言す 

る。 文部省 は 宜しく 航林日 (Arbor  Day) を 定め、 一年に 一 日 全國の 小學校 生徒 をして、 一 人 一 本づ 

つの 苗木 を植ゑ しむべし。 此は上 杉 鷹 山 公が 米 澤の瘠 地 を 化して 北 第一 の 沃土と 成した 方法で ある。 

我等 は 日本 全 國を綠 滴る 樂 園に 化して 全世界の 排斥に 應 する 事が 出來 る。 製造 商業 勵む べしと 雖も忘 

るべ からざる は 農の 國本 たる 事で ある。 そして 農の 本元 は 森林で ある。 山に 樹が 茂りて 國は榮 ゆるの 

である。 (七月 十三 日、 日光に 於て〕  (『國 民 新聞』 七月 十七 日) 
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對米 所感 M 

〇 人 は 私 を 呼んで アメリカ 嫌 ひの 急先鋒と 云 ひます" 然し 私 は 唯 無暗に 理由な しに アメリカ を 嫌 ふの 

ではありません、 それに は 深い 理由が あるので あります、 其す ベて を 今 玆に算 へ 上げる 事 は出來 ませ 

んが、 然し 普通の 日本人で 親しく アメリカ人に 接した 者 は、 彼と 我との 問に 調和し 難き 反對性 を發見 

せざる を 得ません， 勿論 私自身が 少數 なりと 雖も アメリカ人の 內に 親友 を 有つ 者でありまして 彼等の 

美點を 知らないではありません、 然し 乍ら 親交 は 双方の 努力に 由って 維持 せらる、 のであります、 そ 

して 大抵の 場合に 於て、 我が 彼 を 解す る 方が 彼が 我 を 解す るよりも 遙に 多い と m 心 ひます、 アメリカ人 

にして 日本語 を 解す る 者 は 滅多にありません、 隨っ て 我より 彼 を 解 せんと 欲する にあら ざれば 相互 諒 
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解の 途 はありません、 私 は 信じます、 日米 七十 年 問の 親交 は 主として 日本人の 謙譲に 由て 維持せられ 

たので あると、 日本人が 若し アメリカ人が 爲す やうに 其 主張 を 曲げないならば 一 一 者の 衝突 は 何時でも 

起った と 思 ひます、 故 本 多膪ー 君が 常に 言 はれた との _SM -」 あります、 『世界中に アメリカ人 程 自分 勝 

乎の 民 はない』 と、 そして 本 多 君 は 最も 克く アメリカ人 を 知った 日本人であります、 君 は 如何程 氣慮 

勝手の アメリカ人に 苦しめられた 事で ありませ う、 思 ひ 出す だに 同情に 堪 へません。 

〇 アメリカ人が 日本人 を 解し やうと したい 證據 は、 彼等が 全體に 日本語 を學 ばんと て 努力し ない 事で 

あります、 私の 知る アメリカ人で、 日本に 三十 年 以上 住んで 今尙ほ 日本語 を 知らす 叉 知らう として 努 

めない 者が あります、 其 他日 本 在留 十 年 又は 二十 年で 碌な 日本語 を 話し 得す、 日 木 人 は 英語 を 學んで 


自分 達に 學ぶ べきで ある 乎の やうに 思うて 居る アメリカ人 を 大分に 見ます、 勿論 彼等の 內に 日本 文 を 

讀み 得る 者と て は 殆どた く、 日 术文を 草し 得る 者 は 皆無と 云うて 差 支ありません、 斯 かる 次第で あり 

ますから アメリカ人が 正當に 日本人 を 解し 得 やう 普はありません、 誤解 は當然 であります、 そして 其 

誤解が 情り 積って 今囘の 大事 件 を 生んだ ので あると 思 ひます。  (『萬 朝 報』 七月 十九 日) 

對米 所感 g 

〇 アメリカ人に 日本人に 就て 一 つ 解らない 事が ある。 それ は 『ffeii』 と 云 ふ 事で ある。 禮儀は 彼等の 

謂 ふ 所の セレ モ 一一 ー ではない。 單に 表面の 儀式で はない。 日本人 特有の 遠慮より 出た る 他人 殊に 外國 

人に 對 する 謙譲の 表現で ある。 日本人が 何よりも 恐る、 事 は 他人に 對 して 禮を缺 かん 事で ある。 彼等 

が 大抵の 事に はィ H 1- ス、 イエ —スと 云 ひて 滅多に ノ， 1 と 云 はな いのは 是が爲 である。 然るに ァ メリ 

力 人に は此 心が 非常に 缺 けて 居る。 彼等 は 遠慮と 云 ふ 事 を 知らない。 私が 曾て ある アメリカの 宜敎師 

に賴 まれて 彼の 主幹す る ミツ シ ョ ン學 校に 演說に 行った 事が ある。 演說 終る や 彼 は ポケットより 古紙 

幣 三枚 を 取 出し、 剝出 のま k 之れ を 私の 方に 向けて 曰うた 『是 で澤 山です 乎』 と、 私 は 彼の 惡 意から 

屮 Z たので ない 事 を 知って 居た から 之れ を 突 返し もせす 厭々 ながら 之れ を 受取って 歸 つた。 然し 其 後 彼 

から 再び 演說 の依輯 があった が、 決して 應 じたかった、 然し 之れ が アメリカ 流な ので ある。 其 時 私が 

彼に 向 ひ 『之れ では 不足です。 增 して 下さい』 と 云うても 彼 は 惡く思 はない ので ある。 然し S 本人 は 

死す とも そんな 事 は 曰 はない。 故に アメリカ人 は 日本人 は 彼等の 爲す ことに 常に 滿 足し. て 居る と m 心 ふ 
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ので ある。 卽ち アメリカ人 は 日本人の 禮機を 知らないの である。 そして 常に 日本人 を 怒らしつ 、來っ 

てケ 日に 至 る も 未だ 其 事 に 氣が附 かないの である。 

厶厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶 A 厶厶 厶厶 厶厶厶 厶<1 厶厶 △△ 

〇今囘の事たる全くァ メリカ人が日本人の禮6^を解らなぃょり起った事でぁると信する。 彼等 は 日本 

人が 何故に 此 事に 就て 怒る か 解らない ので ある。 排日 法に 由って 日本人が 蒙る 實際 上の 損害 は 至って 

僅少で ある。 然るに 日本人 は 國を擧 つて 怒る ので ある、 それ は アメリカ人が 禮機を 無視した からで あ 

る。 利益の 問題で はない。 信魏を 表する 禮 儀の 問題で ある。 アメリカ は 今囘國 として 日本に 對 して 明 

C なる 無禮を 行った ので ある。 然し アメリカ人に は此 事が 判らない、 若し 今日までに 彼等が 日本人の 

禮 儀の サイコ & ジ ー (心理) を 解したならば、 此んな 事を爲 さすして 濟ん だので ある。 然し 彼等 はわ 

からう としない ので ある。  (『萬 朝 報』 七 ガサ 三日〕 

對米 所感 y 

『日米 傳統的 親善』 と 云 ふ。 そんな ものが 果して ある 乎 甚だ 疑問で ある。 

多くの 日本人 は、 米國は 日本の 恩人 國 であると 云 ふ。 多くの 米 國人も 亦 同じ 事 を 云 ふ。 若し さう で 

あるならば 日米の 親善 は 對等國 の 親善で はなく して、 施 恩 國の受 恩 國に對 する 親善で ある。 米 國は常 

に與 ふる 者、 日本 は 常に 受 くる 者、 斯 くの 如くに して 親善が 七十 年間 したので あると 云 ふ。 

然し 乍ら 眞 個の 親善 は斯の 如くして 成立す る 者で ない。 相互に 何 か 負 ふ 所な くして 深い 親善 は 永く 

綾かない。 然るに 米國は 日本に 與 ふるのが 本分、 日本 は米國 より 受 くるの が 本分で ある 乎の 如くに 雙 


方に 於て 思 はれて 居た ので あれば 兩阈の 親善が 終に 破る、 に 至った の は 少しも 不思議 はない の で ある。 

然 らば 如何にして 此壌 たれ し 親善 を 恢復す る を 得ん 乎と 云 ふに、 日米 兩國 が對 等の 態度に 立つ に 至 

つて ある、 日本に 於て は米國 より 受 くる 丈け を與 へよ。 若し 與 ふる 能 はすん ば受 くる を錢 めよ。 米 

國 より 一 干 人 以上の 宜敎師 を 遣られ、 毎年 數百萬 圖の金 を 施されながら、 それで 彼我 對 等の 交際が 行 

はると 思 ふ は 正氣の 沙汰と 云 ふ 事 は 出来ない。 私 は此點 よりして 私の 四十 年 以上の 基督 信者と しての 

生涯に 於て 求 國人其 他の 外國 人の 補給 を 担 絶した。 それ は 何も 好意より ar つる 彼等の 寄附 を惡 いもの 

と認 むる からで はない。 私が 彼等と 對 等の 態度 に 立ちて 彼等と 眞の 交際に 人らん と 欲す るからで ある。 

3 典の 親善 は互惠 主義の 上に 於ての み 行 はる。 彼 を 恩人 國 として 仰ぎ、 我 は 被 恩 者の 位地に 滿 足して 永 

久的親 蕃の行 はれ やう 害 はない。 日米 今日までの 交際 は片務 的であった。 故に 永く 鑌 かなかった。 今 

より 之 を 改め、 彼より 與 ふる 丈け 我に 與 へて、 彼我 永久の 親善 を 計らねば ならぬ。 そして 之を爲 すに 

於て 第一 に 必要なる は 日本の 基督 敎の獨 立で あると 私 は 信す る。 此は米 國人を 憎む からで はない。 眞 

正に 彼等 を 愛する からで ある。  (『萬 朝 報』 七お 三十 RO 

對米 所感 § 

私の 知り 叉 M きし 所に 依れば アメリカ人 は 日本に 就き 多くの 飛で もない 事 を 信じて 居る ので ある。 

例へば、 彼等 は 日本 は 全然 アメリカ が^いた 國 であって、 ペルリ 來航 以前の 日本 は 暗黑の 野蠻國 であ 

つた。 然る を アメリカが 宣敎師 を 送り、 ジョ ー セフ新 島と 云 ふ アメリカ 仕込の U 本人 を 以て 同志 社と 
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云 ふ 擊校を 起し、 此に學 びし 學 生が 終に 大 革命 を 起し、 其 結果が 明治維新であって、 新 日本 は兹 に始 

まった ので あると。 私 は アメリカの 或 『信用 ある』 雜 誌に 斯 かる 記事の 載て あった 事 を 確に 記憶す る、 

私 は 曾て 或る アメリカ人が 日本の 醫學は 元々 米 國宣敎 師が傳 へた^で あると 云うた 故に、 私 は 其 誤謬 

を 正し、 之 は 日本人 自身が 長 崎に 於て 和 蘭人より 學ん だもので あると 吿 げし 所、 彼 は 甚だ 不與 であつ 

た。 アメリカ人の 多數は 日本に 固有の 高い 堅い 道德の ある 事 を 知らない。 佛敎 神道 儒教 悉く 迷信で あ 

ると 信じ、 憐 偶の 情に 堪へ すして 彼等 は 宜敎師 を 日本に 派遣す るので ある。 そして 私の 如き 者が、 彼 

等に 日本人 は 決して 斯 かる 劣等の 民に あらざる 事 を 辯 明 すれば、 彼等 は 却つ て斯 かる 辯 明 を 好ます 日 

木 人は憐 むべき 民であって、 彼等 は アメリカ人が 來 つて 彼等 を 助く る を 待つ と 云 ふ 言 方 を 好む ので あ 

る。 私が アメリカ 在留 中 最も 憤慨に 堪 へなかった 事 は、 多くの 日本人が アメリカ人の 好意 を 買 はんが 

爲に、 m わふ^ 分に 自國の 暗 黑面を 彼等の 前に さらけ出す 事であった。 私 は アメリカ人の 日本 傳 道なる 

ものが、 ドレ 丈け 日本 圃の 恥辱 を 極に して 行 はれた ものである 乎、 其 事 を 思 ひて 今尙ほ 血が 煮える の 

である。 米國 宣 敎師は 今囘 の 排日 法 制定 に 就て は 彼等 も 彼等 を 送 りし 敎會も 何 の 責任な しと 稱 ふると 

雖も私 は 其 屮分を 其 ま k 受納る K 事 は 出来ない。 勿 論 直接 の 責任な き 事 は 何人も 認 むる。 然 れ ども 口 

木 を 彼等の 本 画に 誤解せ しめし 點に 於て は 彼等 は 間接に 大 なる 責任 を檐 ふべき である。 かの 憎むべき 

政治 輩に ヒ I ゼン ジャパン (異敎 的 日本) の 観念 を植附 けし 者 は 誰で ある 乎。 私 はふ 敎師 諸氏に 此 

事に 關し. 冉思三 考を煩 はさに る を 得ない。  (『萬 朝 報， 5 七月 卅  一 H) 


日本 は小國 である。 臺灣と 朝鮮 を 除き、 日本 本土の 面積 は 十五 萬 平方 哩、 其 內に六 千 萬 近くの 民が 

住んで 居る。 人口の 密度 は 其 極度に 達せん として 居る。 然し 忘るべからざる は 我に 陸と 共に 海の 有る 

それ 

事で ある。 そして 海の 產は 陸の 夫に 讓ら ない。 能く 海 を 開拓して 陸の 不足 を 補 ふ 事が 出来る。 和 蘭 は 

鰊の 骨の 上に 建ら れ たる 國 であると 云 ふ。 日本 も 亦 海産の 上に 建 直す 事が 出来る。 殊に 凍藏 術の 進歩 

せる 今日、 日本 は 自國の 民 は 勿論、 全世界の 民 を 養 ふに 鮮魚 を 以てする 事が 出来る。 夫を爲 すに 先づ 

第一 に 必要なる は 好き 港で ある。 日本 政" 时は 沿岸 到る 處に 漁港 を 築くべき である。 一艘の 大 巡洋艦 

を 築造す るの 費用 を 以て 三百の 漁港 を 築く 事が 出来る。 斯 して 國家は 居ながら にして 戰 はすして 領土 

を擴 張す る 事が 出来る。 日本人 は 生れ 乍ら の 漁夫で ある、 そして 日本 近海 は 世界 第二 位に 下らざる 漁 

場で ある。 何 を 苦しんで 嫌 はる i アメリカにまで 出稼ぎす るので ある 乎。 我 は 我が 熟達せ る 漁夫と 改 

良せ る 漁港と 漁具 漁船と を 以て 太平洋に 王た る 事が 出来る。 國の 小なる を 歎す るの 必要 は 少しもない n 

「海よ 海よ 我を廣 くせよ」 である。 區々 たる アメリカ人の 排斥 何 か あらん。 彼に 大陸 あれば 我に 大洋 

あるに 非す や。 海に 王 たれよ 我が 愛する 同胞よ。  C 『國民 新聞』 七月 二十日、) 
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地理と 歷史 

〇 地理 は 歷史を 語る。 日本の 山脈 は 支那 山脈の 延長で ある。 日. 4 の 港灣の 主なる もの は 凡て. © 南に， M 

つて 開く。 鹿兒 島、 長 崎、 門 司、 祌戶、 大阪は 勿論の 事、 伊勢 灣- 東京 灣、 仙 蹇灣、 窒蘭、 釧路 まで 

然ら ざる は 無し。 そして 日本の 歷 史は此 山脈と 港湾との 方向に 循 つて 動いた。 文明 も 改革 もす ベて 西 

南より 始まって、 東北に 向って 進んだ。 日本人 は 初めて 西南より 来たらし く、 叉 支那 文明、 印度 文明、 

e: 洋 文明 はすべ て 此方 面より 人來 つた。 アメリカの ペルリが 日本に 來 たの も、 東の 方 太平洋 を 横斷し 

て來 たので はない。 喜 tlH 峰 を 廻り、 印度洋 を經 て、 西南より 日本に 來航 したので ある。 

〇 日本の 開發は 西南より 始 つた。 日本の 發展も 亦 西南に 行 はれねば ならぬ。 東の 方 アメリカに 目 を 注 

いだの は、 天然の 指圖に 反いて 居た。 天然 は 日本に 東方に 伸びよ と 命じて 居らぬ。 日本の 幸運 はすべ 

て 西南に 於て 在る。 支那、 馬來 群島、 其處に 日本 を數十 侗容る k に 足る の 場所が ある。 其 住民 は 我等 

と 血 を 共に する。 而 かも 多く は 未開の 地で ある。 愛と 平和と 勤勉と を 以て 之に 臨めば、 天然 も 人 も 我 

等 を歡迎 する に定 つて 居る。 幸 ひに して 東の 方 アメリカに 於て 排斥に 會 うた。 此は 方針 を 西南に 變へ 

よとの 神の 聲 である。 何故に 此 聲に從 はざる 乎。 世界 は廣 し。 アメリカ 許りが 世界で ない。 嫌 はる i 

固に 往く 必要 は 毫もない。 東方 を拋棄 せよ。 西南に 方向 を轉ぜ よ。  (『國 民 新聞』 七月 廿 五日：) 


舊友 オラ ンダ 

其 一 

〇 アメリカ は 日本 唯一 の 友邦で あると は 多数の 日本人が 今日まで 信じ 來り、 叉 今尙ほ 信す る 所で ある- 

或は さう であるか も 知れない。 然れ ども 日本に は アメリカよりも 舊ぃ 友邦が あった。 それ は 勿論 オラ 

ンダ であった。 オランダ は 日本に 取り アメリカよりも 二百 年 程舊ぃ 友邦であった。 そして 若し ァ メリ 

力が 日本の 恩人 國 であると 云 ふなら ば オラ ンダは 更に 大 なる 恩人 國 である。 西洋文明 を 初めて ぽ 本に 

輸入した 者 は オラ ンダ であった。 然り アメリカに 日本 を 紹介せ し 者 は オラ ング であった。 オラ ンダ人 

に 依りて 歐米は 日本と 其 文物と を 知った ので ある。 シ ー ボルト、 ッ ー ン ベルグ 等の 日本 紹介者 は オラ 

ンダ 人に あら ざれば、 オランダ 人の 手を藉 りて 日本 を 研究した 者で ある。 今日に 至る も 日本 古代の 文 

明 を 組織的に 學 ばんと 欲せば、 東京、 京都に 於て せす して オランダの レイデン^の 博物館に 於て 爲す 

べきで あると 云 ふ。 

〇 然るに 日本 は 此舊友 を 如何に 取扱うた 乎。 日本 は 舊友を 捨て 新 友に 就いた ではない 乎。 殆んど オラ 

ンダを 忘れて 了った ではない 乎。 オランダ は 小なる 國、 交 はるに も學 ぶに も 足らざる 國、 時代 後れの 

國 であると 思うて 之 を 省みないで 今日に 至った ではない 乎、 噱 如何なる 不信 ぞ、 如何なる 忘恩 ぞ。 此 

△ 厶厶 厶厶厶 <"△△△△  △ 厶厶厶 厶<3 厶厶 <!△△<:△ 厶厶 <3<3 厶厶  <】△<△<!△  △△△△△△ 厶厶 

不信 忘恩 を 罰せん が爲 に、 天 は アメリカ をして 今囘 日本に 對 して かの 大 不信 を 行 はしめ たので は ある 

AAA 
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其 二 

〇 オラ ンダは 多くの 日本人が m 心 ふが 如きつ まらない！； ではない。 成程 其 面積 は 僅に 一 萬 五 干 平方 暖人 

^は六；^萬でぁる。 アメリカに 較べて 見て お 取 雨た る小阈 である。 然れ ども 此小國 に^ 界有數 の K 筒の 

大學 校が ある。 义 此小國 は熱帶 地方に 八十 萬 平方 哩卽ち 自已に 五十 倍す る 領地 を 有す。 人口 一人の 有 

する 甯は遙 かに 英人 又は 米 人 以上で ある。 そして 其 歴史 は名譽 ある 者で ある。 世界の 自由 は オランダ 

に 於て 生れた と 云 ふ 事が 屮 Z 來る。 オランダ なくして 英！； 乂は 米國に 於る 大 改革 は 起らなかった。 ァメ 

リカに ピ ュ— リタ ン 祖先 を 送り出した 者 は英國 ではなく して オラ ンダ であった。 オラ ンダは 世界 第 一 

の 立法 學者 にして 最初の 非戰 論者なる グ n I シ ウス を 生んだ。 歐洲第 一 位の 畫家 レム ブ ラ ン ト も亦ォ 

ランダの 産であった。 其 他 折：： 學に 神學に 考古學 に： 丄攀に オランダ は 文明 世界の 率先 者であった り 斯ん 

な 偉い 岡 を n 本 は 一 時 は 唯一 の 親友と して 有った ので ある。 然るに アメリカに 發 見せられて 以来、 此 

1： を 殆ど 忘れて 了った ので ある。 愚なる 日本よ。 汝は汝 を 1^ てし アメリカ を责 むる 事 は 出来ない。 汝 

自身が t^" て汝の 最良の 友人 を棄 たので ある、 今に 至って 悔 ひよ、 覺 めよ。 汝の舊 き 友人に 歸れ よ。 ォ 

ランダに M やべ よ。 若し 屮 Z 來？ I るなら ば 其廣大 なる 領地の 開發 に參與 する の 特權を 得よ。 護に； I ふ 「古. 

き 木 は 焚く にせし、 古き 書は讀 むに 宜し、 おき 友 は 信す るに- 冗し」 と。 舊き オランダ は日卞 人が 信 ふ r 

るに おも 良き 同で ある。  a 國 K 新聞』 七 三十： w> 三十 一日〕 


擴 張の 横縱 


〇 擴 張に 二 極 ある、 平面 的なる と立體 的なる と是れ である。 卽ち橫 にす る擴 張と 縦に する 擴 張と であ 

る。 そして の 所謂 擴 張と はすべ て橫 にす る擴 張で ある。 卽ち 水平面に 循 つて 爲す擴 張で ある。 英國 

の擴 張と 云へば、 英國が 地球の 表面に 爲 した 擴 張で ある" 阿弗利加大陸の^^ば、 濠 斯太拉 利 亜の 全部、 

:=0J 細 ：亞： と 1?：：； 米 利 加の 大部分 を^ 領 した 擴 張で ある。 其他會 社の 擴 張と 云 ふ も、 個人の 擴 張と 云 ふ もす 

ベて 此 稀の 擴張、 卽ち橫 にす る 平面 的の 擴張 である。 事業の 擴張、 土地の 擴 張と 稱 する も實は 横に 仲 

びた る擴 張に して、 孰れ も 限り ある 擴張 である。 地球の 表面 は總て 一 傥九千 二百 萬方哩 であって、 擴 

張 が 此，%  ー^^ Lf 達 す れ ば 其 極 に 達 す る の で ぁ る 。 如 何 な る 國 も 、 如 何 な る 人 も 之 れ 以 上 に 擴 張 す る 事 は 

出來 ない。 

〇 そして 地球 は 唯一 つであって、 擴張 せんとす る國と 人と は無數 である。 兹に 於て か競爭 が 起る ので 

ある。 何人も 世界に 王た らんと 欲する に拘 はらす、 王た るべき 世界 は 唯一 つで ある。 ゆに 外交 あり、 

國^ 聯？ ^ ある は此簡 短なる 理由に 因る ので ある。 若し 國 又は 人の 數 丈け 世界が あるならば 外交 も戰 (辛 

絕.^ るので ある。 無限の 執 ぞ懊く 十六^の 人に 對し 有限の 表面 を冇 する 唯一 の 地球 あるが 故に、 

し" ら ちま. U 

此地は 修羅の巷 である。 

大-. 止 卜 三年 (一九二 ma.)  五 七 七 


s  *  ^七 八 

〇 然し 乍ら 擴張は 横にの み阪ら ない ので ある。 横なる 擴 張に 對 して 縦なる 擴 張が ある" そして 前者の 

有限なる に對 して 後者 は 無^で ある。 地球 は 唯一 つ 有る のみであって、 其 面積 はおって 狹ぃ 者で ある 

ふえ ちょ C 

が、 空 問 は 無窮であって、 其 容積 は 無限で ある。 故に 阔 なり 人な り 若し 垂直 的に 擴張 せんと 欲するな 

らば * 擴 張の 15!: 域た る 亦 無限で ある。 人が 若し 縱に仲 びんと 欲するならば 彼 は 隣人と 銜 突す るの 虞 は 

ケ， うべ  あつ f-.t-- り 

少しもない。 彼 は 首に 無限の 责空を 戴き， 足に は 地球の 中心に 達する 土石 を踐 む。 彼 は 橫に仲 びんと 

欲して 無 救の 兢爭者 を！ f すると 雖も 縱に擴 らんと 欲して、 何人も 彼の 道 を 遮る^ はない。 人が 擴張を 

横にの み 計る が 故に V ザ 鬪憎惡 は 常に 止まない ので ある、 然れ ども 横 は 喜んで 之 を 他に 讓り、 己 は縱に 

擴 張發展 せんと 欲して、 永久の 平和が 地に 臨む ので ある。 

〇 そして 縦なる 擴張は 空しき 無意味の 擴張 でない ので ある。 神の 造り 給 ひし 宇宙で ある。 故に 縱は橫 

丈け それ 丈け 豐富 である。 人が 縦の 富 を 知らす して、 横の 富に のみ 注目す るが 故に、 彼 は 横に 發展し 

得 ざれば とて 貧 を 感じ 平面 的 膨脹に 成功せ し國と 人と を 羨む ので ある。 然れ ども 服を擧 げて視 よ、 縱 

なる 富の 如何に 大 なる 乎 を。 南阿の 金剛石 魏を 有する 英國 人の 富 は 富た るに 相違な しと 雖も、 然れど 

も： 大 上に 輝く 無數の 星に 較べて 見て、 地上の 寶石何 か あらんで ある。 オラ イオンと プライア ヂス、 參 

宿と eg 宿、 アンド B  メグスと ベ ゲ ー サス の 美と 富、 誰か 之 を 知りて 冗 礫に 等しき 此 世の 富者 等の 誇り 

かしら  やん むり 

と する 寶 玉に 服 を 注ぐ 者 あらん や。 頭に 金剛石の 冠晃を 戴いて 誇らん と 欲する 者 は 勝 乎に 誇るべし。 

我に 「北 冠」 の 我 頭上に 懸る ありて、 神の 子た るの 榮光を 我に 加 ふ。 而 して 縱 たる 富 は 上に 在り 又 下 

に 在りで ある。 我が 足下に 踐 つける 5 お 石の 一片 は 幾多の 美く しき 水晶より 成り、 叉 其 €： に 潜在す る 力 

を 遊離せ しめて 大 動力 を 接る 事が 出来る。 若し 國 として 考ふ るなら ば、 敢て 天上 を^く に 及ば ァ、 


山 は 悉く 富 源で あり、 其 海 も 亦 無限の 富を藏 す。 日本の 如き 小 國と雖 も、 其 山に 悉く 殖 林して、 更に 

一 個の 新ら しき 日本 を 作る ことが 出来る。 叉 其 海 を 開拓して 國 土に 數倍 する 新 領土 を 得る ことが 出來 

る。 林産と 水産と は 日本人の 企業 を 待つ 富 源で ある。 山の 高き を 耕し、 诲の 深き に 漁りて 日本人 は 他 

國と 少しも 競爭 する ことなく、 優に 自由に 擴張 する ことが 出来る。 是れ また 縱に する 擴張 である。 人 

の 之に 注目せ ざる を 怪しむ" 

〇 余 は 兹に鑛 山の 開鑿、 空氣の 利用 等に 就て 語らた ：-。 水力の 使用 も 亦 垂直 的擴 張の 部類に 屬 する。 

其 他日 光の 貯藏、 風浪の 使用 等、 數 ふるに 遑 たしで ある。 若し 日本が 英國叉 は 佛國に 傚 ふて 橫に擴 張 

せんとせ すして、 神の 指導に 從 つて 縱に擴 張 せんと 努 むるならば、 居たがら にして 大國叉 富國と 成る 

ことが 出来る。 敢て 他國の 嫉視 を 冒して 所謂 海外 發展を 計る に 及ばない。 縦に 發展 して 横の 發展の 困 

難 を！^ ふ 事が 出来る。 

-、 わ ん、， -ザ えん 

〇 然し 國は國 であり 我 は 我で ある。 斯く云 ひて 我 は 園の 事に は 不關焉 であると 云 ふので はたい。 然し 

八： 'E の 日本 國の 場合に 於て、 殊に 私の 如き 者の 立場に 在りて、 國の爲 に 計る も 何の 效 もない ので ある。 

日^に 舆 論なる 者 はない、 又 輿論 を 起す 事 も 出来ない。 夫れ に は 深い 理由が あるので ある。 日本人 は 

まだ 自個 を發見 しないの である。 そして 自覺 せざる 民に 確乎たる 意見 はない。 彼等の 所謂 舆 41 は 雷同 

である。 道理に 訴 へて 善惡眞 僞を定 むる ので はない。 外の 勢力と 內の慾 心に 動かされて 萬 事 を 決する 

ので ある。 斯 かる 民に 眞理を 提供す る も、 彼等 は眞理 として 之 を 受取ら たい。 然り 受取り 得ない ので 

ある" 多 數の爲 す 事が 善事、 己が 利益になる 事が 美事で ある。 絕 對的眞 理と稱 する が 如き は、 彼等に 

取り 文字 其 物が 不可解で ある。 

大正 十一 一一 年 (一九二  S 年)  五 七 九 


〇 故に 横なる 擴張は 之 を 彼等に 讓り、 我 は 惟り 縦なる 擴張を 計るべき である。 彼等 は 土地 を 得ん と 欲 

す、 地盤 を 作らん と 欲す、 商品 を賫弘 めんと 欲す。 而 して 宗敎 {糸 の 問に 於て すら、 天下 を 四 分して 其 

一 を 取らん とする の 計畫が 謀議 せらる。 是 れ^な 横なる 擴 張で ある" 必然的に 銃爭を 伴ふ擴 張， である。 

然れ ども 本當の 基督 者 は斯か る擴 張に 携 はらない U 「大 より 降り： 大 に 在る 人の子の 外に 天に 昇り し 者 

なし」 とィヱ ス は：： ひ 給-つた" 叉 曰 ひ 給うた 「我れ もし 地より 擧 げられ なば 萬 ni- を 引きて 我に 就ら せ 

ん」 と (ョ ハ ネ傅三 章 十三 節、 ！！ ！：卜ー ー隶 ニー 一節)。 此は 孰れ も 上下 運動 を 示して 縱 なる 擴張を 促す 言 

である。 is- に 適切なる は H ぺソ書 §1 章 九、 十 節に 於け る。 ハウ 口の 言で ある、 曰く 「旣に 上に #れ りと 

謂へば づ 地の 下に 降りし に 非す や、 降りし 者 は卽ち 諸の 天の 上に 昇りし 者な り、 彼れ 萬の 物に 滿た 

ん とす」 と。 實に 高い 深い、 そして 廣ぃ 一一 一一 n である。 キリス 卜 は 降りて 昇り、 ：；一: りて ヶゃ廣 く 萬 物に 滿 

たんと し て W たま ふ の で あ る 。 我等 彼 の 僕 も 亦 此途を 取らた ければ ならない。 

〇 先づ 第一 が 降る である。 自己の 奥底に 降って、 其處に その 何たる 乎を發 見すべき である。 自己 は 

れ たる 者、 善なる 者の 在らざる 所、 暗ら き 11 の 塊で ある。 此事を 知る が 凡ての 發展の 初めで ある。 

自己 を發 見せす ばなら す、 そして その 自己の 正體を if- めねば ならぬ。 實に 深い 辛ら ぃ探險 である。 そ 

して dl- の 深海に 降り、 其處に 居る に堪 へす して、 上なる 神の 光 を 仰いで、 玆に 恩寵と ii! 仰と に 依り、 

もろく 

にへ と： 汁り. 切め るので ある。 そして 難 人の 友なる ィ H スに 導かれて 諸の 天の 上に 昇る を 得て、 其處に 

歡 *、t 滿 足の 人となりて、 然る 後に W び 地に 降り 来りて 神の 許し 給 ふ 範圍に 於て、 隣人 を 少しも 妨 ぐる 

ことなくして、 萬の 物に 滿 つる ことが 出來 る。 卽ち 我れ 相 應の橫 なる 擴張 を遂 ぐる ことが 出来る" 是 

れ i&l 督 者の 擴 張の 道で ある。 ^は 横なる ±1 界に n を 注がない。 先づ自 已 の 深い 底 を y- る。 然る 後に 


天の 高き を Js: わむ。 そして 下と 上に 新たた る 領土 を 得て 彼 は 其 他に 擴張 せんとし ない。 然れ ども 此豐滿 

の 地位に 置かれて 彼と 雖も亦 横に 擴張 せざるを得ない。 然れ ども 是れ 神の 指蕩に 由る 自然なる 擴 張で 

ある。 循 つて 最も 確實 なる 擴張 である。 「降りし 者 は卽ち 諸の 天の 上に 昇りし 者な り、 彼れ 萬の 物に 

滿 たんと す」 と。 基督 者の 實驗 通りで ある。 

〇 斯 くして 基督 者 は， 人と 競举 して 有限の 地上に 擴張を 計る 必要 は 毫もない。 叉 敎勢擴 張と 稱 して 他 

の 信者 又は 敎會 と競爭 して 己が 信仰の 擴張を 計らたい。 然り 計って はなら たい。 横なる 擴張 はすべ て 

之を此 世と 此^の 人 等に 讓り、 己 は 主に 傚 ひ、 降りて；^ り、 然る 後に 萬 物に 滿 つる やうに 神に 使役せ 

らる ベく ある。 そして 基督 者の 縦なる 擴 張に 千 變萬 化、 多 趣 多様、 永久に 汲んで 盡 きざる ものが ある。 

自己 を 知る 事、 れ 深い、 困難い、 而 かも 最も 有益なる 知識で ある。 又 上なる 天に 在す 神 を 知る 事、 

此 知識 其 物が 限りなき 生命で ある。 ft に 顧み、 上 を 仰ぐ、 それ 丈け にて 意義 ある 一 生の 事業で ある。 

そして 斯 かる 知識 をお する 人が 一 人 ありて 一 國の大 なる 富又榮 である。 百 人 あり 干 人 あり 萬 人 ありて、 

w は 泰山の 安き に 在る ので ある。 力 ー ライルが 曾て 曰うた 事が ある、 「英 W は 印度 帝 W を 菜て、 も、 ン 

H 1 タス ピャ 全集 を 有する が 故に 富國 である」 と。 カントー 人が 大帝 國 である。 彼 を 有して 獨逸は 其 

國 外の 領土 全部 を 失 ひて 永久に 亡びない。 我 も 亦 寸地を 有せす と雖 も、 衷に 己が 靈魂 を發 見し、 ；大に 

我が 救 主 を 獲て、 三 井、 三菱、 安田 等の 迚も 及ばざる 富豪で ある。 愁に渴 せる は 我が 途を 遮りて、 

我が 横なる 擴張を 許さす と雖 も、 ぼなる 擴 張の 途は 開けて、 我が 自由の 發展を 待ちつ k ある。 

〇 祌は 預言者 を 以て 曰 ひ 給うた 「禍 ひなる 哉、 彼等 は 家に 家 を 建 つらね、 田圃に 田圃 を增し 加へ 餘地 

を存 さす、 己れ 獨り國 に 住まん とす」 と (ィザ ャ書五 章 八 節)。 此 叱の 富豪、 實業家等の爲す^4^-はす 

大正 十三 年 (一九二 1： 年〕  五八 一 


w  ^  冗 八 二 

ベて 是 である。 そして 世界の 所謂 强國 の爲す こと も 之と 異ならない。 土地に 土地 を增し 加へ て 己れ 獨 

り 國に住 ひ、 世界 を 横領 せんとす、 卽ち橫 に、 平面 的に 大地 主义は ゅ界の 王と 成らん と 欲す。 然れど 

も： 太に 在す 祌は斯 かる 者 を 呪 ひて 曰 ひ 給うた 「禍 ひなる 哉」 と U そして 禍 ひなる 者に 對 して 福 ひなる 

者が ある。 己が 罪を悔 ひて 天に 貨を 積む 者 は 一 i ひで ある。 「I 曰慧と 知識の 蓄積 は 一 切， キリストに 藏れ 

ある 也」 と あるが 如し (コ n サイ 書 二 章 三 節 )o 橫に 仲び る 者は禍 ひなり、 縦に 仲び る 者 は 福 ひなり 

との 事で ある。 そして 「柔和なる 者 は 幅な り、 其 人 は 地 を 嗣ぐ事 を 得べ ければ 也」 と あるが 故に、 柔 

和に して 地上に 在りて は 3： 物 を も 要求せ ざる 者が 終に は 地 をも與 へらる べしとの 事で ある。 我等 は縱 

に 仲び て あれば、 祌は 終に 我等 を 横に 仲ば し 給 ふので ある。 先づ 自己に 足りて 然る 後に 横に 擴張 する 

事が 出來 る。 而 して 如 3： なる 場合に 在りても 自給自足の 途は縱 にす る擴 張で ある。 此 は障礙 のない 平 

和的擴 張で ある。 神 は縱に 仲び し 者 を 横に 仲ば し 給 ふので ある。  (『聖書 之 研究』 八月 十 口) 

對米 態度の 維持 

〇 余輩 は 米國の 排日に 封し 余 S 卓の 取るべき 態度と して 五ケ 條を官 ： 言した。 之に 對 して 非 キリス ト 的な 

りとの 非難が 多くの 信者の 内に 舉 つた。 或は さう である 乎 も 知れな い " 然し 余輩に も. m. 分が 無 い で は 

ない。 <^-!^は未だ之を取消すことは屮1來なぃ。 

〇 第一 は 「成るべく 米國 に： n かぬ 事」 であった リ 此は 勿論の 事で ある。 嫌 はる、 國に 行くべき でない。 

行く は 亦 無禮 である。 米 國人は 日本人 を 「好まし からざる 民」 とし 入國を 禁止した ので ある。 其國に 


行かざる 事 は 日本人と して 紳士と して 當然 である。 

〇 第二 は 「成るべく 米 國品を 使 はない 事」 である。 其 理由 は 明白で ある。 單に國 家 經濟の 上から 見て 

も、 今日の 日本人た る 者 は、 3： 人 も 此途を 取るべき は 15 はすして 明かで ある。 

〇 第三 は 「成るべく 米國 人の 援助 を 受けない 事」 である〕 之 も 亦 當然の 事で ある" 日本人 を 市民 權瘦 

得 不能の 民と 定めた る圃の 人より 援助 を受 くるの 人 問ら しくない 事は言 はすして 明かで ある。 斯 かる 

事に 就て 基督 敎道 德に訴 ふるの 必耍は 毫もな い 。 普通 の 人が 斯 かる 場合に は 斯く爲 す の で あ る。 

〇 第 ra: に 「成るべく 米國 人の 書いた もの を讀 まない 事」 である。 之に は 理由が ある。 余輩 は 主として 

:. ちじる 

宗敎 書類に 就て 曾 ふので ある。 近代の 米國 人が 其 信仰に 於て 著しく K 落せし 事 は 彼等 自身の 承認す る 

所で ある。 其 新！^ な ると 舊 派なる とに 關らす 全然 金力 の獎 する 所と なり 金力に 對 して は 如何なる 宗敎 

家 も大膽 に聲を 揚げ 得ない ので ある。 故に 聖書 的な りと 云 ひ然ら すと 云 ふ も、 畢-; 13- る 所 は 物質的なる 

のであって、 純 信仰の 立場より 見て 全然 無惯爐 である。 余鬻 自身 は 過去 數 年間 米國 近刊の 宗敎 書類に 

は 一切-目 を觸れ ない が、 毫も 損失 を 感じない、 唯 時には 『紐 育ネ ー シ ヨン』 の 如き 政治 雜誌 にして 宗 

敎雜誌 の敢 てせ ざる 大膽の 聲を揚 ぐるに 會 して、 昔し 懷か しさに 堪 えす し て 之 を 愛讀す る は 事實で あ 

る 0 

〇 第五 は 「成るべく 米 画人の 敎會に 出 人し ない 事」 である。 之は此 場合 我國 民に 對し 當然の 遠慮で あ 

る。 米國 人に して 禮 俊の 何たる 乎 を 知る 者 は. 少 くと も當 分の 間 は 其敎會 を閉づ るが 當然 である。 斯 

くして こそ 彼等 は 日本人の 信用 を 博し 得る ので ある。 前記 『紐 育ネ ー シ ョ ン』 の 如き は此際 支那 日本 

に 在る 米 國宜敎 師の引 上 を 強烈に 主張して 居る。 此は宵 敎師排 一. if: でたい、 彼等の 本阈 に-辱められし 我 
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w に對 する 適當の 遠慮で ある。 

〇 何れに しろ 「成るべく」 である、 「絕對 的に」 ではない。 父 余 一  似 人の 注意で ある。 勿論 神の 誡 

命の {ー=：  一一 一一  n ではない。 之に 從 ふと 從 はざる と は 勿論 讀者 各自の 自由で ある。 唯 一 事 更らに 注意 を 加へ た 

0-0  0-0-0000  0-000000000000000000 

き 事が ある。 それ は 信者が 斯 かる 場合に 於て 國民 たる を 忘れない 事で ある。 我等 は 神の 子で あると 同 

時に R 木 人で ある。 故に！； と共に 喜び 又 悲み又 憤る は 止む を 得ない。 (『犁 書 之 研究』 八月 十： =〕 


. 傚 ふべき 國 

傚 ふべき 阈は英 W でない、 佛國 でない、 勿論 米國 でない、 所謂 第一 等國 で. ない。 軍 倫 充足し、 廣大 

たる屬-^?地をぉする^は決して幸，幅なる羨ゃむべき國でたぃ0 僅か 十 年 前に は 世界の 脅威で ありし 獨 

逸 帝國、 露 Hi 亞帝 園、 填 洪帝國 は 今 は 何處に 在る 乎。 n 本 政府が 一時 は建國 術の 至上 權 として 仰ぎし 

トラ イチ ュケ ー、 ス タインの 本 阈は今 は^えて 跡な しで ある。 阿^利加 大陸の 半分 以上 を 有し、 其 他 

亞細亜 に、 南 亞米利 加に 廣大 たる 領地 を 有する 佛國は 借债 の 多き を 以て 世界に 冠たる 國 であるで はな 

い 乎。 叉 黄金 多き が 故に 其 靈魂を 失 ひし 米 W を i: 《む 者 は 我 日 木に は 一 人 もない 苦で ある。 米國の 前途 

は旣に 見えて： 1$ る。 戰 つて 之を斃 すの 必要 はない。 米國は 自分で 亡ぶ るの 狀 態に 於て 在る。 米國 自身 

の 識者が 此 事を豫 一一 n して 悼ら たい。 彼が 今日 漂 ふ 黄金の 海に 彼 を 放任して 置けば 米 國は獨 りで 亡；^ る 


ので ある。 彼の 爲に之 を 悲しむ。 然し 乍ら 是れ 彼れ 自身が 擇 みし 運命で ある。 米國は 田. 3 ふ 存分に^ 界 

の 富 を 自己に 吸牧 して、 死毒 を 己が 體 内に 著へ たので ある。 

一等 國の 運命す ベて 此の 如しで ある。 今に 始めぬ 事で ある。 エジプト、 アツ シリ ャ、 バビロン、 ベ 

ル シャ、 n 1 マ 、ル" 一等 國と 成りて 亡びた ので ある。 歷史の 此明訓 あるに 拘 はらす、 我 日本 國を 一等 

國の 列に 加 へんと せし 政治家 は 誰 乎。 一等 阈 たるの 夢より 覺 むる 處に、 日本 國 永久の 繁榮と 鞏固と 光 

榮 とが：；^ する ので あると 私 は 信す る。 

界 人類に 最高 文明 を 供せ し國は 孰れ も小國 であった。 預言者 を 屮1 して 人類の 到達す ベ き 終極の 目 

的 を 示せし ユダヤ はバビ It ンと H ジ ブトの 問に 介る 小國 であった。 科學、 折 C 學、 美術の 基礎 を 定めし 

ギリシャ は 歐亞兩 大陸の 間に 位せし、 是れ 亦蕞爾 たる 小國 であった。 歐洲 人の 自由 は佛 とか 獨 とか 云 

ふ 大阈に 於て 生れす して、 瑞西叉 は 和 蘭と 云 ふやうな 小國に 於て 起った。 人類の 今日 ある は 小國、 卽 

ち歷 史家の 所謂 】50rderland 境界 國の 賜物で ある。 小國 の名譽 また 大 なる 哉で ある。 

そして m 本は此 地位に 在る 國 である。 東に は 西洋の 西 端なる アメリカと 云ふ大 國を控 へ、 西に は 東 

洋の 東端なる 支那と 云ふ大 W に 接して 居る。 日 木 は 兩洋の 間に 介る 境界 國 である。 自然 的に 大阈 たる 

の 地位に 居らす、 資格 を 具へ す、 而も 小國 として 自 から 治め、 ^界を 感化し 得る 地位に 在る。 ギ リシ 

ャ、 ユダヤ、 瑞 -e、 和 蘭 等と 同じく 小に して 大 たる 國 たるの 資格 を備 へて 居る。 此事を 忘れて、 バビ 

n ン、 アツ シ リャ、 アメリカ 等の 所謂 强大國 に 傚 はんと 欲す。 其 事が 日本が 今日の 行詰り 狀 態に 於て 

大正 十三 年 (一九二 £ 年)  五八 


在る 主なる 原因で あると 思 ふ。 アメリカの 大と 日本の 大 とは大 たるの 根本の 精神 を 異にする。 彼の 大 

は 物質的の バビロン 的で ある。 我の 大は 精祌 的の ユダヤ 的、 又は 理想的の ギリシャ 的で あらねば なら 

ぬ。 日本 は アメリカに 傚 はんとして、 自己^ 在の 现由を 否定す る 者で あると 思 ふ。 

下 

若し 令の 世界に 日本が 傚 ふべき 圃が あると すれば、 其 一は 確に オランダ である。 前に も 述べた 通り、 

オランダ は 其 面積に 於ても、 亦 人口に 於ても、 我 日本の 十分の 一 である。 而も 侮るべからざる 世界の 

一勢 力で ある。 彼 は 自己に 數 十倍す る屬 領地 を^す るが、 彼の 犬なる は 之に. m ら ない。 彼に 大海 な 

し、 大陸 軍な し。 若し 武力 を 以て 彼 を 征服 せんと 欲せば、 何れの 强大 國と雖 も.： 谷 P 巧に 此事 を實 行す る 

ことが 出来る。 然れ ども 前の カイゼルで すら オランダに 手 を 觸れる 事が 出来なかった。 オランダ は 彼 

女 を 支配す る 女王の 如くに 貞潔で ある。 彼女 を 犯す 者は自 から 己を瀆 すので ある。 若し 國の獨 立 を 維 

持す るに 其 富に 相當 する 武力が 必要で あると 云 ふなら ば、 オランダ は 早く 旣に 亡びて 居る に 相違ない。 

オラ ンダは 小な りと 雖も 自給自足の 國 である。 若し 土地が 不足 すれば 海 を 埋立て 之 を 獲る。 他 を 犯さ 

ん としない、 故に 自 から 犯されない。 平和と 公平と 正直と 勤勉と、 自由なる 信仰と 該博なる 知識と を 

以て 其圃是 とおむ。 故に 一 等國 たらす と雖 も、 幸福なる、 平安なる、 ^固なる 國 である。 

傚 ふべき 國は 他に 丁抹が ある、 瑞 西が ある。 然し 他に 傚 ふまで もない。 日本 は 文- 罕 通りに 君子 國で 

あって 欲しい。 所謂 紳士 協約 は 君子 協約であった。 外交の 事に 於て は 日本が 君子 的であった こと を 喜 

ぶ。 其 他の 事に 於ても、 我國が アメリカの 政 家な どが 近づく ことの 出来ない 程度の 君子 國で あって 


欲し、。  (『國 民 新聞』 八 十九 =. 二十 廿 一日) 

異人 種の 融合 

H ぺ ソ書ニ 章 十 一 節 以下 

〇 米圃に 於て 日本人の 排斥が 行 はれて 異人 種の 融和が 再び 問題と なった。 彼等 米 國んは 曰 ふ、 日本人 

は 東洋人で ある、 東洋人が 西洋人と 融和す る は 不可能で ある、 故に 此際 彼等の 入 國を絕 つに 如かす と _ 

彼等 米國人 は英國 詩人 キップリングの 有名なる 一 句 を 引用して 彼等の 此 主張 を 維持す る。 

Oh,  East  is  East, ン Vest  is  A\,est, 

Ami  I10V2-  shall  tl?>  t ン vaiu  im>et. 

ァ 、東洋 は 東洋に して 西洋 は 西洋な り、 

一 一 者の 和合 は 永久に 見る 能 はす。 

と。 事實 若し 然り とすれば 此は實 に 人類の 最大 不幸であって、 文明 は 之が 爲に 破壤 する だら うと 思 は 

る、 程の 重大問題 である。 

〇 殊に f 思議なる は此 主張が 世界 第 一 の 基督 敎的國 を W て自 から 任す る 英米 兩國， 找に 由て 唱 へらる 

る ことで ある。 彼等 は 異人 種 を 己が 宗教に 引 人 れんと して 宣敎師 を 世界 各圃に 派遣し、 其敎 化に 努め 
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つ- - ある 者で ある U 彼等 は 曰 は 神の  一一 K なりと 信じ、 之に 順 ふ を 以て 神に 惠 まれ、 之に 反く を 以て 其 

臺 前より 逐 はる、^ と敎 ふ。 而 して 其 聖書が 人種差^に 就き 何を敎 ふる 乎と 云 ふに、 其 宣言 は" 取 も 明 

,ロ である。 

神 は 凡ての を 一 の 血より 造り、 悉く 地の 全；^ に 作 ませ 給へ り (行 傅 十七^ 廿六 節」。 

此の 如きに 至りて は ギリシャ 人と ユダヤ人、 或は 割禮 ある 者 或は 割 鱧な き 者、 或は 夷狄 或は スク 

テャ 人、 或は 奴隸 或は 自中： の刖 なし、 夫れ キリス 卜 は 萬 物の 上に あり、 また 萬 物の 巾に あり (コ 

口 サイ 書 三 章 十 丁 s)。  、 

其 他 之 に 類す る 聖書の 言 は 無數 である U そして 斯 かる 聖書 を 他に へながら、 自身 は 實際 に 之と： 止 反 

對の 事を爲 しつ  > あるの である。 不思議と 云 ふは此 事で ある。 

〇 然し 乍ら； に 深く 考 へ て 見て 不思議 は 少しも 不思議で ない ので ある。 パ ゥ n が！ M ひしが 如く 「ィ ス 

ラエルより 出し 者 悉く イスラ H ルに 非す、 * アブラハムの 裔 なれば とて 悉く 其 子た るに 非す、 惟ィサ 

ク (約來 の 子) より 屮 I たる 者の み汝の 裔と稱 へらるべし」 である。 米國人 悉く 米阈 人に 非す、 ピ ュ I 

"タン 祖先の 信仰に 生く る 者の み眞 の米國 人と 稱 へらるべし である (羅 Isi.^ 書 九.；！ 3- 六、 七 節 30 今 U の 

米 國 人の 最大 多 數は此 意味に 於て 米國 人で はない ので ある。 彼等 は 米 大陸の 略奪 者であって、 神より 

之 を 賜 はりた る 其 正當の 所有者で ない ので ある。 彼等 は自 から 基督 敎國 民と 稱 すれ ども、 實は 基督 敎 

か ち 

を 其 身に 於て 味 ひし ことたき おで ある。 「彼等 は 敬虔 (信仰) の貌 あれ ども 實は 敬虔の 德 (信仰の 

實) を棄 し^なり、 汝 此の 如き 者 を 避くべし」 との。 ハウ C の 一一 一一 口に 適 ひし 者で ある (テ モテ 後書 三 章 五 

so 信仰の 赏を棄 たる 是 等の 米國人 は、 彼等が. E 人種な りとの 事に 過大の 重き を 置く ので ある。 


00000000  oooooooo  oooooooooooooooooooo  0  00000 

〇 人種に 異同が ある、 隨 つて 差 刖が ある。 然し 乍ら 神 は 之 を撤廢 する に 足る 充分の 能力 を 世に 供し 給 

うた。 それが キリストの 幅 音で ある。 若し 人 稀の 差別 を 云 ふたら ば、 キリ スト 降 世 當 時の ユダヤ人と 

ギリ シャ 人との 間に 存 せし 差別の 如きはなかった。 彼等 は 相 方に 於て 到底 融和すべからざる 民で ある 

と 信じた〕 ユダヤ人と ギリシャ 人と が 一堂に 會 して 兄弟の 關 係に 人り 得べ しと は、 當 時の 識者 何人も 

考へ 得なかった 事で ある。 然るに キリストの 精神 を 受け て 使徒 等 は大膽 に此事 の 可能 を唱 へ た の で あ 

る。 そして 其 理由が 實 際に 現 はれた 者が 基督 敎會 であった。 敎會は 其 意味に 於て 殊に 有意義であった 

ので ある。 兹に 融合 不可能と 信ぜられし ユダヤ人と ギリシャ 人、 其 他 夷狄と ス クテャ 人、 奴隸と 自主 

との 融合が 實 現した ので ある。 實に 人類の 歷 史に顯 はれた る 社交的 奇蹟であった。 

〇 人種 異同 を撤 魔す るの 能力 は. S である 乎、 それ は キリス 卜の 十字架で ある。 其 事 を 明に 官： ぶる のが 

ェ ぺ ソ書ー 一章 十三 節 以下で ある。 

汝等 (異邦人 卽ち ギリシャ 民族) ん：' は キリス トイ H スに 在れば、 曩に 遠ざかりし 汝等は 彼の 血に 

由り て 近づけり。 彼 は 我等 (ユダヤ人と ギリシャ， <} の 和合な り、 二者 を 一とた し、 冤 仇と なる 

隔離の 籬を 毀ち、 雜 法の 屮に 命す る 所の 法 を 其 (十字架に 釘ら れし) 肉體 にて 魔せ り、 そ は 二者 
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を 己に 聯ね、 之 を 一 の 新しき 人に 造りて 和が しめ、 また 十字架 を 以て 冤 仇 を 減し、 叉 之 を 以て 二 

者 を 一 體 となして 神と 和らがし めん 爲 なり。 

キリストの 十字架に 在りて すべての 冤 仇卽ち 民族的 差別 を滅 し、 彼に 在りて ー體 となり、 一新 人と し 

て 平和の 繁ぎ の 巾に 共同 的 生命 を營む に 至る と 云 ふの で ある。 そし て此 理想が 或る 程度 ま で 初代の 敎 

會に 於て 實現 された の で あ る。 若し 米國人 の. s: に 彼等の 組 先 の 强き 信仰が 淺 つ て 居た な ら ば , 彼等 は 
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其 精神に 由て 彼等の 天職た る 東西 兩洋の 融合に 努力した に 相違たい。  之 研究』 十"〕 

對 米餘錄 

〇 米國現 大統領 カル ビン .ク—リッヂ1::く 「日米 問題 は旣に クロ ー ズ したり」 と、 卽ち旣 に 終結した 

りとの 事で ある。 卽ち旣 に 濟んだ 事であって、 再び 論議す るの 必要なしとの 事で ある。 實 にさう ある 

べきで ある。 大國の 立法 機 關が旣 に 議決して 法律と 成った 事で ある。 その 取消す 事の 屮 I 来た いのは 勿 

論で ある。 余輩 は 排ロ法 制定の 日より 旣 に^んだ 事と 見做して 居た。 今日に 至て 其 削除 を 計る が 如き 

痴人の 夢で あると 思 ふ。 

〇^ んだ 事で あって^んだ 事で ない。 明白なる 罪 は 犯された が 罪の 結 は殘 つて： is る。 日米 は 昔の 如 

き 友人で はない。 日本人の 眼に は米國 はも はや 基督 敎國 ではない。 氣の 毒ながら 米阈宣 敎師 はも はや 

n 本に 在りて 昔の 如くに 權威を 以 て 愛と： 止義の 福 昔 を說く の 資格 を 失 つた。 從 つて 日本の 基督 信者が 

米國 人の 援助 を藉 りて 日本に 傳道 する 事が  一 » 見苦しい、 恥 かしい 事に 成った。 そして 此は 却って 善 

き W であると 余輩 は 信す る。 米 國議き と 大統領と が 無理 を 押 通う して 日本の 基督 信者に 獨立 を强 いつ 

けたと 思へば 祌の 攝理を 讚美 せざるを得ない。 八.' や 我等が エジプトの 地の 「肉の 鍋」 を 顧るべき 時で 

はない (出 埃 及 記 十六 章 三 節)。 神の 定め 給 ひし 約束の 國を 目指して 進むべき 時で ある。 我等に 取り 

て も 封 米 問題 は 旣にク B 1 ズ した (おんだ) ので ある。 今や 米國は 無き おと 思うて 進む まで ある。 

广『 聖甞之 研究』 十ガ) 


日本の 天職 

祌は 諸種の 國民を 一人より 造りいだ し， 之 を 地の 全面に 住まし め- 時期の 限と 住居の 界とを 定め 給へ り， 是れ 

人 をして 祌を 尋ねし め、 或は 探りて 见屮 Z す 事 あらしめ ん爲 なり (行傳 十七 章サ 六. 廿七節 )o 

レ ビ の 支 派に は モ I セ 何の 產業 をも與 へ ざり き， イスラエルの 祌 H ホ バ 彼等の .M 紫 たれば なり (ヨシ ユア 記 

十三 章 三十 三 節)。 

汝の 勢力の ni に汝 は聖 なる 美 はしき 衣 を 着け. 心より 欣 びて 「し を默 げん， 汝は 朝の 胎 より 出る 壯き 者の 

露 を 有て り (詩篇 百十篇 一一 一節)。 

〇 日本の 天 職 は 何 乎。 m 本 は 特に 何 を 以て 神に 事 ふべき 乎。 ^界は 日本より 3： を 期待す る 乎。 曰 本 は 

人類の 進歩に 何 を貢獻 すべき 乎。 是れ 日本人 备自に 取りて 切要なる 問題で ある は 勿論、 $1 界各 國の識 

者が 今日まで 知らん と 欲して 努め、 又 今尙 解答 を 求めつ、 ある 大 問題で ある。 國に 天職 ある は 人に 使 

命 あると 同様で ある。 H ジ ブトと バビロンと は f 界に 最初の 物質的 文明 を 供し、 フィ  一丁 ンャは 商業 を 

以て 太古 時代の 文化 を 助け、 ギリシャ は 美術、 文藝、 哲學を 生み、 そして ユダヤ は 今：：： に 至る も 未だ 

魔れ ざる 宗敎 を與 へた。 國 に特產 あるが 如くに 民に 特種の 才能が ある。 世界人 類 は 各 W の 産物 才能の 
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貢獻に 由 て 進歩し、 其 究極 の E 的に 達する の で あ る 。 

e> て , ^ て 貢 を 要む る 者 は 人に 非す して 神 で あ る 。 神 は 共 造り 給 ひ し萬國 の より 其 最善 を 要求し 給 ふ。 

ォ フルより 金 を、 レバノンより _ ^柏を 、バシャンより 肥えた る 牛 を、 東の 國 より 乳 杏沒藥 を、 H ドム 

より 知曰慧 を、 H ジ ブトより 風， -術 を、 イスラエル より 祭事 を 要求し 給 ふ。 萬 國の民 は 其 祭 物を窗 らして 

エホバ の 山に 詣る であらう。 人類に 奉； i£ すると は 人の 言 ふ 所で ある。 神に 裂 ふるのが E だれ 國 たる 者の 

當然 の 祭で ある。 我等は 天職を；^ji る 時に 神に 對す る 職分 を 語 るので ある。 

C 日本の 特産物 は 何 乎。 日本人 は 何を爲 して 祌に 事へ 人類に 盡 すべき 乎。 產 物の に 就て は 一一 K はない、 

ォ能 職分に 就て 霄 はんと 欲する。 曰 本人の 長所 は 何 乎。 戰 (矛で あると 或 人 は 一一 in ふ。 日本 は 武の圃 であ 

る。 花 は樱、 人 は 武士で あると 云 ふ。 そして 過去 三ト 年の 歷 史に徴 して、 此觀 察が 眞 でない 乎と 思 は 

る k 節がない ではない。 支那に 勝ち、 露西亜に 勝ち、 獨 逸に 勝ち、 戰 つて 勝たざる はない。 日本人 は 

アツ シリャ 人、 n 1 マ 人 等と 同じく 武を 以て^ 界を征 おする の 職分に 與 りし 者で は あるまい 乎。 さう 

0-て見ぇなぃ_5^-はなぃ。 多くの 西洋人 はさう 觀 察し、 多くの 日本人 も 亦 同様の 意見 を懷 く。 然し 乍ら 

ァレキ サン ドル. ケン ギス カン 

日本人 か武を 以て 世界に 鳴りし は 最近の 事實 に過ぎない。 日本に 未だ 歷山王 ゃ成吉 干の 如き 大 征服者 

は 起らない。 日本人 はまた 戰 場に 出て； 敢 の戰士 であるが、 然し 戰爭は 彼等の 趣好に 適しない。 1^4 

0--^^. 0-0  ^  0^000000000000000  0000000000000000000 

人 か 好戰の 民に 非す して 平和 を 愛する 民で ある 事 は、 彼等の 大多数が 農： Ji^ である 事に 由て 判明る。 近 

.頃英國の農村研究.：1^ロバ ル卜ソ ン • ス コット 氏が 此 事に 注意し、 親しく n 本の 農民 生活 を 研究し、 

『口 本 之 眞髓』 と 題し 彼の 觀 察の 結果 を^に 發 表して、 世界の 識者 は 記事の 意外な りしに 驚いた ので 

ある。 世界が 見た もの は 日本人の 武勳 軍功で ありし に、 日本人 自身が 日常 實驗 しつ-^ ある もの は靜こ 


して 穩 かなる 農村 生活で ある。 農村 衰退の 叫ばる，^ 今日と 雖も、 日本人 大多数の 職業 は 農であって、 

今 も 昔と 異なる 事な く 農 は 日本 國の 基ゐ である。 斯 かる 國が劍 を 以て 世界 を 征服す る國 であり やう iiltJ 

はない。 |^^し0^本人多數の意見を問ふならば、 彼等 は國 として 世界に 王た らんより は、. 民と して 茅屋 

や il^i- き.^ Ai らんと 欲する に 相違ない。 軍人、 政治家、 文士、 實業 家と 稱 する 都會に 住む 少數者 

を 除く の 外 は、 日本人 多数の 理想 は、 豫  一一 一一 n 者 を 以て 言 現 はされ たる 昔の イスラ H ルの 民の 理想で ある- 

日數 僅に して 死ぬ る嬰兒 と、 生命の 日 を充さ る 老人と は 其 内に 復と 有る ことな かるべし。 百 歳 

にて 死ぬ る 者 も尙ほ 若しと せられ、 百 歳に て 死ぬ る 者を詛 はれた る諷 人と すべし" 彼等 家 を 建て 

て 之に 住み、 葡萄 圃を 作りて 其 果を食 ふべ し  一 彼等の 勤勞は 空しから す、 その 生む 所の 者 は 

災禍に 催ら す、 彼等 は H ホバが 福祉 を 賜 ひし 者の 裔 にして、 其 子等と 相 共に 居る 可ければ なり。 

と (ィ ザャ書 六十 五 章 二.^ >— 二十 三 節)。 此は 馬と 戎車 とに 倚賴 りし ヱ ジプト 人 アツ シリャ 人と は 全 

く 異なりた る 生涯で ある。 大陸 征服の 師を 起し 全然 失敗に 終りし 太閤 秀吉の 後 を 受けて、 德川 家が 三 

百年の 泰平 を 日本に 施せし 主なる 理由 は、 平和 を 愛する 日本人の 此 天性に 在る と 思 ふ 。- 日本 歷史が 西 

洋歷 おに 較べて、 戰 爭の尠 きも 亦 同じ 理由に 因る と 信す る。 若し 日本に 於て 英國に ジョン • R • ダリ 

—ンが 起り しが 如く 「日本人 民史」 を 著す 歷 史家が 起るならば、 彼に 由て 著 はさる & 日本 歷史の 十分 

の 九 は 平和の 歷史 であるで あらう。 

〇 日本 は武を 以て 鳴るべき 國に 非す とするならば、 商業 工業 を 以て 世界に 霸 たる 國 である 乎と 云 ふに 

是 れ亦大 なる 疑問で ある。 商業 は國 旗の 後に 從 ふと 云 ふ。 そして 國換は 軍艦と 軍隊と に^て 運ばる、 

が 常で ある。 軍艦 ありて 商業 あり、 商業 ありて 工業 起る と 云 ふの が 普通の 順序で ある。 大海 軍、 大商 
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. 業、 大工 業、 所 li 强大國 は 孰れ も此 三本足の 上に 立つ ので ある。 英國が 其 最も 好き 實例 である" 獨逸 

は 之に 傚 はんと 欲して 亡びた。 米圃は 今や 英國の 例に 從ひ 世界 第一 の圃 とならん として 居る。 そして 

曰 本の 政治家と 軍人と 實業 家と は 歐米强 大國の 例に 鑑みて 日 木 も 其 一 に 成らん と 試みた のが 所謂 一 等 

國の 班に 加 はりし 今日の 曰 本で ある。 然れ ども 日本が 其 努力して 瘦 得せし 第 一 等國の 地位 を 守り 得る 

乎。 それが V や 日の 問題で ある。 そして 政治 上 經濟上 諸の 方面に 於て 行詰りて 我等 は 大に考 へざる を 得 

ざるに 至った ので ある。 所謂 一等 圃は 日本の 居るべき 位置で ある 乎。 大海 軍 を 擁し、 大 商船 を 浮べ、 

商業 工業 を 以て 世界の 競爭に 入る のが 日本の 本分で ある 乎。 私 は 無い と 信す る。 そして 事實が 私の 此 

信念 の 誤らざる を證 明す ると 思 ふ。 日本 は 軍事的に 义經^ 的 に 世界に 濶步 する 質 の國 でない と 信す る。 

d 本 は H ジブ 卜、 ァ ッ シ リャ、 葡獨 逸と 共に 大 軍！： でない と 同時に、 又フィ  一丁 ンャ、 ベ  一 I ス、 英國等 

と共に 大 商業 國 でない と 信す る。 日本が 人類 進步 に貢獻 し、 世界 を 益し、 又 自己 を完 うする 途は 他に 

在る と 信す る。 それ は 何で ある 乎。 

〇 私 は玆に 日本人の 美術、 H 藝、 文學に 於て 語る の 時 を 持たない。 その 孰れ も 優秀なる 者た る は 言 ふ 

を 待たない。 北齋は 世界的 美術，；^ であると 云 ひ、 近 松、 馬 琴 をして 歐洲に 生れし むれば 確かに シ H 1 

クス ピャ、 ヮルタ ー. スコッ ト たり 得た と 云 ふ。 日本人の 天 ネ に 驚くべき 者が ある。 唯 悲しむべき は 

獨創 性の 缺乏 である。 日本人 は 新たに 思想 を 起し 得ない。 彼等 は 改良 家であって 獨創 家で ない。 天然 

を赘 くに は 巧みで あるが、 進んで 大膽に 天然の 秘密 を 探り出す 能に 乏しい。 日本の 美術 文學に 偉大た 

るの 可 能 性 を 認む る が 、 未だ 偉大 其 物 を 見る こと は 屮 I 來な い 。 

〇 曰 本人 は 特训に 如何なる 民で ある 乎。 私 は 答へ て 口 ふ 宗教の 民で あると。 斯く云 ひて； f4 は 私の 田に 


水 を 引 入れん とする ので はない。 日本の 歷史と E 木 人の 性質 を考 へ て 見て 斯く曰 はざる を 得ない ので 

ある。 人 は 明治 大 正 の 日本人 を 見 て 私の 此提 一一 一一 tl の 全然 理由な きを 唱 ふる で あらう が、 然し それ は 間違 

つて 居る。 國 民の 歷史に 於て 七十 年 は 短き 時期で ある。 明治 大正の 物質的 文明 は 日本に 取り 一 時 的 現 

象であった。 恰も 人の 一 生に 生意氣 時代が あるが 如くに、 明治 大正 は 日本の 生意氣 時代であった。 そ 

して 此 時代 は 今や 終らん として 居る。 日本 は 今や 自己に 覺 めんと して 居る。 武を 以て 鳴り、 商業 工業 

を 以て 世界に 大 ならん と 欲せし 事の 全然 己が 性質に 適 はざる 事 を 悟りつ k ある。 そして 外の 出来事が 

內の 覺醒を 助けつ & ある。 日本人 は英國 人の やうな 商賣 人に 非す、 又米國 人の やうな 肉と 物と に憧憶 

れる 民に あらざる 事に 目 醒めつ k ある。 曰 本人 は 英米人と は 全く 質の 異 つた 民で ある。 其處に 彼等の 

天職が あり、 偉大なる 所が あると 信す る。 

〇 日本 今日の 佛敎は 腐敗せ る 迷信 で あると 西洋の 基督 敎徒等 は 言 ふ。 然れ ども 腐敗せ る點に 於て は 西 

ひそ 

洋の 基督 敎も 異ら ない。 そして 腐敗せ る 佛敎界 に誠實 なる 眞の 信者の 潜んで 居る 事 は 西洋の 基督 敎界 

一- ける と 同じで ある。 日本の 佛敎界 に 多くの 尊むべき 信者が あった。 其 模型と して 私 は 常に 惠心僧 

I ふい 信 を 思 ふ。 其 信仰 の 純潔に して 思想 の 一 BIS 返 なる に 於て、 私 は 西洋の 宗敎家 にして 彼に 勝りた る 者 

ある を 知ら. ない。 世界の 信仰 界に 於て 源 信 は 確に 第一流の 內に數 へらるべき 者で ある。 日本の 淨土門 

の 怫敎が 彼が 如き 純 信仰 家 を 以て 始 つた 事 は 日本の 幸福で あり 佛敎 の名譽 である。 

夏衣 ひと へ に 西 を 思 ふかな 

うらなく 彌陀に 頓む身 なれば。 

うらやまし. ^何なる の 月 なれば 
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心の ま k に 西 へ 1；;： くらむ。 

此 はまこと に n 木 人が 未来と 信仰の 目的物と を 思 ふ 心で ある。 今 n の 日本の 基督 信者に して、 彌陀を 

キリストに、 極 樂を天 國に變 へて 此歌を 詠み 得る 者 は 幾人 ある 乎。 其 他 法然、 日蓮、 道元 等、 孰れの 

宗敎に 在りても 偉大なる 宗敎 家で ある。 叉 神道に 於ても 本 居. K 長、 平 田 篤 等 は 西洋に 多く 見る 信仰 

的愛圃 者の 秀でた る 者であって、 國の 誇り、 民族の 譽れ である。 彼等 は 孰れ も 私が 兹に唱 ふるが 如く 

に 日本 國の 天職の 道義 を以 てす る萬國 指導に 在 るを唱 へた。 彼等が 日本 を 神 國と稱 へ た の は此 意味 に 

於て ある。 そして 其聖き 理想 を 言 表 はした ものが 平 賀源內 の 有名なる 一 首で ある。 

さし 昇る 朝 の 本の 光より 

二  .1- ,0 ろ こし 

高歷 唐土 も 春 をし るさん。 

此聖 たる 之を國 自慢と して 斥けて はならない。 此は イスラエルの 民の 懷き し笔 みであって、 日本人 

たる 者 は 3： 人も此 高き 理想 を 懐く ベ き で ある。 武を 以て 支那 朝鮮 を 征服 せんとす る の ではな い。 叉亞 

0OO00OOO0O0O00O00OOOO 

細亞大 ii を 我が 勢力 範同 に^かんと 欲する のでない。 日本に 昇る 道の 光 を 以て 世界の 暗 を 照さん と 欲 

する ので あ る。 E およりも 高 き亦聖 き 愛國的 志望 はない。 此は 一一 一一  n 者 ィザャ の 言 の 遠き 響きと 稱 して 不 

可な きもので ある。 

起きよ、 光 を 放てよ、 汝の 光来り、 H ホバの 榮光汝 の 上に 照 出たり。 視ょ 暗き は 全地 を 掩ひ闇 は 

諸の- を 覆 はん。 され ど汝の 上に は H ホバ照 出た まひて、 その 榮光汝 の 上に 顯 はるべし (ィ ザャ 

書 六十.；！ 3f  一、  二 節)。 

〇 誠に 「暗き は 全地 を掩 ひ、 闇 は 諸の 民 を 覆 ふ」 と は 世界 今日の 狀態 である。 今や 純 宗敎は 世界 孰れ 


の圃に於ても看5,ぃす事は中^^なぃ。 ル ー テルの 本 國の獨 逸に 於て は 信仰 は宗敎 哲學に 化する か、 然ら 

ざれば 社き 民主々 義の 取って 代る 所と なった。 我等の 同志の 一人が 伯林に 行いて 我等が 柏木に 於て 唱 

ふる 所を唱 べしに、 獨 逸の 基督 者 は 驚いて 曾うた との 事で ある、 「それ はル ー テルの 信仰で ある」 と。 

彼等 はル ー テルの 本 画に 在りて ル ー テルの 信仰 を 忘れた ので ある。 カルビ ンの瑞 西に 於ても カルビ ン 

の 信仰 は 見る 事 甚だ 稀れ なりと 云 ふ。 他の 歐洲諸 國も亦 大抵 同じ 事で ある。 遣 は 英國は 基督 敎の 本據 

地たり と雖 も-、 英 族の 天性と して 彼等 は 信仰の 民で はない。 英國人 は 制度 化されざる 信仰に 信用 を 

置かない。 故に 英國人 は敎會 を棄る 時に 大抵 ほ 信仰 を棄 る。 英國 人の 嫌 ふ 者に して 神秘 家の 如き はな 

い。 彼等は^^如き者までを神秘家と呼ぶ。 若し 源 信 や 法然の 如き 人が 英國に 現 はれたならば、 彼等 は 

實 際に 適 はざる 夢想家と して 無視 さる \ まで ある。 更に 又米國 人の 信仰に 就て は 私が 玆に 長く 述る 

の 必要 はたい。 米國 人の 宗敎 は英國 人の それの 一 曆 現世 化した る 者で ある。 此は宗 敎と云 ふよりも 寧 

AAA  しるし ふし.？ なる. つ ざ 

ろ 事業 敎 である。 彼等 は 「汝等 休 徵と異 能と を 見す ば 信ぜざる べし」 とィ H スが曰 ひ 給 ひし 言に 適 

より. U の 

ふ 者で ある。 米國 人に 取りて は 宗敎は 運動で ある。 彼等 は 「靜 にして 倚賴 まば 救 を 得べ し」 と 云 ふが 

如き 純 信仰の 意味 を 解し 得ない。 。ハウ II ゃョ ハネの 信仰 を米國 人の 間に 見る こと は 出来ない。 舊派新 

派の^ はない。 信仰よりも 其 結果に 目 を 注ぐ 點に 於て、 米國 人の 信仰 はすべ て 同一 である" 純 信仰の 

立場より 見て 米國人 の 信仰 は 最も 危險な る 者で ある。 此は 信仰の 貌を存 し て 其實カ を 否 認す る 者 で あ 

る (テ モテ 後書 三 章 五節 參考 )。 信仰 は 信仰で ある。 其 結果 如何に 拘 はらす 神 を 動かし 世に 勝つ の 力 

である。 信仰 其 物 を 信す るの 信仰、 其れが 本當の 信仰で ある。 

〇 そして 世界 は復 たび 純 信仰の 很興を 待ちつ & ある。 所謂 西洋文明 は 其 全盛に 達して、 此は世 を 救 ふ 
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^に 非す して 却て 亡す 者で ある 事が 判明った。 物質文明の 極度に 達せし 米國人 自身が 其 未來に 光明 を 

認めす して 暗黑を 期待して 居る。 「人類の 幸福 は 如何にして 得らる、 乎」 の 質問に 題し、 「^界 の 富 

源 を 開 發し盡 して」 との 答は滿 足なる 答と して は 受取れ ない。 全生涯 を 金儲け 事業の 爲に 費せ し 者が、 

老年に 近い て實 業界 を 去つ て 精神 界に 人らん 事 を 願 ふと 同じく、 今や 人類 全體が の 目 を 純 信卬に 

注ぐ に 至った。 誰か 之 を 供す る 者ぞ。 

〇 日本人で は あるまい 乎。 佛敎が 印度に 於て 亡びし 後に 日本に 於て 之 を 保存し、 儒敎が 支那に 於て 衰 

へ し 後に 日本に 於て 之を閩 明せ し 日本人が、 今囘は 叉歐米 諸國に 於て 菜ら れし 基督 敎を 日本に 於て 保 

存し、 閬 明し、 役 興して、 再び 之 を 其 新ら しき 貌に 於て 世界に 傳播 する ので は あるまい 乎。 ョ 本は祌 

國 であり、 日本人 は 精神的 民族で あると は自稱 自贊の 言で はない。 恥 を 知り 名 を 重す る點に 於て 日本 

人 は 世界 第一 である。 我等 は 自分に 多くの 缺點 あるに 省みて、 祌の此 賜物 を 看過して はならない。 日 

本人が 信義に 鋭敏なる は、 是れ精 祌界に 於て 神と 人と に盡 さん 爲 では あるまい 乎。 

〇 玆に 於て か 前に 揭 げたる 詩篇 百 十篇三 節の 首が 光 を 放つ ので あると 思 ふ。 「汝の 勢力の 日 云々」 と 

ある 「汝」 は受膂 者卽ち キリスト を 指して 云 ふので ある。 神の 子 キリストが 最後に 勢力 を 世に 揮 ひ 給 

ふ 時には、 彼の 民 卽ち從 者は聖 なる 美 はしき 義の衣 を 着て、 心より 欣 びて 己 を 獻げ、 其 命に 當 るとの 

事で ある。 そして 彼れ キリ スト は 「朝の 胎 より 出る 壯き ：1|^ の 露 を 有て り」 と 云 ふ。 「朝の 胎」 と は 

「n を產 出す 所」 との 意味であって 極東の 國を 指して 云 ふ。 「壯き 者」 と は 信仰に 燃 ゆる 信仰的； Sfj 者 

と 解し 5r へく、、 「露 を り」 と は 「奉仕 を受 くる」 とか、 又は 「利益に 與る」 とかの 意で ある。 「き 

れ キリ ストが 最後に 世 を： m め 給 ふ 時に、 極東 日 S る國の 彼の 御 弟子 4. が 其 熟 心き i トルで を 


つり、 彼の 聖旨 をして 此^に 成ら しむべし」 と 解して 少しも 無理の 解釋 でない と 思 ふ。 「汝は 朝の 胎 

より 屮 ^ る壯き 者の 露 を 有て り」。 キリスト は 日本人の 信仰の 奉仕 を受 くる 特權を 有し 給 ふ。 彼の 榮 光. 

は 我等の 名譽 である。 我等 は 感謝して 彼の 召命に 應 すべきで ある。 

〇 大震災に 次いで 友邦 米 W の 排斥 起り、 我 國の萬 事 非なら ざる はなき 狀 態で ある。 然し 乍ら 悲境 はす 

ベ て 我等の 肉と 此 世に 係 はる 狀態 である。 誰か 知らん 日本 國の眞 の 隆起 は 彼が 悲境の 極に 達した 後に 

ある 事 を。 國 としての 存在 を 失った 後の 今日、 イスラ H ルの 子孫 は 其 宗教と 信仰と を 以て 世界の 最大. 

勢力で ある。 多くの 人類 學 者に 由て イスラ H ルの血 を 混へ たる 民な りと 稱 せらる.^ 日本人の 世界的 勢. 

力 も 亦、 亡國 とまで は 至らざる も、 其 第一 等國 たるの 地位 を拋 ちての 後の 事で あると 思 ふ。 神が 今日 

本國を 鞭打ち 給 ひつ.^ ある は此 準備の 爲 では あるまい 乎。 

附錄 日本人の 內に ユダヤ人の 血が 流れて 居る と は 早くより 學 者の 唱 へた 所で ある。 曾て 或る 有名 

なる 西洋の 人類 學 者が 京都 の 市中 を步 行な がら 行 交 ふ 市民の 內に紛 ふべき なき 多くの ユダヤ人 ある を- 

見て 指して 之 を 案內の 日本人に 示した との 事で ある。 其 他日 本人の 習慣の 內に ユダヤ人の 其れに 似 た- 

る 者 多く、  又 神道と ユダヤ 敎 との 間に 多くの 著る しき 類似 點 ありと 云 ふ。 <fr 囘米國 の 日本人 排斥に 對 

して 彼國 一派の 基督 信者が 「日本人 イスラ H ル說」 を唱 へて 犬に 日本人の 爲に辯 じた 事 を 余輩 は 知る = 

n 本人の 敬神に ユダヤ人 的の 熱誠 ある は 人の 能く 知る 所で ある。 基督教の 宣敎 歷史に 於て 日本人の 如 

くに 眞實に 此敎を 受けた 者 は 他に 無い と 信す る。 宣敎 開始 以來 六十 年後の 今日、 基督 敎は旣 に 日本人. 

の宗敎 となった。 基督 敎は 日本に 於て 他國に 於て 見ざる 發 達を遂 ぐるで あらう。 西洋の 宣敎師 が 日本- 

人を敎 化する 能 はざる は 日本人に 宗敎 心が 不足す るからで はない、 其れが 西洋人 以上に 遙 かに 多い か- 

大正 十三 年 (一九二  d 年)  五 九九 


g- 1*  六 0〇 

ら である。  ： (『sl 甞之 研究』 十一月) 

愛國 心の 缺乏 

〇 今の 日本人に 愛國 心の 缺乏 する は 著しき 事實 である。 今や 日本人 は 日本 國が 他國に 辱められ たれば 

とて 怒らない。 彼等に 取り 最大 問題 は 自分の 生活 問題 又は 戀愛 問題であって、 國家の 存立 叉は榮 辱に 

關 して は 彼等 は 多く 彼等の 心を惱 まさない。 對米 問題が 起り て 世界に 於け る 日本の 地位が 甚だ 低く せ 

られ むと 雖も 愛國 心の 本源た る 帝 國大學 に 於て すら、 其敎授 よりも 亦學 生よりも 憤慨の 聲 は撝ら なか 

つた。 若し 斯 かる 事が 歐米 何れの 國に 起った とする も. 第一 に騷ぎ 出す は大學 である。 然れ ども 日本 

に 於て は學者 は國家 問題に 就て 蜜 起す るに は餘 りに 悧巧で ある。 彼等 は學 位の 影に 隱れて 謹んで 沈默 

を 守る。 何れの 問題に も 意見 を 有する 彼等 も、 世界の 公義 叉は國 家の 榮辱 問題に 關 して は 大膽に 其 所 

l;:- を發 表する の 勇氣を 有たない。 其點に 於て 歐 米の 學者は 日本の 學 者と は 犬に 4、 なる。 近頃ろ 来朝せ 

る 病理 學の 泰斗 ァシ ョフ 氏の 如き、 犬の 日本人 最展 なりし に關 はらす、 日本が 信義に 反いて 獨 逸に 對 

L. て， 宣戰 せし や、 . 全然 日本人との 關係を 絶ち、 其 怒り は 再び 日本の 誠意 を 認む るまで 解け ざり しと 云 

ふ。 而 して 氏が 獨逸學 者 中 稀れ に 見る 熱 信の 基督 者で ある ことに 我等 は 注意すべき である。 强く 愛す 

る， 者 は强く 憎む。 不實 なる 人に 限って 怒らない。 此際 米國に 向って 怒らざる 曰 本人 は 日本 並に 米 M を 

愛 せ ざ る 乂 である。  甞之 研究』 十一 パ) 


宗教 法案に 就て 

私 は 宗敎， を 敎 ゆる 者でありまして 政 ：m を 知らない 者であります。 然る. に 今囘 宗敎 法案 なる 者が 帝 E. 

議八 n に 提出 せられて 我國に 於て 宗敎 が爲政 家の 監督 を 受けん として 居る と 云 ふ 事 を 聞きました 故に、 

玆に 私の 立場より 此 問題に 就いて 一 言す る 事 を 許して 戴きます。 

ベ ン ジ ャ ミン， フラ ン クリンが 曾て 雷うた 事が あります 「政府の 保護 を 受け ざれば 存在し 得ざる や 

うな 宗敎！ « 存在せ ぎる を 可とすれば、 斯 かる 宗教に は 保護 を 供へ すして 之 を 魔 滅に歸 せし むる に 如か 

す」 とり 誠に 明 一一 一一 n であると 思 ひます。 I に 自存 性 を 有する 者に して 眞の 宗敎の 如きはありません。 此 

は 如何なる 勢力の 保護 を も 待た すし て、 自由に 發 達し 得る もので あり ます。 之に 反して 僞の 宗敎程 脆 

い 者はありません。 此事を 知つ て 政治が 宗敎 に干涉 する の は 如何に 愚かなる 事で ある 乎が 判明り ます _ 

政治家が 宗教の 爲に爲 し 得る 至上 善 は 全然 之 を 放任す る 事であります。 勿論 非 倫 不德を 取締る の 必要 

はあり ますが、 それ は 普通の 法律に 依て 取締る 事が 3£ 來 ます、 特^に 宗敎 法を設 くるの 必要 はあり ま 

せん ノ 
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八，' ゃ政敎 分離 は 文明 的 政治の 原則であります。 そして.； ： - 小敎が 政治に 干涉 する 害が 犬なる 丈け、 それ 

丈け 政治が 宗敎 に干涉 する の 害 は 大きく あります。 故に 西洋 諸國に 於て は 一 一 者の 分離 をして 益々 明白 

ならし めんと して 居ります。 然るに 我國に 於て 第一 一十 世紀の 今ョに 於て 新に 法律 を 設けて 宗敎を 取締 

らんと する は、 此 はたし かに 文明の 逆行であります。 憲法が 旣に 自由 を與 へた 宗敎 に、 幾分な りと も 

政治の 制裁 を 加 へんと する は、 此 はたし かに 時代錯誤でありまして、 政治の 爲に 計る も 害 多くして 益 

少 き 事であります。 甚だ 失禮 なる 申 分で あります が 、 文部省 は 其 直轄 の 諸學校 に 於て すら 敎師 生徒の 

思想の 惡化を 制止す る 事が 出来ない のであります。 其 文部省が 敎 育よりも 更らに 困難なる 宗敎 を 其 支 

の 下に 置いて 之 を 取締り 得る と はどうしても 思 はれません。 

更に 一 つ 私 は 言 はして 戴きた くあります。 此 法律案 を 編んだ 人々 は失禮 ながら 宗敎の 何たる 乎 を 知 

られた 人々 であり ませう 乎。 私は大 なる 疑 を 懐きます。 私 は 今日まで 殆んど K 十 年間、 同胞の 間に 傳 

道して 來 たもので あります が、 日本 政府の 官吏 又は 民間の 政治家に して 眞に 宗敎を 解した 人に 滅多に 

遭-つた 事はありません。 彼等 は 私供 宗敎に 生きん と 欲する 者の 眼より 見 ますれば、 所謂 「此 世の 人達」 

でありまして、 神の 事、 靈 魂の 事、 來 世の 事 等に 就て は 純然たる 門外漢であります。 そして 斯 かる 人 

達に 由て 編まれた る宗敎 法が 能く 日本人の 宗敎を 取締り 得 やうと は 私に はどうしても 思へ ません。 私 

は 法案 其 物の 爲政 家の 善意に 出た る 事 を 信じて 疑 ひません が、 然し 宗敎 信仰の 立場より 見て 斯 かる 法 

案 は 今日の 場合 撤囘 して 貰 ひ 度く あります。 或は 又 法律と 爲す 前に 一 度 廣く國 民の 輿論に 問 ふて 然る 

後 再び 提出して ひ 度く あります。 昭和 二 年 二月 十八 日 

(右の 意見書に 印刷に 附し， 文部大臣， 宗敎 局長， 貴衆兩 院議 Br 合せて 八 百 二十 九 人に 宛て 郵便 を 以て 發 


送せ、.： れ しもの。 『H 々の 生涯』 二月 サ 八日の 分參 照) 


完全なる 自由 

一一 一 月 十八 n 夜- 東京 靑山會 館 に 於て 開かれた る 宗敎 法案 反對 基督 敎大會 に 於て 述べた る 演說の 原稿で あ る 。 

赏日 C 日記 (m 々 の 生涯〕 參考 の 事 

是 故に 子 もし 汝 等に 自由 を 賜 ひなば 汝等 まことに 自由 を 得べ し (自由なる べし )o ョ ハネ傳 八 章 

三 六 節。 

〇 自由 は 單に內 心の 自由で ない、 之 を 外に 行 ふの 自由で ある。 信仰の 自由と 云 ふ は 心に 之を懷 くの 自 

由に 非す して、 揮から す 之 を 外に 言 表 はすの 自由 を 云 ふ。 そして 外に 言 表 はすの 自由な くして、 信仰 

の 自由 はない の である。 

〇 然し 乍ら 完全なる 信仰の 自由 は此 世に 於て は 得られない。 最も 自由なる 國に 於ても 多少の 壓迫は 信 

仰の 唱道に 加 へらる。 縱し 法律の 之 を 拘束す る ものた きも、 社會は 或る 形に 於て 之に 制裁 を 加へ る。 

此 世に 在り て 自由 は 實は比 絞的權 利で ある。 我等 は 勿論 成るべく 多く 之 を 得ん とする、 然れ ども 世が 

世で ある 間 は 完全なる 自由の 獲得 を 期待し ない。 15^-の^は束縛の世でぁる。 そして 「汝等 世に 在りて 

は 患難 を 受けん」 であって、 此 世に 在りて、 自由 は鬪 はすして 完全に 之 を 得る 事 は 屮ぃ來 ない。 

昭和 ニハ+ (一九二 七 年〕  六 0 三 


時 $  六 OEl 

〇 然し 乍ら 兹に 完全に 自由 を 得る の途が ある。 それ は 法逮に 由る に 非す、 社き の 進歩 を 待ちて に 非す 

又自 から 鬪 つて 得る に 非す、 之 を 萬 物の 主宰者なる 祌 より 賜 はるに ある。 神が 若し 我等に 自. m を 賜 ふ 

なら ば 其 時 我等 は 完全に 自由で 在り 得 るので ある。 故に 信者 の 立場より 見れば、 完全なる 自由 進 得 の 

問題 は、 "一.! れ 法律問題で たく、 また 社會 問題で なく、 信仰 問題で ある。 我等 は 全能の 神より 自由 を 賜 

はりし 乎、 それが 問題で ある。 若し 然り とならば 我等 はまこと に 自由で ある、 若し 然ら すと ならば、 

法 の 保證は 如何に 多く 叉 堅く とも、 我等に 完全なる 自由 は 無い ので ある。 「子 もし 汝 等に 自由 を 賜 

ひなば 汝等 まことに 自由なる べし」 と祌の 子ィヱ スは曰 ひ 給うた 其 通りで ある。 キリス 卜が 我等に 自 
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由 を 與へ給 ふ 時には、 法 は 如何程 我等 を 縛る とも、 社會は 如何程 我等 を壓 へる とも、 我等 はまこと 

に自. S である。 

〇 斯く首 ひて 私 はた 理想 を 語る の で はない、 事實と 實驗を 語る ので ある。 完全なる 自由 は內 心の 確 

贲 なる 信念と、 之を外に^^^はすに必耍なる充分の能カとでぁる。 信仰と 能力、 此 二つが あって 初めて 

完全なる 信仰 自由が ある。 そして 神が 人に 自由 を 與へ給 ふ 時に、 自由に 無くて はならぬ 此等 二つの も 

の を 與へ給 ふ。 燃 ゆるが 如き 活ける 信念、 「我れ 若し 福 昔 を宣べ 得すば 禍 ひなる 哉」 と バウ をして 

口 はしめ し 信念、 そして 之に 伴 ふ 凡ての 智慧と 能力、 卽ち信 力 能力 兼備せ る 信仰、 神は斯 かる 信仰 を 

賜 ひて、 信者の き 由 を 保障し 給 ふ。 故に 信者 は 福音 を以 つて^に 臨む 時に 法律の 不備 又は 社 會の壓 迫 

を 恐れない。 ts^ 者が 敵地に 入りて 敵な き 里を往 くが 如くに 行く。 そ は 全能の 神が 彼と 偕に 戰ひ、 彼に 

能力 を 添え 給 ふから で あ る。 

〇 斯く言 ひて 勿論 信者 は 政府に 逆ら ひ、 法律 を 犯して 進む と 云 ふので はない。 國法は 如何に 惡法 なり 


と 雖も之 を 尊重すべき である。 ソクラテス は國 法に 從 ひて 毒 を 飮んで 死んだ。 ィ H スも 亦國 法に 循ひ 

て 十字架に 釘 けられ 給うた。 而 かも 能力な くして 止む を 得す 死んだ のでたい、 敵に 勝つ の 充分の 能力 

を 有しながら 自 から 身 を 敵手に 委ねた ので ある。 其 結果と して 彼等の 死 は 敵に 勝つ の 最大の 能力、 义 

最上の 手段であった。 神は實 は 彼等に 敵に 勝つ 以上の 力 を與へ 給うた ので ある。 悠然として、 敵 を 愛 

しながら 死に 就く の 能力、 世に 之に 勝 さるの 能力 は な い 。 斯く て 信者 は 法律 を 破り 政府に 逆 はすし て 、 

凡ての 信念 を實 行す るの 途を 知る。 神が 凡ての 境遇に 處す るの 途を敎 へ、 之に 打 勝つ の 能力 を 賜 ふか 

ら で あ る リ 

〇 此事は 過去 五六 十 年 問の 日本の 歷史を 見れば 判明る。 今より 五十 年 前に、 基督 敎は 日本に 於て 微々 

たる 勢力であった。 誰が 其 時 基督 敎を 日本の 三 大宗 敎の 一 として 認めし 者が あらう。 然るに， 十日 は 如 

HV. 僅々 二三 十 萬の 信者 を 有する に 過す と雖 も、 純 信仰と して 實は 第一 の 勢力で はない 乎。 基督 敎 

は 政府 ゃ社會 より 何等の 保護 獎勵を 受けす して 此 地位に 達した ではない 乎" それ は 決して 信者の， 2： に 

c>o〇o〇oooooc-oooooo 

特^の 大人物が 有った からで はない、 神の 能力が 之に 加って ゐ るからで ある。  ， 

OS やより 三十 五 年 前であった、 我國に 於て 基督 敎に對 し 大反對 が 起った。 それ は 基督 敎は 我が 國體を 

危く する、 故に 基督 信者 は國 賊亂臣 であると 云 ふので あった。 此聲 は隨分 高く あった。 そして 不幸に 

して 私 は 其 攻撃の 的と 成った。 そして 此 攻撃 を 向ける に 最も 力 ありし 者 は文學 博士 井上哲次郎 君で あ 

つた。 井上 君 は全國 民の 贊 成と 文部省の. 後 根と を 以て 攻擊 の， 鋅を 向けられた のであった から 我等 基督 

信者 は 痛く 惱 まされた" 私の 如き 大 不敬 漢の名 を 着せられて、 二十 年間 社會 より 葬られた： 私自身に 

取りて は 葬らる X 事 は 信仰 上 最も 善き 事で あつたが、 日本 國を 愛し、 陛下 を 敬 ふ 私が 斯 かる 汚名 を 着 
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せらる 、 事 は 決して 快き 事で なか つ た n 然るに 三十 五 年後の ケ日は 如何？ 甚だ 氣 の 毒の 次第な が ら 

井ヒ君 自身が 神武 天皇 卽位 以来 未だ 骨て 有らざる 鼓大 不敬 漢 として 葬り去らる k に 至った。 私 等が 仇 

を 報いて 君 を 葬った ので はない、 三十 五 年 前の 君の 味方が 今日 同 君 を 一  1^ つたので ある。 是れ 「主の 爲 

し 給 ふ 所であって 我等の 眼に 奇 しと 見 ゆる 也」 である。 神が 福 昔 を 辯 明して 下さる。 我等 幅 音の 證明 

者と して 立ちて 勝利者たら ざらん と 欲する も 得ない。 

〇 若し 人 ありて、 基督 敎が 日本に 榮 ゆる は 外國 官ー 敎師の 援助が ある 故で あると 云 ふなら ば、 其 人 はま 

だ 日本に 於け る 基督 敎の實 力 を 知らない 者で ある。 日本の 基督 敎界に 在りて 宣敎師 の 勢力 は 至って 微 

；；^ である。 彼等 は社會 事業、 敎育 事業に 於て 多少 貢獻 しつ.^ ありと 雖も. 信仰の 事 は 全然 日本人の 手 

に存 して ゐる。 私の 如き、 今日まで 未だ 曾て 私の 傳道 事業に 於て、 外國 宣敎師 より ；錢 の愤助 又は 一 

臂のカ を 借りた 事 はない。 そして 私 は 決して 例外で ない。 私の 如き クリスチャン は 日本に 幾人 も ある。 

〇 故に 此宗敎 法案が 成立し やうが 成立し まいが 我等 は 少しも 心配す るに 及ばない。 神が 日本 を 護り 給 

ひつ k ある。 又 福音 を 進め 給 ひつ k ある。 其 福音の 器と して 使 はれつ k ある 間 は 我等に 完全なる 自由 

が ある。 如何なる 政」.^ も 社會も 神に 勝つ こと は出來 ない。 全 宇宙が 我等の 後援者と 成りて 倒く。 諸君 

安心して 進み 給へ。 


〇 ん r 囘の 宗敎 法案が 不成立に 終った 事 は 不思議と 云 はざる を 得ない。 我等 信者の 眼より 見れば 此 はた 

しかに 神の 御 業で ある。 此 法案に 反對 した 者 は 基督 信者 計りでなかった。 佛敎 信者の 內 にも 大分に 有 


つた。 東京の 大 新聞 は 大抵 反對 であった。 そして 貴族院. s: に 於て 熱心なる 反對 者の 御 力ら ざり し 事 は 

實に 不思議で ある。 花 井卓藏 氏、 水 野 鍊太郞 氏、 一勝 澤利 甚太郞 氏、 小 野 塚 喜 平 次 氏の 如き、 平常 は宗 

敎に 何の 緣 なき 人々 が 熱心に 反對 せられ、 法案 通過の 防止 を 努められし 事 は 不思議で あると 同時に 大 

なる 感謝で ある。 まことに 余輩の 知る 範 園に 於て 今囘 の宗敎 法案の 如き 不 人望なる 法案 は 無かった リ 

んマゃ 與論 は 政府 當局 者よりも 遙 かに 進んで ゐる 事が 判明った。 此 事に 加へ て 最も 不思議なる は 基督 信 

者 中に 之に 贊成 する 者の 有った 事で ある。 日本 メソヂ スト 敎 \#、 日本 聖公會 の內に 多くの 贊成者 を 見 

たとの 事で ある。 勿論 惡 意より 出た る贊 成で はない と 思 ふが、 然し 自由よりも 敎會を 愛する 心が 彼等 
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をして 此 態度 を 取ら しめたの では あるまい 乎。  (『& 書 之 研究』 四月，) 


我が 子の 爲を思 ふて 

『H 々の 生涯』 六： HM 一十 八日 分參 照 

〇 人生の 凡ての 問題 を 解決 せんとす るに 方て、 我が 子の 爲を思 ふて 之 を 解決す るの が 最も 善き 方法で 

あります。 人 は 何人も 己が 子 を 愛します、 己れ よりも 子 を 愛します。 故に 子の 爲に 善い 事 は 自分の 爲 

に 善い 事 で あります、 子 の 爲に悪 い 事 は 自分の 爲に惡 い 事で あり ます。 そして 子 の 爲を思 ふ 心 は 普遍 

的であります が 故に、 我が 子の 爲に惡 い 事 は 凡ての 人の 爲に惡 くあります、 町の 爲に惡 くあります、 

國の 爲に惡 くあります、 人類の 爲に惡 くあります。 凡ての 問題 を如斯 くに 見て 其 解決 は 至って M 短で 
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あります。 

〇 今度の 問题の 如き も此 立場より 見て、 其 解決 は餘 りに 明白に して 之を述 ぶる まで もありません。 花 

柳 界增設 の 許可 を與 へられし 前 警視 總監太 田 氏 閣下に 於ても、 若し 此 問題 を此 立場より 考 へ られ たな 

らば、 卽ち 御子さん を m 心 ふ 心より 考られ たなら ば、 彼 は 決して 善き 事を爲 したりと 思 はれない と 信じ 

ます。 試みに 新たに 設け ら れんと す る 花柳界に よ り 道德的 害毒 を受く る 靑 年が 總監 閣下 の 御自身 の 息 

乎であった とするならば、 そして 閣下の 御 家庭に それが ために 大 なる 悲剌が 起った とするならば、 そ 

して 閣下の 御 名譽は 地に 墜ち、 財產は 蕩^され たと するならば、 閣下の 乎は颜 へて 許可の 調印 をす る 

事が 出来なかった に 相違ありません。 そして 私の 此の 想像 は^ 問に 無い 事を畫 いたのでありません。 

1々ぁった^1!^を靈ぃたの であります。 藝妓 の爲に 身を滅 した 靑年は 我 圃に澤 山に おる のであります。 

其 爲に沒 落した 名家の 数 々を 御 に 皆ん な 知って 居る の で あります。 他人の 事で あると 思へ ば 別に 意 

を めません が、 我が 子の 事で あり、 我が身の 事で あり、 我が家の 事で あつたと 思へば 身の \ ^のよ 立 

つ を^ ゆるので あります。 

〇 前 # 視總監 に 止まらす、 凡て 今度の 事 を計畫 せられ、 之に 贄成を 表せられし 淀 橋 町民の 方々 に、 私 

は 同じ様に 考 へて 貰 ひたいので あります。 其方々 は 淀 橋町繁 榮の爲 でありと 云 はれます。 今暫 らく 町 

の 事 を 忘れて 御 自分の 御子さん 達の 爲を考 へて 御覽 なさい。 試みに 花柳界が 御 近所に 設けられて， 贵 

ド 方の 御子さん 達が 夜遲 くまで 其處に 遊ばる、 として 御覽 なさい。 彼等の 勉强が 妨げら る、 と 思 ふて 

御覽 なさい。 更に 進んで 彼等の 趣味が 其方に 向 ひ、 彼等の 品性の 基礎が 動かされ、 嚷 落の 危險が 彼等 

に 臨んだ として 御覽 なさい、 貴下 等は此 こと を計畫 せられ、 又は 贄成 せられて 善き 事を爲 された と m わ 


はれます か。 人 は 何人も 己が 子の 危險に 臨む を 見て 浮氣 なること は 出来ません。 利益 も 儲け もあった 

ものではありません。 嗚呼 我 子 を 如何せんであります。 何の 爲の 蓄財であります 乎、 誰の 爲の 名譽で 

あります 乎。 我 子の 靈魂を 卑しき 人に 奪 はれて 生き甲斐 は 何處に 在ります 乎。 

〇 私 は 私の 生涯に 於て 慾の 爲に 眼が 眩んで、 己が 子 を 失 ひ、 子と 共に 家 產を失 ひし 多くの 實例を 見せ 

られ ました。 さう 云 ふ 人 は 言 ふので あります、 世に 金 程 貴い 物 はない、 金 さへ あれば 後の 事 はどうに 

もた ると。 私の 知る 福 島縣の 或る 金 持の 如き は、 其 子が 慾を棄 て、 私の 所に 來 りて 基督 敎を學 びし 事 

を ひどく 怒り、 彼に 迫って 大に 遊び 大に？ i けさせん としました。 そして 彼の 一 人 息子 は 終に 父の 意志 

に從 ひ、 私の 敎に 背きて、 終に 花柳界に r< 浸りました。 そして 彼 は 其 處に惡 しき 婦人と 惡 しき 山師に 

捕 へられました。 大に 儲けん として 官書僞 造の 罪に 携 はりました。 終に 獄に投 ぜられ ました。 裁判に 

て檢 事より 禁錮 七 年の 刑 を 求められました。 其 際 彼の 辯 護 士は彼 を 辯 護す るに 何の 材料な く、 苦しま 

ぎれ に 私が 會て 彼に 書 贈りし 書面 を 判事に 示し、 彼が 全く 惡人 でない 事の 證據 としました。 其れが 故 

か 何 か は 知りません が 七 年が 四 年に 減ぜられて 彼 は 漸く 先頃 自由の 身と 成りました。 そして 彼の 爲に 

彼の 父 は その 財産の 全部 を 失 ひ、 家族 全體 と共に 今 は 日蔭の 身と 成った と 聞きました。 花柳界と 云 ひ、 

藝妓と 云 ひて、 誠に 粹な、 罪の無い 事の やうに 聞え ますが、 斯うなる と實に 重大 事件であります。 そ 

して 其 事件が 貴下の 御 〔z や 挺に 臨んだ として 御覽 たさい、 貴下 は此 問題に 就て 冷淡なる 事 は 出来ません。 

他人 の 子供 を 遊ば し て 金 を 儲けた と 致し まし て も、 若し 御 自分 の 子供が 良に 掛 つた とす る ならば 貴下 

は 如何な さります 乎。 

〇 私 は 世に 天罰の ある 事 を 信じます。 私 は 人 を 罠に 陷れし 人が 自分に 其昆に 落ちた 澤 山の 實例を 見 ま 
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した。 今 口 花柳界 を fsi けて 他人の 子供 を 惡に誘 ふ 人達 は、 遠から すして 御自身の，.^ 供が 誘 はれて 辛ら 

い R こ豐， H ？」 らる 、事 を S 悟し なければ な りません。 贵ド は贵ド の 愛す る 子息が 藝妓と 共 に 日光 中 _s 

寺， 嗍 一  身 を 1  义ず て 恥 を， 問に 瞎ら すと 共 に , 責下 御自身 の 名 譽も地 に 落ちて 生き甲斐の なき 生涯に 入 

らしと 欲せられます 乎。 責下は 花柳界 設置に 御贊 成た さる 前に 篤く 此事 を考 へて 御覽 なさい。 私共の 

主張 を 聞かる、 まで もありません、 貴下 御自身が 明かに 此 問題 を 解決す る 事が 出来ます。 

(『聖書 之 研究』 八 =0 


和 三年 二 九 一 一八 年) 


總 選 擧 終 へ て 後 に 

〇 r<:s 選 御禮」 と 云 ふ ビラが 投 込まれる。 何の 事 やら 私に は 解ら た A い。 代議士た る は名眷 であり 利益 

であると のみ a.H れて 責任 で あ ると 思 はれ ない らしく ある。 そしてせ ハの 如何 に 重大なる 责 任で ある 乎 

を 知 るなら ば、 御禮 どころ で は なく し て 迷惑 千 萬で あ る ベ き：^ で ある。 御禮 は選擧 人よ り 被選舉 /、 に 

述 ぶ ベ きもの で あって、 當選 代議士よ り 選擧人 に陳 ぶべき 害の もの で た い 。 當選御 禮を述 ぶ る や う な 

代議士が 國 家：：^ 衆の 爲に 大事 を爲し 遂げ やう 答がない。 斯く て 今日の 所謂 代議 政 治な る もの は 根本的 

に 間違って ゐる。 ソクラテス や プラト I が 民衆 政 ：m を最惡 の 政 治と 稱 し たの は 之が 爲 で あ る 。 

〇 自分の 子供が 基督 敎を 信じたり とて 之 を 彼等に 傳 へし 該敎の 敎師を 怨む親 達が 日本に は 甚だ 多い。 

信仰 自由 は 憲法 の 保障す る 所たり と雖も u 本人 の 多數は 未だ 之 を 認めた い 。 彼等が 信仰 の 自由 を 認 め 

たいの は 自身 未だ 自由 の 何たる 乎 を 知らないから で あ る 。 そ し て 自由 の 何た る 乎 を 知ら ざ る 民の 選擇 

は 意味の 無い 選擇 である。 代議政治が 斯 かる： に 由て 行 はれ 得る 乎、 大 たる 疑問で ある〕 畢竞 する に 

t" 木 人の 大多数 は 極く 卑ぃ 意味 の 政 治. である。 自分の 利 S に 成る 事 は 之 を 可とし、 利 に 成 ら ざ る 
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事 は 之 を 不可と する 人達で ある。 彼等が 基督教に 反對 する も 全く 此 立場から である。 故に 厭に 成って 

ぶ  .  (『^書 之 研究』  一二 月〕 


米國に 於け る 羅馬加 特利敎 の 大敗 

默示錄 十九 章 一 — 十 節 

〇 米 國卽ち 北- 米 利 加 合 衆國は 今や 怎ぅ 見ても 世界の 最大 强國 である。 其 面積 は屬 領地 を 除いての 日 

本々 土の 二十 倍. 7^, 上であって、 其 人口 は 日本の 殆ど 二倍で ある。 そして 其 富に 至って は 我國の 何十 倍 

と 云 ふので あって、 此 世の 勢力と して は 今や 英國の 上に 在り 全 歐羅巴 を 以てしても 之に 匹敵す る 事 は 

出来ない。 斯 くして 米圃は 今や 昔し バビロンが 世界の 中心で ありし 以上に 文明 世界の 中心で ある。 故 

に善惡 共に 米國の 感化 力 は 世界的で ある。 若し 米國が 悪しく なれば 世界が 惡 しくな り、 米國が 善くな 

ひ-ま 世界が 善くなる。 米國の 運命 は 世界の それで ある。 故に 我等の 運命まで が 米國の それに 懸 つて ゐ 

るので ある。 私が 米 國の墮 落 を 憤る は 之が 爲 であり、 亦 其 向上 を 祝す るの も 之が 爲 である。 

〇 今囘 の米國 大統領選 舉は實 に 世界の 大事 件であった" _ ^が 選 擧と云 ふ 平和的 手段 を以 つて 行 はれし 

が 故に、 米國 以外 のん の 之に 注意す る 事 掛 しと 雖も、 而 かも 事件 其 物 は實に 人類 全體の 運命に 關 はる 

大事^で あって 若し 時代が 時代であった ならば 數 年間に 涉る 流血 を 見る に 非 ざれば 決する 能 はざる 事 


件であった。 此は單 に 共和 民主 二 大政 黨の 政治的 競爭 でたかった。 之に 宗敎道 德の大 問題が 絡まって 

ゐた。 そして 宗 敎道德 政治の 三大 問題が 一 一 筒の 異なりた る 政綱と して 二 大政 黨に 由って 維持 せられし 

が 故に、 玆に 世界の 政治 戰史に 於て 稀に 見る 大白 熱戰が 演ぜられ たので ある。 

〇 政敎 分離 は 文明 的 政治の 根本的 原理で ある。 政治 (！^ は 其 信仰に 由って 其 政見 を 支配 せられす、 其 政 

策 を 左右せ ら れ すと は 今や 政治的 常識と して 何人も 首肯す る 所で ある。 然し 乍ら 政治家と て も 人 で あ 

る、 彼 を宗敎 政治と 明白に 雨 分す る 事 は 出来ない。 若し 怫敎の 政治家が 政治 を 行へば 佛敎が 行 はれ、 

基督 敎の 政治家が 政權を 握れば 基督 敎が其 政策 施政に 現 はる &は云 ふまで もない。 唯 未開 時代の 他敎 

排斥 を 行 はざる まで^あって、 信仰が 行 爲に現 はる k は 避けん と 欲して 避く る 能 はすで ある。 そして 

OOOOOO0OO0OO0000OO0OO0OOOOOOOOO0OOOOO 

北米 合 衆 國は其 建國の 精神より して 基督 敎國 であって プ 口 テス タント 敎國 であった。 怫敎モ ハメット 

敎は 偉大た る宗敎 なりと 雖も 米國の 建設に は 何の 干 與貢獻 する 所がなかった。 故に 如何に 信仰の 自由 

を 重ん する 米國 なりと 雖も、 佛敎徒 又は モ ハメット 敎 信者 を 選んで 其 大統領と 爲 さんと する が 如き、 

今日の 所 夢想 だ もす る 事 は 出来ない。 然し 舊敎 卽ち羅 馬力 トリ ク敎に 於いて は 犬に 異なる。 カトリ ク 

敎は 米國の 建國に 興りて 大いに 力が あった。 メリ ー ランド 州 は 有名なる 英國の 貴族 バ ルチ モア 公と 彼 

の 率ゐし カトリ ク敎 徒に 由て 建ら れた 州であって、 公 自身が 熱心なる カトリ ク 信者であって、 宏 量大 

度、 克く 他敎の 人を迎 へて 彼等に 懇切なる 保護 を與 へし 事に 由って 有名で ある。 其 他 米 國のカ 卜 リク 

敎徒は 多くの 愛 國者を 出した。 ギボン 大惜 正の 如きが 其 一人であって、 米國の 安全 幸福 を 思 ふ 人と し 

て 彼 も 亦 第 一 位 を 占めし 人と して 見る ことが 出来る。 殊に 目下の 米國に 於け る カトリ ク敎 徒の 勢力 は 

實に 素晴らしい 者で ある。 單に其 数より 見る もメ ソヂス ト、 バプテ ス 卜の 各 八 百 萬なる に對し カトリ 

昭 和 三 年 (一九二 八 年)  六 ニニ 


ク は 干 九-マ H 萬で あ る。 米 M 新敎 の 一 一大 敎派を 八：： は しても 力 卜 リクに は 及ばない ので ある。 組合 敎會 の 

如き は 僅かに. 九 卜 is? 人 を 十る に 過す、 そして ピ ュ I リ タン 主義の 都と 稱 せられし ボス 卜 ン市は 今や 

ゆ 3^ 最大の カトリ ク敎 徒の 愛蘭 上人の 都會 として 知らる。 其他絲 育に 於て、 南部 部の ^5 州に 於て 力 

トリ ク敎 徒の 勢力 は：^ 大 であって、 若し 多 數が國 家 を 支配す るなら ば 力 卜 リク 教徒が 米！： を 支配す る 

は 決して 不法で も 遠 寄」 でもない。 

〇 然し 乍ら 多數必 しも 社 會國家 を 代表し ない。 國に は國の 精神が あって、 多くの場合に 於て、 W の 

神 は， 几の 少數に 由って、 然り或 時 は 其 一. 人に. S つて 代表 せらる。 米國の 精神 は 力 卜 リクに 反對 して 起 

つた ピ ュ ー リ タンの 精神であった。 彼等 は 國：； ：：「 レ tr, あるが、 然し 乍ら 少數克 く 多！^, を ijl ゐ 導きて 

0  0  C-  0  0  0  0  0  0  C-  一  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0 〇 飞- - -I-  0 〇 0 

,6=1 に 至った ので ある。 米 圈 はプ 口 テスタ ン ト； -. C つ 粹 たる ピ ュ ー リタ ン 主義の 卜に； * かれた る國 

である。 然るに羅馬カトリク敎伶は此^^を忘れて米國の憲法を利州し* 多 數を賴 みて 兹に其 信者の 一 

人 を舉げ て 米國 の 元首と 成さん としたの で ある" 此は カトリ ク 敎會 の 永年に 涉る 計畫 であって、 此た 

び此計 畫を實 現せん としたの である。 カトリ ク敎會 の 歷史を 知る 者 は 其隱忍 不拔、 急がす 休ます して 

其 計 畫を實 行す る 意志 の 繁 岡な るに 敬服せ ざる を 得な い 。 投票 權を 利用し、 北米 合 衆 國を羅 馬敎會 の 

勢力の 下に 置かん と は、 <f 「より 五十六 年 前、 一八 七 二 年に カトリ ク敎 徒が 公然 發 表した 計畫 であった。 

そして 恰 かも 好し、 歐洲大 戰の後 を 受けて、 歐洲 大陸 は 勿論の 察、 世界 至る所、 我が 此 日本に 於て ま 

で、 新 敎諸敎 會が頓 に 衰退の 兆 を 示し、 舊き カトリ ク敎が 憧憬が る k に 至り、 世界 到る 所に その 隆與 

を 見る に 至りし や、 機運 熟したり と m 心 ひ、 兹 に米國 の人氣 政治家 一一 ュ ー ョ ー ク州 知箏 A. ス ミス を擧 

げて. V 統.？ S 候補お と 成し、 玆に 米！； 政 描の 奪取 を 試みた ので ある。：： だれ 實に 大膽 極まる 村爲 であって、 


若し 彼等 カトリ ク敎 徒の 計畫 にして 成らん 乎、 ル ー テル、 カル ビンの 宗教改革 は 無 效に歸 し、 ミルト 

ンもク ロム ゥ H ルも無 S に 其 生涯 を 終った 事になる ので ある。 人類 進歩の 歷史の 上より 見て 斯ん な大 

事件 は 無い ので ある。 米國ニ 大政 黨の 一 がス ミス 氏 を 大統領 候補者に 擧 げた 事が 旣 に米國 建？ i はの 精神 

に 反く 事であって、 若し ピ ュ ー リ タン 祖先 をして 言 はしむ るなら ば、 其 事 自身が サタン を聖 殿に 引 入 

れ しと 同然で ある。 そして ス ミ ス氏 は全國 に遊說 して 人 S お を 博す る 事 多大、 自身 並に 彼の 慕 僚 は 倒 

的 大勝 利 を 期待した ので ある。 是れ實 に 十六、 十七の 兩 世紀に 於て 舊新 兩敎 徒が 屡々 戰を 交へ、 舊敎 

勝つ 乎、 新敎 勝つ 乎と、 全世界の 民が， k 唾 を 飲んで 注 01 せし と 同じ 危機であって、 若し カトリ クのス 

ミスが ク HI 力 ー のフ ー グ ー に 勝たん 乎、 人類の 歷史. は 四百 年間 後戾 りして、 震 魂の 暗黑は 再び 全 世 

界を掩 ふに 至った ので ある。 私の 一 生涯に 於て 私 は 未だ 曾て 斯んな クリチカ ル • モ ー メント (危機 一 

髮の 際) に 接した 事 はない。 

〇 然れ ども 神は大 なりで ある、 彼 は 未だ 世界人 類 を 見 給 はない。 眠れる 米國 人の 良心 は 醒めた。 彼 

等 は米國 の、 そして 米國を 通う して 全世界の、 輿 亡の 街に 立つ を覺 つた。 彼等 は 者が 眠より 醒めし 

が 如くに 醒めた。 そして 東西南北 共同して 此 羅馬敎 食の 代表 を 倒した。 四四 四對八 七と 云ふ壓 倒的大 

< -厶厶 厶厶 厶厶厶  <"厶<3 厶 ム厶 厶ュ厶  <厶*^  • 

多數を 以 つて 玆 に米國 に 於け る 最初の カトリ ク敎大 統領 候補者 を 葬 つた。 地下に 之 を 聞く フロ テスタ 

ント敎 の 殉敎者 等 は 如何なる 言 辭を以 つて 祌を 讚美した 事で あらう。 我等 信仰の 自由 を 愛し、 敎會锖 

神 を 忌み嫌 ふ 者 は 彼等と 聲を合 はして 言 ふ で あらう。 

ハレルヤ、 救と 榮と權 能 は 我等の 神に 在り。 その 容判は 直く 且義 し、 そ は 神 かの 淫行 を以 つて 世 

界を 汚 したる 大 淫婦 を 審判き、 己が 僕 等の 血 <5 報 を 求 め て 之 を 罰し 給 ひ たれば 也。 
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と^.默示錄十九章ー、 二 節)。 靳 かる 一一 一 E を發 する 私 を カトリ ク敎徒 は他敎 排斥 者と 呼ぶ であらう。 決 

して 雨う ではない。 私 は 主義 を 憎んで 人 を惡 むので はない。 カトリ ク敎が 恐ろしい ので ある。 之 を 基 

督敎の 一 派と 見る が 誤謬で ある。 長い 歷史 を以 つて 示された る 其 精神 を 知りて 眞の愛 國者は 之に 反對 

せざる を ない ので ある。 唯 解らない 事 は 我國の 基督 信者に して 今囘 の此プ a テスタ ン ト 主義の 大勝 

利に 際會 して 大 感謝の 聲を揚 る 者に 殆んど 見當ら ない 事で ある。 彼等が 自己の 信仰の 貴い 所以 を 解し 

得ない からで あると 信す る。  (『聖書 之 研究』 十二月) 


昭和 四 年 二 九 一 一九 年： 


社會 事業と して 見た る 聖書 研究 


〇 今や 社會萬 能の 時代で ある、 何事 も社會 本位に 價値附 けらる。 社會に 有益なる 事が 善であって、 社 

會に 無益なる 事が 惡 である。 赛惡の 差训は 至って 簡明で ある。 ソクラテス、 カント を 引出す まで もな 

い、 倫理 學の 難問題 は社會 局の 役人に 由って 決定ら る，^ に 至った。 社會 公衆 を 幸福なら しむる 者が 善 • 

不幸なら しむる 者が 惡、 宗敎 倫理 も 社會の 幸福 増進の 爲 であって、 之 を 除いて 他に 其 存在の 理由が 無 

い。 昔 は 地と 其 內の萬 物 は 神の 榮光 を揚 ぐる 爲 であると 說 かれた が、 今や 神 も 聖書 も 凡て 社會の 幸福 

に资 する 爲 であると 公然と 唱 へらる k に 至った。 社會 中心の 宇宙 觀叉 人生 觀 である。 簡短 にして 明瞭- 

包括的に して 徹底的で ある。 

〇斯 かる 時代に 在りて 聖書 研究 は 如何た る 地位に 置かるべき 乎、 それに 存在の 理由 ある 乎。 社會 的に 

見て 何人も 政治、 經濟、 文藝、 農業、 工業の 利益と 價 値と を 疑 ふ 者な しと 雖も、 聖書 研究と 云 ふが 如 

き 社會の 幸福と 何の 關係 なき 者が、 今の * に 在りて 果して 繼續 せらる &の價 値 ある や、 大 なる 疑問で 

昭和 M 年 (一 九 二 九 年)  六 一 七 


あ K -。 是は 無くても 差 支た き 者、 書畫 骨董と：： E じく、 之 を： 弁ぶ 少數 者に 取り 輿 味 あるの 外に、 社會民 

衆の 爲には 何の 必要 も 無き もの、 故に 之に 一 生を委 ぬる は 愚に あら ざれば 狂で あると 多くの 人 は 云 ふ 

ので ある。 曾って 故 田 中正 造 翁が 置々 私に 勸め 「古書 を！^ て 現代 を 救へ」 と 一一 一一 〔ひし は此 理由に 基づく 

ので ある。 聖書 研究 は 現代に 用た し、 此惱 める 社 會を救 ふに 方って 二 千年 前に ユダヤ人に 由って 書か 

れ しさい 書物 を 研究す るの 必要 は 一 もた-いと、 多くの 人、 殊に 多くの 日本人 は 言 ふので ある。 

〇 然し 乍ら 私自身 は 社會的 大事 業の 一 として 聖書 研究に 從 事す るので ある。 此 事業に 人る に 方って 私 

に 最後の 決心 を與 へた 者 は 有名なる 社會學 者べ ンジャ ミン • キッドであった。 彼の 二 大著 書 Ivo- 

J^ress  ami  Lil)2.f.y,  pl.inci せ le  of  .western  Civilization を讀ん で、 私 は 我 曰 本 國の爲 に ま 他す に、 §ぁ 一 

誊 研究 以上に より 善き 途 なしと 覺っ て、 萬 難を排 して 之 を 始めた ので ある J キ ッ ドの 主張 を簡 短に 摘 

んで 云へば 「文明の 基礎 は キリストの 敎に 於て 在る。 上なる 者が 愛を以 つて 下なる 者に 臨む と 云 ふ 所 

に、 西洋文明の 特長が ある」 との 事であった。 そして 私 は今猶 キッドの 主張の 眞理 なる を 信じて 疑 は 

たい 者で ある。 若し 歐米 人に 干數 百年に 涉る 基督 敎の敎 養がなかったならば、 今日 云 ふ 西洋文明 は 起 

らす、 起っても 直ぐ 消へ て 了うた と 信す る 。ダンテ、 ル ー テル、 カル ビン、 ノックス を引拔 いたる 歐 

米 社 食の 現狀は 之を考 ふるだに 不可能で ある。 奴 隸錢止 も、 監獄 改良 も、 近く は 禁酒 政治 も、 凡て キ 

リ ストの 敎に 基き て爲 された る 事業で ある。 

〇 基督 敎は 一一： M ふまで もない 其 S キ； 書に 於て 在る、 聖書 を 研究せ すして 基督 敎は 解らない。 今日の 敎會の 

基 敎の 如くに、 書 研究に 熏 きを 置かざる 基督 敎は、 ！ ぃ效 菜の 舉ら ざる 基督教で ある。 聖書 を最 

も 深く 平び し國 民が 社會 的に も 最も 强！： たる 國民 である。 ス コソト ランド、 新 英洲が 其 好き 實冽 であ 


る。 共 產的露 w に 隣り して 少しも 其惡 影響 を 受けざる ス 力 ン ダナ ビヤ 諸 邦 も 亦 深く iv? 一書 知識に 浸りし 

圃 である。 聖書 硏究は 決して 道樂 でない、 阔 と 社會を 作り上げる 爲に 必要で ある。 之れ なくして 如何 

して 社會 事業が 興る であらう 乎、 私に は 解ら たいので ある。 

〇 社會 事業 を 生活 改善、 幸幅增 進との み 見る は大 たる 間違で ある。 ィ H スが闩 ひ 給 ひしが 如くに 「人 

ば パンの みに て 生く るに 非す、 唯 神の 口より 出づる 凡ての 言に 因る」 である。 人の 生活 幸福 は獸の そ 

れ とは異 ふ。 豚 は 食 足れば 滿 足す るが、 人 は 衣食住の 外に 靈 魂の 糧 なる 眞现を 要する。 此 意味に 於て 

社 會の爲 に 詩 も WI: 學も 倫理 も 必要で ある。 神の 一一： 一口な くして 人は活 きす、 社會は 成立したい。 一一 H あり 曰 

く、 北米 合 衆國は God  (神) を 求めし 人達に 由って 建ら れ しが 故に 健全なる 發 達を遂 ぐる を 得しに 對 

して、 南米 共和 阔は frla  (金) を 探りし 人 等に 由って 立ら れ しが 故に、 動搖 常に 止む ことたし と。 

神 を 求む ると 金 を 探る との 間に： 大地の 差が ある。 祌を 求む るの 心なく して W も 興らす、 社會 もい お は な 

いので ある。 

〇 如斯 にして 聖書 研究 に 從is^- して 私 は 大 な る 社會 事業 を 爲 しつ K あると E ケ 4。 勿 論 私 の 淺學 微力 を W 

てして 爲す所 甚だ 勸 しと 雖も、 爲さ るに 勝 さる こと 寓々 なる を 疑 ふ 事 は 出来ない。 預言者 ァ モスの 

一一： 一 II に 「神の 言 を聽 くの 饑饉」 と 云 ふが ある 通り、 食物の 饑饉の 外に 天より 臨む 眞理の 光の 幾饉 ある 事 

を 忘れて はならない。 日本に 於ても 何時か 其國 民が 神の 言 の 幾饉を 自覺す る 時が 到る であら う。 其 時 

^供の 小た る 努力が 認められて、 私供 も 亦 「社會 の功穷 者」 の 内に 算 へらる k であらう。 勿論 社會ゃ 

政」 付に 認めら れんがた めに 爲す 事業で たいから、 認められす とも 恨み はしない が、 然し 聖書 研究 を閣 

人の 道樂 である 乎の 如くに ふ 人が 信者 不；！ 者の 問に 許 多 ある を 知る が 故に、 一に ー應辯 明して 置く 
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次第で ある。  (『聖書 之 研究』 十 力し 
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日本の 國體と 基督教 

或る 高位 高せ のん たちに 此 問題 を 提出され たと して 私 は 火 略 左の. g くに 答へ る で あ ら う 。 

〇 此 問題 は 已に決 {疋 した ものと m わ ひ ます。 若し 基督教が 日本の 國體 と相容 れ ざる ものなら ば、 日 本 政 

^はヒ に 基督 敎を 禁じ て-居る 苦であります。 斯 かる 重大問題 を 偵 人の 解決に 待つ が 如き は 國へ^^ の危險 

O0OCOC0C0  oo〇oooocccl  ocooooc-occ-cooco〇 

此 上ありません。 開國 以來： Ll に 七十 年、 基督教の 禁制な き 以上、 國民は 基督 敎と！ = 本の 國體と は W 立 

oooooooooor-ooocooo 

し 得る 者と 見て 差 支ない ものと 信じます。 

〇 而 巳なら す 今 H ま で 日.^ 政」 おの {R 吏 の內 にも、 叉 は 國會 議員 の ft にもお 力な る 基督 敎信者 を 見 ま し 

た。 法 として は 渡邊錫 君の 如き、 事務官と して は 長 尾 半 平 君の 如き、 敎育 { 氷 として は 佐 藤： ：3 介、 

部 金 吾 * 新 渡戶稻 造^の 如き、 議員と して は片岡 健吉、 江 原素 六、 根本 正、 田 川 大吉 郞の諸 1?; の 如き、 

何れも 隱れ なき 基督 敎信 者で ありました。 現に 〇〇〇〇〇官 の 如き 御自身 は 信者で ない としても 其 御 

家族の 熱心なる 信者で ある こと は 好く 知れ渡り たる 事實 であります。 若し 基督 敎が 日本の M 體と 相反 

するならば 日本の 政 _w 並に 國 家が 是 等の 人々 を 官吏 叉 は 公人と して 使 川す る 苦はありません。 日本 政 

OOOOOOOOOOOCOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO-0 

府は其 行爲に 於て 明かに 基督 敎の 日本の 國{< ぶに 於け る 地位 を 認めて おる と 信じます。 

〇 殊に 义 日本が 英國の 如き 純 基督 敎國と 最も 親密なる 國.； 的 交際 を 結ぶ を 見まして、 亦 • 人皇 陛下 御自 
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身が 世界 曰 曜學校 大會に 大金 を 寄附し 給 ひし 事に 照らして 見ましても * 日本の 皇室が 基督 敎を 有害 視 

し 給 はない 事を證 して 餘 りあります。 斯 かる 歷然 たる 證據 あるに 拘 はらす 基督 敎と 日本の 國體と は 互 

に 相容れ ざる 乎の 如き 疑を懷 くが 如き は、 是れ 日本 政府の 誠意 を 疑 ふの 行爲 であると 思 ひます。 故に 

此 質問 は是れ 私供の 如き 弱き 小さき 基督 敎 信者に 質すべき 者に 非す して、 政府 當局 者の 答 辯に 待つ ベ 

<3<1 厶厶 厶厶厶 <3.1厶<3<3<1厶厶<1 厶厶  < ：厶厶 A 厶厶  <1 厶 △△<! 厶厶  <1<3 厶 

き 者で あると 思 ひます。 基督 敎は 日本の 國體と 相反せ すと は 日本 國の 孜府が 其國民 並に 全世界に 向つ 

<1 厶厶厶 A 厶  <1<-<1厶< "ム  <"< "ム 

て 辯 明す ベ き 者で あると 思 ひます。 

〇 そして 若し 基督 敎と 日本の 雨體 とが 互に 相容れ ざる 者であります るなら ば、 其れ こそ 世界の 大事 件 

であります。 御 承知の 通り 基督 敎は 所謂 文明^ 界 の宗敎 でありまして、 之に 反する 事 は 全世界に 反す 

る 事になります。 そして 今や 文明 世界の 有力なる 一 員と なりし 日本 國が 世界の 宗敎 たる 基督 敎と 其存 

在の 根本 を 異にし やう 害はありません。 斯く云 ひて 私 は 歐米を 恐る、 に 非す、 叉 彼等の 勢力 を藉 りて 

私の 立場 を强 うし やうと は 致しません。 然し 審の實 際 上 重大なる は 何人が 見ても 明かであります。 世 

O0COO  00O00  OO0O00O0O00OOOOOOO00OOO00OO0O こ i さ 

界 平和の 立場より 見て、 基督 敎と 日本の 國體 との 調和 を 計る が 最も 望ましき 事であります。 故ら に 二 

者 の 反對を 唱 ふる が 如き は 甚だしき 危險を 犯す ことで あると 思 ひ ます。 

〇 日本の 國體と 基督 敎、 二者 孰れ も大 問題であります。 是は 長き 研究 を 積む にあら ざれば 容易に 解ら 

ざる 問題であります。 御 承知の 通り 西洋 諸 固に 於て は 基督 敎 研究の 爲に 特^に 多くの 大學 校が 建ら れ 

ました。 オクス フホ ー ド、 ケムブ リツ ヂ、 ハー バ，. ド、 ェー ル、 チュ ー ビンゲン、 ハレ—、 ッ ー リツ 

ヒ、 バ ー ズル、 其 他 屈指の 大學は 皆な 基督 敎 研究 を 第一 の 目的と して 建ら れた 者であります。 故に 之 

は 一朝 一 タ にして 知る ことの 出来る 者ではありません〕 試に 其 概略 を 知らん が爲 に英國 百科 字典 所載 


ジ ョ ー ジ . ノックス のべ ンに 成りし 「基督 敎」 の 一 項 を 護んで 御覽 なさい。 其の 如何なる 問題で ある 

乎が 判明り ます。 そして 日本人 は 日本の 國體は 之 を 知り 悉 して 居る とします る も、 其 相手の 基督教の 

何たる 乎 を 知る は 容易でありません。 之 を 斥く るも迎 ふる も 勝手であります る • が、 有識の 士は靳 かる 

大 問題に 對 して 容易に 刺斷を 下しません" 

〇 斯く云 ひて 私 は 答 辯の 責任 を 避 せんとす るので はありません。 私 は唯此 問題 は單に 基督 敎 信者と 

しての 私の みの 問題に 非す、 日本 國民 並に 其 政府 を 代表 せらる k 諸君の 問題で ある 事 を豫め 明白に し 

て 置きたい のであります。 私は此 問題に 關し 諸君に 寐判 かる k の 地位に 在る 者ではありません、 

と 同じく 其 解決 を爲 すべき 责任を 負 ふ 者であります。 若し 私 をして 幾分な りと も 諸君の 解決 を 助けし 

めよ と 巾 さる k ならば 其 要求に 應 じます。 然し 乍ら 若し 諸君が 私に 向て 「汝は 基督教 信者な り、 我 は 

否ら す、 汝 我が 前に 汝が 日本 國民 として 同時に 基督 敎 信者たり 得る 其 理由 を 辯 明せ よ」 と 言 はれるな 

らば^ は 之を辭 退し ます。 そして 若しも 諸君が 私 を追窮 して 止まざる ならば、 私 は先づ 諸君より 前述 

の 諸問題 に 關す る譜君 御自身 の 說明を 聞き、 然る 後に 私の 意見 を述 ベ ます。 

〇 序に 巾 上げます。 所謂 基督教 信者の 屮 より 國體に 反く 行爲に 出た る 者が 出た とて、 基督 敎を非 雑す 

る 事 は 出来ません。 亂臣は 何れの 宗敎 よりも 出ました。 殊に 日本に 於て は 基督 敎が 西洋 思想と 同視 さ 

れ ます。 そして 二者 同一 でない 事、 社會 主義、 過激 思想 等 は 基督教の 反對 である は 諸君の 能く 知ら 

る-. "所であります。  • 

〇 私 は 更に 諸君に 伺 ひたいので あります、 諸君 は 今にして 基督 敎を 日本より 絶す 事が 屮 H 來 ると 思 ひ 給 

う 乎。 日本 は 盛んに 西洋文明 を 採用した のであります。 そして 西洋文明と * 督敎 との 關 係の 切って 切 

ョ木 の 國！！と^^-ぼぉ  六 二 五 
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れぬ 深い 關係 である 事 は 諸君の 能く 知らる i 所であります。 西洋文明 は 之 を 採る も 基督 敎は 採らす と 

云 ふ は、 梁 は 採る も樹は 採らす と 云 ふと 少しも 異なりません。 近代の 代議 政體の カル ビン 主義の 基督 

敎の產 たる 事 は 疑 ひない 事で あると 思 ひます。 サ ー • ジ H 1 ムス • マ キン トツ シが 一一 Is ひました 「近代 

の 代議 政體は 人の 救 はる k は 行爲に 由ら す 信仰に 由る との 敎義を 以て 始まりし 者で ある」 と。 誠に 基 

督敎拔 きの 代議 政體は 未だ 試みられざる 試驗 であります。 其 他 思想に 於て、 文學に 於て、 哲學に 於て、 

所 文化 生活に 於て 基 敎は 旣に澤 山に 日本の 社 會に浸 込んで 居ります。 今に 至りて 之 を 取 除く は不 

ocooooococoon-cocoooooooooooooooooo^oo 

能であります。 何故 それよりも 直に 進んで 日本 國を 基督 敎國の 一 と 成さん としない のであります 乎。 

私 は 政治家の 立場に 自分 を 置い て 斯く言 ふので あります。 今日に 至り 日本 國 より 基督 敎を 除かん と 欲 

する 事 は 不可能で あるの みならす 愚策で あると 思 ひます。 私供 は 日本 を 世界 第一 の 基督 敎國と 成さん 

と 努めて 居ます。 


日本 國と 基督 敎 

「大正 十四 年 六月 六： n 靑山會 $5 に 於て. *;fS 日 H M3 

義は國 を 高く し、 W は 民 を 辱 かしむ (箴 一一 H 十 ra 章 三 四 節)。 

れ 5^ て 

汝に 事へ ざる 國と 民と は滅 ぶべ しその 國は 全く 荒廢 るべ し (ィザ ャ書」 ハ十章 十一 一節)。 


エホバの 榮 光を認 むる の 知識 地に 充 ちて、 あだか も 水が 海 を掩ふ 如くな らん (ハバ タク 書 二 章 十 

四 節)。 

祌は 凡ての 民 を 一 の 血より 造り 悉く 地の 全面に 住ませ、 預め其 時と 住む 所の 界とを 定め 給へ り、 

此は人 をして 神 を 求めし め、 彼等が 或は 探求む る こと あらん 爲たり (使徒 行 傅 十七 章 二 六、 二 七 

〇 日本に-は 日本の 宗敎 と道德 とが ある、 別に 外 園の 宗教なる 基督 敎を 要せす と 云 ふ は旣に 過去の 事に 

屬 します。 日本 は 今や 世界の 勢力であります、 そして 基督 敎は 世界の 宗敎 であります。 若し 日本に 宗 

敎の耍 なしと 云 ふなら ば 其れまで あります が、 旣に宗 敎の要 ありと 認めし 以上 は、 

必； 耍 であります。 基督 敎は 歐羅 巴の 宗敎 であります、 北 亞米利 加の 宗教であります、 南 亜米利加の 宗 

敎 であります、 阿弗利加 大 il の 最も 開明せ る 部分の 宗敎 であります、 太利亞 の 宗教であります、 そ 

して 今や 其 發祥の 地た る W; 細： 业 大陸 を も 其 領土に 加 へんと して 居ます。 佛敎 は大な る 宗教で ありまし 

て、 私 は 之に 對 して 深い 尊敬 を 表せざる を 得ません、 然し 乍ら 佛敎は 世界の 宗敎 に 非す して 亞細 亜 の 

宗敎 であります。 而 かも； 大山 以柬其 一部の 宗教であります。 义モ ハ メット 敎は强 い 宗教であります が 

是は 主として 熱帶 地方の 宗教でありまして、 赤道の 南北 三十 度 以外の 地に 於て は榮 えない 宗教で ある 

と 云 はれて 居ます。 故に 文明 人の 宗敎 と 云へば 基督教で あ り ます。 宗敎 の 必要な しと 云へ ば 其れまで 

であります、 然れ ども 必要 ありと- K へば 基督 敎で あります。 是れ 七十 年 前に トマ ス . 力 ー ライルが 云 

うた 事でありまして、 私 は 今日 之 を 諸君 の 前に 繰返して 俥り ません。 

) ^1 0  C  ^  _ ^  0  0  0  C  0  0  0000  0-00  0  00 

〇 第二に 基督 敎は^ 界の 偉人 多數 の宗敎 であります。 シ H— クス ピャ、 、ダンテ、 ミルトンの 宗敎 であ 
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ります、 デカ ー ト、 ライブ  一丁 ソッ、 カントの 宗敎 であります、 ハイデン、 モ ザ一 ト、 ベ— トウ ベンの 

宗教であります、 コ ロム ゥ エル、 リン カン、 グラッドストンの 宗敎 であります。 我等 m 本人 は 今や 活 

動の 諸方 面に 於 て 是等 の 人々 に學 ばんと しつ k あるので あります。 人の 宗敎 は 其 人 の 根本であります" 

其 人の 宗敎を 知らす して、 其 思想、 藝術、 作品 は 解りません。 今 n の H 本文 明に 何となく 不完全に し 

て 不徹底な る 所の 在る は 是が爲 であると 思 ひます。 卽ち 西洋 文 明 を 採用し て 其 根本 の 精神なる 基督 敎 

を 信じない からであります。 ベ ー トウべ ンの 信仰に 入らす して 其 昔樂を 究めん として、 故 久能久 子女 

おは 彼女の 大 天才 を 以て 悲惨の 終り を 遂げた のであります。 基督 敎拔き の 西洋 m 心 想 の 研究の やうた つ 

まらない 者はありません。 我 生命 を 語る 者と して ダ ン テの 神曲 を讀ん で こそ 其 深い 味が 味 は る，^ ので 

あ ります。 哲學 最後 の 目的 は 神 と 自由と 永 生と を 獲る に 在りと 云 はれて 居ます。 然 る に 其 神 と自. m と 

永生と を 璲んと 欲する 熱心な き 者に、 西洋 哲學に 何の 興味が ありませ うか^に は 解りません。 H 木 人 

巾に 朱 だ 一 人 も アベ マリヤ を 本営に 歌 ひ 得る 人がない と 聞き ましたが、 多分 それ は木當 であらう と E 心 

ひます。 マリヤの 子ィ H スを 知らす して、 アベ マリヤ は 本當に 歌へ ません。 

0OOO0OO0OO00O0OOOO0  はなむこ  はなよめ 

〇 第三に 基督 敎は 特に 青年の 宗敎 であります。 キリスト は 新郎に、 基督 信者 は 新婦に 譬 へられます。 

せし 将敎は 若き 人に 向く 宗敎、 又 老いた る 人 を 若く する 宗敎 であります。 其點に 於て 基督教 は佛敎 儒 敎 

其 他の 宗教と 異 います。 ィ H スは敎 へて 曰 ひ 給 ひました、 

地に 泰平 を 出さん 爲に 我れ 來れ りと 思 ふ 勿れ、 泰平 を 出さん とに 非す、 刃 を 出さん 爲に 来れり、 

そ； J  、(め  -J うとめ 

夫れ 我が 來るは 人 を 其 父に 背かせ、 娘 を 其 母に 背かせ、 媳を其 姑 に 背かせん 爲 なり (馬 太傳十 

章 三 四、 三 五 ig)。 


と。 老人 道德の 立場より 見て 實に 恐ろしい 敎 であります。 然れ ども 事實 なる を 如何せんであります p 

青年の 宗敎 なる 基督 敎を 信じて、 子 は 其 父に 背き、 娘 は 其 母に、 媳は其 姑 に 背く と 云 ふので ありま 

す、 卽ち 若き 者が 老 ひたる 者に 背く と 云 ふので あります。 背く と 云 ひて 何にも 近代 人が 長者に 背く や 

うに、 ハ湫偉勝\^を唱 へ て長者に對して反旗を翻 へすの ではありません。 新ら しき 眞理 を植附 けられて、 

舊き眞 理に堆 へられた くなる のであります。 卽ちィ ヱ スが 他の 譬を 以て 敎へ給 ひしが 如くに 新ら しき 

萄酒 を舊き 革囊に 盛りて、 囊は張 裂く るので あります。 キリストの 福音の 說 かる. - 所に は、 何 所に 

も 此新舊 の 衝突が 起り ます。 そして 他の 場合に 於て は舊が 勝って 新が 負けます が、 基督 敎の 場合に 於 

て は 新が 勝って 舊が 負ける が恆 であります。 「日々 に 新に して 又 日々 に 新たな り」 と は 儒教の 理想で 

あります が、 此 理想 を實現 する 者 は 懦 敎に 非す して 基督教であります。 基督 敎は錢 も 容易く 靑 年に 受 

納れら る、 者、 靑年 の 心 を 以てする にあら ざれば 信す る ことの 出来な い 宗敎 で あ り ます。 本當 に キリ 

ストの 福音 を 信じて 老人に 成る こと は 出来ません。 私自身が 今より 四十 八 年 前、 十六 歳の 時に 基督 信 

者に 成りました、 そして 六十 四 歳の 今日、 青年時代と 變る ことなく、 然り それ 以上に、 希 に 燃え、 

智識 愁 旺盛に、 擊 たれても、 倒れても前を&^-んで進んで行くことの出來るのは全く此敎のぉ蔭に依る 

ので あると 信じます。 

0OOOOOOOOO0  0  00OO000OC0  000OOOOO0OOO0O0O0 

〇 第 四に 基督教 は 亞細亞 に 起った 宗教でありまして、 特に 亜細亜 人に 適する 宗敎 であります。 亞細亞 一 

は 起原 的 大陸でありまして、 大宗 敎は 凡て 亞紬亞 に 起り ました。 宗教 は 亜細亜の 特產 物であります、 

そ して * 督敎は 其 最大の 產 物であります。 基督 敎を 西洋の 宗敎 と 云 ふ 程間逮 つたる ことはありません。 

基督 敎は 西洋に 人って 西洋 を 化して 今日 ある を 得しめ たのであります。 西洋が 基督教 を 作った の で は 

H 本 S と^ g 敎  六 二 九 


0  ？ s と a 世  六 三 〇 

ありません、 甚督敎 が 西洋 を 作った のであります。 そして 今や 西洋の 征服 を 終って 再び 元の 亜 細 •poi に 

歸 つ て來た の で あ り ます。 其 明白なる 歷史 上の 事 を 知らす して、 西洋人 は 己が 宗敎 とし て 基督 敎を宜 

傅し、 -亞細 亞人は 西洋人の 宗敎 として 之 を 排斥す ると は、 Hg も 亦 雀 だしいで はありません 乎。 基督 敎 

が 西洋人の 宗敎 でない 事 は 一 目 瞭然であります。 西洋人の 內で 最も 克く 基督 敎を 解す る 者 は 誰で あり 

ます 乎。 チュ ー トン 尺 族の 獨 逸人であります、 スラ— ブ 民族の 露 西-?0| 人であります。 卽ち其 心の 性質 

に 於て 最も 亞： 細亞 人に 近い 人種であります。 そして" 亞細 亜から 遠 かれば 遠 かる 程、 彼等の 基督教の 了 

解が 一 t らいで 來 るので あります。 英！： 人の 基督 敎 の/解が 獨逸 人の それに 較べて 遙に淺 い 事 は 何人が 

厶<1 厶厶厶 A 厶 厶厶 A  A  A  A  A  A  二  •】〈 厶厶 厶. ^厶<1厶<1 厶厶厶 

見ても 明かであります。 そして ioslwi より 最も 遠く 離れた る 米 《 人の 基督教の 了解に 至りて は 最も 湾 

い 者で ある だら うと 思 ひます。 斯う 云 ふて 私 は 英米人 は 取る に 足らざる 國民 であると 云 ふので はあり 

ません。 或る 事に 於て 彼等 は 偉大なる 國 民であります。 そして 基督 敎が 彼等の 偉大た る を 助けた ので 

あります。 然れ ども 彼等の^で 克く 自己 を 知る 者 は 公言して 悼り ません 「宗 敎は英 民族の ジ 一一 ヤスに 

非す」 と。 英米人 は 肉の 事、 地の IST 政治の 事、 經濟の isl- に は 秀で k 居ます、 然れ ども 靈の 事、 天の 

折：！ 學の 事、 信仰の 事に は 暗ら くあります。 故に 彼等の 宗敎 運動なる 者 は恆に 彼等の 內に 始まらす 

して、 彼等 以外の 國 n:^ の 内に 始まる が 常であります。 其 一例が メ ソヂス ト敎會 の 始祖なる ゥ H スレ ー 

の宗敎 運動であります。 其 起原 は 英國に 在った ので はなく して、 獨 逸に 在った のであります。 フラン 

ケ ー、 スぺ， "ネル 等 を 生んだ 獨 逸の ピ ー チズ ム 運動に 在った のであります。 獨 逸人に 在る やうな 深い 

信仰心 は 英^人に はありません。 勿論 米國 人に は 在りません。 

〇 其れ は 抑々 どう 云ふ譯 であります 乎。 亞細亞 人に 最も豐 富に 具 へられた る 霊性が、 西洋人 中獨 逸人 


に 最も 克く發 達して 居る からであります。 (多分 同じ 事が 露西亞 人に 就ても 首 ひ 得 やうと 思 ひます) リ 

獨 逸の 折：！ 學者叉 は祌學 者の 書いた 者 を 讀んで 直接に 感じます 事 は其靈 性の 濃厚なる 事であります。 此 

事 は カント、 や nl ビ ー、 へ I ゲル 等の 冷靜 なる 哲學 者に 接して 刺 明ります。 獨 逸人の 哲學が 全體に 

观想 主義 的なる は 彼等の 此國民 性に 由る ので あると 思 ひます。 彼等 は 心と か、 自己と か 云 ふ內的 生命 

に 力 を 1;^ きます。 人 問 を 特に 意志の 實在 者と して 見ます。 外に 賴る こと 齡 くして： に 待つ こと 多き 者 

と 見ます。 故に 信仰が 自 から 內 的に なり、 靈 的に 成る のであります。 之に 反して 英米人の 宗敎は 外に 

賴る こと 多くして 內に 待つ こと 掛 くあります。 英米人 は先づ 第一 に 算數に 重き を 澄き ます。 統 計 は 

彼等の 35- 理證 明の 基礎であります。 彼等に 取り 最も 成功せ る 宗敎が 最も 善き 宗敎 であります。 彼等の 

仰 は E に 運動に 表 はれます。 唯 信じて 樂 しむ 信仰 は 彼等 は賤 しみ、 之 を 神 祕と稱 して 斥けます。 

彼等 は 信仰の 事に 於ても 金錢の 力に 由ら すして は大 なる 事 は爲し 得ない と 信じます。 彼等 は 境遇 を 重 

く 見て 意志 を輕く 見ます。 感化、 感化と 唱 へて、 境遇 を改 むる にあら ざれば 人の 心を改 むる 事 能 はす 

と 思 ひます。 彼等の 人生 觀は實 物 主義であります。 其點に 於て 獨 逸人と は 非常に 違 ひます。 

〇 私 は斯く 云 ひて 獨 逸人 を 讚 めて 英米人 を^す のではありません。 私自身が 英米人に は 負 ふ 所 甚だ 多 

い 者でありまして 私 は 彼等 の 長所 を 克く知 つて 居る と 思 ひ ます。 私が 獨 逸人と 英米人と を 較べ ます の 

は、 獨 逸人に 在る 濃厚なる 亞細亞 的 靈性を 明かに せんとす るからで あります。 H マ ソン は恆に 彼の 妻 

を 呼んで 「亞細 亜」 と 云 ひました。 其れ は 彼女が 克く 彼の 靈的 方面 を 代表した からであります。 代表 

的米國 人たり し H マ ソン は克く 自己の 靈 性に 於て 不足す る 事 を 知って 居ました。 米 國人は 決して 靈的 

國民 で ない と は 自覺せ る 米國人 自ら が 克く知 る 所で あ り ます。 宗敎は 米國人 の 長所で ない 事 は 米國人 
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A  A  A  A  A  A  A  A 厶厶厶  <1< ！厶 厶厶厶 <： 

自身が 充分に 認 むる 所 で あると 思 ひ ます。 

Q 基督 敎は靈 的 宗教であります。 「人 若し 全世界 を 得る とも 其 靈魂を 失 は^ 何の 5 妣 あらん や」 とィ K 

スは曰 ひ 給 ひました。 誠に 然 りであります。 かの 莫大の 富、 自動車、 飛行機、 ラ ヂォ、 太平洋 を壓す 

る 大海 軍、 身 を 漂 はす やうな 黄金の 海、 凡て 是れ ある も 若し 靈魂を 失 は 何の 益 あらん やと キリス ト 

は 敎へ給 ふので あります。 米 國人は イエ スの此 言を眞 面目に 信じ 得る であり ませう 乎。 昨年の 事で あ 

りました、 米國の 或る 有名なる 評論家が、 かの 厭 ふべき 排日 法案 を 辯 護して 曰 ひました 「若し 人種 平 

等が 神の 聖旨 であるならば、 我々 は 其 事に 於て 丈け は 神に 反對 する 事 を 許し て 戴かなければ ならな 

い」 と。 其れ は 全く 米國 式であります、 靈的 信仰ではありません。 「若し 全^界 を 得る とも 其 靈魂を 

失 は f 何の 益 あち んゃ」 と 云 ふ のが 本當 の 基督 敎 で あ り ます、 そ し て 亞細亞 の 精神 は聲 高らか に 之 に 

答へ て 曰 ひます、 r ァ ー メン 主よ、 i ま 3 をして 成らし め 給へ」 と。 

-:个  水 

0 諸君、 私供 は 新たに 世界的 勢力と 成りし 日本 國の巿 おであります。 そして 今や 世界 &^ 想の 最善 最美 

の もの を吸牧 せんとして 居ます。 そして 諸君 は靑 年でありまして、 新ら しき 生命に 生き 新ら しき 國を 

作らん として 居ます。 そして 私供 は- 亞細 亜人でありまして、 キリストと 生れし 大陸 を 共に し、 具 はり 

し； 大性を 同じう して 居ます。 此 時に 際し、 此 立場に 立つ 私供 は キリスト を 私供の 靈 魂の 救 主、 我國の 

光、 人類の 王と して 受く べきではありません 乎。 キリストが 日本に 臨み 給 ひし は外國 人が 我阈 に攻來 

つたので はありません。 「彼れ 己の 國に來 りしに 其 民 之 を 接け ざり き」 と あるが 如くに、 キリスト は 

日本に 來 りて 己が 圃に來 り 給うた のであります。 日本人 は 西洋人よりも、 殊に 英米人よりも、 より 善 


く、 より 深く 彼 を 解し 奉る の 資格 を 具 へられた のであります。 故に 私供 は 今日 喜んで 彼を迎 へ、 彼 を 

殊に 日本人の 救 主として 仰ぐべき であります。 是れ 彼の 喜び 給 ふ 所で あるの みならす、 又 基督 敎國全 

體の 喜ぶ 所であります。 基督教 は 日本人 を 待って 其 完全に 達する ので あると 思 ひます、 基督教に 就て 

- 西洋人の 解らない 點 がま だ澤山 にあります。 それ を閎 明す るが 日本人の 天職であります。 殊に 基督 敎 

の 事業と して 殘 つて ゐる 事が 澤 山に あります。 其 一 が 信者の 一 致であります。 IE 洋に 於て 基督 敎は分 

離して 今や 六 百 有餘派 に^れて 居ます。 如何にして 元の 一 致に 歸 らん 乎と は 西洋の 基督 信者 を 憎ます 

最大 問題であります。 そして 彼等 は 一 致せん と 欲して 一 致し 得ない のであります。 舊新兩 大敎は 今尙 

始めの 仇 恨 を繼績 します。 そして 新 敎に數 百の 派が ありまして、 是れ亦 各自 信す る 所に 據 つて 動き ま 

せん。 「聖き 父よ、 汝の 我に 賜 ひし 者 を汝に 居らし め、 之 を 守りて 汝と 我と 一なる が 如くに 彼等 を も 

一 になし 給へ」 との ィ H スの 弟子 等に 關 はる 祈禱は 弟子 等の 分離に 由て 今尙 ほ事實 とたって 現 はれな 

いのであります。 西洋人の 大缺點 は 差違 を 高調す るに あります。 小異 を 捨て 大同に 據るは 彼等の 爲し 

得ない 所であります。 彼等 は 人が 分と 全然 一 致す るまで は滿 足しません。 自分が 信す るが 如くに 信 

じて 自分の 敎會に 入りて 其會 員と 成る まで は滿 足しません。 それ故に 彼等の 間に 在りて 宗派 心が 非常 

に强 くあります。 組合 敎會 とバ プチ スト 敎會と は 極く 近い 敎會 であり ますが、 彼等 は 敎義上 些細の 相 

ま述が ある 爲に 今日に 至る も 合同す る 事が 出夾 ません。 ホ リネス 敎會、 プリマス ブラ ゼ ルン、 末世の 福 

fFis 等外 部から 見れば 同一 の 信仰で ある やうに 見えます が、 其 和合 一 致 を 見る こと は 到底 tlW まれません。 

然れ ども 我等 日本の 基督 信者 は カトリックで もなければ ブ n テスタ ント でもありません。 メソヂ スト 

でもなければ バ プテ ス 卜で もありません。 日本に 今 五十 有. 餘の 基督 敎の敎 派が あります が、 それ は R 
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木に は 有らす もがな であります。 日本に 於て は 人が クリスチャン であれば 夫れ で 足りる のであります。 

そして クリスチャン たるの 特徴 は 愛であります 0 「愛な き 者 は 神 を識ら す」 と あるが 如しであります り 

厶 <3<3<1 厶厶 △ 厶厶 AAA  A 厶 <"<:<"△  厶. 1 厶厶 厶厶 <3<1<： 

〔取大 の P 、端 は 敎義上 の ^^^ハ端 でありません、 neii^ を 愛 せ ざ る 事であります。 「汝等 も し 互に 相愛せ ば 之 

に. S りて 人々 汝 等の 我が 弟子なる こと を 知るべし」 とィ H スは闩 ひ 給 ひました (ョ ハ ネ傳 十一 二 章 三 五 

節 )" そして 私供 日本の 基督 信者 は 此の 簡 短なる 敎を實 行して、 玆に 基督 敎會千 八 百年 間の 理想た る 

基督 信者の 一致 を實 現した くあります。 是れ 西洋に 於て は 到底 爲す能 はざる 所で ある、 故に 日本に 於 

て 行って 貰 ひたしと、 私 は 多くの 西洋の 者が 云 ふ を 聞きました。 私， 供 は 「西洋の 信者の 爲し 得たい 

事 を 我等 日本の：；：^ 者 は 到底 爲す能 はす」 と 云 ひて 責任 を 避けて はなり ません。 哲學者 力 ントの 絕對命 

令が 此時 私供 を勵 ますべき であります、 曰く 「我等お さ るべ からす、 故に 我等 爲すを 得べ し」 と。 

然り爲 す を 得べ し、 そ は 我等 自身の 力に 因らす、 神 其 聖靈を 以て 我等 を 助け 給へば なりであります。 

〇然 れ ば 諸君 、 私供今 日 兹 に 此身 を神 の 聖 意 に 適 ふ g^! き 活 け る 祭物と な し て 神 に 獻げ や う で は ぁ り ま 

せん 乎。 我等 は キリスト を 要求し ます、 キリスト は 我等 を 要求し 給 ひます。 日本 圏と 亞紬亞 大陸と 全 

^界と 全人 類と は 日本人が、 殊に 日 木の 靑 年が、 今日 玆に 罪に 死し キリストに 生きん こと を 要求し ま 

す" 榮光 限りた く 父、 子、 聖靈の 三位の 神に 歸 せんこと を。 ァ ー メン 

此日 堂に 鬼 まりし 者、 青年 男女 三千 人であった。 余が 此國に 於て 見た 最大の 基督 敎的會 合で あ 

つた。 此 大衆が 聲を 合せて 主ィ H スの聖 名 を 讚へ たので あ. る。 日本 國は旣 に 基督 敎 園と 成りし 

觀 があった。 


武士道と 基督 敎 

大正 十二  3f 五月 十八 ri 司法. 外務， 陸海？ 諸 省 の 高等 に 由て 組織せ、 りる、 某會 の 席上に 於 て述 ベ し 所の も 

の 0 

〇〇〇 中佐 を 以て 私に 御會に 於て 何 かお 話し を 致せとの 御依囑 でありました。 私の 目下の 專門は 基督 

敎の 研究でありまして、 之れ 以外の 事に 就て 確信 を 以てお 話し を 致す 事 は 出来ません。 然れ ばと て 諸 

君の 如き 御歷々 の 前 に 於 て 所謂 傅 道說敎 を爲す こと を 揮り ます。 依て 中佐と 篤と 御 相談の 上に 此題を 

選み、 少しば かり 私の 研究の 結 を 諸君の 前 に 述べん と 欲する 次第であります。 

〇 武士道と 基督教と 申しまして、 二者 孰れ も大 問題であります。 二者 孰れ も 一言 を 以て 其 何たる 乎 を 

一一 一一 ロ盡す 事が 出来ません" お 互 は 武士道の 何たる 乎 を 知って 居ます が、 若し 外國 人が 我等に 對 つて 武士 

道の 定義 を與 へよ と 云 ひますならば、 之に 應 ふるの 言葉に 窮 します。 若し 本居宣 長の 歌 を 引いて 「朝 

日に 香 ふ山樱 である」 と 答へ た 所で、 彼等 は 其： S たる 乎 を 解す る 事が 出来ません。 同じ 事が 基督 敎に 

就ても 一 百 ひ 得ます。 基督 敎は大 問題であります。 御 承知の 通り 歐 米の 大學 なる 者 は 其の 最も 舊ぃ巴 里 

犬 風， -を 初めと して、 大抵 は 元々 基督 敎の 研究 を 主なる 目的と して 建ら れた 者であります。 そして 其硏 

究は 今猶 ほ廢ら ない のであります。 伯林、 牛 津、 劍 橋、 HI ル、 ハ ー バ ー ド 等に 於て 基督 敎は昔 
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しと 少しも 變ら ざる 熟 心 を 以て 今猶ほ 研究され つ 、あります。 聖書 は 全世界で 最も 多く 讀 まる、 書で 

あります。 七 百 有 餘の國 語に 譯 されて、 # 界各國 到る 所に 研究され っ& ある 書であります。 其の 基督 

敎を 一 言に して 富盡す ことの 出來な いのは 勿 41 であります。 基督教 も 武士道と 同じく ileis- であります 0 

そして 精神 は 幾何 學 のお 理の 如くに 文字 を 以て 言 表 はす 事 は出來 ません。 1^" 料 ゆ、^ を爲 すが 如き もの 

でありまして、 唯 熟練の 鑑定家の み 之 を 判^し 义 比較す る ことが 出來 るので あります。 

〇 然 らば 鑑定家 ならざる 素人が 如何にして 一 一 者 を 比 狡し 得る 乎と 云 ふに、 一 一 者の 結 娘 を 見る ことに 

て 略 ぼ 其 E 的 を 達する ことが 出來 ると 思 ひます。 勿論 精神 は 理想であります るが 故に 其 完全な る實現 

を 不完金 なる 人 ゆに 於て 求む る 事 は 出来ません。 然れ ども 完全に 最も 近き 者、 或 ひ は 普 a 一  皎に 代表 

的實 例と 稱 せらる X 者 を 選んで、 之 を 比較して 優劣 を 論す る 事が 出来ます。 そして 實例は 之 を 文明、 

1, 社き、 個人の 內に 選む ii! が 出来ます が、 最も 簡短 にして 解し 易き は きかの 觀察 並に 硏究 

に 於て 在る と 忍 ひます。 之を稱して傳^^^的研究と云ひます。 宗教、 折 〔學、 其 他の 主義 思想 を 研究す る 

に 方り て 傳記的 研究 は 比較的 簡易に して、 趣味 屐も 多き 者であります。 (序ながら 巾 上げます。 

の內 に、 短時間に 基 将敎の 何たる 乎 を 知らん と 欲せら る \ 方に、 私 は 『英國 百科 字典』 ，^ の Chris- 

tianity の 一 項 を 御勸め 致します。 宣敎師 として 長く 我國に 滞在せ しジ ョ 1ジ •  ノ ックス のべ ンに 

成りし 者でありまして、 大 論文と 稱 せざる を 得ません。 叉 同字 典內の Sociology の ： 項 を 御勸め 致し 

ます。 之 は^ 名なる 社會 學 者べ ンジャ ミン • キッドの ベ ンに 成りし 者でありまして、 基督 敎 をせ 會 

的 勢力と して 見た る 最も 公平なる 論文で あると 思 ひます。 ノック スも キッド も 決して 宗敎の ，扁 狹的熟 

、、—一お 一..」 はありません。 冷靜 なる 學 者であります。 安心して 彼等の 說を 聞く ことが 出来ます。) 


0000000000000  OOOOOCOOOOOOOCJOC  o し coco 

〇 若し 私が 武士道の 模範と して 西鄕 隆盛 を 選み、 基督 敎の それと して 英國の オリバ I クロム ゥ H ル 

を撵 みますならば、 御會々 員の 方々 に 武士道と 較べ て 基督 敎 の 问た る 乎 を 御 紹介 致す に 最も 便利 で あ 

クリス チ ヤン 

らうと 思 ひます。 西鄕は 武士の 好 模範に して 新 日本 建設の 基礎的 人物、 ク C1 ムゥ H ルは 基督 者の 好例 

にして 英帝國 創設の 原動力であります。 二者に 類似の 點 多く、 同時に 叉 相違の 點が辩 くありません。 

一 一 者の 比較 は 興味 多き 研究の 題目であります。 私 は 之を述 ぶる の 時間の 短き を 歎じます。 

〇 時 問 を 節約す る 爲に西 鄕に關 する 評論 を 略します。 お 互 日本人 は克く 彼の 短所と 長所と、 過失と 功 

績とを 知ります。 そして 彼の 功镜は 過失 を 償うて 餘 りあります。 彼 は 確かに 世界的 偉人であります。 

常に 東洋人 を 見下せし 當 時の 英國 公使 ハリ I . パ， I クス が西鄕 のみに は 敬服し 叉 信頼した の 一 事 を 兒 

て 彼の 偉大 さが 推量せられ ます。 私 は 英文 を 以て 西鄕 を外國 人に 紹介す るの 名譽を 有ち ました。 其 小 

著述が 三 ra の 歐羅巴 語に 譯 せられて、 西鄕の 如何なる 人物なる 乎が 廣ぃ 歐洲 大陸の 人 等に 知らる、 に 

至りました。 先日 獨逸 大使 ゾルフ 博士に 會 ひました 時に、 大使 は 私に 言うて 吳れ ました 「我等 獨 逸人 

はすべ て 西鄕を 愛す、 是れ 主として 君の 著書に 依る」 と。 私の 名譽此 上な しであります。 

〇 クロム ゥ H ル は西鄕 よりも 一 一 百年 前の 人で ありました。 彼が 英 固に 生れた の は 一 五 九九 年で ありま 

して、 我が 慶長 gl 年、 豐 臣秀吉 薨去の 翌年、 關ケ原 役の 前年で ありました。 斯くて 彼の 生涯 は 德川幕 

府の 初期に 當 るので ありまして、 其 時旣に 英國に 於て 憲法 政治の 根本が 討議せられ、 自由の 爲に 血が 

流が され、 英帝國 の 基礎が 据 ゑら れ たと 思へば 實に 羨望に 堪 へません。 そして クロム ゥ H ルは此 大^ 

業に 於け る 主動 者であった のであります。 是は 誠に 英國の 維新でありまして、 彼 は 我國の 維新に 於け 

る 西鄉の 地位に 立った 者であります。 勿論 維新 は」 人の 事業ではありません。 國衆的 運動であります。 
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然れ ども 其 運動が 一 人の 生涯に 鮮 かに 現 はれた のであります。 二人の 場合に 於て 各自の 傳 記は國 民の 

麼 5^ と 一 致す るので あります。 

0O0O00O000000O0000 

〇 クロム ゥ H ルは第 一 に 軍人で ありました。 そして 軍人と して 瑞 典の マ ドルフス、 佛 W の 十ボ レオン、 

獨 逸の モルトケと 併び 稱 せらる- - 者であります。 彼 は m 舍紳士 でありまして、 ^十三歳の時まで軍_5^- 

の M たる 乎 を 少しも 知らない 人で ありまし たが、 一朝 國 家の 危機に 臨み、 劍を 取る に-至りまして は、 

北ハ gsT  ： 求 略、 共に 遙に專 門の 軍人 を 凌ぎました。 私 は 軍事に は 全く 暗い 者であります が、 專門 家の 

批評に 依る に、 ク a ムゥ エルの 戰略 並に 戰術 は實に 模範的の 者で あるとの 事であります。 彼 は 叉 一度 

も 鼓け た 事が ありません。 彼の 勝利 は 叉す ベて 決定的で ありました。 彼は克く戰-^^の：！的を解し、 壞 

つ べき は 完全に 壞ち、 敞 をして 再び 立つ 能 はざる に 至らし めました。 

〇 理想的の 軍人たり し 彼 は 叉 理想的の 政治家で ありました。 彼に 依て 英國 は^ 界 第一 等國の 列に 加 は 

りました。 彼 は 時の 最大 强國の 西班牙に 常り、 幾 囘か其 高ぶりの 募 を 挫きました。 怫蘭西 をして 彼の 

政 "お を 恐れし め、 其 欲する 所 を 行 はしめ ました。 和 蘭と 戰 ひて 之に 勝ち、 和して 共同の 敵なる 西班牙 

に當 りました。 地中海に 於て、 西 印度に 於て、 乂加奈 太に 於て、 英國の 威力 を 揮 ひました。 そして 彼 

の此_5^-業を助くるに、 彼と 殆ん ど； IE 齢 のん にして、 主義、 信仰、 技能 を 共に せる 提督 ブレ ー クが あり 

ました。 軍に クロムウエル、 海軍に ブ し— ク、 彼等 ありて 英國 は. r 外に 威 を 振 はざる を 得ませんで 

した。 

〇：5： 治に 於て 英、 蘇、 愛の 併合 を 固めました。 法廷 は淸 めら れて 法律 は嚴 格に 執行され ました。 風 俄 

は 改まり、 w^むは 一 變しました。 すべ ての點に於て大ブリテ ンは嚴肅の國となりました。 但し 彼に 對 


し 政治家の 反 對は絕 えません でした。 彼 は 時に 應じ實 際 的 政治 を 行 はんとし たに 對し、 彼等 は 不可能 

の 理想 を 行 はんとしました。 彼 は 曰 ひました 「若し 各自が 其 理想的 政治 を 行 はんと 欲するならば、 國 

は 一 日 も 立つ 能 はす」 と。 故に 彼 は數囘 議會を 解散すべく 餘儀 なくせられ ました。 憲法 學 者の 眼より 

見て 彼 は 非 立憲 的壓制 家で ありました。 然し 乍ら 歷史は 彼の 政策の 能く 時の 必要に 應 ひし 者なる 事 を 

OOOOOCOOOO  oooo〇c-oooooooooooooo〇c-ooooo 

證明 しました。 大政 治 家の 例に 洩れす、 ク II ムゥヱ ルも亦 法律の 文字 を 超越して 其 精神 を 守りました- 

彼の 如き 秩序 を 愛する 者に 取り、 M だは 爲 すに 甚だ 辛ら い 事で ありました。 然し 乍ら 彼 は！； と. 止 義の爲 

めに は 文字 や 情 實に縛 ばらる、 が 如き 薄志 行の 人ではありませんでした。 彼 は 二百 年間に 涉る 己が 

國 人の 誤解 を 顧す、 立憲 的 政治家の 美名 を 賭して、 議會の 政治家 等と 闘って 其 横暴 を 抑へ ました。 彼 

の 心事た る ゃ實に 推察す ベ きであります。 

〇 ク" ムゥ ヱルは 日本人 の^より て、 大逆 無道の si- を 犯しました。 彼 は議會 派に 味方し まして、 時 

の國王 チヤ ー.^ ス 第一 世の 首 を 刎る の 罪に 與 りました。 是は 彼が 政權を 掌握す る 前に 行 はれし 事で あ 

りまして、 彼れ 一人の 犯した る 罪でありません。 然し 是れ 彼の：： H 認した る行爲 である 事 は 疑 ひ ありま 

せん。 故に 法律 並に 道義の 法廷に 於て 鞫 かれて 彼 は弑逆 者の 汚名 を辭 する 事 は出來 ません。 然し 乍ら 

歷. a- は 彼れ 並に 彼の 黨 派の 此行爲 を 辯 明し、 其 罪を赦 すに 非れば 甚 しく 之 を輕滅 しました。 ガ ー、 チナ 

1、 力 ー ライル、 モ ー レ ー、 ハリソン 等の 大歷 史家が 出まして、 時の 狀態 に照らして、 是れ. ^む を 得 

ざるに 出た 事で ある 事 を 辯 明し ました。 そして 英國. <： は 今や 彼の 此罪 を赦 して、 ゥ H ス卜ミ ンスタ I 

議事堂 の 前に 彼の 肖像 を 立 て k 、 英國 憲法 支持者 の 天使と し て 彼 を 祟む るに 至りました。 而已 のみな 

ら す 英 圃 の 王 ま で が 彼 の 功 績 を 認 め ざ る を 得 ざ る に り ま し た 。 彼 と 彼 の 同 僚 の 行 爲 に 由 り 英 國 の 
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王室 は 歐洲の 王 窒中 i 取 も 安岡な る 者た るに 至りました。 英國は 今より 二百 八十 年 前に 旣に 憲法 的戰 爭 

を鬪ひ 了った のでありまして、 is も 人が， 麻疹、 チ ブ ス を忠 ひ しと 同様 再 び 之に 概 る の 危險が なく な つ 

たのであります。 怫國は 百年 後れて 此疾に 見舞 はれ、 大 革命の 悲劇 を 見ました。 e^w は 今日 我等の：：：： 

前に 於て 更に 大 なる 悲劇 を 演じつ、 あります。 獨と澳 とに 就て は 語る に 及びません。 歐洲に 於て は 各 

S 孰れ も此 大破 壞に 遭遇せ すして 新時代に 人る 事が 屮 I 来ませんでした。 そして 英 H の それ は比较 的に 

非常に 輕 くあった のであります。 他の 諸國に 在て は 王室 は 倒れて P ひました が、 英 11 に 在て は！ 》 び 典 

きて、 今や 圃 家と 共に 榮 ゆるに 至りました。 是 にはク 口 ムゥ H ルの功 綺 與 りて 力 あるので あります。 

そして 歐洲に 在った 此 I を 我國に 於て 繰 返す の 必要な き は 一一 一一 n ふまで もありません" - ；者其 建 國の基 を 

異にします。 クロム ゥ H ルが 若し 日本に 現 はれた としまして 彼が 英國に 於て 爲 した #を爲 さなかった 

* は、 常時の 英國歷 史を讀 んで克 く 解り わす。 

〇 此ク a ムゥ H ルが 稀に 見る 熱心の 基督 信者であった のであります。 彼 は 軍人で あるよりも、 亦 政治 

であるよりも、 殊更に 强き 深き 熱き 基督 信者で ありました。 彼 は 祈禱の 人で ありました。 何よりも 

多く 聖書 を讀ん だ 人で ありました。 人と 社會 の 罪を責 むる 前に 强く 已を資 めた 人で ありました。 彼 は 

しもべ 

第一 に 神 を 畏れました。 神の 忠實 なる 僕た らん 事が 彼の 人生 第一 の 目的で ありました。 彼の 軍略 も 政 

^もす ベて 彼の 信仰より 出た 者であります。 見やう に 由て はク a ムゥ H ルは鮮 する に 最も 容ゃ 易き 人物 

であります。 彼の 信仰の 立場に 立ちて 見ます る 時に 彼の 爲 した 事 はすべ て 明瞭になります。 私の， 5 る 

歷 史的 大人物の. 2： でク II ムゥ H ル程 透明なる 人物はありません。 

〇 西鄕と 較べまして、 ク a ムゥ H ルは其 天稟の 性に 於て 劣って 居った 乎 も 知れません。 然し 彼 はより 


廣き 活動の 舞臺を 持ちました。 叉より 深き 宗敎を 信じました。 キリスト は 確に 王 陽 明よりも 偉大なる 

人類の 敎師 であります。 それ故に ク n ムゥヱ ルは西 鄕の爲 し 得ない 事を爲 しました。 彼 は 第 一 に 自己 

に 勝ちました。 情に 負けませんでした。 正義の 爲には 己の 部下、 同^、 友人と 戰 ひました。 彼 は义英 

圃人 でありながら 英國の 爲に戰 ひませんでした。 英國を 以て 界 人類の 爲に戰 ひました。 西 鄉も亦 

「正義の 爲には 國家を 犠牲に 供すべし」 と 曰 ひました が、 クロム ゥ H ルは西 鄕の此 一一 一一 n を實 行した ので 

あります。 そして 英國が 今日の 强大 をな すに 至った 其 深い 原 H はク n ムゥ H ル 並に 彼の 同僚の 此高尙 

た-る 理想に 在った ので あると 思 ひます。 ク a ムゥ H ル 以後に クロムウエル は 出ませんでした けれども、 

彼れ 以後の 英國 並に 米國の 政治家に して、 少しな りと も英 民族の 地位 を 高めた 者 は、 すべて ク B ムゥ 

H ルの此 理想に 依て 行動した 者で あると 信じます。 

〇巾 上ぐ るまで もありません が、 宗敎は 人の 意志に 係 はる 問題であります。 哲學 者の 所謂 第一 原因に 

係 はる 問題であります。 文明 は 如何に 進歩し、 機械 制度 は 如何に 改良され ましても、 之 を 用 ふる 者 は 

人であります。 故に 人 を 其 根本の 意志に 於て 淸め 义强 むる にあら すして、 其 他の 進歩 改良 は 益 を爲さ 

すして 反て 害を爲 します。 宗教が 何人に 取りても 常に 最も 大切なる は 之が 爲 であります。 As  is  reli- 

gion, so  is  man  (人の 如何 は 其 宗敎に 因る) であります。 又 As  is  religion,  SC  is  8lmtry  (國の 如 

何 は 其 宗教に 因る) とも 云 ふ 事が 出来ます。 
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武士道と 基督 敎 

昭和 三年 八月 サ六 rn 札幌に 於て 

ピリ ピ書四 章 八 節 

0 基督 敎は 神の 道であります、 武士道 は 人の 道であります。 神の 道 は 完全であって、 人の 道 は 不完全 

である は 云 ふまで もありません。 そして 人の 道 は 神 の 道に 似寄る 丈け それ 丈け 完全なる の であります- 

武士道 は 日本人の 道であります。 之 を 日本 道 德と稱 して 間違ない と 思 ひます。 そして 私供 日本人に 取 

りて は實に 尊い 道でありまして、 私供が 神の 道 を 知る まで は、 實に 世界 無二の 道で ありました。 然 

し 乍ら 「全き 者 來る時 は 全から ざる 者廢 るべ し」 とあります る 通り、 完全なる 神の 道が 現 はれて 不完 

全なる 武士道が 廢 れし感 なき 能 はすであります。 基督 信者に 成りて 武士道 を唱 ふるが 如き、 異端の 如 

くに 聞え ます。 f つて 或る 米國 宣教師が 武士道 は 切腹と 敵 打を敎 ゆる 道で あると 云 ひて、 私の 行爲を 

詰った 事が あります やうに、 基督 敎は 武士道の 敵で ある 乎の やうに 思 ふて ゐる 基督 信者が 勘くない の 

であります 0 

0 然し 乍ら 私 はさう は 思 ひません。 私 は 武士道 は 神が 日本人に 賜 ひし 貴き 光で あると 信じます。 縱し 

农を 司る 爲の 小なる 光であって、 晝を 司る 爲の大 なる 光で 無い にしても、 貴き 感謝して 受 くべき 光た 


る を 失 ひません" 武士道 は 切腹と 敵 打ば かりでありません。 其內に 基督 敎に 似寄りた る 多くの 貴き 敎 

があります。 私共 日本人が 初めて 基督教に 接して 強く 之に 牽 かる & 理由 は玆に 在ります。 基督 敎はロ 

本人の 心に 强く訴 ふる 所が あるから であります。 多くの 點に 於て イエ スと其 弟子と を 武士の 模範と し 

て 見る ことが 出來 るからで あります。 日本人 も 亦祌の 造りた る 者、 其 意味に 於て 神の 子であります。 

そして 祌は 「自己 を 證し給 は ざり し 事な し」 とあります る 通りに、 彼 は 我等 日本人に も 御自身 を證し 

給 ひて、 其 光の 一 部分 を 示し 給 ひました。 私 は 信じます、 武士道 は 神が 日本人に 賜 ひし 最大の 賜物で 

あって、 是れが ある 問 は 日本 は榮 え、 是れが 無くなる 時に 日本 は 亡ぶ るので あると。 

〇 武士道 は 正直 を 重んじます。 眞の 日本人の 嫌 ふ ものにして 詐欺 陰險の 如きはありません" H 本人 は 

左の バウ B の 言 を讀ん で强く 共鳴せ ざる を 得ません。 

あしき. U くらみ  み-,!  At こ と 

恥づ べき 隱れ たる 事を棄 て、 詭 譎を行 はす、 神の 道 を 混 さす、 眞 理を顯 はして 神の 前に 己れ を 

凡ての 人の 良心に 質すな り (コ リント 後書 四 章 二 節) 

と。 公明正大と 云 ふは此 事であります。 そして 凡ての 預言者、 凡ての 使徒が 然ら ざる はなしで ありま 

す。 聖， 書 は 何んで 有っても、 何んで 無くっても、 誠實の 書であります。 之に 恥づ べき、 隱れ たる 惡し 

き 謀計 を 可とする 所 は何處 にもありません。 モ ー セを 初めと して、 ィ ザャ、 エレ ミヤ、 エゼキエル、 

ダ 一一 エル、 ァ モス、 ィ H スは 勿論の こと、 バウ n、 ヨハネ、 ヤコ ブ、 孰れ も 特に 正直の 人で ありまし 

た。 彼等に 方便 叉 は 策略 は 塵 ほど もありませんでした。 彼等 は此 世の 俗人 輩が 堪 へられぬ までに 透明 

正直で ありました。 故に 若し 日本人が 正直 を 愛するならば 彼等 は 基督 敎 の 聖書 に學ぶ ベ きであります- 

ョ 本の 國學 者が 全 體に佛 敎を嫌 ひし 理由 は、 その 說く 所が 率直 を缺 き、 んを 悟覺に 導く 爲に 多くの 如 
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何 はしき 方法 卽ち 方便に 由った からであります。 然し 乍ら 基督 敎には 之が ありません。 キリストの 敎 

訓は 曾って H ダルトが 曰 ひしが 如くに 「地より 直に 湧き出る 水晶の 如き 泉の 水」 でありまして、 之に 

接して 私共 は 何の 說明を も 要せす して、 直に その 宇宙の 大眞现 なる を 知る のであります。 

〇 武士道と 云へば 直に 男 氣を思 はせられ ます。 乃 木 大將、 東鄉 大將、 其 他我國 古今の 歷史を 飾る 勇士 

烈婦の 行 爲は國 の 礎 また 民の 誇りであります。 日本人 は 義の爲 に は 死 を 恐れません。 u 本人が 賤 しむ 

ものにして 卑怯の 如きはありません。 義を 視て爲 ざる は 勇た き 也であります。 赤穗 義士 四十 ヒ 人の 行 

鑌が 永久に 稱 えらる、 は 彼等に 此勇氣 があった からであります。 そして 之に 對 して 基督 敎は何 を敎へ 

ます 乎。 基督 敎は 愛を說 くが 故に 勇 氣に缺 けたる 女々 しい 敎 であると 多くの 人 は 思 ひます。 然し 乍ら 

深く 架 書の.：！： 水に 眞理の 水 を 汲んだ 者 は 決して そんな 思考 を懷 きません。 世に 若し 女性的 基督 敎が あり 

ますたら ば、 之に 對 して 男性的 基督 敎 があります。 救主ィ H ス キリスト は單に 罪人 を憐 み、 罪 は盡く 

之 を 見逃して、 たぐ 軍へ に 彼等 を濟度 せんと 欲する やうな、 そんな 軟弱なる 人ではありません。 

ィ エス、 H ルサ レムに 上り、 祌殿 にて 牛 羊 鸽を賣 る 者と 兩替 する 者の 坐せ る を 見ければ、 繩をも 

て 鞭 を 作り、 彼等 及び 羊 牛 を 神殿より 逐 出し、 兩替 する 者の 金 を 散らし、 其臺を 倒し、 鶴 を賣る 

者に 曰 ひける は、 此物を 取りて 注け、 我 父の 家 を 商賣の 家と する 勿れ (ョ ハネ傳 二 章 十三— 十六 

節) 

と。 是 は-陵し ぃィ H ス樣 ではたくて 怖い 恐ろしい ィ H ス 様であります。 ィ H スは 阿彌陀 様と は異 ひま 

す。 彼に 所謂 「小羊の 憤怒」 が ありました。 彼 は 義の爲 に 神殿 を 潔む るに 方て 人の 面 を懼れ ませんで 

した。 


〇 ィ H スは 亦傳 道の 首途に 於て ナザレの 村の 人々 に 迫害 せられし 時に、 手 向 ひもせ す、 逃げ もせす 

「ィ H ス 彼等の 中 を 通過し 去りぬ」 とありまして、 悠然として 荒れ狂 ふ 敵の 中 を 通り過ぎて 去れり と 

の 事であります。 是 は關ケ 原の 戰爭に 於て 西 軍の 島 律 兵 庫 頭が 取った 道でありまして、 武士と して 最 

も 勇敢なる 行爲 であります。 其 他 福音書に 現 はれた るィ H スの 行爲を 調べて 見まして、 彼が 死 を 懼れ、 

人 を 長れ た 場合に 一 も見當 りません。 只 人が 彼の 氣に 附 かざる 理由 は、 彼が 愛の 人であって、 自 

みづ から  ためし 

から 劍を 取って 人に 向 ひ、 敵 を して 自己 を 救 ひし 例が 一 も 無い からであります。 

〇 誠に ィ H ス の 特殊の 勇氣は 彼が 全然 獨り 立って、 身に 寸鐵 を帶 びす して 獨り 敵に 對 した 事に 於て 有 

ります。 此は 非常の 男 者に あら ざれば 爲す能 はざる 所でありまして、 此點に 於て 此 世の 勇者の 何人も 

イエスに 及ばない のであります。 そして イエスに 限りません、 聖書が 示す 所の 神の 人 は 凡て 此 種の 勇 

者であった のであります。 へ ブライ 書 十 一 章の 示す 所の 信仰の 勇者 は 凡て 單獨の 勇者で ありました。 

彼等 は 孰れ も隊を 組み、 1:^ 僚の 士氣 に^まされて 敵に 向った 者ではありません。 只 一 人 眞理と 正義の 

爲に 大敵 を 前にして 身 を 其 憤恚に 曝ら した 者で ありました。 武士道と 基督 敎とを 較べ て、 男氣が 有つ 

000ゥ00000000000000000000〇0ゥ 

たと 無かった との 相違ではありません。 基督 敎の 供す る sfg- が 武士道の 供す る i-叛 に遙 かに 優って ゐ 

た の であります。 そして 其 勇氣が 傳 はって 今や アム ンセ ン 翁の 極地 探 險叉は 我が 野 口 英世 博士 の 黄熱 

病々 源の 研究に 現 はれた のであります。 R 本人に 正義と 眞理 との 爲には 生命 を惜 まざる の 精神が あり 

ます。 此 精神 を以 つて 基督 敎に 接して、 我等 は 其 犠牲の 精神に 共鳴 せざるを得ないので あります。 若 

し 偏見 を 去り、 惡名を 忘れて、 日本 武士が 基督 敎に對 しますならば、 彼等 は自づ から 之に 牽 かれて ィ 

ェ ス の忠實 なる 僕と ならざる を 得ない のであります。 そして 明治の 初年に 當っ て 多くの 日本 武士が 此 
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精神に 由り て 基督 信者に 成った のであります。 澤山 保羅、 新 葛襄、 本 多 席 一 、 木 村 熊 二、 横 井 時 雄 等 

は 凡て 純然たる a 本 武士で ありました。 彼等 はィ H スの 武士 氣 質に 牽 かされて 其從 僕と 成った ので あ 

ります。 敎義ゃ 信仰 筒條は 彼等に 取り 後の 問題で ありました。 彼等 は 孰れ も 先づィ H スの 武士ら しき 

人格に 憧憬れ たのであります。 私 は 信じます、 ィ H スが クル ソの パゥ 口 を 弟子と して 持ち 給 ひし 以來、 

以上の = 本 武士の 如き 端的に して 武俠 的なる 弟子 を 持ち 給 ひし 事 はない と 信じます。 日本 武士 は 最上 

の 基督 信者 を 作 ると は 世界の 公評で あると 思 ひ ます。 

〇 武士 は 恥 を 重んじます。 四十七士の 一 人間 光延の 辭 世の 歌に 曰く 

都鳥い ざこと 問 はん 武士の 

恥 ある 身と は 知る や 知らす や 

と。 恥 を 取らん より は 寧ろ 死ぬ るに 若 かすと は 武士の 精神であります。 そして ィ H スの 最大の 弟子の 

パ ゥ 口 は 曰 ひました。 

我が 誇る 所 を 人に 虛く せられん より は 寧ろ 死ぬ る は 我に 善き 事な り (コ リント 前書 九 章 十五 節) 

と。 バウ B も 亦、 恥よりも 死を擇 びました。 彼 は 高貴なる 理由な くして 何人に も 頭 を 下げません でし 

た" 彼 は 日本 武士に 對 する ユダヤ 武士で ありました。 

〇 武士 は 遁げる 敵を逐 ひません、 敵の 弱き に乘 じて 之 を 攻めません。 戰 はざる を 得ざる 場合に は 正々 

堂 々 ，こ戰 ひます。 上 杉 謙 信が 武田信 玄と爭 ふに 方って 敵國 に， M を 供給せ し は克く 知れ渡り たる 事實で 

あります。 歐洲 大戰爭 の 時に、 所謂 基督 敎國が 相 fx?: に 敵の 賴 道を斷 ち、 甚だしき に 至って は 小 兒に供 

給す る 牛 5^ まで を斷 たんと せし が 如き、 眞の 武士の 爲 さんと 欲して 爲す能 はざる 所であります。 武士 


道 は キリス トの 福音の 如く 敵 を 愛する までに は 至りません が、 敵 を 敬 ひ、 其 正當の 立場 を 重んじます" 

武士道の 精 祌を以 つてして、 基督 敎敎界 に 於て 往々 に 見る が 如き 論爭 確執 は 到底 之 を爲し 得ません。 

「基督 信者 は 全能の 祌の 紳士で ある」 と 云 ふに 對 して 「武士 は 日本 國 特有の 紳士で ある」 と 云 ひ 得る 

と 信じます。 

〇 私供 日本の 基督 信者の 日常の 生涯に 於て、 私 P 、は 大抵の 場合に 於て、 聖書に 行く まで もな く、 私供 

の 祖先 傳來の 武士道に 由て 私供の 行路 を 定めて 問 違ない と 思 ひます。 正義 正道 を步む 上に 於て、 義務 

責任 を充 たす 上に 於て、 公明正大な 點に 於て、 弱者 を憐む 事に 於て、 武士道の 命す る 所 は 基督 敎の敎 

ゆる 所と 多く 異なりません。 そして 基督 信者な りと 稱 する 人々 が、 往々 にして 其爲す 所が 武士道 以下 

である を 見て、 私 は 時々 基 誓 信者に 對 しても 亦 武士道 鼓吹の 必要 ある を 感じます。 近頃の 事で ありま 

した、 靜岡縣 の 或る 信者が 私に 長文の 手紙 を 達り て、 彼の 敎會關 係に 就き 如何に 身を處 して 宜しき 乎 

と 私の 意見 を 問 ひました。 私 は その 込 入りた る 事情 を 知る に 苦しみました から、 唯ハガ キを以 つて 一 

fB 彼に 答へ ました 「口 本人の 武士道に 由って お 決なさい」 と。 彼 は 之に 對 して 直に 答へ て來 ました。 

「御 端 書 正に 拜見、 慚 愧に堪 へません、 直に 其 通りに 決めました」 と。 私 は 常に 思 ひます、 私供が 聞 

かさる k 多くの 敎會 問題 は 此方 法に 由て 解決す ベ き で あると。 
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宗教の 利用に 就いて 

〇 宗敎の 利用と 云 ふ 事 は 今 始まった 事ではありません。 古い 昔の事 は 措いて、 明治維新の 頃より 盛ん 

に唱 へられた る 事であります。 是はー 百 ふまで もな く 政治家の 一一 m ふ 事でありまして、 宗敎を 治圃平 天： 卜 

の 用具の 一 として 考 ふるより 出た る 事であります。 此事を 最も あからさまに ip へられた の は 福 澤諭吉 

先生で ありました。 先生 は 教育家の 立場より 愚 1- 愚 夫 指導の 方法と して 大いに 宗敎を 利用すべき を 高 

せられました。 然し； i 澤 先生に 限りません、 明治時代の 大政 治 {豕 は 孰れ も 宗敎 利用 論者で ありまし 

た。 $ ^藤 博 文 公、 大喂重 信 侯、 桂太郞 公、 後藤 象次郞 伯、 孰れ も宗敎 利用 論 者で ありました。 そして 

大政： m.;^ に 止まりません、 我 W に 於て は 中政ュ £{气 小 政治家、 政治家と 云 ふ 政治家 は 千 人中 九 百 九十 

九ん ま で は 宗敎 利用 論者 で あります。 卽ち 彼等 孰れ も宗敎 信者に 非す し て 宗敎 利用 論者 で あ り ます。 

試みに 伊藤 公な り大隙 侯な りに 「閣下 は 宗敎は 何 を 信ぜられます 乎」 と 尋ねたならば、 孰れ も 答 へら 

れた であり ませう 「余 自身 は 何れの 宗敎を も 信じたい、 然し 乍ら 婦女子に 取り、 國民 多数に 取り、 宗 

敎は 至って 有益なる 者な りと 信す」 と。 故に 伊藤 公 も 大隈侯 も 宗敎家 を 篤く 保護せられ、 其 事業 を獎 

勵 せられました、 然し 御自身 は 決して 宗敎を 信ぜられませんでした。 彼等 は 宗敎を 信す るに は餘 りに 

偉大で ありました。  • 


〇 此點に 於て は 西洋の 政治家 は 日本の 政 治 家と 異 ひます。 西洋の 政 治 家 は 自身 宗敎 を 信す る 事 を 恥と 

しません。 コブデ ンと ブライト とが 熱心なる 基督 信者で ありし 事、 グラ ッド ス ト ン 翁が 大政 治 家で あ 

りしと 同時に 大宗 敎家 でありし 事 は 人の 能く 知る 所であります。 近頃の ことで ありました、 英國 現下 

の 保守 黨. I： 閣總理 大臣 スタン レ ー • ボル ドヰン は英國 聖書 會 社の 年 會 席上に 於て 述べて 言 ひました。 

若し 私と 私の 同僚と が、 政治 又は 其 他の 社會的 事業に 於て、 何時か 神の 國が 全世界に 涉 りて 建設 

せらる べしとの 信仰と 希望と を 抱かないならば、 私に 何の 希 ^Ilf: もた く、 私 は 何の 事業に も携 はる 

能 はす、 私 は 令 直に 私の 此 地位 を 他の 何人に も讓り 渡す であらう。 

と U  一一 一一  口 を替 へて 首へば、 ボル ドヰン 氏 は 信仰の 故に 政治 を 行 ふので あって、 政治の 故に 信仰 を 利用す 

しも め 

るので ない。 古い 英國 人の 諺に 「學 術は宗 敎の婢 たり」 と 云 ふこと があります が、 ボル ドヰン 總现大 

臣は 政治 を宗敎 の婢 として 見る ので あり ます、 卽ち 日 本 政 治 家 の 宗敎 利用 論 に對し て 政治 利用 論を唱 

ふるのであります。 叉 チェッコ. ス ロバ キア 國の 外務 大. 臣が、 一 一三 年 前の 事で ありました、 ジ ュ ネ— 

ブに 於け る萬國 基督 敎靑 年會の 席上に 於て、 同じ 事 を 述べた と 聞きました。 卽ち 政府の 事業た る 拾 か 

も 宗敎の 理想た る 繪畫に 梓 を 供す るが 如き ものにして、 美術 其 物に 非す して、 美術の 補助 者に 過す と 

の 事で ありました。 西洋に 在りて 人 は 政治 を 最大の ものと は 認めません、 宗敎は 政 治以 上の 者で ある 

と 信ぜられます。 私が 近頃 非常に 感じました 事 は佛國 の老大 政治家 クレ マ ンソ ー の宗 敎に對 する 態度 

であります。 巴 里 在留の 私の 或 友人が 大瞻 にも 私が 英文で 書いた 『余 は 如何にして 基督 信徒と なりし 

乎』 の 一 册を 彼れ ク レ マ ンソ ー に 贈りました。 さう すると 數 日なら すして 丁重なる 感謝の 書狀が 達し 

まして、 犬なる 輿 味と 同情と を以 つて 此書 を讀 みたり と 云 ひ、 終りに 言 を 加へ て 「若し 機 會を與 へら 
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る k ならば 自 から 日本に 行いて 此 著者と 信仰 を 一ば w りたく 镇ふ」 とあった との 事であります。 佛圃の 政 

治 家と 云へば 故 中. 江 兆民 叉 は 令の 西圃寺 公爵の 如くに 無 神 無靈魂 を唱 ふるが 常な りと 思 はる & 内に 在 

りて、 タレ マ ンソ— の 如き、 さすが は 歐洲の 外交 を 左右す る 丈け ありて、 敬虔、 謙 適、 深遠の ほど、 

思 ふだに 深甚の 尊敬 を 禁じ 得 ま せ ん 。 

〇 宗敎の 利用と 云 ふ、 曾 葉 其 物が 無意義であります。 若し 迷信の 利用と 云 ふなら ば、 少しく 意味が あ 

る 乎 も 知れません。 然し 乍ら 宗敎は 迷信ではありません。 宗敎を 迷信と 見る は 極めて 淺ぃ 見方で あり 

ます。 宗敎は 人生の 最大 理想であります、 事物の 實 體に關 する 知識 又は 經驗 であります。 故に 淺 薄な 

る 人の 理解し 能 はざる 者であります。 人生の 最善 を 綜合した る 者是 れ 宗敎 なりと 云 ひて 間違ない と 思 

ひます。 故に 若し 宗敎を 利用し 得る 者が あると すれば、 其 者 は 最大の 人物 以上、 神で なければ なり ま 

せん。 故に 世界最大の 政治家 は、 クロム ゥ H ルで も、 ヮ シン ト ン でも、 リ ン 力 ン でも、 グ ラ ッ ド ス ト 

ン でも、 ボル ドウ インで も、 宗敎に 使 はれん と 欲して、 宗敎を 使 はんと 欲しませんでした〕 彼等 は克 

く 宗敎の 何たる 乎 を 知って ゐ たからであります。 人 は 自分よりも 高き 者 を 利用す る 事 は 出来ません。 

若し 出来る とすれば 其 人は臣 として は 不忠の 臣 であります、 子と して 不孝の 子であります。 君 を 利用 

し 親 を 利用す る 者 を 社 會は赦 しません。 然るに 玆に 宗敎を 利用す る 者が 在る と 云 ふので あります。 君 

の 君に して 親の 親なる 神 を 利用 せんとす る 者が 在る との 事であります。 斯 かる 者 を 私供 は 何と 呼び ま 

せう 乎。 神 を 護る 者 冒 清の 人と 呼びます。 哲人 ソ クラ テス をして 一一 一一 a はし むれば 國家 最大の S 非人で あり 

ます。 自分 は 神 を 敬 はす、 其 訓誡に 從 はすして、 自分の 政策 を 行 はんが 爲に、 他人 をして 自分の 信ぜ 

ざる 祌を 信じ、 守らざる 律法 を 守らし めんと する のであります。 此んな 不實な 人はありません。 若し 


國 民が 此んな 人に 支配 せらる k ならば、 國民擧 つて 同一 の 罪人に 化する の 虞が あります。 簡 短に 言 ひ 

まするならば、 宗敎 の 利用者 は 偽善者で あ ります。 そ し て 偽善者 に 導かれて 國 民は擧 つて 偽善者 に 成 

るので あります。 そして 靳 かる 例 は 決して 無った 事ではありません。 佛國 民の 如き 此 災禍に 揺かった 

好き 實例 であります。 佛國 政治家の 施せし 偽善 政治が 佛阈 革命 を 生んだ ので あると は 力 ー ライルの 怫 

國 革命. の 精 要であります。 

〇 宗敎は 信すべき 者であって 利用すべき 者でありません。 若し 宗敎の 利益に 與 からん と 欲せば 先 づ 之 

を 信すべき であります。 國民は 宗敎を 信す る を 可とし、 政治家 は 之 を 信す るの 必要なしと 云 ふ 理由 は 

少しもありません。 若し 國に 宗敎の 必要 あらば、 政治家 先づ 己が を悔 ひて 神 を 信すべき であります- 

政治家 を 宗敎の 必要 以外に 置く 程 誤りた る考 へはありません" 故に 宗敎 家と しても 先づ 第一 に 政治家 

俾道を 試むべき であります。 凡ての 國 民に 優 さりて 政治家の 敎 化が 必要であります。 我 圃ん 「日の 政治 

家が 決して 淸淨 潔白の 人達で ない 事は镜 出す る 疑獄 事件に 由て 判明り ます。 然るに 事實 如何と 云 ふに 

我 園の 宗敎家 は 此の 必要なる 政治家 傳道を 試みない のであります。 其反對 に、 政治家が 宗敎家 を 利用 

せんとす るが 如くに、 宗敎 家が 政 治 家 を 利用 せんとす るので あり ます。 大 喂侯 在世中 に 多くの 宗教家- 

殊に 基督教の 敎師 達が 同 侯 を 訪問し ました。 侯 は 常に 「ャソ の 奴等が」 と 呼んで 彼等 を賤 しめられ ま 

した。 そして 是 等の 「奴等」 は 常に 侯の 援助 贊成を 仰ぎし も、 曾って 一 囘も 侯に 基督 敎を 信す るの 必 

耍を說 きしとの 事 を 聞きません。 

〇 斯く云 ひて 私 は 政治家 を 憎む のではありません。 叉 政治家に 宗敎 家に 頭 を 下げよ と 要求す るので は 

ありません。 宗教家 同様に 罪を悔 ひ、 神の 救に 與れ よと 勸む るので あります。 田. J 想 善導の 上より 見て 
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百の 宗敎 利用よりも 一 人の 政治家の 罪の 悔改の 方が 遙に 有效 であります。 殊に 宗敎尊 軍： の 上より 見て 

政治 {浓 の宗敎 利用 程 宗敎を 害 ふ 者はありません。 德川 政府が 佛敎を 利用した が 佛敎噴 落の 大 原因と 

なりました。 露の 宗敎家 は 何よりも 政治家の 保護 を 斥けます。 宗敎 利用の 聲を 聞く 時に 敎 〔炊 は 憤然 

起って 之に 反對す ベ き で あ り ます。 


基督 敎宣傳 と 日本 文化 

此事を 述べる に 就て は 最初に 私自身の 日本の 基督 敎會に 於け る 立場 を 一 言したい。 私 は 明治 十 一 年 

に 信者に なった のであって、 日本に 於け る 基督 信徒と して は 最も 古い 一 人で ある。 卽ち 初め 北海道 札 

幌に 於て、 If 名なる ゥ イリヤ ム、 エス、 クラ ー クの 遺して 往 いた 基督 敎に 接した のであって、 それ 以 

來 i:.r 二 年間す つと 信仰 を續 けて 來た。 けれども 私 は 所謂 某督敎 # なる ものと は 誠に 關 係が 薄い。 第 

一 に 我 國には 幾多の 基 替敎會 は ある けれども、 私 は 其の 何づれ にも 馬して 居ない。 故に 自分 は 獨立信 

者で あると も 曾 ひ 得る し、 叉 は 無敎會 信者と も 目す る ことが 出来る。 日本で は 基督 信者の 最も 古い 一 

人と めら れて 居る けれども、 自分に は 敎會と 云 ふ もの は 無い。 從 つて 殊に 外國 宣敎師 のうちに は 私 

を眯ふ 者が 少 くない。 自然 私 は 彼等との 關係は 殆んど 皆無で ある。 勿論 補助 も 受けない し、 叉 何等の 


拨 助に も與ら ない。 基督 信者と い へば 大抵 外國 人の 補助 を 受ける か、 或は 外國 人の 思想 を 受けつ いで 

1115 る やう だが、 私自身 及び 少數の 同志 は 其の 點は 潔白で ある。 故に 私の 觀察は 今日の 日本の 基督 敎會 

と 云ふ點 から 云 ふのと は 少しく 異なって 居る と 思 ふ。 

基督 敎の宜 傳は 私の 觀る 所に て は 日本で は 失敗であった とも 言 ひ 得る し、 叉 成功であった とも 一一 m ふ 

ことが 出来る。 先づ 其の 失敗の 方 を 言 ふと、 其の 事 實は隨 分 ある。 今日 迄 内外の 敎 師が隨 分力 を 注い 

で傳 道した けれども、 其の 信者の 數は 至って 少ない。 プロテスタント 卽 ち新敎 信者の 數は 多分 二十 萬 

人 を 超えない のみなら す、 其の 基督教 を 信じた 者 も 永く 其の 信仰 を 維持して 行かない。 私自身の 經驗 

に 於て 觀て も、 今日 迄傳 道して 信者に なった 者で 其の 信仰 を棄 てた 者が 數 へる 事が 出来ない ほど 多い- 

殊に 敎育 ある 者、 上流 社會、 或は 資産家 階級 は、 到底 基督教 的の 厳格なる 道德的 要求に は耐 へられな 

いと 見えて、 五 年、 十 年、 十五 年と 經 つと 大抵 棄敎 する が 例で ある。 若し 日本の 社會で 今日 名 を 成し 

て 居る 人々 に 就て、 一度 信じて 4< 棄て& 居る 人々 の 名簿 を 作ったならば、 其の 數は實 に 夥しい ので あ 

る。 官吏、 或は 殊に 外交官、 新聞記者、 文藝 家、 敎育家 等 は墮落 信者 を以 つて 充ち滿 ちて 居る。 此の 

點 から 考 へる と、 日本に 於け る 基督 敎宣傳 は 確かに 失敗であった。 殊に 知識階級、 上流 階級が 失敗で 

あった。 此事を 想 ふと 實に失 ^llil の 感に絕 えない。 

併し 之れ は 基督 敎 其の もの k 罪で ない 事 は 明白で ある。 之れ は 全く 信者の 意思の 薄弱の 成した 所で 

<1厶厶<1厶<3<!<1<1 厶厶  <1 厶厶  <1厶 厶厶厶 厶<1<1<1丄<3  厶<1 厶厶厶 

ある こと は事實 である。 此事は 基督教の 恥に あらす して、 全く 背信の 徒の 恥で あり、 延いては 日本 國 
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民の 恥で ある。 一度び 信じた もの を 容易く 棄 てると 云 ふ 事、 基督教の 其の 嚴 格なる 道 德的 要求に 應じ 

5^ ない と 云 ふ 事 は、 正しく 國 民の 恥肆と 一一 S はざる を 得ない。 故に 此 等の 失 は 的事實 あるに 拘ら す、 私 

共 は 決して 失 しないの である。 

更に 其の 成功 的 半 而を觀 るなら ば、 叉大に 私共 を勵 ましむ る ものが ある。 卽ち 日本人に して 眞に基 

督敎 を信受 して、 十 年、 或は 二十 年、 或は 三十 年、 五十 年 一 日の 如く 信仰 を 維持し、 多くの 迫害に 耐 

へて、 而 して 國の爲 め 民衆の 爲 めに 盡 して 居る 者が 又 日本 國 中に 少なくない。 其の 實例を 私共 は澤山 

知って 居る。 多くの 主 もなる 男女の 中に 幾ら も ある。 或は 農家、 或は 商家、 或は 製造 家、 或は 時には 

銀行家、 叉 稀れ に は 官吏 等の 階級のう ちに、 實に 世界 何れの 地に 往 いても 恥づる ことのない 信仰 及び 

信仰より 起る 人格 を 有って 居る 者が 少なくない。 之れ は 疑 ひなき 事實 であって、 此の方 面から 觀 たな 

らば 基督 敎は 日本人に 適せす とか、 或は 日本人 は 薄志弱行で 到底 基督 敎的道 德に應 する 能 はすと 云 ふ 

^難攻 if は 理由な きもので ある。 

而 して 全體 より 一；： ：ロ へば、 基 哲敎は 大體に 於て 平民 的の 宗敎、 勞働 社會の 宗敎、 手と 足を以 つて 働ら 

くぶ 宗敎 で あって、 所謂 思想家、 文 學者等 に 弄ば る， - 宗敎 ではない の だから、 之 を信受 したる 階級 

が 赏際 {| の 階級で あ つ て 思想家 でない と 云 ふこと は、 基督 敎 の特徵 より 考 へて 觀て 當然 の 事で ある。 

故に 此等 知識階級の 墮落 信者 翠の 行爲 は、 我等 傳 道に 從 事して 居る 者に は 少しも 苦痛 を與 へない。 之 

れ は 當 然然 か あるべき 事で ある。 而 して 之 を信受 したる 階級 は 當然 信受す べき 階級が 信受 した もので 


あって、 此點 から 言 ふと 基督 敎は旣 に 日本人の 問に 根 强く植 ゑ 付けられ、 旣に 日本人の 宗敎 となった 

ものである こと は 疑 ひない。 

或 人 は、 日本の 基督 敎は 全く 外國 人の 補助で 立って 居る のであって、 其の 補助 を撤廢 すれば 消滅す る 

と 言った が、 成程 斯 かる 基督 敎は 無い ので はない、 ある 事 は 知って 居る。 けれども それ 以外に 外國人 

の 補助 等に 關係 なく、 日本人が 日本の 基督 敎 として 信じて 居る ものが 確かに ある。 之れ は 決して 外國 

の 補助の 有無に 依って 存在し 或は 存在 を 失 ふ もので はなく して、 特 志なる 日本人の 存 する 限り 存 する 

O0  0O0OOOOOOOOO0OOOOOO0OO0  00000000000000 

ので ある。 故に 基督教 を 外 敎と觀 る 時期 は旣に 過ぎ去つ たので ある、 怫敎も 一度び は外敎 たりし 事 あ 

0-00000000000  0-000000  0  0000  O000000O0O000CO  000O0 

りしが 百年 足らす にして 日本人の 宗敎 となりし が 如く、 基督 敎も旣 に 日本人の 宗敎 となった 事 は 疑 ひ 

0  0  0  0  0  0  0- 

ない ことで ある。 

而 して 斯 かる 獨 立の 日本人 的 基督 敎は、 外國 人から は 補助 を 受けす、 いづれ かと 言へば 彼等に 嫌 は 

れ、 同時に 日本人から 外敎視 され、 叉 は 國體を 毀つ もの だと か、 叉 は 日本 特有の 道德に 反する もの だ 

とか 首 はれて 同胞の 問に 嫌 はれし に拘ら す、 其の 信仰が 今 n の 如く 固く 地盤 を 作る に 至った こと は、 

日本人 の 名譽 で あ り 、 基督 敎 の 力 で あ る と 信す るので ある。 

四  . 

扨て 其の 基督 敎が 日本の 文化に 如何なる 影響を及ぼし たかは、 頗 ぶる 重大問題で、 一片の 談話で は 

龕され ない" けれども 二三の 事 は 何人が 観ても 明かに 分かる ので ある。 私 は 前に 日本人の 文士、 藝術 

{ 灰、 思想家 中に 暖落 信者の 多い 事 を 述べた。 ^し 此等墮 落 信者と いへ ども 脊 つて 受けし 信仰的 感化 を 
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全然 脫却 する 事は屮 I 來 ない。 而 して 彼等の 行 爲首辭 は 悉く 基督 敎 より 彼等が 受けし 感化の 深甚なる 事 

を 示して 居る。 此 は 今 nz 我が E 心 想界を 支配して 居る 人々 の 經歷を 調べ て 見れば 能く 分かる。 其の 名 

を 指す を 憚る が 、 之れ は 明々 ほ々 の 事で M 人 も少- しく 日本の 文藝界 の 事情に 通じて 居る 者 は 悉く 知 て 

居る。 

私は嘗 つ て 我が 文學界 に 於て 有名な る 或る人に 吿 げた。 『君 は 今 基督 敎を棄 て 反對を し て Gi^ るけ 

れ ども、 界 をして 今日の 地位 を 得せ しめたの は 矢張りお が嘗 つて 學 びし 基督 敎 ではない か、 君が 若し 

基督 敎 信者 の 實驗が 無かった ならば 今日の 地位に は 達しない の だ、 のみ ならす 君 の 思想 を 最も 能く 解 

する 者 は 基督 を 知らない 普通の 讀者 であるか、 決して さう ではない、 君 を 最も 歡迎 する 者 は 基督 敎信 

者なら すん ば、 一度び 君と 同じく 信じて 棄敎 した 者で ある、 君の 文藝的 生涯の 榮ぇ るの は 全く 基督 敎 

のお 藤で ある、 それ を 忘れて 基督 敎を 攻撃す るの は、 子供が 自分 を 產んだ 母親 をな ぐる やうな もの 

だ』 と 言ったら、 一一 W も 返辭が 無かった。 

斯 くして 基督 敎の 背信者 は 自身 楽敎 者と なり 卞ら、 基督 敎を 日本に 傳へ又 傅へ つ. V あるので ある。 

日本の 新開 紙、 雜 誌、 新開 小： 說、 著述 等に 基督 敎の 思想 感化の 現 はれない もの はない。 愛、 自由 は 云 

ふ 迄 もな く、 人類 的觀 念、 ヒュ ー マー 一 チ—、 勞働 問題 其の ものが 直接 間接に 基督教から 來 たもので、 

斯 かる 問題 は 決し て 佛敎儒 敎等か ら出 たもの で な いこと は 明白 で あ る 。 必 す しも 堕落 信者と は 言 は な 

い。 熟 心なる 信者に して 日本の 思想界 を 導きつ k ある 者 も 亦 少なくない。 斯 くして 信者に 依り、 又 背 

；；；^^に依り、 基督 敎の 思想 は 自づと 日本 を 感化し 來り、 叉 感化し つ. - あるので、 其の 勢力 は 何人もる 

むこと は 出来ない。 


試みに 例を擧 ぐれば、 『人 は。 ハンの みを以 つて 活 くるに あらす』 とか、 『與 ふる は受 くるよりも 幸 

びな り』 とか、 『神 は 愛な り』 とか 云 ふやうな 言葉 其 の ものが $1 な 基督 敎 の 書か ら來 たも ので ある。 

it- は 近頃 頻 りと 用 ゐられ る 『福音』 と 云 ふ 一一 H 葉が ある。 寶藥商 なぞが 己が 製造に か、 る藥 の廣吿 等に 

『病 者の 福 昔』 なぞと 能く 使って 居る が、 此の  一一 一一 C 葉 は 何 慮から 來 たので あるか。 日本の 社會は 基督 敎 

を 嘲りつ，^ 其の 基督教の 思想の みならす 一一 一一 〔葉まで も 採用し つ > ^あるので ある。 此事 たる 口 本のみ なら 

す， 界何處 でも さう であるが、 殊に 著しく 口 本の 社會に 多く 昆 るので ある。 

次に 敎 育の 方面から 首って 見ても、 是れ亦 著しい 感化 を 及ぼして 居る。 基督 敎 主義の 鼙校は 今日 ま 

で： n 本で は 成功 はしなかった。 同志 社と 慶應義塾と 比べる と、 後者が 成功して 居る。 早 稻田大 學に比 

ベ 得べき 基督 敎 主義の 學校 はま だ 無い。 併し れ亦 基督 敎の S=§ とば かり は 一一 H へない。 未だ 基督 敎敎育 

，の 需要が 日本に 無い ので ある。 

併し乍ら s!- 子の 敎育を 離れて 女子の 教育に 至って は、 全く 基督教 主義の 敎 育に 先 を 制せられて、 日 

. 本人 は その後に 從 つて 行きつ \ ある。 女子 敎 育に 就て は 確かに 基督 敎は 日本の 率先^で ある。 尤も 其 

め敎 育に は 非難すべき 點は澤 山 ある。 故に 私自身 は 一人の 女子 を冇 つて 居った が、 それ を學 校へ 途る 

について、 基督 敎の學 校へ 送らす に 日本人の 普通の 女學 校に 送った。 併し 全體 より 觀 察すれば 基督 敎 

の女學 校が 口 本の 普通の 女 學校义 は佛敎 家の 女學 校に 優って 居る こと、 叉 一般 日本人が 女子 敎育 の必 

M を 認めた る 數十年 前に 基督 敎の 方で 此の 事業に 着手した こと は (？^ へない。 此點は 日本人が 幾ら 頑 £4 
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つても 及ばない。 

叉 兒童敎 育た る 日曜 學 校に 就て 観ても さう である" 今や 我國で 日曜 學 校の 必要 を 感じて 大に 獎勵し 

て 居る が、 矢張り 基督 敎敎 育の 後 を 追うて. 居る ものである は 明白で ある。 日曜 學校は 全く 基督 敎に始 

まった ものである。 その 總 ての 制度 及び 教育の 方法 等が 悉く 基督 敎の發 見に か、 るので ある U 故に 兩 

本願 寺 等佛敎 徒の 方で やって 居る 日曜 學 校の 教授 方法 を 見る に、 其の 手段 方法 は 笑 ふべき 程に 基督教 

の やって 居る の を 採って 居る。 今少し 獨創 的の 意見が あって 欽 しいと 思 ふ 程に 基督教の もの を眞 似て 

る。 此點に 於ても 共」 督敎は 確かに n 本の 文化 を 益して 居る。 

又 慈善事業 を觀 るに、 昔の 口木に も 慈善事業 は 無かった ではない。 けれども 之 を 組織 立った 事業と 

して 行なった の は 矢張り 基督教で ある" 不 il- 少年 感化 事業、 出獄 人 保護 事業、 孤 兒院、 或は 監獄 改良 

事業 等、 組織 立った 慈善事業 は總 て是れ 基督教の 行なった ものである 禁酒 運動、 廢娼 運動の 如き も 

然り である。 或は 救 骨 軍の 行なって-居る 貧 「i- 救助 事業の 如き も 全く 基督 敎の 事業で ある。 今日 沸 教徒 

の 方で も 之 を やって 3^ る けれども、 日本の 佛敎 徒が 總 がかり で やっても 山 窒軍平 一 人で やって 居る の 

に 及ばたい。 基督 敎の やって 居る もの を 除いて は、 日本に は 之れ ぞと云 ひて 世界に 紹介すべき 獨創的 

の 慈善事業 を IW- る - ) と は 出来な いので ある。 

更に 進んで 國 〈鬼 並に 社會机 織の 上より 觀て 最も 重大 事た る 〈豕庭 改造の 事に 就て は、 基督 敎を俟 たす 

し て は 到底 行 はれない と 一一 S ふ も 過 ーー百 ではない。 日本の 普通 社會 に は 基督 敎社會 に 見る 如き ホ， ム と 云 


ふ もの は 無い。 ホ ー ムと云 ふ 文字 を 如何に 譯 したら よい か、 其の 譯語 すら 適當な もの を 見出されない。 

ホ ー ムと云 ふ は 家庭と も逮 ふ。 ホ ー ムは樂 しい 處、 淸 ぃ處、 祌聖 なる 處、 卽ち 一種 特训 なる 制度の 現 

はれであって、 基督 敎に 依らす して 倘のホ ー ムの實 現 を^む こと は 出来ない。 若し 私. の 言 を 疑 ふな 

らば、 基督 敎徒 以外に 於て 日本の 何處に 果して それが あるか 示して 貰 ひ 度い。 宏壯 なる 住宅 は ある U 

嚴 格なる 家庭 も ある。 或は 種々 娛樂機 關の備 はった 家庭 も ある。 けれども クリスチャン のうちに ある 

か，" か. g ぃャ さう 云ふ樂 しき 淸きホ ー ムが 日本の 社 會の何 慮に あるか。 是れ亦 基督の 感化に 依って 

日本に 於て 徐々 と 現 はれつ k あるので あって、 日本の 社會 改造 は 日本人の 建設す るホ ー ム より 始まる 

べきで ある こと は 是れ亦 明白で ある。 

我れ にホ ー ム を與 へよ"： ホ ー ム は 新しき H 家 を 促進す る。 ホ ー ム の 無き 處には 社 會も國 家 も 無い _ 

その ホ ー ムを淸 くす る は卽ち 基督 敎 であって、 叉 今 現に 淸 くしつ k あるので ある。 之れ に對 照して 今 

日の 日本の 社會に 不良少年の 多い 事 を 顧みよ。 今日の 如く 日本の 青年 男女の 墮 落した 時 はない。 是れ 

口 本に ホ ー ムの 無い 何よりも 明 d なる 證據 であって、 若し 此の 現象が ■ 綾 すると すれば、 R: 本 國は外 

敵 の 襲 來を俟 たす して： £ ょり滅 ぶる は 確か である。 誰れ か 我等に 淸き樂 しき ホ ー ム を與 へ 得る も のぞ- 

本願 寺が 與 へ 得る か。 實業 家、 政治家、 或は 官憲の 下に 在る 敎育 家が 與 へ 得る か 否々 決して 與へ 得 

-, sfw。 只 だ 神の 遣 はし 給 ひし 其獨子 ナザレの ィ H スを 信す る 事に 依って 初めて 實 現し 得る ので ある。 

故に 他の 事 は 問 はす、 健全なる ホ ー ムを實 現す る爲 めに も 基督 敎は 日本の 國家 社會に 必耍缺 くべ から 

ざる ものである。 
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其 他 政治 上に 現 はれた 基督 敎の 感化に 就て 言 ふなら ば、 之れ は 至って 微！ 1: おな もので 今日 特に 一一 一一 a ふ 程 

の もの は 無い。 けれども 之れ にしても 政治家の うちで 稍 々異彩 を 放って 居る 者 は 誰れ か、 最も 能く 平 

の 描 利を考 へ、 最も 健全に 其の 發展を 圖 りつ k ある 者 は 誰れ かと 云 ふと、 早い 頃で は 第一 帝 國議會 

衆議院 議長 中島 信 行 あり、 次で 同じ 議長 片岡 健吉が ある。 それから 議員に 江 原素 六 あり、 叉 現に 嶋田 

三郞、 根本 正 等が ある。 此 等に 依って 考 へて 見ても、 文明 的 思想 を實行 せんとす る 者 は 概ね 基督 敎信 

者、 或は 一度 基督 敎信 者であった 者で ある。 其の 點 から 考 へて 見ても 基督 敎は 日本の 政治に 何等 關係 

を 及ぼさない と 一一 一一 口 ふ こ と は 出来な い 。 

之 を 日本の 他の 所謂 政治家に 對 照して 觀 るなら ば、 其の 言 ふ 所は大 なりと いへ ども 其の 行 爲の實 に 

§t 劣なる、 日本人 自身 をして 喷鈑の 念に 堪へ ざら しむる こと 彼れ が 如き は、 基替駄 信者のう ちに は 先 

づ無 いと 富って よい。 時には 基督教の 敎師が 政治家に 墮 落して 甚だ 如何 はしい 行爲に 出づる 事が ある 

ので、 總 ての 基督 敎の 政治家 を 辯 護す る ことが 出来ない こと は 歎すべき であるが、 併し 大體に 於て 基 

督敎の 政治家が 日本の 政治 界に 好き 感化 を 及ぼして 居る こと は 疑 ひない。 

-ff. に 今 tn の 基督 敎 の傳 道に 就て 少しく 述べて 見たい。 令 日日 本に 於て は 基督 敎 の 傳道 は殆ん ど實が 

舉ら ない と 言っても よい。 敎會は いづれ もさ びれ 切って 居って 之 を 復興す る 策に 汲々 として 居る 今日 


の 狀 態から 言 ふなら ば、 日本の 基督 敎は 今日は 衰類 時代に あ ると 一一： ：11 つても よい。 けれども 此 の 事實は 

必す しも 日本人が 基督 敎を耍 求 しないと 云 ふ 證據に はー ならない。 それ は 聖書 會 社の 事業に 就て 見ても 

0OOOOOOOO  ooooooooooao  0  0-0000  0-00000  0  0-00000 

分かる。 人 は 驚く であらう が、 今日日 本に 於て 所謂 汗牛充 楝も啻 ならす 日々 出版物が 出づ るに 拘ら す、 

何が 一 番 よく 寶れ るかと 云 ふと、 基督教の 聖書が 一 番 である。 幾ら 印刷しても 日本人の 今日の 要求に 

應じ切 れな いので ある。 之 を 疑. ふ ならば 京 橋 1^ 尾 張 町の 米國^^書株式會社支店を訪問すれ ば直ぐ分か 

る。 如何に 彼等が 全力 を靈 して 印刷しても？ 1 に 合 はない ので ある。 斯 かる 賣 行きよ き 書物 は 外に は 無 

い。 之れ は 勿論 二十 萬 人足ら すの 信者の みの 要求で はない。 日本の 全社 會が之 を 要求して 居る ので あ 

る。 卽 ち敎會 以外に 於て 基 餐敎を 要求して 居る 者の 非常に 多い こと は 疑 ひない。 

叉 私の 無 敎會の 傅 道 事業 も 頗る 有 を 極めて、 到る 所歡迎 せられ、 少しく 廣吿 すれば 数百 人 或は 千 

人位の 聽衆を 得る こと は 至って 容易い。 のみな らす 西洋人 の 思想 を稱 して 基督 敎と 爲 して 之 を 傅へ る 

傅 道 は歡迎 せられない けれども、 聚 書の 基督 敎 そのもの を 傅へ ると き は 誰れ が傳 へても 之れ に應 する 

こと は實に 熱心で ある。 私 は 一 昨年来 柏木の 隠退 を 離れて 東京の 眞屮に 行って 傳 道して 居る が、 今日 

ま で 朱だ嘗 つ て 聽衆 不足 の感を 起した こと はない。 此の 狀態は 多分 後 々 迄 緩く であら うと 思 ふ。 

ブ 

今や 眞 正の 日本人 は 基督 敎的 思想、 基督教 的 文明、 基督 敎的 社會 事業、 基督 敎的 哲學 なぞ 云 ふこと 

に 就て 聽 かんと は 欲しない。 さう 云 ふ 事を聽 かんと 要求して 居る 者 は 東京 其 他の 都會に 於け る 一 小 部 

分の やうで ある。 卽ち 遊惰 的 生 を 送って 居る 所謂 落文學 者の 類 ひであって、 信賴 すべき 正直なる 
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日本人 は 純粹の 基督 敎を 求めつ. 1 ある。 彼等 は： 大國に 就き、 天 國の救 ひに 就き、 或は 未来の 裁判 等に 

就いて 聽 かんとして-おる。 之を說 くと 喜んで 迎 へる。 故に 今や 基督 敎の 諸敎師 も大に 比の 攀 について 

目 を 酔まして 來た。 彼等 は 日本人の 要求に 應す るに は 基督教の 思想 ゃ哲 學を唱 へ るの は 問 遠 ひで ある 

こと を 知って 來 たので ある。 

H 本人 は 元來宗 敎的國 である。 宗 敎的觀 念の 深い こと は， 界 第一 である。 此の 事 は 我國に 於て 神 

社 佛閣の 盛んなる こと、 及び 全 體の國 ra^ が 祌佛を 尊 凝す る 念め 非常に 强ぃ こと を 見ても 能く 分かる。 

然るに 古 い 宗敎は 最早 彼等 を 導き、 之 を 感化す る 實カを 失 つたので、 今や G1 本人 は 何 か 他に その -;: 

的 要求 を滿 足せし むる 宗敎を 求めつ k ある。 只 だ 今日 迄 政府 殊に 文部省の 方針が 基督 敎に反 對し之 を 

排斥した から 之 を 受ける こと は 出来なかった が、 併し 靈 魂の 要求 は 如何なる 大政 冶 家と い へど も 如何 

とも や： 來 ない。 而 して 私の 見る 所に て は、 I^4.^^^6^^?^4.^4&^E§£;^^:&^..1^.£，"^,^:I、 

一度び 心より 基督教 を 信じた 曉に は、 日本 國は 世界 第一め 基督 敎圃 となつ 一 > 

C  G  C-  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  一. -  J ク i「 f  r=l 

るで あらう と考 へる ので ある。 

ん.' や n 本 は 此點に 於て 實に 大切なる 時期に 於て 在る。 けれども 甚だ 有望で ある。 今 は 日本人 は外國 

んに敏 る 必要 はない、 されば とて 宗敎、 道 德の觀 念に は 全く 缺乏 せる、 ^藤 博 文、 井上 疆、 山 縣有朋 

と 云 ふ や うな 政治家 の 敎導を 仰ぐ 必要 は寸 毫も ない 。今より 神が 日本人に 下し 給 はんとす る 生命の IPJ 

昔 を 受け るなら ば、 日本人 は 最良の 基督 敎 信^と な つて、 其 の 感化 を 全人 類 に 及ぼし 得る 時機に^る 

と 信す る。 其の 考 で 私 は i_ 化： びに 滿ち て 傳道 に 從 事し つ. -ぎ るの で あ る 0 


終りに 日曜 學校， 界大會 の 事に 就て 一 言したい。 此の 大會は 其の 事 自身と して は 實に慶 すべき 事で. 

ある。 而 して 基督教 信者の 立場より 言へば、 我國の 基督教の 實カを 世界に 示す 最もよ き褛會 たる を 疑. 

はない。 併し 其の 探りし 手段 方法に 至って は大に 異存な きを ない。 何故に 靳 かる 純粹の 基督 敎の大 

會を 開く に當 り、 基督教と M 等關係 無き 大隈 侯、 ^^澤子、 阪谷 sf^ と 云 ふが 如き 純 粹た& る 此の世の 人達- 

の 援助 を 受けた か 私に  は 分らない。  之れ は だしく 純宗敎 的の 運動 を穢す もので 其惡 結果 は 私の 反對 

を俟 たす SI づから現はれて來ることは明かでぁる。 

H 本の 宗敎家 も 言って 居る。 天 海和尙 は、 德川家 腹から 三十 萬 石のお 墨附を 貰って、 直ちに 之れ を 

面前で 燒棄 てた。 而 して 一一 一一 11 つた、 『出家 は 三界 無报、 樹 下石 上 を 宿と す』 と。 斯 かる こと は 今日の 文 

明 世界に 於て は 行 はれす とい へど も、 併し M も宗 敎を講 する 上に 於て 大金 を 投じて 大 講堂 を 建てる 必 

要は 無い。 之を爲 さんが 爲 めに 不信者の 寄附 を 仰ぎて 虚勢 を 張る が 如き は、 宗敎 其の ものに 對 する 侮 

辱であって、 其の 結果の 好 良で ない こと は 明かで ある。 宗敎傳 播を斯 かる 俗 的 手段に 訴 へる こと は 米 

國 あた りの 俗衆の やる ことで、 せ パの點 に 於 て 米國 の 宗敎 の 腐收 は 言語に 絶し て 居る。 其の 米國の 信者 

の 爲す こと を 日本人が 學ん で、 日本の 中央で 施した こと は 最も 恥づ ベ く 歎す べき： * である。 

今日 迄斯 かる 方法で 之れ に 類した る 大會を 日本で 開いた こと は兩 三度 あるが、 孰れ も 開 會の當 時 は 

盛大 を 極めた けれども、 その 閉會 を吿 ぐる や 直ちに 敎 界の衰 頹を來 した。 此度 も必す 同じ 結 に 終る 

であらう と E 心 ふ。 潔白 を 愛する 日本人 は、 基督 敎を 信す る 者と 信ぜざる 者と を 問 はす、 斯 かる 手段 方 
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法 を 紙み 嫌 ふので ある。 日本 基督 敎界の 率先 者が 叉 搏び斯 かる 手段で 斯 かる 會合 を、 東京で 開いた ily 

と は i 貰に 痛 歎 せざるを得ない。 r 談話 祭 記— 『太 Es』 記者〕 


宗 数の 必要 


私が 玆に言 はんと 欲する 宗敎の 必要 は、 宗敎を 信す る もの & 眼から 見た る 必要ではありません、 宗 

敎を 信す る もの より 視 ますれば 宗敎は 人生 第一 の 必要物でありまして、 是 なくて は 人 は 生れて 生 

れ 甲斐の な い 者であります、 曾て 或 詩人 の 曰 ひしゃう に 

Keligion  is  mauT;  clueiest  concern. 

宗敎は 人の 第一 に 心配すべき 事で ある、 

宗敎 は處^ 術 以上、 道德 以上の 必要物であります、 此は 生命の 湧き出る 所であります、 人 を 心靈的 

在 物と して 考 ふる 時 は、 彼に 取りて 宗敎の 必要 は 水の 必要と 同日に, すべき ものであります、 水な く 

て は 彼 は 一 日 も 存在す る 事の 出来ない やうに、 宗敎 なくて は 寸刻 も 生きて 居らるべき 害の 者で はあり 

ません。 

5  二-い .1 マ、； >^  やつ ケぃ ぶつ 

然しながら 世人の 多 數は爾 うは 思 ひません、 彼等 は宗敎 は聱澤 がに あら ざれば、 厄介物の やうに B め 

ふて 居ります、 彼等が 宗敎を 要する 場合 は 彼等が 死んだ 時であります、 彼等 は 彼等の.， 膣 を 片付けて 貰 

ふ 時の 外、 宗敎に 就て は 何の 必要 を も 感じません、 それの みではありません、 彼等 は 多くの場合に 於 

じ や i  hn^  ほしい. -*、  ふじ 

て は、 宗敎を 邪魔物と 致します、 彼等が 利 慾 を 縱 にせん とする 時、 彼等が 安樂に 耽らん とする 時、 
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彼等が 子 かほの 上に 壓制を 施さん とする 時、 彼等 は甚ぐ 宗敎の 妨害 を 感じます、 彼等 は 巾し ます、 {ー 不 

敎は 人情 を 篤く する ものであって、 人情が 篤く なれば 自然と 金が 儲からなくなる、 故に 金 を 儲ける 間 

は、 余は宗 敎 は.^ ら ない、 年を取て 金 を 儲ける 必要が なくなった 時分に 之 を 信じ やうと、 斯ふ云 ひま 

す、 其 他 心の i 赏で あると か、 民の 聲 であると か い ぶ もの に 耳を倾 ける 事 を 嫌 ふ 者 は 皆 宗敎を 嫌い ま 

す、 彼等 は 頻りに 「宗敎 の 束縛」 を唱 へまして、 祌 もない、 未來も 要らない 自由 を唱 へます。 

若し 叉斯 くまで 強く 宗敎 に反對 しないと 致しました 所が、 宗敎を 一種の 美術品の やうに 見做し、 之 

れ 有れば^ だ 結構、 然し 無くと も^に 苦慮す るに 足らない と ふ 人 は、 日本 今日の 社會に は澤山 居り 

ます、 彼等 は 身 を 修め 〔衣 を .齊 ふるに は 普通 道德で 足れり となし、 神の、 未來のと云ふ！；^-を唱ふる事の 

何の 必要 もない こと k 信じて： ります、 故に 小 供を敎 育す るに 當ても 彼等 は 第一 に 彼等に 職業 を 授け、 

之に 普通 智識 を 加へ、 然る 後に 盗ます、 浪費せ ざるの 道を敎 へさへ すれば 夫で 親た る 者の 義務 は 了れ 

りと 思 ひ、 我 子 は 品行方正 なりと て 自分の 心に も 安心し、 叉 世間に 向っても 誇ります、 實に 日本 支那 

朝鮮な どの 東洋 諸國に 於て は、 宗敎は 極く 廉 鳳に 見られまして、 宗敎を 信す る も、 ^に國 の榮譽 とも； 

の資 とも 思 はれません、 宗敎に 不熱心なる 者と て實に 東洋人の 如きはありません、 彼等 は實 に商賫 

人に あら ざれ は 政： m 家 でありまして、 彼等が 宗 敎を昆 る に は 常に 實務家 の 眼 を 以てし、 「之に 何の 實. 

益 あり や」 と 問 ひまして、 若し 之に 金錢 上の 利益が なく、 政略 上の 便宜がない と 見て取り ますれば， 

ぐ.；；， Is  、りんろ. フ ぶつ 

彼等 は是 を以 て 瓦礫 叉 は 玩弄物 同様 の ものと B 心 ひ ます、 實に淺 ま しく 且 つ 憫む ベ き は是等 東洋人 の 心 

掛 であります。 

然しながら 私 は 今玆に 純眞理 であるの、 不朽の 榮光 であるのと いふ 高い 潔い 事 を 曰 ふの を 止め まし ■ 


て … … 曰 ふても 東洋人の 多くに は 少しも 分りません から … … 少 しく 東洋人 自身 の 實益 上 の 觀察點 か ら 

見 て 宗敎 の 必要に 就て 考 へて 見たい と 思 ひます、 宗 敎は實 に n 本人の 多数が 曰 ふや う な 贅澤品 に あ ら 

ざれば、 厄介物であります か、 是は實 に 人生の 必要物ではありません か、 人 は實に 宗敎を 信じな くも 

何の 不都合な く、 此 i を 渡る 事が 出来ます か、 國. 家 は實に 宗敎を 要しません か、 家庭 は實 に宗敎 なく 

と も 立 行きます か、 方正なる 品行 は實 に 宗敎 なくて も 維持す る 事の 出来る 者であります か、 私 は 少し 

く是 等の 點に 就て 稽 へて 見 度く 思 ひます、 然し 是を爲 す 前に 私 は 重ねて 述べて 置きます、 宗敎は 決し 

て 現 I のた めの ものではありません と、 11 に は 「現世 的宗 敎」 なる もの を唱 ふる 人が あります るが、 

そんな もの は實 は此廣 い-:: H 由に 一 つもない と 思 ひます、 現世 的 なれば 宗敎 ではありません、 それ は 政 

治であります、 倫理であります、 宗敎 ではありません、. 伏してありません。 

「現 批は現 f にて 足れり」 とは此 世の 人の 常に 首 ふ 所であります、 然しながら 是は 極く 淺ぃ考 であ 

りまして、 現， と は 決して 現^ 丈で 支配す る 事の 出来る ものではありません、 靳ふ云 ふの は 「日本 は 

日本に て 足れり」 と 云 ふのと 同じ 狹ぃ 拙い 考 であります、 日 木 は 日本に て 決して 足りません、 日本の 

上 を 吹く 風 は 日本 以外から 來 るので あります、 日本の 海 濱を洗 ふ 潮流 は 日本 以外から 來る もので あり 

ます、 口木 を實に 善い 國 となし、 之 を 幸； i の國と 成さう と 思へば 世界の 一部分と して 之を考 へな けれ 

ばな りません、 現 骨 とても 同じ 審 であります、 若し 現 *1 と は 現 I 限りの ものであります るなら ば、 之 

を 現 ゆ 以外に 涉 りて 考 ふるの 必要 はない かも 知れません、 然しながら 現世と は 永遠の 唯の 一 部分で あ 

ります る 故に、 之 を 正當に 解す るに は 是非 宇- W 全體 から 考 へなくて はなり ません、 是は 宗敎が 現， に 

於て 必要なる 理由であります、 然しながら 前に も 巾し ました やうに 東洋人 は 理論 は 空論で あると 稱し 
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て それに は^に 意 を §5 めません。 

r 宗敎の 資：. 叙 如何， r 是れ 彼等に 取りて は宗 敎に關 する 唯一の 問题 であります、 雨う して 私共 は 彼 

等 俗人の 提供す る 問題 なれば とて 一途に 之 を 斥けません、 私共 は 俗人に 對 しても 心 切で たくて はなり 

ません、 彼等 も祌 によりて 造られし もの、 今 こそ は 神 を棄て 自己の 胃の 腑を 以て 神と して 居ります る 

が、 然 かし 彼等の 中に も 或は 其大 なる 靠を悔 ひて 神に 還り 來る ものが あるか も 知れません。 

「宗教の 實益 如何」、 雨う です、 宗敎 にても 赏) 偸が あります、 今 玆に其 二三に 就て 述べ ませう。 

ocoooooo^-oooooooooooooooooo  -  , 

宗 敎の實 一. 化の 第一 は 人に 正雜の 習慣 を 付ける ことであります、 人 は 正義 を 愛する もので はあり ませ 

んが、 去りと て^に 正義の 必要 を 感じない もの は 一人 もありません、 正義な くして は 政治 も 行 はれす 

商業 も出來 ません、 己れ 一人 こそ 不義 を 行 ひ 度く 思 ふなれ、 社會ゃ 他人が 不義 を 行 はんこと を^む も 

のは此 世に は 一人 もありません、 己れ 一人に 取った 所が、 若し 出来るならば、 殊に 容易く 出來 るなら 

ば、 何人も 正義 を 行 ひ 度く 思 はない ものはありません、 唯 悲しい 事に は 正義 は 正義と は 知り 乍ら 之 を 

行なう の 氣が なく、 叉 慾 心がない から 已むを 得す 自己の 望みに 反して 不義 を 行 ふので あります、 然 

しながら 若し 何等かの 方法 を 以て 正義が 慕 はしくな り、 又 之 を 行 ふの 男载を タツ プリ 持つ 事が 出來ま 

するならば、 誰 とても 自ら 擇んで 正義 を棄て k 不義 を 行なう ものはありません、 爾 うして 宗敎 は此. 止 

義を io^ ふの 慾 を 起す も ので あり 升、 正義と は 唯 苦が きもの 恐る 可き ものとの み 思 ひ し 者に 正義の 美 を 

顯 はしまして 之 を 愛すべき もの 慕 はしき ものと なす ものであります、 雨う して 其 結果た る や 永く 宗敎 

に 養 はれま すれば 正義 は 自づと 我の！ K 然性 となりまして、 私共 は飢 へたる 時に 自づと 貪 を 求む る やう 

に、 ^に 何の 强 いらる、 こ ともなき に 自づと 正義 を 追求す る やうになります、 正義が 我等の 天然 性と 


なります まで は、 我等 は 安全なる 正義の 味方と 稱 する 事 は 出来ません、 正義が 苦痛で ある 問 は、 社會 

の 制裁の 下に ある 故に 正義 を 行な ふ ものである 間 は、 私共 は！： 時 不義に 組す るに 至る かも 知れません、 

雨う して 正義 を 習慣 性と なし、 私共 をして 正義と 結婚して これと 同 一 體の ものと ならしむ る 者 は宗敎 

を 除いて 他 にないと 思 ひます。 

宗敎は 第一 一に 正義 を 行な ふの カを與 へます、 正義 を歡迎 する のと 之を實 行す るのと は 全く 別物で あ 

ります、 世に は 正義 を歡迎 する 者 は 幾 干で もあります が、 之 を 行ない 得る 者 は 實に寥 々であります、 

と 云 ふの は 之 を 行な ふ 力 を 持つ 者が 掛 ないから であります、 正義 を 愛する 者 は 之 を 行 ふ 者で あると い 

ふの は 事 實大 なる 間違であります、 人 は 何人も 正義 を 行 ふ 可き ではあります るが、 何人も 之 を 行た ふ 

事 は 出来ません、 之 を 行 ふに は 特別の 力と 習練と が 要ります、 小兒が 自ら 好んで 大人の 力業 を 行す 事 

が 出来ない やうに、 常に 利益と 名譽 との 事に のみ 奔走す る 人が、 如何に 心 は 彌武に 思 ふと も 進んで 大 

なる 正義 を實 行す る 事 は 出来ません、 正義 は 之 を 叫ぶ 計りで 其實行 を^に 見る 事 は 出来ません、 私共 

は 正義 を 叫ぶ と共に 之 を 行 ふに 足る 力 を 世に 供へ なければ なりません、 W うして 此カ は宗敎 にある の 

であります、 正義 を荡 はしくな す 者 は 正義 を實 行す るの 力 を 下す ものでありまして、 人 は 如何に 自ら 

望む も 力 を 自己 以上の 者に 仰がす して 大 なる 正義 を實 行す る 事 は 出来ません、 其 證據に は我國 目下の 

無數の 政治家 叉 は 文學者 を御覽 なさい、 若し 彼等の 聲が 彼等の 實 質の 表彰であります るなら ば、 彼等 

程の 聖人 君子 は 叉と 再び 此世 にない 害であります、 然しながら 彼等が 正義の 事に 關 して は 如何程の 弱 

武者で あるか は 誰も 知って 居ります、 誰も 日本 今日の 政治家の 中に 一人の コ ti ムゥ H ル 一 人の グ  一一 H 

ルゥ H ブス タ ー が あら ふと は 思 ひません、 又 誰も 日本 今日の 文學 者と 稱 せらる k 者の 中に 一 人の ミ ル 

ウル 敎の 必要  六 六 九 
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トン、 - 人の ゾラが あら ふと は 思 ひません、 雨う して 其 理由 は 最も 明， 円であります、 彼等 は 唯 正義 を 

理想と する のでありまして 之 を 行 ふ の 力 を 有つ ものではありません、 彼等 は 僅かに 支那の 聖人 や 日本 

の 英雄な どから 正義 忠愛の 何たる 乎 位 ひ を 聞いた に 止まる ものでありまして、 正義の 大本なる 神に 達 

し、. 其 力 を 仰いだ 事の たい 者であります から、 己れ 聖人と たり、 義人と なり 度くない ではあります ま 

いが、 然し 念 至極に も 彼等 は 成らん と 欲して 成る こと は 出来ません、 正義 を爲 すの 力 は 神に ありま 

\  «  •  • 1 »  »  9  ，  9  9 攀攀， 9  »  •  ooooco(.-oooo()oooooooooa-f-oco 一- 

して 之 を 得る の 方法 は祈禱 にあります、 祌を 知らす 祈禱 をな さない 者に 犬なる 義人の 舆氣の あり やう 

害はありません、 コ ロム ゥ H ルゃ リン コル ン の 事跡 を 聞きまして 彼 も 人な り 我 も 人な りと 云 ふて 威張 

る も 何の 甲斐 もありません、 コ ロム ゥヱル は 幼時より 神 を 畏れた 人で ありました、 彼 は 亦 終生 祈禱の 

人で ありました、 故に 彼 は 人の 爲し 得ない 事 をな し 得た のであります、 宗敎に 依らす して 社會の 根本 

的 改革 を爲 さんと し、 人心 を 其 根底より 潔 めんと すな ど 曰 ふの は 丁度 常に は 坐 食して 安逸に 耽って 居 

る 我 國んマ 日の s! 只 族の 子弟が、 一躍して 競 爭場裎 に 競技の 戰士 とならん と 欲する と 同一 であります、 競 

技 も 正 義も 習練と：， M 養と を 要します、 宗敎 を 以て If 養せ ざれば 人 は 遂に 道德 的の 不具者と なって 了い 

ます 

OOCCCOOCO  0  000  0  0  00 つ C 一  0000000000000 つ C 

宗敎は 第三に 人の 希望の lEil 域 を 擴げて 彼に 大志 を懊 かせ 大事 を 企てさせます、 現世 丈け の^は 現世 

以外に 涉る事 を 企て ませむ、 現世た る 勿論ん？' 日に は^りません、 然し 現世 主義の 人が 今 R 主義の 人と 

なる の は理の 最も 附易 い であります、 人の 活動の 範園は 彼の 視力 の 範 園に 依て 支配 せら る& もの で 

あります、 天下に 主たら むと 欲する 者が 能く 一隅に 雄た る を 得る のでありまして、 ー國に 主たら むと 

祈る もの  >- 如き は 其 爲す所 知るべき のみと は 有名なる 毛 利 元 就の 言であります るが、 其 やうに 現世 


^に 眼の 達せざる 者が 此卅： に 於て 爲し 得る 事 は實に 知る 可き のみであります、 此 世が 極く 小さい もの 

となって 見 ゆるに 至って 我等 は 之 を 自由に 爲る 事が 出來 るので あります、 現 化 主義の 人 は 實ょ現 „K の 

奴隸 であ. りまして、 斯 かる 人 は 現世 を薰陶 改造す る ことの 出来る 人で はあり ま-せん、 それ故に 現世 主 

義の 人に は 現世 其 物 を も 能く 調现 する こと は 出来ません、 彼等 は餘 りに.， 千日に 逐 はれて 子孫 百 代の 後 

の 事まで を 計畫す る 心 の 餘裕を 有ち ま せん、 之 を 歴史 に 照して 見 まし て も 此事は 極く 明か で あります、 

大 美術 であると か大發 見で あると か大 制度で あると か 云 ふ もの は 皆 今日と 現世 と よ り は 多 く  §1- むの 、め 

IbK のな.. >  人 等の 生み出した ものでありまして、 曰 は 5^ 彼等 偉人 は 暇 仕事と して 此 世が 稱 して 7< て大 

事業と なす 者 を 成し遂げた のであります、 共和政治 であると か 自治 制度で あると か 云 ふやうな もの は 

現 時の 必要に 迫られて 止む を 得す 作った ものではありません、 是れは 古代の 偉人が 人類の 永遠の 性 を 

考へ、 利害の 考 より 全く 脫 して、 正義 公道 を 此^に 施かん が爲 めに 案出した ものであります、 西， -4t の 

諺に 

I,TCW  nioun  p  <lliu;."-  is  num. 

自己 以上に 昇る 事 能 はざる ものなら ば 

人と は 如何に 卑しむ 可き ものなる 哉 

と 云 ふ 言が あります るが、 實に其 通りで 現 * 以外に •  脱する にあら ざればん 間と は 至って 卑しい もので 

あります。 

何故に 借金 政策の みが 行 はれて 舆產 政策が 行 はれま せんか、 何故に 山林 は 濫伐 せらる \ のみで あつ 

宗 敎の必 s  ,、  ， 二 
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て 林の 法 は fr せられません か、 何故に 奢侈 は：：^ に 年に 增 進して 蓄財の 精神 は 日々 に衰 へます 乎、 M 

故に人は現代目下の^にのみ急にして子孫干百代の後の^^を謀りませんか、 是 等の 理由 は 探る に 決し 

て 難く はありません、 卽ち 人に 宗教心がない からであります、 人の 活動の 範 園が 餘 りに狹 であって、 

それが 爲に澗 い (M の 永い 心が 起らない からであります、 雨う して 其 結 ra^ たる や、 現^主義 を 主張す る 

人の 手の 中に ある 此 現^まで が 衰滅 に^して、 此 I に現肯 主義 をも唱 へ る 事が a-H 來な くなる ので あり 

ます。 

教と云 ひ 大 i^sf 葉と 云 へ ば 俗人蒙は ^^笑 つ て 闩 ひ ま せ う 、 それ は 英雄 偉人 に關 する 事であって 並 N 通 

め 人に 取りて は 何も 關係 のない 察で ある、 普通の 商人、 普通の 銀行家、 f: 通の 官 など は、 普通の 人 

でさ へ あれば 夫れ で 充分で あると。 

然し 彼等が 斯ふ思 ふの が 彼等が 眞正 無垢の 俗人で ある 何よりも 善い 證據 であり 升、 併しながら 奇態 

.^:-事には俗人ほど世俗の事を知らなぃ者はぁりません、 俗人、 w を 亡ぼす と は 實に此 事 を 云 ふので あ 

ります。 

正義は實に俗人がぃふゃぅにロ常普通の_5^-ではぁりませんか、 何故に 企業家が あっても 業 を 起す こ 

とが 出来ません か、 金利が 髙 くして 资 本が 得られない からであります、 何故に 金利が 高く あります る 

か、 人が 正直で なくして 貸金 損失の 危險が 多い からであります、 銀行に は 金が 積んで あって、 之 を 使 

ふ 人が な いと 云 ふ狀態 の 其：： g 因 は 何 ® に あるので あります か、 國に 正義が 乏しければ 其國の 商賣 航 產 

が衰 へる の は 何よりも 明白な事でありまして、 此火を 階る よりも 明かなる 事が 見えす に、 た i ^無暗に 

不景氣 を 嘆す る 俗人. S ち商資 人の 多い 事、 其 事が 第一 に 嘆すべき 事であります。 


正義の 念に 缺乏 する が 故に 家 は 治まらす、 主人と 息子と は 放蕩 を 始め、 番頭 は 騙り、 小僧 は盜 む、 

正義 は 實に國 家の 事で も、 人類の 事で もありません、 家の 事であります、 店の 事であります、 英國の 

碩學 マッシュ ー、 ァ ー ノ ルドと 云 ふ 人が 丰 しました 「人生の 十分の 九 は 正義な り」 と、 正義の 獎勵者 

にして 其 涵養 者な る 宗敎 を輕ん じて 農家な り 商家な りの 事業が 擧らな いのは、 當然 の 事で あり ます。 

子孫 百 代の 計 をな すと いふ 事 も是れ 決して 經濟 家の みの 職と すべき ことではありません、 此心 がな 

くて は 我等 日常の 事 は 成功 しないので あります、 我等が 信用 を 重ん する の は 目の前の 店の 繁昌 を 目 的 

にして 5^ はありません、 斯 かる 人 は 決して 信用 を 重んじません、 信用 を 重ん する の は 我 主義と して、 

卽ち 義務と して 之 を 重ん する のであります、 爾 うして 之を爲 すの は、 一に は 我 自身が 己れ を 欺か ざら 

むが 爲 めであります、 二に は 店 を 一 代 限りの ものと 思 はす 永遠に 糧續 せらるべき ものと 思 ふて f あり 

ます、 三に は 我 子に 信義の 實例を 示し 彼 を も 正義の 人と 成さん とする からであります、 私共に 永久の 

X 布 &ま なくして 私共 は 信義 を 重ん す る の 人た る こ と は 出来ません。 

殊に 永久の 希望の ない 結果と して 地主 は 小作人 を 冷遇 叉 は 虐待す るの 結 小作人 は 地主の 所有た 

る 土地の 將來に 就て は 少しも みる 事た く、  土地の 痩せる に 任せて 牧穫の 多から む 事 をのみ 望む が 故 

に、 其 土地 は 遠から すして 枯死 同様の 有 樣に陷 入ります、 山林 を 伐る もの-みあって、 之を植 ふる 人 

がありません から、 出水の 害 は 甚だしく、 其 結果、 我 田園 も 隣家の 田園 も 荒 魔に 歸 して 幾 餓は我 門前 

な々 うち  みづ. K 

に 迄 迫って 來 ます、 後 も 先 も 見えざる 結 * として 祖先 傳來の 家 產を擲 て選擧 運動 を 始め 自ら 產を溃 し- 

近隣の 道德を 腐敗せ しめ、 我 も 得る 所な く、 人 も 益す る 所な からしめ ます、 宗敎 心の ない 事 は 決して 

細事ではありません、 宗敎 のたい が爲に 多くの 家 は 破産 致します、 多くの 家庭 は淚の 中に 沈んで 居り 

宗敎の 必要  六 七ごー 
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- ます、 多くの 疾病 も 多くの 心痛 も 多くの 憤怒 も、 其他數 知れぬ 程の の 不幸 は 全く 宗敎 のない 結果で 

あります。 

宗敎の 要はない と、 何故に 醫 術の 要はない と 云 ひません 乎、 ：！： 故に 水の 要、 食物の 要はない とい ひ 

ません 乎、 貴下 方の 身體 を御覽 たさい、 其處に 何に か 貴下 方が 宗敎 を！！^ じない ，釙 の 徴候が 刻まれて は 

居りません 乎、 贵 下方の 家の 中 を御覽 なさい、 其處に 誰か ビ贵 下方の 無 宗敎の 罰を擔 ふて 獨り竊 かに 

淚に 咽んで 居りません 乎、 最後に 贲 下方の 心の中 を I 化って 御 K なさい、 何故に 其處に 雄大なる 希 §S が 

ありません 乎、 何故に 常に 外面に 英雄 を裝 ふて 居る 贵 下方の 心の中に 癒す 可から ざる 憂愁が あ り まし 

て、 ホ； U: 下方 は 隱退を 思 ひ、 隱居 を計螯 します か、 卜 方の 心の中 は實は 闇ではありません か、 貴下 方 

よろこ び 

は歡喜のたぃ希^1ェのなぃ、 讚美歌の 口に 湧いて 来ない、 不平 漢失ぱ li.: 漢 ではありません か、 貴下 方が 宗 

敎 は 無 要 であるな どと 一一 一一 G ふの は 虚偽であります、 貴下 方 は 心の 寂！ i の 餘り 無頓着 を氣取 る の で あ り ま 

す、 貴下 方 も 實は之 を 得たい のであります、 併し 得られな いから 不要 を：：： に唱 へる のであります。 

鳴 呼 宗教の 無 要 を唱 へる の をお 廢 めなさい、 之 をん：' よりお 求めなさい * 宗敎は 日光 や 空氣と 同じで 

あります、 贵 下方 は 得ん と 欲すれば 何人に 乞 はすと も 之 を 得られる のであります、 之 を 得て 幸福なる 

んに お成りなさい、 之 を 得て 歡喜 を以 て 張り裂け る やうな 人となり て 現世 を も 來世を も 十分 に 利用す 

もことの 出來る 人と おなりなさい。 


近刊 牛 谷 涛壽翁 著 『東北の 將來』 へ 寄贈 せんとて 稿せ るー篇 

人 は 肉と 靈と である、 肉ば かりで はない、 亦靈 である、 靈 ばかりで はたい、 亦 肉で ある、 故に 彼 を 

完全に 救 はんと 欲せば 彼の 靈肉兩 つながら を 救 はなければ ならない。 

肉 は 外であって 靈は內 である、 肉 は 慾と 情との 存 する 所であって、 靈は 意と ^ との Jf ャ する 所で ある、 

肉 若し 衣服なら ば靈 は-身 體 である、 肉 若し 宮殿なら ば靈 は祌體 である、 肉は靈 のた めであって、 靈は 

肉 £ ためで ない、 身體は 衣よりも 優れる 如く、 靈は 肉よりも « さる、 肉の 震に 必要なる は 以て 靈を肉 

の屬と 見做す 理由と なすに ni- ら な.；。  - 

故に 人 を 救 ふの 目的 は 其 靈を救 ふに ある、 肉の ために 肉 を 救 ふので はない、 靈 のために 肉 を 救 ふの 

である、 我等 は 何れの 救濟 事業に 從 事す るに 方ても 此 一 事 を 忘れて はならない。 

然れ ども 令 のせに 謂 ゆる 救濟 事業な る もの は 1  口ん ど 其す ベ てが 肉の 救濟 である、 殖産 工業 は 勿論 人 

に 衣食 を 給す る ことで ある、 政治 法律 は 人權の 擁護であって、 入植の 擁護と は 財産 生命 (肉體 の) の 

保護で ある、 敎育は 主として 人に 衣食 を 獲る の 道を敎 ゆる ことで ある、 而 して 宗教で すら- 今 は現让 

に 於け る 生活の 幸福 を增 すの 手段と 化した、 今の *1 は 一から 十まで 肉の * である、 孝行と は 親に 衣食 

東北 3S 道  六 七 五 
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を 袷し 肉體的 快樂を 供す る ことで ある、 忠君と は 富國强 兵に 努め、 物質的に 國の 隆盛 を 計る ことで あ 

る、  <lr の 人 は 人に 靈 ある こと を 知る と雖 も、 靈 として 人 を 扱 はない、 彼等の 眼中 只 肉 あるの みで ある、 

彼等の 思惟の 根底 は 肉で ある、 彼等 は 肉 を 離れて 何事 を も 思惟す る ことが 出来ない。 

東北の 救濟、 是れ 目下の 日本人に 取て は 最大 問題で ある、 然り、 最大 問題で あるべき である、 東北 

六 縣 は 其 面積に 於て は 日本の 七 分の 一 である、 人口に 於て は 其 九分の 一 である、 雨して 此 土地 此 民が 

頻 年海嘀 に、 不作に、 霜害に、 無智に 無學に 苦み つ \ あるので ある、 如何にして 此民を 救 はんか、 是 

れ 日本 國の 最大 問題 で あ る ベ き 害で あ る 、 然れ ども 奇な る ことに は 東北の 救濟が 最大 問題と なつ て 居 

ら ない、 海外の 朝鮮 滿洲が 最大 問題と なりつ X ある 今日、 東北の 救濟 問題 は 第三 第 四の 地位に 置かれ 

つ 、ある、 是れ 甚だ 奇異なる 現象と 一 1=11 はなければ ならない。 

然し 東北が 一般に 辣ぜら る. 1 理由 は發 見す るに 難くない、 それ は 東北の 生産力が 比較的に 多くない 

からで ある、 卽ち 東北が 日本 國の 物質的 強大に 貢獻し 得る 部分が 比較的に 少 いからで ある、 若し 阿武 

隙 川の 沿岸が 利根 川の それの やうに 畳 富であった ならば、 若し 奥が 筑前 であり、 羽 後が 肥 後 か筑後 

であつ た な ら ば、 東北 問題 は 言 はす して 業に 已に 日本 國の 最大 問題で あつ た で あら ふ、 政 治 家 も敎育 

家 もす ベて 眼 を 東北の 富 源に 注いで、 慈善家が 起って 特別に 東北の ために 絶叫す るの 必要 は更ら にた 

いで あらう 力 

な J. 一  ざり 

東北の 等閑に 附 せらる、 理由 如斯 しで あると すれば、 其 理由の 裏に 更ら に大 なる 理由の ある こと を 

發見 する は 決して 難くない、 其 貧困の 故 を 以て 東北 を 輕視ん する 者 は 東北 五 百 萬の 民よりも 東北 四千 

四百 方里の 山野に 重き を 置く 者で ある、 民の 生産力と 購買力と に 依て 其價 値を定 むる 者で ある、 而し 


て斯 かる 國 民が 東北 問題 を 等閑に 附し 置く は 決して 怪 むに 足らない、 令 日の 日本に 於て 東北 問題が 最 

大 問題と して 現 はれな いのは 日本人の 不完全なる 人生観に 職 因す ると 一一 一一 n はざる を 得ない。 

東北 五 百 萬の 民 は責ぃ 民で ある、 米 を 作り、 蠶を養 ふからば かり 責 いので はない、 人と して 貴い の 

である、 彼等 一人に 若し 其衷 にある すべての 能力 を開發 する ことが 出来るならば 阿仁の 銅山、 伊達の 

絹に まさるの 價 値が あるので ある、 彼等 は 靈魂を 有た る 人で ある、 薩州 人、 肥 後人、 長 州 人と 同じ 價 

値の ある 人で ある、 否た、 若し 彼等の 靈性 を發育 するならば 貴 顯搢紳 も 及ばざる 人と 爲る ことの 出來 

る 者で ある、 若し 日本人 全體が 人の 所有 品よりも 其 靈魂を 重ん するならば 彼等 は 決して 東北 五 百 萬の 

民 を 今日の 憐 むべき 狀 態に 存 して は 置かたい、 彼等 は有爲 なる 頼もしき 兄弟 姉妹 を 有った るの 感を以 

一 一 彼等 を 誘 被し、 開明と 幸福と 智識と に 彼等 を 導く に 相違な い 。 

然しながら 東北が 日本 全 園に 重んぜられな いのは 日本人 全體の 科ば かりで はたい、 東北人が 自己の 

價値を 知らない にも 因る、 東北 は 西南に 比して 其 地位から 曾 ふても、 地質から 言 ふても 確かに 貧國で 

ある、 勿論 其 富 源の 開 發は旣 に 其 極度に 達したり と 云 ふこと は 出来た A い、 然し 如何う 見ても 其 比較的 

に貧國 である こと は 確かで ある、 吾人 は 勿論 今より 大に 東北の 物質的 開發に 努めなければ ならない、 

然しながら 東北 は 決して 其 米 や、 麥ゃ、 絹 や、 其 他の 農産物 や 製造 物 を 以て 競 爭場裡 に 立て 勝 を 制す 

る こと は 出来ない と 思 ふ、 東北に は 地より 產 する 物の 外に 何に か 他に 産物がなくて はならない、 雨う 

して 其 產物は 決して 肉に 屬 ける もので はない、 今の 日本人が 聞たら 笑 ふで あらう が、 然し 余輩の 信す 

る 所に 由れば 東北の 特產物 は 意志で なければ ならない、 靈魂 でなければ ならない、 卽ち 地より 得る 所 

が 薄い から 天より 獲る 所が 厚くなければ ならない、 面う して 是れ 決して 空想で はない、 世界 何れの 國 
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に 於ても- 我が 東北 地方の 如き 地位と 境遇と に ^51 かれし！！ に 取て は靈を 以て 肉に 勝つ より 他に 勝 を 制 

する 途 はない ので ある。 

試に 見よ、 北 歐芬蘭 土の 民 を、 數は三 百 萬に 過ぎない、 其 土地 は 多く は 極 塞の 野 地で ある、 岩と 湖 

水 と は 其 面積 の 半分 以上 を 塞ぎ、 北 宗帶の 木材 を 除い て は 他に 誇る ベ き 物産と て はない、 然しな が ら 

芬蘭 十； んは 最も 圓滿 なる 發達を 以て 世界に 鳴る 民で ある、 敎 育の 普及、 宗敎の 純潔 を 以てして は、 五 

大洲 巾、 多分 此小 ！：：！：！ に 及ぶ は あるまい、 芬蘭 土人 は 北緯 六十 度 以北に 在て、 甚だ 羨むべき 民で あ 

る、 .爾 うして M が 彼等 をして 此羡 むべき 戕 態に 達せし めし 乎と 尋 ぬるに、 其 說明は 至て 明， 曰で ある、 

彼等 は を以 て 肉に 勝った ので ある、 物の 缺乏を 補 ふに 靈を 以てした ので ある、 少しく 祌祕的 の 曾 語 
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を以 て ：： へ ば 彼等 は 虚空より 滋養分 を吸牧 する の 秘訣 を 探り 當て たので ある。 

加奈 太が 合 衆 阈 と 併び 立 つ の も 其 故 である、 那威端 典 の兩國 が賤む ベ か ら ざる 文明 國 である の も 其 

故で ある、 ァ イスラ ンドの 如き 洋 中の 礎确權 薄の 孤島で すら 之に 住する に 高 尙の民 を 以てすれば 一 廉 

の 小义明 國を洋 面に 顯 出せし むる ので ある、 若し 土地 を 耕し 得すん ば 民の 心 を 耕すべき である、 左す 

れば 土地より 生す る產に まさる 產を 得て 國は榮 え 1^ は 輝く ので ある。 

國が 貧しければ 貧しき 程、 其 民の 心 を 耕す の 必要が 多い ので ある、 人 は 何人も 其靈を 磨く の 必要が 

あるが、 然し 貧しき 民 は 富める 民よりも 其 必要が 多い ので ある、 東北人 も 九州 人 も 人た るの 點に 於て 

は 一 つで ある、 然しながら 靈 的に 富む の 必要に 於て は 二者 決して 一 つで はない、 九州 人 ゃ中國 人に は 

肉的に 榮 ふる 途が 多く 備 へられて ある、 彼等 は界 子なら ざる も 聖徒なら ざる も 其 存在 を 維持す るに 難 

くない、 然しながら 東北人に 至て は靈に 富む は：：；^ 在 上の 必要で ある、 彼等 は 霊に 於て 擴張 する にあら 


ざれば 肉に 於 て も 消滅せ ざ る を 得 ざ る 地位に 立 つ 者で あ る 。 

玆に 於て か 東北の 救濟 策と して 宗敎傳 道の 必要が 一 麼 切に 感ぜられ るので ある、 余輩 は 東北の 運命 

は 其 採用す ベ き 宗敎 如何 に 由て 定まる と ま 一、. 」 斷 言す る を 博らない、 束 北は眞 理の淨 土と なる にあ ら ざ 

れば關 西 併に 西南 地方と 封 立す る こと は 出来ない、 若し 薩 州の 產は其 軍人で あり、 長 州の 產は其 政治 

家で あり、 裳 內の產 は 其 美人で あり、 江 州の 產は其 商人で あると すれば、 東北の 產は其 正直た る、 高 

潔なる、 神の 人で ある ベ き で ある、 若し 東北の 山野が 其豫言 者を以 て 日本の 天下 を 制する ことが 出來 

な いならば、 東北 は實に 永久 西南 人 の 奴 裁と して 存 せざる を 得な い 。 

0 うして 余輩の 乂マ 日 ま で の 實驗 に 照して 見て 東北に 對 する 余輩の 此希望 は 全く 據る 所た き 希望 で た 

いこと が 利かる、 東北人 は 頑に して 愚で ある、 余輩 は 柬北人 を 愛する が 故に 新く 公言して 偉らない、 

彼等 は 然しながら 正直で ある、 彼等が 人に 欺かれ 易 いのは 彼等が 眞理を 受け 易い 徵候 である、 東北の 

人 は 容易に 眞理を 受けない、 然しながら 一度び 之を受 くれば 頑 同に 之 を 維持す る、 東北に 愚物 は 多い、 

然しながら 九州 や 巾國に 於け るが 如く 疑 i は 多くない、 東北の 原野の 爨內 中國の それに 絞べ て 粗に し 

て大 なる が 如く 其 民の 心 も 闘く して 質素で ある、 東北 は 日本の ギレアデ である、 テ シビ人 H リャ を產 

すべき 地で ある、 彼等に 嬉蟲と 野 蜜 を 食 ふ 蠻風は ある 乎 も 知れない、 然しながら それと 同時に 人 を 憚 

からすして 愚 (世の 稱 する) を柙 通す の 勇氣が ある、 東北に 篓魂 開發の 希望の 存す るの は是れ がた め 

である" 

愚な る 東北人 は 容易 に 新しき 理 を 受け たい、 爾 うし て 彼等 は 亦 何人 に も 甚だ 欺かれ く あ る , 彼 

等 は 自己の 敵と 味方と を 見 分く るの 明に 乏しい、 彼等 は S 々敏を 味方と して 歡迎 し、 味方 を 敵と して- 
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排斥す る、 故に 束 北 人 を 感化す るに 多くの 忍耐力 を 要する、 東北 を 化する は 其 磽地を 耕す が 如くに 阁 

難で ある、 實は 容易に 之を牧 むる ことが^ 來な い、 然しながら 一度 牧 めし 實は 容易に 共 味 を 失な 

い、 其 關山產 の 林檎の 如き、 其 花 卷產の 百合根の 如き、 余輩 は 咀嚼で 益々 其 味の 芳 はしき を 知る ので 

ある。 故に 余輩 は錄道 地と して 東北に 多大の 希 Slil を檠 ぐので ある、 西南 人に 賤 めら れ、 中國 人に 愚弄 

せらる、 東北人 は 蓋し 「神の 智者」 として 立つ であら ふ、 是れ 蓋し 聖書に 謂 ゆる 「工匠の 棄 たる 石 は 

家の 隅の 首 石と なれり」 との 一一 一一 n に應 ひて であら ふ (馬 太傳ー 一十 一 章 ra 十一 一節)、 爾 うして 東北人が 祌 

の §^_徒，-」 し て 立 つ 其 時、 岩 手 山の 麓は醬 藻の 如くに き、 六 甲 山の 轍 は膏を 滴らす に 至る ので あ ら う.". 

それ故に 余輩 は 家に 在て 束 北 の 山野 を默 想す る 時に 常に 聖 詩人 の 雷 を 想 出す ので ある。 

淚 と共に 播く 者は歡 *: と共に 穫 とらん、 

其 人 は 種 を！^ さへ 淚を 流して 出往 きし かど、 

禾束 を携へ 喜びて 歸り來 らん。 

(詩篇 第 百 二十 六篇 五、 六 節) 


宗 敎と 農業 

大正 元年 十 十九：！！、 束 北 帝 國大學 €13 科大學 農政 學講 堂に 於て 教授 生徒 諸氏の 前に 於て 述べし 演 の 大意な 


私は當 農科 大學の 前身なる 舊札 幌農學 校の 卒業生でありまして、 矢張り 農 學士の 學位を 授かった 者 

の 一 人であります、 其 私がん；' は 農 學に係 はる ことなく， 專ら宗 敎の傳 播に從 事して 居る と は 何やら 濟 

まない 事の やうに 思 はれます、 曾て 同窓の 一 人なる 志 賀重昂 君が 首 はれた 事が ある さう であります、 

札 幌農學 校の 出身者の 中で 學 校で 授かった 學科 以外の 學問を 以て 世に立って 居る 者 は 僕と 內村君 

との 一 一人 丈け である、 

と、 沟に其 通りであります、 乍然、 志賀 君の 專鬥は 地理 學 であります、 而 して 地理 學は此 地に 關 する 

學 問でありまして 農學と 全く 關 係の 無い 學 問ではありません、 然るに 私の 專 門に 至りまして は 是れ褒 

學とは 何の 關係も 無い 者の やうに 思 はれます、 宗敎の 本領 は 地ではありません、 天であります、 肉體 

ではありません、 靈魂 であります、 若し 世に 正 反對の 者が あると 致し ますれば 其れ は 農業と 宗敎 と で 

ある やうに 思 はれます、 故に 舊農學 校に 在りて 私と！： 級 同室の 好誼 ある 宮部 博士 は 曾て 私に 向つ て 一一 P 

はれました、 

バ メ-プ 口-タウト 

君 は 我が 農學 校の 副産物 で あ る 、 

なさけ 

と、 沟に 私に 取り 情な い 次第で あ り ます、 私の 母校が 生んだ 正產 物で はなく して 副産物で あるとの こ- 

とであります、  實は 生れす とも 宜 かった 者で あるとの 事であります、 然し 止む を 得ません、 旣に 生れ 

た 者 を 今 に 至って 如何す る 事 も 出來ま せ ん 、  <lr- は 副産物 は 副康 物と して 成るべく 多く 國家 のために 盡 

すまでの 事であります。 

乍然、 私 は玆に 少しく 諸君に 考 へ て 戴きたい の であります、 宗敎と 農業と は 果して 關 係の 無い まで 

ありませ う 乎と、 農業の 何たる 乎 は 私が 玆に述 るの 必要はありません、 穀物 を 作り、 家畜 を 飼 ひ、 羃 
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を 養 ひ、 负を 漁り、 以て 肉 體の發 逹と快 樂とを 計る の： IM 料 を 供す るの 業であります、 一一 一一 一 I： 以て 之を述 

ベ ますれば 農業 は 實物を 作り 之 を^に^ す るの 業で あり ます、 農業の 貴ぶ 所は實 物で あります、 隨て 

其 排斥す る 所 は {4! 理空 論であります、 馬鈴薯 であります、 甜 茱 であります、 南瓜であります、 牛で 

あります、 馬であります、 隊 であります、 肉 を 養 ひ、. 心. を 喜ばせ、 手 を 以て 握り、 舌 を 以て 味 ふこと 

の 出來る 物であります。 

而 して 宗敎， こ は 何んで あります 乎、 私 は 玆に豫 め 上げて 置きます、 私が 宗敎と 云 へば 私の 信す るキ 

リス 卜の 福音であります、 卽 ち^に 所謂 基督 敎で あります、 私 は 他の 宗教に 對 して 深き 尊敬 を 表し ま 

す、 私 は 基督 敎 以外に 眞理は 無い と は 言 ひません、 私 はすべ ての 宗敎は 各自 存在の 理由が あって^に 

出た ものであると 信じます、 乍然、 私 は 私の 信す る宗敎 以外に 就て 多く を 知りません、 故に 之に 就て 

語る の资格 を 有ち ません、 諸君 は 其お 心算で 私の.： 示敎談 を聽ぃ て 戴きた くあります。 

扨、 基督 敎とは 何んで あります 乎、 是は 理論ではありません、 形而上 學 ではありません、 世に 所謂 

學 ではありません、 宗教と 云 へばす ベて 现論 である、 幽邃なる 哲學 であると 思 ふの は大 なる 誤謬で 

あります、 勿論 世に は祌學 なる 者が ありまして、 宗敎 を哲學 的に 論じます、 然し 祌學 は宗敎 では あり 

J  、 ，ベ、 J- 、で、. で， J- 、. で 0  0  0  ，>  C-  C  0  0  0  0  0  0  0  0  0  C>  0 つっつ 0  0  0  0 

ません 宗敎 は：. 莨驗 であります、 其 材料 は 農業の それと 等しく 實 物であります、 人の 霊魂 を 養 ふこと 

であります、 靈 魂の 食物 を 供す る ことであります、 靈に 於て 生長し， 其 储全を 計り、 終に 神の 完っ 全き 

力 如くに 完全くなる ことであります、 キリス トは言 は^ました、 

m に 實に汝 等に 吿 げん、 若し 人の子の 肉 を 貪 はす 其 血を飮 まざれば 汝 等に 生命な し、 我が 肉 を 貪 

ひ 我 血 を 飲む 者に. 水生 あり、 我れ 末の 日に 之を紘 ぐらすべし、 夫れ 我が 肉 は實の 食物、 叉 我 血 は， 


實の飮 料 なれば 也 

と (ョ ハネ傳 六 章 五三— 五 五節)、 キリスト を 以て 與 へられた る 生命 を 受けて 靈に 於て 生きて 永生に 

至る こと、 是れが 基督 敎 であります、 是れは 何にも 理論ではありません、 哲學 ではありません、 實驗 

であります、 キリストなる 實 物の 攝 取であります、 其 消化であります、 ^に 確實 なる 者に して 基督 信 

者の 實驗の 如きはありません。 

兹に 於て 宗敎と 農業との 關 係が 判明り ます、 一 一 者 共に 實験 であります、 實 物の 供給と 其 利用で あり 
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ます、 農業の 反對は 決して 宗敎 ではありません、 農業の 反對は 形而上 學 であります、 煩 琅哲學 で 
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あります、 八， 日 世に 稱 せらる，」 文學 であります、 小說 であります、 空想であります、 辨 であり 

ます、 實を ばし 物 を 離れ て 無益 の 理屈 を揑る こと で あ り ます、 S 一お，； M の譚む ものにし て { 仝现 空論 の 如き 

はありません、 米 一粒 は 空論の 山よりも 贵 くあります、 幾 一羽 は 空想の 海よりも 價値 があります、 農 

{. ^の 耐え 得ない もの は 實物を 離れた る 法律 叉 は 經濟論 叉 は 小 說叉は 詩文の 類であります。 

而 して 宗敎の 反 對も亦 同じであります、 眞 正の 宗敎は 農業と 均しく 空理 空想 を 嫌います、 使徒 バウ 

口 は 言 ひました、 

我が 語りし 所 叉我宣 べし 所 は 人の 智慧の 婉 はしき 實 を 用ゐす 

と (コ リン ト 前書 一 一章 gl 節)、 理論と 美文と は 宗敎の 輔佐で はなく して 其 妨害であります、 信仰 は 言 

辭 ではなく して 能力であります、 靈を 活かす の 能力、. 宗敎 は是れ であります、 故に 宗敎の 敵 は 叉 農業 

の 敵であります、 空理空論、 幻想 美文、 …… 宗敎と 農業と が 極力 反對 する 者 は 風の 如き 一一-一：： 辭と 影の 如 

き 文字であります。  . 
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ひと 

一 一 者 等して 實 物の 供給であります、 然し 言 ふまで もな く 一 一 者 は 其 供給す る實 物の 質 を 異にします、 

5. 反 業が 肉體の 食物 を 供給す る に對 して 宗敎 は靈魂 の へ. Si 物 を 供給し ます、 而 して 能く 宗敎の 何た る 乎 を 

知らない 者 は 其の 5^ して 實 物の 供給なる や 否や を 疑 ひます、 然し 是れ其 人の 經驗の 乏しき に 因ります、 

宗敎 の 空 幻なる に W: りません、 古き 約 百 記 は錄し て 言 ひました、 

人の 衷に は肅 魂の ある あり、 

全能者 の^ 息 之に 了解 を與ふ 

と (三十 二 音 十八 節)、 人の 衷に は靈 魂が あります、 而 して 之 を 養 ふに 霊魂の 糧が耍 ります、 靈 魂の 健 

全 を 計り、 之に 必要なる 精 を 供す る ことが 宗敎 の 本分で あり ます。 

如斯 くにして 宗敎は 農業の 反對 ではありません、 其 捕 足であります、 農業が 肉 體を養 ふに 對 して 

宗敎は 靈魂を 養 ひます、 二者 共に 實驗 でありまして 又實 物の 供給であります、 故に 農學校 出身の 私が 

宗敎傳 播に從 事 すれば とて 何にも 必 しも 農業と 全く 關 係の 無い 事業に 從 事して 居る のではありません、 

副產 物の 名 を 私に 附す るの は 甚だ 不當 であると 思 ひます、 私 は 政治家に なった のではありません、 叉 

文學 者に なった ので もありません、 農業の 兄弟なる 宗敎の 研究者と 成った のであります、 諸君が 以來 

此事を 御 承知 置き あらん こと を 願 ひます。 

；-, ,  .  oo(-ooooc〇oooooooooooooooooooc- 

然し 事 は玆に 止まりません、 農業 は 宗敎を 離れて 完全に 行 ふことの 出来る ものではありません、 臭 

業 も 亦 人間の 從 事す る 業で あり ます、 故 に 單に 農事 其 物 丈 け の 改良 を 以 て 改良す る ことの 出來 る 者で 

はありません、 若し 農業が 馬 族 や 豚 族 の 從 事す る 業で あります るなら ば 之に 宗敎 の 必要 は 毫も あり ま 

せん、 乍然、 萬 物の 靈長 たる 人間の 從事 する 業で ある 以上 は、 是れ叉 宗敎に 依らす して 行 ふ 事. の出來 


る 業ではありません、 苗 種の 改良、 肥料の 改良、 將た叉 農具の 改良 丈け で 農事の 改良 は 行 はれません、 

農業に 法律の 必要が あります、 政治の 必要が あります、 而 して 又 更らに 進んで 宗敎の 必要が あるので 

くみたて  わ r 

あります、 其 理由 は 人間の 構成 を 能く 研究 すれば 判明り ます、 人間 は gK- 性でありません、 複性 であり 

ます、 彼に 肉體 があります、 又 悟性が あります、 叉靈 性が あります、 所謂 人間の 三分 性 (Tripartite 

nature  of  man) と は是れ であります、 而 して 是 等の 三 性が 悉く 滿 足され 且つ 調和され て 彼に 眞 正の 

幸福が あるので あります、 人 問 は 食 ふ 動物でありまして、 同時に 叉 思惟 ふ 動物でありまして、 同時に 

叉 神を拜 する 動物であります、 彼 は 彼の 胃の 腑が充 たされた 丈け では 滿足 しません、 彼 は 物の 理を探 

り 宇宙 萬 有 を 解 せんと 欲します、 而 して 彼の 食慾が 充 たされ、 理性が 足りまして 彼 は 猶ほ滿 足し ませ 

ん、 彼 は 更らに 進んで 彼の 餓えた る靈 魂を充 たされん とします、 彼 は 昔時の 詩人と 共に 叫んで 1 百 ひま 

ふラ 

鹿の 溪水を 慕 ひ 喘ぐ が 如く 

我が 靈魂は 汝を慕 ひ 喘ぐ たり、  • 

我が 靈魂 は渴 ける 如くに 神 を 慕 ふ、 

活ける 祌をぞ 慕 ふ 

と (詩篇 四十 一 ー篇 一、 一 一節)、 而 して 彼の 此絕 叫の 聲に應 じて 天よりの 糧の 彼の 震 魂に 降りて、 彼が 

其處 に 充實 を感す るに 至て 彼 は 始めて 眞 個に 幸福なる 人と なる のであります、 

人はパ ン のみに て 生く るに 非す、 神の 口より 出る 凡ての 言に 因る 

と の 聖書 の 曾 は 何人 に も 解 る 言 で あ り ます、 人 は 彼の 全 靈全生 全身が 滿足 を感す る ま で は眞侗 の 滿足 
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を感 する ことの 出來 ない 者であります。 

而 して 農家 も亦此 法則に 洩れません、 彼の 倉麇は 禾穀を 以て 充ち、 彼の^に は 牛 豚 群がる と雖 も、 

若し 彼の 靈 魂に 其糧が 乏しければ 彼 は 幸 幅なる 農 〔豕 ではありません、 彼 は 調和 を缺 ける 人で ありまし 

て、 彼の 爲す 事に 統一な く、 彼の 目的 は 明確 を缺 きます * 農 {豕 も 亦 彼の 業に 從 ふに 方て 理想 を 要し ま 

す、 而 して 彼の 靈に 於て 瞭 かなら すして 彼 は 理想の 人た らんと 欲する も 得ません、 農業の 改良 を單に 

^具 又は 土 壊、 I 田 種 叉 は 肥料に 於ての み 求めて、 農家 彼れ 自身に 於て 求めたい 者 は 未だ 農業 を 知らな 

い 者であります。 

あ tr) . り ケ 

玆 に 至て 農業に 於け る宗敎 の 必要 は 甚だ 明條 にな るので あり ます、 多く の 農業 上 の 問題 は宗 敎を以 

てす るに あら ざれば 解けません、 宗敎を 度外視し 來 りし 我國今 n までの ffj; 業 敎育は 之 を 不完全なる 敎 

有と 稱 せざる を 得ません。 

今 之 を 植民に 就て 論じて 見ます るなら ば 事 は  一 II" 明瞭に 成る であら ふと 思 ひます、 植民 は 目 F 我國 

に 於て ぬ 業 上の 大問 題であります、 如何にして 我國の 充溢せ る 人 n を 放散 せん 乎と は國 家的大 問題で 

あります、 而 して 此 重大問題 を 解決 せんとす るに 當て、 我等 は 其 解決 を 外務 當局 者に のみ 待つ こと は 

出来ません、 我國 植民 政策の 失敗 は 之 を 外交官の 無能に のみ 歸 する こと は 出来ません、 之に は 日本人 

の國 1- 性が 亦與 つて 力 あるので あります- 言 を換 へ て 一一 一一 E ひま すれば 日本人の 宗敎が 植民 膨 i に 適さな 

いのであります、 •：. ナ宙萬 物の 造 主を祌 として 認めす、 其按 助と 守護と を 仰がざる 民が 遠く 本國を 離れ 

て異國 に新ホ I ム を 作らん とする の 希 は K を 起し やう 害はありません、 縦し 又 異邦に 至り しとす る も 

^，E^:到る所に我神在り、 我 は敢て 恐る k に 足らす」 との 信念に 勵 まされす して、 彼 は 其處に 骨を埋 


むる の 地 をお むる こと はや z 來 ません、 異鄉に 在りて 日夜 本 固の 神 を遙拜 する 者の 如き は 永く 其 地 こ 

留まる こと は出來 ません、 

祌は 我等の 避 所 叉 力たり 

艱難る 時の 3 取 近き 助けな り 

. と 信じて、 メキシコの 高原に 在る も、 ブラジルの 森林に 在る も- 援助の 神 を く感 する 者に あら ざ 

れは 其處に 永住の 地 を むる こと は出來 ません、 餘 りに 多く 愛阈 的なる 日本人 は 世界 膨脹の 資格 を 供 

へません、 U 本人 は其狹 K なる 宗敎 を改 むる にあら ざれば 植民 事業に 於て 永ク、 の 成功 を 見る ことよ.，— 

來 ません。 

玆に メキ， .-コ^ チヤ バズ 州ェ ス クイン トラに 於け る教友 布施 常 松 氏 夫妻の 事 架に 就て 述 ぶる 所 あり. 次， -で^ 

城縣 新：^ 郡 戀淑衬 に 於け る 友 部 重 太郎氏 兄弟の 村改， U に 就て、 終りに 福. 易驟某 地に 於け る敎友 某氏の 地方 銀 

：仃 改革 に 就て ； IS る 所 あ リ しも、 事 長篇を 成す を W て 之 を 略す。 

キリストの 福 昔が 我 國に傳 へられて より 以來米 だ 六十 年に 滿 ちません、 此短 年月に 於て 未だ 社會の 

耳目 を惹 くに 足る の 大效果 を 奏する に 至らざる は敢て 怪しむ に 足りません、 处 ^ し 效果は 旣こト T„ す を 

以て 現 はれた のであります、 而 して 一村 を 救 ひし 其 精神 は 一郡 又は ー縣、 而 して 延びて は 終に  一 W を 

救 ふに 足る の 精神であります、 一 .S を 海外に 植 し精祌 は？ は 新 曰 本 を 世界 到る 所に 建設す る 

に 足る の 精神であります、 而 して 地方の 一 小 銀行 を 根本的に 改めて 一 郡の 民に 經濟的 慰安 を與 へし 

^一 J は 叉 ひて 天下 ゾ 金融 機關を 泰山の 安き に 置く に 足る の 精神であります、 宗敎の 農業に 及ぼす 感ヒ 

は 深 In つ 遠であります、 私は宗 敎を說 いて 農業と 緣を絕 つたと は 思 ひません、 否な 農業の 最も 深き 所 

i 一： ル © と §3 菜  ， 
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に 於て 之 を 助けつ k あると 信じます， 私 は 母校 を 出で k より 兹に 三十 年、 此 處に此 事を述 ぶる の特權 

を與 へ られし 事 を 諸君に 謝します。 


同上 講演 筆記 

久し振り で 札 幌に歸 り、 特に 私の 敎育を 受けた 所に 於て 斯く敎 員 生徒 諸君と 共に 相 見える 事 は 私の 

火に 甚び とする 所であります。 札幌は 私の 第二の 故 鄕と云 ふより は 唯一 の故鄕 であります、 凡の 山河 

は 古き 印象 を 呼び 起す ので 此の 町 此の 附近に 於て 私の 仲の 善かった 木 を 見、 此 等の 木に 栗鼠 を乘 つて 

歩いた 事 を 思 ふと、 色々 の 感慨に 打 たれ、 嬉しく も 叉 悲しく も あるので す。 

私 は 諸君と 同じく この 學 校の 卒業生であります が、 私 も 思 ひ 人 も 思 ふ 事 は 私と 農學校 農業との 關係 

は 結えた ので はない かと 云 ふ 事であります。 東京の 新聞 ゃ雜 誌が 私 を 農 學士は 名 計りで あると 云って 

譽 めたり 又は 嘲ったり する。 志賀 君が 農學校 出身者の 中で 學 校で 敎 はらなかった 事 を やって 居る の は 

村；； « と 私 許り だと 云った と閜 きました が、 志賀 君の 專鬥 として 居ます 地理 は 農業に 緣 なしと 云 ふ 事 

は 31 來 ません、 地理 は 地の 事 を 論じます けれども 私 は 地の 事は惡 いと 云 ふ宗敎 家であります から 志貿 

^よりも 更 らに緣 遠い 事と なる のであります。 宫部君 は 私 を 札幌の 副産物 だと 云 ひました、 丧だ殘 念 

であるが 仕方が ありません、 斯ん な有樣 であり ますから 札 幌に來 ましても 學 校に 土産はありません。 

始め 私 は 水産が 好きでありまして 附近の 池の 魚と は 懇意に して 居ました、 幸 ひに して それでも 緩け て 

居ります と 臭學 校の 水產 部長に して 吳れ たか も 知れす、 今度の 樣に札 幌に參 りましても 御 土產が あつ 


、， ^二き ります が 私の 水囊 はもうな く  s て 骨ます。 夫れ で 私 も 嘗て は 此震 に 於て 讓 息ん 

I 力あった と 夢の 様に 思 ふ 程に 膽く なつ 5 りました、 所が 幸 ひに して 全く 疆 こも 至って， S 

？  sis 上 ii 於て 農醫 接す 暴に.？ ました、 此の 點に 於て 一 つの 篇點を 見出し まし；；、 

私 は i 物であります けれども 蒙士に は違 ひありません、 此の 關係 は 如何ん ともす る 事が 

ん 凡そ 傳 道の 快 は 凡ての 人に 觸 する 事であります、 政治 囊 ェ商讓 老幼 男女 を 論じ ませ， V" けし 

MM::! の 1 は I と 接する と 直ちに 仲が よくなる、 其の 理由 は i、 大根、 稻、 麥に與 味 を？ 共 一 

の 名 sfv たり 又 5 の f 話します ので、 百姓に 此の 人 は 少し I の 事 を 知って 居る と f しめ 

.^n, 自然と 兩 方の 間 を 接近せ しむる 様になる のであります。 之れ に反して 私と 最も 關 係の ^ いも： 

の は 文 ft ます、 近代 文 S 至って は 私 は 少しの 趣味 を も 有って 居ません、 同情 も f?; ぁリ， 

ます P 業に 次ぎ て 私の 近づ 塞 いのは 先づ製 霧、 次 は 裏で、 地の 產 物に 置し 叉 ま せる、 一 

私の 考 への 深い 所 も 察して 吳れ、 私 も 其 人達 を 解す る 事が 出来る ので、 私 は 此方 面：； 最も I： のノ 

それ ぼり ますから どうか 私 も 副 產物 と 見られす して 靈の I として 見ら し 

V の てす，  7, 

私の 兹に 申します る 宗敎は 私の 宗敎で 凡ての 宗敎に 就きましては 之れ を 述べる 事 は 出、 

"スト sf 指す ものと 思 はれ 度い のであります、 5 リスト 敎が眞 であ；； か 軍 

題て あります 力ら それ も 此の 席で は 許して 莨 ひ 度く © ひます。  - I 

ま U^Mni!? は 果して 深き 關係 を 有する や 否やであります。 先夜 來御 話し をし ましたが 

翁 は議を 助けよう が 助けまい が、 i が 如何に 成らう が、 それ は囊の i ではありません， 宗 
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敎 は感覺 以上で 土地、 國家、 人 問に は無關 係であります、 神との 關 係でありまして 住家 を 天に 置かん 

とする ものであります、 この 意味より しま すれば 我 々 の 宗敎を 信す る 目的 は 天に 住 ふ 事であります。 

故に 土中より 物 を生產 せんとす る もの ゃビ ー ト、 豚、 馬、 牛と 直接の 關係は ある 害はありません、 眞 

にス ー パ ー、 ァ I スリ ー (超 地 的) になる 可し と考 へる のであります。 此の 事 は 諸君が 宗敎を しらべ 

る 時に 考 へられ 度き 事であります。 宗敎は 農政 を 助ける 爲 めに 利益 ある や 否やと 云 ふ 事 を 研究しても 

宜しいです けれども、 この 方面より して は 宗敎の 本質 を 解され ぬ 事 は 健 かであります。 肉體を 放れて 

靈、 人 を 放れて 神、 地 を 放れて 天であります。 斯く考 へて 參 ります と 宗敎と 農業と は 全然 無關 係と な 

つて 來 ますが、 他の 點 より 見 ますれば 關係を 有する 事 は Sil かであります。 それ は 双方 共 リアル (實) 

なる 點に 就て であります、 哲學、 文 學とは 違 ひ 計算 を 誤れば 直ちに 其 結果が 表 はれる 的確なる リアル 

であります。 農業に 於て 例へば 種子 を播 きます にも 惡 きもの を播 けば 收穫を 減す る、 是れ リアルで あ 

ります、 宗敎も これと同じく リアルであります、 キリスト 敎に云 ふ 天と か 神と か 云 ふ もの は アン リア 

ル (虚) な ものであると 云 ふの はま だ 宗敎を 知らざる ものの 言であります。 我々 の經驗 する ものの 中 

にて 何よりも リアルな もの は セルフ (自己) であります、 然るに 此の セルフ は 手、 足、 胃、 心臓に あ 

ら すして 見えざる ものであります。 同様に 祌は 思索の 結果ではありません、 靈魂を 有する 人 問に とつ 

て 最も リアルな ものであります。 故に 宗敎は リア リチ ー (實 在) として 研究し なければ なりません、 

ち 我 自身 經驗す 可き ものであります。 斯く 云へば とて 私 を宗敎 哲學の 方面から 靈魂 不滅 を證 明して 

傳道 せんとして 居る もの だと 思 ふ は 誤りであります、 私 は 私の 靈 魂の 實驗を 述べて 居る のであります- 

私 は 如何にして 心に 平和 を 得る か、 世に 打ち勝つ か、 これ 程 リアルな ものはありません。 農業 は 手足 


に 於て リアルであります が、 宗敎は 高き 深き 意味に 於て リアルであります。 人？' この リアル の 對照を 求 

めんと しま すれば それ は 近 文學、 ス カン ヂ ナビア ン文學 であり ませう。 この 文學は 想像 や {4! 想が 重 

なる 部分 をな して、 思索の 爲 めに する 思索であります。 神學の 大部分 はス ぺキュ ー レチ ー ブ、 フ イロ 

ソフィ ー (空論 的 哲學) であります、 彼等 は 豚の 首に 綱 を 結びて 牽 けば 何れが 引く のであろう かと 云 

ふ 問 题を考 へます。 けれども 農家に あれ 宗敎 家に あれ 實際 家に は、 そんな 話し はどうで も 宜しい、 顾 

を 引き さへ すれば-;? I しいので あります。 農業と 宗敎と は 此の 點に 於て 深き 關係 ある 事 を 認めます。 農 

の 敵 は宗敎 であり ませぬ、 つまらぬ 夢想家 空論家であります。 然 らば 如何にして 宗敎の 經驗を リアル 

と 見る か、 阪、 馬、 家畜の 實 在は認 むる 事が 出来ます けれども、 如何にして 神と 靈 魂の 實 在と 不滅と 

を證 明すべき か、 この 問題に 關 して は カントの タリ チヅ ク、 ォブ、 ピュア—、 リ ー ズンス に 溯りて 論 

ぜ なければ なり ませぬ が、 時 問が ありませ ぬから 御斷 りし 度い。 實物敎 育に 從事 する 時 は實物 以外に 

實 在の ある 事 を 疑 ひます、 物 は 物と なりて 現 はれなければ たらぬ と 思 ひます。 私共が 學生 時代に 農業 

を學 ぶの は 今日の 様ではありません でして、 如何に すれば 北海道の. M 物 を增す 事が 出來 るか、 如何に 

して 改良す 可き かと 云 ふ 問題で ありました。 麥、 馬 齡薯が 澤山收 接されて 賣れて さへ 行けば 北海道 全 

體が 利ハ俭 すると 考 へた。 然るに 漸々 農業の 進歩した 結 BT 以上の 要求が 滿 された 時に、 問題が 進んで 

我等 は 更らに 物産 以上の 機關 則ち 農工 銀行 拓殖 銀行 等の カを藉 りて 利益 を增加 せんとす る。 斯様に 金 

融 上の 問題が 來り、 次に 法律 學が加 はる、 農業 は 只 生産なる 單 純の 問題で は^まなくて 金融 及び 法律 

問題が 定まらなければ 發達 はしない。 叉 更に 進んで 此機關 を 託する 人間 は 如何、 信用の ある 人 は 如何 

と 云 ふ 事になる。 兹に 至って 法律 を 行 ふ 人間の 問題と なり、 これなければ 法律な く 物產衰 へる 率と な 
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る。 約  一一 一一 II すれば 物質より 道德 問題に 赴き、 な r 度 は 道德の 方面より 物質に 歸 つて 来る 事になる のです。 

こ、 に 於て 農業 は 他の 問題 を 併せて 考 へなければ ならぬ、 この 解決な くして 農業の 解決 はっか ぬ^に 

なる のであります。 馬 鈴 薯の問 题は單 純であります が、 これより 利益 を 得る には經 一お、 法律 遂に は宗 

敎も關 係 を 1^ して 來る、 農業 は隊、 馬の みから 成るならば 極く 單純 であります、 馬が 獨り舉 き 叉 耕す 

のなら ば 宗敎は 要らなくなる けれども、 百姓と 雖も 人間であります、 .< ^が 作りて 生産物 を賣 却し 富 を 

5:^ る 故に 農業 は遂 に 宗敎と 深き 關係を 有す るに 至る のです。 

心 现學は 新ら しい 學 問であります、：^ 取 近に 至りまして 長足の進歩 をな し义 進歩し つ k ありまし て 誰 

でも この 學問は 知らざる 可から ざる ものと なりました。 所が 私が S お學校 に 居ます 時に 或る 農 書 を辅讀 

I ますと ブ リックが 農家の 知らざる 可から ざる 學 問の 種類 を述 ベた 所に 「農家 は昆蟲 學化學 物理 學經 

ゅ學 …… 等 を 知らざる ベから す」 と 記して ありまし たが 其 に 心理 學は ありませんでした、 宗敎も あ 

りませんでした、 文學 もありませんでした。 私 は學生 時代に は學 校に 於て 大に 文學を やらされ たもの 

であります、 こ k に 居られる 學 長と は 大の違 ひでありまして 私 は 文學が 非常に 嫌 ひで ありました、 農 

に 文學は 少しも 關 係がない と 思 ひました に 關らす 學校は 之を强 まして チヨ ー サァの カン タ ベリ I テ 

1 ルスの 中に ある ナン ス、 プリ ー スト テ ー ル など は 諳誦 を やらせました。 私 は 非常に 之れ を 苦痛に 感 

じました が、 英文 學の 試驗の 濟んだ 時に、 如何に 私 は 英文 學が嫌 ひで あるか を證明 せんが 爲 めに、 學 

校の 講堂の 前で 筆記帳 を燒き 捨てました。 今日に 至りましても 私 は 筆 をと る 事 は 嫌 ひであります が、 

筆 を 取らざる 可から ざる 境遇に 立ました ので 大に悔 て 居る 次第であります。 今日 も 私の 所に 唐紙 を 持 

つて 来れて、 揮毫 を 望まれた 方が あります が、 誠に 惡筆 にて 往時の 崇を 蒙った わけであります。 


元に 歸り まし て 農業 は 人間の 從 事す る 仕事であります、 故に 農業の 理 想が 人間 全體を 益す るに ある 

事 は 勿論です。 心理 學 からで も 人間 を 完全に する は 人類 全體 をよ くす る 上に 於いて 必要な 事で ありま 

す。 私の 讀 みました 心理 學の 本に ナビル 著の 「人 問の 三 要素」 と 云 ふ 本が あります、 人 は 古き 心理 學 

であると 云って 排斥す るか も 知れません が、 誠に 便利であります から 之れ を藉 りて 用ゐ ますが、 この 

書物の 中に 人の ネ ー チ ユア (天性) を 分って 身體、 悟性、 靈 魂の 三つと してあります。 この 三つが 人 

のネ ー チ ユア を 作ります ので、 勿論 實驗 窒內に 於いて 一 つ 一 つ を 別々 に 分つ 事 は 出来ません が、 人 問 

はこの 三つの 明白な ネ ー チ ユア を 具へ て 居ります からに は、 人 を 完全に 發展 せし むる 爲 めに は、 この 

三つの 方面が 各々 平均して 發 達する 事が 必要と なります。 故に 人 は 運動 を 必要と し、 新鮮た るお 氣を 

必. 要と し、 斯 くして 身 體の發 達 を 計った 上に 悟性の 修養 を 必要と して、 かくして 人の 幸福 は 作り上げ 

られ るので す。 この 點に 於て シ H クスピ ー ァも チヨ ー サ I も 必要と なって 參 ります。 然 らば 身 體と悟 

件と が發 達すれば それにて 宜しき か、 否々、 この 外に 人 間 として 大切なる 要求が あります •、 それ は靈 

魂の 要求でありまして、 この 缺陷を 補 はなければ なりません。 この 靈魂 の 要求 は 則ち 宗敎 の 要求 で あ 

りまして、 未だ 國家國 民、 筒 人の 歷史 より 見て 宗敎 のなかった 國 はない のであります。 人 は 自分 等よ 

り 以上の ものと 交通し、 この ものより 愛と 導きと を 要求す るので あります。 此の 苦しき 世の中に 立ち 

て、 世界 全體が 自分に 反對 する 時に も、 自分 を 慰め 自分に H ネル ギ ー (勢力) を與 へる もの を 求む る 

のであります。 故に 三つの ネ ー チ ュ ァの屮 この 靈 魂の ネ— チ ュ ァが 不備なる 時 は 私自身が 不完全と な 

るので す、 もし 此の 理を 諸君が 否定す るなら 諸君 自身が 害 を 受ける 事と なる のです。 ィムモ ー タリ チ 

1 (不死) に 就いて 若き 時は考 へる 事を好またい、 死んだ 後 はどうな つても-冗 しいと 者へ る、 若し 諸 
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君の 仲 問の 一 人が 死んだ 時に 彼れ のこの 世に 於て なした る 事 接 は 唯 終りた る ものと 考 へる であらう。 

けれども 年老いた 時には この 問題が 痛切に 製って 來て、 その 解決 を^ まさなければ 眞. の 愉快 希 §1:: はな 

いのであります、 何等かの 方法 を 以て 靈魂を 養 はなければ 身體も 悟性 も 健全になる 事が 出来す、 我等 

の： H 事が 誤り 易い ので ある。 されば 商人 も 職工 も敎授 も學生 も盡く 宗敎は 必要と なって 來 ます。 一 旦 

宗敎を 得れば 凡てが 活動して、 より 大な るより 聖 きものと なる 事 は 明かで、 學者 はより 大 なる 學 者と 

なり 農業 家 はより 大 なる 農業 者と なる のであります、 之れ を^ 界 の歷史 より 見ます も 宗敎を 受けた 3 

は 之れ を 受けぬ ものより 勝って 居る 事 は 明かであります。 クロムウエル、 ミルトンの なせし 淸敎徒 運 

動が 如何に 產業 上に 關係を 有した るか は 明， H なる 事であります、 又 和 蘭が 其 小なる 國土 1^ 以て 一 時せ 

界を壓 倒せし 如き も 其 例であります、 海の 面よりも 陸地 は 低く 地味 惡き 天惠の 少き國 でありながら 斯 

かる 勢力 を 得た 事 は カル ビン 神學の 力なり し 事 は 明かで あり ます。 歷史 と生產 業と の 關係は 興味 あ る 

問題であります が、 今 は 其 時が ありま せんから、 私自身の 目 華した 事 を 述べて 證 明して 見 度い と 思 ひ 

ます。 この 談に 入ります 前に 豫め 巾し 度い 事 は 先夜 も 敎育會 場で 述べた 事であります が、 宗 敎は靈 

魂の 深き 資驗 でありまして 靈 魂の 要求に 應 する ものであります。 故に 此の 結果 を 十 年、 二十 年の 後に 

待す る は 無理であります、 人の 全身 全力 を 動かして 表 はれ 來る もので あり ますから 其 結 * は少 くと 

も：， c 年の 後 を 期して 俟っ 可き であります。 佛敎が 日本に 渡りまして 聖德 太子の 立つ に 至る 迄 は 百年 を 

耍 しました、 現今 日本の 基督教め 勢力が 微々 として 振 はな いのは この 點 より 見て 至當な 事と 云 はねば 

ならぬ I であります。 今一 つ 申した き は 俺 かな 事物に 働く 同じ 法則 を 以て 全世界に 適用す る 事が 出來 

ま 十から、 八；' 私が 述べ ん とする 實 例の 範圍が 小なる が爲 めに ァ ン リア ル であると 思うて はならぬ 事で 


あります。 如何にして 一 村が 改良せられ たかと 話し すれば 同じ 原理 を 以て 一 郡 更に 大 にして は 國家を 

も 改良 さる 可き 事 は 推察す る 事が 出来ます。 時間の 都合で 此赏例 も あまり 澤山 述べる 事 は出來 ません 

から、 最も 印象 深き もの 一 ニニ を 選んで、 キリストの 福音が 如何に 農業 を 改良す るに 力 あるか を 御 話し 

たいと 思 ひます。 

口 本と 云 ふ國は 土地が 狭くて 人口が 多い、 故に 殖民せ なければ たらぬ と は 人の 一般に 認 むる 所で あ 

ります。 然し 政府の 殖民 政策 は 甚だしく 誤って 居る 爲 めに、 我國の 殖民の 成鑌が 頗る 發展 せぬ 事は實 

際であります が、 偖 叉 此の 罪 は 果して 政府に のみ 歸す 可き もので あるかと 云 ひます と、 左様で はあり 

ません、 日本 國民 も其责 任の 一半 を 負 はなければ ならぬ 様に 思 はれます。 それ は 日本 國民 中には 殖民 

思想がない と 云 ふ 事であります、 曾 を換 へますならば 日本人 は あまりに 愛國 的で あると 云 ふので あり 

ます、 あまりに 愛國 心に 富む と 云 ふ 事 は 宜しくありません、 自分の 國土を 放れる 事が 出来ない ので あ 

ります。 ，？： 地の 人が 北海道に 永住す る 事 を すら 好まない 國 民であります、 況んゃ 遠き カリフ オル  一 ニノ. 

メキシ コ に 於て を やであります、 之れ 等の 遠き 國に 於て 樂 しく 生活す る 事 は 日本人に 取りて は 不可能 

に屬 する 様です。 けれども キリスト 敎を 信仰せ る 人に 取りて は 大に其 趣 を 異にして 居る のです。 我等 

の 信仰に より ますれば 我等の 家庭 は 全 宇宙 で あ り ます、 何處に 行く も 我等の 最も 大切なる ものが 居る 

を 思 ひます から 少しも 恐れません、 これ は キリ ス ト敎の 宇宙の 宗敎 である 事に 因る のでありまして. 

祌は 至る所に 在りて 我等 を 慰め、 我等の 命 を 終る 土地 は何處 にあれ、 其靈は 天なる 父の もとに 行く と 

信す るので あります。 故に 行く 處を 選ぶ 必要 も ありませ す、 世界が 自ら 擴 がるので あります。 これに 

就いて 一つの 實例 があります。 メキシコの 南に チヤ パ ー ルと 中す 所があります、 こ \ に 小さな 日本の 
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部落が あります が、 こ i は擾本 子が 本の 將 來の爲 めに 移 1^ 獎勵の 必要 を 感じて 移住 を 計った 所で あ 

り ま 十。 初めの 內は 事業 も 有ば H であり ましたが、 年を經 ると 共に 一 人 去り 一 一人 去り 終に 一 人 も 居な く 

なって、 其の 事業 は 失 肷に歸 して 居りました。 然るに 私の 所へ よく 參り ました 駒 場の 農 學實科 の學生 

が 一 人 居りました、 〇〇〇〇 と 云 ふ もので 甚だ 有 tin.: な學 生で ありました。 この 〇〇 が 一 曰 私の 所に 參 

りまして 突然 メキシコ へ 行き度いと 云 ふ 事 を 巾し ました、 私 はか- 1 る 善良なる 學生を 乎 放す のが 惜し 

かった もの ですから 不贊成 を 巾して 置き ましたと こ ろ、 突然 細君 を 私の 宅 へ 預けた 儘 出發し てし まひ 

ました。 亂 暴な 話し も ある もので、 細君 は少と 病身で したから 私共 夫婦 は 妻 君の 介抱に せ を 折った 事 

であり ましたが、 間もなく 彼の地より 手紙が 參 りました、 細君 は 此の間に キリスト教の 感化 を 受けて 

彼の地に 渡りました。 昨年でした 九 年 目に 彼 は 立派な 紳士と なって 私に 遇 ひに 參り、 大變 開墾の 事業 

に 就いて 面白い 實驗を 話しました。 メキシコに は考 への 及ばぬ 奇談が あります、 彼 は 南の 處女林 中に 

^へたる 俊の 樹木 を 柱と して 家 を 建てました、 直に は閉 りなく 戶 障子 も 勿論ありません、 盗賊の 防禦 

に は 犬 を 三十 疋も 養って 置く 相です、 樂 みと 云へば 鰐 魚 や 虎 を 狩る 事 位で、 ある 時 彼 は 響 尾 蛇に 指 を 

喷 まれた ので、 面倒臭かった から 指 を 切った とて、 指が 一木 不足した 手 を 有って 居りました。 色々 話 

しの 末に、 幸 ひに して 令 は 地盤 も间 まり 成功の 段落 を吿 げたから す；" んで くれと 彼 は 巾し ました、 而し 

て乂 この 成功 は 自分 の 精力 の 賜に あらす して 福音 の 力 で あ る と 附け加 へました。 其现 由と する 所 をき 

くに、 移住 地に 於て 移住 1^ の永糗 せぬ は 女に 其 原因が あるので ありまして、 男 は 如何にもして 其樂み 

を 取る 事が 出来る けれども. 困る の は 女です。 隣が 二 里 もあって 銀行が 二十 里 も ある 森林の 中で あり 

ま 十. から 殆 んど耐 へられぬ。 共處で 切りに 歸國を 夫に 要求す るので、 男 も 巳む を 得す 引かれて 歸 ると 


云 ふ 有様になる のです。 所が 幸 ひに して 彼の 妻 は 護設の 林に tl^ の 群り 來 つて 赤色 を呈 する 熱 帶阈の 

森林 を樂 みまして、 此 所が 神の 與 へ：^ うた 所であって こ，^ に 神と 交る この 生活が 最も 嬉しい、 もし 彼 

が 死ぬ 事が あっても 彼の 妻は殘 つて その 業を繼 緩す ると 云 ふ 決心が ra: く、 遂に 動搖 が來ら すして 事業 

は 成功す る に 至 つたと 申す 事 でありました。 移住者 は 皆 其 細君に 〇〇 の 細君に 見做へ と 云 ふけれ ども、 

此の 外形的に 見習った 丈け では 駄目でありまして、 宗敎的 個人的 經驗が 必要で あり、 心 露の 深き 經驗 

たき 時 は 彼女の 心地 を 解す る審は 不可能で ありませ う。 私の 所に ra: 年 程 勤めた 下女が あります、 私共 

は共處置を^!„？ へて 居り ましたが、 〇〇 はこれ はよ い 人が あつたと 云って 早速 速れ 歸 つ た 事 であり ます。 

女に 世界 を 灰と する 精神 を與 へて 永遠なる 實在を 味 はしめ る 事 は 殖民 集 業に は 必要の 事であります。 

若しも か&る 精神が n 本 中に 擴 がるならば、 外；^ 省が どうなら うと も： 门務 省が どうなら うと も、 否で 

も應 で も 同胞 は ど し./ \SE て 膨脹せ る國 となる 事 は 容易 で あると 思 ひます。 

次は內 地の 農村に 就て 述べて 見 ませう、 村の 生活 は 幸 幅な ものであると 詩人 は 歌 ふで あらう が、 私 

は： 取 も 不幸な ものであると 思 ひます。 百姓 は 情實ゃ 古き 習慣に 縛られ、 狡^で， 5 や 情であります、 こん 

た^は 諸君が よく 御存じの 事で ありませ う、 口 本の 村 を 改良す る 事 は六ケ 敷い 事であります。 日本 は 

進歩せ りと 云 ひます、 法令 は 加 はって ii 然 する 所はありません、 けれども 私の 見る 所 を 以てし ますれ 

ば 依然として 古き 村であります、 而 して 十：： き 日本 を 形成して ni5 ります。 日本 を 訪問した 西洋人 は 新 日 

本の 駐々 たる 進歩に 驚く 事で ありませ う、 橫濱、 束 京、 日光、 箱 根 等の み を 見て 歩き ますれば 年 一年 

と 巡步を 重ねて 居ります。 けれども 今一 歩 踏 込んで 埼 玉に 行きます と 依然た る舊 日本でして、 到る 處 

進歩 を 妨げ 靑年 を壓 し、 新 農業 新 思想 を 排斥す るので あります。 よし 諸君が 新 知識 を 持ちて 村落に 至 
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る も- 直ちに 其 門前に て 喰 ひ 止められる であり ませう。 此の ほ 難なる 農村 を 改良す るに は其條 では 到 

底 行かぬ、 何が 必要で ある、 それに 役立つ もの はこの 前に 獨立 敎會で 話しました 靈の ダイナ マ 丫トで 

あります。 之れ を 以て 農家の 頭 を粉碎 しなければ なりません、 この ダイナ マイ 卜 は 則ち 祌に 外なら な 

いのです。 此カは 人の 心の 最も 深き 所から 出る ものでありまして、 これによ つて 非常に 善い 事が ra^ さ 

れる、 法 雜が淸 まり、 信用が 高まり、 凡てが 改良され て 行く のであります。 私 は 此の際 丁度よ ぃ機會 

であり ますから 私が 何故に 水 產を廢 め たかを 吿 白して 見 度い。 其の 最初の 理由 は、 私が 學校を 卒業し、 

束 京へ 參る 時、 小拇 から 田 村 丸と 云 ふ 船に のりました、 鰊の メ粕と 同居して 三等 船 { 至に 陣取りました 

が この 室に は澤 山の 漁夫の 出 稼 人が 乘り 込んで 居ました、 彼等 は 漁期が 去った 爲 めに 歸國 する 所でし 

た が 、 未だ 船 の 出航に 問が あると 云 ふの で 博 突 を 始めました、 この 光景た る や 非常に 盛大な る もので 

ありまし たが、 見 翁ね たもの か此 席に 變 官が蹈 み 込んで 來 ました、 其の 時の 人々 の 狼狽 は 劇しい もの 

で 私の 前に も 五 画 札が 飛んで 參 りました、 私 はこの 有様 を 見て つくぐ 感じた の は斯る 漁師に 金を與 

ふる は 博奕の 村 料を與 へる 橾な ものであると 云 ふ 事です、 併し 私 は 未だ 水 產は廢 めませんでした。 其 

後 私 は水產 11 習 所に 敎鞭を 取って 居ました 時に 生徒 を 率 ゐて房 州に 參 りました、 房 州の 布 良 村に 祌田 

吉右衞 門と 云ふ實 地に 關 して は 日本に 有名なる 漁 父が ありました、 一 夜 私 は 彼と 共に 爐火を 園んで 話 

をし ましたが、 談 興に 入った 時 彼の 申します に は、 內 村さん 改良 もよ いけれ ど 何よりも 先き に 漁師 を 

改良し なければ 駄目です よと 道破し ました、 之れ を 聞いた 私 は 成程 左樣 だと 思 ひました、 これが 私が 

水產科 をお 暇 乞した 理由であります。 農業に 於け る も 之れ と 同じ 理で あります、 法律 や 改良 法 は 具 は 

つ て も 農民の 心 を 動かさなければ 駄目であります。 


茨城 縣の 小石 村 は 人口 六 干餘の 四方 山に 圍 まれた 美 はしい 村落であります、 私 は 此村を 友人の 紹介 

によりまして 訪問し、 村長に 面會 しまして 感す 可き 改良 談を閜 ました。 元來 この 小石 村 は同縣 中の 難 

村で ありまし たので 不 取締 は 有名な ものでした。 此 村の 樺 山 神社の 宮司 〇〇〇〇〇 氏は足 利 時代から 

の舊 家で 一 村の 名望家であります、 同家の 家長 は 一 度 は 村長に なると 云ふ惯 例であります ので、 〇〇 

〇 氏 も 村長の 職 を 勤む る 事と なりました。 彼は不 思？ i. な 事から 聖書 を讀 み、 單 純な クリス チ アンと な 

りました。 彼が 村長と なるや 大に共 責任の fei 大 なる 事 を 感じまして 此難村 を再與 しょうと 決心し まし 

たリ そこで 彼 は 聖書 を 開きまして 適切なる 言葉 を搜 しました が、 彼 は 「人に 仕 ふる は 人に 仕 へらる、 

より 幸 也」 と 云 ふ 句を發 見して 大に 感動し、 之れ を實 際に 行 ひました。 人に 仕 ふるが 幸 ひで ある、 故 

に 村長と なる は 彼等 を 命す る爲 めで はなく して 彼等に 命ぜられる 神よりの 僕で あると 云 ふ タリ ス チア 

ンの 態度に 出ました。 村落の 難 村で あると か 模範 村で あると か 云 ふの は 村稅の 皆納が 行 はれて 居る か 

否かが 中心 問題であります、 內務 省より 表彰 せられる 模範 村と なる の 第一 资格 は村稅 がよく 納まって 

居る か 否やに あるら しいので あります。 故に 村長 は 上級 官 省に 對 する 心配から して、 滞納の 稅額を 引 

き 受けて 自腹 を 切る ものす ら少 くないとの 事であります。 實際 村稅の 滯鈉が 多い 樣 では 村長 も 改良 計 

畫を する 事 は 出来ない のであります。 この 小石 村 も 難 村の 例に；^ れす、 七 百戶の 中で 六 百戶は 怠納を 

して 居る 事を發 見し ました。 そこで 〇〇 氏 はこの 怠納 者に 對 して 催促す るに ぉ定 りの 一 片の 催促 狀を 

小 使に 持た してやる と 云 ふ 様な 事 は 行 はないで 自分 自ら 脚 粋 草鞋の 装束で 少しも 權式 振らす に 村の 殿 

様が 备戶を 訪問して 租 稅の納 人を勸 誘し ました U 初めの 中 は 旦那が 稅を 取りに 来さし つた、 拂 はなな 

るべ，' ナと云 ふ 様な 調子で ありました。 彼 は 尙怠納 者に 對 して ニ囘、 三囘、 ra 囘、 十 幾囘も 倦む 事な 
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く頒を 下げて 納入 せん 事 を 頼み 歩きました。 彼 は 之れ が 祌の爲 めだと 思 ひまして 少しも 恥 かしく S 心 は 

なかった と 云 ふ 事でした。 ある 家へ は 十五 囘も 訪問し まして 十 幾年 間の 怠 納稅余 を 完納せ しめたと 云 

ふ^であります。 今では 小石 村 は縣^ に 於て は 最も 善く 治まった 村と なった と. m. す isM じあります。 斯 

くして 村が 整然と 秩序 を囘復 した 上、 彼 は 村長 を 辭し靑 年團を 組織し、 道德 的に 宗敎 的に 自村を 改良 

し、 進んで は 近 村 迄 を も 改良 せん 事 を 期しました。 私が この 村 を 訪問した の は樱の 花が 開いて 居た 時 

であり ましたが、 導かれて 城の 様な 彼の 住家に 至りました。 然るに 私 はこの 屋敷の 門の 入口の 右に 奇 

態なる 建物 を發 見し ました、 この 建物 は 砲 子戶が はめて ありまして 砲 子 は 色ガラ スを 使って ありまし 

た、 私 は 大體の 形より して 之れ を 改良した 養蠶窒 と 早合點 をし ました。 やがて 座敷に 通りまして 挨移 

の 終る や 否や、 第一 に照會 され ましたの はこの 建物で ありました。 建物の 内部 は 三つに 仕切られて あ 

りまして、 屮央は 板の間で 椅子が 列べ られ多 數の靑 年が 集まって 居ました >  其の 室の 隣に は 本箱が：. 

かれて、 この 中に 私の 著書 も貯 へられて ありました、 其 反 對の窒 に は 布 國ゃ臺 所 道具が 設備され て あ 

る、 〇〇 庆 はこれ を會 堂で あると 說明 しました。 共の 由來は 彼れ の 屋敷の 中に 生へ た 大きな 杉の 木が 

風の 爲 めに 倒れた ので、 彼 は 青年 を 集めて 板 を 引かし 彼れ の 弟が 器用な ので 其 人 を も 賴んで 建築した 

と 云 ふので す。 私 はこの 會 堂に 於て 靑年 達に 一場の 話 を 試み ましたが、 〇〇 氏の 談 によって 私 は 同 氏 

の： m 村 上の 計畫の 遠大なる に 驚きました。 其 計畫と 申す は 外ではありません、 彼の 會 堂に 於て は敎派 

に 一 切關 係な く、 唯 キリ ス トとバ ィ ブル あるの みと 云 ふ考へ で集會 をして 居る のであります。 靑年圃 

は 义宗敎 的 <w 合の み を： w 的と しませす、 彼の 所有の 未開の 山 を靑年 等の 暇 を 利用して 畑地と なし、 之 

れ を 耕作して 得た る牧入 を靈 く擧げ て會 堂の 費用に あて ま した、 其 畑 の 面積 は 五 反歩 あ り ます。 又 改 


良 事業 を 永遠 に傳 へんと して 彼 は 子息 を 師範 學校 に學 ばし めて 居ます、 〇〇 氏 の 意見 によれば 學士な 

どに して 高等の _sli: 門 敎育を 授けます と、 自 村に 止ら すして 他所に 出て 行く が 故に、 4 亭ろ敎 育 を 師範 风チ 

校に 止め 村に 止めて 小學 校の 校長と なし 長く 村の 子弟の 敎 育の 任に 當 らしめ ようと 云 ふに あるので す、 

それ 許り か 新宅の 長男 を醫學 校に 送りて 醫 學を學 ばし め、 之れ を 村に 止めて 開業せ しめる 害で ありま 

す。 斯の 様に して 校長と 醫者 とが タリ スチ アン で 村の 改良の 先導者と なる たらば 大丈夫で あらう との 

話しでした U 何ん と 驚く 可き 程 遠大なる 改良 法ではありません か。 簡單 なる 「仕 ふるもの は 仕 へらる 

る ものより は 幸 也」 と 云ふ聖 句の 精神が 全國に 及びますならば 國 家の 大 問題 は 解決され るので ありま 

す。 最後に 今一 つの 實例を 申し上げ ませう、 福 島縣の ある 町に 吳服屋 を商賣 とせる 有力なる 神 士がぁ 

ります。 この 人 も 早くより 單 純な 基督 敎 徒と なりまして 單 純なる 幅 昔に よって 町、 郡の 爲 めに 大 なる 

改良の 功 を 奏しました。 獨立 敎會で 話した 事で ありま すがこの 人 は^ 書 を 煙草 人れ の 様に 仕立てて 腰 

にぶら 下げて 居ります、 私 は ある 日 君 は 未だ 煙草 を 服む のかと 尋ねました 時に、 彼 は 根付 を 弛め まし 

て 中より 聖書 を 取り出し、 先生 之れ です と 云って 見せました、 忙 はしい 彼 は 車上に ある 時 汽車に ある 

時 其の 他 零 碎 なる 時間 を 見付けました 時に 聖書 を 取り出して 讀む爲 めで あると 答へ たのであります。 

彼 は クリス チア ンに はなり ました けれども 洗禮は 嫌で ありました。 彼 は 常に 堅く 信仰の 上に 立ちて、 

更 らに讓 りません ので 町人より 憎まる、 に 至りました、 それ は 何處も 同じ 様であります が、 祭 禮のゅ 

に 寄附 金 をし ない 提灯 を 出さない と 云 ふ、 それで はと 町の 人は擧 つて ボ ンブを 門 n に 引き 來 りおし も 

應ぜ ぬなら ば 水 を 掛ける と 威嚇し ました。 その 時に 彼 は 自若と して 町の 人々 を 前にして 己れ の. iM 族の 

者 を 店頭に 並び 坐ら しめて 云 ふ 様、 私は信者となりましたが洗禮は嫌ぃで未だ水の禮を受けた13^-がぁ 
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りません、 IS 君が 洗 を 校け て 下さる と 云 ふ 事なら ば 私の 非常に 喜ぶ 所であります、 サァ かけて ドさ 

れ、 と 云って 町の 人々 を 驚かした と 云 ふ 逸話 を も 有って 居る 人であります。 借 此の 人が 義憤 を 起し ま 

したの は 銀行の 腐敗で ありました、 地方の 小 銀行の (大きな 銀行 も 同様で あるが) 信用の ない 事と." ム 

つたら 非 <s な ものでありまして、 一 度 其 2： 幕 を 知るならば 金 を 預ける のがい やになる 程であります、 

年に： Ul の 決算報告 によれば 金 は澤山 ある 様になって 居ります がそれ は 皆 虚偽の 數 字であります、 其 

爲め 地方の 时-政 機^に 多大の 害審を 流して 居ります。 彼 はこれ を改 -M せんと 試み ましたが 難物 は 有力 

^なる 頭取であります、 これ ある 內は 改良 は絕對 に： ぎむ 事が 出来ません、 彼 は 遂に 決心して 自分の 財 

產 を犧牲 にして 大戰爭 を 開始し、 獨カ 遂に^ 力 家なる 頭取 を 去らし めて 新ら しき 頭取 を 置き 根本的の 

改良 を 行 ひました。 私が 汽車で 福 島縣を 通った 時に 彼 は 幅 島驛で 汽車の 中に 飛び込んで 来て 「先生、 

出來 しました、 出來 しました、」 と 叫んで 私に 告げました、 其の 言 ふ 所に よります とこの 改革 は 三年 

問の 苦心 を經て 成功した と 云 ふ 事で、 元は 二十 萬 圓の资 本に 對 して 僅に 八萬圆 しか 預金がなかった も 

のが， たは 數 倍額の 預金 を兑る 様になり、 其の 他 多くの 信用 を 得る に 至った との 事でした。 私 はよ く此 

の赛を 他の 地方で 話します が何處 でも 私の 方に も斯 かる 人が あって 欲しい と 巾し ます。 日本の 現狀に 

於て は 若しも 經濟界 に 恐慌の 波 潤が 起り ますならば 多くの 銀行 は 忽ち 將棊 倒しに 破産す る樣な 危險極 

まる if 様であります 3 この 際に 道德的 英雄が 起って 根本的に 改良 を 計る と 云 ふ 事 は 何れの 方面に も必 

要の， となつ て來 ました。 

先夜 も 時計 臺で 話した 事であります が、 外 國人は 日本の 現在 を 批評し まして 日本 は 凡ての 問題 はよ 

く 解決され たが 最後の 最大 問題と して 道德 問題が あると 申して 居ります。 新ら しき 人が 出て 新ら しい 


改良 をす る は 皆 人の める 所であります、 この 改良に 入る に は 人 は先づ 最高の 宗敎 によって 靈 性の 陶 

冶 を 受け 地上に あれ ども 天 を 歩める 人と ならなければ ならない。 改良 は 法律、 哲學、 農業に よって 來 

る もので はない、 生ける 靈 のみ 之れ を與 ふる 事が 出來 るので ある。 農業 を 改良す るに も廣 の宗 敎の必 

要な 事 は 誰れ でも 同意し なければ ならぬ 事であります。 


デン マルク 國の話 

信仰と 樹木と を 以て 國を救 ひし 話 

以賽亜 書 三十 五 章  一 、 二 節 

曠~ 野と 濕潤な き 地と は樂 しみ、 

# 漠は歡 びて 番 紅の 如く に^かん、 

盛に ゆ、 きて 歡 ばん、  . 

喜び 且つ 歌 はん、 

レバ ノ ンの榮 え は 之に 與 へら にん、 

5 る は 

カルメルと シャロ ン の 美しき と は 之に 授けられん、 
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彼等 は エホバ の榮を ん、 

我等の 神の 美 はしき を 視ん。 

八，' n は 少し 此 はの 事に 就て お話し 致さ う と 欲 ひ ます。 

デン マルク は歐洲 北部の 一 小 邦であります、 其 面積 は 朝鮮と 臺 i.r と を 除いた 日本 帝國， の 十分の 一 で 

ありまして、 我が 北海道の.^ 分に 常り、 火 州の 一島に 當ら ない 國で あります、 其 人 n は 二百 五十 萬で 

ありまして、 日本の 二十 分の 一 であります、 實に 取る に 足りない やうな 小國 であり ますが、 然し 此國 

に 就て 多くの 面白い 話しが あります。 

今 軍に 經： t 上より 観察 を 下しまして、 此小國 の 決して 侮るべからざる 國 である 槊 が！： 明ります、 此 

國の面|^^と人=とは到底も我が日本國に及びませんが、 然し i の 程度に 至りまして は遙か iici 本 £ -,^ 

であります、 其 一例 を擧げ ますれば 日本 國の 二十 分の 一 の 人：： を；^ する テン マルク 國は 日本の 二分の 

一 の 外國貿 y,^ を 有つ のであります、 ちデン マルク 人 一人の 外國 貿易の 高 は 日本人 一人の 十倍に 當る 

のであります、 以て 其 富の 程度が 判明り ます、 或 人の 曰 ひます るに、 デン マルク 人 は 多分 世界の 中で 

设も {£ん だる 民で ある だら ふとの 事であります、 卽 ちデン マルク 人 一 人の 有する 富は獨 逸人 又は 英 國 

/、 乂は米 國人ー 人の 有する 富よりも 多い のであります、 實に 驚くべき 事ではありません 乎。 

然 らば.、 テン マルク 人 は 如 して 此富を 得た 乎と 問 ひます るに、 其れ は 彼等が 國 外に 多くの 領地 を 

て 居る からではありません、 彼等 は 勿論 廣き ダリ. "ン ランド を 有ち ます、 然し 北氷洋の 氷の 中に 在る 

此 0 土の 經^ 上 殆んど 何の Iwig も ない * は 何人も 知って 居り ます 、 彼等 は 叉 其 面積に 於て は テン マル 


夕 本土に 一 一倍す る 氷 島國を 有ち ます、 然し 其 名 を 聞て 其國の 富饒の 土地で ない 事 は 直ぐに 刺 明ります、 

外に 僅かに 鳥 \ ^を產 する フハロ I 島が あります、 叉 稍々 富饒 なる 西 印度 中の サン クロ ァ、 サン ト I マ 

ス、 サン ュ ー アンの 三 島が あります、 是れ 確かに 富の 源であります が、 然し 經 上 收支相 償 ふこと 尠 

きが 故に、 曾て は 之 を 米 國に资 却 せんとの 計畫 もあった 位 ひであります、 故に デン マルクの 富 源と 云 

ひまして、 训 に本圃 以外に 在る のでありません、 人口 一  人に 對し^ 界 第一 の 富 を 彼等に 供せ し 其 富 源 

は 我 九州 大の デン マルク 本國に 於て あるので あります。 

然るに 此デン マルク 本國が 決して 富饒の 地と 稱す べきで はない のであります、 闽に 一 鍍山 あるで な 

く， 大 港灣 の萬國 の 船舶 を _惹 く 者が あ るので はありません、 デン マルクの 常 は 主として 其 土地 に 在 る 

のであります、 其 牧場と 其 家畜と、 其 縦と 白 棒との 森林と、 其 沿海の 漁業と に 於て 在る のであります、 

殊に 其 誇りと する 所 は 其 產 であります、 其 乳 油と 牛 酷と であります、 デン マルク は 實に牛 a を 以て 

立つ 國 であると 云 ふ 事が 出来ます、 ト .1 ブ ルド セン を 出して^ 界の 彫刻術に 一新紀元 を 劃し、 アン デ 

ルセ ンを 出して 近^お 伽話の 元祖たら しめ、 クリ I ケゴ I ドを 出して 無敎會 主義の 基督 敎を I 界に唱 

へ しめし デン マルク は實に 柔和なる 牝牛の 產を 以て 立つ 小に して 靜 かなる 國 であります。 

然るに 今 を 去る ra 十 年 前の デン マルク は 最も 憐れなる 國 でありました、 千 八 百 六十 ra 年に 獨澳の 二 

强 國の壓 迫す る 所と なり、 其 要求 を 拒みし 結 2^ 終に 開戰の 不幸 を 見、 テン マルク 人 は 善く 戰 いまし 

たが、 然し 弱 は 以て 强に 勝つ 能 はす、 テツ ペルの 一 戰に北 軍 敗れて W び 起つ 能 はざる に 至りました、 

チン マルク は 和 を 乞 ひました、 而 して 敗北の 賠償と して 獨塽の 一 ー國に 南部 最良の 一 一州 ス レス ウィダと 

ホルスタイン を割讓 しました、 戰爭は 鼓に 終 を吿げ ました、 t おし テン マルク は是れ がた めに 窮 困の 極 
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に 達しました、 一： 几より 多く も 無い 領土、 而 かも 其 凝 良の 部分 を 持 去られた のであります、 如何にして 

W 述を 恢復 せん 乎、 如何にして 敗戰の 大損 害 を 償 はん 乎、 是れ此 時に 方り デン マルクの 愛國 者が 其の 

腦凝を 絞って 考 へし 問題で ありました、 阈は 小さく、 民は掛 なく、 而 して 淺 りし 土地に 荒漠 多し と 云 

ふ狀 態で ありました、 國 民の 精力 は斯 かる 時に 試め さる k のであります、 戰は 肷れ、 國は 削られ、 國 

尺の 意氣鎮 沈し 何事に も 手の 着かざる 時に、 斯 かる 時に 國 民の 眞の 價滅は 判明す るので あります、 戰 

勝 3! の戰 後の 經營は 何ん な 詰らない 政 治 にも 出来ます、 國威. 揚に伴 ふ 事業 の 發展は 何ん な 詰 .f- な 

い { 焚 業 家に も屮 I 來 ます、 難いの は戰收 园の戰 後の 經營 であります、 國運^ 退の 時に 於け る 1* 業の 發展 

I  , ， 1 , 0  0  00000  0  0  0000  0-0  00000000000  -  I 

であります、 戰に 收れて 精神に 敗れない 民が 眞に 偉大なる いであります、 宗敎と 云 ひ 信 ^ と 云 ひ 國 

遝隆 成ュの 時には 何の 必 .耍 も 無い 者であります、 然しながら 國に 幽暗の 臨みし 時に 精祌の 光が 必要に な 

るので あります、 阈の與 ると 亡ぶ ると は此 時に.：； 4^ まるので あります、 何ん た國 にも 時には 喑黑が 臨み 

ます、 其 時 之に 打 勝つ ことの 出來 る：^ が、 其お が 永久に 榮 ゆるので あります、 恰 かも 疾病の 襲 ふ！ W と 

なりて 人の 他康が 判明る と 同然であります- 平常の 時には 弱い 人 も强ぃ 人と 遠 ひません、 疾病に 拖っ 

て；； S い 人 は斃れ て强ぃ 人は存 るので あります、 共 如く 眞に强 ぃ國は W 難に 遭遇して 亡びない ので あり 

ます、 其 兵 は 耽れ、 其 財 は 誰き て 其 時尙ほ 起る の 精力 を蓄 ふる 者であります、 此は 誠に 國 民の 試練の 

時 であります、 此 時に 亡びない で 彼等 は 運命 の 如何 に 關は らす永 久に 亡びない の で あります。 

越 王 勾践 吳を 破りて 歸 るではありません、 デン マ. -ク人 は戰に 股れ て 家に 還って 來ま した、 還り 來 

れば 11 は 荒れ、 肘 は 薪き、 13^.る物として悲憤失&^!の！|1ならざるはなしでぁりました、 「今や デン マル 

クに 取り 惡 しき 日な り」 と 彼等 は 相" えに 對 して 曰 ひました、 此挨 俊に 對 して 「否な」 と 答へ 得る 者 は 


彼等の 中に 一 人 もありませんでした、 然るに 玆に 彼等の 中に 一 人の H 兵 士官が ありました、 彼の 名 を 

ダル ガス (Enrico  Mylils  D:llg!ls) と稱 ひまして、 フラン ス 種のデ ン マル ク人 でありました、 彼の 

祖先 は 有名なる フ ー ゲ ノット 黨の 一人でありまして、 彼等 は 一 千 六 百 八十 五 年 信仰 自由の 故 を 以て 故 

國 フランス を逐 はれ、 或 ひ は英國 に、 或 ひ は 和 蘭に、 或 ひ は 普 露 西に、 叉 或 ひ はデン マルクに 逃れ 來 

りし 者で ありました、 フ ー ゲ ノット 黨の人 は 到る 所に 自由と 熱 信と 勤勉と を 運びました、 英國に 於て 

は H リザべ ス 女王の 下に 其 今や 世界に 冠たる 製造業 を 起しました、 其 他、 和 蘭に 於て、 獨 逸に 於て、 

多くの 有利 的 事業 は 彼等に 由て 起されました- 舊き 宗敎を 維持 せんとす るの 結果、 佛蘭西 國が失 ひし 

多くの 物の 中に、 彼國に 取り 最大の 損失と 稱 すべき 者はフ ー ゲ ノット 黨の 外國脫 出で ありました、 而 

して 十九 世紀の 末に 當て 彼等 は 未だ 猶ほ其 祖先の 精神 を 失はなかった のであります、 ダル. カス、 齢 は 

今 三十 六 歳、 工兵 士官と して 戰爭に 臨み、 橋 を 架し、 道路 を 築き、 溝 を 掘る の 際 * 彼 は 細かに 彼の 故 

國の 地質 を 研究し ました、 而 して 戰爭 未だ 終らざる に 彼 は旣に 彼の 胸中に 故國 恢復の 策を蓄 へました、 

卽 ちデン マルク 國 の歐洲 大陸に 連なる 部分に して、 其 領土の 大部分 を 占む る ュット ランド (Jlltlgvl) 

の 荒漠を 化して 之 を 沃饒の 地と たさんとの 大計 畫を、 彼 は旣に 彼の 胸中に 蓄 へました、 故に 戰 敗れて 

彼の 同僚が 絶望に 壓 せられて 其 故 國に歸 り 来りし 時に、 ダル ガス 一 人 は 其 面に 微笑 を 湛ぇ其 首に 希望 

の 春 を 戴きました、 「今や デン マルクに 取り 惡 しき 日な り」 と 彼の 同僚 は 言 ひました、 「誠に 然り」 

と ダル. カス は 答へ ました、 「然しながら 我等 は 外に 失 ひし 所の 者 を 内に 於て 取 返す を 得べ し、 君 等と 

余との 生存 中に 我等 は ュ ット ランドの 曠野 を 化して 薔薇 花 t 、く 所と なす を 得べ し」 と 彼 は 緩い て 答 へ 

ました、 此 工兵 士官に 預曾者 ィザャ の 精神が ありました、 彼の 血管に 流る、 フ ー ゲノ ット黨 の 血は此 

ン アン マルク K の！ i?  七 ◦ 七 
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時に 方て 彼 をして 平和の 天 使たら しめました、 他人の失！11^.:する時に彼は失§ぉしませんでした、 彼 は 彼 

, •  9. 曹嘗曹 9 曹蟹 曹曹曹 999 曹零攀 9， 曹， 9 攀 9  0000000000  0000 

の國 人が 劍を 以て 失った 物 を 鋤 を 以て 取 返さん としました、 今や 敵 國に對 して 復響戰 を計畫 する に 非 

0 ま 0  ：;  00000000000000  OOOOO0OOO0 つ 0OOO000O0  0  0  0  C 

す、 鋤と m と を 以て 殘る 領土の 喊 漠と鬪 ひ、 之 を 田園と 化して 敵に 奪 はれし 物 を 袖 はんとしました 

0  0  OOOCOOOOOOOOOOOOOOO  00000O0OOOOOO0O00OOOOOO 

誠に クリスチャン らしき 計畫 ではありません 乎、 眞 正の 平和主義者 は斯 かる 計畫に 出で なければ なり 

0  0  0 

ません。 

,Q めみ る もの 

然し ダ ル ガ スは單 に 預言者ではありません で した、 彼 は單に 夢想家ではありません で した、 工兵 士 

官 なる 彼 は 土木 學者 でありし と 同時に 叉 地質 學者 であり 植物 學者 でありました、 彼は斯 くの 如くに し 

て 詩人で ありし と 同時に 又實際 家で ありました、 彼 は 理想 を實 現す るの 術 を 知って 居りました、 斯か 

る 軍人 を 我々 は 時々 歐 米の 軍人の 中に 見る のであります、 軍人と 云 へば 人 を 殺す の 術に のみ 長 じて 居 

る 者で あるとの 思想 は 外國に 於て は 一 般に行 はれて 居らない のであります。 

ュット ランド は テン マルクの 半分 以上であります、 而 して 其 三分の 一 以上が 不毛の地で あつたので 

あります， 面積 一 萬 五 千 平方 哩の デン マルクに 取りまして は 三千 平方 哩の 曠野 は 過大の 錢 物で ありま 

す、 之 を 化して 良田 沃野と なして、 外に 失 ひし 所の 者 を內に 在りて 償 はんとす るの が 其れが ダル. カス 

の 夢であった のであります、 而 して 此 夢を實 現す るに 方て ダル ガスの 執るべき 武器 は 唯 二つで ありま 

した、 其 第一 は 水で ありました、 其 第二 は樹 でありました、 荒 地に 水 を 漑ぐを 得、 之^！横を植ぇて殖 

林の 實を舉 ぐる を 得ば、 それで 事 は 成る のであります、 事 は 至て 簡單 でありました、 然し 簡？ 早で は あ 

るが 容易ではありませんでした、 世 に 御し 難い 物と て 人間の 作った 砂漠の 如きはありません、 若し ュ 

ット ランドの 荒 地が サハラの 砂漠の 如き 者で ありましたならば 問題 は遙 かに 容易で あつたので ありま 


す、 天然の 砂漠 は 水をさへ 之に 鹿ぐ を 得ば 其れで 直に 沃土と 成る のであります * 然し 人間の 無謀と 怠 

慢 とに 成りし 砂漠 は 之 を 恢復す るに 最も 難い 者であります、 而 して ュット ランドの 荒 地は此 種の 荒 地 

であった のであります、 今より 八 百年 前の 昔に は 其處に 繁茂せ る 良き 林が ありました、 而 して 降て 今 
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より 一 一 百年 前まで は處々 に 槲の林 を 見る ことが 出來 ました、 然るに 文明の 進む と 同時に 人の 慾、 も は 益 

益增 進し、 彼等 は 土地より 取る に 急に して 之に 酬 ゆるに 緩で ありました 故に、 地 は 時 を 追 ふて 益々 

せ衰 へ、 終に 四十 年 前の 憐れむべき 狀 態に 立 到った のであります、 然し 人 問の 强慾を 以てする も 地 は 

永久に 殺す ことの 出来る 者で はありまん、 祌と 天 然とが 示す 或る 適當の 方法 を 以てし ますれば、 此最 

惡の狀 態に 於て ある 土地 を も 元始の 沃燒に 返す ことが 出来ます、 誠に 詩人 シル レ ル の 言 ひしが 如く、 

OOO0O00O0  0O  00  0  0-0  ^-0  0000000000000000 

天然に は 永久の X 布 あり、 敗 壞は之 をた^ 人の 問に 於ての み 見る のであります。 

A ム』 う が ち  じ やが. U ら いら  ぼくさ. つ 

先 づ溝を 穿て 水 を 注ぎ、 ヒ ー ズと稱 する 荒野の 植物 を驅逐 し、 之に 代 ふるに 馬鈴薯 並に 牧草 を W て 

する のであります、 此事は 左程の 困難ではありませんでした、 然し 難 中の 難事 は 荒 地に 椟を植 ゆる こ 

SJ^J ありました、 此 事に 就て ダル-カス は 非常の 苦心 を 以て 研究し ました、 植物界 廣 しと 雖 もュッ トラ 

ンドの 荒 地に 適し 其處に 成育して レバ ノ ンの 榮を呈 はす 樹は 有る や 無し やと 彼 は 研究に 研究 を ねま 

した、 而 して 彼の 心に 思ひ當 りました の は 那威產 の 樅で ありました、 是れは ュット ランドの 荒 地に 成 

育すべき 樹 である こと は 分りました、 然しながら 實際之 を試驗 して 見ます ると、 思 ふ 通りに は 行き ま 

せん、 樅 は 生え は 生えます るが 数年なら すして 枯れて 了 ひます、 ュット ランドの 荒 地 は 今や 此强梗 な 

る 樹木 を さ へ 養 ふに 足る の 養分 を存 しません でした。 

然し ダル ガスの 熱心 は 之れ がた めに 挫けませんでした、 彼れ は 天然 は 亦 彼に 此 難問題 を も 解決して 
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央叱 I る 事と 確信し ました、 故に 彼 は 更らに 研究 を 緩け ました、 而 して 彼の 頭腦 にフト 浮び 出ました こ 

と は アルプス 產の小 樅で ありました、 若し 之 を 移植した らば 如何と 彼 は 思 ひました、 而 して 之 を 取り 

來 りて， 那， 奢產の 樅の 間に 植えました 時に、 奇なる 哉、 兩 種の 樅 は 相 仉んで 生長し、 年 を 經るも 枯れな 

かった のであります、 玆に 於て 大 問題 は 釋 けました、 ュット ランドの 荒野に 始めて 綠の野 を 見る こと 

が 出来ました、 綠は 希望の 色であります、 ダル ガスの 希望、 デン マルクの 希望、 其 民 二百 五十 萬の 希 

は實 際に 現 はれました。 

然し 問題 は 未だ 全く 釋け ませんで した、 綠の野 は出來 ましたが、 綠の 林は屮 I 來 ませんで した. ュッ 

ト ランドの 荒 地より 建築 用 の 木材 を も 伐り 得 えんとの ダル. カスの 野 心的 愁望 は事實 となり て 現 はれま 

せんでした、 "樅 は 或る 程度まで 成長して、 其れで 成長 を 止めました、 其 枯死 は アルプス 產の小 樅の 併 

植を 以て 防ぎ 得ました けれども、 共 永久の 成長 は 之に 由て 成就ら れ ませんで した、 「ダル. カスよ、 汝 

の 預言せ し衬 木を與 へよ」 と 一ず ひて デン マルクの 農夫 等 は 彼に 迫りました、 ：{は かも H ジ ブトより 遁, 

し イスラ エルの 民が 一 部の 失 肽の故 を 以て モ ー セを 責めた と 同然で ありました、 然し 祌はモ ー セの liw 

、斷を 聽き給 ひしが 如くに ダ ルガ ス の 心の 叫 を も 聽き給 ひました、 默示は 今度 は 彼に 臨ます して 彼の 子 

に 臨みました、 彼の 長男 を フレデリック. ダル-カスと 酔 ひました、 彼 は 父の 質 を 受けて 善き 植物 學者 

でありました、 彼 は 樅の 成長に 就て 大 なる 發 見を爲 しました〕 

お- *.&， ひ  二 もみ いつ  . 

若 かき ダル. カス は 一一 一一 n ひました、 大 樅が 或る 程度 以上に 成長 しないの は 小 樅 を 何時までも 大縱の に 

おして くからで ある、 若し 或る時 期に 達して 小 樅 を斫拂 つて 仕舞 ふなら ば大樅 は獨り 土地 を 占領し 

て 其 成長 を 核け るで あら ふと、 而 して 若 かき ダル. カスの 此 言を實 際に 試して 見ました 所が 實に其 通り 


でありました、 小 樅 は 或る 程度まで 大 樅の 成長 を 促が すの 能力 を 持って 居ります、 然し 其 程度に 達. W 

れば 却て 之を妨 ぐる 者で あるとの 奇態 ，な る 植物 學上 の 事 實がダ ル ガス 父子に 由て 發 見せられ たので あ 

ります、 而 かも 此發見 はデン マルク 國の^ 發に 取りて は實に 絶大なる 發見 でありました、 之に 由て ュ 

ット ランドの 荒 地 挽 同の 難問題 は解釋 された のであります、 是れ よりして 各地に 聽蒼 たる 樅の 林 を 見 

るに 至りました、 千 八 百 六十 年に 於て はュ ット ランドの 山林 は 儘 かに 十五 萬 七 干 H 1 クルに 過ぎ ませ. 

ん でした が、 四 十七 年後の 干 九 "巧〇 七 年に 至りまして は 四 卜 七 萬 六 干 H 1 クル の 多き に 達しました、 

然し 是れ尙 ほ 全 州 面積の 七 分 二 厘に 過ぎません、 更らに ダル-カスの 方法に 循ひ 殖林 を繼續 致します な 

らば 數十 年の 後に は 彼 地に 數百萬 H 1 クルの 綠林を 見る に 至る ので ありませ う、 實に 多望と 謂つ べし. 

であります。 

然し 殖 林の 效 raK は 單に木 衬 の 收穫に 止り ません、 第 一 に 其 善き 感化 を 蒙りた る 者 は ュット ランドの 

氣候 でありました、 樹木の 無き 土地 は 熱し 易く して 冷め 易く あります、 故に ダル-カスの 殖林 以前に 於 

て は ュット ランドの "夏 は晝は 非常に 暑く して、 夜 は 時に 霜 を 見ました、 ra 六 時 中に 埶ー帶 の 暴氣と 初冬 

の 霜 を 見る ことで ありま すれば、 植生 は堪 つた 者でありません、 其 時に 方て ュット ランドの 農夫が 牧 

穫 成功の 希望 を 以て 種 ゆる を 得し 植物 は 馬鈴薯 、 黑麥、 其 他 少數の 者に 過ぎませんでした、 然し 殖林 

成功 後の 彼 地の 農業 はー變 しました、 夏期の 降鬆は 全く 止みました、 今や 小麥 なり、 砂糖大根 なり、 

北 歐產の 穀類 叉 は 野菜に して、 成熟せ ざる 者な きに 至りました、 ュット ランド は 犬 樅の 林の 繁茂の 故 

を 以て 良き 田園と 化しました、 木材 を與 へられし 上に 善き 氣候 を與 へられました、 植 ゆべき は 誠に 樹 

であります。 
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然し 殖 林の 善き 感化 は 之に 止まりませんでした、 樹木の 繁茂 は 海岸より 吹 送らる k 砂塵の 荒 魔 を 4{ 

めました、 北海 沿岸 特有の 砂丘 は 海岸 近くに 喰 止められました、 樅 は 根 を 地に 張りて 襲 ひ 來る砂 鹿に 

對 して 一一 一一 n ひました、 

此ま では 來るを iT へし 

然し 此を越 ゆべ からす 

と r 約 百 記 三十 八の 十 一 )、 北海に 濱 する 國に 取りて は 敵國の 艦隊よりも 恐るべき 砂 vb- は戰鬪 艦なら 

すして 綠の 樅の 林 を 以て 玆に兑 ^に搫 退され たのであります。 

霜 は 消え 砂 は 去り、 其 上に 第三に 洪水の 害 は 除かれた のであります、 是れ何 處の國 に 於ても 殖 林の 

結 として 直に 現 はる、 者であります、 勿論 海 拔六百 尺 を 以て 最高 點 となす ュット ランドに 於て は 我： 

邦の 如き 山國に 於け る 如く 洪水の 害 を 見る ことはありません、 然し 共 比較的 に 少き此 害すら ダ ル ガス 

の審 業に 由て 除かれた ので あ ります。 

斯の 如くに して ュット ランドの 全 州 はー變 しました、 廢 りし 巿邑は W び 起り ました、 新たに 町村 は 

設けられました、 地惯は 非常に 騰貴し ました、 或る 所に 於て は g: 十 年 前の 百 五十 倍に 達しました、 道 

路と鐵 道と は縱 横に 築かれました、 我 ral 國 全島に 更らに 一 千 方哩を 加へ たる ュット ランド は-お 活 しま 

した、 戰爭に 由て 失 ひし ス レス ウイ グと ホルスタインと は 今日 已に憤 はれて 尙ほ餘 り あるとの V であ 

然し 木衬 よりも、 野菜よりも、 穀類よりも、 畜類よりも- 史ら に贵き 者は國 民の 精神であります、 ヂ 

ンマ， -ク 人の 精祌は ダル ガス 殖林 成功の 結 菜と して 玆に ー變 したので あります、 失 は せる 彼等 は玆に 


希^！！-を：^：復しました、 彼等 は國を 削られて 更らに 新たに 良き 國を 得た のであります、 而 かも 他人の 國 

を 奪った のではありません、 己れ の國を 改造した のであります、 自由 宗教より 來る 熱誠と 忍耐と、 之 

お：； *i) 八 二 らふ  ち.^ ら  I 

に 加 ふ るに 大樅小 樅 の 不 E 心議 なる 能力と に 由り て 彼等の 荒れた る國を 挽！： した の であります。 

ダル. カスの 他の 業に 就て 私 は今此 所に 語る の 時 を 有ち ません、 彼 は 如何にして 砂地 を 田園に 化せ 

し 乎、 如何にして 沼地の 水を排 ひし 乎、 如何にして 磽 地を柘 いて 3^1? を 作りし 乎、 是れ 1g 林に 劣らぬ 

面， 曰き 物語であります、 此 等の 問题に 興味 を 有せら る、 諸君 は la に. 私に. 就て お尋ね を 願 ひます。 

<!「、 此 所に お話し 致しました デン マルクの 話 は 私共に 何を敎 へます 乎。 

第一 に 戰敗必 しも 不幸に あらざる 事を敎 へます、 國は 戰爭に 負けても 亡びません、 實に 戰爭に 勝て 

亡びた 國は歷 史上 決して くないので あります、 國の 興亡 は 戰爭の 勝欧に 因りません、 其 n!^ の 平素の 

修養に 因ります、 善き 宗教、 善き 道德、 善き 精神 ありて 國 は戰爭 に 食 けても 衰 へません、 否な、 其 正 

反對 が事實 であります、 牟同 たる 精神 ありて 戰敗は 却て 善き 刺激と なりて 不幸の 民 を 興します、 デン 

マルク は 實に其 善き 實例 であり ます。 

第二 は 天 然の 無限 的 生 產カを 示します、 富 は 大陸に もあります、 嶋嶼、 にもあります、 沃野に も あり 

ます、 砂漠に もあります、 大陸の 主必 しも 富者ではありません、 小嶋の 所有者 必 しも 貧者で はあり ま 

せん、 善く 之 を開發 すれば 小嶋も 能く 大陸に 勝 さるの 產を產 する のであります、 故に 國の 小なる は 決 

して 歎く に 足りません、 之に 對 して 國の大 なる は 決して 誇る に 足りません、 富 は 有利 化された る エネ 

ルギ ー (力) であります、 而 して H ネル ギ ー は 太陽の 光線に も 在ります、 海の 波濤に もあります、 吹 
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く 風に もあります、 喷火 する 火山に もあります、 若し 之 を 利用す る を 得 ますれば 是等は 皆な 悉く 富 源 

であります、 必 しも 英國の 如く 世界の 降 面 六 分の 一 の 持主と なる の 必要はありません、 デン マルクで 

足ります、 然り、 其れよりも 小なる 國で 足ります、 外に 擴 がらんと する より は. s: を開發 すべきで あり 

ます リ 

第三に 信^の 實カを 示します、 國の實 力 は 軍隊ではありません、 £5f 艦ではありません、 將た乂 金で 

はありません、 銀ではありません、 信仰であります、 此 事に 關 しまして は マ ハ ン 大佐 も 未だ 眞理を 語 

りません、 アダム • ス ミス、 ミル も 未だ 眞理を 語りません、 此^に 關 して 眞理を 語った 者ュ 

矢張り 葡い架 書であります。 

若し 芥 種の 如き 信仰 あらば 此 山に 移りて 此處 より 彼處に 移れと 命 ふと も必す 移らん、 又汝 等に 能 

はざる こと ii 一る ベ し 

と イエス は E ひ 給 ひました (馬 太 十七の 二十) 又 

凡そ 祌に 由て 生る &者は 世に 勝つ、 我等 をして 世に 勝た しむる 者 は 我等の 信な り 

と聖 ヨハネ は 曰 ひました (約 翰^ 一、 五の 四 )o ゆに 勝つ の 力、 地 を 征服す る 力 は 矢張り 信仰で あり 

ます、 フ —ゲ ノット 黨の 信仰 は 其 一人 を 以て 鋤と 樅 樹とを 以て テン マルク 國を救 ひました、 縱 し叉ダ 

ル. カス 一人に 信仰が ありましても テン マルク 人全體 に！ I ^仰がありませんでした ならば、 彼の^ 業 も 链「 

效に 終った のであります、 此人 あり 此ぉ あり、 怫國 より 輸入され たる 自由 信仰 あり、 テン マルク 自生 

の 自由 信仰 ありて 此 偉業が 成った のであります、 宗敎、 信仰、 經， M に關 係な しと 唱 ふる 者 は 誰で あり 

ます 乎、 宗敎は 詩人と 愚人と に 佳く し て 實際 家と 智者に -婴 なしな ど、 唱 ふる 人 は 歷史も 哲學も 經せも 


,T 、と 

何にも 知らない 人であります、 國に 若し 斯 かる 「愚かなる 智者」 のみ ありて、 ダル-カスの 如き 「智き 

愚人」 が 居りませんならば、 不幸 ー步を 誤りて 戰 敗の 非運に 遭 ひます るなら ば、 其國は 其時倏 ちに し 

OOOOO0OO000OOCO  ooooooooooccoocr 

て 亡びて 了 ふので あります、 國 家の 大危險 にして 信仰 を 嘲け り、 之 を 無用 視す るが 如き 事 はあり ませ 

ん、 私が 今日 兹に お話し 致しました デン マルクと. タル. カスと に關 する 事柄 は 大に輕 佻 浮薄の 經世家 を 

警 むべき であります。 


醫術 としての 宗 敎 

或る 夜 信仰 を 共に する 或る 醫師に 語りし 所な り 

宗敎は 其 實際的 方面に 於て は 確かに 醫 術の 一種で ある、 是れは 人 を其靈 魂に 於て 救 ふこと である、 

人の 救 おが 其 最大の 目的で ある、 人を實 際に 救 はない 宗教 は 其 敎现は 如何に 高遠なる も、 其 俵 式 は 如 

何に 莊嚴 なる も、 用の ない 宗敎 である、 卽ち宗 敎と稱 すべから ざる 宗教で ある。 

基督 敎其 物が 艱難め る 人類の 救濟 術と して 現 はれた る 者で ある、 キリスト は 己 を 醫師に 譬へ給 ふた 

繭う して 實 際に 幾 囘 となく 醫術を 施し 給 ふた、 初代の 基督 者が 彼 を 救 主と 稱ん だの は醫療 者の 意味に 

於て あると 云 ふ、 卽ち救 主と 譯 されし！ { 布臘 語の scter は 元々 醫 師を稱 ぶに 用 ひられし 辭 であると 云 

ふ、 基督 敎が 化して 敎會 制度と なり、 組織 神學 となった の は 後^の ことで ある、 其 初め ユダヤに 於て 
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宣傳 へられし 時には 是れ は單に 病める 者の 醫癒、 疲れし 者の 安息であった。 

醫 術の 一 稲 たる 宗敎 は醫 術の やうに 發 達し- 醫 術の やうに 施さるべき 者で ある、 宗敎は 若し 學 問で 

あると すれば、 醫挙、 法律と 同じく 實際 的の 學問 である、 是れは 實際を 離れて 論すべからざる 者で あ 

る、 I に 純宗敎 なる 者 はない 害で ある、 宗 敎は學 者が 彼の 書齋に 籠り、 沈思 默考 して 案出すべき 者で 

はない、 是れは 活ける 人生に 接し、 其 病的 狀態を 究め、 之を疲 すの 術 を 施すべき 者で ある。 

此點に 於て 宗敎 は遙 かに 醫 術に 後れて 居る、 醫術 は， f や 全然 科 學範圍 内に あり、 疾病の 兆候に 由て 

其 原因 を 探り、 之 を 除かん としつ.^ あるに 比ら ベて、 宗敎は 未だ 古代の 瞹昧 時代 を臉 せす 優 かに 信仰 

筒條 なる もの を 設け、 之 を 信す る 者 は 救 はれ、 信ぜざる 者 は 救 はれす と 做す、 恰 かも 古代の 醫師が 萬 

病 を 癒す に 唯一 の 療法に 依った と； M じで ある、 宗敎は 未だ 科學範 園に 入った と は 言へ ない、 宗敎は 未 

だ 秘法 範圍に 於て ある、 卽ち病 者の 確實 なる 療法 を 知る 能 はすして、 單に 僥倖 的 療法 を 施しつ i ある。 

然しながら 宗敎は 何時 ま で も斯か る狀 態に 在って はならない、 靈魂 の 救 濟術も 亦肉體 の それの 如く 

に- 確實 なる 精密なる ものと ならなければ ならない、 卽ち すべての 人に 向って 同一 の 療法 を 施す ので 

はなく して、 各人の 病の 性質に 循 つて 特別の 療法 を 施す に 至らなければ ならない、 宗敎 は崇拜 物と 來 

世と に 就て 默考 する に 4- まらす して、 進んで 人生の 心的 疾病 を 攻究し、 之 を 癒す の 方法 を發 見すべき 

である G 

人の 心的 疾病 は 決して 單ー ではない、 彼が 神 を 離れた のが 彼のす ベての 疾病の 遠因で ある 乎 も 知れ 

ない が、 然 かし 直に 祌を說 きたれば とて 彼 は 癒さるべき 者で はない、 彼の 心の 病 は體の それと 均しく 

種々 雜多 である、 情の 病が ある、 意の 病が ある、 智の 病が ある. 彼が 神 を 13- 失った の も 軍に 不信に の 


み 由らない、 雨う して 宗敎 家の 爲 すべき こと は 精し く 各自の 病 を 診察し、 之に 適當 する 療法 を 施す こ 

とで ある。 

試に 兹に 思想 上の 懐疑より して 苦悶す る 者 ありと せん 乎、 斯 かる 人に 向て 讚美歌 を唱 へ、 信仰を？^^ 

くも 無 (、血で ある、 思想 上の 懷疑は 思想 を 以て 解かなければ ならない、 學 上の 懷疑は 哲學を 以て、 政 

ュ S 上の 懷疑は 政治 を 以て、 倫理 上の 懷疑は 倫理 を 以て 應 じなければ ならたい、 斯 かる 人に 向て ベ テロ 

が ユダヤ人に せげ しゃう に 

汝等 各自 悔 改めて 罪の 赦を 得ん がた めに、 ィ H スキ リス トの 名に 託り てバ プ テ ス マ を 受けよ (使 

徒行 傅 二 章 三十 八 節) 

と 叫ぶ も 無益で ある、 宗敎は 感情ば かりで はない、 叉 深い 靜 かなる 道理で ある、 道理の 解釋に 苦む 者 

に 向って は 道理 を 以て 之に 應 じなければ ならない。 

乂 せに は 感情 の 疾病 に 由り て 苦む 者が 澤山 居る、 爾 うして 感 IE の 患者に 內 的な ると 外的なる とが あ 

る、 卽ち 疾病の 原因 を衷に 有つ のと 外に 有つ のとが ある、 前者 は感； ^其 物の 疾病であって、 後者 は感 

情の 外より 亂 された る 疾病で ある、 前者 卽ち 所謂る 神經 質の 忠 者に 向って 多くの場合に 於て は 宗敎を 

說 くの は 反て 害が ある、 彼等の 多く は旣に 業に 餘 りに 宗敎 的で あるので ある、 斯 かる 場合に 於て は 彼 

等の 宗敎 熱を醉 すの が 反て 彼等 を 救 ふの 途 である、 彼等の 心 をして 宗教より 轉ぜ しめ、 或 ひ は 冷靜な 

る 數學の 研究に 赴かし め、 或 ひ は確實 なる 天然の 探究に 走らし め、 以て 感情 以外の 方面より 彼等 をし 

て W び 神に 至らし めなければ ならない、 感情の 人に 更らに 宗敎熱 を 加へ、 彼 をして 熱心の 上に 更らに 

熟 心 に 走らし めて、 彼の 執 一誠 を讚稱 ふるのが 普通 宗敎家 の爲す 所で あるが、 是 れ 常識 の 人の 最も 慎む 

！ a 術と し 一」 の ir ハ教  七 一七 


i: 小 と S3  w  七 一八 

べき 事で ある、 要は 忠者を 健康 狀 態に 设 らしむ るに ある、 彼れ をして 我が 敎義 を廣 め、 我が 敎會の 勢 

力 を 張らし めて はならない、 ィ H スが ガダラの 地に 於て 惡 魔に 憑かれし 者 を 癒されし やうに 彼 をして 

sa かなる 心に て 坐ら しめなければ ならない (馬 可 傳五章 十五 節 ：> 0 

外部の 刺激に 由り て亂 されし 感情の 患者 は 種々 である、 失戀 のために 患む 者、 事業 失敗の ために 忠 

む 者、 試驗 落第の ために まむ 者、 家庭 不和の ために 忠む 者、 野心 挫折の ために 忠む 者、 愛する 者 を 失 

ひて 患む 者、 貧に して 忠む 者、 數へ 来れば 殆んど 其數に 限りがない、 然しながら 是 にも 亦 それ 栢應の 

療法が あると 思 ふ、 勿論、 聖書 を 用 ひ、 祈 禱を勸 め， 勇氣を 鼓舞す る は 大抵の 場合に 於て 爲 すべき 事 

であるが、 然し それの みに て は 足らない、 感情 忠者 の 場合に 於て は 其 治 療に 最も 必 li- なる もの は 深刻 

なる 同情で ある、 E!! -れな くして 彼等 を 癒す こと は 殆んど 不可能い と 思 ふ、 同情に 不足す る 宗教家 は此 

種の忠^|<?に對しては殆んど無能でぁる、 傷 けられた る 感情 を 癒す の 第一 の 秘訣 は醫師 (此 場合に 於て 

は宗敎 家) 自身が 己が 身に 彼の 痛み を 感じ、 之れ を 彼と 共に 頒ち、 雨う して 之を輕 減す るに ある、 外 

部 の 刺激 は 或 る 場合に 於て は 之 を 除く ことが 出来る、 然し 大抵 の 場合に 於 て は 刺激 は旣 に 過ぎ去って、 

痛き 傷の み、 线 るので ある、 繭う して 靳 かる 傷 を 癒す のが 宗敎家 獨特の 本分で ある、 斯 かる 場合に 於て 

彼の 技倆 は 最も 多く 要求され るので ある、 兹に 於て か、 彼 は 彼の 心の je^ より ギレアデの a 香に は あら 

で、 同情の 香油 を 取 出し、 之 を 痛める 傷に 塗りて、 其 苦痛 を 取 去るべき である、 宗敎家 は 祌學の 外に 

深き 同情 を 要する、 彼 はすべ ての 方法 を 以て 此情性 を 養成すべき である。 

此 他に もまた 種々 の 疾病が ある、 傲慢 病、 驗惰 病、 醉 1^ 病、 讃害 病、 不平 病、 是れ 皆な 情の 病に あ 

ら ざれば 意志の 病で ある、 或 ひ は 肉體の 病が 其 感化 を 精神に 及ぼした ものである、 殊に 我が 日本人 屮 


に 最も 多 いのは 傲慢 病で ある、 是れは 種々 の 形に 於て 現 はれる、 階級の 傲馒、 富の 傲慢、 智識の 傲慢- 

天才の 傲慢、 道德の 傲慢、 信仰の 傲慢、 傲慢の 病 だけで も 之れ を 一 つの 赛門學 科と なすこと が 出来る- 

雨う して 之 を 癒す の は 心的 疾病 中； f 取 も 困難 である、 日本人の 傲慢 病 を 癒す を 得て 宗敎家 は 其 技術の 極 

致に 達した と 云 ふこと が 出來ゃ ふと 思 ふ。 斯の 如く 善き 宗教家と なる の は 甚だ 困難で ある、 彼 は 博き 

智識 を 要する * 彼 は 政治、 經^、 理學、 文學、 哲學に 一通り は 通じて 居らなければ ならない、 彼が 宗 

敎に 精し くなくて はならない の は 勿論で ある、 彼が 基督 敎の 敎師 であると すれば 彼 は 書 殊に 新約 聖 

書 を 掌 を 反へ す やうに 普く 知らな け れ ばなら ない、 紫 書の 一一 一一 II 辭 は 誠に 活 きて 能 あ リ兩刀 の劍 よりも 利 

く、 氣と魂 又 筋 節骨髓 まで 刺し 剖ち 心の 念と 志 意 を鑒别 くる もので あれば (希 们來書 g: 章 十二 節) 彼 

は 其 备章各 節の 眞義を 精し く 探り 置き、 臨機 應變に 之 を 適用し なければ ならない、 彼 は 叉 博い 深い 同 

情の 人で なければ ならない、 政治家に も、 科學 者に も、 哲學 者に も、 實業 家に も、 文學 者に も、 宗敎 

家に も、 貴族に も、 平民に も、 資本家に も、 勞働 者に も、 深き 同情 を 寄す る ことの 出来る 者で たくて 

はならない、 彼 は 斯くて 單 一の 思想の 人であって はならない、 彼の 奉す る 信仰 箇條を 除いて は 他は斷 

じて 之 を容れ ない と 云 ふ 底の 人であって はならない、 ^に 種々 の 宗教が あり、 同じ 宗敎の 中に 稀々 の 

宗派の あるの は是れ 人の 心が 種々 であるから である、 一 つの 藥を 以てすべ ての 病 を 癒す ことの 出来な 

OOOOOO00COO000OO0OOO0000OOO  U  .  :、r/-、 

いやう に 一 つの 宗敎を 以てすべ ての 人 を 救 ふこと は 出来ない、 或 人に は 天主 敎が 最も 適切なる 宗敎で 

ある、 斯 かる 人 は 之 を 躊躇す る ことたく； 大主敎 會に娄 ぬべき である、 叉 或る 他の 人に はュ 一一 テリ ヤン 

主義が 最も 適切で ある、 斯 かる 人 は 之れ を畏 俥な くュ 一一 テリ ヤン 協會に 送るべき である、 己 は 無敎會 

主義で も 可い、 然しながら すべての 人 を 律す るに 己の 主義 を 以てして はならない、 人の 心 は. K1 代の 信 
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者が 想 ひしゃう に 單純齊 一 の 者で はない、 是れは 極めて 複雜 なる ものである、 すべての 人 を單ー の 信 

仰の ドに抱 括し やうと 欲 ふて、 人 を眞理 に. if くこと は 出来ない、 稲々 の 人に 對 する 我等の 態度 は 使徒 

パゥロ の それでなくて はならない。 

我れ すべての 人に 向 ひて 自主の 者 なれ ども： 史らに 多く の 人 を 得ん ために 自 から 己 をす ベての 人の 

奴隸 となせ り、 ユダヤ人に は 我れ ユダヤ人の 如く なれり、 是れ ユダヤ人 を 得ん ためなり、 又徐法 

の ド に 在る 者に は 我れ 律法の 下に 在ら ざれ ども 律法の 下に 在る 者の 如く なれり、 是れ雄 法の 下に 

在る 者 を 得ん ためなり、 徐法 なき 者に は 我 律法な き 者の 如く なれり、 是れ银 法な き 者 を 得ん ため 

なり、  者に は 我れ fi^ 者の 如く なれり、 れ 弱 者 を 得ん ためなり、 叉す ベての 人に は 我れ 

そのす ベての 人の 狀に循 へり、 是れ 如何にもして 彼等 數人を 救 はんため なり、 我れ 一 i 音の ために 

此 く：. 仃ふは 人と 共に 幅 昔に 與 からん ためなり (哥林 多 前書 九. fl::^. 十九— 一 一十三 節) 0 

是れ 放縦 主義で はない、 同情 主義で ある、 宗敎 家と は斯く あらねば ならぬ 者で ある。 

近 世の 心理 學は 宗敎 を醫學 同様 に 枓學範 園に 導きつ k あると 思 ふ、 之に 由て 宗敎 の 本領 は^お せら 

れ、 其應 用の 方法 は 明 指せられ つ、 ある、 遠から すして 宗敎は 今日の 如く 單に 信仰の ことで なきに 至 

るで あら ふと 思 ふ、 卽ち 精密なる 一 の科學 となりて >  心の 疾病の 原因 を 探り 之 を 癒す ことが 出來 るに 

至る であら ふと 思 ふ。 

實に 今の 宗敎 ほど 漠然たる 者 はない、 宗敎 {哝 の 事業と 謂へば 其 大部分 は 高 壇に 立て 敎を說 くこと で 

ある、 彼等に 取りて は 宗敎是 れ說敎 と 云 ふても 可い 程で ある、 試みに 醫師が 今の 宗敎 { 豕が爲 す やうに 


爲 したならば 如何で あら ふ 乎、 若し 醫師の 主なる 事業が 高 壇に 立て 病理 を 說き衞 生を唱 ふること であ 

つたならば 如何で あら ふ 乎、 患者 はすべ て 病床に 呻吟して 一人 も 癒さる k 者 はないで あら ふ、 其 如く 

宗敎家 も 心的 忠者を 一 人 一 人と 診察し、 备 自適 應の 治療 を 施す にあら ざれば 醫師の 功 を 奏する こと は 

難いで はない 乎、 演說 と說敎 と神學 と、 之に 加 ふるに 敎會の 年會と 議論と 議決と を以 つて 世 を 救 はん 

とする からこ そ 今の 宗敎 家なる 者 は 世 を 益す る こと 甚だ 斟 ない ので は あるまい 乎、 4- や 宗敎家 は 目 を 

覺 ますべき 期で あると 思 ふ、 醫學 者が 夙く 旣に神 農 H ス キラ ピオ ス の 古 說を棄 て 科 學範圍 に 人り しが 

故に、 多くの 偉锖 を擧げ つ、 ある 今の 時に、 宗敎家 はァゥ ガス チン、 カル ビンの 說に のみ 固着して 艱 

める 人世の 救濟を 怠るべき ではない。 


基督 敎と 法律問題 

柏木 聖書 研究 會に 出席す る 法科 大學生 諸氏に 語らん として 草せ しもの なり。 

余 は 法律に は 全くの 門外漢で ある、 故に 余 は 法律に 就て 語る の 何の 資格 を も 有たない 者で ある、 乍 

然、 法律 は 人間 必要物の 一 である、 而 して 余 も 亦 人間で ある 以上 は、 法律に 全く 關 係せ ざらん と 欲す 

る も 得ない ので ある、 余の 日常の 生活に 於て、 社會 との 交際に 於て、 余の 讀 書に 於て、 余の 歷史、 哲 

學、 宗敎 等の 研究に 於て、 余 は 法律問題に 接觸せ ざらん と 欲する も 得ない ので ある、 故に 余 は 未だ 曾 
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て 特^に 法律 を 究めし 事 はない が、 然 りと 雖も 法律に 就て 少しも 知らないと 云 ふ 事 は 出来ない、 余と 

雖も 法律に 就て 少し は 知て 115 る、 然し 極めて 少しで ある、 而 して 余 は今此 極く 少しに 就て 諸君の 前に 

述べ やうと 欲 ふ。 

其 一、 法律の 神聖 

法典に 顯 はれた る 法律 は 余 は 之 を 知らない、 然し 法律 其 物の 何んで ある 乎 は 知って 居る と 思 ふ、 卽 

0  on-  0000  0-0  0-000000000000    J ひ t 

ち 法律の 人に 由て 作られた 者で ない 事 を 知って 居る、 政府に は 法 5^ 局 あり 議會は 立法^と 稱 ばる \ 

より 世間の 人 は 良 も すれば 法律と は 人に 由て 如何にで も 制定す る 事の 出来る もの- - やうに 思 ふなれ ど 

も、 &れ 根本的の 大誤 謬で ある、 法律 は 素々 議員の 多数決に 由て 成る 者で はない、 是れは 天然の 法則 

と 同じく. 業に 旣に 定まった る 者で ある、 故に 若し 議〕 貝の 多数決に 由て 法律が 製屮 Z る 者であるなら ば、 

-ー ュ ー トンの 發 見せし 引力の 天則 も 亦 同じ 方法に 由て 製 出る に 相違ない、 乍然、 如何に 傲慢 無智の 議 

員と 雖も： 大然の 法 M を 議會の 討議に 附 して、 之 を 制定 せんとす る 者 はない、 人と 人との 關係、 人と 物 

との 關係、 權理の 一 31: 域、 其 功力、 是れ 皆な 旣に 定まった る 問題で ある、 人 は 唯 研究して 之を發 見す ベ 

きで ある、 鳩首して 案出すべき ではない。 

此事を 知 つ て 始め て 法律 の 神聖なる 事が 判明る の で あ る 、 若し 法律が 人 に 由て 成る 者であるなら ば 

其 神聖た る 理由 はない 害で ある、 人 は 法律の 神聖 を 口にして 知らす 識ら すの 間に 其 神より sr つる 者な 

る こと を 承認す るので ある、 往昔 は 聖人、 祈 禱 を 以て 神に 乞 ひ、 其 默示を 蒙りて、 之 を 律法と して 民 

に 降へ たので ある、 故に 法律 は實に 誠に 神聖で あつたので ある、 然し 今日は 全く 之と 異なる、 法律 を 


定 むる 人 は 神の 人モ ー セの 如き^で はなく して、 聖書に 所謂 「ベリ アルの 子等」 卽ち 「邪 僻なる 人 

二き, • じ 

尺」 である (中 命 記 十三 章 十三 節、 士師記 十九 章 廿ニ節 等 を 見よ)、 卽ち 酒を飮 むに 勇ましく、 濃 酒 

を飮 むに 大夫 たる 人々 である、 是 等の 人々 が 祈 禱をも 捧げす、 聖書 を も 探らす、 唯大 霄莊言 、 杯盤 狼 

籍 たる 間に 決する 法律で あれば、 其 神聖た る 理由 は何處 にもない ので ある、 何にも 必 しも 法律 は 億兆 

の 休戚に 關 する ことで あるが 故に 愼 重の 密議 を 要すと 云 ふに 止まらない、 是れは 宇宙 萬 物 を 主宰す る 

至 聖者 の 聖意 であるが 故に、 之を傳 ふる 者 は 敬虔 以 て 事に 當 るべき であると 云 ふので ある、 法律 の 何 

たる 乎 を 知って 議會 は實に 敎會と 化し、 議場 は聖 殿と 化する ので ある、 法律の 神聖 を 知らざる より、 

或 ひ は 神聖の 何たる 乎 を 解せ ざるより、 所謂 政治 運動なる 者が 行 はれ、 玆に 人の 勢力 を 以て 宇宙の 法 

則を變 へんと する 褻漬靠 が 犯さる k ので ある、 余 は 思 ふ 法 雜の此 根本 問題が 解ら すして、 他の 問題が 

悉く 解る も、 法律に 關 する 知識 は 皆無に 等しき 者で あると、 

夫れ 律法 は聖 し、 誡 (法令) も 亦聖し 

との 使徒 パ ゥ &の言 はモ ー ゼ 律の 場合に 於ての みに あらす、 すべての 法律の 場合に 於て 適用すべき 者 

である (羅馬 書 七 章 十二 節)、 信仰の 立場より 言へば 法律 は 法文に 現 はれた る 祌の聖 3 曰で ある、 若し 

科 學の語 を 以て 言 ふなら ば 法律 は 人と 人との 間に 成立す る 天然の 法則で ある、 一 一 者 孰れの 立脚地より 

見る も、 法律の 便宜 的 製作 物で ない 事 は 確かで ある、 玆に 於て 法律の 數學の 如き 嚴密 なる 科學 である 

ことが 判明る、 同時に 叉 祌學の 如き 神聖なる 研究で ある 事が 判明る、 法律 は 世の 輕薄 才子が 面， ほ 半分 

に學 ぶべき じない、 國を憂 ひ、 民 を 思 ふの 士が 誠意、 敬虔、 以て 探るべき 學科 である。 
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其 二、 法律の 目的 

法律 は 神聖で ある、 乍然、 法律 は 自己 を 目的と する 者で ない、 法律の 目的 は 法律 以外に 於て ある、 

道德に 於て ある、 宗敎に 於て ある、 法律の 目的 は 法律な きの 社會、 法律 を 要せざる 國家を 造る に 在る- 

法律 は パプ テス マの ヨハネで ある、 是は 主の 道を備 へ、 その 路筋を 直く せよ と 野に 呼べる 人の 聲 であ 

る、 是は善 某 を 結ばざる 樹は 之を听 りて 火に 投入 れんと て樹の 根に 置かれた る 斧で ある (馬 太傳三 

章)、 法律 は 箱く 儀 文で ある、 殺す 劍 である、 燬き盡 す 火で ある、 赦す 福音で はない、 活かす 恩惠で 

はない、 注ぐ 聖靈 の膏 雨で はない、 法律 は 福音の 先驅 である、 而 かも 必要、 缺 くべ からざる 先驅 であ 

る、 法律 は 幅 昔 を 世に 紹介す るた めに 必要で ある、 其 目的 は廓淸 的で ある、 建德 的で ない、 自己 を 荊 

棘 捷の 謙遜の 地位に 置て、 i£ 世の 大業 を贊 くるので ある。 

あや. U  みづ 

此 準備 的、 先驅 的の 目的 を 過り て 法律 は自 から 其 貴 尊 を 傷く るに 至る ので ある、 兵備が 其璲 得すべ 

き 平和 を 目的と せす して、 自己 を 目的と する に 方て、 國は 之が ために 亡ぶ るに 至る が 如く、 法律 も 亦 

其^らすべき 福 昔 を 目的と せす して、 自己 を 目的と する に 方て、 民 は 之に 由て 害せられ、 社會は 之に 

由て 毒 せらる、 ので ある、 世に 厭 ふべき 者に して 法の ためにす る 法の 如き はない、 自由 は 之に 由て 縛 

られ、 進歩 は 之に 由て 阻めら る、 盤 制と 稱 して、 世が 擧て 以て 何よりも 嫌惡 する 所の 者 は 自己の 目的 

を 忘れた る 法律の 勵 行より 他の 者で ない。 

法律 は斯 かる 性質の^で あれば、 是れは 其れ 自身 をのみ 究めて 解かる 者で ない、 法律 は 其 目的と す 

る 公道、 公義、 仁愛、 和樂の 何たる を 知て、 始めて 瞭然た る を 得る 者で ある、 而 して 余の 知る 範圍に 


於て 大 法律家と 稱 せられし 人 はすべ て 高き 道德と 深き 信仰との 人であった、 卽ち 殆んど 法律の 範圍を 

^して、 說敎師 に 類す るの 地位に 立った 人であった、 道 を 目的と し、 法 を 手段と した 人であった、 法 

廷に 立て、 法文に 依る より は 寧ろ 良心に 訴 へた 人であった、 而 して 斯 かる 人が 最も 能く 法律 を 解し、 

之 を 行 ふ 人で ある、 彼の 法 以外に 法 ある を 知らす、 法の み を 以て 法 を 行 はんと 欲する 者 は 法に 最も 暗 

き 者で ある。 

曾て 聞く、 米國 有名の 法律家 ル ー フ ハ ス • ショ ー トは其 法律事務所に 於て 希躐文 新約聖書の 外に 何 

の 法律 書 を も 倫へ ざり しと、 而 して 一 日 彼の 友人 某、 彼 を 事務所に 訪ひ、 彼の 机上、 聖書の 外、 何の 

法律 書な きを 見て、 驚いて 曰く、 

法律家の 事務所に \ 布臘文 聖書の 外に 何の 書籍な しと は！ 

時に シ ョ ー トは靜 かに 答 へ て 曰く 

君 は 知らざる 乎、 英米 兩國の 法律 は 悉く 此 一 書の 中に 存 する こと を 

と、 宣べ なり、 此 法律家 ありて、 彼の 辯 護の 前に は 裁判官 泣き、 陪審 官 動き、 法廷 は恰 かも 敎會の 如 

き 者と なりて、 全 廷擧て 減 罪と 赦免と に 傾きし と は。 

誠に 冷 かなる 頭腦 のみが 善き 法律家 を 作らない、 彼に も 亦た 血と 淚 との 必要が ある， 法律 は 元々 良 

心 問題で ある、 而 して 良心 は 人の 心に 響く 神の 聲 である、 法律 は 宗敎の 光 を 受けす して、 解せられ 又 

行 はれ 得べき 者で ない と 思 ふ。 
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其 三、 法 徘の美 

法律の 目的 は 福音の 紹介、 人道の 進歩に 於て 在る、 而 して 此 目的 を 有する 法雜は 自身 其 理想と する 

所に 向て 進むべき である 、福音の 主張す る 所 は 公平で ある、 

神 は 人 を 偏視す 各人れ 行に 由り て 箱き 給 ふ (彼 得 前書 一 章 十七 節)、 

故に 法律 も 亦 之に 準じて 定められ、 之に 從て行 はるべき である。 幅 昔 は 殘忍を 憎み 仁慈 を 愛す、 

もと  へ. り.、.； - 

エホバの 汝に耍 め 給 ふ 事 は 唯 正義 を 行 ひ、 憐憫 を 愛し 謙遜り て汝の 神と 偕に 歩む 事なら す や (米 

迦書六 章 八 節〕。 

故に 法律 も 亦 之に 則り、 强暴を 挫き、 荏 弱を援 け、 此世を 化して 強者が 惡を行 ふに 難く、 弱者が 善 を 

行 ふに 易き 所と たらしむべき である。 福音 は 爭鬪を 忌み、 平和 を 好む、 

平和 を 求む る 者 は 福な り、 其 人 は 神の 子と 稱 へらる ベければ 也、 

故 に 法律 も亦努 め て 爭 闘の 禍根 を 絡ち、 平和 の 福祉 を增 進す ベ き で あ る 、 法律 も 亦 其方 面よ りして 此 

世 を 化して キリストの 國と爲 す ことが 出来る、 卽ち 神の 聖意 をして 人の 法律と なすこと が出來 る、 誠 

に 法律の 美 は玆に 在る と 思 ふ、 法律に も 亦 其 積極的 方面が ある、 法律 は單に 裁判で はない、 叉 和親で 

ある、 爭鬪の 除 去と 同時に 叉 平和の 誘 人で ある、 法律 を學ん で單に 法廷に 於け る 訴訟の 勝利 を 

のみ 目的と する 者 は 未だ 法律の 善美 を 知らない 者で あると 思 ふ。 

其 建, i 的 方面より 見て 法律 は 誠に 大 なる 慈善事業 である、 世が 進歩して 今日 あるに 至りし 其大 原因 

の 一は 確かに 愛人の 精神に 勸 まされし 法律で ある、 斯 かる 仁愛 的 法律に 由て 多くの 非人 類 的 常習 は 取 


去られた ので ある、 一 時は羅 馬に 於て 盛に 行 はれし 獸 類との 決闘の 蠻習 は如斯 くにして 廢 止せられ た 

ので ある、 奴隸 制度 も 亦如斯 くにして 廢 止せられ たので ある、 欧米 諸國に 於け る 公娼の 惡風も 亦如斯 

くにして 廢 止せられ たので ある、 誠に 人類の 進歩 は 其 一面に 於て は 法律の 進歩で ある、 進歩が 法律 を 

以て 制定 せらる \ま では 確定せられ たる 進歩で はない、 法律 は 進步を 催し、 叉 之 を 確定す る、 武を以 

てに 非す 法 を 以\ ^正義が 勝ちし 時に、 正義 は 最後の 勝利 を 得た ので ある。 

故に 大 立法 家と 大法 理學 者と はすべ て 人類の 大恩 人で ある、 ギリシャに 在て はリ キル グス、 ユダヤ 

に 在て はモ ー ゼ、 羅 馬に 在て は ジャス チ -ー ァ ン、 英國に 在て は アル フ レ ッド 大王、 和 蘭に 在て はグ 口 

,1 シ ヤス、 佛國に 在りて は モンテス キア … … 彼等 は 皆な 法律家で あって 同時に 又 人道 の 大主道 者で あ 

る、 彼等の 功績 は遙 かに 大 軍人の それの 上に 在て 叉遙 かに 永久 的の 者で ある、 世に 軍人の ために 建て 

られ たる 銅像 は 多くして 法律家の ために 築かれた る 石碑 は勸 しと 雖も、 而 かも 建 國 保安の 功 は 寧ろ 後 

者に 歸す ベ き 者であって、 前者に 讓る ベ き 者で な い 。 

其 四、 モ ー セ律 

余 は 諸君が 法律 を 研究す るに 方て モ 1 セ律を 不問に 附せ ざらん こと を^む、 モ ー セ律は 法律の 中、 

最も 古き 者の 一 であって、 同時に 又 完全に 最も 近き 者で ある、 リ キル ダスが スパ ） 'タ 人に 憲法 を與 へ 

し 前 五 百年、 。ム ラスが 羅 馬に 王たり し 前 四百 年、 猶太 人はモ ー セに 由て 旣に 最も 人道的の 法律 を 有. 

つたので ある、. 今の 法律 泉の 眼より 見て モ 1 セ 律の 中に 多くの 缺點を 見るな らん も、 而 かも 今より nr 

千 五 百年 前に 斯 かる 人道的の 法律の 旣に 世に出し を 見て、 一 一十 世紀の 文明と 雖も餘 りに 多く 其 進歩 を- 
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誇る ことの 出来ない 事が 判明る、 舊約架 書中の 申命記に 錄 された るモ ー セ律を 見て、 其 如何に 人道の 

本義に 基き、 仁愛の 眞理 に據て 立つ 者で ある 乎が 判明る、 試に 其 二三の 例を擧 げんに、 

汝等其 兄弟の 中の 訴訟 を聽 き、 此 人と 彼 人との 問 を 正く 薪 判くべし、 他國の 人に 於ても 然り、 汝 

等 人 を 見て {# 判き すべから す、 小さき 者に も大 いなる 者に も聽 くべ し、 人の 面を懼 るべ からす、 

審 1: は 神の 事 なれば 也 (申命記 一章 十六、 十七 節〕。 

裁判官た る 者の 職分 を 示した る 言に して 之に 勝りた る 者 はない、 殊に 「審判 は 神の 事 なれば 也」 と 云 

ひて、 裁判の に 何たる 乎が 示された ので ある、 裁判 は單に 社會國 家の 事で ない、 生命 財産の 保護に 

止まらない、 神の 事で ある、 公道の 維持で ある、 是れが 魔れ て 社 會は其 根底より 壞れて 了 ふので ある、 

裁判官 は豫 一一 一一 II 者と 等しき 重大の 職分 を 神より 授けられ たる 者で ある。 

父 は 其 子の 故により て 殺さる ベから す、 子 は 其 父の 故に 由り て 殺さる ベから す、 各人 己れ の 罪に 

由り て 殺さるべき なり (一 一十 四 章 十六 節 )o 

是れ 今日の 法律と して 見れば 平凡 極まる 者で ある、 然れ ども 今より 三千 五 百年 前の 法律と して 見て、 

赏に 驚くべき 者で ある ことが 判明る、 我國に 在ても 族 誅は德 川 時代まで 行 はれた、 罪 は 犯人 自身に 限 

る 者で あると は 猶太 人 を 除いて は 極く 近来の 發見 である。 

汝 鳥の 巢の路 の， 傍、 叉 は樹の 上、 叉 は 土の 上に 在る を 見ん に、 雛 又は 卵其屮 にあり て 母鳥 其 雛 又 

は 卵の 上に 伏し 居らば、 其 母鳥 を雜 と共に 取る ベから す、 必す其 母鳥 を 去らし め、 唯 其 雛の み を 

取るべし、 然 かせば 汝 福祉 を 獲、 且汝の 日 を 永う する を 得ん (二十 二 章 六、 七 節)。 

鳥類 保護の 法律で ある、 藎し此 類の 法律の 嚆矢 であると 思 ふ、 鳥類 を 其巢に 於て 掠む ベから す、 若し 


止むな くば 母鳥 を逐 ひやり 雛の み を 取りて 繁殖の 途を存 すべし との 事で ある、 情に 於て 厚く、 智に於 

て 深く、 能く 人情 天然 雨つ ながら を 解した る 法律で ある。 

人、 新たに 妻を娶 りたる 時 は 之 を 軍に 出す ベから す、 又 何の 職務 を も 之に 任す ベから す、 其 人 は 

一 年 家に 閑居して 其 娶れる 妻 を 慰むべし (二十 四 章 五節)。 

柔弱と 云へば 柔弱で ある、 然し 大 立法 家の 定めし 律法と して 其 中に 溫 情の 掬すべき 者が ある、 家庭 は 

國 家の 基礎で ある、 之 を 岡め、 之を暖 むる は國家 建設 上の 要 事で ある、 新婦 を 慰めん ために 一年の 閑 

暇 を 新郎に 與へ よとの 法律で ある、 如斯 くにして 彼 は眞の 勇者と たり、 彼女 は眞 の賢婦 となる ので あ 

らふ、 新婦 を 奴隸に 等しき 地位に 置き、 之 を 慰む る を 懦弱の 行爲と 見做す 國に 於て 家庭の 幸； i は 見る 

ベから す、 循て國 力 は 其 根底に 於て 枯渴 せざるを得ないの である。 

穀物 を碾す 牛に 口籠 を かく 可ら す (二十 五 章 四 節)。 

權利を 家畜に 於て まで 認めた る 法律で ある、 動物 優待 は 動物の ためにの み 必要で ない、 之 を 飼 ふ 人の 

ために 必要で ある、 人 は 動物 を 愛して 自 から 互に 相愛す るに 至る ので ある、 權利を 牛に 於て 認む る 者 

は 勿論 之 を 人に 於て 犯さない、 モ ー セ 律の 此條 目に 深き 人道的の 意味が ある。 

其 他 之に 類す る 法令 を列擧 する に遑 がない、 諸君 は 自身 巾 命 記 を 讀んで 其處に 人道的 律法の 淵源 を 

探るべき である。 

其 五、 最大 問題 

兹に猶 ほ 法律上の 最大 問題の 解決が 殘 つて 居る、 それ は國際 的戰爭 廢 止の 問題で ある、 法律 は旣に 
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個人 間の 私闘 を 禁じた、 國.？ ： の 戰爭を 魔した、 然れども未だ圃.ぃ水問の戰爭を廢止することが£來なぃ- 

然し是れとても決して爲し難ぃ；5^-ではなぃ、 法律が 此事を 成就る まで は 其 最大 目的 を 達した と 云 ふこ 

と は 出来ない、 而 して 今や ゅ界各 國の大 法律家 は此大 問題の 解決に 熱 注して 居る、 海 牙萬國 平和 會議 

は 主として 法律家の 會合 である、 其 外に 萬圃々 際 法協會 なる 者が ある、 又 萬國々 \% 協同 會 なる 者が あ 

る、 共に 戰爭廢 止 平和 普及 を 目的と する 會 であって、 歳々 に 其 勢力 範圍 を擴 張し つ i ある、 戰爭廢 止 

は 決して 痴人の 夢で はない、 始めに 預首者 ィザャ に 由て 唱 へられ、 雨後 二 千 七 百年、 常に 世界 第一流 

の 思想家と 實 際.； との 贊成を 博し 來 りし 理想で ある、 法理 學％: として はグ U 1 シァス と ペン タム、 哲 

學^ として はラ イプー 一 タツと カン 卜、 文士と して はル ッソ ー、 實行 家と して はゥ イリヤ ム • ぺ ン等は 

特に 其靜々 たる 者で ある、 法律 最後の 勝利 は 戰爭廢 止に 於て ある、 余 は 諸君が 玆に大 なる 聖望を 起し • 

此大 事業 を 諸君の 力量 以外の 事と 思 はす、 之に 諸君 相應の 努力 を貢獻 し、 世界の 志士 仁人と 協同して 

みこ ゝろ  ？ 

平和の 君なる 主ィ H ス キリ ストの 聖 ぽを此 世に 實現 せんとす る壯 §1 に 出 でられん こと を 望む。 
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火正ニ年ニ月十六^:«夜靜岡市富士靑年會館に於 いて 

本日 此 所に 立憲 政 治と 基督 敎に 就い て 所見 を述 ベ ん とす。 今や 恰も 憲法 擁護 の 聲 盛んなる の 時に 當 


ると 雖 ども 余の 語らん とす る 所 は 時局 に 毛頭 關係 なし。 立憲 政 治の： h: たる や はこ れ 政治 學 者に 問 ふ 可 

きものに して、 余の 如き は 政治に は 素人 なれば 唯 立憲政治と 基督 敎 との 關 係に 就て 少しく 語りて 諸君 

の 參考に 供 せんとす るの み。 

立憲政治と は 法律 を 以てする 政治に して 假令 帝王と 雖 ども 其 間に 獨自 一 個の 吾 儘 を 行 ふ を 許さ る 

もの 也。 而し て 其 根柢 は 自治に あり て 先 づ己を 治め 家 を 治め 得る も の 、 集りて 村 を 治め 郡縣を 治め 國 

を 治む るの 政治 也。 兹に 注意すべき は 立憲 國は 極めて 少數を 除く の 外 は盡く 基督 敎國 たる 事な り、 是 

れ 基督 敎の 善と 惡 とに 係 はらす 明瞭なる 事實 にして 担む 可らざる 事 也。 元より 基督 敎 以前に 於ても 立 

憲政 治な きに あら ざり しも 其 永績的 效果を 奏する に 至りし は 基督 敎俺播 以来の 事に して、 而 して 亦 新 

？:^ 國に 於て 最も 完全なる 憲法 政治の 行 はれつ & ある も 事實也 。基督教が 憲法 政治の 原因と なりし や 否 

は 疑問と する も 基督 敎新敎 の 起り しと 立憲政治の 起り し は 同時たり し 也。 元より 基督 敎 ありて 立憲 政 

： 一 E を 行 はざる の國 なきに 非す、 露國の 如き は！！： 本より 後れて 立憲 國た るに 至り し 者な り。 立憲 政 治 は 

法律 政治な るが 故に これ を 知らん とせば 先づ 法律の 觀 念の 由って 來る所 を 知る を 要す、 こ は 聖書より 

に 非す して 希 職人 羅馬 人より 學び たる 所に して 立憲政治 は 基督 敎 より 生じたり と は 一一 百 ひたく とも 學者 

，こして は 言 ふ 能 はす、 而も 端 西國の ゼネバ に 於て カルビ ン起 りて 所謂 カルビ ン 主義の 基督 敎を唱 へて 

より、 其 結果と して 和 蘭に 第！ に 近世 的 自由 政治 は 行 はれ、 漸次 英に 米に 獨に佛 に 立憲政治 建てられ 

たり。 基督 敎 なくば 立憲政治 出す と は 言 ひ 得ざる も 立憲政治と 基督教との 間に 何等かの 關係 なかる 可 

ら. す。 或は 基督 敎は 立憲政治の 妨げと なりし と 云 ふ もの も あらんが これ 腐敗せ る 敎會が 基督教の 名に 

よりて なせし 所に して 新約聖書の 偉へ し 基督 敎の なせし 所に 非す。 新約聖書 全體の 精神 は 自由 を獎勵 
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する は瞭 かなる 所 也。 玆に 立憲政治と 基督 敎 との 深き 關係 は發 見さる。 

H '  C  •  -  •  • '1  . ：  . >  r  -  .  ：:  cn-coooooooooo  0  0-0000000 

立憲 政： b は 一 面より 言へ ば 自治の 政治なる が 故に 自身に て 自身 を 治む る 能 はざる もの は 立憲 孜洽に 

與 るの 資格な きもの 也。 村の 問題に 非す 郡縣の 問題に 非す して 先づ 第一 に 自身の 問題た る 也。 以て 問 

題 は 直ちに 宗敎に 至る。 自身 を 以て 自身 を 支配す る これ 實に 一 大事に して 英雄 豪傑の 難しと する 所、 

智者 學 者の 猶 及ばす 厦 見苦しき 失敗 を 招く 所 也。 而 して 此 自身 を 支配す るの 大 なる 力 唯一 あり、 他な 

しィ H ス キリストの 十字架の 幅 昔 これ 也。 道德に 非す 哲理に 非す 唯 これ 也。 巳に 自身 を 治め 得ば 同じ 

力 を 以て 家 を 治め 得、 隣 を 治め 得、 之 を國に 及ぼして 國を 治め 得 ざらん や。 賞罰 を 以て 治む る は壓制 

にして 自治に 非す。 吾 自治の 力 を 家族に 及ぼして 家庭に 自治 行 はれ、 國に 及ぼして 一 國の 自治 行 はる。 

今や 吾國に 憲政 擁護 閥族 打破の 聲は 甚だ 高 けれども 內に其 準備 や 皆無 也。 管に 己 を 潔くす ると 稱 する 

消極的 君子た るに 止まらす 深く 憲政の 歷史に 心 を 注ぎて 學ぶ 所な かる 可ら す。 和 蘭の 歷史に 精通せ る 

もの 幾人 か ある、 蘇國 の歷史 はよ く 憲政 擁護 論者に 究め 盡 されし や 否や。 立憲政治 當の 主人た る 平民 

が 一向に 其 準惝を 整へ す 何 を 以て か國に 立憲政治 行 はれん や。 試に 議員 候補者に 問 ふに 君 は 先 立憲 的 

に 身 を 治む る や 家 を 治む る や を 以てせよ、 然 りと 答へ 得る もの 果して 何人なる 可き。 吾國 憲政の ため 

塞 心に 堪 へす。 歐米 諸國の 中に 純なる 基督 敎の行 はる i 所に は 立憲政治 よく 行 はる、 立憲政治の 完全 

に 行 はれん に は 先づ其 人民に 己 を 治む るの 力 臨まざる 可ら す。 敢て佛 敎に此 力なし と は 曾 はざる もィ 

H スの 十字架に 著しき 此カ ある 事 は 幾多の 實驗に 由り 斷乎 として 言 ひ 得る 也。 

次に 立憲政治 は 法律 を 重ん する の 精神 を耍 す、 これな くして は 立憲政治の 完全に 行 はれん 事 はは K む 

可ら す。 近き 例 は 干 八 百 七十 六 年に 於け る 北米 合 衆國の 大統領選 擧に 見る を 得 可し、 當時 民主、 共和 


兩黨 勢力 相 半し 優劣 容易に 判す 可ら す、 競爭の 激甚 未だ 曾て 見ざる 所、 天下の 人 何れも 手に 汗 を掩り 

て 其 運命 を危み 僅少の 差 を 以て 反對 派に 屈する は 忍ぶ 可らざる 所、 恐く 血 を 見 すん ば 止ま じと し、 再 

び 同 國の慘 憎た る 混 亂の狀 を 想像せ りき。 開票の 結 ra^ は 最後の 一 票 を 以て 遂に レ パブ リカ ン黨の へ ー 

ス 氏の 勝に 歸 せりき、 此時此 際米國 人の 美點は 遺憾な く發 揮され たり。 ■ 米 人 は 曰く 「吾等の 國は 吾等 

の 定めし 法律 を 以て： m むる の國 也」 とて 僅かに 一 票の 差に 由て へ ー ス 氏の 治に 服して 微動 を だに せ ざ 

りき。 これ 赏にリ ンコ ルン の 奴 隸戰爭 に 勝る の 事に して 米國の 基礎 は 玆に强 固と なり 宇 內に萬 斤の 重 

. を 加へ たり。 此 法律 を 重ん する の 精神 は 苟も 非 立憲 的の 事 は 帝王と 雖 ども 許さす 小僧 丁稚と 雖 ども 許 

さす。 凡そ 法律 を 尊敬す るに は 一 一の 事 を 要す、 一 は 神 を 怖る \事 にして、 他の 一 は 人の 人格 を 重ん す 

る 事 也。 人格 を 有せざる もの は 百 萬の 財 を 有する も 投票 權 なき 害に て、 納稅額 を 以て 選擧 權を定 むる 

如き は 不道理 千 萬と 一一 一一 11 ふ 可し。 苟も 己 を 治め 得る もの は 一 票 を 有して 可なる 可き 害 也。 己 を 治む るの 

觀念、 法律 を 重ん する の觀 念、 隣人 を 尊敬す るの 觀念、 これ 立憲政治に 缺く 可らざる ものにして 之 を 

養 ふに は 基督 敎 に顯 著な， る 力 あり、 斯く觀 じ來り て 實に立 憲政 治と 基督 敎と は 深き 倫理 上の 關係 あり 

て存 す。 吾 日本 國に 基督 敎 なくして 眞の 立憲政治の 行 はる 可き や 否や は 吾人に は 疑問 なれ ども、 基督 

敎を 以てして 始めて 立憲 的に 身 を 治め 家 を 治め 國を 治め 得 可き 事 は 吾人の 確信す る 所 也。 

(中 田 信藏肇 記) 
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スチ ー ブ ン • ジ ラ — ド (S.TEPISN  GII-AI3.) の 話 

米國 最初の 富豪、 無神論者と 稱 へられし 孤兒の 友、 愛 

國者 にして 人道の 偉人、 海員、 商人、 實業 家の 好 模範 

明； _5  十三 (や 六り 四：：： 故 今 井 樟太郎 氏 永眠 四 週 年期に 際し 柏木 今 井 館に 於て べし 所な リ。 

世に 不幸なる 人は澤 山に ありました、 然し 私がん？ -晚 お話し 致さう とする 所の スチ ー ブン • ジラ ー ド 

の 如くに 不幸なる 人はありません、 世に 誤解され た 人は澤 山に あります、 然し 彼れ ジラ ー ドの 如くに 

誤解され た 人 は 無い と 思 ひます、 ジラ ー ドの 傳を讀 みまして 私共 は 世の 批評なる 者の 何の 當 にもなら 

ない 事 を 知る のであります。  - 

スチ ー ブン • ジラ ー ドと云 ひま すれば、 其 人の 誰なる 乎 を さへ 知らない 人が 多くあります、 若し 孤 

兒の 友と 云へば 何.. <  もジ ョ ー ジ • ミラ ー を 語ります、 然しながら 玆に ミラ I に 勝る も 劣らざる 孤兒の 

友の ありし にも 關 はらす、 大抵の 人 は、 殊に 大抵の 基督 信者 は、 其 何人なる 乎 を 知らないので ありま 

す、 何人も 北米 合 衆國の 建設者と して は ワシントン、 フランクリンの 名 を 口にします、 然し 玆に 彼等 

つ： y; 、二して 彼等に も 劣らざる 米國の 國 者が ありし に關 はらす、 大抵の 人 は 其 何人たり しか を 知ら 


ない ので あり ます、 若し 普通 の 人名 字書 を 引 いて スチ ー ブン • ジ ラ ー ド の 條を見 ますれば. 大略 左 の や 

うな 事が 書いて あります、 

スチ一 ブン. ジラ ー ド 守錢扠 にして 慈善家な り、 ボ ルド，' 附近に 生る、 船長の 給仕より 昇進し 

て、 運 轉士、 船長と なり、 終に 米國 沿岸 航行 船の 共同 持主た るに 至れり、 一 七 六 九 年 貿易商 人と 

して ヒラ. デル ヒャに 土着し、 此處に 一 銀行 を 設立し、 一八 二 一年より 一 八 一 四 年に 涉る 戰爭中 (英 

國に對 して 開かれし 者) 財政 的に 合衆國 政" 时を扶 て 功 あり、 ジラ ー ドは 宗敎に 於て は 無神論者、 

個人的 習性に 於て は守錢 奴な りき、 云々 (チヱ ムバ ー 人名 字典)。 

守錢 奴に して 無神論者、 斯の 如くに して 彼 は 一般に 知らる k のであります、 然 かも 今日に 至り 公平な 

る 歷史の 研究に 由て 彼の 稀 有の 愛國 者に して 慈善家な りし 事が 判明 つて 來た のであります。 

而 して 彼が 彼の 死後 殆んど 八十 年間 (彼 は 一 八 三 一 年に 死ました.) 世人に 靳 くも 誤解され 來 りしに 

わけ  i れ 

は 深き 譯 があった のであります、 それ は 彼が 不幸に して 世に も 最も 稀なる 惡 しき 傳 記者 を 有った 事で 

あります、 彼が 曾て 彼の 銀行に 使 ひし 一人の 事務員が ありました、 其 者が 何に か 不都合の 廉 があって 

主人に 解雇され ましたが 其 事 を 非常に 怨恨に 思 ひ、 I： 時 か 之 を 報 ひんと 思 ひ 居り ましたが、 ジラ ー ド 

の 死す る や 彼の 思附 きし 事 は 彼が 奮の 主人の 傳記を 著 はして、 彼の 名譽を 彼の 死後に 於て 傷 けんとす 

る 事で ありました、 而 して 此惡 しき 事務員に 由て 書かれし 『ジラ ー ド傳』 なる 者が 米國の 社き の受く 

る 所と たり、 ツイ 此 頃まで 此 書が 此 人に 關 はる 唯一 の據 典であった のであります、 而 して 誹 毀 を 目的 

とし 書いた 此 書が 其 主人公に 就て 善き 事を傳 へやう 害はありません、 殊に 彼れ ジラ ー ドが當 時の 基督 

敎會 に反對 し、 敎會の 牧師 傳道師 等た る 者 は 何人と 雖も 彼の 設立に か \ る 孤兒院 の 門 を 潜る を 許さす 

スチ I ブン， ジ-フ .1 ドの話  七 1 一一 五 


ル 教 と B5 世  七ゴ 一六 

との 遣 言 を さへ 彼 は 遺せし 程で ありまし たから、 敎會は 喜んで 彼の 誹 毀 者の 首を聽 き、 彼れ ジラ ー ド 

は孤兒 のために 其 全財產 を， 拋 ちしと 雖も、 其 心の中に 於て は大 なる 惡人 であって、 其隱れ たる 生涯に 

於て は 憎むべき 守錢奴 であった と 信じて 令 日に 至った のであります、 西洋 諸國 に 於て 基督 敎會 に反對 

する こと は 非常の 事であります、 此 事を敢 てして 生.：^ に 多大の 損害を被った 者 はジラ ー ド 一人に 限り 

ません、 彼の 親友に して 彼と 共に 人道と 國 事との ために ま 力した トマ ス • ペイン 其 人の 如き も 同じ 不 

幸なる 運命に 遭遇した 者であります、 彼れ ペイン も ツイ 此顷 まで 「無神論者の トム • ペイン」 として 

英米 兩國の 社會に 知られ、 基督 敎證據 論を唱 ふる 者 は 彼等の 想像に 成る 此 人の 死 狀を畫 く を 以て 常例 

とし 來 つたので あります、 然るに モノ キ ユア • コンゥ ヱ ー なる 學 者が 出で まして、 恰度 力， "ライルが 

『コ ロム ゥヱ ル傳』 を 著 はして 彼れ 無冠 王の 宽を 雪ぎ しゃう に、 『トマス • ぺ イン 傳』 を 著して 彼れ 

「無神論者」 の 眞實を 世に 示しまして より、 此祌の 敵、 眞理 の破壞 者と 思 はれし 人の 第 十八 世紀 第一 

流の 志士 仁人で ありし ことが 明白に 成った のであります、 昔時の 猶太 敎會の 後を繼 ぎし 今の 基督 敎會 

が 今尙ほ 預言者 を 殺し、 其 死後の 名まで を 傷け つ、 ある は實に 歎す ベ き事實 であります、 然しな が ら 

如何に 冇 力なる 敎會 と雖も 終まで 眞理を 掩ひ隱 す 事 は 出来ません、 神 は 公平なる 歷 史家 を 送りて 死者 

を 4! し、 隱 密を顯 明に なし 給 ひます、 而 して 斯 くの 如くに して 近世に 至り 永き 年月に 涉 りし， 誤解 を 

解かれ、 汚名 を 雪 がれ、 再び 世界の 偉人の 中に 仲間 入 をす る 事の 出来し 人の 一人が 私が 今 晚此處 に 皆 

樣に談 らんと する スチ ー ブン . ジラ ー ド であります。 スチ ー ブン • ジラ ー ドは、 チ七百 五十 年 を 以て 

佛國ボ ルド ー に 生れ、 千 八 百 三十 一年、 七十 一歳の 齢 を 以て 米國ヒ ラデル ヒャに 於て 死にました、 彼 

は如此 にして 佛蘭西 生れの 亞米利 加 人であります、 &は其 生 雨に あら ざれば 之 を 愛 十る 能 はすとの 通 


首 は 亦 ジ ラ —ドの 場合に 於 て も 破れました 、 

人が 自由の ために 戰ふ所 

其 所に 我が 本國 はあり  . 

との 詩人 Q 1 H ルの 一一 =n は ジ ーソ ー ドの 場合に 於ても 亦事實 とたり て顯は れ ました、 彼 は 佛蘭两 に 生れ、 

佛蘭西 人の 愦 性と 智識と を 具へ ながら、 其 全 生命 を 大西洋の 彼方なる 新 自由 國 のために 獻 じました. 

而 して 靳く爲 して 彼 は 彼の 本 國の名 を 一 暦 高く 世界に 揚げた のであります。 

ぎ よし  そ や  と り どころ  もの ども 

彼の 家せ 貧しき 漁師で ありました、 無學 で、 迷信で、 粗野で、 ； S の 長所 もない 者 等で ありました、 

隨て 家に 愛情の あるで なく， 子供 はた 乂大然 に 生 育ち し 外に、 何の 敎養を も 其 父 母より 受けませんで 

した、 スチ— ブンは 長子でありまして、 敎會附 屬の小 學に通 ひ、 僅かに 讀 書を學 びし 外 は 何の 敎育を 

も 受けませんでした、 搗て 加へ て 彼 は 早く 其 實母を 失 ひ、 繼 母に 事へ ねばならぬ 狀 態とたり、 其 脛と 

股と は少數 からぬ 彼女の 笞の 的と なった との 事であります、 若し 誠に 幼時の 境遇が 人 を 作る もので あ 

りますならば- ジラ ー ドは 確かに 殘忍 酷薄の 人と なった 害であります、 世界 第一 の 孤兒の 友が、 兩親 

の 愛と て は 何も 知ら ざり し此 不幸；： 几より 起り し を 知りまして、 私供 は 人 は 境遇の 玩弄物で ない こと を 

知る のであります。 

ジ ラ I ドは 家に ありて 立身の 途 を 看 出す ことができません で した、 故に 彼 は 當時ボ ルド ー 港に 碇泊 

中の 西 印度 通 ひの 或る 帆船に 投じ、 玆に 彼の 運命 を 試みん としました、 彼 は 心の中に 思 ひました 「我 

れ隱れ て 船に 乘り、 發 見され て 後に 海に 投入ら る k も、 是れ 我に 取りて 最も 惡 しき 運命に あらす」 と、 

フ  しのびい 

憐む べし、 眇 たる 一 靑年、 家に 在る の 苦痛に 堪えす して、 生命 を 賭して 夜に 乘 じて 船に 忍 入り、 身 を 

スチ ー ブ ン たシラ.| ドの話  七三 七 
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貨物の 間に 匿して、 g 立 朝 船の を 離れし を 待て、 匐 中 Z て 船長の 憐憫 を 乞 ふたので あります、 然るに 何 

ぞ 計らん、 淺 忍と 思 ひし 船長 はいと も 優 さしき 人で ありました、 彼 は 未だ 年若き 靑年 であり ましたが、 

ジラ ー ドを a て、 親切に 彼 を撫恤 はり、 iel に 彼 を船窒 給仕と して 使 ふ 事に 致しました、 ジラ ー ドは生 

れて兹 に 始めて 友人 を發 a しました、 船長室に 入りて 見れば、 玆に 常時の 思想家 ヴ オル テャの 著書が 

. ^装嚴 しく 竝んで 居ました、 彼 は 之を讀 むの 特權 を與 へられました、 此堪に 彼の 高等 敎育は 始まり ま 

ひろ  . ；'， • 

した、 廣き _ ^と、 親切なる 船長と、 搏き 自由の 思想と が ありて、 此處に 屈みた る、 縮みた るジラ ー ド 

の 靈は其 發育を 始めました、 彼の 才能 は， 速に 認められました、 給仕 は 水夫と なり、 水夫 は 士官と なり、 

士官 は 終に 船長と なりました、 彼 は 歳 二十 二に して 船長の 免許 を 得ました、 大西洋 は 彼の 家と なり ま 

ヒ ラデル ヒャ ニコ 1 ョルク  よ 3- 

した、 SI 印度、 一一 ュ— オリ H ンス、 ボル チ モア、 費 府、 紐 育と、 彼の 船 は 其 問を駛 て、 彼 は 自身 

船 を 行る と 時に 乂  巧に 從^ しました。 

彼 は 本 據を費 府に据 へました、 而 して 此處で 或る フ 卜した 事より 或る 婦人 を娶て 妻と する 事と なり 

ました、 然るに 家庭に 於て は元來 不幸な りし ジラ ー ドには 叉 幸 幅なる 家庭 は來 りませんでした、 彼の 

赛は 結婚の 翌年より 不治の 憂 に摇 りました、 彼女 は 精神病院に 送られました、 而 して 兹に； 二十 八 

年の 問、 夢の 生涯 を 送りました、 シカ モ忠實 なる ジラ ー ドは 彼女 を見棄 す、 毎月 一 囘必す 彼女 を 病院 

に兑舞 ひ、 死に 至る まで 彼女 を 慰めて 止みませんでした、 斯くて 母の愛 を 知ら ざり し 彼 は 叉 妻の 愛 を 

も 知りませんでした、 攝 理は此 深き 人に 對 して 甚だ 無情で ありました、 然 かも 彼 は賊世 家と はなり 

ませんで した- 彼 は兹に 彼れ 自身が 得る 能 は ざり し 愛 を 彼と 等しき 境遇に 在る 者に 與 へんとの 決心 を 

起しました、 彼 は 己 も 苦しめられ たれば 人 を も 苦しめん との 卑しき 根性 を 有ち ませんで した、 彼の 〔豕 


は 貧しく あり、 彼の 成育 は 低く ありまし たが、 彼 は 其 心の _ ^、に 於て 紳士で ありました、 彼 は敎會 にも 

屬 せす、 世の 信者に は 無， t 論者と して 認められ ましたが、 心 は 確かに ナザレの イエ スの それで ありま 

した。  ： 

彼が 費^に 土： する や 否や 米 國の獨 立 戰爭が 始まりました 、面して 船員に して 商人な りし 彼 は戰場 

に 出て 功 を 立つ る こと は 出来ませんでした、 彼 は叉ヴ ォ ル チヤの 弟子で ありまし たから 大の 非戰 論者 

でありました、 商賫は 出来す、 戰爭に は 出られす、 彼 は 唯 彼の 店に 潜んで 戰爭の 終る を 待て^ ました、 

而 して 干 七 百 八十 三年に 平和 成る や： itf に 彼の. K 活動 は 始まりました、 彼 は 戰 爭最屮 、船惯 の 下落す る 

に乘 じて 更らに 新たに 船舶 を賈 入れました、 彼 は 彼の 船に 彼の 现 想の 人物の 名を附 けました、 其 一 を 

ヴ オル テャ 號と稱 しました、 其 第一 一 を ルッソ ー 號と云 ひました、 其 第三 をモ ンテ ス キア 號と 呼び まし 

た、 孰れ も 佛國當 時 第一流の 思想家でありまして、 自由 を唱 へ、 人道 を 鼓吹した 人 等であります、 其 

所有の 商船に 文豪、 哲人、 法學者 の 名を附 せし 彼れ ジラ ー ドの 人物 は是 にても 稍 や 察する ことが ち I 來 

ます。 

戰爭 止む や 否や、 彼 は ニ艘の 船に 滿 載す るに 米 國特產 の 綿 並に 穀類 を 以てし、 其 船長に 命じて 曰 ひ 

ま した (彼 は 今 船主と なりて 陸に 在り て 船長 を 指！ す る 身と なりました)、 

つ ボ ルド，' に 到り、 米 W 精の 貨物 を寶 却し、 其 代價を 以て 直に 葡萄酒と rai- 物と を 1贝 ひ、 之を稹 

.p ン トぺ于 ^ス： t ルゾ  あさ てつ 

みて 聖彼得 俊に 到るべし、 此處 にて 叉 之を賣 却し、 其 代偎を 以て 麻と 鐵とを 買 ひ、 ァ ムス テル ダ 

ム に 到りて 之 をい；？ 3； る ベ し、 而し て 叉 此處に 新たに 雜货を 買. < -れ、 遠く 印度 力 ルカ ッタに 到る ベ し、 

而 し て 此處に 义 之を賫 り、 賴と 茶と 珈琲と を賈 人 れ て 米 W に歸る ベ し 、 
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と、 實に其 営 時に 在りて は大膽 なる 商賣 でありました、 米 II より 佛國 へ、 佛國 より 露國 へ、 露國 より 

和 蘭へ、 和 蘭より 遠く 希 は- 予蜂を 廻りて 印度 カル カツ クに 到り、 而 して 後に 米 國に歸 り 来れとの 命令で 

ありました、 而 して 此 命令 は 文字通りに 果たされまして、 ジラ ー ドは 之に 由て 莫大の 利ハ を 占めた さ 

うであります。 

斯の 如くに して 富 は 富の 上に 累積り ました、 而 して 千 八 百 十二 年、 英米 第二 囘の 戰举の 始まる 顷に 

は 彼の 富 は 積んで 百 萬 弗 以上に 達しました、 彼 は 米國が 作りし 最 始の大 富豪で ありました、 政府に 賴 

るで なく、 官權を 利用す るで なく、 唯大膽 なる 行動と、 正直と 節儉 とに 由て、 彼 は船窒 給仕より して 

終に 此 地位に 達した のであります。 

ジラ ー ドは 商人で ありました、 而 して 商人と しての 彼の 目的 は 利得に ありました、 而 して 歳々 積り 

行く 彼の 財產を 見て 彼の 隣人 は 曰 ひました、 彼 は 吝啬漢 である、 守錢 奴で あると、 彼 は ワシントンの 

如き^ 人ではありません、 叉 フランクリンの 如き 學 者ではありません、 叉ジヱ フワ ソンの 如き 政治家 

-- しゅ  ひ： や i だ. 于 がめ 

ではありません、 -Ji 銖を (1^ ふ 普通の 商人であります、 彼の 矮き體 艇と眇 の 一 眼と を 足まして、 彼に 敬 

畏 すべき 所 は 一 ッ もありませんでした、 然し 此 醜き 體驅の 中に 如 ：！： た-祟 高い 靈 魂が 宿て 居った か、 其 

^！；！-は！^^は分りませんでした、 然し 適 當の機 會に遭 ふて、 此 r 吝裔 漢」、 「無神論者」 は 彼の 本質 を 

顯 はしました、 或る 年の 事で ありました、 ヒラ、 デ.^ ヒャに 疫病が 流行し ました、 發 黄熱 は 全市 を 襲 ひ 

ました、 全家 擧て 死す る も ありました、 死體は^$んで山を爲しました、 夜な夜な 荷馬車 は 市街 を 廻り- 

「死骸 をお S しなさい」 との 凄き 叫號が 聞え ました、 此時巿 民 は 恐怖に 襲 はれ、 誰れ 一 人 他 を 助けん 

とする の 心 を 起しませんでした、 而 して 此 時に 吝嗇 漢と云 はれし ジラ ー ドは 毅然として 起ちました、 


平生は 曾て 歌 ひし ことなき 此人は 今 は 歌 ひました、 舞踏し ことなき 彼 は 舞踏り ました、 彼 は 市民に 吿 

げて曰 ひました、 

恐る \ 勿れ、 恐怖べ" 唯一 の 惡 魔な り 

と、 彼 は 率先して 避病院 を 組織し、 自身の 馬車 を 驅て病 象を訪 ひ、 自身 死 體を檐 ぎて 之 を 病院に 運び 

ました、 平常 は 利益の 外、 何 を も 思 はざる が 如くに 見えし 彼に、 今 は 無愁の 外に 何も 認められません 

でした、 彼が 彼の 事へ し 船長の 室に 於て 學 びし ヴ オル テャの 人道 折 〔學は 今や 實行 となりて 彼に 於て 現 

はれました、 彼 は 他. 人 を 死より 救 はんとして 自身の 死 を 忘れました、 彼 は 其 時 戲れて 曰 ひました、 

若し 死が 余に 追附 くたら ば、 彼 は 其 時 余の 多忙なる を 見るな らん 

と、 彼 は 他人の ために 忙殺されて 自己 を 忘れました、 故に 死 は 彼に 追附 きませんでした、 多くの 死體 

を 手に しながら 彼 は 疫病に 取附 かれませんでした。 

費 府の巿 2!^ は 彼に 駭か されました、 然し 更らに 驚くべき ことが 彼に 於て 現 はれました、 守 錢扠と 云 

はれし 彼の 義俠 は單に 地方 的で ない 事が 分りました、 千 八 百 十 年に 恐慌 は 米 國の經 濟界を 襲 はんとし 

ました、 合 衆國の 信用 は將 さに 地に 墜ん としました、 此 時に 當り、 ジラ ー ドは 彼が 英國 倫敦 なる バ ー 

リ ング 兄お に 預け 置きし 百 萬 弗 を 引出し、 之を资 余の 缺乏 せし 合衆國 銀行に 預け 換 へました、 彼の 大 

瞻 なる 此 行動に 由り て 信用 は 恢復し、 恐慌 は 其 猛威 を 挫かれました、 今で こそ 世界 第一 の富國 なる 米 

國 の 財界 も 今より 百年 前 に 在り て は ジ ラ ー ドの 百 萬 弗に 由て 救 はれた ので あり ます。 

干 八 百. H 一一 年、 第二^の 英國 との 戰爭の 終らん とする 頃、 合衆國 政，；^ は 大に资 金の 缺乏を 感じ. 五 

m 萬 弗の 公 债を發 行して 之 を 補 はんとしました、 然し 戰爭最 巾の 公俊 募集に 應 する 者 は 甚だ 少く あり 
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ました、 五10萬弗の^,浚集に對して應|„#額は做かにニ十^^-ー€弗、 之 を 见し米 國人は 曰 ひました、 米國は 

今や W たび 英圃の 國 とならん とす、 と、 此 時に 當 り义眇 のジラ ー ドは 起ちました、 彼 は 一一 K ひました、 

余 は 自由に 於て、 公道に 於て、 敎 育に 於て、 米國合 衆國が 世界 第一 等の 國 たる を 見ん と 欲す 

と、 而 して 若し 金を以 て此 固 を 救 ひ 得るならば 彼 は 彼の 全 生 を以 て 作りし 全 財 廣を棄 つる も 敢て吝 

み ま せんでした、 彼 は 合 衆闕政 府に屮 込ん で 一一 一一 1： ひ ま し た 、 

余 は 五 百 萬 弗の 全額 を 引受くべし  ■ 

と 、 而し て ジラ ー ドの此 決心 を 足し 米國人 は 乂心+ ^翻へ して 曰 ひまし た 、 

利 を 見る に慧 しき 老 ひたる ジ ラ ー ドの應 する 公 一!^. に危險 あるべ からす 

と、 斯くて 我も我もと 云 ひて 之に. ぼ じたれば、 公 ^募 奥 は 大成功 を以 て 終 り まし た 。 

今で こ そ^か に 五 百 萬 弗であります、 然し 百年 前 の k^, 百 萬 弗 は 力 1 ネギ ー の 今の 五惊 弗に 劣り ま せ 

ん、 ジラ ー ドは之 を 悉く， 投棄て 國を救 はんとした のであります、 商人が 國を救 ふの 途は兹 に 在ります、 

軍人 斗り が 愛 園 者ではありません、 画 は 軍人に 由ての み 救 はれません、 商人 も 亦 愛 ® 者であります、 

彼は時には彼の生命ょりも尊き彼の全財產を投^^さたければなりません、 而 して ジラ ー ドは此 事 を 決 

行した の であります、 而し て ヮ シン ト ンが 劍を以 て、 フランクリン が 外交 を以 て、 ジ ヱフハ ソン、 ハ 

ミルトン、 ジョン • アダム ス 等が 政治 を 以て 合 衆 國を救 ひしゃう に， 彼れ スチ ー ブン • ジラ ー ドは金 

を以 て 之 を 其 初期に 在り て 最も 危險な る 時に 救 ふたので あり ます。 

彼の 生涯 は 其 終. や 1 に 近づきました、 彼 は 作り 得る 丈け の 財產を 作りました、 彼 は數々 之 を 彼の 國の 

ために 投 W しました、 乍然、 是は失 はれす して、 反て 增殖 して 彼の 乎に 歸り ました、 此 より 彼 は 其 使 


用の 途に 就て 考へ ました、 彼 は 之 を 譲るべき 子孫 を 有ち ませんで した、 然 らばと て 彼が ヴォ ルテャ よ 

り學 びし 人生 觀は彼 をして 之 を 己が 身の上に 餐す こと を 許しませんでした、 此點に 於て ジラ ー ドは我 

國の 紀伊國屋 文左衞 門と 全く 違 ひます、 雨 者と も 百 萬の 富 を 積んで 之 を 一 生涯の 問に 消費 はんと 決心- 

しました、 而 して 兩 者と も 其 目的 を 達し、 紀伊國屋 は 之 を 遊廓に 於て 消費し、 再び 元の 貧者と なりて 

世 を 終りました、 然し ジラ ー ドには 紀伊國屋に 無い 人生 哲學が ありました、 彼 は 所謂 「基督 信者」 で 

はありませんでした、 彼 は 世の 所謂 宗敎家 を 嫌 ひました、 彼 は 偉國當 時の 哲學 者ヴ オル テャ、 ルッソ 

I. モ ン テス キア を.； t として 仰ぎました、 而 して 彼等より 受けし 理想 を此 世に 於て 實行 せんとし まし 

た" 而 して 其 理想と は 人類の 向上で ありました、 神と 宗敎と を 多く 口にせ ざり し 彼 は 人類に 對 して は 

非常の 熱心 を懷 きました、 故に 彼 は 彼の 同 國 人 ァゥグ スト • コ ムテの やうに 彼の 所有の すべて を 人類 

の 祭壇. の 上に 獻 げ ま し た 。 

彼の 富 は此時 三百 萵弗 以上に 達しました、 而 して 此 富の 大部分 を 以て 彼 は 彼の 理想の 學校を 建つ る 

に 決しました * 彼れ 自身 は學 校に 學、 ひし 人でありませんで したが、 彼 は 非常に 子弟の 敎育を 直 じ まし 

た、 前に も 述べました やうに 彼の 愛する 米 國合衆 國を敎 育に 於て 世界 第 一 等の 國 となさん と は 彼の 理 

想で ありました、 彼の 友人の 中に フランクリンが 有ました、 彼は旣 にべ ンシ ルバ 一一 ャ大學 を 起して 玆 

に 學现穿 攻の途 を 設けました、 然し ジ ラ ー ドの 理想 は 他に ありました、 彼 は 學者を 作らん より は 寧ろ 

善き 平民 を 作らん としました、 彼の.；^ 人の 中に 义ト マス. ジヱ フハソ ンが ありました、 彼 は 非常の 平 

K 主義の 人でありまして、 令 や ビル ジ 一一 ャ洲の 彼の 麼廬に 在りて 著述に 從 事して^ りました、 ジラ ー 

ドは 彼に 敎を乞 はんため に、 一時 彼の 業 を 放棄し、 二 週日の 間 彼れ ジヱ フハ ソンのう 側に ありて 平 ：11^ 敎 + 
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育の 奥義 を學び ました、 有つ 物を與 ふる は 易し、 然れ ども 能く 其途を 講ぜす し て 之を與 ふる 者 は與へ 

て 反て 害 を^に 遺す 者であります、 ジラ —ドは 理想的の 慈善家であります、 彼 は 得し 時と 问 じ やうに 

-ー  .；i も ひはケ 

E 心考を 凝らして 之を與 へました、 彼 は. 水き 將來を 慮 り、 最善の 途を見 止めて 而 して 後に 其 全財產 を- 

喜 拾し ましたり 

彼 は 彼の 全 財産 を 左の 如くに 分配し ました、 

ヒ ラ . 、テ ル ヒ ャ 病院 へ 

ベ ン シ ルバ -ー ャ §1 啞學 校へ 

ヒ ラヂ ル ヒ ャ 孤兒院 へ 

ヒラ， デ ル ヒャ 公立 學校 へ 

贫者 へ 薪炭 袖 給費と して ヒ ラ デル ヒャ 市へ 

メソ 一一 ック 货 金協會 へ 

市街 改良 費と し てヒラ -、 テ ルヒャ 市へ 

ヒ ーソヂ ル ヒ ャ 市立 圖書館 へ 

ベ ン シ ルバ 一一 ャ洲 運河 改良 费， こして 

ジ ラ ー ド 高等 學校設 立 費と して 

總 計 

斯て彼 C 遣產の 大部分 を 受けし 者 はジラ — 


三 〇，〇〇〇 弗 

1 一 〇、〇〇〇 弗 

一 〇、〇〇〇 弗 

一 〇、〇〇〇 弗 

一 〇、〇〇〇 弗 

二 〇、〇〇〇 弗 

五 〇〇、〇〇〇 弗 

叫〇，〇〇〇 弗 

三 〇〇、〇〇〇 弗 

二、 〇〇〇、Q〇〇 弗 

一 一、 九 i:o、〇〇〇 弗 

高等 學校 でありました、 是れが 彼の 理想 を 施さん が た め 


一成り し 平：}1^ の 學校 で あ り ます、 然し 名 は 普通 の 學校 であり ますが、 實は大 なる 孤 兒院で あります、 


彼， 丄ジラ ー ド が孤兒 にもし きおで ありました、 故に 彼 は 彼の 平民 敎育を 特に 寄 方た き 孤兒の 上に 施さ 

ん としました、 而し て 之に 牧容 され し 孤兒は 十八 豫ま で 普通教育 を 受け ます、 然し 其敎 育の 大部分 は 

讀書 で はなく して 手工 で あ り ます、 學究 の 設備 は 充分であります が、 それよりも 完全なる は 手工の 設 

備 であります、 ジラ ー ド 高等ぎ 校 は 一 大職 工場と 見て 差閊 ありません、 此處に 普通の 米國 人が 貴尊に 

して 獨立 たる 生涯に 人る ための 設備 は 悉く 具って 居ります、 而 して 現今 此 校に 在りて 其 恩 惠に與 かる 

兒童は 凡そ 三千 人、 5^ 兒 より 青年 男女に 至る まで、 其體 育、 智育、 德 育が、 最も 進歩した る學 說に從 

ひ- 最も 有效 なる 方法 を 以て 無代 價 にて 施されつ あります。 

ジラ ー ド 高等 學 校の ために 遺されし 資金 は 一 一 百 萬 弗で ありました、 而 して 之に ジラ ー ド 所有の 土地 

家屋 等 を 加へ て 悉く 之 を 其 使用に 供し ましたが 故に 今日に 至りて は 其 所有 財產は 積り て 二 千 萬弗餘 

(SI 千 萬 圓餘) の 巨額に 達し、 此 種の 學 校と して 其 基金の 豊富なる 世界 第一た るに 至りました、 世界 

on  0000000 り， -ヴジ 0000C00  C-C-  000000  O0OOOOCO  0  0  0  0  -  -  -  '  1^ 

の 孤兒院 中ジラ ー ド 高等 學 校の みは 未だ 曾て 一 囘も资 金の 缺乏を 感じた ことはありません 此 孤兒院 

のみ は 未だ 曾て 一 囘も此 世の 慈善家に 寄附 を 哀願した 事はありません、 ジラ ー ド カレッジの みは 資金 

$5 に 有り 餘り て 時には 其 使用に 苦む - J と があります、 曾て 私が そ の 參觀に 行き ま した 時に、 私の 案 5: 

者が、 私 を 中央なる 博物 室の 屋根にまで 携行き、 E 大 なる 純白の 大理石の 瓦の 代りに 用 ひらる」 を 指 

して 私に 吿 げて曰 ひました、  _ 

此 等の 大理石 は 曾て 本校の 资 金に 剩餘を 生じ 其 使用に 苦み し 時に、 f 理人 等が 買 求めて 屋根 を葺 

かしめ た 者であります、 世界 廣 しと 雖も 純白の 大理石 を 以て 屋根 を葺 いた 學校 とて は 此學校 を 除 

い て 他に はありますまい 
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と、 赏に 盛な りと 謂 はざる を 得ません * 世に は 祈禱を 以て 維持 せらる、 孤兒院 はあります、 义問斷 な 

き哀 求と 孤兒 自身の 勞働 とに 由て 僅かに 維持 を櫞 くる 孤兒院 は くありません、 然るに 玆に 常識と 先 

見と に. E て 成りし 殆んど 千古 不； めと 稱し て も 可い やうな 孤兒 の 學 校が あるので あります、 スチ ー ブ 

ン、 • ジラ ー ドは 孤兒敎 育に 於て 新紀元 を 開いた 者であります、 若し I の 孤兒の 友が 悉く 彼の 如くに 其 

心情と 理性と を 川 ひますならば、 孤 n 几院 をして 常に 起つ か 倒る、 かの 境に 立て 僅かに 其憐む ベ き _1 ^在 

を； 礮 くる やうなる 狀 態に 陷 らしむ る こと はない と 忍 ひます。 

前に も 述べました やうに、 ジラ！ドは某-！^敎に對しては至て^^れ淡でぁりました. 實 にジラ ー ド學校 

の 特赏の 一 ッ として 常に 世人の 注意 を惹 きます こと は、 建設者の 遣 首に 基き、 基督 敎會 の敎師 たる 者 

は、 其 何 派. に屬 する を 問 はす、 ^人 も 其 内に 人る を 許さす との 堅き 定規であります、 斯 くして ジラ ー 

K 學校は 平 敎育 のために 建てられし 學 校でありまして、 人 は 何人も 自由 に 之 を 參觀す る  一 J と が 9^率 

ます 力、 然し 監督と か、 長老と か、 牧師と か、 傅 道： 帥と か稱 する 者 は 何人も 其 1： を 潜る 事が 來 ない 

のであります、 彼等 敎會 の敎 役者が 其！： に 近づき ますれば- 鬥 衞は 直に 彼等 を 誰何し ます、 而 して 彼 

，う に 在る^ である こと を 見 止め ますれば 彼れ ！： 衞は 無遠慮に も 聲を勵 ま し て  一一 K ひ ます、 

：： 光 F は此 内に 人る こと は 来ません、 此所は 敎會の 敎師の 參觀を 許しません 

，こ、 而 して 山高帽子 を 載き、 フ n ックコ ー トを 着、 ねき 襟 飾に 其 聖職 を 示す 宗敎家 は 一 步も其 中に 人 

る ことが 屮： 來な いのであります、 世界 廣 しと 雖も 牧師 傳道師 人る ベから すとの 禁制 を 設けし 學校は 多 

分 之 を 除い て 他に ありますまい。 

外、； らば ジラ ー ドは 果して 敎會の 人が 言 ひしゃう に 無神論者で あつたので ありませ う 乎、 私 は 新う は 


思 ひません、 彼の 先生の ヴ オル テャ も爾ぅ 呼ばれました、 然し ヴォ. -テャ の 無神論者で たかった こと 

は 今日は 善く 分りました、 米國の 進化 哲學 者と して 有名なる ジョン . フィスク 氏の 如き は斷 一一-一 11 して ：5 

ヴ オル テャ は 佛 國當時 の 唯一の 敬祌 (豕 なり 

と、 ジラ ー ドの 親友たり し トマス - ペイン も 永の 年の 間 「無 祌 論者の トム 。ペイン」 の 綽號を 受け ま 

した、 然るに 彼が 基督 敎を轉 覆せん とて 書きし と 云 はる、 「道理の 世」 なる 書 は其發 端に 於て 左の 言 

辭を狨 せ て 居ります。 

余 は 一個の 神 を 信す、 其餘 を； r せす、 余 は 4-^ の 後に 來る 幸福 を 希？ 1: す、 余 は 人類の 平等 を 信す- 

余 は 叉 人の 宗敎 上の 義務の、 正義 を 行 ひ、 慈悲 を 愛し、 我等の 间胞を 幸福に なすべく 努 むる にあ 

る を 信す 

，こ 、 是 は 無祌 論者 の 言と して は 如 M しても 受取れ ません、 然るに 基督 敎會は 彼の 死後 百年 のん マ R に 至 

る ま で 無神論者と して 彼 を 追窮し て 止まな かつ た の で あ り ます、 同じ やうに ジラ ー ド も數々 r 攝理の 

敎導」 なる 語 を W ひて ます、 彼が 祌の聖 名 を^ ひし 事 ありと は 私の 曾て 聞かない 所であります、 私 

の 信じます のに 彼はヴ ォ ル チヤ、 ベ ィ ン 等と 均しく 彼の 在^ 當 時の 敎會の 基督 敎に 反對 したまで -ぁ 

ります、 而 して 此 意味に 於て 力 ー ライル も 無神論者であります、 トル スト ィも 無神論者であります、 

其 他 多くの 贵ぃ人 は 無祌 論者 でありました、 而 し て 今猶 ほ 無祌 論者 で あ ります。 

誠に Ira 洋諸國 に 於て 無神論者と 稱 せらる k 者 は 我國の 無神論者と は 全く 違 ひます、 我圃に 於て は 無. 

神 論者と は 神の 存在 を 否み、 神た し靈 魂た しと 唱 へ て 肉 慾と 野心と に 驅られ て 其 生涯 を 送る もので あ 
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ります、 然し 西洋 諸國に 在りて は 無神論者と は 所謂 「有神論」 に反對 する 者であります、 現實 的に 言 

へば 基督 敎會 に反對 する 者であります、 故に 西洋に ありて は 無神論者 は 大抵 は 其 實際的 道德に 於て 敎 

會 信者に 劣らない 者であります、 米國に 於て 0 バ ー ト. ィ ンガ I ソ ル の 如き、 英國に 於て チヤ ー レ ス . 

ブラ ッド a 1 の 如き は實に 無神論者と 呼ばれながら 模範的の 钟士 でありました、 彼等の 正直な りし こ 

と、 彼等の 所信 を實 行す るに 當て 1.^ なりし こと、 彼等が 平和 を 愛して 戰爭を 憎みし こと、 常に. 貧者と 

£5 者の 友たり しこと に 於て は 彼等 は 多くの 點に 於て 所謂 「基督 信者」 に 勝りました、 彼等 は 誠に 基督 

信者 以上の 人と 成らん と 努めた 人で ありました、 故に 敎會を 嫌 ひ、 信者 を 避けた のであります。 

然し 吿白 よりも 實行 であり ます、 彼等 無神論者と 稱 へられし 人々 は 基督 敎を 口に は唱 へません でし 

たが、 之 を 身に 實行 致しました、 ジラ ー ドの 如き は 確かに 其 一人であります、 若し 彼が キリストの 聖 

3 曰に 合 はない 者であります ならば 誰が 合 ふ 者であります 乎 私 は 知りません、 彼の 如き 者の 世に 在る を 

知り 給 ひたれば こそ キリ ス トは其 弟子 等に 敎 へて 曰 ひ 給 ふたので ありませ う。 

我 を 呼びて 主よ 主よ と 曰 ふ 者盡く 天國に 入る に 非す、 唯 之に 入る 者 は 我が 天に 在す 父の 旨に 遵 かふ 

者の みなり 

，こ、 斯くて 最後の 裁判の 日に 於て 有神論 者と 無 神 論者と が 主の 臺前 に 立 ちます 時に 聖書の 左の 言辭 は 

事實 となりて 現 はる、 ので ありませ う、 

fr; ド ,0 ろ/ \ てんの つか ひ 

人の子 共 榮光を 以て 臨り、 諸の 天 使 彼と 共に 在る 時、 彼 は其榮 光の 位に 坐 せん、 其 時 萬國の 民 

は 其 前に 集められ、 彼 は 牧者が 綿羊と 山羊と を^つ が 如くに 彼等 を刖 たん、 彼 は 其 右に 綿羊 を 置 

き、 .li- に 山羊 を 置かん、 斯くて 王 其 右に 居る 者に 曰 はん、 


い しづ a™  この か；. 1  つ 

來れ、 汝等我 父に 惠 まる」 者よ、 宇宙の 石 礎を据 へられし 以來汝 等の 爲に備 へられし 國を嗣 

5 る 一  く は  ゲ h.  たび 

げょ. - 其 は 我れ 飢し 時に 汝等 我に 食せ、 我れ 渴 きし 時に 汝等 我に 飲ませ、 我れ 旅せし 時に 汝 

等 我 を 宿らせ、 裸な りし 時に 我に 衣せ、 我れ 病みし 時に 汝等我 を 見舞 ひ、 我れ 獄に 在りし 時 

に汝等 我に 就り たれば たり 

と、 其時義 者 は 彼に 答へ て H はん、 

主よ ぎ 時 我等 は汝の 飢えた る を 以て 汝に食 はせ、 渴 きし を 見て 汝に飮 ませし や、 何時 汝の旅 

せし を 見て 汝を 宿らせ、 裸た る を 見て 汝に 衣せ し 乎、 Ji: 時 我等 汝の 病める を 見て 汝を 見舞 ひ、 

獄に 在る を 見て 汝に 就り しゃ 

と、 王 答へ て 彼等に 曰 はん、 

誠に 我れ 汝 等に 曰 はん、 汝等是 等の 我 兄弟の 最も 微き 者の 一 人に 之を爲 せし は是れ 我に 爲せ 

しなり 

と、 遂に 彼れ 又 其 左に 居る 者に 曰 はん， 

我 を 離れよ、 呢 はる、 者よ、 惡 魔と 其 使者との ために 備 へられし 媳 ざる 火に 人れ よ、 其 は 我 

れ 飢えし 時に 汝等 我に 食 はせ す、 我れ ％ きし 時に 汝等 我に 飲ませす、 我れ 旅せし 時に 汝等我 

を 宿らせす、 裸な りし 時に 我に 衣せ す、 病みし 時、 叉獄に 在りし 時に 汝等我 を 見舞 は ざり き 

と、 斯くて 彼等 又 答へ て 曰 はん、 

主よ、 何時 我等 汝の 飢え 又 渴き又 旅し 叉 裸に 又 病み 叉獄に 在りし を 見て、 汝に 事へ ざり しぞ 

と、 時に 彼れ 彼等に 答へ て 曰 はん 
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いと ち ひさ 

汝等是 等の 最も 微き 者の 一 人に 之 を爲さ りし は是れ 我に 爲さ りしたり 

と、 斯くて 是 等の 者 は 限た き 刑罰に 人るべし- 而 して 義 者ば 限た きどの.! に 入るべし。 

馬 太傅仆 五.！ Isfi  ； 節 以下。 


第 十四 卷內容 年譜 

事 

み. 印 は 『よろ づ短 言』 (明治 三十 六 年 十月 發 行)、 C 印 は 『宗敎 と 現世』 (大正 三年 七月 發行ソ W 錄の ものなる 

を 示す。 

明治 三十 三年 ( 一 九 〇〇 年) 

主義 の 腐れ 易き 社會 罵詈 の 注文 好まし か らざ る 人物 * 曰 本人と 金 錢間題 * 米國人 の 友誼 * 現世の 地獄 = B 本 

"國 家と 家庭と 個人 * 義理 * 小善 錄 * 埋葬の 辭 * 新聞紙の 無勢 力 * 沈默國 .> 怕 るべき もの * 高 野 事件 *曰 本人の 敵 

小 新聞た る の 名譽 * 余 の學 びし 二 大政 治 書 國と 人と を 救 ふ 者 

明治： 二十 四 年 二 九 〇 一 年) 

* 隱士の 新年 注 吿に答 ふ 希望 は 那-邊 にある 乎 * 正義 は 日本に 於て 行 はれ 得る 乎 * 日本 現 時の 道德 * 寒中の 快樂 

* 貧乏人と 宗敎 * 希望の 區域 偶感 三つ * 何ん ぞ 責任 を 思 はざる * 春 は 来れり * 天然 詩人 出で よ * 梅花と 別る 櫻 

橫井時 雄 君の 就官を 聞て * 幸德 秋水 君 著 『帝國 主義』 に 序す * 鑛毒地 巡遊 記 旣に 亡國の 民たり * 坊主の 必要 

* 不可能 事 • "奮 1 * 友 八 論 * 我が 理想の 日本 * 勢力 論 平民の 銷夏 法 茶代 廢 止に 就て 0 基督 信徒と 社會 改良 * 生 

活 の快樂 * 秋の 用意. 理想 談 理想 團は 何で ある 乎 ウ 『無 神 無靈魂 論」 * 日本人の 注文 * 社會 改良の 最良 策 二 

第 十 E 卷內容 七 五一 


fS 十 Mssl 内 S 年譜  七 五 二 

種の 日本 * 惡に抗 する 勿れ * 憂慮 靑年 腐敗の 原因 及び 其 救 治 策 * 余の 從事 しつ」 ある 社會 改良 事業 

明治 三十 五 _ ヰ ( 一 九 〇 二 年) 

. "、困った 國 * 大望 朝 報 存在の 第 一 期 .V 我等の 所有物 日英 同盟に 關 する 所感 * 再び 政治 を 排斥す . 、政治家 を賤む 

* 杜 軍の 大勝 利 聖書 を棄 てよ と 云 ふ 忠告に 對 して (感想 十 年 再錄) 0 聖書の 研究と 社會 改良 * 政治家 徵 りせば 

* 山 櫻 かな 內村 氏の 鑛毒 問題解決 日本 國の敎 育と 基督教 * 二 個の 動物園 * 乞食 國 * 時 感三則 .リ 曰 本 貴族の 心事 

* ボ ー ァ人を 慰む 力 日本 國の 犯せし 大罪 悪 0 世の 狀 態と 吾人の 希望 正義 を唱 へよ (感想 十 年 再錄〕 * 田 中正 造 翁 

の 入獄 0 時勢の 要求と 基督教 政治と 宗敎ウ 善人の 妻 成 * 天然と 人 * 飢饉 酒 を 飲まざる 利益 國家 禁酒 論 國 

家 禁酒 論に 對 する 反對說 日本 國のニ 大敵 酒と 腐敗 (以上 五篇、 角^ パム フレット 第 三 W 錄) を 要せざる 

慈善 禁酒 小言 (角 喾. ハム フレット 第三； 冉錄) 

明治 三十 六 年 ( 一 九 〇 三年) 

新年の 新計畫 0 基督教と 世界 歷史 0 失望と 希望 ◦ 自由 傳 道と 自由 政治 日本 國の大 困難 (角 箬パ ム フレット 第五 

再錄」 基督教と 社會 主義 (角 喾パ ム フ レット 第 九 W 錄；) 0 饞 謹の 福音 余の 人生 觀 * 戰爭廢 止 論 人生 問題 解 

II の 方法 社會は 如何にして 改良 さる 可き 者なる 乎 不敬 事件と 教科書 事件 道 德と其 種類 文部省が 不用と な 

りし 理由 * 露國と 日本 * 満洲 問題解決の 精神 * 平和の 寳益 * 豐 年と 平和 0 平和の 福音 0 農民 救濟 策と しての 基督 

教傳道 * 近 時 雜感 (一〕 (二」 (三」 (， 四し C 五) * 朝 報瓧返 社に 際し 涙 香 兄に 贈りし 覺書 『よろ づ短 言. 5 自序 

謹んで 敬 友 黑岩淚 香 君に 白す 罪界の 時事 


明治 三十 七 年 ( 一 九 〇 四 年) 

基督教と 社會 主義 (再び ：} 國 難に 際して 讀者 諸君に 吿ぐ 時 感三則 主戰 論者に 由て 引用 せらる、 基督の 言葉 

0 戰 時に 於け る非戰 主義者の 態度 0 無抵抗主義の 教訓 負ける は 勝つ の 記 近時に 於け る 非戰論 基督 信徒 處 

世の 方針 内外 見地の 差違 0 余が 非戰 論者と なりし 由来 米 國の墮 落と 其救濟 非戰 主義者の 戰死 

明治 三十 八 年 ( 一 九- 〇 五 年) 

0 日露 戰爭と 基督教の 趨勢 平和主義の 意義 (感想 十， ザ 再錄) 0 平和 成る 劍、 劍、 劍 憤怒の 無用 C 曰 露戰爭 よ 

り 余が 受けし 利益  . 

明治 四十 一年 ( 一 九 〇 八 年) 

0 國は 基督教な くし て 立つ を 得る 乎 『よろ づ短 言』 自序 第一 ！  C 非戰 論の 原理 

明治 四 トー 一年 ( 一 九 .〇 九， 年) 

社會 の救濟 0 朝鮮 國と 日本 國 

S 下 略) 

S?+S:^s-K..f^!s  ヒ. 仏 三 
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大； 止 十三 年 二 九 二 四 年) 

〈 印 は 徳富健 次郎編 『太" 平诈を 中に して』 W 錄の ものな る を 示す。 

米國 人の 排斥 を 喜ぶ  < 米 画人より 金 錢を受 くるの 害 〈米國 に 勝つ の途 獨立 基督教に 就て 米國が 日本に つぎ 込 

む 金 < 米國 人の 排斥 を 歡迎す 米國 人の 排斥に 會 ひて 宣言 米 國風を 一掃せ よ 米國 人の 排日 憤慨." キリスト 

敎と 愛国心 〈爭 ひの 後の 平和 米國と 基督 敎 憤慨の 辯 明 簡易 生涯  < 樹を植 ゑよ (聖書 之 W 究； 錄〕 ，，ュ 對 米所 

感 〈海中の 富  <1 地理と 歴史 <^舊 友 オランダ 擴 張の 橫縦 對米 態度の 維持  <  傚 ふべき 國 異人 種の 融合 對米餘 

錄 日本の 天職 愛國 心の 缺乏 

(以 下 略) 

お 敎 と 現 世 

日本の！； 體と 基督 敎 車甞之 研究 第二 七五號 大正 十二 年 (一九二 三年) 六月 

曰 本圃と 基督 敎 聖書 之 研究 第三 〇 一 號 大正 十四 年 (一九二 五^〕 八ガ 

武士道と 基督 敎 塞 書 之 研究 第二 七六號 大正 十二 年 (一 九 二三 年) 七ガ 

武士道と 基督 敎 聖書 之 研究 第三 三九號 昭和 一一 一年 (一 九 二八 年) 十お 

宗敎の 利用に 就いて 犁-書 之 W 究 第三 四 ー號 昭和 三年 (一九二 八 年) 十二月 

基督 敎き ー傳と 日本 文化 太陽 第 廿六卷 十 一 號大 y 九 年 ( 一 九 二 0 年) 十月 


宗敎 の心耍 Slf 書 之 研究 第三 七號 明治 三十 六 年 (一九 〇 三年〕 四月 宗敎と 現世 再錄 

東北 傳道 ¥w 之 研究 第 七七號 明治 三十 九 年 (一九 〇 六 年〕 七月 宗敎と 現せ 冉錄 

宗敎と 農業 en 書 之 研究 第 1 四八號 大正 元年 (一九二 一年) 十一月 日本 基督 敎興文 協 會傳道 叢書 笫 一 「宗敎 

と邀 業」 w 錄 

同上 講演 筆記 内 村 先生 講演 #1 大 二 年 (一九二 一一 年) 十月 一 H  , 

デン マルク 國の話 聖書 之硏究 第一 三六號 明治 四十 四 年 (一九 一一 年〕 十一 力 问 名小册 子再錄 

醫術 としての 宗敎 聖書 之 研究 第 九四號 明治 四十 年 (一九 〇 七 年) 十二月 宗敎と 現 WW 錄 

基督 敎と 法雜 問題 牽書之 研究 第 一 一 九號 明治 四十 三年 二 九 一 〇 年〕 五月 宗敎と 現 W 再錄 

立憲政治と 基督 敎 書 之 W 究^ 一  五ニ號 大正 二 年 二 九 一 三ハ や) 三月 

スチ， 'プン • ジラ I ドの話 聖書 之 研究 第一 ニニ 號 明治 四十 三た 牛 (一九 lex や」 八月 宗敎と 現 卅及ビ 人道 

の 偉人 スチ I ブン • ジ ラ I ドの 話再錄 
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